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慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において

序言

しようさん ほまぜんそうぞうぶつ しゆ

全創造物の主、アッラーに称賛あれ。かれは、その誉れ高き書クルア
おお

ーンの中で、こう仰せられました。
かいめいみもと

「アッラーの御許からあなた方のもとに、確かに光と解明の書がやつ

て来たのである」。

また、最も高貴な使徒であり預言者である、私たちの預言者ムハンマ
しゆくふく おつしや

ドに祝福と平安あれ。彼は、こう仰いました。

「あなた方の内で最善の者は、クルアーンを学び、教えた者である」。
しゅご

二大聖地の守護者サルマーン•ブン.アブドルアズイーズ•アーリ•サウ

ード国王陛下（アッラーが彼をお守り下さいますよう）からは、アツラー
<んぎ

の書クルアーンとその出版の便宜、全 lit界のイスラーム教徒への配布、世
ほんやく

界の様々な言語へのその翻訳といったことに特別な関心を払うよう、御指
どう うけたまわ

導を承っております。また、サウジアラビア王国イスラーム諸事•布教•
伝道省は、非アラビア語話者のイスラーム教徒にとってクルアーン理解が

よげんしや

容易なものとなり、かつ預言者ムハンマドの「私から伝達せよ。それが、

ただ一つのアーヤ（クルアーンの一句）であったとしても」という伝達命
じ tうじゆ ほんやく

令の言葉が成就されるべく、クルアーンの意味を全世界の主要言語に翻訳
きも めい

することの重要性を肝に銘じております。
たび

ファハド国王マデイーナ•クルアーン印刷コンプレックスはこの度、非
にちあたいやくちゆうかいどうほう ほうし

アラビア語話者である同胞への奉仕として、クルアーンの日亜対訳注解を
ほんやく たずさ

読者各位にご提供できることを、喜ばしく思います。翻訳に携わったのは

佐藤裕一（サイード）氏であり、コンプレックス側からは奥山裕子（ナビ

ーラ）•佐藤純子（ファーティマ）の両氏が校正を担当しました。
かんすい すうこう

私たちは、この偉大な仕事の完遂を成功させて下さつた崇高なるアツ
しようさん おかお

ラーを、称賛します。そして、それがアツラーの御顔のみを求めて純粋に

行われたことであることを、かつ人々に有益なものとなることを望みます。



私たちは、どれほど精密さを追求したものであったとしても、クルア
ほんやく

ーンの意味の翻訳というものは、本来の奇跡的な文章が示す偉大な意味を
ほんやく

表すには役不足だということを、心得ています。また、翻訳が表す意味と
ほんやく

いうのは、翻訳者がクルアーンの理解において知り得ることの出来たもの
けっかん

に過ぎず、人間の仕事には付き物の間違いや欠陥が付き物であることも、

心得ています。

読者各位にお願いしたいのは、この翻訳を読んで間違い、欠落、余分

な付け足しなどを発見したら、ファハド国王マディーナ•クルアーン印刷コ

ンプレック•スまでご連絡頂きたいということです。アッラーがお望みなら

ば、それは次刷での改定に反映させたいと思います。

アッラーこそは成功をお授けになるお方、まっすぐな道への導き手で

あられます。アッラーよ、私たちからお受け入れ下さい。本当にあなたこ

そは、よくお聞きになるお方、全知者なのですから。

サウジアラビア王国イスラーム諸事•布教•伝道省大臣

ファハド国王マディーナ•クルアーン印刷コンプレックス代表

アブドッラティーフ.ブン.アブドルアズィーズ•アーリ.アッ=シャイフ博士



クルアーン*の意味の翻訳について

はじめに

クルアーン*とは、アッラー*がその文字と意味と共に44*ムハンマド
しゆくふく けいじ み しと

* (彼に祝福と平安あれ）に啓示した、アッラー*の御言葉である。使徒*
しゆくふく じひ

ムハンマド* (彼に祝福と平安あれ）は全世界への慈悲として、また、
きつほう けいこく つ

吉報を伝え警告を告げる者、アッラー*の許しと共にアッラー*へと人々を
かがや

招く者、燦然と輝く光として、遣わされたのである。ここではクルアーン

*とそのメッセージに関して、簡単な紹介をする。

クルアーン*についての一般的紹介

1 . クルア--ン*についての紹介と、その名称と属性の説明：

クルアーン*とは、その使徒*ムハンマド* (彼に祝福と平安あれ）に

下された、アッラー*の御言葉である。それはその言葉と意味と共に使

ムハンマド*に啓示され、書として書き留められ、疑念の余地のないほど多

数の伝承によって伝えられ、その読誦が崇拝*行為となるものである。

使徒*ムハンマド*に下された啓示を「クルアーン* (読まれるもの）」

と名づけたのは、それを啓示したアッラー*ご自身である。アッラー*は仰

せられた。「（使徒*よ、）本当にわれら*はあなたに、クルアーン*を徐々

に下した」（人間章 23) 。というのも、それは読まれ、読誦されるもの

であり、そうされずに放置しておかれるものではないからである。

また、アツラー*はそれを「アル=キターブ（書）」ともお呼びになっ

た。アツラー*は仰せられる。「（使徒*よ、）本当にわれら*は、あなたに

真理の書を下した」（婦人章 105) 。それはクルアーレ*が書かれ、そうさ

れずに放っておかれる類いのものではないからである。

しきべつ

その他、アツラー*はクルアーン*を「フルカーン（識別）」「ズイク
えいよ みちび いや

ル（教訓、栄誉）」「フダー（導き）」「ヌール（光）」「シファー（癒
むけつ くんかい

し）」「ハキーム（完全無欠なもの）」「マウイザ（訓戒）」など、その
ぞくせい

偉大さとメツセージの完全性を表す属性で形容している。
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と

「ムスハフ」という言葉は、クルアーン*が書き留められた「スフフ
しよかん きようゆう

(書巻）」という語に由来する。これは教友*たちが、クルアーン*が書き
と

留められた書を指す時に用いていた名称である。

クルアーン*は、アツラー*が天使*ジブリール* (彼に平安あれ）を介
よげんしや しゅくふく

して、預言者*ムハンマド* (彼に祝福と平安あれ）の心に下した啓示であ
おお そうぞう しゆ

る。アッラー*は仰せられた。「実にそれはまさしく、全創造物の主*から
けいじ たく たましい たずさ こうりん

下されたもの。（啓示の伝達を）託された魂が、それを携えて降臨した

のである。（使徒*よ、）あなたが警告者の一人となるべく、あなたの心へ

と、明白なるアラビアの言葉によって」（詩人たち章 192-195) 。

よげんしや けいじ しと まあたら

預言者*ムハンマド*は啓示に関し、使徒*の内でも目新しいことを言
けいじ

う者だったわけではない。アツラー*の啓示はジブリール* (彼に平安あれ)
どうほう しと しゆくふく

を介し、彼の同胞である全ての使徒*たち（彼らに祝福と平安あれ）に下
しんたく たく

たのである。アツラー*はこの偉大な信託を託すにあたり、かれがお望み

になる者をお選びになる。アツラー*は仰せられる。「アツラー*は天使*た

ちと人々から、（その教えを人々に伝える）使いをお選びになる。本当に

アツラー*は、よくお聞きになるお方、よくご覧になるお方」（巡礼*章

75) 。また、アツラー*はその任務に誰が適格で、誰が不適格かを最もよく

ご存知のお方であられる。というのも、アツラー*ご自身が被造物をお創り

になったお方なのだから。アツラー*は仰せられる。「あなたの主*は、お

望みのものを創り、選ばれる」（物語章 68) 。

つ

2. クルアーン*の啓示：

アッラー*の使徒* (彼に祝福と平安あれ）に最初に啓示が下ったのは、

西暦 610 年ラマダーン月* (ヒジュラ暦*9 月）17 日月曜日、マッカ*のとあ

しゆくふく けいじ

どうくつ

る山にあるヒラー洞窟でのことであった。その時、ジブリール* (彼に平安
よげんしや

あれ）が彼に伝えたのが、このアーヤ* (句）である。「（預言者*よ、）
そうぞう みなしゆ けいじ

創造をされた、あなたの主*の御名においてし啓示されたクルアーン*を)
ぎようけついっかい よげんしや

読め。かれは人間を、一塊の凝血からお創りになった。（預言者*よ、ク
しゆ とうと

ルアーン*を）読め。あなたの主*は、最も貴い*お方。筆（記）を教えて
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下さったお方。人間に、彼が知らなかったことを教えて下さった（お方）」

( 凝血章 1-5) 。これが、アッラー*の使徒* (彼に祝福と平安あれ）に

下された、最初のクルアーン*であった。

預言者* (彼に祝福と平安あれ）はそれを携えて、恐怖で心を震わせ

ながら家族のもとに戻ると、妻であり、後に信仰者たちの母と呼ばれるこ

とになるハディージャ（彼女にアツラー*のお喜びあれ）に、そのことを話

した。彼は言った。「私は自分が恐い」。すると、彼女は言った。「いい

え、喜びなさい。アツラー*にかけて、かれは決してあなたに不名誉を与え

たりはしません。あなたは近親の絆をつなぎますし、話せば正直で、弱者

を助け、客をもてなし、災難においては手を差し伸べるのですから」。こ

うしてハディージャは彼を、ワラカ•ブン•ナウファルのもとに連れて行っ
けんしき

た。ワラカは見識と知恵を備えた人物であり、ハディージャは彼にこう言

た。「おじさん、あなたの兄弟の息子の話を聞いて下さい」。そしてア

ラー*の使徒* (彼に祝福と平安あれ）が、彼に自分が見たことを伝える

と、ワラカはこう言った。「それは、ムーサー*に遣わされた、密やかなる

者（ジブリール*) 1である。ああ、私が若者であったなら！ ああ、あな

たが自分の民から追放される時、私がまだ生きていたなら！」アツラー*の

使徒* (彼に祝福と平安あれ）は、言った。「彼らが、私を追放するとい

うのですか？」ワラカは言った。「ああ。あなたに訪れたようなものを携

えて来た者は皆、迫害されることになっているのだ。もし私が、あなたが

そうなる日に居合わせることが出来たら、あなたを力強く援助することが

出来たのだが」。こうしてワラカは、この出会いの後まもなく他界する。

クルアーンホは過去の預言者*たち（彼らに祝福と平安あれ）に啓典が

下った時のように、アツラー*の使徒* (彼に祝福と平安あれ）に全部一遍

に下ったわけではない。クルアーン*は二十三年間に渡って、時には一つの

スーラ*が下ったり、また時にはスーラ*の中の一部のアーヤホが下ったりす

るといった形で、徐々に下されたのである。

つ

フ

1 「密やかなる者j とは、預言者*たちに啓示の伝達を任された、天使*ジブリール* (彼に平安あれ)

のこと。
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けいじ よげんしやじよじよ ひそ

クルアーン*が徐々に啓示されたことに潜む英知1は、預言者*ムハンマ
けんごしゆくふく

ド* (彼に祝福と平安あれ）の心を堅固にし、強化することであり、ジブ
<たずさけいじ とうらい

リール* (彼に平安あれ）が啓示を携えて繰り返し到来することで、彼を
しと さず

力強くすることであった。彼はこのことにより、使徒*としての使命を授か
がんめい

た当初、シルク*の徒の頑迷さと反対に直面しても確固としていることがつ
おお おちい

出来た。アッラー*は仰せられる。「不信仰に陥った者*たちは、言った。
よげんしやふくいん

『どうしてクルアーン*は（トーラー*や福音*のように）、彼（預言者*ム
I、つぺん

ンマド*) に一遍に下されないのか？』われら*は、それによってあなたノへ

けんご じよじよ

の心を堅固にすべく、 （クルアーン*を）そのように（徐々に下）し 、ま
めいりよう

たそれを明瞭に区切ったのだ 」（識別章 32) 。

じよじよ けいじ

また、クルアーレ*が徐々に啓示されたことには、別の偉大な教育的英
じっせん

知も存在する。それは信仰者たちが宗教的な決まりに関する知識と実践に

おいて、段階的に身につけていくことを可能にしたということである。そ
•、

れは彼らの学習と理解にあっても、また彼らが無知と不信仰とシルク*とい

う闇から、信仰とアッラーの唯一性*と知識という光へと脱出するにあたっ
べんぎ

ても、彼らにとっての便宜となった。

3. クルアーン*の筆録：

筆記は、文章を保存するための最も重要な手段の一つである。筆録さ

れない言葉は、忘却に晒される。クルアーン*は、復活の日*までの全世界

ひつろく

みちび ひつろく

への導きとして下されたゆえ、筆録されなければならなかったのである。

ひつろく よげんしや しゅくふく

クルアーン*の筆録は、預言者*ムハンマド* (彼に祝福と平安あれ)
じようじゆ きようゆう

の特別な関心によって成就された。また、彼は筆記を知る教友*にクルア
ひつろく けいじ ひつろく

ーン*の筆録を命じ、啓示の筆録者とした。その中でも最も有名なのが、ァ

ンサール*の一人であったザイド•ブン•サービト* (彼にアッラー*のお喜び

あれ）である。2

1 アツ=タバリー19:10、アブー•シャーマ.アル=マクダスイー「偉大なる著に関する諸学への簡潔

なる導き手」28 頁参照。

2 アッ=タバリー1:28 参照。
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け い じしゆくふくと

アツラー*の使徒* (彼に祝福と平安あれ）は啓示が下ると、まずそれ
ひつろくけ い じ

を暗記し、それから啓示の筆録者の誰かにそれを書き取らせ、こう言った。
しかじか

「このアーヤ*を、スーラ*の中の、然々という場所に入れよ」1。こうして

彼はスーラ*の名前を述べ、そこにアーヤ*を書き留めるように命じたので
きようゆう け い じ

ある。それから彼は教友*たちに、啓示されたクルアーン*を学び、暗記す
しゅくふく

るよう命じた。このようにして全クルアーン*は、彼（彼に祝福と平安あ
はし と

れ）の存命中に、革や木などの切れ端に書き留められたのである。2

よげんしや しゅくふく

また、ジブリール* (彼に平安あれ）は毎年一回、預言者* (彼に祝福
よげんしや しゆくふく

と平安あれ）にクルアーン*を確認させた。預言者* (彼に祝福と平安あれ)
いたせいきよ

が逝去した年に至っては、現在ムスリム*たちの手許にあるクルアーレ*と

同じアーヤ*とスーラ*の順番で、二回確認させたのである。これはアツラ

一*が、クルアーン*の中でこのようにアツラー*が仰せられていることが、

実現するためであった。「本当にそれを（あなたの胸に）結集させること

と、それを（あなたが望む時にいつでも）読むこと（を可能にさせるの）

は、われら*の任務なのだから。それで、われら*がそれを（ジブリール*を
かたむ

介し、あなたに）読んだ時には、その読みに（まずはよく耳を傾け、それ
とどくしよう

からその読誦に）続くのだ」（復活章 17-18) 。「（使徒*よ、）われら*

は、あなたに（ジブリール*を介して、クルアーン*を）読ませよう。そし

て、あなたは（それを）忘れない」（至高者章 6) 。

4. クルアーレ*の編纂：
せいきよしと しゆくふく

アッラー*の使徒* (彼に祝福と平安あれ）の逝去後、正統カリフのアブ

一.バクル* (彼にアッラー*のお喜びあれ）は、クルアーン*を書物に整理し

てまとめる命令を出した。それはクルアーン*暗記者たちの死去や、クルアー

ン*が書き留められた木々や革などの切れ端の喪失によって、クルアーン*の

一部が失われてしまわないようにするためであった。この任務を授かったの
けいじ ひつろく

が、啓示の筆録者の一人ザイド•ブン•サービト* (彼にアツラー*のお喜びあ

1 アブー .ダーウード 786、アツ=テイルミズイー3086、アル=ハーキム 3325 参照。

2 アル=ブハーリー4592、4593 参照,
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れ）である。こうして検証と、切れ

^
こ書き�められたものと人々に暗記さ

れているものの符号性の確認がなされた後、その書はアブー•バクル* (彼に

アツラー*のお喜びあれ）の家に保管された。そして彼の死後には第二代カリ

フのウマル* (彼にアツラー*のお喜びあれ）へと受け継がれ、ウマル*の死後
よげんしや

にはその娘であり、預言者*の妻の一人でもあった信仰者たちの母、ハフサ

(彼女にアツラー*のお喜びあれ）の家に保管されることとなった。1

イスラーム*が広まり、ムスリム*たちが読むことのできるムスハフ
んさん きようゆう

(書物として編纂されたクルアーン*) を必要とした時、何人かの教友*た

ちが第三代正統カリフ•ウスマーン* (彼にアッラー*のお喜びあれ）に、ク
どくしよう きはん へんさん ていあん

ルアーン*読誦において規範とすべきムスハフ編纂のための必要性を提案

した。こうしてウスマーン*は、クルアーン*を暗記している者たちの内で
か ひっとう

筆記を知る者たちの一団に、その任務を課したのである。彼らの内の筆頭

が、ザイド.ブン•サービト* (彼にアツラー*のお喜びあれ）であった。.彼

らはアブー•バクル* (彼にアツラー*のお喜びあれ）の時代に集められた書
ふくせい

を検証•確認し、それを一冊の書にまとめ、それを何冊か複製した。そして
ふくせい

それらの複製書を、イスラーム*国家内の主たる都市に送り、更にそこから
ふくせい

複製することを命じたのである。

今日、世界中で通用している全てのムスハフは、それが手で書き写さ
いんさつ いんさつ

れたものであれ、印刷所で印刷されたものであれ、原本はそれらの都市に
ふくせ t

送られた複製書である。そのテキストにおいても、順番においても、原本

と変わるところはない。

いんさつ

そして今日まで、ムスリム*たちは、ムスハフの印刷はもちろんのこと、
こうしん いんさつ どうにゆう

日々更新される印刷ツール•技術•周辺機器の導入に高い関心を払っている。

それは最高の品質レベルを実現すると共に、「ウスマーン書体」として知

られている、第三代正統カリフ•ウスマーン* (彼にアッラー*のお喜びあれ)

の時代に書かれた書体による、クルアーン*のテキスト筆記の正確さを追
きゆう

及するためなのである。

1 ア ル=ブハーリー4986、アツ=テイルミズイー3086、アフマド 76参照。
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いんさつ

ファハド国王マデイーナ•クルアーン印刷コンプレックスは、クルアー
けんちよ

ン*に対するその高い関心を表す、一つの顕著なる印である。それはサウジ
ほうし

アラビア王国政府によるアッラー*の書に対する熱意と、その奉仕に対する
いんさつせいほん たくみ

関心の表れであり、印刷•製本•品質•管理•匠といった面において美しく仕

上げられたムスハフが、ムスリム*たちの手に届くようにとの便宜を図って

のことなのである。

5. ムスハフの配列と区分：
かいたん

クルアーン*は開端章に始まり、人々章で終わる。百十四のスーラ*か
よげんしや しゆくふく

ら成立するが、この順番は神命のものであり、預言者* (彼に祝福と平安
ぎようけついきよ

あれ）に依拠したものである。最初に下されたスーラ*は凝血章であるが、

ムスハフの配列では九十六番目に配置されているように、スーラ*の配列は
よげんしやきょうゆう しゆくふくけいじ

啓示された順番によるものではない。教友*たちは、預言者（彼に祝福と
どくしよう

平安あれ）のクルアーン*読誦から、アーヤ* (句）とスーラ*の順番を認

識していた。1

現在、ムスハフは三十のジュズ（巻）に区分されている。各ジュズは、

二つのヒズブ（半ジュズ）から成り、各ヒズブは四つのルブウ（四分の一

ヒズブ）から成立している。これらの区分は学者たちが努力して考案した
どくしよう

ものであり、その目的はクルアーン*読誦がムスリム*たちにとって容易な

ものとなるためであった。

6. クルアーン*の学習：
しと しゆく

ムスリム*たちはクルアーン*学習、暗記、アツラー*の使徒* (彼に祝
ふく どくしよう

福と平安あれ）に下ったままの形でクルアーン*読誦することに、大変な
きようゆう どくしよう

関心を払ってきた。教友の内の読誦者たちは、タービウーンホにクルアー

ン*を教え、その字句を正確に暗記させ、一-3—つのアーヤ*で立ち止まり

つつ、その意味を理解させた。こうして彼らは知識と行いを、共に学んだ
どくしよう

のである。それからタービウーン*の内の暗記者たちが、クルアーン*読誦
きようゆう こと どくしよう

伝授のための学校を設立した。彼らは教友*から学んだ異なる読誦 、字句

1 アッ=ダーニー「諸都市民のムスハフ筆記体に関する知識についての満足」8 H参照。
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どくしよう

の正確な暗記、文字と語の数、スーラ*とアーヤ*の順番、読誦規則、正し
ろうしよう

い発音、朗誦法を忠実に守った。こうしてクルアーン*は学ばれ、暗記さ
どくしよう いた

れ、読誦されていった。クルアーン*学習者は今日に至るまで、クルアー
どくしよう

ン*を暗記した読誦家である

_
分の師匠を介し、口伝により、アツラー*

しと しゆくふく

の使徒* (彼に祝福と平安あれ）に下された通りの生き生きとした正則ア
けいしょ *)

ラビア語のままで、継承されているのである。

どくしょう どくしよう どくしよう

クルアーン*は、複数の読誦法によって読誦される。読誦法とは、

クルアーン*の語、文字の読み方、及びその発音法である。ターピウーン*
き tうゆう どくしよう けいしよう

は、クルアーン*を暗記した教友*の読誦家から、それを継承した。そし
よげんしやきょうゆう しゆくふく

てその教友*たちは、預言者* (彼に祝福と平安あれ）からそれを学び、

承認されたのである。現代において最も有名な読誦法は、アースイムから
どくしよう

その弟子ハフス•ブン♦スライマーンが伝える読誦法と、ナーフイウからそ
どくしょう

の弟子ウスマーン•ブン•サイード、通称ワルシュが伝える読誦法である。

その他、アブー•アムル•アルニバスリーからアツ=ドウーリーが伝える読

誦法や、力ールーンがナーフイウから伝えるその読誦法も有名である。

7. タフスイール（クルアーン*解釈） :

タフスイールとは、クルアーレ*の意味の解明である1。言葉は、それが

表わす意味を知ることなしには、その目的を果たさない。至高なるアッラ
うなが おお

一*は、クルアーン*を読む者がその意味を理解するよう促して、こう仰せ
しと み し る し じ ゆ く り よ

られた。「（使徒*よ、このクルアーン*は）彼らがその御徴を熟慮し、
す けいてん

澄んだ理性の持ち主らが教訓を得るべく、われら*があなたに下した啓典、
しゆくふく じゆくりよ すなわ

祝福あふれたものである」（サード章 29) 。熟慮とは即ち、理解する

ことである。

しゆくふくと きようゆう

またアッラー*の使徒* (彼に祝福と平安あれ）は教友*たちに、 彼ら

が分からなかったクルアーンホの意味を、説明したものだった2。ただし、

クルアーン*がアラビア語で下ったこと、そして当時の人々がアラビア語に

1 アッ=ザルカシー「クルアーン諸学における明証 j 1:13 参照。

2 アツ=タバリー1:13、イブン .タイミーヤ「タフスイール原理学」35 頁参照。



IX

つうぎよう

通暁していたことも相まって、クルアーン*のアーヤ*の意味について多く

の質問がなされることはなかった。タフスイールに対する人々の必要性は、
けいか

年月の経過と共に増大したのである。

よげんしや しゅくふく きようゆう

預言者* (彼に祝福と平安あれ）と教友*たち、そしてその弟子であ

るタービウーン*たちがタフスイールに関して残し、伝えられた言葉が、夕
ぎじ<

フスイール学の基軸となった。これが「伝承によるタフスイール」と呼ば

れる、タフスイールにおいて最重要の手段と目されるものである。という
つうぎょう

のもそこには、アラビア語に通暁し、クルアーン*が下った当時の出来事

や状況を生きた最初の世代による、クルアーン*のアーヤ*理解が明らかに

されているからである。

① タフスイールの種類：

タフスイール学者らの方向性は、その学術的関心により多岐に渡った。そ

こには、クルアーン*を語学的側面から説明することに関心を払うタフスイー

ルもあれば、法学的側面の説明に重点を置くタフスイールもある。また、歴

史的側面、論理的側面、品行的側面といった部分を重視するタフスイールも

たき

はんちゆう

ある。この上で、学者らはタフスイールを、二つの範疇に分類している：

よげんしや しゆくふく

つ目：伝承によるタフスイール。つまり預言者* (彼に祝福と平安
きようゆう

あれ）、 教友*、夕ー̂ビウ^—ン*から伝えられたもの。

きばん もとしきけん

二つ目：識見によるタフスイール。または、正しい学問的基盤に基づ

いた努力によるタフスイーノレ。

② 最善のタフスイール方法論と、その規定：
かいしやく

クルアーン*の解釈において優先されるのが、伝承によるタフスイー
よげんしや しゆくふく

ル*である。なぜならそれは預言者* (彼に祝福と平安あれ）、あるいはそ
きょうゆう

の教友*、そしてそのまた弟子であるタービウーン*から伝えられたもので
つうぎよう

あり、彼らこそはよりクルアーン*に通暁した者たちであるからだ。もし
みいだ

伝承によるタフスイールには見出すことのできない、更なるクルアーン*の

アーヤ*の説明が必要になった場合、タフスイール学者は以下の規定を重ん

じなければならない：
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I . アーヤ*の意味に関する、伝承によるタフスイールの中でも正しい伝承経
むじゆん かいしやく

路で伝わるものを重視し、それに矛盾するような解釈をしないこと。

n . タフスイールが、クルアーン*全体に認められる一般的な意味、及び預
:グんし 、， がっち

言者*の伝承において説明されている内容に合致すること。ゆえにタフ

スイール学者は、クルアーレ*の一般的な意味と相反するような解釈

をしてはならない。クルアーン*はその一部が別の一部を説明するので
よ げ ん し や

あり、ある一部が別の一部と矛盾することはない。また預言者*の伝

承は、クルアーン*の中で大まかな形で取り上げられている部分を、説

明するものである。

m. 語の意味、構文、様々な使い回しなどにおいて、アラビア語文法の知

識を有すること。クルアーン*はアラビア語で下されたのであり、その

語学的法則に従つて理解される必要がある。

ま ぎ わ

IV. クルアーン*のアーヤ*に間際らしい意味の部分があったら、それをク

ルアーン*の中の意味が明確な部分に照らし合わせること。というのも、

クルアーン*のある部分は、別の部分を説明しているからである。クル

アーン*のアーヤ*の大半は意味が明確なものであるが、ある種の者に
ま ぎ わ

とって、その意味が間際らしく映るものもある。そのようなものを、

意味が明確なアーヤ*と照らし合わせることは、その意味の理解と明確

化につながる。アツラー*は、こう仰せられている。「かれは、この

啓典（クルアーン*) をあなたに下されたお方。その中には、啓典の母

である明確なアーヤ*と、（それとは）別の間際らしいアーヤ*がある。

心に歪みがある者たちは（人々の）誘惑を望み、（好き勝手な）解釈

を求めて、意味が間際らしい部分に従うのだ。アツラー*と、『私た

ちはこれ（クルアーン*) を信じた。（これは）全て、我らが主*の御

許からのものである』と言う、知識が深く根ざした者たちの外、その
かし、しやく

(真の）解釈を知るものはないというのに。澄んだ知性の持ち主以外、

教訓を受けることはないのだ」（イムラーン家章 7。詳しくは、訳本

文の訳注も参照）。
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すで

V. 自然現象に関するアーヤ*のタフスイールにおいては、既に確証されて
いきよ とど

いる科学的事実への依拠のみに留め、科学的理論をクルアーン*のタフ
そうにゆう

スイールに挿入しないようにすること。それはクルアーン*に対し、

それがそもそも意味していないところのものを当てはめないようにす

るためである。

はな

VI. アッラー*の言葉の意味を、イスラーム*の教えの本質からかけ離れた
力4、しやく

もの、アラビア語の法則に反したものへと不当な解釈をすることに対
かいざん

する注意。それらの原因は改竄の意図であったり、アラビア語の意味
むえん

や使い回しにおける無知であったり、アツラー*の言葉がそこから無縁

であるような不当な意味への誤解であったりする。

8. クルアーン*の奇跡性：

奇跡性とはこの場合、行動•意見•采配などにおいて、その実現が不可能
さいはい

上げんしや

であることを指していう言葉である。そして奇跡（ムウジザ）とは、預言者

*や使徒*たち（彼らに祝福と平安あれ）の御徴や明証を証明する出来事の

ことを指す。クルアーン*の中にこの語の言及は見られないが、その代わりに
みしるし

御徴（アーヤ*) や明証（ブルハーン）などといった語で登場している。

み こ と ば

クルアーン*は至高のアッラー*の御言葉であり、その意味には完全性が、
そ なそうれい

そのアーヤ*と語と構造には壮麗さが備わっている。それは人間が創作不可

能なものであり、アッラー*はこう仰せられる。「アリフ•ラーム•ラー 。

(これは）そのアーヤ*が完全に仕上げられ、それから解明された、英知あふ
つうぎよう みもと けいてん

れる*お方、通暁されたお方の御許からの啓典である」（フード*章 1) 。

ぎねん いだと うそ

シルク*の徒らは、クルアーン*の出所に関して疑念を抱かせ、嘘の
ねつぞう ぎもん あお

捏造や疑問を煽り立てることによって、人々をそこから遠ざけようとした1。
すうこう

それで崇高なるァッラー*は彼らに対し、もし彼らが本当のことを言ってい

るのなら、クルアーン*と同様のもの、または十スーラ*、あるいはスーラ*

一つでもよいから創作してみよと、いくつかのアーヤ*の中で挑んでみせた

1 家畜章 7、25、預言者*たち章 5、サバア章 43、ヤー•スイーン章 69、整列者章 36、サード章4、山章

30も参照。
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のである1。しかし彼らはそれに応じることが出来なかった。こうして彼ら

は、たとえクルアーン*がアラビア語によるものであったとしても、その模

倣やそれと同様のものの創作が不可能であることを、認めざるを得なくな
おお

たのである。アツラー*は仰せられる。「いや、一体、彼らは（こう）言つ
ねつぞう

うのか？ 『彼（ムハンマド*) がそれ（クルアーン*) を捏造したのだ』。

(使徒*よ、）言ってやれ。『では、それと同様のスーラ*を一つ、披露し

てみよ 。そして、あなた方がアツラー*以外に（それを賴むことが）出来

る（あらゆる）者を、呼んで（手伝わせて）みるがよい。もし、あなた方

が本当のことを言っているのなら』」（ユーヌス*章 3 8) 。

またクルアーン*は、人間が一団となり、そこにジン*が加わり、 彼ら

がお互いに助け合ったとしても、クルアーン*同様のものを創作することは
せんこく

不可能であると、高らかに宣告している。「言ってやれ。『もしも、この

クルアーン*と同様のものを創作すべく、人間とジン*が結集したとしても、

それと同様のものを作ることは断じて叶わない。たとえ彼らがお互いfc力

を合わせても、である』」（夜の旅章 88) 。

みことば

クルアーン*はアッラー*の御言葉であり、被造物の言葉とは似つかな

いものであるがゆえに、 奇跡なのである。クルアーン*はその語、アーヤ*、
しゆうじ

言葉、様々な形での説明と修辞表現、そこに含まれる真の情報と物語、規
うつた きようい

定と法、心と感情へと訴えかける力、驚異的な科学的事実などにおいて、
みしるし

御徴であり、明証なのである。

たずさ

クルアーン*は、自然科学、天文学、生物学、医学などに携わる学者
きようがく いそ

たちを、どれだけ驚愕させてきたことであろうか？ そこには、彼らが勤

しんでいる学問と関係のある科学的事実についての話や、自然現象に関す
しさ せいち

る示唆が、精緻な学問的表現によって表されているのである。それらは、
もんもう

それらの現象について無知であった当時の世界において、文盲の社会の
もんもう と とうてい

文盲の使徒*がもたらしたものとは、到底想像できないものなのだ。このこ

とは、多くの人々がイスラーム*を受け入れる、一つの原因となった。とい

1 雌牛章 23、ユーヌスネ章 38、フード*章 13、山章 24 も参照。
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うのも彼らは、クルアーレ*の内容が人間の言葉であり得るはずがなく、こ
みことば

の宇宙と人間とを創造したお方の御言葉であることを認識したからである。
す ぱ

クルアーン*の中には、至高のアツラーの唯一性*と、その創造の素晴ら
ふく おお

しさを示すアーヤ*が、非常に沢山含まれている。アツラー*は仰せられた。

「われら*は、彼らに見せよう。それ（クルアーン*) が彼らに真実であるこ
みしるし

とが明らかになるまで、われら*の御徴を彼方に、そして彼ら自身の内に 。

一体、あなたの主*だけで、かれが全てのことの証人ということだけで、（ク

ルアーン*の真実性の証拠は）十分なのではないか？」（詳細にされた章 53)

9. クルアーン*の翻訳：
ほんやく

翻訳とは、ある言語から別の言語へと言葉を移転することである1。
ほんやく こんなん とちな

翻訳は困難さを伴うものである。言葉の言い回しは文章構成要素の一つで

あり、ある言語から別の言語に移転する際に、その言い回しによる言語的
こんなん

意味を保持することは困難だからである。2

ほんやく

これが人間の作った文章の翻訳に関してのことであるならば、クル了
こんなんほんやく

ーン*の翻訳をする際には、その困難は更に大きなものとなる。クルアーン
み こ と ば

*はアツラー*によってアラビア語で下されたその御言葉であり、その言葉
け い じ

と意味においてアッラー*から啓示されたものだからだ。人間がクルアーン

*の意味を完全に知りえたと主張したり、アラビア語のテキストと同じ形に

おいて、その言葉の言い回しを再現したりすることは、困難を極める。

ほんやく こんなん

しかしクルアーン*の翻訳の困難さがある一方で、ムスリム*の学者た

ちはクルアーン*とそのメッセージの伝達の必要性を確信している。いかな

る言語に属していようと、それを全ての民へと伝達する必要性である。そ
ほんやく

してその任務は、翻訳をなくしては実現不可能なのだ。3

ほんやく

クルアーン*の別の言語への翻訳は、次の二つのいずれかに分類できる：4

1 イブン•マンズール「アラブの言詞 j 参照。

2 イブラーヒーム.アニース「語の意味」171— 175 頁、ムハンマド.アワド.ムハンマド「翻訳術J
19頁参照。

3 イブン.タイミーヤ「ファトワー集」4:116参照。

4 前掲書 4:115、542、ムハンマド.フサイン.アツ==ザハビー「タフスイールと解釈学者たちJ 1:23

参照。
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ほんやく ほんやく

① クルアーン*の意味の翻訳。タフスイール抜きの翻訳で、クルアーン*

のテキストの言葉が指し示すものの説明に留めたもの。

ほんやく

② 説明や例示をつけることによる、タフスイール的な翻訳。これは、ア

ラビア語以外の言語によるタフスイールという位置づけになる。

ほんやく

いずれにせよ、クルアーン*の意味の翻訳というものは、それがいかに
せいち ほんやく せいつう

精緻なものであったとしても、そして翻訳者がいかに両言語に精通し、ア
つうぎよう

ーヤ*の意味に通暁していたとしても、クルアーン*と呼ばれることはない。

それは以下の二つの理由によるノ

み こ と ば

I . クルアーン*は、アラビア語で下された至高のアッラー*の御言葉であ
き ょ く ち い き

り、その表現と完成度において極致の域に達したものである。その形

態をアラビア語以外の別の言語で再現すれば、クルアーン*という名称

は無効化される。 ,

ほんやく ほんやく

n.翻訳は、翻訳者がクルアーレ*の意味について理解したものであると見

なされる。その意味では、タフスイールに近い。タフスイールがクル
ほんやく

アーン*と呼ばれることがないように、翻訳もまたクルアーン*と呼ば

れることはない。

ほんやく

クルアーン*の意味の翻訳が許容され得るものとなるには、学者たちが
もろもろ

クルアーン*の意味の説明に関して定めた諸々の条件を満たさなければなら
ほんやく ほんやく

ない。同時に翻訳者は、

_
分の翻訳をもって、クルアーン*の意味を改変し

かく みの

て拡散するための隠れ蓑としたり、ムスリム*たちの儀式や彼らが神聖視し
しんがい

ているものを侵害したりしてはならない。ある種の東洋学者やイスラーム*
きぞく ほんやく

への帰属を標榜する者たちの翻訳の中には、この手のものが認められる。

このようなものは、イスラーム*の教えに基づいた価値観を破壊し、その正

しい信仰箇条と寛容なる法規定に被害を及ぼそうという、悪意を含んでい

るのである。

1 アン=ナワウイー「『精錬されたもの』注釈全集」3:342参照。
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いんさつ

ファハド国王マデイーナ•クルアーン印刷コンプレックスはこのような
.ほんやく

観点から、信頼に足るクルアーン*の意味の翻訳出版という任務に身を投じ

ている。非アラビア語話者に向けて、彼らの母語によってクルアーン*の包

括的メッセージを伝えるべく、尽力を惜しまない所存である。

よげんしやぜんそうぞうぶつ しゆ

全創造物の主*、アッラー*に称賛あれ。そして私たちの預言者*ムハ
とうしゆうきようゆう

ンマド*とその一族、 教友*たち全員に、また彼らをよく踏襲した者たち
さば しゆくふく

に、裁きの日*まで祝福と平安あれ。
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拙訳における重要な注意点

ほんやく

翻訳するにあたって用いたクルアーンのテキストは、ファハド国王マ

ディーナ•クルアーン印刷コンプレックス発行のものです。アースィム
い き t

からその弟子ハフスが伝える読誦法に依拠しつつ、同コンプレックス
かいしやく

発行のクルアーン解釈書「タフスイール•ムヤッサル」を主要参考
ぶんけん ほんやく

文献として翻訳が行われました。その他、「アッ=タバリー」「アル

=クルトウビー」「イブン•カスイール」「アツ=サアデイー」といつ
ぶんけん

たクルアーン解釈書を始め、参考文献目録に収録されている諸々の

文献を参考にしています。

クルアーン本文の意味訳からは可能な限り、本文の意味には含まれな
きやくちゆう

いものを除外しました。脚注へと立ち返ることなしに本文を読むだ

けで必要最低限の理解が得られるよう心がけたつもりですが、そのた
2ほんやく

めに必要、またはあった方がよい、あるいは誤解の防1ヒとなると'翻訳
かいしやく ちと

者が判断したものに関しては、参考文献としている解釈書に基づきっ
かっこ ほじ t きやくらゆう

本文内に括弧内の説明を補助的に示すことがあります。脚注に
かっこ そうにゆう

て示される説明は、括弧内の説明によって本文に挿入するには不適当

〇、

ほんやく

と翻訳者が判断したものです。

•4» つ

「*」マークがついている人名•地名•用語などは、巻末の頻出名•用語

解説にその説明があります。

きゃくちゆう

脚注にてクルアーン内の別のスーラが参考として言及される場合、

通常「スーラ名：アーヤ番号」の形式で表示されます。アーヤ番号の

みで言及されている場合、同スーラ内のアーヤのことを示しています。

ぶんけん ちよしや ぶんけん ぶんけん. 参考文献の表示は「著者名•文献名•卷•ページ」の順番ですが、文献名
らtしや せつやく ち t し t

については、言及される著者に拙訳内での複数の引用著書がない限り、
しようりゃく

省略しています。文献名とその詳細については、巻末の参考文献目
せつやく ぶんけん

録をご参照ください。尚、拙訳の主要参考文献である「タフスイール *

しようりやく

ムヤッサル」については、 省略して「ムヤッサル」としました。ま
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ぶんけん

た、同一のページで同一文献が連続して出現する場合のみ、二度目以
ぜんけい す ぶんけん

降は「前掲書」という表現で済ませています。「序言」内の参考文献
ほんやく いきよ ぶんけん

は、翻訳者が依拠した参考文献とは独立した別のものであること、そ
ぶんけん

れゆえに巻末の参考文献目録に存在していない可能性があること、及

び存在していたとしても、出版社や発行年などの情報において一致し

なレヽ可能性が高いということにもご注意下さい。

アラビア語の定冠詞「アル」「アン」「アツ」は、「アル=カリーム」

「アツニラフマーン」「アン=ナースイル」のように、それが結びつ
す- す:

いている語と「二」記号で区別されています。但し「アブドツラー」

という語と、「ズル=ヒツジャJ のように定冠詞を伴う名詞が後続す

る「ズー」という語で始まる名詞は便宜上、「アブド•アツ=アツラー」

「ズー•アル=ヒツジャ」という表示の仕方はしていません。その他

「クルアーン」「マデイーナ」といった、定冠詞「アル」がない形で
しようりやく

通用している固有名詞などに関しても、定冠詞を省略して表示して
じよげん ほんやく

いることがあります。尚、「序言」や「クルアーンの意味の翻訳につ
ひんしゆつ

いて」といった、本書におけるクルアーンの対訳および頻出語•参考
ぶんけん

文献リスト以外の箇所では、既に個人名として通用している「アブド
のっと

ルアズイーズ」などに関しては、これらの表記法に則っていない場合

もあることに、ご注意下さい。

翻訳者



1.開端章

開端章 （アル=フアーティハ）1

1. 慈悲あまねぐ慈愛深き*アッラー*の御名に

おいて0

ぜんそうぞうぶつ

2. 全創造物の主*、アッラー*に称賛*あれ、

3. 慈悲あまねく慈愛深きお方、

4. 報いの日*の支配者 （に）。

5. 私たちはあなただけを崇拝* し、あなただけ

にお力添えを乞います2。

6. 私たちを、まっすぐな道3へとお導き下さい。

7. あなたが恩恵をお授けになった者たち4、つ
まり、 （あなたの）お怒りを受けるでもな

く 、迷うでもない者たち5の道へ。6

1 クルアーン*の各スーラ* とアーヤ*は、預言者*ムハンマド*のマディーナ*移住*を基準に、
それ以前の時期に下ったものを 「マッカ*啓示」、それ以後に下ったものを 「マディーナ*

啓示」 と呼ぶ。このスーラ*に関しては、マッカ*啓示説と、マディーナ*啓示説、その両方

で下ったという説がある （アッニスユーティー1:55-56 参照)。またこのスーラ*は、全ク

ルアーン*のメッセージが凝縮 （ぎようしゅく）されており、各礼拝の際にはその読誦 （ど

くしよう）が義務づけられていることから、「クルアーン*の母」「啓典の開端」「繰り返し

読誦される七節」 など数々の別称もある （前掲書 1:174-177 参照)。

2 「崇拝*」 だけでなく 、アッラー*のお力添えがなければ何事も叶わない。イブン•カスィー

ル*は 「（このアーヤ*の）前半部分では、アッラー*に何か他のものを並べることとの決別

が、そして後半部分では、自らに何らかの力が備わっているとすることの決別と、アッラ

一*のみに全てを委ねることが命じられている」 とし、この意味こそが「開端章はクルアー

ン*の奥義 （おうぎ）であり、開端章の奥義がこのアーヤ*である」 という先人たちの言葉

の所以 （ゆえん）であるとしている（1:70 参照)。

3 来世での成功へと続く道である、イスラーム*のこと （ムヤッサル 1 頁参照)。

4 婦人章 66-69 も参照。

5 「お怒りを受ける」 者たちとは、知識を授かってはいても、それに沿って行わなかった当

時のユダヤ教徒

'
および彼らと同様の状態にある者たちのこと。また「迷う」者たちとは、

無知ゆえに導かれず、正しい道から迷い去ってしまった当時のキリスト教徒*、および彼ら

と同様の状態にある者たちのこと （前掲書、同頁参照)。

6 礼拝中かどうかに関わらず、開端章を読み終えた後には、「アーミーン （アッラーよ、聞き

届けたまえ)」 と唱えることが薦 （すす）められている （前掲書、同頁参照)。



りデパ2.雌牛章 2

龜牟章（アル=バカラ)

慈悲あまねぐ慈愛深き*

アツラー*の御名において

1. アリフ•ラーム•ミーム。2

それ（クルアーン*) は、疑惑の余地のない

啓典、（アツラー*を）畏れる*者たちにと

ての導きである。

(彼らは）不可視の世界*を信じ、礼拝を遵

守し*、われら*が彼らに授けたものから（施

しのために）費やす3者たち。

また（使徒*よ）、あなたに下されたもの

(クルアーン*)と、あなた以前に下され

たもの（啓典）を信じ、来世をこそ確信す

る者たち。

5. それらの者たちは、彼らの主*からの導きの

上にある者たちである。そしてそれらの者

たちこそは、成功者なのだ。

2.

まs麵r匕靡逢
0卿:�瓣

3.

4 05

1 マディーナ*啓示。クルアーン最長のスーラ％ 冒頭ではクルアーン*の真実性と、それ

に対する人々の様々な立場が描写されている。その後、アーダム*とイブリース*、ム

ーサー*とイスラーイールの子ら*との間に起こった逸話（いつわ）などと共に、アッ

ラー*の全能性、唯一性*、英知、ご慈悲、恩恵、そこにおける信仰者と不信仰者*の態

度が示される。このスーラ*の名称となっている「雌牛」の話も、その内の一つ。それ

から、建設されたばかりのイスラーム*国家が必要としていた様々な法規定の説明と、

イスラーム
、
の信仰と法規定に基づいた共同体の必要性が提起される。そして最後は、

預言者*ムハンマド*の共同体がその偉大な任務に選ばれたのだ、という証言によって

締めくくられる。

2 これらの文字については、頻出名•用語解説の「クルアーンの冒頭に現れる文字群*」

を参照。

3 浄財*や、家族その他、自分の扶養義務がある者のためなど、義務の出費をすると同時に、

施しなど、推奨された任意の出費をすること（ムヤッサル 336頁参照)。



2. 雌卞章 IrM パ3

(使徒*よ、）本当に、不信仰に陥った*者

たちは、あなたが彼らに警告しようと警告

しまいと同じことで、信じはしない。

アツラー*は彼らの心と聴覚を塞がれたの

であり、彼らの視覚には覆いがかけられて

いる1。そして彼らには、厳しい懲罰があ

るのだ。

ぶ:

^^̂ ^
�G.

©び施泣城

^
4

7.

か)い しk M

心、

^ 一4

8. また人々の中には、信仰者でもないのに、

「私たちはアツラー* と最後の日*を信じ

る」 と言う （偽信）者*がいる。

9. 彼らは、アツラーと信仰する者たちを欺いて

いる （と思っている）。（実際は）気付かず
み ず か ほ か

に、自らを欺いているに外ならないのに2。
や ま い

10. 彼らの心の中には病3があり、アツラー*は

彼らに （その）病を上乗せされた。そして

彼らには、彼らが嘘をついていたことゆえ
ち よ う ば つ

の、痛ましい懲罰があるのだ。

また彼らは、「地上で腐敗*を働いてはなら

ない」 と言われれば、 「私たちは外でもな

い、改善者だ」 と言った。

叫如メ他:bUHa編l i .

㈣
づ

12. 本当に彼らこそは、腐敗を働く者たちではな

いか。しかし彼らは、気づいていないのだ。

1 彼らはシャイターン *に従ったために彼に制圧され、それゆえにアッラー*は彼らの心と聴

覚をふさがれ、彼らの視覚を覆われた。それで彼らは導きを目にすることも、それに耳を
傾けることも、それを理解することもない（イブン•カスイール 1:174 参照)。アーヤ*18、

家畜章 50、雷鳴章 16、フード *章 20 とそれらの訳注も参照。

2 彼らは現世において、不信仰や疑念という本心を隠すべく 、その外面を上辺だけの言葉や

行為でもって取り繕 （つくろ）う （アッ = タバリー1:203 参照)。しかし、そのような行い

の結末は全て自分に返ってくるため、実際のところ彼らが欺いているのは、彼ら自身なの

である （婦人章 142、ムヤッサル 3 頁参照)。

3 宗教上の疑念のこと （ムヤッサル 3 頁参照)。



2. 雌牛章 4

また彼らは、 「人々 （信仰者たち）が信仰

したように、信仰せよ」 と言われると、言

った。「愚か者たちが信じたように、私た

ちも信じると言うのか？」 本当に彼らこ

そ、愚か者なのではないか。しかし彼らに

は、分からないのだ。

13.

14. また、彼らは信仰する者たちに会えば、「私

たちは信じる」 と言った。そして、彼らの

シャイターン*達 1 とだけになれば、 （彼ら

にこう）言ったのだ。「本当に私たちは、

あなた方と共にある。私たちは、ただ （彼

らを）愚弄する者なのである」 。

ア ツ ラ ー*が彼らを愚弄されるのだ2。そし

てかれは、彼らが彷徨うままに、彼らの

放埒さに更なる拍車をおかけになる。

16. それらの者たちは導きと引き換えに、迷妄

を買った者たち。そして彼らの売買は実を

結ばなかったのであり、彼らは導かれた者

ではなかったのである。

15

似P⑸Hあ㈣j

念こ

^17. 彼ら （偽信者*) の状態は、火を灯して （そ

れが）自分の回りを照らしたかと思いき

や、アツラー*がその明かりを消し去られ、

闇の中に何も見えないまま放置された者

のようである。3

>」 sgx,

1 不信仰者*たち、あるいは偽信者*たちの長のこと （ムヤッサル 3 頁参照)。
2 アッラー*は彼らの愚弄に対し、罰でお報いになる。彼らへの 「罰という応報」 が、その原

因である 「愚弄」 という罪の名そのもので表わされているのは、アラビア語でよく用いら
れる修辞的表現 （アル=クルトウビー1207 参照)。 •

3 偽信者*は表面上、信仰者たちから 「信仰」 という火を借り、現世において利益を得る。し
かし死んでしまえば、その明かりを利用することも不可能となり、墓の中の闇、不信仰の

闇、偽の信仰の闇、様々な罪の闇に包まれ、最 後 に は 地 獄 の 闇 へ と 放 り こ ま れ て し ま う （ア
ッ =サァディー44 頁参照)。
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(彼らは真理において）聾で、哑で、盲人1で

あり、（迷妄から信仰へと）戻ることがない。

ぁるいは（彼らは）、

_
とsi2 とffl 光'を伴

う、天からの大雨 （の中にある者たち）の

よう。彼らは死を恐れ、稲妻ゆえに指でそ

の耳を塞ぐ3。アツラー*は、不信仰者*たち

を悉く包囲される*お方。

稲光は、彼らの視覚を奪わんばかり。彼ら

は （それが）彼らを照らす度に歩を進め、

暗闇が彼らを覆うと立ち止まる。そして、

もしアツラー*がお望みなら、彼らの聴覚

と視覚をお取り去りになったのである。本

当にアツラー*は、全てのことがお出来のお

方なのだから。

人々よ、あなた方と、それ以前の者たちを

創造されたあなた方の主* (アツラー*) を

崇拝*するのだ。それはあなた方が、敬虔*

になるためである。

あなた方のために大地を敷物とされ、空を

屋根とされ、天からは （雨）水をお降らし

になり、あなた方の糧とすべく 、それによ

り （様々な）果実を実らせられたお方を。

は i18.

19.

念 泰

^̂
1

20.

�4(么级びぶ敏
©淡; �

21.

を*

^
ゐ

22.

1 真理を受け入れない者が、それを聞かない者として 「聾」、真理を語ろうともしない、ある

いは表面上は信仰者ではあっても、実はそれとは違うものを内に秘めた者が「�」、真理を

見る眼識のない者が「盲人」同様である、と形容されている（アル=バガウィー1:90 参照)。

アーヤ*7、家畜章 50、フード*章 20、24 の訳注も参照。

2 この 「雷鳴」は、先代の主な解釈学者らの解釈によれば、「雲を操る天使*の声」のこと （イ

ブン•アティーヤ 1:102 参照)。

3 一説にこれは、真理への疑念と不信仰の間をゆれ動く 、この前のアーヤ*で描写されたのと

は別の偽信者*たちについてのたとえ。つまり 「闇に降る雨」 は疑念と不信仰、偽の信仰で

あり、「雷鳴」 は恐怖、「稲光」 は、時に彼らの心にきらめく信仰の光であるという （イブ

ン•カスィール 1:189-190 参照)。
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ならば（アツラー*が唯一の主*であり、崇拝

*すべきお方だと）知りつつ、アツラー*に

同位者を設けて （崇拝* して）はならない。

(不信仰者*たちよ、）もしあなた方が、わ

れら*がわれら*の僕 （ムハンマド*) に
*

F
したもの（クルアーン*) について疑惑を抱

いているのなら、それと同等のスーラ*を一

つでもよいから創作し、アツラー*以外のあ

なた方の証人 （の助け）を呼んでみるがい

い。もしあなた方が、本当のことを言って

いるというのならば1。

ok?23.

そして、もしそう出来ないのなら——あな

た方は絶対にそう出来ないのだが

(預言者*への信仰とアツラー*への服従

によって、）その燃料が人間と石である（地

獄の）炎から身を守るのだ2。それは不信

仰者*たちのために準備されている。

25 また（4徒*よ）、信仰して正しい行い*を

行う者たちには、彼らのために、その下か

ら河川が流れる楽園があるという吉報を

伝えよ。彼らはそこで果実の糧を授かるた

びに 「これは、私たちが以前授かっていた

ものだ」 と言う——彼らには、似たものが

授けられるのだ3——〇またそこには彼らの

2 1

じ逆

^翕こ

^^̂i この挑戦はマッカ*でもマデイーナ*でも、最も雄弁な民であるアラブ人たちに対して何度

も向けられた （ユーヌス*章 38、フード*章 13、夜の旅章 88、山章 33-34 も参照）が、

彼らのイスラーム*に対する敵意と憎悪にも関わらず、その挑戦は破られなかった。そして

アーヤ24 にもある通り、それは現在に至るまで、そして未来でも破られることはないの

である （イブン•カスイー•ル 1:199 参照)。

2 預言者*たち章 98 とその訳注、禁止章 6 も参照。

3 一説に、それらの果実は色•見た目•名前において、過去に口にしていた果実と似ているが、

その風味とおいしさは新しいものである （ムヤッサル 5 頁参照)。
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^
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じ ゅ ん け つ

ために、純潔な妻1 たちがいる。彼らはそ

こに永遠に住むのである。

いkこ

^»S

^
\TiU ;yif

y

^
j\

^
==
^

26. 本当

^
:アツラー*は、蚊やそれ以上の （取

るに足らない）ものでも、譬えとされるこ

とを恥じたりはなされない2。信仰する者

たちはといえば、それが主*からの真理で

あるということを知る。そして一方、不信

仰に陥った *者たちは、 「アツラー*は、

この譬えで何を望

^
だのか？」 などと言

う。かれはそれ （試練）によって多くの者

を迷わせ、また多くの者を導かれるのだ。

かれが迷わせられるのは、放逸な者たちだ

けである。

4j

^
〆二

'
し、ごJCfaXaJ

^^
乙4又、し0

(彼らは）アツラー*との契約3をその確約

後に破り、アツラー*が繫ぎとめられるよう

27.

1 クルアーン *ではこの他のアーヤ *でも、男性に対する天国での褒美 （ほうび）として、

「(外面的にも内面的にも）純潔な妻」 がいると言及されているが、女性に関して同様

の言及はない。ただ男性にも女性にも、天国の住人には等しく褒美が授けられ、望む

もの全てが手に入ることが示されているのみである （イムラーン家章 195、金の装飾

章 70 など参照）。またこの問題に関連する預言者 *ムハンマド *の伝承として、「天国に

は、独身者はいない」 （ムスリム 「天国とその享楽、及びその住人の描写の書」 14 参

照）、「女性は （天国において）最後の夫のものとなる」（アルニアルバーニー 「真正な

伝承の連鎖」 1281) などがある （出来事章 35-37 の訳注も参照)。いずれにせよ、人

間のことを最もよくご存知である英明なアツラー *が、「女性を天国へと激励されるに

あたって、美しい男性という褒美を言及されなかったことも、その英知のなせる業（わ

ざ）である」 （イブン•ウサイミーン 「価値ある集成」 1:175 参照)。整列者章 48、煙

霧章 54 とその訳注も参照。

2 アツラー*以外に崇拝 *されているものの無能さを証明するにあたり、クルアーン *の中で

は蝿 （はえ）や蜘蛛 （くも）がたとえとして言及されている （巡礼*章 73、蜘蛛章 41

参照)。ある種の人々はそのような譬 （たと）えを嘲笑 （ちょうしょう）したが、美はそ

れは信仰者とそうでない者を区別する試練であった （アツニタバリー1:272-273、ムヤ

ツサル 5 参照)。

3 この 「契約」 とは、使徒*たちが伝達した諸啓典の中で明らかにされた、アツラー*のご
命令のことであるとされる （アルニクルトウビー1:246 参照)。アーヤ *40、食卓章 12

も参照。
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命じられたものを断って1、地上で腐敗*を

働く者たち。それらの者たちこそは、損失

者である。

28. (シルク*の徒よ、）あなた方はどうして、

アツラー*を否定するのか？ かれは、（創

造される以前、）死んでいる状態にあった

あなた方に生命をお授けになり、やがてあ

なた方を死なせ給い、そして（また復活の

日*には）あなた方に生をお授けになり、そ

れからあなた方はかれの御許に戻される2

というのに？

<i \̂^dj / A =̂==KJ、一A：.t==>

飲4

^
29. かれは地上にある全てのものをあなた方

のために創造され、$れから天（の創造）

をお望みになり、七層の天を完成されたお

方。そしてかれは、全てのことをご存知の

お方なのである。

30. (使徒*よ、）あなたの主*が天使*たちに、

「本当にわれは、地上に承者3を置こう」

と仰せられた時のこと（を、人々に思い起

こさせよ）。彼ら（天使*たち）は申し上げ

た。「あなたはそこで腐敗を働き、血を流

す者を（継承者として）置かれるのです

か？ 私たちはあなたへの称賛*と共に

(あなたを）称え*、あなたを神聖なお方と

1 「アッラー*が繫ぎとめられるよう命じられたもの」とは、家族や親類との良好な関係を保

つことを始め、全ての使徒*•預言者*を分け隔（へだ）てなく信仰すること、信仰と行いを

別々にしないことなど、イスラーム*において繋ぎとめておくべき全ての命令を指すと言わ
れる（アル=クルトウビー1:247参照)。

2 赦し深いお方章 11も参照。

3「継承者」という訳語を当てたアラビア語は「ハリーファ」で、語源的には文字通り「受
け継ぐ者」。ここでは、地上の統治を世代から世代へと受け継いでいく人間のことを指す、
とされる（ムヤッサル 6頁参照)。一説には、アーダム*自身のこと（アル=クルトウビー

1:263参照)。
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して崇めていますのに」 。かれは仰せられ

た。「本当にわれは、あなた方が知らない

ことを知っているのだ」 。

亦 J\J>3

31. かれはアーダム*に、（物の）名を全てお教

えになった。それからそれらを天使*たちに

示して、仰せられた。「これらの物の名を、

われに告げてみよ。もしあなた方が、真実

を語っているというのであれば」 。

ふ

' ©�㈣
32. 彼らは申し上げた。「あなたに称え *あれ。

あなたが私たちに教えて下さったもの以

外、私たちには知識などございません。あ

なたこそは全知者、英知あふれる *お方なの

ですから」 。

{:J

33. かれは仰せられた。「アーダム*よ、彼ら

(天使*たち）にそれらの名を告げてやる

がよい」 。そして彼 （アーダム*) がそれ

らを彼らに告げた時、かれは仰せられた。

「一体われは、あなた方に言わなかったの

か？ われこそは諸天と大地における

不可視の世界* も、あなた方が露わにする

ことも隠すことも知っているのだ、という

こ と を」 。

34. われら*が天使*たちに「アーダム*にサジダ

*せよ 1」 と言い、そして彼らがサジダ* した

時のこと （を思い起こさせよ）。但しイブ

リース*は、別だった。彼は(サジダ*を)拒絶

し、驕り高ぶり、不信仰者*となった。2

1 このサジダ*は崇拝*行為としてのものではなく、アーダム*への挨拶と敬意を表明する種類

のもの。尚イスラーム*において、この種のサジダ*は禁じられた（ムヤッサル 457頁参照)。

2 この出来事の詳細に関しては、高壁章 11-25、アル=ヒジュル章 28-42、夜の旅章 61-65、

ター•ハー章 116-123、サード章 71-83 なども参照。イブリース*の言い分については、高

壁章 8 とその訳注を参照。
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Scrjjj iSo
' SU=»3

そしてわれら*は言った。「アーダム*よ、

あなたとあなたの妻は楽園1に住んで、その

中のどこでも望む所から快く存分に食べ

るがよい。そして、この木2には近づいて（そ

の実を食べて）はならない。（そうすれば)

あなた方は、不正*者になってしまうから」。

^\^y ôS\

するとシャイターン*は、それ（木）で二人
そそのか

を（ 唆して足を）滑らさせ、彼らがいた

場所から追い出してしまった3。われら*は

言った。「あなた方は（シャイターン*と）

互いに敵となって、（楽園から）落ちて行

け。そしてあなた方には地上で、暫しの4住

まいと楽しみがある」。

それからアーダム*は、彼の主*から御言

葉5を授かった。そして（その御言葉で悔

悟し）、かれはその悔悟をお受け入れに

なった。本当にかれこそは、よく悔悟を

お受け入れになる*お方、慈愛深い*お方

なのだから。

編じ赖ノ4

(i'ik ^3^ISJS
われら*は言った、「あなた方は皆、そこ

(楽園）から落ちて行け。そして、もしあ

なた方にわが御許から導き（使徒*と

名

1 アーダム*とその妻ハウワーウ*が住んでいた楽園に関しては、それが永劫（えいごう）

の天国であるという説と、地上の楽園であるという説がある（イブン•カスイール 1:233

参照)。

2 この木の種類を特定する真正<な伝承は、皆無（かいむ）とされる（アッ=タバリー

1:336-340参照)。

3 預言者*•使徒 T共に、アッラー*の教えの伝達においては無謬（むびゅう）である。大半の

学者は、大罪*以外のその他の間違い•忘却などは、彼らにも起き得ることとしているが、

彼らがそれを承認し続けることはない、としている（イブン•タイミーヤ「預言者的慣行の

手法」1:470-472参照)。

4 天命を迎えるまで、あるいは復活の日*まで、という意味（アル=クルトウビー1:321 参照)。

5 高壁章23の言葉のことを指す、と言われる（ムヤッサル6頁参照)。
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啓典）が到来した時、わが導きに従う者

があれば、彼らには怖れもなければ、悲し

むこともない1。

ゆ说ぬ啤
念。j

^
3な

そして、われら*の御徴 2を否定p、それを

嘘とした者たちは （地獄の）業火の民。彼

らはそこに、永遠に留まるのだ」 。

39.

イスラーイールの子ら* よ、われがあなた方10.
お ん け い

に授けたわが恩恵を思い起こし、われとの

契約を全うせよ3。（そうすれば）われも、

あなた方との契約を全うしよう 4。そして、

われだけを恐れるのだ。

また、われがあなた方の許にあるものの確

証として下したもの （クルアーン* ) を、

信じよ。それを否定する者たちの先駆けと

なってはならない。そして、われの御徴と

引き換えに僅かな値打ちのものを買った

りせず、われだけを畏れ* よ。

また、知っていながら、真理に虚妄を紛れ

させたり 、真理を隠蔽したりしてはなら

ない0

そして〇奉を！等* し、捧1著*を支払い、ル

クーゥ *する者たちと一緒にルクーゥ *する

兵以ゆ趣11

み==

^
レ'
;jn.

のだ。

1 正しい教えに従って行う者は、近づいて来る来世のことで怖がることもなければ、過ぎ去

て行った現世について悲しむこともない （ムヤッサル 7頁参照)。

2 この 「御徴」 とは、クルアーン*のアーヤ&
や、アッラーの唯一性*を示す証拠のこと （前掲

書、同頁参照)。

3 全ての啓典と使徒*を信じ、アッラー*の教えに従うこと （前掲書、同頁参照)。アーヤ*27

も参照。

4 つまり現世における慈悲と、来世における救いのこと （前掲書、同頁参照)。



～バ2.雌牛章 12

知ふぬ逆W匕jjibW一体（イスラーイールの子ら*と、その学者

たちよ）、あなた方は啓典を読誦している

というのに、人々には善を命じながら、自

分たちのことは忘れているのか？ 一体、

あなた方は分別しないのか？

また、忍耐*と礼拝を助力とせよ。それは、

(アツラー*に）恭順な者1 たち以外には

困難なことであるが。

44.

城���ム�45.

(彼らは復活の日*に、）自分たちの主*に
_

謁することを、そして自分たちがかれの

御許に戻っていくということを、確信する

者たち。

47. イスラーイールの子ら*よ、われがあなた方

に授けたわが恩恵を思い起こすがよい。ま

たわれがあなた方を、外のいかなる者より

も引き立てたことを2。

. そして誰も他人を益することもなければ、

いかなる執り成しも受理されず3、またどん

な代償も受け入れられなければ、彼らが

(誰にも）助けられることもない（復活の)

日を、恐れよ。

46.

夕，，ミt

\Ay \yu\j

J孤總從も�
48

1 「恭順」 と訳した原語は、「ハシャア （慎ましくあること）」 の派生形。静けさと慎 （つつ）

ましさが身体においても表れているような、心の状態のこと （アル=クルトウビー1:374

参照)。ここではアツラー*に対し慎み深く 、かれへの服従において従順で、かれへの恐れ

ゆえに謙虚 （けんきよ）な者たちのことを指す （アツ =タバリー1:375 参照)。

2 これは彼らの父祖 （ふそ）の代のことであり、あくまで当時に限っての話である （ムヤツ

サル 7 頁参照)。

3 このアーヤ*は、不信仰のまま悔悟 （かいご）することなく 、死を迎えた者に対して下った

ものとされる。というのも、復活の日*の執り成しが起こることは、信憑 （しんぴよう）性

の高い多くの伝承によって確証されているからである （アツ=タバリー1:382-383)。例え

ば、預言者*ムハンマド*には復活の日*、彼の共同体に対し、執り成しの大きな権限が与え

られる （ムスリム 「信仰の書」 345 参照)。ター•ハー章 109 も参照。
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49. また、われら *があなた方1を、フィルアウ

ン*の一族から救い出した時のこと（を思い

起こすがよい）。彼らはあなた方に過酷な

懲罰を味わわせ、男児は殺しまくり、女児

は生かしておいた2。そこには、あなた方の

主*からの偉大な試練があったのだ。

50. また、われら*があなた方のために海を分け

てあなた方を救い、あなた方の見ている前

でフイルアウン*の一族を溺れさせた時3の

こと （を思い起こせ）。

购祕段J51. また、われら*がムーサー* と四十夜を約束

した時4のこと （を思い起こすのだ）。その

後あなた方は彼の （立ち去った）後に、不

正*にも仔牛を （崇拝*の対象と）なした。5

ぬ炎鱗52. そしてその後、われら *はあなた方が感謝

するようにと、あなた方を大目に見てや

つ た0

1 先代のイスラーイールの子ら*の子孫に対して、「あなた方の父祖」 ではなく 、あたかも彼

らが当事者であるかのように 「あなた方」 と語りかけている。それは彼らが、フィルアウ

ン*から救われた時代のイスラーイールの子ら*の子孫であり、その恩恵が彼らにも及んで

いるためである （アッ =タバリー1:385 参照)。

2 一説によると、ある日フィルアウン*は、エジプトを滅ぼす男がイスラーイールの民から出

現することを暗示する夢を見た。それで一定期間、イスラーイールの民に生まれた男児を

皆殺しにして女児は生かしておき、成人には苦役（くえき）を強要して虐（しいた）げた。
しかし苦役を課すための労働力が少なくなると、男児の皆殺しは隔年 （かくねん）ごとに

なった。ムーサー*が生まれたのは、男児が殺される年であったとされる （アッ =タバリー

1:386-389、イブン•カスィール 1:258、5:283 参照)。

3 同様の場面として、ユーヌス*章 90-92、ター•ハー章 77-78、詩人たち章 52-66、煙霧章

23-24 も参照。

4 アッラー*が、ムーサー*に卜ーラー*を下すことを約束した四十夜のこと （ムヤッサル 8 頁

参照)。高壁章 142 以降も参照。

5 イスラーイールの子ら* と仔牛の話については、高壁章 148 以降、ター•ハー章 83-98 も

参照。
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み ち び

漱5ぶは�％53. また、あなた方が導かれるようにと、われ

ら *がムーサー*に識別の啓典1を授けた時

のこと （を思い起こすのだ）。

54. そして、ムーサー*が彼の民に （こう）言っ

た時のこと （を思い起こすがよい）。「我

が民よ、本当にあなた方は仔牛を （崇拝*

の対象と）なしたことで、自分自身に不正
*を働いた。ならば、あなた方の創生者*に悔

悟し、あなた方自身を殺すのだ2。それがあ

なた方にとって、あなた方の創生者の御許

でより善いことなのである」 。こうして、

かれはあなた方から悔悟をお受け入れに

なった。本当にかれこそは、よく悔悟をお
じ あ い

受け入れになる*お方、慈愛深い*お方なの

だから。

▲Hi』祕;is%55. また、あなた方が （こう）言った時のこと

(を思い起こすのだ）。「ムーサー*よ、私

たちはアツラー*をこの眼で見るまで、あな

たを信じない」 。それであなた方の見てい

る前で、稲妻があなた方を捕らえ （、あな

た方は死んでしまつ）た。

56. それから、われら *はあなた方が感謝する

ようにと、あなた方が死んだ後に生き返

した。

球！

^
�;は

炎もじ >4*4

^
0

^
-1

^
=»成

^
5

そして、われら *は薄い白雲であなた方の上
ひ か げ

に日陰を作り、あなた方にマンヌとウズラ

57.

1 真 理 と 虚 妄 （き よ も う）と を 分 け る 識 別 の 書 で あ っ た、 ト ー ラ ー*の こ と （ム ヤ ッ サ ル

8 頁参照)。

2 彼らの内の一部が、お恵み深い創造主を差しおいて仔牛を崇拝* した罪の悔悟が受け入れら

れる条件は、互いに殺し合うことであった。アッラー*のこのご命令に従って死んだ者は殉

教 （じゅんきよう）者となり、生き残った者は悔悟を受け入れられた者となった （イブン *

カスイール 1:261-263 参照)。
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1を下し （て、言つ）た。「われら *があな

た方に授けた、よきものを食べよ」 。彼ら

がわれら *に不正*を働いたのではない。し

かし彼らは、自分自身に不正*を働いていた

のである。2

rlli44取志
'

！

^
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58. また、われら *が（こう）言った時のこと（を

思い起こすのだ）。「この町3に入り、どこ
ぞ ん ぶ ん

からでも快く存分に食べよ。そして身を

低めて謹んで門に入り、 『 （私たちが望む

のは、罪の）免除です』 と言うのだ。（そ
あ や ま

うすれば）われら*は、あなた方の過ちを赦

してやろう。善を尽くす者4には、更に （褒

美を）上乗せしてやる」 。

)0 すると不正*者たちは、御言葉を彼らに言

わ れ た の で は な い も の と 変 え て し ま

た。そこでわれらはその放逸な振る舞い
滅

^
13\

*

〇

せ い さ い

ゆえに、不正*者たちに天から（罰の）制裁

を 下 し た。5

1 アル=クルトウビー*によれば、大半の解釈学者は 「マンヌ」 を、「空から降ってくる、零

(しずく）状の甘い固形物」 とするが、その他アラビアガム、蜜 （みつ)、甘い飲み物、薄

いパン、などといった解釈がある。また、もっと一般的な解釈として、「アッラー*がその

しもべたちに、労力や栽培なども要さずにお恵みになったものの総称」 というものもある

(1:406 参照)。また 「ウズラ」 は、ウズラそのものではなく、ウズラに類似した鳥類のこ

ととされる （ムヤッサル 8 頁参照)。

2 解釈学者たちによれば、これは食卓章 21-26 で描かれている出来事の後、彼らがエジプト

とシャーム地方 （現在のシリア、パレスチナ周辺地域）の間で、四十年間彷徨 （さまよ）

た時の出来事とされる （アルニクルトウビー1:406 参照)。

3 エルサレムのことである、と言われる （アッ = タバリー1:420、ムヤッサル 9 頁参照)。

4 「善を尽くす者」 については、蜜蜂章 128 の訳注を参照。

5 彼らは 「身を低めて謹んで入る」 ように言われたが、ふざけて地面に尻を引きずりながら

入り、またアーヤ*58 で言うように命じられた言葉尻を変えて、嘲笑 （ちょうしょう）し

た。つまり言葉と行いにおいて、アッラー*のご命令に反したのである （イブン•カスイー

ル 1:277 参照)。

つ
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60. また、ムーサー *がその民のために、水をを
うて祈った時のこと（を思い起こすがよ

い）。それでわれら*は「あなたの杖で、

岩を叩いてみよ」と言った。するとそこか

ら十二の泉が湧きあふれ、（彼らの内の）

全ての人々1は、確かに自分たちの水場を

知った。（われら*は言った。）「アツラ

一*の糧から食べ、飲むがよい。そして腐敗

*を働く者となって、地上で退廃を広めて

はならない」。

如if
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61. また、あなた方が（こう）言った時のこと

(を思い起こすのだ）。「ムーサー*よ、私

たちは一種類の食べ物には耐えられない。

だからあなたの主*にお願いして、私たちに

野菜、キュウリ、穀物、レンズ豆、玉葱と

いった、大地に育つものを出してもらって

くれ」。彼(ムーサー*)は言った。「あなた

方はより善いものを、それ以下のものと取

り換えるというのか？ （この荒野を去っ

て）町に行くがよい。そうすればきっと、

あなた方の求めるものがあるだろう」。彼

らは屈辱と貧困に付きまとわれ、アツラー

*のお怒りと共に戻って来た2。それという
みしるし

のも彼らはアツラー*の御徴を否定し、不

当
‘

にも預言者*たちを殺害していたからで

ある。それは彼らが（アツラー*に）反抗し、

(かれの法に反することにおいて）度を越

していたためなのだ。3

1 ユダヤ教徒*の十二支族のこと（ムヤッサル 9頁参照)。

2 つまり、アッラー*のお怒りがまといついた、という意味（アル=クルトウビー1:430参照)。

3 このように彼らは、アッラー*がお選びになったものよりも、彼ら自身の欲望と選択を常に

優先させていた（ムヤッサル 9頁参照)。
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ね逆yムンJ雖ユcSk62. 本当に 、信仰する者たち、ユダヤ教徒 *

である者たち、キリスト教徒*たち、サー

ビア教徒*たちで、アツラー* と最後の日*

を信じて正しい行い*を行う者、彼らに

は、その主*の御許に褒美がある 1。そし

て彼らには怖れもなければ、悲しむこと

もない2
〇
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63. また （イスラーイールの子ら*よ）、われら*

があなた方の確約を取った時のこと （を思い

起こすのだ）3。われらはあなた方の上に山

を掲げ （、言っ）た4。「われらがあなた方

に授けたものを、真摯に受け取るがよい5。
そして （わが懲罰を）畏れる*ベく、その内

容を教訓とするのだ」 。

04. そしてその後 （再び）、あなた方は背き去

つた。あなた方に対するアツラー*のご恩

寵とご慈悲がなければ、あなた方は損失者

となっていたであろう。

65. またあなた方は、あなた方の （先祖の）内、
あ ん そ く や ぶ

土曜 （の安息）日を破った者たちのことを

1 「信仰する者たち」であるムスリム*、ユダヤ教徒*、キリスト教徒*、サービア教徒*の内、

アッラー*を正しく誠実に信仰し、復活と清算の日を信じ、アッラー*がお喜びになる行い

に励む者の褒美 （ほうび）は、アッラー*の御許で確かなものとなる。そして最後の預言者
*ムハンマド*が全人類に遣 （つか）わされた後、アッラー*がイスラーム*以外の宗教をお

受け入れになることはない （ムヤッサル 10 頁参照)。

2 「怖れもなければ、悲しむこともない」 については、アーヤ*38 の訳注を参照。

3 「確約」 については、アーヤ*27、40 の 「契約」 を参照。

4 高壁章 171 も参照。彼らはその頑迷 （がんめい）さと不服従ゆえ、山 （原語では 「アッ =
トウール」、シナイ山のこととされる）を落とすと脅 （おど）されるまで、確約を受け入れ

ることを拒んだ （前掲書、同頁参照)。

5 彼らへの啓典トーラー*を信じ、その中に記されている法を実践することにおいて真摯に努

力せよ、ということ （アッ = タバリー1:452-453、ムヤッサル 10 頁参照)。
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確かに知った 1。 してわれら *は彼らに、

「追いやられた

_
めな猿になってしまえ」

と言った。

こうしてわれら*は、それ （海岸の町）をそ

の時代と、 （同様の罪を犯す）それ以後の

者たちに対する（見せしめの）罰とし、敬虔

な*者たちへの訓戒としたのである。

また （イスラーイールの子ら *よ）、ムーサ

一*が彼の民にこう言った時のこと （を、思

い起こしてみよ）。「本当にアツラー*は、

あなた方に一頭の雌牛を屠るよう命じて

おられる」 。碑らは言った。「一体あなた

は、私たちを馬鹿にしているのか？」彼（ム

ーサー*) は言った。「私は、自分が無知な

(嘲笑）者たち C0仲間とならないよう、

アツラー*にご加護を祈る」 0

彼らは言った。「あなたの主*に、それがど

んなものか私たちに明らかにしてくれる

よう、お願いしてくれ」 。彼 （ムーサー*)

は言った。「本当にかれは、実にそれが年

老いた牛でも仔牛でもなく 、丁度その中間

にあたる雌牛である、と仰せられる。なら

ば、命じられたことをせよ」 。

彼らは言った。「あなたの主*に、その色に

ついて私たちに明らかにしてくれるよう、

お願いしてくれ」 。彼 （ムーサー*) は言っ

た。「本当にかれは、実にそれが見る者を

楽しませる、鮮やかな真っ黄色の雌牛であ

る、と仰せられる」 。
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高壁章 163-166 も参照。彼ら - ある海岸の町に居住していたユダヤ教徒*たち - は、土曜

日に漁をすることを禁じられたが、土曜日に限って魚が大群で押し寄せた。それで彼らは

土曜日に網 （あみ）をしかけたり、穴を掘ったりしておき、日曜日にそれを収穫 （しゅう

かく）するというごまかしをした （ムヤッサル 10 頁参照)。

1
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③ 心。!

^
彼らは言った。「あなたの主*に、それがど

んなものか私たちに明らかにしてくれるよ

う、お願いしてくれ。本当に雌牛は、私たち

70.

に か よ

に似通って見えるのだ。そして本当に私たち

アツラー*がお望みならば一必ず

や （目的の雌牛に）導かれるから」 。
は、

通 你 �

uci^jL£J \

71. 彼（ムーサー*) は言った。「本当にかれは、
か ん が した が や

実にそれが地面を耕したり、農地の灌漑を

したりする卑しめられたものではなく 、混

じり毛のない無疵の雌牛だ、 と仰せられ

る」 。彼らは言った。「あなたは今、よう

やく真実を伝えてくれた」 。こうして彼ら

は雌牛を （見つけ、嫌々）屠ったが、それ

をやり損ねそうなほど （頑迷）であった1。

ご〆ド'3̃、もレ

^
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1572. あなた方2がある者を殺害し、そのことで

(罪を）押し付け合った時のこと （を思い

起こせ）3•

していたことを暴露される

それでわれら*は言った。「その(雌牛の)一

部で、彼 （死者）を叩いてみよ （、彼は生

き返って犯人を告げるであろう）」 。同様

にアッラー*は （復活の日*) 、死者を生き

い ん ぺ い

アツラー*は、あなた方が隠蔽

〇

颂 ゆ 巡73.

1 教友* イブン•アツバース*は言っている。「(最初の時点で）最も手ごろな雌牛を屠 （ほふ）

ていれば、済んだことだった。しかし彼らが （自分たちで）厳しくしたために、アツラ
* も彼らに対して厳しくされたのだ」（アツ = タバリー1:478 参照)。

2 アーヤ*49 の 「あなた方」 に関する訳注を参照。

3 多くの解釈学者は、このアーヤ*で示されている内容が、雌牛にまつわる一連の事件 （アー

ヤ*67-71) の冒頭にあたる部分であるとしている （アル=クルトウビー1:445 参照)。尚、

この事件には、次のような背景があるとされる：ある時、犯人不明の殺人事件が起こった。

その犯人を究明するにあたって、イスラーイールの子ら*の集団間で争いが起きたので、彼

らはムーサー*に犯人の特定を頼んだ。ムーサー*は、彼らが屠 （ほふ）った雌牛の一部で

死者を打てば、彼が生き返って犯人が誰かを告げるだろう、という啓示を告げた （イブン *

カスイール 1:293-298 参照)。

ウ
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返らされ、あなた方が分別するよう、あな
みしるし

た方にその御徴1をお示しになるのだ」。
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74. そしてその後、あなた方の心は硬くなり、

岩のように、またはそれ以上に硬くなった。

本当に岩の中には、そこから河川が湧き出

るものさえある。またその中には、割れて、

そこから水が流れ出るものさえもある。ま

たその中には、アツラー*への畏怖から、転

げ落ちるものさえもあるのだ2。アツラー*

は、あなた方の行いに迂闊ではあられない。

一体あなた方（信仰者)は、彼ら（ユダヤ教

徒*)があなた方（の宗教）を信じるように

なることを、所望しているというのか？

彼らの内の一部はアツラー*の御言葉を確

かに聞き、それを理解した後に知りつつ、

それを改竄したというのに。
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75.

76. また、彼ら（ユダヤ教徒*)は信仰する者た

ちに出会うと、「私たちは（あなた方の宗

教を）信じる」と言った。そして仲間内に

なると、（互いにこう）言ったのだ。「一
体あなた方は、アツラー*があなた方に明ら

かにされたこと3を、彼ら(信仰者)に伝える

というのか？ それによって彼らが、あな

た方の主*の御許であなた方に反証するた

めに？ 一体、あなた方は分別しないの

か？」

1 この「御徴」は、アッラー*の御力の完全さを示す証拠のこと（ムヤッサル 11 頁参照)。

2 カターダ*はこのアーヤ*に関し、こう述べている。「アツラー*は、岩のことは（硬くても）

容認された。そして（不信仰ゆえに心が硬くなった）アーダム*の子らの悪人のことは、容

認されなかったのだ」（アッ=タバリー1:499参照)。

3 トーラー*の中で、預言者*ムハンマド*について語られた真実のこと（ムヤッサル 11 頁参

照)。イムラーン家章 73も参照。
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ふね敗H抑i一体彼らは、アツラー*が彼らの隠している

ことも

_
わにしていることも、全てご存知

であることを知らないのか？

また、彼ら （ユダヤ教徒*) の中には啓典を

知らない文盲もいて、ただ嘘を捏造するだ

けである。そして彼らは、憶測しているに

過ぎないのだ。

79. それと引き換えに僅かな代価を得るため、自

らの手で啓典を書き、「これは、アツラー*の

御許から下されたもの」 などと言う者に、災

いあれ。そして彼らの手が書いたものゆえに、

彼らに災いあれ。また、 （そのことで）彼ら

が稼ぐものゆえに、彼らに災いあれ。

77.
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80. また、彼ら （イスラーベールの子らq は言

た。「 （地獄の）業火が私たちにAれる

のは、どうせ数日間だけだ1」。（使徒*よ、）

言ってやれ。 「一体あなた方は、アツラー

*の御許で （そのような）契約を結んだとい

うのか？ そうであるなら、アツラー*は決

して契約を反故にはされない。それともあ

なた方はアツラー*に対し、知りもしないこ

とを言うのか？」

〇
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81. いや、誰でも悪行を稼ぎ、自らの過ちが

自 分 自 身 を が ん じ が ら め に し て し ま っ た

者2、それらの者たちは業火の住民であり、

彼らはそこに永遠に留まるのだ。
Q

1 一説にはユダヤ教徒*の一部は、彼らが業火に焼かれるのは、彼らの祖先が仔牛を崇拝した

四 十 日 間 だ け で あ る と 主 張 し た （ア ツ = タ バ リ ー 1:5 1 7-5 2 0、イ ブ ン•カ ス イ ー ル

1:313-314 参照)。

2 ここでの「悪行」とは、シルク *のことと言われる。一方「自分自身を過ちでがんじがらめ」

にする者とは、そのまま悔悟せずに死を迎えることを指す、と言われる （アツ =タバリー

1:522-525 参照)。
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為そして信仰し、正しい行い*を行った者た

ち、それらの者たちは天国の住民であり、

彼らはそこに永住する。

82
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^
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また、われら*がイスラーイールの子ら*の

(次のような）確約を取った時のこと（を

思い起こすがよい）。「アッラー*以外の何

ものも崇拝*してはならない。そして両親に

孝行し、親戚、孤児、貧者*らにも（善行を

尽くせ）。また人々に対しては善い言葉を

83

れいはい

かけ、礼拝を遵守*し、浄財*を支払うの

だ」。（ところが）その後あなた方は、あ

なた方の内の僅かな者たちを除いて、身を
ひるがえ

翻し、背を向けた。

また（イスラーイールの子ら*よ）、われ

ら*があなた方の（次のような）確約を取

った時のこと（を思い起こしてみよ）。

「あなた方の血を流したり、あなた方自

身を住居から追放1したりしてはならな

い」。それからあなた方は（それが正し

いことであることを）証言しつつ、承認

84 .

した。

萬勝�

城 逆
85. その後、あなた方という人たちは、罪と

侵害をもって互いに（敵と）協力し合いな

がらあなた方自身を殺し、あなた方の一派

をその住居から追放する2。そして、もし彼

らが捕虜となってあなた方のもとにやっ

て来れば、彼らの追放が（そもそも）違法

であるにも関わらず、あなた方は彼らの身

1 つまり、お互いに殺し合ったり、追放し合ったりすること（ムヤッサル 13頁参照)。

2 アーヤ*84「追放」の訳注を参照。
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校金を払う1。一体、あなた方は啓典の一部

だけを信じ、他の部分は否定するというの

か？ ならば、あなた方の内でそのような

ことをする者の報いは、現世の生活におけ

る屈辱でしかない。復活の日*、彼らはこ

の上なく厳しい懲罰へと戻されるのだ。ア

ッラー*はあなた方の行いに、決して迂闊で

はあられない。

以㈣觸如

◎て

如你�Sfe丸
それらの者たちは、来世と引き換$に現世

の生活を買った者たち。ゆえに懲罰が、彼

らから軽減されることもなければ、彼らが

(誰かに）救われることもない。

は:

^
43»尨

また、われら*は確かにムーサー*に啓典（卜

ーラー*)を授け、fei*たちにその後を§が

せた2。そしてマルヤム*の子イーサー*に明

証3を与え、聖霊4で彼を強めた。一体、使徒

*があなた方の気に入らないものを携えて

あなた方のもとに来るたびに、あなた方は

傲慢になり、ある一派のことは嘘つき呼ば

わりし、また別の一派のことは殺害すると

いうのか？

イスラーム*到来以前のマディーナ*では、アラブ住民がアウス族とハズラジュ族の二派に

分かれ、互いに争い合っていた。そしてカイヌカーゥ族、ナディール族、クライザ族とい

た当地のユダヤ教徒*もまた、不信仰者*であるそれらのアラブ部族と各々同盟して互い

に敵対し合い、同士討ちをしていた。そのこと自体トーラー*で禁じられていたことであっ

たが、彼らは戦争で同胞が捕虜にされれば、トーラー*の教えに則って身代金を払う、とい

う矛盾を犯していた（アツ=タバリー1:536-537参照)。

2 ムーサー*の後イーサー*の到来まで、アツラー*はトーラー*の法で裁く使徒％預言者*を遣

わされた（食卓章 44 参照)。ただイブン•カスィール*によれば、イーサー*は一部トーラ

一～ とは異なる法をもたらしたため、アツラー*は彼に様々な奇跡を授けたのだという

(1:321 参照)。

3 この「明証」とは、イムラーン家章 49、食卓章 110 などに示されているような、数々の

奇跡のこと（アツ=タバリー1:544 参照)。

4 大半の解釈学者によれば、天使*ジブリール•のこと（アツ=サアディー58頁参照)。

ウ
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88. 彼ら（イスラーイールの子ら*) は、言った。
「私たちの心は覆われている （から、あな

たの言うことが分からない）」 。いや、ア

ッラー*はその不信仰ゆえに彼らを呪われ

た 1のだ。彼らは、僅かばかりしか信仰しな

いことよ。

89. 彼らは、 かつて、不信仰だった*者たち

に対する勝利を求めていたにも関わらず

ーアツラー*のjgj許から;

^
らに、彼らのも

とにあるものを確証する啓典がもたらさ

れた時、そして彼らが知っていたものが彼

らのもとに到来した時、それを否定したの

だ2。ならばアツラー*の呪い3は、 （使徒*

ムハンマド* とクルアーン*を否定する全て

の）不信仰者*たちの上にある。

紅

^
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90. 彼ら （イスラーイールの子ら*) が、アツラ

一*が下されたものを妬みゆえに否定する

こ冬で、自分自身と交換したものの、何と

触悪なことか。アツラー*はその僕の内、

お望みの者 (ムハンマド*) にご恩寵を下さ

れるというのに 4。こうして彼らは （アツラ

1 「呪い」 という訳語を当てた原語は「ラアナ」であり、語源的には「追いやる」「遠ざける」

などの意味を含む。つまり 「アッラーの呪い」 とは、かれから遠ざけられ、見放されるこ

とを指すのだという （アッ = タバリー1:549 参照)。

2 マディーナ*のユダヤ教徒*は、最後の預言者の出現が近いとし、彼に従って同地のアラブ

人不信仰者* らと戦い、勝利を収めることを願っていた。しかし、いざ預言者* としての特

徴と正直さで知られたムハンマド*が到来すると、彼を嘘つき呼ばわりした （ムヤッサル

14 頁参照)。

3 「アッラー*の呪い」 については、アーヤ*88 の訳注を参照。

4 預言者* と使徒*は、長らくイスラーイールの子ら*、つまりイスハーク*の息子ヤァクープ*

の子孫から選ばれていたが、最後の預言者*ムハンマド*はイスマーイール*の子孫のアラブ

人であった。このことも、ユダヤ教徒*の彼に対する嫉妬 （しっと）を誘う、大きな一因で

あったという （アッ =タバリー1:557-559 参照)。
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一*の）お怒りの上に、IIなるお怒りを買っ

て戻って来た1。不信仰者*たちには、屈辱

的な懲罰がある。

また彼ら （ユダヤ教徒*) は、「アツラー*が

下されたもの （クルアーン*) を信じよ」 と

言われれば、「私たちは、自分たちに下され

たもの （だけ）を信じる」 と言った。そして

その後のものは、それが彼らのもとにあるも

のを確証する真理であるのに、否定するの

だ。（使徒*よ、）言ってやるがよい。「な

らば、なぜあなた方は以前、アツラー*の預

言者*たちを殺害したのか？ もし、あなた

方が （本当に）信仰者だとするならば」 。

球3美u

©こ

^̂
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91.

たずさ

92. ムーサー*は明証2を携えて、確かにあなた

方3のもとにやって来た。それから、あなた

方は彼の（出発）後、不正*にも仔牛を（崇拝

*の対象と）なしたのである。4
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また、われら*があなた方の確約5を取った

時のこと （を思い出してみよ）。われら *

はあなた方の上に山を掲げ （、言っ）た6。
「われら*があなた方に授けたものを、真摯

に受け取り7、聴き従うのだ」 。（しかし）

彼らは言った。「私たちは聞きはするが、

逆らおう」 。そしてその不信仰ゆえに、彼

93.

1 この 「戻って来た」 については、アーヤ*61 の訳注を参照。

2 この 「明証」 とは、高壁章 107、108、133、詩人たち章 63 などに描写されているような

数々の奇跡に代表される、彼の正直さを示す証拠のこと （アッ = タバリー1:564 参照)。

3 この 「あなた方」 については、アーヤM9 の訳注を参照。

4 アーヤ*51、高壁章 142-153、ター•ハー章 83-98 参照。

5 「確約」 については、アーヤ*27、40 の 「契約」 を参照。

6 この出来事の詳細に関しては、アーヤ*63 の訳注を参照。

7 「真摯に受け取る」 については、アーヤ*63 の訳注を参照。
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らの+、には仔牛（への愛情）が注ぎ込まれ

て（沁みこんで）しまったのだ。言ってや

るがよい。「あなた方の信仰があなた方に

命じることの、何と醜悪なことか？ も

し、あなた方が（本当に）信仰者であると

いうなら」。

(使徒*よ、彼らイスラーイールの子ら*に）

言ってやるがよい。「アッラー*の御許での

来世の住まい（での恩恵）が、（他の）人々

には許されないあなた方の専有であるの

なら、死を望んでみたらいかがか？ も

し、あなた方が真美を語っているというの

であれば（、だが）」。1

彼らは自分たちが行ってきたことゆえ、決

してそのようなことを望んだりはしまい。

アッラー*は、不正*者たちのことをご存知

のお方。

また（使徒*よ、）あなたは、彼ら（ユダヤ

教徒*) が最も生に執着する人々であり、

シルク*を犯している者たちよりもそうで

あるのを、必ずや見出すであろう。彼らの

中には、千年でも生きたいと望む者がい

る。（たとえそのように）長生きしたとし
ちようばつ かな

ても、懲罰から逃れることは叶わないのだ

が。アツラー*は、彼らの行うことをご覧に

な（り、それに対して応報を与えられ）る

お方0

^/4>->
言ってやるがよい。「たとえ、ジブリール

*に対して敵対する者があろうと（、そのよ

うな敵対心には何のいわれもない）、実に

1 ァーャ*111 参照
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彼（ジブリール*) はアツラー*のお許し

により、あなたの心にそれ（クルアーン*)

を、それ以前のもの（諸

_
典）の確証、

信仰者たちにとっての導き、吉報として

下した者なのだから1。

アツラー*とその天使*たち、その使徒*た

ち、ジブリール*、ミーカール（ミーカー

イール*) に敵対する者があろうと、実に

アツラー*は（そのような）不信仰者*た

ちに対しての敵なのだ」。

(使徒*よ、）われら*は確かに、あなた

へ明白な御徴2を下した。そしてそれを否

定するのは、放逸な者たちのみである。

100. そして一体、彼ら（イスラーイールの子

ら*)が契約を結ぶたび、彼らの内の一派

はそれを破棄したというのか？ いや、

彼らの大半は信じない。

101. また、アツラー*の御許から、彼らの手許

にあるもの（トーラー*) を確証する

使徒*(ムハンマド*)が到来した時、啓典

を授かっていた民の一派はあたかも何

も知らないかのように、アツラー*の書

(クルアーン*) を背後に放り棄てたの

づ 4 〆ぐ** \て》メ〆へ〆*
〆

^
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99.
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1 このアーヤ*は、預言者*が、あるユダヤ教徒*たちに「あなたの同伴者は誰か？」と聞かれ、

「ジブリール*だ」と答えた所、「ジブリール*は戦争•殺し合い•懲罰をもたらす者であり、

私たちの敵だ。慈悲と植物と雨をもたらすミーカーイール*だ、と言えばよいものを」と言

ったことに関し、下ったと言われる（アフマド 2483参照)。

2 この「明白な御徴」とは、彼の預言者*性を示す証拠のこと。アツラー*は彼に啓示したク

ルアーン*の中で、ユダヤ教徒*の学者しか知らないような彼らの秘密や、彼らに起きた過

去の出来事、トーラー*において改ざんされた物事などを明らかにされた（アツ=タバリー

1:586参照)。
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また彼ら（ユダヤ教徒*) は、スライマー

ン*の王権（の時代）について、シャイタ

ーン*が語ること1に従った。スライマー

ン*は、不信仰になど陥ってはいない。し

かしシャイターン*たちが不信仰（の行

い）を犯し、人々に魔術と、バービル（バ

ビロン）でハールートとマールート2の両

天使に授けられたものを伝授していたの

である。両天使は、「私たちは本当に、試

練なのだ。だから（魔術を習い、シャイ

ターン*に従うことで）、不信仰に陥っ

てはいけない」と言ってからでなければ、

誰にも教えはしなかった。そして彼らは

二人から、夫とその妻の間を裂く術を学

彼らとてアツラー*のお許しが

なければ、誰のこともそれで害すること

など出来ないのだが——〇また彼らは、

自分たちを害しはしても、益しはしない

ものを学んだ。そして彼らは、それ(魔術）

を（真理と引き換えに）買ってしまった

者などには、来世においていかなる（よ

き）分け前もないということを、確かに承

知していたのだ。それで彼らが自らを売

て手に入れたものの、何と実に醜悪な

ことか3。彼らが（そのことを）知ってい

たら（、そんなことはしなかったろうに）。

102.

んだ

ウ

1 シャイターン*らは、スライマーン*が魔術によって偉大な王国を手にしたのだと思い込ま

せつつ、人々に魔術を提示した（アッ=サアディー60 頁参照)。また、魔術とは「人間の

力だけでは役不足である何らかの目的を達成するため、シャイターン*へのお近づきを乞う

事で、その助力とするもの」。仕かけや道具を用いたり、手先の器用さなどを利用して行う

手品などの類は、この内には入らない（アル=バイダーウィー1:371-372参照)。

2 ハールートとマールートは、人間を試練にかけるために天から下された天使*であると言わ

れる（ムヤッサル 16頁参照)。

3 シャイターン*はユダヤ教徒*たちに魔術を教えたが、それは、彼らがそれを啓典よりも尊

(たっと）ぶほどになるまで、彼らの間に広まった（前掲書、同頁参照)。
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103. 彼ら（ユダヤ教徒*) がもし信仰し、（ア

ツラー*を)畏れ*たのなら、アツラー*の御

許での褒美こそが（魔術とそれによる利

益）より善かったのだ。もし彼らが（そ

のことを）知っていれば（、信仰したで

あろうに）。

104. 信仰する者たちよ、「私たちに配慮して

下さい」などと言ってはならない。しか

し、「私たちを見守って下さい」と言っ

て 1、（クルアーシ*を）聴くのだ。不信仰

者*には、痛ましい懲罰がある。

1
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105. 啓典の民*やシルク*の徒という不信仰に

陥った*者たちは、あなた方の主*からあ

なた方のもとに、いかなる善きものが下

されることも望まない。アツラー*は、か

れがお望みになる者に、そのご慈悲2を特

別にお授けになる。そしてアツラー*は、

偉大な恩寵の主であられる。

106. アーヤ*を撤回するにせよ、または忘れさ

せるにせよ、われら*はそれより善いもの

か、あるいは同等のものをもたらすので

ある3。（預言者*よ、）一体あなた（とそ

砂j�

1 ムスリム*たちの預言者*に対する言い回しには、「私たちに配慮して下さい（ラーイナー)」

という言葉があり、それには「私たちを見守って下さい」「私たちが理解するまで、お待ち

下さい」という意味があった。しかしユダヤ教徒*らは、その言葉を預言者への悪口に利用

した。彼らは一説に、それを「ラアン（愚かさ）」という意味に結びつけ、また一説にはそ

の言葉で、へブライ語の同音の悪口を意図した。それでアツラー*はその言葉を禁じ、同様

の意味だが、そのような害の恐れのない「私たちを見守って下さい（ウンズルナー)」とい

う言葉を使うように命じたのである（アル=バイダーウィー1:375参照)。

2 この「ご慈悲」は特に、預言者*性•使徒*性のことを指すと言われる（ムヤツサル 16 頁参照)。

3 学者によってその数や特定の仕方は異なるが、クルアーン*のアーヤ*には、後に下った別

のアーヤ*の規定によってその規定が撤回されたものと、代替（だいたい）なしにその規定

が撤回されたもの（学者間の意見が一致しているものの例としては、抗弁する女章 12)が
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の信徒たち）は、アツラー*が全てのこと

をお出来なのを知らないのか？

(預言者*よ、）一体あなた （とその信徒

たち）は、天地の王権がアツラー*のみに

属することを知らないのか？ あなた方

にはアッラー*以外に、いかなる庇護者*

も援助者もいないのだ。

107.

108. いや （人々よ）、一体あなた方は、かつて

ムーサー*が注文されたように、あなた方の

使徒*に注文をつけたいのか？1 信仰を不

信仰に取り換える者は誰であれ、確かに真

当な道から迷い去っているのである。

啓典の民*の多くは、彼らに真理が明らか

にされた後でも、彼ら自身からの嫉妬ゆ

え、あなた方が信仰した後に不信仰者*に

戻そうと望んでいる。ならば、アツラー*

がご裁決2をお下しになるまで彼らを大目

に見、見逃してやるがよい。本当にアツラ

一*は、全てのことをお出来のお方である。
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(信仰者たちよ、）礼拝を遵守* し、浄財

*を払うのだ。どんな善いことでも、自分

自身のために前もって行っておけば、あ

なた方はそれ （褒美）を、アツラー*の御

110.

ある （アッ =ルーミー 「クルアーン諸学研究」 416-417 頁参照)。またアッラー*のご決定

により、アーヤ*そのものが、そこに含まれる規定もろとも消滅したケースもある （同書

413 頁参照)。雷鳴章 39、蜜蜂章 101 とその訳注も参照。

1 ムーサー*がイスラーイールの子ら*の無理難題に苦労した（アーヤ*55 など参照）ように、

預言者‘ムハンマド* も、周囲の不信仰者*たちから奇跡を起こすことなど、様々な注文をつ

けられた （家畜章 109-110、ユーヌス*章 97、夜の旅章 90-93、 ター•ハー章 133、預言

者*たち章 5、識別章 7-8、創成者*章 42 も参照)。

2 彼らとの戦いの許可のこと （ムヤッサル 17 頁参照)。雌牛章 190、悔悟章 29、巡礼*章

39 なども参照。
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許で見出すであろう 。本当にアツラー*

は、あなた方の行うこと （全て）をご覧に

なるお方なのだから。

彼ら （啓典の民*) は言った。「ユダヤ教

徒*かキリスト教徒*である者の外は、決

して天国に入れない」 。それは彼らの

根拠もない願望である。（使徒*よ、）言

ってやるのだ。「明証を見せてみよ。も

しあなた方が、真実を語っていると言う

のなら」 。

いや、誰であろうと、善を尽くす者であ

りつつ、アツラーのみに顔を向けて服従

する者1、彼にはその主*の御許に褒美があ

る。そして彼らには怖れもなければ、悲

しむこともない2。

また、ユダヤ教徒*は 「キリスト教徒* (の

教え）は、全く （正当な）根拠がない」

と言い、キリスト教徒* も 「ユダヤ教徒*

(の教え）は、全く （正当な）根拠がな

い」と言った。彼らは、（自分たちの）啓典

を読誦しているのに3。このように、知ら

ない者たち4 も、彼らと同様のことを言っ

メし？

i 「善を尽くす」（蜜蜂章 128 の訳注も参照）とは、アッラーへの服従において、その使徒の

教えに忠実に従うこと （イブン •カスイール 1:385 参照)。「アッラーのみに顔を向けて服
従する」 とは、口や心や身体を含む全身全霊でもって、真摯 （しんし）にアッラーに従う

こと。ここで 「顔」 のみが言及されているのは、顔が人間の身体で、最も高貴な部位であ

るためとされる （アッ = タバリー3:1724 参照)。この 「イスラームの教えの遵守」 と 「ア
ッラーに対する真摯さ」 という二つが揃 （そろ）って初めて、行為は受け入れられる （イ
ブン •カスイール 1:385 参照)。

2 「怖れもなければ、悲しむこともない」 については、アーヤ *38 の訳注を参照。
3 トーラー*にも福音*にも、全ての預言者*•使徒*を信じる義務が説かれている （ムヤッサル

18 頁参照)。

4 「知らない者たち」 とは、啓典の民Y以外のシルク *の徒のこと （前掲書、同頁参照)。
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たのだ。ならば
>

アツラー*は復活の日*、

彼らが意見を異にしていたことについ

て、彼らの間を裁かれ（、彼らに応報を

お与えにな）る。

只Jぶ

じ炎初

靜城㈣以版

_アツラー*のマスジド*で、かれの号が唱
えられることを阻み、その破壊に努める

者たち以上に不正*を働く者があろう

か？ それらの者たちは、怖気づかずに

はそこに入ることが出来ない。彼らには

現世で屈辱があり、また彼らには来世に

おいて、この上ない懲罰がある。

114.

115. 東も西も（その間のものも全て、）アツ

ラー*のもの。あなた方がどこを向こうと
お か お

も、そこにはアツラー*の御顔がある1。本

当にアツラー*は広量な*お方、全知者で

あられる。

©こみ以 c/j^\

彼ら（啓典の民*や、その他シルク*の徒)

は言った。「アツラー*は御子をもうけら

れた」。かれ（アツラー*) に称え*あれ2。

いや、かれにこそ、諸天と大地にあるも

の（全て）は属する。全ては、かれに従M
なのだ。

(アツラー*は）諸天と大地の独創者*。

そして、かれが一事をお取り決めにな

(り、お望みにな）れば、それに「あれ」

と仰せられるだけで、それは存在するの

である。

116.

お％

^
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117.

1 アッラー*の命に従って礼拝をする際、あなた方がいかなる方向を向いたとしても、かれの

御顔を望むことになるのであり、かれの王権とかれへの服従から抜け出ることはないのだ、

という意味だとされる（ムヤッサル 18頁参照)。

2 唯一、自己完結した存在であるアッラー*は、子供を持つなどという不完全な性質から、は

るか無縁で崇高な存在である（前掲書、同頁参照)。
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118. また、知らない者たちは言う。「どうし

てアツラー*は私たちに、（あなたが使徒

*であることについて、直接）お話しに

はならないのか？ あるいは、私たちの
み し る し

もとに（あなたの正直さを示す）御徴が

やって来ないのか？」同様に、彼ら以前

の（不信仰）者*たちも、彼らの言葉と

似たようなことを言ったのである——

彼らの心は似通っているのだ 〇われ

ら*は確信する民に、確かに御徴を明示
み し る し

した。

119. 本当にわれら*はあなたを、吉報を伝える

者、警告を告げる者1として、真理と共に遣

わしたのである。そして（それを伝えた

後、）あなたが火獄の住民について、（責

任を）問われることはない。

会 も
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また、ユダヤ教徒*もキリスト教徒*も、

あなたが彼らの宗教に従わない限り、あ

なたに満足することは決してないであろ

う。言ってやるがよい。「アツラー*のお

導きこそが、（真の）導きである」。（使徒

*よ、）もしもあなた2が、あなたのもとに

(アツラーからの）知識がもたらされた

後、彼らの私欲に従うのなら、あなたに

120.

ちようばつ

はアツラー* (の懲罰）に対するいかなる

庇護者$も援助者もない。

1 預言者*や使徒*は、アッラー*に従う者には天国を約束し、かれを信じず、かれに逆らう者

には、地獄を警告する（ムヤッサル33頁参照)。

2 預言者*ムハンマド*に対する語りかけの形とはなっているが、意図されているのは彼の共

同体のこと（アル=バガウイー1:161 参照)。
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2 1 . わ

^
1ら *が啓典をMけ、それを真の読誦

で誦む1者たち2、そのような者たちが、

彼3を信じるのだ。そして誰でも彼を否定

する者、それらの者たちこそは損失者で

‘
餘雄: 窃

^ある0

i ?2 イスラー-rールの子ら*よ、われがあなた
お ん け い

方4に授けた、わが恩恵を思しヽ起こすのだ。

またわれがあなた方を、kのいかなる者

よりも引き立ててやったことを5。

123 . そして誰も他人を益することもなけれ

ば、いか

^
:るf 償も受け入れられず、ま

たどんな執り成しも役に立たなければ、

彼らが （誰にも）助けられることもない

(復活の）日*を、恐れるのだ。

124 イブラーヒーム*を、その主*が御言葉（に

よるご命令）6で試みられた時のこと （を

思い起こすがよい）。そして彼は、それ

を成し遂げた。かれ （アツラー*) は仰せ

られた。「本当にわれは、あなたを人々

の導師としよう」。彼 （イブラーヒーム*)

は申し上げた。 「そして、私の子孫から

oi? j^匕じレぬ!

^ 一
1 ここで 「読誦/誦む」 と訳した語 「ティラーワ/タラー」には、「行為によって服従する/

従う」 という意味もある。アッ =ラーズィー*によれば、ここではいずれの意味も含まれる

(2:30 参照)。

2 自分たちの啓典を正しく読み、それにいかなる変更も施 （ほどこ）さず、そこに記されて

いること - 預言者*ムハンマド*を含む全使徒*•預言者*を信仰する義務など - に従う、啓典

の民*のこととされる （ムヤッサル 19 頁参照)。

3 この 「彼」 は、預言者*ムハンマド*、及び彼に下された啓典いずれをも指すとされる （前

掲書、同頁参照)。

4 ここでの 「あなた方」 に関しては、アーヤ*49 の訳注を参照。

5 「外のいかなる者よりも引き立て」 たことについては、アーヤ*47 の訳注を参照。

6 イブラーヒーム*に課せられた、全ての命令や禁止のこと。そして彼は、それらを全て遂行

した （イブン•カスィール 1:206 参照)。
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も （、縁®をおMけ下さい）」 。かれは節
せられた。「わが約束1は、不正者*たちに

は及ばない」 。

*�W第項
'心
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125. また、われらがこの館 （カアバ神殿*) を

人々にとっての （不断の）拠り所とし、

かつ安全 （な場）とした時のこと （を思い

起こすがよい）2。（われら*は言った。）

「イブラーヒーム*の立ち所3を、礼拝 （の

場）とせよ」 。われらは、イブラーヒーム
* とイスマーイール*に、 「タワーフ*する

者たち、イアティカーフ*する者たち、ル

ク ー ゥ *する者たち、サジダ*する者たちの

ば

やかた きよ

ために、わが館を清める4のだ」 と命じた。

126. また、イブラーヒーム*が （こう）申し上

げた時のこと5 (を思い起こせ）。「我が主
*よ、ここ （マッカ*) を平安なる町とし、

その住民、つまり彼らの内、アッラー*と

最後の日*を信じた者に、 （様々な）果実

をお授け下さい」 。かれは仰せられた。

「そして不信仰に陥った*者、われは彼に

(現世で）束の間の楽しみを与えよう。

それからわれは、彼を業火の懲罰へと押

しやるのだ。その行き先は、何と醜悪な

ことであろうか」 。

翕 鱗

^̂
1 「わが約束」 とは、彼の子孫から導師を遣わすこと （ムヤッサル 19 頁参照)。

2 カァバ神殿*は文字通り、イスラーム*以前から巡礼*者で賑 （にぎ）わう会合の場であった。ま

たその周囲の聖域ではイスラーム*以前の時代でも流血が禁じられており、絶え間ない部族抗争

の時代にあっても、そこだけは平穏 （へいおん）であった （アッ=タバリー1:690-692 參照)。

3 「イブラーヒーム*の立ち所」 とは、彼がカァバ神殿*を建設する際に、足場とした石のこ

とであるとされる （ムヤッサル 19 頁参照)。

4 シルク

'
不信仰、アッラー*への反抗、不浄 （ふじよう）なものや汚れから 「清める」 こ

と （アッ =サァディー65 頁参照)。巡礼*章 26 も参照。

5 同様のくだりとして、イブラーヒーム*章 35-41 とその訳注も参照。
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127. また、イブラーヒーム* とイスマーイール

*が、その館 （カアバ神殿*) の礎を上げ

(て建設し）た時のこと （を思い起こさ

せよ。二人は、こう祈っていた。）「我

らが主*よ、私たちから （祈りと行いを）

お受け入れ下さい。あなたは本当に、よ

くお聴きになるお方、全知者であられま

すから。

128. 我らが主*よ、また、私たち二人をあなた

に服従する者 （ムスリム*) とし、私たち

の子孫からあなたに服従する民をもたら

して下さい。また、私たちに儀礼1のあり

方を示し、私たちの悔悟をお受け入れ下

さい。本当にあなたは、よく悔悟をお受

け入れになる*お方、慈愛深い*お方なの

ですから。

氣ぶ％

^
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^
我らが主*よ、そして彼ら自身の内から彼

らの中に、あなたの御徴 （アーヤ*) を彼

らに誦み聞かせ、啓典と英知2を教え、彼

らを清める3—人の使徒4*をお遣わし下さ

い。本当にあなたは偉力ならびない*お

方、英知あふれる*お方なのですから」 。

129.

1 この 「儀礼」 は、文脈から見て、「ハッジ*の宗教儀礼」 とも解釈されうるし、「宗教そのも

の」「全ての崇拝行為」 というように、もっと広い意味に解釈することも可能 （アッ =サァ

ディー66 頁参照)。

2 ここでの 「英知」 の解釈には、それが預言者*ムハンマド*のスンナ*であるとか、宗教的知

識•理解などといった説がある （アッ =タバリー1:719 参照)。

3 シルク*や悪い品性から 「清める」 こと （ムヤッサル 20 頁参照)。

4 この 「使徒*」 とは、使徒*ムハンマド*のこと （イブン•カスイール 1:425 参照)。彼は自分

自身を、「イブラーヒーム*の祈り （の実現)」であり、「イーサー*の吉報（戦列章 6 参照)」

である、と仰 （おっしや）った （アフマド 17163 参照)。尚このことは、彼がアラブ人だ

けに対する預言者*であることを意味しない。高壁章 158 とその訳注も参照 （イブン•カス

イール 1:442 参照)。’
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一体、愚か者以外の誰が、イブラーヒー

ム*の宗教を敬遠するというのか？ わ

れら*は現世において確かに、彼を選り

抜いたのだ。そして彼こそは来世におい

130.

かなら

て、必ずや正しい者*の一人となるので

ある0

131. 彼（イブラーヒーム*)の主*が、彼に「服

従（イスラーム*)せよ」と仰せられた時

のこと（を思い起こさせよ）。彼は申し

上げた。「私は、全創造物の主に服従し

ます」。

またイブラーヒーム*とヤァクープ*はそ

の息子たちに、それ（イスラーム*の遵守)

を勧め（て、言つ）た。「我が子らよ、

本当にアツラー*はあなた方のために、こ

の宗教をお選びになられた。だからあな

た方は絶対に、服従する者（ムスリム*)

としてでしか死んではならない」。

132.

Cjyuqブ少-iレ、- メ

雄!

^
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いや、（ユダヤ教徒*たちよ、）一体あな

た方はヤァクープ*に死が訪れた時、つま

り彼がその息子たちに「私の（死）後、

あなた方は何を崇拝*するのか？」と言っ

た時、（その場に）立ち会っていたとで

もいうのか？ 彼らは言ったのだ。「私

たちは、あなたの神1、そしてあなたの父祖

であるイブラーヒーム*、イスマーイール

*、イスハーク*の神を、ただ一つの神と

して、かれだけに服従しつつ崇拝しま

133.

す」0

1「神」という訳語をあてたアラビア語は「イラーフ」であり、語源的には崇拝される全ての

対象を指す（アツ=タバリー1:724 参照)。
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それは、Mに}!ぎ美った戸のこと。彼ら

には彼らが稼いだことの報いがあり、あ

なた方にはあなた方が稼いだことの報い

がある。彼らが行っていたことについて、

あなた方が問われることはない。

]：M .

135. また、彼らは （それぞれ）言った1。「ユダ

ヤ教徒*か、キリスト教徒*になるがよい。

そうすれば、導かれよう」 。（使徒*よ、）

言ってやるがいい。「いや、純正な2イブラ

ーヒーム*の宗教に （徒え）。彼は、シル

ク*の徒の類いなどではなかったのだ」 。

i ：>( > . (信仰者たちよ、）言ってやるがいい。

「私たちはアツラー* と、私たちに下され

たもの （クルアーン*) 、またイブラーヒ

ーム*、イスマーイール*、イスハーク*、

ヤァクープ*及び諸支族3に下されたもの、

またムーサー* とイーサー*に授けられた

ものと、預言者* たちが彼らの主*から授

けられたものを信じる。私たちは彼らの

内の誰も分け隔てせず、かれ（アツラー*)

だけに服従する者（ムスリム*) である」。

それでもし彼らが、あなた方が信じるも

のと同じものを信じるのならば、確かに

(真実へと）導かれたことになる。そし

てもし背き去るのであれば、まさに彼ら

1 これは、預言者*時代のムスリム*に対する啓典の民*の言葉 （ムヤッサル 21 頁参照)。

2 「純正」 と訳した語は 「ハニーフ」 であり、語源的には何かに対して偏らず、まっすぐで

あること。ここでは、アッラー* とそのご命令への服従にまっすぐな様を指す （アッ =タパ

リー1:726、3:1825 参照)。

3 「諸支族」 とは、イスラーイールの子ら*の十二支族から出た、ヤァクープ*の子孫である

預言者*たちのことを指すと言われる （ムヤッサル 21 頁参照)。
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は対立1の中にある。ならば彼らのことな

ど、あなたにはアツラー* (のご援助）だ

けで十分であろう。かれはよくお聴きに

なるお方、全知者であられる。

アツラー*の色染め（にこそ従え）2——

アツラー*よりも善い色染めをされるお

方があろうか？

「私たちは、かれのみを崇拝*する者なの

である」。

:• (使徒*よ、）言ってやるがいい。「一体

あなた方はアツラー*について、私たちと

口論しようというのか？ かれは私たち

の主*であり、あなた方の主*である。ま

た、私たちには私たちの行いがあり、あ

なた方にはあなた方の行いがある。そし

て私たちはかれにこそ、（崇拝*行為を）

真摯に捧げる者なのだ。」

一' ゲj#

^
4

^翕こ

^。そして（言うのだ）。

ji こく〆

いや、一体あなた方は、「本当にイブラ

ーヒーム*、イスマーイール*、イ ス ハ ー

ク*、ヤァクープ*及び諸支族3は、ユダヤ

教徒*かキリスト教徒*だった」などと言

うのか？ （使徒*よ、）言ってやるがい

い。「一体、あなた方とアッラー*の、ど

ちらが（彼らの宗教について）よりよく

[ -'A ) .

め

1 アツラー*とその使徒*、そしてその信徒たちとの対立（アツ=タバリー1:731 参照)。

2 当時のキリスト教徒*には、子供を洗礼するにあたって彼らを水に浸し、キリスト教徒*と

しての「色染め」の儀式とする一派があった（前掲書 1:732参照)。しかしイスラーム*こ

そは、誕生した時点では誰もが備えている、正しい天性に沿った宗教なのである（ビザン

チン章 30 参照)。尚、預言者*ムハンマド*は次のように仰（おっしゃ）った。「全ての赤

子は、（正しい）天性のもとに誕生する。しかしその両親が彼をユダヤ教徒*にしたり、キ

リスト教徒*にしたり、マジュース教徒（巡礼*章 17の訳注を参照）にしたりするのだ」（ア

ル=ブハーリー1385 参照)。

3「諸支族」については、アーヤ*136の訳注を参照。
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知っているというのか？ アツラー*か

ら証言を隠蔽する者よりも、ひどい不正*

を働く者があろうか？ アツラー*はあ

なた方の行いに、迂闊ではあられない」。

141. それは、既に過ぎ去った民のこと。彼ら

には彼らが稼いだことの報いがあり、あ

なた方にはあなた方が稼いだことの報い

がある。彼らが行っていたことについて、

あなた方が問われることはない。

政#;

^
ゾじ

^̂

142. 人々の中の、愚かな者たちは言うだろう。

「それまで向かっていた彼らのキブラ*

から、彼ら（ムスリム*たち）を転じさせ

たものは、何なのか？1」（使徒*よ、）言

てやるがよい。「東も西も、アツラー*

のもの。かれは、かれがお望みになる者

を、まっすぐな道に導かれる」。

つ

城翁麟站

_
私5��

H3. また（ムスリム*たちよ、あなた方を導い

たのと）同様に、われら*はあなた方を最

良の共同体とした。（それは）あなた方

が人々に対する証人となり、使徒* (ムハ

ンマド*)があなた方の証人となる2ためで

ある。また、われら*が、あなたが以前向

かっていたキブラ* (と、その変更）を定

めたのは、使徒*に従う者と後ろへ引き返

す者3とを如実に表すためであった——そ

1 預言者*ムハンマド*のマディーナ*への移住*後、約十六、七ヶ月後に、ムスリム*たちはそ

れまでキブラ*としていたエルサレムから、イブラー匕ーム*のキブラ*でもあったマッカ*

のハラーム•マスジド*へと向かうことを命じられた（アル=ブハーリー4492参照)。

2 ムスリム*は復活の日*、現世で使徒*たちが到来し、人々にアッラー*の教えを伝えたこと

を証言する。同じように使徒*ムハンマド*もまた、彼が人々にアッラー*の教えを伝えたこ

とを証言する（ムヤッサル 22頁参照)。

3「後ろへ引き返す者」とは、イスラーム*を棄（す）てる者のこと（前掲書、同頁参照)。
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へんこう したが

れ（キブラ*の変更に従うこと）はアツラ
みちび

一*が導かれた者以外の者にとっては、
こんなん

困難だったのだ またアツラー*は、

あなた方の信仰1を無駄にはなされない。
〇

本当にアツラー*は、人々に対し実に哀れ

み深い*お方、慈愛深い*お方なのだから。

(使徒*よ、）われら*は、あなたの顔が

天を何度も仰ぐのを見る。では、われら 為

^̂^
i

1

^
5
、5

^
5

^

144.

かなら

*はあなたの満足するキブラ*へと、必ず

やあなたを向けさせよう。ならば、あな

たの顔をハラーム•マスジド*の方向に

向けるがよい。また（ムスリム*たちよ）、

どこにあろうとも、（礼拝の時は）あな

た方の顔をそちらへと向けるのだ。本当

に、啓典を授けられた民*は、それ（キ

ブラ*の変更）が彼らの主*からもたらさ

れた真理であるということを、まさしく

知っている。そしてアツラー*は、彼ら

が行っていることに、迂闊ではあられな

いのだ。

145. また（使徒*よ）、たとえあなたが、啓典

政U一似胡從、必

みしるし

を授けられた民*に全ての御徴2を示した
したが

としても、彼らはあなたのキブラ*には従
したが

わない一一あなたが彼らのキブラ*に従

うことはなく、彼らが互いのキブラ*に従

うこともない——。そして、もしもあな

1 ここでの「信仰」は、文字通りの意味以外に、礼拝のことも指すと言われる（ムヤッサル

22 頁参照)。またこのアーヤ*は、キブラ*が変更された後、ある教友*たちが「キブラ*の

変更前に死んでしまった同胞の礼拝はどうなるのか？」と尋（たず）ねたことに関し、下

ったものとされる（アッ=テイルミズイー2964 参照)。

2 この「御徴」は、キブラ*がカアバ神殿*に変わったことがアッラー*からの真理であること

を示す、証拠のこと（ムヤッサル 22頁参照)。
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た 1が （真理の）知識が自$のもとにやつ

て来た後、彼らの私欲に従うのなら、そ

の時本当にあなたは、まさしく不正*者の

仲間となってしまうだろう。

% し.、

^̂
K われら *が啓典を授けた者たち*は、その

こと2を自分の子供のことを知るように、

(よく ）知っている。そして実に、彼ら

の内の一派は （そのことを）知りながら、

真実をまさに隠蔽しているのだ。

•47. (預言者*よ、あなたへの啓示は、）あ

なたの主*の御許からの真理。ならば、

あなた3は絶対に、 （そのことにおいて）

疑わしく思う者たちの類いとなっては

ならない。

11

^
cy)05ii

それぞれ （の民）には、 （礼拝の際に）

彼 （ら）が向かうべき方向がある。なら

ば （信仰者たちよ、）善行を競い合うの

だ。あなた方がどこにいようとも、アツ

ラー*は （復活の日*、）あなた方全員を

連れて来られる。本当にアツラー*は、全

てのことがお出来のお方なのだから。

49. また （預言者*よ）、どこから出かけよう

とも、 （礼拝をする時は）ハラーム •マ

スジド*の方向へ、顔を向けよ。本当にそ

れはまさしく、あなたの主*からの真理な

のだから。アツラー*は、あなた方が行つ

ていることに迂闊ではあられない。

，卜 て てI 〆，〆 V*
ぐ 〆，〆 ぐ 夕，〆，〆

あ誠

^̂ ^
@ ン

Uj

1 こ の 「あ な た」 については、アーヤ *120 の訳注を参照 （ムヤッサル 23 頁参照)。

2 「そのこと」とは、預言者*ムハンマド*が、真の預言者であるということ （前掲書、同頁参照)。

3 この 「あなた」 については、アーヤ120 の訳注を参照 （前掲書、同頁参照)。
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^
-T43

150. また（預言者*よ）、どこから出かけよう

とも、（礼拝をする時は）ハラーム•マ
スジド*の方向へ顔を向けよ。そして（ム

スリム*たちよ）、どこにあろうとも（礼拝

をする時は）、あなた方の顔をそちらへ

と向けるのだ。それは、彼らの内の不正*

者たちは別として、人々のあなた方に対

する議論の余地を残さぬようにするため

であり1一一ならば彼らを怖れず、われを

ffiれょ

恩恵を全うし、あなた方が導かれるよう

にするためである。

パ \
，< \七 〆，〆 イ 乃，〆，〆

以

^̂ね 於 て 二K

〆

e砲

、われがあなた方へのわが

(あなた方のキブラ*をカアバ神殿*とし

たのと）同様に、われら*はあなた方に、

あなた方の内から一人の使徒*を遣わし

I：> 1 .

cs

^
\ 益珍

(て恩恵を授け）た。彼はあなた方に、わ
みしるし よ

れら*の御徴（アーヤ*)を誦み聞かせ、あ

なた方を清め、またあなた方に啓典と英知

とを教える2。そしてあなた方が知らなか

たことを、あなた方に教示するのだ。ウ

X\b

^
==d

^
jゆえに、われを思い起こすのだ。（そう

すれば）われも、あなた方を思い起こそ

う3。また、われに感謝し、われ（の恩恵)
ないがし

を蔑ろにするのではない。

參〇」ユ上=0

^
1j

1 ここでの「不正*者たち」とは、「ムハンマド*が私たちのキブラ*に戻ったぞ。その内、私

たちの宗教に戻って来るに違いない」などと言っていたマッカ*の不信仰者*たち、「人々」
とは「ムハンマド*とその仲間は、私たちが示してやるまで、彼らのキブラ*を知ることが
なかった」とか、「ムハンマド*は私たちの宗教と袂（たもと）を分かちながらも、私たち

のキブラ*に従っている」とかいう言いがかりをつけていた、啓典の民*のことだという（ア
ッ=タバリー1:773_774 参照)。

2「清める」と「英知」については、アーヤ*129の訳注を参照。

3 アッラー*がそのしもべを「思い起こす」とは、彼らにそのご慈悲とお赦しというご厚意（こ
うし、）で応じられることであるとか、あるいはお褒（ほ）めと讃美の言葉でもって言及（げ

んきゆう）されること、などといった解釈がある（ムヤッサル 23頁参照)。
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. 信仰する者たちよ、忍耐*と礼拝をもって

助力とせよ。本当にアツラー*は、忍耐*

ある者たちと共におられるのだから。
魯こ

^̂
J(どぶ

^̂
"

2

^
1み'

^̂
魯

^̂
12

^
3

153

そしてアツラー*の道において殺される

者を、死人だなどと言ってはならない。

いや、彼らは生きているのだ1。だがあな

た方が、そのことを感じ取れないだけの

ことである。

われら*は、いくばくかの恐怖や飢え、財

154.

155.
かなら

産や生命や果実の損失によって、必ずや

あなた方を試練2にかける。忍耐*する者た

ちには、吉報を伝えよ。

(彼らは）災難が降りかかれば、「本当

に私たちは、アツラー*にこそ属します0

そして必ずや私たちは、かれの御許へと

帰り行くのです」と言う者たち。

■如•ぶ156.

�_3'
そのような者たち、彼らの上には、その主

*からの賞賛とご慈悲がある。そしてその

ような者たちこそは、正しく導かれた者

たちなのである。

158. 本当にサファーとマルワ3は、アツラー*

の聖徴の一つである。誰でも館（カァバ

神殿*) へのハツジ*に詣でたり、ウムラ*

157.

1 アッラー*の道において奮闘（ふんとう）し殺された者は、現世と来世との狭間（はざま）

の世界（バルサフ）において、アッラー*の恩恵を授かりながら特別な「生」を送る。一説

には、彼らは復活の前まで、天国からの食事を振舞（ふるま）われるとも言われる（アフ

マド 2390、ムスリム「統治の書」121 参照)。イムラーン家章 169の訳注も参照。

2「試練」についてはアーヤ*214、イムラーン家章 186、悔悟章 16、洞窟章7、蜘蛛章2、

ムハンマド*章 31、王権章2とそれらの訳注も参照。

3「サファーとマルワ」とは、マッカ*のハラーム•マスジド*に面した全長約四百mの通路を挟

(はさ）む、二つの丘のこと。「サファーの丘」から始めてその間を三往復半する行（ぎよう）

は「サァイ」と呼ばれ、ハッジ*とウムラ*における必須（ひっす）項目の一つである。
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を行ったりする者は、その間をタワーフ*

しても支障はない1。そして自ら進んで

善行を行う者があれば、実にアツラー*は
ねぎら

よく労われる*お方、全知者なのである。

4

^
131115UJJO

路

^
!

^
ぬ 純

©ム

^
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^
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159. 本当にわれら *が下した明証と導きを、

われら *が啓典の中で人々に明らかにし

た後に隠蔽する者たち、そのような者た

ちは、アツラー*が彼らを呪われ、呪うも

のたちが彼らを呪う 2のだ。

160. しかしitlし、(行いを）Wめ、(iiし

ていた真理を）明らかにする者たちは別

である。それらの者たち、われは彼らの悔

悟を受け入れるのだから。われはよく悔

悟を受け入れる *者、慈愛深い*者である。

し_?1

^^
=»0

^
、

歌

^^
�;

161 . 本当に、不信仰に陥り、不信仰者*のまま

死んだ者たち、それらの者たちの上には

アツラーと天使*たち、そして人々全員の

呪い3がある。

162. 彼らはその中に永住するのだ。懲罰が彼

らから軽減されることもなければ、彼ら

が猶予されることもない。

ot

如 膝 吸 �
@6

^
少

^1 ハツジ*でもウムラ*でも、「ザアイ」 は巡礼*における必須項目の一つ。しかしこのアーヤ*

で、それがあたかも任意の行為であるかのように述べられているのは、このアーヤ*が下っ

た当時、マッカ*はまだ不信仰者*の支配下にあり、サファーとマルワの両丘には偶像があ

たからである。それでムスリム*たちはウムラ*を行う際、そのような状況でサァイを行

うことに躊躇 （ちゆうちよ）していたが、アッラー*はそのような中でもサァイを行ってよ

い、と許可された （アル=ブハーリー1643 参照)。

2 「アツラー*の呪い」 についてはアーヤ*88 の訳注を參照。また 「呪うものたちが彼らを呪

う」 とは、彼らに対してアッラー*の呪いを祈ること。「呪うものたち」 の解釈には、「天使
*」「ジン*と人間」「動物」 などの諸説がある （アル=パガウィー1:194 參照)。

3 「アツラーの呪い」 についてはアーヤ 88 の訳注を、アツラー以外のものの呪いについて
は、アーヤ 159 の訳注を参照。

ウ
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㈤泓娜以祕
㊣

163. あなた方の神1は、ただ一つの神（アツラ

一*) で、かれ以外には、崇拝*すべきも

のなどないお方、慈悲あまねき*お方、慈

愛深い*お方なのである。

本当に、諸天と大地の創造、夜と昼の交

代、人々に役立つものを載せて海を進む

船、アツラー*が天からお降らしになつ

た（雨）水一一かれはそれで大地を、そ

の死後に息吹かせ2、そこに陸を歩くあ

らゆる生物を散在させられた一一、風の

変化、天地の間に仕えさせられた雲々の

中にはまさしく、分別する民への御徴3

がある。

^̂
5 ら

^
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)05. また、人々の中には、アツラー*を差しお

いて同位者を設け（て崇拝*す）る者たち

がいる。彼らはそれらを、あたかもアツ

ラー*への愛情のごとく愛する一一信仰

する者たちのアツラー*に対する愛情は、

(そのような者たちの愛情）より強烈な

のだが4——〇それで、もし（そのような）

不正*を働いた者たちが（来世の）懲罰を

目の当たりにする時、（それを）見るな

らば、全ての力はアツラー*にのみ属し、

アツラー*は懲罰が厳しいお方である（こ

とを、思い知っただろう）。

1 「神」については、アーヤ*133の訳注を参照。

2 植物の生えない枯れた地を、麗（うるわ）しい緑で覆われる、ということ（ムヤッサル 25

頁参照)。

3 この「御徴」は、アッラーの唯一性*と、その恩恵の偉大さを示す証拠のこと（前掲書、同

頁参照)。

4 信仰者はアッラー*への愛情を純粋なものにするが、不信仰者*はアッラー*への愛情におい

て、他の崇拝*対象への愛情を混ぜるため（前掲書、同頁参照)。
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し た が

あ⑽艇么麵

^̂ ===> /ム

4⑵ン ド じj

166. (それは、シルク *において）従われた者
ち よ う ば つ

たちが、懲罰を目の当たりにして （彼ら

に）従った者たちを見捨て、彼らの関係1

が断絶される時。2

167. そして彼らに従った者たちは、 （こう）

「もし （現世に）戻ることが出来

るのなら、 （今）彼らが私たちを見捨て

たように、私たちも彼らと決別するのだ

が」 。同様にアツラー*は、彼らへの悲嘆

となる彼らの （虚しい）行いを、彼らに

存見せになる。そして、彼らが （地獄の)

業火から出ることはない。

言 '5 〇

168. 人々よ、地上にある合法な善い物の内から、

食べるのだ。そしてシャイターン*の歩みに
し た が

従ってはならない。本当に彼は、あなた方

にとって紛れもない敵なのだから。

1(批本当に彼はあなた方に、悪事と醜行3、そ

してあなた方がアツラー*に関して知り

もしないことを語ることを命じるのだ。

d \^j\獅;411131
©こ

^̂
3 i i b;

】 70 また、「アツラー*が下されたものに従え」

と言われれば、彼ら （不信仰者*たち）は

言った。「いや、私たちは、私たちが見出

した自分たちのご先祖様のやり方4に徒
し た が

わ ぎ ま

う」。一体、たとえ彼らの先祖が何も弁え

1 この 「関係」 とは、近親関係•主従関係•宗教上の関係を含む全ての関係のこと （ムヤッサ

ル 25 頁参照)。

2 同様の情景の描写として、高壁章 38、イブラーヒーム*章 21-22、識別章 17-19、物語章

63、部族連合章 67-68、サバア章 31-33、40-41 も参照。

3 「醜行」 については、蜜蜂章 90 の訳注も参照。

4 「ご先祖様のやり方」 とは、彼らの先祖の宗教、つまりシルク*のこと （アル-:バガウィー

1:198 参照)。また、宗教に関することにおいて、使徒*でもない人間の行いは、その正当

性を示す根拠とも、見本ともなり得ない （アッ =サァディー525 頁参照)。
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てはおらず、 導かれてもいなかったとし

ても、 （そうするの）か？
みちび

to
171. 不信仰に陥った *者たち （と、彼らを導

きと信仰へと招く者）の様子は、あたか

も呼びかけや掛け声しか聞こえないも

の（家畜）に喚きちらす者のようである。
つんぼ

(彼らは真理において）聾で、哑で、

盲人 1。ゆえに、彼らは分別することが

ないのだ。

172. 信仰する者たちよ、われら *があなた方に

授けた善いものから食べ、アツラー*に感

謝せよ。もし、あなた方がかれ （アツラ

一*) のみを崇拝* しているのなら。

�4?ノ如

ぶ ぎ �

173. かれはあなた方に、死肉2、血液3、豚肉、

アツラー*以外の名において屠られたも

の4を、禁じられたのだ。やむを得ない状

態にある者は誰でも、法を超えず度を越

さない限りにおいて5、 （それを口にして

も）罪はない。本当にアツラー*は赦し深

いお方、慈愛深い*お方なのだから。

1 「聾」「�」「盲人」 については、アーヤ*18 の訳注を参照。

2 「死肉」 とは、屠殺 （とさつ）を条件に食用が許される種類の生き物の内、イスラーム*

法に則 （のっと）った方法で屠殺されなかったもの。また、たとえ屠殺されたとしても、

そもそもイスラーム*法で食用を許されていないもの。尚、水生生物は、この内には入らな

いとされる （アル=クルトウビー2:217 参照)。

3 「血液」 とは、流れる血液のこと （家畜章 145 参照)。肝臓や脾臓 （ひぞう）内のもの、

肉の中に混じっている血液などは合法ということで、学者間の見解は一致している （前掲

書 2:222 参照)。

4 アツラー*以外のために屠（ほふ）られたもの、という説もある（アツ = タバリー1:835-836
参照)。

5 「法を超えず、度を越さない限りにおいて」 とは、合法なものを差しおいて非合法なもの

を望まず、やむを得ない場合でも必要以上にそれを摂取 （せっしゅ）しないことである、
と言われる （前掲書 1:837-840 参照)。
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174. 本当にアツラー*が下された啓典を隠蔽

し、それと引き換えに僅かな代価を得る

者たち、それらの者たちが腹の中に食べ

て（詰め込んで）いるのは、（業火の）炎

に外ならない。そしてアツラー*は復活の

日*、彼らにお言葉をかけられることもな

ければ、彼らを（罪から）清められるこ

ともない。また彼らには、痛烈な懲罰が

あるのだ。

て�

^
>4A

^
====4'i5

めいもう

卵獅

^
』鱗暇職雞
© ^4===^'141

175. それらの者たちは、導きの代わりに迷妄

を、お赦しの代わりに懲罰を買った者た

ち。彼らは業火（の責め苦）に対して、
しんぼう

何と辛抱強いことか1。

176. それというのも、アツラー*が真理と共に

啓典を下されたためである2。本当に、啓典

について異論を唱える者は、（真理から）

実に遠しヽ対立の中にある。

ン女1

^
毛』

^
、

177. 善とは、ただあなた方の顔を東や西に向

けることではない3。しかし（真の）善（行

者）とは、アツラー*、最後の日*、天使*、

啓典、預言者*たちを信じ、財産を近親の

者、孤児、貧者*、旅路（で苦境）にある

1 彼らが、自ら懲罰を招くような罪へと急ぐことを蔑（さげす）む、修辞（しゅうじ）的表

現（ムヤッサル 26頁参照)。

2 彼らがそのような懲罰に値したのは、アッラー*がその使徒*に真理と共に啓典を下され、

しかも彼らがその事実を認知していたにも関わらず、それを否認したり隠蔽したりしてい

たからである（アツ=タバリー1:844-845参照)。

3 アッラー*が、ムスリム*たちにキブラ*の変更を命じられた（アーヤ*142 以降参照）時、
それは一部の啓典の民*とムスリム*にとっての試練となった。それでアッラー*は、善•敬
虔さ*•完全な信仰とは、善行も服従行為も行わず、アッラー*のご命令にも基づかずに、単

に東や西を向くことではないことを明らかにされた。信仰者に重要なのは、アッラー*のご
命令に従い、向くように命じられた方に向き、定められたことを守ることである、とお知

らせになったのである（イブン•カスィール 1:485参照)。
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^
一、50

も の ご み ず か

者、物乞い、首1のために、自らの （それ
ほ ど こ れ い は い

に対する）愛着にも関わらず施し、礼拝を ネ5施勒じ或與ぼ

妙

_
私シ¦(

じ よ う ざ レ

遵守* し、浄財*を支払い、約束すればそ

れを果たす者たちで、困窮と災難、戦い

の時に忍耐*ある者たち。そのような者た

ちこそは、 （信仰に）正直な者。そして

そのような者たちこそは、敬虔な*者なの

である。

• 信仰する者たちよ、 （故意の）殺人に関

して、あなた方にキサース刑2が義務づけ

られた。自由民は自由民、奴隸*は奴隸、

女性は女性3。（殺人のキサース刑が）同胞
4によって大目に見られ（代償金へと軽減

され）た者があれば、 （被害者の遺族は

その請求にあたって）適切さを守り、（加

害者はその支払いにおいて）彼に善を尽

くして全うせよ。それはあなた方の主*

からの軽減と、ご慈悲である。そして、

㈣砂�"典

士〆聲

^̂
必略

^̂ ^
て \ \、ぐ 〆，〆

■?，，〆 〆
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178

し ん ぱ ん

その後に侵犯した者5があれば、彼には痛
ち よ う ば つ

ましい懲罰があるのだ。

1 身体の高貴な一部である 「首」 によって、人間そのものが意図されている （アッ =ズバイ

ディー2:518)。ここでの 「首」 は、奴隸の解放とその援助、書を交わすことを望む者 （御

光章 33 の同語に関する訳注を参照）の援助、捕虜の解放などと解釈されている （アッ =
サァディー83 頁参照)。

2 「キザース」 とは、「追う、模倣する」 といった意味のアラビア語が由来で、つまり語源的

には誰かの行為を模倣 （もほう）することである、と言われる （アツ =ラーズィー2:222

参照)。しかしイスラーム*用語においては、殺人あるいは傷害の罪を犯した者が、自らが

犯したのと同等の罰を受ける刑のこと （クウエイト法学大全 21:45 参照)。

3 つまり自由民の殺人は、犯人が同様の自由民である場合においてキサース刑に処され、奴

隸や女性も同様である （ムヤッサル 27 頁参照)。

4 被害者の遺族のこと （前掲書、同頁参照)。

5 代償金を受け取った後、加害者側を殺すこと （前掲書、同頁参照)。また被害者の遺族は、
加害者当人にも、それ以外の者にも危害を加えたりしてはならない。刑の執行者は、為政

(いせい）者のみである （アル=クルトウビー2:245 参照)。
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©こ

^
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^
そしてキサース刑 （の定め）にこそ、あ

なた方にとって生命 （の安全）がある 1一

〇あな

179.

一澄んだ理性の持ち主たちよ

た方が （アツラー*を）畏れる *よう （、

それは定められたのだ）。

を部獅
あなた方の誰かが死に面した時、

し、彼が財産を残したなら

近親者に対して適切な形で遺言2をするよ

う、あなた方に義務づけられた3。（それ

は）敬虔な*者たちの義務である。

も180.

、両親と

あ以陶

“
u二i雄181 . それで、それ （遺言）を聞いた後、それ

を （勝手に）変更した者があれば、罪は

その変更した者にこそある。本当にアツ

ラー*は、よくお聴きになるお方、全知者

なのだから。

^
じi}'

”
て

あやま

また、過ちや罪を遺言者に対して怖れる

者が、彼らの間を取り持っても罪ではな

い4。本当にアツラー*は赦し深いお方、慈

182.

あい

愛深い*お方なのだから。

1 人を殺せば自分も殺されることを知る者は、そうは殺人など犯すものではない。また殺人

犯の死刑が人々の前で執行されることは、彼らをそのような犯罪から抑止するものである

(アッ =サァディー84 頁参照)。

2 「適切な形で遺言」 することとは、遺言での贈与に関し、貧しい者をよそに豊かな者に財

産を譲ったりせず、自分の財産の三分の一以上を贈与したりしないことなどを指す （ムヤ

ッサル 27 頁参照)。

3 このアーヤ*は、各相続人の取り分が定められた遺産相続に関する啓示 （婦人章 11、12、

176 参照）前に下ったものと言われる （前掲書、同頁参照)。自分の両親のような遺産相

続人にも、遺言で財産を譲 （ゆず）ることが出来るという決まりは、最終的には無効化さ

れた （アッ =ティルミズィー2121 参照)。

4 遺言における 「過ち」 は意図しないもので、「罪」 は故意のものであると言われる。このよ

うな場合、遺言の場に居合わせた者は遺言者に公正な遺言を勧める。しかし、もしそれが

叶わなければ、遺言者の死後に相続人の取り分を、イスラーム*の相続法に沿った形で変更

する （ムヤッサル 28 頁参照)。
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こ0(破183. 信仰する者たちよ、あなた方以前の者た

ちにも義務づけられたように、あなた方

にも斎戒*が義務づけられた。（それは）

あなた方が、敬虔*になるようにである。

(ラマダーン月*の）一定の日数を （斎戒

*せよ）。それであなた方の内、病人や旅

行中の者 （で斎戒* しなかった者）は誰で

も、別の日々に （その）日数を （斎戒*す

る）。そしてそれ （斎戒*) を遂行できな

い者の償いは、貧者*一人への食べ物1。

また、進んで善行をする者ならば、それ

が彼にとってより善いこと2である。そし

て斎戒*する方が、あなた方にはより善い

のだ3。もし、あなた方が （その徳を）知

っているのなら。

(それは）人々への1»きとして、また導

きと識別の明証4 としてクルアーン*が下

された、ラマダーン月*。それで誰であろ

うと、 （旅行中ではない）定住者として

その月に立ち会った （健常）者は、斎戒*

せよ。そして病人や旅行中の者 （で斎戒*

しなかった者）は誰でも、別の日々に （そ

の）日数を （斎戒*する）。アツラー*は

あなた方に易きを望まれるのであって、

こメ�s J九*

^
し1_5>\
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^
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184.
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185.

1 老衰 （ろうすい）した者や、快復 （かいふく）の望みが薄い病人などは、ラマダーン月*

の斎戒*の義務を免除されるが、その代償は毎日一人の貧者*に食べ物を提供することであ

る （ムヤッサル 28 頁参照)。

2 貧者*への食べ物の提供において、義務の枠（わく）を超えた施（ほどこ）しをすること（前

掲書、同頁参照)。

3 上記の理由により斎戒*の義務が免除される者でも、斎戒*することの方が望ましいという

こと （前掲書、同頁参照)。

4 アッラー*のお導き、そして真理と虚妄 （きよもう）との明白な判別についての、明らかな

証拠のこと （前掲書、同頁参照)。
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困難を望んでおられるので$ない。そし

てそれは、あなた方が （斎戒*の）日数を

全うし、あなた方を導いて下さったこと

についてアツラー*の偉大さを称揚する*

ためであり 1、あなた方が感謝するように

なるためである。

186. そして （使徒*よ、）わが僕たちが、われ

についてあなたに尋ねた時には、 （われ

が、こう語っている、と言うのだ。）「本

当にわれは、 （あなた方の）近くにある。

われに祈れば、われは、祈る者のネ斤願に応
えよう。ならば、彼らが正しく導かれる

ように、われ （の呼びかけ）に応えさせ2、

われを信仰させるのだ」 。

. あなた方には、斎戒*の （月の）夜に、妻

と交わることが許されている。彼女らは

あなた方にとっての衣であり、あなた方

は彼女らにとっての衣である3。アツラー

或

^̂^
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みずか あざむ

*は、あなた方が自らを欺いていたこと 4

をご存知であった。そしてかれは、あな

た方の悔悟をお受け入れになり、あなた

方を大目に見られたのである。今あなた

方は、彼女らと交わり、アツラー*があな

1 ここでの 「アツラー*の偉大さを称揚する」 とは、ラマダーン月*が明けたイード*の日に唱

えることを推奨されている、特定の称賛の言葉だとも言われる （ムヤッサル 28 頁参照)。

2 アッラー*が命じられたことを行い、禁じられたことを避けること （前掲書、同頁参照)。

3 夫婦とは、身にまとう衣服のように常に一緒であり、かつ禁じられたものからお互いを守

り 合 い、ま た、お 互 い に 安 ら ぎ の 場 と な る よ う な 存 在 で あ る （ア ル = ク ル ト ウ ビ ー

2:316-317 参照)。

4 ラマダーン月*の斎戒*が義務づけられた当初は、日没後でも一旦眠ってしまえば、翌日の

日没まで飲食や配偶者との性交渉が禁じられていたと言われる。「自らを欺く」 とは、この

ような理由で人々が、苦境に陥（おちい）ることがあったことを示しているのだという （ア

ブー•ダーウード 2314、アッ =タバリー2:931 -937 参照)。
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た方に対して定められたこと1を求めるが

よい。そして夜明けの白い糸が黒い糸か

ら明白になるまで2、食べ、飲むのだ。そ

れから（太陽が沈んで）夜になるまで、

斎戒*を全うせよ。また、マスジド*でイ

ァテイカーフ*している時に、彼女ら（自

分の妻）と交わってはならない。それは、

アツラー*の決まりである。ならば、そこ

に近づくのではない。このようにアツラ

一*は人々に、彼らが敬虔*になるよう、

(法規定に関する）かれの御徴を解き明

かされるのだ。

あなた方は自分たちの間で、あなた方の財

を偽りの手段3によって貪ってはならな

い。また（それが禁じられていることを）

知りながら、罪深くも他人の財の一部を

貪ろうとして、裁判官にそれ（偽りの申

し立て）による訴えをしてもならない。

(預言者*よ、）彼らは新月について、あ

なたに尋ねる。言うのだ。「それは人々

の、そしてハツジ*の時節の目安」。また、

あなた方がその上部から家に入るとい

う行為は、善行ではない4。しかし善行と

188.

189.

こ

^̂^
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1 子供のことである、とされる（ムヤッサル 29頁参照)。

2 暁（あかつき）に、夜の黒さから朝の光がはっきりと芽生える時のこと（前掲書、同頁参照)。

3「偽りの手段」とは、アッラー*が非合法とされた手段のこと。強奪（ごうだつ）•窃盗（せ

っとう）•詐欺（さぎ）•利息*などの外、労働者の賃金を搾取（さくしゅ）したり、任務を

全うせずに報酬（ほうしゅう）を得たりすることも含まれてくる（アッ=サァディー88 頁

参照)。

4 マディーナ*の民は、巡礼*のためのイフラーム*に入った後、自分の頭上と空を遮（さえぎ）

らないことを崇拝*行為•善行としていた。それで、イフラーム*後に家に入る必要が生じた

際には、通常の戸口から入らず、家の天井から穴を開けて入ったりしたのだった（アル=

クルトウビー2:344-345参照)。
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參こ

^^
は、主*を畏れる*者 （の行為）のことを

いうのである。戸口から家に入り、あな

た方が成功するために、アツラー*を畏れ

るのだ。

站む祕城

190. あなた方に戦いを仕掛ける者たちと、アッ

ラー*の道において戦え 1。そして、度を越

してはならない2。実にアッラー*は、度を

越す者をお好みにはならないのだから。

また、捕らえ次第、彼らを殺し、彼らが

あなた方を追放した場所（マッカ*) から、

彼らを追放せよ。

もっと悪い3のだ-
ラ ー ム •マ ス ジ ド* であなた方に戦いを

仕掛けて来るまでは、彼らにそこで戦い

を仕掛けてはならない。彼らが （そこで）

あなた方に戦いを仕掛けてくるのなら、

彼らを （戦って）殺すのだ。不信仰者*た

ちへの報いは、そのようなものである。

19!.

一試練は、殺害より

〇そして、彼らがハ

192. それで彼らがやめる4のなら、（アツラー*

は彼らをお赦しになろう 、）本当にアツ

ラー*は赦し深いお方、慈愛深い*お方な

のだから。

1 このアーヤ*は巡礼*章 39 に次いで、敵対するマッカ*の不信仰者* との戦闘を許可する初期

のアーヤ*であった（イブン•カスイール 1:524 参照)。関連するアーヤ* として、アーヤ*193、

巡礼*章 39、悔悟章 5、36、123 も参照。

2 「度を越す」 とは、戦死者の遺体を故意に損ねたり、戦闘に関与しない女性•子供•老人.
修道僧を殺したりすることなど、アッラー*が禁じられたことに背 （そむ）くことを指すと

いう （ムヤッサル 29 頁参照)。

3 この 「試練」 は、「不信仰」「シルク*」「イスラーム*に対する妨害」 で、「殺害」 とは 「信

仰者の、不信仰者*に対する殺害」 のこととされる （ムヤッサル 30 頁参照)。「信仰者を不

信仰へと戻すために試練にかけることは、信仰者自身を殺すことよりも悪い」 という解釈

もあり （アッ =タバリー2:963-964 参照)。

4 不信仰と決別して信仰に入り、戦闘をやめること （ムヤッサル 30 頁参照)。
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^
-r56

� � 翁

^
44

^©わ 城 は

^
そして試練1がなくなり、宗教がアツラー*

だけのものとなる2まで、彼らと戦え。彼

らがやめる3のなら、不正*者4たち以外に

対しては侵害してならない。

�I月*にはttl月*、ttlさ (の 褸 �)

には、同様のことで （報いよ）5。そして、

あなた方を侵害してきたら、彼には、彼

があなた方を侵害したような形で、害し

返す6のだ。アツラー*を畏れ*、アツラー*

が敬虔な*者たちと共におられることを、

知るがよい。

また、アツラー*の道において （財を）費

やせ。そして、自分の手で （自らを）破滅

へと追いやってはならない。善を尽くす7

のだ。本当にアツラー*は、善を尽くす者

たちをお好みになるのだから。

193.

194.

•6

^
(44颂趣て

195.

喊』 i塔�
蜂

^
#

^
ハツジ*とウムラ*を、アツラー*のために
ま つ と は ば

全うせよ。それで、もし阻まれてしまつ
と か ん た ん

た8ら、（イフラーム*を解くために、）簡単

196.

1 「試練」 については、アーヤ*191 の訳注を参照 。

2 アッラー*以外の何ものも並べて崇拝*されることがない、かれのためだけの宗教が残るこ

と （ムヤッサル 3◦頁参照)。

3 「彼らがやめる」 については、アーヤ*192 の訳注を参照 。

4 不信仰を棄 （す）てることなく、敵対と迫害を止めない者たちのこと （前掲書、同頁参照)。

5 アッラー*が神聖とした場所や時期を破った者は、同様のもので罰されなければならない、

ということ （前掲書、同頁参照)。

6 「報復する」 とすべき所で「害し返す」 という表現されているのは、その前にある 「侵害」

という語への対応による、修辞的意味合いのため （イブン•カスィール 1:527 参照)。

7 この 「善を尽くす」 とは、特に施しと善行におけることで、かつ全ての行いをアッラー*

だけのために純粋にすることとされる （ムヤッサル 30 頁参照)。また、蜜蜂章 128 の訳

注も参照。

8 イフラーム*後に、敵の妨害や、病気などによって、巡礼*の続行を阻まれてしまったら、

の意 （前掲書、同頁参照)。
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に手に入る供物1を（捧げよ）。そして供物

がその場に達 （し、それを屠殺）するま

では、頭髪を刹ってはいけない2。またあ

なた方の内、 （イフラーム*に入った者

で、）病人や、 （害虫などが原因で）頭

部に問題がある者は誰でも （頭髪を剃っ

てもよいが）、斎戒*、施し、供物の内か

ら償いを （選べ）3。また、あなた方が安

全になり、ハツジ* (の時期）までウムラ

* (で禁じられていたもの）を堪能する4の

であれば、手頃な供物を （捧げよ）。そ

れで、それ （供物）を入手出来ない者は、

逆始あぎ知
a4逾 以 項 炎 �
赛 您 成

魯011

じ ゅ ん れ い

ハツジ* (の巡礼*月）に三日間、
ゎ

(家族

のもとに）帰った後に七日間の斎戒をせ

よ。これが完全なる十日間である。それ

は、ハラーム •マスジド*に家族のない者

5に関すること。アツラー*を畏れ*、アツ

ラー*が厳しい懲罰を与えられるお方で

あることを、知っておくがよい。

1 羊、ラクダ、牛などの犠牲の家畜のこと （ムヤッサル 30 頁参照)。

2 巡礼*の続行が「阻まれて」不可能になった者は、その代償としてその場で犠牲を屠（ほふ）

る。そうするまでは、頭髪を刈って （あるいは、頭部全体から均等に短くすることによっ

て、）イフラーム*を解除することが出来ない。尚、ハッジ*を続行•完遂した者の犠牲が屠

られる 「場所」 は、マッカ*の聖域内であり、ズル= ヒッジャ月*十日から 「アイヤーム *

アッ =タシュリーク （アーヤ*203 「一定の日数」 の訳注を参照)」 までである （前掲書、

同頁参照)。

3 つまり三日間の斎戒か、六人の貧者*たちに半サーア*ずつの食料を施（ほどこ）すことか、

マッカ*の聖域にいる貧者のために羊を一頭屠ること （前掲書、同頁参照)。

4 ウムラ*を行った後に一旦イフラーム*を解き、ハッジ*の行事が始まるにあたって再度イフ

ラーム*に入るまで、イフラーム*に伴う様々な制限から自由な状態を堪能すること。「タマ

ットゥ （堪能)」 という、ハッジ*の一形式 （前掲書、同頁参照)。

5 マッカ*を訪問するにあたり、イスラーム*法上の旅行者と見なされる者のこととされる（ア

ッ =サァディー90 頁参照)。
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1. ハツジ*は、周知の数ケ月である1。それで、

その間に （イフラーム*に入って）ハツジ*

ぶこ科45

み ず か

を自らに課した者は誰でも、そのハツジ*

み だ ほ う い つ あ ら そ

において、淫らな言動や、放逸さや、言い争
お ち い

い2に陥ってはならない。そしてあなた方

がいかなる善行でもすれば、アツラー*はそ
た く わ

れをご存知になるのだ。旅の蓄えを準備せ
た く わ

よ。というのも、実に旅の蓄えで最善のも

のは、敬虔*さなのだから。そして澄んだ理

性の持ち主たちよ、われを畏れる*のだ。

^
t=u

翕 こ 承 ユ

^
; ド ム ぶ

(ハツジ*中に、）あなた方の主*からの]

^
寵を求めること3は、あなた方にとって罪

ではない。それであなた方がアラファー

卜4から一斉にやって来たら、聖標5でア

198.

し よ う ね ん

ツラー*を唱念するのだ。そしてかれがあ
し よ う ね ん

なた方を導かれたように、かれを唱念せ

よ。本当にあなた方はそれ以前、迷った

民だったのだから。

，，ヴ

199. それから、人々が一斉にやって来るとこ

ろからやって来て、アツラー*に罪のお赦

しを乞うのだ6。本当にアツラー*は赦し深

いお方、慈愛深い*お方なのだから。

1 「周知の数ケ月」 とは、ハッジ*の巡礼*月のこと （ムヤッサル 31 頁参照)。

2 怒りや、望ましくない行いへとつながるような 「言い争い」 のこと （前掲書、同頁参照)。

3 つ ま り、商 売 す る こ と。このアーヤ*は、巡礼*の時期に商売することを罪と見なしていた、

ある種の人々に対して下ったとされる （アル=ブハーリー4519 参照)。

4 「アラファート」 あるいは 「アラファ」 とは、ズル= ヒッジャ月*九日にハッジ*を行う者たち

が向かい、日没まで滞在するマッか近郊（きんこう）の台地のこと （ムヤッサル 31 頁参照)。

5 「聖標」 とは、巡礼*者が日没後、「アラファ」 を後にして向かう、ムズダリファの地のこ

と （前掲書、同頁参照)。彼らはそこで礼拝をして野営し、翌朝ファジュル*の礼拝後、空

が白むまでアッラー*の唱念に努める （アッ =サァディー92 頁参照)。

6 このようにムスリム*は、一つの崇拝*行為を終えるたび、自分の至らなさに対するアッラ

一*のお赦しを乞い、それを達成させて下さったアッラー*に、感謝するべきである （前掲

書、同頁参照)。
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200. そして（ハツジ*における）儀式を全うし

去-雄^=>jf
Jy-5

しようねん

たら、あなた方の先祖に対する唱念のよ

うに、あるいはそれ以上に強い唱念で、

アツラー*を唱念せよ1。人々の中には（現

世のみを望んで）、「我らが主*よ、現世

において私たちにお恵み下さい」と言う

者がある。そして彼らには、来世におけ

る（よき）取り分などないのだ。

201. また彼らの中には、「我らが主*よ、私た

ちに現世において善きものと、来世にお

いて善きものをお授け下さい。そして、

私たちを業火の懲罰からお守り下さい」

と言う者がある。

S^)\202. それらの者たち、彼らには、自分たちが稼

いだものに対する（よき）取り分がある

のだ。アツラー*は、即座に計算される*

お方である。

203. 一定の日数2、アツラー*を唱念せよ。そ

れで（滞在を）二日間で早めに切り上げ

ても3、彼には罪はなく、また（三日目ま

で滞在を）遅らせても、彼に罪はない。

(このお許しは、）敬虔な*者のため。そ

してアツラーを畏れ*、あなた方がかれの

御許に召集されるということを知って

おくがよい0

路�拉膝じ

1 ジャーヒリーヤ*時代、アラブ人たちはハッジ*を終えた後、自分たちの先祖の威光（いこ
う）を称え、誇（ほこ）り合ったとされる（アッ=タバリー2:1087-1089参照)。

2「一定の日数」とは、マッカ*近郊（きんこう）のミナーの地で過ごす、いわゆる「アイヤ

ーム•アッ=タシュリーク」（ズル=ヒッジャ月*の十一日、十二日、十三日の三日間）のこ
と。預言者*ムハンマド*はこの三日間を、「飲食と、アッラー*の唱念の日々」と描写され
た（アフマド 7134 参照)。

3 その場合、十二日目の投石を終えてから、日没前にミナーを後にする（ムヤッサル32頁参照)。
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(®fl*よ、）人々の中には、（イスラ

ーム*に対する）最も強硬な論客'

^
ある

にも関わらず、現世においては（上辺だ

けの）言葉であなたを喜ばせ、自らの

胸中についてアツラー*を証人とする

者がいる。

205. また彼は、（あなたのもとを）立ち去れ

ば、地上で腐敗*を広めたり、作物や子孫

を損ねたりしようと努める。アツラー*

は、腐敗*をお好みにはならないのだ。

206. また、「アツラー*を畏れ*よ」と言われ

れば、尊大さが彼を（更なる）罪へと走

らせる。彼（の懲罰）には、地獄で十

分。そしてその寝床は、何と実に醜悪な

U彬

^̂
娜

念 メ ニ

^
204.

必風

^
魂顧}

�じ

^球ゅ成びね鬼

ことか。

;し4、し207. また、人々の中には、アツラー*のご満悦
みずか たましい

を求めて自らの魂を売る者がいる。ア

ッラー*はその僕たちに対し、哀れみ深い

*お方である。

翕 みi]て

208. 信仰する者たちよ、余すことなく平安の

内に入れ1。そしてシャイターン*の歩みに

従ってはならない。本当に彼はあなた方

にとって、紛れもない敵なのだから。

209. それで、あなた方のもとに明証2が到来し

た後に、あなた方が（真理の道から）逸れ

るのならば、アツラー*が偉力ならびない

*お方、英知あふれる*お方であると知っ

ておくがよい。

1 部分的にではなく、余すことなくイスラーム*法を実践し、その教えの中に実を投じよ、と

いうこと（ムヤッサル 32頁参照)。

2 クルアーン*と、預言者*ムハンマド*のスンナ*による、明白な証拠のこと（前掲書、同頁参照)。
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©

^
s5

210. 彼らはただ、アツラー*が（復活の日*、）

薄い白雲のもとにご到来する1のを、そ

して天使*たち（の到来）を待っている

というのか？ （その日、）事は裁決さ

れ、全ての物事はかれの御許に帰するの

である。

211. イスラーイールの子ら*に尋ねるがよい、

われら*が一体、どれだけ多くの（真実へ

と導く）明証を彼らに授けたのかを。ア

ツラー*の恩恵（かれの宗教）を、それが

到来した後に（不信仰と）取り替えるな

ら、（アツラー*は彼を罰されよう、）本

当にアツラー*は厳しい懲罰を下される

お方なのだから。

212. 現世は不信仰に陥った*者たちにとって

煌びやかにされ、彼らは信仰する者たち

を嘲笑する。そして敬虔*だった者たち

は、復活の日*に彼らの上位にあるのだ。

アツラー*は、お望みになる者に、際限な

くお恵みになる。

213. 人々は、かつて一つの民であった2。それ

から（宗教において分裂したので、）ア

ツラー*は、吉報を伝え、警告を告げる3預

言者*たちを遣わされたのである。またか

れは、人々の間を、彼らが意見を異にし

ていたことについて裁くため、彼ら（預

舜冷ぶ>

_
�みば私

し レ

^

Wふ名ば％

^
嫂

^
站

iぶip輸

^^
:I#

翕各

如略�與;

1 アッラー*はその日、その荘厳（そうごん）さと偉大さにふさわしい形において、「薄い白

雲のもとにご到来」する（ムヤッサル 32頁参照)。同様のアーヤ*として、識別章 25、真

実章 15-17、暁章22も参照。

2 以前、全人類はアッラー*からの正しい教えの中にあった、ということ（ムヤッサル 33頁

参照)。

3「吉報を伝え、警告を告げる」については、アーヤ*119の訳注を参照。
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言者*たち）と共に真理の啓典をお下！

^
に

なった。そして、それ1に関して意見を異に

したのは、それ2を授かった者たちに外な

らず、それも数々の明証3が到来した後の

銘4
翕

^
しんぱん

ことであり、彼らが互いに侵犯し合って

いた4ゆえのことであった。それでアツラ

一*はそのお許しにより、信仰する者たち

を、彼らが意見を異にしていた真理へと

お導きになった。アツラー*は、かれがお

望みになる者を、まっすぐな道にお導き

になる。

鱗御龄政

^碑淡以

^
聲齡

@4

^
�、:ぬWあじ

214. いや（信仰者たちよ）、一体あなた方は、

あなた方以前に減んだ（信仰）者たちの

(遭遇した）ようなものに出遭うことな

く、天国に入れるとでも思い込んでいる

のか？ ひどい困窮や災難が彼らを襲

い、（彼らは様々な恐怖に）揺るがされ、

使徒*と、彼と共に信仰する者たちが「ア

ッラー*のご援助はいつなのであろう

か！？」と言ったほどだった5のだ。本

当にアツラー*のご援助は、間近なので

はないか。

この「それ」の解釈には、「啓典」「預言者*ムハンマド*」「真理」といった諸説がある（ア

ツ=シヤウカーニー1:378参照)。

2 この「それ」の解釈には、「啓典」「真理」「預言者*ムハンマド*についての知識」といった

諸説がある（アツ=タバリー2:1134 参照)。

3 この「明証」とは、彼らが「意見を異にしたこと」が、異論の余地のない真美であること

を示す、論拠と証拠のこと（前掲書、同頁参照)。

4 つまり、嫉妬（しっと）心や、現世の欲望ゆえの「侵犯」（前掲書、同頁参照)。相談章 14

も参照。

5 この言葉は疑念ではなく、待ちわびる気持ちから出た言葉である（前掲書、同頁参照)。ま

た、信仰者の試練については、イムラーン家章 186、悔悟章 16、洞窟章 7、蜘蛛章 2、ム

ハンマド章 31、王権章 2とそれらの訳注も参照。

1
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(預言者*よ、）彼ら （教友*たち）はあな

たに、何を （誰に対して）費やすべきか、

尋ねる。言うがよい。「あなた方が善きも

のを （施しとして）費やすなら、両親、

近親者、孤児、貧者*、旅路 （で苦境）に

ある者のために （費やすがよい）。そして、

あなた方がどんな善行をしようと、本当に

アツラー*はそれをご存知なのだ」 。

ぶruぬ
�ゎ雜與

zir>.

(信仰者たちよ、）戦いが、あなた方に

義務づけられた。そしてそれは、あなた

方にとって嫌なもの。あなた方は自分た

ちにとって善いことを嫌うかもしれない

し、自分たちにとって悪いことを好むか

もしれない。アツラー*が （あなた方にと

て真に良いことを）ご存知なのであり、

あなた方は知らないのである。

(使徒*よ、）彼ら （シルク*の徒）はあな

たに、神聖月*において戦うことについて

尋ねる。言ってやるがいい。「そこ （神聖

月*) における戦闘は、重大 （な罪）であ

る1。そして （人々を）アツラー*の道から

阻むこと、かれに対する不信仰、ハラー

ム •マ ス ジ ド* (に入ることの妨害）、そ

こにふさわしい人々をそこから追放する

ことは、アツラー*の御許でより重大 （な

罪）なのだ。そして試練は、殺害よりも重

大なのである2」 。彼らは、あなた方をあ

216.

ウ

ぬぶ

^
L4===U

^
S

^底 0

217.

細

1 大半の学者は、神聖月*に戦うことの禁止は後に撤回 （てっかい）された、としている。ま

た一部の学者は、その規定は撤回されてはいないものの、敵から攻撃された時にのみ神聖

月に戦うことが許される、としている （アツ =サアディー97 頁参照)。アーヤ *の撤回につ

いては、 アーヤ *106 とその訳注を参照。

2 この 「試練」 は、この直前に言及された全てのことで、「殺害」 とは、神聖月*における殺

害のこと、とされる （アツ=サアディー97 頁参照)。
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なた方の宗教 （イスラーム*) から （不信

仰に）戻らせるまで 、あなた方と戦い続

けることであろう——彼らが、（そう）出

来るのならば、だが——〇誰であろうと、

あなた方の内で自らの宗教から （不信仰

へと）戻り、不信仰者*のまま死んだ者、

それらの者たちはその （善い）行いが、現

世と来世において台無しになってしまっ

たのだ。そして、それらの者たちは （地獄

の）業火の住人であり、彼らはそこに永遠

に留まるのである。
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218. 本当に、信仰する者たちと、移住 * し、ア

ツラー*の道において奮闘する者たち、そ

れらの者たちが、アツラー*のご慈悲を熱

望しているのである。アツラー*は赦し深

いお方、慈愛深い*お方。

(預言者*よ、）彼ら （ムスリム*たち）

は酒* と賭け事について、あなたに尋ね

る。言うがいい。「その二つには大きな罪

と、人々への益がある。そして、それら

二つの罪は益よりも大きい1」 。ま た、彼

らは何を （施しに）費やすかについて、

あなたに尋ねる。言うがよい。「余分な

もの2を （費やすのだ）」 。そのようにア

ツラー*は、あなた方が熟考するよう、あ

なた方に （法規定に関する）御徴を明ら

かにされる。

219.

1 イスラーム*の歴史において、これらの物事は段階的に制限され、最終的には禁じられた。
このアーヤ*は、その完全な禁止が定められる前に下ったものである。順番的にはこのアー

ヤ*の後に婦人章 43 が、そして最終的に食卓章 90 が下り、それらが完全に禁じられたと

する教友*及びタービウーン*の学者らによる多くの伝承が伝えられている（アブー•ダーウ

ード 3670、アツ =タバリー2:1161-1164 参照)。

2 本人が自分の必要以上に所有している、余剰（よじよう）物のこと（ムヤッサル 34 頁参照)。
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220. 現世と、来世について（あなた方が熟考す

るように）。また （預言者*よ、）彼らは

孤児について、あなたに尋ねる。言って

やるがいい。「彼らのために （状況を）

改善してやるのが、より善い。そしてあ

なた方が彼らと（生活の諸事において）交

わるのなら、 （彼らは）あなた方の兄弟

なのだ1」 。アツラー*は、腐敗*を働く者

を、改善者から （見分けて）ご存知にな

る。そしてアツラー*がお望みであれば、

あなた方に困難を課す2こともお出来であ

る。本当にアツラー*は偉力ならびない*

お方、英知あふれる*お方なのだ。

(ムスリム*たちよ、）シルク*の徒の女

性たちとは、彼女らが信仰するまで結婚

してはいけない。本当に信仰者の奴隸*女

性の方が、たとえ彼女らがあなた方の気

に入ったとしても、シルク*の徒である女

性よりも善いのだから。またシルク *の徒

の男性に、 （信仰者の女性を）嫁がせる

のではない。本当に信仰者の奴隸*男性の

方が、たとえ彼らがあなた方の気に入っ

たとしても、シルク *の徒である男性より

も善いのだから3。それらの者たちは、（彼

221.

9

1 婦人章 10 や家畜章 152 が下った後、孤児の後見人であった人々は孤児の財産に手をつけ

ることを恐れ、飲食などに至るまで彼らと自分たちと別にし始めた。このアーヤ*はそのよ

うな状況により、彼らが日常生活に非常な不便さを感じるようになった際に下ったものと

される （アブー•ダーウード 2871 参照)。

2 上記訳注に描写されているように、孤児との交流を禁じ、人々がそれによって生活上の非

常な不便に陥ること （ムヤッサル 35 頁参照)。

3 ムスリム*男性が 「シルク*の徒の女性」 と結婚してはいけない、という禁止令からは、啓

典の民*の女性が除外される （食卓章 5 を参照)。一方、ムスリム*女性が 「シルク*の徒の

男性」 と結婚することは、例外なく禁止される （アッ =サアディー99 頁参照)。
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らの伴侶を）業火へと招くのであり、ア

ツラー*はそのお許しにより、 （あなた方

を）天国とお赦しへとお招きになる。そ

してかれは人々に、彼らが教訓を得るよ

うにと、 （法規定に関する）その御徴を

明らかにされるのだ。

222. また彼らは月経について、あなたに尋ね

る。（預言者*よ、）言うがいい。「それ

は害である。ならば、月経中の女性 （と

の性交）を避けよ。そして彼女らが清浄な

状態になるまで、 （性交のために）近づ

いてはならない。そして彼女らが清浄な

状態になったら、アツラー*があなた方に

命じられた所から、彼女らと交わるのだ

M 。本当にアツラー*は、よく悔悟する者

たちと、よく自ら （の心身）を清める者

をお好みになるのだから。

223. あなた方の妻たちは、あなた方の耕作の場2

である。ならば、どこでも望む所3から耕作

地に赴き、自分自身のために （来世に向け

て善行を）しておくのだ。そして、アツラ

一*を畏れ*よ。あなた方が （復活の日*、）

かれにお目にかかるのだということを知

り、信仰者たちには吉報を伝えるのだ。

も
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224. (ムスリム*たちよ、）あなた方はアツラ
せ ん せ い さ ま た

一*を、自分たちの宣誓の妨げとしてはな

らない。つまり、あなた方が善行を行い、

(アツラー*を）畏れ*、人々の間を正す

1 肛門を用いた性交をしてはならない、ということ （ムヤッサル 35 頁参照)。

2 「耕作の場」 という表現は、男性の精子をその子宮に注ぐことで、子孫が得られることに

よる （前掲書、同頁参照)。

3 性器による性交であれば、いかなる形においても、という意味とされる（前掲書、同頁参照)。
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さまた

ことの（妨げとしてはならない）1。アツ

ラー*は、よくお聴きになるお方、全知者

であられる。

顧#嘛�
•レ
“ "

アツラー*はあなた方を、あなた方の宣誓

における軽はずみさ2ゆえに、罰せられた

りはしない。しかしかれが罰せられるの

は、あなた方の心が意図し（た後、それ

を遂行しなかつ）たものについてである。

225.

かんだI

アツラー*は赦し深いお方、寛大な*お方。

自分たちの妻（との性交渉の放棄）に関し

て誓いを立てる者たち3には、四ヶ月の猶

予がある。そして（その期限内に妻との関

係に）戻ったのなら、本当にアツラー*は赦

し深いお方、慈愛深い*お方である。

また、もし彼らが離婚の意志を固めたな

らば、アツラー*こそはよくお聴きになる

お方、全知者であられるのだ。

また、離婚された女性は（結婚せずに）独

り身のままで、三度の月経を待たなけれ

ばならない4。そして彼女らが、アツラー*

226.

27.

は-d
城郵滅J施七

228.

1 何らかの善行を放棄（ほうき）するような誓いを立ててしまった場合、誓いを取り消して

その善行を行い、更にその罪を償（つぐな）う（ムヤッサル35 頁参照)。誓いの取り消し

の償いに関しては、食卓章 89参照。

2 意図せずに、口をついて出てしまった宣誓の言葉（前掲書、36頁参照)。

3 ジャーヒリーヤ*からイスラーム*初期にかけては、夫が自分の気に入らない妻に対して、

性交渉を無期限に放棄することを誓うことがあった。イスラーム*はこれに、四ヶ月という

制限を与えた（アル=バガウィー1:297 参照)。

4 この待ち期間は、一般に「イツダ*」と呼ばれる。尚、ここで「月経」と訳した語「カル

ウ」には、「(月経を終えた）清浄な状態」という意味もあり、いずれの解釈を採るかに

よって、その期間も異なってくる。妊娠中の女性のイッダ*は離婚章 4、妊娠してはいな

いが、夫と死別した女性のイッダ*は雌牛章 234、夫は生存中だが、床入り前に離婚され

た女性のイッダ*は部族連合章 49、夫が生存中で床入りも済んでいる場合、月経のない

女性のイッダ*は離婚章 4、月経がある場合のイッダ*は当アーヤ*に言及されている（前

掲書 1:298-300参照)。
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がその胎内におMlり t三なられたもの
1を隱

すことは、彼女らに許されない——彼女

らが、アツラー*と最後の日*を信じるの

であれば——〇また彼女らの主人は、そ

の期間中に妻を復縁する権利がある一一

もし彼らが、 （夫婦関係の）修復を望む

ならば——。また彼女らには、 （夫に対

する）自分たちの適切な義務と同様の、

(夫に対する適切な）権利があるのだ。
そして （夫である）男性には、彼女たち

に対し、 （更なる）位階がある2。アツラ

一*は偉力ならびない*お方、英知あふれ

る*お方。

229. 離婚は二回 （までなら、復縁できる）3。

そして （離婚後は、彼女を）適切な形で留

め置くか、あるいは善を尽くして （結婚

関係から）解き放つ4のだ。そして彼ら（夫

婦）二人が、アツラー*の決まり5を遵守出

来なさそうだと怖れない限り、あなた方

(夫）には、彼女たちに贈った財産から

ぬ?5興

魯
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1 離婚した夫の子を妊娠している事実を隠したり、月経の数をごまかしたりすること （ムヤ

ッサル 36 頁参照)。

2 この表現に関しアッ =タバリー*は、夫は 「妻が自分に対する義務を多少怠 （おこた）って

も、自分は彼女に対する義務を果たす」 限りにおいて、妻より上位にあるのだという見解

を示している（2:1272 參照)。

3 イスラーム*以前あるいはイスラーム*初期の社会においては、夫は同一の妻を離婚しては

再婚するということを際限 （さいげん）なく行うことが出来た。しかしこのアーヤ*によっ

て、一部の悪意ある男たちの妻に対する横暴 （おうぼう）に歯止めがかけられた （アッ =

タバリー2:1273 参照)。

4 離婚前でも、離婚宣告後によりを戻した後でも、夫は妻と良い形で付き合わなければなら

ない （婦人章 19 参照)。また完全に離別する場合でも、妻がイッダ*を終了するまで、扶

養 （ふよう）や住居の提供など、妻に対する諸々の義務を適切な形で全 （まっと）うし、

彼女のことを悪く言ったりしてはならない （ムヤッサル 36 頁参照)。

5 夫婦の、互いに対する義務のこと （前掲書、同頁参照)。
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何か取り上げることは許されない。そし

て、もしあなた方1が、彼ら二人がアツラ

一*の決まりを遵守出来そうにないと怖

れるのであれば、（夫が）妻からの代償2

(を受け取ること）において、彼ら二人

に問題はない。それは、アツラー*の決ま

りである。ならば、それを侵してはなら

ない。そして誰であろうとアツラー*の決

まりを侵す者、そのような者たちこそは、

不正*者なのである。

230. それで、もし彼（夫）が彼女（妻）を（三

回目に）離婚してしまったら、その後彼

女は、彼女が別の夫と結婚（してまた離

婚）する3まで、彼（元夫）には（結婚相

手として）許されない。それから、もし

彼（別の夫）が彼女を離婚した場合、彼

ら二人（彼女と元夫）がアツラー*の決ま

りを遵守できそうだと思うなら、彼らの

再婚に罪はない。そしてそれが、アツラ

一*の決まりなのだ。かれはそれを、知識

ある民に明らかにされる。

231. また、あなた方が女性たち（妻）を離婚し

た後、彼女たちがその期限に差しかかっ

たならば、彼女たちを適切な形で留め置

くか、あるいは善を尽くして（結婚関係

如與超
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1 この「あなた方」は、統治者や、彼らの仲介者たちのこととされる（アル=クルトウビー

3:138参照)。

2 夫の性格の悪さ、宗教的な不真面目さ、暴力、扶養義務における怠慢（たいまん）などの

理由から、妻側が夫側に代償を支払って離婚を求めることは、合法である（クウエイト法

学大全 19240以降参照)。

3 再婚の都合をつけるための偽装（ぎそう）結婚などではなく、性交渉を伴（ともな）う正

式な結婚でなければならない（アツ=サアディー102 頁参照)。
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から）角と?き1つのだ1。また、。(彼女たち

の権利を）侵害するために、虐げること

を意図して、彼女たちを留め置いてはな

らない2。そうする者は誰でも、まさに自

分自身に不正*を働いたのだ。アツラー*

の御徴を、嘲笑の的としてはならない3。

そして、あなた方に対するアツラー*の

恩恵と、かれがあなた方に下された、啓典

と英知4を思い起こすのだ。かれはそれで、

あなた方に訓戒をお与えになる。アツラ

一*を畏れ*、アツラー*がいかなることも

ご存知であることを知っておくがよい。

^
また、あなた方が女性たち（妻）を離婚し
5、それから彼女たちがその期限(イツダ*)

を終えたなら、あなた方6は彼女らが、自

分たちの （元）夫と結婚することを阻ん

ではならない。（それは、）彼ら （二人)

が適切な形7で合意した限りにおいて、だ

が。それは、あなた方の内でアツラー* と

最後の日*を信じる者が訓戒を受けるも

ぬ
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1 アーヤ*229 「(結婚関係から）解き放つ」 の訳注を参照。

2 このアーヤ*は、妻に離婚宣告してはイッダ*が完了する直前によりを戻す、ということを

悪意をもって繰り返し、妻をいじめようとする者に関して下ったものと言われる （アッ =

タバリー2:1301 -1303 参照)。

3 ここでの 「御徴」 は、アツラー*の教え一般のこと （アル=カースイミー3:608 参照)。こ

のアーヤ*は、妻に離婚宣告したり、奴隸*の解放を宣言したりした後、「冗談で言ったのだ」

などと言う者に関して下ったとされる （アッ =タバリー2:1304 参照)。預言者* ムハンマド
*は、仰 （おっしゃ）った。「本気で言っても実現し、冗談で言っても実現する三つのこと ：
結婚、離婚、復縁 （ふくえん)」 （アブー•ダーウード 2194 参照)。

4 「英知」 については、アーヤ* 129 の訳注を参照。

5 ここでの離婚は、三回目未満のものに限る （ムヤッサル 37 頁参照)。

6 アーヤ729 「あなた方」 の訳注を参照。

7 つまり、イスラーム*法と良識に則 （のっと）った、よい形のこと （前掲書、同頁参照)。
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のである。 があなた方にとって、最

も実り多く清いこと。アツラー*こそが

(あなた方にとって真に良いことを）ご

存知なのであり、あなた方は知らないの

である。

授乳を全うさせたい者のため、母親はそ

の子供たちに丸二年間授乳する。そして

父親は、彼女らの食事と衣類を適切な形

で負担しなければならない。誰も、その

能力以上の負担を負うことはないのだ。

母親がその子ゆえに害を被ってはならな

いし、その父親も、その子ゆえに（そう

なってはならない）2。また相続人にも、

それと同様のものが義務づけられる3。ま

た、彼ら二人がお互いの合意と話し合い

の上で（二年終了前に）離乳を望んでも、

彼らには何の罪もない。また（その後）

あなた方が、与えるべきものを適切な形

で支払う4のであれば、自分たちの子供を

(実母ではない乳母に）授乳させること

を望んでも、あなた方には何の罪もない。

そしてアツラー*を畏れ*、かれこそはあ

なた方の行うことをご覧になるお方だと

いうことを知るがよい。
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i 妨害を受けることなく、元夫婦が再婚すること（ムヤッサル 37頁参照)。

2 アルニクルトウビー*によれば、大半の解釈学者はこのアーヤ*の意味を、「母親は、父親を困

らせるために授乳を拒（こば）んだり、授乳の報酬（ほうしゅう）を法外に吊り上げたりし

てはならず、父親は、授乳を望む母親を拒んではならない」と解釈している（3:167参照)。

3 乳児に父親がおらず、かつ、その乳児が十分な財産を（相続などによって）有していない

場合、乳児の相続人が父親の代わりに、その乳母に対して衣食の面倒を見る必要がある（ア

ッニサァディー104 頁参照)。

4 授乳期間が終了する前に授乳した実母への代金と、その後授乳を引き継いだ乳母への代金

のことであると言われる（ムヤッサル 37 頁参照)。



2.雌牛章 り

^
;丄ド-マ72

234. またあなた方の内、妻を残して他界する

者があれば、彼女らは独り身のまま四ヶ

月と十日の間、待たなければならない1。
それで彼女らがその期限を終えたら、彼

女らが適切な形でその身を処すること2に

関して、あなた方（彼女らの後見人）に罪

はない。アツラー*は、あなた方の行うこ

とに通暁されるお方。

235. また（男たちよ）、あなた方が（そのよ

うな）女性3への結婚の申し込みを、それ

となく仄めかしたとしても、あるいは自

分自身の内に秘めておいたとしても、あ

なた方に罪はない。

なた方が（我慢できず、）彼女たちに（思

いを）口にするだろうことを、ご存知で

。そして適切な言葉を用いて話

す以外、秘密裏に彼女らと約束したりし

てはならない4。また定められたもの（イ

ci

1

アツラー*は、あ

ある

まんりよう

ツダ*)が期間を満了するまでは、結婚の

契約を決めてもならない。アツラー*こそ

は、あなた方自身の内にあるものをご存

知であることを知るのだ。ならば、かれ

を警戒せよ。また、アツラー*こそは赦し

深いお方、寛大な*お方であることを知る

がよい。

1 夫婦の住居から外出せず、身を飾りもせず、結婚もしない状態でいること（ムヤッサル 38
頁参照)。

2 喪（も）が明けた後、イスラーム*法に則（のっと）った範囲で外出したり、着飾ったり、
あるいは結婚したりすること（前掲書、同頁参照)。

3 夫に先立たれたり、あるいは完全に離婚された状態で、イッダ*の期間中にある女性のこと
(前掲書、同頁参照)。

4 結婚を約束しつつ婚前交渉を求めたり、イッダ*中に結婚の約束をしたりしてはならない。
ただし、「彼女のような人であれば、男性たちが（結婚を）望むだろう」というような、仄
(ほの）めかしの言葉を用いることは別である（前掲書、同頁参照)。
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加輝攝ギ=參㈣
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236. (夫たちよ、）あなた方がまだ彼女らに触

れず1、また義務（婚資金*の額)も決定し

ていないのなら、（妻となった）女性を離

婚することに、あなた方への罪はない。

そして彼女らには、余裕のある者はその

程度に応じたものを、貧しい者もその程

度に応じたものをという風に、適切な贈

り物を贈るのだ。（それは、）善を尽く

す者たちの義務なのである。

237. また、まだ彼女らに触れ2てはいなくても、

既に義務（婚資金の額)を決定した後に彼

女らを離婚したならば、決定した額の

¥額を支払うのだ。但し彼女らか、ある

いは結婚の契約当事者（夫）が大目に見

る3のならば、その限りではない。

目に見てやることこそが、敬虔さ*により

近いのだ

れてはならない。本当にアツラー*は、あ

なた方の行うことを全てご覧になってい

るのだから。

(ムスリム*たちよ、）��を遍

^
*せ

よ、そして中間の礼拝5を。また、アツ

ラー*に向かい、 恭しく（礼拝に）立

つのだ。

パみ (/

C)^JOO\ �

大

〇あなた方の間の徳4を、忘

238.

1 性交渉を持つこと（ムヤッサル 38頁参照)。

2「彼女らに触れ」ることについては、アーヤ*236の訳注を参照。

3 妻側がその半額すらも大目に見て免除するか、あるいは夫側が寛大に全額支払うこと（前

掲書、同頁参照)。

4 同アーヤ*「大目に見る」の訳注に示されているような、寛大さのこと（前掲書、同頁参照)。

5「中間のサラー」とは、アスル*の礼拝であるという説が、大多数の見解である（イブン*

アティーヤ 1:323参照）
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T鱗239. それで、もしあなた方が （敵を）怖れる

のであれば、歩きながら

^
あるいは （乗

り物に）乗りながら （礼拝せよ）。そし

て安全になったら、 （また）アツラー*を

唱念する 1のだ。かれが、 （以前）あなた

方が知らなかったことを、あなた方に教

えて下さったように。

240. あなた方の内、妻を後に残して他界する

者は、 （自分の死後）一年間は （住居か

ら）追い出されずに （扶養を）享受して

いられるよう、妻のために遺言しなけれ

ばならない。もし彼女らが （その期間を

c4 1 1 1 U-j j

'己�私
ぶ—^、胡

^
Ot

みずか

終える前に自ら）出て行き、適切な-で

その身を処する2にしても、あなた方(故人

の相続人たちと妻たち）に罪はない。ア

ッラー*は偉力ならびない*お方、英知あ

ふれる *お方である。3

241. 離婚した妻には、適切な贈り物4を （持た

せるのだ）。（それは、）敬虔な者の義務

である。

装

^̂
242. (これら、子供や女性に関する法規定の

説明と）同様にアツラー*は、あなた方が

分別するようにと、あなた方に （法規定

に関する）かれの御徴を明らかにされる

のだ。

1 普段通りの形で礼拝し、そこにおいてアッラー*を唱念し感謝すること （ムヤッサル 39 頁

参照)。

2 イスラーム*法に則 （のっと）った範囲で着飾ったり、香水をつけたりすること （アッニサ

ァディー106 頁参照)。

3 このアーヤ*は、アーヤ*234 が示す法規定によって撤回 （てっかい）された、というのが

大方の学者の見解である （イブン•カスィール 1:658 参照)。アーヤ*106 も参照。

4 イスラーム*法において勧 （すす）められた、適切な形での衣服や生活費などによる、贈り

物のこと （ムヤッサル 39 頁参照)。
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(使徒*よ、）死を恐れて故郷から出て行

た何千もの人々を、あなたは知らない

のか？ それでアツラー*は彼らに 「死ぬ

がよい」 と仰せられ、（彼らは死んだが、） ，

“
ぐ，Wゴ娜

243.

つ

よみがえ

それから彼らを蘇らせられた。本当にア

ッラー*は、人々に対する実に （偉大な）

恩寵の主であられるが、大半の者たちは

感謝しないのだ。

ふ、

^
1 0J244. また、アツラー*の道において戦うのだ。

そして、アツラー* こそはよくお聴きにな

るお方、全知者であるということを知っ

ておくがよい。

�な“
ね、砒245. アツラー*に、よき貸付1をする者は誰か？

そうすれば、かれはそれを彼のために、

何倍にも倍増して下さる。アツラー*は、

(そのお恵みをお望みのままに）お控え

になり、また （気前よく ）与えられるお

方。そしてあなた方は、かれの御許へと戻

らされるのである。

(使徒*よ、）あなたは、ムーサー*の （時

代）後の、イスラーイールの子ら*の長老

たちについて知らないのか？ 彼らが、

彼らの預言者*2に対してこう言った時の

こと。「私たちに王を遣わして下さい。

(そうすれば、）アツラー*の道において

戦いましょう」 。彼 （その預言者*) は言

た。「あなた方は、自分たちに戦いが

命じられても、戦わないのではないか？」

沾ム、がレ4

^
似

ふ>Jfeふ、ふri二

246.

施

^
*4

^
つ

1 アッラー*に対する 「貸付」 とは、かれの御許での褒美 （ほうび）を望みつつ、アッラー*

の道において善い施 （ほどこ）しをすること （ムヤッサル 39 頁参照)。

2 —説に、この預言者の名は 「シャムウィール」 あるいは 「シャムウーン」（イブン•カスィ

ール 2:665 参照)。旧約聖書のサムエルとの明確な関連性は不明。
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彼らは言った。「どうして私たちが、ア

ツラー*の道のために戦わないことがあ

りましょうか？ 私たちは（敵によ

て）、故郷や子供たちから引き離されて

しまったというのに」。それで、いざ彼

らに戦いが命じられると、彼らは彼らの

内の少数の者を除き、背き去って（逃げ

て）しまった。アツラー*は不正*者たち

を、よくご存知である。

また、彼らの預言者*は、彼らにこう言っ

た。「本当に、アツラー*はあなた方に対

し、確かにタールート1を王として遣わさ

れた」。彼らは言った。「どうして彼（夕

ールート）に、私たちに対する王権など

ありましょうか？ 私たちの方が、彼よ

りも王権に相応しいくらいですし、彼に

は財産も十分には授けられていませんの

に2」。彼（預言者*) は、（彼らにこう）

言った。「本当に、アツラーはあなた方

の上に彼（タールート）を選ばれ、知識

と体力において彼を豊かにされた。アツ

ラー*は、かれがお望みになる者に王権を

授けられるのだ。アツラーは、広量な*

お方、全知者であられる」。

また、彼らの預言者*は彼らに言った。「実

に、彼（夕ールート）の王権の印は、あ

なた方のところに聖櫃がやって来ること

である。その中にはあなた方の主*からの

ウ

私ふ

^̂
孤�AM

247.

248.

i 旧約聖書には、同様の逸話の中でイスラーイールの王サウルが言及されている。ただし、

タールートとの明確な関連性は不明。

2 タールートは、それ以前に王も預言者*も輩出（はいしゅつ）したことがなかった部族に属

していたと言われる（ムヤッサル 40頁参照)。
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Wふ

^̂
ふ海安らぎと、ムーサーの一族およびハール

ーン*の一族が残した遺品の一部が納め

られており、天使*たちがそれを運んで来

る。本当にその中にこそ、あなた方への御

徴 1があるのだ。もし、あなた方が信仰者

であるのなら （、だが）」 。

©こ

^
〇:

249. そして、タールートがその兵士たちを引

き連れて （巨人族との戦いに）出かけた

時、彼は言った。「本当にアツラー*は、

あなた方を川で試される。それで、誰で

もそこから飲んだ者は私の仲間ではな

く 、それを全く味わわなかった者は誰で

も、まさしく私の仲間であ （り、私と共

に戦うことにな）ろう。但し、片手で一

すくいしか掏わなかった者は、その限り

ではないが」 。こうして彼らの内の僅か

な者を除き、彼らは （皆）そこから飲ん

だ。そして彼 （タールート）が、信仰す

る者たちと共に （敵と対峙すべく ）そこ

(川）を渡った時、彼らは言った。「今

日私たちには、ジャールート 2とその兵士

たちに対抗する力が、全くありません3」。

(来世において）アツラー*に拝謁するこ

とを確信する者たちは、言った。「一体

どれだけ多くの （信仰深く忍耐*強い）小

さな集団が、アツラー*のお許しにより、

f：

^
4

^
峰！

^
辦

l この 「御徴」 は、タールートが王とされた根拠のこと （ムヤッサル 40 頁参照)。

2 旧約聖書には、同様の逸話の中でゴリアテが登場する。ただし、ジャールートとの明確な

関連性は不明。

3 タールートに従って、川の水を全く 、あるいは一掏 （すく ）いしか飲まずに、彼と共

に川を渡ったのは三百十数名。つまりヒジュラ暦*2 年にマッカ*軍に対して軍事的初

勝利を収めたマデイーナ*のムスリム*軍と同数であった、と言われる （アル=ブハー

リー3958 参照）。
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(不信仰者*の）大集団に勝利したこと

か？ アツラー*は、忍耐*する者たちと

共におられるのだ」 。

翕こ

^
4てポぶ1

^
3

250. そして、ジャールートとその兵士たちの

前に現れ出た時、彼らは言った。「我ら

が主*よ、私たちに忍耐*をお授け下さい。

そして私たちの足を堅固にし 1、不信仰者*

である民に勝利させて下さい」 。
J ハ 〆 ? I J ノ〆〆く

251. こうして彼ら （夕ールートと信仰者たち）

は、アツラー*のお許しにより彼らを打ち

負かし、ダーウード*はジャールートを倒

した2。またアツラー*は、彼 （ダーウード

*) に王権と英知3を授けられ、お望みのこ

とを伝授された。もしアツラー*がある者

たち （信仰者）によって、他の者たち （不

信仰者*) を淘汰されることがなかったな

ら、地上は腐敗* したことであろう。しか

しアツラー*は、全創造物に対する恩寵の

主なのである。

^
4

^
じぉみ㈡冰

翕こ

^
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252. それらは、われら *が真実をもってあなた
み し る し

に語って聞かせる、アツラー*の御徴 4。
よ げ ん し ゃ

そして （預言者*よ、）本当にあなたは、

まさしく使徒*の一人なのだ。

1 「足を堅固にする」 とは、敵との戦いにおいてしっかりと踏 （ふ）んばらせ、戦いによる

恐怖から逃げないようにすること （ムヤッサル 41 頁参照)。

2 タールートはダーウードに、 もしジャールートを倒すことができたら、自分の娘と自分の

財産の半分を分け与え、王権の一部を授けることを約束したと言われる （イブン•カスィー

ル 1:669 参照)。

3 ここでの 「英知」 は、預言者*性という意味であるとされる （ムヤッサル 41 頁参照)。

4 この 「御徴」 は、預言者*ムハンマド *の正しさを示す証拠のこと。アーヤ*243-251 の中

で語られた話は啓典の民* も知っていたものだったが、預言者*は文盲であり、啓典を読ん

だこともなかったからである （アッ = タバリー2:1479 参照)。



2.雌牛章 79

253. それらの44*たち、われら*は彼らのあ

る者を、他のある者よりも特に引き立て

た。彼らの中には、アツラー*が（直接）

御言葉をかけて下さった者もあるし、ま

たある者は、その位を高められた。ま

た、われらはマルヤム*の子イーサー*

に明証を授け、聖霊1によって彼を強め

た。アツラー*がお望みであったなら、

明証が到来した後、彼ら（預言者*たち）

の後（の世代）の者たちが争い合うこ

とはなかったのだ。だが彼らは意見を異

にし、それで彼らの内のある者は信仰

し、またある者は不信仰に陥った。そ

して、アツラー*がお望みであったなら、

彼らは争ったりしなかったのだ。しか

しアツラー*は、かれがお望みになるこ

とを行われる。

254. 信仰する者たちよ、売買も友愛も執り成

しもなくなる日2が来る前に、われらがあ

なた方に授けたものから（施しとして）費

やす3のだ。不信仰者*たちは、まさしく不

正*者なのである。

冷私浴
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255. アツラー*は、かれの外に（真に）崇拝*

すべきものがなく、永生する*お方、全て

を司る*お方。まどろみも眠りも、かれ

を捉えることはない。諸天にあるものと、

この「明証」と「聖霊」については、アーヤ*87の訳注を参照。

2 復活の日*のこと。その日、不信仰者*にとって儲（もう）けのある売買はなく、アッラー*

の罰を免（まぬが）れるためのお金もなく、自分を助けてくれる友人の友情もなく、罰を

軽減（けいげん）してくれる執り成し手もいない（ムヤッサル 42 頁参照)。「執り成し」

については、アーヤ*48と、その訳注も参照。

3「われらが…費やす」については、アーヤ*3の訳注を参照。

1
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け

^^
w■給i、〇

^
二

��k

^
4fe；

大地にあるものは （全て）、かれに属す

る。かれのお許しなくして、誰がかれの御

許で執り成すことが出来ようか？1 かれ

は、彼ら （全存在）の前にあるものも、

彼らの背後にあるもの2 も、ご存知である。

そしてかれのお望みになることの外、彼

らはかれの御知識について、何も把握す

ることはないのだ。かれの玉座3は、諸天

と大地に広がり、その二つの護持が、か

れを疲れさせることもない。そしてかれ

は至高の*お方、この上なく偉大な*お方

であられる。4

256. (この）宗教に強制はない5。実に正し 逆 海 ぬ 為 涵

^hiyJ
あやま

さは、誤りから明確に分け隔てられた

のだから。それで、 ターグート *を否定

してアツラー*を信仰する者は誰でも、

決して外れることのない堅固な取っ手

を確かに握り締めたのである。アツラー

*は、よくお聴きになるお方、全知者で

あられる。

1 復活の日*の 「執り成し」 については、アーヤ*48、マルヤム*章 87、ター•ハー章 109 と

その訳注を参照。

2 つまり全存在の、未来と過去のこと （ムヤッサル 42 頁参照)。

3 教友*イブン•アッバース*は言った 「玉座はかれ （アッラー*) の足台で、御座 （みくら）

の大きさは際限 （さいげん）がない」（アル=ハキーム 2:338 参照)。アッラー*の「足台」

がいかなるものかは、かれご自身のみがご存知である （ムヤッサル 42 頁参照)。尚、「御

座」 については高壁章 54 の訳注を参照。

4 このアーヤ*は、クルアーシ*の中で最も偉大なアーヤ *の一つとされ （ムスリム 「旅行者の

礼拝の書」 257 参照)、「アーヤト•アルニクルスィー （玉座の節)」 と呼ばれている。

5 イスラーム*は、その完全性、そしてそれを示す根拠の明白さゆえ、強制される必要がない、

ということ （ムヤッサル 42 頁参照)。



2. 雌牛章 81

こみこ-ぶ多が
ま賴4

アツラー*は、信仰する者たちの庇護者*。257.
みちび

かれは、彼らを闇から光1へと導き出して

下さる。そして、不信仰に陥った*者たち

の庇護者はターグート *。それらは、彼ら

を光から闇へと引き出してしまう。それ

らの者たちこそは、業火の民。彼らはそ

の中に永住するのだ。

(使徒*よ、）あなたは、アツラー*が王

権をお授けになったことで （高慢にな

り）、イブラーヒーム* と、彼の主*につ

いて言い争った者2を知らないのか？3

イブラーヒーム*が、「我が主*は、生を授

け、死を与えられるお方」 と言った時の

こと。（しかし）彼 （王）は、 「私は生

かし、死を与える4」と言った。（そこで、）

イブラーヒーム*は言った。「それなら、

本当にアツラー*は、太陽を東から昇らせ

るお方である。ならば、あなたは太陽を

西から昇らせてみよ」 。すると、この不

信仰だった者*は当惑してしまった。アツ

ラー*は、不正*者である民をお導きには

ならないのだ。

6'

^
4258.

、シ

i 原語では 「闇」 は複数形、「光」 は単数形で表現されている。これは、真理が一つである一

方、不信仰には様々な種類があり、その全てが無意味であることを示しているのだという

(イブン•カスィール 1:685 参照)。

2 この王の名はナムルーズ、と言われる （アッ = タバリー2:1505-1506 参照)。旧約聖書の

ニムロド王との明確な関連性は、不明。

3 イブラーヒーム* とその父親、及びその民のやり取りについては、家畜章 74-82、マルヤム
*章 42-48、預言者*たち章 52-70、詩人たち章 70—89、整列者章 85-98、金の装飾章 26-28
も参照。

4 意のままに人を殺し、あるいは生かしておく権力がある、という意味 （ムヤッサル 43 頁

参照)。
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. それとも、屋根ごと�れ落ちた11狩を通
りかかり、「アツラー*は、どのようにし

てこれ（廃村）を、それが（一旦）kび ら ば し 成uife
J^}\ 1U
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259

よみがえ

てしまった後に、蘇らせられるのであろ

う？」と言ったような者を（知らないの

か？）。アツラー*は彼を百年間死なせ、
よみがえ

それから彼を蘇らせられた。かれ（アツ

ラー*) は仰せられた。「あなたは（ここ

で）、どれだけ過ごしていたのか？」彼

は申し上げた。「一日か、一日の一部を過

ごしただけです」。かれは仰せられた。

「いや、あなたは百年間過ごしたのだ。

ならば、あなたの食べ物と飲み物を見よ。

それはまだ、変わらぬままであろう。ま

た、あなたのロバを見てみよ。われら*は

あなたを、人々への御徴2としよう。そし

て、その骨を見てみるがよい。われら*が

どのようにしてそれらを組み立て、それ

からそれらに肉付けするのかを」。そし

て、それが彼にとって明らかになった時、

彼は申し上げた。「私は、アツラー*こそ

が全てのことをお出来なのを、存じ上げ

ています」。

�私MW�
550

終你闕i»

260. また、イブラーヒーム*が（こう）申し

上げた時のこと（を、思い出すがよい）。

「我が主*よ、あなたがどのようにして

死者を生き返らせられるのか、私にお

見せ下さい」。かれ（アツラー*) は仰

せられた。「一体、あなたは（まだ）

1「崩れ落ちた」と訳した語「ハーウィヤ」には、「空っぽになった」という意味も含まれ得

る（アル=クルトゥビー3:290 参照)。

2 アツラー*には、死後に人々を復活させる力が備わっていることを示す、証拠のこと（ムヤ

ツサル 43頁参照)。
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念珍5

^
11

^
5信じていないのか？」彼は申し上げた。

「いいえ、（ただ）自分の心が（確信で）

安らぐために、（それを見たいの）で

す」。かれは仰せられた。「ならば四

羽の鳥を捕まえて、それらをあなたの

手許に集め（屠って切り刻み）、そし

てそれらの一部を、それぞれの山に置

くがよい。それからそれらを呼ぶのだ。

(そうすれば）それらは（生き返り）、

急いであなたのもとへとやって来るで

あろう。アツラー*こそが偉力ならびな

い*お方、英知あふれる*お方であると

いうことを、知るのだ」。

261. アツラー*の道において自らの財産を

費やす者たちの様子は、ちょうど七本の

穂を実らせた、一つの種粒のようであ

る。それぞれの穂には、百の種粒がつい

ている。アツラー*は、かれがお望みに

なる者に、（その褒美を）倍増されるの

だ。アツラー*は広量な*お方、全知者で

あられる。

262. アツラー*の道において自らの財産を費

やし、それから自分が費やしたものに、

(施しを費やした相手に対する）恩着せ

がましさや害1を伴わせない者たち、彼ら

には、その主*の御許に褒美がある。そし

て彼らには怖れもなければ、悲しむこと

もない2
〇

一̂ ^
;4

^'
⑷

i ここでの「害」は、施した相手に対し、引け目を感じさせるような言動によるものである

とされる（ムヤッサル 44 頁参照)。

2「怖れもなければ•••」に関しては、アーヤ*38の訳注を参照。



0jlJ\ 0Jデ バ2.雌牛章 84
てきせつ ゆる ほどこ

263. 適切な言葉と赦し1は、（施した相手に対
ともな

して）害を伴う施しよりも、ましである。

アツラーは満ち足りておられる*お方、

寛大な*お方。
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が 爲 分

^私威ぬ
多L^XOJ^ ^\jJOC^
辞

^
H翻

264. 信仰する者たちよ、あなた方の施し（に

よる褒美）を、恩着せがましさや害によ

て、無効にしてはならない。人々に見

せびらかすために自分の財産を費やし2、

アツラー*も最後の日*も信じてはいない

者のように。というのも彼の様子は、あ

たかも土で覆われた滑らかな岩のようで

あり、そこに大雨が降れば、それを裸に

してしまうからである。彼らは自分たち

が稼いだ行いから、何も得ることがない3。

アッラー*は、不信仰者*である民をお導

きにはならないのだ4。

つ

1 「適切な言葉」とは、乞う者に対して善い言葉で応じることや、その時は要望を叶えられ

なくても、後にそれを叶えることを約束すること（夜の旅章 28とその訳注も参照)、ある

いは彼のために祈ってやること。「赦し」とは、他人の窮乏（きゆうぼう）や過（あやま）

ちを隠しておいたり、不正*を行った者を赦したり、物乞いが出すぎた態度をとっても大目

に見てやったりすること（アル=バガウィー1:360参照)。

2 アッラー*のためではなく、人目や評判などを目的とした行為は、「リヤーゥ」と呼ばれる。

預言者*ムハンマド*はムスリム*の「リヤーゥ」を、「小さなシルク*」と表現した（アフマ

ド 23686参照)。なぜならそれは、崇拝*行為や善行をアッラー*だけのためではなく、人々

の自分に対する賞賛のためにすることになり、その結果、来世におけるアッラー*の褒美を

禁じられるからである（イブン•バッタール 1:113 参照)。

3 他人に見せびらかすために善行を行う者の心は、この岩のように硬く、施しを始めとした

彼の善行は、その表面の土のようである。無知な者は、それが農作に適した良い土地だと

考える。しかし真実が暴（あば）かれれば、その土はなくなり、そこでの労働が無駄（む

だ）であったこと、そこが農作には適していなかったことを知ることになる（アッ=サア

ディー113 頁参照)。イムラーン家章 117、イブラーヒーム*章 18、御光章 39-40、識別

章 23も参照。

4 アッラー*は、不信仰者*が施しやその他のことにおいて、真に正しい形で行うことをお助

けにはならない、ということ（ムヤッサル 44 頁参照)。
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265. また、アツラー*のお喜びを求め、自らの

確固とした信念をもって自分の財産を費

やす者たち1の様子は、まるで大雨が降り

かかって倍の収穫物をもたらした、丘陵

の農園のようである。たとえ多量の雨が

降らなくても、僅かな雨で（十分なのだ）。

アツラー*は、あなた方が行うことを （全

て）ご覧になるお方。

266. 一体あなた方の内で、ナツメヤシや葡萄

の農園一一その下からは川が流れ、そこ

には彼のための、あらゆる種類の果実が

ある一一を所有しているが、既に （本人

は）年老いてしまい、その子供はまだ幼

く 、そうしている内に火事を伴う強風が

吹いて、ついには （農園が）全焼してし

まう、ということを望む者がいるのか？

(このような説明と）同様に、アツラー*

はあなた方が熟考するようにと、あなた

方に （法規定に関する）御徴を明らかに

されるのである。

ノ
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^
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267. 信仰する者たちよ、あなた方が稼いだ善

きものと、われら *が大地からあなた方の

ために大地からわれら *が出し （て生育さ

せ）たものから、（施しとして）費やす2

のだ。また、そこから費やそうとして、粗

悪なものを意図してはならない。あなた

方自身でさえ、それに対して目をつぶら

ずには、手にしようとはしないというの

1 アツ =サアデイー*によれば、このアーヤ*で言及されているのは、施しにおいて二つの害
を克服 （こくふく）した者であるという。つまり、アツラー*のお喜びだけを望んで施すこ

とで 「見せびらかしの行為」 という害を、そして確固とした信念をもって施すことで、「決
心の弱さや躊躇 （ちゅうちょ）」 という害を克服する者である（114 頁参照)。

2 「われらが…費やす」 については、アーヤ *3 の訳注を参照。
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に1。アツラー*こそが満ち足りておられる

*お方、称賛されるべき*お方であること

を知るのだ。

268. シャイターン*はあなた方に貧困を約束

し（て怯えさせ）、醜行2を命じ、アツラ

一*はあなた方に（施しによって、）かれ

の御許からのお赦しとご恩寵を約束され

る。そしてアツラー*は、広量な*お方、

全知者であられるのだ。

1/

^
=»1$- 4 =̂4-\

269. かれは、かれがお望みになる者に英知を

お授けになる。誰でも英知をMけられた

者は、確かに多くの善を授かったのだ。

教訓を得るのは、澄んだ理性の持ち主た

ちだけである。

また、あなた方が（施しのために）費や

したいかなる出費も、あなた方が誓った

いかなる誓約も、必ずやアツラー*はご存

知である。不正*者たちには、いかなる援

助者もない。

271. あなた方が施しを公然と行えば、それは

素晴らしいこと。また、それを秘密裏に困

窮者*たちに与えれば、それがあなた方に

とって更に善い3。かれは、あなた方の悪

行の一部を帳消しにして下さる。アツラ

一*は、あなた方の行うこと（全てに）通

暁されているお方。

j _；jj)
270.

ai\ LSĵ3>j
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1 一説によれば、このアーヤ*は、わざと質の悪いナツメヤシの実を施す者に関して下った（ア

ツ=テイルミズイー2987参照)。

2「醜行」については、蜜蜂章90の訳注も参照。

3 これは任意の施しや善行に関してであり、義務の浄財に関しては公然と行う方がよいとい

う見解もある（アツ=タバリー11584 参照)。
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(ィkl*よ、）彼ら （不j言j印者*たち）をW
くこと 1は、あなたの義務ではない。しか

しアツラー* こそが、かれがお望みになる

者をお導きになるのだ。あなた方が何か

善いものを（施しとして）費やせば2、（そ

れは）あなた方自身のため （となる）。

あなた方 （信仰者たち）は、アツラー*の

ンレ
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272.
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お喜びを求めずには、 （施しを）費やす

ことがない。そして、あなた方が何であ

れ善いものを （施しとして）費やせば、

あなた方は不正*を受けることなく 、ふん

だんに報われるのだ。

6じJレ こ よ 々

^

(生活の糧を稼ぐために）大地を旅する

こともできず、アツラー*の道において

遮断された状態3にある、困窮者たちのた

めに （施すのだ）。無知な者たちは、（彼

ら困窮者たちの）遠慮深さゆえ、彼らが

裕福であると思い込んでいる。あなたは

彼らを、その佇まいによって知るのだが。

彼らは人々に、しつこくせがんだりはし

ない。あなた方が何であれ善いものを（施

しとして）費やせば、アツラー*は必ずや、

それをご存知なのである。

273.

1 最終的に人を導くのはアツラー*であり、預言者* (あるいはそれ以下の者）の一存で叶う

ことではない。ただ預言者*には、導きの説明や、そこへと招くことが義務づけられている

だけである （アル=バガウィー1:376 参照)。蜜蜂章 37、ユーヌス*章 99-100、蟻章 80、

物語章 56、相談章 52 とその訳注も参照。

2 「(施しとして）費やす」 については、雌牛章 3 の訳注を参照。以下、同頁の同様の表現

も同訳注を参照。

3 「アツラー*の道において遮断された状態」 と は、アツラー*の道における戦いやその他の

ことにおいて、アツラーへの服従行為に専念している状態のこと （ア ツ =サアディー116
頁参照)。一説にこのアーヤ*は、住む家も近親もなく 、マディーナ*で預言者のマスジド*

の一角に住んでいた、貧しいムハージルーン*たちに関して下った、とされる （アル=パガ
ウィー1:377 参照)。
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デ

|分の財産を、夜も昼も、（時に秘密

裏に、そして （時には）公然と （施しと

して）費やす者たち、彼らには、自分た

ちの主*の御許でその褒美がある。そして

彼らには怖れもなければ、悲しむことも

ないのだ1。

. 利息*を貪る者たちは、シャイターン*が

とり憑いて躓かせる者のような立ち上が

り方しかできない2。それは彼らが、 「本

当に売買だって、利息のようなものだ」

と言ったためである。そしてアツラー*は

売買を合法とされ、利息を禁じられた。
自分の主*からの訓戒が到来した後に （利

息を）やめるのなら、彼には過ぎ去った

こと （へのお赦し）があり、その前途は

274.
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アツラー*に委ねられる。そして再び （そ

の罪を）繰り返すのなら、そのような者

たちは業火の住民となる。彼らはそこに、

永住するのだ。

. アツラー*は利息を根絶やしにされ、施し

(の褒美）は増幅させられる。そしてア

ツラー*は、不信心この上なく 、罪に溺れ

た、いかなる者もお好みにはならない。

276

本当に、信仰して正しい行い*に励み、

礼拝を遵守* し、浄財*を支払う者たち、

彼らには、その主*の御許に彼らの褒美が

ある。そして彼らには怖れもなければ、

悲しむこともないのだ3。

277.

參こぶキ

^
5

1 「怖れもなければ•••」 の意味に関しては、アーヤ*38 の訳注を参照。

2 これは復活の日*が到来し、復活させられる時の様子であると言われる （ムヤッサル 47 頁

参照)。

3 「怖れもなければ•••」 の意味に関しては、アーヤ*38 の訳注を参照。
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. g仰たちよ、アッラー*を■れ*、尚
息*の残額を帳消しにせよ。もし、あなた

方が信仰者であるのなら。
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279. それで、もしそうしないのなら、アツラ

一*とその使徒*からの戦い（の宣告）を

確信せよ。そしてもし悔い改めるのであ

れば、あなた方には元金（への権利）が

ある。あなた方は不正*を働くこともな

く、不正*を被ることもない1。

また、彼（債務者が）が苦境にあるのな

ら、余裕が出来るまで待ってやるがよい。

(債務を帳消しにして）施しとしてしま

うことが、あなた方にとってより善いの

だ。もし、あなた方が（そのことを）知

ているのなら。

そしてあなた方が、アツラー*の御許に帰

される（復活の）日を恐れよ。やがて各

人は自分が稼いだもの（の報い）を、不

正*を受けることもなく、ふんだんに受け

取ることになるのだ。2

. 信仰する者たちよ、定められた（返済）

期限まで借金を貸し借りする際には、そ

れを書面にするのだ3。また、（当事者以

外の）一人の記録者が、あなた方の間に

立ち、公正さをもって記録せよ。そして、

OJ

280.

つ

281.
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282

おんけい

アツラー*が彼に（筆記という恩恵を）教

1 他人から不当な利益を得ることもなければ、自分の元手を不当に失うこともない、という

こと（ムヤッサル 47頁参照)。

2 —説には、このアーヤ*がクルアーン*で下った最後のもの（アッニタバリー2:1610参照)。

3 四大法学派*はこれが義務ではなく、財産権上のすすめであるとする（クウエイト法学大全

14:137参照)。
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えられたように、記録者は筆記（によっ

て他人を益）することを拒んではならな

い。ならば、彼（記録者）に記録させ、

債務者には口述させ、彼の主*であるア

ツラー*を畏れ*させ、そこ（借りた額）

から（口述で故意に）何一つ減らしては

ならない。また、債務者が無知1であった

り、貧弱 2だったり、あるいは彼が口述す

ることが出来ない状態にあった場合に

は、その後見人に公正さをもって口述さ

せよ。そしてあなた方の中から、二名の

男性3の証人に証言を求めるのだ。そし

て、もし二名の男性でなければ、証人と

してあなた方が満足する男性一名と女

性二名（が証言する）。（それは）片方

の女性が忘れてしまっても、もう一方の

女性が（それを）思い出させるようにで

ある。また、証人は（証言をするように）

呼ばれた際、（それを）拒んではならな

い。そして（額の）大小に関わらず、期

限が定められたそれ（借金）を記録する

のを、面倒がってはならない。そうする

ことがアツラー*の御許でより公正なこ

とであり、証言をより確立させ、かつ（貸

し借りの契約において）あなた方が疑惑

を抱くことから、より遠ざけてくれるも

のなのである。しかし（借金ではなく）、

1 つまり禁治産者や、過度の浪費癖（ろうひへき）がある者など、金銭的な常識において無

知な者のこと（ムヤッサル 48頁参照)。

2 つまり幼少だったり、精神的に正常ではない状態にあったりすること（前掲書、同頁参照)。

3 分別と良識を備え、信頼性のあるムスリム*の成人*男性（前掲書、同頁参照)。なお信頼性

に関しては、頻出名•用語解説の「真正*」の項②も参照のこと。
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あなた方の間で取り交わす直接の売買

取引の場合は別。それを記録しなくて

も、あなた方に罪はない。あなた方が

売買取引する際には、証人を立てるがよ

い1。そして記録者も証人も、侵害しては

ならない2。（そういうことを）すれば、

本当にそれはあなた方の放逸さとなる

のだ。そして、アツラー*を畏れ*よ。ア

ツラー*はあなた方にお教えになる。アツ

ラー*は全てをご存知のお方。

283. また、あなた方が旅の途上にあって記録

者を見出せないなら、渡すべき担保を（渡

せ）3。そして、もしあなた方がお互いに

信頼し合っている （ゆえに無担保で貸す)

のであれば、信用を受けた者にはその信

託 （債務）を果たさせ、彼の主*であるア

ツラー*を畏れ*させよ。また、あなた方

は証言を隠してはならない4。誰でもそれ

を隠す者、本当に彼は、罪深い心の持ち

主なのだから。アツラー*は、あなた方の

行うこと （全て）をご存知である。

■戈しiこ炎

^ム

^
迫

^̂
j

1 通常の売買取引においても証人を立てることは、推奨（すいしよう）される行為である （ム
ヤッサル 48 頁)。

2 「侵害してはならない」と訳した原語「ラー•ユダーッル」は、アラビア語の形態文法学上、

「侵害されてはならない」 という意味にも解釈され得る。つまり借金の当事者が、無理な

要求によって記録者と証言者を害してもならないし、記録者と証言者も、記録や証言にお

いて事実と異なることを書いたり、言ったりしてもならない （アブー•ハイヤーン 2: 370

参照)。

3 大多数の学者は、ここで言及されている 「旅の途上」にあることは、「記録者が見つからな

い典型的状況」 を示しているだけなのであり 、担保は旅行中でなくとも入れることが可能

である、という見解をとっている （イブン•アルニアラビー1:343 参照)。

4 債務者が自分の義務を無視するようなことがあれば、その貸し借りの契約の証人は、自分

の証言を隠してはならない （ムヤッサル 49 頁参照)。
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284. 諸天にあるものと、大地にあるものは、

アツラー*にこそ属する。そしてあなた方

が、自分自身の内にあることを露わにし

ようと、それを隠そうと、アツラー*は（そ

れをご存知であり、）そのことについて

あなた方を清算なされる 1。かれは、かれ

がお望みになる者をお赦しになり 、ま

た、かれがお望みになる者を罰せられる

のだ。アツラー*は、全てのことがお出来

のお方。

285. 使徒*は、彼の主*から彼に下されたもの

を信仰する。そして信仰者たちも （同様

である）。（彼らは）皆、アツラー*とそ

の天使*たち、諸啓典と使徒*たちを信仰

する。（彼らは言う。）「私たちは、か

れ （アツラー*) の使徒*たちの間に差別

をつけない2」 。そして彼らは言うのだ。

「私たちは（あなたのご命令を）聞き、従

います。我らが主*よ、あなたのお赦しを

(乞います）。そしてあなたの御許こそ、

(私たちの）帰り所なのです」 。

%

ふ、�碑
趨

^
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286. アツラー*は誰にも、その能力以上のもの
お みずか

を負わせられない。人は自ら得たもの（善
みずか えき みずか かせ

行）によって自らを益し、自ら稼いだも
みずか そこ

の （悪行）によって自らを損ねる。（こ

う祈るがよい。）「我らが主*よ、私たち

1 現世で 「自分自身の内に隠していた」 罪深いことについての 「清算」 は、必ずしも懲罰を

意味するわけではない。復活の日*、信仰者は現世での罪を見せられるが、アツラー*はこ

う仰（おお）せられる。「われはそれを現世において、あなたのために隠しておいてやった。
ゆえに今日、われはそれを赦してやろう」。しかし不信仰者 *や偽信者 *らは、その罪を証言

する多くの証人 （それが自分自身の肉体である可能性もある）の前に運び出されることに

なる （アル=ブハーリー2441、アツ = タバリー2:1648-1650 参照)。

2 婦人章 150 も参照。
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をお咎めにはならないで下さい。もし私
あやま おか

たちが忘れたとしても、また過ちを犯し

たとしても。我らが主*よ、また、あなた

が私たち以前の者たちに課されたような

厳しいご命令を、私たちには課さないで

下さい。我らが主*よ、そして私たちが担

いきれない重荷を、私たちに負わせない

で下さい。また、私たちを大目にご覧に

なり、私たち （の罪）をお赦しになり、

私たちにご慈悲をおかけ下さい。あなた

は私たちの庇護者*なのですから。ゆえに

不信仰者*である民に対して、私たちを勝

利させて下さい」 。
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第3章

イムラーン家章 （アーリ •イムラーン）1

慈悲あまねく

'
慈愛深き*

アツラー*の御名において

1. アリフ •ラーム •ミーム2。

2. アツラー*はかれの外に真に崇拝*すべきもの

がなく、7*生する*お方、全てを司る*お方。

3. (使徒*よ、）かれはあなたに、それ以前の

もの3を確証する啓典 （クルアーン* ) を、

真理をもってお下しになった。また、かれ

はトーラー*と福音* もお下しになり、

4. (それらをクルアーン*) 以前に人々への導

きとして （下し給い）、また （真理と虚妄を

分ける）識別4を下された。本当に、アツラ

一*の御徴 5を否定する者たち、彼らには厳

しい懲罰がある。アツラー*は偉力ならび

ない*お方、報復の主*。

0

^
3响 絲 ぶ おa
放;

^
病如觀

©爲しが涵

^
1 マディーナ*啓示で、学者間の意見はほぼ一致。スーラ*前半は一説に、ナジュラーン地方

(アラビア半島南部）からマディーナ*を来訪したキリスト教徒*学者を含む派遣（はけん）
団が、預言者*ムハンマド*にイーサー*に関しての論争を挑 （いど）んだことに関し下った

と言われ、イスラーム*の基本的な信仰箇条 （かじよう）、特にアッラーの唯一性*の説明が
主に取り上げられている。スーラ*名ともなっている「イムラーン家」の「イムラーン」は、
この説明の流れで登場する、イーサー*の母マルヤム*の父親の名とされる （アーヤ*33.35
参照)。一方後半では、バドルの戦い*やウフドの戦い*の描写と共に、戦闘時の決まり、そ
こにおけるムスリム*や偽 （にせ）信者*らの様々な様子、諸々の訓戒、警告などが描かれ

ている。

2 これらの文字については、頻出名•用語解説の「クルアーンの冒頭に現れる文字群*」を参照。

3 預言者* ムハンマド*以前の、諸啓典や諸預言者*のこと （ムヤッサル 5◦頁参照)。

4 この 「識別」 には、「啓典一般」「（ダーウード*の）書簡」「クルアーン*」 といった解釈が

ある （アル=バイダーウィー2:4-5 参照)。

5 この 「御徴」 とは、アッラーの唯一性* と、イーサー*がかれの僕 （しもべ）であるという
ことを示す証拠のこと （アッ =タバリー3:1673 参照)。
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座如故本当にアツラー*は、地でも天でも、かれか5.
すがた

ら姿を暗ますことが出来るものなど、何一

つない0

©迫！

^
>娜一

6. かれはお望みのままに、あなた方を （母親

の）胎内に形造られるお方。かれの外に、

(真に）崇拝*すべきものはない。（かれは）

偉力ならびない*お方、英知あふれる*お方

である。

7. かれは、この啓典 （クルアーン *) をあなた

に下されたお方。その中には、啓典の母1で

ある明確なアーヤ*と、 （それとは）別の間

際らしいアーヤ*がある。心に歪みがある者

たちは （人々の）誘惑を望み、 （好き勝手

な）解釈を求めて、意味が間際らしい部分

に従うのだ。アツラー*と、 「私たちはこれ

(クルアーン *) を信じた。（これは）全て、

我らが主*の御許からのものである」 と言

う、知識が深く根ざした者たちの外、その

(真の）解釈を知るものはないというのに。

澄んだ知性の持ち主以外、教訓を受けるこ

とはないのだ。

通按

^̂
磁

^
i

^
域與礙も；3じ

缸膝科じ謂S \25(彼らは、こう言う。）「我らが主*よ、私

たちを導かれた後で、私たちの心を歪めな

いで下さい。そしてあなたの御許から、私

たちにご慈悲をお授け下さい。本当にあな

たこそは、恵み深い*お方なのですから。

8.

ゲ〆

1 「啓典の母」 とは、間際らしさを感じた際に、そこへと立ち返るべきクルアーン*の根本的

部分のこと （ムヤッサル 50 頁参照)。アラビア語では、何かの大半を占めるものや、物事

の基礎となるものを、「(何かの）母」 と呼ぶことがある （イブン•アーシュール 3:154 参

照)。そして 「間際らしいアーヤ*」 を 「明確なアーヤ*」 という基準によって判断する者は

正しく導かれ、逆に 「間際らしいアーヤ*」 を基準に 「明確なアーヤ*」 を判断しようとす

る者は、それに逆行することになる （イブン•カスィール 2:6 参照)。
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我らが主*よ、本当にあなたは、（その到来

に）疑惑の余地がない（復活の）日*に、人々

を召集されるお方。本当にアツラー*が、

約束を違えられることはありません」 。

㈤ル � 雖
©幻 鐵

9.
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10. 本当に、不信仰に陥った*者たち、彼らに

はその財産も子供も、アツラー* (の懲罰）

に対しては何の役に立つこともない。それ
たきぎ

らの者たちこそは、業火の薪なのだ。

(彼らの結末は）フィルアウン*の一族や、

それ以前の（不信仰）者*たちの習いと同様

である。彼らはわれら*の御徴 1を嘘よばわ

りし、アツラー*はその罪ゆえに彼らを （罰

で）捕らえられた。アツラー*は、厳しく懲

罰されるお方。

(使徒*よ、）不信仰に陥った者*たちに、

言ってやるがいい。「あなた方は、 じきに

打ち負かされて、地獄に集められよう。そ

の寝床は、何と醜悪なことか」 。

11.

ぎ 4
12.

㈣(典ぬ;

^<0

^
3夕

^̂
(ユダヤ教徒*たちよ、バドルの戦い*で）

会した二つの集団には、確かにあなた方へ

の御徴 2があった。（一方は）アツラー*

の道において戦う集団であり、不信仰であ

るもう一方 （の集団）には確かに、彼らが

その （実際の数の）倍に見えたのだ3。ア

13.

1 この「御徴」は、クルアーン*のアーヤ

'
あるいはアツラーの唯一性*を示す証拠のこと （ア

ル=クルトゥビー4:23 参照)。

2 この 「御徴」 は、アツラー*がイスラーム*を威光 （いこう）高きものとされ、その使徒*

を援助され、その敵は敗北することになるという教示と証拠のこと （アル=カースィミー

4:802 参照)。

3 このアーヤ*の解釈には、以下のような説がある ：①信仰者たちにとって、不信仰者*たち

が、自分たちの倍の数に見えた。そもそも不信仰者*たちの数は信仰者たちの三倍だったが、

それより少なく見えることで、信仰者たちを戦闘へと鼓舞 （こぶ）する結果となった （戦
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ツラー*は、かれがお望みになる者を、か

れのご援助でお助けになる。本当にそこに

はまさしく、慧眼を有する者たちへの教

示があるのだ。

14. 欲望（を誘うものへ）の愛情は、人々に煌び

やかにされた。婦女、子供、莫大な金銀財

宝、美しい馬1、家畜、農地。それらは、現

世の生活における楽しみ。そしてアツラー*

の御許にこそは、善い帰り所があるのだ。

15. (使徒*よ、）言ってやるがいい。「あなた

方に、それよりも善いものを教えようか？

敬虔である*者たちには、彼らの主*の御許

に、その下から河川が流れる楽園——彼ら

一びぶT味爲5

ふ̂糸
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じゅんけつ

はそこに永遠に住む——と、純潔な妻2た

ち、アツラー*からのご満悦がある。アツラ

一*は、その僕たちをよくご覧になるお方」。

③jLJ(〇、
M LSi

16. (彼らは、こう言う。）「我らが主*よ、私

たちは本当に信仰しました。ゆえに、私た

ちのために私たちの罪をお赦しになり、私
ちようばつ

たちを業火の懲罰からお救い下さい」。

念」

17. (彼らは）忍耐*があり、（言動において)

正直、（アツラー*の教えに）従順で、（施

しのために）よく費やし、夜明け前に（罪

の）赦しを乞う者たち。

利品*章 44も参照)。②不信仰者*たちにとって、信仰者たちが、信仰者たちの本来の数の

倍に見えた。③不信仰者*たちにとって、信仰者たちが、自分たちの数の倍に見えた（イブ

ン•ジュザイ 1:137-138参照)。

1「美しい馬」には外にも、「放し飼いにされた馬」とか、斑点（はんてん）や色、あるいは

烙印（らくいん）などの「印によって特徴づけられた馬」、といった解釈もあり（アル=バ

ガウィー1:417-418参照)。

2「純潔な妻」に関しては、雌牛章 25の訳注参照。
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i^UJ疏

^̂
18. アツラー*は、公正を行われるかれの外に、

崇拝*すべきものがないことを証言された。

そして天使*たちも、知識ある者たちも、ま

た （それを証言する）。かれの外に、崇拝

*すべきものはない。（かれは）偉力なら

びない*お方、英知あふれる *お方。

19. 本当にアツラー*の御許における （真の）宗

教1は、イスラーム*である。そして啓典を授

けられた人々が意見を異にしたのは、彼ら

のもとに知識2が到来した後のこと、彼らの
し ん ぱ ん

間の侵犯3ゆえ以外の何ものでもなかった。
誰だろうとアツラー*の御徴 4を否定する

者があっても （、アツラー*は彼にその応報

を与えられるのであり）、本当にアツラー

*は即座に計算されるお方*なのだ。

20. それで （使徒*よ）、もし彼ら （啓典の民*)

があなたに （アツラーの唯一性*について）

論争してくるのなら、言ってやるがよい。「私

はアツラー*に（のみ）自分の顔を向け、服従

した5。そして、私に従った者も同様であ

る」。また、啓典を授けられた者*たちと文盲

者たち6に、 （こう）言うのだ。「あなた方

は （アツラーの唯一性*において）、服従し

i アッラー*が創造物に対してお喜びになり、使徒*たちに託 （たく）して遣 （つか）わし、

それ以外のものはお受け入れにはならない 「宗教」 のこと （ムヤッサル 52 頁参照)。アー

ャ*85 も参照。

2 この 「知識」 は、使徒*や啓典のこと （前掲書、同頁参照)。相談章 14 の訳注も参照。

3 この 「侵犯」 については、雌牛章 213 の訳注を参照。

4 この 「御徴」 は、クルアーシ*のアーヤ*、及びアッラーの唯一性*を示す証拠のこと （前掲

書、同頁参照)。

5 「アッラー*にのみ顔を向け、服従する」 については、雌牛章 112 の訳注を参照。

6 アラブ人を筆頭 （ひっとう）とする、シルク*の徒のこと （前掲書、同頁参照)。合同礼拝

章 2 の同語に関する訳注も参照。
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たのか？1」 もし服従したならば、彼らは確

かに （正しく）導かれたのである。そして、

もし彼らが背き去ったとしても、あなたの

義務は （啓示の）伝達だけなのだ。アツラー
*は、その僕たちをよくご覧になるお方。

21. 本当に、アツラー*の御徴 2を否定し、預

言者*たちを不当に殺害し、人々の内、正義

を命じる者たち3を殺す者たち4、彼らには、

痛烈な懲罰の吉報5を告げてやるがよい。

、々
〇\

^

22. それらの者たちは、現世と来世においてそ

の行いが台無しになってしまった者たち。
彼らには、いかなる援助者もない。

(使徒*よ、）あなたは、啓典の一部を授け

られた者たち（

_
典の民*) が、彼らの間に

裁決を下すためにアツラー*の啓典（クルア

ーン*) へと#びかけられ、それから彼らの

23.

ひるがえ

一部が、 （真理から）身を翻して背を向

けるのを見なかったのか？

24. それというのも、彼らが 「 （地獄の）業火

が私たちに触れるのは、どうせ数日間だけ

だ6」 と言っていたからなのだ。彼らがでっ

1 この質問は命令の意味を含む、アラビア語の言い回し （アツ = タバリー3:1725 参照)。

2 この「御徴」は、クルアーン*と使徒*ムハンマド*のこと（イブン•アル=ジャウズィー1:365
参照)。

3 つまり善事を命じ、悪事を禁じる者たち （アツ =サァディー126 頁参照)。アーヤ*104 と
その訳注も参照。

4 預言者*たちを殺害したのは、ここで語りかけられている預言者*ムハンマド*時代の啓典の
民*の、先祖である。しかし、彼らが先祖のそのような行いに満足していたことから、それ
が彼ら自身の行いであるかのように表現されている （アブー•ハイヤーン 2:314 参照)。

5 「吉報を告げること （タブシール)」 は本来、喜ばしい知らせに用いられる。しかしここで
は、彼らへの蔑 （さげす）みを表す、修辞的表現として用いられている （イブン•アーシュ
ール 3:207 参照)。

6 雌牛章 80 の訳注も参照。
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ち上げていたものが、彼らの宗教において

彼らを欺いたのである。

(その到来に）疑惑の余地のない（復活の)

日*、われら*が彼らを召集し、各人が不正

25.

みずか かせ

*を受けることなく 、自らが稼いだことを

ふんだんに報われる時、 （彼らの状況は）

どうなってしまうだろうか？

(預言者*よ、祈って）言うがよい。「王権

の所有者アツラー*よ、あなたは、あなたが

お望みの者に王権をお与えになり、あなた

がお望みの者から王権を剥奪されます。ま

た、あなたがお望みの者に権勢をお与えに

なり、あなたがお望みの者を卑しめられま

す。あなたの御手にこそ、善きものはあり

ます。本当にあなたは、全てのことがお出

来になるお方なのですから。

㈣一錄通

26.

@01 X̂rb <3^
21. あなたは夜を昼の中にお入れになり、昼を

夜の中にお入れになります1。また死から生

を取り出され、生から死を取り出されます

2。そしてあなたは、あなたがお望みの者に、

際限なくお恵みになるのです」 。

9」ふ0

^
1 3' つ28. 信仰者たちは、 （他の）信仰者を差しおい

て、不信仰者*たちをその盟友としてはなら

ない。そうする者は、アツラー*から完全に

無縁となる3。但し、彼ら （の危害）から本

1 夜の一部を昼に入れて夜を短くしたり、また同様に、昼の一部を夜に入れて昼を短縮した

りすることを意味する、とされる （アツ =タバリー3:1733 頁参照)。

2 種から作物を、作物から種を出したり、不信仰者*を信仰者に、信仰者を不信仰者*にした

り、鶏から卵を、卵を鶏から出したりする、というようなことであるとされる （イブン *

カスィール 2:29 參照)。

3 不信仰への愛情、ムスリム*に対する敵対•害悪などゆえに、非ムスリムを盟友とすること

は禁じられる。しかしムスリム* たちへの害とならない限り、非ムスリムとよい形で付き合
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当に身を守る 1場合は、その限りではない

が。アツラー*はあなた方に、ご自身 （のお

怒り）について警告される。かれこそは、

あなた方の帰り所なのだ。

(預言者*よ、信仰者たちに）言うがいい。

「あなた方が、自分たちの胸中にあるこ

とを隠そうが、それを露わにしようが、ア

ツラー*はそのことをご存知である。かれ

は、諸天にあるものと、大地にあるものを

(全て）、知っておられるのだ。アツラー

*は、全てのことがお出来になるお方」 。

穩忍

“鮮ぬ独

29.
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みずか

30. 各人が、自らが （現世で）

^
った善いこと

も悪いことも、ありありと目の当たりにす

る、（復活*の）その日のこと （を思い起こ

すがよい）。彼は （その時）、自分自身と

その （悪事との）間に、遠い時間の隔たり

があったなら、と望むのだ。アツラー*はあ

なた方に、ご自身 （の懲罰）について警告

される。アツラー*は、その僕たちに哀れ

み深い*お方。

(使徒*よ、）言うのだ。「もし、あなた

方がアツラー*のことを （真に）愛してい

るのなら、私に従うのだ。（そうすれば)

アツラー* もあなた方を愛して下さり、あ

なた方のために、その罪をお赦し下さる。

アッラーは赦し深いお方、慈愛深い*お方

なのだから」 。

% oijs31.

たり、親戚づきあいなどをしたりして、個人的に親しい関係を結ぶことに問題はない（イ

ブン•アーシュール 3 : 217-220 参照)。試問される女章 8 も参照。

1 不信仰者*の悪を怖れる状況では、彼らから身を守るため、外面的に彼らにおもねることが

許される。ただし、内面までそうしてはならない。蜜蜂章 106 も参照 （イブン•カスィー

ル 2:30 参照)。

〇
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^
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(使徒*よ、）言え。「アツラー* と使徒*

に従うのだ」 。それで、もし彼らが背き去

たならば、本当にアツラー*が不信仰者*

たちを愛されることはないのである。

32.

つ

はス、:ルU%33. 実にアツラー*は、アーダム*、ヌーフ*、イ

ブラーヒーム*の一族、イムラーンの一族1

を、全創造物の中から選り抜かれた。

�》レ似塔
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^
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34 . 互いに繋がり合う子孫として。アツラー*は、

よくお聞きになるお方、全知者であられる。

35. イムラーンの妻が、 （祈って、こう）言っ

た時のこと （を思い起こさせよ）。「我が

主*よ、本当に私は、自分のお腹に宿ってい

るものを、自由な者2としてあなたに捧げる

と誓いました。ゆえに私から、お受け入れ

下さい。本当にあなたは、よくお聞きにな

るお方、全知者であられますから」 。

逆¥ず成は
36. 彼女 （マルヤム*) を出産した時、彼女 （イ

ムラーンの妻）は言った。「我が主*よ、本

当に私は女児を生んでしまいました——

アツラー*は、彼女が生んだものを最もよく

ご存知である

ようではありません3。また、本当に私は、

彼女をマルヤム* と名付けました。そして実

に私は、追放された4シャイターン*に対し、

〇そして男性は、女性の

1 「イブラーヒーム*の一族」 の中には、人類の長•最後の預言者* ムハンマド* も含まれる。
また、「イムラーンの一族」 の 「イムラーン」 とは、イーサー*の母マルヤム*の父のことと
される （イブン•カスィール 2:33 参照)。

2 アツラー* とエルザレムの神殿への奉仕に専念し、その他のいかなる仕事からも「自由な者」
ということ （アツ = タバリー3:1747 参照)。

3 当時女子は、神殿での奉仕に適当ではないとされていた （アル=パガウィー1:431 参照)。

4 「追放された」 と訳した原語は 「ラジーム」 で、「呪われた （つまり、アツラー*のご慈悲

から遠ざけられた)」「けなされた」「(天から）追放された」「(流星で）撃たれた」 など、

複数の意味を含みえる （アツ =タバリー1:120 参照)。
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彼女とその子孫へのあなたのご加護をお

祈りします。」

37. 彼女（イムラーンの妻）の主は、彼女を快

くお受け入れになり、彼女 （マルヤム*) を

見事にお育てになった。そしてかれは、ザ

カリーヤー*に彼女の養育をお任せになっ

た 1。彼 （ザカリーヤー*) は彼女を訪れて

ミフラーブ2に入るたびに、彼女のもとに食

ベ物3があるのを見出した。彼は言った。「マ
ル ヤ ム * よ、一 体 ど こ か ら あ な た に こ れ

が？」 彼女は （答えて）言った。「これは、

アツラー*の御許からです。本当にアツラー
*は、かれがお望みの者に、際限なくお恵み

になるのです」 。

佐私ぱ孩

^

ひ

^
diJJSi38. そこでザカリーヤー*は、彼の主*に祈 （っ

て言）った。「我が主*よ、あなたの御許か

ら私に、よき子孫をお授け下さい4。本当に

あなたは、祈りをお聞きになるお方です」。

39. そして、彼 （ザカリーヤー*) がミフラーブ

で礼拝しつつ立っていると、天使*たちが彼

に呼びかけた。「アツラー*はあなたに、ヤ

ヒヤー* (誕生）の吉報をお伝えになる。
アツラー*からの御言葉5を 信 じ る 者、 （民

yC

^
メ 〆，\ろ 〆 〆 ヴ で 〆 •: 〆

ダ
、
05

翕6

^
4

^i アーヤM4 を参照。

2 ここでの「ミフラーブ」 とは、独りきりで崇拝*行為や礼拝などに専念するための場所のこ
と （イブン•アーシユール 3:237 参照)。

3 夏の果物が冬にあったり、冬の果物が夏にあったりしたのだとされる （イブン•カスィール

2:36 参照)。

4 アーヤ *40 にあるように、ザカリーヤー*は高齢で、その妻は不妊であった。マルヤム*章
4-5 も参照。

5 アル=クルトゥビー*によれば大半の解釈学者は、この 「アツラー*の御言葉」 をイーサー*

のことと解釈し、彼がそのように呼ばれるのは、「アツラー*が 『あれ』 と仰せられたこと
で、父親もなしに存在した （アーヤ *47 参照)」 ためである、としている（4:76 参照)。



3. イムラーン家章 104

の）長、隔てられた者1、正しい者*たちの

一人である預言者 * として （の彼の吉報

を）」 0

4〇. 彼 （ザカリーヤー*) は言った。「我が主*

よ、どうして私に男の子が出来ましよう？

私はもう高齢に達し、私の妻は不妊だとい

いますのに」 。彼 （天使*) は言った。「そ

のように、アツラー*はお望みのことをなさ

れるのだ」 。

㈣於越
41•彼 （ザカリーヤー*) は言った。「我が主*

み し る し

よ、私に御徴 2をお示し下さい」 。彼 （天

使*) は言った。「あなたへの御徴は、あ

なたが三日間、身振りによる以外は人々と

話すことが出来なくなることである。そし
し よ う ね ん

て、あなたの主*を多く唱念し、夕に朝に称

える *のだ」 。

4 '̂01 Ojl3'AJ42. 天使*たちが、（こう）言った時3のこと （を

思い起こさせよ）。「マルヤム*よ、本当に

アツラー*はあなたをお選びになり、清めら

れた。そして全世界の女性の中から、あな

たを選りすぐられたのである。

43. マルヤム *よ、あなたの主*に謹んで仕え

よ。そして （かれに）サジダ* し、ルクーゥ

*する者たちと共にルクーゥ *をするのだ」。

44. それは（#徒*よ）、われら *があなたに啓示

する、不可視の世界*に属する消息の一部

である。そして彼らが、誰がマルヤム*を養

lyt^?

i 罪や、有害な欲望に近づくことなく 、そのような物事から 「隔てられた者」（ムヤッサル

55 頁参照)。

2 この 「御徴」 とは、子供を授かることの証拠としての印のこと （ムヤッサル 55 頁参照)。

3 この時の描写は、マルヤム*章 16-21 に詳しい。
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育するかを決めるために（くじ引きの）筆

を投げた時1、あなたは彼らの所にはいなか

た。また彼らが言い争った時も、あなた

は彼らと一緒ではなかったのだ。

つ

45. 天使*たちが、（こう）言った時のこと（を

思い起こさせるがよい）。「マルヤム*よ、

本当にアツラー*は、ご自身からの御言葉2

についての!吉報を、あなたにお伝えにな

る。その名はマスイーフ*、マルヤム*の子

イーサー*。現世でも来世でも栄誉ある者

であり、（アツラー*の御許ではその）側近

の一人。

46. また、彼は揺りかごの中からでも、壮年に

なってからも人々に語りかけ、正しい者*

たちの一人である」。

無が#

^
3色

47. 彼女（マルヤム*) は、（驚いて）言った。
「我が主*よ、どうして私に子供が出来まし

ょうか？ 今まで誰一人、私に触れたこと

などありませんのに」。彼（天使*) は言っ

た。「そのように、アツラー*はお望みのも

のをお創りになる。かれが一事をお取り決

めにな（り、お望みにな）れば、それに『あ

れ』と仰せられるだけで、それは存在する

のである。3

1 マルヤム*の母が彼女を連れてエルザレムの神殿に行ったところ、誰が彼女の面倒を見るか
で、人々の間に議論が起きた。マルヤム*が、神殿の導師イムラーンの娘であったためであ
る。それで彼らは川に筆を投げ入れ、それが流れなかった者がマルヤム*の後見人となるこ
とに決めた。その結果、ザカリーヤー*が彼女の後見人となった（イブン•カスィール 2:42、
アツ=サアディー130頁参照)。

2「アツラー*からの御言葉」については、アーヤ*39の訳注を参照。

3 マルヤム*がイーサー*を身ごもり、出産した時とその後の出来事については、マルヤム*

章 22以降を参照。
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^
—T106

1

^
548. また、かれ （アツラー*) は書1、英知、卜

ーラー*、福音*を、彼 （イーサー*) にお教

えになる。

9

^
S)ふが11

^
1ゞ ぶ;49. そして （彼を）、イスラーイールの子ら *

への4徒* と （され、彼にこう言わせられ

る）。『実に私は、あなた方の主*からの御

徴2を携えて、あなた方のもとにやって来

た。本当に私があなた方のために、泥土で

鳥の形のようなものを作り、そこに息を吹

き込むと、それはアツラー*のお許しにより

(本物の）鳥となる。また、私はアツラー
*のお許しにより、生まれつきの盲人やライ

病3患者を癒し、死人を蘇らせよう。そし

てあなた方が家で食べているものと、蓄え

ているものについて、あなた方に話して聞

かそう。本当にそこにこそ、あなた方への

御徴があるのだ。もし、あなた方が信仰者

であるというのなら。

只典4
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50. また （私は）、 トーラー*という私以前の

もの （の内容）を確証し、あなた方に禁

じられたものの一部4をあなた方に合法化

1 この 「書」の解釈には、「啓典」 あるいは「筆記」 という説がある （アッ=サアディー131 頁)。

2 この 「御徴」 とは、彼がアッラー*の使徒*であることを示す証拠のこと （ムヤッサル 56

頁参照)。

3 あえて 「ライ病」 という訳をあてた原語 「アブラス」 は、肌が白くなる皮膚 （ひふ）病の

ほか、現在ハンセン病として知られている症状のことも指す。ユダヤ教徒*はこの病を非常

に忌避 （きひ）し、彼らを隔離 （かくり）していた。そのような中、イーサー*がこの病を

治すことは、当時のユダヤ教徒*にとって大きな奇跡を意味したのである （イブン•アーシ

ュール 3:251 参照)。

4 「禁じられたものの一部」 とは、ある種の食べ物のこと。一説に、それは脂肪 （しぼう）

や爪を有する生き物 （家畜章 143 の訳注を参照）のように、本来トーラー*では禁じられ

ていなかったにも関わらず、ユダヤ教徒*の罪ゆえに禁じられたもの （婦人章 160 参照)。
あるいは、トーラー*が禁じていなかったにも関わらず、彼らの学者たちが勝手に禁じたも

の （アルニクルトウビー4:96 参照)。金の装飾章 63 とその訳注も参照。
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©gするために（、あなた方のもとにやって来

た）。そpて私は、あなた方の主*からの®
徴 1を携えて、あなた方のもとに到来した

のである。ゆえにアツラー*を畏れ*、私に

凝うのだ。

ojx^ =̂=ojj L^J A^\o[51. 本当にアツラー*は、我が主*であり、あな

た方の主*。ならば、かれ （のみ）を崇拝*

せよ。これが、まっすぐな道なのだから』」。

52. ( しかし彼らはイーサー*を、嘘つき呼ば

わりした。）それでイーサー*は、彼ら 2の

不信仰を察知すると 、言った。 「アツラ

一* (の道)への、私の援助者は誰か？」 弟

子たち3は言った。「私たちが、アツラー
*の援助者です。私たちはアツラー*を信

じました。（イーサー*よ、）私たちこそ

は服従する者 （ムスリム*) である、と証

言して下さい」 。

53. (弟子たちは、アツラー*に祈って言った〇)

「我らが主*よ、私たちは、あなたが下され

たものを信じ、使徒* (イーサー*) に従い

ました。ならば私たちを、証言者たち4と共

にお書き留め下さい」 。

1 アーヤ* 49 「御徴」 の訳注を参照。

2 彼とその信徒を敵視した、ユダヤ教徒*たちのこと （アッ = タバリー3:1800 参照)。

3 便宜上 「弟子たち」 という訳語をあてた原語 「ハワーリーユーン」 は、「純fl」を意味する

「ハワル」 から派生したとされる。その名称の由来には、「彼らの意図の真摯 （しんし）さ

と、内面の純粋さゆえ」「白い衣服を着ていたため」「衣服の漂白に携 （たずさ）わる者た

ちであったため」 といった諸説がある （アル=バイダーウィー2:44 参照)。

4 アッラーの唯一性* と使徒*の真実性を証言する者たち、つまり全ての使徒が、彼らの遣（つ
か）わされた民にアツラー*の教えを伝えたということを証言する、ムスリム*たちのこと

(ムヤッサル 57 頁参照)。雌牛章 143 「証人となる」 の訳注も参照。
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54. そして彼ら1は策謀し、アツラー*も策謀な

された2。アツラー*は、最良の策謀者であ

られる。

ぶW点ぬ！
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Jê -j 滅

^膝，
^

海紹ヒ逆

アツラー*が、（こう）仰せられた時のこ

と（を思い起こさせよ）。「イーサー*

よ、本当にわれはあなたを召し、あなた

をわれの許に上げ、不信仰に陥った者*

たちから清める3者である。また、あなた

に従った者たちを、復活の日*まで不信仰

に陥った者*たちに優越させる者である。

それから（清算の日）、われにこそ、あ

なた方の戻り所がある。そしてわれは、

あなた方が（イーサー*において）意見を

異にしていたことにおいて、あなた方の

間に裁定を下すのだ。

55.

©み

^
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56. それで不信仰だった者*たちはといえば、わ

れは彼らを、現世においても来世において

も厳しい懲罰で罰する。そして彼らには、

いかなる援助者もない」。

翕募

^
また、信仰して正しい行い*を行った者た

ち、かれ（アツラー*)は彼らに、余すこと

なく褒美をお授けになる。アツラーは、不

正*者たちを好まれないのだ。

57.

1 この「彼ら」については、アーヤ*52「彼ら」の訳注を参照。

2 この「アッラー*の策謀」とは、イーサー*の殺害を企（たくら）んだユダヤ教徒*らの策謀

に対し、アッラー*がある男にイーサー*の容貌（ようぼう）を与えられたこと。その結果、

彼らはその者をイーサー*と思い込んで捕まえ、磔（はりつけ）にした（ムヤッサル 57頁

参照)。婦人章 157とその訳注も参照。彼らへの罰が、彼らの罪（策謀）の名で表現され

ていることについては、雌牛章 15の訳注を参照。

3 イーサー*は死ぬことなく、アッラー*の御許（みもと）へと召された（前掲書、同頁参照)。

婦人章 157-159とその訳注も参照。



3. イムラーン家章 109

58. それ1は （使徒*よ）、われら*があなたに誦

み聞かせる御徴 2であり、英知にあふれる

教訓である。

參4
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59. 本当に、アツラー*の御許におけるイーサー*

の状況は、まるでアーダム*のようなもの3。

かれ （アツラー*) が土4から彼 （アーダム*)

を創造され、それに 「（人間と）なれ」 と仰せ

られるだけで、それは （そう）なるのである。

(使徒*よ、これは）あなたの主*からの真60.
うたが

理。ならば、あなた5は絶対に、疑わしく

思う者たちの類いとなってはならない。

61. それで （使徒*よ、イーサー*に関する真実

の）知識があなたに下された後、彼につい

てあなたに議論をしかける者があれば、（こ

う）言ってやるがいい。「来なさい。私た

ちの子供とあなた方の子供、私たちの妻た

ちとあなた方の妻たち、そして私たち自身

とあなた方自身を呼び （集め）、それから

互いに本気で祈り合い、嘘をついている者

にアツラー*の呪い6があるとしよう7」 。

ル

^̂
i アッラー*が預言者*に啓示した、イーサー*にまつわるこれらの真実のこと（ムヤッサル 57 頁)。

2 この 「御徴」 とは、ムハンマド*の預言者*性が真実であるという証拠。というのもここで

語られた知識は啓典を読んだことがある者か、啓示の主にしか分からないことだが、彼は

文盲 （もんもう）だったからである （アル=バガウィー1:449 参照)。

3 イーサー*が父親なしに創造されたことを彼の神性の根拠とすることは、誤りである。アー

ダム*は父親どころか、母親もなしに創造されたのであり、彼がアッラー*のしもべの一人

に過ぎないことは、異論の余地のないことなのだから （ムヤッサル 57 頁参照)。

4 アーダム*が 「土」 から創造されたことについては、アル= ヒジュル章 26 の訳注を参照。

5 この 「あなた」 については、雌牛章 120 「あなた」 の訳注を参照。

6 「アッラー*の呪い」 については、雌牛章 88 の訳注参照。

7 預言者*は、キリスト教徒*の派遣団 （スーラ*冒頭の訳注を参照）にこうすることを提示し

たが、彼らはそれを拒否した （アル=ブハーリー4380 参照)。もしそうしたら、自分たち

と自分たちにとって最愛の人々に「呪い」が返って来ることを、知っていたからである（ア

ッ =サァディー133 頁参照)。
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62. 本当にこれこそは、まさしく真実の物語で

あり、アツラー*の外に崇拝*に値するもの

などはない。そして本当にアツラー*こそ

は、まさに偉力ならびない*お方、英知あ

ふれる*お方であられる。

63. それで、もし彼らが（あなたを信じるこ

とから）背き去ったとしても、アツラー*

こそは腐敗*を働く者たちをご存知なお

方なのだ。

(使徒*よ、）言え。「

_
典の民*よ、私

たちとあなた方との間の（共通する）正

しい言葉へとやって来なさい。『私たち

はアツラー*以外には崇拝*せず、かれに

対して何ものをも並べない1。またアツラ

一*を差しおいて、自分たちの内の誰かを

主としたりもしない』（という言葉へ）」。
もし彼らが（この呼びかけから）背き去

たのなら、（ムスリム*たちよ、こう）

言ってやるがいい。「私たちが（アツラ

一*に）服従する者（ムスリム*) である

と、証言せよ2」。

65. 啓典の民*よ、トーラー*も福音*もイブラー

ヒーム*の後に下されたものなのに、どうし

てあなた方はイブラーヒーム*のことで議

論するのか？ 一体あなた方は、分別する

ことがないのか？3

ふ#;㈡み
ぬ 益一2

^也為

64.

つ
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1 つまり、シルク*を犯さない、ということ（ムヤッサル 58頁参照)。

2 もし彼らがこの善い誘いを断わるのであれば、自分たち（ムスリム*) が崇拝*行為と真摯

(しんし）さをもってアッラー*に従い、正義の言葉へと招く者たちであることを証言せよ、

ということ（前掲書、同頁参照)。

3 ユダヤ教徒*とキリスト教徒*は共に、イブラーヒーム*は自分たちの宗教に属していたの

だ、と主張していた（アッ=サアディー134 頁参照)。
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66. ほら、あなた方という人たちは、自分たち

が知識を有していることについてさえ（信

じずに）議論しているというのに、なぜ自

分たちに知識のないことについて議論す

るのか？1 アツラー*がご存知なのであ

り、あなた方は知らないのだ。

乙～

67. イブラーヒーム*は、ユダヤ教徒*でもキリ

スト教徒*でもなかった。しかし彼は純正な

人2であり、服従する者（ムスリム*) であ

た。そして、シルク*の徒の類いではなか

つたのだ。

つ

68. 本当に、イブラーヒーム*に最も近しい人々

とは、まさしく彼に従った者たちと、この

預言者* (ムハンマド*) 、そして（彼を）

信仰した者/;こちである。アツラー*は、信仰

者たちの庇護者*なのだ。

ぬiぶ脚蹲69. 啓典の民*の一派は、あわよくばあなた方を

(イスラーム*から）迷わせようと望んでい

る。彼らは気付かずに、自分自身を迷わす

だけなのだが。

一99%)ぶふ〆4=

^
70. 啓典の民*よ、あなた方はなぜアツラー*の

みしるし

御徴3を拒否するのか？ あなた方は、（そ

れを）目の当たりにしているというのに。

71. 啓典の民*よ、あなた方はなぜ知っていなが

ら、真理を虚妄で紛らわそうとしたり、真

理を隠蔽したりするのか？

1 彼らは、自らがよく知っている預言者*ムハンマド*とその教えの真実性についても受け入
れずに議論しているのに、なぜ彼らが知りもしないイブラーヒーム*のことについてまで議
論することが出来るのか、ということ（ムヤッサル 58 頁参照)。

2「純正」に関しては、雌牛章 135の訳注を参照。

3 この「御徴」とは、彼らの啓典の中における、預言者*ムハンマド*の描写、及びクルアー
ン*のこと（アル=バガウイー1:456参照)。
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72. 啓典の民*の一派は、言った。「一日の始め

には信仰する者たちに下されたものを信

じ、その（日の）終りには否定するのだ。

恐らく彼らは、（再び不信仰に）戻って来

るであろうから。1

73. そしてあなた方の宗教に従う者以外は、

(滅*

よ、）言ってやれ、本当に導きとはアツラ

一*のお導きだけである、と——、（それ

は）あなた方が授かったものと同様のもの

が誰かに授けられたり、彼らがあなた方の

主*の御許であなた方と議論（して勝利）す

るようなことがないようにするためであ

る2」。（使徒*よ、）言ってやるがいい。

「実に（全ての）恩寵はアツラー*の御手に

あり、かれはそれを、かれがお望みの者に

お授けになる。アツラー*は広量な*お方、

全知者であられる。

74. かれは、彼がお望みになる者に、そのご

慈悲3を特別にお与えになる。アツラー*は、

偉大な恩寵の主であられる」。

75. 啓典の民*の中には、あなたが大金を託して

も、それをあなたに返済する者がある。ま

た彼らの中には、あなたが一枚の金貨を託

しても、常に催促しない限り、返さない者

為/じ滅
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(本気で）信じてはならない
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1 ユダヤ教徒*の一部は、信仰心の弱いムスリム*に、イスラーム*に疑念を抱かせて棄教（き

きよう）させるべく、このような策略を行った（イブン•カスィール 2:59参照)。

2 彼らユダヤ教徒*の一部が恐れていたのは、彼らが預言者*ムハンマド*を信じ、自分たちの

知識をムスリム*たちに教えてしまえば、ムスリム*たちの方が自分たちより優位になって

しまうこと、あるいは、そのことがアッラー*の御許で、彼ら自身に対するムスリム*たち

の正当性の証拠となってしまうことであった（ムヤッサル 59頁参照)。

3 この「ご慈悲」は、預言者*としての天分、及びイスラーム*への導きのこと（ムヤッサル

59頁参照)。
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もいる。それは彼らが、「文盲者たち 1 (の

権利侵害）において、私たちに （咎められ

る）筋合いなどはない」 と言っているため

である。彼らは知っていながら、アツラー
*に対して嘘を語っているのだ。

參 djSjC djyij

76. いや、かれ（アツラー*) との約束を果たし、
(かれを）�れ*る�穿ならば、本当にァツ

ラー*は （かれを）畏れる*者たちをお好み

になる。

以吳娜jiiis2
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77. 本当に、アツラー* との契約と自分たちの

誓約と引き}!えに、極かな代価を得る者た
ち、それらの者たちには来世において何の

(善き）取り分もない。そしてアツラー*

は復活の日*、彼らに （嬉しい）お言葉をか

けても下さらなければ、彼らを （慈悲の目

で）ご覧にもならず、彼らを （罪から）清

めて下さることもない。彼らには、痛まし

い懲罰があるのだ。

シよユ
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78. また、本当に彼ら（ユダヤ教徒*) の中には、

あなた方がそれを啓典の一部と思い込む

ようにすべく 、啓典 （の内容）を口で言い

換える一派がある。それは啓典の一部など

ではないのに。また彼らは、 「これはアツ

ラー*の御許からのものだ」などと言う。そ

れは、アツラー*の御許からのものなどでは

ないのに。彼らはアツラー*について、知り

つつ嘘を語っているのだ。

1 文盲の民であった、当時のアラブ人のことを指すと言われる。ユダヤ教徒*らは、彼らの財産

は、不当に奪ってもよいと信じていた（ムヤッサル 59 頁参照)。合同礼拝章 2 の訳注も参照。

2 「かれとの約束を果たす」 とは、信託を守ること、アッラー* とその使徒*を信じ、その導

きと教えを守ることなどを始めとした、アッラー* との約束を果たすこと （前掲書、同頁参

照)。また 「畏れる*」 とは、アッラー*を畏れる*がゆえに、かれに対する義務だけでなく 、

人に対する義務もきちんと果たすこと （アッニサァディー135 頁参照)。
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. アツラー*が人間1に、啓典と英知2と預言者

* としての天分を授けられた後、その者が

人々に向かって、「アツラー*を差しおいて、

私を崇拝*せよ」などと言うことはありえな

い。しかし （そのような者は、こう命じる

のが当然なのだ。）「あなた方は、啓典を

\s

^
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79

みずか

辱:え、自らも学んできたことによって、

学識豊かな指導者3となるのだ」 。

また （そのような者が、）「天使*や預言者

*たちを主* とせよ」 などと、あなた方に命

じることも （、ありえない）。一体、あな

た方が服従する者 （ムスリム*) となった

後、 （彼が）あなた方に不信仰を命じるこ

となどがあろうか？

• アッラー*が、預言者*たちの確約4を受け取

られた時のこと （を思い起こさせよ。かれ

は、こう仰せられた）。「われがあなた方

に啓典と英知を授け、その後にあなた方の

もとにあるもの （啓典）を確証する使徒*

があなた方のところに来たら、あなた方は

寧ぬ私プ�
球い炎％3

_
80.
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必ずや彼を信じ、援助するのだ」 。（それ

から）かれは仰せられた。「あなた方は（そ

のことを）了承し、それについて、わが確約

を受け取るか？」 彼らは申し上げた。「承

知しました」 。（すると）かれは仰せられ

1 ここでの 「人間」 は全人類のことだが、特にイーサー*、あるいは預言者*ムハンマド*のこ

とを指していると言われる （アル=バガウィー1:462-463 参照)。

2 この 「英知」 は理解•知識、あるいは人々を裁く権威のこと （前掲書 1:463 参照)。

3 「学識豊かな指導者」 という訳語をあてた原語は、「ラッパーニー」 の複数形。アッ:= タパ

リー*はこれが 「ラッパ （面倒を見る、育成する）」 という語の派生形とし、宗教的知識を

備えつつも、現世的分野においても人々の教育と指導に携 （たずさ）わる者である、と解

釈している（3:1849 参照)。

4 「確約」 については、雌牛章 27 の 「契約」 についての訳注も参照。
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た。「それでは証言せよ 1。われもあなた方

と共に、証人となろう」 。

^82. 誰であれ、その （確

^
]の）後に （イスラー

ム*への招きから）背き去った者、それらの

者たちは放逸な者である。

83. 一体、彼らはアツラー*の宗教（イスラーム
*)以外のものを求めるというのか？ 諸天

と大地にいるものは一一従順にであろう

と、嫌々であろうと——かれに服従し2、

そして彼らは （復活の日*) 、かれの御許に

こそ戻らされるというのに。

(使徒*よ、）言ってやるがいい。「私たち

はアツラー*、私たちに下されたもの（クル

アーン*) 、イブラーヒーム

'
イスマーイ

ール*、イスハーク *、ヤァクープ*、諸支族
3 に下されたものを信じる。またムーサー*

84.

よげんしや

とイーサー* と、 （その他の）預言者*たち

が彼らの主*から授けられたものを信じる。

私たちは、彼らの内の誰も分け隔てはしな

い4。そして私たちは、かれ （アツラー*)

のみに従う者 （ムスリム*) なのである」 。

1 この 「証言」 については、雌牛章 143 「証人となる」 の訳注を参照。尚このアーヤ*には、

全ての預言者* とその民は、預言者*ムハンマド*を信仰する義務があるという根拠がある

(ムヤッサル 60 頁参照)。

2 全創造物は、脱出することのできない定めの中にある。このアーヤ*の解釈には、ほかにも

「信仰者は従順に従い、不信仰者*は死の際に嫌々従うことになる （家畜章 158 とその訳

注を参照)」「不信仰者*はアッラー*以外のものにサジダ*するが、その影はアッラー*にサ
ジダ*する （雷鳴章 15、密蜂章 48 とその訳注を参照)」「『従順に従う』 とは容易なもので、
『嫌々に従う』 とは、’

辛苦と拒否感を伴 （ともな）うもの」「前者は議論なしに従った者、

後者は議論の末にアッラーの唯一性*に降伏 （こうふく）した者」などといった諸説がある

(アル=クルトゥビー4:127-128 参照)。

3 「諸支族」 については、雌牛章 136 の訳注を参照。

4 婦人章 150-152 参照。
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85. 誰であれ、イスラーム*以外のものを宗教と

して望む者は、決してそれを受け入れられ

ない。また来世において、その者は損失者

の類いとなるのである。

86. 信仰に入り、使徒*は真実であると証言し

た後、自分たちのもとに明証が訪れたに

も関わらず不信仰に陥った民を、アツラ

一*がどうしてお導きになろうか？ ア

ツラー*は、不正*者である民をお導きに

はならない。

87. それらの者たちの応報は、アツラー*と天使

*たち、そして人々全員の呪いが、彼らの上

に注がれること1である。

JoO
•し し必

^

如故岛说參88. 彼らはそこ（地獄の業火）に永住する。f
らは懲罰を軽減されることもなければ、猶

予を与えられることもない。

89. 但し、（不信仰の）その後に悔悟し、（誤

りを）正した者たちは別であ（り、アツラ

一*は彼らをお赦しにな）る。本当にアツラ

一*は、赦し深いお方、慈愛深い*お方なの

だから。

あやま

A

飲如

90. 本当

^
:、信仰した後に不信仰に陥り、それ

から更に不信仰が甚だしくなった者たち、

彼らの悔悟は受け入れられない2。そしてそ

れらの者たちこそは、迷い去った者たちな

のだ。

1 「アッラー*の呪い」に関しては、雌牛章 88 の訳注を、アッラー*以外のものの呪いにつ

いては、雌牛章 159の訳注を参照。

2 死が訪れる前までに悔悟しなければ、受け入れられない、の意（ムヤッサル 61 頁参照)。

この次のアーヤ

'
および家畜章 158とその訳注も参照。
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91. 本当に不信仰に陥り、不信仰者*のまま死ん

だ者たち、彼らの誰一人として、大地一杯の

黄金さえ受け入れられることはない。たと

え、（復活の日*の懲罰を免じてもらうため、）

それで償おうとしても （、受け入れられな

いのだ）。それらの者たちには痛ましい懲罰

があり、彼らにはいかなる援助者もない。
みずか

以娜㈣to92. あなた方は自らが欲する物の内から施す

まで、 （真の）善1に到達することはない。

そしていかなるものでも、あなた方が施す
かなら

ならば、アツラー*はそれを必ずやご存知

になるお方。

93. トーラー*が下される以前にイスラーイー
みずか

緣V麵
ル（ヤァクープ*)が自ら禁じたもの以外は、

全ての （善き）食物はイスラーイールの子

ら*に許されていた。（使徒*よ、）言って

やるがいい。「トーラー*を持ってきて、（ア

ツラー*がそれを禁じられたという証拠を

見せるべく、）それを読誦してみよ。もし、

あなた方が真実を語っているのならば。2

94. それでその後、アツラー*に対して嘘を捏造

する者があれば、それらの者たちこそは不

正*者である」 。

05

1 ここでの 「善」 は天国の意味であると言われる （ムヤッサル 62 頁参照)。

2 ヤアクープ*は重病を患 （わずら）った際、アッラー*が癒 （いや）して下さったら、自分

の一番好きな物であるラクダの肉と乳を自分に禁じる、と誓った。それはアッラー*からの

命令ではなく 、ヤアクープ*が自ら禁じたものであり、彼の子孫も彼に従って、それを自分

たちに禁じただけだった。そして （後世に）トーラー*が下った時、ユダヤ教徒*たちは自

分たちの不正*と侵害に対する罰 （婦人章 160 参照）として、ヤアクープ*が自ら禁じたも

の以外の、それまで合法だったある種の食べ物を禁じられた （アッ =サアディー138 頁参

照)。一説にこのアーヤ*は、イブラーヒーム*の宗教の後継者を主張した預言者*ムハンマ
ド*に対し、ユダヤ教徒*らが 「(イブラーヒーム*に禁じられていた）ラクダの肉と乳を口

にする、あなたが？」 と言ったことに関し、下った （アル=ワーヒディー5:426 参照)。
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(使徒*よ、）言ってやれ。「アッラー*は

真実を述べられる。ゆえにシルク*の徒の類

いではなかった、純正な1イブラーヒーム*

の宗教に従うのだ」。

96. 本当に、（アッラー*を崇拝*するため）人々

のために最初に建立された館（カァバ

神殿 *) は、パッカ2にあるもの。祝福に

あふれ、全世界への導きとして（建立さ

れたものなのだ）。

そこには、数々の明白な御徴 3がある。（そ

の一つが、）イブラーヒーム*の立ち所4。

誰でもその中に入る者は、安全なのだ5。

人々、つまりそこまでの道（を旅行するこ

と）が可能な者6には、その館へとハッジ*

するというアッラー*への義務がある。そし

てそれ（ハッジ*の義務性）を否定する者が

あっても、実にアッラー*は全世界（のいか

なるものへの必要）から、満ち足りた*お方

なのだ。

95.

卜 瓣 麻 コ
遠

^^^
㈤て

身 卿

97.

1 「純正な」については、雌牛章 135の訳注を参照。

2「パッカ」とは「マッカ*」そのものであるという説と、マッカ*の中でもカアバ神殿*の周

りのみ、あるいはハラーム•マスジド*のことだけを示す語であるという説がある。尚、「バ

ッカ」は「混雑する」という動詞から派生したもの、と言われる（アッ=タバリー

3:1879-1881 参照)。

3 この「御徴」とは、イブラーヒーム*がそれを建立し、アッラー*がそれを偉大なものとさ

れた証拠のこと（ムヤッサル 62 頁参照)。

4 「イブラーヒーム*の立ち所」については、雌牛章 125の訳注を参照。

5 その安全さに関しては、雌牛•章 125の訳注を参照。

6 「道が可能」であるとは、それが旅行の蓄（たくわ）えと交通手段であるとか、巡礼*する

本人の能力であるとか、健康のことであるなど、諸説ある（アッ=タバリー3:1886-1890
参照)。詳しくは頻出名•用語解説の「ハッジ*」を参照。
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(使徒*よ、）言ってやるがいい。「啓典

の民*よ、あなた方はなぜ、アツラー*の御

徴 1を否定するのか？ アツラー*は、あ

なた方が行うことの証人であられるとい

うのに」。

(使徒*よ、）言ってやるがいい。「啓典

の民*よ、あなた方はなぜ、信仰する者を

アツラー*の道から阻むのか？ あなた

方は（その道が正しいことの）証人なの

に、それ（その道）を捻じ曲げようとし

て？ アツラー*はあなた方の行いに、決

して迂闊ではあられない」。

4(

^
4

^
レ
。 かW98.

99.

如審、ミ;#

^
為為4故般

100. 信仰する者たちよ、もしあなた方が啓典
したが

を授かった人々の一派に従うならば、彼

らはあなた方を信仰の後、不信仰者*へと

戻してしまうであろう。

二 9

^===^>^>J^JDjyiSo
ふ

^
そして（信仰者たちよ）、どうしてあな

た方が不信仰となろうか？ アツラー*

の御徴（アーヤ*) があなた方に読誦さ

れ、かれの使徒*は、あなた方の間にいる

というのに？ アツラー* (の教え）にし

がみつく者は、既にまっすぐな道に導か

れているのである。

. 信仰する者たちよ、真の畏怖の念2をも

てアツラー*を畏れ*よ。そして服従する

者（ムスリム*) としてでしか、死んでは

ならない。

101.

4路華加�&102 つ

1 この「御徴」とは、イスラーム*が真の宗教であるという証拠。それは彼らの啓典の中に、
存在していた（ムヤッサル 62 頁参照)。

2「真の畏怖の念によって、アッラー*を畏れ*」ることとは、教友*イブン•マスウード*によ

れば「かれに服従して逆らわず、常にかれを思い起こして忘れないこと」だという（アル
=ハーキム2:352)。



3. イムラーン家章 120
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また、アツラー*の絆 1に皆でしっかりとし

がみ付き、分裂してはならない。あなた方

に対するアツラー*の恩恵を、思い出すの

だ。あなた方が （かつて）敵対し合ってい

た2のに、かれがあなた方の心を結び付け

られ、あなた方がかれの恩恵によって同胞

となった時のことを。（以前）あなた方は

業火の穴の淵にいたが、かれはあなた方を

(イスラーム*によって）、そこからお救

いになったのである。このようにアツラー

*は、あなた方が導かれるよう、あなた方

に御徴を明らかにされるのだ。

103.

•偽

鱗

©5

また （信仰者たちよ）、あなた方の内か

ら、善きことへと招き、善事を命じて悪

事を禁じる3共同体をあらしめよ。それら

の者たちこそは、成功者なのである。

そして明証が訪れた後に分裂し、（互い

に）意見を異にした者たち4のようになっ

てはならない。それらの者たちには、 こ

の上ない懲罰がある。

104.

105.

(復活*の）その日、ある （者の）顔は白

くなり、また別の （者の）顔は黒くなる5。

顔が黒くなった者たちといえば、 （こう

言われる。）「一体あなた方は信仰した

106.

1 「アッラー*の紳」 の解釈には、「イスラーム*」「団結」「クルアーン*」「アッラー*のご命

令と、かれへの服従」 といった諸説がある （アル=バガウィー1:480-481 参照)。

2 雌牛章 85 の訳注、戦利品*章 63 とその訳注も参照。

3 この 「善事」 とは、善行とアッラー*への服従行為、及びイスラーム*の教えと理性によっ

てその善性が認められる、全ての物事。「悪事」はその逆（アッ =サァディー202 頁参照)。

4 この 「明証」 とは、真理のこと。「意見を異にする」 とは、イスラーム*の根本的な教えに

おける相違のこと （ムヤッサル 63 頁参照)。

5 これについては、実際に顔の色が変わるという見解と、「顔が白くなる」 というのは喜びを、「黒

くなる」の悲しみのたとえである、という見解がある（アル=カースイミー4:932-933 参照)。
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後に、不信仰に陥ったというのか？ な

らば、あなた方が不信仰だったことゆえ

の懲罰を、味わうがよい」。

また、顔が白くなった者といえば、アツ

ラー*のご慈悲の中1にあり、そこに永遠に

Mまる。

それは（使徒*よ）、われら*があなたに

真理と共に誦み聞かせるアツラー*の御徴

(アーヤ*)。アツラー*はいかなる創造物

に対しても、不正*をお望みにはならない。

そして諸天にあるものと、大地にあるも

のはアツラー*にこそ属し、（一切の）物

事はアツラー*へと帰される。

拓

^
な舞

雖ゆぶ�為

107.

108.

109.
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(ムハンマド*の共-体よ、）あなた方は

もとより、人類へ遣わされた最良の共同

体なのだ。あなた方は善事を命じて悪事

を禁じ2、アツラー*を信仰する。もし啓典

の民*が（イスラーム*を）信じたなら、

(それが）彼らにとって、より善いこと

だったのだ。彼らの内には信仰者もいる

が、大部分の者は放逸な者たちである。

110.

彼らはあなた方のことをいくらか悩ま

せる3だけで、害することはない。そして

もしあなた方と戦ったとしても、背中を

見せ（て敗走す）るのがおちである。そ

れから彼らが、勝利を授かることもない

のだ。

in.

1 ここでの「ご慈悲」とは、天国と、その恩恵のこと（ムヤッサル 63 頁参照)。

2「善事を命じて悪事を禁じる」については、アーヤ*104の訳注を参照。

3 シルク*や不信仰などの言葉で、「いくらか悩ませるだけ」ということ（ムヤッサル 64 頁

参照)。



3. イムラーン家章 122
きずな

夕 I 〆 〆 1 つu 〆-* \，〆 〆 •** 1

^
I，〆

J心〇

^
彳

L3-̂ I

A c4%

アツラー*からの絆と、人々との絆 1によら

ない限り、彼らはどこで捕らえられようと

屈辱に付きまとわれ、アツラー*のお怒り

と共に戻って来て2は、貧困に付きまとわれ

る。それというのも彼らはアツラー*の御

徴を否定し、不当にも預言者*たちを殺害

していた3からである。それは彼らが （アツ

ラー*に）反抗し、（かれの法に反すること

において）度を越していたためなのだ。

113. 彼らは一様ではない。啓典の民*の中に

も、正しい一団4がある。彼らは夜の刻に

サジダ* しつつ、アツラー*の御徴 （アー

ヤ*) を読誦するのだ。

112.

自
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彼らはアツラー* と最後の日*を信じ、善事

を命じて悪事を禁じ5、善行に急ぐ。それら

の者たちは、正しい者*たちの類いである。

また、彼らがするいかなる善行も、決し

て無駄にされることはない。アツラー*

は、敬虔な*者たちをご存知なのだ。

本当に、不信仰に陥った者*たち、彼らに

はその財産も子供も、アツラー* (の懲罰）

に対しては何の役にも立たない。それら

の者たちは業火の住人。彼らはその中で

永住するのだ。

114.

115.

116.

イブン•カスイール*によれば、「アッラー*からの紳」 とは 「アッラー*からの保護と、ジズ

ヤ*の徴収、及び （民法、刑法における表面的な）イスラーム*法規定の遵守」であり、「人々

との絆」 とはムスリム*による彼らへの庇護 （ひご）のこと（2:104 参照)。

2 「アッラー*のお怒りと共に…」 については、雌牛章 61 の訳注を参照。

3 「預言者*たちを殺害していた」 については、アーヤ*21 「•••殺す者たち」 の訳注を参照。

4 つまり啓典の民*の内、預言者*ムハンマド*を信仰した者たちのこと（ムヤッサル 64 頁参照)。

5 「善事を命じて悪事を禁じる」 については、アーヤ*104 の訳注を参照。

1
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117. 彼らがこの現世の生活で施すものの様子

は、あたかも酷寒を運ぶ風のようなもの1。
それは （不信仰とアツラー*への反抗によっ

て）自らに不正*を働いた民の作物を襲い、

それを枯らしてしまう。アツラー*が彼らに

不正*を働かれたのではない。しかし彼らが、

自分自身に不正*を働いていたのである。

1 1 8. 信 仰 す る 者 た ち よ、あ な た 方 （信 仰 者 た

ち）を 差 し お い て、 （不 信 仰 者*の）腹 心

を 選 ん で は な ら な い。彼 ら は、あ な た 方

(の 状 況）を 堕 落 さ せ る こ と に 抜 か り な

い。彼 ら は、あ な た 方 が 苦 難 に 遭 う こ と

を 望 ん だ の だ。敵 意 （の 印）は、 も う 彼

ら の 口 か ら 明 ら か に な っ た の で あ り、彼

ら が 胸 中 に 潜 め て い る も の は 更 に 甚 だ

しい。われら *は既に、あなた方に御徴 2を

明 ら か に し た。も し あ な た 方 が、 （そ れ

を）理 解 す る な ら ば。

1 1 9. ほ ら、あ な た 方 と い う 人 た ち は 彼 ら を 好

い て い る が、彼 ら の 方 で は あ な た 方 を 好

いてはいない。あなた方は、全ての啓典を

信 じ て い る と い う の に3。ま た 彼 ら は、あ

な た 方 と 会 っ た 時 に は （本 音 と は 裏 腹

に、）「私 た ち は 信 仰 す る」 と 言 っ た。
そ し て 自 分 た ち だ け に な る と、_ _(ム ス リ

ム*た ち の 団 結 と イ ス ラ ー ム*の 興 隆 に 対

す る）憤 り ゆ え に、指 先 を 嚙 ん だ の だ。

�分n典減

參JLNUa

^
、上.

1 同様のアーヤ*として、雌牛章 264、イブラーヒーム*章 18、御光章 39-40、請別章 23 なども参照

^2 この 「御徴」 とは、（信仰に対する）誠実さの義務を示す根拠のこと （アッ =シャウカーニ

一1:615 参照)。

3 ムスリム*は啓典の民*のものも含む、全ての啓典を信仰する。その一方、啓典の民*は、そ
れら全てを信じることがないどころか、啓典を改竄 （かいざん）までしている。それなの
に彼らに好意を抱くとは、どういうことか、ということ （ムヤッサル 65 頁参照)。
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(使徒*よ、彼らに）言ってやれ。「憤死

するがいい」。本当にアツラー*は、胸�]

にあるものをご存知になるお方。

㈣参超;

^
120. (信仰者たちよ、）彼らは、あなた方に善

いことが起きれば落胆する。また、あなた

方を災難が襲えば、それに歓喜する。そし

て忍耐して（アツラー*を）畏れる*ならば、

彼らの策略は少しもあなた方を害するこ

とはない。本当にアツラー*は、彼らの行

うことを悉く包囲される*お方。

(使徒*よ、）あなたが信仰者たちを戦闘

のための持ち場に配置すべく、早朝に家

族のもとを後にした時1のこと（を思い起

こさせるがよい）。アツラー*はよくお聴

きになるお方、全知者であられる。

122. あなた方の内の二団2が、臆病風に吹かれ

(退却し）そうになった時のこと（を思

い起こすのだ）。アツラー*が彼らの庇護

者*だというのに。信仰者たちには、アツ

ラー*にこそ全てを委ねさせよ*
〇

©>じ没

^
-
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121.

123. (信仰者たちよ、）アツラー*は確かに、

まだあなた方が弱小であった時、バドル

(の戦い*) であなた方に勝利を授けられ

た3。ならば（かれの恩恵に）感謝すべく、

アツラー*を畏れる*のだ。

A»\ \y6\3も'
Aiij

1 これはウフドの戦い*のこと（ムヤッサル 65頁)。

2 サリマ族とハーリサ族のこと。宗教において疑念を抱いていたわけではないが、アブドッ

ラー•ブン•ウバイイ*が多数の兵と共に撤退（てったい）した際、戦力の低下によって士気

が下がり、彼らの中に退却の気運が高まった。しかし彼らは結局、共に進軍した（アッ=
タバリー3:1947-1949参照)。

3 バドルの戦い*については、戦利品*章の中に多くの描写が見られる。



3.イムラーン家章 125

124. (預言者*よ、）あなたが信仰者たちに、

(こう）言った時のこと（を思い出させ

よ）。「あなた方の主*が、舞い降りる三

千の天使*であなた方を増強させられれ

ば、それで十分なのではないか？

©淑

^̂125. いや（、それで十分なのだ）。もし、あ

なた方が忍耐*して（主*を）畏れ*、彼

ら（敵軍）があなた方のもとにそのよう

に逸り立って（襲いかかって）来るなら

ば、あなた方の主は目印をつけた1五千

の天使*でもって、あなた方を増強させ

られる」。2

126. そしてアツラー*がそうされたのは、（そ

れが）あなた方への吉報となり、それで

あなた方の心が安らぐために外ならなか

た。勝利は、偉力ならびなく*、英知あ

ふれる*アツラー*の御許からのみ、訪れ

るのだ。

127. (バドルでの勝利は、アツラー*が）不信

仰に陥った者*たちの一部を壊滅させた

り、または彼らに苦汁を嘗めさせて、敗

北者として撤退させたり、

f
つ

©こ

^
善 が

^̂
ゴ、

1 この「目印」の解釈については、「肩までかかる白い（あるいは黄色い）ターバン」「ま

だらの馬に乗っていたこと」「たてがみと尻尾（しっぽ）に切り込みを入れて、そこに羊

毛を飾り付けられた馬に乗っていたこと」といった諸説がある（アル=クルトウビー

4:196 参照)。

2 アーヤ*124-125 は、バドルの戦し、*のことであるという説と、ウフドの戦い*のことであ

るという説がある（イブン•カスィール 2:112-113参照)。アツ=タバリー*は、戦利品*章

9にある「千の天使*」がバドルの戦い*で下ったのは確実だが、三千、または五千の天使*

が下ったかどうかについては、バドルとウフドいずれの戦いにおいても確実な証拠はない

とし、もしウフドの戦い*で多くの天使*が下されていたら、ムスリム*側にあのような被害

は出ていなかっただろう、と述べている（3:1955参照)。



3. イムラーン家章 126

—— （使徒*よ、）そのことについて、

あなたには何の権限もない

は彼らの悔悟を受け入れたり、あるい

は彼らが不正*者であるがゆえに、彼ら

を懲らしめたりするためのものだった

128.

また

のだ0

129. そしてアツラー*にこそ、諸天にあるもの

と大地にあるものは、属する。かれはか

れがお望みになる者をお赦しになり、ま

たお望みになる者を罰される。アツラー*

は赦し深いお方、慈愛深い*お方。

二舞%130. 信仰する者たちよ、利息*を何倍にも膨ら
むさぼ

ませて、貪ってはならない2。また、あな

た方が （現世と来世で）成功すべく、ア

ッラー*を畏れ*よ。

131. そして、不信仰者*たちのために用意され

ている業火を恐れ、

あなた方がご慈悲を授かるよう、アツラ

一*と使徒*に従うのだ。

133. そして、あなた方の主*からのお赦しと

天国（の獲得）に、奔走するがよい。（天

国の）その広さは諸天と大地ほどもあ

り、敬虔な*者たちのために用意されて

いる。

© 心
、132.

必

^
姬」》

1 全てのことはアツラー*に委ねられているのであり、かれは彼ら不信仰者*の内の者をムス

リム* とされるかもしれないし、あるいは現世と来世において罰されるかもしれない （ムヤ

ツサル 66 頁参照)。

2 利息*はいかなる形でも禁じられており （雌牛章 275 参照)、「何倍にも膨らませ」 なけれ

ば問題ない、という意味ではない。このアーヤ*で描写されているのは、返済の期限日を延

長するたびに借金の額を増やしていくという、当時のアラブ人の間で一般的だった利息の

特徴を示しているだけである （アツ =シヤウカーニー1:622 参照)。
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V^liSjl li>ciS

(彼ら敬虔な*者たちとは、）順境において

も災難の中であっても施し、 憤りを抑え

\ 人々を大目に見てやる者たち。アツラー

*は善を尽くす者2たちを、お好みになる。

また、窗�3をしたり、（靠を犯すことで)

134.

135. I?
みずか

自らに対して不正*をしたりした時には

アツラー*を思い出し、その罪の赦しを乞

アツラー*の外に、誰が罪

そして彼

う者たち。

を赦すことが出来ようか？

らは、 （アツラー*に悔悟すれば、それを

受け入れられることを）知った上で、自

分のした （悪い）ことに固執し続けるこ

とがない。

それらの者たち、その褒美は、彼らの主か

らのお赦しと、その下から河川が流れる

楽園。彼らはそこに永住する。（アツラ

一*のために、善行に）励む者への褒美は、

何と素晴らしいものか。

な:

^^
136.

あなた方以前にも既に、 （信仰者が不信

仰者* との戦いという試練に遭い、最後に

は勝利するという）アツラー*の摂理が過

ぎ去ってきた。ならば、あなた方は地上

を旅して、 （アツラー*と使徒*を）嘘呼

ばわりした者たちの結末がどのようなも

のであったか、見てみるがよい。

これ （クルアーン*) は人々への明示であ

り、敬虔な*者たちへの導きと訓戒である。

137.

@ OOA£=Lli \

138.

1 「憤り」 と訳した原語 「ガイズ」 は、ただの怒りではなく、頭に血が昇る激しい憤りのこ

と （アツ =ラーギブ 371)。相談章 37 とその訳注も参照。

2 「善を尽くす者」 については、蜜蜂章 128 の訳注を参照。

3 「醜行」 については、蜜蜂章 90 の訳注を参照。
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4淡似秘

^
;弘必(信仰者たちよ、ウフドの戦い*での被害

ゆえに、）あなた方は衰弱したり、悲し

んだりしてはならない。あなた方は勝利

者なのである。もし、あなた方が信仰者

であるのなら。

139.

W匕も、：2卿私お
(信p者たちよ、）たとえあなた方が痛

手を負ったとしても、かの民1 も確かに、

(かつてバドルの戦い*で）同様の痛手を

負ったのである2。われら*はそれらの日々

を、人々の間に交互に配分するのだ3。ま

た、 （それは）アツラー*が信仰する者た

ちを如実に表され、あなた方の内から

殉教者をお選びになるためである一一

アツラー*は、不正*者をお好みにはなら

140.

ない

ぬ故また （それは）、アツラー*が信仰する者

たちを浄化4され、不信仰者*たちを根絶や

しにされるためなのである。

142. いや、 （教友*たちよ、）あなた方は、

アツラー*があなた方の内の努力奮闘す

る者たちを如実に表されず、忍耐*ある者

たちを露わにされてもいないというの

に、天国に入れるとでも思い込んでいた

のか？

141.

iifjJoajU^\\)L5SOU

^
;\

i 「かの民」 とは、マッカ*の不信仰者*たちのこと （ムヤッサル 67 頁参照)。

2 バドル•ウフド両方の戦いにおける両軍の被害に関しては、アーヤ*165 とその訳注を

参照。

3 「それらの日々」 とは、戦争の勝ち負けのこと。具体的に、バドルの戦い*ではムスリム*

側が勝利したが、続くウフドの戦い*においてはマッカ*軍が形勢を逆転させた （アッ =夕

バリー3:1982-1984 参照)。

4 罪や汚点から 「浄化」 され、偽信者*から判別•精選されること （アッ =サァディー150 頁

参照)。
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^^
-で129

143. また （信仰者たちよ）、あなた方は確か
じゅんきよう

に （ウフドの戦い*以前には、殉教によ

る）死を望んでいたのだ。それ （死）に

直面する前には。そして確かに、あなた

方はそれをまざまざと、目の当たりにし

た0

ムハンマド*は、一人の使徒*に過ぎない。

彼以前にも、4徒*たちが滅び去っていっ

たのである。それでもし彼が死んだり、

私 j匕㈣㈣
與〇

144.

きびす

殺されたりしたら、あなた方は踵を返す

のか2 ? 踵を返す者があっても、その者

が少しもアツラー*を害することはない。
おんけい

アツラー*は （その恩恵に）感謝する者た

ちに、 （善く）お報いになる。

Oiレ

^
！い

^
4こ;しぃ145. また、定められた期限というアツラー*の

お許しなくしては、誰も死ぬことがない。

そして誰でも現世の褒美を望む者には、

われらがそこ （現世の褒美）から与えよ

う。また、誰でも来世の褒美を望む者に

は、われら *がそこ （来世の褒美）から与

えよう3。われら*は感謝する者たちに、（よ

く）報いるのだ。

1 バドルの戦い*に参加出来なかった教友*たちの多くは、また戦いの機会が訪れることを望

んでいた。このアーヤ*は彼ら、そして特にマデイーナ*郊外へと戦いに出ることを強く主

張した者たち （頻出名•用語解説 「ウフドの戦い*」 参照）に対する、お叱 （しか）りであ

る (アル=クルトウビー4:220-221 参照)。

2 不信仰へと戻るのか、の意 （ムヤッサル 68 頁参照)。このアーヤ*は、ムスリム*軍がウフ

ドの戦い*で劣勢 （れっせい）になった時、「ムハンマド*は戦死した」 という噂 （うわさ）

が流れ、ムスリム*たちの士気が下がり、尻込みし始めた折に下ったとされる （イブン•力

スイール 2:128 参照)。

3 ただし、前者は現世での報いや必要の一部を満たされるだけで、来世での褒美はない。一
方後者は、現世での必要を満たされる上に、来世での褒美も授かることになる （アッ =夕

バリー3:1995 参照)。
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146. どれだけ多くの預言者* と共に、数多くの

信徒1が戦ったことであろう。そして彼ら

は、アツラー*の道において自分たちに降

りかかったもの2ゆえに衰弱したり、弱体

化 し た り、 （敵 に 対 し て）屈 し た り も し

なかった。アツラー*は、忍耐*ある者た

ちをお好みになる。

0y湖Kじ;

じ、;a項び
147. そして彼ら （忍耐*ある者たち）の言葉は、

(こう）言うものでしかなかった。「我らが

主*よ、私たちの罪と、自分たちの （宗教上

の)事における私たちの行き過ぎ

^
を、お赦し

下さい。そして私たちの足を堅固にし、不信

仰者*の民に対して勝利をお授け下さい」 。

148. こうしてアツラー*は、彼らに現世の褒美

と、来世の素晴らしIヽ 褒美4を授けられた。

アツラー*は、善を尽くす者5たちをお好み

になる。

こ

^
！么跋S

149. 信仰する者たちよ、あなた方がもし不信
おちI したが

仰 に 陥 っ た 者*た ち に 従 う な ら ば、彼 ら

は （不信仰へと）あなた方の踵を返させ、

あなた方は損失者へと舞い戻ってしまう

で あ ろ う。

150. いや、アツラー*があなた方の庇護者*な

のであり、かれが最善の援助者なのだ。

1 「信徒 （リッピーユ)」 とは、預言者*たちが信仰と正しい行い*のもとに育てあげた、彼ら

の追従 （ついじゅう）者たちのこと （アッ =サァディー151 頁参照)。

2 怪我 （けが）や死のこと （ムヤッサル 68 頁参照)。

3 ここでの 「罪」 は小さい罪で、「行き過ぎ」 は大罪*である、と言われる （アッ = タバリー

3:2000 参照)。

4 前者の 「褒美」 は敵に対する勝利や地上での確立で、後者は天国であると言われる （ムヤ
ッサル 68 頁参照)。

5 「善を尽くす者」 については、蜜蜂章 128 の訳注を参照。
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は、 典

、

^
T>JJLJ 1

151. われら*はじきに、不信仰に陥った者*た

ちの心に恐怖を投げ込もう。彼らが、ア

ッラー*が（崇拝*における正当性に関す

る）いかなる根拠も下されなかったもの

を、かれに並べ（て崇め）たことゆえに。

そして彼らの住処は業火なのだ。不正*者

たちの住まいは、何と醜悪なことか。

�Hバ

^
i

ヒ

^
ム 如:

^
翕こ

^^
(jf

152. また、あなた方がアツラー*のお許しによ

り、（ウフドの戦い*で）彼ら（不信仰者

*)を討伐していた時、かれは確かにあな

た方への（勝利の）約束を果たされた。

かれがあなた方の好むもの（である勝利

と戦利品*)をお見せになった後、あなた

方が尻込みし、命令1のことで争い始め、

(それに）背くまでは。

中には、現世を欲する者もいれば、来世

を欲する者もいる2

ツラー*) はあなた方を試されるため、あ

なた方を彼ら（への勝利）から転じさせ

られた。そしてかれは、もうあなた方を

大目に見て下さったのである。アツラー*

は信仰者たちに対する、恩寵の主であら

れるのだから。

あなた方の

。それからかれ（ア

匕;

153. (教友*たちよ、）あなた方が（敵軍から

逃げて山を駆け）登り、誰のことも顧み

なかった時のこと（を思い出せ）。使徒*

は（戦場に留まり）、あなた方のことを

後方から呼んでいた。それでかれ（アツ

1 この「命令」とは、預言者*ムハンマド*が弓兵（きゅうへい）たちに対し、「絶対に持ち場

を離れないように」と仰（おっしゃ）ったこと（アツ=タバリー3:2009参照)。

2 前者は現世の恩恵、つまり戦利品*を得るのに躍起（やっき）だった者たち。後者はそれよ

りも、使徒*の命令に忠実に従うことで、来世の褒美を望んだ者たち（イブン•アーシュー

ル 4:129参照)。
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ラー*) は暗雲に次ぐ暗雲 1で、あなた方に

報われた。 （それは）あなた方が逃した

もの （勝利と戦利品*) や、あなた方に降

りかかったこと （恐怖や敗北）について、

あなた方が悲しまないようにするためで

あった2。アツラー*は、あなた方の行うこ

と （全て）に通暁されている。

ぬ妙

_
㈤ ユ

^̂
��

154. それからかれはその暗雲の後、あなた方

へ安らぎを、つまりまどろみを下された。
それは、あなた方の一派 （信仰者たち）

を包んでくれた。一方、自分たちの身が

とても心配であ （り、眠れなか）った （別

の）一派 （である偽信者*たち）は、アツ

ラー*に対し、不当にもジャーヒリーヤ*

の憶測のような憶測3をしている。彼らは

言うのだ。「私たちにはその事で、どう

することも出来なかったのではないか？
4」 （使徒*よ、彼らにこう）言ってやるが

1 この二つの 「暗雲」 については、前者と後者がそれぞれ 「①戦死や負傷、②預言者が殺さ
れたという噂 （うわさ）」「①勝利と戦利品を逃したこと、②戦死と敗北」「①敗北、②アブ

一•スフヤーン* と騎兵隊の将軍ハーリドが、山の上方に陣取 （じんど）ったこと。ムスリ
ム*たちは、それにより自分たちが壊滅 （かいめつ）させられることを恐れた」 といった諸
説がある （アル=クルトウビー4:240 参照)。

2 この解釈については、「この文は、アーヤ*152 の 『そしてかれは、•.•大目に見て下さったの
である』 にかかる」「この文は 『それでかれは…報われた』 にかかるが、『悲しまないように
するため』 という文中の否定句 『ラー』 は否定の意味ではなく 、虚辞 （きょじ）句で、『悲し
むようにするため』 という意味である」「続けざまに起きた一連の出来事が、それ以前の 『暗
雲』 を軽減させ、忘れさせた」 といった諸説がある （アル=クルトウビー4:241 参照)。

3 結局アツラー*は使徒*を援助されず、この敗北によってイスラーム*は終わったのだという
「憶測」 のこと （アツ=サァディー153 頁参照)。

4 一説にこれは、戦利品*を求め、信仰者たちの目を恐れつつ、ウフドの戦い*に出た偽信者*たち
の言葉。つまり、戦いのためにマディーナ*の 「外に出ることは、自分たちにはどうにもならな
かったことなのであり、自分たちは嫌々出てきたのだ」ということ （アル=クルトウビー4:242
参照)。また一説に、これはアブドツラー•ブン•ウバイイ*の言葉で、「彼ら （ムスリム*たち）
は自分たちの言うことを聞かなかった」 という意味 （イブン•ジュザイ 1:162 参照)。「私たち
には、勝利などなかったではないか」 という解釈もある （アル=パガウィー1:525 参照)。
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いい。「事は、全てアツラー*に属する」。

彼らはあなたに明かしていないことを、

胸中に潜めている。彼らは、 （こう）言

うのだ。「もし私たちに、その事に関し

て何か出来たなら、こんな所で殺されは

しなかったのに」 。言ってやるがいい。

「たとえあなた方が （出征せずに）家の

中に留まったとしても、殺されることを

定められている者は、死に場所へと （自

ら）出て来るものなのである」 。そして

(それは）、アツラー*があなた方の胸中

にあるものを試され、 またあなた方の心

中にあるものを浄化 1 されるためであっ

た。アツラー*は、 胸中にあるものをご

存知になるお方である。

(教友*たちよ、）両軍が会した （ウフド

の戦い*の）日、本当にあなた方の内で逃亡

した者たちは、彼らが稼いだもの （罪）の

一部によって、シャイターン*が滑り落とさ

せたに外ならない2。アツラー*は、もう彼

らを大目に見られた。本当にアツラー*は赦

し深いお方、寛大な*お方なのだから。

みずか

㈣爲把觀155.

如129じじ

ii5

156. 信仰する者たちよ、不信仰に陥り、自分

たちの同胞に対し、彼らが地上を旅した

り、または出征中だったりし （て落命し）

た時、 （こう）言った者たちのようにな

てはならない。「もし彼らが私たちの

もとに （留まって）いたなら、死んだり、

殺されたりすることもなかったのに」 。

つ

1 この 「浄化」 については、アーヤ* 141 の訳注を参照。

2 つまり彼らはシャイターン*の誘いに応じて、預言者*の命令に反したり、戦利品*や現世に

目がくらんだりすることで、罪を犯してしまった （アル=バイダーウィー2:106 参照)。
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(それは）アツラー*がそのこと1で、彼ら

の心に（更なる）悲痛をお与えになるた

めなのだ。アツラー*は生を与え、死を与

えられる。そしてアツラー*は、あなた方

の行いを（全て）ご覧になるお方。

(信仰者たちよ、）もしも、あなた方が

アツラー*の道において殺されたり、死ん

だりしたとしても、アツラー*からのお赦

しとご慈悲こそは、彼らが（現世で）集

めるものよりも優るのだ。

157.

參 531

^
ij

^
j158. そして、もしもあなた方が死んだり、殺

かなら

されたりしても、あなた方は必ずや（復

活の日*、）アツラー*の御許に召集され

るのである。

159. (S言#*よ、）あなたが彼ら (簽.た

ち）に優しかったのは、アツラーのご慈悲

によるものであった。あなたがもし粗野

で硬い心の持ち主だったなら、彼らはあ

なたの周囲から離れ去っただろう。なら

ば（預言者*よ、）彼らを大目に見、彼ら

のために（アツラー*の）お赦しを乞い、
また（必要な）諸事においては彼らと相

談せよ2。そして決意したならば、（その

結果は）アツラー*に全てを委ねる*のだ。
本当にアツラー*は、全てを（かれに）委

ねる*者たちをお好みになるのだから。

魯遂

^
て44淡4ぶ戈為

^̂

1「そのこと」とは、アツラー*の定めた運命に逆行するような言葉や信念のこと（アツ=サ
ァディー153 頁参照)。

2 アル=ハサン*はこのアーヤ*に関して、こう言っている。「アツラー*は、彼（預言者*)が
彼らのことをそもそも必要としていないことをご存知であるが、彼以後の者たちが（その
行為において）彼を模範（もはん）にすることをお望みになった」（イブン•アビー•ハーテ
ィム4416参照)。
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ジ么難4炎
160. もしアツラー*があなた方をお助けにな

れば、あなた方を打ち負かすものは何一

つない。また、もしかれがあなた方を見捨

てられれば、かれを差しおいてあなた方

を助ける者とは、一体誰なのか？ 信仰

者たちには、アツラー*にこそ全てを委ね

*させよ。

# 其。
'

よげんしや

161. 預言者*がごまかすなどということは、あ

り得ない1。そしてごまかす者は誰であろ

うと、復活の日*にその着服したものを

携えてやって来る2のだ。それから各人は
みずか

不正*を受けることなく、自らが稼いだも

の（の報い）を全うされる。

ぬ食
162. 一体、アツラー*のお喜びを追求し（て服

従し）た者は、（不服従ゆえに）アツラ

一*の激怒と共に戻って来て3、その住処が

地獄となる者と同じだろうか？ その行

き先は、何と醜悪であろう。

163. 彼らは、アツラー*の御許において（様々

に異なる）位なのである。アツラー*は、

彼らの行いを（一つ残さず）ご覧になる

生
\〆 f
, 〆，ブて〆でダ，〆〆，,

為〆

^
:

お方0

1 このアーヤ*は、「バドルの戦い*で、預言者*が戦利品*の一つをせしめた、という噂（うわ

さ）を立てられたこと」に関して下ったとも、「偽信者*たちが、ある紛失（ふんしつ）物

について、彼に濡（ぬ）れ衣をかけたこと」に関して下った、とも言われる。いずれにせ

よ、託された物事の遂行、戦利品*の分配など全てのことにおいて、預言者*がごまかしを

することはない（イブン•カスイール 2:150-151 参照)。

2 戦利品*などを着服した者は、復活の日*にそれを首の周りに巻きつけた状態で現れる。そ

してアツラー*の使徒*のもとに赴（おもむ）いてその苦しみを訴えるが、それは却下（き

やっか）される（アル=ブハーリー3073参照)。

3 この表現については、雌牛章 161「アツラー*のお怒りと共に…」の訳注を参照。
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164. アツラー*は信仰者たちの上に、確かにお

恵みをかけられた。かれが彼ら自身の内

から彼らの中に、その御徴（アーヤ*)を

彼らに誦み聞かせ、彼らを清め、彼らに

啓典と英知1を教える一人の使徒*を遣わ

された時のこと。（その#徒*が遣わされ

る）以前、彼らは明白な迷いの中にあっ

たのだ。

165. 一体、（ウフドの戦い*で）あなた方に災難

——あなた方は既に（バドルの戦い*で）、

その倍の被害を（敵に）与えている2——

が降りかかった時、あなた方は「これは

一体どうしたことか？」などと言うの

か？ （預言者*よ、）言ってやるがいい。

「それは（預言者*の命令3に反したことが

原因で起きた）、あなた方自身によるも

のである。本当にアツラー*は、全てのこ

とがお出来のお方」。

A

^
4»

、j

^
、ノ

^̂
じ;166. また、両軍が会した（ウフドの戦い*の）

日にあなた方に降りかかったことは、ア

ツラー*のお許し（定め）によるものであ

り、そして信仰者たちが如実に表され、

167. 偽の信仰だった者たちが明るみになる

ためであった。彼ら（偽信者*たち）に

は、（こう）言われたのだ。「来なさい、

アツラー*の道において（私たちと共に）

戦うか、または（軍に加勢して人数を増

成避切爲碑3幽

1「清める」「英知」に関しては、雌牛章 129の訳注を参照。

2 ウフドの戦い*におけるムスリム*軍の被害は七十名の死者だったが、バドルの戦い*におけ

るマッカ*軍の被害は七十名の死者および七十名の捕虜であった（アッ=タバリー3:2048
参照)。

3 この「命令」については、アーヤ*152の訳注を参照。
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やし、敵を）追い返すのだ」。彼ら（偽

信者*たち）は、言った。「もし戦いが

(本当にあることが）分かれば、あなた

方について行ったのだが1」。彼らはそ

の日、信仰よりも不信仰の方に近かっ

た。彼らは自分たちの心にもないこと

を、口先で言っているのだ。アツラー*

は、彼らが隠していることを最もよくご

存知である。

168. (彼ら偽信者*たちは、出征せずに）留ま

りつつ、彼らの同胞2に、「もし彼らが私

たちに従っていたら、殺されなかったの

に」などと言った者たち。（使徒*よ、）

言ってやるがいい。「では、自分自身か

ら死を押しのけてみよ。もし、あなた方

が真美を語っているのならば」。

169. (預言者*よ、）アツラー*の道において

殺された者たちを、決して死人だなどと

思ってはならない。いや、彼らは、彼ら

の主*の御許で生きており、糧を授かって

いるのだ。3

如i

參 夕 多 ぶ

^
170. 彼らは、アツラー*がそのご恩寵から彼ら

にお授けになったものに喜び、その後方

でまだ自分たちには追いついてはいない

1 これは、偽信者*アブドッラー•ブン•ウバイイ*がウフド山への行軍中、約三百の兵と共に

撤退（てったい）した時に言った言葉とされる（イブン•イスハーク 1:333参照)。

2 この「同胞」には、「宗教上の同胞ではなく、彼らと血縁•隣人関係にあった、ハズラジュ

族の殉教者たち」「彼らと同様の偽信者*たち」という説がある（アル=クルトウビー4:267

参照)。

3 ウフドでの殉教者たちの魂は、天国の河川で遊び、その果実をついばみ、アッラー*の玉座

の陰にある金のランプにとまる、緑色の鳥の中に入れられたという（アフマド 2388、ア

ブー•ダーウード 2520参照)。雌牛章 154の訳注も参照。
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(、アツラー*の道に戦う）者たち （が同

様のものを勝ち取ること）に、心躍らせ

ている。彼らには怖れもなければ、悲し

むこともないのだ1、と。

( 71 彼らはアツラー*からの恩恵と恩寵に、そ

してアツラー*が信仰者たちへの褒美を

決して無駄にされないということに、心

躍らせている。

172. (彼らは戦いで）痛手を負った後でも、

アツラー*と使徒* (の呼びかけ）に応え

た者たち2。彼らの内、善を尽くし3、敬虔

だった *者たちには、 この上ない褒美が

浴m妙#
.辞；

ある。

(彼らは、）人々が彼らに向かって 「本

当に人々 （マッカ*軍）は、あなた方のた

めに既に集結している。だから、彼らを

恐れよ」 4 と言った後、 （却って）それが

彼らの信仰心を増大させ、 （こう）言っ

た者たち。「私たちには、アッラー*だけ

で十分。全てを請け負われる *お方は、何

と素晴らしいことか」 。

17.3

©ふ#

1 「怖れもなければ…」 については、雌牛章 38 の訳注を参照。

2 マッカ*軍はウフドの戦い*でマディーナ*軍に痛手を負わせた後、マッカ*へと立ち去った。
しかし彼らがマディーナ*に立ち寄って、更なる被害を与える気配を見せた時、預言者*は

彼らに自分たちの余力を見せ、威嚇すべく 、彼らを追跡するよう提案した。これは、痛手

を負っていたにも関わらず、預言者*のこの呼びかけに応え、ハムラーウ•アルニアサド（マ
ディーナ xから約八マイル離れた地点）まで行軍した者たちのことを指しているとされる

(イブン•カスィール 2:165-169 参照)。

3 「善を尽くす」 については、蜜蜂章 128 の訳注を参照。

4 アブー•スフヤーン*はマッカ*へと戻る道中、マディーナ*軍が彼らを追跡している、との

知らせを受けた。恐怖に襲われた彼は、マディーナ*へ向かう隊商の人々を買収し、ムスリ

ム*軍と出遭ったらこのように言うように頼んだ上で、マッカ*への撤退を続行した （イブ

ン•ヒシャーム 3:66-68 参照)。



3.イムラーン家章 139

174. こうして彼らは何の災厄も降りかかるこ

となく、アツラー*からの恩恵と恩寵と共

に（マデイーナ*に）帰還した0 彼らは、

アツラー*のお喜びを追及し（て服従し）

たのである。アツラー*は、偉大な恩寵の

主であられる。

趨'菩你q175. 実にあの者1は、その盟友に対して（あな

た方を）怖気づかせるシャイターン*なの

だ。ならば彼らを怖れず、われを怖れよ。
もし、あなた方が信仰者であるならば。

(使徒*よ、）不信仰に急ぐ者たちが、あ

なたを悲しませるようであってはならな

い。本当に彼らは、少しもアツラー*を害

することなどないのだから。アツラー*は

来世において、彼らに（褒美の）分け前な

ど与えないことをお望みなのである。そし

て彼らには、この上ない懲罰があるのだ。

泣

^̂
176.

み'

^
觀177. 本当に、信仰と引き換えに不信仰を買っ

た者たちは、少しもアツラー*を害するこ

となどない。そして彼らには、痛ましい懲
_
がある。

不信仰に陥った者*たちは、われら*が彼

らに（懲罰を下さず）猶予を与えてやっ

ていることを、自分たちにとって善いこ

とだなどと断じて思ってはならない。わ

れらは、彼らが自分たちに罪を上乗せさ

せるべく、猶予を与えてやっているに外

ならないのだから。そして彼らには、屈辱

的な懲罰がある。

.5
^
施4;

178.

1 アーヤ*173 のような言葉で、ムスリム*たちを怖がらせた者のこと（アッ=タバリー
3:2069参照)。
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179. アツラー*は、悪質なものを良質なもの1

から)!り分けられるまでは、信仰者たち

を（今の）あなた方のような状況のまま、

放ったらかしにはされない。また（信仰

者たちよ、）アツラー*は不可視の世界*

のことを、あなた方に知らせることもさ

れない。だがアツラー*は、ご自身の使徒

*たちの中から、かれがお望みになる者

を選ばれ（、啓示によってその一部をお

教えにな）るのだ2。ならばあなた方は、

アツラー*とその使徒*たちを信じよ。も
しあなた方が信じ、（アツラー*を)畏れ

る*のなら、あなた方には偉大な褒美が

ある。

� かち
。

o^aii
〇_53

180. また、アツラー*がそのご恩寵から授け

て下さったものを出しflしみする者は、

それが自分たちにとってより善いこと

だなどと、絶対に思ってはならない。い

や、それは彼らにとって、もっと悪いこ

とである。彼らが出し惜しみしていた物

は復活の日*、彼らの首に巻きつけられ

るのだ3。諸天と大地の遺産はアツラー*

0

^

1「悪質なもの」とは偽信者*、「良質なもの」とは正直な信仰者のこと（ムヤッサル 73 頁

参照)。

2 人は不可視の世界*に立ち入り、他人の心の中の不信仰•信仰を知ることは出来ない。しか

しアッラー*は啓示によって、使徒*に不可視の世界*の一部を明らかにされたり、その手が

かりとなるものをお授けになったりする（アルニバイダーウィー2:121 参照)。家畜章 50
とその訳注、ジン*章 26-27も参照。

3 アッラー*から授かった財産から浄財（じょうざい）*を払わない者の首には、復活の

日*にそれが蛇となって巻きつき、嚙（か）みついてこう言う。「私がお前の財だ！私

がお前の宝だ！」（アル=ブハーリー1403 参照）悔悟章 34-35も参照。尚このアーヤ
*は、ムハンマド*の預言者*性についての証拠を「出し惜しみしていた」ユダヤ教徒*

たちに関して下った、という説もある（アル=パガウィー1:546 参照）。婦人章 37と
その訳注も参照。
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にこそ属する 1。そしてアツラー*は、あ

なた方の行うこと （全て）に通暁され

るお乃〇

批4

^
ビ .し …

「実にアツラー*が貧しく 、私たちが豊か

なのだ」 などと言った者たちの言葉を、

アツラー*は確かにお聞きになった2。われ

ら *は彼らの言ったことと、彼らが預言者

*たちを不当に殺害したこと3を記録して

おこう。そしてわれら*は （来世で、地獄

の中にいる彼らに）言うのだ。「烈火の懲

罰を味わえ」 。

181.

182. それは、あなた方自身が （現世で）行つ

たことゆえ （の報い）である。そしてア

ッラー*はその僕たちに対する、不正*者

などではないのだ。

好

“
お创仏

(彼らユダヤ教徒*たちは、）「本当に、

アツラー*は私たちに （トーラー*の中

で）、いかなる使徒* も信じてはならない、

と命じられたのだ。その者が私たちのも

とに、火が（天から落ちてきて）焼き尽く

すことになる、供え物を携えて来ない限

183.

1 いかなる所有物もその所有主が死亡すれば、遺産として引き継がれる。そして全世界はい

ずれ消滅する運命にあるが、その後に残るのはアツラー*だけである。「諸天と大地の遺産

はアツラー*にこそ属する」 という表現の裏には、こういった意味が含まれている （アツニ

タバリー3:2080 参照)。

2 このアーヤ*は、クルアーン*の 「アツラー*によい貸付をせよ」（雌牛章 245、鉄章 11 な

ど参照）という言葉を聞いたユダヤ教徒*が、アツラー*に貸付をする自分たちこそが豊か

で、貸付を必要とするアツラー* こそが貧しいのだ、などと言ったことに関して下ったとさ

れる （イブン•アビー•ハーテイム 4589 参照)。

3 「預言者*たちを不当に殺害したことJ については> アーヤ*2] 「•..殺す者たち」 の訳注を
参照。
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りは1」と言った者たち。（使徒*よ、彼ら

に）言ってやるがよい。「私以前にも、使徒

*たちは明証2とあなた方の言っているも

のを携えて、確かにあなた方（の先祖）

のもとに到来した。それなのに、どうし

てあなた方（の先祖）は彼らを殺害した

のか？ もし、あなた方が本当のことを

言っているというのなら」。

184. そして（使徒*よ）、もし彼ら（ユダヤ教

徒*たち）があなたを嘘つき呼ばわりした

としても、明証や書卷や光明の書3を携

えてあなた以前に到来した使徒*たちも

(また）、確かに嘘つき呼ばわりされた

のである。

185. 全ての者は、死を味わう。そして復活の

日*、あなた方は（現世での行いに対する）

自分たちの褒美を、余すことなく授かる

のだ。それで、誰でも（地獄の）業火か

ら遠ざけられ、天国に入れられた者は、

確かに（自分が望む最高のものを）勝ち

取ったのである。現世の生活は、偽りの

楽しみに過ぎない。

%5

1 イスラーイールの子ら*の預言者*は、犠牲（ぎせい）を搾（ささ）げて祈ると、天から白
い火が落ちてきて、それを焼き尽くすのが習いだったのだという。これは彼らのでっち上
げか、またはイーサー*と預言者*ムハンマド*はこの習いにおける例外であったが、彼らが
そのことを隠していたか、あるいはこの習いは、既に撤�（てっかい）されたものだった

(アル=クルトウビー4:295-296参照)。

2 この「明証」とは、奇跡や、彼らの正直さを証明する根拠のこと（ムヤッサル 74 頁参照)。

3 この「明証」とは知的•神的根拠、「書簡」とは啓典、「光明の書」とはアッラー*の法
規定、および正しい情報を明らかにする啓典のこととされる（アッ=サァディー159
頁参照)。
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186. (信仰者たちよ、）あなた方は、自分た
かなら

ちの財産やあなた方自身において、必ず

や試練を受けよう1。また、あなた方以前

に啓典を授けられた者*たちや、シルク*

を犯す者たちから、多くの聞くに堪えな
かなら

いことを、必ずや耳にしよう。そして、

もしあなた方が（それらのことに）忍耐*

し、（主*を）畏れる*なら、それこそは

あなた方が決意を固めるべき事柄の内の

ものなのである。

(かつて）アツラー*が、啓典を授けられ

た者*たちの確約をお取りになった時の

こと（を、思い起こしてみよ）。（かれ

は仰せられた。）「あなた方は必ずや、

それ（啓典）を人々に明らかにし、絶対

にそれを隠蔽したりしてはならない」。
すると彼らはそれを背後に放り捨て、そ

れと引き換えに僅かな代価を買った2。彼

らが買う物の、何と醜悪なことか。

187.

お篇口匕ン

^̂
!188. あなた3は絶対に、自分たちが行った（悪)

事に有頂天な者たちや、自分たちがして

もいないことにおいて褒められることを

喜ぶ者たちのことなどを、考えてはなら
ちようばつ まぬが

ない。彼らが懲罰を免れるなどとは、決

して考えてはならないのだ。彼らには、

痛ましい懲罰がある。

1 「財産における試練」とは、義務（ぎむ）の、あるいは推奨（すいしょう）された拠出

(きょしゅつ）や、財産の損失など。「あなた方自身における試練」とは、義務の服従行

為、死傷（ししょう）、愛する人々を失うことなど（ムヤッサル 74 頁参照)。アーヤ*186、
雌牛章 214、悔悟章 16、洞窟章 7、蜘蛛章 2、ムハンマド*章 31、王権章 2とそれらの

訳注も参照。

2 雌牛章 79、174 も参照。

3 この「あなた」については、雌牛章 120「あなた」の訳注を参照。
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189. 諸天と大地の王権は、アツラー*にこそ属

する。アツラー*は、全てのことがお出来

になるお方。

190. 本当に、諸天と大地の創造と夜と昼の交

代の中には、澄んだ知性の持ち主たちへ

の（、アツラーの唯一性*を示す）御徴が

ある。
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191. (彼らは）立ち、座り、横になりつつア

ッラー*を唱念し、諸天と大地の創造を

らが主*よ、あなたはこれらを無意味にお

倉[jりになったのではありません1——あな

たに称え*あれ！

(地獄の）業火の懲罰からお守り下さい。

192. 我らが主*よ、本当にあなたが誰かを（そ

の罪ゆえに、地獄の）業火に放り込まれ

〇ゆえに私たちを、

はずかし

るのなら、あなたは確かにその者を辱め

られたのです。不正*者たちには（復活の

日*) 、いかなる援助者もありません。

み 私G上 ぶ 觸

翕 ぶ 私

193. 我らが主*よ、本当に私たちは、信仰へと

招く者が、『あなた方の主*を信じよ』と

呼びかけるのを聞いて、信仰に入りまし

た。我らが主*よ、ですから私たちのため

に私たちの罪をお赦しになり、私たちの

悪行を帳消しにし、私たちを善行者たち

と共にお召し下さい。

アツラー*はこの偉大で驚異的な創造を、無意味に、英知にもよらず、無益（むえき）に創

られたのではない。そうではなく、偉大な英知と利益ゆえにお創りになった。その利益の

一つが、それ自体がアツラー*を知ること、かれに従（したが）う義務（ぎむ)、かれに反

することを回避（かいひ）する根拠となり、またそこが人々の生活の場となり、それが創

造の原初と復活の様子を知る手がかりとなるためなのである（アル=カースイミー4:1968

参照)。
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194. 我らが主*よ、また、あなたの使徒*たち

(の言葉）によって私たちに約束された

もの1を、私たちにお授け下さい。そして

復活の日*に、私たちを辱めないで下さ

い。本当にあなたは、約束をお破りには

ならないのですから」。
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195. 彼

_
の主*は、彼ら（の祈り）に（こう）

お応えになられた。「本当にわれは、男

女の別なく、あなた方の内の（正しい）

行いをする者の行いを、無駄にはしない

——あなた方は、互いに同等なのである

一一。移住*し、故郷から追放され、わ

が道のために迫害され、戦い、殺された
かなら

者たち、われは必ずや彼らのためにその

悪行を帳消しにし、その下から河川が流

れる楽園に入らせよう。アツラー*の御許

からの褒美として。アツラー*の御許にこ

そ、よき褒美はあるのだ」。

(使徒*よ、）あなた2は、不信仰に陥つ

た者*たちが地上で（商売や旅行などに）

勤しんでいることに、決して惑わされて

はならない。

魯 私 ス 4

^
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(それは一時の）僅かな楽しみで、やが

て彼らの住処は地獄となるのだから。そ

の寝床は、何と醜悪なことか。

198. だが、自分たちの主*を畏れる*者たち、

彼らにはその下から河川が流れ、そこに

永遠に留まることになる楽園がある。ア

ッラー*の御許からの御もてなしとして。

197.

\y0\
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1 つまり勝利、確立、成功、導きといったこと（ムヤッサル 75 頁参照)。
2 この「あなた」については、雌牛章 120「あなた」の訳注を参照。
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アツラー*の御許にあるものは善行者た

ちにとって、（不信仰者*たちが現世で楽

しんでいるもの）より善いものなのだ。

參。LH

^
Sで二3

199. 本当に啓典の民*の中にもまさに、アツラ

一*と、あなた方に下されたもの（クルア

ーン*)と自分たちに下されたものを、信

じる者がいる。彼らはアツラー*に恭順

で、アツラー*の御徴と弓 Iき換えに僅かな

代価を買ったりしない2。それらの者たち

には、彼らの主*の御許にその褒美があ

る。本当にアツラー*は、即座に計算され

るお方*なのだから。

信仰する者たちよ、（アツラー*への服従

において）忍耐*し、（敵との）我慢比べ

に打ち勝ち、前線を守れ。そしてあなた

方が成功するべく、アツラー*を畏れ*る

のだ。

200.

1「恭順」については、雌牛章 45の訳注を参照。

2 アーヤ*187、および雌牛章 79、174 も参照。
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婦人章(アン=ニサーウ）1

慈悲あまねく*慈愛深き*

アツラー*の御名において

為你ホ爲ぼ⑼曝:
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〆
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1 . 人々よく、あなた方を一人の者（アーダム*)

から創られ、彼からその妻を創られ、そし

てその二人から多くの男女を（創り）広め

られた、あなた方の主*を畏れる*のだ。そ

して、あなた方がかれにおいて頼みごとを

し合う2アツラー*と、親戚の絆（の断絶）

を畏れ*よ。本当にアツラー*はもとより、

あなた方（の一部始終）を見守られるお

方である。

2. また、孤児に彼らの財産を与えるのだ3。そ

して（あなた方の財産の）悪いものと、（孤児

の財産の）良いものを取り替えてはならな

い。また彼らの財産を、あなた方の財産と

謎淡㈣咏J

むさぼ

一緒くたにして貪ってもならない。本当に

それは大きな罪なのだから。

1 マディーナ+啓示。女性•孤児•婚姻•夫婦•遺産相続などに関する規定が数多く取り上げ

られていることが、名称の由来とされる。またマディーナ*への移住*の命令とその徳、

ムスリム*をよそに啓典の民*やシルク*の徒、偽信者*らと親密になることへの警告、

正義と公正の勧めと欺瞞（ぎまん）の禁止、イーサー*の神性の否定なども、随所に描

写されている。

2 この解釈としては、当時の人々の間では「『アツラー*に誓って、あなたに頼む』という言

い回しがあったこと」「自分たちの権利を要求する際、アツラー*の御名を言及することで、

その重要性を強調していたこと」「アツラー*において、契約を結んでいたこと」を示して

いる、といった諸説がある（アブー•ハイヤーン3:125参照)。

3 孤児の後見人は孤児をいたわり、（孤児が遺産などによる財産を有するのであれば、）

その財産をよい形で用い、孤児が成人*して十分な能力が備わった際には、財産を不

足なく返却することが義務づけられる（アツ=サアディー163 頁参照）。アーヤ *6
も参照。
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3. もし、あなた方が（女の）孤児に対して公

正を貫けないこと1を怖れるのならば、あな

た方に合法な女性を二人でも、三人でも、

あるいは四人でも娶るがよい。そしてもし

(複数の妻を娶ったら、彼女らを）平等に扱

えないことを怖れるのなら、妻は一人だけ

にするか、あるいはあなた方の右手が所有

するもの（奴隸*女性）だけに（留めておく

のだ）。そうすることが、あなた方が罪を犯

さずにいるために、より無難なのである。

4. そして（夫と

^
:る者たちよ、）女性たちに

は婚資金*を、贈り物として与えるのだ。も
みずか

し、彼女らがあなた方のために、自ら進ん

でその一部を譲歩（し、あなた方に贈与）

するのなら、それを善く、合法なものとし

て受け取るがよい。

5. また、アツラー*があなた方の（生活の）基

盤とされた財産を、無分別な者2に渡しては

ならない。そしてそれでもって彼らを扶養

し、衣服を与え、適切な言葉で話しかける

辦私典

^
從
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のだ。

6. また、結婚（適齢期）3に達するまで、孤児を

試すのだ。そして、もし彼らに十分な分別が

あると認めたならば、彼らの財産を彼らに

渡せ。また、彼らが成人する前にそれを浪費

雄彩撕知司嘴

ぬ_5妓如碑P'城祕

1 自分の後見下にある女の孤児が美しさや財産に恵まれている時に、彼女と結婚できる関係

にある後見人が、通常よりも安い婚資金*を支払って彼女と結婚しようとすること（アル=

ブハーリー4574 参照)。そのような不正*を働いてしまいそうな者は、彼女以外の女性を

公正な婚資金*を払って娶ることを命じられている（ムヤッサル 77 頁参照)。関連して、

アーヤ*127とその訳注も参照。

2 財産を、適切な形で管理運営する能力に欠けた者のこと（前掲書、同頁参照)。

3 つまり成人すること（前掲書、同頁参照)。頻出名•用語解説の「成人*」の項も参照。
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したり、先手を取って使い込んだりしては

ならない。（後見人が）裕福ならば、（孤児

の財産に対して）慎ましくあるようにし、

貧乏ならば、（そこから必要に応じて）適度

に使うがよい。また、彼ら（孤児）にその
んかん

財産を返還する時には、彼らに対して証人

を立てるのだ。アツラー*だけで、清算者*

は十分なのである。

巡 铜 尊 槪 姆

②

7. 多かれ少なかれ、男性には両親と近親が残

したもの（遺産）からの取り分があり、女

性にもまた両親と近親が残したもの（遺産)

からの取り分がある。定められた取り分と

して、である。

8. そして（遺産の）分配の場に（相続権を有

さない）親戚や孤児や貧者*らが現れたら、

そこからいくらかのものを施してやるの

だ。そして彼らには、適切な言葉1で話しか

與 も 施i

- ノ

0

けよ。
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9. もし自分たちの（死）後に貧弱な子孫を残

せば、彼ら（の身）を案じる者には、（自

分の後見下にある孤児らのことも、それと

同様に）恐れさせよ。そしてアツラー*を畏

れ2させ*、的確な言葉を語らせる3のだ。

1 ここでの「適切な言葉」とは、全く、あるいは僅かばかりしか彼らに施してやれないよう

な場合に、そのことを詫びる言葉であるとか、または夜の旅章アーヤ*28 にあるように、

彼らへの祈願の言葉である、とかいう説などがある（アッ=タバリー3:2164-2165参照)。

2 ここでは特に、孤児を始めとした自分の後見下にある者の財産•養育•保護などの義務にお

いて、かれのお怒りを恐れる、という意味合いが強いと言われる（ムヤッサル 78頁参照)。

3 この「的確な言葉」とは、孤児に対しては、自分の実子に対するような慈しみの念とよい

作法でもって話すこと。また瀕死（ひんし）の病人に対しては、節度のある遺言と、相続

人の権利の遵守、そして悔悟とシャハーダ*の言葉を勧めること。また相続権のない貧者た

ちには、本頁の訳注 1 にあるような言葉。あるいは遺言の際に、その額が全財産の三分の

一を超えないようにすることである、などと言われる（アル=：バイダーウィー2:152 参照)。



e 、

^
一t4•婦人章

. 本当に孤児の財産を不正*に貪る者/

^
ち

は、炎を食べて（、それを）腹の中に.め
込んでいるに外ならない。そして彼らは、

(地獄の）烈火の中に入り炙られることに

なるのだ。
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l i. アツラー*はあなた方に、あなた方の子

供（の相続）に関して（このように）

命じられる：男には、（その姉妹であ

る）女の倍の取り分がある。もし（男

がおらず）女が二人以上いる場合、彼

女たちには（親の）遺したもの（遺産）

の三分の二が（配当分として）ある。

そして女一人しかいない場合には、彼

女には（遺産の）半分がある。彼（故

人）に子供があるならば、その両親に

は各々、彼の遺産から六分の一がある。

彼（故人）に子供がなく、その両親（だ

け）が彼を相続した場合、母親には三

分の一がある。彼（故人）に複数の兄

弟姉妹がいる場合、母親には六分の一

である。（これらの分配は、）彼が遺し

た遺言（の実行）と、（抱えていた）債

務の（清算）後に（行われる）。あな

た方の父母とあなた方の子供と、どち

らがあなた方にとってより有益1かを、

あなた方は知らないのだ。（これらは）

アツラー*からの義務として（定められ

たもの）。本当にアツラー*はもとより

全知者、英知あふれる*お方なのだ。

1 この「有益さ」とは、現世においては遺産の相続•祈願•施（ほどこ）しなど、そして来世

においては、お互いの執り成しのことについてである、とされる。ゆえに、ここでの「父

母」及び「子供」は一親等に留まらず、それ以上の尊属直系•卑属直系も含まれ得る（イブ

ン•アル=ジャウズイー2:29、アル=クルトウビー5:74-75参照)。
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(男たちよ、亡くなった）あなた方の妻に子

供がない場合、あなた方には彼女らのiした

物 （遺産）の半分がある。そしてもし彼女ら

に子供がある場合は、あなた方には彼女らの

遺した物の、四分の一がある。（これらの分

配は）彼女らが遺した遺言（の実行）と、（抱

えていた）債務の （清算）後に （行われる）。
また （男たちよ）、あなた方に子供がない場

合、彼女ら （あなた方の妻たち）にはあなた

方の遺した物の四分の一がある。そしてあな

た方に子供がある場合、彼女らにはあなた方

の遺した物の八分の一がある。（これらの分

配は）あなた方が遺した遺言 （の実行）と、

(抱えていた）債務の （清算）後に （行われ

る）。もし、男あるいは女が、子供も親もな

い状態で （亡くなって）遺産を遺す場合、彼

(または彼女）に （異父）兄弟か姉妹が一人

だけいるのなら、その各々には （遺産の）六

分の一がある。そしてもし （その異父兄弟姉

妹が）それ （二人）以上であれば、彼らは三

分の一を共同で受け取る。（これらの分配は、

故人によって）遺された害悪のない遺言（の

実行）と、 （抱えていた）債務の （清算）後

に （行われる）。（これらは）アツラー*か

らの仰せ付け （としてのもの）。アツラー*

は全知者、寛大な*お方であられる。

0-1
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それらは、アツラー*の決まり。アツラー*

とその使徒*に従う者は誰であろうと、か

れ（アツラー*) がその下から河川の流れる

楽園に、その者をお入れになる。（彼らは）

そこに永遠に留まるのだ。それはこの上な

い成功なのである。
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. そして、アツラー* とその使徒*に逆らい、

かれ（アツラー*) の決まりを破る者は誰で

も、かれ （アツラー*) がその者を地獄にお

入れになる。（彼は）そこに永遠に留まる

のだ。彼には、屈辱的な懲罰がある。

あなた方の女性の内、 醜行1を働いた者が

あれば、あなた方の内から彼女らに対し、

(それを証言する）四名の証人を立てよ2。

もし彼らが （それを）証言したならば、彼

女らが天寿を全うするか、あるいはアツラ

一*が彼女らのために （別の）道3をお決めに

なるまで、彼女らを家の中に拘束するのだ。

. そしてあなた方の内、それ （婚外交渉）を

犯した二人を害せ4。彼らが悔悟して （行い

を）正したならば、彼ら （への仕打ち）か

ら身を引くがい。本当にアツラー*はもと

より、よく悔悟を受け入れられるお方、慈

愛深き*お方であられるから。

づ〆*
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15.

16

l ここでの 「醜行」 は、婚外交渉のこと。またアツ = タバリー*によれば、ここでの 「女性」
とはその時点で配偶者がいるかどうかに関わらず、「防護された女性 （ムフサナ*)」 のこと
(3:2188 参照）

2 信頼性のあるムスリム*成人*男性 （信頼性に関しては、頻出名•用語解説の 「真正*」 の項

②も参照）四人が、互いの証言において矛盾の認められない形で、美際に性交を目視した

ことを正確に証言すること。尚その証言に十分な根拠と信頼性が認められなかった場合、

彼らは逆に名誉毀損 （きそん）の罪で罰されることになる。また当人が未成年や精神異常

などの理由で責任能力を有していなかったり、自ら選択して行った行動ではなかったり、

あるいは婚外交渉の非合法性に無知だったりした場合も、罪には問われない。また四人の
証言がなくても、自白によって罪は確定する。御光章 2 の訳注も参照。

3 こ の 「拘束」 に取って代わる 「別の道」 とは、御光章 2 や預言者*ム ハ ン マ ド*から伝わる

複数の伝承に基づく 、婚外交渉に対する刑罰の規定 （アーヤ*の撤回については、雌牛章

106 の訳注を参照)。四大法学派*は、男女のムフサン*には石打ち刑を、非ムフサンには百

回の鞭打ち刑を科すこと （一定期間の追放もを科すかどうかは、学派によって異なる）で
一致している （クウエイト法学大全 41:122 参照)。なお刑の確定と執行はイスラーム*法
治国家監督の下、様々な厳しい条件を全て満たした場合のみ可能になる。

4 非難の言葉や、靴で叩くなどして 「害する」 こと。これもアーヤ*15 同様、後に撤回され

た。一説にこの 「二人」 とは、ムフサン*ではない男女 （イブン•カスイール 2:235 参照)。
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6ね:

^
ほ�17. アツラー*が悔悟をお受け入れになるのは、

無知ゆえに 1悪事を犯しても、その後すぐに
2悔い改める者だけである。そしてそれら

の者たちこそ、アツラー*が悔悟をお受け入

れになる者たちなのだ。アツラー*はもとよ

り、全知者、英知あふれる*お方。

辟�❾

こめ

J6<^_P^
18. そして （アツラー*に受け入れられる）悔悟

とは、あなた方の内、悪行を行い続け、死

が訪れる時になって 「私は今、悔い改めま

した」などと言う者たちや、不信仰者*のま

まで死を迎える者たちのためのものでは

ない3。それらの者たちのためにこそ、われ

ら*は痛ましい懲罰を準備しておいたので

ある0

54911
^
>6〇,

19. 信仰する者たちよ、嫌がる女性 （自身）を

相続すること 4は、あなた方に許されない。
また、あなた方 （夫）は、（婚資金* として）

妻に贈った物の一部を持ち去ろうとして、

彼女らに嫌がらせをしてはならない5。但

1 故意にせよ、そうではないにせよ、罪を犯す者とは、 そうすることによる自らの結末

とアッラー*のお怒りについて無知であるがゆえに、罪を犯すのである （ムヤッサル

80 頁参照)。

2 死が訪れる前に、ということ （ムヤッサル 80 頁参照)。あるいは、遅らせることなく、す

ぐに （アル=カースィミー1154-1155 参照)。

3 関連するアーヤ* として、家畜章 158 とその訳注も参照。

4 ジャーヒリーヤ*では、妻が未亡人となった場合には、息子など、彼女の亡き夫に最も近縁

の男性が彼女自身を相続するという悪習があった。そして彼は望むなら彼女を自分自身で

娶 （めと）ったり、誰かに嫁がせたり、あるいは誰にも嫁がせずに生涯独身でいさせる、

ということも出来た （アッ = タバリー3:2203-2206 参照)。尚、「嫌がる」 は単なる描写で

あり、たとえ嫌がってはいなくても、そのようなことが合法なわけではない （アル=カー
スィミー1157 参照)。

5 妻を嫌うがゆえに、妻の方から離婚を求めさせ、その代償として自分が払った婚資金*の一
部をせしめようとすべく 、嫌がらせをすること （アル=パガウィー1:588 参照)。雌牛章

229 とその訳注も参照。
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し、彼女らが紛れもない醜行1を働いた場

合は別である。また妻とは、適切な形で付

き合う 2のだ。もし、あなた方が （何らかの

現世的理由ゆえに）彼女らを嫌ったとして

も （、忍耐*せよ）3。あなた方は、アツラ

一*がそこに沢山の善きものをご用意下さ

ているものを、嫌っているのかもしれな

いのだから。

あなた方が （現）妻を （離婚して、他の）

女性と取り替えたいならば、彼女 （現妻）

に （婚資金* として）大金を贈っていても、

そこから一銭たりとも取り返してはなら

ない4。あなた方は大嘘と紛れもない罪を犯

して、それを取り戻そうというのか？

一体、あなた方はそれ （妻に贈った婚資金

*)をいかに取り戻すというのか？ あなた

方は既に近づき （交わり）合い、彼女らは

あなた方から厳粛なる確約5を得ていると

いうのに。

つ

5

^
=

^
ゆ3、ぢ、》ぬ

仙海、�J3

^
>\ jAij <

^
JC

^
Z=>J

^===̂ .C

^
\

^
====

^̂
.

i この「醜行」 は、婚外交渉のほか、夫への口の悪さ、嫌がらせなども含まれるとされる （ア

ツ =タバリー3:2208-2211 参照)。

2 敬意と愛情をもって接し、妻への義務をきちんと果たすこと （ムヤッサル 80 頁参照)。預

言者*は仰 （おっしゃ）った ：「あなた方の中で最善の者は、自分の妻に対して最善の者で

ある」（アル=ハーキム 7406 参照)。

3 預言者*は仰 （おっしゃ）った：「男の信仰者が、（妻である）女の信仰者を （完全に）嫌っ

てはならない。もし彼女のある性格が嫌でも、別の一面を気に人るようにせよ」（ムスリム

「養育の書」 61 参照)。

4 他の新たな女性と結婚したいがために、現妻にわざと嫌がらせをし、妻の方から離婚を求

めるように仕向け、その結果彼女から代償をせしめようとすることを指す （アッ = タバリ

-3:2212 参照)。

5 「厳粛なる確約」 とは、男性が妻に対して適切かつ親切に接し、やむなく離婚するにして

も、いたわりの念をもってそうすること （雌牛章 229 も参照)。また、男女が肉体関係を

合法なものとする結婚の契約自体、非常に厳 （おごそ）かで神聖なものである （前掲書

3:2214-2216 参照)。
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2 2. あ な た 方 の 父 が 結 し;

^
女 性 と、結 婚 し て は

な ら な い。但 し、既 に 過 ぎ 去 っ た こ と 1は 問

わ れ な い。本 当 に そ れ は 醜 行、憎 む べ き こ

と2で あ り、何 と 忌 ま わ し い 道 で あ る こ と か。

2 3. あ な た 方 （男 性）に は、（以 下 の 女 性 を 娶

る こ と が）禁 じ ら れ た ：あ な た 方 の 母 親

た ち3。あ な た 方 の 娘 た ち4。あ な た 方 の 姉

妹 た ち。あ な た 方 の 父 方 の 叔 （伯）母 た

ち。あ な た 方 の 母 方 の 叔 （伯）母 た ち。

兄 弟 の 娘 た ち5。姉 妹 の 娘 た ち6。あ な た 方

に 授 乳 し た 乳 母 た ち。乳 姉 妹 た ち。あ な

た 方 の 妻 の 母 親 た ち。あ な た 方 が 床 入 り

し た 妻 か ら （の 連 れ 子）で、あ な た 方 の

家 で 養 育 さ れ た 娘 た ち7

方 が ま だ 彼 女 ら （そ の 母 親）と 床 入 り し

て い な け れ ば、（そ の 娘 を 娶 る こ と に）罪

は な い
8、あ な た 方 の 息 子 の 妻 た ち。ま た、姉 妹

同 士 を （同 時 に）娶 る こ と （も 禁 じ ら れ

た）。但 し 過 ぎ 去 っ た こ と9は、問 わ れ な
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も し、あ な た

。あ な た 方 の 後 背 部 か ら 出 た

1 ジャーヒリーヤ*において、既に行ってしまったこと （ムヤッサル 81 頁参照)。

2 そのようなことは、アッラー*と創造物にとって憎むべきことであり、親子間の憎悪をもた

らす原因である （アッ=サアディー173 頁参照)。

3 この 「母親」 には、それ以上の父方•母方の女性尊属 （そんぞく）も含まれる （ムヤッサル

81 頁参照)。

4 この「娘」には、孫娘など、それ以下の女性卑属 （ひぞく）も含まれる （前掲書、同頁参照)。

5 上記訳注を参照 （前掲書、同頁参照)。

6 上記訳注を参照 （前掲書、同頁参照)。

7 「あなた方の家で養育された」 という言葉は、条件ではなく典型的状況の描写に過ぎない。
大半の学者によれば、もし連れ子の娘が継父の家で養育されていなくても、彼女の母親と結

婚し、床入りした後の男性と彼女との結婚は禁じられる（イブン•アーシュール 4:299 参照)。

8 これは養子ではなく 、実の息子であることを強調する表現 （イブン•カスイール 2:253 参

照)。「後背部」 については、夜訪れるもの章 7 の訳注も参照。

9 「過ぎ去ったこと」 については、アーヤ*22 の同表現に関する訳注を参照。
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^
一v

い。本当にアツラー*はもとより、赦し深

いお方、慈愛深い*お方であられる。

24. また、夫のある女性 （もあなた方に禁じら

れた）。但し、あなた方の右手の所有する

者 （奴隸*女性）は別である 1。あなた方に

対するアツラー*のご命令として （、アツラ

一 *はこれらの女性との結婚を禁止され

た）。それら以外 （の女性）であれば、あ

なた方が自らの財産 （婚資金*) をもって、

貞淑に、姦淫を犯すことなく、（彼女らと

の結婚を）望むことは、あなた方に許され

ている。あなた方が彼女らから悦びを得た

ら、義務として定められた婚資金*を、彼女

らに贈れ2。義務 （である、結婚契約におけ

る婚資金*額の合意）の後、あなた方（双方)

が合意したものについては、 （その額を変

更しても）あなた方に罪はない。本当にア

ッラー*はもとより全知者、英知あふれる*

お方である。
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25. あなた方の内、自由民の信仰者女性を娶る

力のない者は、あなた方の右手が所有する

信仰者の娘 （奴隸*女性）たちから （娶るが

アツラー*は、あなた方の信仰心

を最もよくご存知である。あなた方は、お

。それであな

よい)

互いに繫がっているのだ3-
た方は彼女らの所有者たちの承諾を得て、

1 これは、戦争の際に捕虜となり奴隸*となった、夫がある女性のこと。このような者は、一
回の月経を確認した後、結婚することが合法となる （ムヤッサル 82 頁参照)。

2 イスラーム*法に沿った正しい結婚の下、妻と性交渉をした時点で、前もって合意していた

婚資金*の全額支払い義務が確定する （アル= クルトゥビー5:129 参照)。

3 全ての者はアーダム*の子孫ゆえ、血縁でつながっている。または、イスラーム*という宗教

でつながっている。このアーヤ*が下った背景には、アラブ人たちが奴隸*との間に産まれる

子供を見下し、卑下（ひげ）していたという状況がある（アッ =シャウカーニー1:722 参照)。
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^
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^
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彼女らと結婚するがよい。そして彼女ら

に、適切な形1で婚資金*を贈るのだ。（彼
か ん し

女らが）貞淑で、 （公然と）姦淫を犯すの

でもなく 、情夫を持ったりもしないよう

に。結婚した後、彼女らが （婚外交渉の）

醜行を働いたならば、彼女らには、自由

民の女性が課されるもの（罰）の半分2が課

せられる。それ （奴隸*女性との結婚）は、

あなた方の内で苦難3を恐れる者のためで

ある。そして （貞節さを保ちつつ、彼女ら

と結婚せずに）忍耐*する方が、あなた方に

とってよりよいのだ4。アツラー*は赦し深

こ
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じ あ い

いお方、慈愛深い*お方である。

知成;

^
:

^
4�14

⑮诊ム

^
;

^
4

^
26. アツラー*はあなた方に （正しい教えを）明

示して、あなた方を以前の者たちの （正し

い）道へと導き、あなた方の悔悟をお受け

入れになることを望まれている。アツラー

*は全知者、英知あふれる*お方。

Jo

^^
====Clp27. アツラー*は、あなた方の悔悟をお受け入れ

になることをお望みになる。そして欲望に

従う者たちには、（正しい宗教から）大き

く逸脱することを望まれるのだ。

28. アツラー*は、あなた方 （の負担）を軽減す

るよう望まれる。人間は弱く創られている

のだから。

i つまり遅らせたり、害を及ぼしたり、減額したりしないこと （アル=バイダーウィー2:173

参照)。

2 ここでの「自由民の女性」とは、ムフサナ*ではない自由民女性のこと。ゆえに 「罰の半分」

は、五十回の鞭打ちの刑 （御光章 2、アツ = タバリー3:2249 参照)。追放刑については、

諸説あり。

3 姦淫（かんいん）の罪のこと。あるいはそれゆえの刑罰（アル=バイダーウィー2:174 参照)。

4 関連するアーヤ*として、御光章 33 とその訳注も参照。
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j^y\\ikJ\3^\jS\l ytl^b29. 信仰する者たちよ、あなた方の間で自分た

ちの財産を不当に貪ってはならない。しか

し、あなた方の間で合意のもとに行われる

商売取引であるなら、別である。そしてあ

なた方自身を殺してはいけない1。本当にア

ツラー*はもとより、あなた方に対して慈愛

深い*お方であられる。

30. そして、そのようなことを侵害と不正*

をもってする者は、われら*が業火に放り

込んで炙ってやろう。そのようなことは

アツラー*にとって、そもそも容易いこと

なのだ。

(信仰者たちよ、）もしあなた方が禁じら

れている大罪*を避けるのなら、われら*は

(それ以外の）あなた方の悪事2を帳消し

にし、あなた方を栄誉ある入り所（天国）

に入らせよう。
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31.

32. アツラー*があなた方のある者に対し、

他の者よりも多くお恵みになったもの

に関して、羨望するのではない。男たち

には彼らが稼いだもの（行い）による取

り分があり、女たちにも彼女らが稼いだ

もの（行い）による取り分があるのだ。

(羨望する代わりに）アツラー*の恩寵

を乞うがよい。本当にアツラー*はもと

より、全てのことをご存知であられるお

方なのだから。

1 信仰者どうし殺し合ってはならないし、互いの財を不当に貪り合ったりして、間接的に殺

し合うような真似をしてもならない、という意味。また、自殺してはならない、という意

味も含まれるとされる（アル=バガウィー1:602-603参照)。

2 ここでの「悪事」とは、大罪*には至らない小さな罪のことである、と言われる（ムヤッサ

ル 83頁参照)。
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33. われら *は各人に、その両親と近親が残すも

のの相続者たちを定めた。そして、あなた

方が （盟約の）誓いを交わした者にも、そ

の取り分を与えよ 1。本当にアツラー*はも

とより、全てのことの証人であられる。
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男たちは女たちの監護役である。それはア

ッラー*が、一方 （女たち）よりも多くのも

のを他方 （男たち）にお授けになったため

:U .

み ず か

であり、また彼らが （妻たちのために）自

らの財産から拠出するためである。正しい
*女たちとは従順で2、（夫の）不在にもア

ッラー*のご守護によってよく遵守する3

者。そしてあなた方が（自分たちに対する）

その不従順さを怖れる女たちは、 （まず

は）彼女らを （よき言葉で）戒め、 （それ

でも効き目がなければ）寝室で彼女らを遠

ざけ4、そして （それでも効き目がなけれ

ば、）叩くのだ5。もし彼女らがあなた方に

1 イスラーム*初期においては、盟約の誓いを交わした人々の間の相続が認められていた。し
かし遺産相続を定めるアーヤ*が下った後、それは撤回された （ムヤッサル 83 頁)。戦利

*章 75 とその訳注も参照。また、アーヤ *の撤回については、雌牛章 106 の訳注を参照。

2 アッラー*に、そして夫に対して従順なこと （前掲書 84 頁参照)。相手が夫であるかどう

かに関わらず、ムスリム*にとっての服従とは、あくまでイスラーム*の教えと法に適った

ことに関してである。預言者*は仰 （おっしゃ）った：「ムスリム*は好むことにおいても嫌

うことにおいても、（指導者の）言うことをよく聴き、服従する義務がある。但しアッラー
*への不服従を命じられた場合は別であり、それを命じられた場合には聞き入れたり、服従

したりしてはならない」（アル=ブハーリー7144 参照)。

3 自分自身の貞節さを始め、夫の財産•家•秘密などを守ること （イブン•ジュザイ 1:188 参照)。

4 「寝室で彼女らを遠ざける」 の解釈には、「一緒の寝具で寝ない」「寝る時に背中を向けて

寝る」「性交しないことのたとえ」「同じ家で夜を過ごさない」 という説などがある （アッ

=シャウカーニー1:738 参照)。

5 その目的はあくまで訓戒であり、身体的苦痛を味わわせることではない。ゆえに頭部など
の急所を避け、傷や大きな痛みなどを与えない程度のものであるべきとされる （クウエイ

卜法学大全 24:10 参照)。また一説には、それは細い木の枝で叩くことである （イブン•ア
ビー•ハーティム 4:944 参照)。

〇卩
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^従順にするのなら、彼女らに （それ以上

の）咎め立てをするのではない。本当にア

ツラー*はもとより、至高の*お方、大いな

る*お方であられる。

(夫婦それぞれの後見人たちよ、）あなた

方が（夫婦）両人の不和を知ったなら、（事

情の調査と問題の解決に臨ませるべく 、）

彼の一族から一人の仲裁人と、彼女の一

族から一人の仲裁人を遣わすのだ。もし

( 仲裁人）両人が （夫婦間の）改善を望

むのであれば、アツラー*は （夫婦）両人

の間を正しく導いて下さろうから 1。本当

にアツラー*はもとより全知者、通暁され

ているお方。

36. アツラー*を崇拝* し、かれと共に何ものを

も並べてはならない2。そして両親に孝行

し、親戚、孤児、貧者*、近い隣人、遠い隣人
3、道連れの仲間4、旅路 （で苦境）にある

者、あなた方の右手が所有する者 （奴隸*)

にも （、善行を尽くせ）。本当にアツラー
*は、尊大ぶった者、高慢ちきな者をお好み

にはならない。

1

^
てぬ/!

^
35.

ジ44他

^1 一説には、一番目と二番目のいずれの 「両人」 ともに、仲裁人のこと。また一説には、い

ずれも夫婦のことを指す （アル=バイダーウィー2:186 参照)。

2 アッラー*以外に主があると信じたり、アッラー*以外のものに崇拝*行為を捧 （ささ）げた

りしてはならない、ということ （ムヤッサル 84 頁参照)。頻出名•用語解説 「アッラーの

唯一性*」「シルク*」 も参照。

3 「近い隣人」 と 「遠い隣人」 の解釈には、「血縁上の距離」「家の距離」「宗教上の距離 （つ
ま り 前 者 が ム ス リ ム * 、後 者 が 啓 典 の 民 *)」 と い っ た 諸 説 が あ る （ア ッ = タ バ リ ー

3:2311-2314 参照)〇

4 「道連れの仲間」 とは一説に、学習、仕事、製造、旅行など、全てのよいことにおける仲

間。一説には、女性のこと （アル=バイダーウィー2:187 参照)。
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37. (彼らは）けちで、人々にもまた吝嗇を勧

め、アツラー*が彼らに授けて下さつた恩恵

を隠蔽する者たち1。われら*は、不信仰者*

たちに屈辱的な懲罰を準備しておいた。

38. また （彼らは、）人々の視線ゆえにその財

産を施し、アツラー* も最後の日* も信じな

い者たち。誰であろうとシャイターン*が自
あ い ぼ う

分の相棒である者、それは相棒として何と

まわしいことか。

ii\ 匕®ハ
39. もし彼らがアツラー* と最後の日*を信じ、

アツラー*が彼らに授けて下さつたものか

ら施したところで、一体何 （の害）になろ

うか？ アツラー*はもとより彼らを、よく

ご存知のお方。

40. 本当にアツラー*は、ほんの僅かな重みさえ

も、不正*に扱われたりはしない2〇そして

(その僅かなものが）善行であるならば、

それを何倍にもされ、そしてその御許か

ら、偉大なる褒美をお授けになるのだ。

(使徒*よ、復活の日*、）われら*が各共同

体から証人3を連れて来たら、そしてあなた

をこれらの者たち4に対する証人として連

②⑶㈡

Ŝ̂ rJ

41.

l 彼らが吝嗇し、隠蔽していたアッラー*からの恩恵の内でも最たるものは、ムハンマド*の
預言者*性の真実に関するものであった。彼らはそれを知っていたにも関わらず、その隠蔽

に努めた （アッ = タバリー3:2321 参照)。イムラーン家章 180 と、その訳注も参照。

2 つまりアッラー*は僅かばかりも、人の善行を減らしたり、悪行を上乗せしたりすることは

ない （アッ =サァディー179 頁参照)。洞窟章 49、預言者*たち 47、ルクマーン章 16、地
震章 7-8 も参照。

3 アッラー*の教えをその民に伝達した、各使徒*のこと。民が使徒*に対し、どのような態度

でもって応じたかを証言する （ムヤッサル 85 頁参照)。

4 「これらの者たち」 には、「彼の全共同体」「クライシュ族*の不信仰者*を筆頭とする、全
ての不信仰者*」 といった説がある （アル=クルトウビー5:198 參照)。
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れて来たら、（彼らの有様は）いかなるも

のとなろうか？

42. その日、不信仰に陥り、使徒*に従わなか

た者たちは、大地と共に平らにされ（てウ
よみがえ

土となり、 蘇らされることなどなかつ）

たなら、と願う。彼らはアツラー*に対して、

何一つ黙秘できない1のである。

信仰する者たちよ、あなた方が酔っ払った

時2には、自分の言うことが理解出来るよう

になるまで礼拝に近付いてはならない。ま

た、ジャナーパ*の状態にある時も、ただそ

こを通過する者3以外は、全身沐浴した後で

なければ（礼拝と礼拝所に近付いてはなら

ない）。もし、あなた方が病気4や旅行中で

あったり、あなた方の誰かが窪地から（戻

って）来たり5、女性と交わったりした後に

(穢れを清めるための）水を見つけられな

かった時は、清浄な地面へと向かい（それ

に触れ）、あなた方の顔と両手を撫でよ6。

43.

海如龄你'ふ!ぬ
1?

む

^^
3 4 項;！

^
かんじよ

本当にアツラーはもとより、よく寛恕され

るお方*、赦し深いお方である。

1 復活の日*に不信仰者*らは、彼らがシルク*の徒などではなかったと誓う（家畜章 23参照）

が、アッラー*は彼らの口を封じられる。すると、彼らの手足が現世での彼らの行いを語り

出し（御光章 24 参照)、彼らはそれを隠すことが出来ない（アッ=タバリー3:2329-2330
参照)。消息章 40とその訳注も参照。

2 これは、酒などの酔いを引き起こす物の摂取を、完全に禁じる命令が下る前のアーヤ*であ

る（前掲書 3:2332参照)。詳しくは、雌牛章 219とその訳注を参照。

3 マスジド*の中でジヤナーパの状態になったりすることで、やむを得ず、マスジドを通過

しなければならない者のこと。別説では「旅行者」。その場合、「ジヤナーパの状態にあ

る旅行者は、水が見つからない場合、タヤンムム*をして礼拝してもよい」という解釈とな

る（アル=バガウィー1:627 参照）。

4 ここでの「病気」は、水に触れたら症状の悪化が予想される類の病気のこと（ムヤッサル

85 頁参照)。

5 排便することの婉曲（えんきよく）的表現。当時のアラブ人には、そのような場所で排泄

する習慣があった（アッ=タバリー3:2338参照）。

6 この清め方はタヤンムムと呼ばれる。詳しくは、頻出名•用語解説「タヤンムム」を参照。
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44. (使徒*よ、）あなたは、啓典を幾ばくか授

けられたにも関わらず（導きを売って）

迷妄を購い1、あなた方（信仰者たち）を

(も、彼らと共に）道に迷うことを望んで

いる者たちを知らなかったのか？

11

^
翻

45. アツラー*はあなた方の敵を、最もよくご存

知である。庇護者*としてアツラー*は万全

であり、また、援助者としてアツラー*は万

全である。

0%

^
�

は 應 城 料j

46. ユダヤ教徒*である者たちの中には、（啓典

の）言葉を（本来の）意味合いからすり替

え、また（預言者*ムハンマド*に対し）そ

の舌を歪め、宗教を誹謗して（こう）

(民がいる）。「私たちは（あなたの言葉

を）聞きはするが、（あなたの命令には）

逆らう」。「聞いてみよ、聞きはしないだ

ろうが」2。「私たちに配慮せよ」3。もし

彼らが「私たちは聞き、従います」「（私

たちのことを）聞いて下さい」「私たちを

見守って下さい4」と言うのならば、それが

彼らにとってより善く、より正しいのであ

る。しかしアツラー*は彼らの不信仰ゆえ、

彼らを呪われた5。彼らは、僅かばかりしか

信仰しないのだから。

m 0

1 これは、トーラー*による知識を頂き、預言者*ムハンマド*の使徒*性の正しさを示す証拠

を知っていながらも拒否した、ユダヤ教徒*らの描写（ムヤッサル 85頁参照)。

2 つまり「私たちのことを聞け、でも私たちはあなたのことを聞かない」、あるいは「聞いて下さ

い」と口では言いつつ、心の中では「聞くな」と言っていた（アル=バガウィー1:641参照)。

3 雌牛章 104 とその訳注を参照。

4 雌牛章 104と、その訳注を参照,

5「アツラー*の呪い」については、雌牛章 88の訳注参照。
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㊣ 你47. 啓典を授けられた民*よ、あなた方のもとに

あるもの （トーラー*) を確証する、われら

*が下したもの （クルアーン*) を信じよ。
われら*が(不信仰の報いとして)顔を消し、

それを後ろ向きにしてしまう前に。あるい

は、われらが土曜日の人々1を呪ったよう

に、彼ら2を呪ってしまわない前に。アツラ

一*のご命令はもとより、成し遂げられるこ

とになっているのだ。

48. 本当にアツラー*は、かれと共に （何かが)

並べられること （シルク *) をお赦しになる

ことはないが、それ以外のことは、御心に

適う者にお赦しになる。アツラー*に対して

シルク *を犯す者は誰でも、この上ない罪を

確かに捏造しているのだ。

(使徒*よ、）あなたは、自分自身の清らか

さを主張する者たち3を知らなかったの

か？ いや、アツラー*がその御心に適う

者を、お清めになるのだ。そして彼らは、

糸くず4ほどさえも不正*に扱われること

がない。

49.

1 「土曜日の人々」 に関しての詳細は、雌牛章 65、高壁章 163-166 とその訳注も参照。

2 ここでの 「彼ら」 とは、一説には 「顔を消され、後ろ向きにされた者たち」 のこと。ある

いは 「イルティファート （転換)」 と呼ばれる、アラビア語独特の修辞法によって、人称が

二人称から三人称に変換しているのだ、とも言われる。つまりこのアーヤ*で啓典の民*は、

イスラーム*の信仰へと招かれているが、信仰を拒否した場合の結果としての懲罰を、あえ

て彼らに直接結び付けて描写しないことで、その誘いをより効果的なものにしているのだ

という （アブー•ハイヤーン 3:267-268 参照)。

3 この主張が何かについては、「雌牛章 111、食卓章 18 にあるような言葉」「自分たちは子

供のように罪がないということ」「ご先袓様が執り成してくれること」「お互いへの称賛」

といった諸説がある （アツ =シャウカーニー1:762 参照)。

4 原語では 「ファティール」。ナツメヤシの実の種に付着した、細い糸状の物質。または、手

や指をこすり合わせた時に出る手垢のこと。いずれにせよ、非常に微々 （びび）たる物の

たとえ （アツ =タバリー3:2269-2270 参照)。
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(使徒*よ、）見よ、彼らがアツラー*に対

して、いかに嘘をでっち上げているかを。

それだけで十分、明白な罪に値するのだ。

(使徒*よ、）あなたは知らなかったのか？

啓典を幾ばくか授けられたにも関わらず、

ジブトとターグート1を信じ、不信仰者*た

ちに対して「これらの者たち（不信仰者*)

は信仰する者たちよりも、より正しい道に

導かれている」と言う者たちを？

それらの者たちは、アツラーxが呪い給うた

2者たちである。誰であろうとアツラー*が

呪い給う者に、あなたはいかなる援助者も

見出すことがないのだ。

いや、彼らには、王権の一部でも属してい

るというのか？3 では、そうであったとし

ても、彼らは斑点一つ4ほども人々に与えは

しないであろう。

50.

砂U

©レ你秦

51.

52.

53.

ゲぶ卿略j：趣 i54. いや、彼らはアツラー*がお授けになった恩

寵に対して、人々を詰んでいる5のか？

われら*は確かに、イブラーヒーム*の一族

1 アッ=タバリー*によれば「ジブト」と「ターグート*」とは、アッラー*を差しおいて崇拝
*されたり、従われたりする全ての対象のことである。その意味では偶像もシャイターン*

も、魔術師も巫女（みこ）も、あるいはアッラー*とその使徒*に対する不信仰と敵対行為

において指導的役割を担っていた者たちも、全てこの中に含まれることになる

(3:2371-2374参照)。

2「アツラー*の呪い」については、雌牛章 88の訳注参照。

3 ユダヤ教徒*らが、王権または預言者*に相応しいのは自分たちであると信じ、アラブ人に

従うことなど不可能だと考えていたことを指すと言われる（アッニラーズィー4:103参照)。

4 原語では「ナキール」であり、ナツメヤシの実の種にある小さな斑点、あるいは穴のこと

であると言われる。つまり、非常に微 （々びび）たる物の代名詞（ムヤッサル 87 頁参照)。

5 ここでの「恩寵」はムハンマド*の使徒*性を、「人々」は彼を含む信仰者たちのことを指し

ているのだと言われる（前掲書、同頁参照)。
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に啓典と英知1を授けたのであり、彼らに偉

大なる王権を与えたのだ。

それで、彼らの内にはそれ（預言者*ムハン

マド*に下った啓示）を信じた者も、それを

(自分たちと人々から）阻んだ者もある。

(嘘呼ばわりする者たちよ、あなた方に

は）燃え盛る地獄だけで、十分である。

夕，〆 -* /

^
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55.

56. 本当にわれら*の御徴を信じない者は、や

がてわれらが業火に入れて炙ってやろう。

彼らの皮膚が焼き上がる度、われら*は彼ら

に別の皮膚を取り替えてやるのだ。彼ら

が、（ずっと）懲罰を味わうようにするた

めである。本当にアツラー*はもとより、偉

力ならびない*お方、英知あふれる*お方。

一方、信仰して正しい行い*を行う者たち、

われら*は彼らを、その下から川が流れる楽

園に入れてやろう。（彼らは）そこにずっ

と永遠に留まるのだ。そこには彼らのため

に、純潔な妻2たちがいる。そしてわれら*

は彼らを、幾重にも重なる蔭の中に入れて

やるのだ。

58. 本当にアツラー*は、あなた方が信託をそ

の権利主に返すこと3を、そしてあなた方

が人々の間を裁く時には公正さによって

裁くことを、ご命じになる。実にアツラ

一*は、その訓戒の何とも素晴らしいお

嗅 一 � ぼ
ぬ 膝、

57.

41

^
麟 球 淡

1 ここでの「英知」とは、彼らに下された啓示の内で、啓典とはならなかったもののことで

ある、と言われる（ムヤッサル 87頁)。

2「純潔な妻」については、雌牛章 25の訳注参照。

3「信託をその権利主に返すこと」には、礼拝*や浄財*などのアッラー*に対する義務や、預

かり物などの人間に対する義務など、あらゆる信託の遵守（じゅんしゅ）が含まれる（イ

ブン•カスイール 2:338参照)。
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方。本当にアツラー*はもとより、よくお

聞きになるお方、よくご覧になるお方で

ある。
したが
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沿. 信仰する者たちよ、アツラー*に従い、そ

して南徒*と、あなた方の内の長たち1に従

え。そして、あなた方が何かで争った時に

は、それ （についての裁定）をアツラー*

と使徒* (ムハンマド*) に返すのだ2。もし

あなた方が、アツラーと最後の日*を信仰し

ているのならば、である。それが最善なの

であり、最良の帰結なのだ。

60. (使徒*よ、）あなたに下されたもの （クル

アーン *) と、あなた以前に下されたもの（そ

の他の過去の啓典）を信じたと標榜する

(偽信）者*たちを、あなたは知らなかった

のか？ 彼らはそれを拒むよう 、確かに命

じられたというのに、（自分たちの争いに

関して）ターグート *に裁定してもらうこと

を望んでいる◦シャイターン*は、彼らを（正

道から）遠く迷い去らせることを欲してい

るのだ。

61 . また、彼らに向かって 「 （争いの裁定のた

めに、）アツラー*が下されたものとの

もとに来なさい」 と告げられた時、あなた

は偽信者*たちが、あなたからそっぽを向い

て背き去るのを見たのである。

1 「あなた方の内の長たち」 とは、指導者•統治者•イスラーム *法学者など、人々の諸事を司

(つかさど）る者たち。ただし、彼らへの服従義務は、罪深いことではないことに限る （ア

ッ =サアデイー183 頁参照)。アーヤ *34 の、「従順」 についての訳注も参照。

2 つまりクルアーン * と預言者*のスンナ*。しかしどのようにその二つを参照するかという知

識は、学者に属する （アル=クルトウビー5:260 参照)。
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62•彼ら （偽信者*たち）が、自分たちが行った

ことゆえに災難に遭遇し、それからあなた

のもとにやって来て、 「私たちが望んだの

は、 （裁定における）善行と調停に外なら

ない」 とアツラー*に誓う時、（彼らの状況

は）どうなるであろう？

63. それらの者たちは、アツラー*がその心の内

にあるもの1をご存知である。ならばあなた

は彼らを （罰さず）放っておき、戒め、彼

らの心に届く言葉で彼らに語りかけるが

よい。

64. われら *が使徒*を遣わしたのは、彼がアツ

魯セム

^̂
'II

ふ_4

^
_5

㈣如乂又

^
したが

ラー*のお許しのもと、 （人々に）従われ

るために外ならなかった。（使徒*よ、）も

し彼らが自らに不正2を働いた時に、あな

たのもとにやって来てアツラー*のお赦し

を乞い、そして使徒*が彼らのために （アツ

ラー*の）お赦しを乞うたならば、彼らはア

ツラー*がよく悔悟をお受け入れになるお

方、慈愛深い*お方であることを見出したで

あろうに。
ちか

Hぬ必ぶ
\y^iJ

65. あなたの主*に誓って。彼らの間の争いに関

して、彼らがあなたにその裁定を仰ぎ、それ

からあなたが裁決したことについて、彼らが

自分自身の内に少しの不満も見出さず、完全

に受け入れるようになるまでは、彼らは （真

に）信仰してはいないのである。3

1 偽の信仰、あるいは信仰における不誠実さのこと （ムヤッサル 88 頁参照)。

2 ここでの 「不正*」 とは特に、これより前のアーヤ *が示しているように、アツラー*以外の

ものに裁定を求め、アッラー*とその使徒*を拒否し、妨害することを指している （アッニ

タバリー3:2400 参照)。

3 部族連合章 36 も参照。
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66. また、たとえわれら*が彼ら（偽信者*たち）

に、「互いに殺し合え1」、あるいは「故郷

から出て行け」と義務づけたとしても、そ

うするのは彼らの中の僅かな者たちだけ

であっただろう。そして、もし彼らが（ア

ッラー*とその使徒*から）忠告されること

に従ったならば、それは彼らのためにより

善く、（彼らの信仰心を）より堅固にする

ものだったのだ。

67. そうすれば、われら*は彼らに、われら*の御

許からの偉大な褒美を授けたのだが。

68. そして、われら*は彼らを、まっすぐな道に

導いたのだが。

69. 誰であろうとアツラー*と使徒* (ムハンマ
ド*)に服従する者、それらの者たちは（来

世において）預言者*たち、犬そうな正直者
じゆんきよう

たち2、殉教者、正しい*者たちといった、

アツラー*が恩恵をお授けになった者たち

と共になろう。それらの者たちは、何と

素晴らしい同伴者だろうか。

念❹具涵》、こ

^̂
70. その恩寵は、アツラー*から（のもの）で

ある。アツラー*は全知者として万全であら

れる。

^
JdJ\5

71. 信仰する者たちよ、用心せよ。そして分隊

で、あるいは総勢で出征するのだ。

72. 本当にあなた方の中には、まさしく（出征

にわざと）遅れをとる者がいる。そしても

しあなた方に災難が襲いかかれば、「アツ

1 雌牛章のアーヤ*54とその訳注を参照。

2「大そうな正直者たち」と訳した語は、「サダカ（信じる、本当のことを言う）」から派生
した強調能動分詞。自らの言葉を行動で現実化させ示す者、という意味合いがある（アッ
=タバリー3:2406参照)。
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^
—1

ラー*はまさに、私に恩恵を授けて下さ

た。私は彼らと共に （戦場に）いなかった

のだから」 などと言う。

つ

3ys45c

^
!

3 そして、もしもアツラー*の恩寵 1があなた

方に卩Iりかかれば、まるであなた方と彼の

間に何の愛情もなかったかのように、まさ

に （こ う）言うのだ。「ああ、 もし私が彼

らと一緒にあったならば。そうすれば、私

は大きな収穫2を得たのに！」

- 〆 ，マノ之ヴ〆〆レ，〆 .

參匕」iibv >4
^

ふん

あがな

こ

^
'一44

^
3、J

^
-

^一
74 . ならば、現世の生活と引き換えに来世を購

う者は、アツラー*の道において戦え。誰で

あろうとアツラー*の道において戦う者は、

殺されようが、あるいは勝利を収めよう

が、われら *がこの上ない褒美を与えること

になるのだ。3

叫施4滅

^
4购吻

(信仰者たちよ、）あなた方がアッラー*

の道において戦わないのは、一体どういう

ことか？ そして「我らが主Xよ、その民が

不正*を働いているこの町（マッカ*) から、

私たちを （救い）出して下さい。そして私

たちに、あなたの御許から庇護者*をお遣わ

し下さい。私たちに、あなたの御許から援

助者をお遣わし下さい」 と （祈って）言う、

男たちや女たち、子供らといった弱者たち

4のために （戦わないのは）？

1 ここでの「アッラー
、の恩寵」 とは、勝利や戦利品などのことであるという （アッ= タバリ

一3:2410 参照)。

2 つまり救援と勝利と戦利品*のこと （ムヤッサル 89 頁参照)。

3 関連するアーヤ*として、雌牛章 190、悔悟章 36、巡礼+章 39 とそれらの訳注も参照。

4 これは、不信仰者*らによる妨害や、または自分たちの弱さゆえに （マデイーナ*へ）移住*

できず、マッカ*に留まって抑圧され、試練を受けていた者たちのこと （アル=バイダーウ

イー2:218 参照)〇
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76. 信仰する者たちはアツラー*の道において

戦い、不信仰に陥った者*たちはターグー

卜*の道のために戦う。ならば、シャイター

ン*の盟友 1と戦え。本当にシャイターン *

の策謀は、そもそも脆いものであるから。

(使徒*よ、）あなたは知らなかったのか、

「 （敵に）手を出すのではない。そして礼拝
い 成

^̂
�*®/、

pdji

ii成笋ぬ離夕相

77.

ほ ど こ

を遵守し*、浄財*を施すのだ」 と言われた

者たち2を？ にも関わらず、彼らに戦闘が

義務づけられた時には、どうであろうか、彼

らの一派はあたかもアツラー*を恐れるか、

あるいはそれよりもっと強い恐怖でもって、

人々3を恐れるのだ。そして、彼らは （こう）

「我らが主*よ。あなたはどうして、言う。
私たちに戦闘を義務づけられたのですか？
暫しの間、私たちに猶予を与えて下さいませ

んか？」 （使徒*よ、）言ってやるがいい。

「現世の享楽は僅かなものであるが、来世
け ん

の方が敬虔*である者にとって、より善いの

だ。そしてあなた方は、糸くず4ほどさえも

不正*に扱われることがない」 。

78. どこにいようと、死はあなた方に降りかか

る。たとえあなた方が、堅固な砦の中にい

たとしても。彼らは自分たちが善い目に遭

えば、 「これは、アツラー*からのものだ I

\ypd\

l 「シャイターン*の盟友」 とは、シャイターン*に従う、彼らと親密な不信仰者*のこと （ム
ヤッサル 90 頁参照)。雌牛章 190、悔悟章 36、巡礼*章 39 とそれらの訳注も参照。

2 マッが時代、一部のムスリム*は不信仰者*たちの迫害に耐えかねて、彼らとの戦闘が許可

されることを待ち望んでいた。また一説には、このアーヤ*はユダヤ教徒*の一派に関して

下ったのだ、とも言われる （アッ = タバリー3:2413-2415 参照)。

3 ここでの 「人々」 は、マッカ
、
のシルク *の徒である、と言われる （アル=バガウイー1:664

参照)。

4 「糸くず」 については、アーヤ*49 の訳注を参照。
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と言う。そして悪い目に遭えば、 「これは

あなたのせいだ」と言う。言ってやれ。「全

てはアツラー*からのものである」。それら

の民が、殆ど話を理解することがないの

は、どういうことか？

(人間よ、）あなたに降りかかったいかな

る善きものも、アツラー*からのものであ

る。また、あなたに降りかかったいかなる

災難も、あなた自身からのものである 1。

(使徒*よ、）われら*はあなたを、人々へ

の使徒* として遣わした。アツラーは証人と

して万全なるお方であられる。

. 誰であろうと使徒 * (ムハンマド*)に従う

者は、実にアツラー*に従っ广このだ0 そし

てわれらは（使徒*への服従を拒んで）背き

卿 犯、1579.

80

か ん し

去る者に対し、あなたを監視役として遣わ

したのではない2。

4

^^
�34

^
じ

^̂ ^
81. 彼らは （あなたの前では）、 「 （私たちの

すべきは）服従です」 と言う。そしてあな

たのもとから立ち去ると、彼らの一派は

(あなたに）言うこととは違うことを、夜

中に企むのだ。だがアツラー*は、彼らの

夜中の策謀を記録なされる。ならば彼らに

背を向け、アツラー*に （全てを）委ねる*

のだ。アツラー* こそは、全てを請け負われ

る*お方として万全であられる。

1 本来、善いことも災難も全てはアッラー*からのものだが、アッラー*への礼節として善い

ことだけがかれに帰せられ、災難は人間に帰せられている。というのも人間に起きる悪い

ことは、自分自身の罪ゆえ （相談章 30 参照）なのであり、その意味で災難は自分自身が

原因であり、それを創造されるお方がアッラー*なのである（イブン•ジュザイ 1:199 参照)。

2. アッラー*が預言者

^
ムハンマド*を遣わされたのは、彼が不信仰者* らの行いを監視•記録し、裁

定するためではなく、アッラー*の教えを伝達させるためである。彼らの行いの清算は、アッラ

一*が復活の日*に請け負われる （アッ=タバリー3:2421、ムヤッサル91 頁参照)。
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一体彼らは、クルアーン*を熟慮しない

のか？ もしそれがアツラー*以外のも

のに由来するものであったなら、彼らは

その中に沢山の相違点を見出したであ

ろうに。

©が 私 風

^
82.

城;

^Ĵ k=cXi yj

83. また彼らは、安全や恐怖に関わる諸事1 (の

知らせ）が訪れると、それを言いふらす。
もし彼らがそれを使徒*に、そして権威を有

する者たち2に伝えたなら、彼らの内でそこ

から（正しい）結論を導き出す（ことの出

来る）者は、それ3を知ったことであろうに。
もし、あなた方に対するアツラー*のご恩

籠とご慈悲がなかったならば、僅かな者た

ちを除き、あなた方はシャイターン*に従

ってしまったことであろう。

. ならば（預言者*よ）、アツラー*の道にお

いて戦うのだ。あなたが課されるのは、自

分自身のみ4。そして信仰者たちを（戦いへ

と）激励せよ。きっとアツラー*は、不信仰

に陥った者*たちの猛威を阻んで下さろう

から。アツラー*は猛威がより厳しく、懲罰

がより激しいお方。5

ii\;⑼U -yj
翕培

84

i ここでの「安全に関わる諸事」とは、イスラーム*とムスリム*の安全に関わるもので、内
密にしておくべき物事。一方「恐怖に関わる物事」とは、それを不用意に口にすれば、ム
スリム*たちの心を恐怖に陥れるような物事（ムヤッサル 91 頁参照)。

2 この「権威を有する者」とは、知識や優れた知性を備えた者。あるいは指導者（アッ=シ
ャウカーニー782頁参照)。

3 つまり、その知らせの真意のこと（前掲書、同頁参照)。

4 たとえあなた一人であっても、アッラー*が勝利をお約束になったのだから、敵との戦いと、
弱い信仰者の援助を放棄（ほうき）してはならない、ということ（アル=クルトゥビー5:293
参照)。

5 関連するアーヤ*として、雌牛章 190、悔悟章 36、巡礼*章 39とそれらの訳注も参照。
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^
—i-

よい執り成しをする者には誰でも、その ノ4iみ:

^
2

^
85.

ほ う び

(ぞい-美の）分け前があろう。また、悪

い執り成しをする者には誰でも、その （罪

の)取り分があろう。アツラー*はもとより、

全てのことを看視される *お方。

. あなた方が挨楼されたら、それよりもっと丁

重な挨搜をするか、あるいはそれ （同様の

挨楼）を返すのだ。本当にアツラー*はもと

より、全ての清算者*であられるのだから。

て〆f
^̂

* \ \ - -J" 〆 f -f \<\〆
86

㈣遍�

^
4»卿87. アツラー*は、かれ以外に崇拝*すべきもの

か な ら

がないお方。かれは必ずやあなた方を、疑

惑の余地のない復活の日*に召集される。

一体、アツラー*よりも真実を語るものがあ

ろうか？

ダ)

^^
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(信仰者たちよ、）あなた方は、どうして

偽信者*たち 1 (のこと）で二派に分れるの

か？ アツラー*は彼らが稼いだ（悪）事ゆ

えに、彼らを（不信仰と迷妄に）陥れ給う

たというのに？ あなた方は、アツラー*

が迷わせ給うた者を導こうと望んでいる

のか？ 誰であろうとアツラー*が迷わせ

られた者に、あなたが彼のための（導きの）

道を見出すことなど、ないのだ。

88.

89. 彼らは自分たちが不信仰に陥ったように、

あなた方も不信仰に陥り、（彼らの）同類

になることを望んでいる。ならば、彼らが

アツラー*の道において移住 *するまでは、

彼らの内から盟友を得てはならない。そし

てもし彼らが （移住 *を拒んで）背を向け

1 これは、ムスリム*を装 （よそお）った偽信者^ らの内でも、不信仰ゆえにマデイーナ*に移

住* しなかった者たちのこととされる （アツ =サアデイー191 頁参照)。
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^
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たならば、彼らを捕え、見つけ次第、彼ら

を殺すのだ。彼らの内から盟友も援助者

も、得てはならない。

90. 但し、あなた方と盟約を結んでいる民のもと

に身を寄せる者たち1、あるいはあなた方と

戦うことも、自分たちの民と戦うことも嫌が

って、あなた方のところへやって来た者たち
2は別である。もしアツラー*がお望みなら

ば、かれは彼らをあなた方に対して威勢強く

させ、 （その結果）彼らは （あなた方の敵と

共に）あなた方と戦ったことであろう。もし、

彼らがあなた方から身を引いてあなた方と

戦わず、あなた方に和平を申し出るならば、

アツラー*はあなた方に彼らへの （戦いとい

う）道をお許しにはならない。

念

ふ雜鱗ぶ

91 あなた方は、あなた方から安全を望み、ま
みずか

た （不信仰者*である）自らの民からも安

全でありたいと望む、別の者たち3を見出す

であろう。彼らは （不信仰への）試練に戻

される度、そこに転落する。そして、彼ら

がもしあなた方 （との戦い）から身を引か

ず、あなた方に和平も申し出ず、また （攻

撃の）手を止めもしないのなら、彼らを捕

え、捕獲し次第、彼らを殺すのだ。それら

の者たちに対してこそ、われら *はあなた方

に（交戦の）明白な根拠を授けたのである。

1 ムスリム* と休戦協定や庇護 （ひご）協定を結んでいる民のもとに避難 （ひなん）した者に
ついては、その民と同じ位置づけがされる （イブン•カスイール 2:372 参照)。

2 一説にこれは、マデイーナ1こ移住* したものの、信仰者たちと共に自分たちの民と戦うこ
とを免除してもらった者たちのこと （イブン•アーシュール 5:153 参照)。

3 この「別の者たち」 とは、ムスリム*側にはムスリム*の顔を見せ、不信仰者*である自分の
民には不信仰者*の顔を見せる、偽信者 —のことであると言われる（ムヤッサル 92 頁参照)。
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92. 信仰者が信仰者を殺めることがあっては

ならない。但し、過失の場jは別である。

それで過失から信仰者を殺めてしまった

者には誰でも、信仰者の首一つの解放1と、

その遺族への代償金2 (が義務づけられ

る）。だが、彼ら（被害者の遺族）が（免責

を）施してやる場合は別である。また、彼

(被害者）があなた方に敵対している民に

属する信仰者であったら、信仰者の首一つ

の解放。また、彼（被害者）があなた方と

盟約を結んでいる民に属する者であった

ら、その遺族への代償金と、信仰者の首一

つの解放。そして（信仰者の奴隸*、あるい

はそれを解放する財産を）見出せない者

は、アツラー*が悔悟をお受け入れになるよ

連続ニケ月の斎戒*を（義務づけられ

る）。アツラー*はもとより、全知者、英知

あふれる*お方であられる。

一方、誰であろうと信仰者を故意に殺める

者、その報いは地獄である。（彼は）そこ

に永遠に留まる。そしてアツラー*は彼をお

怒りになり、彼を呪われ3、彼のためにこの

上ない懲罰をご用意になる。4

つ、

©びOhiUtは

93.

1 ここでの「首」は、奴隸のこと。身体の一部の言及によって、人間の全身が表わされてい

る（アル=バイダーウィー2234参照)。

2 ここでの「代償金」は、キサース刑（雌牛章 178参照）の免除として課せられる、生命の

対価のこと。被害者の遺族に対して支払われる。

3「アツラー*の呪い」については、雌牛章88の訳注参照。

4 先代•後代の学者の大半は、故意の殺人者にも悔悟の余地は残されており、真に悔悟し、従

順なしもべとなり、正しい行い*を行うならば、悪行は善行に替えてもらえるとする。また、

信仰者が地獄に永遠に留まることがないことは、多くの伝承によって明らかにされている

(イブン•カスィール 2:380-381参照)。識別章 68-71も参照。
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94. 信仰する者たちよ、あなた方がアツラー*

の道に出征する時は、（事を慎重に）見極

めるのだ。そしてあなた方に（イスラーム

*の）挨拶をする1者に向かって、現世の生

活のつまらぬ利益を求めつつ、「あなたは

信仰者ではない」と言ってはならない。ア

ツラー*の御許にこそ、ふんだんな褒美があ

るのだから2。あなた方もかつてはそうであ

たのだが、アツラー*があなた方にお恵み

を与えて下さったのだ3。ならば（慎重に）

見極めよ。本当にアツラー*はもとより、あ

なた方の行うことに通暁されているお方。

. 信仰者の内で支障もないのに（出征せずに

家に）居残る者たちと、アツラー*の道にお

いて自らの財と命をかけて奮闘する者たち

は同等ではない。自らの財と命をかけて

奮闘する者たちを、アツラー*は（支障ゆえ

に）居残る者たちよりも、一段階上に置かれ

た。アツラー*はそのいずれにも、最善のも

の4をお約束されたのだ。そしてアツラー*

は、奮闘する者たちを居残る者たちの上に、

偉大な褒美でもって優越させられたのだ。

ウ
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1 あるいは、自分がムスリム*であると言ったり、シャハーダ*の言葉を口にしたりする者の

こと（アッニタバリー3:2471 参照)。

2 教友*イブン•アッバース*によれば、バヌー•スライム族の男が一頭の羊を率いて、教友*

たちと遭遇した。彼は教友*たちにイスラーム*の挨拶をしたが、教友たちは「こいつは、

あなた方から保身するために（ムスリム*を装って）挨拶したのだ」と言い、彼を殺害し、

羊を奪ってしまった。彼らは羊を連れてアッラー*の使徒*のもとにやって来たが、その時

このアーヤ*が下った（アッ=テイルミズイー3030参照)。

3 彼ら信仰者たちの多くも、かつてはマッカ*の不信仰者*の中で信仰を隠しつつ暮らしてい

た。そして彼らがあやめた者もまた、不信仰の民の中で信仰を隠して生きていたのである。
しかしアッラー*はそのお恵みでもって、彼らが信仰を公けにすることが出来るほどまでに、

勢力を強めて下さったのだ（アッ=タバリー3:2476-2477参照)。

4 ここでの「最善のもの」は天国のことである、と言われる（ムヤッサル 94 頁参照)。
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(それらの褒美とは、）かれからの数々の

位 1と、お赦しと、ご慈悲である。アツラ

一*はもとより、赦し深いお方、慈愛深い

お方であられる。

96.

與97. 本当に、自分自身に不正*を働いた状態の
たましい

まま、天使*たちに（その魂を）召された

者たち2 (は、破滅した）。（天使*たちは、

彼らを咎めて）言う。「あなた方は（生前、

宗教に関して）どのような状態にあったの

か？」彼らは、（答えて）言う。「私たち
よくあつ

は、地上で抑圧されていた者たちでした3」。

彼ら（天使*たち）は、言う。「アツラー*

の地は広大であり、あなた方はそこで移住

*することが出来たのではないか？4」それ

らの者たちの住処は地獄である。それは何

と悪い還り所であることか。

しかし（移住*する）策も立てられず、道

も知らなかった、男たち、女たち、子供た

ちという弱者たち5は別である。
碑愉

^̂
雜

98.

それらの者たちは、アツラー*が大目に見て

下さろう。アツラー*はもとより、（罪を)

99.

かんじよ

よく寛恕されるお方*、赦し深いお方であら

れる。

1「位」とは、天国における高い位階のこと（ムヤッサル 94 頁)。

2 可能でありながら、移住*せずに不信仰のマッカ*社会に留まったムスリム*たちのこと。一
説には、彼らはバドルの戦い*の際にマッカ*軍と共に駆り出され、ムスリム*軍の攻撃によ

り命を失ったり、捕虜（ほりょ）になったりした（アル=ブハーリー4596.7085、アッ=
タバリー3:2484-2489参照)。戦利品*章 50とその訳注も参照。

3 これは、嘘の言い訳（アル=バガウィー1:685参照)。

4 蜘蛛章 56、集団章 10とその訳注も参照。

5 アーヤ*75の同語に関する訳注も参照。
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100. アツラー*の道において移住*する者は誰

でも、地上に広い避難所とゆとりを見出す

であろう。そして、アツラー*とその使徒*

のもとに移住 *すべく自分の家を後にし、

それから（目的地に到達する前に）死を迎

える者は誰でも、その褒美が必ずやアツラ

一*の御許で確定するのだ。アツラー*はも

とより赦し深いお方、慈愛深い*お方。

101. (信仰者たちよ、）あなた方が地上を旅
おちい

する時、もし不信仰に陥った者*たちが危
れいはい

害を加えてくる恐れがあ$ならば、礼拝

を短縮してもあなた方に罪はない1。本当

に不信仰者*らは元来、あなた方にとって

の紛れもない敵である。

102. また（預言者*よ）、あなたが彼らと共に

(戦場に）あり、彼らを率いて礼拝する

時2には、（彼らを二つの集団に分け、そ

の）一団をあなたと共に（礼拝に）立た

せ、彼らに自分たちの武器を持たせよ。

そして彼らがサジダ*する時には、（別の

一団を）あなた方（礼

_
中の一団）の後

ろにいさせ（て、護衛させ）るのだ。そ

oQj

^
obj

れいはい

れから、まだ礼拝していないその別の一
れいはい

団に来させて、あなたと共に礼拝させよ3。

1「もし…恐れがあるならば」というのは、当時の大方の状況の描写に過ぎず、礼拝の短縮

の条件ではない。大半の学者は、旅行者がある一定の条件下で、四ラクアの礼拝をニラク

アに短縮できるという見解を示している（イブン•カスィール 2:393-394 参照)。

2 これは「恐れの礼拝」と呼ばれる礼拝。アーヤxの中ではそのやり方の詳細には触れられていな

いが、伝承によって、数多くの形式が伝えられている（アブー•ハイヤーン 3:276-277参照)。

3 最初の集団は、最初のーラクアだけ先導者と共に行い、ニラクア目は自分たちで行う。先

導者のニラクア目には別の集団がやって来て、先導者と共に礼拝し（彼らにとってはーラ

クア目）、先導者がニラクア目を終えた後には、もうーラクア（彼らにとってのニラクア目）

行う（ムヤッサル 95頁参照)。
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そして用心させ、武器を持たせるのだ。
おちい

不信仰に陥った者*たちは、あなた方が自

分たちの武器や装備品をおろそかにし、

それで彼らがあなた方に一斉に襲いかか

れたなら、と望んでいる。もし雨による

害があったり、あなた方が病気だったり

したら、自分たちの武器を置いても、あ

なた方に罪はない。用心せよ。本当にア

ッラー*は不信仰者*たちに、屈辱的な懲

罰をご用意なされたのだ。
はレ

103. そしてあなた方が礼拝を終えたならば、立

ったまま、座ったまま、横たわったまま、
しようねん

アツラー*を唱念せよ。そして安全にな

たら、（通常通りの形で）礼拝を遵守*せ

よ。本当に礼拝はもとより、信仰者に対し

て定刻に義務づけられているのだから。

104. あなた方は、敵を追うことに弱気になって

はならない。あなた方が苦しかったとして

も、本当に彼らも、あなた方が苦しむよう

に苦しんでいるのだから。しかもあなた方

は、彼らが期待してはいないもの1をアツ

ラー*から期待している。アツラー*はもと

より全知者、英知あふれる*お方。

105. (使徒*よ、）本当にわれら*は、あなた

に真理の啓典を下した。（それは）アツ

ラー*があなたにお示しになったものに

よって、あなたが人々の間を裁くためで

與

^̂あざむ

ある。そして、欺く者たちの弁護者とな

つてはならない2。

1 来世での褒美や、勝利、アッラーからのご援助のこと（ムヤッサル 95頁参照)。

2 この一連のアーヤ*が下った背景を示す伝承の大筋は、以下のようなものである：あるムス

リム*が他人の鎧（よろい）を不当に入手し、彼とその部族が共同してその罪をある者（一
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106. そしてアツラー*のお1しををうのだ。本

当にアツラー*はもとより、赦し深いお

方、慈愛深い*お方なのだから。

ル忍

107. そして、（罪を犯すことによって）自
あざむ

らを欺く者たちを弁護してはならな

い。本当にアツラー*は、欺瞞に満ち、

罪に溺れた者をお好みにはならない

のだから。

108. 彼らは人々から（自分たちの罪を）隠そ

うとはするが、アツラー*から隠そうとは

しない。彼らが、かれのお喜びにならな

い言葉を夜中に企む1時でも、かれは彼ら

と共におられる2というのに。アツラー*

はもとより、彼らの行うことを悉く包囲

*されているお方。

ぶdj城こ

^
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㈣ 雖�109. ほら、本当にあなた方という人たちは、

現世の生活において彼らを弁護した。で

は誰が復活の日*に、アツラー*に対して

彼らを弁護するのか？ いや、誰が彼ら

の代理人となるのか？
みずか はたら

byiJ>

110. 悪事を行ったり、自らに不正*を働いた

りしても、その後アツラー*に（自分の罪

の）お赦しを乞う者は誰でも、アツラー*

が赦し深いお方、慈愛深い*お方であるの

を見出すであろう。

r

説にはユダヤ教徒*)に擦（なす）り付けようとした。預言者*ムハンマド*はそれを一旦信

じかけたが、その折にこれらのアーヤ*が下り、真相が明らかになった（アッ=ティルミズ

ィー3036、アッタバリ-3:2522-2528参照)。

1 無実の者に罪を着せたり、嘘の誓いや偽証（ぎしよう）をしたりするため、企むこと（ア

ル=バイダーウィー2:250参照)。アーヤ*105の訳注も参照。

2 つまり彼らのことをお見通しである、ということ（ムヤッサル 96頁参照)。
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i n . また、誰であろうと罪を犯す者は、¦分
自身を害すべくそれ1を稼いでいるに外な

らない。アツラー*はもとより、全知者、

英知あふれる*お方であられる。
あやま おか

⑽卿辟ぶち

112. そして過ちや罪2を犯した後、それを無実

の者に擦り付ける者は誰でも、確かに大嘘

と紛れもない罪を背負tヽ込んでいるのだ。

113. (使徒*よ、）もしあなたへのアツラー*の

ご恩寵とご慈悲がなかったならば、彼ら

の一派は、あなたを迷わそうと思い立った

であろう。彼らが迷わせるのは自分自身に

外ならず、彼らがあなたを害することな

ど、少しも出来やしないのだが。アツラー
*はあなたに啓典と英知3を下し、あなたが

(かつて）知らなかったことを教示され

た。そして、あなたに対するアツラー*の

ご恩寵はもとより、偉大なのである。

114. 彼らの密談の多くは無益である。但し、M
しや善事4、人々の間の調停を命じる者(の

密談）は別である。アツラー*のご満悦を

望んでそうする者には誰でも、われら *が

やがて、この上ない褒美を授けよう。

^^
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じ
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みずか

115. また、誰であろうと、自らに導きが明ら

かになった後に及んで使徒*に歯向かい、

信仰者らの道以外のものを追求する者、

われら *は彼を彼が向かったものへと放

1 「それ」 とは、罪を犯した結果としての罰のこと （アッ =サアディー200 頁参照)。

2 一説に、ここでの 「過ち」 は故意のものとそうでないものの両方が含まれるが、「罪」 は故

意に行ったもののみを指すとされる （アッニタバリー3:2531-2532 参照)。

3 ここでの 「英知」 はスンナ*のことである、と言われる （ムヤッサル 96 頁参照)。

4 この 「善事」 については、イムラーン家章 104 の同語についての訳注を参照。
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ておき、地獄に入れて炙ってやる。そ

れは何と悪い還り所であろうか。
ウ

本当にアツラー*は、かれと共に（何かが）

並べられること （シルク *) をお赦しにな

ることはないが、それ以外のことは、御心

に適う者にお赦しになる。アツラー*に対

してシルク *を犯す者は誰でも、実に遥か

遠くへ迷い去ってしまっているのだ。

7. 彼らは、かれ （アツラー*) を差しおいて

女性1に祈っているに過ぎない。そして彼

らは、 （アツラー*に対し）反逆的なシャ

イターン*に祈っているに過ぎないのだ。

i ) 6.

〇㈣ 如ゲ。外。i

001
切し 2AS

アッラー*は彼 （シャイターン*) を呪われた
2。そして （シャイターン*は、こう）言った。

「私はあなたの僕たちの内から、一定の取

118

かなら

り分3を必ずや頂いてみせましょう。

また彼らを迷わせ、夢想に耽らせ （て私

に従わせ）、彼らに命じて家畜の耳を切

断させるようにしましよう。また私は彼

らに命じて、アツラー*の創造を変えさせ

ましよう 4」。誰でもアツラー*を差しおい

ヒ

^
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1 原語では文字通り 「女性 （イナース)」 である。当時のマッカ*の不信仰者* たちが崇拝* し
ていた偶像には、専 （もっぱ）らアッニラートとかアル= ウッザーなどという女性形の名

称が付けられていたため、彼らの偶像がここで 「女性」 と描写されたのだと言われる （ア
ッ=タバリー3:2541-2543 参照)。星章 19-23 とその訳注も参照。

2 「アッラー*の呪い」 については、雌牛章 88 の訳注参照。また、この話の背景にあること

に関しては、雌牛章 34-39、高壁章 11-25、アル= ヒジュル章 28-42、夜の旅章 61-65、

洞窟章 50、ター•ハー章 116-123、サード章 71-83 とその訳注も参照。

3 「一定の取り分」 とは、シャイターン*に従って迷わされる者たちのこと （ムヤッサル 97
頁参照)。

4 「家畜の耳の切断」 はイスラーム*以前の不信仰的習慣で、バヒーラ （食卓章 103 参照）

と呼ばれるラクダの目印のためと言われる （アッ = タバリー4:2544 参照)。また 「アッラ

一*の創造の変更」 はアッラー*の宗教そのものの改変を始め、刺青や美容整形など、宗教
において禁じられている創造上の改変なども含まれるという（前掲書 4:2545-2549 参照)。
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ui、»— AX\てシャイターン*を盟友とする者は、確か

に明らかな損失を被っているのだ。

. 彼（シャイターン*) は彼らに（嘘の）約

束をし、（虚妄と欺瞞の）夢想を膨らま

せる。そしてシャイターン*が彼らに約束

するのは、欺き以外の何ものでもない。

それらの者たち、彼らの住処は地獄であ

る。彼らはそこからの、いかなる逃げ道

も見出すことがない。

飾）�㈣て
120

121.

われら*は信仰して正しい行い*を行う者

を、その下から川が流れる楽園に入れI
やろう。（彼らは）そこにずっと永遠に留

まる。アツラー*の真なるお約束（を、信

仰者たちにお約束になったのだ）。一体、

アツラー*よりも真実の言葉を語る者な

どいようか？

122.

^j^===yU\jld

みしぶ

(ムスリム*たちよ、アツラー*のお約束

とは）あなた方の夢想によるのでもなけ

れば、啓典の民*の夢想によ（って得ら

れ）るのでもない。悪事を行う者は誰で

もその報いを受けるのであり、その者は

アツラー*の外に、自分にとってのいか

なる庇護者や援助者も見出すことがな

いのだ。1

123.

1 一説にこのアーヤ*は、ユダヤ教徒*やキリスト教徒*がムスリム*に対して「我々は

あなた方よりも優れている。我々の宗教と啓典と預言者*は、あなた方のものに先立

っているからである」と言い、かたやムスリム*が「我々の啓典と預言者*はあなた

方のそれよりも後に下されたのであり、あなた方は我々に従うように命じられてい

る。ゆえに我々の方が優れているのだ」と言ったことに関して、下されたと言われ

る。つまり救済とは単なる願望や思い込みではなく、アツラー*に従い、使徒*たち

によって伝えられたかれの教えを実践することによって達成される（イブン•カスィ

ール 2:417 参照)。
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そして男性であれ女性であれ、誰であろ

うと信仰者で正しい行い*を行う者、それ

らの者たちは天国に入る。彼らは、斑点1一
つほども不正*に扱われることはない。

誰であろうと、善を尽くす者でありつつ、

ア ツ ラ ー*のみに顔を向けて服従し2、純

正な3イブラーヒーム*の教えを踏襲する

者よりも、よい宗教の者がいようか？
アツラー*はイブラーヒーム*を、 （かれ

に）近しい者とされたのである。

そして諸天にあるものも大地にあるもの

も （全て）、アツラー*のもの。アツラー*

はもとより、全てを包囲されている*お方。

(預言者*よ、）彼ら （人々）は、女性た

ち （に関する法規定）について、あなた

に教示を請う。言ってやるがいい。「ア
ツラー*は、彼女らについて教示を下され

る。また、啓典の中であなた方に誦み聞

かされること4が （、教示を下す）。あな

た方が （権利として）定められたもの5を

与えず、また結婚させようともしない6、

124.

125.

126.

127.

J游

^̂
決別

ol?O'J5

© 吃; (ユ

^
ぶ^

4

i 「斑点」 については、アーヤ*53 の訳注を参照。

2 「善を尽くす者でありつつ、アッラー*のみに顔を向けて服従」することに関しては、雌牛
章 112 の訳注を参照。

3 こ こ で の 「純正」 の意味に関しては、雌牛章 135 の訳注を参照。

4 イブン•アテイーヤ*によれば、「女の孤児」 に関して下ったクルアーン*は本章のアーヤ*3
(アル=ブハーリー4574 も参照）であり、また 「子供らの内でも、か弱い者たち」 に関

して下ったのは、女性や子供に対する遺産相続の権利を定めた本章アーヤ*11、「孤児を公
正に待遇」 することに関して下ったのは、本章のアーヤ*2 である、という（2:118 參照)。

5 遺産や、正当な額の婚資金*を始めとした諸権利のこと （ムヤッサル 98 頁参照)。

6 当時のアラブ社会では、（自分が結婚できる関係にある）女の孤児の後見人は、不正*を働

くことがあった。自分自身が彼女と結婚したくない場合、それは彼女の財産に不当に手を
つけたり、その財産を自分が利用したいがために彼女を結婚から阻んだり、結婚させても
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女の孤児たちについて。そして子供らの

内でも、か弱い者たちと、あなた方が孤児

を公正に待遇しなければならないことに

ついて （、教�を下す）」 。あなた方が

どんな善行を行っても、本当にアツラー*

はもとより、それをご存知になるお方で

あられる。

2-S もし女性 （妻）がその主人 （夫）につれ

なくされたり、避けられたりすることを

知ったのであれば、二人が互いに和解1 し

合っても罪はない。和解が、より善いの

である。貪欲さは人間と、切っても切れ

ないのだが2。そして、もしあなた方が（妻

に対して）よくしてやり、 （彼女らに関

してアツラー*を）畏れる *のであれば、

本当にアツラー*はもとより、あなた方の

成すこと全てに通暁され （、それらの善

行にお報い下さ）るお方である。

(男たちよ、）あなた方はたとえ懸命にな

たとしても、女性 （妻）たちを （愛情に

おいて）平等に扱うことなど出来ない。

～，く バ る \ぐ〆夕 K 夕〆，〆

こ

^^
4ji、。を\^>J

% 1 J ji >9.

つ

彼女の婚資金*を不当に奪ったりすることだった。また、彼女が美貌や財産を有していた場

合、自らが結婚を望んでも、非常に少ない婚資金* しか与えなかったりすることもあった（ア

—ヤ*3 も参照)。尚、「結婚させようともしない」 というアラビア語の表現は 「結婚したが

ている」 という解釈も可能 （アッニサァディー206 頁参照)。

1 夫婦が互いに、扶養や共に過ごす時間の割り当てなどの権利と義務を譲り合うことで、和

解すること （ムヤッサル 99 頁参照)。

2 複数の妻を有する夫は、イスラーム*において、各々の妻に対し扶養や共に過ごす時間の割

り当てなどを平等にする義務がある。だが預言者*ムハンマド*の妻の一人サウダ•ビント•
ザムア*は、自分の割り当ての日を、自ら進んで別の妻アーイシャ *に譲った （アル=ブハ

ーリー5212 参照)。アル=カースィミー*によれば、預言者*ムハンマド*が年をとった彼

女を離婚しようとしたのがこの出来事の原因だとする説は、信頼に値する伝承に基づいて

はいない。そして彼が彼女の申し出を受け入れたのも、ひとえに彼の共同体に対しその法

規定と合法性を示すためであったのだという （4:1597)。

ウ
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ならば、あなた方は（妻を）完全に放った

らかしにして、彼女を宙ぶらりんの状態に

してはならない1。そしてあなた方が（妻

に対する義務において行いを）正し、（彼

女らに関しアツラー*を）畏れる*ならば、

本当にアツラー*はもとより赦し深いお

方、慈愛深い*お方なのである。

130. そしてもし彼ら二人が離縁するなら、アツ

ラー*がその豊かさで両人（の必要）を満た

して下さろう。アツラー*はもとより広量 *

なお方、英知あふれる*お方であられる。

紗し約

^
53はぶ131. 諸天にあるものと大地にあるものは、ア

ツラー*のもの。そしてわれら*は、あな

た方以前に啓典を与えられた者たちと、

あなた方（ムハンマド*の共同体）に、「ア

ツラー*を畏れよ*」と確かに命じた。た

とえ、あなた方が不信仰に陥ろうとも、

諸天にあるものと大地にあるもの（全て)

は、アツラー*のもの。アツラー*はもと

より、満ち足りておられる*お方、称賛さ

れるべき*お方であられる。

於％

參％私

132. そして諸天にあるものと大地にあるもの

は、アツラー*のもの。アツラー*は全てを言青

け負われる*お方として、万全であられる。

133. もしかれがお望みになれば、人々よ、あ

なた方を滅ぼし、別の民を出現させ給う

であろう。アツラー*はそもそも、それが

お出来のお方。

1 預言者*ムハンマド*は仰（おっしゃ）った：「妻が二人あるのに、その片方だけを偏愛する
者は、復活の日nこ体半分が崩れた形で現れるであろう」（アブー•ダーウード 2133参照)。
また「宙ぶらりんの状態」とは、結婚しているのでも離婚されているのでもないような状
態のこと（ムヤッサル 99頁参照)。
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134. 現世の褒美を欲する者があっても、アツ

ラー*の御許には現世と来世の褒美があ

る。アツラー*はもとより、よくお聴きに

なられるお方、よくご覧になられるお方。
翕！

^與 爲、 步 14

^
U-J5

^
=»

、少
^
0

^

135. 信仰する者たちよ、公正を貫く者、アツ

ラー*のための証言者となれ。たとえそれ

があなた方自身やあなた方の両親、近親

に不利であろうとも。（証言される者が)

豊かであろうと、貧しかろうと、アツラ

一*の方が（あなた方よりも）彼らに近い

1のだから。ならば私欲に従って、（公正

さから）逸脱してはならない。もし、あ

なた方が（証言を）捻じ曲げたり、（す
ほ う き

るべき証言を）放棄したりしても、本当

にアッラー*はもとより、あなた方の行う

ことに通暁されているお方（であり、そ

れに対して報われるのだ）。

y傲

^

136. 信仰する者たちよ、アツラー*とかれの

使徒*、かれ（アツラー*) がその使徒*に

お下しになった啓典（クルアーン*) と、

それ以前にかれがお下しになった（全て

の）啓典を信じよ。そしてアツラー*と諸

天使*、諸啓典、諸使徒*、最後の日*を否

定する者は誰でも、実に（真理の道から）
は る

遥か遠く迷い去っているのだ。

塊ュ爲龙い'心觀
其多韻？

^̂
趨�

137. 本当に、信仰に入り、その後に不信仰に陥

り、その後信仰に戻り、それから不信仰

に陥り、それから不信仰を募らせ（固執し

1 証言される者の裕福さや貧しさゆえに、意図的に公正ではない証言をするよりも、公正な

証言を義務付けられ、人々の真の福利をご存知であるアツラー*のご命令を優先視しなけれ

ばならない（アツ=タバリー4:2589参照)。
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翕ぉ心爾

^
4�

な た 方 と 一 緒 だ っ た で は な い か？1」 そ

し て、も し 不 信 仰 者*た ち の 方 に 分 け 前2

が あ れ ば、（彼 ら に 向 か っ て、こ う）言

う。「私 た ち は あ な た 方 の 上 に 君 臨 し て

い た （が、あ な た 方 に 危 害 は 加 え ず に お

い た や っ た）で は な い か？ そ し て、信

仰 者 た ち か ら あ な た 方 を 守 っ て や っ た

で は な い か？」 ア ツ ラ ー*は 復 活 の 日*、

あ な た 方 の 間 を お 裁 き に な る。そ し て ア

ツ ラ ー*が 不 信 仰 者*た ち に、信 仰 者 た ち

に 対 す る （勝 利 の）道 を お 授 け に な る こ

と は な い。

•坪泌域ふ�/芯:

142. 本 当 に 偽 信 者*た ち は、ア ツ ラ ー*を 欺 い

て い る （と 思 っ て い る）。 （実 際 は、）

か れ が 彼 ら を 欺 い て い る の だ が3。ま た、

彼 ら が 礼 拝 に 立 つ 時 に は、億 劫 そ う に 立

ち 上 が る。人 々 に 対 す る 見 せ か け の た め

で あ り、ア ツ ラ ー*を 少 し し か 念 じ る こ と

がない。

ぬ

^
4

143. (彼 ら は）こ れ ら の 者 た ち に で も な け れ

ば、 こ れ ら の 者 た ち に （属 す る の）で も

1 偽信者*たちはムスリム*側に勝利や戦利品*が訪れると、「私たちはあなた方の宗教と共に

あり、戦いにおいてはあなた方と共にあったではないか？」 などと言い、現世の分け前に

あずかろうとする （アル=バガウィー1:714 参照)。

2 いくばくかの勝利や、戦利品*のこと （ムヤッサル 101 頁参照)。

3 「偽信者*がアッラー*を欺いている」 については、雌牛章 9 の訳注を参照。「欺き」 という

彼らの罪に対するアッラー*の罰が、「欺き」 という同じ表現で表されているのは、彼らの

罪は結局、自分たちに返って来るからである （イブン•ジュサイ 1:215 参照)。尚、「アッ

ラー yが偽信者*を欺く」 とは、彼らが放埒 （ほうらつ）さと迷妄に留まることゆえに、実

際にはアッラー*が彼らを徐々に破滅へとお導きなのであること、そして現世では彼らが真

理に到達することはなく 、復活の日*には 「鉄章」 のアーヤ*13-14 で描写されているよう

な状況に陥 （おちい）ることを意味する （イブン•カスィール 2:437 参照)。
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^
LMUUI 0

^ ^なく、その間をあたふたとする 1。誰であ

ろうとアツラー*が迷わせられる者に、あ

なたが彼のための （導きの）道を見出す

ことはない。

信仰する者たちよ、信仰者たちを差しお

いて不信仰者 *たちを盟友としてはなら

ない2。一体、あなた方は自分たち （の

信仰の不誠実さ）に対する紛れもない証

拠を、アツラー*に差し出すことを望む

のか？

5 本当に信者*たちは、地獄の業火の最下

層に（い続けることになる）。そして（使徒

*よ、）あなたは彼らに対する、いかなる

援助者も見出すことなどない。

い、:j -i i

1 i：

己SUSjli \y

^
\j

wこ

^

だが悔悟して （心身を）正し、アツラー*

(の教え）にしっかりと�りつき、その

崇拝*行為をアツラー* だけに真摯に捧げ

る3者たちは別である。それらの者たちは、

信仰者たちと共にあるのだ。そしてアツ

ラー*はやがて、信仰者たちに偉大な褒美

をお授けになろう。

14(；.

1 信仰者たちと一緒でもないし、不信仰者*たちと一緒でもない、不安定な状況 （ムヤッサル

101 頁参照)。教友*イブン•ウマル*によれば、預言者*は仰 （おっしゃ）った ：「偽信者*

というものは、二つの羊の群れの間を彷徨 （さまよ）う、一頭の羊のようなものである。

時にはそちらに行ったり、また別の時にはこちらに行ったりするのだ」（ムスリム「偽信者
*の特徴の書」 17 参照)。つまり彼らは眼識を備えた信仰者でもなければ、無知な不信仰者
*でもない （アツ =タバリー4:2605 参照)。

2 関連するアーヤ * として、イムラーン家章 28 とその訳注、試問される女章 8 も参照。

3 「その崇拝*行為をアッラー*だけに真摯に捧げる」 とは、心身による崇拝*行為においてア

ッラー*のみを意図し、人目を気にした善行やイスラーム*への不誠美さを避けること （ア

ッ =サァディー211 頁参照)。
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もしあなた方が感謝し、信仰するならば、

アツラー*があなた方を罰されたりするこ

とがあろうか？ アツラー*はもとより、

よく労われる*お方、全知者であられる。

アツラー*は、（人が）悪い言葉1を口外す

るのをお好みにはならない。但し、不正*

を被った者はその限りではないが2。アツ

ラー*はもとより、よくお聞きになるお

方、全知者であられる。

147.

翕iuai二:忍ag知
148

おおや

たとえ、あなた方が善いことを公けにし

ようが、それを隠しておこうが、あるい

は （他人の）悪を大目に見ようが、 （大

目に見ることが最善なのだ、）アツラー*

149.

か ん じ よ

こそはもとより、よく寛恕される*お方、

全能のお方なのだから。

0

^
〇〇

^
\C，[

CrO5 2o'
0'

本当に、アツラー* とその使徒*たちを否

定し、アツラー* とその使徒*たちの間を

分断しようとし3、また、「私たちは（使徒

*の）ある者は信じるが、 （別の）ある者

は否定する」と言って、その狭間4に（迷妄

の）道を見出すことを望む者たち。

150.

1 この 「悪い言葉」 とは、悪口、名誉毀損 （きそん)、中傷など、禁じられたあらゆる種類の

言葉のこと （アッ =サアディー212 頁参照)。

2 不正*を被った者は、自分に不正*を働いた者に対し、アッラー*にその不正*を訴えたり、

彼に対して不利になるような祈願をすることもできる。また、悪いことを公然と言われた

ら、嘘をついたり、度を越したり、当人以外のことまで引き合いに出したりすることなく、

その者に対して悪いことを公然と言うこともできる。しかしそれでも、悪には悪で応じな

い方がよい。相談章 40 も参照 （前掲書、同頁参照)。

3 アッラー*のことは信じるが、かれの遣わされた使徒*たちのことを嘘つきとしたり、ある

いは使徒*たちの一部を正直者とする一方で、別の者たちは嘘つきであるとしたりすること

(ムヤッサル 102 頁参照)。アッラー*への信仰と、その使徒*たちへの信仰は不可分であ

る。アッラー*は使徒*たちを通して人々に命令されるのであり、彼らへの信仰なくしては、

アツラー*への信仰も成り立たないのだから （アル=クルトウビー6:5 参照)。

4 信仰と不信仰の狭間のこと （前掲書 6:5 参照)。
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151. それらの者たちこそは、真に不信仰者*で

ある。われら *は不信仰者*たちに対し、屈

辱的な懲罰を用意しておいた。

152. また、アツラー*とその使徒*たちを信じ、

彼らの内の誰も分け隔てしなかった者た

ち、それらの者たちには、かれ （アツラ

一*) がやがて、その褒美を与えて下さる。

アツラー*はもとより、赦し深いお方、慈

愛深い5

^
お方。

(使徒*よ、）啓典の民* (ユダヤ教徒*)

はあなたに、天から彼らのもとに書を下す

よう注文をつける1。（驚くことはない、）

彼らは （それ以前にも）ムーサー*に対し、

それよりも大それたことを注文し、確かに

(こう）言ったのだから。「アツラー*を

私たちに、しかと見せてみよ」 。そしてそ

の不正*ゆえに、彼らを稲妻が捉え （、彼

らは死んでしまつ）た2。それから彼らは

153.

よみがえ

( 蘇らされ)、明証 3が彼らのもとに訪れ

た後で、仔牛を （崇拝*の対象と）なした4。

それでわれら *は、それについて大目に見

たのである。また、われら*はムーサー*に、

紛れもなき証拠5を授けたのだ。

154. またわれら *は、彼らの確約 （の�履行）

ゆえ、彼らの頭上に山を高く掲げた6し、

彼らに 「身を低めて謹んで門に入るがよ

必 切 成 ゆ㈣

1 雌牛章 108 とその訳注も参照。

2 雌牛章 55-56 も参照。

3 ムーサー*のもとで起きた、シルク *を否定する奇跡の数々のこと（ムヤッサル 102 頁参照)。

4 雌牛章 51、高壁章 148-153、ター•ハー章 83-98 も参照。

5 ムーサー*が預言者*であることの正しさを示す、偉大な根拠のこと （前掲書、同頁参照)。

6 雌牛章 63 とその訳注、高壁章 171 も参照。
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い1」と言ったし、また彼らに「土曜（の
安息）日に違反するのではない2」とも言

た（が、彼らはそれに背いた）。そし

てわれら*は、彼らから厳かなる確約を取

たのだ（が、彼らはそれも破棄した）。

155. 彼らの確約の破棄と、アツラー*の御徴の

否定、預言者*たちの不当な殺害、「私た

ちの心は覆われている（から、あなたの

言うことが分からない）」という言葉ゆ

え（、われらは彼らを呪った3のだ）。い

や、アツラー*は彼らの不信仰ゆえに、そ

れら（彼らの心）を塞がれたのである。
それで彼らは、僅かばかりしか信仰する

ことがないのだ。

つ

ゥ

免;

^̂
��V.ド

156. また、彼らの不信仰と、マルヤム*につい

てこの上ない大嘘4を言ったことゆえ（、

われらは彼らを呪った）。

私お!

^̂
灰

^お

157. また彼らの、「本当に私たちはマルヤム
*の息子マスィーフ*•イーサー*、アツラ

一*の無徒*を殺したぞ」という言葉ゆえ

に（、われら*は彼らを呪ったのだ）。彼
めおはりつけ

らは、彼を殺してもいなければ、磔の刑
にかよ

にもしていない。だが、彼らには似通っ

て見えたのだ5。本当に、彼について意見

を異にした者たちは、まさしくそこにお

1 雌牛章 58-59とその訳注、高壁章 161-162も参照。

2 雌牛章 65とその訳注、高壁章 163参照。

3「アッラー•の呪い」については、雌牛章 88の訳注を参照。

4 彼女が姦淫（かんいん）した、という嘘のこと（ムヤッサル 103頁参照)。

5 イーサー*とは別の男にイーサー*の姿が与えられ、人々はその者をイーサー*と思い込んで
磔（はりつけ）にした。一方、イーサー*は生きたまま天に召された（イブン•カスィール
1:448-449参照)。
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いて疑念の中にあった1。彼らはそのこと

について僅かばかりの知識もなく、ただ

憶測に従っていたに過ぎない。そして彼

らは、確信をもって彼を殺したわけでは

なかったのだ。

いや、アツラー*は彼（イーサー*)を、か

れの御許に（ 魂と肉体と共に）お召しに

なったのである。アツラー*はもとより偉

力ならびない*お方、英知あふれる*お方。

159. 啓典の民*の内のいかなる者も、彼（イー

サー*)が（降臨し、それから）死を迎え

158.

^
パ

^
かなら

るまでには、 必ずや彼を信仰することに

なるのだ2。そして復活の日*、彼は彼らへ

の証人となる3。

また、ユダヤ教徒*である者たちの不正*ゆ

え、われら*は（本来）彼らに合法とされて

いた善きものを、彼らに禁じた4。また彼ら

が（自分たちと人々を）、アツラー*の道か

らひどく阻んだゆえ（そうしたのだ）。

160.

似鞠'㈣ぱ輕レ時、161. また彼らが、それを禁じられているにも

関わらず、利息*をせしめたり、他人の財

産を不当に貪ったりしたことゆえに（、

それらを禁じたのである）。そしてわれ

ら*は、彼らの内の不信仰者*たちに、痛

ましい懲罰を用意しておいた。

1 つまり、イーサー*を殺したかどうかについて、疑念を持っていた（アル=バガウイー1:719

参照)。

2 末世にイーサー*が降臨し、イスラーム*で世を治める時、全ての者がイーサー*を信じるこ

とになる（イブン•カスイール 2:452-454 参照)。

3 彼（イーサー*)を嘘つき呼ばわりした者に関しては、その嘘について、そして彼を信仰し

た者には、その信仰について証言する（ムヤッサル 103頁参照)。

4 イムラーン家章 50「禁じられたものの一部」の訳注、同章 93の訳注、家畜章 146とその

訳注も参照。
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却ん

^
ら

しかし彼らの内、知識が深く根ざした者

たちと信仰者たちは、（44*よ、）あな

たに下されたもの （クルアーン*) と、あ

なた以前に下されたもの1を信じる。また、

礼拝を遵守する*者たち （に誉れあれ）、

(彼らは）浄財*を払う者たちと、アツラ

一* と最後の日*を信じる者たちである。
それらの者たち、われら *はやがて彼ら

に、この上ない褒美を授けよう。

163. 本当にわれら*は、ヌーフ* とそれ以後の預

言者*たちに啓示したように、（使徒*よ、）

あなたにも啓示を下した。またわれら*は、

イブラーヒーム*、イスマーイール*、イス

ハーク*、ヤァクープ*、諸支族2、イーサー

*、アイユーブ'*、ユーヌス

'
ハールーン*、

スライマーン*にも啓示を下した。そしてダ

ーウード*には、書巻3を授けたのだ。

164. また、われら*が以前、あなたに語って聞

かせた使徒*たちと、まだあなたに語って

聞かせてはいない使徒* たちを （遣わし

た）。そしてアツラー*はムーサー*に、

直々に語りかけられたのだ。

165 . 吉報を伝え、警告を告げる 4#徒*たちを

(、われら*は遣わした）。それは使徒*

(の到来）の後、人々にアツラー*に対す

る弁解の余地がないようにするためで

162.

^y)j

iii -̂Ux3

i トーラー*や福音*のように、それ以前に下された啓典のこと （ムヤッサル 103 頁参照)。

2 「諸支族」 については、雌牛章 136 の訳注を参照。

3 「書卷(ザブール)」は、アッラー*がダーウード*に下された啓典（イブン•カスィール 2:469
参照)。

4 「吉報を伝え、警告を告げる」 については、雌牛章 119 の訳注を参照。
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ある 1。アツラー*はもとより、偉力なら

びない*お方、英知あふれる *お方。

しかし（4徒*よ、あなたを否定する者が

いようと、）アツラー*は、あなたに下し

給うたものを証言される2。かれはそれを、

その御知識と共に下されたのだ。また天

使* たちも証言する。アツラー* だけで、

証人は十分なのだ。

翕、
166.

き!

^
本当に （あなたを）否定し、 （自分たち

と人々を）アツラー*の道から阻んだ者た

ちは、確かに遠く迷ってしまった。

本当に （アツラー* とその使徒*を）否定し、

不正*を働いた3者たち、アツラー*は彼らを

お赦しにはならないし、彼らを （イスラー

ム*の）道へとお導きになることもない。

彼らがそこに、ずっと永遠に留まること

になる地獄への道以外、 （彼らが導かれ

ることは）ないのだ。それはアツラー*に

とって、もとより容易いこと。

. 人々よ、使徒* (ムハンマド*) は確かに、

あなた方の主*の御許から真理を携えて、

あなた方のもとに到来した。ならば信じ

よ、それがあなた方にとってより善いこ

と。そして、もしあなた方が不信仰であ

ろうと、 （アツラー*はあなた方のことな

167.

168.

翕、乂4 S
169.

與城ダね�③

©11^-11^^01^5

170 0^

i 関連するアーヤ* として、家畜章 131、155-157、夜の旅章 15 とその訳注、ター•ハー章

134、詩人たち章 208、創成者*章 24 も参照。

2 つまり彼が、クルアーン*を啓示された使徒*であることを 「証言される」（ムヤッサル 104

頁参照)。

3 アッ =サアディー*によれば、この 「不正*」 とは、不信仰的な諸々の行為、および不信仰

に浸 （ひた）り切っている状態を示している、という（215 頁参照)。
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ど必要とはされない、）本当にアツラー*

にこそ、諸天と大地にあるものが属する

のだから1。アツラー*はもとより、全知者、

英知あふれる*お方であられる。

{ > 〆Z，，〆}9f

^
メ

しこらぶ

涵\) 為

^
s

171. 啓典の民* (であるキリスト教徒*) よ、

あなた方の宗教において（正しい信仰に

反して）行き過ぎてはならないし、アツ

ラー*について真理以外を語ってはなら

ない。本当にマスイーフ*、マルヤム*の

子イーサー*は、アツラー*の使徒*であり、

かれ（アツラー*) がマルヤム*に（ジブ

リール*を介して）投げかけられた、かれ

の御言葉2であり、かれによる魂 3であ

る。ならば、アツラー*とその使徒*たち

を信じよ。そして、「三位（一体の神）」

などと言ってはならない。（そんなこと

を言うのは、）やめるのだ、それがあな

た方にとってより善いこと。アツラー*こ

そは唯一の崇拝*すべき存在なのだから。

——子供があるなどということから（無

。諸天にあ縁な）かれに、称え*あれ4

るものと大地にあるものは、かれにこそ

属する。そして、全てを請け負われるお

方*は、アツラー*だけで十分なのである。

1 天地はアツラー*のもので、かれに従っている。同様に人々が、アッラー*とその使徒*、そ

してクルアーン*を信じ、従わなければならないのは、尚更（なおさら）のことである（ム
ヤッサル 104 頁参照)。

2 この「かれの御言葉」については、イムラーン家章 39の訳注参照。

3 この「魂（ルーフ）」とは、天使*ジブリール*がアッラ--のご命令により、マルヤム*の衣

服の隙間（すきま）から吹き込んだもののこと。これによって彼女は、イーサー*を身篭（み

ごも）った（ムヤッサル 105 頁参照)。この詳しい情景については、マルヤム*章 16以降

を参照。

4 雌牛章 116の訳注も参照。
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172. マスィーフ* (イーサー*) は断じて、ア

ツラー*の僕であることを尊大にも拒ん

だりはしない。また、かれのお傍に仕え

る天使*たちも（同様である）。そして誰

であろうと、かれ（アツラー*) の崇拝*

を尊大にも拒み、思い上がる者は、かれ

がやがて（その行いに対して報いるべく）

かれの御許に全員、召集し給う。

C^J\\ 泳

^
!舞173. それで信仰し、正しい行い*を行った者た

ちといえば、かれ（アツラー*) が彼らに

その褒美をふんだんにお授けになり、そ

のご恩寵から彼らに更に上乗せして下さ

る。また、（アツラー*への服従を）尊大

にも拒み、思い上がった者たちはといえ

ば、かれが彼らを痛ましい懲罰でもって

されるのだ。そして彼らはアツラー*以

外に、自分たちの為のいかなる庇護者も

援助者も見出すことがない。

174. 人々よ、あなた方の主*からの明証が確か

に、あなた方のもとに到来した。そして

われら*はあなた方に、解明の光を下した

淡!

^
減4

^
Oi

5

^
广 Aa41ぱWJ5

のだ。

175. アツラー*を信じ、かれに鎚りついた者た

ちはといえば、かれ（アツラー*) がやが

て彼らを、そのご慈悲とご恩寵の中にお

入れ下さろう。そして（天国へと続く）

まっすぐな道を、かれの御許へと導いて

下さるのだ。

1 「明証」とは、預言者*ムハンマド～と、彼の預言者*性と使徒*性の真実を証言する、数々

の明証と絶対的証拠であり、その最大のものがクルアーン*である。「解明の光」とは、ク
ルアーンxのこと（ムヤッサル 105頁参照)。
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176. (預言者*よ、）彼らはあなたに教示を請

う。言え。「アツラー*は、親も子もない
卸 1 4

ュ 4ヽs兔ij

ね水浴�/%3ム

いさんそうぞく

者（の遺産相続）について、あなた方に

ご教示される。もし子供（も親）もない

が、（同父母あるいは異母）姉妹が一人

だけいる男性が他界したのであれば、彼

女には彼が遺した物の半分がある。（同

じ状況1において)彼は、彼女(の全遺産を)

を相続する——もし、彼女に子供（と親)

がなかったのならば、だが

(遺産を残して他界した、子供も親もな

い男性に）二人の（同父母あるいは異母)

姉妹があれば、彼女たち二人には、彼が遺

した物の三分の二がある。そして、もし

彼らが男女からなる（同父母あるいは

異母の）兄弟姉妹であれば、男性には女

性の倍の取り分がある。アツラー*はあな

た方が迷わぬよう、あなた方に明示し給

う。アツラー*は、全てのことをご存知の

お方である。

〇ちし、

1 つまり親も子もないが、同父母、あるいは異母兄弟が一人だけいる女性が他界した場合（ム
ヤッサル 106頁参照)。
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食卓章 （アル=マーイダ）1

慈悲あまねく *慈愛深き*

アツラー*の御名において

1. 信仰する者たちよ、契約を果たす2のだ。あ

なた方に誦み聞かされるもの3を除き、家畜

獣4はあなた方に合法とされた。あなた方が

イフラーム*中に、狩獵を合法とすることも

ない。本当にアツラー*は、かれがお望みの

ことを取り決められるお方なのだから。

信仰するたちよ、アツラー*の聖徴 5、神聖月
6、供物7、首飾り8、そしてその主*の御許か

らのご恩寵と（かれの）お喜びを求めて聖殿

(カアバ神殿*) を志す者たちのことを、侵

似、み旅Ss:2.

1 マディーナ*啓示。スーラ *の主なテーマは、信仰面か法的側面かを問わず、アッラー*の教

えを守り、実行することの強調。その流れで、飲食物•狩猟•結婚などにおける合法•非合法

な物事の説明、誓い•遺言•礼拝•裁判•刑罰などの法規定がスーラ *随所に示され、啓典の民
*の誤った信仰教義についての議論や、偽信者*らの描写、様々な教訓が取り上げられる。

スーラ *の最後は、復活の日*と、使徒*たちの各共同体に対する証言に関する警告、アッラ

一*の賛美で締めく くられるが、スーラ *名となっている 「食卓」 の話も、イーサー*とその

民との出来事の中で言及されたもの （アーヤ*112-115 参照)。

2 イスラーム*を信じ、それに従うというアッラー*との契約 （雌牛章 27 の訳注も参照)。及

び、信託や売買など、イスラーム*法で合法とされる範囲内での人と人の間の約束のこと（ム
ヤッサル 106 頁参照)。

3 「誦み聞かされるもの」の内容は、アーヤ*3 で明確にされている（アッ=タバリー4:2666 参照)。

4 一般にはラクダ、羊、ヤギ、牛のこととされる （ムヤッサル 106 頁参照)。

5 「聖徴」 とは、アッラー*がお定めになり、ご命じになり、禁じ給うた全てのもの （アッ =

タバリー4:2671 参照)。

6 ここでは、神聖月*に戦うことを意味するとされる（ムヤッサル 106 頁参照)。雌牛章 194、

217 とその訳注も参照。

7 「供物」 とは、アッラー*に捧げるべくマッカ*の聖域へと連れていく 、羊やラクダなどの

犠牲用の家畜のこと （アッ =サァディー218 頁参照)。

8 犠牲用の家畜で、特別に首飾りをつけられたもの （前掲書、同頁参照)。
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してはならない。また、 （イフラーム*を）

解禁したならば、狩獵してもよい。そして、

あなた方をハラーム•マスジド*から阻んだ

ことゆえの、ある民への憎しみが、あなた

方を （彼らに対する）侵害へと向けてしま

うようではならない。また、善と敬虔さ*に
し ん ぱ ん

おいては互いに助け合い、罪や侵犯におい

ては互いに助け合ってならない。そしてア

ツラー*を畏れ*よ。本当にアツラー*は、厳し

く懲罰されるお方なのだから。

U爲U
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} あなた方には、 （以下のものが）禁じられ

た ：死体、血液、豚肉、アツラー*以外の名

において屠られたもの1、絞め殺されたもの、

撲殺されたもの、転落死したもの、（外の家

畜の角で）突き殺されたもの、野獣に食い

殺されたもの——但し （それら2がまだ息の

ある内に）あなた方が止めを刺したものは、

その限りではない——、 （アツラー*を差し

おいて崇めるために）立てられたものの上

で屠られたもの3、賭矢を引くこと4。それら

は)5夂逸さなのだ。今日、不信仰に陥った者*

たちは （、あなた方が）あなた方の宗教 （を

棄てないこと）に失意しきっている。なら

ば彼らのことは恐れずに、われ（アツラー*)

1 「死体」「血液」「アッラー*以外の名において屠られたもの」 については、雌牛章 173 の
訳注を参照。

2 この 「それら」 は、「絞め殺されたもの」 以下を指す （ムヤッサル 107 頁参照)。

3 「立てられたもの」 とは、崇められ、犠牲の血をかけられていた石のこと。一説には、そ

の石の上で屠られたものではなく 、それらの石のために屠られたもののこと （アル= クル

トウビー6:57 参照)。

4 ジャーヒリーヤ*において、人々は何らかを決意するにあたり、これらの賭矢などを用いた

「くじ引き」 に頼ることがあった。イスラーム*はこれを禁じ、その代わりに、アッラー*

'

に決断の選択を乞う、「イステイハーラ」 という特別な礼拝を定めた （イブン•カスイール

3:24-25 参照)。
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のことを恐れるのだ。この日1われはあなた

方のために、あなた方の宗教を完成させ、

あなた方へのわが恩恵を全うし、イスラー

ム*があなた方への宗教であることに満足
こ い つ み か た む

した。（故意に）罪に傾く 2のでもなく 、空

腹でやむを得ない状態にある者は誰でも （、

禁じられたものを食べてもよい3) 、本当に
じ あ い

アツラー*は赦し深いお方、慈愛深い*お方な

のだから。

4. (� 誉 箸*ょ、）彼 ら (篆たち）は、自

分たちに合法とされた （食べ）物は何なの

か、あなたに尋ねる。言ってやるがいい。

「あなた方には、善きもの4が合法とされた。

また捕食獣 5の内、あなた方が狩�を訓練

し、アツラー*があなた方にお教えになった

もので調教するもの（が捕まえた獲物）も。
ならば、それらがあなた方のために捕まえ

たものを食べ、それにアツラー*の御名を唱

えるのだ6。そしてアツラー*を畏れ*よ。本

当にアツラー*は、即座に計算される*お方な

のだから」 。

l 「この日」 とは、預言者*が他界する数十日前、彼が生涯で最初で最後に行った 「別れのハ

ッジ*」における、アラファの日（ヒジュラ暦*10 年ズルニヒツジャ月*第九日）のこと （ア

ル=ブハーリー45 参照)。

2 この 「罪に傾く」 とは、必要もなく禁じられたものを食べたり、やむを得ない状態であ

ても、自分の必要を満たす以上のものを口にしたりすること （アッニサァディー219

頁参照)。

3 雌牛章 173 とその訳注も参照。

4 この 「善きもの」 とは、健全な感覚が忌避 （きひ）感や嫌悪 （けんお）感を抱 （いだ）く

ことのないもの。あるいは、クルアーン* とスンテ*、及びそれらから導き出される類推 （る

いすい）により、禁じられてはいないもの （アル=バイダーウィー2:295 参照)。

5 ここには、同じ類 （たぐ）いの鳥類も含まれる （ムヤッサル 107 頁参照)。

6 アツラー*の御名を唱えるのは、狩�を調教した鳥獣を放す時 （前掲書、同頁参照)。

ウ
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5. (信仰者たちよ、）この日、あなた方には

善きものが許さ’れた。また、啓典を授けら

れた者* たちの食べ物 1はあなた方にとっ

て合法であり、あなた方の食べ物は彼らに

とっても合法である。また、信仰者女性の

内の貞淑な女性と 、あなた方以前に啓典

を授けられた者* たちの内の貞淑な女性2

も （合法である）。あなた方が貞淑であ

り、 （公 然 と ）姦 淫 を 犯 し た り 、情 婦 を

持ったりもせず、彼女たちに婚資金*を贈

るのであれば、だが。誰であろうと信仰を

否定する者、その行いは確実に台無しとな

るのであり、来世において彼は損失者の類

いとなるのだ。

6. 信仰する者たちよ、あなた方が礼拝を意図し

た時には、自分たちの顔と、両腕を肘まで洗

い、頭を撫で、両足をくるぶしまで （洗え）

3。そして、あなた方がジャナーパ*の状態に

あったら、（礼拝の前に、水で）身を清めよ。

また、もしあなた方が病人4や旅行中であっ

たり、あなた方の誰かが窪地から （戻って）

来たり 5、 （妻である）女性と交わったりし

た後 （、穢れを清めるための）水を見つけら

れなかった時は、清浄な地面へと向かい （そ

れに触れ）、その一部であなた方の顔と両手

肛

^^
s

マ〆，〆

'
バでメハ〆;，*** A.

l この 「食べ物」 は、大半の学者の見解では、彼らが屠殺 （とさつ）した生き物の肉のこと

(アル=クルトウビー6:76 参照)。家畜章 121 も参照。

2 いずれの場合でも、ここでは自由民女性のことを示すというのが、大半の学者の見解 （ア

ル=パガウィー2:19、ムヤッサル 107 参照)。婦人章 25 も参照。

3 この清めの行為は、「ウドウー*」 と言われる。

4 「病気」 に関しては、婦人章 43 の訳注を参照。

5 「窪地から戻って来る」 という意味に関しては、婦人章 43 の訳注を参照。
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を撫でる 1のだ。アツラー*はあなた方に、

困難をお授けになりたいのではない。しか

し、かれはあなた方を清められ、あなた方

が感謝するように、あなた方の上にその

恩恵を全うされたいのである。
おんけい

一二

^
ネぢ^3\j^\

〇\14ぶ �

また、あなた方に対するアツラー*の恩恵
したが

と、あなた方が「私たちは聞き、従いまし

た」 と言った時にかれがあなた方と結ん

だ、かれとの確約2を思い起こすがよい。そ

して、アツラー*を畏れ*よ。本当にアツラ

一*は、胸中にあるものをご存知になるお

方なのだから。

8. 信仰する者たちよ、アツラー*のためによく

(権利を)履行する者3、正義の証人であれ。

そしてある民に対する憎しみが、あなた方

を公正の不履行へと向けてしまうようで

はならない。公正に徹するのだ。それがよ

り敬虔さ*に近いのだから。そしてアツラー
*を畏れよ。本当にアツラー*は、あなた方

の行うことに通暁されているお方。

レ、:

W3W'ぁiぬ痛腦

^̂
9. アツラー*は、信仰し、正しい行い*を行う

者たちに、 （天国を）お約束される。彼ら

には、お赦しと、この上ない褒美がある。

故: 涵

おちい

10. そして不信仰に陥り、われら*の （唯一性*

を示す）御徴を嘘よばわりした者たち、そ

れらの者たちは火獄の住人である。

1 この清めの行為は、「タヤンムム*」 と呼ばれる。

2 ここでの 「確約」 については、雌牛章 40 とその訳注を参照。

3 この 「よく （権利を）履行する者」 とは、アツラー*の諸権利と、かれが自分に義務づけら
れたもの、および他人の諸権利を、よく果たす者のこととされる （アル=ジャザーイリー
1:601 参照)〇
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l i. 信仰する者たちよ、あなた方に対するアツ
おんけい

ラー*の恩恵を思い起こすのだ。ある民があ

なた方に（支配の）その手を伸ばそうとし、

それでかれが、その手をあなた方から阻ま

れた時のことを。そしてアツラー*を畏れ*

よ。信仰者たちには、アツラー*にこそ全て

を委ね*させるのだ。

ぶ

•
ぶ み ヌ

Jい、jLsj
l^=S 3§^\

12. アツラー*は確かに、イスラーイールの子ら
*の確約1をお取りになり、われら*2は彼ら

の内から十二人の族長を遣わした3。そし

て、アツラー*は彼らに仰せられた。「本当

にわれは、あなた方と共にある4。もしも、

あなた方が礼拝を遵守し*、浄財*を支払

い、わが使徒*たちを信じ、彼らを助け、ア

ッラー*によき貸付5をするのであれば、わ
かなら

れは必ずやあなた方の悪行をあなた方の

た

^
)に帳消しにし、あなた方をその下から

河川が流れる楽園に入れてやろう。あなた

方の内、その後に及んで不信仰に陥る者*

は、確かに真っ当な道から迷ってしまって

いるのである」。

13. われら*は、彼ら（ユダヤ教徒*) が確約を

破棄したことゆえに彼らを呪い6、彼らの心

を硬化させた。彼らは（トーラー*の中の)

<；i>4

^
3

^
45

^
its

^
==»j 少

^̂
、
“

1 この「確約」については、雌牛章 40とその訳注を参照。。

2 第三人称から第一人称に突如変わっているが、いずれも主語はアッラー*。これは同一の対

象が、異なる人称で入れ替わる、アラビア語独特の修辞法の一つであり、「イルティファー

卜（転換)」と呼ばれるもの（アッ=スユーティー3:214-219参照)。

3 ユダヤ教徒*の支族数と、同数の族長。彼らはそれぞれ自分たちの配下の者に対し、アッラ

一*とその使徒*ムーサー*、そして啓典への服従を命じた（ムヤッサル 109頁参照)。

4 つまり、「わが守護と援助によって、あなた方と共にある」ということ（前掲書、同頁参照)。

5「よき貸付」については、雌牛章 245の訳注を参照。

6「アッラー*の呪い」に関しては、雌牛章 88の訳注を参照。
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御言葉を本来の形から改竄し、自分たちが み峰

_
以

‘
い ま し

それ （トーラー*) によって戒められてい

たものの多く 1を忘れた2。そして （使徒*

よ、）あなたは、彼らの内の僅かな者を除

いては、未だに彼らの裏切りを見出すの

だ。ならば彼らを大目に見、見逃してやれ。

本当にアツラー*は、善を尽くす者3たちを

お好きになるのだから。

ふ

^ふ

^^
1 4 . またわれら*は、 「私たちはキリスト教徒*

です」 と言う者たちからも、その確約取

た。そして彼らも、自分たちがそれ（福
*) で戒められていたものの多くを、忘れ

てしまったのだ5。それで、われら*は復活

の日*まで、彼らの間に敵意と憎悪を煽り立

てた。アツラー*はやがて、彼らが成してい

たことを、彼らにお告げになろう。

15. 啓典の民*よ、あなた方のもとには61かに、

われら*の4徒*(ムハンマド*)が到来した。
彼はその啓典の内の、あなた方が隠蔽して

いたものの多くを明らかにし、また （その

他の）多くについては大目に見てくれる6。

い ん
立つ

1 これは、預言者*ムハンマド*への信仰や、彼の特徴を人々に明らかにする義務などを含む、

アツラー* との契約のことを意味するとされる （アル=クルトウビー6:116 參照)。イムラ

ーン家章 187 も参照。

2 つまり、アツラー*との契約を放 （ほう）ったらかしにし、それを実行しなかった （ムヤツ

サル 109 頁参照)。

3 「善を尽くす者」 については、蜜蜂章 128 の訳注を参照。

4 この 「確約」 については、雌牛章 40 とその訳注を参照。

5 「戒められていたものの多く」 と 「忘れてしまった」 については、アーヤ *13 の訳注

を参照。

6 彼らが隠蔽していたことの多くについて多めに見られ、宗教上の必要に迫られない限り、

それを逐一（ちくいち）公けにされることはない。あるいは、彼らの多くを大目に見られ、

その罪をお咎 （とが）めにはならない （アル=バイダーウィー2:307 参照)。
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アツラー*の御許からあなた方のもとに、光

と解明の書1が確かにやって来たのである。

16. ア ツ ラ ー*は、そ れ （クルアーン*) に よ つ

てかれのお喜びを追求する者を、平安の道

へとお導きになる。そしてそのお許しによ

て、彼らを闇から光2へと救い出され、ま

すぐな道へとお導きになるのである。

念心

^
士 ド'

^
J

说 ふ 你 こJ嗅-』
oyUi A^J

3113

つ

つ

「本当にアツラー*こそは、マルヤム*の子マ

スイーフ* (イーサー*) である」 などと言っ

た者たちは、確かに不信仰に陥ったのだ。

(使徒*よ、）言ってやるがいい。「ならば、

誰がアツラー*に対して、僅かばかりでも（力

を）有するというのか？ もしアツラー*が、

マルヤム*の子マスイーフ*とその母、そして

地上にあるもの全てを滅ぼすことを欲され

たならば3 (、誰もどうすることも出来ない）。

諸天と大地、その間にあるもの （全て）の王

権は、アツラー*にこそ属するのだ。かれは、

かれがお望みのものをお創りになるのだか

ら。そしてアツラー*は、全てのことがお出

来になるお方であられる」 。

17.

18. ユダヤ教徒*とキリスト教徒*は、言った。

「私たちはアツラー*の子であり、その寵

愛を受ける者である」 。（使徒*よ、）言

て や る の だ。「な ら ば、な ぜ、か れ （ア ツ

ラー*) はあなた方の罪ゆえに、あなた方を

罰されるのか？ いや、あなた方はかれが

ふ

^
$以

^
ぷ4]

^
5

夕て〆夕〆

▲

1 この 「光」には、「イスラーム*」「預言者*ムハンマド*」 といった解釈がある。「解明の書」

はクルアーン*のこと （アル=クルトゥビー6:118 参照)。

2 この 「闇」 と 「光」 については、雌牛章 257 の訳注を参照。

3 もし彼らが主張するように、イーサー*がアツラー*であったとしたら、彼は自らとその母

親、またその他、全てのものの運命を変えることが出来たであろう、ということ （アツ =
タバリー4:2793-2794 参照)。
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Mられたもの（である�の人間と同種）の、

人間なのだ。かれは、かれがお望みになる

者をお赦しになり、かれがお望みになる者

を罰され給う。そして諸天と大地、その間

にあるものの王権はアツラー*にこそ属し、

かれにこそ帰り所があるのだ」 。

成■じ

19. 啓典の民*よ、あなた方のもとに （それ以前

の）使徒*たちから期間をおいて、（真実と

導きを）明示するわれら*の使徒* (ムハン

マド*) が到来した。（それは）あなた方が、

「私たちのもとには、吉報を伝える者も、

警告を告げる者1 も、 （誰も）来なかった」

などと言わないようにするため。そして、

あなた方のもとには確かに、吉報を伝え

警告を告げる者が到来したのだ。アツラー

*は、全てのことがお出来になるお方。

20. ムーサー*が、その民に （こう）言った時の

こと （を思い起こさせるがよい）。「我が

民よ、あなた方に対する、アツラー*の恩恵

を思い出すのだ。かれが、あなた方の内に

数々の預言者*を遣わされ、あなた方を王と

し、全創造物のいかなる者にも与えられな

かったものを、あなた方にお授けになった

時のことを。2

21. 我が民よ、アツラー*があなた方に約束され

た聖なる地3に入るのだ。そして背を向けて

退散するのではない。そうすればあなた方

は、損失者として帰って来ることになろう」。

k£\

33J^\

念;!

^̂ ^̂i 「吉報を伝え、警告を告げる」 については、雌牛章 119 の訳注を参照。

2 雌牛章 47 「外 （ほか）のいかなる者よりも引き立てた時のこと」 の訳注も参照。

3 この「聖なる地」とは、エルサレムとその周辺のことと言われる（ムヤッサル 111 頁参照)。
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彼らは言った。「ムーサー*よ、実にそこに

は強大な民がいる。そして本当に私たち

は、彼らがそこから出て行くまで、絶対に

そこには入らないぞ。もし彼らがそこから

出て行くなら、まさしく私たちは（そこへ)

入る者となろう」 。

碑s�⑽

(アツラー*を）怖れる者たちの内、二人の

アツラー*は彼らに、 （アツラー*

23.

男1

お ん け い

とムーサー*への服従という）恩恵を授け

て下さった一一が、言った。「門に入り、

彼らのもとに突入するのだ。それで、もし

そこに入ったなら、あなた方は必ずや勝利

者となろう。ならばアツラー*にこそ、全て

を委ねる*のだ。もし、あなた方が信仰者で

あるというなら」 。

卿、!

^ A

彼らは言った。「ムーサー*よ、彼らがそこ

にいる限り、私たちは絶対にそこには入ら

ないぞ。ならば、あなたと、あなたの主*

が行って、戦って来るがいい。実に私たち

は、ここで留まる者となるから」 。

彼 （ムーサー*) は （祈って、）申し上げた。

「我が主*よ、本当に私は、自分自身と我が

兄 （ハールーン*) の外、何も有しておりま

せん。ゆえに、私たちと放逸な民との間に、

ご裁決をお下し下さい」 。

2̃ \

jh

^
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翕 こ じ

^^
25.

お お

ム

^
5

^
」

'ふ

^^
ふかれ （アツラー*) は、仰せられた。「では、

実にそこは彼らに四十年間禁じられ、彼らは

(その間、）地を彷徨うことになろう。なら

ば、放逸な民のために悲しむのではない」 。

2G.

一〆

1 先代 •後代における多くの学者が、この二人を、ユーシュア •ブン •ヌーン （ヨシュア）と、

カーリブ •ブン •ユーフナー （カレブ）であるとしている （イブン •カスィール 3:77 参照、)。
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(使徒*よ、）彼らにアーダム*の二人の子1

についての真実の話を、誦んで聞かせるが

いい。二人が供物を捧げ、彼らの一人 （ハ

ービール）からは受け入れられ、 もう一人

(カービール）からは受け入れられなかっ

た時のこと2。彼 （カービール）は言った。

「絶対に、お前を殺してやる」 。彼 （ハー

ビール）は言った。「アツラー*は敬虔な*

者たちからのみ、お受け入れになるのだ。

辟—^̂
辟

_
27.

上％

^
i春

28. もしも、あなたが私を殺そうとして、その

手を私に伸ばしたとしても、私はあなたを

殺そうとして、我が手をあなたへ伸ばしは

しまい。本当に私は、全創造物の主*アツラ

一*を、怖れているのだから。

Joj\

^
29. 本当に私は、あなたが私の罪とあなた自身の

罪3と共に （アツラー*の御許へと）戻り、業

火の民の類いとなることを望んでいる 4 の

だ。それが、不正*者たちへの応報である」 。

彼 （カービール）の自我は、彼に自分の弟

を殺害するよう仕向け、彼は彼 （ハービー

ル）を殺した。そして彼は、損失者の類い

となった。

/4

^ 0
30.

l ハービール （アベル）とカービール （カイン）の話である、と言われる （イブン•カスイー

ル 3:82、ムヤッサル 112 頁参照)。

2 大半の解釈学者によれば、ハービールは羊飼いで、カービールは農夫だった。そして自分

の持ち物の内、最良の羊を供物として捧げたハービールがアッラー*に受け入れられ、一方

質の低い作物を供物としたカービールは受け入れられなかったのだという （イブン •カス

イール 3:85 参照)。

3 「私の罪」とは、ハービールを殺害した罪のことで、「あなた自身の罪」 とは、それ以前の彼

の罪である、というのが大半の解釈学者の見解 （アル=クルトウビー6:137 参照)。

4 これは文字通りの願望ではなく 、「私は、あなたを殺すよりは、自分があなたに殺されるこ

とを望む」 という、二つの好ましくない物事の間の選択という意味合い （イブン•ジュザイ

1:233 参照)。
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31. そしてアツラー*は、その弟の

^
:骸をいかに

埋めるか，示すため、地面を.る、一羽の

カラスを遣わされた1。彼 （カービール）は

言 っ た。「我 が 災 い よ2 ! —体、私 は こ

のカラスのようにして、自分の弟の亡骸を

埋めることも出来なかったのか？」 彼は、

後悔する者の類いとなった。

UX\

挑烏

32. それ （殺人の罪）ゆえに、われら *はイスラ

イールの子ら *に （こう）定めたのだ。誰

か一人 （の命）の代償としてでもなく、地

上における腐敗*3ゆえにでもなくして人一

人の命を奪った者は、あたかも全人類を殺

したようなものである4。また、それ （一人

の命）を生かした者は、あたかも全人類を

生 か し た よ う な も の で あ る 5。わ れ ら *の

使徒*たちは確かに、明証6を携えて彼らの

もとに到来したのだ。それから実に、彼ら

の多くはその後、地上で（アツラー*の法を

侵犯することにおいて、）正しく度を越し

た者たちなのである。

% ■

1 この事件は人類史初の殺人であったゆえ、カービールは遺体に対していかに対処すべきかを

知らなかった。そこでアッラー*は彼に、カラスが仲間の遺体を地面に埋 （う）めるのを示さ
れ、埋葬（まいそう）の仕方を教えられたのだという （アッ=タバリー4:2831-2834 参照)。

2 「我が災いよ」 とは、心配や後悔の念を表すアラビア語表現 （アルニバイダーウィー2:318
参照)。

3 「命の代償」 に関しては、雌牛章 178-179 の「キサース刑」 のくだりを、また刑罰の対象

となる 「地上で腐敗*をもたらすこと」 の具体的内容については、アーヤ *33 を参照。

4 殺してはならない命を奪う者にとって、殺す相手に違いはなく 、ただ自分の悪の欲望に従

て、殺したい者を殺すに過ぎない。その意味で、彼は全人類を殺すのに等しい （アッ =
サァディー229 頁参照)。

5 たとえ殺したい相手がいても、アッラー*への恐れゆえに思いとどまり、彼を生かしておく

者は、全人類の生命を生かしておく者に等しいンというのも彼はアッラー*への恐れゆえ、

殺害を禁じられている、いかなる命も奪ったりはしないからである （前掲書、同頁参照)。

6 この 「明証」 は、使徒*たちの教えの正しさを示す、様々な証拠のこと （ムヤッサル 113
頁参照)。

二)
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33. アツラー* とその使徒*に戦いをしかけ、地
ふ は い ほ ん そ う

上で腐敗*を働くことに奔走する者たち1の
aぬ

13

^
43'

はりつけ

応報は、殺されるか、（死刑の上に）磔に

されるか、またはその手足2を交互に切断さ

れるか、あるいはその土地から追放される
3ことに外ならない。それは、現世における

彼らへの屈辱である。そして来世において
ちようばつ

は彼らに、この上ない懲罰があるのだ。

34. 但し、あなた方が召し捕る前に悔悟した者

たちは別である。ならば （信仰者たちよ）、
アツラー*が赦し深いお方、慈愛深い*お方

であることを知るがよい。

切あ?

^
ufiN

^
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^

35. 信仰する者たちよ、アツラー*を畏れ*、かれ

へのお近づきを求め4、かれの道において

奮闘するのだ。あなた方が成功するように。

36. 本当に、不信仰に陥った者*たちは、たと

え彼らに、復活の日*の懲罰をそれで償

(って免除してもら）うため、地上にある

もの全てと、それと同様のものがもう一つ

あったとしても、それが彼らから受け入れ

られることはない。そして彼らには、痛烈
ちようばつ

な懲罰がある。

©1 4 功 い こ

^̂
37. 業火から抜け出したくても、彼らがそこか

ら出ることは叶わない。そして彼らには、

永劫の懲罰がある。 .

1 アッラー*に対して宣戦し、その敵意を露 （あら）わにし、アッラー*とその使徒*の法に逆
らう者たちや、強盗•殺人などで治安を乱す者たちのこと （ムヤッサル 113 頁参照)。

2 右手と左足のこと。もし再犯であれば、その時は左手と右足 （前掲書、同頁参照)。

3 追放された先の土地で、悔悟するまで拘束される （前掲書、同頁参照)。

4 アッラー*への服従と、かれが喜ばれる行いによって「お近づき」を求めよ、ということ （前
掲書、同頁参照)。
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^^
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(イスラーム*法によって統治する考

^
:、）

男女の窃盗1犯は、彼らが （不当に）稼いだ

ことの応報、アツラー*からの懲罰ゆえに、

その手2を切断するのだ。アツラー*は、偉

力ならびない*お方、英知あふれる*お方。

. そして、その不正* (窃盗）の後に悔悟し（行

いを）正した者は誰であろうと、本当にア

ツラー*は、その悔悟を受け入れて下さる。

本当にアツラー*は赦し深いお方、慈愛深い

*お方であられるのだから。

(使徒*よ、）あなた3は、諸天と大地の王

権がアツラー*に属するということを知ら

ないのか？ かれはお望みの者を罰され、

お望みの者をお赦しになるのだ。アツラー

*は、全てのことがお出来のお方。

使徒*よ、「私たちは信仰した」 と口先では

言いつつも、その心は信仰していない者た

ちの内、不信仰へと急ぐ者たちが、あなた

を悲しませるようであってはならない。ま

た、嘘に耳を傾け、（余りの憎しみゆえに)

あなたのもとには顔を出さず、 （トーラー

*の）言葉をその場所の （確定）後に改変す

る民に傾聴する4、ユダヤ教徒*である者た

38.
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41.

1 イスラーム*法における窃盗とは、正常な理性を備えた成人*が、一定の価値を有する他人

の所有物 （その所有権において疑念のないもの）を、その保管場所からこっそりと盗むこ

と。（クウエイト法学大全 24:292 参照)。

2 窃盗は基本的に、本人の自白か、一定の条件を満たした二人の証人による証言によって確

定する。尚、初犯者は、右手を手首から切断される、というのが大半の学者の見解 （前掲

書 24:332-334、338 参照)。

3 この 「あなた」 については、雌牛章 12◦の訳注を参照。

4 この 「民」 とは、ここで 「傾聴する」 ユダヤ教徒* とは別のユダヤ教徒* (ムヤッサル 114

頁参照)。彼らに 「傾聴する」 とは、彼らの言うことを聞いて従うこと、あるいは （ムスリ

ム*たちの間の）言葉を聞き回っては、彼らにそれを伝達すること （イブン•カスイール

3:113 参照)。
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、心$s^^

ち （の不信仰者*) も （同様である）。彼ら

(その人々）は、言うのだ。「もし、あな

た方が（ムハンマド*から）これを与えられ

たら、 これを受け入れよ。そしてもし、こ

れを与えられなかったら、用心するのだ1」。

(使徒*よ、）誰であろうと、アツラー*が

その試練をお望みになる者、あなたはその

者のために、アツラー*に反して何一つ出来

ないだろう 2。それらの者たちは、アツラー

*が （不信仰から）その心の浄化をお望み

にはならなかった者たち。彼らには現世に

おいて屈辱があり、来世においてはこの上

ない懲罰がある。

(彼らユダヤ教徒*は）嘘に耳を傾け、禁

じられた物を貪る者たち。彼らが（裁決を

求めて）あなたのもとに来たら、彼らの間

を裁くか、あるいは彼らから背を向けよ。

そして、あなたが彼らに背を向けるにして

も、彼らは少しもあなたを害せないだろ

う。また、裁決するのであれば、公正さで

彼らの間を裁け。本当にアツラー*は、公正

な者たちをお好みになるのだから。

彼らは、自分たちの手許にはアツラー*の規

定が記されたトーラー*があるというのに、

一 体 ど う し て あ な た に 裁 決 を 求 め る の

か？ それから彼らは、その （裁決が下さ

4

ib «^r
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i この 「これ」 とは、ユダヤ教徒*たちが自分たちの私欲に沿って、本来のトーラー*の法規定

を改変したもののこと （ムヤッサル 114 頁参照)。マディーナ*のユダヤ教徒*らは、姦通 （か

んつう）の罪に対する罰として、トーラー*の中で定められていた石打ちの刑ではなく 、罪人

の顔を墨 （すみ）で黒く塗り、鞭 （むち）打ち刑に処すこととしていた。それで預言者*は姦

通した者に対し、アッラー*の定めた刑罰である石打ち刑を実施したのだった （ムスリム「固

定刑の書」 28 参照)。姦通罪の刑罰に関しては婦人章 15、及び御光章 2 を参照。

2 使徒*だろうと、アッラー*が迷妄 （めいもう）をお望みになる者を導くことは出来ない （ム

ヤッサル 114 頁参照)。
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れた）後、それに背を向けるのである。そ

れらの者たちは、信仰者などではない1。

ル、44. 本当にわれら*は、（アツラー*の法に）服従

(イスラーム*) した預言者*たちが、それに

よってユダヤ教徒*である者たち*を裁ぐ導

きと光を宿したトーラー*を下した。また、
が く し き ゆ た

学識豊かな指導者2たちや学者らも、自分た

ちがアツラー*の書 （であるトーラー*が改変

されることから）の保持を託されたがゆえに

(、それで裁いていた）。そして彼らは、そ

れに対する証人3だったのだ。ならば人々を

恐れず、われ （アツラー*) を恐れよ4。そし

a私r匕

き て い

て、われの （規定という）御徴と引き換え

に、僅かな値打ちのものを買ったりしてはな

らない。誰であろうと、アツラー*がお下し

になったもので裁かない者、それらの者たち

こそは不信仰者*なのである。

もみ幻』激
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また、われら*はその （トーラー*の）中で、
い の ち い の ち

彼 ら に （こ う）定 め た。命 に は 命 で、目

には目で、鼻には鼻で、耳には耳で、歯に
む く し よ う が い

は歯で （報われる）。そして傷害は、キサ

ース刑5 (による報い）なのだ」 。誰でも、

それ （キサース刑の執行）を免じてやる者
つ み ほ ろ

は、それが自分への罪滅ぼしとなる。そし

45.

\19

1 彼らは自分たちの法については不信仰を犯しつつ、預言者* ムハンマド*の裁決にも背を向

ける、という二重の罪を犯している （ムヤッサル 115 頁参照)。

2 「学識豊かな指導者」 については、イムラーン家章 79 の訳注を参照。

3 それら先代の預言者*たちが、 トーラー*によってユダヤ教徒*を裁いていたということの

「証人」（前掲書、同頁参照)。

4 彼らユダヤ教徒*の学者らは、彼らが知っている預言者*ムハンマド*の特徴や、姦通 （かん

つう）罪に対する本来の刑罰である石打ちの刑を公 （おおや）けにすることにおいて、ア

ッラー*以外の誰をも恐れるべきではない、ということ（アルニクルトウビー6:189 参照)。

5 「キサース刑」 については、雌牛章 178 の訳注を参照。
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て誰であ

^
) うと、アツラー*がお下しになつ

たもので裁かない者、それらの者たちこそ

は不正*者なのである。
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46. われら*は、それ以前に下されたトーラー*

を確証するマルヤム*の子イーサー*に、彼

ら（イスラーイールの子ら*の預言者*たち）

の跡を継がせた。そしてわれら*は、導き

と光を宿し、それ以前に下されたトーラー

(*の正しさ）を確証する、敬虔な*者たち

への導きと訓戒としての福音*を、彼に授

けたのだ。

47. 福音*の徒は、アツラー*が （福音*の）その

中で下されたものによって裁決せよ。誰で

あろうと、アツラー*がお下しになったもの

で裁かない者、それらの者たちこそは放逸

な者なのである。

. また （使徒*よ）、われら*はあなたに、そ

れ以前の啓典 （の正しさ）を確証し、かつ

統制するもの1 として、真実の啓典 （クルア

ーン*) を下した。ならばアツラー*がお下

しになったものによって、彼らの間を裁く

のだ。そして、あなたに到来した真理をよ

そに、彼らの欲望に従ってはならない。わ

れら*はあなた方の各々 （の共同体）に、法

と （明白な）道筋を授けた2。そして、もし

アツラー*がお望みになったのであれば、あ

なた方を一つの （法に基づいた）共同体と

は;

^
_

48

1 クルアーン*は、それ以前の啓典の正しい部分を確証し、改竄 （かいざん）されていた部分
は暴 （あば）き、その中のある種の法規定については撤回する、啓典の最終版である （ム
ヤッサル 116 頁参照)。

2 アッラー*の法規定は、時代背景により異なるものではあったが、各時代において正義に叶
うものだった。しかし宗教の根本的部分 （タウヒード*など）は、不変である （アッ =サァ
ディー234 頁参照)。
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されただろう。しかし （そうされなかった

のは）、あなた方に授けたものにおいて、

あなた方をお試しになるため1。ならば、善

行を競い合うがよい。アツラー*にこそ（復

活の日*) 、あなた方全員の帰り所はあり、

そしてかれは、あなた方が意見を異にして

いたことに関して、あなた方にお告げにな

るのだから。

。また （使徒*よ）、アツラー*のお下しにな

たもので彼らの間を裁き、彼らの私欲に

従うのではない。そして、アツラー*があ

なたに啓示したものの一部から、彼らがあ

なたを惑わせしその実践を阻止し）よう

とすることに用心せよ。もし彼らが （あな

たの裁決から）背き去るなら、知るがよい、

アツラー*は彼らの罪の一部ゆえに、彼らを

罰することをお望みなのだということを。

本当に人々の多くは、まさしく放逸な者た

ちなのである。

ハー体彼らは、ジャーヒリーヤ*の裁決を望む

というのか？ そして（アツラー*の法の正

しさを）確信する民にとって、アツラー*

よりも裁決に優れたお方があろうか？

' 信仰する者たちよ、ユダヤ教徒* とキリスト

教徒*を盟友としてはならない2。彼らの

盟友は、彼ら自身なのだから。そして誰で

あろうと、あなた方の内で彼らを盟友とす

0\

つ
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l 各時代において、いかなる相違 （そうい）もない同一の法ではなく 、異なる法が定められ

たのは、人々が、法の変更がアツラー*の英知によるものであると信じ従うか、あるいは真

理から脱線し、実践をおろそかにするかどうか、試練にかけるためだった （アル=バイダ

ーウィー2:332 参照)。

2 イムラーン家章 28 とその訳注も参照。
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る者、その者はまさしく彼らの仲間であ

る。本当にアツラー*は、不正*者である民

をお導きにはならない。

djjb
52. またあなたは、その心に病を宿す者たち1

が、「私たちは、自分たちに（状況の）暗

転が訪れる2ことを怖れている」と言って、

彼ら（の親愛）へと急ぐのを目にする。ア

ッラー*はきっと勝利か、あるいはその御許
きよくめん

から（新たな）局面をもたらされるだろう
みずか

3。それで彼らは、自らの胸中に潜めてい
こうかい

たことを後悔することになるのだ。

53. 信仰する者たちは（その時、偽信者*たちの

ことを知って、こう）言う。「一体これらの

者たちは、本当に自分たちこそはあなた方の

仲間であると、躍起になってアツラー*にか

けて誓った者たちなのか？」彼らの行いは台

無しとなり、損失者となってしまうのだ。

9 { ^ »〆
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54. 信仰する者たちよ、あなた方の内で自分の

宗教（イスラーム*)から（不信仰へと）戻

ってしまう者があっても、アツラー*はかれ

が愛で給い、その者たちもまた、かれのこ

とを愛するような別の民を、やがて出現さ

せ給おう。（彼らは）信仰者たちに対して
ひか げんかく

は控えめで、不信仰者*たちには厳格であ

り、アツラー*の道において努力奮闘し、

1 この「心に病を宿す者たち」とは、信仰に疑念を抱き、かつユダヤ教徒*らに親愛の念を示

していた偽信者*たちのこと（ムヤッサル 117 頁参照)。

2 つまりユダヤ教徒*らがムスリム*たちに勝利することで、彼ら自身もその被害にあってし

まうこと（前掲書、同頁参照)。

3 この「勝利」は、マッカ開城*と、ムスリム*たちの不信仰者*たちに対する勝利を、「新た

な局面」とは、啓典の民*の弱体化を原因づける出来事のことを指す、とされる（前掲書、

同頁参照)。
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中傷する者の中傷など怖れない。それ1は

アツラー*が、かれのお望みになる者に授け

られる、かれのご恩寵である。アツラー*

は広量な*お方、全知者であられる。

(信仰者たちよ、）あなた方の盟友とは、

アツラー*とその-徒*であり、礼拝を遵守

な，供;ijsi;切�減
翕�名逾温ぬ仏乂ぶ

55.

きようじゆん じようざい

し*、（アツラー*に対して）恭順に浄財*

を支払う、信仰する者たちに外ならない。

56. そして誰であろうと、アツラー*とその使徒

*と信仰する者たちを盟友とする者は（アツ

ラー*の党派であり）、本当にアツラー*の

党派こそは勝利者なのである。

•'て〆 9\ ，〆〆〆$ {* t〆〆〆

ゲJ

いみ難:
life多滅麵
忍適ちi織!
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57. 信仰する者たちよ、あなた方以前に啓典を

授けられた者*たちと不信仰者*たちの内、

あなた方の宗教を嘲笑と遊興の的とした

者たちを、盟友とするのではない。そして、

アツラー*を畏れ*よ。もし、あなた方が信

仰者であるならば。

58. また（信仰者たちよ）、あなた方が礼拝へ

と呼びかければ、彼らはそれを嘲笑と遊

興の的とした。それというのも彼らは、

分別しない民であるからなのだ。

(使徒*よ、）言ってやるがいい。「啓典の

民*よ、あなた方は、私たちがアツラー*と、

私たちに下されたもの、（それ）以前に下

されたもの2を信じたというだけで、私たち

を咎めるのか？ あなた方の大半は、放逸

な者であるのに」。

は! 儀必等鷄

釣歸減ぶ爾59.

1 「それ」とは、「信仰者たちに対しては控えめで、•••中傷など怖れない」という美点のこと

(アツ=タバリー4:2933参照）

2 つまり全ての啓典のこと（アル=バイダーウィー2:341参照)。
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60. (預言者*よ、）言ってやるがいい。「アツ

ラー*の御許において、それよりも悪い応報

を （受ける者たちについて、）あなた:

^
に

f (えようか？ （それは、彼らの罪や嘘や

傲慢さゆえに）アツラー*が呪い1給い、お

怒りになり、その一部を猿や豚にお変えに

なり2、ターダート *を拝した者」 。それら

の者たちは （来世で）より悪い居場所にあ

り、 （現世では）真っ当な道から、より迷

い去った者たちなのだ。

み、:

^
ゅ趣麥爲
私

^
獅

>j 胸雄'
:減�61. また、彼ら （偽信者*たち）はあなた方のも

とにやって来れば、 「私たちは信仰した」

と言う。彼らは確かに、不信仰と共に （あ

なた方のもとに）入り、そして不信仰と共

に （あなた方のもとを）出て行ったのだ。

アツラー*は、彼らが隠していたことを最も

よくご存知である。

62. (使徒*よ、）あなたは彼らの多くが罪と（法 Ssjj
し ん ぱ ん む さ ぼ

の）侵犯、禁じられた物を貪ることに急ぐ

のを目にする。彼らの行っていることは、

何と実に醜悪なことか。

63. 学識豊かな指導者3たちや学者らはなぜ、罪

深い言葉と禁じられた物を貪ることを彼

らに止めさせないのか。彼らの成していた

ことの、何と実に醜悪なことか。

64. ユダヤ教徒*は言った。「アツラー*の御手

縛られたのは彼

ぶ 減

は、縛られている4」。

1 「アッラー*の呪い」 については、雌牛章 88 の訳注を参照。

2 雌牛章 65、高壁章 166 も参照。

3 「学識豊かな指導者」 については、イムラーン家章 79 の訳注を参照。

4 彼らは日照（ひで）りや旱魃（かんばつ）の時に、アッラー*が自分たちに対して出し惜（お)
しみしている、などと言ったのだという （ムヤッサル 118 頁參照)。
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らの手であり、彼らは彼らの言ったことゆ

えに呪われたのだ一一〇いや、かれ（アツ

ラー*)の御手は大きく広げられており、か

れはお望みのままにお恵みになる。あなた

の主*の御許からあなたに下されたものは
かなら

必ずや、彼らの多くに、放埒さと不信仰を

上乗せする1。そして、われら*は復活の日*

まで、彼らの間に（互いへの）敵意と憎悪

の念を投じたのだ。彼らが（ムスリム*に対

する策略の）戦争に火を点けようとするた

び、アツラー*はそれをお消しになる。そし

て彼らは（依然）、地上で腐敗*を働いてい

るのだ。アツラー*は、腐敗*を働く者たち

をお好みにはならない。

與

^
4f鱗(y總j

eこ;feu七

^̂

もし啓典の民*が信仰し、（アツラー*を）畏

れ*たなら、われら*は彼らのためにその悪

行を覆い隠してやり、彼らを（来世におい

65.

あんねい

て）安寧の楽園に入れてやるのだが。

66. また、もし彼らがトーラー*、福音*、彼ら

の主*から彼らのもとに下されたもの（クル

アーン*)を実践したならば、その頭上から

も足元からも、食べ（るための糧を授かつ)
ちゆうよう

たであろう2。彼らの中には中庸な集団3も

ある。そして彼らの多くの者たちの行い

は、何と忌まわしいことか。

1 彼らはクルアーシ*を聞くことによって、放埒さと不信仰を増す。それは、あたかも健常者に

は有益な栄養を摂（と）ることで、病人の病状が更に悪化する状態のようである（アル=バ

イダーウィー2:346 参照)。夜の旅章 82、詳細にされた章 44 も参照（イブン•カスィール

3:147参照)。そしてその原因は、啓示に背き、反対し、頑（かたく）なに拒（こば）み、間

際（まぎわ）らしい嘘を用いて対抗したためなのである（アッ=サアディー237頁参照)。

2 アツラー*がお降らしになった雨の恵みと、それによって大地に生育する作物の恵みを授か

る、という意味（アッ=タバリー4:2952、ムヤッサル 119頁参照)。

3「中庸な集団」とは、過激でもいい加減でもない、正しい集団のこと。ここでは啓典の民*

の内、イスラーム*を信じた者たちのこと（アル=バガウィー2:68 参照)。
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(使徒*よ、）あなたの主*からあなたに下

されたものを伝えよ。もしそうしなけれ

ば、あなたはかれのお言伝を伝えなかった

ことになる 1。そしてアツラー*が、あなた

を人々から守って下さるのだ。本当にアツ

ラー*は、不信仰者*である民をお導きには

ならない2。

(使徒*よ、）言ってやるがいい。「啓典の

民*よ、トーラー*、福音*、そしてあなた方

の主*からあなた方のもとに下されたもの

(クルアーン*) を実践するまで、あなた方

は （宗教とは）無関係なのだぞ」 。そして、

あなたの主*の御許からあなたに下されたも

のは必ずや、彼らの多くに、放将さと不信

仰を上乗せする3。ならば （使徒*よ、）不信

仰者*である民ゆえに、悲しむのではない。

本当に、信仰する者たち、ユダヤ教徒*であ

る者たち、サービア教徒*たち、キリスト教

徒*たちで、アツラー*と最後の日*を信じて

正しい行い*を行う者、彼らには、怖れもな

ければ、悲しむこともない4。

われら *は、イスラーイールの子ら *の確約
5を確かに取り、彼らに数々の使徒*を遣わ

した。彼ら自身の気に入らないものを携

えた使徒*が、彼らのもとに到来する度、

與 じ

^
5

G8,

ゆ、:&薦
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1 実際に預言者*ムハンマド *は、アッラー*の教えを余すことなく伝えた。ゆえに、彼が少し
でも啓示を隠蔽 （いんぺい）したと考える者は、アッラー*とその使徒*に対して大それた
嘘を言ったことになる （ムヤッサル 119 頁参照)。

2 つまりアツラー*は彼らに、あなたを害するようなことは許されない、ということ （アッ =
シャウカーニー2:85 参照)。

3 ア ー ヤ *64 の、同様のくだりの訳注も参照。

4 「怖れもなければ、悲しむこともない」 については、雌牛章 38 の訳注を参照。

5 この 「確約」 に関しては、雌牛章 27 の 「契約」 に関する訳注を参照。
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彼らは（4#たちの）ある一派をiつき

としたのであり、また別の一派は殺害する

のだった。

また、彼らは試練1などないだろうと思い込

み、 （導きに対して）盲目になり、 聾に

なった2。その後アツラー*は彼らの悔悟を

お受け入れになったが、それから彼らの多

くは （再び、導きに対して）盲目になり、

71.

つんぼ

聾になったのだ。アツラー*は、彼らの行

うことをご覧になるお方。

城：?

^
4

^
0包

「本当にアツラー*、かれは、マルヤム*の

子マスィーフ*のことである」 と言った者

は、確かに不信仰に陥ったのだ。マスィー

フ*は、（こう）言ったというのに。「イス

ラーイールの子ら*よ、我が主*であり、あ

なた方の主*であるアツラーを崇拝*せよ。

本当に、アツラー*に対してシルク *を犯す

者は誰であろうと、アツラー*が彼に天国を

禁じられるのだ。そして、その住処は （地

獄の）業火である。不正*者たちには、いか

なる援助者もない」 。

「本当にアツラー*は、三位の内の一つであ

72.

73.
おちい

る3」 と言った者は、確かに不信仰に陥

たのだ。そして、ただ一つの崇拝*すべき存
ほか

在 （アツラー*) の外には、いかなる神4 も

ない。もし彼らが （そのように）言うのを

つ

1 この 「試練」 とは、自分たちの罪深さゆえに、罰されること （ムヤッサル 120 頁参照)。

2 「盲目」「聾」 については、雌牛章 7、18、家畜章 50、フード*章 20、24 の訳注を参照。

3 キリスト教*の、三位一体論のこと。その具体的意味には、「父なる神性•息子なる神性•父
から子へとほとばしった御言葉の神性という、三つの神性論」 のことであるとか、アッラ

一* と共に、イーサー* とマルヤム*を神としたことである、という説がある （イブン•カス

ィール 3:158 参照)。

4 「神」 に関しては、雌牛章 133 の訳注を参照。
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止めないならば、痛ましい懲罰は必ずや、

彼らの内の不信仰に陥った者*たちに降り

かかるであろう。

74. 一体、彼ら （キリスト教徒*) はアツラー*

に悔悟し、かれにお赦しを乞わないのか？

アツラー*は赦し深いお方、慈愛深い*お方

であるというのに。

75. マルヤム*の子マスイーフ*は、彼以前にも

数々の使徒*が滅び去って行った、一人の

使徒*に過ぎない。また彼の母親はよき信仰

者1であり、二人とも食事を口にしていたの

だ2。見よ、われら*が彼らに対して、いかに

御徴3を明示するかを。それから見よ、彼ら

がいかに （真理から）背かされているかを。

(使徒*よ、）言ってやるがいい。「一体あ

なた方は、アツラー*をよそに、あなた方に

対して害も益も有さないものを崇拝*する

というのか？ アツラー* こそはよくお聞

きになるお方、全知者であるというのに」。

(使徒*よ、）言ってやれ。「啓典の民* (キ

リスト教徒*) よ、あなた方の宗教において

不当にも度を越してはならない。また過去

に迷い去り、多く （の人々）を迷わせ、真

当な道から迷い去った民4の私欲に従

てはならない」 。

浴爾溢�

づi

76.

“
你 ぬ
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77.

つ つ

l あるいは、「大そうな正直者」 （アル=パガウィー2:72 参照)。

2 つまり彼ら二人は、他の人々同様、食べ物を必要とする人間であった。そして生きるため

に食べなければならない存在は、神などではない （ムヤッサル 120 頁参照)。

3 この 「御徴」 は、アッラーの唯一性*を証明し、彼らが預言者*たちについて主張している

間違いを示す証拠のこと （前掲書、同頁参照)。

4 この 「民」 とは、ユダヤ教徒*のこと （ムヤッサル 120 頁参照)。
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78 イスラーイールの子ら *の内の不信仰だ

た者*たちは、ダーウード* とマルヤム*

の子イーサー*の舌によって呪われた 1の

である。それは彼らが反抗し、 （アツラ

ウ

し ん ぱ ん

一*が禁じられた物事を）侵犯していたか

らなのだ。
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79 彼らは、自分たちがしていた悪事2を互いに

禁じ合わなかった。彼らがしていたこと

の、何と美に醜悪なことか。

80. (使徒* よ、）あなたは彼ら （ユダヤ教徒*)

の多くが、不信仰に陥った者*たちを盟友

とするのを目にする。彼らが自らのために

成したことの、何と実に醜悪なことか。ア

ツラー*は（それゆえに）彼らに激怒し給い、

彼らは懲罰の中に永遠に留まるのだ。

81, そして、もし彼らがアツラー* と預言者* と、

彼に下されたものを信じていたら、彼ら
め い ゆ う

(不信仰者*)のことを盟友とはしなかった

であろう。しかし彼らの多くは、放逸な者

たちなのである。

が、; 歎 ミ

82, (使徒*よ、）あなたは、信仰する者たちに

対して最も敵意の激しい人々が、ユダヤ教

徒* とシルク*を犯す者たちであることを、

必ずや見出すのだ。また、信仰する者たち

に対し、彼ら （人々）の内で最も親愛の念

を示す者たちが、 「本当に私たちは、キリ

スト教徒*です」 と言う者たちであること

1 つまりアツラー*は、ダーウード* とイーサー*に下された啓典の中で、イスラーイールの子

ら*の不信仰者*が、アツラー*のご慈悲から遠ざけられてしまったと、仰せになった （ムヤ

ツサル 121 頁参照)。

2 「悪事」 については、イムラーン章 104 の訳注を参照。
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を、必ずや見出す。それは彼らの中には学

僧や修道僧がおり、彼らが高慢ではないた

めである。1

83. また、彼らが使徒*に下されたもの（クルア

ーン*) を聞く時、あなたは彼らの眼が、彼

らが知った真理ゆえに涙で溢れるのを目

にする。彼らは言う。「我らが主*よ、私た

ちは信仰しました。ゆえに私たちを、証人

たちと共に書き留めて下さい2。

し、

^
3djyuパ'a

^
i-Uj tiU}84. また私たちが、アツラー*と、自分たちのも

と う ら い

とに到来した真理を信仰しないとは、どう

い う こ と で し よ う か？ 私たちは私たち

の主が、自分たちを正しい者*たちと共に

(天国に）入れて下さることを望んでいま

すのに」 。

85. そしてアツラー*は、彼らが言った （その）

ことゆえに、彼らをその下から河川が流れ

る楽園でお報いになった。彼らはそこに永

遠に留まる。そしてそれは、善を尽くす3者

たちの褒美なのである。

初j、86. また、不信仰に陥り、われら *の御徴 （ア

ーヤ*) を嘘とする者たち、それらの者たち

は火獄の住人である。

87. 信仰する者たちよ、アツラー*があなた方に

お許しになった善きものを、禁じるのでは
し ん ぱ ん

ない。また、 （禁じられた物事を）侵犯し

1 一説に、このアーヤ *は、イスラーム*を受容した当時のキリスト教国エチオピア王アン=
ナジャーシーらに関して下った （アン=ナサーイー11148 参照)。

2 「証人たち」 とは、預言者*ムハンマド *の共同体のこと （ムヤッサル 121 頁参照)。詳し

くは、雌牛章 143 の訳注を参照。

3 それがどこであろうと、そして誰のもとにあろうと、真理に従うことにおいて 「善を尽く

す」 こと （イブン•カスィール 3:169 参照)。蜜蜂章 128 の訳注も参照。
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し ん ば ん

てもならない1。本当にアツラー*は、侵犯す

る者たちをお好きではないのだから。

88• また （信仰者たちよ）、アツラー*があなた

方に授けられた、合法な善きものから食べ

よ。そして、あなた方が信じているアツラ

一*をこそ、畏れる*のだ。

い

^
制独

ぶ第

^
4

せ ん せ し

89. アツラー*はあなた方を、あなた方の宣誓に

おける軽はずみさ2ゆえに、罰せられたりは

しない。しかしかれは、あなた方が宣誓を

確定し （た後、それを遂行しなかつ）たこ

とに対して、罰せられる。ならば、その罪

滅ぼしは、あなた方の土地の人々に食べさ

せる平均的なもので、十人の貧者*に食物3

ほV厂

を施すことか、または彼らに対する衣服の

提供、あるいは首4一つの解放 （の内、いず

れか一つ）である。（それらのいずれも）

見出せない者5は誰でも、三日間の斎戒* (が

義務づけられる）。それが、あなた方が誓

つた際の、あなた方の宣誓 （の不履行）に
つ み ほ ろ

対する罪滅ぼしである。そして （ムスリム
せ ん せ い

*たちよ）、宣誓を守る6のだ。そのように

1 同様の意味として、アーヤ*103、家畜章 136 以降、高壁章 31 も参照。このアーヤ*は一
説に、禁欲を意図して去勢 （きょせい）や放浪をしたり、肉食•結婚•睡眠などを避 （さ）
けたりしようとした教友* たちに関して下ったと言われる（イブン•カスイール 3:169 参照)。

2 「宣誓における軽はずみさ」 については、雌牛章 225 の訳注を参照。
3 その分量は、ハナフイー法学派*以外の四大法学派*では一人につきームッド*、ハナフイー

法学派では半サーア*、物によってはーサーア*、あるいはその相当価格という説もあり（ク
ウェイト法学大全 35:101-102 参照)。

4 この 「首」 については、婦人章 92 の訳注を参照。

5 それら三つの選択の内、いずれも物質的に不可能である場合、ということ （イブン•カスイ
ール 3:176 参照)。

6 軽はずみな宣誓を避 （さ）け、もし何かを誓った場合には、それがイスラーム*法に反しな
い限りにおいて実行すること。また、宣誓を破る際には、その代償を払うこと （ムヤッサ
ル 122 頁参照)。
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アツラー*は、あなた方が感謝するように

と、あなた方に （法規定に関する）御徴を

明示される。

ゆG咬㈣念

碑A�4>威
90. 信仰する者たちよ、酒*、賭け事、（アツラ

一*を差しおいて崇めるために）立てられた

もの、賭矢を引くこと 1は、シャイターン*

け が ほ か

の行いであり、穢れに外ならない。ゆえに

あなた方が成功するように、それ （ら）を

避けるのだ。

-U�5㈣
91. まさにシャイターン*は酒* と賭け事で、あ

なた方の間に敵意や憎悪をもたらし、あな '1?
し よ う ね ん

た方をアツラー*の唱念や礼拝から妨害し

たいのである。では一体、あなた方は （そ

れらを）止めるのか？2

. また、アツラー*に従い、使徒* (ムハンマ

ド*) に従え。そして、用心するのだ。も

しあなた方が背を向けても、われら*の#徒

*の義務は、 （真理を）解明する （啓示の)

伝達のみであるということを知っておく

がよい。

㈣㈣i

92
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93. 信仰して正しい行い*を行った者たちには、

彼らが食べたものに関して罪はない3。彼ら

が （アツラー*を）畏れ*、信仰して正しい行

い*を行1い、更に畏れ*て信仰し、それからま

1 「立てられたもの」 と 「賭け矢を引くこと」 については、アーヤ*3 の訳注を参照。

2 「あなた方は…止めるのか？」 は、表面上は疑問形だが、意図されているのは命令 （アル

=パガウィー2:81 参照)。クルアーン*において、酒* と賭け事が禁止されていった経過に

関しては、雌牛章 219 の訳注を参照。

3 このアーヤ*は、まだ酒*が禁じられてはいなかった頃に飲酒したことがあり、かつ酒*が完

全に禁じられる前に他界したムスリム*に関して下ったとされる （アル=ブハーリー2464

参照)。
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た畏れ*て善を尽くした1のならば。アツラー

*は、善を尽くす者2たちをお好みになる。

念；J孤鞠ぬ

か な ら

94. 信仰する者たちよ、アツラー*は必ずや、

あなた方の手と槍で捕獲する狩獵物の何

か3によって、あなた方を試される。それは

アツラー*が、まだ見ぬままにかれを怖れる

4者を、如実に表すためなのである。そして
し ん ぱ ん

誰であろうと、その後に （法を）侵犯する
ち ょ う ば つ

者、彼には痛ましい懲罰がある。

蘇 私

イ
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^

95. 信仰する者たちよ、あなた方がイフラーム
* (あるいは聖域）にある時には、狩獵物5

を殺してはならない。そしてあなた方の

内、誰であろうと （それらを）故意に殺し

てしまった者、 （その者には）報い

ァバ神殿*6に届く供物として、あなた方の

内の公正な男性二人が判定した、彼が殺し

たのと同様の家畜7—一か、罪滅ぼし一一

力

1 つまり罪深い行いを避 （さ）け、アッラー*を正しく信じ、その信仰が義務づける正しい行

い*に励 （はげ）み、創造主の崇拝* と被造物への益において善を尽くし、更にはその状態

を死ぬ時まで継続すること。また、過去に禁じられたことを犯していても、その罪を認め

て悔悟し、アッラー*を畏れ*、信じ、正しい行い*に努めれば、罪のお赦しを頂けるのであ

る （アッ =サアディー243 頁参照)。

2 「善を尽くす者」 については、蜜蜂章 128 の訳注も参照。

3 「狩獵物の何か」 とは陸上生物を、手で捕まえられるものは小さいもので、槍で捕まえら

れるものは、大きいものを指す、とされる （ムヤッサル 123 頁参照)。また、この 「手」

には、他の身体器官や、紐（ひも）、罠 （わな）、網 （あみ）などによるものも、そして「槍」

には、弓矢なども含まれる。尚、陸上生物の狩獵が禁じられるのは、イフラーム*に入って

いる時と、聖域にいる時である （アル= クルトウビー6:299-300 参照)。

4 「まだ見ぬままに…」 については、預言者*たち章 49 の訳注を参照。

5 この 「狩獵物」 については、アーヤ*94 とその訳注、アーヤ 96 も参照。

6 ここではマッカ*の全聖域の意 （ムヤッサル 123 頁参照)。
7 公正な男性二人が判定する 「同様の家畜」 とは、例えば、ダチョウにはラクダ、野ロバ •

野牛には牛、鹿には羊、といったように、体の作りや姿が似ているもの （アルニクルトウ

ビー6:310 参照)。
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貧者*たちに食を施すか、あるいは斎戒*で

その代わりとすること

て）ある。（それらは、）自分の （した）

ことの悪を味わうため。アツラー*は、（禁

じられる前に）やってしまったことを、大

目に見給う。そして誰であろうと、 （禁じ

られた後、意図的にそれを）繰り返す者、

アツラーは彼に報復し給う。アツラーは偉

力ならびなき*お方、報復の主*なのだ。

が （義務とし1

(ムスリム*たちよ、）あなた方には、あな

た方 （定住者）と旅行中の者への利として、

海での狩獵物とその食物2が許された。また、

陸上の狩獵物は、あなた方がイフラーム*の

状態にある限り、あなた方には禁じられた。

あなた方が （復活の日*に）その御許へと

召集される、アツラー*を畏れる*のだ。

96.

アツラー*は、聖殿であるカアバ*、神聖月*、

供物、首飾り3を、人々への拠り所とされた4。

それはあなた方が、アツラー*が諸天にある

ものと大地にあるもの （全て）をご存知にな
其i政！

^
〇$3ザ

1 家畜の肉は聖域で屠 （ほふ）られた後、そこで貧しい人々に施される。またその代わりに、

見積もった家畜の価格に相当する食べ物を、彼らに施すことも出来るし、あるいは一人分

の食べ物を一日分と見積もり 、斎戒で償 （つぐな）うことも可能（ムヤッサル 123 頁参照)。

法学派ごとの詳細は、 クウェイト法学大全 2:186-188 を参照。

2 この「海」は、湖、河川など、あらゆる水域を指すとされる（アッ =タバリー4:3040 参照)。
また、ここでの 「狩獵物」 とは生け捕りにしたもの、「食物」 とは、既に死んでいるもので

あるとされる （ムヤッサル 124 頁参照)。

3 「供物」 と 「首飾り」 については、 アーヤ*2 の訳注を参照。

4 アーヤ *2 も参照。アッラー*はこれらのものを、人々の利益•生活•安全を守る、「拠り所」
とされた。イスラーム*が到来する以前から、カアバ神殿*は人々の畏敬 （いけい）の的で

あり、そこに身を寄せた者は生命の安全を保証された （雌牛章 125 も参照)。また、神聖

月* も流血を禁じられた月であったし、カアバ神殿*で捧げるための犠牲の家畜や、そのた

めに特別に飾り付けられた家畜を率いて旅する者は、その旅行中に危害を加えられること

がなかった （アル= クルトゥビー6:325-326 参照)。
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り、またアツラー*が、全てのことをご存知

のお方であることを知るためなのである。

(人々よ、）知るがよい、アツラー*が厳

しく懲罰されるお方であることを。また

アツラー*が、赦し深いお方、慈愛深い*

お方であることを。

使徒*の義務は、（啓示の）伝達に過ぎない。

そしてアツラー*は、あなた方の露わにする

ことも、隠すことも、ご存知である。

(使徒*よ、）言ってやるがいい。「悪と

善は同等ではない。たとえ悪の多さが、

(人間よ、）あなたを惹きつけたとして

も。ならば一一澄んだ知性の持ち主たち

よ——、あなた方が成功するように、ア

ッラー*を畏れ*るのだ」 。

©乂夕■が
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98.

ujUぶ翻％;5料99.

100.

如4
101. 信仰する者たちよ

^
それが自分たちに明

らかにされたら、却ってあなた方を害す

る物事について、尋ねるのではない。そ

して、クルアーン*が下っている時にその

(ような）ことについて尋ねれば、それ

はあなた方に明示されるのだぞ、アツラ

一*はそれらのことを、大目に見られた。
か ん だ し

アッラー*は赦し深いお方、寛大な*お方。

102. あなた方以前の民は確かに、 （自分たち

の使徒*に対して）その （ような）ことを

尋ねたのであり、その後それに対する否

定者となった2のだ。

1 まだ起こってもいないことや、それを尋ねれば結果的に厳しい法規定を招いてしまいそう

なことなど、そもそも命じられてはいない宗教的諸事について尋ねてはならない、という

こと （ムヤッサル 124 頁参照)。

2 いざ、その質問がきっかけとなって何かが義務づけられると、それを拒 （こば）んだ、の
意 （前掲書、同頁参照)。
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103. アツラー*が、バヒーラ、サーイバ、ワス

ィーラ、ハーミー1 (を偶像への捧げもの

とし、その利用を禁止すること）を定め

られたのではない。しかし不信仰に陥

た者*たちが、アツラー*に対して嘘を

捏造するのだ。そして彼らの大半は、分別

することがない。

104. また、彼らは「（法規定を明らかにする

ため、）アツラー*が下されたものと、使徒

のもとに来るのだ」と言われれば、（こ

う）言った。「私たちが見出したご先祖

様のやり方2だけで、私たちには十分」。

一体、彼らの先祖は何も知らず、導かれ

てもいなかったとしても、（そんなこと

を言うの）か？

ウ

ふ ぬ •胸
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105. 信仰する者たちよ、あなた方自身に専念

せよ3。あなた方が導かれれば、迷った者

があなた方を害することはない。アツラ

一*の御許こそが、あなた方全員の帰り所

なのであり、かれは、あなた方が行って

いたことについて、あなた方にお告げに

なるのだから。

1 「バヒーラ」とは、多くの子を出産したもので、耳に切れ目を入れた雌ラクダのこと。「ザ

ーイバ」は、偶像など、アッラー*以外のもののために放牧されるもの。「ワスィーラ」は

連続して雌を出産したもの。「ハーミー」は、沢山の子をもうけた雄ラクダのことである、

と言われる（ムヤッサル 124 頁参照)。家畜章 136、138-139なども参照。

2「ご先祖様のやり方」については、雌牛章 170の訳注を参照。

3 たとえ他人が自分に同調しなくても、アッラー*への服従行為に勤（いそ）しみ、罪を遠ざ

け続けることに努力せよ、ということ（ムヤッサル 125 頁参照)。ただし、このことが、

善事を命じ、悪事を禁じる努力の放棄（ほうき）を意味するわけではない（アッ=サアデ

ィー246頁参照)。
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信仰する者たちよ、あなた方の内の誰かに

死が訪れ （そうになっ）たら、遺言の際

には、あなた方の内の公正さを備えた男性

106.

あるいは、あなた方以外の二人が （証言す

るのだ）2。もし、あなた方が地上を旅し

ており、死の不幸があなた方に降りかかっ

たならば （、そうせよ）。もし、あなた方

が（彼らの証言に）疑惑を抱くのであれば、

あなた方は礼拝後3に彼ら二人を弓 Iき止め

る。そして彼ら二人は、アツラー*におい

て （こう）誓うのだ。「私たちは、これ （誓

い）と引き換えに代価を得たりはしない。

たとえ親戚であったとしても（、彼らに偏

った誓いなどしない）。また、私たちはア

ツラー*の証言を、隠蔽したりはしない。

本当に私たちは、そうすれば、まさに罪悪

者となってしまう」 。

g供

^
�107. そして、彼ら （証人）二人が罪に値する

こと4が露見したならば、 （遺産への）権

利がある者たちの内、最も （遺産に）優

先される別の二人が彼ら （証人）二人の

場に立ち、アツラー*において （こう）誓

う。「私たちの証言こそは、彼らの証言

1 遺言の内容を証言すること、とされる （アッ ==サァディー246 頁参照)。

2 大半の解釈学者によれば、「あなた方の内の•••」 とはムスリム*のことで、「あなた方以外

の"
.」 とは、ムスリム*以外の者である （アル=バガウイー2:97 参照)。ただしムスリム*

以外の者を証人とすることが出来るのは、その必要があり、ムスリム*が不在の場合に限る

とされる （アッ =サァディー246 頁参照)。

3 この 「礼拝」 は、特にアスル*の礼拝のことを指すとされる （ムヤッサル 125 頁参照)。イ

ブン•カスイール*によれば、礼拝後、人々が集まっている中で証言させることが目的なの

だという（3217 参照)。

4 この 「罪」 とは、証言や遺言における不実さのこと （ムヤッサル 125 頁参照)。
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よりも（受け入れられるに）相応しいも

のである。また、私たちは（自分たちの
しんぱん

証言において、権利を）侵犯してはいな

い。本当に私たちは、そうすれば、まさ

に不正*者となってしまう」。

108. それ（らの証言についての規定）が、彼

らが（真実に基づいた）本来の形で証言

し、あるいは彼らの（嘘の）誓いの後、

(その）誓いが、（遺産の権利人たちに

よって）突き返されてしまうことを怖れ

(るようにな）るのに、最適なのである。

アツラー*を畏れ*、（かれの訓戒を）聴く

のだ。アツラー*は、放逸な民をお導きに

はならないのである。

(人々よ、）アツラー*が使徒*たちを

召集され、（彼らに）こう仰せられる（復

活の）日*のこと（を、思い起こすのだ）。

「あなた方は、（民をアツラー*の教えに

招いた時、）どのような返答を受けたの

か？1」彼らは申し上げる。「私たちは、

全く存じ上げません2。あなたこそは、

不可視の世界*を熟知されるお方なので

すから」。

110. アツラー*が、（こう）仰せられた時のこ

と（を思い起こすがよい）。「マルヤム*

の子イーサー*よ、あなたとあなたの母に

©yふ
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109.

i 全知者であられるアッラー*が復活の日*にされる質問は、回答者に教示を求めることを目

的にしているのではない。それは不信仰者*に対する、質問の形によるお咎（とが）めとお

叱（しか）りを意図しているのであり、彼らにとっての一種の罰なのである（アツ=シャ

ンキーティー2:6-7参照)。高壁章8の訳注も参照。

2「私たちは人々の胸の内や、私たちが民のもとを去った後、彼らがやったことを知りませ

ん」という意味とされる（ムヤッサル 126頁参照)。
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対する、わが恩恵を思い出すのだ。われ

があなたを、聖霊1によって支えた時のこ

と。あなたは揺りかごの中（から）でも、

壮年になって（から）も、人々に語りか

ける。また、われがあなたに、書2、英知、

トーラー*、福音*を教えた時のこと。ま

た、あなたがわが許しによって、泥土で

鳥の形のようなものを作り、あなたがそ

こに息を吹き込んで、それがわが許しに

よって（本物の）鳥となる時のこと。ま

た、あなたがわが許しにより、生まれつ

きの盲人とライ病患者3を癒す（時のこ

と）。また、あなたがわが許しによって、

死人を（蘇らせ、墓場から）出す時のこ

と。また、われがイスラーイールの子ら*

を、あなたが明証4を携えて彼らのもとに

到来した時、あなた（の殺害）から阻ん

だ時のこと。彼らの内の不信仰だった者*

たちは、（こう）言ったのだ。『これは、

紛れもない魔術に外ならない』。

S ^■給’%
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また（イーサーよ）、われが（あなたの)

弟子たち5に、われとわが使徒を信じよ、

と示した時のこと（を思い出せ）。彼ら

は申し上げた。『私たちは信じました。

私たちが服従する者（ムスリム*)である

ことを、証言して下さい』」。

in.

1 この「聖霊」については、雌牛章 87の訳注を参照。

2 この「書」については、イムラーン家章 48の訳注を参照。

3「ライ病患者」については、イムラーン家章 49の訳注を参照。

4 この「明証」は、彼の預言者*性を裏付ける、数々の驚くべき奇跡のこと（ムヤッサル 126

頁参照)。

5「弟子たち」については、イムラーン家章 52の訳注を参照。
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112. (イーサーの）弟子たちが、（こう）言

た時のこと（を思い起こすがよい）。

「マルヤム*の子イーサー*よ、あなたの

主*は、天から私たちに食卓を下すことが

出来ますか？」彼（イーサー*)は言った。

「アツラー*を畏れ*よ。もし、あなた方

が信仰者であるならば」。

つ

故！

^̂
�

故; �

�yt?ぶ�

^
が

^^
加

樹、U鱗£3ぼH
政 �⑷说 城

113• 彼らは言った。「私たちはそこから食べ、

私たちの心を安らげたいのです。また、あ

なたが私たちに、確かに真実を語ったこと

を知り、その証人1になりたいのです」。

114. マルヤム*の子イーサー*は、申し上げた0

「アッラー*よ、我らが主*よ、私たちに

天から食卓をお下し下さい。それは私た

ちの代と後代の者たちにとっての祭日
しるし

となり、あなたからの御徴となるもので

す。そして私たちに、糧をお授け下さい。

あなたは、最もよく糧を授けられるお方

です」。

115. アツラー*は仰せられた。「本当にわれは、

それをあなた方に下す者である。そして

誰であろうと、その後あなた方の内で不

信仰に陥る者*、本当にわれは彼を、全

創造物のいかなるものも罰することのな

い（ような）罰し方で、罰するであろう」。

116. アツラー*が（復活の日*、こう）仰せら

れる時のこと（を、思い起こさせよ）。
「マルヤム*の子イーサー*よ、一体あな

〇

^
1 アツラー*が、自らの唯一性*と全能性に対する証拠として、またイーサー*の預言者*性を

確証する証拠として、食卓をお下しになることへの「証人」、という意味（アツ=タバリー
4:3115参照)〇
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U拉 セ
たは人々に、 『アツラー* とは別に、私と

私の母親も二つの神1 とせよ』 などと言っ

たのか？2」彼は申し上げる。「あなたに称

え *あれ。私は、自分に権利がないような

ことを言うはずがありません。もし、そ

う言ったとしたら、あなたはそのことに

ついて既にご存知です。あなたは私自身

の内にあるものをご存知ですが、私はあ

なたご自身の内にあるものについて、存

じ上げないのですから。あなたこそは、

不可視の世界*を熟知されるお方であら

れます。

3]jxs\ しつipiciiU117. 私は彼らに、あなたが私に命じられたこ

と、つまり我が主*であり、あなた方の主
*であられるアツラー*を崇拝*せよ、とい

うことしか言っておりません。また私は、

彼らの間に留まっている限り、彼らに対

しての証人でした。そして、あなたが私

をお召しになってからは3、あなたこそが
か ん し

彼らへの監視者だったのです。あなたは、

全てのことの証人であられます。

118. もしあなたが彼らを罰されるとしても、

美に彼らは、あなたの僕たちです4。そし

て彼らをお赦しになるとしても、本当に

あなたこそは偉力ならびない*お方、英知

あふれる*お方です」 。

1 「神」 については、雌牛章 133 の訳注を参照。

2 復活の日*の使徒*への質問については、アーヤ*109 の訳注を参照。

3 イーサー*が殺されてはいないことについては、イムラーン家章 55、婦人章 157-159 とそ

の訳注を参照。

4 アッラー* こそが、ご自身のしもべたちの状況を最もよくご存知であり、その公正さによっ

て彼らを、お望みのままに処されるお方である （ムヤッサル 127 頁参照)。
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119. アツラー*は仰せられる。「これは、正直

者たちを、自分自身の正直さ 1が益する（復

活の）日*。彼らには、彼らがそこにずつ

と永遠に住むことになる、その下から河

川が流れる楽園がある。アツラー*は彼ら

をお喜びになり、彼らもアツラー*に満足

する。それはこの上ない勝利なのだ」 。

120. アツラー*にこそ諸天と大地と、そこにあ

るものの王権が属する。そしてかれは、全

てのことがお出来になるお方なのである。

1 アッラー*のみを崇拝* し、その法を守り、自らの意図と言動において真摯 （しんし）だっ
たこと （ムヤッサル 127 頁参照)0
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家畜章 （アル=アンアーム）1

慈悲あまねく *慈愛深き*

アツラー*の御名において

1. 諸天と大地を創造され、闇と光2をお創りに

なったアツラー*に、称賛*あれ。その後に

及んで不信仰に陥った者*たちは、自分たち

の主*に対して （かれ以外のものを）並べて

いる3。

幻:

^
じ

^̂
2. かれは；あなた方（の父袓アーダム*) を泥土

からお創りになり4、それから （あなた方の）

寿命を決定されたお方。そして定められた

時期5 (の知識）は、かれの御許にある。そ

の後に及んで、あなた方は （死後の復活を）

疑わしく思っているのだ。

WL#、私科'令縱3. そしてかれは、諸天と大地において （真に)

崇拝*されるべきお方。あなた方が密かにす

ることも、露わにすることもご存知であり、

あなた方が稼ぐもの6 もご存知である。

1 マッカ*啓示 （一部アーヤ*については、マディーナ*啓示説もあり）。アッラーの唯一性*、

預言者*ムハンマド*に下された啓示、復活と報 （むく）いの確証といった信仰の基礎が、

質疑応答、議論、物語など様々な形で提示される。スーラ *名ともなっている 「家畜」 の話

もまた、当時の不信仰者*の誤った宗教観を暴露 （ばくろ）すると共に、それを正す文脈の

中で取り上げられたものである。

2 この 「闇」 と 「光」 については、雌牛章 257 の訳注を参照。

3 つまり、 シルク*を犯しているということ。

4 アーダム*が土から段階を経 （へ）て創られたことについては、アルニヒジュル章 26 の訳

注を参照。

5 復活の日*のこと （ムヤッサル 128 頁参照)。

6 善悪を問わず、あらゆる行為のこと （前掲書、同頁参照)。
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し る し

0 化駿•'

4. 彼らの主*の御！徴 1の内、いかなる御徴が彼

らのもとに到来した時でも、彼らがそれに

背を向けないことはなかった。

5. 彼らは真理 （クルアーン*) を、それが自分

たちのもとに到来した時、嘘呼ばわりした

のだから。ならば、いずれ彼らのもとには、

彼らが嘲笑していたものの知らせが （事実

として）やって来るであろう。

姑幻辟uぶマ4嫁
ぜ痛ぬ猫

6. 一体彼らは、われら*が彼ら以前に、どれだ

け多くの （不信仰な）世代を滅ぼしてきた

かを、知らないのか？ われら*は地上にお

いて彼らに、あなた方には授けなかった力

を授けた。また、われら*は彼らに豊かな雨

を送り、彼らの下からは河川を走らせた。

にも関わらず （彼らは不信仰に陥ったの

で、）われら*は彼らをその罪ゆえに滅ぼし、

彼らの後に別の世代を設けたのである。

(使徒*よ、）たとえわれら*が、あなたに啓典

を書面で下し、彼らがそれに自分たちの手

で触れたとしても、不信仰に陥った者*たち

は （こう）言卩たであろう。「これは紛れ

もない魔術に外ならない」 。

8. また、彼らは言った。「どうして彼に、 （彼

が使徒*であることを証言する）天使*が下ら

ないのか？」 もしわれら*が天使*を下したら、

事は決定されてしまった2であろう。その後、

彼らは、猶予を与えられることもないのだ。

1 この 「御徴」 とは、アッラーの唯一性* と預言者*ムハンマド*の正直さを示す根拠の数々の

こと （ムヤッサル 128 頁参照)。

2 彼らが不信仰の状態にある時に天使*が遣わされたら、それはアッラー*から彼らへの懲罰

が下る時である （イブン•カスイール 3:241 参照)。アーヤ*111、アルニヒジュル章 7-8、

夜の旅章 92、識別章 7 も参照。
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また、もし彼（44*) を天使*とした

^
ら

ば、われら*は彼（その天使*)を人（の姿)

としたのである。そしてわれら*は、彼らが

(自分たちを）惑わしているもので、彼ら

を惑わすことになっただろう1。

あなた以前の金徒*たちもまた、確かに

嘲笑されたのである。それで彼らの内の

嘲っていた者たちを、彼らが嘲笑してい

たもの（懲罰）が包囲したのだ。

9.

c5し5
4必

^
=*し

10.

あざけ

0003SCi5\
(使徒*よ、）言っ。てやるがいい。「地上を

旅し、それから（造徒*たちを）嘘呼ばわり

した者たちの結末がどのようなものであ

たか、見てみるがよい」。

(使徒*よ、）言ってやるのだ。「諸天と

大地にあるものは、誰に属しているの

か？」言うのだ。「アツラー*に属する」。

アツラー*はご自身に、慈悲を定められた
2。かれは疑惑の余地のない復活の日*に、

11.

つ

© ふ ■—^
、

12.

かなら みずか

必ずやあなた方を召集される。自らを

(シルク*で）損ねた者たち、彼らは信じ

ないのである。

45 じA?13. 夜と昼に静止するもの（と動くもの）3は（全

て）、かれにこそ属する。かれはよくお聴

きになるお方、全知者であられる。

1 通常、人間は天使*をその本来の姿において捉（とら）えることが不可能なため、たとえア

ッラー*が天使*を下したとしても、結局は人間の姿を取ることになる。こうして不信仰者*

らは、人間である預言者*ムハンマド*の使徒*性を拒否したように、人間の姿をした天使*

の使徒*についても同様の態度を取ることになる（ムヤッサル 129頁参照)。

2 預言者*ムハンマド*は仰（おっしゃ）った。「創造を完成された後、アッラー*は守ら

れし碑板*にこう記された。『わが慈悲は、わが怒りに勝れり』」（アル=ブハーリー7404
参照)。

3 つまり天地に存在する全創造物のこと（ムヤッサル 129頁参照)。
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(4金*よ、）言ってやるがいい。「私が、

諸天と大地の創成者*アツラー*以外のもの

を、庇護者*とすることなどあろうか？ か

れは養い給うお方であって、養われるお

方ではないというのに」。言うのだ。「私

は（この共同体において）、服従する者（ム
スリム*)の先駆けとなることを命じられた

のである。（私は、こう命じられたのだ。）
『決して、シルク*の徒の類いとなってはな

らない』」。

(使徒*よ、）言うがよい。「本当に私は、

もし我が主*に逆らったりしたら、この上な

い（復活の）日*の懲罰（が自分に降りか

かること）を怖れる」。

16. その日、それ（懲罰）から遠ざけられる

者があれば、かれ（アツラー*)は確かに、

その者にご慈悲をおかけになったことに

なる。そしてそれが、明白な勝利なので

ある。

14.

和、抑ふ

^
�015.

絲み誠
(人間よ、）もしアツラー*があな

^
こに

害悪1をお与えになれば、それを取り除い

てくれる者は、かれ以外にはいらっしゃ

らない。また、かれがあなたに善2をお与

えになるとしても（、それを阻む者はな

く）、かれは全てのことがお出来になる

お方なのだ。

17.

しもべ んりん

18. かれはその僕たちの上に君臨される*お方

であり、また、かれは英知あふれる*お方、

(全てに）通暁されているお方。

1 この「害悪」とは、貧困や病気などのこと（ムヤッサル 129頁参照)。

2 この「善」とは、豊かさや健康などのこと（前掲書、同頁参照)。
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(使徒*よ、）言ってやるがいい。「何が最

犬の証拠 1であるか？」言うのだ。「アツラ

一*が、私とあなた方の間の証人であられ

る。そしてこのクルアーン*は、私がそれで

あなた方と、それが届いた全ての者に警告

を告げるため、私に啓示されたのだ。一体、

本当にあなた方は、アツラー*と共に別の

神々2が存在すると証言するのか？」 （使徒

よ、）言え。「私は （そ の よ う な こ と を）

証言しない」 。言うのだ。「かれこそは、

唯一の崇拝*されるべきお方であられる。そ

して本当に私は、あなた方が （アツラー*

の崇拝*において）シルク *を犯しているも

のから無縁なのだ」 。

20. われら*が啓典を授けた者*たちは、彼のこ

とを自分たちの子供を知るように （よく）

知っている3。自らを （不信仰で）損ねた

者たち、彼らは信じないのである。

21. アツラー*に対して嘘を捏造し、その御徴

を嘘とする者4よりも、ひどい不正*を働く

者がいようか？ 本当に不正*者たちは、成

功しないのである。

真4Wダ必

^
ぷ

^̂
19.

私ぬ海;
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^^22. われら*が彼らを皆召集し、それからシル

ク *を犯していた者たちに、（こう）言う日
5のこと （を思い起こさせよ）。「あなた方

1 預言者*ムハンマド*がアッラー*の使徒*である、ということについての証拠 （ムヤッサル
130 頁参照)。

2 「神 」々 に関しては、雌牛章 133 の訳注を参照。

3 彼らの啓典の中に記されている特徴によって、預言者*ムハンマド*のことをよく知ってい
る、ということ （前掲書、同頁参照)。

4 つまりアッラー*に同位者があると主張し、アッラー*がその使徒*たちを援助した数々の明
証を嘘呼ばわりする者のこと （前掲書、同頁参照)。

5 復活の日*のこと （前掲書、同頁参照)。
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が主張していた1、あなた方 （がアツラー*)

の同位者 （としていたもの）たちはどこに

いるのか？」

23. それから彼らの試練 （に対する答え）は、

「我らが主*アツラー*に誓って、私たちは

シルク *の徒ではありませんでした」と言う

ことのみであった。

G;過 炎 分

24. 見よ、彼らがいかに自分自身を偽ったか

を。そして彼らが （執り成し手として）で

ち上げていたものは、彼らから消え去っ

てしまったのだ。

25. (使徒*よ、）彼らの内には、あなたに耳を傾

ける者もいる。われら*は、彼らがそれ （ク

ルアーン*) を理解出来ないように、彼らの

心には覆いを、その耳には重しをかけた2と

し、うのに。そして、たとえいかなる御徴3を

目にしても、彼らはそれを信仰しない。果て

は （御徴を見た挙句、）あなたのもとに議論

を吹っかけながらやって来ると、不信仰に

陥った者*たちは （こう）言うのだ。「これ

は、昔の人たちのお伽噺に過ぎない」 。

つ

26. また、彼らは （人々に）それ4を禁じ、自分

たちもまたそれから遠ざかる。彼らは気付

かないまま、自分自身を滅ぼしているに外

ならない。

1 彼らはそれらのものが、アッラー*の御許で、彼らを執り成してくれると主張していた （ム
ヤッサル 130 頁参照)。雌牛章 48、マルヤム*章 87、ター•ハー章 109、集団章 3 とその
訳注も参照。

2 「耳には重しをかけた」 とは、聴覚を鈍らせ、彼らを益するものを聞こえなくさせた、の
意 （アッ =サァディー253 頁参照)。また、雌牛章 7 の訳注も参照。

3 この「御徴」については、アーヤ*4「御徴」 の訳注を参照 （アッ = タバリー4:3150 参照)。

4 つまり預言者*ムハンマド*に耳を傾け、従うこと （ムヤッサル 130 頁参照)。
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(使徒*よ、）も し、あなぐこが目に&たなら

ば。彼らが （地獄の）業火の上に留まらさ

れ、 （こう）言う時のことを。「ああ、私

たちが（現世に）戻され、我らが主*の御徴

を嘘呼ばわりせず、信仰者たちの仲間とな

れたなら！」 1

いや、 （その日は）かつて彼らが隠してい

たこと2が、彼らの前で露呈するのだ。そし

てたとえ （現世に）戻されたとしても、彼

らは禁じられたことに立ち返るのである。
本当に彼らは、まさしく嘘つきなのだ。

¥越 湘 ぶ 移 ぬT嫁is21

Vsiij爲 姑28.

29. また彼ら （シルク*の徒）は、言った。「そ

れ3は、私たちの現世の生活以外にはない。
よみがえ

そして私たちは、 蘇らされる身などでは

ないのだ」 。

(使徒*よ、）彼らが（復活の日*、）その主
*の御前に立たされる時のことを、あなたが

目にしたならば。かれ （アツラー*) は仰せ

られる。「一体これ （死後の復活）は、真

実ではないのか？」 彼らは言う。「我らが

主*に誓って、確かにそうです」。かれは仰

せられる。「ならば、あなた方が （アツラ

一* とその使徒*を）否定していたことゆえ

に、懲罰を味わうがよい」 。

30.

i いざ復活の日* (あるいは死）が到来すると、彼らは現世での猶予を求めたり、自分たちを

現世に返してくれることを頼んだりすが、それは叶わない。高壁章 53、イブラーヒーム*

章 44、信仰者たち章 99-100、アッ =サジダ*章 12、創成者*章 37、赦し深いお方章 11-12、

相談章 44、偽信者*たち章 10-11 も参照。

2 つまり彼らは、現世で使徒*たちが伝えたことが真実だということを隠していた （ムヤッサ

ル 131 頁参照)。

3 この 「それ」 は、人生を指す。つまり彼らは現世の生活しか信じていなかった （前掲書、

同頁参照)。
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31. アツラー*との拝謁を嘘とした者たちは、確

かに損失したのだ。やがて （復活の）その

時が彼らのもとを不慮に訪れると、彼らは

(罪という）重荷をその背に負いながら （、

こう）言う。「ああ、私たちがそこ （現世)

で疎かにしていたこと 1への、私たちの悲

痛よ！」 彼らが背負っているものは、何と

忌まわしいものではないか。

み �

ゆ う き よ う た わ む

32. 現世の生活は、遊興と戯れごとに過ぎない
2。そして来世の住まいこそは、 （アツラー

*を）畏れる*者たちにとって、より善いの
わ き ま

である。一体あなた方は、弁えないのか？

ぶpfel路4ノ4fぬ
多

^
%；

^
渾 滿

33. われら*は、本当に彼らの言うことがあなた

を悲しませることを、確かに知っている。

(だが、悲しむのではない。）というのも、

彼らは （確信を持って）あなたを嘘つき呼

ばわりしているのではないのだ。だが不正
*者たちはアツラー*の御徴を、否定してい

るのである3。

また、あなた以前の南徒*たちも、確かに嘘

つき呼ばわりされたのだ。それで彼らは、

自分たちにわれら *の勝利が到来するまで、

嘘つき呼ばわりされたり迫害されたりす

必 私

^
3嫁U

私 政 麵 屬 ぬ

34.

1 「疎かにしていたこと」 とは、来世のための現世での行いのこと （アル= クルトウビー

6:413 参照)。

2 この 「現世」 には、「不信仰者*の人生」 と 「現世の享楽」 という解釈がある。後者の解釈

の場合、「現世の享楽」 が 「遊興と戯れごと」 にたとえられている理由は、いずれも 「期間

が短い」「大方の場合、好ましくないことを伴う」「無意味であり真の価値がない」「賞賛す

べき結末を伴わない」 といった共通点があるため、と言われる。一方 「来世」 の解釈には、
「天国」「来世のための行い」「来世の安寧 （あんねい)」 といった説がある （アツ -:ラーズ

ィー4:515-517 参照)。

3 彼らは、預言者* となる前から 「信頼のおける人」 という名で呼ばれていたムハンマド*自

身のことではなく、彼に啓示されたアーヤ*のことを嘘よばわりしていた （アツニサァディ

一254 頁参照)。
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ることに忍耐*し続けたのである。そしてア

ツラー*の御言葉1を変更するものは、何一

つない。（使徒*よ、）あなたのもとには、

(あなた以前に）遣わされた者たちの知ら

せ2の一部が、確かに届いたのだ。

35. また、（使徒*よ、）もし彼らの拒絶があな

たにとって過酷だというなら、もしあなた

が地面に穴を、あるいは天に梯子を求め3、

彼らに（自分の正しさを証明する）御徴を

もたらすことが出来るのならば（、そうし

てみよ）4。そして、もしアツラー*がお望

みなら、彼らを導きのもとに一同にさせた

のだ。ならばあなた5は決して、（無闇に悲

しみを募らせる）無知な者たちの類いとな

るのではない。

(4徒*よ、あなたの呼びかけに）応えるの

は、聴き入れる者たちだけである。そして

;じヵ

^̂^̂
36.

よみがえ

死人たち、アツラー*は彼らを蘇らされる

のだ。それから彼らは、かれの御許にこそ

Mされる。

1 預言者*が彼に敵対する者に対して勝利を収めるという、アツラー*のお約束のこと（ムヤ

ツサル 131 頁参照)。

2 これは、使徒*たちには勝利が、そして使徒*たちを嘘つき呼ばわりした者たちにはアツラ

一*のお怒りと懲罰が下った、という「知らせ」のこと（前掲書、同頁参照)。

3「地面に穴を、あるいは天に梯子を…」とは、夜の旅章 90、92-93で言及されてい

るような、シルク*の徒の要求を示しているとされる（イブン•アーシュール 7:205

参照)。

4 預言者*ムハンマド*は彼らが信仰することを強く欲していたため、彼らの拒絶に胸を痛め

ていた。しかし彼自身がいかに努力しても、アツラー*が導きをお望みにならない者を導く

ことは出来ないのである（アツニサアディー254頁参照)。雌牛章272、ユーヌス*章99-100、
物語章 56、相談章 52とその訳注も参照。

5 この「あなた」については、雌牛章 120の訳注を参照。
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}0J球 故 炎

^
37. 彼ら（シルク*の徒）は、言った。「どうし

て彼（ムハンマド*)に、その主*からの御徴

1が下らないのか？」（使徒*よ、）言って

やるがいい。「本当にアツラー*は、御徴を

下すことがお出来のお方。だが彼らの大半

は、（奇跡が起きるかどうかは、アツラー
*の英知に任されているということを)知ら

ないのだ」。

38. 地を歩くいかなるものも、その双翼で飛ぶ

いかなるものも、あなた方のような共同体

でないものは皆無である2。われら*がその

書3の中で定め残したことなど、何一つない

のだ。それから彼らは、自分たちの主*の御

許にこそ、召集される。

39. われら*の御徴を嘘呼ばわりする者たち

は、聾で�4で、闇の中。アツラー*は誰

であろうと、かれがお望みの者を迷わせ

られる。また誰であろうと、かれがお望

みの者を、まっすぐな道の上に置かれる

のだ。

(使徒*よ、シルク*の徒に）言ってやるが

士
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40.

いい。「言ってみよ。もしあなた方にアツ

ラー*の懲罰がやって来たり、あるいはあ

なた方に（復活の）時が訪れたりしたら、

一体あなた方は、アツラー*以外のものに祈

この「御徴」は、預言者*の正直さを示す奇跡のこととされる（ムヤッサル 132頁参照)。

2「あなた方のような共同体」の解釈には、「名前によって区分される、様々な種類から成り

立っている」「お互いに意思を通じ合わせることが出来る」「アッラーの唯一性*を知ってい

る」「食べ、餌（えさ）を探し、死から身を守る」といった諸説がある（アル=パガウィー

2:122参照)。

3 この「書」とは、守られし碑板*のこと（ムヤッサル 132頁参照)。

4「聾」「�」については、雌牛章 18の訳注を参照。

1
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るのか？ もしあなた方が、本当のこと 1を

言っているなら （、そうしてみよ）。

-11 . いや、あなた方は （その時、）かれ （アツ

ラー*)にのみ祈るのであり、それでかれは、

あなた方がかれに （その除去を）祈ってい

るものを、取り除いて下さる——かれがお

望みになれば、だが——〇そしてあなた方

は（その時）、自分たちが（アツラー*の崇拝

*において、）シルク *を犯しているものを

忘れるのだ」 。

(使徒*よ、）われら*は確かに、あなた以

前の共同体に （使徒*たちを）遣わした。そ

して(彼らが使徒*たちを嘘つき呼ばわりす

ると、）われら*は彼らが （われら*のみに）

おそれ畏まるよう 、困窮と災難で彼らを

ffiらぇた。

43. そして、どうして彼らのもとにわれら*の猛

威2が到来した時、彼らは （われら *に）お

起成
練らヒ4

42.

か し こ

それ畏まらなかったのか？ しかし彼ら

の心は硬化し、シャイターン*は彼らが行っ

ていたことを彼らに目映く見せたのだ。

それで彼らが論されていたものを忘れた3

時、われら*は全ての （糧の）扉を彼らに開

放した4。ついには自分たちに与えられたも

のに有頂天になった時、われら*は彼らを突
©こ

^
肩位』

^
14 .

1 つまり、アッラー*以外の何かが物事の害益 （がいえき）に作用する、という彼らの主張の

こと （ムヤッサル 132 頁参照)。

2 こ の 「猛威」 とは、懲罰のこと （アル=バガウイー2:123 參照)。

3 この 「忘れた」 は、意図的に放棄した、の意 （ムヤッサル 132 頁参照)。

4 これによって困窮は豊かさに、災難は安全に取って代わった。しかしそれは、彼らへの懲

罰が少しずつ近づいて来る序章に過ぎなかった （前掲書、同頁参照)。
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然、 （懲罰で）捕えたのだ。するとどうで

あろう、彼らは落胆する者たちとなる。

45• こうして不正*を働いた民は、一人残さず根

こそぎにされた。全創造物の主*、アツラー
*に称賛*あれ。

(使徒*よ、彼らシルク *の徒に）言ってや

るのだ。「言ってみよ。もしアツラー*があ

なた方の聴覚と視覚を奪われ、あなた方の

心を塞がれたら 1、一体アツラー*以外のい

かなる神2が、それをあなた方に与えてくれ

るのか？」 見よ、われら *がいかに御徴3を

多彩に示し、その後に及んで、彼らが （そ

の熟慮を）拒絶するのかを。

(使徒*よ、）言ってやるがいい。「言って

みよ。もしアツラー*の懲罰が突然に、あ

るいは、まざまざと 4あなた方に到来して

も、一体不正*者である民以外、滅ぼされる

ことがあろうか？」

48. われら *が遣わされる者(使徒*)たちを遣わ

すのは、吉報を伝え、警告を告げる者5とし

てに外ならない。それで誰であろうと、信

仰して （行いを）正す者、彼らには怖れも

なければ、悲しむこともない6。
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1 アツラー*に視覚や聴覚を奪われたり、心を塞がれたりすることについては、雌牛章 7 の
訳注を参照。

2 「神」 については、雌牛章 133 の訳注を参照。

3 この「御徴」については、アーヤ*4「御徴」の訳注を参照（アル=パガウィー2:124 参照)。

4 「突然に…まざまざと」 とは、前者が 「突然、前置きもなく」 後者が 「前置きと共に」 と

いうこと。また、前者が夜で、後者は昼のことを指すという説もある （アル=カースィミ

一6:2317 参照)。

5 「吉報を伝え、警告を告げる」 については、雌牛章 119 の訳注を参照。

6 「怖れもなければ、悲しむこともない」 については、雌牛章 38 の訳注を参照。
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そして、われら *の御徴 1をi呼ばわりした

者たち、t皮らには、彼らが放逸であったこ

とゆえに懲罰が降りかかるのだ。

(使徒*よ、）言ってやるがいい。「私はあ

なた方に、自分にはアツラー*の （数々の）

宝庫があるなどとは言っていないし 、

不可視の世界* も知らない2。またあなた方

に、自分こそは天使*だ、とも言ってはいな

匕 ン 如 姑 鱗 路 淡
⑤ す

49.

が 減 龄 帥 參
念64矣2省 て

50.

い。私は、自分に啓示されることに従って

いるだけなのだ」 。言うがいい。「盲人と

見える者3は、同じであろうか？ そして一

体、あなた方は熟考しないのか？」

51. また （使徒*よ）、自分たちの主*の御許へ

——かれの外、庇護者* も執り成し手もいな

いという状態で一一召集されることを怖

れている者たちが、（アツラー*を）畏れる

*ようになるように、それ （クルアーン*)

で警告するがよい。

52. そして （預言者*よ、）朝に夕に、その主*

の御顔を望んでかれに祈る者たちを、追い

払ってはならない4。あなたに彼らの詮索を

セ

^
5如)

1 この 「御徴」 は、クルアーン*のアーヤ*や、預言者*に与えられた奇跡のこと （ムヤッサル

133 頁参照)。

2 アッラー*の知識によるもの以外は、という意味。預言者*は、アッラー*がお教えになった

もの以外、不可視の世界*について知ることはない （イブン•カスィール 3:258 参照)。イ

ムラーン家章 179、ジン*章 26-27 も参照。

3 「盲人」 とはアッラーxの明証に盲目で、それを理解することもなければ、受容することも

ない者のこと。「見える者」 はその逆 （アッ =タバリー4:3185 参照)。雌牛章 7、雷鳴章

16、フード*章 20、24、巡礼*章 46 とその訳注も参照。

4 このアーヤ *は、アンマール*、ビラール、ハッパーブといった、敬虔な*ムスリム*であり

つつも社会的地位の低かった者たちについて、マッカ*の不信仰者*らが預言者*に対し、彼

らを追い出すのならあなたに従おう、と言ったことに関して下ったと言われる （ムスリム

「教友*たちの徳の書」 46 参照)。洞窟章 28 も参照。
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する必要は一切なく 、彼らにもあなたの

詮索をする必要は一切ないのだ1。ゆえに彼

らを追い払って、不正*者たちの類いとなっ

てしまってはならない。

4 膝、
念こ

^
53. 同様に、われら*は彼らをお互いに試練にか

けた2。その結果、彼らは、「一体、アッラ

一*は私たちの間から、これらの （弱小な）

者たち （を選んで特別）に （導きを）お恵

みになったというのか？」 と言ったのであ
お ん け い

る3。一体アツラー*が、 （かれの恩恵に）

感謝する者たちを、最もよくご存知なので

はないか？

5 4. ま た よ）、わ れ ら *の©窗4を 信

じる者たち5があなたのもとにやって来た

時 に は、 （こ う）言 う が よ い。「あ な た 方

に平安を6。あなた方の主*は、ご自身に慈悲

み

^
ね必
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^
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i 一説に、不信仰者*たちは彼らの信仰心を、疑うようなことを言った （アッ =シャウカーニ

一2:168 参照)。だが、彼らの信仰心を詮索することは預言者*の仕事ではなく 、その内実

は彼にとって関係のないことである。彼らの行いの清算が預言者*に影響することもなけれ

ば、その逆もない。また、別の解釈によれば、「彼
’

らの糧について、あなたが気にかけるこ

とはない」（アル=バイダーウィー2:412 参照）という意味。

2 アッラー*は人々の間に、貧富や強弱などの差をお付けになった。こうして彼らはアッラー
*からの試練として、お互いに依存し合うのである （ムヤッサル 134 頁参照)。金の装飾章

32 も参照。

3 マッカ*時代初期においてイスラーム*を受容した者の多くは、社会的に弱い立場にあった

男女の自由民や奴隸*であった。クライシュ族*の不信仰者* らは彼らを見下し、「もしそれ

(イスラーム*への導き）が善いものならば、アッラー*は私たちを差しおいて、あのよう

な者たちを善へとお導きになるはずがない」 と主張したのだった （イブン•カスィール

3:261 参照)。マルヤム*章 73、砂丘章 11 も参照。

4 この 「御徴」 はクルアーン*など、預言者*ムハンマド*の正直さを示す証拠のこと （ムヤッ

サル 134 頁参照)。

5 ここで言及されている者たちとは、新しくイスラーム*を受容した後に預言者*のもとを訪れ、

彼らが犯した過去の罪について質問した者たちである、という（アッ=タバリー4:3195 参照)。

6 「あなた方に平安を」 とは、あらゆる忌 （い）まわしい物事からの無事を祈願する言葉。
現世と来世における、信仰者どうしの挨拶である （アル=ジャザーイリー2:66 参照)。
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をお定めになった1。本当に誰であろうと、

あなた方の内で無知から悪を行ってしま

い、それからその後に悔悟して （行いを）

正した者、実にかれ （アツラー*) は （その

ような者に対し、）赦し深いお方、慈愛深

い*お方なのである」 。

. 同様にわれら*は、御徴 2を明らかにする。

そして （それは真理が露わになり、）罪悪

者たちの道が浮き彫りになるためなのだ。

(使徒*よ、彼らシルク*の徒に）言ってや

るがいい。「本当に私は、あなた方がアツ

ラー* を差しおいて崇めている者たちを

崇拝*することを、禁じられたのだ」。言う

のだ。「私は、あなた方の私欲には従わな

い。そんなことをすれば私は確かに迷い去

り、導かれた者の一人ではなくなってしま

うのだから」 。

(使徒*よ、）言ってやるがいい。「本当に

私は、自分の主*からの明証に依拠している
3。あなた方は （確かに）、それを嘘呼ばわ

りしたのだが。私には、あなた方が性急に

求めているもの4 (を実現させる力）などな

い。（懲罰の時期についての）裁決は、真

55
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l 「ご自身に慈悲をお定めになった」 については、アーヤ*12 の訳注を参照。

2 この 「御徴」 は、不信仰者* らが否定する全ての真理に対する証拠のこと （ムヤッサル 134

頁参照)。

3 つまりアッラー*から啓示された、その教え - アッラー*のみの崇拝* - における明白な理解

を有している、ということ （前掲書、同頁参照)。

4 彼ら不信仰者* らへの懲罰のこと （前掲書、同頁参照)。不信仰者*らはその余りの不信心ゆ

え、自分たちに早く懲罰を下してみよ、と嘲笑 （ちょうしょう）したものだった。一説に

は、これは懲罰ではなく 、奇跡のこと （アル=クルトウビー6:436 参照)。戦利品*章 32、

ユーヌス*章 50、フード*章 8、雷鳴章 6、夜の旅章 92、巡礼*章 47、蜘蛛章 53-54、サー

ド章 16、相談章 18、階段章 1-2 なども参照。
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理を仰り、最善の裁き手であられるアツ

ラー*にのみ属するのだから」 。

(使徒*よ、）言うがいい。「もし私に、あ

なた方が性急に求めているもの1 (を実現さ

せる力）があったのならば、私とあなた方

の間の問題は片がつけられたであろう。ア

ッラー*は不正*者たちのことを、最もよく

ご存知であられる」 。

じ
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ij-u505

. また、かれ （アツラ=*) 以外に知る者はな

い不可視の世界*の鍵2は、かれの御許にこ

そある。またかれは、陸と海にあるものも

(全て）ご存知である。そしてかれがご存

知にならずしては、葉一枚も落ちることが

ない。また、地面の暗闇の中にある種一粒

であっても、あるいは湿っているもので

も、乾いているもの3でも。（それらのこと

で）明白な書4の中に （記録されて）ないも

のは、ないのだ。5

59

念必ガら鮮

60. また、かれは夜にあなた方（の魂 ）を召さ

れ6、あなた方が昼に稼いだものをご存知に

なるお方。それからかれは、 （現世での）

定められた期間が全うされるべく 、（その

1 前アーヤ*の訳注を参照。

2 教友*イブン •アッバース*によれば、これはルクマーン章 34 の中で言及されている五つ

の知識のことであるという （アルニブハーリー4778 参照)。

3 この「湿っているもの」「乾いているもの」 には、「水場と砂漠」「芽生えるものと芽生えな

いもの」「生命のあるものと死んだもの」「つまり全てのもの」 といった解釈がある （アル

=パガウィー2:130 参照)。

4 「明白な書」 とは、守られし碑板*のこと （ムヤッサル 134 頁参照)。

5 同様のアーヤ *として、婦人章 40、ユーヌス*章 61、サバア章 3 も参照。

アッラー*は夜 （眠っている時に）、人の魂をお召しになるが、それはちょうど死の際に魂が

召されるのと似ている。また眠りから目覚めた時、かれはその魂をその身体へと戻されるが、
それは死後に生命が与えられることを彷彿 （ほうふつ）とさせる。そして同様にアッラー*

は、死後の復活がお出来なのだ （ムヤッサル 135 頁参照)。また、集団章 42 も参照。

6
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た謀をWび身体にMすことで、）あなた方

をそこ （昼）において蘇らされる。その

後かれの御許にこそ、あなた方の帰り所が

あるのであり、それからかれは、あなた方

が （現世で）行っていたことについて、あ

なた方にお告げになるのだ。

. また、かれはその僕たちの上に君臨される

*お方であり、あなた方に記録者たち1を遣

わされる。やがてあなた方の誰かに死が訪

れれば、われら*の使いたち2は抜かりなく、

ふJ勒诞峡底
61

たまし!/

彼 （の魂 ）を召すのだ。

輝•放辱ヂ-62. それから彼らは、自分たちの真の庇護者*

であるアツラー*の御許へと戻される。（そ

の日の）裁決は、かれのみに属するのでは

ないか。かれは、最も早く計算される*お方

である。

(使徒*よ、）言ってやるがいい。「（人目

をはばからず）畏まり、そして密かに （こ

う）祈るあなた方を、陸と海の闇3から救っ

て下さるのは誰なのか？ 『かれ （アツラー

*) が、もしも私たちをここから救って下さ

たら、私たちは必ずや （かれのみを崇拝

*することで、）感謝する者になります』 」。

(4徒*よ、）言ってやるがいい。「アツラ

一*がそこから、そしてあらゆる苦悩から、

あなた方をお救い下さるのだ。その後に及

んで、あなた方はシルク*を犯すのである」。

63.

つ

64.

l この 「記録者たち」 とは、昼夜交代で人間の行いを監視し、記録する天使*たちのこと （ア

ッニタバリー4:3203 参照)。雷鳴章 11 「交代番」 の訳注も参照。

2 この 「使いたち」 は、死の天使*たちのことを指す （ムヤッサル 135 頁参照)。

3 「陸と海の闇」 とは、そこでの困難や恐怖のこと。陸や海の旅行中、道に迷って死の恐怖

に陥った時、彼らはアッラー*だけに祈ったものであった（アル=バガウイー2:130 参照)。
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65. (使徒*よ、）言ってやるのだ。「かれはあ

なた方の頭上から、またはあなた方の足元

から、あなた方に懲罰をもたらすこと1も、

あるいはあなた方を惑わせて分裂させ、互

いに（争わせて）痛い目にあわせることも

お出来のお方」。見よ、彼らが理解するよ
た さ い

うにと、われら*がいかに御徴を多彩に示

すかを。

66. あなたの民は、それ2を嘘呼ばわりした。

それは真理であるというのに。言ってや

るのだ。「私は、あなた方の代理人3など

ではない」。

翕ch—Ji

©碑ぶぬ

^
災67. いかなる話にも、帰結がある。やがてあな

た方は、（懲罰という自分たちの最後を）

知るだろう。

(使徒*よ、）われら*の御徴（アーヤ*)

について（嘘と嘲笑をもって）喋って

いる者たちを目にしたら、彼らがそれと

は別の話題に移るまで、彼らから離れ

よ。そして、もしシャイターン*があな

たに（、それが禁止されているのを）忘

れさせてしまうことがあっても、思い出

した後には、不正*者である民と同席し

てはならない4。

ぬ てPぶ5=

^
'

68.

1 「頭上から」の懲罰とは、石が降ってきたり、大雨による洪水などのこと。「足元から」の
懲罰とは、地震や地割れなどのことである、とされる（ムヤッサル 135 頁参照)。

2 この「それ」には、「クルアーン*」「懲罰」といった解釈がある（アル=バガウイー2:133

参照)。

3 彼らを守ったり、監視したりする「代理人」（ムヤッサル 135頁参照)。

4 アッ=サァデイー*は、このアーヤ*が示す内容に含まれるものとして、本人にそれを正す

力がない限り「偽（いつわ）りを語る者」「非合法な物事を語ったり行ったりする者」との

同席や、あらゆる悪事の場に立ち会うことの禁止も挙げている（260頁参照)。
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ぶじ;69. そして （アツラー*を）畏れる*者たちは、

彼らの勘定 1において、いかなる責任も問

われない。しかし彼らが （アツラー*を）畏

れる*ベく 、訓戒を （与えよ）。

(使徒*よ、）自分たちの宗教2を遊興と戯

z

^
|==>りL

^
：3(

CHJ01.r

^
=»\

^
jふ㈣鄉ん

70.
あざむ

れごととし、現世の生活に欺かれた者た

ちは、放っておけ。また、人が自分で稼い

だもの3ゆえに （あらゆる善を）差し止め

られぬよう、それ （クルアーン *) で教訓

を与えよ。彼にはアツラー*の外、いかな

る庇護者* も執り成し手もないのだ。また、

たとえあらゆる代償を払っても、彼から

受け入れてはもらえない。それらの者たち

は、自分の稼いだものゆえ、（あらゆる善

を）差し止められた者たちである。彼らに

は、彼らが不信仰に陥っていたことゆえ

の、煮えたぎる湯の飲み物と、痛ましい懲

罰があるのだ。

(使徒*よ、）言ってやるがいい。「一体私

たちが、アツラー*を差しおいて、私たちを

益することもなければ、害することもない

ものに祈るというのか？ また、アツラー
*が私たちを導かれた後に、私たちが自分

たちの後方へ引き返す4 とでも？ ちょう

ど、 『私たちのもとに来なさい』 と導きに

呼びかける （信仰者の）仲間たちがあるに

^
U Oji71.

そそのか

も 関 わ ら ず、 シ ャ イ タ ー ン * ど も に 唆 さ

1 「彼らの勘定」 とは、クルアーン*を嘲笑しつつ語っている者たちに対する、アッラー*の
清算のこと （ムヤッサル 1 3 6 頁参照)。

2 イスラーム*のこと （前掲書、同頁参照)。

3 この 「稼いだもの」 とは、罪と、自分の主*に対する不信仰のこと （前掲書、同頁参照)。

4 「後方へ引き返す」 とは、不信仰へ戻ることを指す （前掲書、同頁参照)。
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れ、地上で迷ってしまった者のように？」

言うのだ。「本当にアツラー*のお導きこ

そ、（真の）導きである。そして私たちは、

全創造物の主*に服従 （イスラーム*) する

よう命じられたのだ」 。

72. また （、私たちは）礼拝を遵守* し、かれ

を畏れ*よ、と （命じられた）。かれは （復

活の日*) 、あなた方がその御許へと召集

されるお方である。

また、かれは、真実によって諸天と大地を

お創りになったお方1。かれが 「あれ」 と仰

せられれば、即そのようになる （復活の）

日*のこと （を思い起こさせよ）。かれの御

言葉は、真実。角笛に吹き込まれるその日

2、かれにこそ王権は属する3。 (かれは)

不可視の世界* も、現象界4 もご存知のお

方。そしてかれは、英知あふれる*お方、（全

てに）通暁されたお方なのだ。

魯

^̂ ^
誠)

交j货彳私

73.

翕

^̂
料

74. イブラーヒーム*がその父アーザルに対し、

(こう）言った時のこと （を思い起こさせ

よ）。「一体あなたは、偶像を神5とするの

ですか？ 本当に私は、あなたとあなたの

民が、紛れもない迷妄の中にあるとお見受

けします」 。

1 イムラーン家章 191 「我らが主*よ、…ありません」 の訳注も参照。

2 この角笛が天使*イスラーフィールによって一回目に吹き鳴らされると、全ては息絶え、二

回目に吹き鳴らされると、それらが復活する （アル=クルトウビー7:20 参照)。

3 そもそも全ての王権はアツラー*に属するが、復活の日11 には、かれ以外に王を名乗る者が

いなくなる （アツ =サアディー261 頁参照)。

4 「現象界」 とは、人々が目にし、知 る こ と の 出 来 る 物 事 の こ と （イ ブ ン•カスィール 7:309

参照)。

5 「神」 に関しては、雌牛章 133 の訳注を参照。
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75. また同様に、われら *はイブラーヒーム*に

諸天と大地の絶対なる王権を見せた1。（そ

れは彼がそれによって証明し、）彼が （ア

ッラーの唯一性*について）確信する者の一

人となるためであった。

0

UIAJ\5 GM 4 1 1 376. そして夜の帳が彼の上に下りた時、彼は星

を見た。彼は （民に向かって）言った2。「こ
すがた

れが我が主*だ」 。そしてそれが姿を消し

た時、彼は言った。「私は、消え行くもの

が好きではない」 。

77. また、月が昇るのを見た時、彼は言った。「こ

れが我が主*だ」 。そしてそれが姿を消した

時、彼は言った。「もしも、我が主*が私を

お導きにならなければ、私は必ずや迷い去

つた民の類いとなってしまうだろう」 。

©こ;

78. それから太陽が昇るのを見た時、彼は言っ

た。「これが我が主*だ。これは （前者）よ

り大きい」 。そしてそれが姿を消した時、

彼は言った。「我が民よ、本当に私は、あ

なた方が （アツラー*に）並べて （崇めて)

いるものとは無縁なのだ。

ン 槪 施

^̂1 つまりアッラー*はそこにある創造物を通して、イブラーヒーム*がアッラーの唯一性*を証

明する方法を教示された （イブン•カスィール 3290 參照)。

2 ここからアーヤ*78 までのイブラーヒーム*の語りは、天体を拝していた自分の民に対し、
彼らの宗教の間違いと、アッラーの唯一性*を証明するための議論として彼が用いた手法で

あり、彼自身の信仰が誤っていたわけではない （ムヤッサル 137 頁参照)。

3 頻出名•用語解説の 「創成者*」 も参照。

4 「我が顔を純正に向ける」 とは、自分の崇拝*行為をアッラー*のみに向ける、ということ。
「顔」 という語が用いられているのは、それが人間において最も特徴ある部位であるため

とされる （アル=クルトウビー7:28 参照)。「純正」については雌牛章 135 の訳注を参照。

79. 本当に私は、諸天と大地を創成されたお方
3に、我が顔を純正に向ける4。そして私は、

シルク*の徒の類いではないのだ」 。
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⑽ぷ滅ぬi瑞80. 彼の民は、彼と言い争った。彼は言った。

「一体あなた方は、アツラー （の唯一性*)

について、私と言い争うというのか？ か

れは確かに、私をお導きになったというの

に。私は、あなた方が （アツラー*に）並べ

て （崇めて）いるもの （の害）など、怖れ

てはいない。ただ、我が主*が何か （私を罰

されるようなこと）をお望みになるのな

ら、別だが。我が主*は （その）知識で、全

てのものを網羅されているのだ。一体あな

た方は、教訓を得ないのか？

味助嗔

81. また、どうして私が、あなた方が （アツラ

一*に）並べて （崇めて）いるものを怖れよ

うか？ あなた方はアツラー*に対し、かれ

が（崇拝*すべき）いかなる根拠も下されな

かったものを並べ （て崇め）ることを、怖

れてはいない。ならば二派1の内のいずれ

が、 （アツラー*の懲罰から）より安泰で

あるというのか？ もし、あなた方が知っ

ているのならば （、だが）」 。

82. 信仰し、その信仰に、いかなる不正*2 も混じ

えない者たち、そのような者たちにこそ

安泰があるのであり、彼らは導かれた者た

ちなのだ。

ilj 二

^
3一

83. それが、われら*がイブラーヒーム*に、そ

の民に対して授けた論拠である。われら *

は、われら*が望む者の位を上げるのだ。

本当にあなたの主*は、英知あふれる*お方、

全知者であられるのだから。

1 つまりアッラー* だけを崇拝*する徒と、シルク*の徒のこと （ムヤッサル 137 頁参照)。

2 この 「不正*」 は、シルク*のこと （アルニブハーリー4629 参照)。
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8 i . また、われら *は彼にイスハーク *

^
:ヤァク

ーブ*を恵み、（その）いずれをも導いた。

また （彼ら）以前に、ヌーフ* も導いた。
そしてその子孫であるダーウード*、スライ

マーン*、アイユーブ*、ユースフ*、ムーサ

一*、ハールーン* も。同様にわれら *は、善

を尽くす者1たちに報いるのだ。

85. またザカリーヤー*、ヤヒヤー*、イーサー*、

イルヤース* も （導いた）。（彼らは）皆、

正しい者*たちの仲間であった。

8G. そしてイスマーイール*、アル=ヤサウ*、

ユーヌス

'
ルート * も （導いた）。彼ら全

員を、われら*は外のいかなる者よりも引き

立てた2のだ。

魯

^̂
翕淡》迎

87 また彼らの先祖、子孫、兄弟の内からも（導

いた）。そしてわれら*は彼らを)！り盘き、
みちび

彼らをまっすぐな道へと導いたのだ。

づ

^̂ ^̂
ゲ

^̂
;Hiダ、 �88. それはアツラー*のお導きであり、かれは

その僕たちの内から、かれがお望みになる

者をそれで導かれる。そして、もし彼らが

シルク*を犯したら、彼らが行っていたこと

は彼らにとって台無しになるのだ。

89. それらの（預言）者*たちは、われら*が啓典

と英知と預言者* としての天分を授けた者

たちである。それで、もしこれらの （不信

仰）者*たちがそれ3を否定するのなら、わ

れら*ほそれを否定しない （別の）民4に、

それを確かに委ねるであろう。

0

l 「善を尽くす者」 については、蜜蜂章 128 の訳注を参照。
2 「外のいかなる者よりも…」 については、雌牛章 47 の訳注を参照。

3 クルアーン*のアーヤ*のこと （ムヤッサル 138 頁参照)。

4 この 「民」 とは、ムハージルーン* とアンサール*、そして彼らの後を継ぐムスリム* たちの
こと （前掲書、同頁参照)。
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tx^B\分!

^
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如

^
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90. それらの者たちは、アツラー*がお導き下

さった者たち。ならば（使徒*よ）、彼らの

導きをこそ踏襲するのだ。言うがよい。

「私はそのことゆえに、あなた方に見返り

1を求めているわけではない。それは全世界

への教訓に外ならないのだから」。

び4=

^
おジ龙分ギ

^ぶ知

參

_
麵鱗;

91 . 彼らは、彼らが「アツラー*は人間に、何

もお下しにはならなかった」と言った時、

アツラー*を真に敬わなかった。（使徒*

よ、彼らシルク*の徒に）言ってやるがい

い。「ムーサー*が人々への光と導きとし

て携えて来た啓典（トーラー*)を下した

のは、一体誰なのか？ あなた方2はそれ

を（分断された）紙片に記している。あ
おおや

なた方はそれ（の一部）は公けにし、多

くの部分3は隠蔽しているのだ。あなた方

(アラブ人）は、あなた方自身も自分た

ちの先祖も知らなかったことを、（クル

アーン*によって）教わったというのに」0

言ってやるのだ。「（それを下したのは、）

アッラー*である」。それから彼らを、そ

の戯言の中でふざけるままに、放ってお

くのだ。

逆以初卿

^
#-、城92 これ（クルアーン*)は、われら*が下した、

祝福にあふれ、それ以前のものを確証する

啓典である。また、あなたが都市の母と、

1 アッラー*の教えへと招くことと、人々がそれを受け入れることによる、貸しや物質的見返

りのこと（アッ=サアディー263頁参照)。

2 この「あなた方」はマッカ*の不信仰者*ではなく、語りかけの対象が一転して、ユダヤ教

徒*たちを指している、とされる。そして後に、また語りかけの対象はアラブ人の不信仰者

*らに戻る（ムヤッサル 139頁参照)。

3 預言者*ムハンマド*の特徴と、彼の預言者*性を描写するくだりなどのこと（前掲書/同頁

参照)。
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その周辺1にいる者へ警告を告げるために

(、われら *はそれを下した）。そして来世

を信じる者は、自分たちの礼拝を遵守* し

つつ、それを信じるのだ。

93. —体、アツラー*に対して嘘を捏造したり、

自分には何も下っていないのに 「私に啓示

が下った」 と言ったり、あるいは 「アツラ

一*が下したようなものを、下してやろう」

などと言った者よりも、ひどい不正*を働く

者があろうか？ （使徒*よ、）もしあなた

が、不正*者たちが死の苦悶の中にあり、天

使*たち2が彼らに手を伸ばす時のことを見

るのならば！ （天使*たちは、言う。）「あ

縱ぬ歌u於恭

^̂
=(3

た ま し い

なた方の魂を、出せ3。この日あなた方は、

自分たちがアツラー*に対して真実ではな

いことを語っていたことと、かれの御徴に

対して奢り高ぶっていたことゆえに、屈辱

の懲罰で報われるのだ」 。

公放ふ從ぬ魂

^
::94. (復活の日*、彼らにはこう言われる。）「あ

なた方は確かに、われら *があなた方を最初

に創った時のように、われら *のもとに一人

きりでやって来た4。われら *が （現世で） 弊

“1 「都市の母」 とは、マッカ*のこと。この呼び名の理由には、大地がマッカ*から広がった

からという説や、アッラー*を崇拝 *するための最初の館がそこに建設されたからという説

など、諸説ある （アッ = タバリー4:3262 参照)。また 「その周辺にいる者」 とは、全ての

土地の民のこと （ムヤッサル 139 頁参照)。

2 人の魂を抜き取る役目を負う、死の天使*たちのこと （前掲書、同頁参照)。

3 死の天使*たちは不信仰者 *が死ぬ時、彼に対する懲罰とアッラー*のお怒りを告げる。する

と不信仰者*の魂はその体から出ることを拒 （こば）むので、天使 *はそれを叩いて無理や

り引き出すことになる （イブン•カスィール 3:302 参照)。一方、信仰者の魂は主*との拝

謁 （はいえつ）を望み、自ら進んで出てくる （アルニクルトウビー7:42 参照)。

4 預言者*は仰 （おっしゃ）った。「復活の日*、人々は靴も衣服も纏 （まと）わず、割礼もさ

れていない状態で召集される」（アル=ブハーリー6527 参照)。また、洞窟章 48 と預言者
*たち章 104 も参照。
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あ，:た；

^
に授けたものを、自分たちの背後

に置き去りにして。そしてわれら*は （この

日、）あなた方が、自分たち （の崇拝*) に

おける （アツラー*の）同位者であると主張

していたあなた方の執り成し手1を、あなた

方と共に見出すことはない。あなた方の間

(の関係）は既に断絶し、あなた方が主張

していたものは、あなた方から消え失せて

しまったのだ」 。

95. 本当にアツラー*は、種粒と種子2を裂かれ(、

芽吹かせ）るお方。かれは死から生を取り

出され、生から死を取り出されるお方3。そ

のお方がアツラー*。では一体どうして、あ

なた方は （真理から）背かされるのか？

96. (かれは夜の闇から）暁を裂き出されるお

方。また、かれは夜を安住の場とされ、太

陽と月（の運行）を計算4 とされた。それは偉

力ならびなき*お方、全知者のお定めである。

97. またかれは、それによってあなた方が陸と

海の闇の中を導かれるべく、あなた方のた

めに星々をお創りになったお方。われら *

は知識ある民に対し、確かに御徴 5を詳細

にした。

威

^

1 彼らがそれらを執り成し手と見なしていたことについては、集団章 3 とその訳注を参照。

2 「種粒 （ハツブ)」 は麦類のような、種そのもののこと。「種子 （ナワー)」 は桃やナツメヤ

シなどのように、果実に包まれた種のこと （アッ =ラーズィー5:71 参照)。

3 「死から生を取り出され…」 については、イムラーン家章 27 の訳注を参照。

4 つまり、それらが正確な 「計算」 に基づいて運行するものとされた （ムヤッサル 140 頁参

照)。そして人はそれらの運行により、時間を知ることが出来る （アッ =サァディー265
頁参照)。ユーヌス*章 5 とその訳注も参照。

5 この 「御徴」 は、アッラー*の御力と偉大さ、英知を示す数々の証拠のこと （アッ =シャウ

カーニー2:202 参照)。
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またかれは、あなた方を一人の者 （アー

ダム*) からお創りになったお方。それで

(あなた方には、）定住地と収容地1があ

る。われら *は理解ある民に対し、確かに

御徴 2を明らかにした。

またかれは、天から （雨）水をお降らしに

なったお方。そしてわれら*は、それであ

らゆる植物を芽吹かせ、そこから （瑞々し

い）緑を生じさせた。われら*はそこから、

連なり重なる種粒を実らせる。またナツメ

ヤシの木、その莢3からは （われら*の意思

によって）、低く垂れ下がる房がなる。そ

して葡萄の果樹園、また （、一面では）似

ているが、 （別の面では）異なる4オリー

ブとザクロも （生じさせた）。それが実を

つけ熟した時に、その果実を見てみるが

よい。実にその中にはまさしく 、信仰する

民への御徴5があるのだから。

98

ゞ�み�ダぬ你

“
篇料颂成35

ぶ '̂%
2夕

99.

彼ら （シルク *の徒）はアツラー*に対し、

ジン*を （アツラー*の崇拝*における）同

位者とし （て崇め）た。かれ （アツラー*)

が、彼ら （ジン*) をお創りになったとい

うのに。また彼ら （シルク *の徒）は知識

100. -J

1 「定住地と収容地」 の解釈には、前者と後者がそれぞれ 「子宮と墓場」「子宮と男性の後

背部 （男性の精液が生成 •収容される場所の意)」「子宮と地上」「現世と来世」「墓場と

現世」「墓場と来世」 というように大きな見解の相違が見られる （アル= バガウィー

2:146-147 参照)。

2 この 「御徴」 については、アーヤ*97 の訳注を参照。

3 これはナツメヤシの実がなる房が出てくる、莢状のもののこと （イブン•アーシュール

7:328 参照)。

4 この意味の解釈には、「葉は似ているが、実は異なる」「見た目は似ているが、味は異なる」

といった複数の説がある （アツ = タバリー4:3287 参照)。

5 この 「御徴」 については、アーヤ*97 の訳注を参照。
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もなく、かれに息子や娘をでっち上げた1。

かれに称え*あれ、かれは彼らの言うよう

なこと（シルク*を犯しているもの）から

(無縁で）、遥か高遠2であられる。

(かれは）諸天と大地の独創者*。かれに

は伴侶もないのに、どうしてかれに子供

などあり得ようか？ そしてかれが全て

をお創りになり、かれは全てのことをご

存知のお方だというのに？

そのお方がアツラー*、あなた方の主*、

かれ以外に（真に）崇拝*すべきものはな

い。（かれは）全ての創造主である。な

らば、かれを崇拝*せよ。かれは、全ての

ことを請け負われる*お方であられる。

視覚が（現世で）かれ（アツラー�）を捉

えることはない3。かれが視覚を捉え給う

のであり、かれは霊妙な*お方、通暁さ

れるお方なのだ。

(使徒*よ、言うがよい。）「あなた方の

主*の御許からあなた方のもとに、開眼4が

確かに到来した。（それに）開眼する者

は誰でも、自分自身を益し、（そこにお

，も %て1 ( )

102.

10：1,

念士

^
%

10.1.

i キリスト教徒*のイーサー*やユダヤ教徒*のウザイル（悔悟章30 参照）のように、アッラ

一*には息子があるとか、あるいは当時のアラブ人のように、天使*がアッラー*の娘である

(蜜蜂章 57 とその訳注も参照）というようなことを、根拠もなく語っていたことを指す

(イブン•ジュサイ 1:281 参照)。

2 雌牛章 116の訳注も参照。

3 復活の□*、信仰者はアッラー*との拝謁（はいえつ）の際、かれの全体像を捉えることは

出来なくても、かれを拝見する栄誉に与（あず）かることが出来るとされる（アル=ブハ

ーリー7434 参照)。

4 この「開眼」とは、それによって迷いから導きを見極（みきわ）めることの出来る明証、

つまりクルアーン*のこと（ムヤッサル 141 頁参照)。
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いて）盲目である者 1は誰でも、自分自身

を害するのだ。そして私は、あなた方の監

視役2などではない」 。

同様に、われら*は御徴3を多彩に示すのだ。
そして （その結果、）彼ら （シルク*の徒）

は、 「あなたは学習したのだ」 4 と言ったの

だが、（それは）われら*が、それを知識あ

る民に明らかにするためなのだ。

(使徒*よ、）あなたの主*からあなたに啓

示されたものに、 従え——かれの外に、

崇拝*すべきものはなぃ-
ルタ*の徒から遠ざかれ。

嗅'

©こ

^
%ネ ス 二G二

105.

106.

〇 そ し て、シ

107. また、もしアツラー*がお望みであったな

ら、彼らはシルク*を諮さなかったのだ5。
そしてわれら*は、 （使徒*よ、）あなた

を彼らに対する監視役6としたのではない

し、あなたは彼らへの （諸事の面倒を見

るための）代理人というわけでもない。

ベ

^̂
、！(ムスリム*たちよ、）あなた方は、彼ら

がアツラー*を差しおいて祈っているも

のを、罵ったりしてはならない。そうす

れば彼らは度を越して、知識もないまま

108.

公-1，5&

1 「盲目である者」 に関しては、アーヤ*50 「盲人」 の訳注を参照。

2 「監視役」 については、婦人章 8◦の訳注を参照。

3 この 「御徴」 とは、アッラーの唯一性*、ムハンマド*の預言者*性、復活などの証拠 （ムヤ
ッサル 141 頁参照)。

4 マッカ*の不信仰者* らは、預言者*ムハンマド*がクルアーン*を、異国人や啓典の民*から
教わったものである、と主張したりもした （アル=バガウィー2:149 参照)。蜜蜂章 103、
識別章 4-5、煙霧章 14 も参照。

5 これはシルク*の徒が信仰を望んでいるのに、アッラー*がそれを阻 （はば）まれるという
ことではない。アッラー*は、信仰への意思も示さず、不信仰にしがみついている者の信仰
を望まれないのである （アブー•アッニスウード 3:171 参照)。集団章 7 も参照。

6 「監視役」 については、婦人章 80 の訳注を参照。
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に、アツラー*のことを罵ってしまうだろ

う。同様にわれら*は、各共同体にその行

いを目映く見せたのだ。その後、彼らの主
*の御許こそは、彼らの戻る場所なのであ

り、かれは彼らが行っていたことについ

て、彼らにお告げになるのである。

. 彼らは、もしも御徴 1が自分たちに到来し

たら（使徒*のことを）必ず信じる、と躍

起になってアツラー*にかけて誓った。

(使徒*よ、）言ってやるがいい。「御徴

は、アツラー*の御許（から）だけである」。
そしてそれが到来しても、彼らが信じな

い（かもしれない）ということを、何が

あなた方に知らせようか？

: 爲 雜％
②こ私私©货ふ士淡5

109

彼らがそれを当初から信じなかったよう

に、われらは彼らの心と眼を（アツラー*

110.

みしるし

の御徴の理解から）転回させる2。そして

われら*は、彼らが彷徨うまま、彼らを（ア

ッラー*への反抗という）ひどい放埒さの

中に放ったらかしにしておくのだ。

琴兒讎

_
�

媒

^
たとえ、われら*が彼ら（シルク*の徒）

こうりん よみがえ

に天使*を降臨させ、（われら*が蘇らせ

in.

がんぜん

た）死人が彼らに語りかけ、彼らの眼前に

(彼らが求める）全てを結集させたとこ

ろで、アツラー*がお望みにならない限

り、彼らが信仰すべくもない。しかし彼

らの大半は、無知なのである。

1 この「御徴」とは、奇跡のこと。雌牛章 108、ユーヌス*章 97、夜の旅章 90-93、ター.
ハー章 133、預言者*たち章 6、識別章 7-8、創成者*章 42も参照。

2 つまり、信仰から阻（はば）まれるということ。これは目の前に扉が開かれ、道を示され

たにも関わらず、当初から信仰を拒（こば）み続けた不信仰者*の状態。そしてそのような

結果を招いたのは、自分自身なのである（アツ=サアディー269頁参照)。
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同様に、われら*は全ての預言者*に、人

間とジン*のシャイターン*という敵を

創った。彼らは（アツラー*の道に反し

て）欺こうとし、飾り立てた（嘘の） 參 >A3 SJJ

1 [ Z

そそのか

言葉で互いに唆し合う。そして、もし

あなたの主*がお望みだったなら、彼ら

はそうしなかっただろう（、しかしそれ

は、アツラー*からの試練なのだ）。な

らば彼らを、彼らの捏造するもの諸共、

放っておくのだ。

念こ;
113. また、来世を信じない者たちの心がそこ

かたむ

(嘘の言葉）へと傾き、それに満足し、
おか おか

彼らが犯すもの1を犯すようにするため（、
そそのか

彼らは唆し合う）。

(使徒*よ、シルク*の徒に言ってやるが

いい。）「一体、私がアツラー*以外の

ものを裁決者として望むというのか？2

かれはあなた方に、明らかにされた啓典

をお下しになったお方なのに？」われら

*が啓典を授けた者たち（啓典の民*)は、

それ（クルアーン*)があなたの主*から

真理と共に下されたものであることを

知っている。ならばあなた3は決して、疑

わしく思う者たちの類いとなってはな

らない。

-L^o\

翕

^
城！

^
却

1 1 4 .

1「彼らが犯すもの」とは、悪行のこと（ムヤッサル 142 頁参照)。

2 一説によれば、マッカ*の不信仰者*は預言者>ムハンマド*に、「私たちとあなたの間に、裁

決者を置こうではないか。望むならユダヤ教徒*の学者からでも、あるいはキリスト教徒*

の学者からでも。彼らの啓典の中であなたについて何が書かれているのか、述べてもらお

う。」と言ったものだった（イブン•アル=ジャウズィー3:110参照)。

3 この「あなた」については、雌牛章 120の訳注を参照。
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115. あなたのの、真実で公正な御言葉（クル

アーン*)は、完遂された1。かれの御言葉に

は、いかなる変更者もいない。かれはよく

お聴きになるお方、全知者であられる。

116. そして（使徒*よ）、もしあなたが地上の大

半の者2に従えば、彼らはあなたをアツラ

一*の道から迷わせてしまうだろう。彼らは

(誤った）憶、測に従っているに外ならな

い。彼らは決めつけているだけなのだ。

ぶ

^
ぎ必

ゞ 1,03

び■ふ

^
ゲ

^̂
ブ路

^
4117. 本当にあなたの主*こそは、かれの道から

迷う者を、最もよくご存知である。また

かれは、導かれる者たちのことも、最も

よくご存知なのだ。

S

^
-SS^

\XJ»118. ならば、あなた方は、アツラー*の御名が

その上に唱えられたものの内から食べよ

3。もしあなた方が、かれの御徴4を信じ

ているのならば（、だが）。

119. そして、アツラー*の御名がその上に唱

えられたものの内から食べないとは、

どういうことか？ かれはあなた方に

禁じたものを確かに、あなた方に詳し

く説明されたというのに。しかし、あ

なた方がその必要に迫られたもの5は

olj4卜

^
しD

i クルアーン*に含まれる言葉と情報は真美で、その法規定は公正である（ムヤッサル 142
頁参照)。

2 当時、人類の大半は不信仰の中にあった（アッ=タバリー4:3318参照)。

3 つまり信仰者は、アッラー*の御名が唱えられることなく屠殺（とさつ）された肉を、食べ

てはならないということ。シルク*の徒である不信仰者*たちは、アツラー*の御名が唱えら

れていない肉や、アツラー*以外のものに捧げられた肉を合法化していた（イブン•カスィ

ール 3:323参照)。

4 この「御徴」は、アッラー*の法規定とご命令のこと（アル=クルトウビー7:72参照)。

5 雌牛章 173と、その訳注も参照。
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あやま

別である。本当に多く（の誤った者た

ち）は知識もなく、その私欲によって

(合法•非合法な物事において）正に

迷わせるのだ。本当に（使徒よ、）あ

なたの主*こそは、度を越す者たちを最

もよくご存知である。

120. 露わな罪も、密やかな罪も放棄するのだ0

実に罪を稼ぐ者たちは、自分たちが犯し

ていたことゆえに、やがて報いを受ける

ことになるのだから。

於雄4

ぬ

^
121. まぐこ（ムスリム了こちよ）、アツラー*の

御名がその上に唱えられていないものの

内から、食べるのではない。本当にそれ
ほういつ

は、まさしく放逸さ1である。本当にシャ

イターン* (のジン*たち）は、あなた方

と言い争うよう、自分たちの盟友（であ

るシャイターン*の人間たち）を、まさに
そそのか

唆すのだ2。そして、もし彼らに従った

ら、本当にあなた方は正しくシルク*の徒

である3。

ぶ從給�

筇琢物典

^
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122. 一体、（かつては）死人だったが、われ

ら*が生命を与え、人々の間をそれによっ

て歩く光を授けた者は、脱出することの

1 アッラー*の服従からの逸脱（いつだつ）ゆえの、「放逸さ」ということ（ムヤッサル 143

頁参照)。

2 このアーヤ*は一説に、アッラー*の御名が唱えられてはいない死肉が禁じられたことに関

し、不信仰者*らが「ムハンマド*よ、あなた方は自分で屠（ほふ）ったものは食べるくせ

に、あなた方の主*が息の根を止められたもの（自然死したもの）は禁じるというのか！？」

と言ったことに関し、下ったと言われる（アブー•ダーウード 2818参照)。

3 かれの御名が唱えられずに屠られた家畜の肉に限らず、アッラー*の禁じられたものを合法

視したり、かれの命じられたことを勝手に禁じたりすることは、シルク*の一形態である（ア

ッ=タバリー4:333◦参照)。
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出来ない闇の中にある者 1 と同等だろう

か？ 同様に不信仰者*たちには、彼らが

行っていたことが煌びやかに映ったので

ぁる2。

また （マッカ*の不信仰者* たちと）同様

に、われらはいかなる町においても、そ

の罪悪者たちを （町の）有力者とした。
(それは）彼らがそこで、策謀するため

である。そして彼らが策謀しているのは、

自分自身に対してに外ならない3。彼らは

それに気付いていないのだが。

また、御徴 4が彼らのもとに到来した時、

彼らは言った。「私たちは、アッラー*の

使徒* たちが授けられたものと同様のも

の5を授けられるまで、 （ムハンマド*を）

決して信じない」 。アッラー*が、そのお

言伝を託す （に相応しい）場所を最もよ

くご存知である。やがて罪深い者たちに

は、彼らが策謀していたことゆえに、ア

ッラー*の御許での惨めさと、厳しい懲罰

が降りかかるであろう。

123.

ば'讀4

^
尨じ炎

124.

i 前者は、一時は迷いの中で混乱した、死人に等しい状態にあったものの、その後、信仰心

によって心が生き返り、導かれ、使徒*たちへの服従という恩恵を授かり、導きという光の
中に生きる者。一方後者は、様々な無知と私欲と迷いの中にあり、そこから脱出する手段
がない者のこと （ムヤッサル 143 頁参照)。

2 食べ物について議論してきた不信仰者*たちに、彼らへの痛ましい懲罰の原因となる、自分
たちの悪い行いが煌びやかに映ったのと同様、彼らと同様の不信仰の状態にある者たちに
もまた、懲罰の原因となる罪が煌びやかに映るのだ、ということ （アッ = タバリー4:3333
参照)。

3 というのも彼らは、アッラー*の宗教とその使徒*を阻止しようとして策謀するが、結局の
ところその罪は自分自身に返ってくるからである （前掲書 4:3334 参照)。

4 この 「御徴」 については、アーヤ*37 の訳注を参照。

5 つまり、預言者*性と奇跡のこと （ムヤッサル 143 頁参照)。金の装飾章 31-32 も参照。
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^̂
アツラー*が誰かを導くことをお望みに

なれば、かれはその者の胸を服従（イス

ラーム*) へと広げて下さる。また、かれ

が誰かを迷わせることをお望みになれ

ば、かれはその者の胸をひどく狭められ

る。それは、あたかも（上）空に何とか昇

ろうとする1ようなもの。同様にアツラー*

は、信仰しない者たちに穢れ2をお与えに

なるのだ。

(使徒*よ、）これがあなたの主*の、ま

すぐな道。われら*は確かに教訓を得る

民に対し、御徴を詳細にしたのだ。

彼らにはその主*の御許に、平安の郷3があ

る。かれは彼らが行っていた（正しい）

ことゆえの、彼らの庇護者*なのだ。

125.

ぬル城
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127.
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128. かれが彼ら全員を召集され（、こう仰せ

られ）る日のこと（を思い起こさせよ）。

「ジン*の衆（のシャイターン*たち）よ、

本当にあなた方は人間を、随分と集めた

ものだな4」。そして（不信仰な）人間

の内の、彼らの盟友は言う。「我らが主

*よ、私たちは互いに楽しみ合っていま

した5。そして私たちは、あなたが私た

1 イスラーム*を否定する者の心の狭窄（きようさく）が、空高く昇ろうとして、呼吸困難に

陥（おちい）る状態にたとえられている（ムヤッサル 144 頁参照)。

2 この「穢れ」とは、懲罰のこと（前掲書、同頁参照)。

3「平安の郷」とは、天国のこととされる（前掲書、同頁参照)。

4 シャイターン*が人間たちを迷わせ、地獄への道連れとしたことを指す（アッ=タバリー

4:3343参照)。

5 ジン*はといえば、人間が自分たちに服従することを楽しみ、人間はといえば、姦通（かん

つう）や飲酒などのジン*の誘惑を受け入れることで、楽しんでいた（アル=クルトウビー

7:84 参照）。
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ちに定められた時期1まで到達してしま

たのです」。かれは節せられる。「（地

獄の）業火があなた方の、住まいである。

あなた方はそこに永遠に留まるのだ」。

但し、アツラー*がお望みになった者2は

別であるが。本当にあなたの主*は英知

あふれる*お方、全知者であられるのだ

ウ

から。

129. そのようにわれら*は不正*者たちを、彼
めいゆうかせ

らが稼いでいたものゆえに、互いの盟友

とさせる。

(アツラー*は復活の日*、仰せられる。）

「（シルク*の徒であった）ジン*と人間

の衆よ、一体あなた方のもとに、われ

の御徴をあなた方に語って聞かせ、あ

なた方のこの日の面会についてあなた

方に警告を放つ、あなた方（人間）自身

の内からの使徒*たちはやって来なかっ

たのか？」彼らは申し上げる。「私たち

は、自分自身に対して（不利に）証言3し

130

あざむ

ます」。現世の生活が、彼らを欺いた

のである。そして彼らは自分たちが不信

仰者*であったことを、自分自身に対し

て証言するのだ。

1 「私たちに定められた時期」とは、現世での彼らの人生の終わりのこと（ムヤッサル 144

頁参照)。

2 これは、罪深いムスリム*のこと。彼らは地獄に入っても、そこに永遠に留まることはない

(前掲書、同頁参照)。フード*章 107とその訳注も参照。

3 使徒*たちがアッラー*の御徴を伝え、復活の日*について警告したが、彼らはそれを嘘とし

たという証言のこと（前掲書、同頁参照)。
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=5>)〇\ ^4'i131. それ1はあなたの主*が、その住民が無頓

着な状態2にある時、町々を不正3ゆえに

滅ぼされたりはしないからである。

132. また各人には、（アツラー*への服従行為

であろうと、かれへの反抗であろうと、）

自分が行ったことゆえの位があるのだ。
そしてあなたの主*は、彼らが行うことに

迂闊ではあられない。

133. そして（使徒*よ）、あなたの主*は満ち

足りておられる*お方、慈悲の主であられ

る。もしかれがお望みになれば、（不従順

な）あなた方を消し去り、ちょうどあな

た方を別の民の子孫から出現させられた

ように、あなた方の後にかれがお望みに

なるもの4を引き継がせられるのだ。

134. (シルク*の徒よ、）実にあなた方に約束

されていることは、必ずや到来すること

になっている。そしてあなた方は、（ア

ツラー*の懲罰を）やり過ごすことが出来

る者ではない。

135. (使徒*よ、）言ってやるがいい。「我が

民よ、あなた方は自分たちのやり方で行

うがよい。実に私も、（自分のやり方で)

1241 ん農
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1 「それ」とは、アッラー*がジン*と人間に使徒*を遣わされ、啓典を下されたことで、彼ら

が後に自分たちの不信仰を言い訳できないようにされたこと（ムヤッサル 145 頁参照)。

2「無頓着な状態」とは、イスラーム*の教えが伝わっていない状態のこと（イブン•カスィ

ール 3:341 参照)。関連するアーヤ*として、婦人章 165、家畜章 155-157、夜の旅章 15、
ター•ハー章 134、詩人たち章 208、創成者*章 24 も参照。

3 この「不正*」とは、シルク*を始めとする全ての罪のこととされる。尚、「あなたの主*が
不当にも、その住民が無頓着な状態にある時、町々を滅ぼされないことがないためである」
という解釈の仕方もある（前掲書、同頁参照)。

4 つまり、彼らよりもアツラー*に従順（じゅうじゅん）で善い民のこと（アル=パガウィー

2:161 参照)。



6.家畜章

行おう。そうすれば、いずれあなた方は、
誰に世の（善き）結末1があるかを知るこ

とになろうから。本当に、不正*者たちが

成功することはないのだ」。

136. 彼ら（シルク*の徒）はアツラー*に、か

れが繁茂させ給うた作物と家畜の内から

割り当て分を決め、自分たちの主張する

ところにより、（こう）言った。「これ

はアツラー*の分。そしてこれは、私たち

(がアツラー*) の同位者（とするもの）

たちの分」。そして彼らの同位者たちの

分だったものは、アツラー*に届くことが

なく、アツラー*の分だったものは、彼ら

の同位者たちに届くのだ2。彼らの決める

ことの、何と忌まわしいことか。

ぶみこ店23

二在レ典;

137. 同様に、彼ら（がアツラー*)の同位者（と

したもの、つまりシャイターン*)たちは、

シルク*の徒の多くに対し、自分たちの子

供を殺すことを魅惑的に見せた3。（それ

は）彼らを（破滅に）転落させ、彼らに

自分たちの宗教を紛らわしく見せ（て迷

わせ）るためであった。そして、もしア

1 「世の（善き）結末」とは、現世と来世における善い結末のこと（アツ=サアディー274
頁参照)。

2 具体的には、偶像の分の作物や果物などがアツラー*の分の中に落ちてしまった場合、それ
を元に戻したが、逆の場合はそうしなかった。また偶像のための給水が（不慮に）アツラ

一*の分の所へ行ってしまった場合、それを偶像の分の方に戻したが、逆の場合はそうしな
かった。また、それがアツラー*のためと思い込みつつ、家畜の一部を偶像のために捧げて
いた（アツ=タバリー4:3351 参照)。食卓章 103も参照。

3 ジャーヒリーヤ*のアラブ人の一部では、貧困に対する恐れなどから、子供を殺す悪習があ
った。また女児に関しては、貧困だけでなく戦争で捕虜（ほりょ）となった場合の辱（は
ずかし）めなどを受けることを恐れて、殺害してしまうこともあったとされる（アル=ア
ルースィー8:32参照)。
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ッラー*がお望みであったなら、彼らはそ

のようなことをしなかったのだ1。ならば

彼らを、彼らが捏造したもの諸共、放っ

ておけ。

�ル靡j
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138 彼ら（シルク*の徒）は自分たちの主張す

るところにより、かれ（アツラー*) に対

し（嘘を）捏造しつつ、（こう）言った。

「これらは、私たちが望む者しか食する

ことが出来ない、禁じられた家畜と作物2

である。また（これらは）、背中が禁じ

られている家畜3。そして（これらは）彼

らが、その上にアツラー*の御名を唱えな

い家畜4」。かれはやがて、彼らが捏造し

ていたことゆえに、彼らに応報を与えら

れるであろう。

また、彼らは言った。「これらの家畜の

腹の中にあるもの5は、私たちの内の男性

だけのものであり、私たちの妻たちには

禁じられる。そしてそれが（生まれた時)

死んでいた場合、彼ら（男女）はそれ（の

利用）における共同者となる」。かれ（ア

ツラー*) はやがてその言葉ゆえ、彼らに

応報を与えられよう。本当にかれは、英

知あふれる*お方、全知者なのだから。

d\j
139

i

i 同様の言い回しのある、アーヤM07とその訳注も参照。

2 つまり、彼らが偶像に捧げたもののこと（アル=クルトウビー7:94 参照)。

3 「背中が禁じられている家畜」とは、乗用や荷役などに利用しない家畜（ムヤッサル 146

頁参照)。

4 アツラー*の御名ではなく、偶像の名によって屠（ほふ）られる家畜のこと。一説には、そ

れに乗ってハッジ*をしない家畜（アル=バガウィー2:163 参照)。

5 これは、アーヤ 138で言及されている家畜が孕（はら）んだ子供のこと。生まれたその子

供の肉は男性だけに許されるが、死産であれば、男女ともにそれを食することが出来る、

と主張した（イブン•アーシユール 110頁参照)。
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140. 愚かにも、知識もなく自分たちの子供を

殺し、アツラー*に対する捏造ゆえに、か

れが自分たちにお恵みになったものを

(勝手に）禁じた者たちは、確かに損失し

たのである。彼らは確かに （真理から）

迷い去ったのであり、導かれた者の仲間

ではなかったのだ。1

かれは、高く上げられた果樹園2と、高く

上げられてはいないもの、異なる味のナ

ツメヤシと作物、 （一面では）似ている

が、 （別の面では）異なっている3オリー

ブとザクロを創られたお方。それが実っ

たらその果実から食べ、収穫日にはその

義務4を支払うのだ。そして度を越すので

はない5。本当にかれは、度を越す者たち

をお好きにはならないのだから。

. また （かれは）、運搬用の家畜と、小型

の家畜も （お創りになった）。アツラー*

があなた方にお授け下さったものから食

雄

^^

141 .
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典降�似孤
142

したが

ベ、そしてシャイターン*の歩みに従って

はならない。本当に彼はあなた方にと

て、紛れもない敵なのだから。
つ

1 何かが合法か非合法かということを決定する権威は、アッラー*のみに属する。かれ以外の

いかなる者も、そのような法規定を勝手に定めることは出来ない（ムヤッサル 146 頁参照)。
アーヤ m の訳注も参照。

2 「高く上げられた果樹園」 とは葡萄のように、棚などの上部に生育する果実類のそれを指

すと言われる （アッ = タバリー4:3363-3364 参照)。

3 「(一面では）似ているが…」 については、 アーヤ*99 の訳注を参照。

4 イブン•カスイール*によれば、これは義務の浄財 （じようざい）*のこと。ただし義務の浄

財*の詳細、重量、数量が定められたのは、 ヒジュラ暦*2 年のことである（3:349 参照)。

5 浄財*や食事、その他あらゆる物事において、度を越してはならない （ムヤッサル 146 頁

参照)。
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八頭の雌雄を （お創りになった）。羊の

つがいと、山羊のつがい。（使徒*よ、）

言うのだ。「一体、かれが両方の雄、また

は両方の雌、あるいは両方の雌のお腹にあ

るものを禁じられたと言うのか？1 (あ

なた方の主張を裏づける）知識によって、

私に告げてみよ。もし、あなた方が本当の

ことを言っているのならば （、だが）」 。

各命孤
二じ

^
、

^̂
こ

143.

3

雞滅み如

^
Ui

みぶ

^
魯こ

^̂^̂ ^^
-

また、ラクダのつがいと、牛のつがい。

(使徒よ、）言うのだ。「一体、かれが両

方の雄、または両方の雌、あるいは両方の

雌のお腹にあるものを禁じられたと言う

のか？ いや、一体あなた方は、アツラー

*がこのことをあなた方に命じられた時、

(その場に）立ち会わせていたとでもいう

のか？ ならば、知識もなく人々を迷わせ

ようとして、アツラー*に対して嘘を捏造

する者ほど、ひどい不正*を働く者があろ

うか？ 本当にアツラーは、不正*者であ

る民をお導きにはならない」 。

(使徒*よ、）言ってやるがいい。「私に

啓示されたものの中では、死肉、流れ出

る血液2、豚肉——実にそれは穢れである

、アツラー*以外の名において屠

られた3放逸なもの4以外、それ（らの家畜)

を食する者にとって非合法なものは、見

144.

㈣ よ％

145.

から

1 シルク*の徒は、これらの家畜の一部を非合法としたり、あるいは一部の者にとって非合法

なものとした。しかしそれらの家畜は雄も雌も、まだ雌雄の判別がつかない胎児も、全て

合法なのである （アツ =サァディー277 頁参照)。

2 「死肉」 と 「血液」 に関しては、雌牛章 173 の訳注を参照。

3 雌牛章 173 の訳注も参照。

4 アーヤ*121 「放逸さ」 の訳注も参照。
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出せない1。やむを得ない状態にある者は、

法を超えず]¦を越さない限りにおいて2

(それを口にしても罪はない、なぜなら）
じ あ い

本当にあなたの主*は赦し深いお方、慈愛

深い*お方なのだから」。
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われら*はユダヤ教徒*である者たちに対

し、爪を有する全てのもの3を禁じた。ま

た牛と羊の内でも、背中と腸が蓄えたも

のか、あるいは骨に密着したものを除き、

その脂肪を彼らに（禁じた）。それは彼

らの侵害4ゆえに、われら*が彼らに報いた

もの。本当にわれら*こそは、真実を語る

者である。

そして（使徒*よ、）彼らがあなたを嘘つ

き呼ばわりしたならば、（こう）言って

やれ。「あなた方の主*は、広大なご慈悲

の主。そしてかれの猛威5は、罪悪者であ

る民から遮られることはない」。

146.

147.
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シルク*を犯していた者たちは言うであ

ろう。「アツラー*がお望みならば、私た

ちも私たちのご先祖様たちもシルク*な

ど犯さなかったし、何も（勝手に）禁じ

148.

1 一説に、「このアーヤ*が下った時点では、見出せない」という意味。このアーヤ*で言及さ

れている以外にも、猛獣•猛禽（もうきん）類の肉など、イスラーム*法で禁じられている

食物は存在する（アツ=サアディー277頁参照)。

2「法を超えず、度を越さない限りにおいて」については雌牛章 173の訳注を参照。

3 この解釈には、「ラクダ」「ラクダとダチョウ」「捕食のための爪を持った動物•鳥類」とい

た諸説がある（アツ=ラーズィー5:171 参照)。

4 彼らのこの具体的な侵害については、婦人章 160-161 を参照（イブン•カスィール 3:355
参照)。また、蜜蜂章 90の訳注も参照。

5「猛威」とは、懲罰のこと（ムヤッサル 148頁参照)。

ウ
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たりはしなかったであろう 1」 。同様に彼

ら以前の （不信仰）者*たちも、われら*

の猛威2を味わうまで、（#徒*たちを）嘘

つき呼ばわりし （続け）たのだ。（使徒*

よ、）言ってやるがいい。「あなた方に

は少しでも （正しい）知識があって、そ

れであなた方はそれを私たちに持ってこ

れるのか？ あなた方は憶測しているに

過ぎず、あなた方は決めつけているだけ

なのである」 。

(使徒*よ、）言ってやるのだ。「ならば

アツラー*にこそ、決定的な証拠がある。

そして、もしかれがお望みならば、あな

た方全員を導かれたことであろう」 。

も！

^
ぶJ149.

'
/1.移�七土

(使徒*よ、）J•うがよい。「アツラー*

がこれ3を禁じ給うた、ということを証言

する、あなた方の証人たちを連れて来る

のだ。そしてもし彼らが証言しても、あ

なた4は彼らと共に証言してはならない。
またあなたは、われら*の御徴を嘘呼ばわ

りする者や、来世を信じず、自分たちの主
*に対して （かれ以外のものを）並べてい

る5者たちの私欲に従ってはならない」 。

150.

1 彼らの言い分はこうである ：「アッラー*は、自分たちがシルク*を犯し、合法なものを非合

法とするのをご覧になっていたが、それを正すことがお出来であったにも関わらず、そう

されなかった。つまりアッラー*はそれらの物事をお望みになったのであり、それに満足さ

れていたのである」。しかし、もし彼らの言い訳が正しければ、アッラー*は彼らと同じこ

とを言っていた過去の不信仰者*を滅ぼされもしなかったし、彼らに対して使徒*を遣わさ

れることもなかったのだ （イブン•カスィール 3:357-358 参照)。

2 「猛威」 については、アーヤ*147 の訳注を参照。

3 この 「これ」 は、彼らが勝手に禁じたある種の家畜のこと （ムヤッサル 148 頁参照)。

4 この 「あなた」 については、雌牛章 120 の訳注を参照。以下、同様の表現についても同訳

注を参照。

5 アーヤ*1 の、同様の表現についての訳注を参照。
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(使徒*よ、）言ってやるがいい。「来な

さい。私はあなた方の主*が、あなた方に

禁じられたことを誦んで聞かせよう。あ

なた方は、（アツラー*の崇拝*において、）

いかなるものもかれに並べてはならな

い。そして自分の両親に孝行を （せよ）。

また貧困ゆえに、あなた方の子供たちを

殺してはならない1。われら *が、あなた方

と彼らを養うのだから。また醜行2には、

その内の露わなものにも、秘められたも

のにも、近づくな。そして権利3がない限

り、アツラー*が （その殺害を）禁じられ

た者を殺してはならない。それはあなた

方が分別するようにと、かれがあなた方

に命じられたことなのである。

152. また、孤児の財産には、それが最善の形

4でない限り、彼が成熟 5するまで近づい

てはならない。そして升と秤 6を、公正

に全うするのだ。

ふ：® 称

151 ,

U

^
、

也品

^
®jy �

~ îxkss=^j
°])x^

^1 3̂^===^\0\^\ -̂4%3

われら *は誰に

も、その能力以上のものをAわせない7

1 アーヤ*137 とその訳注も参照。

2 「醜行」 については、蜜蜂章 90 の訳注を参照。

3 この 「権利」 とは、姦通罪 （婦人章 15、御光章 2 とその訳注を参照)、故意の殺人に対す

るキサース刑 （雌牛章 178 の訳注を参照)、イスラーム*からの棄教 （ききょう）罪が確定

すること （ムヤッサル 148 頁参照)。

4 その財産を、彼の福利のために用いること （前掲書 149 頁参照)。

5 こ こ で の「成熟」とは、分別を備えた状態でありつつ、成人*すること（前掲書、同頁参照)。

6 「升」 という訳をあてた語 「カイル」 も、「秤」 という訳をあてた 「ワズン」 も、いずれも

計量そのもの、あるいはそれに用いる器具のこと。但し前者が容積によるものであるのに

対し、後者は重量によるものである （クウエイト法学大全 35:177)。

7 公正さと正確さの追求に努力すれば、そこに多少の誤差が生じても問題はない。あるいは、

やせ我慢をしてまで自分の権利を譲歩したり、他人に多めに与えたりする必要もない （ム
ヤッサル 149 頁参照)。
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一一。また、あなた方が話す際には、公

正を貫くのだ1。たとえ、それが近親の

者（の利）に反することであっても。そ

して、アツラー*との契約2をこそ全うせ

よ。それはあなた方が教訓を得るように

と、かれがあなた方にご命じになったこ

となのである。

153. そしてこれこそが、まっすぐなるわが道

(イスラーム*) だということを（、私

は誦んで聞かせる）。ならば、それに従

うのだ。そして（それ以外の）道に従

て、あなた方をかれ（アツラー*) の道

から分裂させてしまってはならない3。
それはあなた方が敬虔*になるように

と、かれがあなた方に命じられたことな

のである」。

ウ

批 降、中154. それからわれら*は、善を尽くした者へ

の（恩恵の）完遂、（宗教上の）全て

の物事の解明、導き、慈悲として、ム
ーサー*に啓典（トーラー*) を下した。

彼らが、その主*との拝謁を信じるよう

にと。

155. そしてこれ（クルアーン *) はわれら*が

下した、祝福にあふれた啓典である。な

らば、あなた方が慈しまれるよう、それ

に従い、（アツラー*を）畏れる*のだ。

i 情報の伝達、証言、判決、執り成しにおいて、公正を貫くこと（ムヤッサル 149頁参照)。

2「アッラー*との契約」については、雌牛章 27の訳注を参照。

3 ある時、預言者*は（地面に）一本の線を引き、こう仰（おっしゃ）った。「これがアッラ

一*の道である」。それからその左右に複数の線を引き、こう仰った。「これが分裂した道で

ある。その各々には、そこへと招くシャイターン*がいるのだ」。それから、このアーヤ*

をお読みになったという（アフマド 4142 参照)。



广 Iゞリ

^^
-1

^
6.家 畜 章

翕 こ

^
; �

156. (クルアーン*を下したのは、）あなた方

(アラブ人の不信仰者*たち）が、「啓典

は私たち以前の二集団1にこそ下されたの

であり、本当に私たちは、彼ら（の啓典)
とんちゃく

を学ぶことにまさしく無頓着な者たちだ

たのだ」と言わないようにするためでつ

あ る0

㈤ては興i胸
セ〆 9〆〆 /メ〆，ろ ーヴ ー’i

，一〆

157. あるいは、「もし私たちに啓典
&

が下って

いたら、私たちは彼らよりも導かれて

いたのに」などと（、言わないようにす

るため）。あなた方の主*からの明証と

導きとご慈悲は、確かにあなた方のも

とにやって来たのだぞ。ならば、アツラ

一*の御徴を嘘呼ばわりし、それに背い

た者よりもひどい不正*を働く者があろ

うか？ われら*はやがて、われら*の御

徴に背く者たちを、彼らが背いていた

ことゆえに、忌まわしい懲罰によって

報いてやろう。

一体彼らは、天使*たちが自分たちのもと

に到来するか、またはあなたの主*が御出

でになるか、あるいはあなたの主*の御徴

の一部が到来する2まで、待っているとい

うのか？ あなたの主*の御徴の一部が

到来する（復活の）日*、（それ）以前に

信仰してはいなかった、あるいはその信

仰において善を稼ぐことのなかった者の ^
3必

^
4匕

^
郎

^̂成飾鱗

_
脉

158.

1 ユダヤ教徒*とキリスト教徒*のこと（ムヤッサル 149頁参照)。

2 この「天使*たち」とは、死期が訪れた時に人の魂を召す「死の天使*」のこと。「アッラー
*が御出でになる」とは、復活の日*にアッラー*が僕（しもべ）たちをお裁きになるために
御出でになること、「主*の御徴の一部の到来」とは、太陽が西から昇るなどの復活の日*

の予兆のことである、とされている（前掲書 150頁参照)。
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信仰が、自らを益することはない1。（使徒

*よ、）言ってやるのだ。「 （その時を）

待っているがよい。本当に私たちも、待

つ者となるから」 。

. 本当に、自分たちの宗教を分裂させ、分

派となった者たち2、 （使徒*よ、）あなた

は彼らと全くの無縁である。彼らのこと

は、アツラー*にこそ帰されるのだ。その

後、かれは彼らがしていたことについて、

彼らにお告げになる。

159

(復活の日;;；）誰であろうと、一つの善

行と共に （主*の御許へ）やって来た者、

彼には、その十倍 （のk美）がある。そ

して誰であろうと、一つの悪行と共に（主
*の御許へ）やって来た者、彼はそれと同

等の報いしか受けない。彼らが不正*を被

ることはないのだ。

(使徒*よ、）言うのだ。「本当に我が主

*は、私をまっすぐな道 （イスラーム*)

へとお導きになった。正しい教え、純正3

なイブラーヒーム*の宗教へと。彼はシル

ク*の徒の類いではなかった」 。

162. 言え。「本当に私の礼拝も犠牲も、生も死

も、全創造物の主*アツラー*のためのみ。

160.

161.

み仰

^
5袋�妙

1 預言者*ムハンマド*は仰 （おっしゃ）った。「太陽が西から昇る時、全ての者は信仰する」

(アル=ブハーリー4635 参照)。そしてこの時、不信仰者*が信仰しても意味はない。一
方、既に信仰者であった者は、その時に正しい行い*を行っても意味がなくなる （ムヤッサ

ル 150 頁参照)。信仰は、自分自身の選択によって、不可視の世界*を信じることで有効と

なる。全ての物事が明らかになった時、無理強いされたに等しい状態で信仰しても、意味

はない （アッ =サァディー281 頁参照)。婦人章 18、ユーヌス*章 90-91、99、詩人たち

章 4 とその訳注、赦し深いお方章 84-85 も参照。

2 これは、人々がアッラーの唯一性* と、その教えの実践において団結した後に、その宗教を

分裂させる者たちのこと （ムヤッサル 150 頁参照)。

3 「純正」 については、雌牛章 135 .の訳注を参照。
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163. かれには（その唯一性*において、）いか

なる同位者もない。私は、それ1こそを命

じられたのだ。そして私は（我が共同体

において）、服従する者（ムスリム*)の

先駆けなのである」。

(使徒*よ、）言ってやるがいい。「一体、

私がアツラー*以外を（、崇拝*の対象で

ある）主*として欲することなどあろう

か？ かれは、全てのものの主*であられ

るというのに。いかなる者も、自分で（そ

の罪を）背負うことなしに、（悪行を）稼

ぐことはない。また（罪の）重荷を背負う

者は、他の者（が犯した罪）の重荷ま:e
背負うことはない。それから、あなた方

の主*の御許にこそ、あなた方の帰り所は

あるのだ。そしてかれは、あなた方が（宗

教上のことで）意見を異にしていたこと

について、あなた方にお告げになる。

j•
、一㈤j

翕溪も

^̂̂

164.

■

^
3 て

3^3
165. かれは、あなた方を地上p継承者2とさ

れ、かれがあなた方にお授けになったも

のであなた方を試みられるべく、あなた

方の内のある者を別の者よりも高く位置

づけられたお方3。本当に（使徒*よ、）あ

なたの主*は、即座に懲罰を下されるお

方。そして、実にかれはまさしく、赦し

深いお方、慈愛深い*お方である。

1 つまり、アッラーの唯一性*信仰のこと（ムヤッサル 150頁参照)。

2「地上の継承者」とは、アッラー*への服従において地上を開拓すべく、アッラー*が滅ぼ

され:fe民の後を継いだ者たちのこと（前掲書、同頁参照)。あるいは、地上の開拓を世代か

ら世代へと受け継いでゆく者たちのこと。（イブン•カスイール3:384 参照)。

3 つまり、人々をその形質、糧、能力、体力、徳、知識などにおいて、千差万別にされた。
それは富める者がその富ゆえに感謝するかどうか、貧しい者がその貧しさに対して忍耐*

するかどうかというようにして、人々が褒美（ほうび)、あるいは罰を得るようにするため

である（アル=クルトウビー7:158 参照)。金の装飾章32とその訳注も参照。
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7.高壁章

が

4. 一体われ

^
)
*は、どれだけ多くの （不信仰者

*の）町を滅ぼしたきたことか。そしてわれ

ら*の猛威1は （夜）眠っている時でも、ある

いは彼らが昼寝している間でも、彼らのも

とに到来したのだ。

5. それでわれら*の猛威が彼らのもとに到来し

た時、彼らの言しヽ分は、 「本当に私たちは、

不正*者でした」 と言うだけのものだった。

6. われら *は必ずや、 （使徒*らが）遣わされ

た者たちに尋ねよう。また必ずや、使徒*

たちにも尋ねよう。2

攀V上

かなら

7. それから必ずや知識をもって、 （彼らが現

世で行ったことについて、）彼らに語り聞

かせよう。そして、われらはもとより （彼

らに対する）不在者であったわけではない3。

(復活の）その日*、 （行いの）重みは真実

である4。誰でも、自分の （善行の）秤が重

かった者、それらの者たちこそは成功者で

ある〇 5

8.

1 この 「猛威」 とは、懲罰のこと （ムヤッサル 151 頁参照)。

2 使徒*が遣わされた人々には、彼らが自分たちの使徒*に、いかなる返答をしたかをお尋ね

になる。また使徒*たちには、彼らがアッラー*の教えの伝達を果たし、そして人々がそれ

に対してどのような返答をしたかを、お尋ねになる （前掲書、同頁参照)。アーヤ*8、食

卓章 109 の訳注も参照。

3 かれは全てをご覧 （らん）になるお方であり、かれから隠れられるものは何もない （イブ

ン•カスイール 3:389 参照)。

4 その日、人々の行いの重みは秤によって公正に量（はか）られる（ムヤッサル 151 頁参照)。

5 そもそもアッラー*は人々の行いを含め、全ての出来事について、それが存在する前からご

存知であり、それが存在した後にお忘れになることもない。アッラー*は「守られし碑板*」

も 「現世での行いの帳簿」 も、そもそも必要とはされないが、ただそれは創造物に対して

議論の余地がなくなるようにするためなのである。アッラが復活の日*にあえて秤を提

示されるのも同様で、それは天国の徒であれ、地獄の徒であれ、創造物に対する証明とす

るためのものに過ぎない （アッ = タバリー5:3445 参照)。
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^
9. そして誰でも、その （善行の）秤が軽かつ

み し る し

た者、それらの者たちはわれら*の御徴に

不正*を働いていた1ゆえに、自らを損ねた

者たちである。

̃
ぬ

^
简努10. (人々よ、）われら*は確かに、あなた方に

地上で力を授け、そこにあなた方のための

生活の糧を設えた。あなた方が感謝するこ

との、少ないことよ。

H. また、われら*は確かにあなた方（の父祖ア

ーダム*) を創造し、それから形作り、それ

から天使*たちに （こう）言った。「アーダ

ム*にサジダ*2せよ」 。すると、彼らは （全

員）サジダ* した。但しイブリース*は別で、

彼はサジダ*する者たちの一人ではなかつ

都淡迅以

^̂
tCo 3

12. かれ （アツラー*) は、仰せられた。「われ

があなたに命じた時、あなたがサジダ*する
さ ま た

のを妨げたものは何なのか？」彼 （イブリ

ース*) は申し上げた。「私は彼 （アーダム
*) よりも優れています。あなたは私を火か

らお創りになり、彼のことは泥土4からお倉lj
りになったのですから丨 。5

1 つまりアツラー*の御徴の否定と、それに対する不服従において、度を越していたというこ

と （ムヤッサル 151 頁参照)。

2 ここでの 「サジダ*」 に関しては、雌牛章 34 の訳注を参照。

3 この出来事の詳細に関しては、雌牛章 34-39、アル= ヒジュル章 28-42、夜の旅章 61-65、

ター•ハー章 116-123、サード章 71-83 も参照。

4 アーダム*が土から段階を経 （へ）て創られたことについては、アルニヒジュル章 26 の訳

注を参照。

5 イブリース*はこの件に関し、いくつもの間違いを犯した。つまり 「アッラー*のご命令に

逆らったこと」「自惚 （うぬぼ）れと高慢さ」「アツラー*に対して知りもしないことを言う

こと」「火が土よりも優れているという間違った推測、あるいは嘘」といったことである（ア

ッ =サァディー284 頁参照)。
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かれは仰せられた。「ならば、そこ1から

落ちてゆくがいい。あなたがそこで高慢

になる筋合いは、ないのだから。そして

出て行け。本当にあなたは、卑しい者の類

いなのだ」。

14. 彼は申し上げた。「彼らが蘇らされる日

まで、私に猶予をお授け下さい」。

15. かれは仰せられた。「実にあなたは、（角笛

に最初に吹き込まれる日2まで）猶予を与え

られる者の一人である」。3

13.

② 夕成"4かU�

念

^
鄰

16. 彼は申し上げた。「ならば、あなたが私を
かならあやま

誤らせられたのですから、私は必ずやあ

なたのまっすぐな道（イスラーム*)におい
あやま

て（誤らせるべく）、彼らに立ちはだかり

ましよつ。

ル為 iゞ防

^
地�

かなら

17. それから私は必ずや、彼らの前から、後ろ

から、右から、左から、彼らに到来しまし

よう4。そしてあなたは彼らの大半を、感謝

する者として見出さないのです」。

かれは仰せられた。「叱責され、追放され

つつ、そこから出て行くのだ。実に彼らの

内であなたに従った者があれば、われはき

っと（彼らを含めた）あなた方全員で、地

獄を満たすであろう」。

18.

1 楽園のこと。雌牛章 35の訳注も参照。

2 この「角笛」については、家畜章 73とその訳注を参照。

3 イブリース*の申し出が受け入れられたのは、しもべたちへの試練（王権章 2 の同語につ

いての訳注も参照）と、イブリース*の誘惑に打ち勝つことで、彼らが褒美を得ることが出

来るようにするため（アル=バイダーウィー3:9参照)。

4 これはつまり、真理から阻（はば）んだり、嘘を勧（すす）めたり、現世を目映（まばゆ）

く見せたり、来世に疑念を抱（いだ）かせたりするこ.となどを意味するという（ムヤッサ

ル 152頁参照)。
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「アーダム*よ、あなたとあなたの妻は楽

園1に住み、どこでも望む所から食べるが

よい。そして、この木2に近づいて（その

実を食べて）はならない。そうすればあな

た方二人は、不正*者の類いになってしま

うから」。

. そしてシャイターン*は、彼ら二人の隠され

ていた恥部（アウラ*)を彼ら自身に露わに

19.

�⑽项势ぬぶi
ぬぬu尨\1

^
ゲ你

20

そそのか

すべ
i

く、二人を唆して言った。「あなた

方の主*があなた方にこの木を禁じられた

のは、あなた方が天使*になるか、あるいは

永遠なる（生を得る）者の仲間とならない

ようにするために外ならない」。

そして彼は、二人に向かって（こう）誓っ

た。「本当に私はまさしく、あなた方二人

に対する忠告者である」。

21.

うして彼は、偽りによ

裂嗚士錄

'
说ぼ芯

②�㈤娜幽

て二人を陥

れた。そして二人が木（の実）を味わつ

た時、その恥部（アウラ*) は彼ら自身に

露わになり、彼らは楽園の葉を自分自身

(の恥部）に当て始めた3。そして彼らの

22•こ

主*は二人に呼びかけられ、（こう）仰せ

られた。「われはあの木を、あなた方に

禁じたのではなかったか？ そしてあな

た方に、本当にシャイターン*はあなた方

にとっての紛れもない敵である、と言わ

なかったのか？」

1 アーダム*とその妻ハウワーウ*が住んでいた楽園に関しては、雌牛章 35の訳注を参照。

2 この「木」については、雌牛章35の訳注を参照。

3 恥部を露わにすることは重大なことであり、現在に至るまでそれは、人間の性質が不快に

感じ、理性が醜（みにく）いと見なすものである（ムヤッサル 152 頁参照)。
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包

^
3ぶ じ23. 二人は申し上げた。 らが主*よ、私たち

は自分自身に不正*を犯しました。そしてあ

なたが私たちをお赦しになり、ご慈悲をか

けて下さらなければ、私たちは間違いなく

損失者の類いとなってしまいます」 。1

#鱗 廣

24. かれは仰せられた。「あなた方は （シャイ

ターン* と）互いに敵となって、（楽園から)

落ちて行け。そしてあなた方には地上で、

暫しの2住まいと楽しみがある」 。

かれは仰せられた。「あなた方はそこで生

き、そこで死に、そしてそこから （復活の

25.

©こ

^
よみがえ

日*、蘇らされるために）出されるのだ」。

じ ぶ 匕Q 初 �アーダム*の子ら （人類）よ、われら*はあ

なた方に、自分たちの恥部（アウラ*) を覆

う衣服と、着飾るためのものを、確かに下

した3。そして敬虔さ*の衣こそが、より善

いのである。それは彼らが教訓を得るよう
み し る し

にとの、アツラー*の御徴 4の一つなのだ。

26.

威:

^
27. アーダム*の子らよ、シャイターン*が(罪へ

の誘惑によって）、あなた方を試練にかけ

る よ う な こ と が あ っ て は、決 し て な ら な

い。彼があなた方の先祖二人を、その恥部

(アウラ*) を彼ら自身に露わにすべく 、そ

の衣服を彼らから剥ぎ取り、楽園から追い

出してしまったように。まさに彼とその徒

党は、あなた方が彼らを見ることの出来な

1 預言者*•使徒*の無謬 （むびゅう）性については、雌牛章 36 の訳注を参照。

2 この 「暫し」 については、雌牛章 36 の訳注を参照。

3 一説に、衣服の原料となる植物は、天から 「下される」 雨水によって生育することから、
衣服が 「下された」 と表現されている （アル=パガウィー2:185 参照)。

4 アッラー*の主*性、唯一性*、ご恩寵 （おんちよう）、ご慈悲を示す証拠のこと （ムヤッサ

ル 153 頁参照)。
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い所から、あなた方を見ているのだぞ。本

当にわれら*はシャイターン*たちを、信仰

しない者たちの盟友としたのである。

また彼ら（信仰しない者たち）は、自分た

ちが醜行1を行った時には、（こう）言った。

「私たちは、私たちのご先祖様が、このよ

うにするのを見出したのだ。アツラー*が、

それを私たちにご命じになったのである」。

(使徒*よ、）言ってやるがいい。「本当に

アツラー*は、醜行をご命じにはならない。

一体あなた方はアツラー*に対して、自分た

ちが知りもしないことを言うのか？」

(使徒*よ、）言うがよい。「我が主*は、

公正をご命じになった。そしてあなた方

は、いかなるマスジド*でも自分たちの顔を

正し2、かれに祈れ。かれだけに真摯に崇拝

*行為を捧げつつ3。かれがあなた方（の

創造）を始め給うたように、あなた方は（死

後の復活へと）戻るのだから」。

(アツラー*は人々を二つの集団にお分け

になった。）かれがお導きになった集団

と、迷妄が確定した集団。本当に彼らは、

アツラー*をよそにシャイターン*らを

盟友とし、自分たちが導かれた者だと思

い込んでいる。

ノン

⑤ 夕

^
、一

2f )

30.

i 「醜行」については、蜜蜂章 90の訳注を参照。そしてその一つが、裸でタワーフ*を行う

こと（アツ=サアディー286 頁参照)。イブン•カスィール*によれば、クライシュ族*以外

の当時のアラブ人には、いかなる正当な宗教的根拠もない、このような習慣があったのだ

という（3:402 参照)。

2「マスジド*で顔を正す」とは、アツラー*へと向かい、崇拝*行為、特に礼拝を、その外面•
内面いずれにおいても、完全な形で行うよう努力すること（アツ=サアディー286頁参照)。

雌牛章 112と、その訳注も参照。

3 アツラー*だけに「真摯に崇拝*行為を捧げる」ことについては、婦人章 146の訳注を参照。
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31. アーダム*の子らよ、いかなるマスジド*で

も、自分たちの飾りを（身に）着けよ1。ま

た、飲みかつ食べるのだ。そして度を越し

てはいけない2。本当にかれは、度を越す者

をお好きにはならないのだから。

(使徒*よ、シルク*の徒に）言ってやるが

いい。「かれ（アツラー*) がその僕たち

のために出し給うたアツラー*の装飾品

と、糧の内の善きものを禁じたのは、一体

誰なのか？」言うのだ。「それらは現世の

生活において、信仰する者たち（と、それ

以外の者たち）のためのものであり、復活

の日*には（信仰者たちの）専有物となる」。

ねを屯ゅ

^
メメ

4⑽為鞠W典
加si讀; が 滅

32.

つまび

同様にわれらは、知識ある民に御徴を詳

らかにするのである。

(使徒*よ、）言ってやるがいい。「我が

主*は、（次のことを）まさに禁じられた。

醜行の内の露わなものと、秘められたも

の。罪悪。不当な侵害3。あなた方がアツ

ラー*に対し、かれがそこにおいて4、い

かなる根拠も下されてはいないものを並

ベ（て崇め）ること。あなた方がアツラ

一*に対し、自分たちが知りもしないこと

を語ること」。

必 勘 じ；
ぶ》!

^
3 3.

1 礼拝をする時には、アウラ*を覆う衣服、清潔さ、心身の清めなどによる、イスラーム*法

に則（のっと）った形で「身を飾る」（ムヤッサル 154 頁参照)。このアーヤ*は、当時の

アラブ人が裸でタワーフ*することに関し、下ったとされる（イブン•カスィール 3:405参

照)。アーヤ*28の訳注も参照。

2 食べ物などを食べ過ぎたり、飲食•衣服などにおいて浪費したり、合法•非合法の決まりを

破ったりしてはならない、ということ（アッニサアディー287頁参照)。

3「醜行」「侵害」については、蜜蜂章 90の訳注を参照。「罪悪」は、アッラー*がその罰を

約束されているような、全ての罪のこと（前掲書、同頁参照)。

4 つまり、アッラー*と並べて崇拝*することにおいて（ムヤッサル 154 頁参照)。
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^dy^ jCJ^j hJj> L̂zsi

34. いかなる（不信仰な）共同体にも、（定め

られた）期限1がある。そして彼らの期限が

訪れれば、（彼らはそれを）一刻たりとも

遅らせたり、早めたりすることはない」。

おとず

じい、;�35. アーダム*の子らよ、もしもあなた方の内か
しるし

ら、あなた方にわが御徴（アーヤ*) を読

み聞かせる使徒*たちが、あなた方のもとに

到来した時、誰であれ（アツラー*を）畏れ

*、（行いを）正した者、その者たちには怖

れもなければ、悲しむこともない2。

36. そしてわれら*の御徴を嘘呼ばわりし、そ

れに対して奢り高ぶる者たち、それらの者

たちは業火の住人である。彼らはそこに永

遠に留まるのだ。

37. ならば一体、アツラーに対して嘘を捏造し

たり、その御徴を嘘呼ばわりしたりする

者よりも、ひどい不正*を働く者があろう

か？ それらの者たちには（現世で）、書

3 (に記されてあるもの）からの、自分た

ちの分け前4が訪れよう。やがて、われら

*の使いたち5が彼ら（不正*者たちの魂 ）

を召すべく、彼らのもとを訪れると、彼

ら（使いたち）は（、こう）言う。「あな

た方が、アツラー*を差しおいて祈ってい

たものはどこか？」彼らは言う。「（それ

取 鱗 職 知

私u夕
其 む

53

^
尖ね%

^©以

^
1 この「期限」は、彼らに下る懲罰の時期のこと（ムヤッサル 154 頁参照)。

2「彼らには怖れもなければ、悲しむこともない」については、雌牛章 38の訳注を参照。

3 この「書」は、守られし碑板*のこととされる（前掲書、同頁参照)。

4 この「分け前」の解釈には、「善悪の行為」「行いと糧と寿命」などといった説がある（イ

ブン•カスイール 3:410-411 参照)。

5 死期が訪れた人間の魂を引き抜く、死の天使*のこと（アッ=サアディー288頁参照)。家

畜章 93とその訳注も参照。
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らは）私たちのもとから、喪失してしまい

ました」。彼らは、自分たちが不信仰者*

みずか

だったことを、自らに対して証言するこ

とになるのである。

江ん

^
38. かれ（アツラー*) は仰せられる。「あな

た方以前に滅びたジン*と人間からなる

(、不信仰だった）共同体と共に、業火の

中に入れ」。ある共同体が（地獄に）入

て来るたび、それはその（先代である）

仲間を呪う1。やがて彼らがそこに勢揃い

すると、彼らの内の後代の者たちは、そ

の先代に関して（アツラー*に訴えつつ、

こう）言う。「我らが主*よ、これらの者

たちが私たちを（真理から）迷わせたの

です。ゆえに彼らには、業火による倍の

懲罰をお与え下さい」。かれは仰せられ

る。「（あなた方と彼ら）全員に、倍の

ものがある。しかしあなた方は、分かつ

ていないのだ2」。

ウ

39. そして、彼らの内の先代はその後代の者た

ちに、（こう）言う。「ならば、あなた方

が（懲罰において、）私たちよりもましと

いうわけではない」。（アツラー*は、彼ら

全員に仰せられる。）「では、あなた方が

稼いでいたもの（罪）ゆえに、懲罰を味わ

うがよい」〇
3

1 先代の不信仰な共同体に従ったことで、自らも不信仰となった後代の共同体が、それゆえ

に先代の者たちを呪う、ということ（ムヤッサル 155頁参照)。

2 アッラー*があなた方にご用意された地獄の懲罰が、いかなるものかを分かっていない、と

いうこと（前掲書、同頁参照)。

3 同様の情景の描写として、雌牛章 166-167、イブラーヒーム*章 21-22、識別章 17-19、
物語章 63、部族連合章 67-68、サバア章 31-33、40-41 も参照。
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. 本当にわれら *マp徴 1をi呼ばわりし、そ

れに対して奢り高ぶる者たち、彼らには天

の門が開き放たれることはない2。そして彼

らは、ラクダが針の穴を通るまで、天国に

入ることはないのだ。同様にわれら *は、

罪悪者たちに報いるのである。

41. 彼らには地獄の寝床があり、その頭上から

は （炎の）覆いがある。そのようにわれら

*は、不正*者たちに報いるのだ。

(!4

^>y\

^
川

ぶp;邊42. 信仰し、正しい行い*を行う者たち7—われ

ら *は人に、その能力以上のものを負わせな

、それらの者たちp天国の民とな

る。彼らはそこに永遠に留まるのだ。

. ま た、われら *は 彼 ら の 胸 中 に あ る、憎し

み の 念 を 一 掃 す る3。彼らの下からは河川

が流れており、彼らは （こう）言うのだ。

「私たちをここへと導いて下さったアツ

ラー*に、称賛*あれ。私たちは導かれる

ベくもなかったのだ、もしアツラー*が私

たちをお導き下さらなかったならば。我

らが主*の使徒*たちは真理と共に、確かに

到来したのである」。そして、彼らには呼

びかけられる。「その天国は、あなた方が

行っていたことゆえ、あなた方に引き継が

された4のだ」 。

-,1�4
い 蠢こ;

跳ふ姆S兵威游i

43

l この「御徴」とは、アッラーの唯一性*を示す様々な証拠のこと（ムヤッサル 155 頁参照)。

2 生前においてはその行いが、死後には魂そのものが天に受け入れられることがない、とい

うこと （前掲書、同頁参照)。

3 信仰者たちは復活の日*、天国と地獄の間のアーチで止められ、現世でのお互いに対する不

正の清算をつけさせられる。そして正され、清い状態になった後に、初めて天国に入るこ

とが許される （アル=ブハーリー6535 参照)。

4 天国を 「引き継がされた」 という表現については、マルヤム*章 63 の訳注を参照。
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44. 天国の民は、地獄の民に （こ1) 呼びかけ

る。「私たちは確かに、我らが主*が私たち

に約束されたものが真実だと見出した。そ

れであなた方は、あなた方の主*があなた方

に約束されたものが真実だと見出したの

か？」 彼ら （地獄の民）は言う。「ええ （、

見出しましたとも）」 。そして呼びかける

者が、彼らの中に （こう）呼びかける。「不

正*者たちにアツラー*の呪い1 あれ」 。

15. (彼らは、自分たちと人々を）アツラー*

の道から阻み、それ （その道）を捻じ曲げ

ようとする者たち。そして彼らは、来世を

否定する者たちなのである。

4G. (天国の民と地獄の民の）両者の間には、障

壁2がある。そして高壁の上には、 （両者）

いずれのことも、その目印によって知る者た

ちがいる3。彼らは天国の民に、 （こう）呼

びかける。「あなた方に平安を4」。彼ら（高壁

の民）は、 （自分たちも天国に入ることを）

所望しつつも、（まだ）そこに入れずにいる。

-17. また、彼ら （高壁の民）の目が地獄の民の

方に向けられると、彼らは （こう）言う。
「我らが主*よ、私たちを不正*者である民

と一緒にはしないで下さい！」

j
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i 「アッラー*の呪い」 については、雌午章 88 の訳注を参照。

2 この障壁が、すなわち高壁のことである、とされる （ムヤッサル 156 頁参照)。一説にこ
れは、鉄章 13 に登場する壁のこと （アッ = タバリー5 : 3517 参照)。

3 この「高壁の民」 は、現世での善行と悪行が同等であったため、天国•地獄のいずれに入る
ことも許されてはいない者たちのこととされる（イブン•カスイール 3:418-420 参照)。尚、
天国の民の 「目印」 とは、顔の美しさと白さ （イムラーン家章 107 参照）で、地獄の民の
「目印」 は顔の醜 （みにく ）さと黒さ （イムラーン家章 106 参照）である、と言われる （ア
ルニクルトウビー7:212 参照)。

4 「あなた方に平安を」 については、雷鳴章 24 の訳注を参照。
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. また高壁の民は、その目印によって知る者

たち1に呼びかけ、 （こう）言う。「あなた

方が （現世で）集めていたものも、あなた

方が思い上がっていたこと2 も、（この日、）

自分自身の役に立たなかったではないか？

'
匕！

^
移

^̂
48

49. 一体これらの者たち3は、あなた方が 『アツラ

一*が彼らを、そのご慈悲に与からせること4

などはない』 と、誓っていた者たちではない

のか？」 （アツラー*は仰せられる。）「（高壁

の民よ、）天国に入るがよい。あなた方には怖

れもなければ、悲しむこともない5」 。

y lL«ji
50. 地獄の民は、天国の民に呼びかける。「私

たちの上に、水をいくらか注いでくれ！

あるいは、アツラー*があなた方に授けて下

さった糧の内から （、何かを）！」彼ら （天

国の民）は言う。「実にアツラー*は不信仰

者*たちに、それらを禁じられたのだ。

游; 切;

^
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(彼らは、）自分たちの宗教を戯れごとや遊51.
あざむ

興とし、現世の生活に欺かれた者たち」。今

日われら*は、彼らが自分たちの （復活の）こ

の日の拝謁を忘れ、われら*の御徴を否定し

ていたように、彼らのことを忘れてやろう6。

1 不信仰者*の内でも、その指導者的な地位にあった者たち （ムヤッサル 156 頁参照)。

2 「集めていたもの」 とは、財産や仲間など。「思い上がっていたこと」 とは、アッラー*へ
の信仰と、真理を受容することに対する思い上がりのこと （前掲書、同頁参照)。

3 「これらの者たち」 とは、現世において弱く 、貧しかった信仰者たちのことである、とさ

れる （前掲書、同頁参照)。家畜章 53 とその訳注も参照。

4 「ご慈悲に与からせること」 とは、天国に入れて下さること （前掲書、同頁参照)。

5 「怖れもなければ、悲しむこともない」 については、雌牛章 38 の訳注を参照。

6 彼らが、復活の日*の拝謁 （はいえつ）を 「忘れた」 というのは、彼らがそのために現世で

努力することを放棄 （ほうき）したことを、そしてアツラー*が 「彼らのことを忘れる」 と

は、彼らを地獄に置き去りにすることを意味する、と言われる （前掲書、同頁参照)。
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52. わ れ ら*は 彼 ら （不 信 仰 者）に、わ れ ら *が

知 識 と 共 に 明 ら か に し た、信 仰 す る 民 へ の

導 き、慈 悲 で あ る 啓 典 （ク ル ア ー ン*) を、

確 か に も た ら し た の だ。

一 体 彼 ら は、そ の 結 末 1を 待 っ て い る だ け

な の か？ そ の 結 末 が や っ て 来 る （復 活

の）日*、以 前 そ れ を 忘 れ て い た 者 た ち2

は、（こ う）言 う の だ。「我 ら が 主*の4徒

* た ち は、真 理 と 共 に 確 か に 到 来 し ま し

た。で は、私 た ち に 誰 か （ア ツ ラ ー*の 御

許 で の）執 り 成 し 手 が お り 、そ れ で 彼 ら

は 私 た ち に 執 り 成 し て く れ る で し よ う

か？3 あ る い は 私 た ち は （現 世 に）戻 さ

れ て、私 た ち が 行 っ て い た も の と は 違 う

(善 い）行 い を す る （こ と は、出 来 ま す）

で し よ う か？4」 彼 ら は 確 か に、自 分 自 身

を 損 ね た の で あ る。そ し て 彼 ら が で っ ち

上 げ て い た も の5は、彼 ら の 前 か ら 消 え 失

せ て し ま っ た。

54. 本当にあなた方の主*は、諸天と大地を六日

間で創造され6、それから御座に上がられた

53.

i クルアーン*の中で彼ら不信仰者*に警告されていた、懲罰のこと（ムヤッサル 157 頁参照)。

2 現世でクルアーン*を放棄 （ほうき）し、信じなかった者たちのこと （前掲書、同頁参照)。

3 復活の日*の 「執り成し」 については、雌牛章 48、マルヤム*章 87、ター•ハー章 109 と

その訳注を参照。

4 いざ復活の日* (あるいは死）が到来すると、彼らは現世での猶予を求めたり、自分たちを

現世に返してくれることを頼んだりする。だが、もちろんそれは叶わない。家畜章 27-28、
イブラーヒーム*章 44、信仰者たち章 99-100、アッ =サジダ*章 12、創成者*章 37、赦し

深いお方章 11-12、相談章 44、偽信者*たち章 10-11 も参照。

5 現世で、彼らがアッラー* と並べて崇拝* していたもののこと （ムヤッサル 157 頁参照)。

「六日間での天地創造」 については、詳細にされた章 9-12 とその訳注も参照。6
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1アツラー*である。かれは夜を昼に覆わせ

られ （、昼を夜にお入れにな）る2。それは

(互いに）相手をせわしなく求める3。また

(かれは）太陽も月も星々も、そのご命令

によって （かれがお望みの者に）奉仕させ

ちれるもの （として、お創りになった）。

かれにこそ、 （全ての）創造とご命令は属

するのではないか？ 全創造物の主*アツ

ラー*は、祝福にあふれたお方よ。

(信仰者よ、）あなた方の主*におそれ畏ま

りつつ、密かに祈るのだ。本当にかれは、度

を越す者たちをお好きではないのだから。4

56. また地上で、（使徒*が遣わされて）そこが

正された後、腐敗*を働いてはならない。そ

して （アツラー*の懲罰を）怖れ、（その褒

美を）望みつつ、かれに祈るのだ。本当に

アツラー*のご慈悲は、善を尽くす者5たち

の間近にあるのだから。

. かれはそのご慈悲 （雨）の前触れに、吉報

を告げる風を送られるお方。やがてそれは

(雨を湛えた）重厚な雲を運び、われら *

55.

ipj

に』修為
57

i 「御座 （アルシュ）」 はそもそもアラビア語で、寝台の意。アツラー*の御座は最も偉大な

被造物である、と言われる。「御座にお上りになる」 という表現に関しては、それを 「いか

に？」 と問わず、その行為を他の被造物の行為と同様のものと見なすことなく 、また否定

せずにそのまま受け入れるのが、先代の模範 （もはん）的なムスリム*たちの手法 （アルニ

バガウイー2:197、イブン•カスイール 3:426-427 参照)。

2 イムラーン家章 27 の、同様のくだりに関する訳注を参照。

3 お互いに遅れることなく 、素早く交代するということ （イブン•カスィール 3:427 参照)。

4 全ての物事において、「度を越すこと」 は禁じられる。アツラー*に対して不適切なことを

祈ったり、祈願を誇張したり、その声を上げ過ぎたりすることも、その内の一つ （アツ =

サァディー291 頁参照)。

5 「善を尽くす者」 については、蜜蜂章 128 の訳注を参照。
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はそれを死んだ大地1へと導く。そして、
われら*はそれで （雨）水を降らせ、それに

よってあらゆる果実を生まれ出させる。同

様にわれら*は、あなた方が教訓を得るよう
よ み が え は か

に と、死 者 を （蘇 ら せ て 墓 か ら）弓Iき出

すのである。

58. 善い土地は、その主*のお許しにより、その

(善い）植物が生える。そして悪性のもの

(、そこから）は粗悪なものしか生えない
2。同様にわれらは感謝する民に対し、御徴

た さ い

を多彩に示すのだ。

59. われら *は確かに、 ヌーフ*をその民に遣わ

した3。彼は言った。「我が民よ、アツラー
* (のみ）を崇拝*するのだ。あなた方には

かれの外に、崇拝*すべきものなどない。本

当に私は、あなた方に対し、偉大な （復活

の）日の懲罰 （が襲いかかるの）を怖れて

いるのだ」 。

60. 彼の民の内の、有力者たちは言った。「（ヌ

ーフ*よ、）本当に私たちはまさに、あなた

が紛れもない迷いの中にあると思う」 。

61, 彼 （ヌーフ*) は言った。「我が民よ、私は

迷ってなどいない。だが私は、全創造物の

主*からの使徒*なのだ。

1 枯れ果てて植物の育たない土地のこと （ムヤッサル 158 頁参照)。

2 信仰者の心はクルアーン*が沁 （し）み込めば、それを信仰し、そこに信仰心が定着する。
だが不信仰者*の心はクルアーン*が入って来ても、そのご利益に与かることなく、信仰が
定着することもない。そしてそこに残存するのは、無益なものだけなのである （アッ =夕
バリー5:3543 参照)。また同様の譬 （たと）えとして、雷鳴章 17 も参照。

3 ヌーフ * とその民の間の出来事については、フード*章 25-48、信仰者たち章 23-30、詩人
たち章 105-122、整列者章 75-82、月章 9-17、ヌーフ*章なども参照。
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62. 私は我が主*のお言伝をあなた方に伝え、あ

なた方に忠言する。そして私はアツラー*

によって、あなた方が知らないことを知っ

ているのだ。

一体あなた方は、自分たちの主*からの教訓

が、自分たちの内の一人の男に到来したこ

とを、驚いているのか？ （それは）彼が

あなた方に警告し、あなた方が畏れ*、そし

てあなた方が慈しまれるように、とのため

なのだ」 。

そして彼らは彼（ヌーフ*) を嘘つき呼ばわ

りし、われら*は彼と、彼と共にあった者た

ちを船で救い、われら *の御徴を嘘呼ばわ

りした者たちを溺れさせた。本当に彼ら

は、盲目1の民だったのだから。

またアード *には、その同胞フード *を（遣わ

した）2。彼は言った。「我が民よ、アツラ

一* (のみ）を崇拝*するのだ。あなた方に

はかれの外に、崇拝*すべきものなどない。

一体、あなた方は （アツラー*を）畏れ*な

いのか？」

成

^
4

63.

©こ

^̂
洛

64.

65

66. 彼の民の内の、不信仰だった有力者たちは

言った。「（フード*よ、）本当に私たちは、

まさにあなたが愚かさの中にあると思う。

そして本当に私たちは、あなたがまさしく

嘘つきの類いだと思うのだ」 。

念こ

^̂
、

1 「盲目」 については、雌牛章 7、家畜章 50、フード*章 20、24、巡礼*章 46 とその訳注

も参照。

2 アード * とその民に起こったことについては、フード *章 50-60、詩人たち章 123- 140、

詳細にされた章 13- 16、砂丘章 21 -26、月章 18-22、真実章 1-8、暁章 6-14 なども

参照。
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67. 彼 （フード）は言った。「我が民よ、私は

愚か者ではない。だが私は、全創造物の主

*からの使徒*なのだ。

68. 私は我が主*のお言伝をあなた方に伝え

る。私は、あなた方への誠実なる忠告者

なのだ。

一体あなた方は、あなた方の主*からの教訓

が、あなた方に （アツラー*の懲罰を）警告

すべく 、自分たちの内の一人の男に到来し

たことを驚いているのか？ かれ（アツラ

一*) があなた方をヌーフ*の民の後の継承

者とされ、あなた方の肉体に強大さを上乗

せされたことを、思い起こすがよい。なら

ば、あなた方が成功するよう 、アツラー*

の恩徳を思い出すのだ」 。

70. 彼らは言った〇 「（フード*よ、）あなたは、

私たちにアツラー*だけを崇拝*させ、私た

ちのご先祖様が崇めていたものを捨て去

らせるためにやって来たのか？ ならば、

あなたが私たちに約束するもの1を、私たち

にもたらしてみよ。もしあなたが、正直者

の類いであるというならば （、だが）」 。

71. 彼 （フード*) は言った。「あなた方の主*

からの穢れ2とお怒りは、あなた方に対して

既に下っている。一体あなた方は、自分た

ちと自分たちの先祖が名付けた名前3にお

いて、私と議論すると言うのか？ アッラ

©y

舞:

69.
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i 懲罰のこと （ムヤッサル 159 頁参照)。

2 この r穢れ」 とは、懲罰のこととされる （前掲書、同頁参照)。

3 いかなる神性も有していないのに、彼らが神と名付けていた偶像のこと （アッ =サァディ

一294 頁参照)。
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一*はそりら （の崇拝*) に、いかなる （正

当な）根拠も下されなかったのだ。ならば、

あなた方は （自分たちに懲罰が下るのを）

待つがよい。実に私も、あなた方と共に（そ

れを）待つ者の一人となるから」 。

. こうしてわれら *は、われら*の御許からの

慈悲により、彼と彼と共にあった者たちを

救い、われら *の御徴を嘘とし、信仰者で

はなかった者たちを一人残さず根こそぎ

にした。

. またサムード*には、その同胞サーリワ*を

(遣わした）1。彼は言った。「我が民よ、

アツラー* (のみ）を崇拝*するのだ。あな

た方にはかれの外に、崇拝*すべきものなど

ない。あなた方の主*からの明証 2は、確か

にあなた方のもとにやって来たのだ。これ

はあなた方への御徴としての、アツラー*

の雌ラクダ3である。ゆえにそれを放ってお

き、アツラー*の地で食べるがままにさせ

よ。そして、それに害を及ぼすことで、自

分たちに痛烈な懲罰を襲いかからせては

ならない。4

72
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i ザーリフ*とその民の間の出来事については、フード*章 60-68、アル= ヒジュル章 80-84、

詩人たち章 141-159、犠章 45-53、詳細にされた章 17-18、月章 23-32 なども参照。

2 「明証」 とは、ザーリフ*が伝達することの正しさを証明するもののこと （ムヤッサル 159

頁参照)。

3 「アッラー*の雌ラクダ」 という表現については、アルニヒジュル章 29 の 「わが魂」 に関

する訳注を参照。

4 サムード *の民はサーリワ*に対し、彼が預言者*であることの証明として、岩山から子を孕

(はら）んだ巨大な雌ラクダを出すよう要求した。ザーリフ*は民が信仰するという誓約(せ

いやく ）をさせた上で、その奇跡を行ったが、彼らは信じなかった。彼は、人々と雌ラク

ダが、一日ごとに交代で水を飲むことを命じる。詩人たち章 155、月章 28 も参照 （イブ

ン•カスイール 3:440-441 参照)。
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74. また、かれ（アツラー*)があなた方をア

ード*の後の継承者とされ、あなた方をそ

の地に住まわせたことを思い起こすの

だ。あなた方はその平地を城郭とし、山

をくりぬいて住居としている。ならば、

アツラー*の恩徳を思い出すのだ。腐敗*

を働く者となって、地上で退廃を広めて

はならない」。

75. 彼の民の内の高慢だった有力者たちは、

抑圧された者たちである、彼らの内の信仰

した者に言った。「一体あなた方は、サー

リフ*がその主*から遣わされた者だと（実

際に）知っているのか？」彼ら（信仰者た

ち）は言った。「私たちこそは、彼が携え

て遣わされたものへの、信仰者なのです」。

76. 高慢だった者たちは言った。「私たちこそ

は、あなた方が信じたものに対する否定者

である」。

こうして彼らは雌ラクダの腱を切り1、自分

たちの主*のご命令に反抗して2、（こう）

言った。「サーリワ*よ、あなたが私たちに

77.

ちようばつ

約束するもの（懲罰）を、もたらしてみよ。

もしあなたが、使徒*の一人であるならば(、

だが）」。

1 「腱を切った」とは、つまり屠（ほふ）ることの間接的表現。ラクダを屠（ほふ）る時に

は、まず足の腱を切ってからそうしたことによる（アル=パガウィー2:207参照)。

2 雌ラクダが水を飲む日、人々はその乳を心行くまで飲むことが出来た。しかし彼らの家畜

が、餌を求めて自由に往来する巨大な雌ラクダを怖がるのと、彼ら自身が水を毎日占有し

たいという望み、そしてザーリフ*への不信感などから、雌ラクダを殺すことで全員一致し

た。雌ラクダを屠ったのは一人であったが、こうした背景から「彼ら全員が屠った」とい

う表現が用いられている（イブン•カスィール 3:440-441 参照)。
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78. こうして$ら，激震が捕らえ 1、彼らは朝、

その地で突っ伏して （死んで）いた。

79. そして彼（ザーリフ*)は彼らのもとを去り、

(こう）言った2。「我が民よ、私は確かに

あなた方に我が主*のお言伝を伝え、あなた

方に忠告したぞ。しかしあなた方は、忠告

者たちを好まないのだ」 。

80. また、ルート *がその民に （こう）言った時

のこと （を思い出すのだ）3。「一体あなた

方は、全創造物のいか突る者もあなた方以
前には行わなかった醜行4に、手を染める

というのか？

81. 本当にあなた方は女性を差しおいて、欲望

ゆえに男性に赴こうとしている5。いや、

あなた方は度を越した民である」 。

©0
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念こ
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u;82. 彼の民の答えは、 （このように）言うこと

だけであった。「彼らをあなた方の町6から

追放するのだ。本当に彼らは、潔癖ぶった

人々なのだから」 。

83. こうしてわれら*は彼と、彼の妻を除くその

家族を救った。彼女は残っ （て滅ぼされ）

た者たちの一人となった。

1 サムード*に下された懲罰の詳細については、頻出名•用語解説の「サムード *」の項を参照。

2 この言葉は、サムード*の民に懲罰が下る前のことであったという説と、後であったという

説がある。アッ =タバリー* (5:3566 参照)、アルニクルトウビー* (7:242 参照）らは、

前者の説を採っている。

:• 与とその民の間に起こった話については、フード*章 77-83、アル= ヒジュル章 61-77、詩、たち章 160-175、蟻章 54-58、蜘蛛章 28-35、月章 33-40 も参照。

4 行_ については、蜜蜂章 90 の訳注を参照。

: つまり男色のこと （ムヤッサル 160 頁参照)。

: 二：："=1. については、フード*章 81 の訳注を参照。
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84. そしてわれら *は、彼らの上に （石の）雨を

降り注いだ。罪悪者たちの結末が、いかな

るものだったかを見るがよい。

85. またマドウヤン*には、その同胞シュアイブ
*を （遣わした）1。彼は言った。「我が民

よ、アツラー* (のみ）を崇拝*するのだ。

あなた方にはかれの外に、崇拝*すべきもの

などない。あなた方の主*からの明証2は、

確かにあなた方のもとにやって来たのだ。

ならば升と�3を全うし、人々に対し、彼

らのもの （権利）を損ねてはならない。ま

た地上で、（使徒*が遣わされて）そこが正

された後、腐敗*を働いてはならない。それ

が、あなた方にとってより善いのである。

もし、あなた方が信仰者であるというなら

ば （、だ が）。

86. また （人々を）威嚇し、アツラー*を信仰し

た者をかれの道から阻み、それを捻じ曲げ

ようとして、道々に立ちはだかったりして

はならない。そしてあなた方が （以前）無

勢だったのを、かれが増やして下さった時

のことを思い出すのだ。そして腐敗を働く

者たちの結末がいかなるものだったかを、

見るがよい。

ん 设 ふ
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砂 恭

87. もしあなた方の内の一派が、私が携えて

遣わされたものを信じ、別の一派が信じな

かったとしても、アツラー*が私たちの間

1 シュアイブ* とその民の間に起こったことについては、フード *章 84-95、詩人たち章

176-191、蜘蛛章 36-37 も参照。

2 「明証」 とは、シュアイブ*が伝達することの正しさを証明するもののこと （ムヤッサル

161 頁参照)。

3 「升と秤」 については、家畜章 152 の訳注を参照。
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にご裁透
1を

T

下されるまで忍耐*するのだ。

かれはIIき拳の内でも、最善のお方なのだ

から」。

88. 彼の民の内、（信仰に対して）嵩慢だった

有力者たちは言った。「シュアイブ*よ、私

たちは必ずやあなたと、あなたと共に信仰

した者たちを、私たちの町から追放しよ

う。さもなくば、あなた方は絶対に私たち

の宗教に戻るのだ」。彼（シュアイブ*)は

言った。「たとえ私たちが、（そのような

宗教を）毛嫌いしていたとしてもか？

(加�
ぬ 以 邊 切

Ju/

^
s\js

G5ぎ哆邀娜一

89. アツラー*が私たちをそこか&お救い下さ

た後、あなた方の宗教に戻ったりた

ら、私たちはアツラー*に対してまさに嘘を

捏造したことになってしまう。そして我ら

が主*アツラー*が（そう）お望みにならな

い限り、私たちがそこに戻ることはあり得

ない。我らが主*は（その）知識で、全ての

ものを網羅されているのだから。私たち

は、アツラー*のみに全てを委ね*た。我ら

が主よ、私たちと我らが民の間を真理によ

てご裁決下さい。あなたは裁決者の中で

も、最善のお方であられます」。

ウ

•〇

0

^
90. 彼の民の内、不信仰であった有力者たちは

言った。「もしもシュアイブ*に従ったら、

そうすれば実にあなた方は、まさしく損失

者となろう」。

91. そして彼らをit震が捕らえ2、彼らは朝、そ

の地で突っ伏して（死んで）いた。
越は或

1 この「ご裁決」とは、彼らに警告されていた懲罰のこと（ムヤッサル 161 頁参照)。

2 マドウヤン*を滅ぼした懲罰については、詩人たち章 189の訳注を参照。
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シュアイブ*を縫つき呼ばわりした者たち
は、あたかもそこに暮らしてはいなかった

かのようであった1。シュアイブ*を嘘つき

呼ばわりした者たちこそが、損失者だった

のである。

故 跋

^
(92.

減；淡 膝

參 私
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93. そして彼（シュアイブ*)は彼らのもとを去

り、（こう）言った。「我が民よ、私は確

かにあなた方に我が主*のお言伝を伝え、あ

なた方に忠告したぞ。ならば、どうして不

信仰な民のことで、私が心痛ませることが

あろうか？」

94. われら*が預言者*を町に遣わす時2には決

まって、その住民を困窮や災難で捕らえた

ものだった。（それは）彼らが、おそれ畏

まるようにするためだったのだ。

95. それからわれら*は、窗WをMWにと

て換えた。やがて彼らが（身体的にも経済
うるお

的にも）潤い、「私たちのご先祖様たちに

も確かに、災難と順境が訪れたものなの

だ3」などと言い出したところで、われら*

は彼らが気付かぬ内に突然、彼らを懲罰で

捕らえたのだ。

96. そして、もし町々の住民が信仰し畏れ*たな

ら、われら*は彼らに天と地からの祝福4を

1 一人残らず全滅し、生活の痕跡もなくなったため（ムヤッサル 162頁参照)。

2 預言者*の使命とは、アッラー*のみの崇拝*へと招き、シルク*を禁じることである（前掲
書、同頁参照)。

3 アツラー*は彼らがおそれ畏まり、悔悟するようにと、順境と逆境によって彼らに試練を与えら
れた。しかし彼らはそれに気づかず、それが単なる世の習いだと思い、いずれの試練にも成功
しなかった（イブン•カスィール3:450参照)。同様のアーヤ*として、家畜章 42-44も参照。

4 全ての善きもののこと。あるいは天からの雨と、作物などの大地の恵みのこと（アル=バ
イダーウィー3:43参照)。
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»き放っ。た戶ろう。士かし彼らは、（わ

れら*の使徒*らを）嘘つき呼ばわりした。
かせ

ゆえにわれら*は、彼らが稼いでいたもの

1ゆえ、彼らを（罰で）捕らえたのだ。

略〆in盛
;

4

一体、（不信仰な）町々の住民は、彼ら

が（夜）眠っている間に、われら*の猛威

2が彼らにやってこないと安心していたの

97.

か？

また一体、（不信仰な）町々の住民は、

彼らが朝ふざけている時に、われら*の猛

威が彼らにやってこないと安心していた

のか？

一体、彼らはアツラー*の策謀3から安全だ

とでもいうのか？ （彼らは間違えてい

る、）というのもアツラー*の策謀から安

全だと思い込むのは、損失者である民に

外ならないのだから。

98.

知 成、99.

(過去の）その住民の（滅亡）後、その

地を引き継ぐ者たちには、まだ明らかに

なっていないのか？ もしわれら*が望

めば（彼らの先人たちと同様）、その罪ゆ

えに彼らを（罰によって）掌握したのだ

ということが？ われら*はその心を閉

じ、それで彼らは聞こえなくなってしま

つたのだ4。

100.

1 不信仰や罪のこと（ムヤッサル 163頁参照)。

2 この「猛威」とは、懲罰のこと（前掲書、同頁参照)。

3「アッラー*の策謀」については、アーヤ*182-183 とその訳注を参照。また、雌牛章 15

の訳注も参照。

4 雌牛章 7の訳注も参照。
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念
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101. それらの町々、われら*はそれらの消息の

内から、 （奩i*よ、）あなたに語って聞

かせる。彼らの使徒*たちは明証 1を携え

て、彼らのもとに確かに到来したが、彼

らは以前に （真理を）嘘呼ばわりしてい

たことゆえ、 （使徒*たちのもたらしたも

のを）信じるべくもなかった2。同様に、

アツラー*は不信仰者* たちの心を閉じて

しまう3のである。

またわれら*は、彼らの大半に契約4 (の遵

守）を見出さなかった。そし

^
実にわれ

らは、彼らの大半がまさしく放逸な者た

ちであることを見出したのである。

102.

勝

^
み

^
がヒ

^
パ103. それからわれら*は彼らの後、ムー̂サー*を

し る し

われら*の御徴と共に、フィルアウン* とそ

の （配下の）有力者たちに遣わした。そし

て彼らは、それらに対して不正*を働いた
5。ならば腐敗*を働く者たちの結末がいか

なるものだったかを、見てみるがよい。

ゴ刺撕綱
T ，ド，*

^
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ムーサー*は言った。「フィルアウン*よ、私

はまさに全創造物の主*からの使徒*です。
104.

105. 私はアツラー*に対し、真実以外は喋ら

ないことが相応しいのです。私はあなた

方に対して確かに、あなた方の主*から

の明証を携えて来ました。ならばイス

1 この 「明証」 とは、使徒*たちの正直さを示す証拠のこと （ムヤッサル 163 頁参照)。

2 同様のアーヤ* として、家畜章 110 とその訳注も参照 （アッ =サアディー298 頁参照)。

3 雌 牛 章 7 の訳注も参照。

4 この 「契約」 については、雌牛章 27 の訳注を参照 （アッ =サアディー298 頁参照)。また
一説に、これはアーヤ*172 に言及されていることを指す（イブン•カスイール 3:453 参照)。

5 つまり、それらの御徴 （奇跡）を否定し、信じなかった （ムヤッサル 163 頁参照)。
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ラーイールの子ら*を、私と共に自由に

して下さい1」。

106. 彼（フィルアウン*) は言った。「もし、

あなたが御徴を携えて来たというのな

ら、それを披露してみよ。もし、あなた

が本当のことを言っているというのなら

ば（、だが）」。

107. それで彼（ムーサー*) は、自分の杖を投

げた。すると、どうであろう、それは紛れ

もない一匹の大蛇となった。

108. また、彼が自分の手を（懐に入れてから)
かんしゆう

出すと、どうだろう、それは観衆（の前)

に白くなって現れた。

フィルアウン*の民の内の有力者たちは、

言った。「本当にこれは、まさに習熟し

た魔術師です。

109.

9

110. 彼はあなた方を、あなた方の土地から追

い出そうとの魂胆なのです」。（フィル

アウン*は、有力者たちに言った。）「あ

なた方は、私に何を命じるのか？」

©

彼ら（有力者たち）は、言った。「彼と

その兄（ハールーン*) 2のことは後回しに

されて、（ムーサー*に対抗するための魔

術師たちを）召集する者たち（兵隊）を、

町々にお遣わし下さい。

i l l .

1 アッラー*の崇拝*のために自由にし（ムヤッサル 164 頁参照)、エジプトから聖なる地へ

と旅立たせること（アル=バガウイー2:218 参照)。当時のイスラーイールの子ら*の抑圧

(よくあつ）された状況については、雌牛章 49とその訳注を参照。

2 ムーサー*は、フイルアウン*とその民をアッラー*の教えに招くにあたり、ハールーン*が

彼の助っ人となることをアッラー*に求めた。詳しくは、ター•ハー章 29-32、詩人たち章

12-13、物語章 34-35を参照。
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翕ケち

^
�磁(そうすれば、）彼らはあなたのもとに、

あらゆる習熟した魔術師を参上させる

ことでしよう」。1

そして、魔術師たちはフィルアウン*の
もとに到着した。彼らは言った。「本当

に私たちには、まさしくご褒美がありま

す（でしようか）。もし、私たちが（ム
ーサー*に）勝利したならば」。

112.

參こ

^̂
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113.

彼（フィルアウン*) は言った。「ああ。
そして本当にあなた方は、きっと（我が)

側近の仲間となろう」。

114.

炎J2
115. 彼ら（魔術師たち）は、言った。「ムーサ

一*よ、あなたが（先に杖を）投げるか、そ

れとも私たちが(杖を)投げる者となるか？」

彼（ムーサー*) は、言った。「あなた116.

方が投げるがよい」。それで彼らが（縄や

杖を)投げた時、彼らは人々の目に魔術を

かけ2、彼らを戦慄させた。そして彼らは

大変な魔術を披露したのだ。

117. われら*は、ムーサー*に啓示した。「あ

なたの杖を投げよ」。そして（彼がそう

すると）、どうであろう、それは彼らが

まやかすものを呑み込んでしまう。

@こし ぶ

^̂
118. こうして真実は明らかになり、彼らの行

ていたことは無駄になった。

119. そして彼ら（フィルアウン*とその仲間

たち）はそこで敗北を喫し、惨めに引き

下がり、

つ

翕��碑

1 フイルアウン*が魔術師たちを集結させ、ムーサー*と魔術師たちに決戦させたことについ

ては、ユーヌス*章 79-82、ター•ハー章 57-73、詩人たち章 34-51 も参照。

2 この「魔術」の内容については、ター•ハー章 66を参照。
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120. 魔術師たちは、サジダ*しつつMれ落ち ㈣舞成
すこ1。

121. 彼ら（魔術師たち）は、言った。「私た

ちは全創造物の主*を信じました。

ムーサー*とハールーン*の主を」。122.

フィルアウン*は（魔術師たちに）、

言った。「私があなた方に許可を出す

前に、あなた方は信じた（のか）。本

当にこれはまさしく、あなた方が町で、

その住民をそこから追放すべく企んだ

策謀である。ならば、あなた方はき

と（自分たちが受ける罰を、）知るこ

とになろう。

123.

つ

みジふfeぬ4滅

胡麟

124. 私は必ずやあなた方の手足を交互に切り

落とし、それから全員磔にしてやる」。

. 彼ら（魔術師たち）は、言った。「実に

私たちは、我らが主*の御許へと戻り行く

身なのです。

125

126. そしてあなたが私たちを咎めるのは、我
とうらい

らが主の御徴が到来した時、私たちがそ

れを信じたがゆえに外なりません。我ら

が主よ、私たちに（多くの）忍耐*をお注

ぎ下さい。そして私たちを服従する者（ム

スリム*) として、お召し下さい2」。

1 アッラー*の御力の偉大さを目の当たりにして、かれに対しサジダ*した（ムヤッサル 164

頁参照)。魔術について最もよく心得ている彼らは、ムーサー*の行ったことがアッラー*

による御徴であることを、最もよく理解したのだった（アッ=サアディー299頁参照)。

2 彼らは実際に、信仰者として殉教（じゅんきょう）することになった。彼らは昼始めには

魔術師であったが、昼の終わりには殉教者となっていた、と言われている（アッ=タバリ

一5:3597-3598参照)。
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紫:3細ぶ
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127. フィルアウン*の民の内の有力者たち

は、（フィルアウン*に）言った。「一
体あなたは、ムーサー*とその民が（エ
ジブトの）地で腐敗*を働き1、あなた

とあなたの神々2 (の崇拝*) を放棄す

るままにされるのですか？」彼（フィ

ルアウン*) は言った。「私たちは彼ら

の男児は殺しまくり、女児は生かして

おこう。本当に私たちは、彼らの上に

君臨する者なのである」。3

參こ

^
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128. ムーサー*はその民に言った。「アツラ

一*にご助力を乞い、忍耐*せよ。本当に

大地は、アツラー*のものなのだから。か

れはそれをその僕たちの内、かれがお望

みの者に引き継がされるのである。そし

て（よき）結末は、敬虔*な者たちにある

のだ」。

129. 彼ら（イスラーイールの子ら*) は、（ム

ーサー*に）言った。「私たちは、あなた

が私たちのところに来る前も、あなたが

私たちのところに来てからも、迫害され

たのだ4」。彼（ムーサー*)は言った。「あ

1 彼らにとって、エジプトの宗教を、アッラー*だけを崇拝*する宗教へと変えることは「腐

敗*」以外の何ものでもなかった（ムヤッサル 165頁参照)。

2「神々」に関しては、雌牛章 133の訳注を参照。

3 フイルアウン*は、ムーサー*の誕生前にもこれと同様のことをした（雌牛章 49 とその訳

注を参照）が、その結果は彼の思惑とは逆のものとなった。そしてこの時も、イスラーイ

ールの子ら*の抑圧という彼の意図とは裏腹に、彼とその軍勢の破滅という結果に終わる

(イブン•カスイール 3:460参照)。

4 ムーサー*到来前と到来後にイスラーイールの子ら*が受けた「迫害」については、アーヤ
*127とその訳注を参照（ムヤッサル 165 頁参照)。
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なた方の主*は恐らく、あなた方の敵を滅

ぼし、あなた方を（エジプトの）地にお

ける継承者1とされ、あなた方がいかに行

うかをご覧になるであろう2」。
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^
5
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130. われら*はフィルアウン*の一族を、彼ら

かんばつ

が教訓を得るべく、旱魃と果実の不作（と
しれん と

いう試練）によって確かに捕らえた。3

じゅんきよう おとず
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そして彼らは、自分たちに順境が訪れた

時には、「私たちにこそ、これは（当然

の権利として）属するのである」と言い、

もし災難が彼らを襲えば、ムーサー*と彼

と共にある者を、不吉がった4。本当に彼

らの不吉のもとは、アツラー*の御許にあ

る5のではないか。しかし彼らの大半は、

分からないのだ。

131.

め

132. 彼らは言った。「私たちをそれで魔術に

かけ（、フィルアウン*の宗教から背け）

ようとして、どんな御徴を披露したとし

ても、私たちはあなたのことを信じたり

はしないぞ」。

1 「継承者」については、雌牛章 3◦の訳注を参照。

2 彼らの土地を継承した後、彼らが感謝深い者たちとなるか、あるいは恩知らずの不信仰者*

になるかをご覧になる、の意（ムヤッサル 165 頁参照)。

3 夜の旅章 101 とその訳注も参照。

4「不吉に思う（タタイヤル)」は、「鳥（タイル)」という語から派生した語。ジャーヒリー

ヤ*では鳥の動向で吉兆（きっちょう）を占う習慣があり、それが転じて、全ての「不吉に

思われる物事」に対し、この表現が用いられるようになった（イブン•アーシュール 9:65-66
参照)。

5 あなた方に降りかかる災難は、全てアッラー*の定めとご裁決によるもの、あなた方の罪と

不信仰によるものである、という意味（ムヤッサル 166 頁参照)。あるいは、順境でも逆

境でも、あなた方に訪れる全てのものは、アッラー*からのものである、という意味（アル

=バガウイー2:223参照)。
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133. それでわれら*は彼らに洪水、イナゴ、虱、

しるしかえる

蛙、血を、断続的な御徴としてった1。

すると彼らは（信仰に対して）奢り高ぶ

り、罪深い民であり続けたのだ。

そして彼らに（罰の）制裁が下された時、 匕 し 典

^
爸 從134.

彼らは言った。「ムーサー*よ、私たち

のため、あなたの主*に、かれがあなた

に約束されたもの2で祈ってくれ。もし
ばつ せいさい

も、あなたが私たちからこの（罰の）制裁
の かなら

を取り除けてくれたなら、私たちは必
かなら

ずやあなたのことを信じ、必ずやあな

たと共にイスラーイールの子ら*を行か

せてやろう」。 —ぜ 細 �それで、彼らが行き着くことになってい

る（次の罰の到来）時期まで、われら*が

彼らから（feの）制裁を取り除けてやる

と、どうであろう、彼らは（約束を）破

るのだ。

それで、われら*は（定められた彼らの破

減の時期が来た時、）彼らに報復し、彼

らを海原に溺れさせた3。というのも、彼

135.

136.

l まず大雨により作物が全滅すると、フィルアウン*の民は、イスラーイールの子ら*をムー

サー*と共に脱出させることを条件に、災難の除去をアツラー*に祈るよう、ムーサー*に頼

んだ（アーヤ* 134 参照)。ムーサー*が祈るとそれは止んだが、彼らは約束を破った（ア

ーヤ* 135参照)。その後豊作を迎えたが、今度はイナゴが送られ、作物は再びほぼ全滅す

る。これも同様にしてムーサー*の祈りによって止んだが、彼らはまた約束を破った。それ

で今度は虱が送られ、残りの作物も全滅した。その後も同様に蛙が送られて彼らの住居に

侵入したり、また彼らの水という水が全て血に変わったりしたが、彼らの不信仰と嘘は止

まなかった（アツ=タバリー5:3607-3608参照)。

2 つまり悔悟すれば、制裁を解除してもらえるという約束のこと（ムヤツサル 166 頁参照)。

3 この情景の描写として、ユーヌス*章 90-92、ター•ハー章 77-78、詩人たち章 61-66、煙

霧章 23-24も参照。
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みしるし うそ

らはわれら*の御徴 1を嘘呼ばわりし、そ
むとんちやく

れに対して無頓着な者たちだつたからで

ある。

心■ふ
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137. われら*は抑圧されていた民（イスラーイ

ールの子ら*) に、われら*が祝福したそ

の土地2の東方と西方を引き継がせた。イ

スラーイールの子ら*に対するあなたの

主*のよき御言葉3が、彼らが忍耐*したこ

9ム
令:

かんすい

とゆえに完遂されたのだ。そして、われ

ら*はフィルアウン*とその民が作り上げ

ていたものと、築き上げていたもの4を破

壊したのである。

^
淡マ

^
138. われら*は、イスラーイールの子ら*に海

を渡らせた。そして彼らは、自分たちの

偶像に奉仕し続ける民のところに出くわ

した。彼ら（イスラーイールの子ら*) は

言った。「ムーサー*よ、彼らに神々5があ

るように、私たちにも神（の偶像）を一

つ、こしらえてくれ」。彼（ムーサー*)

は言った。「本当にあなた方は、無知な

民である。

139. 実にこれらの者たちは、（シルク*という）

その状況が滅ぼされる（ことになる）の

であり、その行っていたことは無に帰す

(ことになる）のだから」。

1 この「御徴」は、ムーサー*の数々の奇跡のこと（ムヤッサル 166頁参照)。

2 シャーム地方（現在のシリア、パレスチナ周辺地域）のこと（前掲書、同頁参照)。エジプ

卜とシャーム地方のこと、という説もある（アル=バガウイー2:226参照)。

3 この「御言葉」とは、物語章 5-6にある内容のことである、と言われる（アッ=タバリー

5:3618参照)。

4「作り上げていたもの」とは建物や農場など、「築き上げていたもの」とは城郭などのこと

である、と言われる（ムヤッサル 166頁参照)。

5「神々」については、雌牛章 133の訳注を参照。
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'ふ砂140. 彼 （ムーサー*) は言った。「一体私が、

あなた方に対し、アッラー*以外のものを

神として欲するとでもいうのか？ かれ

はあなた方を、全創造物の上にお引き立

てになった1というのに」 。

よJ4J\j
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141. (イスラーイールの子ら*よ、）われら*が

あなた方を、フィルアウン*の一族から救

い出した時のこと（を思い起こすがよい）。

彼らはあなた方に過酷な懲罰を味わわ

せ、あなた方の男児は殺しまくり、女児は

生かしておいた。そこには、あなた方の主
*からの偉大な試練があつたのだ。

な二'
; is

^
y142. われら *は、ムーサー* と三十夜を約束し

た。そしてわれら*は、それを （更なる）

十夜で完遂し、彼の主*の定められた期間

は四十夜2として完了した。ムーサー*はそ

の兄ハールーン*に、（こう）言った。「（私

の不在中、）我が民の中で私の代理を務め

▲典

^̂
砂病

てくれ。そして （彼らの状態を）正すの
ふ は い し た が

であり、腐敗*を働く者たちの道に従って

はならない」 。

/4jp\

^
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143. そしてムーサーがわれらの定めた時にやつ

て来て、かれのMが彼に語り給うた3時、彼

(ムーサー）は申し上げた。「我が主よ、
す が た

私に （お姿を）お見せ下さい。あなたを拝

見しますから4」 。かれは仰せられた。「あ

なたが、われを見ることは出来ない。だが、

1 「全創造物の上にお引き立てになった」 については、雌牛章 47 も参照。

2 「四十夜」 については、雌牛章 51 の訳注を参照。

3 同一文、あるいは連続した文章における人称の転換に関しては、食卓章 12 の訳注参照の

こと0

4 家 畜 章 103 と、その訳注も参照。
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⑽

その山を見るのだ。そして、もしそれがそ

の場にしっかりと留まっているのなら、あ

なたはわれを見るであろう 1」 。それで、彼
すがた

の主が山にお姿をお見せになると、かれは

それを粉々にされ、ムーサーは気絶して倒

れた。そして意識を取り戻すと、彼は申し

上げた。「あなたに称え*あれ！ 私は、あ

なたに悔悟しました。そして私は、 （我が

民の内の）信仰者の先駆けです」 。

CjiSj 2& j i>t3^f^o j

かれは仰せられた。「ムーサー*よ、本当

にわれは、わが言伝とわが言葉2で、あな

たを人々の上に選りすぐった。ならば、

われがあなたに授けたもの3を手にし（て、

それを遵守し）、感謝する者の一人とな

るのだ」 。

144.

みゲモ卵料1 -̂;
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145. われら*は彼 （ムーサー*) のため、 （宗

教において必要な）全ての物事を、つま

り訓戒と、全てのものの詳細4を、碑板の

中に記した。ならばそれを真摯に受け取

り 5、あなたの民に命じて、その最善の

ものを行わせよ 6。じきにわれは、あな

1 つ ま り、ム ー サ ー よ り も 強 く て 堅 固 な 山 が、ア ッ ラ ー の お 姿 を 前 に し て 確 固 と し て

い ら れ た ら、彼 も そ の お 姿 を 拝 見 で き る だ ろ う 、と い う こ と （ア ル= ク ル ト ウ ビ ー

7:278 参照)。
2 「言伝」 とは、人々をアッラー*の教えへと招く 、使徒* としての使命。「言葉」 とは、アッ

ラー*が直接彼に語りかけられたという特別な栄誉のこと （ムヤッサル 168 頁参照)。

3 アツラー’のご命じになったことと、禁じられたこと （前掲書、同頁参照)。

4 つまり、法規定•義務•物語•信仰教義•不可視の世界*の情報などを網羅 （も う ら）し た、卜

ーラー*のこと （前掲書、同頁参照)。

5 「真摯に受け取る」 については、雌牛章 63 の訳注を参照。

6 つ ま り、その命令を実行し、禁令を避 （さ）け、たとえと訓戒を熟慮 （じ ゅ く り ょ）する

こと。あるいは、「最善のもの」 とは義務と任意の服従行為で、その他の合法な物事が 「そ

れ以下のもの」（アル= クルトウビー7:282 参照)。
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た方に放逸な者たちの住まいを見せて

やるから 1。

4 じ
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146. われら *は、不当にも地上で （われら *へ
の服従に対し、そして人々に対し）奢り

高ぶる者たちを、わが御徴 2 (の理解）か

ら遠のけてしまおう。そして彼らは、い
しるし

かなる御徴を目にしても、それを信じる

ことがない。また正しさの道を目にして

も、それを道として選ぶこともない。そ
あやま

して誤りの道を目にすれば、それを道と

して選んでしまう。それというのも、彼

$

らがわれら *の御徴を嘘とし、それに無頓

kな者たちだったからなのである。

147. われら *の御徴と来世における拝謁を嘘

呼ばわりする者は、その行いが台無しに

なってしまったのである。一体彼らが（来

世で）報いを受けるのは、自分たちが（現

世で）行っていたこと （によるもの）以

外の、何ものでもないのではないか？

㈣觸 災
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148. ムーサー*の民は彼の （アツラー*との約束

のための出発）後、彼らの宝飾品から、

実体があり、鳴き声を有する仔牛を作り出

した3。一体彼らは、それが彼らに語りか

けもしなければ、彼らを （よき）道に導き

もしないことを知らなかったのか？ 彼

らはそれを （崇拝*の対象として）選んだ

のであり、彼らは不正*者だったのである。

1 来世において、彼らの内の、あるいは彼ら以外のシルク*の徒の行き先である地獄をお見せに

なる、ということ （ムヤッサル 168 頁参照)。ほかにも、「エジプト」「シャーム地方 （現在

のシリア、パレスチナ周辺地域)」といつた解釈などもある（アル=クルトゥビー7:282 参照)。

2 この 「御徴」 とは、アッラー*の偉大さとその法規定を示す証拠のこと （ムヤッサル 168
頁参照)。

3 この時の状況についてはター•ハー章 83-98 に、より詳細に描写されている。
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そして （#毕の崇拝を）後悔し 1、自分た

ちが確かに迷い去っていたのを知ると、

彼らは言った2。「もしも我らが主*が私た

ちにご慈悲をかけて下さらず、私たちを

お赦しにならなければ、私たちは本当に

損失者の類いとなってしまいます」 。

150. ムーサー*は怒り、悲しみつつ、その民の

もとに戻って来た時3、 （こ う）言 っ た。

「私の （出発）後に、あなた方が務めた

我が代役の何と醜悪なことか。一体あな

た方は、自分たちの主*の定めを急いだの

か4 ?」 彼は碑板を投げ5、彼の兄 （ハール

ーン*) の頭をつかんで自分の方に引き寄

せた。彼 （ハールーン*) は言った。「我

が母の息子6よ、本当に民は私を軽んじ、

私を今にも殺さんばかりだったのだ。だ

から、私 （に対してあなたがすること）

ゆえに、敵を喜ばせたりしてはいけない。

そして私を、不正*者である民と一緒には

しないでくれ」 。

149.

己御
夢鋼3C4淡

©ん㈣

1 この 「後悔した」 は、直訳的には 「自分たちの手の中に落とされた」 という表現。後悔す

る者が、苦悩ゆえに自分の手に口をつけて嚙 （か）む様子が、その意味の由来とされる （ア

ッ =シャウカーニー2:352 参照)。

2 これはムーサー*がアッラー* との語らいを終え、シナイ山を降りて民のもとに帰ってきた

後のことである （アッ = タバリー5:3638-3639、ムヤッサル 168 頁参照)。

3 この 「怒りと悲しみ」 は、彼がアッラー*から、民がサーミリーによって不信仰に走ったこ

とを知らされたため （ムヤッサル 169 頁参照)。詳しくは、ター•ハー章 85 を参照。

4 この「定め」 には、「四十日間の約束 （雌牛章 51 「四十夜」 の訳注を参照)」「主*のお怒り」

「主*のご命令もないままに、仔牛の崇拝*へと急いだこと」 といった解釈がある （アル=

クルトウビー7:288 参照)。

5 イブン•カスィール*によれば、大半の学者は、ムーサー*が 「碑板を投げ」 たのは、民への

怒りゆえのことであったとしている（3:477 参照)。

6 ムーサー* とハールーン*の父母は、そもそも同一。この言い回しは、母親を前面に出すこ

とによって、より相手の同情を引くための修辞的表現であるとされる （アッ = タバリー

5:3645 参照)。
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彼（ムーサー*)は申し上げた。「我が主
*よ、私と我が兄をお赦し下さい。そして

私たちを、あなたのご慈悲の中にお入れ

下さい。あなたは慈悲深い者の中でも、

最も慈悲深いお方です」。1

151.

152. 本当に仔牛を（崇拝*の対象として）選ん

だ者たち、彼らには、彼らの主*からのお 9 一 >M

はずかし

怒りと、現世の生活における辱めが降り

かかろう。同様にわれら*は、（宗教にお

ける）捏造者たちに報いるのである。

G必滅妙、；4

153. そして悪行を犯し、それからその（悪行

の）後に悔悟して信仰する者たち、本当

にあなたの主*はその（悔悟の）後、（彼

らに対して）まさしく赦し深いお方、慈愛

深い*お方であられる。
ばん

納㈤がぶ154. ムーサー*の怒りが沈まると、彼は碑板を

(再び）手に取った。その写しには自分

たちの主*こそを恐れる者たちへの導き

と、ご慈悲がある。

155. そしてムーサー*はわれら*との約束の時

2のため、彼の民から七十人の（秀でた）

男たちを選んだ。そして彼らを激震が捕

らえた3時、彼（ムーサー*) は申し上げ

た。「我が主*よ、もしあなたがお望みな

らば、あなたは彼らと私を（これ）以前

ぬ

^i イスラーイールの子ら*のこの罪が招いた結果については、雌牛章 54 とその訳注を参照。
預言者*•使徒*の無謬（むびゅう）性については、同章36の訳注を参照。

2 彼らの内の愚か者が仔牛の件で犯した罪（アーヤ*148 以降参照）に関し、アッラー*

に悔悟するため、シナイ山に赴（おもむ）く「約束の時」のこと（ムヤッサル 169 頁

参照)。

3 一説に、この激震による罰の原因は、彼らがムーサー*に、雌牛章 55にあるような言葉を

言ったせいであり、これによって彼らは死んでしまったとされる（前掲書、同頁参照)。
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に、（皆）滅亡させられたずです1。一

体あなたは、私たちの内の愚か者たちが

したことゆえに、私たちを滅ぼされるの

ですか？ これは、あなたがそれによ

てあなたがお望みの者を迷わされ、あな

たがお望fの者をお導きになる、あなた

の試練に外なりません。あなたは私たち

の庇護者*です。ですから私たちをお赦し

になり、私たちにご慈悲をおかけ下さ

い。あなたは赦す者の内でも、最善のお

方です。

つ

156. また、私たちにこの現世において、善き

ものをお定め下さい。そして来世におい

ても2。本当に私たちは、あなたに悔悟し

たのですから」。かれ（アツラー*) は仰

せられた。「わが懲罰、われはそれで、

われが望む者を襲うのだ。そしてわが

慈悲は、あらゆるものに広く及んでいる。

われは（われを）畏れ*、浄財*3を払う者
みしるし

たち、われら*の御徴を信じるその者たち

に、それ（慈悲）を定めよう。

J57. (その者たちとは、）彼ら（啓典の民*)

が、自分たちのもとにあるトーラー*と

福音*の中に記されているのを見出すと

1 イスラーイールの子ら*の内、選り抜きの七十人が死んでしまったら、ムーサー*は残った

民のところへ戻って行った時、彼らに何と言い訳していいか分からなくなる。もし、これ

以前に民が全滅させられていたら、その方がむしろムーサー*にとってはましだったのであ

る（ムヤッサル 169頁参照)。

2 現世での「善きもの」とは、有益な知識、豊かな糧（かて）、正しい行い*など。来世にお

ける「善きもの」とは、アッラー*が正しい者*にご用意された褒美のこととされる（アッ

=サアディー305頁参照)。

3 この「浄財*」は、義務の浄財*とも、「心を清めること」とも、あるいは、その両方である

ともされる（イブン•カスイール 3:483 参照)。
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ころの、使徒*、文盲の預言者*1に従う者

たち。彼は、彼らに善事を命じて悪事を

禁じ2、善きものを合法として悪いものを

非合法とする3。また彼は、彼らの上にの

しかかっていた重課と枷を、彼らから取

り除いてくれる 4。彼を信仰し、敬い、援

助して、彼と共に下された光5に従う者た

ち、それらの者たちこそは、成功者なの

である」 。

(使徒*よ、）言ってやるがいい。「人々

よ、本当に私はあなた方全員への、アツ

ラー*の使徒*である6。（アツラー*は、）

かれにこそ諸天と大地の王権が属するお

方。かれのkに、崇拝*すべきものなどは

ない。生を与え、死を与えられる（お方）。

ならばアツラー* と、アツラー*とその御

言葉を信じるその使徒*、文盲の預言者 *

を信じ、彼に従うのだ。あなた方が導か

れるようにするために」 。

減 明

ぶg
な病卿織
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^
^

じ

^

158.

1 トーラー*と福音*の中でその特徴や使命について記されている、預言者*ムハンマド*のこ

と （ムヤッサル 170 頁参照)。雌牛章 129 「使徒*」 の訳注、戦列章 6 とその訳注も参照。

2 「善事を命じて悪事を禁じる」 については、イムラーン家章 104 の訳注を参照。

3 ここでの 「善きもの」 とは、本来合法であるにも関わらず、人々が勝手に非合法と見なして

いた物事であり、「悪いもの」 とは豚肉や利息*のように、そもそもアッラー*が禁じられたに

も関わらず、人々が合法としていた物事のことであるという（アッ=タバリー5:3663 参照)。

4 「重課」 と 「枷」 とは、イスラーイールの子ら *が結んだアッラー*との契約と、その中で

従うように命じられた厳しい決まりのこととされる。預言者*ムハンマド *は、「尿（にょう）

がかかった衣服はその部分を切り取ること」「戦利品*の非合法性」「月経中の妻と一緒に座

たり、 食べたり、寝たりすることなどの禁止」 といった過去の厳しい決まりを、合法化

した （アルニクルトウビー7:3◦◦参照)。

5 この「光」 とは、クルアーン

'
および預言者*のスンナ*のこと （ムヤッサル 170 頁参照)。

6 預言者*ムハンマド*は、それ以前の預言者*のように、特定の民に遣わされたのではない。
彼は、全人類への教えと共に到来した （アッ = タバリー5:3665 参照)。家畜章 19、識別章

1、サバア章 28 も参照。

ウ
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159. そしてムーサー*の民の中にも、真理に

(則り、それに）よって導き、それで正

義を行う一派がある。

ふ屯

160. また、われら *は彼ら （イスラーイールの

子ら *) を、十二支族の集団に分けた。そ

してムーサー*に対し、その民が彼に水を

乞うた時、われら *は 「あなたの杖で、そ

の石を叩くがよい」 と啓示した。すると

そこから十二の泉が湧き出た。（十二支族

の）全ての人々は、確かに自分たちの水

場を知った。また、われら *は雲々で彼ら

の上に日陰を作り、彼らのためにマンヌ

とウズラ1を下し （て、言っ）た。「われ

ら*があなた方に授けた、よきものを食べ

よ2」 。彼らがわれら *に不正*を働いたの

ではない。しかし彼らが、自分自身に不

正*を働いていたのである。

じ

^̂
ひ

\̂ =s=ij 七

�J、ブ 'k ûi

161. 彼らに、 （こう）言われた時のこと （を

思い起こすがよい）。「この町3に住み、

そこでどこからでも食べるがよい。そし

て 『 （私たちが望むのは、罪の）免除で

す』 と言って、身を低めつつ謹んで門に

入るのだ。（そうすれば）われら *は、あ
あやま

なた方の過ちを赦してやる。われら *は善

を尽くす者4たちには、更に（褒美を）上乗

せしてやろう」 。

1 「マンヌ」 と 「ウズラ」 に関しては、雌牛章 57 の訳注を参照。

2 これらはイスラーイールの子ら *が荒野にあった時、アツラー*から恵まれた恩恵の数々で

ある （イブン•カスィール 1:133 参照)。同様の描写がある、雌牛章 57-61 も参照。

3 「この町」 については、雌牛章 58 の訳注を参照。

4 「善を尽くす者」 については、蜜蜂章 128 の訳注を参照。
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162. すると彼らの内の不正*を働く者たち

は、御言葉を自分たちに言われたのでは

ないものと変えてしまった。そこでわれ

ら*は、彼らが不正*を働いていたゆえに、

彼らの上に天から（toという）制裁を送

たのだ。1

163. また（使徒*よ）、海に面していた町（の

人々）について、彼ら（ユダヤ教徒*) に

尋ねてみよ。彼らが、土曜（の安息）日

を破った時2。彼らの土曜（の安息）日に

は、彼らの魚群が彼らのもとに大挙して

水面までやって来たが、彼らが安息しな

い日には、それらが彼らのもとにやって

来なかった時のこと。そのようにわれら

ウ

こ

^
域ス4マ私

ほういつ

は彼

^
)を、彼らが放逸であったことゆえ

に試みたのである。

164. また、彼らの一派が（こう）言った時の

こと（を思い起こさせよ）。「なぜあな

た方は、アツラー*が（現世で）破滅さ

せるか、あるいは（来世において）厳し

い罰で罰されようとする民を戒めるの

か？」彼らは言った。「あなた方の主*

XxA

べんかい

に対する弁解ゆえ（、そうするのだ）。

彼らが（アツラー*を）畏れる*ようにす

るためである」。3

1 この話の詳細については、雌牛章 59の訳注を参照。

2 この出来事については、雌牛章 65の訳注も参照。

3 アーヤ*163の試練において、町の人々は三つの集団に分かれた。つまり、①魚を採って

安息日を破った者たち、②それを止めようとし、彼らから距離を置いた者たち、③安息

日を破りはしなかったが、それを破る者たちを止めなかった者たち。アーヤ*冒頭の言葉

は、この③の集団から、②の集団に向けて発せられたものである（イブン•カスィール

3:494 参照)。
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それで彼らが戒められた物事を忘れてし

まった時、われら*は悪を禁じる者たちを

救い出し、不正*を働いた者たちを、彼ら

が放逸であったことゆえに惨儋たる懲罰

で捕らえた。

そして彼らが禁じられたことに反抗した

時、われら *は彼らに言った。「惨めな猿

になってしまえ 1」 。

また （使徒*よ）、あなたのが彼ら （ユ
ダヤ教徒*) に対し、彼らに過酷な懲罰を

味わわせる者を、復活の日* まで必ずや送

(り続け）るということ2をお知らせにな

た時のこと （を、思い起こさせよ）。

本当にあなたの主*はまさしく 、即座に懲

罰を下されるお方3であり、本当にかれは

(悔悟する者に対して、）実に赦し深い

お方、慈愛深い*お方なのだ。

讲參功，私

1()5 .

166 .

ぶ!4

^
�

167.

ウ

またわれら *は地上において、彼ら （イス

ラーイールの子ら *) を数々の集団に分け

た。彼らの内には正しい者*たち4 もいれ

ば、そうではない者たちもいる。そして

われら *は彼らが （われら *に悔悟して）

立ち返るべく 、彼らを善きことと悪いこ

と5によって試練にかけたのである。

1 ()8 .

雌牛章 65 と食卓章 60 も参照。

2 「過酷な懲罰」 とは、屈辱 （くつじょく）や、ジズヤ*の徴収 （ちょうしゅう）などによる

もの。それは彼らがアッラー*のご命令と法に反抗し、禁じられた物事をごまかしつつ犯し

ていたためである （アルニカースイミー7:2893 参照)。

3 アッラー*に対する不信仰と不服従ゆえに、かれの懲罰が確定した者に対して、「即座に懲

罰を下されるお方」（ムヤッサル 172 頁参照)。

4 この「正しい者*たち」 とは彼らの内、預言者*ムハンマド *のことを知り、信じた者たち（ア

ル= クルトウビー7:310 参照)。

5 「善きこと」 とは豊作や健康、「悪いこと」 とは不作や困難のこと （前掲書、同頁参照)。

1
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169. そして彼らの後に、啓典を引き論いだ靈
かな後継者が到来した。彼らは現世のつ

まらぬ利益を（禁じられた手段で）手に

し、（こう）言う。「私たちは赦される

であろう」。また、もしそれと同様の（禁

じられた種類の）つまらぬ利益が彼らの

もとにやって来れば、彼らはそれを（反

省せずに）手にするのだ。一体彼らは、

アツラー*に対して真実しか語らない、と

の啓典の確約1を取られたのではなかった

か？ そして彼らは、その内容を学んだ

(上で、それに反した）のである。（ア

ツラー*を）畏れる*者にとっては、来世

の住まいがより善いのだ。一体あなた方

は、弁えないのか？

170 �1を

_
等し（それにBlとって行い）、

を遵守*した者たち、本当にわれら*は改

善者たちの褒美を、無駄にはしない。

御〇㈣取

^
#聯

與孤�浴域issrも•また、われら*が山を彼ら（イスラーイー

ルの子ら*)の上方に、まるで覆いかぶさ

る雲のように掲げ、彼らがそれが自分た

ちの上に落下して来るものと確信した時

のこと（を思い起こさせよ）2。（その時、

われら*は言った。）「われら*があなた

方に授けたものを、真摯に受け取る3がよ

い。そして（われら*を）畏れる*ベく、

その内容を心に刻み込むのだ」。

171.

1 彼らの啓典トーラー*に沿って行う、との確約（ムヤッサル 172 頁参照)。雌牛章 27の訳

注も参照。

2 同じ出来事の描写として、雌牛章 63、93も参照。

3「われら*があなたに授けたものを、真摯に受け取る」については雌牛章63の訳注を参照。
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そして（金fl*よ、）あなたの±*が、ア

ーダム*の子らの後背部から彼らの子孫

を取り出し、彼ら自身に対して（こう）

証言させた時のこと（を思い起こさせよ。

われらは言った）。「一体われは、あな

た方の主*ではないのか？」彼らは言っ

た。「その通りです。私たちは証言しま

した」。（それは、）あなた方が復活の

日*に「本当に私たちは、これに対して無

頓着な者だったのです」などと言わない

ようにするためである。1

172.

あるいは、あなた方が「私たちのご先祖

様こそが以前に（確約を破って）シルク*

173.

したがおか

を犯したのであり、私たちは彼ら（に従つ

ていただけ）の後の子孫なのです。なの
みずか

に、あなたは（シルク*によって自らの行

いを）無駄にする者たちがしたことゆえ

に、私たちを滅ぼされるのですか？」な

どと言わないようにするためである。

^
0そのようにわれら*は、御徴を詳らかに

するのだ。（それは、不信仰者*たちがそ

れを熟慮し、）彼らが（われら*に悔悟し

て、）立ち返るようにするためである。

174.

みしるし

(使徒*よ、）われら*がわれら*の御徴を

授けたものの、それを放棄し、シャイタ

ーン*に従わせられ、それで（不信仰へと）

175.

1 このアーヤ*の意味については、よく知られた二つの解釈がある：①「アーダム*の子らの

後背部からその子孫を取り出す」というのは、人類を世代から世代へと出現させることで、

「アツラー*こそが主*であるという証言」とは、彼らがそのことを示す根拠を提示されて、

それを認めること。②アツラー*は文字通り、アーダム*の後背部からその全ての子孫を粒

子の形でお出しになり、かれが彼らにとっての主であるとの証言をさせられた。しかしそ

の後、各人はその約束を忘れて生まれてくるため、それを想起させるベく使徒*たちが遣わ

されるのである、というもの（アツニシヤンキーテイー2:42-43参照)。
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逸脱した者のMしヽとなつた者の消息1を、

彼ら（あなたの民）に語って聞かせるが

いい0

浴“尨 �，176. そして、もしわれら*が望んだのであれ

ば、われら*はそれ（御徴）で彼（の位）

を上げてやっただろう。だが彼は（現世

という）地にしがみつき、自分の欲望に

従ったのだ。それで彼の様子は、犬の

様子のようである。あなたがそれを追い

立てても舌を出して喘いでいるし、放っ

たらかしにしても舌を出して喘いでい

る2。それは、われら*の御徴を嘘呼ばわ

りした民の様子のこと。ならば彼らが

熟考するように、その物語を語って聞

かせるのだ。

. われら*の御徴を嘘呼ばわりした民の様

子の、何と忌まわしいことか。彼らは自

分自身に、不正*を働いていたのである。

鱗 必 么177

178. 誰であろうとアツラー*がお導きにな
みちび

た者、それが導かれた者なのだ。そ

して誰であろうと、かれが迷わせ給うた

者、それらの者たちこそは損失者なので

ウ

ある0

W姻爲说妙
179. われら*は確かに、多くのジン*と人間を

地獄のために創った。彼らには理解する

ことのない心があり、見ることのない眼

1 これは、アッラー*の御徴について真実の知識を授けられたものの、その知識が高徳

と善行を命じ、高い地位を約束しているにも関わらず、啓典とそれが命じる高徳を
放棄し、最も卑（いや）しい位階に成り下がった者のたとえ（アッ=サァディー308
頁参照）。

2 これは、イスラーム*を熱心に勧（すす）めても、または放ったらかしにしても、結局は不
信仰であり続ける者のたとえ（ムヤッサル 173頁参照)。
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參4

^
5て

があり、聞くことのない耳がある 1。それ

らの者たちは家畜のよう。いや、彼らは

(それら）よりひどく迷っている2。それ

らの者たちこそは、 （信仰に）無頓着な

者たちなのだ。

アツラー*にこそ、美名は属する3。ならば、180.
き が ん

それによってかれに祈願するのだ。そし

て、かれの美名において （真理から）逸脱

する者4たちは、放っておくがいい。彼ら

はいずれ、自分たちが行っていた （悪）

事の応報を受けることになるのだから。

181. われら *が創ったものの内には真理によ

て導き、それによって正義を行う共同

体がある。

182. また、われら *の御徴を嘘呼ばわりした者

たち、われら*は彼らを、彼らが知らない所

から徐々に （破滅へと）導いて行こう。5

つ

參5却

1 この表現は、これらの器官の感覚機能を否定しているのではない。心を （本来の使い方に

おいて）役立てられず、（来世での）褒美も分からず、懲罰も怖れないために 「理解するこ

とがない」 とし、導きを 「見ること」 がなく 、訓戒を 「聞くことがない」 としているので

ある （アル=クルトウビー7:324 参照)。家畜章 50、雷鳴章 16、フード*章 20、24 とそ

の訳注も参照。

2 家畜でさえ、自分への害悪を見極 （みきわ）め、その飼い主に従うのに、彼らはそれとは

正反対であることのたとえ （ムヤッサル 174 頁参照)。

3 預言者*ムハンマド *は仰った。「アッラー*には九十九の美名がある。それを数え上げた者

は、天国に入るであろう」（アル=ブハーリー6410 参照)。しかし実際のところ、アッラ

一*の美名は九十九という数に限定されないとされる （イブン•カスイール 3:515 参照)。

4 「かれの美名において…逸脱する」 とは、アッラー*の美名を改変したり、勝手に創ったり

すること （ムヤッサル 174 頁参照)。当時のマッカ *の不信仰者*たちは、アッラー*の美名

に手を加え、彼らの偶像に 「アッラート （『アッラー*』 を女性形に改変したもの)」とか「ア

ル= ウ ッ ザ ー （『アル=ア ズ イ ー ズ』 （偉力ならびない*お方)”の女性形)」 などという名称

をつけていた （イブン•カスイール 3:516 参照)。星章 19 と、その訳注も参照。

5 「知らない所から徐々に （破滅へと）導いて行く」 ことの具体例については、家畜章 44

を参照。
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183. そしてわれら*は彼らに、M李を与えてお
くのだ。本当にわが策略 1は、手堅いのだ

から。

一体、彼らは熟考しなかったのか？ 彼

らの仲間（ムハンマド*) には、憑き物な

ど

_
いてはいない2。彼は明白なる-告者

に外ならないのだ。

185. また、一体彼らは、諸天と大地の絶対なる

王権と、（そこに）アツラー*がお創りに

なったものを見ないのか？ そして彼ら

の（死の）期限が、確かに迫ってしまった

かもしれないことを？ ならば、それ（ク

ルアーン*の警告）を差しおいて、彼らは

一体いかなる話を信じるというのか？

翕

^̂
184.

參4

^
@<3メふ

“^
186. 誰であろうとアッラー*が迷わせ給うた

者、彼にはいかなる導き手もない。かれ

は、彼らが彷徨うまま、そのひどい放埒さ

の中に彼らを放ったらかしにされる。

(使徒*よ、）彼ら（マッカ*の不信仰者*)

は復活の日*について、その到来がいつな

のか、あなたに尋ねる。言ってやるがい

い。「その知識は、我が主*の御許にこそ

ある。その（到来する）時期にそれを露わ

にされるのは、かれのみなのだ。それは

諸天と大地（の住人たち）に重い3。それ

は突然にしか、あなた方のもとにやって

来ることがないのだ」。彼らはまるで、

參5 O10J

^
===

^̂
J

187.

1 彼らに猶予を与えておくことにおける、アッラー*の「策略」については、イムラーン家章
178を参照。

2「憑かれた者」については、アル=ヒジュル章 6の訳注を参照。

3 復活の�*が到来する時期に関する知識は、かれ以外の誰にも知り得るものではない、とい
うこと（ムヤッサル 174 頁参照)。
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あなたがそれ(を知ること）.な者1で

あるかのように、あなたに尋ねる。言っ

てやれ。「その知識は、アツラー*の御許

にこそある。しかし人々の大半は、 （そ

のことが）分からないのだ」 。

(使徒*よ、）言うがよい。「私は自分自

身に対し、アツラー*がお望みになったも

のの外、益 （する力）も害 （する力）も

有してはいない。そして、もし私が不可視

の世界*を知っていたら、善いことを増や

(すことばかり）しただろうし、私に悪

が降りかかることもなかっただろう2。私

は、信仰する民に警告を告げる者、吉報を

伝える者3に過ぎないのである」 。

189. かれ （アツラー*) はあなた方を一人の者

(アーダム*) からお創りになり、彼がそ

こへと安らぐべく 、彼自身からその妻（ハ
ウワーウ *) を創造されたお方。彼が彼女
4に覆いかぶさった時5、彼女は軽い荷6を

宿し、それを身ごもり続けた。そして （お

腹が）重くなった時、二人は彼らの主*ア

ッラー*に （こう）祈ったのだ0 「もしも、

ぶ骑尨U

188.

1 つまり躍起さゆえに、その知識に到達した者、という意味 （イブン•アーシュール 9:204

参照)。

2 預言者*は、アッラー*から教わること以外、不可視の世界*について知ることがない （イブ

ン•カスィール 3:523 参照)。イムラーン家章 179、家畜章 50 とその訳注、ジン*章 26-27

も参照。

3 「警告を告げる者」「吉報を伝える者」 については、雌牛章 119 の訳注を参照。

4 この 「彼」 と 「彼女」 は、アーダム* とハウワーウ *の子孫である非特定の夫婦を指す、と

いうのが大半の解釈学者らの見解とされる （ムヤッサル 175 頁参照)。

5 つまり、性交のこと （前掲書、同頁参照)。

6 「軽い荷」 とは、精液のこと （前掲書、同頁参照)。
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あなたが私たちに正しい者1をお授け下さ
かなら

たならば、私たちは必ずや感謝する者

となりましよう」。

つ

は、;
190. そして、かれが二人に正しい者を授けら

れた時、彼らはかれが自分たちに授けて

下さったものにおいて、かれに（かれの

崇拝*における）同位者たちを設けた2。か
れは、彼らが（アツラー*の崇拝*におい

て）シルク*を犯しているものから（無縁

で）、遥か高遠なお方であられる。

一体彼らは、それら（自身）が創られる

ものであって、何一つ創造することもな

いようなものを、（崇拝*においてアツラ

一*と）並べるというのか？

192. それらは彼らへの援助も出来ないどころ

か、自分自身すら救えないというのに。

193. そして（シルクの徒よ、）もしあなた方

がそれら（アツラーの崇拝において同位

者としているもの）を導きへと招いたと

ころで、それらがあなた方に従うことは

ない。あなた方がそれらを招こうが、沈黙

していようが、あなた方にとっては同じ

ことなのである。

191.

194. 本当に、あなた方がアツラー*を差しおい

て祈っているものは、あなた方同様（ア

ツラー*)の僕たちなのだ。ならば、それ

らを呼び、あなた方に応えさせてみるが

いい。もし、あなた方が本当のことを言

ているのならば。

1 この「正しい者」とは、健全な子供ということ（ムヤッサル 175 頁参照)。
2 つまり、その子供を誕生させ、恵んで下さったのは、誰ならぬアッラー*であるにも関わら

ず、その子供をアッラー*以外のものの僕（しもべ）とした（アッ=サァディー311 頁参照)。
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み
、泳、195. 一体それらには、歩く足があるというの

か？ いや、一体それらには、制する手

があるというのか？ いや、一体それら

には、見る（ことの出来る）眼があると

いうのか？ いや、一体それらには、聞

く（ことの出来る）耳があるのか？

(使徒*よ、）言ってやるのだ。「あなた

方（がアツラー*) の同位者（としている

もの）たちに、祈るがいい。それから私

に対して（災いが降りかかるよう）、策謀

してみよ。私には、猶予を与えてくれな

くてもいい。

• 本当に私の庇護者*は、啓典（クルア

ーン *)を下されたアツラー*なのだか

ら。かれは、正しい者*たちを庇護し

て下さる。

芯J忍滋！41 9 6

197. そして（シルク*の徒よ）、あなた方がか

れを差しおいて祈っている者たちは、あ

なた方を援助できず、自分自身すら救え

ない0

成て

參む

^
ら

^
また、もしあなた方がそれらを導きへと

招こうとも、それらは聞きはしない。そ

して（使徒*よ、）あなたは、それらが自

分の方を見ていると思うだけ。それらは、

見てなどいないのだが。

(�言#*よ、）あなた1はi富を身につ

198.

199.
あらそ

け、善事2を命じ、無知な者たち（との争

い）から遠ざかれ。

1 この「あなた」については、雌牛章 12◦の訳注を参照。以下、同様の表現の際にも、同訳

注を参照。

2「善事」については、イムラーン家章 104の訳注を参照。



7.高壁章

そして、もしシャイターン*からの一突き

があなたを

_
くようなことがあれば1、ア

ッラー*にご加護ををうのだ。かれこそは

よくお聴きになられるお方、全知者であ

られるのだから。

200.

以

^
;4

^
鱗綱201. 本当に（アツラー*を）畏れる*者たちとは、

シャイターン*の内の徘徊者が自分たちに

触れた時、 （アツラー*への服従と悔悟の

義務を）思い出すのである。するとどうで

あろう、彼らは開眼した者となるのだ2。

そして、彼ら （ジン*のシャイターン*) の202.
どうほう

同胞 （である、人間のシャイターン*) 。彼

ら （ジン*のシャイターン*) は、逸脱にお

いて彼ら （人間のシャイターン*) を助長す

るのであり、抜かりがない3。

また （使徒*よ）、あなたが彼ら （シルク*

の徒）に御徴を持って来なければ、彼らは

言う。「どうして、それを選ばないのか？4」
しゅ けいじ

言ってやるのだ。「私は、我が主*から啓示
したが

されるものに従っているだけ。これ （クル
しゅ かいげん

アーン*) はあなた方の主*からの開眼5、

き、信仰する民へのご慈悲なのだ」 。

203.

みちび

導

1 つまり、シャイターン*に怒りを煽（あお）られたり、その悪の囁（ささや）きを感じたり、

善の妨害と悪への扇動 （せんどう）に出くわしたりすること （ムヤッサル 176 頁参照)。

2 つまり誤 （あやま）りとシャイターン*の策謀を見極 （みきわ）め、それを避 （さ）け、そ

こにおいてシャイターン*に従わない （アル=バイダーウィー3:85 参照)。

3 ジン*のシャイターン*は彼らを逸脱させるのに抜かりなく 、人間のシャイターン* も彼らに

従うことに抜かりない （ムヤッサル 176 頁参照)。

4 つまり、「クルアーシ*のアーヤ*を捏造 （ねつぞう）してみよ」 ということ。時に啓示は遅

れることがあり、不信仰者*たちはこのように挑発したのだという。また一説には、「アッ

ラー*に頼んで、自分が選んだ奇跡を叶 （かな）えてもらえ」 という意味 （イブン•ジュザ

イ 1:335 参照)。

5 「開眼」 については、家畜章 104 の訳注を参照。
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204 クルアーシ*が読まれたら、あなた方が
かたむ

慈しまれるよう、それに耳を傾け、傾

Wせょ。

20、ぅ. また（使徒*よ、）朝に夕に自分の内で1、

謹んで怖れながら、声を上げ（過ぎ）る

ことなく、あなたの主*を念じるのだ。そ

して、（アツラー*の唱念に）無頓着な

者の類いであってはならない。

：06. 本当にあなたの主*の御許に侍る者たち2

は、かれを崇拝*することにおいて奢り高

ぶることなく、かれを称え*、かれのみに

サジダ*するのだ。

1

^
;�萄爲

1 「自分の内で」とは、「舌を動かすことなぐ心で」あるいは「舌を動かしつつも、密かに」
ということ。後者の解釈の場合、「声を上げ（過ぎ）ることなく」という部分は、その念じ
方の説明となるが、前者の場合、「声を上げ（過ぎ）ることなく」という部分は、別の念じ
方における状況を表すことになる（イブン•ジュサイ 1:336参照)。

2 天使*のこと（ムヤッサル 176頁参照)。
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第8章

戦利品*章 （アル=アンファール)

じ あ い

慈悲あまねく *慈愛深き*

アツラー*の御名において

(預言者*よ、）彼らは戦利品*について、あ

なたに尋ねる2。言うのだ。「戦利品*はアツ

ラー* と使徒*のもの3。ならばアツラー*を畏

れ

'
あなた方の間の状態を正し、アツラー

*とその使徒*に従うのだ。もし、あなた方

が信仰者であるというならば」 。

0 忍

ほ か

(真の）信仰者たちとは外でもなく 、アツ2.
お の の

ラー* (のこと）が言及されればその心が慄
み し る し

き 4、その御徴 （アーヤ*) が彼らに読誦さ

れれば、それが彼らに （更なる）信仰心を上

乗せする者たち。そして彼らの主*にのみ、

全てを委ねる*者たちのことである。
れ V

(彼らは）礼拝を遵守* し、われら *が彼ら

に授けたものから （施しのために）費やす5

者たち。

3.

1 マディーナ*啓示 （一部アーヤ*には、マッカ*啓示説もあり）。スーラ*名は、このスーラ*

のみに繰り返し登場する 「戦利品* (アンファール)」 という語に由来。ムスリム*たちはマ

ディーナ*移住*後に初めて、敵対する不信仰者* との戦いを許された。物質的な戦力におい

て圧倒的に劣るマディーナ*のムスリム*軍が、バドルの戦い* (ヒジュラ暦1年）で不信

仰者*からなるマッカ*軍に初の軍事的大勝利を収めた出来事を背景に、アッラー* とその使

徒*への絶対的信頼と服従の義務、イスラーム*に敵対する者たちへの警告、軍事上の様々

な法規定などが描写される。また最後は、不信仰者*どうしがそうであるのと同様、信仰者

どうしは出自や出身地の別なく盟友であることが強調されている。

2 ムスリム*共同体における初の戦利品*の分配について、一部の教友*間で意見の相違が生じ

た。それで彼らは預言者*に、質問したのである （アッ=サァディー315 頁参照)。

3 戦利品*は、預言者*ムハンマド*がアッラー*のご命令によって分配するのであり、彼以外

の者が口出しすることではない （ムヤッサル 177 頁参照)。

4 集団章 23 の訳注も参照。

5 この意味については、雌牛章 3 の訳注を参照。
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ン，パをそれらの者たちこす、寿$信仰者であるふ
彼らにこそ、その主*の御許での （高い）位

とお赦し、貴い糧1があるのだ。

(余言#*よ、

_
4a*の件は、）あなたのM

*が、あなたを真理と共に、あなたの家 （マ
ディーナ*) から出発させられたのと同様で

あった。実に信仰者たちの一派は、（出征を）

まさしく嫌がる者たちだったのだが。2

4.

⑽ 钟滅i
5.

ぼし；

^
却一M

②述声一賜G

6. 彼らは真理3において、それが明らかになっ

た後、あなたと議論する。彼らはまるで（死

を）眼前にしながら、死へと連れて行かれ

る者たちのようである。

. (議論する者たちよ）、アツラー*があなた

方に、二派4のいずれか （に対する勝利）を

お約束になった時のこと （を思い出すがよ

い）。あなた方は武装している者たちでは

ない方 （隊商）が、自分たちのものとなる

ことを望んでいた。そしてアツラー*はその

御言葉5によって真理を確立させ、不信仰者*

たちを一人残さず根こそぎにされることを

お望みなのである。6

'じ
!

^
ふ=»—)ン'5

j

^
==

^
)ouj

^
6\0j

^
J

^
====J

i 「貴い糧」とはここでは、天国のことを指していると言われる （ムヤッサル 177 頁参照)。

2 ア ッ ラ ー*は預言者*に、クライシュ族*の隊商を襲撃 （し ゅ う げ き）す べ く 出 征 す る よ う 、
啓示によって命じられた （前掲書、同頁参照)。そして一部のムスリム*たちはそれを嫌が

たが、このことは結局、ムスリム*たちの大辨利という結果につながる。同様に戦利品*

の件は、当初は一部の者に不満があったものの、結局は公平な分配によって決着した、と
いうこと （アル=バイダーウィー3:89 参照)。

3 ここでの 「真理」 は、戦いのことであると言われる （ムヤッサル 177 頁参照)。

4 一方は、戦いの必要もないほど軽装備な隊商で、 もう一方は隊商を守るために出動してき
たマッカ*軍のこと （アッ = タバリー5:3775 参照)。

5 この「御言葉」は、戦いのご命令、あるいは勝利のお約束のこと （アル=バガウィー2:272 参照)。

6 アッラー*は、ムスリム*たちが武装したマッカ*軍と戦い、ムスリム*たちとその宗教が勝
利し、確立することをお望みになっている、ということ （イブン•カスィール 4:16 参照)。

つ
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真理を確立させ、虚妄1を無に帰させるため(、

アツラー*はそのようにされる）。たとえ罪悪

者たちが、 （それを）嫌がったとしても。

8.

9. あなた方が （敵への勝利に関して）自分た

ちの主*にご助力を求め、かれがあなた方に

(こう仰せられつつ、）応えられた時のこ

と （を思い出すのだ）。「実にわれは、次々

とやって来る千の天使*によって、あなた方

を増強する者である」 。2

5#A^Plyd

10. そしてアツラー*がそうされたのは、（あな

た方の勝利への）吉報とし、それによって

あなた方の心が安らぎを得るために外な

らなかった。勝利は、アツラー*の御許から

のみ。本当にアツラー*は偉力ならびない*

お方、英知あふれる *お方なのだから。

11. かれがその御許から平安として、あなた方

をまどろみで包まれ、天からあなた方の上

に（雨）水をお降らしになった時のこと（を

思い出すがよい）。それはあなた方 （の外

面な汚れ）をそれで清め、あなた方 （の内

面）からシャイターン*の汚れ3を取り除き、

あなた方の心を （忍耐*で）繫ぎとめ4、そ

れによってあなた方の足元を確固とする

ためであった5。

1 ここでの 「真理」 とはイスラーム* とその信徒、「虚妄」 はシルク *とその民のこと （ムヤッ

サル 177 頁参照)。 ,
2 イムラーン家章 124-125 と、その訳注も参照。

3 この 「汚れ」 は、シャイターン*の曝 （ささや）きのこととされる （前掲書 178 頁参照)。

4 「心を繫ぎとめる」とは、堅固さと揺るぎのなさが備わること（イブン•アーシュール 9:280 参照)。

5 バドルではマッカ*軍が先に水場を確保してしまい、それによってムスリム*たちは喉 （の
ど）の渴きを癒 （いや）すことも出来ず、礼拝の際の清めも叶わない状態となった。一部

の者たちは先行きが心配になったが、雨が降ったことにより問題は解決し、両軍の間にあ

た砂丘も雨によって固まった （イブン•カスイール 4:23 参照)。ウ
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(預言者*よ、）あなたの主*が天使*たちに、

(こう）お伝えになった時のこと（を思い起

こさせるのだ）。「われはあなた方と共にあ

12.

け ん ご

る。ならば信仰する者たちを、堅固にするの

だ——われは、不信仰に陥った者*たちの心

に恐怖を投げ込もう——〇そして（信仰者た

ちよ、）彼らの首を打ち、彼らの指の節々す

ベてを断ち切ってやる1がよい」。

辦ぷ沾?游じ威—それというのも、彼らがアツラー*とその

使徒*に反していたからなのである。そして

誰であろうと、アツラー*とその使徒*に反

する者しアツラー*はその者を罰される）、

というのも、実にかれは厳しい懲罰を与え

られるお方なのだから。

それ（が、懲罰）である。ならば、それを

(現世で）味わうがよい。そして予信仰者
*たちにこそは（来世において）、業火の罰

があるのだ。

13.

oi^==^,c^j14.

② マ jS}y
15. 信仰する者たちよ、進軍中に不信仰に陥っ

た者*たちと出遭ったならば、彼らに背を見

せるのではない。

料㈣如㊈鎖、そして、その日彼らに背を向ける者は誰で

も、戦闘（f おける策謀）のために（一旦

戦線から）脱けたり、あるいは（味方の別
へんにゆう

の）一団に編、入したりするためでない限

り、確かにアツラー*からのお怒りと共に戻

つた2ことになるのである。そしてその住処

は、地獄である。その行き先は、何と醜悪

であろうか。

16. ゲJ

1 「指を断ち切る」のは、武器を使えないようにするため（イブン•アーシュール 9:283参照)。

2「アツラー*のお怒りと共に戻った」については、雌牛章 61の訳注を参照。



5j

^
-A8.戦利品章

a球

^
和

念

^̂^

17. ならば（信仰者たちよ）、あなた方が（自

分たちの力で）彼らを殺したのではなく、

アツラー*が彼らを殺されたのである。ま

た（使徒*よ、）あなたが投げた時、（実

は）あなたが投げたのではなく、アツラ

一*が投げ給うたのだ1。そして（アツラ

一*がそうされたのは、）かれがそれによ

て、信仰者たちをよき試練におかけに

なるためであった2。本当にアツラー*は

よくお聞きになるお方、全知者であられ

るのだから。

それ（は、アツラー*によるもの）である0

そしてアツラー*こそは、不信仰者*たちの

策略を脆いものとされるお方なのだ。

(不信仰者*たちよ、）もし、あなた方が裁決

を求める3のなら、裁決は確かにあなた方の

もとに到来した。また、もしあなた方が（不

信仰と、ムスリム*との戦いを）やめるのな

ら、それがあなた方にとってより善いので

ある。そして（ムスリムとの戦いに）戻る

というなら、われら*も（あなた方に再び

敗北をもたらすべく）戻って来よう。また、

つ

參ん兵==Jてダ

^
6

^
318.

ぉてふ公:

^Jj L)Jし

19.

ここで預言者*が投げたのは、敵軍に向かって投げた砂粒である、とされる。アツラー*は
それを敵軍まで到達させて命中させ、彼ら全員の戦力をお下げになった（イブン•カスィー

ル 4:30参照)〇

2 アッラー*がお望みなら、戦いなしに•ムスリム*たちを勝利させることもお出来である。し
かしそれは、彼らが戦いによってより高い位に到達し、大きな褒美（ほうび）を得るため

の試練だったのだ（アツ=サアディー317頁参照)。

3 この「裁決を求める」とは、決戦前にマッカ*軍の指揮官アブー•ジャハル*が口にした、「ア
ッラー*よ、近親との絆（きずな）を断ち切ってばかりいて、我々の知らないものを我々に
もたらした者たちを今朝、滅ぼして下さい！」という祈りのことである、と言われる（ア
ル=ハーキム 2:389参照)。

1
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あなた方の集団など、あなた方にとって何

の役にも立たないのである。たとえ、それ

が多勢であろうと（、同じこと）。本当に

アツラー*は（そのご援助によって）、信仰

者と共にあられるのだ。

信仰する者たちよ、アツラー*とその使徒

*に従え。そして（クルアーン*を）聞い

ているのに、彼（使徒*) に背いてはなら

ない1。

触
20.

21. また、聞いてなどいないのに、「私たちは

聞きました」と言う者たち2のようになって

はならない。

22 本当にアツラー*の御許で、地上を歩く生き

物の内でも最悪のものとは、弁えることの

ない聾と�3たちのことなのである。

-：；：-

も令二勝々，、減23. もしアツラー*が彼らの内に善いこと4があ

るのをご存知だったなら、彼らにお聞かせ

になった5であろう。そして、たとえお聞か
ひるがえ

せになったとしても、彼らは身を翻して

背を向けるのがおちなのだ。

2-1. 信仰する者たちよ、アツラー*と使徒*に応

えよ、彼（&徒*) があなた方を生かす物

1 使徒*に背くことは、アッラー*に背くことに等しい。婦人章 80も参照（イブン•アーシュ

ール 9:303参照)〇

2 クルアーン*を「ちゃんと耳で聞いている*」と言いながらも、それを熟慮（じゅくりよ）し

ないシルク*の徒や偽信者*たちのこと（ムヤッサル 179頁参照)。

3 この「聾」と「�」については、雌牛章 18の訳注を参照。

4 「善いこと」とは、幸福な運命、あるいはアーヤ*から益を得ること（アル=バイダーウィ

一3:98 参照)。

5 クルアーン*の訓戒と教示をお聞かせになり、アッラー*のお話を理解させられたであろう、

ということ（ムヤッサル 179頁参照)。
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事1へと呼びかけた時には2。そしてアツラ

一*が人とその心の間を遮られること3を、

また、あなた方がかれの御許にこそ召集

されるということを知れ。

^oUJ'-O-Ux

そして（信仰者たちよ、）決して、あなた

方の内の不正*者たちだけに降りかかるわ

けではない試練から、身を守るのだ4。そし

て、アツラー*が厳しく懲罰されるお方で

あることを知れ。

25.

©6ぬ;

^
滅

26. また、あなた方が地上（マッカ*) において

無勢で、抑圧された者たちであり、人々が

あなた方のことを攫ってしまうことを怖れ

ていた時のことを思い出すがよい。それか

ら、かれ（アッラー*) はあなた方が感謝す

るようにと、あなた方を（マディーナ*に）

住まわせ、そのご援助によって（バドルの

戦い*で）あなた方を支えられ、あなた方に

善きものの内からお恵みになったのだ。

信仰する者たちよ、アッラー*と使徒*を裏

切ってはならない。そして（それを守る

義務を）知りつつ、あなた方の信託5を裏切

つてもならない。

5pS\j^\ \y^\p^3晦:
© ^===c^

27.

1 「生かす物事」の解釈には諸説あるが、アル=クルトウビー*によると多くの学者は「服従

行為、及びクルアーン*が命じ、禁じることの遵守（じゅんしゅ）のこと。というのも、そ

こには永遠の生と恩恵があるからである」としている（7:389参照)。

2 この言い回しは、アッラー*とその使徒*が招くものは全て「生かす物事」であることを意

味し、またそこにおける利益と英知を説明している（アッ=サアディー318 頁参照)。ア
ーヤ*20の訳注も参照。

3 アッラー*こそは全ての物事をご自由に操（あ夕つ）られるお方で、人間を、その心が望む

ものから遮ることもお出来になるお方である（ムヤッサル 179頁参照)。

4 正しい者*でも、不正*者たちと共にあり、その能力があるにも関わらず彼らの不正を正さ

ないならば、彼らと同じ試練に晒（さら）されることを意味する（前掲書、同頁参照)。

5「信託」については、婦人章 58、部族連合章 72の訳注を参照。
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4 鱗そして （信仰者たちよ）、知るのだ。あな

た方の財産と、あなた方の子供は試練1であ

り、アツラー*の御許にこそ偉大な褒美があ

るということを。

28.

�a \yc3^\\p\̂信仰する者たちよ、もしあなた方がアツラ

一*を畏れる*ならば、かれはあなた方に（真

理と虚妄との）識別2をお授けになり、あな

た方のためにその悪行を帳消しにされ、あ

なた方をお赦し下さる。アツラー*は、偉大

な恩寵の主であられる。

. そして （使徒*よ、）不信仰に陥った者*た

ちがあなたを拘束したり、殺害したり、（故

郷から）追放したりするために策謀してい

た時のこと （を思い起こさせよ）。彼らは

策謀し、アツラー* も策謀し給う3。アツラ

一*は、策謀する者の内でも最善のお方であ

られるのだ。

31. われら *の御徴 （アーヤ*) が彼らに読誦さ

29.

�;IAMJ與i、
30

が ん め い

れれば、彼らは （無知と頑迷さから、こう）

言った。「 （これは以前にも、）確かに聞

いたことがあるぞ。もしその気になれば、

私たちはこれと同じようなものを語った
と ぎ ば な し

であろう。これは、昔の人々のお伽話に外

ならないのだ」 。4

1 財産や子供は、人がそれゆえにアッラー*に感謝し、そこにおいてアッラー*に服従するか、

あるいはそれゆえにアッラー*への服従をおろそかにしてしまうかどうかの、試練である

(ムヤッサル 180 頁参照)。

2 現世と来世における活路、救い、勝利、といった解釈もある（イブン•カスィール 4:43 参照)。

3 「アッラー*の策謀」 とは、彼らが気づきもしないような形で、彼らの策謀に対して罰で報

われること （アル=クルトウビー7:397 参照)。同様の表現法の説明として、雌牛章 15 の
訳注も参照。

4 アッラー*はクルアーン*と同様のものを作ってみるよう仰せられたが、彼らにはそれが叶

わなかった （アッニサァディー320 頁参照)。雌牛章 23、ユーヌス*章 38、フード *章 13、
夜の旅章 88、山章 33-34 も参照。
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32. 彼らが、 （こう）言った時のこと （を思い

起こさせるがよい）。「アツラー*よ、もし

これが本当にあなたの御許からの真実で

あるなら、天から私たちの上に石をお降ら

しになるか、あるいは私たちに痛ましい懲

罰をお与え下さい」 。1

33. そして （使徒*よ、）アツラー*はあなたが

彼らの中にいる限り、彼らを罰されない。

またアツラー*は、彼らが （罪の）お赦しを

乞う限りは、彼らを罰されたりするお方で

はないのだ。

パ;; ル

ふん

^
⑽卽 加34. どうしてアツラー*が、彼らを罰されないだ

ろうか？ 彼らは （信仰者たちを）ハラー

ム•マスジド*から阻んでおり、その後見人

でもないというのに？ その後見人とは、

敬虔な*者たち以外にはないのである2。だ

が彼らの大半は、 （それを）知らない。

。じi
'

\>jij

35. 聖殿（ハラーム•マスジド*) における彼ら
れ い は い く ち ぶ え て び よ う し

の礼拝は、口笛と手拍子以外の何ものでも
お か

なかった3。ならば、あなた方が不信仰を犯
ち よ う ば つ

していたことゆえ、懲罰を味わうがよい。

1 不信仰者* らは、その無知さ、頑迷さから、懲罰を早く下してみよ、と求めたものだった。
家畜章 57-58、ユーヌス*章 50、フード*章 8、雷鳴章 6、夜の旅章 92、巡礼*章 47、蜘蛛

章 53-54、サード章 16、相談章 18、階段章 1-2 なども参照。

2 「後見人」 とは、ハラーム•マスジド*にふさわしい者たち （雌牛章 217、悔悟章 17-18 も

参照）のこと （イブン•カスィール 4 : 51 参照)。尚、「ハラーム•マスジド*の後見人」 で
はなく 、「アッラー*と親密な者たち」（ユーヌス*章 62 の訳注を参照）という解釈もある

(ムヤッサル 181 頁参照)。

3 この様子は、「ある種の人々が裸で、このようにしてタワーフ* していたこと （高壁章 28
とその訳注も参照)」「そのようなことをして、預言者*の礼拝を妨害していたこと （詳細に

された章 26 とその訳注も参照)」「信仰者たちを嘲笑していたこと」 を表している、とい
った解釈がある （イブン•カスィール 4:52 参照)。
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36. 本当に不信仰に陥った者*たちは
％

^
ッラ

一*の道を阻gベく、彼らの財産を費やす。

彼らはそれを費やすであろう。やがてそれ

は彼らにとっての悲痛となり、それから彼

らは打ち負かされるのだ。そして不信仰だ

った者*たちは、地獄へと召集させられる

のである。1

(それは）アツラー*が善いものから悪いも

のを分別され2、悪いものを互いに積み上げ

てそれをまとめて重ねられ、そしてそれを

地獄へと放り込まれるためなのだ。そのよ

うな者たちこそ、損失者なのである。

(使徒*よ、）不信仰に陥った者*たちに、

(こう）言ってやれ。もし彼らが（不信仰

と、信仰者たちとの戦いを）やめるならば、

既に過ぎ去ったこと（の罪）は彼らに赦さ

れよう。そして、もし彼らが（バドルの戦

い*の後、再びムスリム*たちとの戦いに）戻

て来るならば（、われら*は彼らに報復し

よう）、確かに昔の人 （々に対するアツラ

一*) の摂理3は先んじたのだから。

37.

ド

^^
}

' 翕ふ

^$3^ い **

38.

O

39. また、試練4がなくなり、宗教が全てアツラ

一*のものとなるまで5、彼らと戦うのだ。

1 このアーヤ^は一説に、バドルの戦い*での敗戦の雪辱を果たすべく、再戦に向けて大金を

費やしたアブー•スフヤーン*に関して下ったとされる。しかしアーヤ*の意味は、同様の状

態にある全ての不信仰者*に当てはまるものである（イブン •カスィール 4:53参照)。

2「善いもの」とは信仰者、よい行い、よい施しのことで、「悪いもの」とは不信仰者

'
悪

い行い、悪い施しのこと（アル ==バガウィー2:292参照)。

3 使徒‘を嘘つき呼ばわりし、不信仰において頑迷であり続けた者たちには、アッラー*の懲

罰が下るという摂理のこと（イブン•カスィール 4:55参照)。 ^
4 ここでの「試練」とは、シルク*と、イスラーム*への妨害のこと（ムヤッサル 181頁参照)。

5 宗教、服従行為、崇拝*行為がアッラー*のみに捧げられるようになるまで、という意味（前

掲書、同頁参照)。
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そしてもし彼らが止めるのであれば （、ア

ツラー*は彼らに報われよう）、本当にアツ

ラー*は彼らの行うことをよくご覧になる

お方なのだから。

i\ \

^
そして、もし彼らが （あなた方信仰者の呼び

かけに）背を向けたのであれば、アツラー*

があなた方の庇護者 *であることを知るの

だ。（アツラー*という）その庇護者*は何と

素晴らしいことか、そして （アツラー*とい

う）その援助者は何と素晴らしいことか。

• また、あなた方が戦利品*として得たいかな

るものも、その五分の一1はアツラー* と

使徒*2、その近親3、孤児、貧者*、旅路 （で

苦境）にある者に属することを知るのだ。

もし、あなた方がアツラー*と、識別の日4、

両陣営が会した日に、われら *がわれら *の

僕 （ムハンマド*) に下したもの5を信じる

のであれば （、そうせよ）。アツラー*は、

全てのことがお出来になるお方である。

40.

©城タル

41

砂

41H 忍。Jd

. あなた方が谷の （マデイーナ*から見て）

最寄り側に、そして彼らが谷の最も遠い側

\ 2

た い し よ う

にあり、隊商があなた方よりも下方6に位

置していた時のこと （を思い出すのだ）。

1 戦利品*の五分の四は、戦闘に参加した兵士に分配される （ムヤッサル 182 頁参照)。

2 アッラー*とその使徒*の割り当て分は、ムスリム*の一般的な福利のために費やされる （前

掲書、同頁参照)。

3 預言者*ムハンマド*の家系である、ハーシム族とムッタリブ族のこと。彼らは施（ほどこ）

しを受け取ることが禁じられているので、これがその代わりなのだともされる （前掲書、
同頁参照)。

4 「識別の日」 とは、真理と虚妄の明暗が鮮明にされたバドルの、戈い*の日のこと （前掲書、
同頁参照)。

5 アッラー*からのご助力と勝利など、そこで現れた御徴の数々のこと（前掲書、同頁参照)。

6 ムスリム*たちから見て、紅海方面の低地に位置していた、ということ（前掲書、同頁参照)。
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分或たとえあなた方が（前もって、両軍が会し

た時のような時と場所を）約束し合ってい

たとしても、あなた方はその約束を違えて

しまったであろう。しかし（アツラー*が、

あなた方を約束もなしに一堂に会させた

のは、）アツラー*が、実現されることにな

ていたことをご決行されるため。（それ

は）滅びる者が明証によって滅び、生きる

者が明証によって生きるため1であった。本

当にアツラー*こそは、よくお聞きになるお

方、全知者であられる。

(預言者*よ、）アツラー*があなたの夢の

中で、彼ら（の数）をあなたに、少なくお

見せになった時のこと（を思い起こさせる

がよい）。そして、もしかれが、あなたに

彼らが多数であるのをお見せになってい

たら、あなた方は尻込み、その件2について

争い合ったことであろう。だがアツラー*

は、（そのようなことから）無事に済ませ

られた。本当にかれは胸中にあるものを、

ご存知になるお方なのだから。

44. また、あなた方が会した時に、かれがあな

た方の目には彼らを少なくお見せになり、

彼らの目にもあなた方を少なくお見せに

なった時のこと3 (を思い出すのだ）。（そ

れは）アツラー*が、実現されることになっ

ていたことをご決行されるためだった。ア

ッラー*にこそ、全ての物事は戻り行く。

つ

如

声も紙

^
�

43.

ぎぶ

1 イスラーム*の真実性と不信仰の嘘が、議論の余地なく明らかになった後、それでも不信仰

にこだわる者が不信仰者*として、信仰者が信仰者としてあり続けること（イブン•カスィ

ール 4:69参照)〇

2 攻撃するかどうか、ということ（アル=バガウィー2:297参照)。

3 このことでムスリム*たちは勇気づけられ、一方の敵軍は戦闘の準備を怠（おこた）った（ム
ヤッサル 182頁参照)。イムラーン家章 13と、その訳注も参照。
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焉>4^
45. 信仰する者たちよ、 （戦いにやって来た不

信仰者*の）集団と会したら、堅固であれ。

そしてあなた方が成功するように、アツラ
し よ う ね ん

一*を沢山唱念するのだ。

46. また、アツラー*とその使徒*に従え。そし

て争い合って、それゆえに尻込みし、（力

©こ

^̂
どぶ！4

い き お

と勝利への）勢いを失ってはならない。

忍耐*するのだ。本当にアツラー*は （その

ご援助によって）、忍耐*する者たちと共に

あるのだから。

47. また、得意然として人々に見せびらかし、
<

(自分たちと人々を）アツラー*の道から阻

むべく 、自分たちの家を出た者たちのよう

になるのではない1。アツラー*は、彼らの

行うことを包囲されている。

48. シャイターン*が、彼らの行いを彼らに煌び

やかにして見せ、 （こう）言った時のこと

(を思い起こさせるがよい）。「この日、

人々の内で、あなた方を打ち負かす者はい

ない。そして本当に私は、あなた方の援助

者である2」。それで両軍が会すると、彼（シ

ャイターン*) は踵を返して後ずさりし、

(こう）言ったのだ。「本当に私は、あな

た方とは無関係だ。実に私は、あなた方の

見えないものを目にしている3。本当に私

㈣i為成;

ベニ

^
多

131 じ

^©^\ LxS^ŷ \S\i\

1 隊商がマディーナ*軍をやり過ごし、無事マッカ*方面へと立ち去った後にも、マッカ*から

の援軍は退却せず、彼らの名声が響 （ひび）き渡るようにと、バドルに留 （とど）まって

音楽や酒*の宴 （うたげ）を開こうとしたとされる （イブン•カスィール 4:72 参照)。

2 一説にクライシュ族*は、彼らと敵対関係にあったバクル族に攻め込まれることを恐れてい

た。そこでシャイターン*がバクル族出身のスラーカ•ブン•マーリクの姿を借りて、このよ

うに言ったのだという。また一説にシャイターン*たちは、スラーカとその軍勢の姿を借り

て戦場に赴 （おもむ）いたとされる （アルニクルトウビー8:26 参照)。

3 バドルの戦場に降臨した天使*を目にしたのだ、と言われる （ムヤッサル 183 頁参照)。
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は、アツラー*を怖れているのだ。アツラー
*は厳しく懲罰されるお方である」。

49. 偽信者*たちと、心に病がある者たち1が

(こう）言った時のこと（を思い起こさせ

よ）。「その宗教（イスラーム*)が、これ

らの者たち（ムスリム*)を欺いたのだ！」

誰であろうとアツラー*に全てを委ねる*者

(、アツラー*はその者を見捨てられたりは

しない）、本当にアツラー*は偉力ならび

ない*お方、英知あふれる*お方なのだから。

50. 天使*たちがその顔や背中を殴りつけつつ、

ぬ趨姑
翕

^̂^
じ

^̂
②為二

^
たましい

不信仰だった者*たち（の魂 ）を取り上げ

る時のこと2を、あなたが見るのならば！

(彼らは、こう言う。）「（焼き尽くす）

炎の懲罰を味わうのだ」。

51. それは、あなた方自身が行ったことゆえ

(の報い）である。またアツラー*が（公正

に裁かれるお方であり）、僕たちに対する

不正*者などではないことゆえなのだ。

52. (彼らの結末は）フィルアウン*の一族と、

それ以前の（不信仰）者*たちの習いと同様
みしるし

である。彼らはアツラー*の御徴を否定し、

それでアツラー*はその罪ゆえに彼らを罰

された。本当にアツラー*は強力なお方、厳

しく懲罰されるお方。

1 「心に病がある者たち」とは、イスラーム*に疑念を抱く、信仰心の弱い者たち（アッニサ
ァデイー322 頁参照)。尚、この「偽信者*たちと心に病がある者たち」とは、①マッカ*

の不信仰者*たち、②マッカ*にいた偽信者*たち、③マデイーナ*の偽信者*たち、④移住*

せずにマッカ*に留（とど）まり、マッカ*軍と共にバドルの戦い*に出征したムスリム*た
ち、などといった説がある（イブン•カスイール 4 :75-76参照)。

2 家畜章 61、93とその訳注も参照。尚、これはバドルの戦い*のみならず、全ての不信仰者
*が出くわすことになる状況である（ムヤッサル 183頁参照)。
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5?,それというのもアツラーは、ある民に授け
おんけい

られた恩恵を、彼らが自分たちの状況を

(敢えて悪い方へ）変えない限り、変更さ

れることがないお方だからである、またア

ッラーが、よくお聞きになるお方、全知者

であられるからなのだ。

(彼らの結末は）フィルアウン*の一族と、

(使徒*たちを嘘つき呼ばわりした)彼ら以

前の者たちの習いと、同様である。彼らは

その主*の御徴を嘘呼ばわりし、それでわ

れら*はその罪ゆえに彼らを滅ぼした。また

われらは、フィルアウン*の一族を溺れさせ

たのである。そして（彼らは）皆、不正*

者であった。

本当にアッラー*の御許で、地上を歩く生き

物の内でも最悪のものとは、不信仰に陥っ

た者*たちのことである。彼らは信じないの

だから。

54.

55.

參こ)名

^
;右�=»#14

^
(使徒*よ、彼らは）あなたが彼協定

を結んだ後に、（アツラー*を）畏れる*

ことなく2、毎回、自分たちの協定を破る

者たち3。

56.

1 フィルアウン*の一族やクライシュ族

'
彼らと同様の状態にあるシルク*の徒らは、現世で

の幸運•使徒*•啓典といった恩恵を授かったが、それに対して不信仰で応じた。ゆえにアツ

ラー*は、彼らへの恩恵を変更された（アツ=シャウカーニー2:457 参照)。雷鳴章 11 と

その訳注も参照。

2 協約を破ることにおいて「身を慎むことがない」という解釈もある（アル=カースィミー

8:3020参照)。

3 当時のマディーナ*には、ユダヤ教徒*のクライザ族のように、ムスリム*たちと安全協約を

結んでは破ることを繰り返し、不信仰者*たちと共謀する者たちがいた（アル=バガウィー

2:302参照)〇
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57. それで、もしあな气が戦争で彼らをらえ
たならば、彼ら （を罰すること）によって、

その背後にいる者たちを散り散りにして

しまうがよい。 （それは）彼らが、教訓を

得るようにするためである。

58. また （使徒*よ）、もしあなたがある民によ

る裏切り行為を怖れる 1 というのなら、彼ら

に向けて （協定を）、等しく 2投げ捨ててや

れ。本当にアツラー*は、裏切り者たちをお

好みにはならないのだから。

59. 不信仰に陥った者*たちは、自分たちが（ア

ツラー*の懲罰を）やり過ごしたなどと、断

じて考えるのではない。本当に彼らは、（ア

ツラー*を）やり過ごすことが出来る者では

ないのだから。 .

60. また （ムスリム*たちよ、）あなた方は彼

らに対し、力と、馬を繫ぎとめておくこと

によって、出来る限りの準備3をしておく

のだ。あなた方はそれによってアツラー*

の敵とあなた方の敵、そしてあなた方が

(まだ）知らずともアツラー*はご存知で

あられる、彼ら以外の別の者たち4を脅か

す。アツラー*の道において何か費やせば、

あなた方は不正*を蒙ることなく 、ふんだ

んに報われよう。

參こ

^^
4-

^^
6

1 たとえ明言なしでも、彼らの裏切りを示す証拠が明らかになったら、ということ （アッ ==
サアディー324 頁参照)。

2 協定の破棄が、両陣営にとって等しく明確なものとなるように、という意味 （ムヤッサル
184 頁参照)。

3 アッニサアディー*によれば、この中には、知力•体力•各種兵器などによるあらゆる「準備」
のみならず、敵の悪を防ぐ政治力なども含まれる（324 頁参照)。

4 「別の者たち」とは、まだ敵意を露（あら）わにしていない者たち（ムヤッサル 184 頁参照)。
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61. また、もし彼らが講和に傾くのなら、（余
言者*よ、）あなたもそこへと傾くがよい1。

そしてアツラー*に全てを委ねる*のだ。本

当にかれこそはよくお聞きになるお方、全

知者なのだから。

62. そして、もし彼ら（講和を結ぶ者たち）が

あなたを欺こうとしても、本当にアツラー
*だけであなたには十分なのである。かれ

は、そのご援助と信仰者たちによって、あ

なたを支えられたお方なのだから。

0こ巧

^̂
5

^
63. また、かれ（アツラー*) は、彼らの心を

結びつけて下さった2。たとえあなたが地

上にある全てのものを費やしたとして

も、あなたが彼らの心を結びつけること

は叶わなかった。しかしアツラー*が、彼

らを団結させられたのである。本当にか

れは、偉力ならびない*お方、英知あふれ

る*お乃。

64. 預言者*よ、あなたには、アツラー*だけで

十分なのである。そして信仰者たちの内

で、あなたに従った者にとっても。
翕こ

^65. 預言者*よ、信仰者たちを戦いへと駆り立て

よ。もし、あなた方の内からの忍耐*強い者

が二十人いれば、彼らは（敵）二百人を打

ち負かすであろう。また、もしあなた方の

内からの（忍耐*強い）者百人がいれば、彼

本

^1 預言者*ムハンマド*はフダイビーヤ*の年、シルク*の徒がムスリム*たちとの講和と

戦争の停止を申し出た時、それを条件つきで受け入れた（イブン•カスィール 4:83
参照)。

2 信仰者の心をイスラーム*によって結びつけた、の意。ジャーヒリーヤ*において、人々は
部族間で争い合い、マディーナ*の住民もまた互いに分裂していた（アッニタバリー5:3886
参照)。雌牛章 85「身代金を払う」の訳注、イムラーン家章 103も参照。
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らは不信仰に陥った者*たち千人を打ち負

かすであろう。それというのも、彼らは理

解することのない民1だからである。

參 4^jajs\

(信仰者たちよ、）今、アツラー*はあなた

方に軽減された。そしてかれは、あなた方

の内に弱さをお認めになったのである。も

し、あなた方の内からの忍耐*強い者百人が

いれば、彼らは二百人（の不信仰者*)を打

ち負かすであろう。また、もしあなた方の

内からの千人がいれば、アツラー*のお許し

により、二千人を打ち負かすであろう。ア

ツラー*は（そのご援助と共に）、忍耐*強

い者たちと共におられる。

6G.

67. 地上で徹底的に痛めつける2まで、いかなる

預言者にも、捕虜を取ることは許されなか

た。あなた方は現世のつまらぬ利益3を望

み、アツラー*は来世4をお望みになる。ア

ツラー*は偉力ならびない*お方、英知あふ

れる*お方。

68. もし、（戦利品*と捕虜の身代金が合法化

されるということを）先んじ（て記し）

た、あなたの主*からの書5がなければ、

つ

姐01

イブン•イスハーク*によれば、「いかなる（正しい）意図も、正当性も、善悪の分別もなく

戦う者たち」のこと（316頁参照)。

2 イスラーム*とムスリム*の滅亡を望んで戦う不信仰者*を徹底的に痛めつけるまで、という

こと（アッ=サアディー326頁参照)。次アーヤ*とその訳注、およびこの件に関し、ムス
リム*たちの勢力が強くなってから下ったムハンマド*章4も参照(アルニバガウィー2:310
参照)。

3 バドルの戦い*で捕まえた捕虜を、身代金と引き換えに解放することなど（ムヤッサル 184
頁参照)。

4 つまり、ムスリム*にとっての来世での褒美につながる、イスラーム*の興隆（こうりゅう）

と、敵の滅亡につながる原因となるもの（アル=バイダーウィー3:121 参照)。

5 この「書」は、守られし碑板*のこと（アツニタバリー5:3897参照)。

1
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あなた方には自分たちが手にしたものゆ
ちようばつ

え、この上ない懲罰が降りかかったこと

であろう。1

69. ならば、あなた方が戦利品*としたものか

ら、合法で善きものを享受するがよい。

そしてアツラー*を畏れ*よ。本当にアツ

ラー*は赦し深いお方、慈愛深い*お方な

のだから。

70, 預言者*よ、捕虜の内、あなた方の手許にあ

る者に、（こう）言ってやるがいい。「も

しアツラー*が、あなた方の心の内に善きも

のがあることをご存知ならば、かれは、あ

なた方から奪われたものよりも善きもの

をあなた方にお授けになり2、あなた方をお

赦しになろう」。アツラー*は赦し深いお方、

慈愛深い+お方。

. そして（使徒*よ、）もし f皮ら（解放した

捕虜たち）があなたへの裏切りを望んで、

いるとしても（、それがあなたを害する

ことはない）、以前3にも彼らはアツラー
*を裏切り、そしてかれは（あなたに）彼

らを掌握させられたのだから。アツラー
*は偉力ならびない*お方、英知あふれる*

な调匕*级ら似

级南4麟峨

7 1

お方。

1 以前の預言者*たちとその共同体にとって、戦利品*を手にすることは禁じられていた。し

かしバドルの戦い*の後、ムスリム*たちは戦利品Xを手にし、捕虜の身代金を取った。この

アーヤ*は、このような状況で下ったとされる（アル=バガウィー2:310参照)。

2「善きもの」とはイスラーム*のことで、「奪われたもの」とは身代金のことであると言わ

れる。一説に、このアーヤ*はバドルの戦い*で捕虜となった、預言者*の叔父アル=アッバ

ースらに関して下った。アル=アッバースはイスラーム*を受け入れた後、支払った身代金

の百倍にあたる財産を得た、とされる（アッ=タバリー5:3901-3902参照)。

3 つまりバドルの戦い*の時のこと（アル=バガウィー2:312参照)。
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72. 本当に信仰し、移住*し、自分たちの財産

と生命によってアツラー*の道に奮闘した

者たち（ムハージルーン*)と、（彼らを）

住まわせ、援助した者たち（アンサール*)、
それらの者たちは、お互いに盟友1である。
そして信仰しても移住 *しなかった者た

ちは、彼らが移住*するまで、あなた方に

彼らとの盟友関係などは一切ない。また、
もし彼らが宗教においてあなた方に援助

を求めて来たら、あなた方は彼らを援助し

なければならない。但し、あなた方とその

間に確約がある民に敵対（して彼らを援

助）することは除かれるが。アツラー*は

あなた方の行うことを、（全て）ご覧にな

るね方0

JOJ
73. また不信仰に陥った者*たちは、お互いに

盟友である。（信仰者たちよ、）あなた方

がそうしなければ、地上に試練と大きな腐

敗*が生じてしまうであろう。2 ©-

魯

^̂
=3jjj Ifli-

74. そして信仰し、移住*し、アツラー*の道に

奮闘した者たち（ムハージルーン*)と、（彼

らを）住まわせ、援助した者たち（アンサ

ール*)、それらの者たちこそは、真の信仰

者である。彼らにこそ、お赦しと、貴い糧
3があるのだ。

1 この「盟友」は、相続に関することとも、支持と援助に関することとも言われる。前者の
説の場合、その決まりは撤回された（アーヤ*の撤回については、雌牛章 106 の訳注を参
照）と見なされる（アーヤ*75とその訳注を参照)。婦人章 33とその訳注も参照（アル=
クルトゥビー8:56参,照)。

2 つまり、信仰者どうしが助け合わなければ、イスラーム*において「試練」が生じ、イスラ
ーム*を阻（はば）み、不信仰の基盤が強化されるという「腐敗」が現れる、ということ（ム
ヤッサル 186 頁参照)。

3「貴い糧」とは、天国における褒美のこと、とされる（前掲書、同頁参照)。



-八8. 戦利品章

55
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75. また（ムハージルーン*とアンサール*の）

後に信仰し、移住*し、あなた方と共にア

ツラー*の道に奮闘した者たち、それらの者

たちは、（信仰者たちよ、）あなた方の同胞

である。また近親関係にある者たちは（遺

産相続に関し）、アツラー*の定めにおいて

互いに優先される1。本当にアツラー*は、

全てをご存知のお方なのだ。

1 マディーナ*時代の初期においては、信仰上の兄弟という契りを交わした信仰者どうしが、
親族関係を越えて遺産を相続し合った（イブン•カスィール 4:95 参照)。しかしこのアー
ヤ*によって、そのような遺産相続は撤回された（前掲書 4:99-100参照)。婦人章 33と
その訳注、部族連合章 6も参照。また、アーヤ*の撤回については、雌牛章 106 の訳注

を参照。
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悔悟章 （アツ =タウパ） 1
塞

てJW

^
jj 略(これは）シルク *の徒の内で、あなた方が

協約を結んだ者たちに対する、アツラー*と

その使徒*からの解除 （通告）である。2

2 ゆえに （シルク *の徒よ、）あなた方は四ヶ

月間、地上を （安全に）通行するがよい。そ

して、あなた方がアツラー* (の懲罰）から逃

れることなど出来ない身であり、アツラー*

はずかし

は不信仰者*たちを （現世と来世で）辱めら

れるお方であることを、知るのだ。3

き
、; デJJ4て 〇

^
�3 また （これは、）大いなるハツジ*の日にお

ける、アツラー*とその使徒*から人々への、

「アツラー* とその使徒*は、シルク *の徒と

は無縁である」という通告4である。もし（シ

ルク *の徒よ）、あなた方が悔悟し （てシル

1 マディーナ *啓示でも最後期に属する。クルアーン *の中で 「慈悲あまねく *、慈愛深き *ア
ッラーの御名において」 という言葉によって始まらない、唯一のスーラ*。スーラ *名は「悔

悟」 という語の頻出と、タブークの戦い*に出征しなかった信仰者三人の悔悟の話に由来す

る。シルク *の徒、ユダヤ教徒*の諸部族、偽信者*らによる度重 （たびかさ）なる協約の破

棄 （はき）の後、アッラー*はムスリム*たちに、シルク *の徒との絶縁を命じ、シルク *の
徒•啓典の民*に関する法規定を明らかにされる。また、アッラー*の使徒*がタブークの戦

い*へと徴集 （ちょうしゅう）した際の、人々の様々な様子を描写し、偽信者*たちの心中

を暴露すると共に、アッラー*とその使徒*の呼びかけに背く者に厳しい警告を放っている。

2 この「解除」通告の原因は、預言者*率いるムスリム*軍がタブークの戦い*へと出征した際、

偽信者*らが嘘の噂を広めたり、シルク *の徒らがアッラー*の使徒*と結んでいた協定を破

棄したりしたことにあるとされる （アル=パガウィー2:314 参照)。

3 このアーヤ +が意図しているのは、当時ムスリム*たちとの協約において以下のような状態

にあったシルク *の徒らである:①無期限の協約を結んでいた者たち、②期限が四ヶ月以下

の協約を結んでいた者たち、③協約を結んでいたが、それを破った者たち（ムヤッサル 187
頁参照)。一方、四ヶ月以上の協約を結んでおり、裏切り行為も協約の違反もなかった者た

ちについては、アーヤM でその処遇が定められている （アッ =サァディー328 頁参照)。

4 「大いなるハッジ*の日」 とは、ズル= ヒッジャ月*十日のいわゆる 「犠牲祭の口」 のこと

(ムヤッサル 187 頁参照)。預言者1よ、アリー*をこれらのアーヤ*と共に巡礼*期のマッ

力'へと派遣し、読誦による通告をさせた （アル=ブハーリー4655 参照)。
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ク*を止め）たなら、それがあなた方にと

てより善いこと。そしてもし（シルク*の放

棄と信仰から）背を向けるのならば、自分

たちがアツラー* (の懲罰）から逃れること

など、出来ない身であることを知るがよい。
(使徒*よ、）不信仰に陥った者*たちに、

痛烈な懲罰の吉報を告げてやる1のだ。

つ

4. 但しシルク*の徒の内、あなた方が協約を結

んだ者たちで、それからあなた方（との協

約）に対していかなる不備もなく、あなた

方に（敵）対していかなる者も援助しなか

た者たちは、別である。ならば彼らに対

しては、彼らとの協約を、その期限まで全う

せよ。本当にアツラー*は、身を慎む者2た

ちをお好みになるのだから。

つ

また、禁じられた（四ヶ）月3が終了したら、

シルク*の徒をどこでも見つけた場所で殺

すがよい4。そして彼らを捕まえ、彼らを阻み

\ 彼らのためにあらゆる見張り場所に待機

せよ。それでもし彼らが（不信仰から）悔悟

し、礼拝を遵守*して浄財*を支払ったなら

ば、彼らを自由にしてやるがよい。本当に

アツラー*は赦し深いお方、慈愛深い*お方な

のだから。

1「吉報を告げる」という言い回しについては、イムラーン家 21 の訳注を参照。

2 シルク*、裏切り、その他の罪から身を慎む者のこと（ムヤッサル 187頁参照)。

3 大半の解釈学者によれば、ここでの「禁じられた月」とは「神聖月*」のことではなく、シ

ルク*の徒との戦いが禁じられ、彼らの生命が保障された四ヶ月のこと（アルニカースイミ

一8:3072-3073参照)。

4 雌牛 190、アーヤ*36とその訳注も参照。

5 許可がない限り、ムスリム*の国に入ったり、そこで自由に振る舞ったりすることから阻む

こと（アル=クルトウビー8:73参照)。
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6. また（使徒*よ、）シルク*の徒の誰かが、あ

なたに庇護を要請してきたら、彼がアツラ

一*の御言葉（クルアーン*)を耳にする（こ

とで、その導きを知ることが出来る）まで、

彼を庇護してやるがよい1。それから彼を、

彼にとって安全な場所まで送り届けてや

れ。それというのも、彼らが（イスラーム*

の実像を）知らない民であるからなのだ。

アツラー*の御許とその使徒*のもとで、どう

してシルク*の徒に対する協約などがあり得

ようか？ 但し、ハラーム•マスジド*であな

た方が協約2を結んだ者たちは、別である。

彼らがあなた方（との協約の遵守）に忠実で

ある限り、あなた方も彼ら（との協約の遵守)

に忠実であれ。本当にアツラー*は、身を慎

む者3たちをお好みになるのだから。

ぬ 猫 が; は

〆9〆
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^^
どうして（そのようなことが、あり得よう

か）？ もし彼ら（シルク*の徒）があなた

方に対して優位に立てば、彼らはあなた方

に関して血縁も契約も遵守しないというの

に。彼らは口ではあなた方を喜ばせるが、

その心は拒絶しているのであり、彼らの大

半は放逸なのだ。

8.

ふね!

^
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0^^
9. 彼らはアツラー*の御徴と引き換えに僅か

な代価を買い、（自分たちと人々を）かれ

の道から阻んだ。本当に彼らが行っていた

ことは、何と忌まわしいことか。

1 たとえイスラーム*法統治国
*

家と戦争中の状態にある国の者でも、文書などの配送、商売、

調停•停戦の申し出、ジズヤ*の納付などの目的のため、入国•滞在許可をその統治者、また

はその代理人に要請する者は、それを許可され、滞在中の安全を保障される（イブン•カス

イール 4:114 参照)。

2 この「協約」は、フダイビーヤの和議*のこと（ムヤッサル 188頁参照)。

3「身を慎む者」については、アーヤ*4 の訳注を参照。
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10. 彼らは信仰者に対し、血縁も契約も遵守し

ない。そしてそtjらの者たちこそ、（契約の

破棄において）度を越した者たちなのだ。

. それで、もし彼らが（シルク*から）悔悟し、

礼拝を遵守* し、浄財*を施したのであれ

ば、（彼らは）宗教 （イスラーム*) におけ

る、あなた方の同胞である。われら*は知識

ある民に、御徴 1を明らかにするのだ。

11
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12. また、もし彼ら （シルク*の徒）がその協約後
か く や く

に確約を破り、あなた方の宗教（イスラーム*)

を中傷したならば、不信仰の長たちと戦え。

本当に、彼らには確約などないのだから。（そ

れは）彼らが、（不信仰とイスラーム*への敵

対を）止めるようにするためである。
か く や く

浴

^̂
13. 一体あなた方は、自分たちの確約を破り、

(マッカ*からの）4金*の追放を意図し、

あなた方に対して最初に仕掛けてきた2民

と戦わないのか？ 一体あなた方は、彼らを

怖れるのか？ ならば、アツラー*の方が、

より怖れるに相応しいお方なのだ。もしあ

なた方が、信仰者であるというならば。

14. 彼らと戦え。アツラー*はあなた方の手でも
ば つ はずかし

つ て 彼 ら を 罰 さ れ、彼 ら を 辱 め ら れ、あ

なた方を彼らに勝利させて下さろう。そし

て信仰する民3の胸 （の悲しみ）を、癒して

下さるのだ。

1 この 「御徴」 は、アツラー*がご説明になる法規定のこと （アブー•ハイヤーン 5:9 参照)。

2 バドルの戦い*で先に仕掛けてきた （戦利品*章 47 の訳注を参照）のは、あるいはフダイビ
ーヤの和議*の破棄を最初に行ったのは、彼らの方である（イブン•カスィール 4:117 参照)。

3 シルク *の徒からの迫害を蒙 （こうむ）ってきたムスリム*のこと。あるいはフダイビーヤ
の和議*の後、彼らの協約違反によって憂き目を見た、アツラー*の使徒*の同盟部族フザー

ア の こ と （ア ツ =タ バ リ ー5:3949 参照)。
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また、彼らの心の憤りを解消して下さろ

う。アツラー*はかれがお望みになる者の悔

悟を、お受け入れになる。アツラー*は全知

者、英知あふれる*お方。

16. いや、一体あなた方は、（試練1から）放免

されるとでも思い込んでいたのか？ ア

ツラー*はあなた方の内で、アツラー*とそ

の使徒*と信仰者たち以外を腹心とするこ

となく努力奮闘した者たちを、まだ如実に

表されてはいないというのに。アツラー*

は、あなた方の行うこと（全て）に通暁さ

れているお方。

15.

如
“^

みずか

自らに対して不信仰を証言していなが

ら、シルク*の4がアツラー*のマスジド

*を管理することなど、あってはならな

い。そのような者たちは、その行いが台

無しになるのである。そして彼らはまさ

しく業火の中に、永遠に留まることにな

るのだ。

1 7.
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18. アツラー*のマスジド*を管理するのは、ア
れいはい じゅんしゅ

ッラー*と最後の日*を信じ、礼拝を遵守*

じようざい

して浄財*を支払い、アツラー*以外の何も

怖れない者のみ。そしてそれらの者たちは

恐らく、導かれた者の類いとなろう。

(我が民よ、）一体あなた方は、ハツジ*の

給水とハラーム•マスジド*の管理（に従事

する者）を、アツラー*と最後の日*を信仰

し、アツラー*の道において努力奮闘する者

と同等にするのか？ 彼らはアツラー*の

19.

1 「試練」については、雌牛章 214、イムラーン家章 142、154、179、蜘蛛章 2とその訳

注、ムハンマド*章 31、王権章 2とその訳注も参照。
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御許で、同等ではない1。アツラー*は不正*

者である民を、お導きにはならないのだ。

XS-じ ふ ス ー 必 ふ

^
ス ぶ

20. 信仰して移住* し、自らの財産と生命をか

けてアツラー*の道に努力奮闘する者は、ア

ツラー*の御許において、より位が偉大な

のである。そして、そのような者たちこそ

が勝利者なのだ。

21 . 彼らの主*は彼らに、その御許からのご慈悲

とご満足、楽園の吉報をお告げになる。そ

〆: パ フ 》 - -〆，〆 プi〆，メ #

あ ん ね い

こ （楽園）には彼らのため、永遠の安寧が

あるのだ。

22. 彼らはそこに、ずっと永遠に留まる。本当

にアツラー*、かれの御許には、この上ない

褒美がある。

似、。舞は
gi

^
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23. 信仰する者たちよ、自分たちの親や兄弟を

盟友としてはならない、もし彼らが信仰より

も不信仰を好む2のならば。そして、あなた

方の内で彼らを盟友とする者があれば、その

ような者たちこそは不正*者なのである。3

24. (使徒*よ、）言ってやるがいい。「あなた

方の親、あなた方の子供、あなた方の兄弟、

あなた方の配偶者、あなた方の近親、あな

た方の稼いだ財産、また、あなた方がその

不振を怖れている商売、あなた方が満足す

る住まいが、アツラー* とその使徒V そし

1 ある種のシルク ̃の徒は、マッカ1こおけるそれらの高貴な任務が最善の行いであるとし、
ある種のムスリム*は、信仰とアッラー*の道における奮闘こそが最善の行いであると主張

して、議論した。このアーヤ*は、後者の主張を確証すべく下ったのだという （アッ =サア
ディー331 頁参照)。

2 具体的には、イスラーム*に敵対する不信仰者*に対し、ムスリム*たちの秘密を明かしたり、
彼らにムスリム*たちにとっての重要な事柄を相談したりすること（ムヤッサル 190頁参照)。

3 最も近しい間柄でさえそうなのだから、それ以下の関係にある者たちであれば、尚更であ
る （アッ =サアデイー332 頁参照)。イムラーン家章 28 の訳注も参照。
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てかれの道における努力奮闘よりもあな

た方にとって好ましいならば、アツラー*

がそのご命令1をもたらされるまで待つが

よい。アツラー*は、放逸な民をお導きに

はならないのだ」 。

25. (信仰者たちよ、）アツラー*は確かに、多

くの場面であなた方をお助けになっ广こ2。ま

た自分たちの多勢ぶりが、あなた方を悦に入

らせたフナイン*の日も （、同様であった）。
そしてそれはあなた方の何の役にも立たず、

大地はその広さにも関わらずあなた方にと

って狭くなり3、更にはあなた方は背を見せ

て敗走したのである。

26. それからアツラー*は、その使徒*と信仰者

たちに （彼らを堅固にすべく 、）かれの静

寂をお下しになり、あなた方の目には見え

なかった軍勢4を下され、不信仰だった者*

たちを罰された。それが不信仰者*たちへの

報いなのだから。

4 あ公

^
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27. そしてそ

^
)璋アツラー*は、かれがお望みに

なる者の悔悟5をお受け入れになる。アツラ

一*は赦し深いお方、慈愛深い*お方。.
28. 信仰する者たちよ、シルク *の徒こそは不

浄 6である。ゆえに今年7以降、彼らはハラ

1 アッラー*の懲罰という 「ご命令」 のこと （ムヤッサル 190 頁参照)。

2 そしてそれは、ムスリム*たちが成功に必要な手はずを整 （ととの）え、かつアッラー*に
全てを委ねた時であった （前掲書、同頁参照)。

3 広い大地が、狭ぐ感じられるほどの苦境や困難を表している（アブー•ハイヤーン 5:25 参照)。

4 この 「軍勢」 とは、天使*たちのことである、と言われる （ムヤッサル 190 頁参照)。
5 不信仰を棄 （す）て、イスラーム*を受け入れた者の「悔悟」のこと （前掲書 191 頁参照)。

6 大多数の学者は、この 「不浄さ」 を物質的•本質的なものではなく 、「信仰的な不浄さ」 と
している （イブン•カスィール 4:131 参照)。

7 アリー*がマッカ*でこの禁止通告を行った、ヒジュラ暦*9 年のこと （ムヤッサル 191 頁
参照)。アーヤ*3 の訳注も参照。
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ーム •マスジド*1に近付いてはならない。
そして、もしあなた方が困窮を怖れるので

あっても、やがてアツラー*がそのご恩寵

で——かれがお望みなら——、あなた方を
豊かにしてくれよう 2。本当にアツラー*は、
全知者、英知あふれる*お方なのだから。

芯
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(ムスリム*たちよ、）啓典を授けられた者
*たちの内、アツラー* と最後の日*を信仰せ

ず、アツラー* とその使徒*が禁じた物事を

禁じもせず、真理の宗教に従わない者たち

と、彼らが、すごすごとジズヤ*を手渡しで
払うまで戦うのだ。3

29.

30• ユダヤ教徒*は言った。「ウサイル4はアツ
ラー*の御子である」。また、キリスト教徒
*は言った。「マスィーフ* (イーサー*) は

アツラー*の御子である」 。それは （彼ら）

以前の不信仰だった者* たちの言葉に似た、
口先だけの彼らの言葉である。アツラー*

が彼らを成敗して下さいますよう。彼らは

どうして、 （真理から）背かされるのか？

1 この 「マスジド•ハラーム*」 は、マッカ*の聖域のこととされる （前掲書 191 頁参照)。
2 イスラーム*到来以前にも、アラビア半島のシルク*の徒にはマッカ*巡礼*•訪問の慣習があ

り、そのことはマッカ*の物質的繁栄に大きく貢献していた。それゆえアッラー*からこの
ご命令が下った時、マッカ*の民のある者たちは、自分たちの大きな収入源が消失してしま
うことを怖れたのだという （アッ=タバリー5:3965 参照)。

3 イスラーム*の勝利がアラビア半島で確実なものとなった時、近隣諸国のキリスト教徒*た
ちは危機感を強めた。ローマ帝国は、シャーム地方 （現在のシリア、パレスチナ周辺地域）
を治めさせていたガッサーン族のキリスト教徒*を介し、対ムスリム*の戦争準備を始める
(イブン•アーシュール 10:162 参照)。そしてヒジュラ暦*9 年にこのアーヤ*が下ったこ

とにより、ムスリム*たちはシャーム地方に近接するタブーク *へと出征したとされる （イ
ブン•カスィール 4:132 参照）が、この前年にはガッサーン族が預言者*の使節を殺害した
ことが原因で、ムウタの戦い*が起きている （ムバーラクフーリー387 参照)。

4 「ウザイル」は、一説には旧約聖書の「エズラ」のこと（イブン•アーシュール 10:167-168)。
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31 . 彼ら （啓典の民*) はアツラー*を差しおい

て、彼らの学者や修道僧たちを、彼らの主

*としたのだ。また、マルヤム*の子マスイ

ーフ* も （主とした）1。彼らは、唯一の神

(アツラー*) のみを崇拝*することしか、

命じられてはいなかったというのに。かれ

以外に、（真に）崇拝*すべきものなど存在

しない。彼らがシルク*を犯しているものか

ら （無縁な）、アツラー*に称え*あれ。

〆〆，〆〆 》\Wメd

内如其5

32. 彼らは、その口先でアツラー*の御光2を消

してしまおうと望んでいる。そしてアツラ
ひかり

一は、その御光を完遂させずにはおかれな

い。たとえ不信仰者*たちが、（それを）嫌

おうとも （、である）。

©ん㈤マ

©0
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かれは、その使徒*を導きと真理の宗教（イ

スラーム*) と共に遣わされたお方。（それ

は）かれが、それ （イスラーム*) をあらゆ

る宗教の上に君臨させる3ため。たとえ、シ

ルク *の徒が （そのことを）嫌おうとも （、

なのだ）。

33.

5

^
述

^
、。fcb，

於�麟ょ㈤ゴ

信仰する者たちよ、本当に （啓典の民*の内

の）多くの学者や修道僧たちは、まさに

34.

むさぼ

人々の財産を偽って貪り、 （自分たちと

人々を）アツラー*の道から阻んでいる。そ

して金銀を貯め込み、それをアツラー*の道

1 学者や修道僧を 「主として選ぶ」 とは、アッラー*が定める法をそっちのけにし、彼らが定

める法に従うこと。イーサー*については、彼に神性を認め、崇拝*の対象としたこと （ム
ヤッサル 191 頁参照)。

2 この「御光」 とは、イスラーム*、そしてアッラーの唯一性*を示す証拠のこと （前掲書 192

頁参照)。

3 つまりイスラーム*はあらゆる宗教を撤廃 （てっぱい）し、唯一の宗教となる。あるいは、

他宗教の信徒を落ちぶらせる （アル=バイダーウィー3:142 参照)。
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、 一
において施すことのない

_
たち1、彼らに

は（使徒*よ、）痛ましい懲罰の吉報を告げ

る2がよい。

35. それら（の金銀）が地獄の業火の中で熱せ

られ、彼らの額と脇腹と背中がそれで焼き

付けられる（復活の）日*。（彼らには、こ

う言われる。）「これが、お前たちが自分

たちのために貯め込んでいた物である。な

らばお前たちは、自分たちが貯め込んでい

た物（ゆえの罰）を味わうがよい。」

3 6. 実に、アツラー*が諸天と大地を創造され

た日、アツラー*の書3でのアツラー* (の

裁定）における月数は、十ニヶ月である。

その内の四ヶ月が神聖月*。それが正しい

宗教なのだ。ならば、そこにおいて自分た

ちに不正*を働いてはならない4。また、シ

ルク*の徒と全面的に戦え、彼らがあなた

方と全面的に戦うように5。そしてアツラ

一*は敬虔な*者たちと共にあるというこ

とを、知るのだ。

DJ

^
PO\.

091

^ ^
令

^
被�

© 1

^
、

i 教友*アブー•ザッル*によれば、これは啓典の民*の不信仰者*だけではなく、浄財*の義務

を果たさないムスリム*のことも含んでいる（アル=ブハーリー1406、4660参照)。

2「懲罰の吉報を告げる」という言い回しについては、イムラーン家 21 の訳注を参照。

3 ここでの「アッラー*の書」とは、守られし碑板Xのこと（ムヤッサル 192頁参照)。

4 神聖月*における不正*は、それ以外の月よりも大きな罪となることを示しており、神聖月*

以外でも不正*は禁じられている（前掲書、同頁参照)。

5 この「シルク*の徒」は、アーヤ*2、5 で言及されている期限が終了したシルク*の徒のこ
ととされる（アル=ジャザーイリー2:366 参照)。イスラーム*は、（その宗教を問わず、）
協約を結んでいる者•安全の保障を与えている者（アーヤ*6 の訳注も参照）の殺害を、厳

しく禁じている（アル=ブハーリー3166参照)。また、戦闘状態にある非ムスリムとの戦
いにおいては、まずイスラーム*へと招き、それを受容しなければジズヤ*の支払いを呼び
かけ、彼らがそれらを全て拒んで初めて、攻撃が許される。また戦闘においても、女性、
子供、老人、修道僧のほか、戦闘員ではない農民、使節などを殺害することは禁じられる
(クウエイト法学大全 16:143、148-149参照)。
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37. 実に （神聖月*の）延期は、不信仰における

(更なる）上乗せである。不信仰に陥った

者*たちは、それによって迷わせられている

のだ。彼らはアツラー*が禁じられた （神聖

月*の）数に帳尻合わせして、ある年には

それを合法とし、また別の年にはそれを禁

じ、アツラー*の禁じられたものを合法とし

ている 1。彼らにはその悪い行いが、目映く

映ったのだ。アツラー*は、不信仰である民

をお導きにはならない2。

38. 信仰する者たちよ、あなた方に 「アツラー

*の道に出征せよ」 と言われた後、 （自分

たちの）土地に （へばりついて）もたもた

したのはどういうことか？ 一体、あなた

方は来世をよそに、現世の生活に満足して

いるというのか？ 現世の生活の楽しみな

ど、来世 （との比較）においては、ごく僅

かな物でしかないのだそ'。3

® 逆じ

yiiii 次;iM

(信仰者たちよ、）もし出征しないのであ

れば、かれ （アツラー*) はあなた方を痛ま

しい懲罰で罰され、あなた方以外の （アツ

ラー* とその使徒*に従順な）民を代わりに

置かれよう。あなた方がかれのことを害す

ることなど、微塵もない。アツラー*は全て

のことがお出来のお方。

39.

1 ジャーヒリーヤ*のアラブ人たちには、アッラー*によって定められた四つの神聖月*を守ら

ず、戦争などの自分たちの都合に合わせ、ある神聖月*を遅らせたり早めたりし、その分を

本来神聖月*ではない月にあてがうという習慣があった （ムヤッサル 193 頁参照)。

2 つまり不信仰に固執 （こしつ）し、それをやめようとしない者は、真に求められるべき目

的へと導かれることはない、の意味 （アッ =シャウカーニー2:514 参照）。

3 このアーヤ*は、タブークの戦い*への出征に関して下った。当時、人々は苦境にあった上、暑

さが厳しく、果実が実る時節にあった。しかもタブークはとても遠い土地で、敵の数も多かっ

たため、人々は出征に億劫 （おっくう）になったのだという （アル=バガウイー2:348 参照)。
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40. たとえ、あなた方が彼 （ムハンマド*) を援

助しなくても、アツラー*は不信仰に陥っ

た者*たちが、二人の内の一人だった彼を

(マッカ*から）追放した時、確かに彼を援

助されたのである。二人が洞窟の中にあっ

た時、つまり彼（ムハンマド*) がその同伴

者に 「悲しむのではない。本当にアッラー
*は私たちと共にあるのだから」 と言った

時。アッラー*は彼にその静寂をお下しに

なり、あなた方の目に見えない （天使*の）

軍勢によって彼をお助けになり、不信仰に

陥った者*たちの言葉を最下のものとされ

た 1。アッラー*の御言葉こそは最上のもの

なのだ2。アツラー*は偉力ならびない*お

方、英知あふれる *お方。

一' 9
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41. 軽かろうと、重かろうと3、出征し、あなた

方の財産と生命をかけて、アツラー*の道に

おいて努力奮闘せよ。それがあなた方にとっ

て、より善いことなのである。もし、あなた

方が（その徳と褒美を）知っていたのならば。

1 ここで描写されているのは、預言者*ムハンマド*と教友*アブー•バクル*の二人が、マディ

ーナ*への移住*のためにマッカ*を出発した時の出来事.。彼らは追っ手を撒 （ま）くため、
マッカ*郊外のサウル洞窟に一時身を隠したが、追っ手の足はその間近にまで迫った。アブ

一•バクル*は預言者*がそこで捕まってしまうことを恐れたが、預言者*の彼に対する.慰（な

ぐさ）めの言葉通り、アッラー*は彼らをお守りになった。このようにアッラー*は、預言

者*にただ一人の同伴者しかなかった時にも、彼をお助けになった。だから今や、一部の者

が出征に応じなかったとしても、アッラー*によって彼が援助されることは容易なことなの

である （アツ = タバリー5:3998 参照)。

2 「不信仰に陥った者*たちの言葉」 とは、 シルク*の言葉。それは制圧され、蔑 （さげす）

まれるものであることから、「最下」 とされる。また「アッラー*の御言葉」 とは、タウヒー

ド *の言葉、シャハーダ*の言葉。シルク * とその民を制することから、「最上」 と表されて

いる （前掲書 5:4000 参照)。

3 「軽かろうと、重かろうと」 の解釈には、「分散して、または軍隊で」「元気があっても、

なくても」「貧しくても、豊かでも」 「若くても、年寄りでも」「扶養すべき者がなくても、

あっても」 などの諸説がある （アル= クルトウビー8:150 参照)。
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(預言者*よ、）>Pそれが手近な利益だっ

たり、適度な （距離の）旅1だったなら、彼

ら （偽信者*たち）はあなたについて行った

のであろう。だが彼らには、距離が遠かっ

た （ために、厳しく感じられた）のである。

そして彼らは、アツラー*に誓（ってこう言)

う。「出来るものなら、私たちはあなた方

と共に出発したのだが」 。彼らは （嘘と偽

の信仰で、）自分自身を滅ぼしている。ア

ツラー*は本当に彼らが、まさしく嘘つきで

あることをご存知なのだ。

(預言者*よ、）アツラー*はあなたを大目

に見られた。（言い訳をして出征しなかっ

た者の内、その言い訳において）正直だっ

た者たちがあなたに明らかになり、あなた

が （彼らの内の）嘘つきどもを知る前に、

彼らに （出征の免除を）許可するとはどう

いうことか？2

42.

以；3

^
各;4

^
みH说な43.

み ず か

アツラー* と最後の日*を信じる者は、自ら

の財産と生命をかけて努力奮闘すること
う そ い わ け

において、あなたに （嘘の言い訳をしつつ、

出征免除の）許可を請うたりはしない。ア

ツラー*は敬虔な*者たちを、ご存知のお方。

45. 美にあなたに （驢の#い誤をして、 m l
免除の）許可を請うのは、アツラー*と最後

の日*を信じず、その心が （イスラーム*に

対する）疑惑に満ちた者たちだけである。

そして彼らは自らの疑惑の中で、右往左往

しているのだ。

44.

ダvこふ ㈤ぼ矣4ゆ

1 タブークの戦い*の出征にまつわる状況については、アーヤ *38 の訳注を参照。

2 使徒*•預言者*の無謬 （むびゅう）性については、雌牛章 36 の訳注を参照。
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46. もし彼ら（偽信者*たち）が出発を望んだな
と と の

ら、そのために装備を整えただろう。しか

しアツラー*は彼らの遠征を厭われ、彼らを

億劫にさせられたのだ。そして彼らに、「居

残る者たち1 と共に、残っていよ」 と言われ

た2のである。

たとえあなた方と共に出発したとしても、

彼ら （偽信者*たち）はあなた方に堕落しか

上乗せせず、あなた方に誘惑3を望みつつ、

あなた方の間を奔走する4

よ、）あなた方の中には彼らのスパイもい

るのだ

ことをご存知のお方。

(預言者* よ、タブークの戦い*) 以前か

ら、彼ら （偽信者*たち）は確かに （信仰

者たちへの）誘惑5を望み、あなたに対し

て策を練り上げて来た6。（それは）真理

が到来し 、アツラー*の物事7が顕現する

までのことだった。彼らはそれを嫌って

いたのだが。

47.

(信仰者たち

。アツラー*は、不正*者たちの

J紅ル到麟ヨ48.

1 ここでの 「居残る者たち」 とは女性など、イスラーム*法的に正当な理由から、出征を免除

された者たちのこと （アッ =サアディー339 頁参照)。

2 この言葉の主には、「シャイターン*」「彼ら （偽信者*たち）自身」「預言者*」「アッラーつ

といった解釈がある （アッニシャウカーニー2:522 参照)。

3 この「誘惑」 の解釈には、「敵軍の強大さをほのめかして士気を Fげること」「困難や悪事」

「シルク*」 といった説がある （アル=バガウィー2:355 参照)。

4 具体的には、信仰者の間にお互いに対する憎悪を生じさせるべく 、陰口や悪口などを広め

たりすること （ムヤッサル 194 頁参照)。

5 「誘惑」 にっいては、アーヤ*47 の訳注を参照。

6 それまでにも偽信者* たちは、 ウフドの戦い*や部族連合の戦い*などで、預言者*がもたら

した教えを滅ぼそうと、策略を練ってきたものだった （前掲書 195 頁参照)。

7 「真理」 とはアッラー*からの勝利で、かれの 「物事」 とは、イスラーム*のこととされる

(アッ=タバリー5:4〇1〇参照)。
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49. また、彼ら（偽信者*たち）の内には、「私

に（出征からの残留を）お許し下さい。そ

して、私のことを試練にかけないで下さ

い」と言う者もいる。彼らはまさに、（偽

の信仰という）試練の中に陥ったのではな

いか。そして本当に地獄は、不信仰者*たち

をまさに包囲している。1

(預言者*よ、）もしあなたに善いことが起

これば、それは彼ら（偽信者*たち）を消沈

させる。そしてもしあなたに災厄が降りか

かれば、彼らは「私たちは確かに前もって、

大事を取っておいたのだ2」と言い、有頂天

になって（あなたから）背き去る。

50.
l

(預言者*よ、彼らに）言ってやるがよい。

「私たちには、アツラー*が私たちにお定め

になったことしか起こらない

私たちの庇護者*である

51.

かれは

。そして信仰者

たちには、アツラー*にこそ全てを委ね*さ

せるのだ」。

(預言者*よ、彼らに）言うのだ。「あなた

方は私たちに、二つの善きこと3のいずれか
ほか

を待ち望んでいるに外ならないのではな

いか？ そして私たちはあなた方に、アツ

ラー*がその御許からの懲罰によって、あ

るいは私たちの手（による成敗）によって、

^Ĵ ====Cx^j\ u^iA>
9

^-3
52.

1 このアーヤ*は、自分は女性に目がなく、ローマ人女性を見たらその虜（とりこ）になって

しまうのを恐れる、と嘘の言い訳をし、タブークの戦い*に出征しなかった者に関して下っ

たとされる（アッニタバリー5:4012参照)。

2「大事を取っておいた」とは、ムスリム*軍の敗北と苦難を予期して、タブークに出征しな

かったことを指す（ムヤッサル 195頁参照)。

3「二つの善きこと」とは、①敵への勝利と、現世と来世における褒美、②殉教（じゅんき

よう）と、その偉大なる地位のこと（アッニサアディー339頁参照)。
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あなた方を襲われるのを待ち望んでいる

のである。ならば、待ち望むがよい。本当

に私たちも、あなた方と共に待ち望む者と

なるから」 。

(預言者*よ、偽信者*たちに）言ってやる

のだ。「従順にであれ、嫌々であれ/施す

がよい。あなた方から （アツラー*に）受け

入れられることなど、ないのだ。本当にあ

なた方は、放逸な民だったのだから」 。

53.

し

^
また、彼らの施しが、受け入れられること

を彼らから阻んだのは、彼らがアツラー*

とその南徒*を否定し、礼拝にはいつも面倒

くさそうに顔を出し、嫌々にでしか施すこ

とがないからに外ならない。

ならば （預言者*よ、われら*が彼らに与え

た）その財産や子供に、心引かれてはなら

ない。アツラー*はそれらによって、現世の

生活で彼らを罰せられ1、彼らが不信仰者*

として事切れることを、まさにお望みなの

だから。

54.

破御邦;#'

^̂ゆ㈣

55.

また彼ら （偽信者*たち）は、あなた方の仲

間ではないのに、本当に自分たちはまさし

くあなた方の仲間である、と（嘘をついて）

アツラー*に誓う。しかし彼らは、怖気づい

ている民なので （、そのようにするので）

ある。

もし避難所や洞窟、穴でも見つければ、彼

らは一目散に、そこへと退散するであろう。

56.

©こ

57.

つまり、それらをアッラー*の御許での褒美 （ほうび）を得るための手段としないため、そ

れらの獲得における消耗 （しようもう）や、そこにおける損失ゆえに 「罰せられ」 ること

(ムヤッサル 196 頁参照)。戦利品*章 28 の訳注も参照。
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58. ま た、彼 ら （偽 信 者*た ち）の 中 に は、施 し

の こ と で あ な た を け な す 者 も い る。そ れ で

彼 ら は、そ こ か ら 与 え ら れ れ ば 満 足 し、そ

こ か ら 与 え ら れ な け れ ば、ど う で あ ろ う

か、激 怒 す る の で あ る。1

も し 彼 ら が、ア ツ ラ ー* と そ の 使 徒*が 自

分 た ち に 与 え て く れ た も の に 満 足 し、「私

た ち に は ア ツ ラ ー*だ け で 十 分。ア ツ ラ ー

*は そ の 恩 寵 に よ っ て、そ し て そ の 使 徒*

も （彼 が ア ツ ラ ー* か ら 授 か っ た も の か

ら）、私 た ち に お 授 け 下 さ る だ ろ う 。本

当 に 私 た ち は、ア ツ ラ ー*に こ そ （豊 か さ

を）求 め る 者 な の だ か ら」 （と 言 え ば よ

か っ た も の を）。

(-悬 の) 溪

_
*は、 者*、賛i*、そ

れ （浄 財*の 徴 収）に 携 わ る 者、 （そ れ

を 与 え ら れ る こ と に よ っ て）心 が 融 和 さ れ

る 者2、首3、借 金 し て い る 者4、ア ツ ラ ー*

の 道 （ゆ え に 努 力 奮 闘 す る 者）、旅 路 （で

苦 境）に あ る 者 の た め に の み （与 え ら れ

る）。（そ れ は）ア ツ ラ ー*か ら の 義 務 （と

し て 定 め ら れ た）。ア ツ ラ ー*は 全 知 者、英

知 あ ふ れ る*お 方 で あ ら れ る。

がWぶ二么fct二

^
句

念!!

^
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59.

60.

l このアーヤ*は、預言者*ムハンマド*のもとに集められた施しを分配している時、ある男が

「公正に分配せよ」 と言いがかりをつけたことに関して下ったとされる （アル=ブハーリ

一3610 参照)。

2 「心が融和される者」 とは、浄財*の受給によってイスラーム*への改宗や信仰心の強化が

望まれる者や、それによってムスリム*の利益や害悪の防止につながること、とされる （ム
ヤッサル 196 頁参照)。

3 「首」 については、雌牛章 177 の訳注を参照。

4 借金があるが、返済できない者のこと。尚、不適切なことにおいて借金した者については、

悔悟するまで浄財を受給する資格はない （アル= クルトウビー8:183 参照)。
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61. また、彼ら （偽信者*たち）の中には預言者

*を害し、 「奴は耳なのだ1」 と言う者があ

る。（預言者*よ、）言ってやるのだ。「（ム

ハンマド *は）あなた方への善の耳なのであ

る2。彼はアツラー*を信じ、信仰者たち（の

言うこと）を信じる。また （彼は）、あな

た方の内の信仰する者たちへの慈悲なの

だ。そしてアツラー*の無徒*を害する者た

ち、彼らには痛ましい懲罰がある」 。

見は;

^
ふふ嫩>

4iooyd

^
62. 彼ら （偽信者*たち）は、あなた方 （信仰者

たち）を満足させようとし、あなた方のた

めにアツラー*に （嘘の誓いを）誓う。アツ

ラー* とその使徒*の方が、満足させるによ

り相応しいというのに。もし彼らが、 （本

当に）信仰者であるというのならば。

63. 一体、彼ら（fe信者*たち）は知らないのか？

誰であろうと、アツラー* とその使徒 *に

歯向かう

_
、彼には永遠に留まることにな

る地獄の業火がある、ということを？ そ

れはこの上ない屈辱なのである。

奴j爲说與$
ふる3じjtsJS

翕㈣奴i�

64. 偽信者*たちは= その心の内（にある不信仰)

を自分たちに#げるスーラ*が、彼ら3に下

ることを警戒している。（預言者*よ、）言

ってやれ。「嘲笑しているがよい。本当

にアツラー*は、あなた方が警戒しているも

のを暴き出されるお方なのだから」 。

1 何を言っても鵜呑 （うの）みにする、という蔑 （さげす）みの言葉 （ムヤッサル 196 頁

参照)。

2 善いことのみを聞き入れる耳である、ということ （ムヤッサル 196 頁参照)。あるいは、

「正直者と嘘つきを聞き分ける耳」（イブン•カスイール 4:170 参照)。

3 この 「彼ら」 が誰を指すかについては、「信仰者たち」「偽信者*たち」 という説がある （ア
ッ =シャウカーニー2:536 参照)。
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65. (預言者*よ、）もしもあなたが、彼らに（預

言者*とその教友*たちについて何を言った

のか、と）尋ねたならば、彼らはきっと（こ

う）言うのだ。「私たちはふざけて、戯言

を言っていただけですよ」。言ってやるが

し、い。「一体あなた方は、アツラー*と、そ

の御徴と、その使徒*を嘲笑していたの

じ』

か？

，ャペど"ィて

'
〆〆れマ

66. 言い訳をするのではない。あなた方は確

かにあなた方の信仰後、不信仰を犯した

のだから。たとえ、われら*があなた方の

内のある集団を大目に見るにしても、わ

れら*は（別の）集団のことは罰するのだ。

というのも、彼らは罪悪者だったからで

ある」。

67. 偽信者*の男たちと偽信者*の女たちは、

同じ穴のむじなである。彼らは悪事を命

じて善事を禁じ2、（アツラー*の道ゆえ

の施しから）その手を引っ込める。彼ら

がアツラー*を忘れたゆえに、かれも彼ら

のことをお忘れになった3のだ。本当に偽

信者*たちこそは、（アツラー*とその使徒

*への信仰から逸脱した、）放逸な者たち

である。

參 こ) 【

ぐ
A!

^
3、

1 このアーヤ*は、タブークへの遠征中、偽信者*の一派が預言者*ムハンマド*とムスリム*

のことを陰で笑いものにしたことに関し、下ったとされる（アツ=タバリー5:4037-4039
参照)。

2 この「悪事」と「善事」については、イムラーン家章 104 の訳注を参照。

3 彼らがアッラー*の想起を忘れたため、アッラー*は彼らをそのご慈悲から遠ざけられた（ム
ヤッサル 197頁参照)。または、彼らがアッラー*のご命令を放ったらかしにしたため、ア

ッラー*は彼らを疑念の中に放ったらかしにされた（アル=クルトウビー8:199 参照)。同

種の表現法については、雌牛章 15の訳注も参照。



9. 悔悟章

^
-

^
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68. アツラー*は偽信者*の男たち、0信者*の女た

ち、不信f者*たちに、永遠にiまることにな

る地獄の業火を約束された。それだけで、彼

ら （の罰）には十分。アツラー*は彼らを呪わ

れ給い1、彼らには永遠の懲罰がある。

69. (偽信者*たちよ、あなた方は、）あなた方

以前の （不信仰）者*たちと同様である。彼

らはあなた方より力が強く 、より多くの財

産と子供を有し、 （現世での）その取り分

を堪能していた。またあなた方も、あなた

方以前の者たちが （現世での）その取り分

を堪能していたように、自分たちの （現世

での）取り分を堪能し、彼らが （アツラー*

に対する嘘という）輝言を喋ったように、

(アツラー*に対する嘘という）戯言を喋っ

た。それらの者たちは、その行いが、現世

と来世において台無しになってしまったの

だ。そして彼らこそは、損失者なのである。

70. 彼らのもとには、ヌーフ*の民、アード*、サ

ムード*、イブラーヒーム*の民、マドウヤン
*の仲間たち、転覆した町 2々といった、それ

以前の者たちの知らせが届かなかったの

か？ 彼らの使徒*たちは、彼らのもとに (そ

の正しさを証明する）明証を携えて到来し

た （が、彼らは使徒*たちを嘘つき呼ばわり

したので、アツラー*に滅ぼされたのだ）。

アツラー*が彼らに不正*を働くなどという

ことは、あるべくもなかった。しかし彼らが、

自分自身に不正*を働いていたのである。

© O

^
=

^
J

1 「アツラー*の呪い」 に関しては、雌牛章 88 の訳注を参照。

2 「転覆した町々」 とは、複数の町に居住していた、ルート *の民のこと。あるいはそれらの

中心であった、サドームの町のこと （イブン•カスイール 4:174 参照)。この名称の由来、
およびそれらが滅ぼされた時の様子については、フード*章 82-83、アル= ヒジュル章

73-74 を参照。
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㈣ぬ仏典〇また、信仰者の男たちと信仰者の女たち

は、互いに盟友である。彼らは善事を命じ

て悪事を禁じ1、礼拝を遵守し*、浄財*を

施し、アツラー*とその使徒*に従う。それ

らの者たち、アツラー*は彼らに、ご慈悲を

おかけになるのだ。本当にアツラーは偉力

ならびない*お方、英知あふれる*お方なの

だから。

71.

72. アツラー*は信仰者の男たちと信仰者の女

たちに、彼らダ永遠に留まることになる、

その下から河川が流れる楽園を約束され

た。また、永久の楽園の麗しき住まいも（約

束された）。そしてアツラー*のご満悦は、

更に大きい（享楽）。それこそはこの上な

い勝利なのだ。

. 預言者*よ、不信仰者*たちと偽信者*らに対

して努力奮闘し、彼らに厳しくあれ。彼ら

の住処は地獄なのだ。そしてその行き先

は、何と醜悪であろうか。

. 彼ら（偽信者*たち）は、自分たちは（預言者

*とその教友*たちの悪口など）言ってい

ない2と言って、アツラー*に誓う。彼らは

確かに不信仰の言葉を口にし、服従（イ

スラーム*)後に不信仰に陥り、彼らが（結

局は）達成できなかったこと3を意図した

のである。彼らは徒*を）咎めたが、

実にアツラー*とその使徒*はその恩寵に

より、彼らを富ませて下さったに外ならな

73

]y

^
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^
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1 「善事を命じて…」については、イムラーン家章 104 の訳注を参照。

2 この背景にある出来事については、アーヤ*64-66を参照。

3 つまり、アッラー*の使徒*に危害を加えること（ムヤッサル 199頁参照)。
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いのである1。もし彼らが悔悟するなら、

それが彼らにとってより善いのである。け
れども、もし背き去るのであれば、かれ（ア

ツラー*) は現世と来世において彼らを痛

ましい懲罰で罰され給う。そして彼らに

は地上において、いかなる庇護者も援助者

もないのだ。

. 彼ら（偽信者*たち）の中には、アツラー

*に対して（このように誓って）約束した

者がある。「もしも、かれ（アツラー*)

がそのご恩寵から私たちに授けて下さ

仏、
を75

かなら

たら、私たちは必ずや（そこから）施つ
かなら

し、必ずや正しい者*たちの仲間入りをし

ましよう」。

05>4-0

^
UA-3そして、かれがそのご恩寵から彼らにお授

けになれば、彼らはそれを出し惜しみし、

76.

ひるがえ

(イスラーム*から）身を翻して背を向け

たのである。

でかれ（アツラー*)は、彼らがかれと

拝謁することになる（復活の）日*まで、そ

の心の中の偽信（の増加）を、彼らの（行

いの）帰結とされた。それというのも彼ら

がアツラー*に対して、かれに約束したこと

を破り、嘘をついていたためなのである。

一体、彼らは知らなかったのか？ アツラ

一*が彼らの秘密も密談もご存知であり、ア

ッラー*が不可視の世界*を熟知されるお

方であるということを？

77.

;Sj炎

ベて78.

偽信者1こ代表されるある種の人々は、アッラー*が預言者*ムハンマド*にお授けになった

恩恵や祝福の数々を享受したにも関わらず、恩知らずな態度を変えなかった（ムヤッサル

199 頁参照)。
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(彼らは）信仰者たちの内、率先して施す

(豊かな）者たちや、自分たちの能力分し

か （施し物を）見出せない （貧しい）者た

ちのことをけなし、彼らを嘲笑する者た

ち 1。アツラー*が、彼らのことを嘲笑され

た2のである。そして彼らには、痛ましい懲

罰があるのだ。

(使徒*よ、）彼らのために （アツラー*に）

お赦しを乞うがいい。あるいは、彼らのため

にお赦しを乞うのではない。たとえ、あなた

が彼らのために七十回3赦しを乞うても、ア

ツラー*は決して彼らをお赦しにはなるま

い。それというのも、彼らはアツラー*とそ

の使徒*を否定したからである。アツラー*

は、放逸な民をお導きにはならないのだ。

(タブークの戦い*へと出征せず、）アツ

ラー*の使徒*に反した状態で4 (マディーナ

*に）居残らされた （偽信）者*たち5は、そ

の居残りに有頂天になった。そして、彼ら

は自分たちの財産と生命をかけてアツラ

一*の道に努力奮闘することを嫌い、（互い

にこう）言ったのだ。「暑さの中、出征す

ることはないぞ」 。（使徒*よ、）言ってや

79.

80.

81.

l 沢山のものを施す者には 「見せびらかしだ」 と言い、僅かなものを施す者には 「アツラー*

はこんな施しなど、必要とはされない」 などと言った者たちがいたのだという （アル=ブ
ハーリー1415 参照)。

2 この表現については、雌牛章 15 の訳注を参照。

3 この「七十回」は文字通りの意味ではなく 、「単に数の多さを示す表現である」という説と、
文字通りの意味である、 という説がある （イブン •カスィール 4:188 参照)。

4 一説には、「アツラー*の使徒*の後方に」 という意味 （アル=パガウィー2:374 参照)。

5 「自ら居残った者たち」 でなく 「居残らされた者たち」 と表現されているのは、一説に、
もし彼らが共に出征すれば悪事や面倒を起こすことになるのを知っていた預言者*が、彼ら

の出征を禁じたからである （アツニラーズィー6:113 参照)。
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るがいい。「地獄の業火は、もっと熱さが

厳しいぞ」 。もし彼らが、 （そのことを）

理解していたならば。
か せ

©こ べ■兵 じ を53

82. ならば、彼らが稼いでいたもの （不信仰）の

報いゆえ、彼らを （現世で）少し笑わせてお

き、 （地獄で）沢山泣かせておくがよい。

83. (使徒*よ、）アツラー*があなたを、彼ら

(偽信者*たち）の内の一派のもとへと （夕
き か ん

ブークの戦い*から）帰還させ給い、彼らが

あなたに （次の戦いの）出征の許可を請う

たら、言ってやるのだ。「あなた方は断じ

て、私と共に出征することはないし、私と

共に敵と戦うこともあるまい。本当にあな

た方は最初、（出征せずに）居残ることに

満足したのだから。ならば、後方に居残る

者たち 1 と共に居残っているがよい」 。

84•また （使徒*よ）、彼ら （偽信者*たち）の

内の他界した誰かのために、断じて祈って
き が ん

はならない。また （祈願のために）、その

墓に立ってもならない。本当に彼らはアツ

ラー* とその使徒*を否定したのであり、

放逸な （偽信）者* として死んだのだから。

85. そして （預言者*よ、われら *が彼らに与え

た）その財産や子供に、心引かれてはなら

ない。実にアツラー*はそれらによって、現

世で彼らを罰し給い2、彼らが不信仰者* と

して事切れることを、まさにお望みなのだ

0

ぶ

^
猫 私J

から0

1 「後方に居残る者たち」 の解釈には、「後方に居残る偽信者*たち」「女性や弱い男性たち」

「放逸な者たち」 といった説がある （アル=クルトウビー8:218 参照)。

2 アーヤ*55 の同様の件 （くだり）の訳注も参照。
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86. また、アツラー*を信じ、その使徒* と共に

努力奮闘せよ、というスーラ*が下った時、

彼ら （偽信者*たち）の内の裕福な者たちは

あなたに、（出征せずに居残る）許しを請

い、 （こう）言った。「私たちを放ってお

いて下さい。私たちは、居残る者たち1 と一

緒にいます」 。

彼ら （偽信者*たち）は、 （出征せずに）後

方に居残る者たち2 と共にあることに満足

し、その心は （偽の信仰と居残りゆえに）塞

がれた。ゆえに彼らは、理解することがない。

88. しかし使徒*と、彼と共に信仰する者たちは、

その財産と生命をかけて努力奮闘した。それ

らの者たち、彼らには善きものがあり3、そ

れらの者たちこそは成功者なのである。

二。
'

oj^

參 こ (と

给こ; ふ

^
ふ

87.

p\^こ逆ぉ5が

0

89. アツラー*は彼らのために、その下から河川

が流れる楽

_
をご用意なされた。彼らはそ

こに永遠に留まる。それは、この上ない勝

利なのだ。

90. ま た の 筅

_
の）

_
し を も ら う た め、

ベドウインの弁解者たち4がやって来た。そ

してアツラー* とその使徒*に嘘をついた者

たちが、 （後方に）居残ったのである。彼

らの内、不信仰だった者*たちには、（現世

⑽批;4

^
觸』て

1 この 「居残る者たち」 については、アーヤM6 の訳注を参照。

2 「後方に居残る者たち」 については、アーヤ* 46 「居残る者たち」 の訳注を参照。

3 現世では勝利や戦利品*など、そして来世においてはこの上ない栄誉を得る （ムヤッサル

201 頁参照)。

4 これは、マデイーナ*近郊にいたべドウインたちの内、マデイーナ*にやって来て、預言者*

に自分たちの弱さと無力さを訴 （うった）え、出征しなくてもよい許しを請うた者たちの

こと。このアーヤ*の 「居残った」 者たちは、正当な言い訳のなかった別の民であるとされ

る （ムヤッサル 201 頁参照)。
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と来世において）痛ましい懲罰が襲いかか

るであろう。

91 . 弱者にも、病人にも、 （出征に）費すもの

を見出せない者にも、 （出征せずに居残る

ことの）罪はない。もし、アツラー*とその

使徒*に誠実であるのなら。善を尽くす者1た

ちに、 （罰される）筋合いはないのである。

アツラー*は赦し深いお方、慈愛深い*お方。

また（4徒*よ、）自分たちを （出征のた

め、乗用の家畜に）乗せてくれるようにと、

あなたの所にやって来たものの、あなたが

「あなた方を乗せる （余分な）もの （家畜)

はない」と言った者たちにも（、罪はない）。

彼らは（出征のために）費すものを見出せ

ずに悲しみ、その目からは涙を溢れ出させ

ながら、引き返して行ったのである。

93. 咎められるべきは、裕福であるにも関わら

ず、 （出征せずに居残る）許しをあなたに

乞う （偽信）者*たちにこそある。彼らは、

後方に居残る者たち2 と共にあることに満

足し、アツラー*は彼らの心を （偽の信仰ゆ

えに）塞がれた。それで彼らは、 （自分た

ちの悪い結末を）知ることもないのだ。

(信仰者たちよ、）あなた方が （タブーク

の戦い*から）彼らのもとに戻って来た時、

彼らはあなた方に （嘘の）言い訳をする。

(使徒*よ、）言ってやるのだ。「言い訳す

るのではない。私たちはあなた方のことを、

信じないのだから。アツラー*は、あなた方

�㈣純ぬ㈣

こ知づ

^
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92.

4雜
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94.

l 「善を尽くす者」 については、蜜蜂章 128 の訳注を参照。

2 「後方に居残る者たち」 については、アーヤ *46 「居残る者たち」 の訳注を参照。
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の消息の一部を、私たちに確かにお告げに

なったのだ。アツラー*はあなた方の行いを

ご覧になり、その使徒*もまた（そうする）、それからあなた方は不可視の世界*も現象

界2もご存知のお方の御許へと返され、かれ

はあなた方が（現世で）行っていたことに

ついて、あなた方にお告げになる」。

95. あなた方が彼ら（偽信者*たち）のもとに帰

れば、彼らはあなた方が（問い詰めること

なく）自分たちから離れ去るようにと、あ

なた方に対し（嘘の言い訳で）アツラー*

に誓うであろう。ならば、彼らから離れ去

るがよい。彼らは穢れ3なのであり、彼らの

住処は、彼らが稼いでいたことによる報い

ゆえの地獄なのだから。

シパ

^^̂
声96. 彼ら（偽信者*たち）は、あなた方が自分た

ちに満足してくれるようにと、あなた方に

対し、（偽って）誓う。そして、たとえあ

なた方が彼らに満足したとしても、（そん

なものは彼らの役には立たない、）本当に

アツラー*が放逸な民を喜ばれることはな

いのだから。

97. ベドウィンたち4は不信仰と偽信において

(町の民）よりひどく、アツラー*がその

使徒*に下された決まりについて無知なの

も、より当然なのだ5。アツラー*は全知者、

英知あふれる*お方である。

ぶj油fejびK
'

1 悔悟するかどうか、ご覧になるということ（ムヤッサル 202頁参照)。

2「現象界」については、家畜章 73の訳注を参照。

3 この「穢れ」については、アーヤ*28「不浄」の訳注も参照。

4 砂漠の民のこと。ここではベドウインの内の偽信者*を指す（アル=クルトウビー8:231参照)。

5 これはベドウィンが粗擊（そぼう）かつ頑固で、知識や学者、訓戒や教訓の場から疎遠（そ

えん）であるため（ムヤッサル 202頁参照)。アーヤ*98、99も参照。
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^
4しまた、ベドウィンたちの中には自らが費

やすもの1を罰金ととらえ、あなた方に（状

況の）暗転を待ち望んでいる者がいる。

彼らの方にこそ、悪しき暗転があるのだ。

アッラー*はよくお聴きになるお方、全知

者であられる。

98.

〆9 .̂A-̂ダ

またべドウインたちの中にも

^
アツラー*

と最後の日*を信じ、自らが費やすものを

アツラー*の御許での （かれへの）お近づき

と、（自分への）使徒*の祈願 （の手段）と

してとらえる者たちがいる。本当にそれは、

彼らにとって（アツラー*への）お近づき（の

手段）なのではないか。アツラー*は彼らを、

(天国という）そのご慈悲の中にお入れに

なろう。本当にアツラーは赦し深いお方、慈

愛深い*お方なのだ。

ムハージルーン* とアンサール*の内、先

人の先駆け2たちと、善を尽くして彼らに

従った者3たち、アツラー*は彼らをお喜

びになり、彼らもアツラー*に満足する。

そしてかれ（アツラー*) は彼らのために、

その下を河川が流れる楽園を用意されて

いる。彼らはそこに、ずっと永遠に留ま

る。それは、この上ない勝利なのだ。4

99.

參んダ」メ

^

100.

i 不信仰者* との戦いや、ムスリム*への援助、アッラー*がお勧めになる物事などにおける出

費のこと （アツ =タバリー5:4085 参照)。

2 アッラー* とその使徒*への信仰を早くから受け入れた者たちの内、自分たちの民や家族を

離れて移住* したムハージルーン* と、不信仰者*に対して彼らを援助したアンサール*のこ

と （ムヤッサル 203 頁参照)。

3 アッラー*のご満悦を求めて、信仰と言行において善を尽くし、彼ら先人たちの道に続く者

たちのこと （ムヤッサル 203 頁参照)。蜜蜂章 128 の訳注も参照。

4 このアーヤ*にもあるように、教友* たちへの敬意は信仰の基本の一つである （前掲書、同

頁参照)。
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101. またベドウィンたちの内、あなた方 （マデ

イーナ*の住民）の周りにいる者たちの中に

は、偽信者*がいる。そして、マディーナの

住民の中にも （同様に）。彼らは偽の信仰

にしがみついて （、放将さを更に上乗せし

て）いるのだ。（使徒*よ、）あなたは彼ら

のことを知らない。（しかし）われら*は、

彼らのことを知っている。われらは彼らを、

二度に亘って罰してやろう 1。それから彼ら

は （復活の日）、この上ない懲罰へと戻さ

れることになるのだ。

1 0 2. ま た （マ デ ィ ー ナ*の 周 り の ベ ド ウ ィ ン

と、マディーナ*の住民の中には、）自分

たちの罪を認めた、別の者たち2がいる。
彼らは正しい行い* と、別の悪 （い行い）
3を混穿させた。恐らくアッラー*は、彼ら

の悔悟を受け入れて下さるであろう。本

当にアッラー*は赦し深いお方、慈愛深い
*お方なのだから。

(預言者*よ、）彼ら4の財産から施しを

取るがよい。あなたはそれで彼らを清め、

育んでやる5。そして彼らのために、（罪

。ぬS私igjじ

\ 03.

は ぐ く

1 この 「二度の懲罰」 の一つ目は、殺害、拘束、彼らの秘密の暴露 （ばくろ）など現世にお

けるもので、二つ目は死後、墓の中での懲罰 （信仰者たち章 100 「障壁」 の訳注も参照)

のことであるとされる （前掲書、同頁参照)。
2 —説にこのアーヤ*は、タブークの戦い*に出征せずに居残ったが、預言者* たちがマディー

ナ*に帰還した際に自分たちをマスジド*の柱にくくりつけ、預言者*が赦してくれるまでは

そのままでいる、 と誓った者たちについて下った。同様にどんなに罪深い者でも、悔悟す

る信仰者は赦される （イブン•カスィール 4:206 参照)。

3 この 「正しい行い*」 は、悔悟、後悔、罪の認識などのこと。「悪い行い」 は使徒*の命令に

背いて出征しなかったことを始めとした、その他全ての悪行 （ムヤッサル 203 頁参照)。

4 この 「彼ら」 とは、アーヤ*102 の 「別の者たち」 のこと （前掲書、同頁参照)。

5 彼らの善き品性と正しい行い*を育み、その現世と来世における褒美をヒ乗せし、その財産を増

やしてやる （頻出名•用語解説「浄財*」 も参照)、ということ （アッ=サァディー350 頁参照)。
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の赦しを）祈ってやるのだ。本当にあな
き が ん

たの祈願は、彼らにとって（心の）静寂な

のだから。アツラー*はよく聴かれるお

方、全知者であられる。

104. 一体、彼らはアツラー* こそが、その僕た

ちから悔悟をお受け入れになり、施しを

お受け取りになることを知らないのか？

そしてアツラー*こそが、よく悔悟をお受

け入れになる *お方、慈愛深き *お方であ

ることを？
よ げ ん し や

105. (預言者*よ、彼らに）言ってやるのだ。

き

^
5な典

ふ

^
!

^̂ ^
「 （アツラー*がお喜びになることを、）

行え。アツラー*は、あなた方の行いをご

覧になるだろうから。また、その使徒*と

信仰者たちも （あなた方の行いを見るだ

ろう）。そしてあなた方は、不可視の世

界 * も現象界 1 もご存知のお方の御許へと

返され、かれはあなた方が （現世で）行

ていたことについて、あなた方にお告

げになろう」 。

106. また （出征の命令に応じなかった者たち

の内、その処分について）、アツラー*の

ご裁決を見合わされているSOの者たち2、

かれ （アツラー*) は彼らを罰されるか、

あるいはその悔悟を受け入れられるかさ

れるであろう。アツラー*は全知者、英知

あふれる *お方である。

つ

1 「現象界」 については、家畜章 73 の訳注を参照。

2 これはアーヤ *102 で言及されている者たちとは別で、アーヤ *118 の訳注に言及されてい

る三人のことである、とされる （ムヤッサル 203 頁参照)。
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107. また （出征の命令に応じなかった者たち

の内には）、マスジド*を （信仰者たちへ

の）害悪と不信仰、信仰者たちの間の分

断と、（それ）以前にアツラー*とその使徒

*に戦いを仕掛けた者を待ち受けるため

のものとする者たちがいる 1。彼らは実に、

(こう）誓うのだ。「私たちは （その建

設において）、善いことを望んだだけな

のです」 。アツラー*は本当に彼らが、ま

さしく嘘つきであることを証言し給う。

108. (預言者*よ、）そこには決して （礼拝の

ため）立つのではない。最初の日から

敬虔さに基づいて築かれたマスジド2 こ

そは、あなたが （礼拝に）立つにふさわ

しいのだから。そこには、自らをよく清

めること3を愛する者たちがいる。アツラ

成ほ〇

^
4

^
、如沒

こ4

^
JA

みずか

一*は、自らをよく清める者をお好みに

なるのだ。

1 マディーナ*には、ムスリム*たちがそこに移住* した後、彼らを憎み、様々な策謀 （さくぼ

う）を計画した、アブー•アーミル•ア ッ=ラーヒブという男がいた。しかしムスリム*たち

が勢力を強めた後、彼は 「ローマ軍を従えてマディーナ*を攻撃するから、砦 （とりで）を

用意しておくように」 とマディーナ*の偽信者*たちに約束し、ローマ帝国に亡命する。そ

れに応じて偽信者*らは、ムスリム*軍がタブークに出征する前、マディーナ *のクバー•マ
スジド （アーヤ*108 「マスジド*」 の訳注も参照）近くに彼らのマスジド *を建てた。雨夜

などにそこに行けない人々のため、という名目だったが、実際は礼拝者たちの分断やムス

リム*に対する策謀の場とすることを目的としていた。預言者*はそこで礼拝するよう頼ま

れたが、タブークの戦い*からマディーナ*に戻る途中、このアーヤ*が啓示された。結局そ

のマスジド*は、破壊された （イブン•カスィール 4:210-212 参照)。

2 アーヤ*107 の訳注にもあるように、これはイスラーム*史上初のマスジド *であるクバー•
マスジドのことであるとされる。イスラーム*において二番目に徳がある預言者*マスジド*

が、クバー•マスジドよりも礼拝するにふさわしい場所であることは、言うまでもない （ム
ヤッサル 204 頁参照)。

3 水で身の汚れを清め、罪の赦しを乞うことと敬虔さ*により、心の罪を清めること（前掲書、

同頁参照)。
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109. 一体、アツラー*への畏れ*の念と、かれ

のお喜び （を追求すること）に基づいて

その建物を築く者の方が善いのか、それ

とも崩れかかった崖のほとりにその建物

を築き、それと一緒に地獄の業火へと崩

れ落ちてしまう者 （の方が善いの）か？

アツラー*は、不正*者である民をお導き

にはならないのだ。

K如切110. 彼ら （偽信者*たち）が建てたその建物は、

彼らの心がばらばらに張り裂けるまで1、彼

らの心の中の疑惑であり続ける。アツラー*

は全知者、英知あふれるお方である。

111. 本当にアツラー*は信仰者たちから、天国と

引き換えに、彼らの命と財産を買い取られ

た。彼らはアツラー*の道において戦い、殺

し、殺されるのである。トーラー*と福音*

とクルアーン*における、その真のお約束

——アツラー*よりも自らの約束に忠実な

お方があろうか？一〇ならば、あなた方

が契約した自分たちの取引に心躍らせよ。
それこそは、この上ない勝利なのだ。

112. (彼ら信仰者たちとは、）悔悟する者た

ち、崇拝*行為に専念する者たち、 （アツ
ラー*を）称賛*する者たち、斎戒*する2者

たち、ルクーゥ *する者たち、サジダ*す

る者たち、善事を命じる者たち、悪事を

い-
ぬM細マ成M�

ふてこ>5うべ

^
じ；

^
';?

^
こ;

'こ必3'

1 「心がばらばらに張り裂けるまで」 の解釈には、「殺されるまで」「死ぬまで」「とても後悔

して、アッラー*に悔悟し、かれを非常に恐れるようになるまで」 といった解釈がある （ム
ヤッサル 204 頁参照)。

2 外にも 「アッラー*の道において奮闘する」「知識を求める」 などの解釈がある （アル=バ
ガウィー2:392 参照)。原語 「サーハ」 にはそもそも、「移動する」「旅行する」 といった意
味があり、そこから一般に 「イスラーム*において賞讚すべき旅をする」 ことを指すのだ、
という （イブン•アーシユール 11:41 参照)。
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禁じる 1者たち、アツラー*の決まりを守る
2者たち。（預言者*よ、これらの）信仰者

たちに吉報を伝えよ。

113. 預言者*と、信仰する者たちにとって、シ

ルク *の徒のため（アツラー*に罪の）お赦

しを乞うことなど、あってはならない。

たとえ彼らが （自分たちの）近親の者で

あろうとも、火獄の徒であることが彼ら

に明白になった後には3 (、そうしてはな

らない）。

こねじ

^
Xレ Jj

'
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114 . イブラーヒーム*が（、シルク *の徒であっ

た）自分の父のため、 （アツラー*に罪の）

お赦しを乞うたのは、彼（イブラーヒーム*)

が彼（父）にした約束4ゆえに過ぎなかった。

そして彼 （父）が、アツラー*の敵であるこ

とが明らかになった時、彼 （イブラーヒー

ム*) は彼と決別したのである。本当にイブ

ラーヒーム*はまさしく、哀願する者5、寛容

な者だったのだから。

㈣

^^切

^
そしてアツラー*は、ある民をお導きにな

た後、彼らが保身するためのことを明

らかにされない限りは、彼らを迷わせ給

1 1 5.

「善事を命じる」「悪事を禁じる」 については、イムラーン家章 104 の訳注を参照。

2 アッラー*から課せられた義務を果たし、命じられたことを行い、禁じられたことを避（さ）

け、アッラー*への服従に従事し、かれがお定めになった捉を破らないこと （ムヤッサル

205 頁参照)。

3 つまり、シルク*を犯したまま死んだことで、「火獄の徒」 であることが確定したら、とい

うこと （前掲書、同頁参照)。婦人章 48 も参照。

4 イブラーヒーム*は父がムスリム*になることを望むがゆえに、彼の罪の赦しを乞うことを、

彼に約束した。マルヤム*章 47、試問される女章 4 も参照（アル=パガウィー2:395 参照)。

5 「哀願する者」 という訳をあてた語 「アウワーフ」 には、「よく祈る者」「慈悲深い者」「確

信する者」「よくアッラー*を唱念する者」「よく嘆く者」 「おそれ畏 （かしこ）まり、恭順

(雌牛章 45 参照）な者」 など、様々な解釈がある （アル= クルトウビー8:275 参照)。

1
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うことはない1。本当にアツラー*は、全て

のことをご存知のお方なのだから。

0
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116. 本当にアツラー*、かれにこそ、諸天と大

地の王権は属する。かれは （お望みの者

に）生をお授けになり、 （お望みの者に）

死をお授けになる。そしてあ令た方には
アツラー*の外に、いかなる庇護者も援助

者もない。

アツラー*は確かに、預言者* と、 （タブ

ークの戦い* という）苦難の時2に彼 （預

言者*) に従ったムハージルーン* とアン

こ的弘�料、117.

かたむ

サール*の悔悟を、彼らの一派の心が傾き

かけた3後、お受け入れになった。それか

ら、かれは彼らの悔悟をお受け入れにな

たのである。本当にかれは、彼らに対

してこそ、哀れみ深い*お方、慈愛深い*

お方なのだ。

118. そして （出征せず）後方に残された三人4

に対しても （、アツラー*はその悔悟をお

受け入れになった）。やがて、大地がそ

•〇

顧修路旅鋼jg

1 つまりアッラー*は、まだ明白に禁じられてもいない物事 （ここでは特に、シルク*の徒と

して亡くなった者の罪の赦しを乞うこと）を行ってしまった者に対して、「迷妄（めいもう）」

の烙印 （らくいん）を押されることはない （アッ =タバリー5:4141-4142 参照)。

2 タブークの戦い*は真夏の酷暑 （こ く し ょ）、食料や水の不足、旅行用のラクダの欠如など

が重なった、大変厳しい遠征だった （ムヤッサル 205 頁参照)。

3 「心が傾きかけた」 のは、「信仰における確固さから」 だとか、「困窮と苦難ゆえに （タブ

ークの）戦いへの出征から」 だとかいう解釈がある （イブン•ジュザイ 1:372 参照)。

4 カアブ•ブン•マーリク、ヒラール•ブン•ウマイヤ、ムラーラ•ブン•ア ツ =ラビーゥの三人

のこと。ムスリム*軍がタブークから凱旋 （がいせん）した後、出征の命令に応じなかった

多くの者は言い訳をし、その言い訳が真実であると誓った （アーヤ*94 以降を参照)。だが

この三人は嘘の言い訳をすることを拒んだので、彼らの処分についてのアッラー*のご命令

が下るまで、ムスリム*たちから村八分にされることになった。彼らの悔悟が受け入れられ

たとの啓示が下ったのは、村八分が始まってから五十日目の夜明けのことだった （アル=

ブハーリー4418 参照)。
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，此

_
；#激4の広さにも関わらず彼らにとって狭くな

って1、彼らに心苦しいものとなり、彼ら

がアツラー* (のお怒り）からの逃げ場所

は、かれご自身 （に赦しを乞うこと）し

かないことを確信した時、 （彼らはアツ

ラー*に彳毎悟し、）それからかれ （アツラ

一*) は、彼らが （その後もしっかりと）

悔悟するよう、彼らの悔悟をお受け入れ

になった。本当にアツラー* こそは、よく

悔悟をお受け入れになる*お方、慈愛深い

*お方なのだから。

119. 信仰する者たちよ、アツラー*を畏れ*、

正直な者たち2と共にあれ。

もU44

マデイーナ* の住民とそのp辺のベドウ

インたちは、アツラー*の使徒*をよそに

(出征せず）後方に留まったり、彼（使徒

*) よりも自分自身を優先させたりすべき

ではない3。というのも、アツラー*の道に

おいて彼らが喉の乾きや、疲労、空腹に襲

われたり、 （交戦状態にある）不信仰者*

たちを憤らせる土地に足を踏み入れた

り、敵に被害を与えたりすれば、それに

より正しい行い* (の褒美）が、彼らのた

120.

私㈣な私淡

かなら

めに必ず記録されるからである。本当に

アツラー*は、善を尽くす者4たちの褒美

を、無駄にはされないのだから。

1 この表現については、アーヤ*25 の訳注を参照。

2 「正直な者たち」 とは、言葉と行いが矛盾している偽信者のようではなく 、アッラー*への
信仰において正直で、その言葉を行いで実証するような者のこと （アッ =タバリー5:4151

参照)。

3 預言者*が大変な目にあっているのに、自分たちは楽をしていてはならない、ということ（ム
ヤッサル 206 頁参照)。

4 「善を尽くす者」 については、蜜蜂章 128 の訳注を参照。
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121. また （アツラー*の道において、）費用を

少し、あるいは多く出費したり、 （行軍

して）谷一つ越えたりすれば、彼らのた

めに （その褒美が）記録されないことは

ないのである。（それは）アツラー*が彼

らに、彼らが行っていた最善のもの （行

い）でお報いになるためなのだ。

122. また信仰者たちは、総動員で出征すべき

ではない。どうして彼らの内の各集団か

ら、 （必要に見合った人数だけの）一団

が出征しないのか？ （それは出征せず

に留まる者たちが）宗教において理解を

深め、そして （出征していた）その民が

自分たちのもとに戻って来た時、彼らに

警告するため1。（それは）彼らが、 （ア

ッラーの懲罰に対して）用心するように

なるためなのだ。

123. 信仰する者たちよ、不信仰者*たちの内、

あなた方に隣接する者たちと戦え2。そし

て彼らに、あなた方にある強靭さを知ら

しめよ。アツラー* こそは （その支持と援

助によって）、敬虔*な者たちと共にある

ことを知るのだ。

こ

^̃じじ13
⑼ �;

^
4

124. スーラ*が下ると、彼ら （偽信者*たち）

の内のある者は言う。「一体あなた方の

内の誰が、これで （更なる）信仰心を上乗

1 つまりクルアーン、スンナ、義務行為、法規定などを学び、遠征軍が戻って来たら、彼らの不

在中に啓示されたものを伝えること。尚、 「宗教において理解を深め」 る者たちが、「出征し

た人 」々 であり、 「警告」 される側が、 「出征せずに留まる者たち」 という説など、他の解釈

の仕方もある （アル=バガウイー2:403-404 参照）。
2 この 「隣接する不信仰者*たち」 とは、マデイーナ*やハイバルのユダヤ教徒*たちとか、当

時のシャーム地方 （現在のシリア、パレスチナ周辺地域）を支配していたローマ人たちの
ことであるとされる（前掲書 2:406 参照)。「不信仰者* との戦い」については、雌牛章 190、
悔悟章 36 とその訳注も参照。
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せするというのか？」信仰する者たちこ

そは、（スーラ*の啓示によって、更なる）

信仰心を上乗せするのである。そして彼

らは、（授けられた信仰心に）心躍らせ

るのだ。

ね』膝また、心に病がある者たち1はといえば

(スーラ*の啓示により）、彼らの線れ2の

上に更なる穢れを上乗せし、不信仰者*と

して死んでしまつたのである。

125.

0こ々

^一体、彼ら（偽信者*たち）は、自分たち

が毎年一度や二度は、試練3にかけられる

ということを知らないのか？ その後に

及んで、彼らは悔悟することもなく、教

訓を得ることもないのだ。

. また、スーラ4が下れば、彼ら（偽信者

*たち）は互いに顔を見合わせ（て、互

いにこう言っ）た。「（今、ムハンマ

ド*のもとを立ち去ったとしても、）誰

かあなた方を目にすることがあろう

か？」それから（誰の目にもつかなけ

れば、）彼らは立ち去ってしまう。ア

ッラー*が彼らの心を、彼らが理解しな

い民であるゆえに、（信仰から）お逸ら

しになったのだ。

126.

© 一も

參こ

^
沒

127

l 偽信者*や、イスラーム*への疑念が強い者たちのこととされる（ムヤッサル 207頁参照)。

2 この「穢れ」には、「疑念」「不信仰」「罪」などといった解釈がある（アル=クルトゥビー

8:299参照)。

3 この「試練」の解釈には、「病気や逆境」「旱魃（かんばつ)」「戦い」「偽の信仰が露（あら）

わになること」などの諸説がある（アル=バガウイー2:407参照)。

4 ここでは特に、偽信者*たちの問題や行動を指摘するスーラ*のこと（ムヤッサル 207

頁参照)。
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128. あなた方自身の内から一人の使徒* (ムハ
ンマド*) が、確かにあなた方のもとに

到来した。あなた方が苦しむのは、彼に

とって辛いこと。（彼は）あなた方に対

-Lii
ドじ

^け ん めI

して懸命で1、信仰者たちにこそ哀れみ深
じ あ い

く、慈愛深いのだ。

傅54js\
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129. (使徒*+;) それで、もし彼ら（不信仰

者たちと偽信者*たち）が（あなたへの信

仰から）背くのであれば、言ってやるが

よい。「私には、アツラー*だけで十分。
かれ以外に（真に）崇拝*すべきものはな

く——私は、かれにこそ全てを委ねた*一

、かれは偉大なる御座2の主であられる

お方」0

翕々

^

1 あなた方の導きと、諸事の改善に「懸命」であるということ（ムヤッサル 207頁参照)。
2「御座」については、高壁章 54の訳注を参照。
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第 10章

ユーヌス*章1

慈悲あまねく +慈愛深き +

アツラー*の御名において

アリフ•ラーム•ラー2。それは、完全無欠な3
け い て ん み し る し

啓典の御徴 （アーヤ*) である。

010r\

ド

^
"

^\^b]^J^====^

2. 一体、人々には驚きだったというのか？

われら *が彼らの内のあ，男に、 「人々に、

(アツラー*の懲罰を）警告せよ。そして信

仰する者たちには吉報を伝えよ、彼らには

自分たちの主*の御許で、真の高み4があると

い う こ と を」 と 啓 示 し た こ と が？ 不 信 仰

者*らは言った。「本当にこれはまさしく 、

紛れもない魔術師である」 。

3. あなた方の主*は、諸天と大地を六日間で

創造され5、それから御座6にお上がりになっ

たアツラーである。かれは、万事を司られ

1 マッカ*啓示 （一部アーヤ*には、マディーナ*啓示説あり）。マッカ*啓示の常として、クル

アーン*の真実性と奇跡性、アッラーの唯一性* と全能性、死後の復活と清算といった基本

的な信仰箇条 （かじょう）を確証すると共に、それらに対するシルク *の徒の態度や反応が

明らかにされ、様々なたとえ•証明•物語などを用いた議論がなされる。スーラ *名の由来は、

一時は預言者*ユーヌス*を拒否していたものの、悔悟によってすんでの所で罰を免れた、

彼の民の話 （アーヤ*98) による。それはマッカ*の不信仰者*たちに対する懲罰の警告で

あると共に、彼らに早期での悔悟を促 （うなが）してもいる。

2 これらの文字については頻出名•用語解説の「クルアーンの冒頭に現れる文字群*」を参照。

3 アッラー*はクルアーシ*を、消失、欠損、変化、嘘、矛盾といったことから 「完全無欠な」

ものとされた。その他、「英知にあふれた」「裁決する」「(様々な教えが、その中に）定め

られた」 といった解釈もある （アッ =ラーズィー6484-185 参照)。

4 「真の高み」 とは、（来世のために現世で）前もって行っていた善行ゆえの、善き褒美のこ

と （ムヤッサル 208 頁参照)。

5 「六日間での天地創造」 については、詳細にされた章 9-12 とその訳注も参照。

6 「御座にお上がりになる」 については、高壁章 54 の訳注を参照。
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0る。かれのお許しの後でなくしては（復活

の日*) 、いかなる執り成し手もいない。そ

のお方がアツラー*、あなた方の主*。ゆえに、

かれを崇拝*せよ。一体、あなた方は教訓を

得ないのか？

かれの御許にこそ（復活の日*) 、あなた方

全員の帰り所はある。アツラー*の真なるお

約束（を、お約束になった）。本当にかれ

は創造を始められ、それから（死後に）そ

れをお戻しになるのだ。（それは）かれが、

信仰して正しい行い*を行った者たちに、公

正にお報いになるため。そして不信仰だっ

た者*たちには、彼らが不信仰に陥っていた

ことゆえに、煮えたぎる湯の飲み物と痛烈

碑 又44.

ちようばつ

な懲罰があるのだ。

jOjjSj

刹

^̂
批 ミ 成

かれは太陽を（燦然たる）光、月を明かり

とされ、あなた方が年数と計算1を知るベぐ

それ2に諸々の宿り場を定められたお方。ア

ッラー*がそれを創造されたのは、真実ゆえ

5.

ほか みしるし

に外ならない3。かれは知識ある民に、御徴
4を明らかにされるのだ。

奴;

^̂
'灰てぬ6. 本当に夜と昼の交代と、アツラー*が諸天と

大地に創造されたものの内にはまさに、
みしるし

敬虔なる*民への御徴 5がある。

1 この「計算」は月日の数や、時間の計算のことであると言われる（アル=パガウィー2:411
参照)。

2 この「それ」は太陽と月、両方を指しているとも、月だけを指しているのだとも言われる

(アル=クルトゥビー8:310 参照)。

3 イムラーン家章 191「我らが主*よ、…ありません」の訳注も参照。

4 この「御徴」とは、アッラー*の完全なる御力と知識を示す証拠のこと（ムヤッサル 208
頁参照)。

5 この「御徴」については、アーヤ*5「御徴」の訳注を参照（アル=カースイミー9:3325参照)。
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本当にわれら * との（来世における）拝謁を

望まず1、現世の生活に満足して、それに安

んじる者たち、そして、われら*の御徴 2を

なおざりにしている者たち、

そのような者たちの （来世での）住処は、

彼らが （現世で）稼いでいたもの （罪）ゆ

えのi灸。

7.

8.

似路、;こ
^
ま4本当に、信仰し、正しい行い*を行った者た

ち、彼らの主*はその信仰心ゆえ、彼らをお

9.

0

^
あ ん ね い

導きになる3。安寧の楽園では、彼らの下

から河川が流れている。

そこでの彼らの祈願は、 「あなたに称え *

あれ、アツラー*よ」 であり、そこでの彼ら

の挨拶は 「 （あなた方に）平安を4」 。そし

て祈願の締めくくりは、 「全創造物の主*、

アツラー*に全ての称賛*あれ」 。5

10.

11. もし、アツラー*が人々に善きこと （の祈願

を聞き入れること）を急がれるように、彼

らに悪いこと （の祈願6の聞き入れ）を急が

�

鹏泌;fetes
1 この 「望まず」 は、原語では 「ラジャーゥ」 から派生した動詞。「望む」 と 「恐れる」 とい

う意味、いずれをも含む。つまり本来は、復活の日*の懲罰を恐れもしなければ、その日の

褒美を望みもしない、という意味であるという （アルニバガウイー2:411 参照)。

2 この 「御徴」 の解釈には、「クルアーン*のアーヤ*」「アッラーの唯一性*、全能性を示す証

拠」「アッラー*の法規定」 といった説がある （アブー•ハイヤーン 5:120 参照)。

3 天国への道と、それにつながる正しい行いへと、「お導きになる」（ムヤッサル 209 頁参照)。

4 「あなた方に平安を」 については、雷鳴章 24 の訳注を参照。

5 一説によれば、天国の住人は何か欲しい物があれば、「アッラー*よ、あなたに称え *あれ」

と言いさえすれば、天使*がお望みの物を持ってやって来る。その際、彼らは 「平安あれ」

と挨拶を交わし、望みの物を頂いた後には主*を称賛するのだ、という （アッ =タバリー

5:4182-4183 参照)。

6 「悪いことの祈願」 とは怒りゆえに、自分自身や子供、財産などに対し、実現したら困る

ような祈願の言葉を口にしてしまうこと。あるいは戦利品*章 32 にあるような類の、不信

仰者*の祈願のことである、とも言われる （アル=バガウイー2:412 参照)。
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れJのであれば、彼らには自分たちの

(滅亡の）期限 （の到来）が決定されてし

まったであろう。だが、われら *は （そうせ

ず、）われら *との拝謁を望まない1者たち

を彷徨うまま、そのひどい放埒さの中に放

たらかしにしておくのだ。

12. また （不信仰な）人間は、害悪が降りかかれ

ば、横になって、または座りつつ、あるいは

立ちながら、われら*に祈る。そして、われ

ら*が彼からその害悪を取り除いてやれば、

彼は自分に降りかかった害悪 （からの救い）

について、われら*に祈りなどしなかったか

のように （以前の不信仰な状態を）続ける。
同様に、 （アツラー*とその使徒*に対する嘘

において）度を越した者たちには、自分たち

が行っていたこと2が目映く見えたのだ。

また、われら*は確かにあなた方以前の幾つ

もの世代を、滅ぼした。使徒*たちが明証3を

携えて彼らのもとに到来したにも関わら

ず、彼らが不正*を働き、信仰すべくもない

状態にあった時のことであった。同様に、

われら*は罪深い民に報いるのだ。

ウ
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13.

め つ ぼ う

14. それから（人々よ）、われら *は彼らの（滅亡

の）後、あなた方を地上の継承者4 とした。

あなた方がどのような行いをするか、見屆

けるために。

1 この 「望まない」 については、アーヤ*7 の訳注を参照。

2 つまり試練の時にだけ （アツラー*に）祈願し、順境の時には感謝を忘れること （アル=バ
ガウィー2:413 参照)。

3 この 「明証」 は、彼らの言うことの正しさを証明する明らかな奇跡や、根拠のこと （ムヤ

ツサル 209 頁参照)。

4 「地上の継承者」 については、家畜章 165 の訳注を参照。
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15. また、彼ら （シルク *の徒）にわれら *の明

白な御徴 （アーヤ*) が読誦された時、わ

れらとの拝謁を望まない1者たちはしこう）

言った。「これではないクルアーシ*を披露

してみよ。あるいは、それを変えよ2」。（使徒

*よ、）言ってやるがいい。「私には、それ

を自分勝手に変更する権利などない。ただ

私は、自分に啓示されたものに従うだけな

のだから。本当に私は、もし我が主*に逆ら

たりしたら、偉大なる （復活の*) 日の懲
_

(が降りかかること）を怖れている」 。

(使徒*よ、）言ってやれ。「もしアツラー

*がお望みになったのなら、私はそれ（クル

アーン *) をあなた方に対して読誦しなか

たし、また （アツラー*は）それをあなた

方にお教えにもならなかったのだ。（それ

がアツラー*からの真実だと知れ、）私は確

かに、それ （が下される）以前、あなた方

のもとで（長い）年月3を過ごしたのだから。

一体、あなた方は分別しないのか？」

アツラー*に対して嘘を捏造し、あるいはそ

の御徴を嘘呼ばわりする4者よりも、ひど

い不正 *を働く者がいようか？ 本当に

罪悪者たちは、成功しないのである。

Jjl3

© 於ぶ

^
16.

つ

>c

17.

l この 「望まない」 については、アーヤ*7 の訳注を参照。

2 「これではないクルアーン*」 とは、不信仰者*らの崇めていた偶像などを批判し、禁じる

ようなものではないもののこと （アルニバガウイー2:414 参照)。また 「（クルアーン*を）

変える」 こととは、不信仰者*らの意向に沿って、警告のアーヤ *を吉報のアーヤ *に変えた

り、何かを非合法とするアーヤ*を合法とするアーヤ*に変えたり、またその逆にしたりす

ること （アツ = タバリー5:4188 参照)。

3 「年月」 とは具体的に、啓示が下るまでの四十年間のこと。その間、預言者*ムハンマド*は

嘘をついたことなどもなく、正直さで知られていた （イブン•カスイール 4:253-254 参照)。

4 「嘘の捏造」 とは、アツラー*に共同者や子供がある、という主張。「御徴を嘘呼ばわりす

る」 とは、預言者*やクルアーン*を嘘呼ばわりすること （アル=バガウイー4:414 参照)。
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も じ 私 ふ �

/̂ <^ j00531

18. 彼ら （シルク *の徒）はアツラ
「

*を差しお

いて、彼らを害しなければ、益もしないよ

うなものを崇めている。そして （彼らは、）

言うのだ。「この者たちはアツラー*の御許

での、私たちの執り成し手なのである」 。

(使徒*よ、）言ってやるがいい。「アツラ

一*に対し、かれが諸天においても大地にお

いても関知されないことを、申し上げると

いうのか？」かれに称え *あれ、かれは彼ら

がシルクを犯しているものから（無縁で）、

遥か高遠なお方。

念こ

^ ^̂
ぶ

19. 人々はかつて、（イスラーム*という一つの

宗教に基づいた、）ただ一つの民に外なら

なかったのであり、その後に意見を異にし

たのである 1。そして、もしあなたの主から

の先んじた御言葉2 (による懲罰の猶予）

がなかったならば、彼らの間には、彼らが

意見を異にしていたことにおいて、 （早期

での）裁決3が下されていただろう。
が ん め い

如'免二益5
A44

20. また、彼ら（頑迷な不信仰者*たち）は言う。

「どうして彼 （ムハンマド*) には、彼の主
*からの御徴 4が下らないのか？」 では

(使徒*よ）、言ってやるがいい。「本当に

アツラー*にこそ、不可視の世界*は属する

1 つまり、ある者たちは不信仰に陥り、またある者たちは真理を固守した （ムヤッサル 210
頁参照)。雌牛章 214、相談章 14 とその訳注も参照。

2 この 「御言葉」 とは、復活の日*まで、彼ら不信仰者*たちの懲罰が猶予される、というア

ッラー*の定めのこと （前掲書、同頁参照)。

3 真理を固守した者たちが救われ、不信仰の民*が滅ぼされるという「裁決」のこと（前掲書、

同頁参照)。

4 この 「御徴」 は、奇跡のこと （アル= クルトウビー8:323 参照)。同様のアーヤ*として、
雌牛章 108、家畜章 109-110、夜の旅章 90-93、ター•ハー章 133、預言者*たち章 5、識

別章 7-8、創成者 x章 42 も参照。
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pだ。ならば、（私たちへのアツラー*のご

裁決を）待つがよい。実に私も、あなた方

と共に待つ者となるから」。

また、われら*が（シルク*を犯している）

人々に、彼らに降りかかった災難の後、

慈悲1を味わわせたならば、どうであろう、

2 1.

さくぼう

彼らはわれら*の御徴に対して策謀2する。

(使徒*よ、）言ってやれ。「アツラー*は、

より速く策謀されるお方3」。本当にわれら

*の使い（天使*)たちは、あなた方の策謀を

書き留めているのだから4。

峡

^J r̂W5、

(人々よ、）かれ（アツラー*) は、あなた

方を海に陸に移動させられるお方。やが

て、あなた方が船上の人となり、それらが

よき風と共に彼ら5を乗せて進み、彼らがそ

れ（よき風）に有頂天になると、そこに強

風が到来し、あらゆる場所から波が彼らを

襲い、彼らは（八方ふさがりになって）自

分たちの一巻の終わりを悟る。彼らはアツ

ラー*だけに真摯に崇拝*行為を捧げつつ、

(こう言って）かれに祈るのである6。「も

22.

1 この「慈悲」は、順境、平安、豊かさのこと（ムヤッサル 211 頁参照)。

2 この「策謀」とは、アッラー*の御徴を嘘よばわりし、嘲笑すること（前掲書、同頁参照)。

3 つまり彼らの策謀は、彼らに不利な方に働く。天使*たちは彼らの行いを記録し、アッラー

*はそれを仔細（しさい）に渡って数え上げられ、それに十分な報いを与えられるのだから

(アッ=サァディー361 頁参照)。「アッラー*が策謀する」という表現については、雌牛章

15の同様の表現についての訳注も参照。

4 この天使*たちについては、雷鳴章 11 とその訳注も参照。

5 ここで突然「あなた方」から「彼ら」に人称が変わる独特の修辞（しゅうじ）法については、

食卓章 12の訳注を参照。一説に、ここで「彼ら」と切り替わるのは、アッラー*からのお怒

りや、かれから遠ざけられることを示しているのだという（アッ=ラーズイー6:234 参照)。

6 つまり、それまで拝していたアッラー*以外のものを放棄し、アッラー*だけに真摯に祈り

すがる（ムヤッサル 211 頁参照)。婦人章 146の「その崇拝*行為をアッラー*だけに真摯

に捧げる」に関する訳注も参照。
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しも、あなたが私たちをこれからお救い下
か な ら

さったなら、私たちは必ずや （あなたの
お ん け い

恩恵を）感謝する者となりますのに」 。

為

^
_

毯23. それで、かれ （アツラー*) が彼らを （その

苦境と恐怖から）お救いになれば、どうであ

ろう、彼らは不当にも地上で （腐敗*や罪に
し ん ぱ ん

よって）侵犯するのだ。人々よ、あなた方の
し ん ぱ ん ほ か

侵犯は、自分自身に対するもの1に外ならな

いのだぞ。現世の生活の楽しみ （を、あなた

方は楽しんでいるだけ）。やがて、われら*

こそがあなた方の帰り所となり、われら*は

あなた方が行っていたことを、あなた方に告

げ聞かせ （、それに報い）るのである。

5

^
爲 �a

よ
'
!

^
�

24. 本当に現世の生活の様子は、 （雨）水のよ

うなもの。われら*は天からそれを降らし、

人々と家畜が食する大地の （様々な）植物

が、それと混合 （し、茂って互いに混生）

する。やがて大地がその装飾品を身にまと

い、（種子や果実や花々で）自らを飾り立

て、その住民がそれら （の収穫）を手にす

ることが出来ると思ったところで、 （それ

らを壊滅させるという）われら*の命令が夜

中に、あるいは昼間に、それらを襲う。そ

してわれら*は、まるでそれらが昨日までは

存在しなかったかのように、根こそぎにし

てしまうのだ。このようにわれら *は、熟考

する民に御徴 （アーヤ*) を明らかにする。

25. アツラー*は平安の地へとお招きになり、か

れがお望みになる者をまっすぐな道2へと

お導きになる。

1 その罰は自分自身に返って来る、 ということ （ムヤッサル 211 頁参照)。

2 「平安の地」 は天国で、「真っ直ぐな道」 はイスラーム*のこととされる （前掲書、同頁参

照)。
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ぬ癌⑭ぜ㈣秦26. 善を尽くした者1たちには、最善のものと、

(更なる）上乗せ2がある。そして彼らの顔

を、埃や屈辱が覆うことはない。それら

の者たちは天国の民であり、彼らはそこに

永遠に留まる。

そして悪行を稼いでいた者たちには、それと

同様の悪い報いがあり、屈辱が彼らを覆う。

彼らには、アツラー* (の懲罰）から守って

くれる者など、誰もいない。彼らの顔は、あ

たかも真っ暗な夜の断片に覆われてしまっ

たかのよう。それらの者たちは業火の民であ

り、彼らはそこに永遠に留まるのだ。

み

^
』し�

27.

28. われら*が彼らを皆召集し、それからシル

ク*を犯していた者たちに、（こう）言う（復

活の）日*のこと （を思い起こさせよ）。「あ

なた方と、あなた方 （がアツラー*) の同位

者 （としていたもの）たちは、自分たちの

場所に （控えていよ）3」 。われら*は彼ら

を別々にし、彼らの （アツラーに対する）

同位者たちは、 （自分たちを崇めていた者

たちに向かって、こう）言う。「あなた方
あ が

が崇めていたのは、私たちではなかった。

29. アツラー*だけで、私たちとあなた方の間の

証人は十分。本当に私たちは、あなた方の

(私たちに対する）崇拝*について、無頓着

だったのだから」。4

1 蜜蜂章 128 「善を尽くす者」 の訳注も参照。

2 「最善のもの」 とは天国で、「上乗せ」 とは、天国でアッラー*の御顔を拝 （おが）むこと

や、罪のお赦し、アッラー*のお喜びのこととされる （ムヤッサル 212 頁参照)。

3 彼らシルク*の徒は復活の日*、信仰者たちとは別の場所に区別される （イブン•カスイール

4:264 参照)。ビザンチン章 14、ヤー•スイーン章 59 も参照。

4 同様の情景の描写として、雌牛章 166-167、マルヤム*章 82、物語章 63、蜘蛛章 25、創

成者*章 13-14、砂丘章 6 なども参照。
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30. そこにおいて全ての者は、自分が（現世で)

既に行ったことを検証する、そしてアツラ

一*へと、彼らの真の庇護者*の御許へと戻

されるのであり、彼らが捏造して （アツラ

一* と並べて崇めて）いたものは彼らから消

え失せてしまうのだ。

(使徒*よ、彼らシルク*の徒に）言ってや

れ。「天と大地から、あなた方に糧を与え

られる2お方は誰か？ いや、（あなた方の）

聴覚と視覚を所有されるお方3は、誰なの

か？ また、死から生を取り出され、生か

ら死を取り出される4お方は誰か？ そし

, e口て

没％

^
0

^
挑

^̂©4^

31.

ン」

つかさど

て （全ての）物事を司られるお方は、誰

なのか？」そうしたら、彼らは言うだろう、

「アツラー*である」 と。言ってやれ。「一
体、あなた方は（かれを）畏れ*ないのか？」

そのお方がアツラー*、あなた方の真の主* 颂ゴ

^
翕44

^
�

^
崎多

32.
め い も う

である。そして真理の外には、迷妄がある

のみなのではないか？5 —体、どうしてあ

なた方は （、アツラー*の崇拝*から別のも

のの崇拝*へと）逸らされるのか？

(彼らシルク*の徒と）同様に、放逸だった

者たちには、彼らは信仰しないという、あ

なたの主*の御言葉が確定したのである。

33.

1 つまり自らの状態と成果を検証し、善く有益なものを知り、醜 （みにく）く有害なものを
知ることになる （イブン•アーシュール 11:153 参照)。

2 食卓章 66 「頭上からも足元からも…」 の訳注を参照。

3 アツラー* こそは人間に聴覚や視覚をお授けになり （王権章 23 など参照)、またお望みに
なれば、それを奪うことのできる御力をお持ち （家畜章 46 など参照）のお方である （イ
ブン•カスイール 4:266 参照)。

4 「死から生を取り出され…」 については、イムラーン家章 27 の訳注を参照。
5 アツラー*以外のものを主とし、崇拝*することは、例外なく 「迷妄」であるということ （ア

ツ =タバリー5:4209 参照)〇
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(4i*よ、）言ってやれ。「あなた方 （が

アツラー*) の同位者 （としているもの）た

ちの内、 （無から）創造を始め、その （消

減）後、それを （元通りに）戻すものはあ

34.

(のみ）が創造を始められ、その後にそれ

をお戻しになる。一体、どうしてあなた方

は（、アツラー*の崇拝*から別のものの崇拝

*へと）背かされるのか？」

(使徒*よ、）言ってやるがいい。「あなた

方（がアツラー*) の同位者 （としているも

の）たちの内、真理へと導くものはあるの

か？」 言ってやれ。「アツラー* (のみ）が

真理へとお導き下さるのである。それで一

35.

し た が

体、真理へとお導き下さるお方が、従わ
ふ さ わ み ち び

れるにより相応しいのか？ それとも導
み ず か み ち び

かれなければ、自ら導きを得ることはな

い1 もの （が従われるに相応しいの）か？

一体、あなた方はどうしたことか？ あな
あ や ま

た方は何という 、 （誤った）判断2をして

いるのか？」

36. 彼らの大半が従っているのは、憶測に外な

らない。実に憶測は真理に対して、少しも

役立つことなどないのに3。本当にアツラー

*は、彼らがなすことをご存知のお方。

み娜麵以ぉ彝3

1 これが偶像のような非生命体である場合、その意味は 「誰かに運ばれない限りは、自分自

身で移動することも出来ない」といったものに解釈されるという（アル=バガウィー2:419

参照)。

2 アッラー* とその創造物を並べ （て崇め）る、という 「判断」 のこと （ムヤッサル 213 頁

参照)。

3 この 「憶測」 は、偶像が神であり、それらが来世で彼らの執り成しをしてくれる、という

考えのこと。「真理」 とは、一説には 「懲罰」、あるいは 「知識」 のこと （アル=パガウィ

一2:420 参照)〇
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このクルアーン*が、アツラー*以外（の誰か)

によって捏造されることなど、あり得ない。

だが （それは、）それ以前のもの （諸啓典）

への確証であり、全創造物の主*からの、疑惑

の余地のない啓典 （法）の解明なのである。

37.

必>

^
>13ぶ妙'

。

翕

38. いや、一体、彼らは （こう）言うのか？ r®
(ムハンマド*) がそれ（クルアーン*) を捏造

したのだ」 。（イk徒よ、）言ってやれ。「で

は、それと同様のスーラ*を一つ、持って来て
’ みよ1。そして、あなた方がアツラー*以外に

(それを頼むことが）出来る （あらゆる）者

を、呼んで （手伝わせて）みるがよい。もし、

あなた方が本当のことを言っているのなら」。

. いや、彼らは、まだf の知識2を把握しても

いなかったものを、（早合点して）嘘よばわ

りしたのだ。そしてその結末は、まだ彼らの

もとに到来してはいないというのに3。同様

に、彼ら以前の （不信仰）者*たちも、嘘よ

ばわりしたのだ。そして見るがよい、不正*

者たちの結果がし、かなるものであったかを。

40. (使徒*よ、）彼ら （あなたの民）の内には、

それ （クルアーン*) を信じる者がおり、ま

た彼らの内には、それを信じない者もい

る。あなたの主*は、腐敗*を働く者たちの

ことを最もよくご存知である。

39

��.翁4

i 雌牛章 23 の訳注も参照。

2 復活や、現世での行いへの応報、天国、地獄などについての 「知識」 のこと （ムヤッサル

213 頁参照)。

3 このアーヤ *の解釈には、「アッラー*が彼らに約束されている懲罰は、まだ到来していない」
(アッ =サアディー364 頁参照）「彼らの理解が、まだその意味に追いついていない」「不

可視の世界*についての知らせは、まだ結果として実現していない。ゆえに彼らは、それら

が真実か嘘か、まだ分からない」（アル=バイダーウィー3:199 参照）といった諸説がある。



10.ユーヌス章 412

また （&.+) 、もし彼ら （シルク *の徒)

があなたを嘘つき呼ばわりしたなら、言つ

てやるのだ。「私には自分の行い （とその

報い）があり、あなた方には自分たちの行

い （とその報い）がある。あなた方は私が

行うことから無関係であり、私もあなた方

が行うこととは無関係なのだ」 。

�爲�V成

41.

念
^
!

^

©制敝#
42. また彼ら （不信仰者*たち）の中には、あな

たに （表面的にのみ）耳を傾ける者たちが

いる。一体あなたは、分別することもない
_

に聞かせるというのか？1

如し私麵族從j43. また、彼ら （不信仰者*たち）の中には、あ

なた （の正しさの証明）に （表面的にのみ)

目を向ける者たちがいる。一体あなたは、

眼識もない盲人を導くというのか？

W路卿�44. 本当にアツラー*は、人々に対して少しの不
みずか

正* も行われない。しかし人々が、自らに

不正*を働いているのである。

減 ㈱ょ與名45. かれ （アツラー*) が彼らを、あたかも昼の

一時しか過ごさなかったかのような状態2

で召集される （復活の）日*、 （そこで）

彼らは、お互いを認め合う 3。アツラー*と

の拝謁を嘘呼ばわりした者たちは確かに

1 預言者*が語る言葉に何も感化されない者が、「分別することもない聾」 に譬 （たと）えられ

ている。次アーヤ *でも同様に、預言者 *の行いや人となりを目にしつつも導かれない者が、

「眼識もない盲人」 に譬 （たと）えられている （イブン•アーシュール 11:177-178 参照)。

2 ここでそれ以前に 「昼の一時」 しか留まっていなかったと感じるのは、その日の余りの恐

ろしさゆえである。またその場所については、現世であるとか、死後の墓場であるという

説などがある（アル=クルトウビー8:347 参照)。ター•ハー章 103、信仰者たち章 113-114、

ビザンチン章 55、砂丘章 35、引き離すもの章 46 も参照。

3 現世で知り合いだった者どうしは、復活の場でも互いの存在を認め合う。だが余りの恐怖

ゆえに、お互いの安否（あんぴ）を尋ね合うことなどもない（イブン•カスィール 4:271-272

参照)。信仰者たち章 101、階段章 10-11 なども参照。
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損失したのであり、彼らは導かれた者たち

ではなかったのだ。

46. そして （使徒*よ）、もしわれら*が （あな

たの存命中）、彼らに約束したものの一部
1をあなたに見せてやるにせよ、あるいは

(その前に）あなたを召すにせよ、われら
*にこそ彼らの帰り所はある。それからアツ

ラー*は、彼らがすることの証人なの（であ

り、彼らに相応の報いを与えられるの）だ。

47. また、（過去の）全ての民には、使徒*が（遣

わされて）いる。それで彼らの使徒*が （来

世において）到来する時、彼らの間は公正

に、不正*を被ることなく裁かれるのだ。

綠 ギ 乳

■

、七
©满奴；減み

©こ

^
:

“^^
4

^
いムンdjyij48. また、彼ら （シルク*の徒）は言う。「その約

束 （復活の日*) は、いつなのか？ もし、あ

なた方が本当のことを言っているのならば」。

49. (使徒*よ、）言ってやれ。「私は自分自身

に対し、アツラー*がお望みになったものの

外、害 （する力）も益 （する力）も有して

はいない。いかなる民にも、 （定められた

滅亡の）期限があるのだ。その期限が来れ

ば、 （彼らはそれを）一刻たりとも遅らせ

たり、早めたりすることはない」 。

50. (使徒*よ、）言ってやるがいい。「言って

みよ、もし夜、あるいは昼に、かれ （アツ

ラー*) の懲罰があなた方に到来したら？

一体罪悪者たちは、その （懲罰の）内の何

を、性急に求めている2のか？

尨降セが,

ゆ ゴ �

3

1 不信仰者*たちに約束され、警告された、現世での懲罰のこと （ムヤッサル 214 頁参照)。

2 同様のアーヤとして、家畜章 57-58、戦利品章 32、フード*章 8、雷鳴章 6、夜の旅章 92、
巡礼*章 47、蜘蛛章 53-54、サード章 16、相談章 18、階段章 1-2 も参照。
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それから一体、あなた方（シルク*の徒）は、

それ （アツラー*の懲罰）が起こる時にな

て、それを信じるというのか？ （その

時、あなた方にはこう言われる、）『一体、

今頃になって （信じるのか）？ あなた方

は確かに、それを性急に求めていたくせ

に』 」 〇
1

51 .

ウ

具S
'
o

'lc-5乙それから不正* (シルク*) を働いていた者た

ちに、 （こう）言われる。「永遠の懲罰を

味わえ。一体、あなた方が報われているのは、

自分たちが （現世で）稼いでいたことゆえ以

外の、何ものでもないのではないか？」

(使徒*よ、）彼ら （シルク *の徒）は、あ

なたに尋ねる。「一体、それ2は真実なの

か？」 言ってやるのだ。「然り、我が主*

にかけて、本当にそれはまさしく真実であ

る。そしてあなた方は （それから）、逃れ

られる者ではない」 。

jLc-55-
^

53.

細i；ぼbj454

^©5^
もし、不正* (シルク*) を働いたあらゆる

者に、地上にあるもの （全て）があったな

54.

まぬが

ら、 （そして、それを懲罰を免れるため

の代償とすることが出来たのならば、）そ

れで償ったであろう。そして懲罰を目の

当たりにする時、彼らは（余りの恐怖ゆえ)

後悔の念を露わに出来ない3。彼らは不正*

を受けることなく 、自分たちの間を公正に

裁かれるのだ。

1 アッラー*の最終的な懲罰が訪れたら、私たちは今信仰しました、などと言っても手遅れで

ある （ムヤッサル 214 頁参照)。家畜章 158 とその訳注も参照。

2 彼らに約束された、復活の日*の懲罰のこと （前掲書、同頁参照)。

3 「露わに出来ない」 と訳した動詞 「アサッラ」 には、「露わにする」 という全く逆の意味も

ある （アル=バガウイー2:423 参照)。
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55. 本当にアツラー*にこそ、諸天と大地にある

もの （全て）が属するのではないか。本当

にアツラー*のお約束1は、真実ではないか。
だが、彼らの大半は知らないのだ。

56. かれは生をもたらされ、死をもたらせられ

る。そしてかれ （の御許）にこそ、あなた

方は戻らされるのである。

57. 人々よ、あなた方のもとには確かに、あな

た方の主*からの訓戒と、胸の内にあるもの

への癒し2、導きと、信仰者たちへの慈悲

(である、 クルアーン *) が到来した。

©こ

^^^̂ ^^
綠jfej

J：使徒*よ、）言うのだ。「アツラー*のご恩

籠とそのご慈悲3ゆえに （喜べ）、それゆ

えにこそ喜ぶがよい。それは彼らが （現世

58.

はかな

で）集めている （つまらなく�い）ものよ

り、善いのだから」 。

(使徒*よ、彼ら不信仰者*たちに）言って

やるがいい。「言ってみよ、アツラー*があ

なた方のために下された糧のもの （につい

て）。あなた方は （自分たちに）、その一

部を非合法とし、 （別の一部を）合法とし

た4」 。言ってやれ。「一体アツラー*が、

あなた方に （それを）許可されたのか？

いや、あなた方はアツラー*に対して（嘘を)

捏造しているのだ」 。

各、じ>

^̂
3'ぶこし

^
J5ゞ

59.

1 褒美と懲罰という 「お約束」 のこと （アル=バイダーウィー3:203 参照)。

2 クルアーシ*は間際 （まぎわ）らしい間違いや、疑念への癒しであり、心の中の汚れを除去

してくれるものである （イブン•カスィール 4:274 参照)。

3 ここでの 「ご恩寵とご慈悲」 とは、アッラー*のお導きと、イスラーム*のこと （ムヤッサ

ル 215 頁参照)。

4 具体例として、食卓章 103、家畜章 136、138-139 も参照。
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60. 復活の日*、アツラー*に対して嘘を捏造す

る者たちの（、自分たちの結末に対する）

予測は、いかなるものであろう？ アツラ

一*こそはまさしく、人々への恩寵の主で

あられるが、彼らの大半は感謝しない。

(使徒*よ、）あなたが何らかの用事中でも、

まさにクルアーン*から読誦する時でも、

あなた方がいかなる行為を行っている時

でも、あなた方がそれに取りかかっている

時、われら*はもとより、あなた方を見守る

者なのである。そして僅かな重みでも、大

地にあろうが天にあろうが、あなたの主*

飲ぬ

^
J雜

必ゲム�;ねぬ。61.

念

^̂
まぬが

(の知識）から免れることはない。また、

それより小さいものでも、大きなもので
あらかじ

も、明白な書1に（ 予め記されてい）ない

ものはないのだ。2

ね}

'ふ⑼62. 本当にアツラー*と親密な者3たち、彼らに

は怖れもなければ、悲しむこともない4ので

はないか。

翕こぶ沿沐こぶ(彼らは）信仰し、（アツラー*を）畏れ*

ていた者たち。

64. 彼らには現世の生活と来世において、吉報

がある5。アツラー*の（お約束という）御言

葉に、変更はない。それこそは、偉大なる

勝利なのである。

63.

4ゆ、㈢ぃ二

^
1 この「明白な書」とは、守られし碑板*のことである、とされる（アル=パガウィー2:424 参照)。

2 同様のアーヤ*として、婦人章 40、家畜章 59、サバア章3も参照。

3 服従行為によってアツラー*とお近づきになり、アツラー*からの厚遇を受ける者たち（ア

ル=力ースィミー9:3364-3365参照)。

4 「怖れもなければ…」については、雌牛章 38の訳注を参照。

5 預言者*は、こう仰（おっしゃ）ったと伝えられている。「現世における彼らの吉報とは、

ムスリム*が見る、あるいは見せられる正夢であり、来世における彼らの吉報は天国である」
(アフマド 27526参照)。
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(使徒*よ、）彼ら （シルク *の徒）の言葉

が、あなたを悲しませるようであってはな

らない。本当に偉力は全て、アツラー*に属

するのだから。かれはよくお聴きになるお

方、全知者であられる。

65.

念こ;

66. 本当にアツラー*にこそ、諸天にある者と、

大地にある者 （全て）が属するのではない

か。そしてアツラー*を差しおいて （、かれ

の）同位者 （と自分たちが見なしているも
したが

の）たちに祈っている者たちは、何に従っ

ているのか？ 彼らは憶測に従っているに

過ぎないのであり、彼らは決めつけている

だけなのだ。

67. (人々よ、）かれ （アツラー*) は、あなた

方がそこで安らぐように夜をお創りにな

り、昼を （生活のために）視界が利くもの

とされたお方。本当にそこにはまさしく 、

耳を傾ける民にとっての御徴 1がある。

J0
Jふ!

^@0

68. 彼ら （シルク *の徒）は、言った。「アツラ

一*は御子をもうけられた」

ラー*) に称え *あれ2

りておられる *お方であるのに。かれにこ

そ、諸天にあるものと大地にあるもの （全

て）は属する。あなた方には、これ3につい

ての根拠などないのだ。一体あなた方は、

アツラー*について知りもしないことを言

うのか？

かれ（アツ

〇かれは、満ち足

1 この 「御徴」 とは、アッラーの唯一性*の証拠のこと （ムヤッサル 216 頁参照)。

2 雌牛章 116 の訳注も参照。

3 「アッラー*は御子をもうけられた」 などといった、シルク*の徒の嘘の数々を指す （前掲

書、同頁参照)。
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ol̂ js69. 言ってやれ。「本当に、アツラー*に対して

嘘を捏造する者たちは成功しない」。

70. (それは）現世における享楽1。その後、

われら* (の御許）こそが、彼らの帰り所と

なる。それからわれら*は、彼らが不信仰を

犯していたことゆえに、彼らに厳しい懲罰

を味わわせるのだ。

(使徒よ、）彼ら（不信仰者*たち）に、ヌ

ーフ*の話を読唱して聞かせよ。彼（ヌー

フ）がその民に、（こう）言った時のこと。

「我が民よ、もし（あなた方のもとでの）

私の滞留と、アツラーの御徴2による（あ

なた方に対しての）私の訓戒が、あなた方

にとって苦痛となったとしても、私はアツ

ラーにこそ全てを委ねた*のだ。ならば、あ

なた方は自分たちの事を、あなた方（がア

ツラー）の同位者（としているもの）たち

と共に決定し、その後はあなた方の（決定

した）事を包み隠すことなく（公けにし）、

それから私に対してやり遂げてみよ3。私を

猶予してくれなくてもよい。

114 芒
夕

4

姐;

^
抛名猶

71.

72. それで、もしあなた方が（私の呼びかけか

ら）背き去ったとしても、私はあなた方に

見返り4を要求していたわけではない。私の

見返りは、全創造物の主*から以外の何もの

1 シルク*の徒らの一部は、現世で享楽や幸福を味わっており、あたかも成功しているかのよ

うである。しかしそれは現世での束の間の享楽であり、真の成功ではない（アブー•アッ=
スウード 4:163参照)。

2 この「御徴」については、アッラーの唯一性を示し、彼らが犯していたシルクの虚妄（き
ょもう）性を暴（あば）く根拠のこと（アル=アルースイー11:157参照)。

3 出来る限りの懲罰や迫害によって、ヌーフを始末するということ（ムヤッサル 217頁参照)。
4「見返りの要求」については、家畜章90の訳注を参照。



10. ユーヌス章 419

でもないのであり、私は服従する者 （ムス

リム*) となるように命じられたのだから」。

そして彼らは、彼（ヌーフ*) を嘘つき呼ば

わりした。それで、われら *は彼と、彼と共

にあった者を船で救って、彼らを継承者1

とし、われら *の御徴 2を嘘とした者たち

を、溺れ （死に）させた3。ならば、警告を

受けた者たちの結末がいかなるものだっ

たかを、見てみるがよい。

以嫁激

な;sr趨能�

73.

ふ也

^̂
それから彼 （ヌーフ*) の後、われら*は （そ

の他の）使徒*たちを、彼らの民に遣わした。

それで彼ら （使徒*たち）は、明証4 と共に彼

ら （その民）のもとに到来したものの、彼ら

は以前にそれを嘘呼ばわりしていたことゆ

え、 （使徒*たちのもたらしたものを）信じ

るべくもなかった5。同様にわれら *は、 （ア

ッラー*の法と#徒たちの教えに対する）

74.

しんぱん

侵3G者たちの心を、閉じてしまうのである6。

l2=»j

75. それから彼らの後、われら*はムーサー*とハ
み し る し

ールーン*をわれら*の御徴 7と共に、フイル

アウン*とその （民の）有力者たちに遣わし

た。そして彼らは、（真実を受け入れること

に）高慢であり、罪悪者である民であった。

1 「継承者」 については、家畜章 165 の訳注を参照。

2 この 「御徴」 は、アツラーの唯一性*と、使徒*の正しさを示す証拠のこと （アツ = タバリ

一5:4240 参照)。

3 この時の様子は、フード*章 42-48 に詳しい。

4 この 「明証」 については、アーヤ*13 「明証」 の訳注を参照。

5 同様のアーヤ*として、家畜章 110 とその訳注も参照 （イブン•カスイール 4:284 参照)。

6 雌牛章 7 「…塞がれた」 の訳注も参照。

この 「御徴」 は、アツラーの唯一性*と、使徒*の正しさを示す証拠のこと （アツ = タバリ

一5:4240 参照)。
7
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76. そして、彼らのもとにわれら*の御許からの

真実が訪れると、彼らは言った。「本当に

これはまさしく、紛れもない魔術だ」 。

77. ムーサーは言った。「一体あなた方は真実

があなた方のもとを訪れた時、それに対し

て （そのようなことを）言うのか？ これ

が魔術だというのか？ 魔術師たちは、

成功しないというのに」 。

78. 彼らは、 （ムーサー*に）言った。「一体あ

なたは、私たちが見出した自分たちのご先

袓様のやり方1から、私たちを背かせるため

に来たのか？ そして地上での権威が、あな

た方両人 （ムーサー* とハールーン*) の も

のとなるために？ 私たちはあなた方のこ

となど、信じる者ではないというのに」 。

其; 絲3て ぬ 翁

79. フイルアウン*は、（有力者たちに）言った0

「あらゆる習熟した魔術師を、私のもと

に連れて来い」 。

80. そして魔術師たちがやって来ると、ムーサ

®こ)其力
(紐や杖など）を、投げるがよい」。2

81. それで彼らが （それらを）投げた時、ムー
サー*は言った3。「あなた方が披露したも

のは、魔術である。本当にアツラー*は、

i 「ご先祖様のやり方」 については、雌牛章 170 の訳注を参照。

2 話の流れとしては、この前に高壁章 115、ター•ハー章 65 のような状況がある。尚ム
ーサー*が魔術師らに先手を取らせたのは、彼らが既に列を作って準備を整えていたの
と 、先に人々に魔術師らの行いを見せることで、ムーサー*によるアッラー*の奇跡の
真実性と魔術の嘘を明らかにするためであった、とされる （イブン•カスイール 4:286
参照)。

3 ムーサー*のこの言葉の前には、高壁章 116、ター•ハー章 67-69 に描かれているような状
況がある （前掲書 4:286-287 参照)。
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それを無効にして下さろう。実にアツラー
*は、腐敗*を働く者たちの行い1を、容認さ

れないのだから。

. そしてアツラー*は、その御言葉によって真

理を確立される。たとえ、罪悪者たちが嫌

がろうとも」 。

83. そしてムーサーを信じたのは、その民の子

孫だけだった。彼らは、フィルアウン* と

その有力者たち2が、自分たちを試練にか

けることを怖がっていた——本当にフィ

ルアウンは地上で驕り高ぶり、本当にまさ

しく、彼は度を越した者たちの類いであつ

一脚紫82

均
參て

た

為

^^^
また、ムーサー*は言った。「我が民よ、も

しアツラー*を信じたというのなら、かれに

こそ全てを委ねよ*。もしあなた方が、服従

する者 （ムスリム*) であるならば」 。

84.

為

_
�

_
ぶ獅85. それで彼ら （ムーサー*の民）は、言った。

「私たちは、アツラー*にこそ全てを委ねま

した。我らが主*よ、私たちを不正*者であ

る民への試練とはしないで下さい3。

. また、あなたのご慈悲によって、私たちを

不信仰の民*からお救い下さい」 。

念

^̂
、4、ン

^̂
洛86

1 これは一説に、腐敗*を及ぼすあらゆる物事のこと。そして魔術や魔術師は、この内の最た

るものである （アッ =シヤウカーニー2:672 参照)。

2「その民」「その有力者たち」 いずれも、「その」 が「ムーサーの」 あるいは 「フィルアウン

の」 を指す、という異なる解釈がある （アル=バガウィー2:430 参照)。

3 「不信仰者*たちが私たちに勝利し、その結果、私たちが宗教から遠ざけられないようにし

て下さい」 という意味。あるいは、「不信仰者* たちが私たちに勝利することにより、その

ことが彼らに、彼らの方が正しかったのだと誤解 （ごかい）させないようにして下さい」

ということ （ムヤッサル 218 頁参照)。
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o
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われら*は、ムーサー* とその兄 （ハールー

ン*) に （、こう）啓示した。「あなた方二

人の民のためにエジプトで家々を拠り所

とし、あなた方の家々をキブラ* とし、礼拝

を遵守*せよ 1。そして信仰者たちには、

吉報を伝えるのだ」 。

88. また、ムーサー*は言った。「我らが主*よ、

実にあなたはフィルアウン* とその （民の）

有力者に、現世の生活において、飾りと財

産をお与えになりました。我らが主*よ、（そ

の結果、）彼らは （それらの恩恵に感謝せ

ず、）あなたの道から （自分たちと人々を)

迷わせたのです。我らが主*よ、彼らの財産

を変容させ2、彼らの心をきつく狭め、それ

で痛烈な懲罰を目の当たりにするまでは、

彼らが信仰しないようにして下さい」 。

87.

魏 姑％
，
ぬ

b-i

かれ （アツラー*) は仰せられた。「あなた

方二人の祈願は、確かに聞き入れられた。
ゆえに確固としてあれ3。そして （われら*

の約束と警告について）知識のない者たち

89.

したが

の道には、断じて従ってはならない I 〇

ム

^
城

90. われら*は、イスラーイールの子ら*に海を

渡らせた4。そしてフィルアウン* とその軍

勢は不当にも敵対して、彼らを追った。や

1 大半の解釈学者によれば、 イスラーイールの子ら*はムーサー* たちの到来後、彼らの礼拝
所を破壊 （はかい）され、礼拝を禁じられた。それで彼らは家をマスジド* とし、彼らのキ
ブラ*であるエルサレムの方に向けるように命じられた （アル=パガウィー4:431 参照)。

2 貨幣や農産物などが、価値のない石に変わり果てること。あるいは、朽 （く ）ち果ててし
ま う こ と （ア ッ = タ バ リー5:4254-4256 参照)。

3 自分たちの宗教の遵守 （じゅんしゅ）と、フィルアウン* とその民を正しい教えへと招き続

けることにおいて、確固としてあること （ムヤッサル 219 頁参照)。
4 この出来事については、ター•ハー章 77-78、詩人たち章 61-66、煙霧章 23-24 も参照。
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がて溺死が彼（フィルアウン*)に襲いかか

った時、彼は言った。「私は、イスラーイ

ールの子ら*が信じたお方（アツラー*) の

外、崇拝*すべき何ものもないことを信じま

した。そして私は、服従する者（ムスリム
*) の一人なのです」。

91.「（フィルアウン*よ、）今頃（信仰するの)

か？1 あなたは以前、確かに反抗していた

し、腐敗*を働く者たちの類いだったのに。

©如
_92. それでわれら*はこの日、あなたがあなた

の後（世）の者たちへの（訓戒すべき）御

徴となるべく、あなたをその肉体のみ2、

高台にうち上げてやるとしよう。本当に多

くの人々は、われら*の御徴に無頓着なの

である3」。4

93. われら*は確かに、イスラーイールの子ら*

を善い土地に住まわせ、善きものの内か

ら、_ 彼らに糧を授けた。そして彼らが意見

を異にしたのは、彼らのもとに知識が到来

した後のことだったのだ5。本当にあなたの

主*は復活の日*、彼らが意見を異にしてい

たことについて、彼らの間に裁決をお下し

になる。

1 死が訪れれば、悔悟をしても受け入れられない（ムヤッサル 219 頁参照)。家畜章 158と

その訳注も参照。

2 魂のない肉体、あるいは彼が着ていた鎧（よろい）のこと（アルニパガウィー2:433参照)。

3 一説によれば、ムーサー*と共にエジプトを脱出したイスラーイールの子ら*の一部は、フ
ィルアウン*が溺れ死んだのを信じない、と主張した。それでアッラー*は、彼の死が明白

になるよう、このようにされたのだという（イブン•カスィール 4:294 参照)。

4 これが誰の言葉であるか、という点については、「アッラー*」「ジブリール*」「ミーカーイ

ール*」「その他の天使*」といった諸説がある（アル=クルトウビー8:379 参照)。

5 このアーヤ*の意味については、雌牛章 213、相談章 14とその訳注を参照。
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94. もし (M*ct) , われら *があなた 1に下し

たもの （の真実性）について疑念を抱いて

いるのなら、 （確証と証言を得るため、）

あなた以前に啓典を読んでいる者たちに

尋ねるがよい。真理は確かに、あなたの主
*から、あなたのもとに到来したのである。
ならば絶対に、 （そのことを）疑わしく思

う者たちの類いになってはならない。

95. また （使徒*よ、）あなたは絶対に、アツラ

一*の御徴を嘘呼ばわりした者たちの一人

となり、それによって損失者の類いとなっ

てはならない。

96. 本当に、（懲罰という）あなたの主*の御言

葉が自分たちに確定した者たちは、信じな

いのである。

97. たとえ、彼らのもとに （訓戒と教訓として

の）あらゆる御徴が訪れても。痛烈な懲罰

を目の当たりにするまで （、信じないの

だ）。2

98. どうして町 （の住民）は （、懲罰を目の当

メ

^
%膝

^
憂

^̂
七

©私

パ

^^^
翕#

み ず か

たりにする前に）信仰し、その信仰で自ら
子 き た だ

を益しなかったのか？3 但しユーヌス *の

民だけは別で、彼らが信仰した時 （、懲罰

はまさに下ろうとしていたが）、われら *

1 このアーヤ *と、後続のアーヤ*の 「あなた」 については、雌牛章 120 の訳注を参照 （前掲
書 8:383 参照)。

2 アーヤ *91 の訳注も参照。

3 この件（くだり）には、懲罰が下るまで信仰しなかった過去の不信仰の民*に対する非難と、
懲罰が到来した時に信仰しても彼らは救われなかったのだという、否定の意味が含まれて
いるという （イブン•ジュザイ参照 1:388)。また当時のマッカ*の民に対する警告と、信仰
への奨励 （しようれい）も多分に含まれている （イブン•アーシュール 11:289 参照)。家
畜章 158 とその訳注も参照。
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g彼らか吾現世の生活gおける屈辱の

罰を取り除いてやり、暫しの間、彼ら （の

余命）を楽しませておいたのである。1

(使徒*よ、）あなたの主*がお望みにな

たなら、地上の全ての者が揃って、信

仰に入ったであろう。一体あなたは、人々

が信仰者となるように強制するというの

か？2

⑼

^
2 li-i翕こ

^^
99.

ウ

^ ^0^Ĵ\ ===>\̂J100. また、アツラー*のお許しなくしては、誰

も信仰することなど叶わない。そして、

かれ （アツラー*) は （、そのご命令を）
わtま け が

弁えない者たちに対して、穢れ3をお与え

になるのだ。

101. (使徒*よ、）言ってやれ。「諸天にある

ものと、大地にあるものを考えてみよ一

御徴も警告も、信仰しない民には無益

なのだが——」 。

102. 彼らは一体、彼ら以前に過ぎ去って行っ

た （不信仰）者*たちの日々4のようなもの

を、待つというのか？ （4徒*よ、）言

てやるがいい。「では、待つがよい。
本当に私も、あなた方と共に （あなた方

への懲罰を、）待つ者となるから」 。

j =̂=̂

翕ら

^
乙」��

つ

1 ユーヌス*はその民に懲罰の警告をして立ち去った （詳しくは預言者*たち章 87、整列者章

139-148 とその訳注を参照）が、懲罰の兆候 （ちようこう）を目の当たりにした民は信仰

に入り、必死になってアッラー*に救いを求めた。その結果、アッラー*は彼らにご慈悲を

おかけになったのである （イブン•カスィール 4:297 参照)。

2 強制された信仰については、家畜章 158、詩人たち章 4 とその訳注も参照。最終的な導き

は、アッラーのみに委ねられていることに関しては、雌牛章 272、蜜蜂章 37、蟻章 80、
物語章 56、相談章 52 とその訳注を参照。

3 この 「穢れ」 は、懲罰と屈辱のこと （ムヤッサル 220 頁参照)。

4 過去の不信仰者*たちが、アッラー*からの懲罰を目の当たりにした 「日々」 のこと （ムヤ

ッサル 220 頁参照)。
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103. それからわれら*は、われらの使徒たち

と、信仰した者たちを、救い出す。その

ように——（それは）われらにとつて必須

なのだ——、われらは信仰者たちを救う。

(使徒*よ、）言うのだ。「人々よ、もし

あなた方が私の宗教（イスラーム*) に疑

念を抱いていたとしても、$はあなた方

がアツラー*を差しおいて崇めているも

故涵llijぶ$

ぶ—ゲふ從シJ均�
104.

すうはい

のを、崇拝*しない。だが私は、あなた方
たましい

(の魂 ）をお召しになるアツラー*を

崇拝*するのであり、信仰者の一人となる

ことを命じられたのである。

105. そして、『（使徒*よ、）あなた1の顔をそ

の純正2な宗教（イスラーム*) へと正す

のだ。断じて、シルク*の徒の類いとなっ

てはならない。

また、あなた3を益することもなければ

害することもないもの4を、アツラー*

を差しおいて祈ってはならない。もし

(そのようなことを）したならば、そ

うしたら、本当にあなたは不正*者の額

いとなってしまうだろう』と（命じら

れたのだ）」。

$ぬ:多

夕鱗ぶみ紅
106.

1 この「あなた」は預言者*だけでなく、彼の共同体の全員にも向けられている（ムヤッサル

220頁参照)。

2 雌牛章 135「純正な」についての訳注を参照。また「顔」についても、同章 112の訳注を

参照。

3 この「あなた」については、雌牛章 120の訳注を参照（ムヤッサル 220頁参照)。

4 つまり、それらを崇拝*しても、それらがあなたを益することはない。そして、もし

それらに敵対しても、それらがあなたを害することもない（アル=バガウィー2:437

参照)。
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(�金*よ、）もしァッラー*があなたに

害悪をお与えになれば、かれ以外には誰

一人、それを取り除いてくれる者はいな

い。また、かれがあなたに何らかの善を

お望みになれば誰一人として、その恩寵

を突き返す（ことの出来る）者はいない1。

かれはその僕の内から、かれがお望みに

なる者に、それ（害悪あるいは善）をお

与えになるのであり、かれは赦し深いお

©ム

^
ば

107.

じ あ い

方、慈愛深い*お方なのだ。

J 08. (使徒*よ、）言ってやれ。「人々よ、あ

なた方の主*から、あなた方のもとに真理

が到来した。それで（それにより）導か

れた者があれば、本当に彼は自分を益す

るために導かれるだけであり、また迷う

者があれば、自分を害するために迷うだ

け。そして私は（あなた方の信仰を委任

された）、あなた方に対する代理人など

ではない」。

109. そして（使徒*よ、）あなたに啓示される

ものに従い、アツラー*が裁決2を下され

るまで忍耐*せよ。かれは、裁決者の内で

も最善のお方であられる。

知(叙

^
欧

^
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1 この「害悪」と「善」については、家畜章 17の訳注を参照。

2 アツラー*はバドルの戦い*の口、彼らを征伐（せいばつ）するという「裁決」をお下しに

なり、その残存者たちについては、彼らと同様の目にあわせるか、あるいはアツラー*に悔

悟するかのいずれかとなるよう、命じられた（アツ=タバリー5:4277参照)。
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第 11 章

フード*章

慈悲あまねぐ慈愛深ぎ

アツラー*の御名において
—

ル 為 攻 め、アリフ •ラーム •ラー2。（これは）そのア

ーヤ*が完全に仕上げられ、それから解明さ

れた、英知あふれる*お方、通暁されたお方

の御許からの啓典である。

あなた方が、アツラー*以外のいかなるもの

も崇拝* しないように、との。（ムハンマド
*よ、人々に言え。）「本当に私はあなた方

への、かれ（アツラー*) からの警告者、吉報

を伝える者3である」 。

また、あなた方の主*に （罪の）お赦しを乞

い、それからかれに悔悟せよ、との。（そ

うすれば、）かれは定められた期限まで、

あなた方を善き楽しみで楽しませて下さ

り、あらゆる徳の持ち主には、その徳をお授

け下さろう 4。もし、彼らが （あなたが誘う

ものから）背き去るのであれば、 （言うの

だ、）「本当に私は、あなた方に対し、大

いなる（復活の*) 日の懲罰を怖れている」。

1.

旅j鱗鱗き滅2.

膝鱗

^
iふ

よ

^
み'

©碑:

3.

1 学者間の見解は、マッカ*啓示でほぼ一致。マッカ*啓示の常として、アッラーの唯一性*、
預言者*ムハンマド*の使徒*性、死後の復活といった基本的信仰の確証がなされ、次いで預
言者* たちの教えの一貫性の強調、信仰者たちへの慰 （なぐさ）め、不信仰者*への警告と
いった意味を含む、過去の預言者*たちとその民の間に起こった出来事が、描写されていく。
スーラ*の名称は、そういった預言者*たちの一人であり、当スーラ*において詳細に描かれ
ている、フード* (アーヤ*50以降を参照）に由来。尚、ヌーフ*とその民の話についても、
他のスーラ*には見られない詳しい描写が見受けられる。

2 これらの文字については頻出名•用語解説の「クルアーンの冒頭に現れる文字群*」を参照。

3 この 「警告者…」 については、雌牛章 119 の訳注を参照。

4 服従行為や行いに徳がある者には、現世で、または来世で、あるいはその両方で、その徳
の報いを下さる、ということ （アッニシャウカーニー2:672 参照)。
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4. アツラー*にこそ、あなた方の帰り所があ

る。そしてかれは、あらゆることがお出来

なお方。

本当に彼ら（シルクの徒*)は、かれ1から（心

の内を）隠そうとして、身をかがめている

ではないか。彼らがその衣服ですっぽり身

を覆う時でも、かれ（アツラー*)は彼らの

秘密にすることも、露わにすることもご存

知なのではないか。本当にかれは、胸中に

あるものを（全て）ご存知になるお方なの

だから。

5.

かて

ぶ 於 ゲ ぶ>
IVJJ

6. 地上を歩くいかなる生き物でも、その糧が

アツラー*に委ねられていないものはない。

またかれは、それらの定住地と収容地2をご

存知である。全ては、明白なる書3の中に
あらかじ

( 予め定められて）あるのだから。

L^J ■
、爽1̂ =^^oy_y^ &

©0^

7. また、かれ（アツラー*)は、あなた方の誰

が最も行いが善いか、あなた方を試される

ため、諸天と大地を六日間で創造された4お

(その時、）かれの御座5は水の上に

(4徒*よ、）もしもあなたが

方

あった

彼ら（シルク*の徒）に、「本当にあなた方

—〇

よみがえ

は死後、蘇らされる身の上なのだ」と言つ
かなら

たならば、不信仰に陥った者*たちは必ず

や（こう）言う。「これ（クルアーン*)は、

紛れもない魔術に外ならない」。

1「かれ」はアツラー*を指すという説と、預言者*のことを指すという説がある（アル=バ
ガウィー2:439 参照)。

2 この「定住地と収容地」については、家畜章 98の訳注を参照。

3 この「明白なる書」とは、守られし碑板*のこと（前掲書2:440参照)。

4「六日間での天地創造」については、詳細にされた章 9-12とその訳注も参照。

5「御座」に関しては、高壁章 54の訳注を参照。
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ぬ5你

_
法そして、もしもわれら *が彼ら （シルク*の

ち よ う ば つ

徒）に、決められた時期まで懲罰を遅らせ

8.

か な ら

てやったならば、彼らは必ずや （こう）言

う。「 （懲罰が真実なら、）何がそれ （が
と う ら い さ ま た

到来するの）を妨げているのか？1」 見よ、

それ （懲罰）が彼らに到来する日、それが

彼らから逸らされることはなく 、自分たち

が嘲笑していたもの（懲罰）が彼らを包囲

することになるのだ。

匕從以j地

方

^
; す㈤城9. また、もしもわれら*が人間に、われら*の御

許からの慈悲2を （一旦）味わわせてやり、

その後に彼からそれを奪しヽ取ってしまった
か な ら

ならば、本当に彼は必ず、（アツラー*のご

慈悲に対して）失意の念激しい者、 （かれ

の恩恵に対する）大層な恩知らずになる。

そして、もしもわれら*が、彼に降りかかつ

た害悪の後、恩恵3を味わわせたならば、彼

10.

か な ら

は必ずや （こう）言うであろう。「悪事は、

私から去って行ったぞ4」。本当に彼はまさ
お ん け い う ち よ う て ん

しく 、 （恩恵に）有頂天な者、 （他人に対

して）高慢ちきな者である。

11. 但し、忍耐* して正しい行い*を行う者たち

は、別であ含。それらの者たち、彼らには

(罪の）お赦しと、大いなる褒美がある。

1 彼らは、懲 罰 を 早 く 下 し て み よ、と挑発したものだった。家畜章 57-58、戦利品*章 32、

ユーヌス*章 50、雷鳴章 6、夜の旅章 92、巡礼*章 47、蜘蛛章 53-54、サード章 16、相

談章 18、階段章 1-2 なども参照。

2 この 「慈悲」 は、健康や安全などのこと （ムヤッサル 222 頁参照)。

3 「害悪の後の恩恵」 とは、病の後の健康、困窮の後のゆとりなどを指す、とされる （アル

=ク ル ト ゥ ビ ー9:11 参照)。

4 この言葉の裏には、うぬぼれと、苦境からの脱出がアッラー*からの恩恵であることを否認

する考えが含まれている （イブン•アティーヤ 3:153 参照)。



11. フード章 ijA Ojj-A) -、、
(使徒*よ、）あなたは、彼らが 「どうして

彼 （ムハンマド*) に、財宝が下されなかっ

たのか？ あるいは、彼と共に （、彼が#徒*

であることを証明する）天使1*がやって来な

かったのか？2」 と言うこと （を恐れるが）

ゆえに、あなたに啓示されるものの一部を放

棄しようとしたり3、それゆえに心苦しくな

ったりするかもしれない。（彼らの言うこと

は気にするな、）あなたは （啓示を伝えるだ

けの）警告者に過ぎず、アツラー*は全ての

物事を請け負われる*お方なのだから。

13. いや、一体、彼ら （シルク*の徒）は、 「彼

(ムハンマド*) が、それ （クルアーン*) を

捏造したのだ」 と言うのか？ 言ってやれ。

「では、それと同様の、捏造された十のスー

ラ*を（創作して）持って来てみよ4。そして、

あなた方がアツラー*以外に （それを頼むこ

とが）出来る （あらゆる）者を呼んで （手伝

わせて）みるがよい。もし、あなた方が本当

のことを言っているのならば。

料流雄

^
。；

12.

ど

^^② 0j3

i4. それで、もし彼らがあなた方に応じなかっ

たなら、知るがよい。それ （クルアーン*)

が美にアツラー*の御知識と共に下され、か

れ （アツラー*) 以外には （真に）崇拝*す

1 彼の使徒*性の真実性を証言する、天使*のこと （ムヤッサル 222 頁参照)。

2 シ ル ク xの徒は預言者*に、このような奇跡の要求をしたものだった。雌牛章 108、家畜章

109-110、ユーヌス*章 97、夜の旅章 90-93、ター•ハー章 133、預言者* たち章 5、識別
章 7-8、 創成者*章 42 なども参照。

3 使徒*•預言者*は、啓示の伝達という任務において無謬 （むびゅう）である。ゆえに預言者

ォムハンマド*を含む、いかなる使徒*•預言者* も、アッラー*からの啓示を隠蔽 （いんぺい）
することなどは、現実には起き得ない （アル=バイダーウィー3:224 参照)。雌牛章 36 の
訳注も参照。

4 雌牛章 23 の訳注も参照。



11.フード章

べきものがないということを。ならば一

体、あなた方は服従する者（ムスリム*)

であるか？1

15. 誰であろうと、現世の生活とその飾りが欲

しい者、われら*は彼らにそこで、その行い

(の報い）を余すことなく与えてやろう。

そして彼らがそこで、（行為の報いを）減

じられることはないのだ。2

ぶ㊣痛與4ぬ

ほか

乂㈣’し:㈤i麵i16. それらの者たちは、来世では業火の外に、

何もない者たち。彼らがそこ（現世）で

成したことは台無しとなるのであり、彼

らが行っていたことは、まさしく無意味

なのだ。

. また一体、自分の主*からの明証に依拠して

いた者3は（、現世のみを欲していた者と同

様であろうか）？ そして、かれ（アツラ

一*)の御許からの証人4と、それ以前に（信

仰者への）指針と慈悲であったムーサー*

の啓典5が、それ（明証）に次ぐのである。
それらの者たちが、それ（クルアーン*)を

信じるのだ。そして（預言者*に敵対する）

4じ 0 5

滅:ム��。與
cyt 4

^
!て平!

^
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i これは食卓章 91 同様、「服従する者となれ」という命令の意味（アル=バガウィー2:442

参照)。

2 これは現世のみを求めて行う者のこと。その行いの報いは、現世にのみ限られたものとな

る（アツ=サアディー378参照)。

3「明証」の解釈には、「イスラーム*」「預言者*」「クルアーン*」といった諸説がある。ま

た、この「者」については、「預言者*」または「ムスリム*」という説がある（イブン•ア
ル=ジャウズィー4:85参照)。

4 こ の「証人」の解釈には、「ジブリール*」「預言者*」「天使*」「福音*」「クルアーン*の奇

跡性」といった諸説がある（前掲書 4:85-86参照)。

5「ムーサー*の啓典」とは、トーラー*のこと。高壁章 157などにもあるように、改変され

る前のトーラー*には預言者*ムハンマド*の到来と、彼についての詳しい描写が記されてい

た（アル=クルトウビー9:17 参照)。



11. フード章 上jA -、、
党派の内、それ （クルアーン*) を否定した

者は誰でも、業火がその約束の地となる。

ならば （雇徒*よ、）あなた1は、それを疑

わしく思う者となってはならない。本当に

それは、あなたの主*からの真実なのだか

ら。だが、人々の大半は信じない。

18. アツラー*に対して嘘を捏造した者よりも、

ひどい不正*を働く者がいようか？ それら 故

^
みずか

の者たちは （復活の日*、自らの行いに対す

る清算のため、）自分たちの主*に差し出さ

れる。そして証人2たちは言うのだ。「この

者たちが （現世で）、自分たちの主*に対し

て嘘を言った者たちです」 。不正*者たちに

は、アツラー*の呪い3があるのではないか。

(彼らは自分たちと人々を）アツラー*の道

から阻み、それ （その道）を捻じ曲げるこ

とを望む者たち。そして彼らこそは、まさ

しく来世を否定する者たちなのである。

19.

5uJj\それらの者たちは、地上で（アツラー*の懲

罰から）逃れられる者で(Iなかったのであ

り、彼らにはアツラー*の外に、（自分たち

を守ってくれる）いかなる庇護者もなかっ

たのだ。彼らには （地獄で、）懲罰が倍増

される。彼らは聞くことも出来なければ、

見ることもなかったのだ4。

20.

1 この 「あなた」 については、雌牛章 120 の訳注を参照。

2 この 「証人」 とは、天使*や、預言者*たちなどのこと （ムヤッサル 223 頁参照)。

3 「アッラー*の呪い」 については、雌牛章 88 の訳注を参照。

4 アッニタバリー*によれば、彼らには聴覚も視覚もあった。しかし不信仰への傾倒 （けいと

う）ゆえに、クルアーン*を聴いても利益を得ず、それを慧眼 （けいがん）によって理解す

ることもなかった（6:4317 参照)。アーヤ*24、雌牛章 7、家畜章 50、雷鳴章 16、巡礼*

章 46 とその訳注も参照。



11. フード章 上yt 0 〉ナ4» —、、
それらの者たちは自らを損ねた者たちで

あり、彼らが （執り成し手1 として）でっち

上げていたものは、彼らから消え去ってし

まったのだ。

22. 間違いなく 、彼らこそは来世において、最

大の損失者である。

本当に、信仰し、正しい行い*を行い、自分

たちの主*に謹んで従う 2者たち、それらの

者たちは天国の徒。彼らはそこに、永遠に

Mまる。

21.

念 、卜;

\js\i

ぶ％ 與

^
あ

も味

23.

24. その二つの集g (不信仰者* と信仰者）の状

況は、盲人と聾、見える者と聞こえる者3の

ようである。それら （二つの集団）は、そ

の状況において同等だろうか？ 一体、彼

らは教訓を得ないのか？

われら *は確かに、 ヌーフ*をその民に遣わ

した。（彼は、民に言った。）「本当に私

はあなた方への、明白なる警告者である。

(私はあなた方に、）アツラー*以外のもの

を崇拝* してはならない （、と命じる）。本

当に私は、あなた方に、痛烈な日の懲罰を

怖れているのだから」 。

25.

泣路

^
%额ぬお26.

1 アッラー*の御許で、彼らをアッラー*に近づけてくれる「執り成し手」のこと。雌牛章 48、

マルヤム*章 87、ター•ハー章 109、集団章 3 とその訳注も参照。

2 「謹んで従う （アフバタ）」 の原義は、「平らである」「安定する」 といった意味。つまりア

ッラー*への恭順さと安心、あるいは悔悟が定着し、継続している状態のこと （アル=クル

トウビー9:21 参照)。

3 慧眼 （けいがん）で真理をとらえることも、それに従うこともなく、またそこへと招く者

の言うことを聞いて導かれることもない不信仰者*が 「盲人」「聾」 に譬 （たと）えられ、

信仰の根拠を認め、そこへと招く者の言うことを聞いて、それを受け入れる信仰者が 「見

える者」「聞こえる者」 に譬えられている （ムヤッサル 224 頁参照)。アーヤ*20 とその訳

注も参照。



11. フード章 ijA -、、
u十iゲふ
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21. すると彼の民の内の、不信仰だった有力

者たちは言った。「私たちは、あなたが

私たちと同様の人間としか思わないし、
したが

あなたに短絡的に 1 従ったのは、私たちの

内でもまさに最底辺の者たちとしか思わ

ない。また私たちに対して、あなた方に

特に優れた点があるとも思えない。いや、

私たちはあなた方が嘘つきだと確信して

いるのだ」 。

f〆

4

^ 一M28. 彼 （ヌーフ*) は、言？た。「我が民よ、p
ってみよ。私が、我が主*からの明証2に依拠

し、その御許からのご慈悲3を授かっている

にも関わらず、（自分たちの無知と偽りゆ

えに、そのご慈悲が）あなた方に見えない

のであれば、一体私たちはそれをあなた方

に （無理矢理）押しつけることが出来よう

か？ あなた方はそれを、嫌っているとい

うのに？

肩が、;
29. 我が民よ、私は、それ4ゆえにあなた方に

お金を要求しているのではない。私の見返

りは、全創造物の主*から以外にはないの

だから。また私は、信仰する者たちを追い

出す者ではない5。本当に彼らは （復活の

1 「短絡的に」 と訳した語は、「見せかけだけ」 という解釈も可能 （アル=クルトゥビー9:24

参照)。

2 この「明証」 は、彼がアッラー*から伝えることの正しさを証明するもの （ムヤッサル 224 .
頁参照)。

3 この「ご慈悲」は、導き、預言者*性、英知などと解釈される （アッ=タバリー6:4322 参照)。

4 この 「それ」 とは、タウヒード*へと招くこと （ムヤッサル 225 頁参照)。

5 ヌーフ*の民は、ヌーフ *を信じた者たちと共にあることを毛嫌いし、ヌーフ1こ彼らを追い

出すよう求めた。そして預言者*ムハンマド* も、クライシュ族*の不信仰者*たちから、同

様の要求をされた。家畜章 52-53、洞窟章 28、詩人たち章 111-113 なども参照 （イブン.
カスイール 4:317 参照)。



11.フード章

日*) 、彼らのと拝謁する身の上1なの

だから。しかし私は、あなた方が無知な民

であると思う。

こ

^
ゲ

^0こ

^
■

30. 葬が民よ、一体、誰が私をアツラー* (の

懲罰）から助けてくれるのか？ もし私

が、彼ら（信仰者たち）を追い出したり

したら？ 一体、あなた方は教訓を得ない

のか？

3、域

^
私ギ�

A ご〆

31. また私はあなた方に、自分にはアツラー*

の（数々の）宝庫があるなどとは言ってい

ないし、不可視の世界*も知らないし2、自

分は天使*だとも言ってはいない。また、あ

なた方が見下している者たちに対し、アツ

ラー*は彼らに善きもの3をお授けにはなら

ない、とも言わない。アツラー*が彼らの

胸中を、最もよくご存知なのだ。本当に

私は、そうすれば4、まさに不正*者の仲間

となってしまうのだから」。

穿ま
0こ

^̂̂
(ン

^̂ ^
〇が

32. 彼ら（不信仰者*たち）は、言った。「ヌー

フ*よ、あなたは私たちと論争し、私たちと

やたら論争した。では、あなたが私たちに

約束するもの（懲罰）を、私たちにもたら

してみよ。もし、あなたが本当のことを言

ているのであれば」。つ

1 もし彼らを不当に追い出すようなことがあれば、アツラー*は復活の日*、そのような罪ゆ

えに、彼に罰を下されるということ（アツ=ラーズィー6:339参照)。

2 イムラーン家章 179、家畜章 50とその訳注、ジン*章 26-27も参照。

3 この「善きもの」とは、成功、信仰心、（来世での）褒美のこと（アル=バガウィー2:446

参照)。

4 信仰を表明した者たちの内心を知識もなく判断し、彼らには「善きもの」が授けられ

ないだろうなどと言い、自分の回りから追い出せば、ということ（アツ=タバリー

6:4325 参照)。



11. フード章 -、、
ほ か

o\ ii\33. 彼 （ヌーフ*) は、言った。「 （外ならぬ)

アツラー* こそが、それ （懲罰）をあなた

方にもたらされるのだ——もし、かれがお

望みになれば——〇あなた方は、 （それか

ら）逃れられる者ではない。

念こ

^
也i

34. また私の忠告は、あなた方の役には立たな

い。もしアツラー*が、（あなた方が真理を

拒否したことゆえ、）あなた方を逸脱させ

ることをお望みならば、たとえ私があなた

方への忠告を望んだとしても。かれがあな

た方の主*なのであり、かれにこそ、あなた

方は戻らされるのだから」 。

科 与 �
曲

^
y

^
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35. いや、一体、彼らは 「彼がそれ 1を捏造した

のだ」 と言うのか？ 言ってやれ。「もし

私がそれを捏造したのなら、私 （のみ）に

我が罪がある。そして私は、あなた方の犯

しているもの （不信仰）から無縁なのだ」。

36. そしてヌーフ *に、啓示された。既に信仰し

た者の外、あなたの民の内から （誰一人）

信仰することはない、と。ならば彼らがし

ていたことで、悲嘆に暮れるのではない。

37. また、われら *の眼差しのもと 2、われら *

の啓示によって3船を造り、（不信仰という）

不正*を働いた者たち （の懲罰の延期を求

めること）について、われに話しかけるの

ではない。実に彼らは、溺れさせられる者

たちなのだから。

©5 抑

1 「それ」 とは、ヌーフ*の主張のこと （ムヤッサル 225 頁参照)。

2 「眼差しのもと」 については、ター•ハー章 39 とその訳注を参照。

3 ヌーフ*は船の作り方を知らなかったが、アッラー*がその方法を啓示した （アッ=タバリ

一6:4328 参照)〇
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>C25

38. 彼の民の有力者らが彼のもとを通りかか

るたび、彼を嘲笑する中、彼は船を造る。

彼 （ヌーフ*) は言った。「あなた方が私た

ちを嘲笑しても、実に私たちは（いずれ）、

あなた方が私たちを嘲笑しているよう

に、あなた方を嘲笑するのだ。

©ム

^
施

それであなた方はやがて、知ることとなろ

う。誰に辱めの懲罰が到来し、 （来世に

おいては）永続の懲罰が襲いかかることに

なるかを」 。

39.

め つ ぼ う

ジ成5かぶ_3徊、逢
©綱じ

ついに （不信仰者*を滅亡させる）われら *40.
と う ら い

の命令が到来し、焼き窯が噴き出した1時、

われら *は（ヌーフ*に）言った。「それ（船)

に、全て （の生き物）から一つがいずつと、

あなたの家族と信仰した者を、そこに乗り
ち よ う ば つ

込ませよ。但し、既に （懲罰の）言葉が定

められた者2は別である」。そして僅かな者

たちだけしか、彼と共に信仰しなかった。

彼（ヌーフ*) は、（信仰者たちに) 言った。

「それに乗り込むのだ。その航行と停泊

は、アツラー*の御名において。本当に我が

41 .

じ あ い

主*はまさしく、赦し深いお方、慈愛深い*

お方」 0

12543
船は彼らを乗せて、山々のような波の中を

走った。そしてヌーフ*は、自分の息子を呼

んだ——彼は、 （信仰者たちから）遠い場

4 2.

1 原語では 「ファーラ•アツ = タンヌール」。その他、「大地から水が噴出した」「朝が来た」

などの解釈があるが、いずれにせよ、ヌーフ*の民を滅ぼす大洪水の予兆のこと （アル=ク

ルトウビー"9:33-34 参照)。

2 ヌーフ *の家族でも、その妻と息子の一人は信仰しなかった。彼らは民と一緒に滅ぼされる、

と予 （あらかじ）め述べられていた （ムヤッサル 226 頁参照)。



11. フード章 〇 >ド —、、
所1にいたのだ

「我が息子よ、私たちと一緒に （船に）乗

れ！ 不信仰者 * たちと一緒にいるのでは

ない！」

〇 (ヌーフ*は言った。）

以

^̂
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43. 彼 （息子）は言った。「私は、水から自分

を守ってくれる山に、避難します」。彼（ヌ

ーフ*) は言った。「この日アツラー*のご

命令から守ってくれるものは、何一つな

い。但し、かれがご慈悲をかけて下さ （り、

信仰して船に乗）った者は、別だが」 。そ

して二人の間を波が阻み、彼 （息子）は溺

れ死んだ者たちの一人となった。

36

挑ぶ雜545
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44. そして （、こう）言われた2。「大地よ、あ

なたの水を呑み込み、天よ、 （雨を）止め

よ」 。そして水は引き、 （不信仰者たちの

滅亡という）ご命令は成就され、それ（船)

はアル=ジューデイ ー3の上で泊まった。そ

して不正*者である民に、（こう）言われた
め つ ぼ う

のだ。「滅亡あれ」 〇

1145#6

^
ぶ15. ヌーフ*は彼の主*に呼びかけて、申し上げ

た。「我が主*よ、本当に我が息子は、我が

家族の一員です。そして本当にあなたのお

約束は真実であり 、あなたは最善の裁き手

であられますのにし彼は溺れ死んでしま

い ま し た）」 。

1 イブン•アティーヤ*によれば、「遠い場所」 という表現には、「船から遠い」 という物質的

な遠さと、信仰者らの 「宗教から遠い」 という精神的な遠さ、二つの意味が含まれ得る

(3:174 参照)。

2 この言葉の主は、アッラー* とされる （ムヤッサル 226 頁参照)。

3 「アル=ジューディー」 は山の名前。イラク地方のモスル近郊にある山とか、シナイ山で

あるとかいう説がある （イブン•カスィール 4:323-324 參照)。
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爻 私 4が 加
龜釋へ，

46. かれ（アツラー*)は、仰せられた。「ヌー

フ*よ、本当に彼は、あなたの家族の一員な

どではない1。実に彼は、行いが正しくない

者なのだから。ならば、（その結果の善悪

について）自分に知識もないことを、われ

に求めるのではない。本当にわれは、あな

たが無知な者の類いとならぬよう、あなた

を戒める」。

1ふ

^
ぼ 加47. 彼（ヌーフ*) は申し上げた。「我が主*

よ、本当に私は、自分に知識がないこと

をあなたに求めたりしないよう、あなた

にご加護を乞います。そしてあなたが私

をお赦しになり、私にご慈悲をかけて下

さらなければ、私は損失者の類いとなつ

てしまいます」。

(すると、こう）言われた2。「ヌーフ*よ、

われら*からの平安と共に、そしてあなた

と、あなたと共にある者（たち）からなる

共同体への祝福と共に、（船から地上へと）

降りよ。（その子孫の内には、）われら*

が（現世で）楽しませておき、その後にわ

れら*からの痛ましい懲罰が降りかかる共

同体も（、出現することになるのだが）」。

それは（使徒*よ）、われら*があなたに啓示

する、不可視の世界*に属する消息の一部

である。あなたも、あなたの民もこれ以前、

それを知りはしなかったのだ。忍耐*せよ。
本当に（現世と来世での善き）結末は、（ア

ッラー*を）畏れる*者たちにあるのだから。

48.

49.

l アーヤ*40と、その訳注を参照。彼はヌーフ*の家族の一員ではあっても、その不信仰ゆえ

に滅びることが既に定められていた（イブン•カスイール 4:326参照)。

2 この言葉の主は、アッラー*とされる（ムヤッサル 227頁参照)。
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またアード*には、その同胞フード*を（遣わ

した）。彼（フード*) は言った。「我が民

よ、アツラー* (のみ）を崇拝*せよ。あな

た方にはかれの外、崇拝*すべきものなどな

いのだから。あなた方は（シルク*という嘘

の）、捏造者以外の何者でもない。

似、鱗舶ふ

50.

� 私 齡 一
②こ; 你 ぶ£

^
祇>

51. 我が民よ、私はそれ1ゆえに、あなた方に見

返りを要求しているのではない。私の見返

りは、私を創成2されたお方（アツラー*)

から以外にはないのだ。一体、あなた方は
わきま

(真理を）弁えないのか？

ゴ

^̂
'4

^
ノ

猫ん

參こ

^
!ふ

^
次分

我が民よ、そして自分たちの主*に（罪の）

赦しを乞い、それからかれに悔悟するの

だ。（そうすれば、）かれはあなた方の上

に豊かな雨を送り給い、あなた方の力の上

に更なる力を上乗せして下さろう。そして

(私の招く教えから、）罪深くも背き去っ

てはならない」。

52.

〆 し し■今 し53. 彼ら（アード*) は、言った。「フード*よ、

あなたは（自分の正しさを証明する）証拠

を、私たちに持って来てはいない。また、

私たちはあなたの言葉ゆえに、私たちの

神々3を放棄する者ではないし、私たちはあ

なたを信じる者でもないのだ。

©5

\̂i]y60

©こ あ

^
54. 私たちの神々の内のいくつかが、あなたを

悪いもの（狂気）で祟ったとしか言いよう

がない」。彼（フード*) は言った。「実に

私は、アツラー*を（私の言葉の）証人とし

1「それ」については、アーヤ*29の訳注を参照。

2 頻出名•用語解説の「創成者*」の項も参照。

3「神々」については、雌牛章 133の訳注を参照。
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よう。そしてあなた方は、あなた方が

ッラー*の）同位者としているものと私が無

縁であると証言せよ。

55. かれ（アツラー*)を差しおいて（、あなた

方がシルク*を犯しているものとは無縁だ、

と）。では、あなた方は一丸となって、私

に対し策略を練るがよい。それから私に

は、猶予など与えなくてもよい。

56. 本当に私は、我が主*であり、あなた方の主*

であるアツラー*に、全てを委ねた*のだか ゼ

^
令 I

まえがみ

ら。地を歩く生きもので、かれがその前髪を

お掴みになっていないものはない1。本当に

我が主*は、まっすぐな道におられる2お方。

57. それでもし、あなた方が（私が招くことか

ら）背き去ったとしても、（私は構わない、）

私は確かに、私があなた方へと託されて遣

わされたものを、あなた方に伝えたのだか

ら。我が主*は（あなた方を滅ぼされ）、あ

なた方とは別の（信仰する）民をお継がせ

になるのであり、あなた方がかれを害する

ことなど少しもないのだ。本当に我が主*

は全てのことを、よくお守りになる*お方」。

U

58. (アード*を滅ぼすという）われら*の命令

が到来した時、われら*はわれら*の御許か

らの慈悲によって、フード*と、彼と共に信

仰した者たちを救い出した。われら*は彼ら

を、荒々しい懲罰から救ったのである。

1 「前髪を掴む」とは、何かを自分に「従わせ、望むがままに操（あやつ）る」状態を表す、

アラビア語的表現（アツニタバリー6:4358-4359参照)。

2 つまり、アツラー*はその定めと法、ご命令において公正なお方であり、善行者には善で、

悪行者には悪でもつて報われるお方（ムヤツサル228頁参照)。
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それがアード*、彼らは自分たちの主*の御

徴 1を否定し、その使徒*ら2に歯向かい、（真

理に対して）尊大で頑迷なあらゆる者たち

59.

の命令に従った。

吼! 雄'為ぬ城60. また彼らは、この現世において、呪い3に付

きまとわれた。そして、復活の日*において

も。まさしくアード*は、自分たちの主*に

対して不信仰だったのではないか。フード
め つ ぼ う

*の民アード*に滅亡あれ。

61. またサムード*には、その同胞ザーリフ*を

(遣わした）。彼は言った。「我が民よ、ア

ッラー* (のみ）を崇拝*せよ。あなた方には

かれの外、崇拝*すべきものなどないのだか

ら。かれは大地からあなた方（の祖アーダム

*)を創造され、あなた方をそこにおける開拓

者とされた4。ならば、かれに （罪の）お赦し

を乞い、かれに悔悟するのだ。本当に私の主

*は近くにおられるお方、 （祈りを）聞き届

けられるお方5であるのだから」 。

し、 ぬ

み 上 上

^^
切

念4

^
なふi�遠ぬ$

-：!：-

多ズyis

屬減、ぬ
6 2. 彼 ら （サ ム ー ド *) は、言 っ た。「ザ ー リ フ

*よ、あなたはこれ6以前、私たちの間で確

かに期待された人物であった。一体あなた

1 この「御徴」とは、アツラーの唯一性*を示す様々な証拠のこと（アル=カースィミー9:3459

参照)。

2 フード *が 「使徒*ら」 と複数形で表されているのは、一人の使徒*を否定することは、全て

の使徒*を否定することに等しいからである、とされる （アル=パガウィー2:454 参照)。

3 アッラー*からの 「呪い」（ムヤッサル 228 頁参照)。雌牛章 88 の訳注も参照。

4 つまり地上における継承者 (家畜章 165 の訳注も参照）とし、様々な恩恵と共に安定させ、
建設や農栽培など、そこを利用できるようにされた （アッ =サアディー384 参照)。

5 アッラー*は、かれのみを真摯 （しんし）に崇拝*する信仰者の近くにおり 、その祈りを聞

き入れて下さる （前掲書、同頁参照)。雌牛章 186 も参照。

6 「これ」 とはアーヤ*61 にあるような、ザーリフ *の言葉のこと （前掲書、同頁参照)。
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は、私gちが、私たちのご先祖様が崇める

ものを崇めることを、禁じるのか？ 本当

に私たちは、あなたが私たちを招いている

ものに対する、大きな疑惑の真っ只中にあ

るというのに」。

43

63. 彼（ザーリフ*)は、言った。「我が民よ、

言ってみよ。もし私が、我が主*からの明

証1に立脚し、その御許からのご慈悲2を

授かっているにも関わらず、私がかれに

逆

^
)ったならば、誰が私をアツラー* (の

懲罰）から助けてくれるのか？ あなた

方（の呼びかけ）は私に、損失を上乗せ

するだけである。

©4)

64. 我が民よ、そしてこれは（私の言うことの

正しさを証明する、）あなた方への御徴と

しての、アツラー*の雌ラクダ3だ。ゆえに

それをアツラー*の地で食べるがままにし

ておき、それに対して害を及ぼしてはなら

ない。そうすれば、間近に迫った懲罰があ

なた方に襲いかかるであろう」。

こうして彼らは（ザーリフ*を嘘つき呼ばわ

りし）、その（雌ラクダの）腱を切った4。
彼（ザーリフ*) は、言った。「（懲罰が

下るまでの）三日間、自分たちの土地で楽

しんでいるがいい。それは偽りではない、

(アツラー*からの）お約束だ」。

65.

l この「明証」については、アーヤ*28の訳注を参照。

2 この「ご慈悲」についても、アーヤ*28の訳注を参照。

3「アツラー*の雌ラクダ」という表現については、アル=ヒジュル章 29の「わが魂」に関

する訳注を参照。

4 雌ラクダを屠ることになった経緯（いきさつ）、「腱を切る」の意味については高壁章 77
の訳注を参照。
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j9. 9 〆 、づ > - 〆，〆夕〆〆•$ ヌ /\〆

多ぅCA3し5少，ソノ

^
0！ し

66. そして （、サムード*を滅ぼすという）われ

ら*の命令が到来した時、われら*はわれら*

の御許からの慈悲によって、サーリワ* と、

彼と共に信仰した者たちを救い出した。ま

た、その日の屈辱から （、彼らを救ったの

だ）。本当にあなたの主*は強力なお方、偉

力ならびない*お方である。

67. そして不正*を働いた者たちを （轟く）一
声1が捉えると、彼らは （四日目の）朝、自

宅で突っ伏して （死んで）いた。
©こ

^喊'鳥脚t68. 彼らはあたかも、そこに暮らしてはいなか

ったかのようであった2。まさしくサムード
*は、彼らの主*に対して不信仰であったの

めつぼう

ではないか。サムード*に滅亡あれ。
すがた

|j)Is C/

^
-JJJ

れね相
• 〆•

69. また、われら*の御使い （人間の姿を借り

た天使*) たちは確かに、吉報を携えてイ

ブラーヒーム*のもとに到来した3。彼らは

(イブラーヒーム*に）言った。「（あなた

に）平安を4」 。彼 （イブラーヒーム*) は

言った。「 （あなた方にこそ）平安を」 。

そして彼はすぐさま、焼いた仔牛を持って

(彼らのところへと）やって来た。

70. そして彼 （イブラーヒーム*) は、彼らの手

がそれ （仔牛）に伸びないのを見た時、彼

らを不審に思い、彼らに対して恐怖感を抱

いた。彼らは言った。「怖がらなくてもよ
料！

^
離

^
j

1 サムード*に下された懲罰の詳細については、頻出名•用語解説の「サムード*」の項を参照。

2 高壁章 92 の訳注も参照。

3 同様の話については、アルニヒジュル章 51-60、蜘蛛章 31-32、撒き散らすもの章 24-34
も参照。

4 家畜章 54 「あなた方に平安を」 の訳注を参照。
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い。本当に私たちは、ルート*の民に（彼ら

を滅ぼすべく）遣わされたのだから」。

彼の妻（サーラ）は立って（その話を聴い

て）おり1、笑ってしまった2。そしてわれ

ら*は彼女に（天使*たちを介して）、イス

ーク* (誕生）の吉報を伝えた。またイス

ハーク*の後には、ヤアクープ*を（授けた

のだ）。

71.

ハ

72. 彼女（サーラ）は言った。「我が災いよ3!

私は年寄りで、これ（イブラーヒーム*)は

老人である我が主人だというのに、私が出

産するとでも？ 本当にこれは全く、驚く

べきことです」。

73. 彼ら（天使*たち）は、言った。「あなたは

アツラー*の定めに驚いているのか？

(預言者*)家の人々よ、アツラー*のご慈悲
しゅくふく

と祝福が、あなた方の上にあるように。本

当にかれは称賛されるべき*お方、栄誉高

き*お方である」。

2ぬ A成

㈣扁 マ
そしてイブラーヒーム*から（、彼らが食事

に手を出さなかったことによる）恐怖が去

74.

きつぼう

り、彼のもとに吉報が訪れると、彼はルー

卜*の民について、われら* (の天使*たち）

と議論4し出す。

1 サーラは、部屋の仕切りの裏に立って話を聴いていたのだ、とされる（ムヤッサル 229頁

参照)。

2 ここでサーラが笑った理由には、「滅亡が迫っているにも関わらず、ルート*の民が無頓着

であることを驚いたため」とか「それまで子供が出来ず、夫と共に年配だったのに、子供

を授かると言われて驚いたため」など、諸説ある（アッ=タバリー6:4371-4373参照)。

3 ここでの「我が災いよ」は、驚（おどろ）きや否認の気持ちを表す（前掲書6:4376参照)。

4 この「議論」は、天使*たちが滅ぼそうとしている町の中にいる、信仰者たちの処遇（しよ

ぐう）についてのもの。蜘蛛章32も参照（イブン•カスイール 4:335参照)。
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かんよう

75. 本当にイブラーヒーム*こそは寛容な者、
あいがん

哀願する者1、よく（アツラー*に悔悟して)

立ち返る者である。

攀ジぜ�(天使*たちは言った。）「イブラーヒーム

*よ、これ2から身を引くのだ。本当にあな

たの主*のご命令は確かに到来したのであ

り、彼らにはまさしく、防ぐことの出来な

い懲罰が襲いかかるのだから」。

76.

Jlsj
77. そしてわれら*の使いたちが(やはり人間の

すがた

姿で）ルート*を訪れた時、彼は彼ら（の

来訪）ゆえに気が滅入り、心苦しくなった。

彼は言った。「これは大変な日だ」。3

JG.藤ぶ加 dM
抑诞耀

^̂
そして彼（ルート*) の民が、彼のもとに

急き立てられるようにしてやって来た。

彼らは（天使*たちの訪問）以前、悪行（男

色）を働いていたのだ。彼（ルート*) は

言った。「我が民よ、これらの者たちは

私の娘4である（から、望むなら結婚せ

よ）。彼女らの方が、あなた方にとって

清浄なのだ。ならばアツラー*を畏れ*、

78.

はずかし

私の客人のことで私を辱めるのではな

い。一体あなた方の中に、まともな者は

いないのか？」

1「哀願する者」については、悔悟章 114 の訳注を参照。

2「これ」とは、天使*たちとの議論のこと（ムヤッサル 230頁参照)。

3 ルート*の民は男色癖で知られていた。天使*たちは美しい容姿の人間の姿を借り、かつ芳

(かぐわ）しい香りを漂わせていたため、ルート*は彼らに災難が起こることを恐れたのだ

という（アルニバガウイー2:458参照)。彼とその民の間に起こった話については、高壁章

80-84、アル=ヒジュル章 61-77、詩人たち章 160-175、犠章 54-58、蜘蛛章 28-35、月

章 33-40も参照。

4 預言者*は自分の共同体における、父親のような存在である。こうした理由から、その女性

たちは「私の娘」と表現されたのだとされる（ムヤッサル 230頁参照)。
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79. 彼ら（民）は言った0 「あなたの娘たち

への用など私たちにないことは、とっく

に知っているはずだ。そして本当にあな

たは、私たちが求めるものを、まさに知

つている」。

80. 彼（ルート*) は言った。「もし私に、あ

なた方に対する力があったなら。あるい

は、力強い支持者に身を寄せることが出

来たなら」。

jl
'ol

以為％

^
81. 彼ら（天使*たち）は言った。「ルート*

よ、実に私たちは、あなたの主*の御使い

なのだ。彼らが（害悪をもって）、あな

たに触れることはない。ゆえに夜が更け

てから、あなたの家族と共に（町1を）出

発せよ。そしてあなた方の誰一人として、

(後ろを）振り向いてはならない。但し、

あなたの妻は別である。本当に、彼らに降

りかかるもの（懲罰）が、彼女に（も）降

りかかるのだから。実に彼らの約束の時

は、早朝である。一体、早朝は間近なの

ではないか？」

ヂ

成じ略ぬ明82. そして（ルート*の民を滅ぼすという）われ
とうらい

ら*の命令が到来した時、われら*はそれ

(町）を逆さまに（ひっくり返）し、その

上に、積み重なった2(硬い）泥土からなる

石を降らせた。

町の名はサドーム（ソドム）である、と言われる。また町は一つだけではなく五つあ

り、その中でもサドームが最大の町であったとされる（イブン•カスイール 4:340-341
参照)。

2 ほかにも「次々と連続する」「一列になった」という解釈もある（アル=クルトウビー9:83

参照)。

1
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83. の御許で、印1が付けられた （石を）。

それは（クライシュ族*の不信仰者* という）

不正*者たちから、遠いわけではない2。

84. またマドウヤン* (の民）には、その同胞シ

ュアイブ*を（遣わした）。彼は言った。「我

が民よ、アツラー* (のみ）を崇拝*せよ。

あなた方にはかれの外、崇拝*すべきものな

どないのだから。そして升と枰 3を減じ （、

不正*を働い）てはならない。私はあなた方

が豊かなのを目にしているが、本当に私は

あなた方に対し、 （あなた方を）八方ふさ

がりにする日の懲罰4 (が降りかかるの）

を怖れているのだから。

85. 我が民よ、そして昇とは# (の1誓）を公

正さでもって全うするのだ。人々に対し、

彼らのもの （権利）を損ねたり、腐敗*を働

く者となって、地上で退廃を広めたりして

はならない。
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86. アツラー*が残された物5の方が、あなた方

にとってより善いのである。もし、あなた

方が（本当に）信仰者なのであれば、だが。

そして私は、あなた方への監視役6などで

はない」 。

1 それが命中する者の名前が記されていたのだ、という説もある （イブン•カスィール 4:340
参照)。

2 この 「遠いわけではない」 には、「アラビア半島からルート *の町までは、地理的に遠くな

い」「彼らに起こったことは、彼らと同様の不信仰者*たちに対して、起こり得ないことで

はない、という警告の意味」 といった解釈がある （アッニシャンキーティー2:193 参照)。

3 「升と秤」 については、家畜章 152 の訳注を参照。

4 これは来世の懲罰とも、現世のそれであるとも言われる（アルニクルトウビー9:85-86 参照)。

5 「アッラー*が残された物」 とは、不当に秤をごまかして得た非合法な稼 （かせ）ぎではな

く、秤を正した後に、合法な稼ぎとして手許に残った物のこと （ムヤッサル 231 頁参照)。

この 「監視役」 については、婦人章 8◦の訳注も参照。6
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0i

^
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^^
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8 7. 彼 ら （民）は、言 っ た。「シ ュ ア イ ブ*よ、

あなたの （常々行っている）礼拝1が、私た

ちのご先祖様が崇めるもの2や、私たちが自

分たちの財産において好き勝手に振舞う

ことを私たちが放棄するよう、あなたに命

じ て い る の か？ 本 当 に あ な た と い う 人
か ん だ い

は、寛大なお方、まともなお方だ3」 〇

爲泰ふTギ

^
て，〆〆 <r 夕，•て で 〆 〆 ヤ づ 〇.
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88• 彼 （シュアイブ*) は¦
■

った。「我が民よ、

言ってみよ、私が我が主*からの明証4に依拠

し、その御許からの善き糧を授かっている

というのに （、どうして私がアツラー*の命

に背こうか）？ そして私は、自分があなた

方に禁じることにおいて、自ら違反するつ

もりはない。私は自分の出来る限り、 （あ

なた方を）改善したいだけなのだから。そ

して私の成功は、アツラー*のみにかかって

いる。私はかれにこそ全てを委ね*、かれに

こそ （悔悟して不断に）立ち返るのだ。

我が民よ、私への反目のせいで、ヌーフ*

の民、フード*の民、ザーリフ*の民に降り

かかったようなものを、自分たちに降りか

からせては、絶対にならない。ルート *の民

は、あなた方から遠い5わけではないのだ。

90. そしてあなた方の主*にお赦しを乞い、それ

からかれに悔悟せよ。本当に我が主*は、慈

愛深い*お方、寵愛深い*お方なのだから」。

89.

;)」'ミjibメj
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^
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i この 「あなたの礼拝」 には、文字通りの意味のほかにも、「あなたが読んでいるもの」「あ

なたの宗教」「あなたの信徒」 といった解釈もある （アッ =シャウカーニー2:721 参照)。

2 つ ま り、偶像や彫像 （ち よ う ぞ う）の こ と （ム ヤ ッ サ ル 231 頁参照)。

3 これは、嘲笑 （ちようしよう）的な意味合いの言葉 （前掲書、同頁参照)。

4 この 「明証」 については、アーヤ*28 の訳注を参照。

5 この 「遠いわけではない」 については、アーヤ*83 の訳注を参照。
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、辦91. 彼ら（民）は、言った。「シュアイブ*よ、

私たちはあなたの言うことの多くが分か

らないし、本当に私たちはまさしく、あな

たが私たちの内で弱者だと思う。また、も

しあなたの身内さえいなければ、あなたを

(石で）打ち殺してやった1のだが。あなた

は、私たちにとって貴人などではない」。

■

“
�#邀

92. 彼（シュアイブ*) は言った。「我が民よ、

一体アツラー*よりも私の身内の方が、あな

た方にとって貴いというのか？ かれ（ア

ツラー*)のことを、自分たちの背後に放っ

たらかしにしておきながら？ 本当に我

が主*は、あなた方の行うことを悉く包囲

される*お方。

01J opJ-^
lP

"* [ 一 て，て〆* ガ 夕，〆〆 了j

493. 我が民よ、あなた方は自分たちのやり方で

(、出来る限りのことを）行うがよい。実

に私も、（自分のやり方で）行おう。あな

た方はやがて、誰のもとに懲罰が訪れて、

その者を辱めることになるか、また誰が

嘘つきかを、知ることになろう。そして（自

分たちに何が起こるか、）見守っているが

よい。本当に私も、あなた方と共に見守る

者なのだから。

翕4」�=
^

94. そして（マドウヤン*を滅ぼすという）われ
とうらい

ら*の命令が到来した時、われら*はわれら

の御許からの慈悲によって、シュアイブ*

と、彼と共に信仰した者たちを救い出し

た。そして不正*を働いた者たちを（轟く）

一声2が捉えると、彼らは朝、自宅で突っ伏

して（死んで）いた。

1「石で打ち殺す」のほかに、「罵（ののし）る」という解釈もある（アルニクルトウビー

9:91 参照)。

2 マドウヤン*を滅ぼした懲罰については、詩人たち章 189の訳注を参照。
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95. 彼らはあたかも、そこに4らしてはいなか 仏誠
'
12爲よ

©於4
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^
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^
めつぼう

ったかのようであった1。サムード*が滅亡
めつぼう

したように、マドウヤン*に（も）滅亡あれ。

また、われら *は確かにムーサー*を、わ

れら *の御徴と紛れもなき証拠2と共に遣

わした。

96.

4

^
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^
。

免

^
97. フィルアウン*と、その （民の）有力者た

ちに。それで彼ら （民）は、 （それを信

じるのではない、という）フイルアウン*

の命令に従った。フィルアウン*の命令な

ど、真つ当なものではないのに。

彼 （フィルアウン）は復活の日*、その民の

先頭を切って進み、彼らを(地獄の)業火（と

いう水場）に連行する3。（彼らの）連行先

である水場は、何と醜悪であろうか。

98.

^
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^
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^
41

參法ぶ幻

99. また彼らは、これ （現世）と復活の日*に

おいて、呪いに付きまとわれる。（彼ら

に）授けられたその授かり物は、何と醜悪

であろうか。

(使徒*よ、）それは （われら *が滅ぼし

た）町々の消息の一部であり、われら *

があなたに語り聞かせるもの。その中に

は （まだ痕跡の）残っているものもあれ

ば、 （跡形もなく）壊滅させられたもの

もある0

城ぬ真100.

1 高壁章 92 の訳注も参照。

2 この 「御徴」 は、 トーラー*、あるいは数々の奇跡。「紛れもなき証拠」 とは、議論の余地

のない奇跡、あるいはその中でも、特に杖のことを指すと言われる （アル=バイダーウイ

一3:258 参照)。

3 「連行する」 と訳した語 「アウラダ」 には、そもそも「7j<場へと導く」 という意味が含まれて

いる。本来、喉の渴きを癒 （いや）すために先導する者が、自分に従う者たちを、それとは逆
の灼熱 （しゃくねつ）へと導いている、という修辞的描写 （アツ=ラーズイー6:394 参照)。
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Uj 私1^

101. そして、われら*が彼らに不正*を働いたの

ではない。しかし彼らが、（シルク* と地上

で腐敗*を働くことで、）自分

_
身に不正*

を働いたのである。（彼らの懲罰という）

あなたの主*のご命令が到来した時、彼らが

アツラー*を差しおいて祈っている彼らの

神々1は、彼らを少しも益することがなかっ

た。そしてそれらは彼らに、破滅以外の何

も上乗せしてはくれなかったのである。
ち よ う ば つ

102. そして不正2を働く町々 （の民）を （懲罰

で）捕えた時の、あなたの主*の捕らえ方

も、 （それらの町々に対するそれと）同

様なのである。本当にかれの捕らえ方は、

痛烈で凄まじい。

103. 本当にその中にはまさしく 、来世の懲罰 401
尨

^̂
;

^̂
越

為”
>

み し る し

を怖れる者への御徴 3がある。それは （清

算と報いの）そのために、人々が集めら

れる日、そしてそれは （全創造物によっ

て）立ち会われる日なのだ。

104. そしてわれら*はそれ （復活の日*) を、

決められた期限までしか、先延ばしにす

ることがない。

105. いかなる者も、かれ （アツラー*) のお許

しなくしては話すことがない4、それ （復

活の時）が到来する日。彼らの中には不

幸な者も、幸福な者5もいる。

初1興秘i

1 「神々」 に関しては、雌牛章 133 の訳注を参照。

2 この 「不正*」 とは、アッラー*に対する不信仰と反抗、そして使徒*を嘘つき呼ばわりした
こと （ムヤッサル 233 頁参照)。

3 この 「御徴」 は、教訓や訓戒のこと （前掲書、同頁参照)。

4 夜の旅章 97 の訳注も参照。

5 「不幸な者」 とは懲罰を受ける者で、「幸福な者」 とは享楽を味わう者のこと （前掲書、同
頁参照)。
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それで （間違った信仰と悪行ゆえ、現世

で）不幸になった者たちといえば、 （地

獄の）業火の中にある。そこでは彼らに、

(その苦しみゆえの）大きな呻き声と喘

ぎ声1がある。

諸天と大地が続く限り 2、永遠にそこに留

まる。但し、あなたの主*がお望みになっ

たこと3は別だが。本当に （使徒*よ、）あ

なたの主*は、かれがお望みになることを

決行されるのだ。

106.

>领落2は叫淡107

また幸福な者たちはといえば、天国の中

にある。諸天と大地が続く限り 4、永遠に

そこに留まる。但し、あなたの主*がお望

みになったこと 5は別だが。（アツラー*

は）途絶えることのない賜物 （を、彼ら

幸福な者たちにお与えになる）。

ならば （使徒*よ）、あなた6は （シルク*

の徒である）これらの者たちが崇めるも

108.

/ぬパ!

^
iuふi

109.

う た が

の （の無意味さ）を、疑わしく思っては

ならない。彼らは、過去に自分たちの先

1 「大きな呻き声と喘ぎ声」 と訳した原語の解釈については、「胸から出す声と、喉から出す

声」「ロバの鳴き声の最初の部分にあたるものと、最後の部分にあたるもの」「息を吐き出

す音と、吸い込む音」 など多説あるが、いずれにせよ悲しみや苦しみゆえの声である （ア

ル=クルトウビー9:98-99 参照)。

2 「諸天と大地が続く限り」 の解釈には、「永続性を表わす単なるアラビア語的表現」「来世

における諸天と大地のこと （イブラーヒーム*章 48 も参照)」 といった説がある （アルニ

カースイミー9 : 3486 参照)。

3 罪深いムスリム*が地獄で暫 （しばら）く罰された後、アッラー*のご意思によって天国に

入れられること （ムヤッサル 233 頁参照)。

4 アーヤ* 107 の同様の表現についての訳注を参照。

5 罪深いムスリム*はまず地獄に入り、後にアッラー*のご意思によって天国に入れられるこ

と （前掲書、同頁参照)。

6 この 「あなた」 については、雌牛章 120 の訳注を参照 （ムヤッサル 234 頁参照)。
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祖が

_，ていたように（偶像を:

^
,めて

いるに過ぎず、本当にわれら*は必ずや、

彼らの取り分1を不足なく全うしてやる

のだから。

110. また、われら*は確かに、ムーサー*に

啓典（トーラー*) を授けた。すると、

そこにおいて異論が生じ（、ある者は信

じ、ある者は信じなかっ）た。そして

(使徒よ）、もし（彼らに対する懲罰を

猶予する、という）あなたの主*からの先

んじた御言葉がなければ、彼らの間には

裁決2が下されてしまったであろう。そ

して本当に彼ら（不信仰者*たち）はそ

れ（クルアーン *)に対して、大きな疑惑

の真っ只中にあるのだ。

(使徒*よ、）本当に全ての者に対し、あ

なたの主*は必ずや、その行いにお報いに

なるのである。本当にかれは、彼らが行

うことに通暁されるお方なのだから。

(預言者*よ、）あなたが命じられたよう

に、確固としてあれ3。そして、あなたと

共に悔悟した者も（確固としてあれ）。
また（アツラー*の法という境界線を、）

踏み越えてはならない。本当にかれは、

あなた方の行うこと（全て）をご覧にな

るお方なのだから。

W妙淑雜

為如為

^̂
6微1 1 1.

112.

l この「取り分」の解釈には、「(現世での）糧」「懲罰」「善と悪にたいして約束された報い」
といった諸説がある（アル=クルトゥビー9:103参照)。

2「裁決を下される」については、ユーヌス*章 19の訳注を参照。

3 アツラー*の教えとその実践、そして人々をそこへと招くことにおいて確固としてあれ、と
いう意味であるとされる（アル=バガウイー2:468参照)。
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切知i

113. そして不正*を働いた者（不信仰者*) た

ちに同調し、それゆえに（地獄の）業火が

あなた方に触れることになってはならな

い。あなた方にはアツラー*の外、いかな

る庇護者もなく、（地獄に入った）その

後には（そこから）助けられることもな

いのだ。

114. また（預言者*よ、）昼の両端と夜の一部

1に、礼拝を遵守せよ*。本当に善行は、

悪行を駆逐する2のだから。それは教訓を

得る者たちにとっての、教訓である。

�あ咖紗抑は
減

^115. そして忍耐*せよ。

_
当にアツラー*は、

善をIくす者3たちの褒美を無駄にはされ

ないのだから。

どうして、あなた方以前の幾つもの世代

には、地上での腐敗*を禁じる善き名残を

有した者4たちがいなかったのか？ われ

ら*が彼ら（不信仰の民*) から救い出し

た、僅かな者たちを除いては（、そのよ

うな者たちはいなかったのである）。そ

して不正*を働いた者たちは、（現世の享

楽という）与えられた贅沢を追求したの

であり、罪悪者だったのだ。

叱ぶみdV成浴
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116.

1「昼の両端」には「フアジュル*と、ズフル*及びアスル*」「フアジュル*とマグリブ*」「フ

アジュル*とアスル*」などの諸説がある。「夜の一部」には「イシヤーウ*」「マグリブ*と

イシヤーウ*」「マグリブ*とイシヤーウ*とフアジュル*」といった諸説がある（アルニクル

トウビー9:109-110参照)。

2 礼拝は善行の中でも最たるものであるが、ここでの「善行」は全ての善行で、「悪行」は大

罪*以外のものである、とされる（イブン•アティーヤ 3:213参照)。

3「善を尽くす者」については、蜜蜂章 128の訳注を参照。

4「善き名残を有した者たち」とは、アツラー*への従順さ、宗教性、知性、慧眼（けいがん）

を備えた者のこととされる（アル=クルトウビー9:113参照)。
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(4金*よ、）あなたのM*は、その住民

y改善者である時に、町々を不正1ゆえに

kぼされたりはしない。2

. もしあなたの主*がお望みだったなら、

人々を （イスラーム*のもとに）一つの共

同体とされたであろう。（だが、アツラ

一*は英知ゆえにそうはされなかったの

であり、）彼らは未だ、 （宗教において）

分裂しているのである。

1 1 9. 但し、あなたの主*がご慈悲をかけられ （、

アツラー*を信仰し、使徒*に従っ）た者3

は、その限りではない。それ4ゆえにかれ

は、彼らを創造されたのである。そして「わ

ルゆ1 1 7.

你;典

'
;��路;Tsjj1 1 8

三*づ 或ゲ 、ゞ
t

かなら

れは必ずや、 （信仰しなかった）全ての

ジン* と人間で、地獄を満たすのだ」 とい

う、あなたの主*の御言葉は確定したのだ。

そして （使徒*よ）、われら *は使徒たち

の消息の内からあなたに （、あなたが必

要とする）全てを、つまりそれによって、

われら *があなたの心を堅固にするもの

を語り聞かせよう。あなたには、この（ス
ーラ*の）中で、真理と訓戒、信仰者にと

つての教訓が到来したのだ。

接uぬ㈤シ雄>免
上
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120.

1 ここでの 「不正*」 は、シルク *と不信仰、「改善」 は、人々がお互いの権利を守ることであ
るとされる。ある学者らはこのアーヤ *から、アツラー*は不信仰者*の社会でも社会不正を
働かない限り、全滅はさせられないのだ、という理解を導き出している （アツ =ラーズィ

一6:410、アル=クルトウビー9:114 参照)。

2 このアーヤ *は 「不正*」 の文法上の位置づけにより、別の解釈も可能。家畜章 131 の訳注

参照。

3 アツラー*のご慈悲によって真理を知り、それを実践し、そこにおいて団結した者 （アツ =
サァディー392 参照)。

4 この 「それ」 が何を指すかについては、①分裂、②ご慈悲、③その両方、という説がある
(アツ = タバリー6:4453-4455 参照)。



11. フード章 よjA -、、
(使徒*よ、）信仰しない者たちに、 （こ

う）言え。「あなた方は自分たちのやり

方で （、出来る限りのことを）行うがよ

い。実に私たちも、 （自分たちのやり方

で）行おう。

於調

鮮5
よ

122. そして （、私たちの結末を）待つがよい。

本当に私たちも、 （あなた方の結末を）

待っているのだから」 。

ぎ•趣〆泌ぶアツラー*にこそ、諸天と大地における

不可視の世界* (に関する知識）は属し、

かれにこそ、物事は万事帰される。なら

ば、かれを崇拝* し、かれに全てを委ね*

よ。そしてあなたの主*は、あなた方が行

うことに、無頓着なお方ではあられない。

123.

0

: ( 、v
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第 12 章

ユースフ*章 漏.:藤

慈悲あまねく

'
慈愛深き *

アツラー*の御名において

か い め い け い て ん

1 . アリフ•ラーム•ラー2。それは、解明する啓典
み し る し

3の御徴 （アーヤ*) 。

2. 本当にわれら*はそれを、あなた方が （その

意味を）弁えるべく、アラビア語のクルア

ーン*として下した。

3. (使徒*よ、）われら*はこのクルアーシ*を

あなたに啓示することで、あなたに最良の

物語を話して聞かせる。実にあなたはそれ

以前、 （このような話には、）無頓着な者

の類いだったのだが。

滅虹趙な'

必
^

4i. ユースフ*が、自分の父親（ヤァクープ*) に

(こう）言った時のこと。「お父さん、本

当に私は （夢で）十一個の星と、太陽と、

月を見ました。私はかれら 4が、私にサジダ*

するのを見たのです」 。

1 マッカ*啓示で学者間の見解は、ほぼ一致。預言者*ユースフ*の物語が主題であることから、
彼の名がスーラ*名となっている。ユースフ* とヤァクープ*が信仰心、忍耐*心、英知、寛

大さと共に度 （たび）重なる試練に立ち向かい、最後には成功を勝ち取る話が描かれてい

る。この話は、マッカ*時代の苦境にあった預言者*ムハンマド* とその信徒たちに対する大

きな慰 （なぐさ）めとなり、彼らを抑圧していた不信仰者*に対しては厳 （きび）しい警告

と悔悟 （かいご）の勧告となった。

2 これらの文字については、頻出名•用語解説「クルアーンの冒頭に現れる文字群*」を参照。

3 「解明する啓典」 とは、正しい導きを始め、物事の合法性や非合法性など、あらゆること

を解明する啓典、つまりクルアーシ*のこと （アッ =タバリー6:4461-4462 参照)。

4 「サジダ*」 という、知力を備えた存在の行為ゆえ、これらの物質が 「かれら」 と表現され

ている （アル=バガウイー2:475 参照)。また、十一個の星はユースフ*の兄弟を、太陽と

月は彼の両親を暗示していると言われる。詳しくはアーヤ* 1⑻ を参照 （イブン•カスイー

ル 4 : 369 参照)。
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5• 彼 （ヤァクープ*) は、言った。「我が息子

よ、お前の夢を兄さんたちに話してはなら

ない。そうすれば彼らは、お前に悪だくみ

をする。本当にシャイターン*は、人間への

紛れもない敵なのだから。

6. そして （、お前に正夢を見せて下さったの

と）同様に、お前の主*はお前を選び抜かれ、

お前に話の解釈 1をお教えになり、お前とヤ

ァクープ*の一族にその恩恵を全うされる。

ちょうどかれが以前、お前の二人の袓イブ

ラーヒーム* とイスハーク *に対してそれを

全うされたように。本当にお前の主*は、全

知者、英知あふれる*お方」 。

7. ユースフ* とその兄弟 （の間に起きた話）に

は、確かに （それについて）尋ねる者たち

にとっての御徴 2があった。

8. 彼ら （ユースフ*の兄たち）が （密談して、

こう）言った時のこと （を思い起こせ）。

「本当にユースフ* とあいつの弟3は、私たち

よりもお父さんに愛されている。私たちは

多勢であるというのに。本当にお父さんは

全く、紛れもない迷妄の中におられる。

9. ユースフ*を殺してしまえ。それか、 （どこ

か辺鄙な）土地に放り投げてしまえ。（そ

うすれば、）お父さんの顔はあなた方だけ

に向けられるし、あなた方はその後で正し

い民となる4のだ」 。

ゲ却」3

^
與

_
ば

^̂
54、;

^0

1 「話の解釈」 とは夢の解釈のことであるとされるが、夢だけではなくもっと広い範囲の解

釈能力のことである、とも言われる （イブン•アティーヤ 3:220 参照)。

2 この 「御徴」 とは、アッラー*の御力と英知を示す証拠のこと （ムヤッサル 236 頁参照)。

3 ユースフの弟の名はビンヤーミーン （ベニヤミン)。この二人は他の十人の兄たちよりも年

少で、彼らとは母親を異にしていたという （イブン •アティーヤ 3:221 参照)。

4 アッラー*に悔悟し、その罪のお赦しを乞う、ということ （ムヤッサル 236 頁参照)。
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OJ^ ]J Ĵ tS^ Jほ10. 彼らの内のある者が、言った。「ユースフ
*を殺さず、井戸の奥底に投げ入れてしま

え。（そうすれば、旅行中の）通行人たち

が、あいつを拾ってくれるだろう。もし、

あなた方がそうするのであれば、だが」 。

(そうすることを決定した後、）彼らは言

た。「お父さん、あなたが私たちにユー

スフ*を任せて下さらないのは、どういうわ

けですか？ 本当に私たちは、彼に対して

実に親身ですのに。

11.

つ

12. 彼を明日、私たちと一緒に （遊牧地へ）送

て下さい。（そうすれば）彼は満喫し 1、

遊ぶでしよう。本当に私たちは、まさしく

彼の保護者なのです」 。

つ

〇1路炎幻参
其ぬて

13. 彼（ヤァクープ*) は言った。「本当に私は、

お前たちが彼を連れて行くことがひどく

悲しい。そしてお前たちが彼に不注意にな
おおかみ

ている時に、 狼が彼を食べてしまうの

ではないかと怖れているのだ」 。

14. 彼らは言った。「私たちは多勢であるとい

つ

爲雜
おおかみ

うのに、もしも狼が彼を食べてしまうこ

とがあれば、本当にその時は、私たちはま

さしく （役立たずの）損失者です」 。

■辟 多 滅15. それで彼らが彼 （ユースフ*) を連れて行き、

彼を井戸の奥底に投げ入れることで一致し

た時 （、彼らはそれを実行した）。われら*

は彼 （ユースフ*) に、 （こう）啓示した。
「あなたは必ずや （将来）、彼らの （策謀し

た）この事について、彼らに語り聞かせるこ

1 「満喫 （ラトウウ)」 とは語源的に、「快楽を十分に味わうこと」であり、ここでは楽しみ、

食べ、遊び、羽を伸ばすことを指す （アル=パガウィー2:479 参照)。
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とになろう。彼らは （その時、あなたがユー

スフ*であることに）気

^
•かないのだが」 。

政购域6

U5城益=4喊：

^
與
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16. 彼ら （ユースフ*の兄たち）は夜、泣きなが

ら、自分たちの父親のもとにやって来た。

17. 彼らは言った。「お父さん、本当に私たち

は競争1 しに行き、ユースフ*を荷物の所に
おおかみ

残しておきました。すると、 狼が彼を食

ベてしまったのです。あなたは私たちのこ

とを信用してはくれないでしよう。たとえ

私たちが、正直者であったとしても」 。

恭

翕こ

^
じ浪

^̂ ^
琢

18. そして彼らは、偽物の血の付いた彼の上着を

持って来た2。彼 （ヤァクープ*) は言った。

「いや、お前たち自身の心が （その醜悪な)

事を、お前たちに惑わせて促したのである。

(我が忍耐*は、）よき忍耐*3。アツラー* (こ

そ）は、おfたちの言うことに対して （私か

ら）援助を乞われるべきお方である」 。

19. こうして （井戸に、旅行中の）通行人たち
4がやって来た。彼らは水汲みの者を （井戸

に）やり、彼はその水桶を （井戸の中に）

垂らした。（そしてユースフ*がそれに掴ま

て井戸の外に出てくると、）彼は言った。

「おお、吉報よ！ これは （素晴らしい）

男の子だ5」 。彼らは彼のことを、商品とし

流

o

l 「競争」 とは、かけっこや弓矢での競争のこととされる （ムヤッサル 237 頁参照)。

2 彼らはそれを、自分たちの正直さの証拠としたかったが、それは逆に彼らへの反証となった。

というのもそれは、破 （やぶ）き裂かれてはいなかったからである （前掲書、同頁参照)。

3 「よき忍耐*」 とは、「動じたり、不平を言ったりせずに忍耐すること」（アルニクルトウビ

一9:152 参照）であるとされる。

4 マドウヤン*方面から、エジプトへと向かう旅行者たちであったという （アル=バガウィー

2:481 参照)。

5 アーヤ*31 の伝承にもある通り、ユースフ*は絶世の美男子だった （アル= クルトウビー

9:153 参照)。
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て秘密にした 1。アツラー*は彼らが （ユー
スフ*に対して）行うことを、ご存知のお方

であられる。
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20. また、彼ら2は僅かな値で、つまり数えるほ

どのディルハム3で、彼を売り払った。彼ら

は、彼に関して無欲な者たちだったのだ。

(旅行者らはエジプトでユースフ*を売っ

たが、）彼を買ったエジプト出身の者4は、

自分の妻に言った。「彼の待遇を、よく気

遣ってやりなさい。彼は私たちの役に立つ

かもしれないし、また私たちは彼を子供の

代わりにするかもしれないのだから」 。そ

のように、われら *はユースフ*に （エジブ

卜の）その地で、確固たる地位を授けた5。
そして （それは、）われら *が彼に、話の解

釈 6を教えるためであった。アツラー*は、

事を決行されるお方7であられる。しかし多

くの人々は、 （それが）分からないのだ。

らぷつ’て

21.

1 「商品」 とは、奴隸*としての商品のこと。水汲みの者とその仲間たちは自分たちの分け前

が減らぬよう、商人である他の旅行者たちに対し、ユースフ*のことは水の所有者から共同

で買ったものだ、と主張したのだとされる（アッ = タバリー6:4484 参照)。また一説には、
ここでの 「彼ら」 はユースフ*の兄たちのこと。彼らは旅行者たちのもとにユースフ*を見
つけ、「これは私たちのもとから逃げた奴隸*である」 と主張し、売り払ったのだという （ア
ル=パガウィー2:481 参照)。

2 この 「彼ら」 には、水汲みの者とその仲間という説と、ユースフ*の兄たちという説がある
(アル=クルトゥビー9:155 参照)。アーヤM9 の訳注も参照。

3 「ディルハム」 は銀貨のこと。「数えるほどの」 という形容には、秤 （はかり）を使うまで
もない小額の、という意味が含まれている。また 「僅かな」 という訳をあてた原語 「バフ
ス」 には、不正な、非合法な、 という意味もある （アッ = タバリー6:4485-4490 参照)。

4 この 「エジプト出身の者」 は、エジプトの大臣であった （ムヤッサル 237 頁参照)。

5 つまり主人のもとで様々な権限を与えられ、エジプトの地で高い地位を得、人々から親し
まれた （アル=カースィミー9:3524 参照)。

6 「話の解釈」 については、アーヤ*6 の訳注を参照。

7 ご自身の望まれることを決行されるお方、という意味。あるいはユースフ*の諸事を、特別の配
慮（はいりよ）でもって営（いとな）まれるお方、という意味（アル=バガウィー2:483 参照)。
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• 彼 (ユースフ*) が成熟 1 した時、われら *

は彼に英知と知識2を授けた。そのように

われら *は、善を尽くす者3たちに報いるの

である。

そして彼が住んでいた家の女性 （大臣の

妻）が彼を （不倫へと）誘惑し、扉をきっ

ちりと閉めて言った。「さあ、いらっしゃ

い」。彼は言った。「アツラー*のご加護を

(乞います）。本当にあのお方は、私によ

くして下さった我がご主人様なのですか

ら。不正*者が成功することは、絶対にあり

ません」 。

仏;ぬ粒'
;ぬ、魏Z 2
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24. そして彼女は確か

^
:彼を望み、彼もまた

^
彼女に対して欲が生じた4。彼が、その主

*の根拠5を目にしなかったならし彼も

また彼女を求めたであろう）。そのよう

に （見せたのは）、われら *が彼から悪と

醜行6を逸らすためである。本当に彼は、

われら *の精選された僕 7の内の一人なの

だから。

1 この 「成熟」 については、巡礼*章 5 「成熟」 の訳注を参照。

2 一説に、この「英知」は預言者*性で、「知識」は宗教理解（アルニパガウィー2:483 参照)。

3 「善を尽くす者」 については、蜜蜂章 128 の訳注も参照。

4 大臣の妻は欲望と決意をもって行動に移したが、ユースフ*は単にそのようなことが脳裏

(のうり）をよぎっただけであった、とされる （前掲書 2:485 参照)。預言者*•使徒*の無

謬 （むびゅう）性については、雌牛章 36 の訳注を参照。

5 この 「根拠」 の解釈には、「ヤァクープ*の姿」「主人の姿」「啓典のアーヤ*」 といった諸説

がある。アツ =タバリー*は、いずれにせよ、彼は自分の欲望を制するようなアツラー*の

御徴を見たのだ、と結論づけている（6:4511 参照)。

6 「醜行」 については、蜜蜂章 90 の訳注も参照。

7 「精選されたアツラー*の僕」 とは、アツラー*の崇拝*において誠心を尽くす一方で、アツ

ラー*によって純粋にされ、選ばれ、特別な存在とされ、恩恵を注がれると共に、悪を遠ざ

けられたような存在のこと （アツ=サァディー396 頁参照)。
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25. そして二人は扉へと我先に急ぎ1、彼女は

彼の上着を後ろから（引っぱって）破いて

しまった。そして二人は、扉のところに彼

女の主人を見出した。彼女は言った。「あ

なたの家人に悪さをしようとした者の

応報は、牢獄に入れられるか、あるいは痛

ましい懲罰の外にはありません」。

^
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26. 彼（ユースフ*)は言った。「彼女が私を、

(不倫へと）誘惑したのです」。そして

彼女の家族の内の裁決者が、（こう）裁決

した2。「もし彼の上着が前方から破れて

いたら、彼女は本当のことを言ったので

あり、彼が嘘つきの類いということにな

ります。

27. そして、もし彼の上着が後方から破れてい

たら、彼女は嘘をついたのであり、彼が正

直者の類いということになります」。

28. それで彼（大臣）は、彼の上着が後方から

破れているのを見ると、（こう）言った。

「実に、これはあなたたち（女性）の策略

の一つである。本当にあなた方の策略は、

途方もないものなのだから。

■> <*436 \り
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29. ユースフ*よ、これ（を他言すること）から

身を慎むのだ。そして（妻よ、）自分の罪

の赦しを乞え。本当にあなたは、過ちを犯

した者の類いなのだから」。

1 ユースフ*は逃げるため、大臣の妻はそれを追うためにそうした（ムヤッサル238頁参照)。

2「裁決者」の解釈には、「揺りかごの中の赤ん坊」「上着そのもの（話したわけではないが、
その状態が全てを物語っていた)」「大臣の相談役の男」などの諸説がある（アルニクルト
ゥビー9:172-173参照)。
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30. 町の婦人たち1は、（噂を聞いて）言った。

「 （大臣）閣下の奥様が、 （彼女の召使い

の）若者を誘惑するんですって。（彼は）

彼女のことを、恋心で夢中にさせたんです

よ。本当に彼女は、紛れもない迷いの中に

ありますわね」 。

それで彼女 （大臣の妻）は彼女たちの策謀

2を聞くと、彼女たちに （使いを）送っ （て、

邸宅に招待し）た。そして彼女たちに肘掛

けを用意3 し、彼女たち一人一人に （食事用

の）ナイフを渡し、（こう）言った。「（ユ
ースフ*よ、）彼女たちのところに、お出で

なさい」 。それで彼女たちは彼を目にした

時、彼に賛嘆し、 （余りの美しさに驚き、

ナイフで）自分たちの手を切ってしま

た。そして彼女たちは、 （こう）言った。

「アツラー*にご加護を （乞います）。これ

は人間じやないわ！ これは、高貴な天使

*様以外の何ものでもないわよ！」 4

31.

哉成滅
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32. 彼女 （大臣の妻）は （彼女たちに）、言つ

た。「その人が、あなた方が彼 （への恋心)

ゆえに私を咎めた者です。私は確かに彼を
かれ みずか

誘惑し、彼は自らを守りました。もしも（今

後、）私が彼に命じることをしなければ、

彼は必ずや牢獄に入れられ、惨めな者の類

いとなるでしよう」 。

1 「町の婦人たち」とは、町の有力者の妻たちである、と言われる（イブン•カスイール 4:384

参照)。

2 この 「策謀」 とは、婦人たちの彼女に対する陰口と、彼女をけなすことにおける 「策謀」

のこと （ムヤッサル 239 頁参照)。

3 「財掛けを用意」することとは、食事の場を提供することの意（アル=バガウイー2:489 参照)。

4 預言者*ムハンマド*はユースフ*の美貌について、こう仰った。「彼は美の半分を授けられ

た」（ムスリム 「信仰の書」 259 参照)。
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3 3. 彼 （ユースフ*) は言った 「我が主*よ、

私には、彼女たちが私を招いていること

(醜行）よりも、牢獄の方がましです。そ

して、もしあなたが私から彼女たちの策略

を遠ざけて下さらなければ、私 （の欲）は

彼女らへと揺れ動き、私は （罪を犯す）愚

か者の類いとなってしまいます」 。

34. そして彼の主*は彼（の祈り）をお聞き届け

になり、彼女たちの策略を彼から遠ざけて

下さった。本当にかれこそは、よくお聴き

になるお方、全知者であられる。

それから（ユースフ*が無実である）証拠 1を

目にした後、彼を暫く牢獄に入れておくこ

とにしよう、と （いう意見が、）彼ら2に持

ち上がった。3

こうして彼と一緒に、二人の若者4が牢獄に

入った。その片方が、（こう）言った。「本

当に私は （夢で）、自分が酒* (を造るため

に葡萄）を搾っているのを見ました」 。ま

た、もう一方は言った。「本当に私は （夢

で）、自分の頭の上にパンを運ぶのを見ま

した。そこから、鳥が啄ばんでいました」。
(二人は言った。） r (ユースフ*よ、）こ

の解釈について、私たちにお告げ下さい。

35.

一膝做

為H咳

3(3.

bs-

1 この 「証拠」 とは、上着の件、裁決者の裁決の件、婦人たちがナイフで手を傷つけた件、

彼女らが彼を賛嘆した件、といったこととされる （アルニクルトウビー9:186 参照)。

2 「彼ら」 とは、大臣とその取り巻きの者たちのこと （ムヤッサル 239 頁参照)。

3 一説によると、不祥 （ふしょう）事の噂 （うわさ）が広がらないようにするため、ほとぼ

りが収まるまで、ユースフ*のことを拘束しておこうとしたのだという （イブン•カスィー

ル 4:387 参照)。

4 「二人の若者」 はエジプトの王の家来で、何らかの原因で王の怒りを招き、投獄されたの

だという （アッ = タバリー6:4538-4539 参照)。
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本当に私たちは、あなたが善を尽くす者1た

ちの類いであるとお見受けしますから」。

‘
�ぬぶ。、尾ゃ我

み御U鄭一

. 彼（ユースフ*)は、言った。「あなた方が

貰うことになっている食事は、あなた方に

37

やって来ることはありませんよ。それがあ

なた方にやって来る前に、私がその解釈に

ついて、あなた方に告げるまでは2。それ(解

釈）は、我が主*が私に教えて下さったも

のの一部。本当に私は、アツラー*を信じず、

来世に対してもまさしく不信仰者*である

民の宗教を、捨て去りました。

そして私は、我がご先祖様たち、イブラー

ヒーム*とイスハーク*とヤアクープ*の宗

38.

したが

教に従ったのです。私たちはアツラー*(の

崇拝*)に、いかなるものも並べるべきでは

ないのですから3。それ（タウヒード*) は

私たちと人々への、アツラー*のご恩寵か

らのものです。しかし人々の大半は、（そ

の恩寵の主に）感謝しません。

. 牢獄の仲間たちよ、異なる複数の主4 (の

崇拝*)がより善いのでしょうか？ それと

も唯一で*、全てに君臨し給う*お方、アツ

ラー*(の崇拝*がより善いの）でしようか？

39

1 ユースフ*は牢獄の中でも、病人を見舞ったり、悲しむ者を慰（なぐさ）めたり、何か必要

がある者にはそのために努力したりしていたとされる（アツ=タバリー6:4540-4541 参

照)。蜜蜂章 128「善を尽くす者」の訳注も参照。

2 つまり、牢獄で配給される食事がやって来る前に、彼らに食事の内容が何か、告げること

が出来るということ。この言葉は、彼の知識の高さと、夢に対する彼の解釈力の確かさを

示すと共に、正しい信仰への呼びかけへとつながる前置き的な役割を果たしている。尚、

ここでの「解釈」は「内容」という意味だが、夢の解釈についての文脈上、同語が用いら

れている（アツ=シヤウカーニー3:36-37参照)。

3 頻出名•用語解説のシルク*の項を参照。

4 この「複数の主」とは、木、石、天使、死人など、シルク*の徒が崇拝*の対象としていた、

何の力もない存在のこと（アツ=サァディー398頁参照)。
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40. あなた方はかれ（アツラー*)を差しおいて、

自分たちと自分た f の先祖が名付けた名

前1を崇めているに過ぎません。アツラー*

はそれら （の崇拝*) に、いかなる （正当な）

根拠も下されてはいないので:す。ご裁決は

アツラー*にのみ属し、かれはあなた方が、

かれ以外は崇拝* しないように命じられた

のですから。それが正しい宗教。しかし

人々の大半は （、そのことを）知りません。

. 牢獄の仲間たちよ、あなた方の一人はとい

えば （牢獄から出ることになり）、そのご

主人 （エジプト王）に酒*を注ぐでしょう。 4じ 4

^
3cyt!^

41

はりつけ

そしてもう一人はといえば、磔にされ（て

殺され）、鳥がその頭を啄むことになるで

しよう。あなた方二人が教示を請うたこと

は、決定されました2」 。

. 彼 （ユースフ*) は、二人の内、（牢獄から）

助かる者であることを知った者に、言っ

た。「あなたのご主人様 （王）のもとで、

私 （が無実の罪で投獄されていること）に

ついて、話して下さい」。そして（彼は牢獄

から出たが、）シャイターン*が彼に、その

主人に話すことを忘れさせた3。それで彼

(ユースフ*) は数年間、牢獄で過ごすこと

になった。

�由

(4

^
=

^
、11

^
5CしJ心

、
42

i この 「名前」 については、高壁章 71 の訳注を参照。

2 —説に、ユースフ*は啓示を受けてこのように断言した。また一説には、「あなた方の質問

に対する答えは終わった」 という意味 （イブン•アル=ジャウズィー3:226-227 参照)。

3 一説に、この 「彼」 はユースフ*、「話すこと」 は 「思い起こすこと」 の意。ユースフ*が牢

獄から出る者に伝言を頼んだ時、アツラー*にこそ嘆願し援助を求めるのを忘れ、人間に頼

ってしまったことを指す。この解釈の場合、牢獄に数年とどまることになったのは、 その

ことに対する罰であった （アル=クルトウビー9:195 参照)。預言者*•使徒*の無謬 （むび
ゅう）性については、雌牛章 36 の訳注を参照。
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43. 王は言った。「本当に私は （夢で）、痩せ

た七頭の雌牛に食べられてしまう太った

七頭の雌牛と、七本の緑の穂と、別の （七

本の）枯れた穂を見た。名士たちよ、我が

夢について教示してくれ。もし、あなた方

が夢を解釈するのならば」 。

知如曝

^ ^拜破與

^
啡彼ら （名士たち）は言った。「（それは、）

夢まぼろしがごちゃ混ぜになった （無意味

な）ものです。そして私たちは、夢の解釈

など知る者ではありません」 。

そして （牢獄の仲間だった）二人の内の助

かった者が、（ユースフ*のことを）長い時

間の （経過した）後に思い出して、言った。

「私めがその解釈を、あなた方に申し上げ

ましよう。ですから、私を （ユースフ*のも

とに）お遣わし下さい」 。

44 .

。
■45.

(彼はユースフ*の所に着くと、言った。）

「ユースフ*よ、大そうな正直者1よ、 （王

様がご覧になった、）痩せた七頭の雌牛に

食べられてしまう太った七頭の雌牛と、七

本の緑の穂と、別の（七本の）枯れた穂（の

夢）について、私たちにご教示下さい。私

は人々のもとへと、 （それを伝えるべく ）

帰るでしよう。 （それは、）彼らが知るた

め2なのです」 。

H).

錐も；漏：

^
4 7. 彼 （ユースフ*) は、言った。「七年間、ず

けんめい たがや

と懸命に耕し、あなた方が収穫したもの

は、それを穂に付けたまま置きなさい。但し、

あなた方が食べる少量のものは別ですが。

〇

1 「大そうな正直者」 については、婦人章 69 の訳注を参照。

2 夢の解釈と、ユースフ*の地位と徳を 「知るため」 ということ （ムヤッサル 241 頁参照)。
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18. そしてその（豊作の七年の）後、あなた方
あらかじ

がそのために予め蓄えていたものを、あ

なた方が貯蔵する僅かなものを除いて食

ベ尽くしてしまう、（凶作の）過酷な七年

が到来します。

49. そしてその（凶作の七年の）後、（雨によ

て）人々が救済され、（果実を）搾る年

がやって来ます」。

50. (夢の解釈を聞いた後、）王は言った。「彼

(ユースフ*)を（牢獄から出し）、私のも

とに連れて来なさい」。そして彼のもとに

使いが来ると、彼は言った。「あなたのご

主人様のもとに戻り、（私の無実が明らか

になるよう、）自分たちの手を切ったご婦

人方1の件（の真実）について、彼に尋ねて

下さい。本当に我が主*は、彼女らの策略に

ついてご存知のお方です」。

城

_
4必

_
6

㈣おじ起

^
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51 . 彼（王）は（それを聞くと、婦人たちと大

ユースフ*を誘惑した時の、あなた方の件は

何だったのか？」彼女らは言った。「アツ

ラー*にご加護を（乞います）。私たちは彼

に、何の落ち度も認めませんでした」。（大

るみに出ました。私が彼を誘惑したのであ

り、本当に彼は正直者です。

52. それ2は彼（大臣）が、私が彼を陰で騙して

はおらず3、また、アツラー*が欺く者たち

す過㈡V匈

1 ユースフ*は礼儀と敬意の念から、大臣の妻を名指しにはしなかった（アル=パガウィー

2:495 参照)。

2「それ」とは、彼女がユースフ*の無実を告白したこと（ムヤッサル 241 頁参照)。

3 つまり、ユースフ*のことを誘惑したものの、彼はそれを拒（こば）んだので、最悪の罪に

までは至らなかった、ということ（イブン•カスィール 4:394 参照)。尚、アッ=シャウカ
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の策略をお導きにはならないということ

を、知るためなのです。

53. そして私は、自分自身が潔白だとは言いませ

ん。本当に人の自我というものは、我が主が

ご慈悲をかけて下さった者を除いては、悪を

よく指図するもの1ですから。本当に我が主*

は赦し深いお方、慈愛深い*お方です」 。

(ユースフ*の無実を知ると、）王は言った。

「彼 （ユースフ*) を連れて来るのだ。そう

すれば彼を、私にとっての特別な側近とし

よう」 。それで （ユースフ*がやって来て）

話した時、彼 （王）は （ユースフ*の無実と

徳の高さを知って、）言った。「本当にあ

なたはこの日、私たちのもとで地位高き者、

(全権を委ねられた）信頼篤き者である」 。

54.

柄爲雜娜
©分

55. 彼 （ユースフ*) は、言った。「私を、 （エ
ジブトの）地の蔵相として下さい。本当に

私は管理に長じた者、知者ですから」 。

そのように、われら *は （エジプトの）地

において、ユースフ*に確固たる地位を授

けた。彼は自分が望む場所どこにでも、

滞在することが出来る。われら *は、誰で

もわれら *が望む者に、われら *の慈悲を授

け、善を尽くす者2たちの報いを反故には

しないのだ。

〆■，〆 〇 乂 夕rぐ 〆 ぞ，〆 1〆，

ゲ デ

^
56.

一二一*によれば、大半の解釈学者は、このアーヤ* と後続のアーヤ*の言葉はユースフ*の

ものである、としている。その場合、ユースフ*がこの言葉を語ったのは、「牢獄の中で、

王と婦人たちの間で交わされた一部始終を、王の使いから聞いた時」 あるいは 「王のもと

で」 という説がある（3:47-48 参照)。

1 これがユースフ*の言葉であるとする場合、雌牛章 36 の預言者*•使徒*の無謬（むびゅう）

性についての訳注も参照。

2 「善を尽くす者」 については、蜜蜂章 128 の訳注を参照。
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57. 来世の報いこそは、信仰し、（アツラー*

を）畏れ*ていた者たちにとって、（現世の

報い）より善いのである。

(そして不作に見舞われたため、食料を得

ようと、）ユースフ*の兄たちが/ (エジブ

卜に）やって来た1。彼らが彼（ユースフ*)

のところに入った時、彼は彼らのことが分

かった。彼らは（長い時間の経過とユース

フ*の変わりっぷりゆえ）、彼に気付かずに

いたが。

ゆぬ妙が成

58.

59. そして彼（ユースフ*) は（彼らを気前よ
かんたい

く歓待した後）、彼ら（のラクダ）にそ

の荷物2を用意した時、言った。「あなた

方の父方の弟（ビンヤーミーン）を、私

のところに連れて来なさい3。あなた方は、

私が升4 (による計量）を全うするとは、

そして私が最良の歓待者だとは、思わな

いのですか？

1 王の夢に対するユースフ*の解釈通り、エジプトの地を七年の豊作が訪れた。それで彼は
それを保存しておいたが、その後に凶作の年が訪れる。それは他の諸国にまで及び、人々
は食料を得るために挙（こぞ）ってエジプトへと向かった。パレスチナに住んでいたヤ
ァクープ*らも同様で、ユースフ*に次いでお気に入りだったビンヤーミーン（アーヤ*8
「弟」の訳注を参照）を除く、十人の息子らをエジプトへと遣わした（アル=カースイ
ミー9:3561 参照)。

2 つまり、彼らが求めていた食料のこと（ムヤッサル 242 頁参照)。

3 この「弟」については、アーヤ*8の訳注を参照。食料を買うためにエジプトにやって来た
者には、一人につきラクダー頭分の荷物しか積めないように決められていた。それで彼ら
には故郷に弟が一人いるという話題になった時、もう一頭分の食料が積めるようにと、こ
のように言ったのだという（アツ=タバリー6:4573 参照)。あるいはユースフ*は故意に、
彼らにスパイの嫌疑（けんぎ）をかけ、彼らの素性を詳しく尋ね出した。そして彼らに、
国に残してきた弟がいることを聞き出すと、彼らの言うことが正しいかどうか試すためと
いう名目で、彼を連れて来るように命じ、そうするまで兄たちの一人を拘束することにし

た（アル=カースイミー9:3562参照)。

4「升」については、家畜章 152の訳注を参照。
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60. そして（次回）、もしあなた方が私のとこ

ろに彼を連れて来なかったら、私のもとに

あなた方の（食料を量るための）升はあり

ません。また、私のもとにも近付かないで

下さい」。

61, 彼らは言った。「私たちは彼（を一緒に連

れて来ること）に関し、彼の父親を口説い

てみましよう。本当に私たちは、必ずやり

ます」。

62. 彼（ユースフ*)は、自分の小間使いたちに

言った。「彼らの物品1を（気付かれないよ

うに）、彼らの荷物の中に入れておきなさ

し、。彼らが家人のもとに帰った時、彼らが

それに気付くように。彼らは恐らく、戻っ

て来るでしよう」。2

念こ

^̂
5パ

^̂
63. そして彼ら（ユースフ*の兄たち）は、自

分たちの父親のところに戻ると、言った。

「お父さん、私たちに（食料を量るための)

升3が禁じられてしまいました4。ですので

私たちと共に、私たちの弟（ビンヤーミー

ン）を遣わして下さい。（そうすれば、）

本当に私たちは彼への保護者でありつつ、

(食料を）量（つて持って来）れることに

なります」。

1「物品」とは、彼らが食料と交換するために持って来た品のこと（アツ=タバリー6:4574

参照)。貨幣（かへい）であったとも言われる（アル=パガウィー2:501 参照)。

2 この行為の理由については、「その物品で食料を得るべく、彼らがまた戻って来るよう

にするため」「家族から食料の代価を取ることを、恥じたため」「彼の徳を知らしめ、

また戻って来るように差し向けるため」などの諸説がある（アル=クルトゥビー9:223

参照)。

3「升」については、家畜章 152の訳注を参照。

4 その理由については、アーヤ*59-60を参照。
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�…1. 彼 （ヤァクープ*) は言った。「どうして

私が、お前たちに彼 （ビンヤーミーン）

を任せようか？ 以前、私がお前たちに

彼の兄を任せ （て、裏切られ）たように？

(私はお前たちの保護は信用しないが、

ア ツ ラ ー*の保護を信頼する。）ア ツ ラ ー
*は保護者の内でも最善のお方であられ、

かれは慈悲深い者たちの中でも最も慈悲

深いお方」 。

/

心

65. そして彼らが自分たちの荷物を開けた時、

彼らは、自分たちの物品1が彼らに返されて

いるのを見出した。彼らは言った。「お父

さん、 （これ以上）何を求めましょうか？

これは私たちに返された、私たちの物品で

す。（だから安心して、ビンヤーミーンを

行かせて下さい、）私たちは私たちの家族

に食料を調達し、私たちの弟を保護し、（彼

の分として）ラクダー頭分の升 （で量った

食料）を付け加えましょう。それは （エジ

ブトの蔵相にとって）、取るに足らない升

(の量）です」 。

^
Jy JUc?Ji36(3•彼 （ヤァクープ*) は言った。「私は彼 （ビ

ンヤーミーン）を、お前たちと一緒に行か

せたりするまい。お前たちが八方ふさがり

とならない限り、必ずや彼を連れて （戻っ

て）来る、というアツラー*を証人とした

誓約を私にするまでは」 。そして彼らが、

彼に対してその誓約をすると、彼は言っ

た。「アツラー*が私たちの言うことに対し

(ての証人であり）、請け負われる*お方で

あられる」 。

1 「物品」 については、アーヤ*62の訳注を参照。
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^>6^. 袋tfe
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67. また、彼（ヤァクープ*) は言った。「我

が息子たちよ、（エジプトに入る時は）一

つの門から入るのではなく、別々の門から

入るのだ1。そして私は、アツラー* (の定

め）をよそに、あなた方を益することなど、

少しも出来やしない。裁決はアツラー*に

のみ属するのだから。私は、かれにこそ全

てを委ねた*。そして（何かを誰かに）委ね

る者たちには、かれにこそ全てを委ねさせ

るのだ」。

^
y&

^
L==»\ ij^P

68. そして彼らが、父親の命じた所から（エジ

ブトに）入った時、（そのことが）アツラ

一*(の定め）をよそに、彼らのことを益す

ることなどは少しもなかった。ただ、（そ

れは）ヤァクープ*の気がかりだったので

あり、彼はそれを晴らしただけなのである

2。本当に彼はまさしく、われら*が（啓示

によって）彼に教えたものによる、知識の

持ち主であった。しかし人々の大半は知ら

ないのだ。

^
b'�J

69. そして彼らがユースフ*のもとに入った

時、彼（ユースフ*) はその弟（ビンヤー

ミーンと二人きりになり、彼）を自分の

方へ抱き寄せた。彼は（ビンヤーミーン

に）言った。「実に私こそは、お前の兄

なのだ。ならば彼らが（昔、私に対して）

行っていたことゆえに、悲嘆に暮れるの

ではない」。

1 彼ら息子たちは父親を同じくする、美貌（びぼう）と見事さと力強さを兼ね備えた十一人

だった。それでヤァクープ*は、彼らが人々から「アイン（筆章 51 の訳注を参照)」に遭

(あ）うことを恐れたのだという（アル=クルトウビー9:226参照)。

2 アーヤ*67の「別々の門から入るのだ」の訳注を参照。
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70. そして彼ら （のラクダ）にその荷物を用意

した時、彼 （ユースフ*) は自分の弟の荷物

に （、こっそりと）器を入れ （させ）た1。

それから （彼らが出発しようとした時、）

呼びかける者が （こう）呼びかけた。「隊

商 （の人々）よ、実にあなた方はまさしく

遂乂だ！」

71. 彼ら （ユースフ*の兄弟ら）はその （呼ぶ)

者たちの方に向かい、言った。「何が無い

のですか？」

こ

^^^ ^
•
、一? リ\s

©ム

^
3ぜ氣6

^
72. 彼ら （呼ぶ者と、その取り巻き）は言っ

た。「王の器が無いのだ。そしてそれを

持って来た者には （褒美として）、ラク

ダー頭分の（食料が入った）荷をやろう」。

(呼ぶ者は、言った。）「私がその保証

人だ」 。

輪ふ121

^
�

73. 彼ら（ユースフ*の兄弟ら）は言った。「ア

ッラー*に誓って、あなた方は確かにご存

知になったでしよう 。私たちが （エジプ

卜の）地を腐敗*させるために来たのでは

なく 、私たちが盗人でもなかったという

ことを」 。

74. 彼らは言った。「では （あなた方のもとで

の）、その者 （盗人）の報いは何か？ も

し、あなた方が嘘つきだったとしたら （、

だが）」 。

この 「器」 とは、王が飲食用に用いる器。一説には金製、あるいは銀製だった。ユースフ*

がこれをビンヤーミーンの荷物の中に忍ばせたのは、彼に盗みの嫌疑 （けんぎ）をかけ、

拘束して自分のところに留めるためだった。というのもヤァクープ*の法では、盗人の罰は、

被害者の奴隸* となることとして定められていたからである （イブン•ジュサイ 1:421-422

参照)。アーヤ*75 とその訳注も参照。



12. ユースフ章 »— SjJ-« -、で478

メ

^
が54

^
75. 彼ら （ユースフ*の兄弟ら）は言った。「そ

の者(盗人）の報いは、荷物の中にそれ（器）

が見つかった者、彼自身がその報いとなる

1ことです。このように私たちは、（私たち

の法において、盗みを犯した）不正*者たち

に報いるのです」 。

㈣、

(ユースフ*の兄弟らはユースフ*のもとに

戻され、）彼 （ユースフ*) は、彼の弟の荷

物入れの前に、彼らの荷物入れ （の検査）

から始めた。それから、彼の弟の荷物入れ

から、それ （器）を取り出した。このよう

に、われら*はユースフ*に対して （、ビン

ヤーミーンを手許に留めておけるよう、）

取り計らった。彼はアツラー*がお望みにな

らない限り、 （エジプト）王の決まりにお

いて、彼の弟を引き取ることが叶わなかっ

た2のだから。われら*は、われら*が望む者

の位を上げる。そしてあらゆる知者の上に

は、 （更なる）知者がいる3のだ。

76.

ゲ1

77. 彼ら （ユースフ*の兄ら）は言った。「もし

彼 （ビンヤーミーン）が盗みを犯したのな

ら、以前、彼の兄 （ユースフ*) も確かに、
ぬ す お か

盗みを犯した 4のです」 。そしてユースフ*

1 つまり、窃盗の被害者に自分自身を奴隸* として与えることで、報いること （ムヤッサル

244 頁参照)。

2 ユースフ*は彼の弟を兄たちから引き取りたかったが、当時のエジプトの法では、盗みの罰

は鞭打ちと罰金刑のみであったとされる。それでユースフ*はアッラー*のお示しにより、

彼らの裁決を彼ら自身の法に任せ、その目的を上手く果たしたのであった （アル=バガウ

ィー2:505 参照)。

3 そして知の頂点には、アッラー*がおられる （ムヤッサル 244 頁参照)。

4 この 「盗み」 については、「母方の祖父が崇めていた偶像を取って壊したこと」「食卓の食

ベ物を隠し取っては、貧者*に与えていたこと」 など諸説あるが、いずれもユースフ* とビ

ンヤーミーンとは母を異にする兄たちの、自らの体面を気にした言い逃れである （アル=
パガウィー2:506、アッ =サァディー402 頁参照)。
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はそれ（彼らの

^
i) を心の内に隠し、彼ら

に対してそれを露わにはしなかった。彼は

(心の中で）言った。「あなた方は（あな

た方が贬している者）よりも、悪い地位に

あるのだ。そしてアツラー*はあなた方の言

うことを、最もよくご存知であられる」。

◎祕
'ぶぬ娜

的％

^
如115、U=

7 8. 彼ら（ユースフ*の兄ら）は言った。「閣

下、実に彼には、老いた年配の父親がい

るのです。ですから彼の代わりに、私た

ちの誰か一人をお取り下さい。本当に私

たちは、あなた様を善人とお見受けしま

すから」。 ，ぬM
翕こ

^
戦ら

7 9•彼 (ユースフ*)は言った。「私たちが、私

たちの（盗難）品をその手許に見出した者

以外を捕まえるなどということから、アツ

ラー*のご加護を（乞う）。そうしたら、本

当に私たちはまさしく不正*者です」。

公�鱗i叙在

80. そして彼（の返事）に絶望すると、彼らは

自分たちだけになって密談した。彼らの最

年長者は言った。「一体あなた方は、お父

さんが確かに、アツラー*を証人とする誓約

1をあなた方にさせたのを、知らないのか？

(これ）以前にも、あなた方はユースフ*

のことで不手際を犯したのだ。そして私

は、お父さんが私（のエジプト出発）をお

許しになるか、あるいはアツラー*が私にご

裁決2を下されるまで、この（エジプトの）

地を離れまい。かれは裁決者の内でも最善

のお方なのだ。

0

1 この「誓約」については、アーヤ*66を参照。

2「ご裁決」とは、死、あるいは、弟を取り返すこと（イブン•カスィール 4:404 参照)。
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81. お父さんのもとに戻り、（こう）言うの

だ。『お父さん、本当にあなたの息子（ビ

ンヤーミーン）は盗みを働きました。そ

して私たちは、自分たちが知ったこと以

外は証言していない1のであり、知り得な

いことにおいてまで保護する者ではなか

つたのです2。

傘'

^參こ必

^
ザ
』

〆

^
82. また、私たちがいた町（エジプトの人々）

と、私たちが共に旅した隊商（の同行者ら）

に、（事の真相を）お尋ね下さい。本当に

私たちは、まさしく正直者なのです』」。

83. (彼らは父親のもとに帰ると、事の一部始

終を話した。）彼（ヤァクープ*)は言った。

「いや、お前たちの（悪に傾きやすい）自我

が（その）事を、お前たちに惑わせて促し

たのである。（我が忍耐*は、）よき忍耐3だ。

アツラー*は彼らを全員4、私へと連れ戻し

て下さるかもしれない。本当に彼は全知

者、英知あふれる*お方なのだから」。

84. そして彼らから背を向け、言った。「ユー
スフ*への我が悲哀よ！」彼の両目は悲しみ

ゆえに白く濁り5、彼は（募る悲しみを）押

し殺した。

翕

^

1 この「証言」とは、王の杯がビンヤーミーンの荷物入れから出てきたために、彼がそれを

盗んだのを認めたこととされる（アッ=タバリー6:4606 参照)。

2 この「知り得ないこと」の解釈については、「ビンヤーミーンが盗みをすること」「夜、彼

らが眠っている間のこと」「昼夜におけるビンヤーミーンの一挙一動」といった諸説がある

(アル=クルトゥビー9:244-245参照)。

3「よき忍耐*」については、アーヤ*18の訳注を参照。

4 ユースフ

'
ビンヤーミーン、そして自らエジプトに残った長兄の三人のこと（ムヤッサル

245 頁参照)。

5 泣き過ぎて盲目になった、または視力が非常に弱くなった（アル=クルトゥビー9:248参照)。
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85. 彼ら （息子たち）は言った。「アツラー*

に誓って、あなたは身をkぼしそうになる

まで、あるいは （美際に）破滅する者の類

いとなるまで、ユースフ*のことを思い続け

ます （か）！」

為 辟 ぶ! 卸\i

參こ

^
� ぶ こ

^
86. 彼 （ヤァクープ*) は言った。「私は自分の

苦悩と悲しみを、アツラー*のみに訴える

のだ。そして私はアツラー*によって、お前

たちの知らないこと 1を知っている。

J<JsLui

^
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87. 息子たちよ、 （再びエジプトへ）赴き、ユ
ースフ* とその弟を探索せよ。そしてアツラ

一*のご慈悲に、失意してはならない。本当

にアツラー*のご慈悲に失意するのは、不信

仰の民*だけなのだから」 。

獻在弘�88. 彼らは （エジプトへと向かい、）彼 （ユー
スフ*) のもとに（参じて）入ると、言った。

か ん ば つ

3x

^
jJ

^
===JllSS「閣下、私たちと私たちの家族を （旱魃と

飢饉の）災害が襲い、私たちは僅か （で粗

悪）な物品を携えて来ました。ですから、

私たちのために升2を満たし、私たちに施

して下さい。本当にアツラー*は、施す人々

にお報いになりますから」 。

说ン>

^
ぶ⑽89. 彼 （ユースフ*) は言った。「一体あなた方

は、あなた方が無知な者たちであった時3

に、ユースフ* とその弟に対して自分たちが

したことを知っているのですか？」

1 これが何かに関しては、「ユースフ*が、まだ生きていること」「ユースフ*の正夢の実現」

(アル=バガウィー2:510 参照）といった解釈がある。

2 「升」 については、家畜章 152 の訳注を参照。

3 彼らはユースフ*に対しての仕打ちが、このような結果になるとは思ってもいなかった （ア
ッ = タバリー6:4627 参照)。
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鄉城矣
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90. 彼らは言った。「本当に、あなたは本当に、

ユースフ*なのですか？」 彼は言った。「私

はユースフ*で、これが我が弟です。アツラ

一*は私たちに、確かに （別離の後の再会と

いう）お恵みを授けて下さいました。本当

に誰であろうと、（アツラー*を)畏れ*、忍耐
*する者、実にアツラー*は （そのように）

善を尽くす者 1 たちの褒美を無駄にされる

ことがないのです」 。

0151191. 彼らは言った。「アツラー*に誓って、アツ

ラー*は確かにあなたを、私たちよりもお引

き立て下さいました。そして本当に私たち
あやま

はまさしく 、過った者たちだったのです I 。

92. 彼は言った。「この日、あなた方に咎めは

ありません。アツラー*があなた方を、お赦

し下さいますよう。そして、かれは慈悲深

い者の内でも、最も慈悲深いお方です」 。

(それから父ヤァクープ*の話を聞くと、ユ
ースフ*は彼らに言った。）「この私の上着

を携えて （再びお父さんの所へ）行き、そ

れをお父さんの顔に投げかけなさい。彼

は、眼が見えるようになるでしょう。そし

てあなた方の家族を皆、私のもとに連れて

来るのです」 。

93.

94. 隊商が （ユースフ*の上着と共にエジプト

を）出発した時、彼らの父 （ヤァクープ*)

は （周りに）言った。「本当に私は、まさ

にユースフ*の匂いを感じる。あなた方が私
あつか

のことを、愚か者扱いするのでなければ（、

私のことを信じたであろうに）」 。

1 「善を尽くす者」 については、蜜蜂章 128 の訳注も参照。
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lli9；y 彼ら（ヤァクープ*の周りにいた者たち）は、

言った。「アツラー*に誓って、本当にあな

たはまさしく、（まだ）昔の迷い1の中にあ

りますね」 。

96. それで（ヤァクープ*に）吉報を伝える者が

到着した時、彼はそれ （ユースフ*の上着)

を彼の顔に投げかけ、彼の視力は戻った。
彼 （ヤァクープ*) は （、周りの者たちに）

言った。「一体、私はお前たちに言わなか

たのか？ 本当に私はアツラー*によっ

て、お前たちの知らないこと2を知ってい

る、ということを？」

從上>3以(こ

^
つ

叙�dj兵i幽お97. 彼ら （ユースフ*の兄たち）は、 （エジプト

からヤァクープ*のもとに戻って来ると、彼

に）言った。「おgさん、私たちのため、私

たちの罪の赦しを乞うて下さい。本当に私た
あやま

ちは、過った者たちだったのですから」 。

乳が

98. 彼は言った。「お前fこちのため、そのうち

我が主*にお赦しを乞おう 3。本当にかれこ

そは、赦し深いお方、慈愛深い*お方なの

だから」 。

99. そして彼ら （全員）が （エジプトの）ユー
スフ*のもとにやって来/こ時、彼（ユースフ
*)は両親を自分の方へ抱き寄せて、言った。

「安全に——アツラー*がお望みなら——、

エジプトにお入り下さい」 。4

i 「昔の迷い」 とは、ユースフ*に対する深い愛情と回想のこと （ムヤッサル 246 頁参照)。

2 アーヤ*86 の、同様のくだりに関する訳注を参照。

3 アル=バガウイー*によれば、ヤァクープ*は、祈願が受け入れられやすい明け方まで、そ

の時を遅らせたのだというのが大半の解釈学者の見解。そのほかにも、「ユースフ*の許し

を得てから、赦しを乞うつもりだった」 というような説もある（2:514 参照)。

4 一説にユースフ*は、エジプト国境まで彼らを迎え出た （アッニタバリー6:4641 参照)。
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100. そして彼は自分の両親を御座の上に上げ

(て自分の傍に座らせ）、彼ら （両親と十

一人の兄弟）は、彼に向かってサジダ*1 し

た。彼は言った。「お父さん、これは我が

主*がまさに実現して下さった、以前 （小

さい頃に）私が見た夢2の解釈です。かれ

(我が主*) は私に、本当によくして下さ

いました。私を牢獄から出して下さり、シ

ャイターン*が私と私の兄たちの間を旁い
(てこじれさせ）た3後、あなた方を辺境の

地から連れて来て下さったのですから。本

当に我が主*は、かれがお望みになること

が》

な り ぢ

管。
'為蜂14

^
每

れ い み よ う

(の遂行）に霊妙な*お方であられます。

本当にかれは全知者、英知あふれる*お方。

glLpj抑、
101. 我が主*よ、あなたはまさしく私に王権の

一部を下さり、私に話の解釈 4を教えて下

さいました。諸天と大地の創成者*よ> あ

なたは現世と来世における、我が庇護者*

です。私を服従する者 （ムスリム*) とし

てお召しになり、正しい者*たちの仲間入

りをさせて下さい」 。

102. (使徒*よ、）それ5は、われら *があなた

に啓示する、不可視の世界*に属する消息

の一郎。そして彼ら（ユースフ*の兄たち）

が策謀しつつ、彼らの事6を示し合わせた

時、あなたは彼らのもとに （立ち合わせ

て）はいなかったのである。

�

05

メ 讲 峰 么

1 イブン•カスィール*によれば、偉大な者に挨桜する時にサジダ*するのは、彼らの法では合法だ

った。しかしイスラーム*においては、サジダ*はアッラー*だけへのものとなった (4:412参照)。

2 この夢については、アーヤ*4 を参照。

3 シャイターン*から突かれることに関しては、高壁章 200 の訳注を参照。

4 「話の解釈」 については、アーヤ*6 の訳注を参照。

5 この 「それ」 とは、ここまで述べられたユースフ*の話のこと （ムヤッサル 247 頁参照)。

6 この 「彼らの事」 とは、アーヤ*9-10 に言及されている策謀のこと （前掲書、同頁参照)。
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103. そして （使徒*よ、）人々の大半は、一

たとえ、あなたが （彼らを信じさせよ

うとして）躍起になったとしても一一、

信仰者とはならない。

104. また、あなたはそれ1 ゆえに、彼らにいか

なる見返りも求めてはいない。それは全世

界に対する教訓に、外ならないのだから。
參こ知匕

^
==»;

105. 諸天と大地における、いかに多くの （ア

ッラーの唯一性*と御力を示す）御徴を、

彼らは通り過ぎ（目にし）ていることか？

それらに対して背を向けながら？

106. また彼らの大半は、シルク*の徒であること

なくして、アツラー*を信じることがない。2

ぶぶ成ぶ;4裘。
'
鱗'

107. 一体彼らは、アツラー*の懲罰である、（彼

らを）覆い尽くすものが、自分たちに襲い

かからないと安心していたのか？ ある

いは彼らが気付かぬまま、 （復活の）時

が彼らのもとに突然やって来ることはな

い、と 7

108. (使徒*よ、）言え。「これは、我が道。

私も、私に従った者たちも確証に基づき、

アツラー* (のみへの崇拝*) へと招く 。

アツラー*に称え*あれ、私はシルク*の徒

の類いではない」 。

109. そして （使徒*よ）、われら*があなた以前

に （使徒*として）遣わしたのは、われら*

が啓示を下す、町の住民の男性 （人間）た

少

^
知

^^
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1 この 「それ」 とは、彼らを信仰へと導くこと （ムヤッサル 248 頁参照)。

2 つまり、アッラー*が全ての創造主であり、崇拝*に値する唯一の対象であると認めつつも、
それと同時に偶像をも崇めているような状態のこと （前掲書、同頁参照)。
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ち以外の何者でもなかった1。それで一体彼

ら （不信仰者*たち）は、地上を旅し、彼ら

以前の （不信仰）者*たちの結末がいかなる

ものであったかを見なかったのか？ 来世

の住まいこそは、 （アツラー*を）畏れる*

者たちにとって、 （現世など）より善いの

である。一体あなた方は、分別しないのか？

n o. (使徒*よ、過去の使徒*たちも嘘つき呼

ばわりされたが、すぐ勝利が訪れたわけ

ではなかった。）やがて使徒*たちが （、

自分の民はもはや信じることはないとい

ぶ、�私50

^
て膝

底〆 ，バf ,Ctf - K

おちい

う）大きな失意に陥り、
H
(民が、自分た

ちは使徒*たちに）確かに嘘をつかれた2の

だと思った時、彼ら （使徒*たち）のもと

にわれら *の勝利が到来し、われら*が望

む者は救い出されたのだ。かれの猛威（と

いう懲罰）が、罪悪者である民から遮ら

れることはない。

ふ

^^
;Aじふ

n s . 彼ら （ユースフ* とその兄弟たち）の物語

の中には確かに、澄んだ理性の持ち主に

とっての教示があった。それ （クルアー

ン*) は、でっち上げられた作り話などで

はない。しかし （それは）それ以前のも
めし みちび

の3の確証、全ての物事4の解明、導きで

あり、信仰する民への慈悲なのである。

1 アッラー*は使徒*を女性ともせず、（天使*など）人間以外のものともせず、僻地 （へきち）

出身のものともされなかった （イブン•カスイール 4:422-423 参照)。同様のアーヤ* とし

て、預言者*たち章 7-8、識別章 20 も参照。

2 つまり、彼らが招いている教えの内容、あるいは勝利に関して 「嘘をつかれた」 と思うこ

と （イブン•ジュザイ 1:428 参照)。

3 「それ以前のもの」 とは、それ以前に下った啓典のこと （ムヤッサル 248 頁参照)。

4 この 「全ての物事」 とは、合法なことや非合法なこと、勧 （すす）められることや避ける

べきことなど、人間が必要とする全てのこと （前掲書、同頁参照)。
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章1 (アツニラアド)

慈悲あまねく

'
慈愛深き*

アツラー*の御名において

ラー2。それは啓典

の御徴（アーヤ *) 。そして（使徒*よ、）

あなたの主*からあなたに下されたもの

は、真理である。だが、人々の大半は信じ

ない。

i . アリフ•ラーム•ミーム*

じ舞2. アツラー*は諸天を、いかなる柱もなしにお

上げになったお方。あなた方は、それを目

にしている3。それからかれは、御座4にお上

がりになった。また、太陽と月を（人々の

利益のために）仕えさせられた。（その）

いずれも、定められた時期（である復活の

日）まで運航し続ける。かれは（現世と来

世の）物事を司られる。あなた方が自分た

ちの主との拝謁を確信するため、かれは（ご

ぬ

^
おちから

自身の御力と唯一性*を示す）御徴を明ら

かにされるのだ。

1 マッカ*啓示かマディーナ*啓示かで、学者間の大きな相違があるスーラ*の一つ。アーヤ*13
で言及されている「雷鳴」の語にちなんで、この名称で呼ばれる。創造や自然界の驚異（き

ようい）を根拠に、アッラー*の存在と唯一性*が確証され、真理と虚偽、信仰者と不信仰

者*の様々なたとえが、各々への吉報や警告と共に描写されている。また、信仰者と不信仰

者*の特徴、来世における両者の行き先なども取り上げられ、最後は預言者*ムハンマド*

の使徒*性を確証する証言によって、締めくくられる。

2 これらの文字については、頻出名•用語解説「クルアーンの冒頭に現れる文字群*」を

参照。

3 本文訳のような解釈以外にも、「アッラー*は諸天を、あなた方に見える柱もなく、お上げ

になったお方」という解釈もある（イブン•カスィール 4:429 参照)。

4「御座にお上がりになる」については、高壁章 54 の訳注を参照。
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3. また、かれは地を広げ、そこに堅固な山々

と河川を置かれ、そこに全ての果実から、

二つの種類1をお創りになったお方。かれは

夜を昼に覆わせられる2。本当にそこにはま

さしく（アツラーの唯一性*と御力を示す）、

熟考する民への御徴があるのだ。

4. また大地には、隣接し合った （異なる性質3

の）土地、 （その内の肥沃な土地にできる）

葡萄園、 （種々の）農作物、同根で多幹の

采

^
55

^
多

たかん

ナツメヤシの木と、同根で多幹ではないも

のがある。 （それらは皆）同一の水を与え

られている。そして、われら*はその内のあ

るものを、別のものよりも果実において引

き立てるのだ4。本当にその中にはまさしく

(アツラー*の御力と唯一性*を示す）、分別

する民への御徴がある。

5. (使徒*よ、）あなたが （、これらの御徴を

そっちのけにした人々の不信仰を）驚くの

なら、 （更に）驚くべきは、 「 （死んで）

土となった後、本当に私たちが新たに創造5

されるとでもいうのか？」 という彼らの言

葉である。それらの者たちは、自分たちの主

*を否定した者であり、それらの者たちは

(復活の日*に、）その首に枷が （かけられ

4

^'
肉濟て

1 甘いものと酸っぱいもの、白いものと黒いもの、熟れたものと乾燥したもの、小さいもの

と大きいものなどの 「二つの種類」（アル=クルトウビー9:281 参照)。尚、これはイブン.
アティーヤ*によれば、どんな果実でも二種類はあるということを示しているのであり、そ

れ以上の種類があってもアーヤ *の意味とは矛盾しない（3:293 参照)。

2 イムラーン家章 27 の、同様のくだりに関する訳注も参照。

3 植物の生育する肥沃な土地もあれば、不毛の土地もある （ムヤッサル 249 頁参照)。

4 形、大きさ、匂い、味などにおいて 「引き立てる」（アル=バイダーウィー3:318 参照)。

5 「新たな創造」 とは、復活のこと （ムヤッサル 249 頁参照)。
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て）ある者なのであ令。そしてそれらの者

たちは、（地獄の）業火の住人であり、彼

らはそこに永遠に留まる者たちなのだ。

6. また、彼ら（不信仰者*たち）はあなたに、

善よりも先に悪を（もたらすことを）性急

に求める1。彼ら以前（の不信仰者*たち）

にも確かに、懲罰が降りかかってきたと

いうのに。（使徒*よ、）本当にあなたの主

*は人々が不正*を行っても（梅悟するなら

ば）、彼らにとってまさしく赦しの主なの

である。そして本当にあなたの主*は（不

信仰と迷いとアツラー*への反抗に固執す

る者に対し）、実に懲罰が厳しいお方な

のだ。

7. また、不信仰に陥った者*たちは言う。「ど

うして彼（ムハンマド*)に、その主*から御

徴2が下されないのか？」（使徒*よ、）あ

なたは警告者でしかない。そしていかなる
みちび

民にも、（その）導き手がいる。

8. アツラー*は、いかなる女性が（胎内に）宿す

ものも、子宮が減じるものも、増えるもの3も

ご存知である。そして全ての物事は、かれの御

許で（一定の）量に（定められて）ある。

i この「善」は無事、あるいは安全と善が望まれる、信仰のこと。「悪」は懲罰。彼らはひど

い不信仰ゆえ、自分たちに懲罰を下すよう挑んだものだった（アルニクルトウビー9:284

参照)。家畜章 57-58、戦利品*章 32、ユーヌス*章 50、フード*章 8、夜の旅章 92、巡礼

*章 47、蜘蛛章 53-54、サード章 16、相談章 18、階段章 1-2なども参照。

2 この「御徴」は、ムーサー*の杖、ザーリフ*の雌ラクダのような、目に見える奇跡のこと

(ムヤッサル 250頁参照)。

3「子宮が減じるもの」とは堕胎（だたい）や、通常の出産期間よりも早い出産のことを表

し、「増えるもの」は通常の出産期間よりも遅い出産のことを指すとされる（前掲書、同頁

参照)。
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i(アッラー*は、）不可視の世界*と現象界1

をご存知のお方。大いなる*お方、至高の*

お方であられる。

あなた方の内、言葉を秘める者も、それを

露わにする者も、夜にこそこそとする者

も、昼に堂々とする者も、（アツラー*には)

同じこと。

10
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かれには、（人間の）その前と、その後

ろに、アツラー*のご命令によって彼を

守（り、その行いを記録す）る、交代番

2 (の天使*たち）がいる。本当にアツラ

一*は、民の（恩恵に溢れた）状況を、
みずか

彼らが自分たちの状況を（自ら）変える

3まで、変更されることがないのだ。そ

してアツラー*が民に災難をお望みにな

れば、それを遮るものは誰一人としてな

く、彼らには、かれ以外にいかなる庇護

者もいない。

©施d�
かれ（アツラー*)はあなた方に、（あなた

方が）恐怖と待望4を抱く稲光をお見せに

なり、（雨を湛えた）重厚な雲をお造りに

なるお方。

12

1 「現象界」については、家畜章 73の訳注を参照。

2 人間には、その右側に善行を記録する天使

'
左側に悪行を記録する天使>が一人ずつおり、

またその前後には、彼を守る天使*が一人ずつ付いている。そしてこの四人の天使*は、朝

晩に別の四人と交代して任務につく（イブン•カスイール 4:437参照)。カーフ章 17とそ

の訳注も参照。

3 信仰から不信仰へ、アッラー*への従順さから反逆へと自らの状態を変えない限り、という

意味（アッ=サァディー414 頁参照)。戦利品*章 53とその訳注も参照。

4 稲光には落雷の恐怖もあるが、それによって雨を期待することも出来る（ムヤッサル 250

頁参照)。
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13. また、雷鳴1はかれ （アツラー*) への称賛*

と共に （かれを）称え *、天使*たちはかれ

への恐怖から （そうする）。そしてかれは

稲妻を送り、彼ら （不信仰者*たち）がアツ

ラー* (の唯一性* と御力）について議論し

ている最中に、それでお望みになる者を撃

たれる。かれは、御力2の凄まじいお方。

め5

^-も」ふ 多 落』
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14. 真の呼びかけ3は、かれ （アツラー*) だけ

に属する。そして、かれを差しおいて彼ら

が祈っているものたちは、少しも彼らに応

じることなどない。自分の （乾いた）口に

届くよう、その両手を （遠くから）水へと

伸ばすが、そこには届かない者 （が、その

念願を叶えられる）程度のもの以外には（、
ね ん が ん

その念願を叶えられないのだ）4。不信仰者

*たちの祈願は、全くの徒労である。

ゆ ぶfo分(ぉ 以 ぶ

e會 砂 馬㈣涵
15. そしてアツラー*にこそ、諸天と大地にある

(全ての）ものは、従順にであろうと嫌々

であろうと5、サジダ*する。また （創造物

1 I 雷鳴」 については、雌牛章 19 の同語についての訳注も参照。

2 ここで 「御力」 と訳した語 「ミハール」 には、「懲罰」「策略」 などといった解釈もある （ア
ルニパガウィー3:12 参照)。

3 「真の呼びかけ」 とは、シャハーダ*のこととされる。祈願のために呼ばれるべき存在は、

アッラー*のみである （ムヤッサル 251 頁参照)。

4 つまり、その念願は叶えられない。ほかにも、これが 「空想の水に手を伸ばす者」「水を両

手で掴 （つか）もうとするが、掴めない者」 の様子である、といった説がある （アルニク
ルトウビー9:301 参照)。

5 ある種の学者によれば、このアーヤ*の意味は、「信仰者と天使*は、文字通りの崇拝*行為

としてのサジダ*をするが、偽信者*は嫌々サジダ*する」。偽 （にせ）信者*以外の不信仰者
*については、巡礼*章 18 によって、『全ての人』 がサジダ*するわけではないことが説明
されている。また一説には、ここでの 「サジダ*」 は文字通りの崇拝*行為の一形式ではな

く 、「服従」 という意味のサジダ*。というのも不信仰者* もまた、アッラー*のご意思から
逃れられず、かれに物理的に服従しているのが現状だからである （アッニシャンキーティ

一2237-239 参照)。イムラーン家章 83 とその訳注、蜜蜂章 48-49、夜の旅章 44、巡礼*

章 18 とその訳注、御光章 41 とその訳注も参照。
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の）影も、朝に夕に （サジダ1する）。（読

誦のサジダ*)

(使徒*よ、シルク*の徒に）言え。「諸天

と大地の主*は誰か？」 言ってやるのだ。

「（それは）アツラー*である」。言うのだ。

「（そのことを認めている）にも関わらず、

一体あなた方はかれを差しおいて、自分自

身への益も害も有さない庇護者を設けた

というのか？」 言え。「盲人と見える者2は

同じか？ いや、闇と光3は同じなのか？」

いや、彼らはアツラー*に、かれの創造と同

様に創造し、それゆえに （それらの創造と

アツラー*の)創造が彼らにとって紛らわし

くなってしまった同位者を設け （、アツラ

一* と共に崇拝* し）ているのか？ 徒*

よ、）言うがよい。「アツラー*は全てのも

のの創造主であり、かれは唯一の*お方、

君臨し給う *お方である」 。

かれ （アツラー*) は天から （雨）水をお降

らしになり、渓谷 （の水）はその規模に応

じて流れ、流水は浮き上がった （無益な）

泡を湛える。また、彼らが装飾品や道具（の

加工•铸造）を望んで火の中にくべるもの

4の内にも、それと同様の（無益な）泡が（生

じる）。同様にアツラー*は、真理と虚偽に

切A必j逸

ゆ

^
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17.

1 「影のサジダ*」 については、「アッラー*のご意思に沿って、その傾きが変化すること」「サジ

ダ*する者たちの影」といった説がある。蜜蜂章 48 も参照（アルニクルトウビー9:302 参照)。

2 信仰者と不信仰者*のたとえ。真理を見ようとせず、それを信じもしないことから、このよ

うにたとえられている （ムヤッサル 251、252 頁参照)。雌牛章 7、18、家畜章 50、フー
ド+章 20、24 と各訳注も参照。

3 これも、不信仰と信仰のたとえ （前掲書 251 頁参照)。雌牛章 257「闇から光」の訳注も参照。

4 装飾品加工のための金銀や、種々の道具を錡造 （ちゅうぞう）するための銅などの金属の

こと （前掲書、同頁参照)。
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ついて

_
えられる。それで1はといえば羲

て消え去り、人々を益するものはといえ

ば、地上に残存する。そのようにアツラー
*は、（真理と虚偽、導きと迷いについて）

譬えを挙げられるのだ。

自分たちの主*に応え（て従つ）た者たち

には、最善のもの1がある。そしてかれに応

つ

脚、ふ 分;

^
5私(

18.

したが

え（て従わ）なかった者たちは、もし彼ら

に地上にある全てのものとそれと同様の

ものが（もう一つ）あり、（それを懲罰を

免れるための代償とすることが出来たの

ならば、）それで償ったであろう。それら

の者たち、彼らには悪い清算があり、その

住処は地獄なのだ。そしてその寝床は、何

と醜悪なことだろうか。

(使徒*よ、）一体、あなたの主*からあな

たに下されたものが、まさしく真理である

ことを知（って信じ）る者は、盲人2である

者と同様であろうか？ 澄んだ理性の持

ち主が、まさに教訓を得るのである。

まぬが

ダ 娘 ヌ �19.

cS(それらの者たちとは、）アツラー*との

契約3を全うし、確約を破らない者たち。

21. また、アツラー*が繋ぎとめられるよう命じ

られたものを繫ぎとめ4、その主*を恐れ、

悪い清算5を怖れる者たち。

20 .

i この「最善のもの」とは、天国のこと（ムヤッサル 251 頁参照)。

2「盲人」については、アーヤ*16の訳注を参照。

3 この「契約」については、雌牛章27の訳注を参照。

4 「アッラー*が繫ぎとめるよう命じられたもの」については、雌牛章 27の訳注を参照。
5「悪い清算」とは、復活の日*に全ての罪を清算され、何一つ見過ごしてはもらえないもの
(ムヤッサル 252頁参照)。
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^^
-、

し ゅ お か お に ん た い れ い は い

また、その主*の御顔を求めて忍耐* し、礼拝22.
ほ ど こ

を遵守* し、われら *が授けたものから （施
ひ み つ り お お や つ い

しのため）秘密裏に、または公けに費やし

\ 善行によって悪行を追い払う 2者たち。

そのような者たち、彼らには、世の （善き）

結末3がある。

(それは）彼らと、彼らの祖先、配偶者、

子孫の内で正しかった者*が入ることにな

る、永久の楽園。天使*たちも （彼らを说福
すべく ）、全ての扉から彼らのもとに入る。

ニン

^
ly?め

^
■

七。�23.

24 . (天使*たちは、彼らに言う。）「あなた方

が （現世で、アツラー*への服従において）

忍耐* したことゆえ、あなた方に平安を4」。

そして世の （善き）結末5は、何と素晴らし

いことか。

C/Jl?

^
24J

25. アツラー* との契約をそれが確約された後

に破り、アツラー=が繫ぎとめらるよう命

じられたもの6を断ち、地上で腐敗*を働く

者たち、それらの者たちの上には呪いがあ

る。そして彼らには （来世で）、忌まわし

い住処があるのだ。

26. アツラー*は、かれがお望みの者に糧を豊富

に与えられ、また控えられる7。現世の生活

など、来世 （との比較）においては （僅か

、が

^^
紙

^
秘明％

^1 「われら *が授けた•••費やす」 については、雌牛章 3 の訳注を参照。

2 「善行でもって悪行を追いやる」 については、フード*章 114 の訳注を参照。

3 「世の （善き）結末」 については、家畜章 135 の訳注を参照。

4 「あなた方に平安を」とは、「あなた方はこの円、あらゆる忌まわしいことから安全ですよ」

という意味とされる （ムヤッサル 252 頁参照)。家畜章 54 の訳注も参照。

5 「世の （善き）結末」 については、家畜章 135 の訳注を参照。

6 「アッラー*が繫ぎとめるよう命じられたもの」 については、雌牛章 27 の訳注を参照。

7 物語章 82、サバア章 36、暁章 16 の訳注も参照。
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はかな

で�い）楽しみでしかないのに、彼ら1は

現世の生活に浮かれているのだ。

翕cfe4i

27. 不信仰に陥った者*たちは言う。「どうし

て彼（ムハンマド*) の主*から、彼のも

とに御徴が下されなかったのか？2」言

てやるがいい。「本当にアツラー*は（、

導きを頑固に拒む者の内、）お望みの者

を迷わされ、よく（アツラー*に悔悟して）

立ち返る者を、かれの御許へとお導きに

なる」。

〇

しようねん

み為ド

^
が'
;5

^
'

28. 信仰し、その心がアツラー*の唱念で安ら

ぐ者たち（を、お導きになるのだ）。アツ
しようねん

ラーの唱念によってこそ、心は安らぐので

はないか。3

バ レ':&J
、

夕 ，夕〆

ぬ為其3琢
“ぬ心#；4

^
4p雖

©ぶ45H4 l̂

29. 信仰し、正しい行い*を行う者たち、彼らに

は麗しきもの4と、よき戻り場所5がある。

(過去にも数々の使徒*を遣わしたのと）同

様に、（使徒*よ、）われら*はあなたを、

それ以前にいくつもの共同体が滅び去っ

ていった共同体に、遣わした。（それは）

あなたが、慈悲あまねき*お方を否定してい

る6彼らに、われら*があなたに啓示したも

30.

1 この「彼ら」は、現世で豊富な糧を授かった不信仰者*のこと（アッ=タバリー6:473◦参照)。

2 同様の意味の、アーヤ*7とその訳注を参照。

3 同様のアーヤ*として、集団章23とその訳注も参照。

4 この「麗しきもの」の解釈には、「天国にある大木の名」「喜び」「天国の別名」などといっ
た諸説がある（アル=クルトゥビー9:316参照)。

5 この「よき戻り場所」とは、天国、アッラー*のご満悦などと言われる（ムヤッサル 253
頁参照)。

6 マッカ*の不信仰者*の中には、「慈悲あまねき*お方」というアッラー*の御名を否定する者
たちがいた（アッ=タバリー6:4737-4738 参照)。夜の旅章 110 とその訳注、預言者*た
ち章36、識別章 60も参照。
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の（クルアーン*)を読誦するためである。

(使徒*よ、彼らに）言ってやるのだ。「か

れは我が主*、かれ以外に、（真に）崇拝*

すべきものなど存在しない。かれにこそ、

私は全てを委ねた*のであり、かれの御許に

こそ、我が帰り先はあるのだ」。

もし読誦されるもの（啓典）によって山々

が動かされ、またはそれによって大地が裂

峰 Jが、

^ま桃んUa

よみがえ

け、あるいはそれによって死人が（ 蘇ら

されて）語りかけられるとするならば（、

このクルアーン*こそが、それである）1。

いや、アツラー*にこそ全ての物事は属す

る2のだ。一体、信仰する者たちは、もし

アツラー*がお望みになれば（奇跡など起

こさずとも）、全ての人々をお導きにな

ただろうことを知らないのか？3 不信

仰に陥った者*たちにはアツラー*のお約

束4が到来するまで、自分たちが成したこ

とゆえに災難5が襲いかかるか、あるいは

それが彼らの土地の近くに降りかかり続

けるのだ。本当にアツラー*は、約束をお

破りにはならない。

つ

1 マッカ*の不信仰者*らは預言者*ムハンマド*に、奇跡を起こすことで彼の使徒*性を証

明するよう求めてきたものであった（アッ=タバリー6:4738-4740参照）。家畜章 111

も参照。

2 奇跡を含む全ての物事は、アッラー*の英知とご意思にかかっている（アッ=シヤウカーニ

一3:115参照)。

3 このアーヤ*が下った背景には、預言者*が奇跡を起こしたら信仰する、というシルク*の徒

の言葉を聞いた教友*たちが、奇跡が起きるのを望んだということがある（アル=パガウィ

一3:23参照)。

4「アッラー*のお約束」は、復活の日*とも、ムスリム*の勝利とも言われる（前掲書 3:24

参照)。

5「災難」とは具体的に、罰、殺害、捕虜、飢饉などのこと（アル=クルトゥビー9:321

参照)。
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(使徒*よ、）あなた以前の使徒*たちも確

かに（自分の民から）嘲笑されたのであ

り、われは不信仰だった者*たちに猶予を与

え、それから彼らを罰したのだ。わが懲罰

はいかなるものであったか？

一体、あらゆる者をその稼ぐものにおいて

司るお方1が（崇拝*に値するのか、それ

ともかれ以外の不能な創造物か）？ 彼ら

は（創造物の内から）、アツラー* (の崇拝

*) に同位者を設けた。（4徒*よ、）言っ

てやれ。「それらの（同位者の）名（と性

質）を述べてみよ2。いや、一体あなた方は、

は、かれが地上において関知されないもの

3について、かれに申し上げるというのか？

か？ いや、一体（実体もないのに）言葉

の上っ面で、（それを同位者と呼んでいる

だけ）なのか？ いや、不信仰に陥った者

*たちには自分たちの策謀4が目映く見せら

られ、彼らは（アツラー*の）道から阻まれ

てしまつたのだ。誰だろうとアツラー*が迷

わせ給う者には、いかなる導き手もない」。

父ぶ3邱ぁ;

^
32.

誠％

^
，滅�

み >5也 —̂岛ぶ
きれ■⑽〇

^
て

33.

切、如
©芯一o

^
4i

34. 彼らには現世の生活で懲罰があり、来世の
レ ，一 -> き び

懲罰こそはもっと厳しい。そして彼らには
ばつ

アツラー* (の罰）から、誰も守ってくれる

者などない。

1 アッラー*は人の行いを、全て数え上げられるお方（ムヤッサル 253 頁参照)。頻出名•用
語解説の「全てを司る*お方」の項も参照。

2 述べてみたところで、それらは崇拝*に値するものではないから、の意（ムヤッサル 253
頁参照)。

3 彼らがアッラー*の同位者として崇めているものは、実体がないゆえ、アッラー*はそれら

を関知されない（イブン•カスィール 4:463 参照)。
4 この「策謀」とは、嘘を真実のように見せる、彼らの偽装（ぎそう）のこと。あるいは、
シルク*による、イスラーム*に対する彼らの「策謀」のこと（アル=バイダーウィー3:332
参照)。
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け い け ん

JS5 ei：-

逆你旅私放

35. 敬虔な*者たちが約束された、天国の様子

(とは、このようなもの）。その下ダら
は河川が流れている。その食べ物は絶え

ることがなく、その陰も（同様）。それ

が（アツラー*を）畏れる*者たちの結末。

そして不信仰者*らの結末は、（地獄の）

業火なのだ。

�36. われら*が啓典を授けた者たちは、あなたに

下されたもの（が、自分たちの教えと符合
か ん き

している事実）に歓喜する1。そして（不信

仰の）徒党の内には、その一部を否定する

者2がいる。（使徒*よ、）言うのだ。「私

はアツラー*を崇拝*し、かれ（の崇拝*)に

何ものも並べない3よう、命じられたに過ぎ

ない。かれ（の崇拝*)にこそ私は（人々を)

招くのであり、かれの御許にこそ、我が戻

り場所はある」。

(使徒*よ、過去の預言者*たちに、彼らの

言葉で啓典を下したのと）同様に、われら

*はそれ（クルアーン*)をアラビア語の裁定

4として下した。もしもあなたが、自分に知

識が到来した後に彼ら（シルク*の徒）の私

欲に従うのなら、あなたにはアツラー*(の

罰）に対する、いかなる庇護者も守護者も

ないのだ。

一 :>爲は>胡

©鱗如

37.

1 ユダヤ教徒*からムスリム*となったイブン•サラームや、キリスト教徒*からムスリム*とな

たアン=ナジャーシーらのことを指す（ムヤッサル 254 頁参照)。

2 預言者*に論争を挑んだナジュラーンのキリスト教導師ら（イムラーン家章、冒頭の訳注を

参照）や、ユダヤ教徒*のナディール族の長カァブ•ブン•アル=アシュラフらのこと（前掲

書、同頁参照)。

3「何ものも並べない」とは、シルク*を犯さない、ということ。

4 クルアーン*に含まれる法規定によって裁くところの「裁定」、あるいはアラビア語で表現

された「英知」という意味とされる（アツ=シヤウカーニー3:120参照)。

つ
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(使徒*よ、）われら*は確かに、あなた以

前にも使徒*たちを遣わし、彼らに妻と子孫

を授けた1。そしてアツラー*のお許しなし

には、いかなる使徒* も御徴 2をもたらすこ

とはない。全ての期限には、（定められた）

書がある3のだから。

. アツラー*はお望みのものを抹消され、ま

た、定着させられる。そしてかれの御許に

は、書の母があるのだ。4

(使徒*よ、）もし、われら*が彼らに約束

したもの5の一部をあなたに見せてやるに

しても、あるいは （その前に）あなたを召

すにせよ、あなたには（アツラー*の教えの）

伝達あるのみなのであり、清算するのはわ

れら *の役目なのだ。

逆。、
參 び# 裏14 IS%

38.

©ふ じ 路 碑

39

40

ぶ爲
C

_
1

そして一体、彼ら （不信仰者*たち）は見な

いのか？ われら*が （彼らの）土地に取りか

かっては、それをその端々から削り取つてい

4 1.

1 一説に、これは預言者*が結婚していることを揶揄 （やゆ）したシルク*の徒について下っ

たとされる。だがアッラー*は、使徒*たちを、飲み、食べ、結婚もする人間とされたので

あり、天使* とはされなかった （アル=バガウイー3:26 参照)。

2 この 「御徴」 とは、奇跡のこと。シルク*の徒らは、使徒*の証明として奇跡を起こすよう

要求したものだった （ムヤッサル 254 頁参照)。雌牛章 108、家畜章 109-110、ユーヌス
*章 97、夜の旅章 90-93、ター•ハー章 133、預言者<たち章 5、識別章 7-8、創成者*章 42

も参照。

3 つまり、全ての物事にはアッラー*によって前もって定められた期限がある （前掲書、同頁

参照)。

4 法規定でも何でも、アッラー*はその英知によって、お望みのものを抹消し、保存される（雌

牛章 106、蜜蜂章 101 も参照)。それらのことも含め、アッラー*の御許には、復活の日*

までの創造物の全状態が定められた 「書の母」、つまり守られし碑版*がある （イブン•カス

イール 4:471、ムヤッサル 254 頁参照)。「母」 と呼ばれているのは、それが全ての書の元

であるため。アラビア語では、何かの元となるものを 「母」 と呼ぶことがある （アッ =ラ

ーズイー7:52 参照)。

5 「彼らに約束したもの」 については、ユーヌス*章 46 の訳注を参照。
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さいけつ

ぐのを？ アツラー*は裁決を下されるが、
くつがえ

そのご裁決を覆す者などはないのであり、

かれは即座に計算される*お方なのだ。

. 彼ら以前の者たちは（自分たちの使徒*に対

して）確かに策謀した。そうであっても、

42
ii，t .，な心で9〆〆〆

り、
さ く ぼ う

全ての策謀はアツラー*に属する2。かれは、

全ての者が稼ぐもの （行為）をご存知なの

だから。そして不信仰者*らは(復活の日*)、

誰に世の （善き）結末3があるかを知ること

になろう。4

ぶ'

^̂ ^^
不信仰に陥った者*たちは言う。「 （ムハ

ンマド*よ、）あなたは（アツラー*の御許か

ら）遣わされた者ではない」。言ってやれ。

「私とあなた方の間の証人は、アツラー*

だけで十分である。そして、啓典の知識を

有する者5 (の証言）だけで」 。

13 .

1 これは、ムスリム*の国の領土が広がっていくにつれて、シルク *の徒の領土が減っていく

ことを示しているのだと言われる（アッ =タバリー6:4762-4765、ムヤッサル 254 頁参照)。

2 この解釈には、「アッラー*の御許にこそ、彼らの策謀の応報がある」「彼らの策謀も全てア

ッラー*の創造なのであり、かれがお望みにならない限り、それが誰かを害することはない」

といった説がある （アル=バガウィー3:28 参照)。彼らへの罰が、彼らの罪 （策謀）の名

で表現されていることについては、雌牛章 15 の訳注を参照

3 「世の （善き）結末」 については、家畜章 135 の訳注を参照。

4 無論、それは使徒*に従った者たちのものである （ムヤッサル 254 頁参照)。

5 これは啓典の民*の内、ムスリム*になった者たちのこととされる （前掲書 255 頁参照)。

アーヤ*36 とその訳注も参照。
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第 14 章

イブラーヒーム章1

慈悲あまねく *慈愛深き*

アツラー*の御名において

. ア リ フ •ラ ー ム•ラ ー2。（使徒*よ、これは）

あなたが人々を、彼らの主*のお許しによつ

て闇から光3へ、つまり偉力ならびない*お

方、称賛されるべき *お方の道へと （導き）

出すべく 、われら *があなたに下した啓典

(クルアーン*) である。

2. 諸天にあるものと、大地にあるものが属す

る、アツラー* (の道へと）。そして不信仰

者*たちには、厳しい懲罰という災いあれ。

1

yS

^
\(それらの者たちは、）来世よりも現世の

生活を愛し、アツラー*の道 （イスラー+*)

から （人々を）阻み、それ （その道）を捻じ

曲げようと望む者たち。それらの者たちは、

(真実から）遠い迷いの中にある。

われら *はいかなる使徒* も、その民の言葉

でしか、遣わすことがなかった。（それは）

彼らに、 （アツラー*の教えを）明白にす

3.

i マッカ*啓示 （一部アーヤ*は、マディーナ*啓示説もあり）。クルアーン*と預言者*ムハン

マド*の使徒*性の真実、アッラーの唯一性*の確証に始まり、ムーサー*とフィルアウン*の

話や、それ以前の不信仰な民*と使徒*の話が、不信仰者 *に対する警告と共に描写される。

また、来世における信仰者と不信仰者*の行き先とその様子が対照的に描かれ、後半では再

び不信仰者*へのイスラーム*への招きと警告が示される。スーラ*名はこの流れで登場する、

マッカ*にゆかりのある使徒*でもあり、そこに住まわせた自分の子孫が正ししヽ信仰者とな

ることを祈った、イブラーヒーム*の逸話に由来。

2 これらの文字については、頻出名•用語解説「クルアーンの冒頭に現れる文字群*」を参照。

3 この 「闇」 は迷いや誤り、「光」 は導き、つまりイスラーム*のこと （ムヤッサル 255 頁参

照)。雌牛章 257 の訳注も参照。
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るため。アツラー*はお望みになる者を迷

わされ、お望みになる者をお導きになる。

かれは偉力ならびない*お方、英知あふれ

る*お方。

-UJJJわれら*は確かに、ムーサー*をわれら*の御

徴 1と共に遣わし（、こう命じ）た。「あな

たの民を、闇から光2へと（導き）出すのだ。

そしてアツラー*の日々3について、彼らに思

い出させよ」。本当にそこにはまさしく、

忍耐*強く感謝深い全ての者4への（、アツラ

一の唯一性*と全能性を示す）御徴があるの

だから。

5.

©

ムーサー*が、その民（イスラーイールの

子ら*) に（こう）言った時のこと（を思

い起こさせよ）。「あなた方に対するア

ッラー*の恩恵を思い起こすのだ。かれが

あなた方を、フィルアウン*の一族から救

い出された時のことを。彼らはあなた方

に過酷な懲罰を味わわせ、男児は殺し、

女児は生かしておいた5。そしてそこには、

あなた方の主*からの偉大な試練があ

たのだ。

( i .

つ

1 この「御徴」は奇跡など、ムーサー*の使徒*性の真実を証明するもの（アッ=タバリー

6:4773-4774 参照)。

2 この「闇と光」については、アーヤ* 1 の訳注を参照。

3「アッラー*の日々」とは、イスラーイールの子らxに対する、アッラー*からの恩恵や試練

の日々のこと（ムスリム「功徳の書」172参照)。

4 アッラー*への服従において辛抱し、禁じられた物事を犯すことにおいて自制し、定められ

た運命を耐え忍ぶ者、そしてアッラー*に対する義務を行うことで感謝の念を表し、かれの

恩恵に感謝深い者のこと。このような者こそは、アッラー¥の御徴から真に教訓を得る者で

ある（ムヤッサル 255頁参照)。

5 この出来事の詳細については、雌牛章 49の訳注を参照。
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^
l

^
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また、あなた方の主*が （こう）宣言された

時のこと （を思い起こさせるのだ）。 『も

しも、あなた方が （わが恩恵ゆえ、われに)
かなら

感謝したなら、われは必ずや（わが恩寵を)

あなた方に上乗せしてつかわそう。そして、

もしもあなた方が恩知らずになったなら、

本当に （あなた方への）わが懲罰は、まさ

しく厳しいものなのである』 」 。

]jy

^
===o8. そしてムーサー*は、（彼らに）言った。「も

し、あなた方と、地上にいる者全てが不信仰

に陥ろうとも （、それはあなた方自身を害す

るだけ）、実にアツラー* こそは、満ち足りた

お方、称賛されるべき*お方なのだから」 。

UJ \j]\^j;名

^̂
、

® 辟ぶ光

(人々よ、）あなた方には、あなた方以前の

者たちの消息が届いていないのか？ ヌーフ
*の民、アード*、サムード*、そしてアツラー
*以外には （その数を）ご存知にならない、彼

ら以後の者たち （の知らせ）が？ 彼らには、

彼らの使徒*たちが明証 1を携えてやって来

たのだ。そして彼ら （民）は、彼らの手を自

分たちの口に持っていき2 (、苛立ちゆえにそ

れを嚙みながら、こう）言った。「本当に私

たちは、あなた方が携えて遣わされたものを

否定する。そして本当に私たちは、あなた方

が私たちを招いているもの3に対して、大きな

疑惑を抱いているのだ」 。

9.

1 この 「明証」 は、彼らがアッラー*の使徒*であることを示す明白な証拠のこと （ムヤッサ

ル 256 頁参照)。

2 このアーヤ*には、ほかにも 「彼ら （民）が、自分たちの手で彼ら （使徒*たち）の口を指

し （口を閉じるよう命じ）た」 とか 「彼ら （民）が、（使徒*たちを黙らせようとして、）自

分たちの手を彼ら （使徒*たち）の口にかざした」 など、複数の解釈がある （イブン•カス

ィール 4:481 参照)。

3 つまり、信仰とタウヒード*のこと （ムヤッサル 256 頁参照)。
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. イIfl*たちは、 （彼らに）言った。「一体、10
す う は い

アツラて* jと、かれのみを崇拝*すること）

に、疑念を抱くのか？ 諸天と大地の創成者

*に？ かれはあなた方のために、あなた方の

罪の一部をお轉しになり、あなた方に一定の

時期まで （懲罰の）猶予を与えて下さるベ

く、あなた方を （信仰へ）招いておられるの

だ」 。彼ら （民）は、 （使徒*たちに）言っ

た。「あなた方は、私たちと同様の人間に外

なら （ず、4徒*などに相応しいものでは）

ない。あなた方は、私たちのご先祖様が崇め

ていたもの （を私たちが崇めること）から、

私たちを阻もうとしているのだ。（あなた方

が本当に&徒*) ならば、紛れもなき証拠1を

私たちに持って来てみよ」 。

. 使徒*たちは、彼らに言った。「私たちは、

あなた方と同様の人間に外ならない。しか

しアツラー*はその僕の内、お望みになる者

にお恵みを垂れ給う 2のだ。また私たちは、

アツラー*のお許しもなく、あなた方に証拠
3をもたらすことは出来ない。信仰者たちに

は、アツラー*にこそ全てを委ね*させよ。

如

1 i

^
•じiゲあパふ、

0

^
-5

^
===

^ぶおJoゾ

まg、どうして私たちが、アツラー*に全て

を-ねないことがあろうか？ かれは私た

ちを確かに、（救済への）いくつもの道4へ
とお導きになったというのに。私たちは

12.

か な ら

必ずや、fなた方が私たちを害したことに

対して、耐え切るのだ。そして （何かを誰

1 この 「紛れもなき証拠」 とは、奇跡のこととされる （イブン•カスィール 4:482 参照)。

2 つまり人間の内、お望みになる者を使徒* としてお選びになる （ムヤッサル 257 頁参照)。

3 この 「証拠」 については、アーヤ*10 の 「紛れもなき証拠」 の訳注を参照。

4 あるいは、アッラー*を知り、かれにこそ全ての物事が委ねられている、ということを知る

ための 「いくつもの道」 のこと （アル=バイダーウィー3:341 参照)。
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かに）委ねる（信仰）者たちには、アツラ
ゆだ

一*にこそ全てを委ね*させよ」。

13. 不信仰に陥った者*たちは、自分たちの

あなた方を私たちの土地から追放しよう。
さもなくば、あなた方は私たちの宗教に戻

ほか しゅ

る外ないのだ」。それで彼らの主*は、彼ら

(使徒*たち）に（こう）啓示した。「われ

ら*はきっと、不正*者たちを滅ぼそう。
めつぼう

二

^̂ ^
そして彼らの（滅亡）後に必ずや、あなた

方をその土地に住ませよう。それはわが立

ち所1を怖れ、わが（罰の）約束を怖れてい

た者のためのもの」。

そして彼ら（ *たち）は（アツラー*に、

敵に対する）勝利を乞い、（真理に対して)

14.

15.

がんめい

尊大で頑迷な全ての者は敗北した。

0夫ルir). 彼（不信仰者*) の前には地獄があり、彼は

(そこで、その住人の）血膿を飲まされる2。

彼はそれをどうにか飲み込もうとするが、

なかなか喉元を通すことが出来ない3。そし

て彼は死人（となって楽）になれないにも

関わらず、死（の原因である苦しみ）があ

りとあらゆる場所から彼のもとを訪れる。
また、その後にも、（別の）荒々しい懲罰

があるのだ。

17.

1 「わが立ち所」とは、復活の日*にアッラー*の御前に立つことになる、その場のこと（ム
ヤッサル 257 頁参照)。

2 地獄の民の飲み物については、洞窟章29、サード章57、ムハンマド*章 15、出来事章54-55、
消息章 24-25、圧倒的事態章 5も参照。

3 喉が渴いているにも関わらず、その汚さと熱さ、不味さゆえに、なかなか飲み込めないのだ

と言われる（アッ=タバリー6:4789、ムヤッサル 257 頁参照)。ムハンマド*章 15も参照。
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自分たちの主*を否定する者たちの様子、そ

の行いは、強風の日に風が激しくなっ（て、

跡形もなく吹き散らしてしまっ）た灰のよ

うなもの。彼らは自分たちが稼いだもの（行

い）によって、（アツラー*の御許で）何

つ（益を）得ることがない1。それこそは（ま

すぐな道から）遠い、迷いなのである。

1 S.

つ

ふ

^^
一体あなた2は、アツラー*が真理ゆえに、

諸天と大地をお創りになったことを知ら

なかったのか？3 かれがお望みなら、あな

た方を滅ぼされ、新たな創造物4をもたらさ

れるのだ。

19.

そして、それはアツラー*にとって難しいこ

となどではない。
20

(\

^
)L==e：

^念 し

^

(復活の号*、）彼らは皆ア：ラー*へと向

かって（通!せ参じるべく、墓から）姿を

現す5。そして弱者たちは、高慢だった者

たち6にしこう）言うのだ0「本当に私

たちは（現世で）あなた方に追従してい

た。それでは（この日、）あなた方は少し

2 1 .

1 これは、不信仰者*の行いに対する来世での褒美のたとえ。現世での彼らの努力は、散り散

りになった灰を回収するようなものであり、彼らはそれによって褒美を得ることが出来な

い(イブン•カスィール 4:486-487参照)。雌牛章264、イムラーン家章117、御光章39-40、
識別章 23も参照。

2 この「あなた」については、雌牛章 120の訳注を参照（ムヤッサル 258頁参照)。

3 アッラー*の創造は無意味なものなどではなく、それによってかれの唯一性*と全能性、か

れのみが崇拝*に値することを示すためのものであった（前掲書、同頁参照)。イムラーン

家章 191「我らが主*よ•••ありません」の訳注も参照。

4「新たな創造物」とは、アッラー*に従順な別の民のこと（前掲書、同頁参照)。

5 その日、全人類は、どこにも隠れ場所のない台地に集められる（イブン•カスィール 4:488

参照)。

6「弱者たち」とは、間違った道における指導者であった「高慢だった者たち」に追従して

いた者たちや、同調していた者たち（アッ=サアディー424 頁参照)。
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でも、アツラー*の懲罰から私たちを守っ

てくれるのか？」彼ら（高慢だった者たち）

は、言う。「もしアツラー*が私たちをお導

きになっていたら、私たちもあなた方を

導いていたのだ1。私たちが嘆き悲しもう

が、忍耐* しようが、私たちにとっては同
ち よ う ば つ

じこと。私たちに、 （懲罰からの）逃げ

道などない」 。2

22. そしてシャイターン*は、事が裁決され （、

天国の民と地獄の民が振り分けられ）た

後、言う。「本当にアツラー*は、あなた方

に （復活と報いという）真実の約束を約束

され、私もあなた方に （それらが嘘だと）

約束した。そして私は、あなた方を裏切っ

たのだ。また私には、あなた方に対してい

かなる （正当な）根拠3もなかった。ただ、

私はあなた方を（不信仰と迷いへと）招き、

あなた方は私に応じたのである。ならば、

私を責めるのではなく 、自分自身を責め

よ。私は （この日、てツラー*の懲罰に対

する）あなた方の救護者などではないし、

あなた方が私の救護者なのでもない。本当

に私は、以前 （、現世で）あなた方が私を

(アツラー*の）同位者として （服従して)

いたこと （に対する責任）4を、否定した」。

»A, 'i ヤ 〆 シ 〆〆，

，，
一 c

^

1 彼らは自分たちの迷いと、他人を迷わせたことをアッラー*のせいにするが、実際のところ
は自ら逸脱したがゆえに、アッラー* も彼らを逸脱させられたのである。戦列章 5 も参照
(アル=カースィミー10:3723、参照)。

2 同様の情景の描写として、雌牛章 166-167、高壁章 38、識別章 17-19、物語章 63、部族
連合章 67-68、サバア章 31-33、40-41 も参照。

3 あるいは、自分に従うことを無理強いする 「力」 もなかった、という意味 （ムヤッサル 258
頁参照)。

4 つまり、シルク *のこと。
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本当に不正*者たち、彼らには痛ましい懲
ば つ

罰があるのだ。1

翕 ふ

^
逆 冰 ❼

23. そして信仰し、正しい行い*を行った者たち

は、その主*のお許しによって、その下から

河川が流れる楽園に入れられる。彼らはそ

こに、永遠に留まる。そこでの彼らの挨拶

は、 「 （あなた方に）平安を2」 である。

(イ�徒*よ、）あなたは、アツラー*がいか

に譬えをお挙げになったのか、知らないの

か？ その根っこは堅固であり、その天辺

は天に聳える、よき樹木のような、よき言

葉 （という譬え）を？3

你级如分
24 .

25. それはその主*のお許しによって、あらゆる

時節にその果実を振舞う4。アツラー*は人々

に、数々の譬えを示されるのだ。（それは、）

彼らが教訓を得るように、とのためである。

26. また、悪い言葉とは、地表から抜かれてし

まった、悪い樹木のようなもの5。それには、

いかなる安定もない。

1 同様の情景の描写として、カーフ章 27-29 も参照。尚、このアーヤ *の最後の一文は、シ

ャイターン *の言葉の続きという説と、アッラー*の言葉という説がある （アル=バイダー

ウィー3:346 参照)。

2 「あなた方に平安を」 については、雷鳴章 24 の訳注を参照。

3 ここでの 「よき言葉」 はシャハーダ*の言葉、「よき樹木」 は信仰者、「根っこ」 は信仰者の

心の中のシャハーダ*の言葉、「天辺は•••」 とは、その言葉によって信仰者の行いが天にま

で届く様子である、とされる。また、この 「よき樹木」 とは、特にナツメヤシの木のこと

を指している、と言われる （イブン•カスイール 4:491-493 参照)。

4 同様に、信仰という樹木の根っこも知識と信念と共に、信仰者の心にしっかりと根付く 。
そして正しい行い*や高徳といった枝先の部分は、アッラー*の御許にまで到達し、時を問

わずして褒美 （ほうび）を得ることになるのである （ムヤッサル 259 頁参照)。

5 これは不信仰の言葉のたとえ。それは心に有益な形で根付かず、自らにとって有害無益な

悪い言葉と行いしか、もたらすことがない。また、その行いはアッラー*にまで届かず、そ

れによって自分のことも他人のことも益することがない（アッ =サアデイー425 頁参照)。
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27. アツラー*は現世においても来世において

$、信仰する者たちを確固とした言葉で堅

固にされる 1。またアツラー*は、不正*者た

ちを迷わせ給うのだ2。アツラー*は、かれ

がお望みのことをし給うのである。
お ん け い

28. 一体あなた3は、アツラー*の恩恵4を不信仰

で取り換え、自分たちの民を破滅の世界へ

と住まわせた者たちを見なかったのか？

�

29. 彼らがそこに入って炙られることになる、

地獄へと？ その定着地は、何と醜悪であ

ろうか。

30. また、彼ら （不信仰者*たち）は （、人々を

イスラーム*という）その道から迷わせるベ

く、アツラーに同位者を置い（て崇め）た。

(使徒*よ、）言ってやれ。「 （現世で）楽

しんでいよ。本当にあなた方の行き先は、

業火なのだから」 。

31. (使徒*よ、）信仰するわが僕たちに、言

うのだ。いかなる売買5も友愛もない （復活

の）日*が到来する前に、礼拝を遵守* し、

1 「確固とした言葉」 とは、シャハーダ*と、イスラーム*の教えのこと。アッラー*はそれ
によって人を、現世と来世において堅固にされ、死後に墓場の中で聞かれる天使*たちの
質問 「あなたの主*は誰か？ あなたの宗教は何か？ あなたの預言者*は誰か？」にも、正
しく返答することが出来るようにして下さる（アブー•ダーウード 4753、ムヤッサル 259
頁参照)。

2 現世における彼らの 「迷い」 とは、「論拠に基づいていないために、試練が訪れると堅固で

いられず、失敗してしまうこと」 で、来世における 「迷い」 とは、墓の中の質問に答えら

れないこととされる （アブー•ハイヤーン 5:423 参照)。

3 この 「あなた」 については、アーヤ *19 の同語の訳注を参照。

4 この 「恩恵」 とは、クライシュ族*の不信仰者*たちがマッカ*の聖域で堪能 （たんのう）し
ていた安全 （雌牛章 125 の訳注も参照）と、預言者*ムハンマド*のこととされる （ムヤッ
サル 259 頁参照)。戦利品*章 53 とその訳注も参照。

5 「売買」 については、雌牛章 254 の訳注も参照。
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^
レぃ上

^
-、1

われら*が彼ら$

_
けたものか

^
) 秘密裏に、

そして公然と 6® しとして）費やせ1、と。

. アッラー*は諸天と大地を創造され、天から

(雨）水をお降らしになり、それによって

果実というあなた方への糧をお出しにな

り、そのご命令によって海を航行すべく船

をあなた方に仕えさせ、河川をあなた方に

仕えさせられた2お方。

33. また、かれは、あなた方に太陽と月を仕え

させて運行し続けさせ、あなた方に夜と昼

を仕えさせられた （お方）。3

34. また、かれは、あなた方がかれに求めた全

てのものの内から、あなた方にお授けにな

った （お方）。たとえあなた方がアッラー

*の恩恵を数えたとしても、それを数え上げ

ることは叶わない。本当に人間は不正*極ま

りない者、大変な恩知らずである。

35. イブラーヒーム*が、（こう）言った時のこ

と4 (を思い起こさせるのだ）。「我が主*

よ、この町 （マッカ*) を平穏にし5、私と、

私の子孫が偶像を崇めることから、遠ざけ

て下さい。

狼 部 趣

一

^
以3 Z

初 減 ギ

^
0 ^Ĵ ===y^>j

妇ヘ

^
5

新 〇1涵

^
511ダ

1 「われらが…費やす」 については、雌牛章 3 の訳注を参照。

2 人はそこから自分たち、家畜、農作物のための水を始めとした、様々な利益を得る （前掲

書、同頁参照)。

3 アッラー*は太陽と月を月日の計算 （ユーヌス*章 5 とその訳注も参照）や、人間の身体、

動物、植物の諸益のため、そして夜は休息、昼は活動のためにお創りになった （アッ =サ

アディー426 頁参照)。

4 これはイブラーヒーム*が、その息子イスマーイール* とその母親ハージャルを、マッカ*

に住まわせた後の祈願の言葉 （ムヤッサル 260 頁参照)。マッカ*が本来、アッラー*のみ

を崇拝 yするために設けられ、イブラーヒーム* もそのためにこそカアバ神殿*を建設したと

いう事美が、シルク*の徒であったアラブ人に対して証明されている （イブン•カスィール

4:512 参照)。雌牛章 126-129 とその訳注も参照。

5 雌牛章 125 とその訳注、イムラーン家章 97、物語章 57 も参照。
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^ -代

瓜我が主*よ、それら （偶像）は、多くの人々

を （正しい道から）迷わせました。ゆえに

私に従った者1は誰でも、本当に私の仲間で

す。そして私に反した者2があっても、本当

にあなたは（そのような者にも）赦し深く、

慈愛深い*お方であられます。

二©ヒ

^-
_

货ぼ
蹲心給為

^̂
我らが主*よ、本当に私は自分の子孫の内の37.

やかた

者たちを、あなたの聖なる館 （カアバ神殿
かたわ

*) の傍らの、作物も （水も）ない谷間に

住まわせました、我らが主*よ、彼らが礼拝

を遵守*するために （、私はそうしたので

す）3。ならば、人々の内の心が彼らへと傾

くようにし、種々の果実の内から彼らにお

授け下さい4。彼らはきっと （あなたに）、

感謝するでしょう。

5爲切诚砂
淡

じ;とお;典知38. 我らが主*よ、本当にあなたは、私たちが

隠すことも露わにすることもご存知で

す。地でも天でも、アツラー*から姿を暗

ますことが出来るものなど、何一つあり

ません。

1 タウヒード*と、彼の手法において彼に 「従った者」 のこと （ムヤッサル 260 頁参照)。

2 —説に、シルク *以外のことに関してイブラーヒーム*に反した者のこと （前掲書、同頁

参照)。

3 当時マッカ*は無人かつ不毛の地だったが、イブラーヒーム*はアッラー*からのご命令ゆえ

に妻ハージャルと幼い息子イスマーイール*をマッカ*に置き去りにした。この祈願の言葉

は、彼らの姿が見えなくなった場所で、イブラーヒーム*が唱えたもの。その後、飲み水が

尽きてしまったハージャルは幼子を抱え、人を探し回ったが、サファーとマルワの丘 （雌

牛章 158 の訳注参照）を三往復半した時、ザムザムの水が湧き出てきた。その後、アラブ

人のジュルフム族が彼女の許可を得てマッカ*に定住し始め、イスマーイール*はアラブ人

の中で育つこととなった （アル=ブハーリー3364 参照)。

4 カァバ神殿*は巡礼*の場と定められ（巡礼*章 27 参照)、人の心をひきつける秘密が施（ほ

どこ）された。また、そこにはあらゆる果美がもたらされた （物語章 57 参照）（アッ =サ

ァディー427 頁参照)。
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39. 年老いた私に、イスマーイール*とイスハー

ク*をお授けになったアッラー*に、全ての

称賛*あれ。本当に我が主*は、まさしく祈

りを聞き届けられるお方。

• 我が室*よ、私を、？[

_
を箸等*する者とし

て下さい。また、私の子孫の内の者たちも。

そして我らが主*よ、私の祈りをお受け入れ

下さい。

40

Uj-Apfej
翕4匕

^
が

^が

^
41. 我らが主*よ、清算が行わ$る日に、私と我

が両親1、信仰者たちをおMし下さい」。

(使徒*よ、）あなた2は、（イブラーヒー

ム*の宗教に反した）不正*者たち3が行って

いることに対して、アツラー*が無頓着で

あられるなどと、断じて思ってはならな

い。かれは、彼らの眼が（余りの恐怖ゆえ

に）凝然とするその日まで、彼らを猶予さ

れるに過ぎないのだから。

42.

© 二 ふ 逆
(彼らはその日、）あたふたと（墓場から現

れ、）自分たちの頭を上げた状態のまま。（余

りの恐怖ゆえ、）彼らの瞬きは自分たちに戻

ることもなく4、その心は虚ろである。

(#i*よ、）人々にせよ、彼らに!ii
が到来し、（不信仰という）不正*を働いた

者たちが（、こう）言う（復活の）日*のこ

とを。「我らが主*よ、短い期間だけ、私た

43.

㈤祕r规偽

じP ユ

^
、

44.

1 これは、彼の父親がアッラー*の敵であることが明らかにされる前のこと（ムヤッサル 260
頁参照)。詳しくは悔悟章 114、マルヤム*章 47、試問される女章 4 も参照。

2 この「あなた」については、雌牛章 120の訳注を参照（アッ=シャウカーニー3:157 参照)。

3 使徒*の嘘つき呼ばわりや、信仰者の迫害などの罪を犯す「不正*者たち」（ムヤッサル 260
頁参照)。

4 つまり瞬きすることもなぐ眼が見開かれたままの状態(アル=カースィミー10:3737参照)。
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^
ちに猶予をお授け下さい。あなたの呼びか

けに応え、使徒*たちに従いますから」。1

(すると、彼らにこう言われる。）「あな

た方は以前、自分たちには（現世から来世

への）移転などない、と誓いを立てたので

はなかったか？

0

^^
3212

^
12==

^
袋て

45. また、あなた方は、自らに不正*を働いた

(過去の不信仰）者*たちの住処に滞在し

た2。われら*が彼らに対していかなる仕打

ちをしたか、あなた方には明らかになった

のである。われら*は（このクルアーン*

の中で）、あなた方にいくつもの譬えを挙

げたのだ」。

46. 彼ら（シルク*の徒）は確かに、自分たちの

策謀を企んだ。そして彼らの策謀は、アツ

ラー*の御許にこそ（掌握されて）ある3。

彼らの策謀は（その脆弱さゆえ）、それに

よって山々を動かすこともないのだ。

だから（使徒*よ）、アツラー*が、かれの使徒

*たちに対するそのお約束をお破りになる

などと、あなた4は断じて考えてはならな

い。本当にアツラー*は偉力ならびない*お

方であり、報復の主*なのだから。

L9

14
47.

1 いざ復活の日* (あるいは死）が到来すると、彼らは現世での猶予を求めたり、自分たちを

現世に返してくれることを頼んだりする。だが、もちろんそれは叶わない。家畜章 27-28、
高壁章 53、信仰者たち章 99-100、アッ=サジダ*章 12、創成者*章 37、赦し深いお方章

11-12、相談章 44、偽信者*たち章 10-11 も参照。

2 アラブ人たちは旅をする際、サムード*の地やアード*の地に立ち寄ったものだった（イブ

ン•アーシュール 13:249参照)。

3 不信仰者*らは預言者*ムハンマド*の暗殺など、様々な策謀を図った。しかしアッラー*は

そのような策謀を全てご存知であり、その悪い策謀の結末は彼らに返って来ることになる

(ムヤッサル 261 頁参照)。

4 この「あなた」については、雌牛章 120の訳注を参照（前掲書、同頁参照)。
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^
-代

必

^
」城」3み48. 大地がその大地ではない （別の）もの1に、

そして諸天もまた（その諸天ではない別のも
ほ う ふ く

のに）取って代わられる日（の報復である）。
く ん り ん た ま

彼らは、唯一で*全てに君臨し給う *アツラー
す が た

*へと （馳せ参じるベぐ墓から）姿を現す2。

49. (使徒*よ、）あなたは （復活の）その日、

不正*者たちが枷で、がんじがらめにされて

いる3のを見る。

50. 彼らの衣gはタール4で出来ており、炎が彼

らの顔を覆う。

51. (それは）アツラー*が全ての者を、（善行

であれ悪行であれ、）彼が稼いだものによ

てお報いになるためである。本当にアツ

ラー*は、即座に計算される *お方。

ウ

52. これ （クルアーン*) は、人々への布告であ

る。（アツラー*はそれを彼らへの忠告のた

め、）そして彼らがそれによって警告を受

け、かれ （アツラー*) が唯一の崇拝*され

るべき存在に外ならないということを知

り、澄んだ知性の持ち主たちが教訓を得る

ために （下されたのである）。

1 大地と諸天が 「取って代わられる」 ことには、①その性質が変化する、②別の物と取り換えら

れる、という説がある。①の説の場合、大地は 「丘が平坦になり、山々が粉々になり、広く伸

ばされ」、諸天は 「太陽と月が巻き込まれ、星々が落下する （巻き込む章 1-2 参照)」 あるいは

「時には解けた鉛のように （階段章 8 参照)、時には溶けた脂のように （慈悲あまねき*お方章

37 参照）なったりする」。②の説の場合、大地と取り換えられるものは 「地獄の架け橋 （鉄章

12 とその訳注を参照)」「純白の薄いパンのような、ピンク色のかった白色の大地 （アル=ブ
ハーリー6521 参照)」、また 「大地は銀、天は金となる」（アル=クルトウビー9: 383-384 参
照）「諸天は楽園となる」（イブン•カスイール 4:521 参照）といった諸説もある。

2 アーヤ*21 とその訳注も参照。

3 識別章 13 とその訳注も参照。

4 一説には、高熱で溶解した銅や真鍮 （しんちゅう）のこと （アツ = タバリー6:4855-4859
参照)。預言*者たち章 19 も参照。
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第 15章

アル= ヒジュル章1

慈悲あまねく

'
慈愛深き *

アツラー*の御名において

1 アリフ•ラーム•ラー2。それは啓典と解明す
み し る し

る3クルアーン*の、御徴 （アーヤ*) 。

2. 不信仰だった者*たちは、自分たちが （現世

で、）服従する者 （ムスリム*) であったな

ら、と望むことになるかもしれない。4

(使徒*よ、）彼ら （不信仰者*たち）のこと

は放っておけ。（そうすれば、）彼らは食

ベ、 （現世を）楽しみ、 （空しい）期待が

彼らを （アツラー*への服従とは別のこと

に）勤しませよう。（そうとなれば）彼ら

は、やがて （自分たちの悪い結末を）知る

ことになるのである。

御;

^
弊jル碑：5.

1 マッカ*啓示。クルアーン * と預言者*ムハンマド *の真実性、アッラー*の創造の偉大さが確

証された後、アーダム*とイブリース*を始めとした、各預言者*とその民の間に起こった出

来事とその結末が、信仰者への吉報と不信仰者*に対する警告と共に描写される。スーラ*

名は、この流れで言及された 「アルニヒジュルの仲間たち （アーヤ*80 参照)」、つまりサ

ムード*の民に由来。また、苦境にあった預言者*ムハンマド*への慰 （なぐさ）めと、崇拝

*と布教における努力の命令なども示されている。

2 これらの文字については、頻出名•用語解説「クルアーンの冒頭に現れる文字群*」を参照。

3 クルアーン*は、最も素晴らしく 、最も明白で、最も的確な意味の語によって、真実を 「解

明する」。尚このアーヤ*の 「啓典」 もまた、クルアーン*のことを指しているとされる （ム

ヤッサル 262 頁参照)。

4 「望むことになるかもしれないから、注意せよ」 という警告と蔑（さげす）みの念を含む、

アラビア語的表現。実際のところ、彼らは絶対にそう望むことになる （イブン•アーシュー

ル 14:11 参照)。これが、いつのことかに関しては、「地獄に直面する時」「死ぬ時」「復活

の日*」「罪深かったムスリム*が地獄から出されるのを、彼らが目にした時」 といった諸説

がある （イブン•カスィール 4:524 参照)。
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(4#*よ、不イ—者*たちが、早く懲罰を

下してみよ、と挑んできたにせよ、）われ

ら*がどんな町を滅ぼす時でも、そこには定

められた期限があったのだ。1

5. いかなる共同体も、その （滅亡の）期限に先

駆けることもなければ、遅れることもない。

彼らは （預言者*ムハンマド*に、嘲 笑 ま じ

りに）言った。「訓戒 （クルアーン*) を下

された者よ、本当にあなたは、まさしく憑か

れた者2である。

天使*を連れて来てみよ。もし、あなたが正

直者の類いだというのなら3」 。

8. われら *が天使*を下すのは、真理4と共にの

み。そして彼らは、そうすれば、（もはや懲

を）猶予された者たちではなくなる。5

本当にわれら*は訓戒（クルアーン*) を下し

たのであり、実にわれら*がまさしく、その

守護者6なのである。

4.

奴;

^
遞

6.

\y^tj 與 甚U

念;

^
急》縛與9.

1 同様のアーヤ* として、家畜章 57-58、戦利品*章 32、ユーヌス*章 50、フード*章 8、雷

鳴章 6、夜の旅章 92、巡礼*章 47、蜘蛛章 53-54、サード章 16、相談章 18、階段章 1-2
なども参照。

2 彼らは、「『あなた方のご先祖が崇めていた （アツラー*以外の）神々を棄 （す）て、私に従

いなさい』 という、彼の主張」、または 「自分に訓戒が下されたという 、彼の主張」、ある

いは単なる嘲笑ゆえに、彼を「憑かれた者」と呼んだのである（アル=カースイミー10:3747
参照)。

3 家畜章 8-9、111、夜の旅章 92、識別章 7 も参照。

4 この 「真理」 には、「クルアーシ*」「アツラー*の教えの伝達」「懲罰」 といった解釈がある

(アル=クルトゥビー10:4 参照)。

5 家畜章 8 とその訳注も参照。

6 アツラー* ご自身が、クルアーシ*をあらゆる改竄 （かいざん）からお守りになる （ムヤツ
サル 262 頁参照)。詳細にされた章 41-42 とその訳注も参照。
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(使徒*よ、）われら*はあなた以前にも確

かに、昔の人々の各集団に （使徒*たちを）

胃わした。

11. そして彼らのもとに使徒*が訪れた時は決

まって、彼らは彼 （使徒*) のことを嘲笑

したものだった。

12. (それらの者たちと）同様に、われら*は（ア

ッラー*を否定し、その使徒*を嘘つき呼ば

わりした）罪悪者たち 1の心にも、それ2を

差し込むのである。

13. 彼らはそれ （クルアーン*) を信じない。確

かに昔の人々（に対するアッラー*) の摂理

は、先んじた3というのに。

もし、われら*が彼ら （マッカ*の不信仰者*

たち）に天の扉を開けてやり、彼らがそこ

を昇り続け（、そこでアッラー*の王国の驚

異を目の当たりにし）たとしても、

15. 彼らは （、こう）言ったであろう。「私たち

の眼は、封じられてしまったに違いない。い

や、私たちは魔術をかけられた民なのだ」 。

16. われら*は確かに、天に星座を設け、観る者

のためにそれ （天）を飾り付けた。

17. そしてそれ （天）を、全ての追放された4シ

ヤイターン*から、守った。

©論ぎ

^̂
知j10.

4

^13\14.

游ぶ㈣福

^
L

_
®J肩

i この 「罪悪者たち」 は特に、預言者* ムハンマド*の民のシルク*の徒のこと （ムヤッサル

262 頁参照)。

2 使徒* たちを嘲笑し、嘘つき呼ばわりしたことゆえに、不信仰を 「差し込む」 （前掲書、同

頁参照)。

3 「昔の人々の摂理は•••」 については、戦利品*章 38 の訳注を参照。

4 「追放された」 については、イムラーン家章 36 の訳注を参照。
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私域

ぎ

0

しかし （彼らの内、天上界の言葉を）盗み18.
せんめし

聞きし、それで鮮明なる流星が追尾（して、

焼殺）する者は別だが1。

また、大地はといえば、われら*はそれを広

げ、そこに堅固な山々を置き、またそこに

(最適の量に）調整された全てのもの （植

物）を生育させた。

19.

また、あなた方のため、そこに生活の糧と、

あなた方がそれを養うわけではないもの2

を （創り）設えた。

20.

(僕を益する）いかなるものも、われら*の

御許にこそ、その宝庫がある。そしてわれら

*はそれを、決められた量しか下さない3。

22. われら*は授粉の風4を送り、天から （雨）

水を降らし、あなた方をそれで潤した。

あなた方が、それを貯めておく者ではな

いのだ5。

2 ) .

513

_
�

2:】. そして本当にわれら* こそが、生かし、死

なせるのであり、われら *が相続者6なの

である。

1 ただし、それは啓示以外に関することであり、シャイターン*は盗み聞きしたことを占い師

などに伝えた後、流星で撃たれるのだという （アルニクルトウビー10:10-11 参照)。詩人

たち章 223 の訳注、整列者章 6-10、王権章 5、ジン*章 8-9 も参照。

2 子孫、下働きの者、家畜などのこと。それらに糧を与えるのは、アッラー*以外にはない（ム
ヤッサル 263 頁参照)。

3 アッラー*はそのご慈悲と英知に即した形で、諸益の宝庫からお望みの者に与えられ、お望

みの者には控えられる （前掲書、同頁参照)。

4 風によって水が運ばれ、それが雲となって雨を降らす様が、風による雲の授粉に譬（たと）

えられている。また風には木々の花粉を運び、授粉を促す役割もある（前掲書、同頁参照)。

5 アーヤ*21 の訳注も参照。

この 「相続者」 については、 イムラーン家章 180 「諸天と大地の遺産は•••」 についての

訳注を参照。
6
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\liipJS)5
念

^
J(味

またわれら*は、あなた方の内の先んじた

者たちも確かに知っているし、後からや

て来る者たち1のことも確かに知って

いる。

そして本当にあなたの主*こそは、彼らを

(復活の日*に、清算と報いのため）召集

される。本当にかれは英知あふれる*お方、

全知者であられる。

われら*は確かに人間（アーダム*)を、変

質した2黒土が乾いたものから創った。3

24 .

つ

為

^̂
路

^
25.

*
\

^
9\

^
t〆

©ぶムぉゲ故雛

砂ず26

27. そして、ジン*の�（イブリース*) 。われ

ら*は彼をそれ以前に、無煙の熱い炎4から

創った。

(4徒*よ、）あなたの主*が天使*たちに

(こう）仰せられた時のこと5 (を思い起

こさせよ）。「本当にわれは、人間（ア

ーダム*)を変質した黒土が乾いたものか

ら倉IJろう。6

28

•CA

1 前者が「アツラー*への服従行為と善行によって、（アツラー*に）近づく者たち」、後者が

「罪と悪行によって、（アツラー*から）遠ざかる者たち」という解釈もある（アル=クル

トウビー10:19 参照)。

2「変質した（マスヌーン)」の解釈には「湿り気があり悪臭のする」「撒（ま）かれた」「形

づくられた」といった別説もある（前掲書 10:21-23参照)。

3 クルアーン*の中では、アーダム*は「土」「泥土」「変質した黒土」「乾いた土」という、

異なる性質の土から創造されたと言及されている。多くの解釈学者によれば、土が固

まって泥土となり、それから時間が経って悪臭を放つ変質した黒土となり、それから

乾いた土となる、という段階を経て、アーダム*が創られたのだとされる（前掲書 10:21

参照)。

4 「熱風」という解釈もある（アル=パガウィー3:57参照)。

5 同様の情景を描写するアーヤ*として、雌牛章34-39、高壁章 11-25、夜の旅章 61-65、夕

一•ハー章 116-123、サード章 71 以降も参照。

アーヤ*26の訳注も参照。6
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上
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29. それでわれがそれを整え、そこにわが魂 1

から吹き込んだら、彼にサジダ*2せよ」。

30. すると天使*たちは皆、一斉にサジダ*した。

31. 但しイブリース*だけは別で、彼はサジダ*

する者たちと共にあることを拒んだ。

ふ

^̂^
?%32. かれ（アツラー*)は、仰せられた。「イブ

リース*よ、あなたがサジダ*する者たちと

共にないのは、どうしたことか？」

33•彼（イブリース*)は、申し上げた。「変質

した黒土が乾いたものから、あなたがお創

りになった人間3にサジダ*するなど、私に

は相応しくありません」。4

34. かれ（アツラー*)は、仰せられた。「なら

ば、そこ5から出て行くがよい。まさにあな

たは追放された6者なのであり、

35. 本当にあなたの上には、報いの日*まで呪い

があるのだから」。

益こ;36. 彼（イブリースづは、申し上げ'た0「我が
よみがえ

主*よ、では私に、彼らが蘇らされる（復

活の）日*まで猶予をお授け下さい」。

1 この「魂」とは、霊妙（れいみよう）な物質のこと。アッラー*はこの物質と共に、肉

体に生を宿らせられる。尚「魂」が「わが」という、アッラー*の修飾を受けているの

は、「アッラー*の雌ラクダ（預言者*ザーリフ*の奇跡)」「アッラー*の館（カアバ神殿
*)」などと同様、特別な栄誉を表しているためとされる（アルニクルトウビー10:24

参照)。

2 このサジダ*については、雌牛章 34 の訳注を参照。

3 アーヤ*26とその訳注も参照。

4 高壁章 12の訳注も参照。

5 楽園のこと（ムヤッサル 264 頁参照)。雌牛章 35の訳注も参照。

6「追放された」については、イムラーン家章 36の訳注を参照。
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0 ) 一、。

鬯㈤し學37. かれ（アツラー*)は、仰せられた。「それ

では、実にあなたは、猶予される者の一人

である、

38. (角笛1に最初に吹き込まれる、）定められ

た時の日まで」。2

參 二

^
翕

^̂^̂
又

^
39. 彼（イブリース*) は、申し上げた。「我が

しゆ あやま

主*よ、あなたが私を誤らせたのですから、
私は必ずや地上で、彼ら（アーダム*の子

ふくじゆう まばゆ

ら）に（、あなたへの不服従を）目映くし
かなら

て見せ、彼ら全員を必ずや、（正しい道か
あやま

ら）踏み誤らせてみせましょう。

② 切i4(). 彼らの内、精選されたあなたの僕たち3は
その限りではありませんが」。

•41 . かれ（アツラー*) は、仰せられた。「これ

はわれへの、まっすぐな道である。

42. 本当に（精選された）わが僕たち、彼ら（の
心を、まっすぐな道から迷わせること）に

対し、あなたにはいかなる力もない。但し、
踏み誤った者たちの内、あなたに従った

者は別だが。

43. そして本当に地獄が、まさしく彼ら（イブ

リース*とその追従者たち）全員の、約束

の場である。

ゆ

^̂
H . そこには七つの門がある。その各々の門に

は、彼ら（イブリース*の追従者たち）の
内からの割り当て分があるのだ」。4

1 この「角笛」については、家畜章 73とその訳注を参照。

2 イブリース*の申し出が受け入れられたことについては、高壁章 15の訳注を参照。
3「精選されたアッラー*の僕」については、ユースフ*章 24 の訳注を参照。
4「門」とは、つまり「階層」のこと（アル=クルトウビー10:30参照)。彼らは自分たちの

行いに応じて、各層に入れられることになる（ムヤッサル 264 頁参照)。
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れ本当に敬虔な*者たちは、楽園と泉の中にあ

る。

(彼らにはこう言われる。）「平安と共に、

安全にそこに入りなさい1」。

そしてわれら*は、彼らの胸中にある憎し

みの念を一掃する2。寝台の上、互いに向か

い合う3同胞として。

そこでは疲労が彼らを襲うこともなく、彼

らがそこから出されることもない。

(使徒*よ、）わが僕たちに伝えよ、われ

こそは赦し深い者、慈愛深き*者であるとい

うことを。

17

-18

©こちゾ～1

參 ふ ぬ'

^
6

^
•19

そしてわが懲罰こそは、痛ましい懲罰で

あることを。

M また（使徒*よ）、イブラーヒーム*の客人

：)〇.

すがた

(人間の姿を借りた天使*)たちについて、

彼らに伝えよ。4

ダ JliUlじ

^ ^敷ぶ
5 V 彼らが、彼（イブラーヒーム*)のところに

入って来て、「（あなたに）平安を5」と言

た時のこと（を思い出せ）。彼は言った。

「本当に私たちは、あなた方のことが怖い

のです」。6

つ

1 天国は、死、疲労、戯言（たわごと）、そこでの恩恵の消失、病気、悲しみ、不安など、あ

らゆる悩みの種から安全な場所である（アッ=サァディー431 頁参照)。

2「憎しみの念を一掃する」については、高壁章 43の訳注を参照。

3 天国の民は互いに訪問し、集まり合い、お互いに向き合って背を見せることもない（前掲

書、同頁参照)。

4 同じ場面を描写するアーヤ*として、フード*章 69-76、蜘蛛章 31-32、撒き散らすもの章

24-34も参照。

5「(あなたに）平安を」については、家畜章 54 の訳注も参照。

6 イブラーヒーム*はまず彼らの挨拶に応じ、それから彼らに食事を出したが、彼らはそれに

手をつけなかったので「怖くなった」（ムヤッサル 265 頁参照)。フード*章 69-70、撒き

散らすもの章 25-28も参照。
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33. 彼ら （天使*たち）は、言った。「怖がるの

ではない。実に私たちはあなたに、有識な

男の子1 (の出産について）の吉報を告げる

のだから」 。

54. 彼 （イブラーヒーム*) は、言った。「一体

あなた方は、高齢に達した私に、（出産の）

吉報をお告げになりましたか？

なた方は、何という （突拍子もない）吉報

をお告げになるのでしよう？」

5f>. 彼ら （天使*たち）は、言った。「私たち

はあなたに、真理の吉報を告げたのであ

る。だから、絶望する者の類いとなっては

ならない」 。

说彼（イブラーヒーム*) は、言った。「 （私

は絶望などしませんし、）自分の主*のご

慈悲に絶望するのは、 （真理の道から）迷

た者たちだけです」 。

如」ふ穿
一体あ

b}\

^
\

o

念 切

^^
i3657. 彼（イブラーヒーム*) は、言った。「では、

あなた方のご用件は何なのでしょう、御使

いたちよ」 。

參こ

^
Lふ

^
ぶ58• 彼ら （天使*たち）は、言った。「本当に%

たちは、罪悪者である民へと （、彼らをk
ぼすべく ）遣わされたのです。

©こ

^̂ ^
'

)9. 但しルート *の一族だけは別で、本当に私た
かなら

ちは、彼ら全員を必ずや救います。

雜 忠Wi1 )0. しかし彼の妻は、その限りではありません

が。私たちは（アツラー*のご命令により）、

まさしく彼女が残つ （て滅ぼされ）た者た

ちの一人となるよう、決めたのです」 。

1 イ ス ハ ー ク *の こ と。フ ー ド*章 7 1 も 参 照。
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それでルート *の一族のもとに、御使いたち

がやって来た時、1

61 .

念 J[3彼 （ルート *) は言った。「本当にあなた方

は、見慣れない方々ですね」 。
62.

彼ら （天使*たち）は、言った。「いや （、
こ わ う た が

怖がるのではない）、私たちは、彼らが疑
ち よ う ば つ

わしく思っていたもの（彼らへの懲罰）を

63.

携えて、あなたを訪れたのである。

そして私たちは、真理と共にあなたのもと

にやって来たのであり、本当に私たちは、

まさしく正直者である。

. ならば夜が更けてから、あなたの家族と共

に （町2を）出発せよ。また、あなたは彼ら

の後方につき、あなた方の誰一人として（、

後ろを）振り向いてはならない。そして、

あなた方が命じられている （安全な）所へ

と進むのだ」 。

64.

65

©こ

^
)じ�

綱敬4!

^
(56. われら*は彼 （ルート *) に、これらの者た

ちが朝を迎えた時には、一人残さず根こそ
さ い け つ

ぎにされるという、その裁決を知らせたの

である。

念こ

^
1—^翕。

^
4ら

^
知ね67. そして町の人々が、（ルート *の客人のこと

を聞きつけて）心躍らせつつ、やって来た3。

68. 彼（ルート *) は、言った。「本当にこの方々
め ん ぼ く

は、私の客人なのだ。ならば、私の面目を

kわせないでくれ。

1 彼とその民の間に起こった話については、高壁章 80-84、フード*章 77-83、詩人たち章

160-175、蟻章 54-58、蜘蛛章 28-35、月章 33-40 も参照。

2 「町」 については、フード*章 81 の同語についての訳注を参照。

3 この情景の詳細として、フード*章 77-78 とその訳注も参照。
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はずかし

^
0

そしてアツラー*を畏れ*、私を辱めるの

ではない」 。

70. 彼ら （町の人々）は、言った。「一体、私

たちは （あなたに警告し）、あなたに人々

(を外から客人として迎え入れること）を

禁じなかったのか？1」

69.

念

^̂
ユ

^
0ぬ 雄

^
M71. 彼 （ルート *) は言った。「これらは私の娘

2である。もし、あなた方が （望みを果たそ

うと）するのならば （、彼女らと結婚せ

よ）」0

あなた （預言者*ムハンマド*) の人生

に誓って3、実に彼らはまさしく 、迷いの中

で彷徨っている——〇

73. そして日の出を迎えた頃、彼らを （轟く ）

一声が捉えた。

74. それでわれら *は、それ（町）を逆さまに（ひ

っくり返）し、その上に （硬い）泥土から

なる石を降らせた。

本当にそこにはまさしく、眼識ある者たち

への御徴 4があり、

76. 実にそれ(ルート *の民の町）は、まさに歴然

たる道の途上にある。5

jパ

^
砂i72.

孤ね

た）.

©ダ

^1 別の解釈では、「(私たちが醜行を望んだ時に、）あなたに人々 （と私たちの間に割って入る
こと）を禁じなかったのか？」（アルニクルトウビー10:39 参照）

2 「私の娘」 については、フード*章 78 の訳注を参照。

3 これは、アッラー*の誓い （ムヤッサル 266 頁参照)。整列者章 1 の訳注も参照。
4 この 「御徴」 とは、アッラー*への反抗を恐れない者、ひどい悪行を犯すことにも意を介さ

ない者に対しては、アッラー* もひどい懲罰で応じられる、という証明のこと （アッ =サァ
ディー433 頁参照)。

5 つまりその痕跡は明白に残っており、その道を通りかかる者が目にすることが出来る、と
いうこと （アッ =タバリー6:4911 参照)。整列者章 137-138 も参照。
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77. 本当にそこにはまさしく 、信仰者たちへの
み し る し

御徴があるのだ。

參

^
4

^^
o^o'j78. また、本当に藪の仲間たち1は、まさしく不

正*者であった。

翕み料ぬ成79. それでわれら*は、彼らに報復した。実にそ

のいずれ （ルート *の町と、シュアイブ*の

民の町）も、明白な道筋の途上にある2。

©5^/^ JT-ujijまた、アルニヒジュルの仲間たち3は、遣わ

された者 （使徒*) たち4を確かに嘘つき呼

ばわりした。

80.

81. そしてわれら *は彼らに、われら *の御徴

5を与えたが、彼らはそれに背を向けて

いた。

82. そして彼らは安全に6、山々を削って住居に

していた。

83. それで朝を迎えた時、彼らを （轟く）一声

が襲った。7

1 「藪の仲間たち」 とは、藪に囲まれた町に住んでいたシュアイブ*の民のこと （ムヤッサル

266 頁参照)。

2 「明白な道の途上にある」 については、アーヤ*76 の訳注を参照。

3 「アルニヒジュルの仲間たち」 とは、サムード*の民のこと。「アル= ヒジュル」 はそもそ

も、石とか岩という意味 （アッ=タバリー6:4914 参照)。尚、サムード* と、彼らに遣わさ

れた預言者*ザーリフ*の間の出来事については、高壁章 73-77、フード*章 61-68、詩人た

ち章 141-159、蟮章 45-53、詳細にされた章 17-18、月章 23-32 なども参照。

4 ザーリフ*を指す 「遣わされた者」 が複数形になっていることについては、識別章 37 の訳

注を参照。

5 この 「御徴」 は、サーリワ*の伝えることの真理を確証する、数々の証拠のこと。その一つ

が、巨大な雌ラクダであった （ムヤッサル 266 頁参照)。その詳細については、高壁章 73

とその訳注、フード *章 64-68、詩人たち章 155-157、月章 27-29、太陽章 13-14 を参照。

6 「(山が崩れ落ちることなく）安全に」 とか、「(アッラー*の懲罰から）安全に」 といった

解釈がある （アッ = タバリー6:4915 参照)。

7 サムード*に下された懲罰の詳細については、頻出名•用語解説の「サムード*」の項を参照。
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翕ぬ!

^
84. そして彼らが稼いでいたもの1は、（アツラ

一*の懲罰が下された時、）彼らの役に立

つことがなかった。

85. われら *が諸天と大地とその間にあるもの

を創造したのは、真理ゆえにkならない2。
そして （復活の）その時は、必ずや到来す

る。ならば （使徒*よ）、あなたは （シルク
*の徒を）綺麗さっぱり見逃してやるのだ。

86. 本当にあなたの主* こそは、全ての創造者、

全知者であられるのだから。

(預言省*よ、）われら *は確かに、k復さ

れる七つのもの3と偉大なるクルアーン*

を、あなたに授けた。

われら*が、彼ら （不信仰者*たち）の各種の

者を楽しませてやった （現世の）ものに、決

して視線を釘付けにするのではない。また、

彼ら （の不信仰）ゆえに悲しまず、あなたの

翼を信仰者たちに下ろしてやる4のだ。

そして、言え。「本当に私は、 （あなた方

にアツラー*を信仰すべき証拠と、その懲

罰を）明白にする警告者である。

1

^
じ_3>應

^
3てぼじ;

©cWル

^̂翕 ム—扉 海!4

㈣、 勒;涵<S7.

88

つばさ

80

00. 同様にわれら *は、分断する者たち5にも
ちょうばつ

( 懲罰を）下したのだ。

1 財産、岩山の堅固な砦 （とりで)、力、地位などのこと （ムヤッサル 266 頁参照)。

2 イムラーン家章 191 「我らが主*よ…ありません」 の訳注も参照。

3 「反復される七つのもの」 とは、礼拝の中で毎回 「反復される七つのアーヤつである、開
端章のこと （アル=ブハーリー4703、ムヤッサル 266 頁参照)。

4 「翼を誰かに下ろす」 とは、その者に対する優しさや謙虚さを示す、修辞的表現 （イブン *

アーシユール 14:83 参照)。

5 「分断する者たち」 とは、クルアーン*のある部分は信じるが、別の部分は信じない、とい
う啓典の民*や、それ以外の不信仰者*たちのことであるとされる（ムヤッサル 266 頁参照)。
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091 . クルアーン*を、ばらばらにした1者たちに。

02. あなたの主*に誓って、われら *は必ずや(復

活の日*に）彼ら全員を問いただそう、2

翕;sね！

^
->3. 彼らが行っていたこと3について。

おおや

iU. ならば、あなたに命じられたことを公けに

し、シルク*の徒らに背を向けよ。4

5, 本当にわれら *があなたを、嘲笑する者た

ちから守った5のだから。

巧. アツラー* と共に、別の神6を配する者たち

(から）。彼らは、 （自分たちがした事の

結末を）知ることになろう。

'7 (使徒*よ、）われら*は確かに、彼らが （あ

なたとあなたの布教について）言うことゆ

え、あなたが尤、苦しくなるのを知っている。

取ならば、あなたの主*の称賛* と共に（かれを)

称え*、サジダ*する者たちの仲間であれ。

；〇. そして、あなたに確然たるもの7が到来する

まで、あなたの主*を崇拝*するのだ。

參yム如ス 3々

1 「クルアーン*をばらばらにした」 の解釈には、「アーヤ*90 と同様の意味」「クルアーン*に

おける彼らの意見を、『墟』 『魔術』 『占い師の言葉』 『詩』 などという風に、『ばらばらにした』」

「魔術と見なした」「嘘とした』 といった諸説がある (アル=クルトウビー10:58-59参照)。

2 食卓章 109、および高壁章 6 の訳注も参照。

3 クルアーン*を 「分断 （アーヤ*90 の訳注を参照)」 したり、改変したり、偶像を崇めるな

どのシルク *を行ったり、その他の罪を犯したりすること （ムヤッサル 267 頁参照)。

4 「命じられたこと」 とは、真理へと招 （まね）くこと （前掲書、同頁参照)。一説に、この

アーヤ*が下るまで預言者* と教友*たちは、イスラーム*の教えを公けにはしなかった （イ

ブン•カスイール 4:551 参照)。

5 これは特に、預言者*を嘲笑したことゆえに滅ぼされることになった、マッカ*の不信仰者*

らの長であった五人の男たちを指すと言われる （アルニクルトウビー10:62 参照)。

6 「神」 に関しては、雌牛章 133 の訳注を参照

7 この 「確然たるもの」 とは、死のこと。そして預言者*ムハンマド*は、アッラー*からのこ

のご命令を文字通り守った （ムヤッサル 267 頁参照)。
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みつ

“
弟 1〇早

蜜蜂章1 (アン=ナフル)

慈悲あまねぐ慈愛深き*

アツラー*の御名において

アツラー*のご命令が到来した2。ゆえに（不

信仰者*たちよ、）あなた方はそれを、性急

に求めるのではない3。かれに称え*あれ、か

れは彼らがシルク*を犯しているものから

(無縁で）、遥か高遠であられる。

かれは、その僕たちの内からお望みになる

者（使徒*たち）に、かれのご命令によって、

魂（啓示）4と共に天使*たちを下される。

(こう）警告せよ、と。「本当にわれの外に、

(真に）崇拝*すべきものなど、何一つない。

ならば、われを畏れる*のだ」。

ぶふ

^
兔W�

0012
うてて

2 .

たま

l マッカ*啓示（一部アーヤ*は、マディーナ*啓示説もあり）。マッカ*啓示の常として、ア

ッラーの唯一性*、預言者*ムハンマド*の使徒*性、クルアーン

'
復活の日*の真実が確

証され、スーラ*全体に渡ってアッラー<の様々な恩恵が描写される。ゆえに「恩恵章」

という別称もあるが、スーラ*名となっている「蜜蜂（アーヤ*68 参照)」は、その流れ

で取り上げられた恩恵の一つ。また、アッラー*の全知全能性の描写、アッラー*の恩恵

を否定する不信仰者*への警告と、彼らが犯している罪の非難、それと対照的な形での信

仰者への吉報、過去の預言者*たちとその民の間に起こった逸話による訓戒などのほか、

後半ではいくつかの法規定の言及や、抑圧や苦難の中での忍耐*、善行、英知の勧（すす）

めなども見られる。

2 復活の日*と、不信仰者*らへの懲罰は近づいた、ということ（ムヤッサル 267 頁参照)。
預言者*は中指と人差し指を並べて立て、こう仰（おっしゃ）った。「私が遣わされたのと

復活の時（まで）は、この二本（の長さの違い）ほどである」（アルニブハーリー4936 参

照)。また、預言者*たち章 1 の訳注も参照。

3 彼らは自分たちに対する警告を嘲笑して、懲罰を早く下してみよ、と言ったものだった。
家畜章 57-58、戦利品*章 32、ユーヌス*章 50、フード*章 8、雷鳴章 6、夜の旅章 92、巡

礼*章 47、蜘蛛章 53-54、サード章 16、栢談章 18、階段章 1-2なども参照。

4 啓示が「魂」と呼ばれている理由については、赦し深いお方章 15 の同語についての訳注

を参照。
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^
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0

^

かれは真理ゆえに、諸天と大地をお創りにな

った1。かれは、彼らがシルク*を犯している

ものから（無縁で）、遥か高遠であられる。

かれは、人間を一滴の精液から創られた2。

なのにどうであろうか、彼は（その主*に対

する）あからさまな反論者なのだ。3

また、家畜を（あなた方人間のために）お

創りになった。それらにはあなた方への温

もり4と諸益があり、あなた方はそれらから

食する。

また、あなた方が（夕べに、それらの家畜を

小屋へと）連れて帰る時、そして（朝には）

牧場に連れて行く時、そこにはあなた方に

3.

4 .

G.

か ん び

とっての甘美さがある。5

また、それら（の家畜）は、（あなた方）

自身の苦労なしにはあなた方が到達できな

かったであろう町にまで、あなた方の荷物

を運んでくれる。本当にあなた方の主*は、

まさに哀れみ深い*お方、慈愛深い*お方なの

だから。

7.

8. また、あなた方がそれらに乗り、飾りとす

るための、馬と、ラバと、ロバ（も、お創

りになった）。またかれは、あなた方が知

らないものを創造される。

1 イムラーン章 191「我らが主*よ、あなたは…」の訳注も参照。

2 人間の創造の変遷については、巡礼*章 5、信仰者たち章 14 とその訳注を参照。

3 人間は、一滴の取るに足らない精液から創造されたにも関わらず自惚（うぬぼ）れ、復活

を否定したりするなどして、自分の主に反論する（ムヤッサル 267 頁参照)。ヤー•スィー

ン章 78も参照。

4 その毛や皮などは、衣服や寝具、住居などに利用される（アッニサアディー435 頁参照)。

5 その二つの時間帯、場は壮観となり、主人には荘厳さが漂う（アル=バイダーウィー3:386
参照）。
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アツラー*にこそ、まっすぐな道1 (の明示)

がある一一それらの中には歪んだもの2 も

あるが——0 そしてかれがお望みになれば、

あなた方全員をお導きになったのである。

9.

10. かれ （アツラー*) は、天から （雨）水をお

降らしになったお方。その一部はあなた方

のための飲みものであり、それから、あな

た方がそれで（家畜に）餌をやる木々が（得

られるので）ある。

3

^
5こ凝�Wふi接かれはあなた方のために、それ （水）で作

物、オリーブ、ナツメヤシ、葡萄、あらゆ

る果実の内のものを生育させられる。本当

にその中にはまさしく 、熟考する民への御

徴 3があるのだ。

11.

成 知

©こ

^^
逆ぶid

またかれは、あなた方に夜、昼、太陽、月

を仕えさせられた。また星々は、かれのご

命令によって奉仕させられている。本当に

その中にはまさしく 、分別する民への御徴

4がある。

12.

ぬ鋼
また、あなた方のために大地に創造され

た、様々な彩りのもの5 (も、あなた方に仕

えさせられた）。本当にその中にはまさし

く 、教訓を得る民への御徴がある。

13.

1 この 「まっすぐな道」 とは、イスラーム*のこと （ムヤッサル 268 頁参照)。

2 「それらの中」 とは、「まっすぐな道」 以外の全ての道のこと。イスラーム*以外のいかな

る道も、真の意味で正しく導いてはくれない （前掲書、同頁参照)。家畜章 153 と、その

訳注も参照。

3 この 「御徴」 とは、アッラー*の全能性と唯一性*を示す証拠のこと （アッ = シャウカーニ

一3:210 参照)。

4 この 「御徴」 とは、創造主の存在とその唯一性を示す証拠のこと （前掲書 3:211 参照)。

5 「様々な彩りのもの」 とは、家畜、果実、鉱物などのこと （ムヤッサル 268 頁参照)。
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4 . かれは （あなた方に）、海を仕えさせられた

お方。（それは）あなた方がそこから新鮮な

肉を食べ、あなた方が身に纏う装飾品を、

そこから採り出すため。あなたはそこを、船

が水を切（りつつ走）るのを見る。そして（そ
お ん ち よ う か て

れは）あなた方が、かれのご恩寵から（糧を)

求めるためなのであり、あなた方が（アツラ

一*に）感謝するようにするためなのだ。

15. ま:

^
、かれは大地に、それがあなた方と共

にiれ動かないよう、堅固な山々を投げ入

れられた。そして河川や、あなた方が導か

れるベく道々も （設えられた）。
み ち し る べ

16. そして、道標 1 (も設えられた）。星によ

つてこそ、実に彼らは （夜に、道を）導か

れるのだ。

17. 一体、（これら全てを）創造するお方 （アツ

ラー*) は、倉随しないもの2と同様であろう

か？ 一体、あなた方は教訓を得ないのか？

A f f

^^
•?

I S. たとえあなた方がアツラー*の恩恵を

_
え

たとしても、それを数え上げることは叶わ

ない。本当にアツラー*はまさしく、赦し深

いお方、慈愛深い*お方。

© Jjjju0 . また、アツラー*はあなた方が隠すことも、

露わにすることもご存知である。

0. そして彼らがアツラー*を差しおいて祈っ

ているもの （偶像）は、何一つ創造するこ

となどないし、それらは （そもそも不信仰

者*によって）造られるものなのだ。

4

^
こ

^
與

1 この 「道標」 とは、陸上か水上かを問わず、旅行者が昼間に道を迷ったりした時、目印に

する大きな山や小さな丘などのこととされる （イブン•カスイール 4:564 参照)。

2 つまり、偽物の神々のこと （ムヤッサル 269 頁参照)。
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21. (それらは全て）死んだものであり、生き

ているものではない。それらは（自分たち
よみがえ

を崇めている者たちが）いつ蘇らされる

か、察知することがない1のだ。

22. あなた方の神2は、ただ一つの神（アツラー
*)。来世を信じない者たち、その心は（ア

ツラーの唯一性*を）否認しているのであ

り、彼らは（真理を受け入れ、アツラーだ

けを崇拝*することに対して)高慢な者たち

なのだ。

23. 間違いなくアツラー*は、彼らが隠すこと

も、露わにすることもご存知であ（り、そ

れにお報いにな）る。本当にかれは、高慢

な者たちをお好みにはならない。

9 \3

^
k=vj \iUパJ「あなた方の主*が、（ムハンマド*に）下

されたのは何か？」と、彼ら（シルク*の徒)

に言われれば、彼らは言った。「昔の人々

24.

とぎばなし

のお伽話だ」〇

ね

^
み森な顧U

25. こうして彼らは復活の日*、（罪という）自

分たちの重荷を全て背負い、彼らが知識も

なく迷わせる者たちの重荷の一部も、背負

うことになる3。彼らの背負うものは、何と

忌まわしいものではないか。

飾為本

1 アーヤ*86やユーヌス*章 28以降にもあるように、崇められていた偶像は復活の日*に魂

を吹き込まれ、自らの崇拝*者たちとの決別を表明する。また「いつ蘇らされるか知らな

い」のは偶像ではなく、不信仰者*たちのことである、という説もある（アル=バガウィ

一3:75 参照)。

2「神」については、雌牛章 133の訳注を参照。
3 しかし、彼らに「迷わせられる者たち」は、自分たちの罪の一部を彼らに背負ってもら

ても、自分自身の罪が減るわけではない（ムスリム「知識の書」16、ムヤッサル 269 頁

参照)。蜘蛛章 13も参照。

〇
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彼ら以前の （不信仰）者*たちも、
た ず さ

たちと、彼らが携えて来た真理に対して）
さ く ぼ う

確かに策謀したのだ。それでアツラー* (の

ご命令）が、彼らの建物にその土台から

26

Nと う ら い

到来し （て、それ#破壊し）、屋根が彼ら

に、その上方から崩れ落ちた 1。彼らが気付

きもしないところから、彼らに懲罰が到来

したのである。

27. それからかれ （アツラー*) は復活の日*、
は ず か し

彼らを （懲罰で） 辱められる。そして、

(こう）仰せられるのだ。「あなた方が、

それらゆえに （使徒*たちや信仰者らと）対

立していた、わが同位者たちはどこなの

だ？2」 知識を授けられた者たち3は言う 。

ぶ

_
聊

‘
泰

わ ざ わ

「本当にこの日、屈辱と災い （懲罰）は

不信仰者*たちの上にあります。
は た ら UrS\自分自身に （不信仰という）不正*を働い，

状態4のまま、天使*たち5が （その魂を）召

した者たち（の上に）」。（死に直面した時、）

彼らは降伏する。（そして、こう言う。）「私

たちは悪いことなど、何一つやっていません

でした」 。（すると、こう言われる。）「い

や （、あなた方は嘘をついている）。本当に

アツラー*は、あなた方が行っていたことを

(全て）ご存知なのである。

ZS.

1 一説にこれは、天に昇って天上界の住人と戦おうと高い塔を建てた、ナムルーズ （雌牛章

258 とその訳注も参照）とその民のこと （アルニクルトウビー10 : 97 参照)。

2 「わが同位者たち」 とは、「われをよそに、あなた方が崇めていた神々」 のこと （ムヤッサル

270 頁参照)。それらの 「同位者たち」 はなぜ、この場にやって来て、あなた方を懲罰から

救ってくれないのか、という意味 （アル=パガウィー3:77 参照)。家畜章 22-24 も参照。

3 「知識を授けられた者たち」 とは、タウヒード*へと招いていた預言者*•学者たちのこと。
あるいは天使ブこち （アル=バイダーウィー3:394 参照)。

4 つまり不信仰のこと （ムヤッサル 270 頁参照)。

5 この「天使ヴこち」とその任務については家畜章 61、93、戦利品*章 50 とその訳注も参照。
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ゆえに地獄の門々に入り、そこに永遠に留

まるがよい。（アツラー*への信仰と服従に

対して）高慢な者たちの住処は、何と実に

醜悪であろうか」 。

そして敬虔*だった者たちには、（こう）言

われる。「あなた方の主*が、（ムハンマド

*に）下されたのは何か？」彼らは言う。「善

きもの1です」。この現世で善を尽くした者

2たちには素晴らしいもの3があり、実に来

世の住まいは （現世よりも）更に善いので

ある。そして敬虔な*者たちの住まいは、何

と実に素晴らしいことか。

� dど).

\)

^
j滅^頭U).

^
成

(それは）彼ら;

^
そこに入ることになり、

その下からは河川が流れる、永久の楽園。

彼らにはそこに、自分たちが望む （あらゆ

る）ものがある。このようにアツラー*は、

敬虔な*者たちに報われるのだ。

^
\ifiX\ \its!はjiS

た ま し い

(彼らはそ
&

の魂が）善い状態4のまま、天

使*たちに召される者たち。彼ら （天使*た

ち）は言う。「あなた方に平安を5。あなた

方が （現世で）行っていたものゆえに、天

国に入るがよい」 。

〇

i 「善きもの」 とは、それに従い、それを信じた者にとっての慈悲、祝福、善のこと （イブ

ン•カスイール 4:568 参照)。

2 アッラー*の崇拝 *において、そしてアッラー*の僕 （しもべ）たちに対して 「善を尽く

した者」 たち （アッ =サァデイー439 頁参照）。アーヤ * 128 「善を尽くす者」 の訳注

も参照。

3 「素晴らしいもの」 とは豊かな糧、安逸な生活、心の静寂、平安、喜びなどのこと （前掲

書、同頁参照)。

4 つまり、不信仰の汚れから清浄な状態のこと （ムヤッサル 270 頁参照)。

5 「あなた方に平安を」 については、雷鳴章 24 の訳注を参照。
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^
為

^̂
遠ゴ、

一体、彼ら （シルク*の徒）は、天使たちが

彼らのもとに到来するか、またはあなたの主
*のご命令がやって来るのを待っているだけ

なのか？1 彼ら以前の （不信仰）者*たちも、

そのようにしたのだ。アツラー*が彼らに不

正*を働かれたのではない。しかし彼らが、

自分自身に不正*を働いていたのである。

33.

34. それで、彼らが行ったことの悪行 （に対す
む く ち よ う ば つ お そ

る報いとしての懲罰）は彼らに襲いかか

り、自分たちが嘲笑していたもの （懲罰)

が、彼らを包囲した。

夢

また、シルク*を犯していた者たちは言った。

「アツラー*がお望みであったなら、私たち

も、私たちのご先祖様たちも、かれ （アツラ

一*)を差しおいて何も崇めることなどなかっ

たし、私たちがかれをよそに （、勝手に）何

かを禁じることもなかったのだ2」。彼ら以前

の（不信仰）者*たちも、同じようにしていた

のである。一体、使徒*たちには、明白なる伝

達以外の使命があるとでもいうのか？

35.

. われら*は確かに、あらゆる共同体へと使徒

*を遣わし （て、こう伝えさせ）た。「アツ

ラー* (だけ）を崇拝* し、ターダート *を避

けよ3」 。そして彼らの内には、アツラー*

がお導きになった者もあり、また彼らの内

36

あ や ま が ん め い し た が

には、（誤った道に頑迷に従ったことで、）
め い も う か く て い

迷妄が確定した者もある。ならば、あなた

1 つまり不信仰の状態のまま、死期を迎えて魂を抜かれるか、またはアッラー*の懲罰や復活

の日*の到来を待っているのか、という意味（イブン•アティーヤ 3:391 参照)。家畜章 158

と、その訳注も参照。

2 この言い訳の詳細については、家畜章 148 の訳注を参照。

3 預言者* たち章 25 も参照。
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方は地上を旅し、 （使徒たちを）嘘つき呼

ばわりした者たちの結末が、いかなるもの

であったかを見てみるがよい。

(使徒*よ、）たとえあなたが彼ら （シルク37.
けんめい

*の徒）の導きに懸命になっても、 （それ

はあなたには叶わない、）本当にアツラー
たま みちび

*は、かれが迷わせ給う者をお導きにはな

らないのだから 1。そして彼らには、（彼ら

を懲罰から救ってくれる、）いかなる援助

者もないのだ。

〇
4

よみがえ

また彼らは、 「アツラー*は死ぬ者を、 蘇

らせたりなどしない」 と、躍起になってア

ッラー*にかけて誓った2。い や、 （ア ツ ラ

38.

(jjlULA±=>'かなら

一*は、彼らを必ずや復活させられるとい

う、）その真のお約束（を約束されたのだ)。
しかし大半の人々は、 （アツラー*の御力

を）知らないのである。
よみがえ

站

^
4

^
じ細税(ア ツ ラ ー *が 彼 ら を 蘇 ら せ ら れ る の

は、）彼らが意見を異にしていること3を彼

らに明らかにされるためであり、不信仰だ

った者*たちが、自分たちが嘘つきであった

ことを知るためなのだ。

39.

分设抵ゴ％激

^
4

©4

^
われら*が何かを望んだ時、それに対するわ

れら *の言葉は、それに「あれ」と言うだけ。
そうすれば、それは存在するのである。4

10 .

1 最終的な導きがアッラー*のみに委ねられていることについては、雌牛章 272、ユーヌス*

章 99-100、蟻章 80、物語章 56、相談章 52 とその訳注も参照。
2 これは彼らの行為の奇異さを示している。彼らはアッラー*の偉大さを前面に出し、アッラ

一*において誓っておきながら、かれが死者を復活させることは不可能だ、と主張している
からである （アル= クルトウビー10:105 参照)。

3 「彼らが意見を異にしていること」とは、復活の真実性のこと （ムヤッサル 271 頁参照)。
4 つまり復活は、アッラー*にとって容易いものである （前掲書、同頁参照)。
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娜命一贼说典

メ a « ハ 〆c 〆•

不正*を受けた後、アツラー*ゆえに移住*

する者たち、われら*は現世において、必ず

や彼らを素晴らしき（場所）に住まわせる。

そして来世の褒美（天国）こそは、更に偉

大なのだ。もし彼らが（そのことを）知っ

ていたのならば（、アツラー*ゆえの移住*

を思いとどまることはなかっただろう）。

(彼らは）忍耐*し、自分たちの主*にこそ、

全てを委ねる*者たち。

; (使徒*よ、）われら*があなた以前に（使徒

*として）遣わしたのは、われら*が啓示を

下す、男性（人間）以外の何者でもなかっ

た1。（シルク*の徒よ、それを信じない）

ならば、教訓の民に尋ねてみよ2。もし、あ

なた方が知らないのなら。

明証と書巻3と共に（、われら*は使徒*たち

を遣わした）。そしてわれら*は、あなたが

人々に、彼らに下されたものを説明すベ

く、あなたに教訓（クルアーン*)を下し广こ

のである4。（それを聞いて、）彼らが熟考

するように、と。

一体、悪事を策謀した者たちは、安心して

いるのか？ アツラー*が彼らを地面に飲

み込ませたり、彼らが気付きもしない所か

に

明/興■飄鐵l - i

ちようばつ とうらい

ら、彼らに懲罰が到来したりしないと？

1 同様のアーヤ*として、ユースフ*章 109とその訳注も参照。

2 この「教訓の民」は、啓典の民*のこと。しかしこのアーヤ*は一般に、学識のある者を讃

えているのであり、あらゆる学識の中でも最高のものがクルアーン*に関するものである。
またアツラー*はこのアーヤ*で、分からないことは学識ある者に尋ねることを義務づけて

いる（アツニサァディー441 頁参照)。

3「明証」は使徒*性の証拠、「書巻」は啓典のこと、とされる（イブン•カスイール 4:574 参照)。

4 預言者*ムハンマド*には、クルアーン*の説明も委任された。そしてそれは、彼のスンナ*

によるものである（アル=バガウイー3:80参照)。
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または、彼らが（旅や活動に）勤しんでい

る間に、彼らのことを罰されることがない

と（、安心しているのか）？ 彼らは、（ア

ツラー*の懲罰から）逃れられる者などで

はないというのに。

47. あるいは、（アツラー*が）彼らを減退さ

せつつ1滅ぼされることはないと（、安心

しているのか）？ 本当にあなた方の主*

は、まさしく哀れみ深い*お方、慈愛深い*

お方なのだ。

48. 一体、彼ら（不信仰者*) は、アツラー*が

お創りになったものを何も見なかったの

か？ そ（れら）の（ものの）影は、右に

左に揺れ動きつつ、従順にアツラー*にサ

ジダ*する。2

46.

名為な承地

^̂
典

19. 諸天にあるものと、大地にある（全ての）

生物は、アツラー*にのみサジダ*する3。ま

た天使*たちも、驕り高ぶることなく（サジ

ダ*するのだ）。

50. 彼ら（天使*たち）は、（その本質と権勢

と完全なる属性において）彼らの上にお

わします自分たちの主*を怖がり、自分た

ちが命じられたことを実行する。（読誦

のサジダ*)

1 ついには全滅するまで、財産、生命、収穫などが減退していくこと。あるいは、人々が次々
と罰されていき、残った者たちの恐怖感が募（つの）ること（アルニクルトウビー

10:109-110参照)。

2 山々や木々など、影を有するものの影は、昼間は太陽、夜は月の動きに応じて、右に左に

揺れ動く。そしてそれら全ては、その主*の偉大さに服従しているのである（ムヤッサル

272頁参照)。雷鳴章 15とその訳注も参照。

3 イムラーン家章 83、雷鳴章 15、夜の旅章 44、巡礼*章 18、御光章 41と、それらの訳注

も参照。
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修㈤

^
42�

‘
51 . アツラー*は仰せられた。「二つの神1を配

して （崇拝* して）はならない。かれ （アツ

ラー*)は外ならぬ唯一の神なのだ。ならば、

われだけを恐れよ」 。

W必與過發、料52. また、かれにこそ諸天と大地にあるもの

(全て）は属し、そしてかれにこそ常に、

服従は属する。なのに一体、あなた方は、

アツラー*以外を畏れる*というのか？
お ん け い

鱗;53. あなた方のもとにある、いかなる恩恵も、

アツラー*からのもの。それから、あなた方

に害悪が降りかかれば、あなた方はかれに

こそ鎚って （祈りの）声を上げるのだ。

54. それから、かれがあなた方から害悪を取り

除いて下さると、何ということか、あなた

方の内の一派は自分たちの主*に対してシ

ルク*を犯す。2

、{

^
}55. こうして彼らは、われら*が彼らに授けたも

の3を否定する。ならば、（現世を）楽しん

でいるがよい。いずれあなた方は、 （不信

仰と不服従の結末を）知ることになるだろ

うから。

施说卿56. 彼らは、われら*が彼らに授けたものの内の

一部を、知りもしないもの4にあてがってい

る。アツラー*に誓って、あなた方は （復活

の日*、）自分たちが（アツラー*に対して嘘

1 「神」 に関しては、雌牛章 133 の訳注を参照。

2 同様のアーヤ* として、ユーヌス*章 12 も参照。

3 害悪の除去を始めとした、恩恵の数々 （ムヤッサル 273 頁参照)。

4 不信仰者* らの醜行の一つとして、知識も、害する力も、益する力もない偶像に、財産の一

部を捧 （ささ）げるというものがあった （家畜章 136、ムヤッサル 273 頁参照)。また一

説には、「それらの偶像が、害するかも益するかも知らないのに、彼らはそれらに財産の一

部を捧げている」 （アル=クルトウビー10:115 参照)。
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を）でっち上げていたことについて、必ず

や問われることになるのだ。

㈣ぢ滅4你J57. また彼らは、アツラー*に娘たちをあてがい
1——（そのようなことから無縁な）アツラ

一*に称え*あれ

欲するもの2をあてがっている。

58. そのくせ、彼らの内の誰かに女児 （誕生）

の吉報を告げられれば、 （悲しみで）意気

消沈し、その顔は黒く翳ってしまう。3

59. 彼は、自分に告げられた吉報の忌まわしさ

ゆえに、（自らの）民から身を隠す。一体、

屈辱を忍んで、それ （女児）を留め （て生

かし）ておくか、それともそれを土に埋め

てしまおうか？4 (と、迷いながら。）彼ら

の取り決めること 5は、何と忌まわしいこと

ではないか？

60. 来世を信じない者たちにこそ、悪の属性6が

ある。そしてアツラー*にこそ最高の属性7

があるのであり、かれは偉力ならびない*

お方、英知あふれる *お方なのだ。

、自分たちには彼らの

祕以錄卿

1 当時のアラブ人の中には、天使* たちはアッラー*の娘である、と主張する者たちがいた（ア
ル=バガウイー3:83 参照)。

2 「彼らの欲するもの」 とは、男児のこと。彼らは多くの間違いを犯している:まず、天使*

たちを女性としたこと。また自分たちは女児を毛嫌いしているにも関わらず、天使*たちを
アッラー*の女児としたこと。そして更には、その天使*たちをアッラー* と共に崇めたこと
(イブン•カスイール 4:577 参照)。整列者章 149-154 も參照。

3 同様のアーヤ* として、金の装飾章 15-18 も参照。
4 家畜章 137 とその訳注も参照。

5 「彼らの取り決めること」の内容については、アーヤ*57 を参照(ムヤッサル 273 頁参照)。
6 「悪の属性」 とは、彼らがアッラー*に対して主張しているような欠陥や不完全性のほか、

無知、不信仰、地獄の懲罰などのこと （アル=クルトウビー1CH19 参照)。

7 相談章 11 とその訳注も参照。
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61. また、もしアツラー*が人々をその不正*ゆ

えにおMめになるとしたら、そこ（地上）

にはいかなる生物も残してはおかれなか

っただろう1。しかしかれは、定められた期

限まで、彼らを猶予されるのである。そし

て彼らの期限が訪れれば、（彼らはそれを)

一刻たりとも遅らせたり、早めたりするこ

とはない。

また、彼らはアツラー*に、自分たちが嫌う

もの2をあてがっている。そして彼らの舌

は、自分たちにこそ最上のもの3がある、と

嘘をついている。間違いなく、彼らには業

62.

測:

^̂
5側0知'愈@

ちようばつ

火（の懲罰）があるのであり、彼らはそこ

に放置される4のである。

63. アツラー*に誓って、（4徒*よ、）われ

ら*は確かに、あなた方以前の民に (ィk徒

*たちを）遣わした。そしてシャイターン

*が彼らの行い5を、彼らに目映く見せた

のである。それで彼（シャイターン*) は

今日6、彼らの庇護者なのであり、彼らに

は（来世において）痛ましい懲罰がある

のだ。

dp Xai

1 一説には、人類と共に、地上の全生物を滅ぼされたであろう、という意味（イブン•カスィ

ール 4:578参照)。同様のアーヤ*として、創成者*章 45も参照。

2「自分たちが嫌うもの」とは、女児のこと（ムヤッサル 273頁参照)。

3 この「最上のもの」の解釈には、「男児」「天国」といった説がある（アルニパガウィー3:84

参照)。

4 その他、「真っ先にそこに放り込まれる」という意味合いも含まれる（アッ=タバリー

6:5002参照)。

5 不信仰、嘘呼ばわり、アッラー、以外のものへの崇拝，などのこと（ムヤッサル273頁参照)。

6「今日」とは、現世、あるいは復活の日*のこと（アル==クルトウビー10:121-122参照)。
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そして（使徒*よ）、われら *があなたに啓典

(クルアーン*) を下したのは、あなたが、

彼らが （宗教において）意見を異にしてい

ることを彼らに明らかにし、（われら*がク

ルアーン *を）導きとし、信仰する民への

慈悲とするためであった。

；：，. アツラーは天から （雨）水をお降らしにな

り、それで大地を、その死後に息吹かせ1給

;1

二;>爲は&以ンJi琢

か た む

う。本当にその中にはまさしく 、耳を傾け

る民への御徴 2があるのだ。

また （人々よ）、本当に家畜の内にはまさ

しく、あなた方にとっての教示がある。わ

れら *はその腹部にある （食べ）物より、胃
\

^
じ13 设ぶ

^^
ざ ん り ゆ う ぶ ん ぴ つ

袋の中の残留物と血液の間からの（分泌物

であf) 、混じり気のない、飲む者にと

て喉越しのよい乳を、あなた方に飲ませる。

また、ナツメヤシや葡萄の果実から （も、

あなた方に飲ませる）。あなた方はそこか

ら酒*3と、よい糧4を得る。本当にその中に

はまさしく 、分別する民への （アツラー*

〇

藥4黎ユ■私;

お ち か ら み し る し

の御力を示す）御徴がある。

; また、あなたの主*は、蜜蜂に （こう）お教

えになった。「山々の内に、あなたの巣を

作るのだ。そして木々の内や、彼ら （人々）

が建てるもの5の内に （巣を作れ）。

撼(ンじ#批(鱗4

1 「大地をその死後に息吹かせる」 については、雌牛章 164 の訳注を参照。
2 この「御徴」は、復活を可能にするアッラーの御力、かれの唯一性*の証拠のこと （ムヤッ

サル 274 頁参照)。
3 これは、酒*が禁じられる前の啓示（ムヤッサル 274 頁参照)。雌牛章 219 の訳注も参照。

4 「よい糧J とは、それらの果実から得られる合法なもの。つまり、ナツメヤシの実、干し葡萄、
それらから抽出された糖蜜、酢、発酵する前の果汁などのこと（イブン•カスイール 4:581 参照)。

5 —説によれば、葡萄棚や軒先など、人為によるもの。あるいはそもそも養蜂家が、それを
目的に作った巣箱のこと （アッ =シャルビーニー2:192 参照)。
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飾兔

69. それから、あらゆる果実から食べ、（あな

たのために）均された、あなたの主*の道々

を（、糧を求めて）行くのだ」。その腹部

からは様々な色合いの、人々への癒しを含

む飲み物が分泌される。本当にその中には

まさしく、熟考する民への（アツラー*の御

力を示す）御徴があるのだ。

70. アツラー*があなた方を創造し、その後にあ

なた方を召されるのだ。あなた方の内には

(健常なまま死を迎える者もいれば）、最

悪の年齢1へと戻らされる者もいる。こうし

て彼は、知識（の習得）の後に（再び、誕生

した時のような）何も知らない状態になる

のだ。本当にアツラー*は、全知者、全能の

お方であられる。

71. また、アツラー*は糧において、あなた方の

ある者を別の

_
よりも、お引き立てになつ

た。そして（糧において）引き立てられた

者たちは、自分たちの右手が所有するもの

(奴隸*)にその糧を還元し、それ（の所有)

において彼らが（自分たちと）同等となる

ようにはしない。一体、彼らはアツラー*

おんけい

の恩恵を否定するのか？2

1 「最悪の年齢」とは老齢のことで、身体的な弱さや理性や記憶の低下などのこと（イ

ブン•カスイール 4:585 参照）。預言者*ムハンマド*は、この「最悪の年齢」に戻ら

されることから、アッラーのご加護を乞うたものであった（アル=ブハーリー2822

参照)。

2 これは、シルク*の徒に対するたとえ。奴隸*の所有者は、奴隸*に自分の財産を与え

て、彼が自分の財産における同等な共有者となることを望まない。それにも関わら

ず、アッラー*に対して、かれのしもべの内から同位者を設けるとはどういうことか、

ということ（ムヤッサル 274 頁参照）。同様のアーヤ *として、ビザンチン章 28 も

参照。
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72. また、アツラー*はあなた方自身の内から、

あなた方のために妻をお創りになった。そ

してあなた方の妻からあなた方に、子供た

ちと孫1を創られ、あなた方に善きものの内

から授けられた。それで一体、彼らは虚妄

r-ふ

お ん け い

を信じ、アツラー*の恩恵には恩知らずであ

り続ける2というのか？

73. また、彼ら （シルク*の徒）は自分たちに、

諸天や大地から何一つ糧を有してはおら

ず3、 （そうすることも）出来ないものを、

アツラー*を差しおいて崇めている。

74. ならば （人々よ）、アツラー*に同類を設け

てはならない4。本当にアツラー*がご存知な

のであり、あなた方は知らないのだから。

アツラー*は、譬え5をお挙げになった。無

能な奴隸*の僕と、われら *がわれら*の御

許からよき糧を授け、そこから密かに、あ

るいは露わに施す （裁量権を有する）者

(の譬え）を。一体、彼らは同等であろう

か？ アツラー*にこそ称賛*あれ0 いや、

彼ら （シルク*の徒）の大半は （、アツラー
* こそが全ての称賛* と崇拝*に値すること

を、）知らないのだ。

匕鱗�み淡A
75.

i 「孫」 ではなく 、婚姻 （こんいん）関係によって出来た親戚、援助者、奉仕する者、など

といった解釈もある （アッニタバリー6:5018-5022 参照)。

2 この 「虚妄」 は偶像やシャイターン*などのことで、「恩恵」 はイスラーム*や、アッラー*

が合法とされたことである、とされる （アル=バガウィー3:88 参照)。

3 つまり、天から雨を、大地から作物を恵んでもくれない、ということ（ムヤッサル 275 頁参照)。

4 アッラー*に同類のものがあるなどとして、シルク *を犯してはならない、ということ （前

掲書、同頁参照)。

5 この二者が何を指すかについては、前者と後者がそれぞれ「偶像、アッラー*」「不信仰者

'信仰者」 といった解釈がある （アル=クルトウビー10:146-147 参照)。
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7(1 また、アツラー*は、二人の男の譬えをお挙

げになった。片方は口が聞けず、無能で、

その後見人のお荷物であり、（後見人が）

彼をどこへ遣わそうとも、善きものをもた

らさない。一体、彼と、（健常で有能、か

つ）公正を命じ、まっすぐな道の上にある

者とは、同等であろうか？1

77. アツラー*にこそ、諸天と大地の不可視

の世界* (に関する知識）が属する。そ

して復活の日*というもの（の到来）は、

ほんの一瞥（の速さ）に過ぎないか、そ

れより間近なのである2。本当にアツラ

一*は、全てのことがお出来になるお方

なのだから。

ぬ你㈣(ぬぶ

〆 、
紛ぷル轉u

78. アツラー*はあなた方を、あなた方の母親の

月台内から、何一つ知らない状態でお出しに

なった。また、かれはあなた方に、聴覚と

視覚と心を授けられた。あなた方が（かれ

の恩恵に）感謝（し、かれのみを崇拝*) す

るように、である。

0

翕6»:ぶ

79. 一体、彼ら（シルク*の徒）は、（アツラー
*によって）天空に仕えさせられている鳥を

見なかったのか？ それらを（落下せぬよ

う）支えているのは、アツラー*以外の何者

でもないのだ。本当にその中にはまさし

く、信仰する民への御徴がある。

1この二者のたとえについては、アーヤ*75の訳注を参照（アル=クルトウビー10:149 参照)。

2 アツラー*が復活の日*の到来をお望みになれば、復活も召集も全て、瞬時に起こる。また

このアーヤ*は、復活の日*の到来が近いことを示している（アーヤ*1、預言者*たち章 1
の訳注も参照）のだ、という解釈もある（イブン•アティーヤ3:411 参照)。



16. 蜜蜂章

5̂ otj =̂=̂ J-«r AJJ
ぶぶ说ぶ

©吹�;

また、アッラー*はあなた方 （定住者）のた

めに、あなた方の住居という安住の場を提

供された。そしてあなた方 （旅行者）のた

めに、家畜の皮によって住居 （テント）を

授けられた。あなた方の旅行の日にも、あ

なた方の滞在の日にも、あなた方はそれを

手軽に扱う 1。また、あなた方に、その羊毛、

ラクダの毛、山羊の毛から、家財と、暫し

の間の利益を （あなた方に授けられた）。

80.

81. また、アツラー*はかれがお|ljりになったも

のから、あなた方に影をお授けになり、あ

なた方のために、山々の所々に隠れ場 （で

ある洞窟）を設けられた。また、あなた方

のため、あなた方を暑さから守ってくれる

衣服と、自分たち （が争い合う際）の武力

から、あなた方自身を守ってくれる衣服を

授けられた。そのように、かれはあなた方

にその恩恵を全うされる2のだ。（それは、）

あなた方が （かれのご命令にのみ、）服従

するためである。

(使徒*よ、）それでもし彼らが背を向けて

も、あなたには （啓示の）明白なる伝達が

課せられているだけなのだ。

:

82.

83. 彼ら （シルク *の徒）は、アツラー*の恩恵3

を知っている。その後に及んで、彼らはそ

れを否定するのだ。彼らの大半は、不信仰

者*なのである。

1 つまり旅行中の携帯や、旅行後の滞在において、それを組み立てる際に 「手軽」である （ム

ヤッサル 276 頁参照)。

2 真理の宗教をご説明される、という意味であるとされる （前掲書、同頁参照)。

3 この 「アッラー*の恩恵」 は特に、預言者*ムハンマド*が使徒* として彼らに遣わされたこ

とを指すとされる （前掲書、同頁参照)。
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84 . われら*が各共同体から、証人1を遣わす日

(のことを彼らに思い起こさせよ）。その

後、不信仰だった者*たちには（弁解の）許

しも与えられなければ、（アツラー*の）ご

満悦を得ることも課されないのだ2。

また、（不信仰という）不正*を働いていた

者たちが（来世の）懲罰を目にする時、そ

れは彼らに軽減されることもなく、また猶

予が与えられることもない。

85.

I拿 難 命

翕 こ

^
兵』錢

また、シルク*を犯していた者たちは（復活

の日*) 、自分たち（がアツラー*) の同位

者（としていたもの）たちを見る時、（こ

う）言う。「我らが主*よ、これらの者たち

は、私たちがあなたをよそに祈っていた、
私たち（があなた）の同位者（としていた

もの）たちです」。そしてそれらは、彼ら

に対して言葉を放つ。「（シルク*の徒よ、）

本当にあなた方はまさしく、嘘つきであ

る」〇
3

86.

偽

^̂
iみ87 . そして彼ら（シルク*の徒）はその日、ア

ッラー*に降伏する。彼らがでっち上げて

いたものは、彼らから消え去ってしまっ

たのだ。

1 この「証人」については、婦人章 41 とその訳注を参照。

2 来世は褒美を稼ぐ場所ではないので、そこではもう主*のご満悦を得るための努力は出来
ず、かと言って現世に戻って悔悟することも叶わない（アル=バガウィー3:91 参照)。復
活の日*の悔悟については、家畜章 158とその訳注も参照。

3 シルク*の徒がアッラー*をよそに崇めていたものは復活の日*、「あなた方は私たちをアッ
ラー*の同位者とし、アッラー*と共に自分たちを崇めるという、嘘をついていた。私たち
はあなた方にそのようなことを命じてはいないし、自分たちが崇拝*に値するとも思ってい
ない」と言って、自分たちを崇めていた者たちとの決別を表明する（ムヤッサル 276 頁参
照)。同様の情景の描写として、雌牛章 166-167、高壁章38、イブラーヒーム*章21-22、
識別章 17-19、物語章 63、部族連合章 67-68、サバア章 31-33、40-41 も参照。
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88. 不信仰であり、 （自分たちと人々を）アツ

は ば

ラー*の道から阻んだ者たち、われら *は彼
ふ は い ち よ う

らが腐敗*を働いていたことゆえ、彼らに懲
ば つ さ ら ち よ う ば つ う わ の

罰の上に更なる懲罰を上乗せしてやる。

が、!
^^
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^
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89. また、われら*が各共同体に、彼ら自身の中

から彼らに対する証人1を遣わす日（のこと

を、思い起こさせよ）。そして （使徒*よ、）

われら*は、あなたをこれらの者たちに対す

る証人として連れて来るのだ。われら*は全

ての物事の解明、導き、慈悲、そして服従

する者（ムスリム*) たちにとっての吉報と

して、あなたに啓典を下したのである。

〆■ ク タ•

於」 濟

本当にアツラー*は、公正と善行と近親への

贈与をご命じになり、醜行と悪事と侵害を

禁じ給う2。かれはあなた方が教訓を受ける

90.

い ま し

よう、あなた方を戒められるのだ。

また、アツラー*の契約3を全うせよ。あな

た方が（それを）結んだならば。そして誓約

を、それを確認した後に破ってはならな

い。あなた方は確かに、アツラー*をあなた

方の （契約と誓約における）保証人とした

というのに。本当にアツラー*はあなた方の

することを、ご存知であるのだぞ。

Uスマ攝:

^
1

^
4=4

^
91.

1 この 「証人」 については、婦人章 41 とその訳注を参照。

2 「公正」 とは、アッラー*とその倉lj造物に対する公正さのこと。つまりアッラー* とその創造物

に対してその義務を果たし、人々との売買などにおいても公正さを守ること。「善行」は、財産、

身体、知識などで他者を益すること。「近親への贈与」 は物質的なものに限らず、より近い者を

優先しつつ善行を行い、その縁を保つこと。また「醜行」は、シルク*、殺人、姦通（かんつう）、

盗み、自惚 （うぬぼ）れ、高慢さなど、イスラーム*法と自然な人間の天性が醜 （みにく）いも

のとしたもの。「悪事」 は、全ての罪 （イムラーン家 104 の訳注も参照)。「侵害」 は、生命、

財産、尊厳 （そんげん）に対する侵害のこと （アッ=サアデイー447 頁参照)。

3 アッラー* と人々の間の契約 （雌牛章 27 の訳注も参照)、あるいはイスラーム*法的に合法

な、人と人の間の契約のこと （ムヤッサル 277 頁参照)。
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92. また、紡いだ糸を丈夫に （繕り合わ）した

後、解いてばらばらにしてしまった女性1の

ようになってはならない。ある集団が （別

の）集団よりも優勢であるがゆえに、あな

た方の誓約を、あなた方の間の騙し （の手

段）とすることで2。アツラー*はそれ（契約

の逢守）によって、あなた方を試みられ

るに外ならない。そしてかれは復活の日*、

あなた方が （現世で）意見を異にしていた

^bt < 3̂CJi^0¢

かなら

こと3を、必ずやあなた方に明らかにされ

るのである。

455
念5ね�ふ“

匕決45

もしアツラー*がお望みになれば、あなた方

を （イスラーム*に基づく）一つの民とされ

たであろう。しかし、かれは （迷妄を好ん

だ者の内、）お望みになる者を迷わせられ、

(真理を好んだ者の内、）お望みになる者

をお導きになる。そして （復活の日*、）あ

なた方は自分たちが （現世で）行っていた

93.

かなら

ことを、必ずや問われることになるのだ。

94. あなた方の誓約を、あなた方の間の騙し（の

手段) としてはならない。そうすれば足元

が堅固であった後に躓くこと4となり、あな

た方は （人々を騙して）アツラー*の道から

阻んだことゆえに、災い5を味わうことにな

1 この女性はマッカ*に実在したという説と、単なる譬 （たと）えであるという説がある （ア
ッ = タバリー6:5042-5043 参照)。

2 このアーヤ*は、ある部族と盟約を結んでおきながら、より多勢で強力な別の部族が出現すると、

前者との盟約を裏切って後者と盟約を結ぶ、ということをしていたアラブ人たちに関して卩っ

た、とされる。ここでは特に、より多勢で豊かだった不信仰者*になびいて、不信仰に舞い戻っ

てはならないという、信仰者への戒 （いまし）めの言葉 （アル=クルトウビー10:171 参照)。

3 つまり、アッラー*への信仰や、ムハンマド*の預言者*性の真実について 「意見を異にして

いたこと」（ムヤッサル 277 頁参照)。

4 安泰であった後に、滅ぼされることのたとえ （前掲書 278 頁参照)。

5 この 「災い」 とは、現世での懲罰のことであると言われる （前掲書、同頁参照)。
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るのだ。そしてあなた方には （来世で）、
ち よ う ば つ

この上ない懲罰があるのである。

©5

^
ユ

)5 . また、アツラー*の契約と引き換えに、僅か

な値打ちのものを買ったりしてはならな

い。アツラー*の御許にあるもの、それこそ

があなた方にとってより善いのだから。も

し、あなた方が知っているというのなら（、

現世と来世における恩恵の違いを、よく熟

考するがよい）。

あなた方の手許にあるものは消滅するが、

アツラー*の御許にあるもの（褒美）は残る

のだ。そしてわれら *は忍耐* した者たちに

，，てン，

'
1〆,〆/ 〆づ〆 ，，マ 〆

96.

か な ら

対し、彼らが行っていた最善のもので、必
ほ う び

ずやその褒美を報いてやるのだ。

ぷ

^̂
=bゾ ふ 〆 ゲ97 男性であれ女性であれ、誰であろうと信仰

者で正しい行い*を行う者、われら *はその
か な ら

者に、 必ずやよい暮らし 1を送らせよう。
そしてわれら *は彼らに対し、彼らが行って

いた最善のもので、必ずや彼らの褒美を報

いてやるのだ。

(信仰者よ、）あなたがクルアーン *を誦む

時には、追放された2シャイターン*に対し、

アツラー*によるご加護を乞うのだ。3
が

こ

^
ぶぶi

‘:）8

本当に、信仰し、自分たちの主*にこそ全て

を委ねる *者たちに対し、彼（シャイターン

*) にはいかなる力4 もないのだから。

99

35〇

1 この 「よい暮らし」 には、「合法で善い糧」「満足」「幸福」 など複数の解釈があるが、イブ

ン•カスィール*はそれらが全て 「よい暮らし」 の中に含まれるとしている（4:601 参照)。

2 「追放された」 については、イムラーン家章 36 の訳注を参照。

3 クルアーン *を読み始める前にはシャイターン *に対し、アツラー*からのご加護を乞う祈願

の言葉を口にするのが推奨 （すいしよう）されている （イブン•カスィール 4:602 参照)。

4 「力」 ではなく 、「根拠」 という解釈もある （前掲書、同頁参照)。
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100. 彼 （シャイターン*) の力とは、彼を盟友

とする者たち、そして （シャイターン*に

従うことで、）かれ （アツラー*) にシル

ク *を犯している者たちに対するものに

外ならない。

«•0 1 0 1

ぶ 災 接 ん
ini . また、われら *があるアーヤ*の場所に（別

の）アーヤ*を （あてがって）取り替えた
1時一ーアツラー*はご自身が下されるも

のを、最もよくご存知である2——、彼ら

(不信仰者*) は （こう）言った。「 （ム
ハンマド *よ、）あ な た

^
:、 （アツラー*

に対する嘘の）捏造者に外ならない」 。

いや、彼らの大半は （そこに含まれる英

知を）知らないのだ。

說 （使徒*よ、彼らに）言ってやるがいい〇 r聖
なる魂 （ジブリール*)3がそれをあなた4の

主*の御許から、真理と共に下したのであ

る。（それは）信仰する者たちを堅固にし、

(迷いからの）導き、服従する者（ムスリ

ム*) たちへの吉報とするためであった」 。

©ム

^
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103. われら *は、彼ら （シルク *の徒）が、「彼

に （クルアーン*を）教えているのは、人

間に外ならない5」 と言うのを、確かに知

ている。（彼らは嘘をついているのだ、ウ

1 アーヤ*の撤回については雌牛章 106 と雷鳴章 39、その訳注も参照。

2 創造主こそは、創造物にとって最も有益なこと、異なる時においてどの法規定を啓示され
るかを、ご存知のお方である （ムヤッサル 278 頁参照)。

3 ジブリール*が 「魂」 と表現されていることについては、マルヤム*章 17 「われら *の魂」
の訳注を参照。

4 本来は 「我が主*」 と表現されるところだが、敢えて 「あなた」 という人称が用いられてい
る。この修辞法は「イルティファート（転換)」と呼ばれるもの（イブン•アーシュール 14:284
参照)。食卓章 12 の訳注も参照。

5 同様のアーヤ*として、家畜章 105、識別章 4-5、煙霧章 14 も参照。



16. 蜜蜂章 -、�
よげんしや

というのも、）彼らが （預言者*が学んで
あやま

いる言葉として）誤って指摘している男

の言葉は異国語であり、これは明白なる

アラビア語なのだから。
みしるし

104. 本当にアツラー*の御徴 （クルアーン*)

を信じない者たち、アツラー*は彼らをお
みちび

導きにはならない。そして彼らには （来
ちようばつ

世で）、痛ましい懲罰がある。

105. アツラー*の御徴を信じない者たちこそ

が、嘘を捏造するのだ。それらの者たち

こそは嘘つきである。

106. 信仰の後に、アツラー*に対する不信仰に

陥った者*が （、嘘を捏造するのである）
]〇但し、その心は信仰で満たされていな

がらも、 （不信仰の言葉を口にすること

を）強制された者は別 （で、お咎めはな

いの）だが2。しかし、不信仰に胸を開い

(て、不信仰の言葉を口にし）た者、彼

らの上にはアツラー*からのお怒りがあ

り、彼らにこそはこの上ない懲罰がある。

，
ゲ

107. それというのも、彼らが来世よりも現世を

愛したからであり、アツラー*が不信仰の

民*をお導きにはならない3ためである。

1 このアーヤ*には多くの文法的解釈があるが、アッ = シヤウカーニー*によれば大半の学者

は、本文のような解釈を指示している（3:272 参照)。

2 一説によれば、このアーヤ *は、教友 *アンマール*がマッカ*の不信仰者*に拷問（ごうもん）

された挙げ句、彼らに強いられて不信仰の言葉を口にしてしまったことに関して下った。
イブン•カスイール*は、ムスリム*がこのような状況において口先だけでそうすることも、
それを拒否して立ち向かうことも、いずれも合法であるとした上で、後者の方がより優れ
た行為であるとしている (4:605-606 参照)。

3 つまりアッラー*は、その御徴を否定し、かつそこにおいて固執する者たちに、（真の）成
功をお授けにはならない （アッ = タバリー6:5060 参照)。
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�きL4

^
j、それらの者たちは、アツラー*がその心と

聴覚と視覚を墨ぎ給うた者1であり、それ

らの者たちこそは（懲罰に）無頓着な者

である。

間違いなく、彼らこそは来世における

損失者なのだ。

それから本当にあなたの主*は、試練に遭

った後に移住*し、それから（アツラー*

の道において）努力奮闘し、忍耐*した者

本当にあなたの主*

その（悔llの）後、実に赦し深い

お方、慈愛深い*お方であられる。

K *8

ド
、

109.

たち2に対して、

は

びリみ05

^
4じ;Ji�

ふ!

^
•し iijj

全ての者が、自分のことを弁護しつつや

て来て、各人が自ら行ったこと（の報

い）を、不正*に扱われることもなく、ふ

んだんに受け取る（復活の）その日（の

ことを、思い起こさせよ）。

平穏で安泰であり、あらゆる場所からそ

の糧が存分に舞い込んでいた3ある町（マ

ツカ*) を、アツラー*は譬えにお挙げに

なった。そして（、その民は自分たちに

対する）アツラー*の恩恵を蔑ろにし（、

感謝せずにシルク*を犯し）た。それでア

ツラー*は彼らが成していた（不信仰と

虚妄な行いという）事ゆえに、それ（そ

ウ

な虹a;

^l̂ ===tijc4pJV5

i 12 .

l 雌牛章 7の訳注も参照。

2 これはマッカ*でシルク*の徒から抑圧され、彼らから不本意なこと（アーヤ*106とその訳

注を参照）を強制された後、マデイーナ*へと移住し、アッラーの道に努力奮闘して、様々

な義務の困難に忍耐*した者たちのことを指す（ムヤッサル 279 頁参照)。

3 雌牛章 125、犠章 91 とそれらの訳注も参照。
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の町の民）に飢えと恐怖という衣 1を味わ

わせられたのだ。2

113. 彼ら （マッカ*の民）のもとには、彼らの

内からの使徒* (ムハンマド*) が確かに

到来した。そして彼らは彼を嘘つき呼ば

わりし、 懲罰3は不正*者であった彼らに

襲いかかったのだ。

114. ならば （信仰者たちよ）、アツラー*があ

なた方に授けて下さつた合法で善きもの

の内から、食べるがよい。そしてアツラ

一*の恩恵に感謝するのだ。もしあなた方

が、かれのみを崇拝*するというのなら。

翕こ

^ぐ為A

^
J、
j

^
==sc

^A一、
ad；淡祕

115. かれはあなた方に、死肉、血液、豚肉、

アツラー*以外の名において屠られたも

の4を、禁じられたのだ。そしてやむを得

ない状態にある者は、法を超えず度を越

さない限りにおいて5、 （それを口にして

もお咎めはない、というのも）本当にア

ッラー*は赦し深いお方、慈愛深い*お方

なのだから。

1 この「飢え」は一説に、預言者*ムハンマド*がマッカxの民に対して祈った七年間の飢餓（き

が）のこと。また 「恐怖」 とは、ムスリム*たちが移住* した後にマッカ*の民が味わうこと

になった、マデイーナ*からの遠征軍に対するものである、とされる。一方のムスリム* た

ちはと言えば、彼らとは逆に貧困の後に豊かさを、恐怖の後に平安を味わうことになった

(イブン•カスイール 4:608 参照)。尚、「衣」 という表現は、飢えと恐怖が、まるで衣服

のように彼らを覆 （おお）い、付きまとうものとなった様を表わしているのだという （イ

ブン•アーシユール 14:306 参照)。

2 同様のアーヤ* として、イブラーヒーム*章 28-29 も参照。

3 この 「懲罰」 は、アーヤM 12 に言及されている 「飢えと恐怖」 のほか、バドルの戦い*で
彼らの首領たちが殺されたことを指しているとされる （ムヤッサル 280 頁参照)。

4 「死肉」「血液」「アッラー*以外の名において屠られたもの」 については、雌牛章 173 の
訳注を参照。

5 「法を超えず、度を越さない限りにおいて」 については、雌牛章 173 の訳注を参照。
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(シルク*の徒よ、）あなた方は、アツラ

一*に対して嘘を捏造すべく、「これは合

法であり、これは非合法である1」などと、

自分たちの舌が（根拠もなく口先だけで)

語る嘘にまかせて、喋ってはならない。

本当にアツラー*に対して嘘を捏造する

者たちは、成功しないのだから。

116.

參; 鉛

^
(彼らには、現世における）僅かな楽し

みがあり、（来世では）彼らにこそ痛烈な

懲罰があるのだ。

(使徒*よ、）われら*はユダヤ教徒*であ

る者たちに対し、あなたに以前話して聞

かせたもの2を禁じた。そして、われら*

が彼らに不正*を働いたのではない。だ

が、彼らが自分自身に不正*を働いていた

のである。3

U 7.

盛;

^
成

!18.

爲」ふい119. それから本当にあなたの主*は、無知ゆえ

に悪事を働いた4ものの、その後に悔悟し

て（自らと行いを）正した者たちに対し、

——本当にあなたの主*は——その（悔悟

の）後には、実に赦し深いお方、慈愛深

い*お方であられる。

1 勝手な意見や欲望に基づいて、アッラー*が非合法とされたものを合法としたり、合法とさ

れたものを非合法としたりすること（その具体例として、家畜章 138-144 なども参照)。

イブン•カスイール*はここに、イスラーム*においていかなる根拠もないような宗教的に新

奇な物事も含まれる、としている（4:609参照)。

2 これは家畜章 146に描写されているものである、とされる（ムヤッサル 280頁参照)。

3 同様のアーヤ*として婦人章 160、そしてその訳注も参照。

4 ある先人たちの言葉によれば、「アッラー*に逆らう者は皆、無知なのである」（イブン•力
スイール 4:610参照)。婦人章 17とその訳注も参照。
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120. 本当にイブラーヒーム*はアツラー*に従順

で、純正1 な共同体2であった。そして彼は、

シルク*の徒の類いではなかったのだ。

(イ ブ ラ ー ヒ ー ム*は、）か れ （ア ツ ラ ー
*) の 恩 恵 に、感 謝 深 か っ た。か れ （ア ツ

ラ ー*) は 彼 を （使 徒* と し て）選 り 抜 か

れ、彼 を ま っ す ぐ な 道 （イ ス ラ ー ム*) へ
と お 導 き 下 さ っ た。

122. また、われら*は彼に、現世で素晴らしいも

の3を授けた。そして本当に彼は、来世にお

いて、まさしく正しい者*たちの一人なのだ。

123. そ れ か ら （使 徒* よ、）わ れ ら *は あ な た

に、 （こ う）啓 示 し た。「純 正4な イ ブ ラ

ー ヒ ー ム*の 宗 教 に 従 え。彼 は シ ル ク*の
徒の類いではなかった」 。

124. 土 曜 日 （の 偉 大 視）は、そ れ に お い て 意

見を異にした者たち5に定められたに外な

ら な い6。そ し て （使 徒*よ、）本 当 に あ な

121.

切 興'3魯

^̂
3%

^
なIはdz3\^pr^>[

i 「純正」 については、雌牛章 135 の訳注を参照。

2 この 「共同体」 は、指導者の意 （ムヤッサル 281 頁参照)。また、一人であるにも関わら
ず 「共同体」 と表現されているのは、当時彼が唯一の信仰者であったためであるとか、あ
るいはその徳と完全さゆえ、彼一人で一つの共同体と同様の地位にあったからである、な
どと言われる （イブン•アーシュール 14:315-316 参照)。

3 この「素晴らしいもの」の解釈には、「啓示とアッラー*からのご寵愛」「人々の賛美と祝福」
「高齢でよい子供たちを授かったこと」「全ての民から受け入れられたこと」などといった
諸説がある （アル=バガウィー3:101 参照)。

4 「純正」 については、雌牛章 135 の訳注を参照。

5 預言者*ムハンマド*について 「意見を異にした者たち」 である、ユダヤ教徒*のこと （ムヤ
ッサル 281 頁参照)。

アッラー*は、創造を完成させられ、僕 （しもべ）たちへの恩恵が全うされた日である金曜
日を、人々がかれの崇拝*のために集まる特別な日とするよう、命じられた。しかしユダヤ
教徒*は、創造の完成後にアッラー*が何も創造されなかった土曜日を、一方キリスト教徒*

は、アッラーが創造をお始めになった日曜日を選んだ （ムスリム 「金曜日の書」 22、イブ

ン•カスイール 4:612 参照)。

6
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たの主*は復活の日*、彼らが意見を異に

していたことについて、彼らの間を必ず

やお裁きになるのだ。

125. (使徒*よ、また、彼に従う者よ、）英知

とよき訓戒によってあなたの主*の道へ

と招き、最善の形で彼らと議論する 1のだ。
本当にあなたの主* こそは、その道から迷

った者のことを最もよくご存知であり 、

導かれた者たちのことも最もよくご存知

であるのだから。

126. また （信仰者たちよ）、あなた方が懲ら

しめる際には、あなた方がされたのと同

程度に懲らしめよ。そして、 もしあなた

方が忍耐 *するなら、それこそは忍耐*す

る者たちにとってより善いことなのだ。

127. そして （使徒*よ、）忍耐*せよ。あなた

の忍耐*は、アツラー* (のご援助）によ

るもの以外の何ものでもない。また、（あ

なたの招きに応じない）彼らゆえに悲し

まず、彼らが策謀することゆえに心苦し

さを覚えるのではない。

128. 本当にアツラー*は敬虔*な者たちと、善

を尽くす者2たちとこそ、共にあるのだ

炎 碑
r. "c ^

口;

^
破

から。

1 優しさと穏やかさ、よい話し方でもって議論すること、とされる（イブン•カスィール 4:613
参照)。蜘蛛章 46 の訳注も参照。

2 アッラー*から義務づけられた物事と、かれへの義務を遂行し、アッラー*への服従におい

て 「善を尽くす者」 たちのこと （ムヤッサル 281 頁参照)。また預言者*は、この 「善を尽

くすこと （イフサーン)」 について、こう説明された。「（それは）アッラー*があたかも眼

前におられるかのごとく 、かれを崇拝*することである。そしてたとえかれを見なくても、

かれはあなたのことをご覧になるのだ」（アル=ブハーリー50 参照)。
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第 17 章

夜の旅章1 (アルニイスラーウ）

慈悲あまねく *慈愛深き *

アツラー*の御名において

ハラーム•マスジド*から、われら *がその周
し ゅ く ふ く

りを祝福したアクサー •マスジド2まで、わ

れら *の （力と唯一性*を示す）御徴の一部

を見せるベぐ一晩でその僕（ムハンマド*)

をお連れになつた3お方（アツラー*) 4に称え
*あれ。本当にかれこそは、よくお聴きにな

るお方、よくご;

^
になるお方。

われら *は （ムハンマド*に夜の旅で栄誉を

与えたように、）ムーサー*には啓典 （トー

ラー*) を授け （て栄誉を与え）、それをイ

スラーイールの子ら *への導きとした。わ

れをよそに、いかなる委任者5も設けてはな

らない、と。

，）

1 マッカ*啓示 （一部のアーヤ *は、マディーナ x啓示説もあり）。スーラ *名ともなっている、

預言者*ムハンマド*が一晩でマッカ*からエルサレム、そして天界の彼方を廻って帰って来

た 「夜の旅」 という奇跡の描写に始まり、アッラーの唯一性* と全能性、クルアーン*、預

言者*ムハンマドの使徒*性、復活、報いといった信仰の要 （かなめ）が確証される。また、

シルク *への論駁 （ろんばく）と非難、不信仰者*に対する警告と信仰者への吉報、預言者*

と信仰者たちへの弁護と慰 （なぐさ）めなどのほか、イスラーム*の道徳律や、礼拝の義務

なども明確に言及されている。

2 「アクサー」 とは 「最も遠い」 という意味。その名称の由来は、ハラーム•マスジドから離

れており、かつ当時はそれより遠くにマスジド*がなかったため （アッ = シャウカーニー

3:286 参照)。

3 預言者*ムハンマド*は一晩の内に、プラークという獣に乗ってマッカ-からエルサレムに到
着し、アクサー•マスジドで礼拝した後、ジブリール*に率いられて昇天した。この出来事
が全て夢ではなく覚醒 （かくせい）した状態で、預言者*が自らの魂と肉体を伴いつつ起こ

たというのが、大半の解釈学者の説 （イブン•カスィール 5:5-43 参照)。

4 「われら」「お方」 は、いずれもアッラー*を指す。この修辞法については、食卓章 12 の
訳注も参照。

5 「委任者」 については、頻出名•用語解説の 「全てを請け負われる*お方」 の項を参照。

ウ
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われら*がヌーフ*と共に運んだ者（たち）の

子孫1よ （、彼に倣ってわれら *の恩恵に感謝

し、シルク *を犯すのではない）。本当に彼

は、感謝深い僕だったのだから。

1. また、われら *は啓典 （トーラー*) の中で、

イスラーイールの子ら*に （こう）告げた0

「あなた方はきっと、その地 （エルサレム）

で二度腐敗*を働き、そして必ずやひどく驕

り高ぶることになる」 。

それで最初の （腐敗*の）約束が訪れた時、

われら*はあなた方に、凄まじい武力を備えた

われら*の僕たちを遣わし2、彼らは家々の間

を隈なく徘徊し （て、あなた方を殺害し）た。

(それは）実現される約束だったのだ。

3 .

©ま

〇が.猫遂一U

それから （イスラーイールの子ら *よ）、わ

れら *は （あなた方の善行と、われら *への服

従ゆえに）、あなた方に彼ら （敵）に対す

る （勝利と国家の）再興を与え、あなた方

を財産と子孫で増強した。そしてあなた方

を、 （敵の数）より多くしたのだ。

もしあなた方が善を尽くしたならば、自分

自身に善を尽くしたことになり、悪を行つ

たならば、 （その悪は）自分自身へのもの

となる3。そして、最後の （腐敗*の）約束4が

515
蹲バば站ね5�；

^U

^
==» \

0

i この 「子孫」 の解釈には、「全人類」「ムーサー*とその民であるイスラーイールの子ら *」

という解釈がある （アル=クルトウビー10:213 参照)。

2 アッ=サァディー*によれば、この 「(腐敗*の）約束」 とは、イスラーイールの子ら*の間に罪

が横行し、彼らが法に背き、驕り高ぶった時のこと（447 頁参照)。また、この 「僕たち」 が誰

かに関しては諸説あるが、アツ=ラーズィー* (7:300 参照）やイブン•カスイール* (5:47 参照）

は 「それらの民の詳細を知ることが、このアーヤ*の本意なのではない」 としている。

3 行った善は自分自身に褒美として返り、悪もまた罰として返って来る（ムヤッサル282頁参照)。

4 この 「(腐敗*の）約束」 については、アーヤ*5 の訳注を参照。
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訪れた時 （、われら*は再度、あなた方を

敵に制圧させた）。（それは）彼らがあな

た方の顔を （屈辱で）歪め、また彼ら （敵)

が最初にそうしたように、マスジド* (エル
サレム）に入城し （て破壊の限りを尽く

し）、彼らが（そこで）制圧したものを徹底

的に滅ぼしてしまうためであった。

(イスラーイールの子*らよ、）あなた方の主
*は （、もしあなた方が悔悟して身を正すの

であれば）、あなた方にご慈悲をかけて下さ

るだろう。もし （不正*と腐敗*へと）戻るの

であれば、われら* も （あなた方の懲罰へと）

戻るのだ。そしてわれら*は地獄を、不信仰

者*たちの（7$遠の）牢獄としたのである。

9. 本当に、このクルアーン*は最も正しき（道

であるイスラーム*) へと導き、正しい行

い*を行う信仰者たちには、彼らに大いなる

褒美がある、との吉報を告げるのだ。

10. また、来世を信じない者たち、彼らのため

には、われら *が痛ましい懲罰を用意した

ということを （告げる）。

8.

淡成屬;s

き が ん

ijも

^
*人間は （時として）、善の祈願のように、

悪を祈る1。本当に人間は元来、せっかちな

ものだから。

11.

12. われら*は、夜と昼を （、われら *の力と唯
み し る し

一性*を示す）二つの御徴とした。そして

夜の御徴を消し、昼の御徴を視界が利く

ものとした2。（それは）あなた方が自分た

1 「悪を祈る」 の意味に関しては、ユーヌス*章 11 とその訳注も参照。

2 「夜の御徴」 とは闇と月の出現、「昼の御徴」 とは光と太陽の出現のこと （イブン•カスィ
ール 5:50 参照)。
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ちの主*のご恩寵を求め、年数と計算1を知

るようにするため。そして全ての物事を、

われらは詳細に説明したのだ。

13. また、われら*は全ての人間の首に、その取

り分を括りつけた2。そして復活の日*、わ

れらは彼に、彼がそれを開かれた状態で受

け取る（ことになる、行いが記された）

薄を出してやるのだ。3

(それから彼に、こう声がかかる。）「自

分の帳簿を読め。この日、あなただけで、

自分自身（の行いの報い）に対する清算者

は十分なのである」。4

き

^
jノ淨

05—̂ ふ2

ちょう

帳

欽一雄痒

^
#獅14.

みずか —以成雄:

^翕仏�

導かれた者は誰でも、導かれたことで自ら
えき きよもう したが

を益するだけであり、（虚妄に従って）迷

15.

みずか

た者は誰でも、迷って自らを害するだけ。

また（罪の）重荷を背負う者は、他者（が犯

した罪）の重荷まで背負うことはない。そし

てわれら*は使徒*を遣わすまで、（いかなる

民も）罰することなどないのである5。

つ

1「計算」については、ユーヌス*章 5の訳注を参照。

2 アッ=シャンキーティー*によれば、「取り分」には大きく分けて、「行い」「幸福か不幸か

といった、アッラー*によって既に定められたこと」という二つの解釈があるが、それらは

互いに原因と結果という関係にあり、矛盾するわけではない（3:60参照)。尚、「取り分（夕

ーイル)」という語は、語源的には「飛ぶもの、鳥」という意味であり、アラブ人が鳥によ

て吉兆を占っていたことに由来する（高壁章 131 の訳注も参照)、とされる（イブン*

ジュザイ 1:483参照)。また、「取り分」が「首」に結び付けられているのは、身体の内で

もそこが、ネックレスや首枷（かせ）など美醜（びしゅう）を際立たせるもの、常に付い

て回るものをつける場所だからである、とされる（アル=バガウィー3:124 参照)。

3 復活の日*の帳簿の提示については、高壁章 8 の訳注も参照。また、この時の様子につい

ては、洞窟章 49、真実章 19-29、割れる章 7以降なども参照。

4 つまり自分で自分の行いを読み、それに対する報いを知ることになる（ムヤッサル283頁参照)。

5 アッラー*は最も公正なお方である。ゆえにその教えが人々に伝達され、それが彼らに対す

る動かぬ証拠となった後に頑迷（がんめい）に逆らわない限り、決定的な懲罰を下されな

い（アッ=サァディー455 頁参照)。関連するアーヤ*として、婦人章 165、家畜章 131、

155-157、ター•ハー章 134、詩人たち章 208、創成者*章 24 も参照。
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16. また、われら*がある町を（その民の不正*

ゆえに）滅ぼそうとする時には、（まず）

その（町の）贅沢者たちに（民の代表とし

て、われら*への服従と信仰を）命じたも

のであった。そして彼らがそこで放逸に振

る舞う1と、それ（町）に（懲罰の）御言葉

が確定し、われら*はそれを木っ端微塵に滅

ぼしたのである。

一体われらは、ヌーフ*の後にどれだけ多

くの（、使徒*を嘘つき呼ばわりした）世

代を滅ぼしてきたであろうか。（使徒*よ、）

あなたの主*だけで、その僕たちの罪に通

暁されるお方、ご覧になるお方は十分な

のである。

18. 誰であろうと、手っ取り早いもの（現世）

を望む者、われら*は彼にそこで——われ

ら*が望む者にわれら*が望むものを——、

手っ取り早く授けよう2。それからわれら*

は彼に、（来世では）地獄を与えるのだ。

彼は責められ、（アツラー*のご慈悲から）

追いやられつつそこに入り、炙られること

になる。

遥き必㈣ンぬ箱17.

�私なr似19. そして誰であろうと、信仰者でありつつ、

来世（の褒美）を望み、そのためにこそ懸命

に努力した者、そのような者たちは、その

努力が（アツラー*の御許で）労われる3こ

とになる。

1 つまり、アッラー*に反抗し、使徒*を嘘つき呼ばわりすること（ムヤッサル 283頁参照)。

2 これは、来世のためではなく、現世のためだけに努力する者のこと（前掲書 284 頁参照)。
フード*章 15とその訳注も参照。

3 頻出名•用語解説の「よく労（ねぎら）われる<お方」の項も参照。
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いずれ （の者たち）も、これらの者たちに

も、またこれらの者たち1にも、あなたの主

20 .

た ま も の

*の賜物から、われら *2が増やしてやる。あ

なたの主*の賜物はもとより、（信仰者にも

不信仰者*にも）禁じられていない。

(使徒*よ、）見よ、われら *がいかに彼ら

のある者を別の者より引き立てたか？3

来世こそは （信仰者にとって）より位が高

く 、より優れたものなのだが。

:

说巡、聯

^̂©接

ほ か

■ 2. (人間よ、）あなたはアツラー*と共に、外

のいかなる神4 も設けて （崇めて）はならな

い。そうすればあなたは責められ、見捨て

られたままになるだろう。

如u4i

(人間よ、）あなたの主*は、あなた方がか

れ （アツラー*) 以外には何も崇拝*するこ

となく、両親には孝行を （せよ）、と命じ

23.

人とも、あなたの許で高齢に達したなら、

彼らに対して 「ちえつ」 5と言ったり、彼ら

に居丈高になったりしてはならない。そし

て彼らには （いつも）、温かい言葉をかけ

てやるのだ。

現世のためだけに努力する者たちと、来世ゆえに努力する者たちのこと （ムヤッサル 284

頁参照)。

2 いずれもアッラー*を指す 「あなたの主*」「われら *」 という表現の入れ替わりは、「イルテ

ィファート （転換)」 という修辞法。食卓章 12 の訳注も参照。

3 現世での糧 （かて）、行いにおいて 「引き立てた」 （ムヤッサル 284 頁参照)。家畜章 165

「•••高く位置づけられたお方」 の訳注も参照。

4 「神」 については、雌牛章 133 の訳注を参照。

5 原語では 「ウッフ」。語源には諸説あるが、嫌気を示す語として通用している （アル=パガ

ウィー3:127 参照)。これは両親に対して、僅かでも嫌な思いをさせることが禁じられてい

るということであり、それ以上の心理的•身体的危害であれば、尚更である （アル=バイダ

ーウィー3:439 参照)。

1
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24 . また彼らに、慈悲の念による謙虚さの翼を

下ろし 1、 （こう）言うのだ。「我が主*よ、

彼らにご慈悲をおかけ下さい。彼らが幼か

た私を （優しくいたわって）育ててくれ

たように」 。

砂，'爲
(人々よ、）あなた方の主*は、あなた方の

心の内にあるものを最もよくご存知であ

られる。もしあなた方が正しい者*ならば2、

(かれはあなた方をお赦しになろう、）本

当にかれは、常に回帰する者3たちに対し、

もとより赦し深いお方なのだから。

(人間よ、）近親の者にその権利を与えよ。

また、貧者 *と旅路 （で苦境）にある者に

も （与えるのだ）4。そして、ひどい浪費を

するのではない。

27. 本

_
に浪費する者たちはシャイターン *の

同胞であり、シャイターン*はもとより、その

主*に対してこの上なし、不信

^
#なのだから。

28. もしあなたが、あなたが望む、あなたの主
*からのご慈悲の不在ゆえ、彼らから背を向

けるというのであれば、彼らには優しい物

言いをせよ。5

25.

娜J部一
26.

i 「翼を下ろす」 という表現については、アル= ヒジュル章 88 の訳注を参照。

2 親孝行をするという意図において正直であれば、という意味であるとされる （アル=クル

トウビー10:246 参照)。

3 「常に回帰する者 （アウワープ)」 とは、あらゆる状況において、悔悟、愛慕、崇拝 *、怖

れ、希望、畏怖の念、祈りなどと共に、アツラー*によく回帰する者のこと （アツ =サアデ

ィー711 頁参照)。

4 「近親の者」 の権利とは、義務、あるいは推奨 （すいしょう）された善行や施しを、その状況

や必要に応じて与えること。また 「貧者」 と 「旅路 （で苦境）にある者」 に対しては、その必
要を満たすだけの施しを、浄財*や任意の施しから与えること （前掲書 456 頁参照)。

5 ここでの 「ご慈悲」 は、糧のこととされる。つまり施しを求められても物質的な余裕がな

いため、断らなければならない時には、彼らに （余裕が出来たら施すという）よい約束を

しなさい、ということ （アツ =タバリー6:5158 参照)。



Sjナ4»
_、V17. 夜の旅章

ゆ:

^
ぼ�

また、 （善いことに費やす）あなたの手を

自分の首に縛りつけたままにしたり、それ

(手）を完全に解き放ったりしてはならな

い。そうすればあなたは咎められ、悲しみ

続けることになろうから。1

29.

30. 本当にあなたの主*は、かれがお望みの者に

糧を豊富に与えられ、また控えられる2。本

当にかれはもとより 、その僕たちにご通

暁されており、（その全てを）よくご覧に

なるお方なのだから。

また （人々よ）、貧困を恐れてあなた方の

子供を殺してはならない。われら *が彼ら

と、あなた方を養うのだから。本当に彼ら

の殺害は、元来大きな罪である。3

避離

^
■■鋼31 .

たらし

^
3こ

^
�崔虹ぶ幽ぬJ

32. また、姦淫には近づくな4。実に、それは醜

行5であり、悪い道なのだから。

33. また、権利6がない限り、アツラー*が （そ

の殺害を）禁じられた者を殺してはならな

い。不正*に殺された者は、われら *が確か

に彼の後見人7に、根拠8を与えたのだ。な

1 「手を自分の首に縛りつける」 とは、自分自身と自分の家族、困っている者たちに対して十分

に費やさないこと。「完全に解き放つ」 とは、出費において浪費し、自分の能力以上のものを与

えること。前者は他人から咎められ、後者は後悔することになる （ムヤッサル 285 頁参照)。

2 物語章 82、サバア章 36、暁章 15-16 と、それらの訳注も参照。

3 「子供を殺すこと」 については、家畜章 137 とその訳注も参照。

4 姦淫に 「近づくこと」 の禁止は、姦淫そのものの禁止よりも意味が強い。それは、姦淫を

招くようなあらゆる事柄を禁じているからである （アッニサアディー457 頁参照)。

5 「醜行」 については、蜜蜂章 90 の訳注を参照。

この 「権利」 については、家畜章 151 の訳注を参照。

7 あるいは、イスラーム*法による統治者 （ムヤッサル 285 頁参照)。

8 この 「根拠」 とは、キサース刑 （雌牛章 178 とその訳注を参照)、または刑の代わりに代

償金を請求すること、あるいはいかなる代償もなしに赦免 （しやめん）すること （アッ =

タバリー6:5165 参照)。

6
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らば、無駄に命を奪ってはならない1。本当

に彼 （後見人）は、 （その権利を満たすこ

とにおいて）援助される者なのだから。

34. また、孤児の財産には、それが最善の形2で

ない限り、彼が成熟3するまで近づいては

ならない。そして契約を全うするのだ4。

実に契約は （復活の日*) 、問われることに

なるのだから。

35. また （他人のために）量る時には升を全う

綱㈣�必
強::!

^
�弘

麟jp強
はかり

し、正しい枰でもって量るのだ5。それが

(現世で）より善いことなのであり、 （来

世で）より善い結果となるのだから。

亦吻

^
UiA36. また （人間よ）、あなたの知識のないもの

に従ってはならない。実に聴覚も視覚も

心も、それら全ては、それ6について問われ

ることになるのだから。

37. また、大地を得意然として歩いてはならな

い。本当にあなたは （そのような歩き方で

で）大地を裂くこともなければ、（その高慢

さによって）山々ほどに背高くなることも

叶わないだろうから。

3,柄み

1 殺された者の後見人が、キサース刑で処刑した者の遺体を傷つけたり、加害者以外の者

を殺したりすること。あるいは一般的に、正当な権利もなく人の命を奪うこと （アッ =
タバリー6:5165)。

2 この 「最善の形」 については、家畜章 152 を参照。

3 この 「成熟」 については、家畜章 152 の訳注を参照。

4 食卓章 1 「契約を果たす」 の訳注も参照。

5 「升」 と 「秤」 については、家畜章 152 の訳注を参照。

6 「それ」 とは、聴覚、視覚、心を用いて行った物事。それらを善に用いれば褒美を得るこ

とになり、悪に用いれば罰を受けることになる（ムヤッサル 285 頁参照)。復活の日*に「問

われる」 ことについては、高壁章 8 の訳注を参照。
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それらは皆、その悪が、あなたの主*の御許

で厭われることなのだ。1

それらはあなたの主*が、あなたに啓示した

英知の一部。そして （人間よ、）アツラー

* と共に、外の神2を設けて （崇めて）はな

らない。そうすればあなたは咎められ、（あ

らゆる善から）追いやられつつ、地獄に放

り込まれることになる。

38.

39.

(シルク *の徒よ、）一体あなた方の主*

は、あなた方に男子を特別にお選びにな

り、 （ご自身には）天使*たちを女 （娘）

として選ばれたというのか？3 本当にあ

なた方はまさしく 、とんでもない言葉を語

つている。

われら *は確かに、彼ら （人々）が教訓を

得るべく 、このクルアーン*の中で （法規

定や譬え、訓戒などを）多彩に示した。そ

れは彼ら （不正*者たち）に対し、 （真理

から）離れ去ることに拍車をかけるだけな

のだが。

(使徒*よ、彼らシルク*の徒に）言うのだ。

「もし彼らが言うように、かれ （アツラー

*) と共に （別の）神々4が存在したとした

40.

U5i i .

離卿描S%ぶ減)i42.

1 「その悪」 とは、アーヤ*22 から 37 までの中で示された物事の内、シルク*や親不孝、浪

費など、悪と定められたこと （アッニサアディー457 頁参照)。またここでの 「厭われる

こと」 は法学用語的な意味合いではなく 、「禁じられたこと」 である、 とされる （イブン *

ジュザイ 1:487 参照)。

2 「神」 については、雌牛章 133 の訳注を参照。

3 マッカ*の不信仰者* たちの一部は天使*をアッラー*の娘とする一方で、自分たち自身には

娘でなく息子が授かることを望んでいた （アッ = タバリー6:5175 参照)。詳しくは、蜜蜂

章 57-62 とその訳注を参照。

4 「神々」 については、雌牛章 133 の訳注を参照。
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を求めた2であろうに」 。

43. アツラー*に称え* あれ。かれは彼らの言う

ようなことから遥かに程遠く、高遠なお方。

44. 七層の天と、大地、そこにある （全ての）

ものは、かれをこそ称える。そしてありと

あらゆるものは、かれの称賛* と共に （か

れを）称える*のだ3。しかし （人々よ）、

あなた方はそれらの称揚*を理解しない。

本当にかれはもとより、寛大な*お方、赦し

深いお方である。

(使徒*よ、）あなたがクルアーン*を誦む

時、われら*はあなたと、来世を信じない者

たちの間に、覆い隠す帳を下ろしてやる4。

㈣爽與私

城一碑你ぶ

45.

ぬ滅4取與念

^̂
綱

また、彼らがそれ （クルア

^
；ン*) を理解で

きないように、彼らの心に覆いを、その耳

には重しをかけた5。そして、あなたがクル

アーシ*の中であなたの主*お一人を（崇拝*

の対象として）言及すると、彼らは嫌がつ

て背を向けるのだ。

46.

1 「御座」 については、高壁章 54 の訳注を参照。

2 一説には、アツラー*以外にも神々がいたとすれば、それらはアツラー*の王権を求め、か
れに打ち勝とうとしたであろう、ということ （信仰者たち章 91 も参照)。あるいは、それ

らもまたアツラー55へのお近づきを求めたであろう、という解釈もある （アルニバガウィー

3:135 参照)。

3 イムラーン家章 83 とその訳注、雷鳴章 15 とその訳注、蜜蜂章 48-49、巡礼*章 18 とそ
の訳注、御光章 41 とその訳注も参照。

4 彼らは預言者*のクルアーン*読誦に背を向け、それに無頓着 （むとんちゃく ）であるがゆ

えに、あたかも預言者* と彼らの間には覆いがあり、それで彼らは彼を目にしないかのよう
である （アツ =シャウカーニー3:321 参照)。あるいは、それは彼らの不信仰に対する罰と

しての、無知と心の盲目のことで、彼らの心はクルアーン*を理解し、そこから益を得るこ
とから阻まれた （アル=カースィミー10:3936 参照)。

5 「耳に重しをかける」 については、家畜章 25 を参照。また、雌牛章 7 の訳注も参照。
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かたむ

17. われら*は、彼らがあなたに耳を傾ける時、

そして彼らが密談している時、つまり不正
*者たちが、「あなた方は、魔術にかけら

したが ほか

れ（て正気を失っ）た男に従っているに外

ならない」と言う時、彼らが聴いている様

子1を最もよく知っている。

(使徒*よ、）見よ、彼らがあなたに対して

どんな譬えを挙げ2、迷い去ってしまったか

を？ ゆえに彼らは、（正しい）道に到達す

ることも出来ないのだ。

18.

49. また、彼ら（シルク*の徒）は言った。「一
体、骨と化し、ばらばらになった後で、本

当に私たちがまさしく、新たな創造3として
よみがえ

蘇らされるというのか？」

(使徒*よ、）言ってやれ。「石にでも、鉄

にでもなるがよい。

50.

51. あるいは、あなた方の心にとって（生命を

授かることが）ありえないような、いかな

る創造物4にでも。（それでもアツラー*は、
よみがえ

あなた方を蘇らせるのだから。）」する

と、彼らは言うであろう。「誰が私たちを、

(死後に生き）返らせるというのか？」言

ってやれ。「あなた方を、最初に（無から)

創成*されたお方が（そうされる）」。する

1 彼らがクルアーン*に耳を傾けたのは導きを得たり、真理を受け入れたりするためではな

く、ただクルアーシ*の中に落ち度を見つけようとする悪い意図のためだった（アツ=サァ

ディー459 頁参照)。

2 預言者*ムハンマド*に対する、「魔術にかけられた男」「単なる詩人」「狂人」などという悪

口のことである、と言われる（アツ=タバリー6:5181 参照)。

3「新たな創造」については、雷鳴章 5の同語の訳注を参照。

4「あなた方の心に…創造物」とは、一説に天地や山々などのこと。あるいは、石や鉄など

よりも、更に生命からは無縁と思われる全てのもの（イブン•ジュザイ1:489 参照)。
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'少^

一、V

と彼らは、あなたに対して （嘲りながら）

頭を振り、 （こう）言うであろう。「それ

(復活の日*) は、いつのことなのだね？」

言ってやるのだ。「すぐかもしれない1」 。

52. かれ （アツラー*) があなた方を （墓場から

出て来るよう）お呼びになり、あなた方が

かれを称賛* しつつ （そのご命令に）応じ、

自分たちは （現世で）少しの間しか過ごさ

なかったと思う 2日。

(信仰者である）わが僕たちに、よい言葉を

語りなさい、と言うがよい。本当にシャイタ

ーン*は、彼らの間を （こじれさせるべく）突

いてくる3のだから。本当にシャイターン*は

元来、人間にとっての紛れもない敵なのだ。

54. (人々よ、）あなた方の主*は、あなた方の

ことを最もよくご存知である。かれがお望

みならば、あなた方にご慈悲をかけられ、

またお望みならば、あなた方を罰せられ

る。そして （使徒*よ、）われら *はあなた

を、彼らの （諸事の面倒を見る）代理人と

して遣わしたのではない。

55. また （使徒*よ）、あなたの主*は諸天と大

地にある者を最もよくご存知のお方。そし

てわれらは確かに、ある預言者*たちを、別

の預言者*たちよりも引き立てた。また、ダ

ーウード*には書巻4を授けたのだ。

fJi

53.

a シ て 〆 〆 で イ 〆，〆、〆てづく，て
がい為

PJ

1 復活の日*の近さについては、蜜蜂章 1、預言者*たち章 1 の訳注も参照。

2 「(現世で）少ししか過ごさなかったと思う」 については、ユーヌス*章 45 とその訳注、
及びター•ハー章 103、信仰者たち章 113-114、ビザンチン章 55、砂丘章 35、引き離す

もの章 46 も参照。

3 シャイターン *から 「突かれること」 に関しては、高壁章 200 の訳注を参照。

4 「書巻」 については、婦人章 163 も訳注を参照。
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(使徒*よ、シルク *の徒に）言え。「あなた

方が、かれ （アツラー*) をよそに （神々1で

あると）主張した者たちに、祈ってみるがよ

い。それらはあなた方から災いを取り除く

ことも、 （それを）移すこと2 も出来ない。 ^
+ふな

^
/む56.

0

翔」、

必_5游％游

^̂
彼らが（アツラー*に並べて）祈っているそ

れらの者たち3は （彼ら自身が）、いずれの

者が （主*に）一番近いか、と自分たちの主

*へのお近づきを求め、そのご慈悲を望み、

その懲罰を怖がる者たちなのである。本当

にあなたの主*の懲罰はもとより、用心す

べきものなのだ。

57.

�j乂

ノi你你到ばU58. われら *はいかなる （不信仰者*の）町も、

復活の日*以前に滅亡させるか、あるいは厳

しい懲罰で罰せずにはおかないのだ。それ

はもとより、書 （守られし碑版*) の中に記

されて （おり、起こるのが運命づけられて）

いることなのである。

©说说ル姑以

^
59. また、われら *が （、シルク *の徒があなた

に要求する）御徴 4をもたらさなかったの

は、昔の人々が （いざ、奇跡がもたらされ

た時に）それを嘘呼ばわりし （、それゆえ

に懲罰を味わうことになっ）たからに外な

らない。われら *はサムード *に、明らかな

るもの （奇跡）として雌ラクダを授け、彼

らはそれに対して （否定するという）不正

1 「神々」 については、雌牛章 133 の訳注を参照。

2 つまり、災しヽを別の者に転移させたり、別の状況に変えたりすること（ムヤツサル287頁参照)。

3 「それらの者たち」 とは、預言者*、正しい者

'
天使*たちなどのこと （前掲書、同頁参照)。

4 この 「御徴」 とは、奇跡のこと （前掲書 288 頁参照)。彼らは、真の預言者*なのであれば奇

跡を起こしてみよ、と要求したものだった。アーヤ *90-93、雌牛章 108、家畜章 109-110、
ユーヌス漳 97、ター•ハー章 133、預言者ずこち章 5、識別章 7-8、創成者漳 42 なども参照。
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*を働いたのだ1。そして、われら *が御徴 2

(と共に金徒*たち）を送るのは、（人々を

戒めるべく）怖がらせるために外ならない

のである。

(使徒*よ、）われら*があなたに、 「本当

にあなたの主*は、人々を（その知識と御力

によって）包囲された3」 と言った時のこと

(を思い起こさせよ）。また、われら *があ

なたに見せた光景は、人々への試練以外の

何物でもなかったし4、クルアーン*の中の

呪われた木5 も （、そうなのである）。われ

ら *は彼らを、 （懲罰や御徴の数々で）怖

がらせる。そして、それは彼らに対し、（不

信仰と迷いという）ひどい放埒さに拍車を

かけるだけなのだ。

(使徒*よ、）われら *が天使*たちに 「アー

ダム*にサジダ*せよ」 と言い、そして彼ら

がサジダ* した時のこと （を思い起こさせ

私心�如毅'庫�

ゲ爲

_
興お㈣

60.

61.

1 サムード* と雌ラクダの逸話については、高壁章 73 とその訳注、フード*章 64-68、詩人

たち章 155-157、月章 27-29、太陽章 13-14 も参照。

2 この 「御徴」 は、奇跡や教示などのこと （ムヤッサル 288 頁参照)。

3 アッラー*は預言者*ムハンマド *に対して悪を望む者から、彼をお守りくださる。不信仰者

*らはアッラー，ご意思と定めから、反することは出来ない（アッ = タバリー7:5199 参照)。

4 この 「光景」 とは、預言者*が夜の旅と昇天において目にした、驚くべき光景の数々のこと

(ムヤッサル 288 頁参照)。そして、この 「試練」 により、ある人々はその出来事を信じ

ることが出来ず棄教 （ききょう）したが、別の者たちは逆に堅固さと確信を得た （イブン *

カスイール 5:92 参照)。

5 「呪われた木」 とは、ザックームの木のこと。水ではなく地獄の炎によって生きる木で、

地獄の民の食べ物。「無理やり飲み込む」 という意味の 「タザックム」 が語源であるとされ

るように、その実は忌まわしく 、悪臭を放つのだという。「ザックーム」が一方言で 「ナツ

メヤシの実とバター」 を指したことから、マッカ*の不信仰者<らは 「アッラー*よ、私たち

の家にそれをお増やし下さい」 と言ったり、あるいは 「火は木を燃やすというのに、地獄

に木などあるはずがない」 などと笑ったりした （アル=クルトウビー15:85 参照)。整列者

章 62-66、煙霧章 43-46、出来事章 52-53 も参照。
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^
—、V

よ）1。しかし、イブリース*だけは別だっ

た。彼は（不遜にも、こう

^
申し上げたの

だ。「一体、あなたが泥土から創られたも

の2に、私がサジダ*するというのですか？」

5

^
多 * JW5逆

^
3'
J這

1̂ ====^̂ メ ぶ

^轉如43S

62•彼（イブリース*) は、（アツラー*に）申

し上げた。「仰って下さい。これが、あ

なたが私よりもお引き立てになった者で

す（が、その訳は何ですか）。もしもあな

たが、私に復活の日*まで猶予を授けて下さ

たなら、私は（精選された）僅かな者た

ち3を除き、必ずやその子孫を（誘惑と腐敗

*によって）思い通りにしてみせましよう」。

ウ

き)施fc�
63. かれは仰せられた。「（イブリース*よ、）行

くがよい4。そして彼ら（アーダム*の子孫）

の内、あなたに従う者があれば、地獄こそが、

あなた方へのふんだんなる報いとなろう。

綱辨4
5ぶ4

1 この出来事の詳細に関しては、雌牛章 34-39、高壁章 11-25、アル=ヒジュル章 28-42、
ター•ハー章 116-123、サード章 71-83なども参照。また、ここでのサジダnこついては、

雌牛章 34 の訳注を参照。

2 アーダム*が土から段階を経（へ）て創られたことについては、アルニヒジュル章 26の訳

注を参照。

3 この「僅かな者たち」については、ユースフ*章 24「精選された僕」の訳注を参照。

4 これらの言葉は、イブリース*とその追随者への警告的意味合いによるもの（ムヤッサル

288 頁参照)。また、イブリース*の申し出が受け入れられたことについては、高壁章 15
の訳注を参照。 ’

5 シャイターン*は人の財産において、アッラー*以外のものに犠牲を捧げたりすることや、

合法な家畜を勝手に非合法とすることなど、非合法な目的•手段による出費や収入へと招く。
また子供に関しては、姦淫（かんいん）や嬰児（えいじ）殺しなどの罪を飾り立てる（ア

ッニタバリー7:5213参照)。

64. 彼らの内、出来る限りの者を、あなたの声

によって（罪へと）扇動し、あなたの騎兵

と歩兵を彼らに対して結集させ、財産と子

供たちにおいて彼らの分け前に与かり5、彼
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^

一、V
らに（偽りの）約束をせよ」。シャイター

ン*が彼らに約束することは、欺き以外の

何ものでもないのだが。

ース

^̂^0

65. 本当に（精選された信仰者である）わが僕

たち1はといえば、あなたには彼ら（を誘惑

すること）に対して、いかなる力2もない。

そして（預言者*よ、）あなたの主*だけで、

(信仰者をシャイターン*から守ってくれ

る）委任者3は十分なのだ。

4逆 敢 ぶ

^^
炎5(人々よ、）あなた方の主*は、あなた方が

かれの恩寵を求めるべく、あなた方のため

に船を海に歩ませるお方。本当にかれはも

66.

©しミカ

^
じ あ い

とより、あなた方に慈愛深い*お方なのだ。

67. そして、海であなた方に災難が降りかかれ

ば、あなた方が祈っているものたちは、か

れ（アツラー*)を除いて（あなた方の脳裏

から）消え失せてしまう。（あなた方はそ

の時、アツラー*だけに救いを求めるが、）

かれがあなた方を陸上に救い上げられる

と、あなた方は（信仰と誠実さ、正しい行

い*から）背を向けてしまう。人間とはそも

そも、恩知らずなもの。

二 其

^
(3

^̂
て 夕

^
、ぢ

(人々よ、）一体あなた方は、かれがあな

た方を陸の一辺4もろとも沈めてしまった

り、あるいはあなた方に石を降らす風を送

ったりし（て罰せられ）ないと、安心して

68.

1 この「わが僕たち」については、ユースフ*章 24「精選された僕」の訳注を参照。

2 あるいは「根拠」という意味（アツ=タバリー7:5213参照)。

3 この「委任者」については、頻出名•用語解説の「全てを請け負われる*お方」の項を参照。

4 一説には海岸のこと。アツラー*がお望みなら、彼らが海の危険から逃れて上陸した直後に、

陸の危険が襲いかかることもあり得る（イブン•アーシュール 15:162 参照)。



� レ*»ず -w17. 夜の旅章

いるのか？ その後、あなた方は自分たち

に、 （あなた方を守ってくれる）いかなる

委任者も見出さないのだ。

ちじ

^̂
ヌ

体！

^
�

69. いや、一体あなた方は、かれが自分たちをも

う一度そこ （海）へ戻し、自分たちに暴風を
みずか

送り、自らの不信仰ゆえに自分たちを溺れ

させないと安心しているのか？ その後、あ

なた方はそのことで、われら*に対する自分

たちの後見人1を見出すこともないのだ。

70. われら*は確かに、アーダム*の子らに栄誉を

授け、彼らを陸に海に運んだ。そして彼らに
そ う ぞ う

善き糧から授け、われら*が創造した多くの

ものよりも、彼らを大いに引き立てたのだ。

71. われら*が全ての人々を、その導き手2と共に
し よ う か ん

召喚する （、復活の）日* (のことを思い出

させよ）。そして自分の帳簿を右手に渡さ

れた者、それらの者たちは自分たちの帳簿

を（喜々として）読むこととなり3、糸くず4ほ

どさえも不正*に扱われることがない。

また、ここ （現世）で盲目だった者は、来

世においても盲目5であり、更に道に迷う者

なのだ。
翕！

^̂
72.

1 彼らへの援助者、彼らの復警 （ふくしゅう）を要求する 「後見人」 のこと。あるいは、 ア
ツラー*のされたことを否認し、かれを追求する者 （アル=バガウイー3:144 参照)。

2 この 「導き手」 の解釈には、「預言者*」「啓典」「現世での行いが記された帳簿」 などの説
がある （アツ = タバリー7:5217-5219 参照)。

3 行いの帳簿を右手に渡されることは、彼が正しく導かれ、悪行よりも善行が優ったことの
印である （アツ =サァデイー463 頁参照)。また、’この時の様子についてはアーヤ*13-14
とその訳注、洞窟章 49、真実章 19-25、割れる章 7 以降なども参照。

4 「糸くず」 については、婦人章 49 の訳注を参照。

5 現世において、アツラー*の御力を示す証拠に盲目であり、預言者*ムハンマド*の伝えた教
えを信じなかった者は、復活の日*、天国への道を歩むことにおいて更に盲目である （ムヤ
ツサル 289 頁参照)。家畜章 50、雷鳴章 16、フード*章 20、24 とその訳注も参照。
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(使徒*よ、）本当に彼ら （シルク*の徒）

は、あなたにそれ （クルアーン*) 以外のも

のをわれら *に対してでっち上げさせるべ

く 1、われら *があなたに下したもの （クル

アーン*) から、あなたを惑わせて遠ざけて

しまうところであった。そうすれば彼ら

は、あなたを親友としたであろう。

73.

瑞銳與蜂施そして、もしわれら *があなたを （真理にお

いて）確固とさせなければ、あなたは確か

に僅かながらも、彼ら （の提案）に靡いて

しまうところであった。

(使徒*よ、もしあなたが彼らに少しでも靡

いていた）ならば、われら*はあなたに倍の

生と倍の死2を味わわせたのであり、それか

らあなたは自分自身に、われら*に対するい

かなる援助者も見出すことはなかったのだ。

74.

75.

]/̂ ==>o^76. また、本当に彼ら （不信仰者*ら）はあなたを

追放するべく、あなたを実に煩わせて、その

地（マッカ*) から出て行かせるところであっ

た。そして、そうしたとしても彼らは、あな

たの （出て行った）後、僅かばかり （の間）

しか （そこに）留まることがないのである3。

(それは、）われら *の使徒*たちの内、わ

れら*が確かに、あなた以前に遣わした者た

ちの摂理4。そして （俾徒*よ、）あなたは

似iゲ

^
�77.

1 フ ー ド*章 1 2 の 訳 注 も 参 照。

2 つ ま り 現 世 で も 来 世 で も、倍 の 懲 罰 を 味 わ う こ と に な る と い う こ と （ア ッ = タ バ リ ー

7:5223 参照)。

3 一説には、バドルの戦い*のこと。ムスリム*たちがマッカ*からマデイーナ*に移住*した後、マッ

力*の不信仰者*がバドルで大敗するまで、一年半しかなかった（イブン•カスイール5:101 参照)。

4 「使徒*たちの摂理」 とは、使徒*を自分たちの間から追放した社会が滅ぼされる、という

摂 理 の こ と （ム ヤ ッ サ ル 2 9 0 頁 参 照)。
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われら*の摂理に、いかなる変更も見出すこ

とがない。

幽

^
4JJ

典

^̂
は

^
78. 太陽が傾いてから、夜の闇（が包みこむ時)

あかつき

まで、礼拝を遵守*せよ。そして暁のクル
あかつき

ア ー ン を（遵守するのだ）。本当に暁の

クルアーン*は、（天使*たちに）立ち会わ

れるものなのだから。

また（預言者*よ）、夜の一部をあなた（の

高い位）への善き上乗せとして、それ（ク

ルアーン*) をもってタハツジュド2せよ。

あなたの主*は、あなたを栄誉ある場所3に

ゲふbぶ、79.

よみがえ

蘇らせて下さるだろうから。

80. また、言うのだ。「我が主*よ、私を善い入

り所から入れ、私を善い出口から出して下

さい4。そしてあなたの御許から私に、（私

に反対する者に対する、我が）助力となる

論拠5をお授け下さい」。

1 これは一説に、夜明け前の義務の礼拝のこと。そこには、夜の天使*たちと昼の天使*たち

が集合するとされる（アルニブハーリー648、雷鳴章 11「交替番」の訳注を参照)。尚、

この直前に言及されている「礼拝」は正午過ぎから夜までに定められた、四つの義務の礼

拝であると言われる（ムヤッサル 290頁参照)。これら一日五回の義務の礼拝は、預言者*

が昇天した際に定められた（アル=ブハーリー3887参照)。

2 夜に一度眠った後起きて、暁の前までに行う礼拝のこと（アッ=タバリー7:5234 参

照）。語源的には、「眠りを振り払うべく努力する」という意味合いがある（イブン *

アーシュール 15:185 参照）その義務性については、衣を纏（まと）う者章 2 とその

訳注も参照。

3 預言者>ムハンマド*は復活の日*、最大の執り成し手となるほか、誰も授かることの出来な

い数多くの栄誉や、特別な役目を授かる（イブン•カスィール 5:104 参照)。

4 「善い入り所」と「善い出口」の解釈には、前者と後者がそれぞれ「死、復活」「(アッラ

一*からの）ご命令（への服従)、禁止（の回避)」「(安全な避難先としての）マディーナ*、

(シルク*の徒の支配下にあった）マッカ*」といった諸説があるが、アーヤ*の意味はその

全てを包括するものである（アルニクルトウビー10:312-313参照)。

5 一説には、「偉力と勝利」（前掲書 10:313参照)。
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81 . そして（使徒*よ、シルク*の徒に

^^
言う

がよい。「真理は到来し、虚妄は消滅した、本当に虚妄は、消滅することになって

いるのだから」。

82. われら*はクルアーン*から、信仰者たちへ

の癒し2と慈悲であるものを下す。それは

(それを嘘つき呼ばわりして信じない）不

正*者たちに、（不信仰と迷いという）損失

しか上乗せしないのだが。

83. また、われら*が人間に恩恵を授ければ、彼

は（アツラー*の想念を）拒み、そっぽを向

いて遠ざかる。そして自分に悪が降りかか

ると、失意の念激しい者となるのだ。

(使徒*よ、）言え。「（あなた方は）皆、

自分に合ったやり方で行うのであり、あな

た方の主*は、誰こそが最も（正しい）道に

導かれている者なのか、一番よくご存知な

のである」。

爾賴織域

鱗

^̂
縱愆8 1.

轉切站j切
85. 彼ら（不信仰者*たち）は、 魂について

たましい

あなたに尋ねる。言ってやれ。「魂は、

我が主* (だけがご存知）の事。あなた方

は、僅かばかりしか知識を与えられてはい

ない」。

怒 翊 湖 猫
參 i4-

86. また、もしわれら*が望むなら、われら*は

あなたに啓示したもの（クルアーン*)を（あ

なたの心から、）まさに消し去ってしまお

う。それからあなたはそこにおいて、われ
みずか

らに対して（それを阻む、）自らの委任者

を見出さないのである。

1 この「真理」はイスラーム

'
「虚妄」はシルク，のこと（ムヤッサル 290頁参照)。

2 この「癒し」については、ユーヌス*章 57の訳注を参照。
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87. しかし、あなたの主*からのご慈悲ゆえ （、

かれはクルアーン*を、あなたの心に堅固に

し給う）。本当に、かれのあなたに対する

ご恩寵は、 もとより偉大なのだから。

88. 言ってやれ。「もしも、このクルアーン*

と同様のものを創作すべく 、人間とジン*

が結集したとしても、それと同様のものを

作ることは断じて叶わない。たとえ彼らが

お互いに力を合わせても、である」 。1

瓜4 4i伽 私

89. われら*は確かにこのクルアーシ*の中で、

人々に対し、 （教訓を受けるべき）あらゆ
た さ い

る譬えを多彩に示した。そして大半の人々

は、 （真理への）否定以外を拒んだのだ。

(クルアーン*の真実性に太刀打ちできな

いと知ると、）彼ら （シルク*の徒）は言っ

た2。「 （ムハンマド*よ、）あなたがその地

90.

ふんせん

(マッカ*) から、私たちに噴泉を湧かせる

まで、私たちはあなたのことを信じまい。

91. または、あなたにナツメヤシと葡萄からな

る農園が現れ、あなたがその間から河川を

翕えJXL=d2\j 愈

'

いきお ほとばし

勢いよく迸らせるまでは。

92. あるいは、あなたが主張しているように、

天をいくつもの破片にして私たちの上に

落下させる3か、あなたがアツラー* と天使*

たちを眼前に連れて来る4までは。

1 創造物によるクルアーン*の創作については、雌牛章 23 の訳注を参照。

2 マッカ*の不信仰者*たちは、預言者*ムハンマド*に様々な無理難題を突きつけた。家畜章

57-58、戦利品*章 32、ユーヌス*章 50、フード*章 8、雷鳴章 6、巡礼*章 47、蜘蛛章 53-54、
サード章 16、相談章 18、階段章 1-2 なども参照。

3 復活の日*に天は脆 （もろ）くなって割れ、その片々が落下する、とあなたは約束したが、
一足早く 、現世でそれが起こるようにしてみよ、ということ （イブン•カスイール 5:120
参照)。山章 44 と、その訳注も参照。

4 家畜章 8-9、111、アル= ヒジュル章 7-8、識別章 7 も参照。
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て い た く

9 3. それとも、あなたに金の邸宅が現れるか、

あなたが天に昇るまでは。そして私たちが

読む書1を （、天から戻って来て）私たちに

下すまでは、あなたが昇天したことなど、

信じはしまい」。（使徒*よ、）言ってやれ。

「我が主*に称え*あれ！ 私は、使徒*であ

る一介の人間に過ぎないのではないか？」

9 4. (不信仰な）人々が、自分たちのもとに導

きが到来した時に （アツラー* とその使徒*

を）信仰するのを阻んだのは、 「アツラー

*が人間の使徒*を遣わされただと？」 と、

彼らが言ったこと2に外ならなかった。

(使徒* よ、）言ってやれ。「 （アツラー*

はこう仰せられる。）もし地上に安住して

(そこを）歩く天使*たちがいたならば、わ

れら*は天から彼らのもとに、天使*の使徒*

を遣わしたであろう」 。3

言うがよい。「（私が本当に預言者*である

ことの、）私とあなた方の間の証人は、ア

ツラー*のみで十分。本当にかれは、その僕

たちに通暁されるお方、全てをご覧になる

お方であられる」 。

取 卿5

^
9 5.

9 6.

誰であろうと、アツラー*がお導きになる

者こそは、（真実へと）導かれた者。そし

て、かれが迷わされる者が誰であろうと、

あなたは彼らに対し、かれ （アツラー*) 以

9 7.

浴如〆ゆ;4

^
1 ムハンマド*は真にアッラー*の使徒*である、と記された書のこと（ムヤッサル 291 頁参照)。

2 つまり、このような言葉を発する原因となる、あらゆる信条や考えのこと （アブー•アッ：=

サウード 5:195 参照)。

3 しかし地上の住人は人間であることから、彼らと同種である人間の使徒11が彼らに遣わされたの

である（ムヤッサル 291 頁参照)。家畜章 8-9、111、アル= ヒジュル章 7-8、識別章 7 も参照。
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外のいかなる庇護者も見出すまい。われら
*は復活の日*、彼らを顔を下にした逆様の

状態にし 1、盲目で、哑で、聾の状態のま

ま召集する2。彼らの住処は地獄。それ（地

獄の炎）が収まるたび、われら*は彼らに烈

火を上乗せする3のだ。

98. それが彼らの応報。というのも彼らは、

われら *の御徴を否定し、「一体、骨と化

し、ばらばらになった後で、本当に私た

ちがまさしく 、新たな創造4として蘇ら

されるというのか？」 と言っていたから

なのだ。

99. 一体、彼ら （シルク*の徒）は、諸天と大地

を創造されたアツラー*が、 （彼らの滅亡

後、）彼らと同様の者をお創りになること

がお出来なのを知らなかったのか？ また

かれは，彼らに対して疑惑の余地のない期

限5を設けられたのである。そして不正*者

たちは、（アツラー*の教えの）否定以外を、

拒んだのだ。

施，

^ —
1 預言者*は仰 （おっしゃ）った。「一体、彼 （人）を現世において両足で歩かせられたお方

が、復活の日*、彼を顔で歩かせられることが出来ないなどということがあろうか？（いや、

お出来になるのである。）」（アル=ブハーリー4760 参照)。

2 洞窟章 53、識別章 12-13 などにもあるように、クルアーシ*の複数の箇所で、復活の日*

に不信仰者*が見、聞き、話す描写が登場する。これについては 「彼らが喜ぶようなものを

見たり、根拠のあることを話したり、嬉しいことを耳にしたりすることがない」「これは召

集される時の、一時的な状態である」 などといった解釈がある （アッニタバリー7:5263

参照)。

3 これは婦人章 56 にあるような光景のことを指している、とも言われる （アル=バガウィ

一3:164 参照)。

4 「新たな創造」 については、雷鳴章 5 の同語の訳注を参照。

5 この 「期限」 とは、彼らが死んだり、懲罰にあったりするまでの期限のこと （ムヤッサル

292 頁参照)。
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^
Iゞ S 、少

^
一、V

(使徒*よ、）言ってやるがいい。「もし、

あなた方が我が主*のご慈悲の宝庫1を所

有していたとしても、出費（ゆえの貧困）

を恐れて出し惜しみしたであろう。人間

とは元来、守銭奴なのだから」。

われら*は確かにムーサー*に、明らかなる

九つの御徴2を授けた。ならば（使徒*よ、）

イスラーイールの子ら*に、彼（ムーサー*)

が彼ら（の先祖）のもとに（御徴を携え

て）到来し、フィルアウン*が彼（ムーサ

一*) に対して、「本当に私はまさしく

、あなたが魔術にかけ

られ（て正気を失っ）た者だと思うのだ」

と言った時のことを、尋ねてみよ。

ミ師

^
メU
©ま

] 00

101

ムーサー*よ

Ci；Sレ

^
!ユぷ、しこ

^
人

^
L)b102. 彼（ムーサー*) は、言った。「これらの

もの（九つの御徴）を開眼として下した3

のは、諸天と大地の主*以外の何ものでも

ないということを、あなたは確かにご存

知です。そして、本当に私はまさしく

、あなたが&滅すフイルアウン*よ

る者であると確信しています」。

103. それで彼（フィルアウン*) は、彼ら（イ
わずら

スラーイールの子ら*)を煩わせて、（ム

ーサー*と共に）その地（エジプト）から

追い出すことを望んだ。そしてわれら

は、彼（フィルアウン*) と彼と共にあ

た者全員4を（海で）溺れさせた。

氺

つ

1 「ご慈悲の宝庫」とは、糧の宝庫、あるいは恩恵の宝庫のこと（アル=クルトゥビー10:335参照)。

2「九つの御徴」とは一説に、杖、手、旱魃（かんばつ)、凶作、洪水、イナゴ、虱（しらみ)、

蛙（かえる）、血のこと（ムヤッサル 292頁参照)。高壁章 107-108、130、133も参照。

3 つまり、アッラーの唯一性*を示す証拠として下した、ということ（ムヤッサル 292頁参照)。

4 フィルアウン*の軍勢のこと（前掲書、同頁参照)。
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© ね項

104. また、われら*はその（出来事の）後、イ

スラーイールの子ら*に言った。「その地
1に住むがよい。そして来世の約束（復活

の日*) が到来したら、われら*はあなた

方を皆、一緒くたにして（清算の場に）

連れ出すのだ」。

丸㈣益典105. われら*は、真理と共にそれ（クルアーン
*)を下し、それは真理と共に下った2。そ

して（使徒*よ）、われら*があなたを遣わ

したのは、吉報を伝え、警告を告げる者3と

してに外ならない。

106. また（使徒*よ、われら*は）クルアーン*

を（、あなたに下した）。われら*はそれ

を、あなたが人々に対してゆっくり誦む

ように明確に分け4、徐々に下した5のだ。

107. (使徒*よ、クルアーン*を嘘呼ばわりす

る者たちに、）言うのだ。「それを信じ

よ。あるいは、信じなくてもよい（、い

ずれにせよ、それは変わらず真理なのだ

から）」。本当にそれ（クルアーン*の啓

©ぬ義礙淑

_
示）以前に知識（啓典）を授けられた者

たちは、それ（クルアーン*) が彼らに読

1 「その地」とは、シャーム地方（現在のシリア、パレスチナ周辺地域）のこととされる（ム
ヤッサル 292頁参照参照)。

2 クルアーン*は人々への命令、禁止、褒美、懲罰のために下され、また、真実と正義、改変
からの保護と共に下った（前掲書 293頁参照)。

3「吉報を伝え、警告を告げる」については、雌牛章 119の訳注を参照。

4 つまりクルアーン*を明快なもの、完全なものとし、導きと迷妄（めいもう）、真理と虚妄
(きよもう）をはっきりと分けるものとした、ということ（ムヤッサル 293頁参照)。

5 クルアーン*は明白かつ詳細にされ、完全なものとして仕上げられた。また一度に全部下さ
れたのではなく二十三年（他説もあり）という年月をかけて、折々の出来事や状況に応じ
て徐々に下された（イブン•カスイール 5:127、ムヤッサル 293 頁参照)。識別章 32とそ
の訳注も参照。
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誦されれば、顔1を伏せつつ崩れ落ちてサ

ジダ*する2のだ。

108. そして彼らは、 （こう）言うのである。

「我らが主*に称え *あれ。本当に我らが

主*のお約束3は、まさしく実現されること

になっていたのだ」 。

109. そして、顔を伏せつつ泣きながら崩れ落

ち、 （クルアーン*を聴くことは、）彼ら

に更なる恭順さ4を上乗せする。（読誦の

サジダ*)

110. (使徒*よ、シルク *の徒に）言うがよい。

「アツラー*に祈るがよい。あるいは、

慈悲あまねき *お方に祈ってもよい。（か

れの美名の内の）いずれで呼ぼうと、最

も美しい御名はかれにのみ属するのであ

(り、かれは唯一なのであ）る5。そして

あなたの礼拝を声高にせず、低くもせず、

その中間の道を求めよ6」 。

敗—娜讀ぶ�

©も

^
S蟲㈣錄

1 字義的には 「あご」 のこと。顔を深々と地面につける意味合いが含まれている （イブン•
アーシュール 15:234 参照)。

2 これは啓典の民*の内、クルアーン *を信じてイスラーム*を受け入れた信仰者たちの描写と

される （アル=バガウイー3:167 参照)。

3 クルアーン *を下し、預言者*ムハンマド *を遣わすという、彼らの啓典に示された「お約束」
のこと （アル=ワーヒデイー13:508 参照)。

4 「恭順さ」 については、雌牛章 45 の訳注を参照。

5 —説にこのアーヤ*は、預言者*がアッラー*を、「慈悲あまねき *お方」「慈愛深き *お方」 と

異なる美名で呼びつつ祈っていたのを耳にした不信仰者*が、彼が複数の神に祈っているの

だと誤解したことに関して下った（アッ =タバリー7:5279 参照)。雷鳴章 30 とその訳注、
預言者*たち章 36、識別章 60 も参照。

6 一説にこのアーヤ *は、預言者 *とその教友*たちがマッカ*で密かに礼拝していた時に下っ

た。礼拝でクルアーン *読誦の声を上げれば、それを耳にした不信仰者*らがその悪口を言

い、声を低めすぎれば、礼拝に参加する者たちに聞こえないという状況を避けるため、こ

のようなご命令が下ったのだという （アル=ブハーリー4722 参照)。また別の説では、こ
こでの 「礼拝」 は 「祈願」 のこと （前掲書 4723 参照)。



17.夜の旅章 Aレuゞ 1 -、V
また（使徒*よ）、言うのだ。「子供を持

たず、王権においていかなる同位者もな

く、屈辱ゆえのいかなる庇護者1もないア

ッラー*に、称賛*あれ」。そして、アツ

ラー*の偉大さを称揚*するのだ。

J敗避

^
炎

^
5

1 1 i

1 屈辱から守ってくれる庇護者や、援助者など必要としない、ということ。つまり、かれは

屈辱などからは無縁のお方である（アル=クルトゥビー10:345 参照)。
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^
第 18 章

洞窟章 （アルニカハフ）1

^
5%慈悲あまねく *慈愛深き¥

アツラー*の御名において

③W祕sMiiiそ の 僕 （ム ハ ン マ ド*) に 啓 典（ク ル ア ー ン*)

を お 下 し に な り、そ れ に い か な る 歪 み2 も も

た ら さ れ な か っ た ア ツ ラ ー*に、称 賛*あ れ。

(矛 盾 の な い）ま っ す ぐ な も の と し て （、

そ れ を お 下 し に な っ た）。（不 信 仰 者*た ち

に は）か れ の 御 許 か ら の 凄 ま じ い 猛 威3を

警 告 し、正 し い 行 い*を 行 う 信 仰 者 た ち に

は、善 き 褒 美 （天 国）は 彼 ら に こ そ あ る、

と の 吉 報 を 伝 え る た め で あ る。

. 彼 ら （信 仰 者 た ち）は そ こ に、永 遠 に 留 ま る。

ま た、 「ア ツ ラ ー*は 御 子 を も う け ら れ た」

と 言 っ た 者 た ち に 警 告 す る た め （、ク ル ア

ー ン*を お 下 し に な っ た）。

5. 彼 ら に も、彼 ら の 先 祖 た ち に も、そ れ に つ

い て 何 の 知 識4 も な い。彼 ら の 口 か ら 出 る 言

葉 の、何 と 由 々 し き こ と か。彼 ら は 嘘 を 言

て い る に 外 な ら な い の だ か ら。

I .

2.
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1 マッカ*啓示 （一部のアーヤ*は、マディーナx啓示説もあり）。冒頭と終わりでアッラーの唯

一性*、クルアーン*、預言者*ムハンマド*、復活と清算への信仰が確証され、その中間に、
スーラ*名ともなっている 「洞窟の人々の話」「二つの果樹園の話」「アーダム* とイブリース*

の話」「ムーサー*とハディルの話」「ズル=カルナイン*の話」 といった、信仰と不信仰を教

訓と共に描く説話が挿入 （そうにゅう）されている。また、洞窟章には 「最初の 10 アーヤ*

を覚えると、ダッジャール （末世に出現する偽の救世主）から守られる」（ムスリム 「旅行者

の礼拝とその短縮の書」 257 参照）「最後の 10 アーヤ*を読むと、ダッジャールの試練から

守られる」 （アフマド 27516 参照）「金曜日の夜にそれを読んだ者は、 カアバ神殿* と彼の間

を光が照らしてくれる （アッ=ダーリミー3450 参照)」 などの徳が伝えられている。

2 「歪み」 とは、真理からの逸脱のこと （ムヤッサル 293 頁参照)。

3 こ の 「猛威」 については、家畜章 43 の訳注を参照。

4 「アッラー*には子供がある」 といった主張を裏付ける 「知識J のこと （前掲書 294 頁参照)。
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^
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(使徒*よ、）あなたは彼らの （背き去る）

跡を見て、ひどい悲しみで身を切り裂く思

いであろう。もし彼らが、この話 （クルア

ーン*) を信じないのであれば。

》 步

^̂
を

^̂ ^
6.

本当にわれら*は、地上にあるものを、その

飾りと （、地上の住人の利益と）した。（そ

れは）われら*が、彼らの誰が最も行いが善

いか、試練にかけるため。1

©版、; じ 獅 免そして本当にわれら*は(現世が終わる時)、8.
かなら

そこにあるものを必ずや、まつさらな地面

としてしまうのである。

いや、一体 （使徒*よ、）あなたは、洞窟と

碑文2の人々が、われら*の （他の）御徴よ

りも、驚くべきものだと思ったのか？3

姆 哩㈣f
9.

翊 ぶ 球 我(信仰者の）若者たち4が （、不信仰な民*

からの抑圧を逃れて）洞窟に避難し、 （こ

う）言った時のこと （を思い起こさせよ）。

「我らが主*よ、あなたの御許からのご慈悲

を、私たちにお授け下さい。そして私たち

の状況を、正しくお取り計り下さい5」 。

10.

鱗U

1 「試練」 については、雌牛章 214、イムラーン家章 186、悔悟章 16、蜘蛛章 2、ムハンマ
ド*章 31、王権章 2 とそれらの訳注も参照。

2 「碑文 （ラキーム)」 は一説に 「洞窟の人々」 の名だけでなく 、彼らについての話を書き留

めた碑文のこと。ほかにも、「彼らの名前や宗教などが記録された書」「彼らが逃げた町の

名」「谷の名」「洞窟の上にあった岩の名」「彼らの犬」 といった複数の解釈がある （アル=
ク ル ト ウ ビ ー10:356-358 参照)。

3 人々が洞窟の人々の話を驚いたとしても、天地をお創りになり、それを飾りつけられた後

に砂とされるお方の力を考えてみれば、驚くべきことなどではない （アツ =シャンキーテ

ィー3:205 参照)。

4 彼らはイーサー*の宗教に従ったローマ人とも、あるいはイーサー*以前の時代の人々だと

も言われる （アル= クルトウビー10:359 参照)。

5 彼らは、自分たちが堅固であり、悪から守られるための 「ご慈悲」 と、迷うことなく 、ア
ツラー*のご満悦に適 （かな）う行いへと導いてくれる 「正しさ」 を祈ったのである （ムヤ

ツサル 294 頁参照)。
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11. それでわれら*は長年に渡って、洞窟の中で

彼らの耳を遮った1。

12. それからわれら*は、彼らを目覚めさせた。

(それは）彼らが過ごした期間について、

二派2のいずれがより正しく計算する者か

を、如実に表すためであった。

(使徒*よ、）われら*はあなたに、彼らの消

息を真実のままに語って聞かせよう。本当

に彼らはその主*を信じ、われら*が（真理

の）導きを増してやった若者たちである。

し

^̂ほ̂
^

^
じ乂*スヌ匕

13.

ぞうすう

解：

^
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14. また、彼らが（、偶像崇拝を命じる不信仰

の王の前に）立ち上がり、（こう）言gた

時、われら*は彼らの心を（信仰心で）繫ぎ

とめた3。「我らが主*は、諸天と大地の主*。

私たちは決してかれをよそに、いかなる神
4にも祈ったりはしません。そうすれば私た

ちは確かに、（真実から）逸脱したことを

言ってしまったこと5になります I 。

15. (それから彼らは、互いにこう言い合っ

た。）「これら私たちの民は、かれ（アツ

ラー*) を差しおいて、（アツラー*以外の

ものを）神々とした6。どうして彼らは、自

分たち（のしていること）に対する、明白

な根拠を持って来ないのか？ 一体、アッ

1「耳を遮る」とは、眠らせることを意味する表現。深い眠りは聴覚を遮るため（イブン，

アーシュール 15:268参照)。

2 アッ=シャンキーテイー*によれば、この「二派」は「洞窟の人々の二派」であるとするの

が、大半の解釈学者の見解。アーャ*19も参照（3:208参照)。

3「心を繋ぎとめる」という表現については、戦利品*章 11 の訳注を参照。

4 「神」に関しては、雌牛章 133の訳注を参照。

5 つまり、アッラー*には同位者がいるという主張のこと（ムヤッサル 294 頁参照)。

6「神々」については、雌牛章 133の訳注を参照。
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、八

ラー*に対して嘘を捏造する者より、ひどい

不正*を働く者がいようか？
あが

it?16. あなた方が彼らと、彼らf 崇めているアツ

ラー*以外のものから離別するためには、

(あなた方の主*だけを拝*すべく、）洞窟

に避難せよ。あなた方は、あなた方の

ためにそのご慈悲から豊富に与えられ、あ

なた方の状況をあなた方に便宜よく取り

計らって下さろう」。

(そして彼らが洞窟に避難した時、アツラ

一*は彼らを眠らせ、お守りになった。）あ

なたは太陽が昇った時には、それが彼らの

洞窟から右側に傾き、沈んだ時には、左側

へと彼らをよけるのを見る1。彼らは、その

中の（中央の）広い所にいたのだ。それは

17.

パ々 gwi'
。匕ふ

^̂
おちから

アツラー*の（御力を示す、）御徴の一つ

である。誰であろうと、アツラー*がお導き

になる者こそは、（真実へと）導かれた者。

また、かれが誰かを迷わせるならば、あな

たはその者に、正道へと導くいかなる

庇護者も見出すまい。

路

^
4以

©⑶�趨ぬ

^
e

また、あなたは彼らが眠っているにも関わ

らず、目覚めているように思うであろう。
そして、彼らの犬が（洞窟の）入り口で両

の前足を伸ばしている中、われら*は彼らを

右に左に転がした2。もし彼らを見たら、あ

18.

1 アッラー*は彼らに、その入り口の方向が、いかなる時間帯においても日差しの入らないよ

うな洞窟を用意して下さったのだという説と、洞窟に日差しが入らないよう、アッラー*

が太陽を逸（そ）らして下さったのだ、という説がある。また洞窟内の広場は風通しもよ

く、適当な涼しさであったとされる（アル=バガウイー3:183参照)。

2 定期的に転がされることで、体が地面に侵食されなかったのだという（ムヤッサル 295

頁参照)。
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きびす

なたは彼らから逃げて踵を返し、彼らに対

する恐怖で一杯になったであろう。

制從ス
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19. (彼らを長年に渡って眠らせ、守ったの

と）同様に、われら*は彼らを（昔と何の変

わりもない状態で）目覚めさせた。（それ

は）彼らが互いに、尋ね合うようにするた

めであった。彼らの内のある者は言った。

「あなた方はどれ位（眠って）過ごしたの

か？」彼ら（の内のある者たち）は言った。

「一日か、一日足らずを過ごしたのだ」。

彼ら（の内の別の者たち）は言った。「あ

なた方の主*が、あなた方の過ごした期間を

最もよくご存知である（のだから、その知

識はアツラー*に委ねよ）。（それよりも、）

あなた方の内の誰かを、あなた方のこの銀

(貸）と共に町へ遣わし、誰が（町の中で）

一番清い食べ物1を持っているかを調べさ

せ、そこから糧（としての食料）を持って

来させるのだ。そして（買い物の際には、

私たちのことがばれてしまわないよう）細

心の注意を払わせ、あなた方のことを誰に

も、決して感づかせないようにせよ。

20. 本当に彼らが、もしあなた方のことを知

たならば、あなた方を（石で）打ち殺

す2か、あるいはあなた方を彼らの宗教へ

と戻してしまうだろう。そしてそうなれ

ば、あなた方は断じて、永遠に成功する

ことはあるまい」。

ウ

1 目覚めた後、彼らは空腹に襲われたのだという。「一番清い食べ物」とは、最も合法なもの。
町の民は偶像の名において、家畜を屠（ほふ）っていたが、中には信仰を隠している者も

いたのだという。ほかにも、「最も祝福の多い食べ物」「最もよい食べ物」「最も安い食べ物」
といった解釈もある（アル=クルトゥビー10:375参照)。

2「(石で）打ち殺す」については、フード*章 91 内の同表現の訳注も参照。
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(彼らを長年の眠りに落とし、それから

目覚めさせたのと）同様に、われら *は彼

らを （その時代の人々に）発見させた 1。

(それは）彼ら （発見者ら）が自分たちの

間で彼らの問題2について言い争っている

時、彼らが （復活という）アツラー*のお

約束は真実であり、（復活の）その時 （の

到来）には疑惑の余地がないことを知るた

めであった。そして彼ら （発見者ら）は（、

洞窟の人々が死んだ後）、言った。「彼ら

の （洞窟の）上に、（入り口を塞ぐ）建物

を建てよ3——彼らのことは、彼らの主が

最もよくご存知である4——」 。彼らの諸

事に発言力のある者たちは、言った。「私

21,

かなら

たちは必ずや、彼らの （場所の）上にマ

スジド*を建てよう5」 。

1 一説に、町に遣わされた者が買い物に使った古い時代の銀貨が、彼らが発見されるきっか

けとなった。また、彼らが目覚めた時代の王は信仰者で、町に買い物に来た者と共に洞窟

へ行って出来事の真相を確認したとされる （アツ=タバリー7:5317-5318 参照)。アル=

クルトウビー*によると、大半の伝承は、この時に洞窟の人々は死んでしまったとしている

(10:379 参照)。

2 一説に当時の人々の間では、死後に魂だけが復活するのか、それとも魂が肉体を伴って復

活するのか、議論の種になっていた。しかしこの出来事の後、後者の説が確証された （前

掲書 10:378-379 参照)。

3 「建物を建てる」 理由としては、「彼らの痕跡 （こんせき）を消すため」「彼らの遺体や、

その砂などを、盗難から守るため」「洞窟の目印とするため」といった諸説がある （イブン *

ジュザイ 1:506 参照)。

4 この挿入句の意味については、「洞窟の人々について、ああでもないこうでもないと議論し

ていた、預言者*ムハンマド*の時代の啓典の民*に対する、アツラー*の御言葉」 とか、「洞

窟の人々の状況に関する議論の末に行き着いた、発見者らの言葉」とかいった説がある（ア

ル=カースイミー11:4036 参照)。

5 彼らとその出来事を記念し、かつそこでアツラー*を崇拝*するためのマスジド *のこと。尚

このことは、墓の上にマスジド*を建てることの容認を意味するわけではない （アツ =サァ

ディー473 頁参照)。預言者*ムハンマド*は、預言者*や偉人たちの墓をマスジド *とするこ

とを特に強く禁じた （アル=ブハーリー434-437 参照)。
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彼ら （洞窟の人々に関し、ああでもないこ

うでもないと言う啓典の民*) は、言うであ

ろう。「 （彼らの数は）三人で、四人目が

彼らの犬だった」。また、（別の者たちは）

「 （彼らの数は）五人で、六人目が

彼らの犬だった」 。（彼らのいずれも、）

あてずっぽうなのだ。また、 （別の者たち

は）言う。「 （彼らの数は）七人で、八人

目が彼らの犬だったのだ」 。（使徒*よ、）

言ってやれ。「我が主*が彼らの数について、

最もよくご存知。僅かな者しか、彼ら （の

数）について知る者はいない」 。ならば、

彼ら （の数）に関しては表面的な議論1 しか

してはならず、彼ら （啓典の民*) の内の誰

にも、彼ら （の詳細）について教示を讀う
てはならない。

22.

匕！

^^炎 ぶ’!

^
ふ 為

^
Ty&j

奴

^
鋼峰
1

^
4

^
ぶ

吕ワ〇

23. また、 （自分がやろうと決めた）いかな

ることについても、 「本当に私は、明日

それをやろう」 などと、決して言っては

ならない。

、稗 �

命、
但し、アツラー*がお望みならば、（と言い

添えるのであれば)別であるが2。そして（そ

の言葉を言うのを）忘れてしまったら、あ

1 「表面的な議論」 とは、啓示によって知らされた情報のみに留め、深入りしないこと （ム
ヤッサル 296 頁参照)。

2 一説に、ある時マッカ*の不信仰者* らはムハンマド*の正体を確かめるべく 、マディーナ*

のユダヤ教徒*のもとに赴 （おもむ）いて教示を請うた。ユダヤ教徒* たちはムハンマド*

が本当の預言者*かどうかを判別するため、彼にいくつかの質問をするよう命じたが、この
「洞窟の人々」についての話もその中の一つだった。だが預言者*は質問に応じることを約

束した際、「アッラー*がお望みならば」 と言い添えるのを忘れてしまう。その戒（いまし）

めとして、啓示は半月間とだえたとされる （イブン•イスハーク 1:239 参照)。サード章 34
と、その訳注も参照。
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な

^
この主*を念じ 1、（こう）言うのだ。「濟

が主*は私を、これよりももっと正しく導

いて下さるだろう 2」 。

. 彼らは、彼らの洞窟の中で三百年間 （眠っ

て）過ごし、更に九 （年）を上乗せした3。

(使徒*よ、）言ってやれ。「彼らが過ごし

た期間については、アツラー*が最もよくご

存知である。かれにこそ、諸天と大地の

不可視の世界* (に関する知識）は属するの

だから。かれは何とよくご覧になり、お聞

きになるのであろうか！ 取ら (人間）に

は、かれの外にいかなる庇護者もいないの

であり、かれはご自身のご裁決に、誰も干

渉させはしないのだ」 。

(使徒*よ、）あなたの主*の啓典から、あ

なたに啓示されたものを読誦 4せよ。かれの

御言葉にはいかなる変更もなく 、あなたは

かれ以外に、いかなる避難所も見出すまい。

. ま た（ski*よ）、その御顔を望みつつ、

朝に夕に自分たちの主* (だけ）に祈る者た

ちと共に、k酎*せよ5。そして現世の生活

翕、公

25

26.

ふ

^
!

^^̂ts^j b-̂ î

27.

28

l 「アッラー*がお望みならば」 という言葉を言い忘れても、そのことを思い出した時に、そ

う唱 （とな）えること。あるいは何かを忘れた時には、アッラー*を唱念すること。そうす

ればアッラー*は、忘却を遠ざけて下さる （ムヤッサル 296 頁参照)。

2 忘れたことを思い出すことよりも、もっと善いことへ。あるいは彼自身の使徒*性の正しさ

について、洞窟の人々の話よりも更に明白な根拠を授かることへと、導かれること （アル

=パガウィー3:187 参照)。

3 つまり太陽暦では三百年、イスラーム*以前からアラブ人に使用されてきた太陰暦によれ

ば、三百九年。太陰暦は太陽暦に比べ、一年あたり約十一日、百年で約三年少なくなる計

算 （前掲書 3:188 参照)。

4 この「読誦」については、雌牛章 121 の同語についての訳注も参照（アッ = タバリー7:5336

参照)。

5 家畜章 52 とその訳注も参照。
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の飾りを欲して、あなたの眼が#ら（信仰

者たち）から（不信仰者*へと）逸れてしま

うようではならない。また、われら*がその
しようねん みずか

心をわれら*の唱念から遠ざけさせ、自ら
はめつ おちい

の欲望を追及し、その状態が破滅に陥って
したが

しまった者に従ってはならない。

承段知ぶぶ29. そして、言うのだ。「（私が伝えるのは、）

あなた方の主*からの真実。ならば、誰で

も望む者は（それを）信じ、誰でも望む者

は、否定せよ」。本当にわれら*は不正*

者たち{こ、その塀が彼らを包みこむ（、地

獄の）業火を用意しておいたのだから。そ

して、もし彼らが（ひどい喉の渴きゆえに）

救いを求めれば、（煮えたぎった）どろど

ろの油1のような、顔面を焼き寧がす水で
救われ多。その飲み物は何と醜悪であり、

それ（業火）は休息所として、何と忌ま

わしいことか。

30. 実に信仰し、正しい行い*を行う者たち、（彼

らには偉大な褒美がある、）本当にわれら
*は、行いに善を尽くした者2の褒美を無駄

にはしないのだから。

31. それらの者たちにこそは、その下から河

川が流れる永久の楽園がある。彼らはそ

こで、金のブレスレツトで飾りつけられ、

精X5な絹地と重厚な絹地からなる緑色

の衣をまとう3。そこで、寝台にもたれか

② ね ふ'
!

^

654

4#p颁翁
©\12jiclU5

1 その他、「血牆」「高熱で溶けた鉱物」「毒」などといった解釈もある（アルニクルトゥビー

10:394 参照)。また地獄の民の飲み物については、イブラーヒーム*章 16-17、サード章
57、ムハンマド*章 15、出来事章 54-55、消息章 24-25、圧倒的事態章 5も参照。

2「善を尽くす者」については、蜜蜂章 128の訳注も参照。

3 天国の民の衣服については、巡礼*章 23、創成者*章 33、煙霧章 51-53、人間章 12、21
も参照。
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かりつつ。その褒美は何と素晴らしく 、

それ （楽園）は休息所として何と素敵で

あろうか。

(使徒*よ、）彼ら （不信仰者*たち）に、

(一方は信仰者、もう一方は不信仰者*であ

る）二人の男の譬えを挙げてやれ。われら

*は彼らの一方 （不信仰者*) に、葡萄から

なる二つの果樹園を与え、その二つの周り

をナツメヤシの木で囲み、その （二つの果

樹園の）間には作物を実らせてやった。

33. いずれの果樹園もその果実を実らせ、それ

(収穫）に何の不足も齎さなかったし、

われらはその（二つの果樹園の）間から （、

それらに水をやる）川を噴き出させた。

ぬ•灰痴』七邱�

觸㈤

32.

淡與(ぼ

も線

^̂
龄減34. 彼 （不信仰者*) には、収穫1があった。そ

して彼は、その連れ合い （信仰者）と話し

合いながら2、

言った。「私はあなたよりも財産が沢山あ

るし、 もっと強い衆がついている」 。

う ぬ ぼ

(自惚れつつ、）彼 に （こ う）

み ず か

雜 膝 ぬ 狗

^
jdzo

^
lLoO

^
35. そして彼 （不信仰者*) は、自らに不正*を働

きつつ3、自分の果樹園に入った。彼は （その

実りを喜び、）言った。「これ （果樹園）が

絶対に、消え失せてしまうとは思わないし、

(復活の）その時が起きるとも思わない。

そして （信仰者よ、あなたが主張している

ように）、もしも自分が我が主*の御許に戻

ヒ

^©㈤明跳
36.

1 この 「収穫」 は、果実や、その他の財産のこと （ムヤッサル 297 頁参照)。

2 信仰者の男は、不信仰者*の果樹園の主を戒 （いまし）め、アッラー*と復活の信仰へと招

(まね）いていたのだという （アッ =ラーズィー7:463 参照)。

3 つまり不信仰、（アッラー*に対する）反抗、高慢さ、横暴さ、復活の否定という 「不正*」

を働いていた、ということ （イブン•カスィール 5:157 参照)。
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ら さ れ/

^
と し て も、私 は 絶 対 に そ れ （自 分

の 果 樹 園）よ り も 善 い も の を、 （自 分 の）

帰 り 先 と し て 見 出 す の だ1」 。

37. 彼 の 連 れ 合 い （信 仰 者）は、彼 （不 信 仰

者 *) と 話 し 合 い つ つ、 （警 告 し て）言

た。「一 体 あ な た は、あ な た （の父袓ア

ー ダ ム *) を 土 か ら お 創 り に な り 2、そ の

後 に（両 親 か ら の も の で あ る）一 滴 の 精 液

か ら （あ な た を 創 ら れ）3、そ れ か ら （均 整

〇

祕公'

すがたかたち

の 取 れ た 姿 形 の）人 間 と し て 整 え て 下 さ

た お 方 を 否 定 す る の か？つ

翕'
從: 游

。
38. し か し 私 は （、あ な た の よ う な 不 信 仰 の 言

葉 は 言 わ ず、こ う 言 お う）、か れ、つ ま り

ア ツ ラ ー*は 我 が 主*で あ り、私 は 我 が 主 *

に 誰 一 人 並 べ （て 崇 拝* し）た り は し な し、。

39. そ し て、あ な た は ど う し て 自 分 の 果 樹 園 に

入 （り、嬉 し く な）っ た 時、 『 （こ れ は、）

ア ツ ラ ー*が お 望 み に な っ た こ と 4。ア ツ ラ

一*に よ る 以 外、い か な る 力 も な い5』 と 言

1 彼は自分の高貴さ、アッラー*の御許における自分の位の高さゆえ、自分にはそのようなも
のが相応 （ふさわ）しいのだと思い込んでいた （ムヤッサル 298 頁参照)。同様の例とし
て、物語章 78 以降のカールーンの話、サバア章 36、暁章 15-16 とそれらの訳注も参照。

2 アーダム*が土から段階を経 （へ）て創られたことについては、アルニヒジュル章 26 の訳
注を参照。

3 人間の創造の変遷については、巡礼*章 5、信仰者たち章 14 とその訳注を参照。

4 「アッラー*がお望みになったこと （は、実現する）」 という文法的解釈もある （アル= ク
ルトウビー10:406 参照)。

5 誰であろうとアッラー*のご助力とご決定なしには、何においても、僅 （わず）かばかりの
力も有することがない、ということ （アッ =ラーズィー7:463 参照)。預言者 *は 「ラー.
ハウラ•ワ•ラー•クッワタ•イッラー•ビッラー （アッラー*による以外には、いかなる （状
況の）転変も、力もない)」 という唱念の言葉を、「天国の財宝の一つ」 である、と形容し
た （アル=ブハーリー4205 参照)。また、このアーヤ *からある種の先人たちは、「自分の
境遇、財産、子息などで喜びを感じた時には、『アッラー*がお望みになったこと。アッラ

一1こよる以外、いかなる力もない』 と言うべきである」 としている （イブン•カスィール
5:158 参照)〇



し tf 各

^̂
Ojj-w -、八18.洞窟章

わなかったのか？ たとえ、あなたが私を、

自分よりも財産と子女が少ない者と見な

したとしても、

我が主*は私に、あなたの果樹園よりも

善いものを授けて下さ（り1、あなたへ

の恩恵は消滅させられ）るだろう。そし

てかれは、天からそこ（あなたの果樹園）

に懲罰を送られ給い、それはある朝、（丸

㈤絡旅減10 .

鱗

はだか

裸で）つるつるの地面となってしまうた

ろう0

•11. あるいはある朝、その水は（地下に沈ん

で）無くなってしまい、あなたはそれを

求めることが、もはや出来なくなってし

まうだろう」。

こうして、彼（不信仰者*)の果実は全滅さ

せられ、彼はその朝、自分がその（果樹園

の）ために費やしたものゆえに（嘆き悔し

がり）、その両手の平を返した2。それは（葡

萄）棚ごと、崩れ落ちてしまった3。彼は、

(こう）言った。「ああ、我が主* (の恩恵

と御力を認め、かれ）に誰のことも並べて

いなかったら！」

於旗

4 2 .

ぎぶf
43. 彼には、アツラー* (の懲罰）に対して自

みずか

分を助けてくれる集団もなかったし、自ら

(自力で）助かる者でもなかった。

1 「善いものを授かる」のは、来世で、または現世でのこと（アル=クルトウビー10:408

参照)。

2「両手の平を返す」とは、両手を上に上げては、前へと突き出す動作。悲哀を示す表現（イ

ブン•アーシュール 15:327参照)。

3「崩れ落ちる」については、雌牛章 259の訳注を参照。
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そこにおいて庇護は、真実のお方アツラー
*にこそ属する 1。かれは （かれの盟友であ

る信仰者たちにとって）最良の褒美をお授

けになるお方であり、最良の結末を与えて

下さるお方。

(使徒*よ、）彼らに現世の生活の譬えを挙げ

よ。（それは、）われら*が天から降らせる

(M) 水のようなもので、大地の （様々な）

植物は、それと混合（し、茂って互いに混生)

する。そして （やがて）それは、風が吹き散

らす枯れ草となってしまうのだ。アツラー*

は全てのことに、全能なお方である。

. 財産と子供は現世の生活の飾り。そして永

遠に残る正しい行い*2は、あなた方の主*の
御許でより善い褒美をもたらすものであ

り、より善い希望を叶えるものなのである。

47. われら *が山々を動かす3日 （のことを、彼

らに思い起こさせよ）。そして、あなたは

大地が露わになる4のを見る。われら *は彼

1 1.

浴ゆ#て風4

^㈣爲g

45.

415346

1 つまり懲罰の時には、信仰者も不信仰者* も皆、アツラー*へと立ち返り、かれの庇護を求
め、かれに服従する。ユーヌス*章 90-91、赦し深いお方章 84 とそれらの訳注も参照 （イ
ブン•カスイール 5:160 参照)。

2 「永遠に残る正しい行い」 とは、アツ = タバリー*によれば 「来世にまで残り、それゆえに
褒美を授かることになる、全ての正しい行い*」のこと（7:5362 参照)。アツラーの唯一性
*、偉大さ、崇高 （すうこう）さ、全能性を念じることは、その筆頭 （ひっとう）である （ア
フマド 513 参照)。

3 一説に山々は復活の日*、その場所から動かされ、雲が飛ぶように宙を舞い(蟻章 88参照)、
それから崩壊して大地に戻る （出来事章 5-6 参照)、とされる（アル=クルトウビー10:416
参照)。あるいは、砕け散った砂山 （衣を纏う者章 14 参照）となってから、散り散りの羊
毛 （衝撃章 5 参照）のようになり、それから、ばらばらの塵屑 （出来事章 6 参照）となる
(アル=バガウイー5:152 参照)。

4 その日、地表を覆 （おお）っていた山々や木々など、視界を遮 （さえぎ）るものは消失す
る （アツ = タバリー7:5362 参照)。また、これら復活の日*の天変地異の様子については、
ター•ハー章 1〇5-107,山章 9-10、出来事章 5-6、真美章 13-15、階段章 8-9、消息章 20、
巻き込む章 3、衝撃章 4-5 なども参照。
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^
5—< -NA

らを （清算の場へと）召集し、彼らの内

の一人たりとも放ってはおかない。

そして彼らは列をなして、あなたの主*へと

差し出される。（かれは、仰せられる。）

48.

よみがえ

「あなた方は確かに （蘇らされ）、われ

ら*があなた方を最初に創った時のように、

われら*のもとに一人きりでやって来た 1。

いや、あなた方 （復活の否定者たち）は、

われら*があなた方に （復活と報いの）約束

を果たす時など、定めはしないだろうと思

い込んでいたのだ」 。

も•知Uぬ

49. そして、 （現世での行いの）帳簿が （各人

の右手、あるいは左手に）置かれ2、あなた

は罪悪者たちが、そこにあるもの3ゆえに怯

え て、 （こ う）言 う の を 見 る。「あ あ、我

らが災いよ！4 (罪の内、）小さいことも

大きいことも （記録して）数え上げずには

おかない、この帳簿は一体どういうことな

のか！？」 彼らは、自分たちが （現世で）

行ったことをありありと目にする。あなた

の主*は誰にも、不正*を働いたりはしない

のだ〇 5

1 家畜章 94 とその訳注、預言者*たち章 104 も参照。

2 復活の日*に帳簿が渡されることの意味については、高壁章 8 の訳注を参照。帳簿が渡

される時の様子については、夜の旅章 13-14、71、真実章 19-29、割れる章 7 以降な

どを参照。

3 帳簿に記された、彼らが現世で行った悪行のこと （アツ =タバリー7:5363 参照)。

4 この表現については、食卓章 31 「我が災いよ！」 の訳注を参照。

5 同様の意味のアーヤ* として、婦人章 40、高壁章 8 とその訳注、預言者* たち章 47、ルク

マーン章 16、地震章 7-8 なども参照。
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}̂ j ん 3i

われら*が天使" たちに、「アーダム*にサジタ''*

せよ」 と言い、彼らが（全員）サジダ*1 した時

のこと （を思い起こさせよ）2。但しイブリー

ス*は、 だった。彼 （イブリース*) はジン*

の類いで、自らの主*のご命令に対して放逸だ

ったのだ。（人々よ、）一体あなた方は、彼

(イブリース*) と彼の子孫を、われをよそに

盟友とするのか？ 彼らはあなた方の敵だと

いうのに。（アツラー*への服従をよそに）不

正*者たちが代わりとするもの（シャイターン*

への服従）は、何と醜悪であろうか。

51. われは諸天と大地の創造にも、彼ら自身の

倉IJ造にも、彼ら（シャイターン* とその子孫）

を立ち合わせ （て、それを手伝わせ）たり

はしなかったし、 もとより、迷わせる者た

ちを補佐役としたりもしなかったのだ （、

それなのに、なぜわれら*をよそに、彼らを

盟友とするのか？）。

50.

麵j5

を
、れ（アツラー）が（シルク*の徒に、こう）

仰せられる （復活の）日のこと （を思い起

こさせよ）。「あなた方が（崇拝*における、

われの同位者だと）主張した、わが同位者

たちを呼んで（、懲罰からの助けを乞うて）

み よ」 。そ れ で 彼 ら は、彼 ら （ア ツ ラ ー*

の同位者としていたもの）のことを呼ぶも

のの、応じることはない。われら*は彼らの

間に、破滅の場をもうけたのだ3。

52.

1 このサジダ*については、雌牛章 34 の訳注を参照。

2 この出来事の詳細に関しては、雌牛章 34-39、高壁章 11-25、アルニヒジュル章 28-42、
夜の旅章 61-65、ター•ハー章 116-123、サード章 71-83 なども参照。

3 その日、シルク*の徒と彼らがアツラーの同位者としていたものとの関係は絶たれ （家畜章 94、

マルヤム*章 81-82、砂丘章 5-6 なども参照）、その代わりに破滅が訪れる。また一説にこの 「破

滅の場」 は、謝獄の谷の名称 （イブン•カスィール5:170 参照）。
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. 罪悪者たちは

_
表を目にし、彼らがそこに

入る身の上であることを確信する。そして

彼らは、そこからのいかなる逃げ道も見出

すことがない。

われら*は確かに、このクルアーシ*の中で

©い
53

翕私

5-1.

あらゆる譬えを、人々に対して多彩に示し

た。そして人間はもとより、最も議論ばか

ら

りしている生き物である。
とうらい

55. 人々に導き 1が到来した時、信仰し、自分

たちの主*にお赦しを乞うことから阻ん

だのは、昔の人々 （に対するアツラー*)

の摂理2が自分たちに訪れること、または

懲罰が彼らの眼前に訪れる （のを、彼ら

が自ら要求した）こと以外の何ものでも

なかった。3

そして、われら*が使徒*たちを遣わすのは、

吉報を伝え、警告を告げる者4 としてに外な

らない。けれども、不信仰に陥った者*た

ちは真理を消し去るべく、虚妄によって議

論する5。わが御徴 6と、彼らが警告された

もの （懲罰）を嘲笑の的としつつ。

ぶ41�滅�

56.

1 この 「導き」 とは、クルアーン*と共に到来した預言者*ムハンマド*のこと （ムヤッサル

300 頁参照)。

2 「昔の人々の摂理」 に関しては、戦利品*章 38 の同語についての訳注を参照。

3 不信仰者*というものは過去でも現在でも、明らかな証拠を眼前にしながらも真理を否定す

るものであり、自分たちが警告されている懲罰を実際に見せてみよと要求することで、真

理への服従から阻まれてしまうものである。戦利品*章 32、アル= ヒジュル章 6-7、詩人

たち章 187、蜘蛛章 29 なども参照 （イブン•カスィール 5:172 参照)。

4 この 「吉報」 と 「警告」 については、雌牛章 119 の訳注を参照。

5 これは夜の旅章 94、金の装飾章 31 にあるような議論のこととされる （アル：=パガウィー

3 : 201 参照)。

6 この「御徴」 は、使徒*がもたらした明白な証拠と、奇跡のこと （イブン•カスィール 5:172

参照)。
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57. 自分の主*の御徴によって戒められてか

ら、それに背を向け、自分の手が行$た

(醜悪な）物事を忘れてしま（い、悔悟

しなか）った者よりも、ひどい不正*を働

く者があろうか？ 本当にわれら*は、彼

らがそれ（クルアーン*)を理解できない

ように、彼らの心には覆いを、その耳に

は重しをかけたのだ1。たとえあなたが彼

らを導きへと招いても、それでも彼らは

永遠に導かれまい2。

4一はi58. あなたの主*は、赦し深いお方、，悲の主。
もしかれが、彼らが稼いだもの（罪）ゆえ

に彼らをお咎めになれば、彼らに対する懲

罰をお急ぎになったであろう。（だが、ア

ッラー*は懲罰をお急ぎにはならない、）

いや、彼らには、彼らがそこから逃げ場を

見出すことがない、（決められた）約束3が

あるのだ。

�

^
J=

^
\ぬ滅59. また、それらの町 （々の人々4) は、（不信

仰という）不正*を働いた時、われら*が滅ぼ

した。そしてわれら*は彼らの滅亡に、約束

の期限を定めておいたのである。

60. ムーサー*がその従者5に、（こう）言っ

た時のこと（を思い起こさせよ）。「私

は二つの海が交わる場所に着くまで、あ

1 丨耳に重しをかける」については、家畜章 25を参照。また、雌牛章 7の訳注も参照。

2 これは彼らの内、信仰することがないとアッラー*がご存知である民のこと（アル=バガウ

ィー3:201 参照)。

3 この「約束」には、「死」「来世での懲罰」「バドルの戦い*」といった解釈がある（イブン.
ジュザイ 1:513参照)。

4 アード*、サムード*、ルート*の民、シュアイブ*の民などを指す（ムヤッサル 300頁参照)。

5 この従者の名は、ユーシャウ•ブン•ヌーン（アル=ブハーリー122参照)。
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るいは長時間歩み続けるまでは、（旅を)

やめない」 。1

©仏成知逾
61. それで二つ （の海）が交わる場所に到着し

(、岩に腰を下ろし）た時、彼ら二人は自
たずさ

分たちの （食事として携えてきた）魚を忘

れてしまった。そしてそれ （魚）は、 （生

き返って海に潜って行き、）海中の、 トン

ネルの道を進んで行った。2

62. そして二人が （その場所を）離れ （て、翌

日まで旅を続け）た時、彼 （ムーサー*) は

従者に言った。「私たちの昼ご飯をよこし

なさい。私たちは、この旅で、本当にくた

びれてしまったのだから」 。

㈣�s'M
齡ズ4私邀

63. 彼 （従者）は、言った。「ご覧になりまし

たか？3 私たちが、岩に身を寄せた時のこ

とです。本当に私は、魚 （のことをあなた

に伝えるの）を忘れてしまいました——私

にそれを思い出すことを忘れさせたのは、

1 ある時ムーサー*は 「あなたより有識な者はいますか？」 と人に尋ねられ、「いない」 と答

えた。だがアツラー*から、「二つの海が交わる場所」 にいる 「ハディル」 はもっと有識で

あり、（食事用の）魚をかごに入れて持って旅したならば、それを失くした時に、彼に会う

ことが出来る旨を啓示され、ムーサー*は彼を探す旅を始める（アルニブハーリー122 参照)。
尚、ハディルは全てにおいてムーサー*よりも有識なのではなく 、ある出来事についての詳

細な規定や、特定の事件に潜 （ひそ）む英知において、彼よりも有識だったのだとされる

(アルニクルトウビー11:1〇参照)。

2 一説に、二人は岩の上で眠ったが、そこには 「生命の泉」 があり、塩漬けだった魚はそれ

に触れて生き返り、海に飛び込んだのだという。魚の周囲の水はアーチ状になり 、泳いで

行った道はその後も水で塞 （ふさ）がれなかった。従者は目覚めてそれに気づいたが、そ

のことをムーサー*に告げるのを忘れてしまった （イブン•カスィール 5:174-175 参照)。
尚、魚のことを忘れたのは従者だが、「魚を旅の荷物として共有していた」 ことから、「忘

れた」 の主語が二人に帰されている （アツ = タバリー7:5380 参照)。

3 従者は、アツラー*の御力を示す、忘れがたいような凄い出来事を目にしながら、それを伝

えるのを忘れてしまっていた。この 「ご覧になりましたか？」 とは、その事実についてム

ーサー*に驚きを求める表現 （アツ = シャウカーニー3:412 参照)。
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シャイターン*に外なりません

て、それ （魚）は驚くべきことに、 （生き

返って）海中の （トンネルの）道を進んで

行ったのです」 。

。そし

64. 彼 （ムーサー*) は、言った。「それが、私

たちの求めていたもの1」。$れで二人は自

分たちの（歩んできた）跡を迪りつつ、（岩

まで）引き返した。

6

^
5娜秘⑬浴65. そして二人は （そこに）、われら*がわれら

*の御許から慈悲を授け、われら*の御許か

らの知識を与えた、われら*の僕たちの内

の一人である僕 （ハディル）を見つけた。

66. ムーサー*は、彼に（挨拶した後、）言った0

「あなたが、（アツラー*から）あなたに教

示されたものの内からの導きを、私に教え

て下さることを前提に、あなたについて行

てもよろしいでしようか？」

\

ウ

©1

^
為

^
67. 彼 （ハディル）は、言った。「絶対にあな

たは、私との同伴に耐えることが出来ない

だろう。

68. そしてあなたは、（アツラー*が私に教えて

下さったことの内、）自分が熟知してもい

ないことに関し、どうやって忍耐*するとい

うのか？」

69. 彼 （ムーサー*) は、言った。「あなたはテム
アツラー*がお望みならば——忍耐

*ある者であることを見出すでしようし、私

は （あなたの）命令において、あなたに逆

らいません」 。

が、

1 それを 「求めていた」 理由については、アーヤ*60 の訳注を参照。
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あおが

^̂
碑彼 （ハデイル）は、言った。「では、もし

私について来るなら、 （あなたが否認する

ような）いかなることに関しても、私に質

問してはならない。私があなたに、 （あな

たから質問される前に）それについて説明

するまでは」 。

70.

71. 二人は出発した。やがて二人が船に乗 （せて

もら）った時、彼 （ハデイル）はそこに穴を

空けた。彼 （ムーサー*) は言った。「一体

あなたは、その人々を溺れさせるために、そ

こに穴を空けてしまったのですか？ あなた

は確かに、大層なことをしでかしました1」 。

©ぬ 加72•彼 （ハディル）は、言った。「一体、私は、

『絶対にあなたは、私との同伴に耐えること

が出来ないだろう』 と言わなかったのか？」

心

73• 彼 （ムーサー）は、言った。「忘れてしま

たことについて、私を咎めないで下さ

い。そして私の物事2において、私に困難を

課さないで下さい」 。

〇

74. 二人は出発した。やがて二人が一人の少年

と会い、彼 （ハディル）が彼 （少年）を殺

した時、彼 （ムーサー*) は言った。「一体

あなたは、誰か一人 （の命）の代償として

でもなく 3、無垢な人間を殺してしまったの

ですか？ あなたは確かに、認められない

事をしでかしました」 。

1 船の人々はハディルへの敬意ゆえ、代金を取らなかったのだという （アル=ブハーリー

4725 参照)。

2 「私の物事」 とは、ハディルからの学習を指す （ムヤッサル 301 頁参照)。

3 つまり殺人者に対しての、死刑による報 （むく）いでもなく、ということ （前掲書同頁参

照)。雌牛章 178-179 の、キサース刑についての説明も参照。
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魂』獅75. 彼 （ハデイル）は言った。「一体、私はあ

なたに、 『絶対にあなたは、私との同伴に

耐えることが出来ないだろう』 と言わなか

つたのか？」

ps^
] 成 公

76. 彼 （ムーサー*) は言った。「この後もし、

私があなたに何か尋ねることがあれば、私

と同伴しなくても結構です。あなたは私に

関して、既に侗伴を断る）弁解 （の理由)

を見つけたのですから」 。

\y\̂ \^Ĵ \

Jlsj

こうして二人は出発した。そして、ある町

の民のところに行き着いた時、二人はその

民に食事 （によるもてなし）を乞うたが、

彼らは二人をもてなすことを拒んだ。する

と二人はその （町の）中に、今にも崩れ落

ちそうな壁を見つけ、彼 （ハデイル）がそ

れを直した。彼（ムーサー*) は言った。「も

しお望みなら、あなたはそれで見返りを得

ることが出来ましたのに」 。

77.

�ヒ給ゼぬIliM
©lii7 知匕>

78. 彼 （ハデイル）は言った。「これが私とあ

なたの、別れ （の時）だ。あなたが我慢で

きなかったことの解釈を、あなたに語って

聞かせよう。

4 5 じ、
79. あの船はといえば、それは （それを手段に)

は た ら

海で働く貧しい者たちの物であった。それ
き ず も の

で、私はそれ （船）を傷物にしようとした

のだ。というのも彼らの行く手には、 （正

常な）あらゆる船を強奪する王がいたから。

また、あの少年はといえば （、アツラー*

は彼が不信仰者*となることをご存知であ

つたが）、その両親が信仰者だったので、

80.
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私たち1は彼が、二人 （両親）にひどい放埒

さと不信仰を強いること2を恐れた。

81. それで私たちは、二人の主*が彼らに、彼よ

りも方正さに優り、より慈悲深い者3を、代

わりに授けて下さることを望んだのだ。

82. また壁はといえば、それは町の孤児であ

る、二人の少年のものであった。そしてそ

の下には、二人のための財宝があり、二人

の父親は正しい*人であった。それであなた

の主は、二人が成熟し4、自分たちの財宝

を掘り出すことを、あなたの主からの （彼

らに対する）ご慈悲として、お望みになっ

たのだ。そして （ムーサー*よ、）私はそれ

(ら）を、自分の一存でしたわけではない
5。それが、あなたが我慢することの出来な

かったことの、解釈である。」

. また （使徒*よ）、彼らはあなたに、ズル=

カルナイン*について尋ねる。言え。「私は

彼について、あなた方に教訓を誦んで聞か

せよう」 。

翕成ねヌ矣

83

1 ここでハディルが 「私たち」 と言っているのは、アラビア語特有の表現によって、自らの

尊厳を誇示している （頻出名•用語集 「われら*」 も参照）わけではなく、「アッラー*こそ

が、彼にそのことをお教えになったこと」 を示す、ハディルの謙虚さを表しているのだと

いう （イブン•アーシュール 16:13 参照)。

2 我が子への愛情ゆえに、両親までもが不信仰に追いやられてしまうこと （イブン•カスィー

ル 5:185 参照)。

3 あるいは、「より親孝行で、親類の絆 （きずな）を大事にする者」（アル=パガウィー3:210
参照)。

4 この 「成熟」 とは、成人*することであるとされる （イブン•カスィール 5:187 参照)。「成

人*」 については、婦人章 6 の 「結婚」 についての訳注を参照。

5 ハディルはこれらのことを、アッラー*からのご命令のもとに行ったのである （ムヤッサル

302 頁参照)。



18. 洞窟章 〇 ぅ ド ー

84. 本当にわれら*は、地上において彼のために

手はずを整え、あらゆることに関する手段
1を彼に授けた。

85. それで彼は、手段に則っ （て、それを駆使

し）た。

86. こうして太陽が沈む土地に到達した時、彼

はそれ （太陽）が （煮えたぎる）黒い泥の

泉へと沈むのを見出し2、そこである民を発

見した。われら *は言った。「ズル=カルナ

イン*よ、（彼らの内、信仰しない者を）罰

翕匕

，さ

七

^
を

、
j\la^ojjo〇\ \2

^み ち び

するか、あるいは彼ら （を導くため）に善

くしてやるのだ」 。

Cf̂ S\87• 彼 （ズル=カルナイン*) は、言った。「不
は た ら

正*を働く者については、私たちが罰を下

そう。それからその者は、自分の主*の御許

へと戻らされる。そしてかれは、忌まわし

い懲罰でその者を罰せられるのだ。

齡�Ate
88. また、信仰し、正しい行い*を行う者といえ

ば、その者には褒美として最善のもの （天
国）がある。そして私たちは私たちの命令

において、彼に易しい言葉を用いよう」 。

89. それから彼は （東へと）、手段に則っ （て、

それを駆使し）た。

ん3、
逆；ぎ漆90. そして太陽が昇る場所に着いた時、彼はそ

の ぼ み い だ

れ （太陽）が、ある民の上に昇るのを見出

1 この 「手段」 に関しての詳細を語る、信頼性のある伝承はない。しかしそれが、それによ
って強大な大軍が秩序をもって行進し、敵を征圧し、大地の方々へと到達することを可能
にさせた、非常に強力な内的•外的手段であったことに間違いはない （アッ =サァディー

485 頁参照)。

2 「太陽が黒い泥の泉に沈む」ように見えたのであり、実際にそこへ沈んだわけではない（ア
ル=クルトゥビー11:50 参照)。
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した。われら*はそれ （太陽）に対して、彼

らにいかなる覆いも与えなかった1。

(事は）このような次第であった。われら

切確かに、彼に備わっていたもの2を熟知

していたのである。

91.

，碑それから彼は （また別方面に向かい）、手

段に則っ （て、それを駆使し）た。

92.

知 ん；S 膝93. そして （行く手を）阻む二つのもの （山）

に着いた時、その手前3に、 （自分たち以

外の）言葉をほとんど理解しない民を発

見した。

谷 驅 鄕」W
94. 彼らは言った4。「ズル= カルナイン*よ、

本当にヤアジユージユとマアジユージ
ふ は い は た ら

5は、地上で腐敗*を働いています。あな t；為��離
たに報酬を差し上げますから、私たちと

彼らの間に障壁を築いては頂けないで

しようか？」

95. 彼は言った。「我が主*が私に与えて下さっ

たものの方が、 （あなた方の財産）より善

いのである。それでは、私に力を貸しなさ

い。あなた方と彼らの間に、高壁を築いて

あげるから」 。

み\多，〆，夕〆’〆〆と

^
，〆 T〆，

^
1 この 「覆い」は、建物や木など、太陽の光を遮 （さえぎ）るものとされる （ムヤッサル 303

頁参照)。

2 ズル=カルナイン*の徳や、偉大な手段の数々のこと （前掲書、同頁参照)。

3 「手前」 でなく 、「向こう」 という解釈もある （アル=クルトウビー11:55 参照)。

4 ズル=カルナイン*は、彼が授かった 「偉大な手段」の一つとして、彼らの言葉を理解する

知的手段を備えていたという （アッニサアディー486 頁参照)。

5 「ヤアジュージュとマアジュージュ」 は、二つの強大な人類集団であると言われる （ムヤ

ッサル 303 頁参照)。アーヤ*98-99、預言者ブこち章 96-97 も参照。
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(ズル=カルナイン*は、彼らに言った。）

「鉄片を私によこしなさい」 。そして山

と山の間を （それで）平坦にすると、言

た。「（火を起こして、ふいごを）吹け」。
そしてそれ （鉄片の山）を火にすると、

言った。「溶けた銅を私によこすのだ。
そこに、注ぎ込むから」 。

こうして彼ら （ヤアジ fi ージユとマアジ

ージユ）は、それ （高壁）を越えるこ

とも出来ず、それに （下から）穴を開け

ることも叶わなかった。

彼 （ズル=カルナイン*) は言った。「こ

れは、我が主*からのご慈悲。そして我が

主*のお約束 1 が到来すれば、かれはそれ

(高壁）を真っ平らにされる。そして我

が主*のお約束は、もとより真実なのだ」。

また、われら *は彼ら （ヤアジユージユと

マ ア ジ ユ ー ジ ユ）をその日、次から次へ

と押し寄せ、入り混じるがままにさせる。
そして角笛2が吹き鳴らされ、われら*は彼

ら （人々）を一斉に召集するのだ。

100. また、われら *はその日、不信仰者*たち

に地獄をまざまざと見せる。

(彼らは）われら *の教訓から、その眼を

覆われていた者たちであり、聞くことも

出来なかったのだ。3

96.

ウ

97.

二

98.

99.

鱗1

^
5

1()1 .

1 復活の日*、あるいはヤアジユージユとマアジユージユが障壁の向こうから出現する時のこ
と （アル=クルトウビー11:63 参照)。預言者*たち章 96 も参照。

2 これは、復活を知らせる角笛のこと （ムヤッサル 304 頁参照)。家畜章 73 の訳注も参照。
3 関連する内容として、雌牛章 7、フード Y章 20 とその訳注も参照。
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おちい

じ

^̂
一体不信仰に陥った者*たちは、われを差102.

しもべ

しおいて、わが僕たちを庇護者としよう

と思っていたのか？1 本当にわれら*は地

獄を、不信仰者*たちの御もてなし2として

用意しておいたのである。

(使徒*よ、）言うがよい。「あなた方に、

行いにおける最大の損失者について教え

ようか？

も猫��0»103.

(彼らは、）自分たちが善い仕事をして

いると思いつつ3も、 （実は）現世の生活

での自分の努力が、徒労になってしま

ている者たち」 。

それらの者たちは、自分たちの主*の御徴

と、 （来世における）かれとの拝謁を否

定し、それでその行いが無駄になった者

たち。それでわれら *は復活の日*、彼ら

に僅かばかりの価値も認めないのだ。

それは彼らが不信仰に陥り、わが御徴と

わが使徒*た与を嘲笑の的としていたこ
とゆえの、地獄という彼らの応報である。

107. 本当に、信仰し、正しい行い*を行う者た

ちには、御もてなしとしてフィルダウス

の楽園4がある。

1 ()4.

つ

105.

ぶふ ぬ雖106.

l つまり彼らは、アツラー*を差し置いて自分たちの庇護者としていたものが、自分たちを益

したり、害したりすると思い込んでいた （アツ =サアディー487 頁参照)。

2 「御もてなし」 の原語は 「ヌズル」 で、滞在者や客をもてなすためのもの。ここでは修辞

的意味から、彼らへの蔑 （さげす）みとして、懲罰に対して用いられている （イブン•アー

シュール 15:141 参照)。

3 「善い仕事」 と思っていることでも無駄 （むだ）になるのだから、彼ら自身が 「無意味な

物事」 と分かっていることは、尚更である （アツ =サアディー487 頁参照)。

4 天国の楽園にも、様々なランクがある。「フィルダウス」 はその中でも、最高の場所とされ

る。預言者*ムハンマド*は仰 （おっしゃ）った。「アツラー*にお願いするのなら、フィル

ダウスをお願いせよ。実にそれは天国の最も中心部、最高部にある。その上には慈悲あま

ねき*お方の御座 （みくら）が見え、そこから天国の河川 （かせん）が噴 （ふ）き出してい

るのだ」 （アル=ブハーリー2790 参照)。
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、入

(彼らは）そこに永遠に留まり、そこか

ら （いかなる別の場所にも）移されるこ

とを望まない。

(使徒*よ、）言ってやれ。「もし海が、

我が主*の御言葉 （を書き写すため）のイ

ンクであったとしたら、我が主*の御言葉

が尽きる前に、海は枯れ果ててしまった

であろう。たとえ、われら*がそれと同様

のものをもう一つ、補充分として持って

来たとしても」 。1

(使徒*よ、）言え。「私は、 『あなた方

の （真に）崇拝*すべきは、ただ一つの神
2』 と啓示が下されている、あなた方と同

様の一人の人間に過ぎない。それで自分

の主* との拝謁を望む3者は、正しい行い*

に励み、自分の主*の崇拝*において、い

かなるものも並べてはならない4」 。

108.

109.

切
'你'姆�&] 10.

1 「アツラー*の御言葉」 は、かれの属性 （ぞくせい）の一つであり、無限かつ人の想像を超

えるものである （アツ =サアディー488 頁参照)。ルクマーン章 27 も参照。

2 同位者のいない、崇拝*すべき唯一の存在であるアツラー*のこと （前掲書 489 頁参照)。

3 この「望む」 という語には、「恐れる」 という意味もある （アル=パガウィー3:222 参照)。
ユーヌス*章 7 「望まず」 の訳注も参照。

4 つまりシルク*を犯してはならない、ということ。
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第 19章

マルヤム*章1

慈悲あまねぐ慈愛深き*

アツラー*の御名において

ニシ

©<1 - カ ー フ . ハ ー •ヤ ー •ア イ ン •サ ー ド2。

2 (これは、）その僕ザカリーヤー*に対する、

あなたの主*のご慈悲の叙述。

3. 彼が自分の主*を、ひそやかに呼んだ時の ©を5V45鋼
こ と。3

其爲ck也匕％除3�1. 彼は申し上げた。「我が主*よ、本当に私の

骨は脆くなり、頭は白髪だらけになってし

まいました4。そして私は——我が主*よ——

( これ以前）、あなたへの祈願において、

不幸な者ではありませんでした5。

轉㈤

また私の妻は不妊であり、私は自分の （死)

後、身内 （があなたの宗教を達成できない

か も し れ な い こ と）を 怖 れ ま す。で す か ら

私に、あなたの御許から後継者 （としての

子供）をお授け下さい。

5.

1 マッカ*啓示で、学者間の意見はほぼ一致。前半では、過去の預言者*や敬虔 （けいけん）*

な人々にまつわる逸話が、彼らへの賞賛と共に描写される。その中で最も長く 、かつ詳細

に語られているのが、スーラ* 名ともなっているイーサー*の母マルヤム*についてのもの。
後半では、アッラー*の正しい教えに従順であった、このような過去の偉人たちとは対照的

な、シルク *の徒•復活を否定する不信仰者* らへの厳しい警告と、信仰者らへの吉報、アッ

ラーの唯一性* と慈悲深さの説明などが展開されている。

2 この文字群については、頻出名•用語解説の「クルアーンの冒頭に現れる文字群*」を参照。

3 ザカリーヤー*がこの祈願をするに至った背景については、イムラーン家章 37-41 参照。

4 原語では正確には、「頭が白髪で燃え上がった」 という表現が用いられている。元々は黒い

頭が白くなってしまったことが、あたかも墨 （すみ）の塊に火がつき、目映い光が黒い物

体を全体的に覆ってしまうことに譬 （たと）えられているのである （イブン•アーシュール
16:64 参照）。

5 つまり、祈願を叶（かな）えられなかったことはない、ということ（ムヤッサル 305 頁参照)。
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6. 私（の預言者*としての使命）を継ぎ、ヤァ

クープ*の一族 （の預言者 *としての使命）

を継ぐ （後継者を）。そして一一我が主*

、彼を （あなたとあなたの僕たちか

ら）喜ばれる者として下さい」 。

(アツラー*は、天使*を通じて仰せられた。）

「ザカリーヤー*よ、本当にわれら*はあなた

に、ヤヒヤー*という名の男の子についての

吉報を伝えよう。われら*は （彼）以前、誰

もその名で名付けたことはなかった」 。

8. 彼 （ザカリーヤー*) は、申し上げた。「我

が主*よ、私に男の子が出来ましょうか？

私の妻は不妊で、しかも私は老齢で干から

びてしまっていますのに？」

9. 彼 （天使*) は言った。「その通り （だが）、

あなたの主*は、 （こう）仰せられたのだ。
『それはわれにとって、容易いこと。われ

は彼 （ヤヒヤー*) 以前に、（以前は）全く

存在していなかったあなたのことも、確か

に創造したのだ』 」 。

i( ). 彼 （ザカリーヤー*) は、申し上げた。「我

が主*よ、私に （、その吉報が実現するとい

0

^̂よ

7.

ひ、
か

志保が

み し る し

う）御徴をお授け下さい」 。彼 （天使*)

は言った。「あなたの御徴は、あなたが健

常でありながら、三夜の間、人々に話しか

けることが出来なくなることである」 。

n . こうして彼 （ザカリーヤー*) は、ミフラー

ブ1から彼の民のもとに出てくると、彼らに

「朝夕に、 （アツラー*を）称え *なさい2」

と仕草で示した。

1 「ミフラーブ」 については、イムラーン家章 37 の訳注を參照。

2 ヤヒヤー*の誕生が、全ての者にとっての吉報であったことゆえに、アツラー*を称える *

よう命じたのだとされる （アツ =サアディー490 頁参照)。
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12. (そしてヤヒヤー*が誕生し、成長した頃、

アツラー*は仰せられた。）「ヤヒヤー*よ、

啓典 （トーラー*) を真摯に受け取れ1」 。そ

してわれら *は、幼少の彼に英知を授けた。

13. また （われら *はヤヒヤー*に、）われら *

の御許からの慈しみの念と、 （罪からの）

清らかさを（授けた）。彼は敬虔*であった。

また （彼は）、自分の両親に孝行であり、

尊大でも反抗的でもなかった。

を兵 沿！

^
514 .

15. そして、彼が生まれた日、亡くなる日、生
よみがえ

きて蘇らされる日に、彼に （アツラー*か

らの）平安あれ。2

また （使徒*よ）、啓典 （クルアーン *) の

中で、マルヤム*について語るのだ。彼女が

自分の家族から、東方の場所に身を引いた

3時のこと。

17. そして彼女は彼らを避けて覆いをかけ、わ

れら *は彼女に、われら *の魂 4を遣わした。

すると彼は、非の打ち所のない人間の姿

で、彼女の前に現れた。

W鞠:—》ぶ與16.

1 「啓典を真摯に受け取る」 とは、トーラー*を真剣に受け止め、その暗記、理解、実践に励

(はげ）むこと （ムヤッサル 306 頁参照)。

2 イブン•ウヤイナ*によれば、ここでこれら三つの状態のみが言及されているのは、これら三つ

の瞬間が人間にとって最も不安な状態であるからだという （アッ=タバリー75466 参照)。

3 アル=クルトゥビー*は、彼女はアッラー*の崇拝 *のために、神殿の東部に篭 （こ）もった

のだ、という見解を述べている（11:90 参照)。また一説に、当時の人々にとって東という

方向は、特別な善い意味があった （アッ =タバリー7:5468 参照)。

4 大半の学者は、この 「魂」 をジブリール*と解釈している。ジブリール*がここで 「魂」 と

呼ばれているのは、彼と、彼による啓示の伝達によって、宗教が息吹 （いぶ）くからだと

される。また、それが 「われら *」 というアッラー*の修飾を受けているのは、カアバ神殿*

が 「アッラー*の館」 と呼ばれるように、ジブリール *への栄誉を表しているためとされる

(アルニアルースィー16:75 参照)。
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. 彼女は言った。「本当に私は、慈悲あまね

き *お方 （アツラー*) に、あなた （から災

いを受けること）に対してのご加護を乞い

ます。もしあなたが、（アツラー*を）畏れ

る *お方ならば（、近づかないで下さい）」。

ふルぶ�'岸
18

<3

^
4

^
y6 \ \

^
\

^
19. 彼（ジブリール*) は言った。「私はまさに、

あなたに清らかな男の子を差し上げるた

めの、あなたの主*からの使いなのです」 。

4

^
==

^
ふ、

^^
20. 彼女は言った。「私に、男の子が出来るな

どということがありましようか？ 私には

人一人触れたことはなく 、私はふしだらで

もありませんでしたのに」 。

oM^ /feij
21. 彼は言った。「その通り （ですが）、あな

たの主*は、（こう）仰せられました。『そ

れはわれにとって、容易いこと。そして（そ

れは）、彼 （その男の子）を人々への御徴

1 とし、われら *の御許からの慈悲とするた

めなのだ。（それは）既に定められていた

ことなのである』 」 。

給…3域

^̂
22. こうして彼女は、彼 （イーサー*) を宿し、

身ごもった状態で （人々から）遠い場所へ

と身を遠ざけた2。

脚て
球通

23. そして陣痛が彼女を、ナツメヤシの木3の幹

へと追いや （り、彼女はそれによりかか）

た。彼女は言った。「ああ、これ以前にウ

1 この 「御徴」 とは、アツラー*の御力を示す証拠のこと。アツラー*は、人間を多様な形で

創造された。アーダム*は男性も女性も介さず、ハウワーウ *は女性を介さず、イーサー*

は男性を介さず、そしてそれ以外の人間は皆、男性と女性を介してお創りになったのであ

る （イブン•カスイール 5:220 参照)。

2 彼女は、未婚の妊娠による醜聞（しゅうぶん）を恐れていた（アツ =サァデイー491 頁参照)。

3 一説に、このナツメヤシの木は枯れ木であった （アルニバガウイー3:229 参照)。
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私が死んでしまっていたら、そして忘れ去

られた、どうでもよい存在であったらよか

つたのに！」

24 . すると、彼1は彼女の下方から、彼女に （こ

う）呼びかけた。「悲しんではなりません。
あなたの主*は、あなたの下に、まさに小川

を流れさせ給うたのですから。

25. そしてナツメヤシの木の幹を、ご自分の方

にお揺らしなさい。そうすればそれは、採

り頃の熟れたナツメヤシの実を、あなたの

上に落とします。

2G. そうしたら、食べかつ飲み、（子の誕生に）

お喜びなさい2。そして、もし誰か人を見る

ようなことがあれば、（こう）言うのです。
『本当に私は、慈悲あまねき*お方（アツラ

一*) に斎戒3を誓いました。それでこの日

は、絶対に人とは話しません』 」 。

名

^
jjj�攻2.1 それから彼女は彼 （イーサー*) を抱き、彼

と共に彼女の民のもとへやって来た。彼ら

は （、それを見て）言った。「マルヤム*

よ、あなたは本当に、とんでもないことを

しでかした。

1 この 「彼」 には、「ジブリールM という説と、「イーサーM という説がある （アツ = タパ

リー7:5477-5479 参照)。

2 ここで 「喜ぶ」 という訳をあてた原語は、「クツラトウ•アイン （眼の涼しさ）」 という表現

の派生形。アラビア語で 「眼が熱くなる」 という表現が、「(悲しみゆえに）泣いてばかり

いる状態」を表すのと逆に、「眼が涼しい」ことは、喜びを表す（イブン•アーシュール 16:89

参照)。

3 当時の 「斎戒*」 は、飲食だけでなく 、言葉を慎 （つつし）む必要があったとされる。それ

ゆえマルヤム*は、この言葉を喋らずに、仕草で示したのだという説もある （イブン•カス

イール 5:225 参照)。
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28. ハールーンの姉妹1よ、あなたの父親は不品

行な男ではなかったし、あなたの母親もふ

しだらではなかったのだぞ」 。

29. すると彼女は、 （彼らが赤ん坊に直接尋ね

るよう、）彼の方を指した。彼らは言った。

「揺りかごの中にいる幼字に、私たちがい

かに話しかけるというのか？」

典ぼ、

^̂
續30. 彼 （イーサー*) は言った。「本当に私は、

アツラー*の僕です。かれは私に、啓典を授

けて下さり、私を預言者* とされたのです。

31. また、かれは私がどこにあろうと祝福にあ

ふれた者とされ、私が生きている間中、

礼拝と浄財*を私に命じられました。

. そして （私を）母親に孝行する者とされ、

尊大で不幸な者とはされませんでした。

&ふ

^
魂:私!1

32

よみがえ

33. 私が生まれた日、死ぬ日、生きたまま蘇ら

される日に、私に （アツラー*からの）平安

あれ2」 。

(使徒*よ、）それがマルヤム*の子イーサ

一*。彼ら （啓典の民*) が疑わしく思って

いる、 （イーサー*に関する）真理の言葉。

34.

35. アツラー*が子供をもうけ給うことなど、あ

りえない。かれに称え*あれ3。かれが一事

をお取り決めにな （り、お望みにな）れば、

1 ここでマルヤム*が、「ハールーン^の姉妹」 と形容されていることに関し、イブン•カスィ

ール*は 「その崇拝*行為における熱心さにおいて、預言者*ハールーン*に類似していたた

め」「彼女が、預言者*ハールーン*の一族に属していたため」「彼女には実際、崇拝/ と禁欲

で有名なハールーン* という名の兄弟がいたため」 といった説を挙げ、彼女が預言者V、一
ルー/の実の姉妹という説は否定している（5:226-227 参照)。

2 ア ー ヤ U5 の訳注も参照。

3 ここでの 「称;

^
あれ」 については、雌牛章 116 の訳注も参照。
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それに 『あれ』 と仰せられるだけで、それ

は存在するのである。

36. (イーサー*は民に言った。）「本当にアツ

ラー*は、我が主*であり、あなた方の主*。
ならば、かれを崇拝* しなさい。これがまっ

すぐな道なのですから」 。

それから （啓典の民*の）派閥が、（イーサ

一*のことに関し、）彼らの間で意見を異に

した1。それで不信仰に陥った者*たちに、

この上な （く恐ろし）い （復活の）日*の立

会いの災いあれ。

38. われら *のもとへと彼らがやって来るその

日、彼らの視力は何と鋭く 、その聴覚は

何と研ぎ澄まされていることか！2 しか

し （現世における）この日、不正*者たちは

紛れもない迷妄の中にあるのだ。

そして （無徒*よ）、迂闊であり、信仰する

ことのない彼らに、事が決定される悔恨の

日3について警告を告げよ。

40. 本当にわれら*は、大地と、その上にある者

を引き継ぐ4。そしてわれら*の御許にこそ、

彼らは戻されるのである。

な還沿

^
537.

夢ji穿

翕

^
M� 與

幽 该 み 喝

^̂

39.

1 ある者たちは彼を神聖化し、またある者たちは彼を魔術師とし、また別の者たちは彼を大

エユースフ*の息子とした （ムヤッサル 307 頁参照)。

2 復活の日*、彼らは自分たちの不信仰•シルク *• (不適切な）言動を認め、自分たちの真の
状況を明確に知って、後悔する（アッニサアディ ー493 頁参照)。関連するアーヤ* として、
家畜章 158 とその訳注、夜の旅章 97 「盲目…」 の訳注も参照。

3 その日、不信仰者

^
らはアッラー*のご満悦と天国を失い、代わりにそのお怒りと地獄を得

る。そして、やり直すために現世に戻ることも出来ず、仮に戻っても、自分の状況を変え
ることも叶わない。そのような中で彼らは、心が張り裂けんばかりの後悔に襲われる （ア
ッニサアディー493 頁参照)。

4 全ての創造物は滅び、アッラー* だけが残る （イブン•カスィール 234:5 参照)。「われら*

は•••引き継ぐ」 という表現については、イムラーン家章 180 「天地の遺産はアッラー*に
こそ属する」 の訳注も参照。
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(使徒*よ、）啓典 （クルアーン*) の中で、

イブラーヒーム*につしヽて語るのだ。本当に彼

41.

よ げ ん し や

は大そうな正直者1であり、預言者*であった。

42. 彼が自分の父親に、 （こう）言った時のこ

と2。「お父さん、聞きもしなければ、見る

ことも出来ず、あなたを少しも益すること

のないもの3を、なぜ崇めるのですか？

43. お父さん、本当に私のもとに、あなたには
'

訪れることのなかった知識の一部が、確か

に到来したのです。ですから、私に従って

下さい。そうすれば私はあなたを、真っ当

な道にご案内します。

ぶ、ン

44. お父さん、シャイターン*を崇めないで下さ

い。本当にシャイターン*は、慈

^
悲あまねき*

お方(アッラー*)にひどく反抗的なものです。

45. お父さん、本当に私は、慈悲あまねき*お方

(アツラー*) からの罰があなたに及び、あ

なたがシャイターン*の同志となるのを怖

れています」 。

24&ぬ

㈣游•浴

ジふ、な3心
轉辦私:feyj

46. 彼 （イブラーヒーム*の父親）は、言った〇

「一体お前は、我が神々（の崇拝*) から身

を引きたいのか、イブラーヒーム*よ？ も

しもお前が （、我が神々への中傷を）止

めないのなら、私はきっとお前を （石で）

打ち殺してやろう 4。私からずっと、遠ざか

つておれ」 。

1 「大そうな正直者」 については、婦人章 63 の訳注を参照。

2 イブラーヒーム* とその父親、及びその民のやり取りについては、家畜章 74-82、預言者*

たち章 52-70、詩人たち章 70—89、整列者章 85-98、金の装飾章 26-28 も参照。

3 つまり、偶像のこと （アツ =サァディー494 頁参照)。

4 「(石で）打ち殺す」 については、フード*章 91 内の同表現の訳注も参照。
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/4ぶ％

^^
雖�647. 彼 （イブラーヒーム*) は言った。「あなた

に平安あれ1。私は我が主*に対し、あなたの

ために、 （罪の）お赦しを乞いましよう2。

本当にかれは （祈れば聞き入れて下さる）、

私に懇切なお方なのですから。

48. そして私は、あなた方と、あなた方がアツ

ラー*をよそに祈っているものから遠ざか

り、我が主*に祈りましょう。私は、我が主
*への祈りにおいて、（それが叶えられない

ような）不幸な者とはならないでしょう」。

49. 彼 （イブラーヒーム*) が、彼らと、彼らが

アツラー*をよそに崇めているものから遠

ざかった時、われら*は彼にイスハーク* と

(イスハーク *の息子の）ヤァクープ*を授

けた。そして （その）いずれも、預言者 *

としたのだ。

. そしてわれら *は、われら *の慈悲の内から

彼らに授け3、彼らに対する （人々の、）誉

れ高く素晴らしい（賞賛の）言葉を与えた4。

(使徒*よ、）啓典 （クルアーン*) の中で、

ムーサー*について語るのだ。本当に彼は、

精選された者5であり、使徒*であり預言者*

であった。

い]

^
、

成如み堪;愈賊

各

^
4二

^
50

51.

1 「私の方からは、父親であるあなたに害悪は及びません」 という事 （イブン•カスィール

5:236 参照)。

2 後に悔悟章 112-113、試問される女章 4 が下り、不信仰者 Aのために罪の赦しを乞うこと

は、禁じられた （前掲書、同頁参照)。

3 有益な知識、正しい行い*、預言者たちや義人 （ぎじん）らを含む多くの子孫など、アツラ

一*が彼らにお授けになつた全てのご慈悲のこと （アツ =サアディー494 頁参照)。

4 アツラー*は、人々が公 （おおや）けに、彼らに対する心からの賞賛を表明し、人々の心と
言葉が彼らに対する賞賛と愛情で満たされるようにされた。そして彼らに対する賞賛は、
世の終わりまで続くのである （前掲書、同頁参照)。

5 「精選された者」については、ユースフ*章 24「精選されたアツラー*の僕」の訳注も参照。
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52. また、われら *は山の右側から彼に呼び

かけ 1、 密やかに語りかけつつ、 彼を近

寄せた。

53. そしてわれら*は彼に、われら*の慈悲ゆえ、

預言者*であるその兄ハールーン*を授けた2。

(使徒*よ、）啓典 （クルアーン *) の中で、

イスマーイール*について語るのだ。本当に

彼は、その約束に忠実3で、使徒*であり預

言者*であった。

55. そして彼は、自分の家族に礼拝と浄財*を命

じ、その主*の御許で喜ばれる者であった。

(使徒*よ、）啓典 （クルアーン*) の中で、

イドリース*について語るのだ。本当に彼は、

大そうな正直者4であり、預言者*であった。

57. そしてわれら *は彼を、高い場所へと上げて

やった0

58. (われら *があなたに語って聞かせた、）そ

れらの者たちは、アツラー*が恩恵をお授け

になった預言者*たちである。（彼らは）ア

ーダム*の子孫、われら *がヌーフ* と共に運

んだ者、イブラーヒーム*とイスラー

^
rール

(ヤアクープ*) の子孫、われら *が導き、

選び抜いた内の者たち。慈悲あまねき"お方

©段

泌ぬ狂Mぶ(與

^
も5�ぶて

54.

56.

3'••••» **1 て 〆 ミ〆〆、〆て〆〆，ベ〆
* 〆*〆、〆 一一 **1*?

～ょ冰ぎ
"

f丄�
r輕娜紐

1 ムーサー*はマドウヤン*からエジプトに向かう途中、山の傍 （かたわ）らにあった、ムー
サーから見て右側の木から呼びかけられたという （アル=クルトウビー11:114 参照)。こ

の時の様子については、ター•ハー章 9-37、蟻章 8、物語章 29-35 も参照。

2 このことの詳細については、ター•ハー章 29-32、詩人たち章 12-13、物語章 34-35 を参照。

3 この 「約束」 は、アツラー* とのものも、人間とのものも、いずれをも含む。彼は自分自身

を犠牲として捧げるかどうか、という究極的な状況 (整列者章 102 参照）においてさえも、
自分の約束を全うした （アツ =サアディ ー496 頁参照)。

4 「大そうな正直者」 については、婦人章 63 の訳注を参照。
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(アツラー*) の御徴 1が誦み聞かせられれ

ば、彼らはサジダ* し、涙しつつ、崩れ落

ちたのだ （読誦のサジダ*) 。

59. こうして彼らの後、礼拝を放棄し、欲望を

追い求めた愚かな後継者たちが、後を継い

だ。ならば彼らはやがて、悪事2に直面する

であろう。

60. 但し、悔悟し、信仰して正しい行い*を行う

者、それらの者たちは天国に入り、少しも

不正*を受けることはない。

(彼らは、）慈悲あまねき *お方 （アツラー
*) がその僕たちに約束された、まだ見ぬ

永久の楽園3に （入る）。本当にかれのお約

束は、実現することになっているのだ。

62. 彼らはそこで、いかなる戯言を耳にするこ

ともない。ただ、 「 （あなた方に）平安を
4」 （という挨拶を聞く）。そして彼らには

そこで朝夕5、（いつでも望むだけの）自分

たちの糧があるのだ。

63. その天国は、われら *が、われら *の僕たち

の内、敬虔*だった者に引き継がせる6もの。

七

S I .

i 明白な証拠を含む、アツラー*の御言葉のこと （イブン•カスイール 5:242 参照)。

2 この 「悪事」 には、「損失」「地獄の奥底にある谷の名前」 といった解釈もある （前掲
書 5:245 参照)。

3 「永久の楽園」 については、悔悟章 72 の訳注を参照。

4 「あなた方に平安を」 については、雷鳴章 24 の訳注も参照。

5 解釈学者の一般的な説として、天国は常に光で包まれており、夜が存在しない。ただ彼らは
昼の始まりと終わりに相当する時間帯に、食事を頂くのだという。また、天国の昼と夜は、
垂れ幕の上け下げによって分かるのだ、という説などもある（アル=バガウイー3:241 参照)。

6 天国に入れることが、「引き継がせる」 と表現されていることの理由としては、「あたかも相続人

に遺産を取っておくように、アツラー*が彼らのために、天国を取って置かれるため」「もしアツ
ラー*に従っていれば、自分のものであった天国の擬ljを、別の敬虔な*者たちへと移転する様子

が、相続にたとえられているため」 などといった説がある （アツ=ラーズイー7:553 参照)。
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64. そして（ジブリール*よ、使徒*ムハンマド*

にこう言うのだ、）「私たち（天使*) は、

あなたの主*のご命令によらずしては、（天

から地に）降臨することがない。かれにこ

そ、私たちの前にあるものと、後ろにある

もの、そしてその間にあるものが属する1の
だ。そしてあなたの主*はもとより、忘れた

りするお方ではない。2

65. (かれは、）諸天と大地とその間にあるも

のの主。ならば、かれを崇拝*し、かれへの

崇拝*に忍耐*せよ。一体あなた3は、かれに

似たものを知っているというのか？4」

(不信仰な）人間は言う。「一体、私が死

んだら、やがて生きて（墓から）出される

というのか？」

ふ 、、 ず

^
)

^
366.

©な

一体、その人間は、存在してはいなかった

自分自身を、われら*が以前、創造したこと

を覚えていないのか？

(使徒*よ、）あなたの主*にかけて、われ

ら*は必ずや彼らとシャイターン*たちを

67.

68.

輪分
ひざまず

召集し、それから彼らを跪いた状態5の
まま、地獄の周りにきっと連れて来よう。

1 つまりアッラー*にこそ、未来における来世のことも、過去における現世のことも、またそ
の中間にあることなど、全ての時間と場所における命令が属するということ（ムヤッサル

309頁参照)。

2 このアーヤ*は、預言者*ムハンマド*がジブリール*に、「なぜ、今あなたが私たちを訪れる
よりも沢山、私たちのもとを訪れないのか？」と尋ねたことに関し、下ったとされる（ア
ル=ブハーリー4731参照)。

3 この「あなた」については、雌牛章 120の訳注を参照。以下、同様の表現の際にも、同訳
注を参照。

4 相談章 11も参照。

5 彼らはその日、恐怖により立ち上がることが出来ないのだという（ムヤッサル 310頁参照)。
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69. それから、われら *は必ずや、慈悲あまね

き*お方 （アツラー*) に対して最も反抗的

な者を、各々の集団から引き抜いて （真っ
ち よ う ば つ

先に懲罰にかけて）やろう。

. そして本当にわれら *は、そこ （地獄）に入

て炙られるに最も相応しい者たちを最

もよく知っているのだ。

キ義ギ碑70

つ

71. また、あなた方の内で、そこにやって来な

い者はいない1。それはもとより、あなたの

主*にとって、定められた絶対（に起きるこ

と）なのだ。

心Q
それからわれら*は、敬虔*な者たちを救い72.

ひ ざ ま ず

出し、不正*者たちをその中に跪いた状態

で置き去りにする。

. また、われら *の明白な御徴 2が彼らに読誦

されれば、不信仰に陥った者*たちは信仰

する者たちに、 （こう）言った。「二つの

集団のいずれが、住居がより素晴らしく 、

為成'

^̂
裝、必

じ〇

^
如て趣、ふj_73

は な ば な

会合の場がより華々しいのか？」 3

〇

^
、̃
( ヌ」一体、われら *は彼ら以前、（彼らより）家

財も容色も上回る、どれだけの世代を滅ぼ

してきたであろうか。

74.

1 このアーヤ*の解釈には、以下のような諸説がある。①全ての者がそこにやって来るが、そ

の後に信仰者だけが救われる。②美際に全ての者が地獄の中に入るが、信仰者にとって、

その火は涼 （すず）しく 、無事なものとなる。③これは、地獄の上に架 （か）けられた橋

(鉄章 12 とその訳注を参照）のこと。信仰者ではなかった者は、そこから地獄におちて

しまう （アッ =サァディー498 頁参照)。

2 クルアーシ*のアーヤ*のこと （アル=クルトウビー11:141 参照)〇

3 裕福なクライシュ族*の不信仰者*らは、貧しいムスリム*たちに向かって、もし自分たちの

教えが間違っているのなら、なぜ自分たちは財産や仲間においてムスリム*たちより優って

いるのか、と主張した （アルニクルトウビー11:141 参照)。家畜章 53 と砂丘章 11、およ

びその訳注も参照。
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75. 言ってやれ。「 （真理に従わず）迷いの中

にある者、そのような者には慈悲あまねき
*お方 （アツラー*) が、猶予を伸ばして下

さるままにしておけ1。やがて （現世での）

懲罰にせよ、その時 （復活の日*) にせよ、

彼らが警告されているものを目の当たり

にすれば、彼らは誰がより立場が悪く 、

軍勢が弱い者であるかを知ることになる

のだ」 。

’

©'が

76. また （言ってやれ）、「アツラー*は、導か

れた者たちに、導きを上乗せされる2。そ

して永遠に残る正しい行い*3は、あなたの

主*の御許で褒美がよりよく 、結末もよりよ

いものなのだ」 と。

(使徒*よ、）あなたは、われら *の御徴を

e取

77.
かなら

否定し、「私は （来世でも）必ずや、 （多

くの）財産と子供を授かるのだ」 などと言

った者4を知っているか？

一体彼は、不可視の世界*を顒き見でもした

のか？ それとも、慈悲あまねき*お方（ア

ッラー*) の御許で、（そのような）約束を

結んだのだとでも？

78.

79. 断じて （、そうでは）ない。われら*は彼の

言うことを記録し、彼に懲罰をどんどん上

乗せしてやろう。

1 イムラーン家章 178 も参照。

2 アッラー*の教えを信じ、それに則（のっと）って行うことで、信仰は新たなものになる （ム
ヤッサル 310 頁参照)。

3 「永遠に残る正しい行い」 については、洞窟章 46 の訳注を参照。

4 これは、マッカ*の不信仰者*アル=アース•ブン•ワーイル（アル=ブハーリー2091 参照)。
ただし、アーヤ *の意味は、彼と同様の全ての者に適用される （ムヤッサル 311 頁参照)。
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そして、われら *が彼の言うものを引き継ぎ

\ (復活の日*、）彼はわれら *のもとに （財

産も子供もない状態で、）ただ独りやって

来るのだ。

0吻

^̂
i?80.

81. また彼ら （シルク *の徒）は、それらが自分

たちにとっての威信となるべく、アツラー

*をよそに神々2を設け （、拝し）た。

断じて （、そうはなら）ない。それらは彼

らの （自分たちに対する）崇拝*を否定し、

彼らに対して （彼らが思っていたのとは）

正反対のものとなるのだ。3

体徒*よ、）あなたは、われら*がシャ

イターン*たちを不信仰者*らへと遣わし （そ

れで彼らを支配してしまっ）たのを、知らな

かったのか？ 彼ら （シャイターン*) は、そ

の者 （不信仰者*) たちを、 （アツラー*への

服従から反抗へと）煽り立てるのだ。

82 ,

6

^
、ぷ6

^
3 i\^83.

ならば、彼らに対して、（懲罰が下るのを）

急ぐのではない。われら*は彼らのために、

数えに数え上げる4だけなのだから。

85. われら *が敬虔*な者たちを、使節団として

慈悲あまねき*お方 （アツラー*) の御許へ

と召集する （復活の*) 日。

. そしてわれらは罪悪者たちを、喉がからか

らの状態で地獄へと引っぱってくる。

84.

鱗濟u㈣�i

86

1 アッラー*は彼を滅ぼされ、彼が来世でも授かると主張していた財産と子供を、彼から奪わ

れる （アッ = タバリー7:5539 参照)。

2 「神々」 に関しては、雌牛章 133 の訳注参照のこと。

3 同様の情景が描写されているアーヤ *として、ユーヌス *章 28-29、物語章 63、蜘蛛章 25、

創成者*章 13-14、砂丘章 6 なども参照。

4 彼らに与えられた寿命と、彼らの行いを数え上げる、ということ（ムヤッサル 311 頁参照)。
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87. 彼らは （誰に対しても）、執り成し （の権

利）を持っていない。しかし、慈悲あまね

き *お方 （アツラー*) の御許で約束をした

者1は、別である。

88. 彼らは言った。「慈悲あまねき *お方 （アツ

ラー*) は、御子をもうけられた」 。

89. あなた方は確かに、とんでもない悪事をし

でかしたものだ。

90. 諸天は、それ2ゆえにばらばらに割れんばか

り、また地面は裂けんばかり、そして山々

は崩れ落ちんばかりである。

91. 彼らが慈悲あまねき*お方（アツラー*) に、

御子があるなどとしたために。

92. 慈悲あまねき *お方 （アツラー*) が御子を

もうけるなどということは、ありえないこ

となのだ。3

93. 諸天と大地にあるいかなる者4 も、（復活の日
*に）僕として5、慈悲あまねき*お方 （アツ

ラー*) の御許へと馳せ参じない者はいない。

94. かれは確かに、彼らを数え上げられ、彼ら

を勘定し尽くしておられる6。

翕'

②、
蹲 ぶG

鱗

^
}>

1 アッラー* とその使徒*を信じ、従い、アッラー*がお喜びになった者のこと （アッニサアデ
ィー500 頁参照)。ター•ハー章 109 も参照。

2 この 「それ」 は、アーヤ*88 にあるような、とんでもない言葉のこと （ムヤッサル 311 頁
参照)。

3 雌牛章 116 の訳注も参照。

4 天にいる天使*と、地にある人間とジン *のこととされる （前掲書、同頁参照)。
5 つまり、アッラー*に対して謙虚•従順 （じゅうじゅん）で、かれのみが崇拝 *に値するお方

であるということを認める僕 （しもべ）のこと （前掲書、同頁参照)。

6 アッラー*は、彼ら自身のことも、彼らの行いのことも、余すことなくご存知である （アッ
=サァディー501 頁参照)。
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® 、及

^
そして彼ら全員は復活の日*、（財産も子

供もなく）独りで、かれの御許に馳せ参じ

るのだ。

95

本当に、信仰し、正しい行い*に励む者たち、

慈悲あまねき*お方（アツラー*) は彼らに

対し、愛情1をお授けになろう。

(あなたに下った啓示を伝えよ、）という

のもわれら*は、あなたがそれ（クルアーン
*) によって敬虔*な者たちに吉報を伝え、

それによって激しい反論の民に警告する

ベく、それをあなたの言葉（アラビア語）

によって容易なものとしたに外ならない

のだから。

98. そしてわれら*は彼ら以前に、一体どれだ

け多くの世代を滅ぼしたことか。一体あ

なたは彼らの内の一人でも、目にするの

か？ あるいは、彼らの囁き声を耳にす

るとでも？2

9().

.n如445こ

^
て

97.

iPod
，

^
9，

i アツラー*からの寵愛（ちょうあい）と、信仰者たちからの愛情（アル=パガウィー3253

参照)。

2 つまり彼らは、跡形（あとかた）もなく全滅してしまったということ（前掲書、同頁参照)。
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第 20章

夕一̂ •ハー章1

慈悲あまねぐ慈愛深き'

アツラー*の御名において

夕一 •ハー2
〇

(使徒 : よ、）われら*があなたにクルアーン
*を下したのは、あなたが不幸になるためで

はない3。

1.

2.

3. しかし、 （それをあなたに下したのは、ア
ち よ う ば つ

ッラー*の懲罰を）恐れる者への、教訓とす

るため。

4. 大地と、高き諸天をお創りになったお方か

ら、次々と下されたものとして。

(かれは）慈悲あまねき*お方、まさに御座

に上がられた4。

かれにこそ、諸天にあるもの、地にあるも

の、その間にあるもの、土の下にあるもの

は属する。

たとえあなたが言葉を露わにしても （隠し

ても）、本当にかれは秘密と、更に秘めら

れたことをご存知である。

5.

じ_5ぶ批

^
3、㈣6.

7.

1 マッカ*啓示。スーラ*の大半を、ムーサー*についての話が占めている。ムーサー*が啓示
を受け、フィルアウン* とその民に遣わされ、彼らをアッラー*の教えに招き、頑迷 （がん
めい）なイスラーイールの子ら*に四苦八苦する様子が描かれる一方、タウヒード

'
預言

者*性、復活といった基本的な信仰教義を始め、人々への教訓と、マッカ*後期の苦境の中

にあった預言者*ムハンマド*への慰 （なぐさ）めといった要素が、随所に現れている。

2 この文字群については、頻出名•用語解説の「クルアーンの冒頭に現れる文字群*」を参照。

3 啓示と、様々な義務や制約を含むその教えの目的は、人を不幸にさせることではない。慈
悲深いアッラー*はそれを、幸福•成功•勝利への導きとされ、この上なく易 （やさ）しいも
のとされ、心身への栄養•身体の休息とされたのである （アッニサアディ ー501 頁参照)。

4 「(アッラー*が）御座に上がられる」 については、高壁章 54 の訳注を参照。
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^
—で•

アツラー*は、かれ以外には崇拝*すべきも

ののないお方。かれにこそ、美名は属する。

一体、あなたのもとにムーサー*の話は届い

たか？

8.

ふふぬお9.

ほ如がI彼が火を目にし、自分の家族に （こう）言

た時。「待っていなさい。まさに私は、

火を見つけたのだ。私はそこからあなた方

に、火種を持って来るだろう。あるいは火

のもとに、 （道の）案内人を見つけるかも

しれない」 。1

10.

つ

こうして彼がそこ 2にやって来た時、（こう）

呼びかけられた。「ムーサー*よ、

11.

12. 本当にわれこそは、あなたの主*である。な

らば、 （われとの語らいのため、）あなた

の靴を脱ぐがよい。まさにあなたは、聖な

る谷トウワー3にいるのだから。

13. そしてわれは、あなたを （使徒* として）選

んだのだ。ならば、 （あなたに）啓示され

ることに、耳を傾けよ。

14. 本当にわれこそは、われ以外に崇拝*すべき

もののない、アツラー*。ゆえにわれを崇拝

* し、われを唱念すべく礼拝を遵守*せよ。
©3^1如f

1 これはムーサー*が、家族を連れてマドウヤン*からエジプトへと向かう途中、道を迷って

しまった時の出来事であり、時節は冬の夜であったとされる （アル=クルトウビー11:171

参照)。蟻章 7、物語章 29 も参照。こうして物質的な明かりと道案内を求めて火のもとへ

向かったムーサー*は、そこで啓示という精神的な明かりと導きを見出すこととなる （アッ

=サァディー502 頁参照)。

2 ムーサー*が火と思ったものは、白い火に包まれた緑樹であったという （アル=:バガウィー

3:256 参照）。

3 「トウワー」 という語の意味には諸説あるが、イブン•カスィール*はそれが谷の固有名詞

であるという説を有力視している （5:266-267)。
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り

^^
ーマ•

�dぬ15. 本当にその時（復活の日*) は、訪れる。
全ての者が自分の努力することによって

報われるようにするため、われはそれ（が

訪れる時）を、（われ自身にさえも）隠し

てしまわんばかりである。1

16. ならば、それを信じず、自分の欲望に従

た者が、あなたをそれ2から阻むようであつ

てはならない。そうすれば、あなたは破滅

してしまう。

念めら或

^
•し」17. あなたの右手にあるそれは何か、ムーサ

一*よ？」

18. 彼は申し上げた。「これは、私の杖です。
私はこれに寄りかかったり、これで（木々

の葉を）私の羊の上に突き落としたりしま

す。また、私にはそれに、外の使い道もあ

るのです」。

19. かれは仰せられた。「それを投げるがよい、

ムーサー*よ」。

20. 彼はそれを投げた。すると、どうであろう、

それは這い回る大蛇となった（ので、彼は

怖がって逃げ出した）。

21. かれは仰せられた。「それを掴め。そして

怖がるのではない。われら*はそれを、元の

形に戻すのだから。

念ぶi3

1 アル=バガウイー*によれば、大半の解釈学者はこのアーヤ*を「アッラー*は、復活の日*

の時をご自身にさえお隠しになりそうな程なのだから、創造物にとっては知る由もない」
と解釈している。また、復活の日*の時が分からないからこそ、人はそれを常に恐れるよう

になるのである（3:258参照)。

2 つまり復活の日*への信仰と、それへの準備のこと（ムヤッサル 313頁参照)。
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^
9 -マ•

!

^
また、あなたの手を自分の脇に挟んでみ22.

み し る し

よ。それはもう一つの御徴として、災い1 も

なしに、白くなって出てくる。

(これらのことは、）われら*があなたに、

われら*の最大の御徴 2の内から、見せてや

るためなのである。

23.

©灰4礙4

^
(ムーサー*よ、われへと招くべく 、）フイ

ルアウン*のもとへ行くのだ。実に彼は、（わ

れへの反抗において）度を越してしまった

のだから」 。

25. 彼は申し上げた。「我が主*よ、私の胸を広け

'. 我が任務を、私のために容易にし、

27. 私の舌のもつれ4を

_
いて下さい。

28. そうすれば、彼らは私の言葉を理解しま

し ょ う 。

29. また私に、私の家族から、片腕をお授け

下さい。

24.

26

0)4ぶ球S

卿施4

^
5

30. 我が兄、ハールーン*を。

1 この 「災い」 は、皮膚 （ひふ）の病気などのことを指す （ムヤッサル 313 頁参照)。

2 この 「御徴」 とは、アッラー*の御力、その権威の偉大さ、ムーサー*が真の使徒*であるこ

とを証明する、最大の根拠のこと （前掲書、同頁参照)。

3 「胸を広げる」 という訳をあてた原語は、字義的には 「胸の柔らかい表面を切り開く」 と

いった意味。それが転じて実際には、「何かを実行するにあたって、無気力さや迷いの気持

ちを取り除くこと」 のたとえに用いられる （イブン•アーシュール 16:210 参照)。ムーサ

一*は、強大な権力と軍勢を有するフィルアウン*に立ち向かうことになり、非常な恐怖を

感じていた （アル=バガウィー3:260 参照）し、預言者* となる前に誤って人を殺してしま

たことの心配もあった （物語章 33 参照)。

4 ムーサー*には、舌足らずな所、あるいは口下手 （くちべた）な所があったとされる （イブ

ン•カスイール 5:282 参照)。詩人たち章 13、物語章 34 も参照。

ウ
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31. 彼によって、私の背中1を強固にし、

32. 私の任務に彼を、協力させて下さい。2

33. (それは、）私たちがあなたを沢山称え *、

34. あなたをよく唱念するため。

35. 本当にあなたはもとより、私たちをご覧に

なっていたお方」 。

36. かれ （アツラー*) は仰せられた。「あなた

は、あなたの願いを確かに叶えられたぞ、

ムーサー*よ」 。

37. そしてわれら *は確かに、別の時にも、あな

たに恵みを垂れてやったのだ。3

38. われら *があなたの母に、示されるもの4を

示した時。

「彼（生まれたばかりのムーサー*) を箱に

入れて、それを海原5へと放り投げよ6。そ

して海原に、それを岸へと投げ出させよ。
そうすればわが敵と、彼 （ムーサー*) にと

ての敵7が、それを手にするから」。また、

©が玫雖匕琢

© 成!％'

^iJsfe典或Wv辞
39.

*3

1 「背中を強固にする」 とは、背中が身体動作の中心であり、確固さの要 （かなめ）である

ことが転じて、「力を強くする」 という意味で用いられるアラビア語的表現 （イブン•アー

シュール 16:213 参照)。

2 ハールーン*は、ムーサー*よりも雄弁だった。物語章 34 も参照。

3 この 「恵み」 はムーサー*の出生後、彼が啓示を受けるまでに授かったもの （アブー•アッ

=スウード 6:14 参照)。次のアーヤ *からは、その過去の出来事が長い挿入 （そうにゅう）

節の形で、言及される。

4 このように 「•••もの」 として、関係代名詞を用いて非特定の形で表現することは、その内

容の重大さを示すアラビア語の修辞的表現の一つ （アッ =シャンキーティー4:8 参照)。

5 この 「海原」 は、ナイル川のこと （ムヤッサル 314 頁参照)。

この出来事の背景については、雌牛章 49 の 「男児は殺し•••」 の訳注を参照。ムーサー*

の幼少時に起こった、アッラー*の彼に対する恩恵を示す諸々の出来事は、物語章 7-14 に

詳しく描写されている。

7 この 「敵」 は、フイルアウン*のこと （ムヤッサル 314 頁参照)。

6
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^
9 -マ•

われはあなた（ムーサー*)に、わが御許か

らの愛情を授けた。そして、（それは）あ

なたが、わが眼差しの中で/育まれるため

であったのだ。

St

© 踏み夕

10. あなた（ムーサー*) の姉が、（あなたの

入った箱を追って）歩んで行き、（その

_
を拾った者に、こう）言った時。「あな

た方に、彼の世話をしてくれる者を、お

教えしましようか？」こうして、われら*

はあなたを、あなたの母親へと返した。

(それは）彼女が喜ぶ2ようにし、悲しま

ないようにするためであった。また、あ
あやま

なたは（過って、コプト）人を殺してし

まった3けれど、われら*はあなたを苦悩

から救ってやった。そしてわれら*は、あ

なたをまさに試練にかけたのだ。また、

あなたは（殺されるのを怖れて逃げ、）

マドウヤン*の民のもとで数年過ごし、そ

れから定め通り ムーサー *よ あ

なたはやって来たのだ4。

-i i . われは、われ自身の（教えの伝達の）ため

に、あなたを（これらの恩恵で）養成した

5のである。

1 つまり、アッラー*の守護のもとで、ということ（ムヤッサル 314 頁参照)。

2 この「喜ぶ」という表現については、マルヤム*章 26の訳注を参照。

3 これはムーサー*がある程度、成長してからの出来事（アル=パガウィー3:262 参照)。詳

しくは、物語章 15を参照。

4 ムーサー*がエジプトからマドウヤン*へと逃れ、それからまたエジプトへと戻って来るま

での出来事は、物語章 20-29 に詳しい。そしてアーヤ *37 からの、ムーサー*に対する過

去のアッラー*の恩恵を示す話題がここで終わり、ここからはアーヤ*36の続きが再開する。

5 つまりアッラー*は彼を、かれの教えを伝える者、かれの命じられ禁じられたことを守る者

として、お選びになったのである（ムヤッサル 314 頁参照)。
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互—15ふ、
©ぶ

42. あなた（ムーサー*)と、あなたの兄（ハー
しるし

ルーン*)は、わが御徴 1を携えて行くのだ。
しようねん

そして、われの唱念（を持続すること）に

おいて、気力を失ってはならない。

靜4娜

_
43. (二人で、）フイルアウン*のもとに行け0

実に彼は、（われへの反抗において）度を

越してしまったのだから。

44. そして、彼が教訓を得、（自分の主*を）

恐れるよう、彼に柔らかい言葉で語りか

けよ。

。13、睡�JJ卿切645. 彼ら二人は、申し上げた。「我ら*が主よ、

本当に私たちは、彼が私たちに対して早ま

たこと2をしたり、あるいは（真理に対し

て）高慢になったりすることを怖れます」。

つ

©跋

^
Jぬ趨ほ你46. かれは仰せられた。「怖れるのではない。

実にわれは、あなた方二人と共にあり、

(あなた方のことを）聞き、見ているの

だから」。

47. そして、あなた方二人は彼のもとへ行き、

(こう）言うのだ。「本当に私たちは、あ

なたの主*の二人の使徒*なのです。ですか

ら、イスラーイールの子ら*を私たちと共に

自由にし3、彼らを苦しめないで下さい。私

たちは確かに、あなたの主の御許からの御

徴4と共に、あなたのもとへやって来たの

ですから。導きに従う者には、（現世と

来世での）平安があります。

この「御徴」に関しては、雌牛章 92の「明証」についての訳注を参照。

2 つまり、彼らを罰すること（ムヤッサル 314 頁参照)。

3 この「自由にする」については、高壁章 105とその訳注も参照。

4 この「御徴」に関しては、アーヤ*42の同語についての訳注を参照。

1
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^
〇 、

^
一で.

ぶ泌細か1$�48. 本当に私たちには、（アツラー*の教えを）

嘘呼ばわりし、（それから）背を向ける者

には懲罰があると、確かに啓示されたの

です」。

49. 彼（フイルアウン*) は言った。「では、

あなた方二人の主*とは誰なのか、ムーサ

一*よ？」

©砂你�

多Hが3麵ぶ50. 彼（ムーサー*)は言った。「我らが主*は、

全てのものにその（相応しい）形をお授け

になり、それから導かれた1お方です」。

5 1•彼（フィルアウン*)は言った。「では、（不

信仰の中にあった）昔の世代はどうなる？」

52•彼（ムーサー*) は言った。「その知識は、我

が主*の御許、書2の中にあります。我が主*

は間違えることも、忘れることもありません。

(かれは、）あなた方のために大地を平坦

にされ、あなた方のためにそこに（多くの）

道をお通しになり、天から（雨）水をお降

らしになったお方」。そして、われら*はそ

れで、様々な種類の植物を出（し、生育）

させる。

逾也心
53.

© c^Uii
(アツラー*がお恵みになったよき作物か

ら、）食べ、（それで）あなた方の家畜を

飼育するがよい。本当にその中にはまさし

く、まともな理性の持ち主への御徴3があ

るのだ。

54.

1 アッラー*は全ての創造物を、飲食•生殖行為など、彼らを益するものへとお導きになった

(アル=パガウィー3:264 参照)。

2「書」とは、守られし碑板*のこととされる（ムヤッサル 315 頁参照)。

3 この「御徴」は、アッラー*の御力、かれの唯一性*、かれのみを崇拝*することに関する証

拠のこと（前掲書、同頁参照)。
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われら *は、あなた方をそれ （大地）から創

り、 （死後には）その中へとあなた方を戻

し、そして （復活の日*には）再び、そこ

からあなた方を出すのである。

55.

e漆

‘
ぬぼ切;：

^
遂56. われら *は確かに彼 （フイルアウン*) に対

み し る し

し、われら *の御徴 1を全て見せた。そして

彼は （それらを）嘘とし、拒んだのだ。

57. 彼 （フィルアウン*) は言った。「一体あな

、あなたの魔術

で私たちを、私たちの地から追い出すた

め、私たちのもとにやって来たのか？

たは一ームーサー*よ

か な ら

\L

^
iJ-sor-fe メし

^齡淑吳响、1
58. それでは、私たちも必ずや、それと同様の

魔術をあなたに披露しよう。そして私たち

とあなたの間に、私たちも、あなたも違え

ることのない約束を、中ほどの場2に設ける

のだ」 。3 ，嗅綱リし�59. 彼 （ムーサー*) は言った。「あなた方の約

束 （の日時）は、晴れ着の日4で、人々は朝

5に集められます」 。

60. フイルアウン*は引き返し、自分の策略を

練り上げてから、約束 （の日）に現れた。

1 この 「御徴」 に関しては、 アーヤ*42 の同語についての訳注を参照。

2 町外れに住んでいる者たちでも問題なく来れるような、町の中心地のこと。あるいは、

観衆の視界を阻（はば）むようなものがない、平坦な場所（イブン•アーシュール 16:246

参照)。

3 フィルアウン*が魔術師たちを集結させ、ムーサー* と魔術師たちに決戦させたことについ

ては、高壁章 109-126、ユーヌス*章 79-82、詩人たち章 34-51 も参照。

4 人々が着飾る、祭日のこと （ムヤッサル 315 頁参照)。

5 ここで 「朝」 と訳した原語は 「 ドハー」、つまり朝、太陽が昇って暑くなり始める頃 （イブ

ン•アーシュー̂ル 16:246 参，照）。
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61. ムーサー*は、彼ら（魔術師たち）に言っ

た。「あなた方の災難に（気を付けよ）。

アツラー*に対して嘘をでっち上げてはな

らない。そうすれば、かれはあなた方を罰

で根こそぎにしてしまおう。（アツラー*

に）嘘をでっち上げる者は、確かに敗北す

るのだ」。

62. すると彼らは、仲間内で自分たちの事につ

いて論議し、密かに密談した。

63. 彼ら（魔術師たち）は言った。「美にこの

二人（ムーサー*とハールーン*) は、まさ

しく魔術師である。彼ら二人はその魔術

で、あなた方をあなた方の地から追い出

し、あなた方の最善のやり方1を葬り去ろ

うとしているのだ。

. ならば、あなた方の策略を練り上げ、それ

から一列になって行くのだ。そしてこの

日、（相手に）勝った者は、確かに成功を

収めたことになる」。

65. 彼ら（魔術師たち）は、言った。「ムーサ

一よ、あなた方が杖を投げるか、それとも

私たちが最初に（自分たちが持っているも

のを）投げる者となるか？」

66. 彼（ムーサー*)は言った。「いや、あなた

方が（先に）投げよ」。すると、彼らの縄

と杖はどうであろうか、その魔術により、

彼（ムーサー*)にはそれらが（大蛇と化し

て）這い回るように映った。

p メ

^
3'泛
)

念逆ル

^64

鮮為滅

'
15險

いノ

^
4

1 「あなた方の最善のやり方」とは、彼らの魔術の手法のこと（ムヤッサル 315 頁参照)。
「あなた方の貴人たち」「あなた方の宗教」といった解釈もある（アルニバガウィー

3:266-267参照)。
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67. それでムーサー*は、自らの内に恐怖感を
いだ

抱いた。

魯梦Hi)|j

^
Sh3268. われら*は言った。「怖れるのではない。ま

さにあなたこそは、（彼らに対する）勝利

者なのだから。

ね も4じ 益69. そして、あなたの右手にあるもの（杖）を

投げよ。そうすれば、それは彼らの作った

もの1を、呑み込んでしまう。本当に彼らの

作ったものは、魔術師の策略なのだ。そ

して魔術師はどこに行こうと、成功するこ

となどはない」。

(こうしてムーサー*は杖を投げ、それは

幻の大蛇を呑み込んだ。）そして魔術師

たちは、サジダ*しつつ崩れ落ちた2。彼ら

は言った。「私たちは、ハールーン*とムー

サー*の主*を信じました」。

70.

も'

^
じA

71• 彼（フィルアウン*) は言った。「私があな

た方に許可を出す前に、あなた方は彼を信じ

た（のか）。本当に彼はまさしく、あなた方

に魔術を教えた、あなた方の親玉なのだ。
かなら

ならば私は必ずや、あなた方の手足を交互

に切り落とし、あなた方をナツメヤシの木の

幹に磔にしてやろう。そしてあなた方はき

と、私たち3のいずれが、より厳しく永い罰

(の主）なのか、知ることになるのだ」。

みき

つ

72. 彼ら（魔術師たち）は言った。「私たちは

決して、私たちのもとに到来した明証と、
私たちを創成されたお方4より、あなたを重

1 魔術による幻の大蛇のこと（ムヤッサル 316頁参照)。
2 高壁章 120の訳注も参照。

3「私たち」とは、フィルアウン*と、アッラー*のこと（前掲書、同頁参照)。
4 頻出名•用語集の「創成者*」の項も参照。
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んじたりはしません。では、あなたのする

ことを、するがよいでしよう。あなたが
けんげん

(権限を有）するのは、この現世の生活だ

けのことなのですから。

73. 本当に私たちは、かれ（アツラー*)が私た
あやま むり じ

ちの過ちと、あなたが私たちに無理強いし

た魔術のことをお赦しになるベく、私たち

の主$を信じました。そしてアツラー*は（あ

なたよりも）より善く、より永いお方1なの

です」。2

74. 本当に、自分の主*の御許に罪悪者（不信仰者

*)として馳せ参じる者があれば、地獄は彼の

ためにこそある。彼はそこで（安らぐべく）

死ぬことも、（楽しく）生きることもない。

75. そしてかれの御許に、正しい行い*に励んだ

信仰者としてやって来る者、それらの者た

ちにこそは（天国で）高い位がある。

76. その下から河川が流れる、永久の楽園が。

彼らはそこに永遠に留まる。それが、自ら

を努めて清めた者3への褒美なのだ。

77. また、われら*は確かに、ムーサー*に（こ

う）啓示した4。「われら*の僕たち（イス

l アッラー*は、かれに従う者に対し、フィルアウン*が彼に従う者に与えるよりも、善い褒

美（ほうび）をお授けになる、またアッラー*は、かれに逆らう者に対し、フィルアウン*

が彼に逆らう者に与えるよりも、長期間の懲罰をお与えになる（ムヤッサル 316頁参照)。

2 高壁章 125-126、及びその訳注も参照。

3「自らを清めた者」とは、自分自身を、汚れ•悪•シルク•から清め、アッラー
、
だけを崇拝*

し、かれに従って逆らわず、シルク‘を犯した状態ではなくして主*と拝謁（はいえつ）し
た者のこと（前掲書、同頁参照)。至高者章 14 の同語についての訳注も参照。

4 高壁章 127-135にもあるように、この啓示の前、ムーサー*はエジプトに長期間滞在し、
フィルアウン*とその民をアツラー*の教えへと招き続けている（イブン•カスィール 6:142
参照)。また、イスラーイールの子ら*がエジプトを脱出した時の描写（びょうしゃ）につ

いては、ユーヌス*章 90-92、詩人たち章61-66、煙霧章 23-24も参照。
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■七政ラーイールの子ら *) と共に、夜 （エジプト

を）旅立て。そして （追っ手が）追いつく

ことを怖がらず、（溺れることも）恐れず、

彼らのため、海に干上がった道を作ってや

るのだ」 。

㈡、78. こうしてフイルアウン*は、その軍勢に彼ら

を追跡させた。そして海原から彼らを、彼

らを覆ったものが覆った 1。

翕ぬujぶi檢�79. フイルアウン *はその民を迷わせたのであ
みちび

り、導いたのではなかったのだ。

iiね炎由ふが

_
80. イスラーイールの子ら *よ、われら*は確か

にあなた方2を、あなた方の敵から救った。

また山の右側であなた方と約束を交わし3、

あなた方にマンヌとウズラ4を下した。

切M

^
」jU81. われら *があなた方に授けた善きものから、

食べるがよい。そしてそれにおいて、放埒

であってはならない5。そうすれば、あなた

方にわが怒りが降りかかろう。わが怒りが

降りかかる者は誰でも、確かに転落し （破

減 し）た6のである。

ムーサー*らが海を渡り終えたところで、その後を追って同じ道をやって来たフィルアウン
* とその軍勢に海の水が襲いかかり、彼らは全滅した （アツ =サアディー51◦頁参照)。「覆

たものが覆った」 という表現については、アーヤ*38 の訳注を参照。

2 ここでの 「あなた方」 については、雌牛章 49 「あなた方」 の訳注を参照。

3 ムーサー*に、 トーラー*を啓示するという約束のこととされる。雌牛章 51、高壁章 142、
本スーラ *のアーヤ$6 も参照 （アツ =シャンキーティー4:74 参照)。

4 「マンヌとウズラ」 については、雌牛章 57 の訳注を参照。

5 具体的には、「不正*を犯してはならない」「恩恵をないがしろにしてはならない」「罪深い
ことにそれを費やしてはならない」「貯め込んではならない」 といった解釈がある （アル=
バガウィー3:270 参照)。

6 「転落 （ハワー)」 という表現は、地獄の奥底への転落という意味も含み得る （アル= クル
トゥビー11:231 参照)。
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82. 本当に，れは、悔し、信仰し、正しい行

い*に励み、そして導かれた者に対し、実

に赦し深い者なのである。

(アツラー*は仰せられた。）「何があなた

を、あなたの民から急がせたのか1、ムーサ

一*よ？」

83.

彼（ムーサー*) は、申し上げた。「彼らは、

私の後を追って来ている、あれらの者たち

、あな

84.

です。そして私は——我が主*よ

たがお喜びになるべく 、 （彼らを置いて)

あなたの御許へと急いだのです」 。

85. かれは仰せられた。「というのも実にわれ

ら *は、あなた （の民との離別）の後、確か

にあなたの民を試みたのだ。そしてサーミ

リーが彼らを、迷わせたのである」 。2

^JL^jk==^©じ4

86. ムーサー*は怒り、悲しみつつ、自分の民

のもとに戻った。彼は言った。「我が民よ、

一体あなた方の主*は、あなた方に、善き

お約束3を約束されたのではなかったの

か？ 一体、 （約束の）その期間が、あな

た方に長引い（て待ち切れなくなっ）たと

いうのか？ それともあなた方は、あなた

方の主*からのお怒りが自分たちに降りか

かることを望み、それで私との約束を破つ

たのか？」

1 人々を後にして、アッラー* との約束のために山へと急いだ時のことを指す （ムヤッサル

317 頁参照)。高壁章 142 以降も参照。

2 「サーミリー」が誰かについては、「牛を崇拝*する民の出身の男」「ムーサー*の隣人であり、

彼を信じたコプト人」 など、諸説ある （アッ=シャンキーティー4:78 参照)。彼は、ムーサ

一*がトーラー*を受け取るために民を離れていた時 （高壁章 143-145 参照)、イスラーイー

ルの子ら*の試練の原因となった （高壁章 148-153、イブン•カスィール 5:310 参照)。

3 「善きお約束」 とは、トーラー*の啓示のこと （ムヤッサル 317 頁参照)。
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87. 彼らは言った。「私たち自分たちの選択

で、あなたとの約束を破ったわけではな

い。しかし私たちは （フイルアウン*の）民

の宝飾品の内から、重い荷物を背負わされ

たのであり、それを （サーミリーの命令通

り、火をつけた穴の中に）放り込んだのだ

そしてサーミリーも同じように、放り投

げた2」 。

翕：

^
砂％;

^
41

^
88. こうして彼 （サーミリー）は彼らに、鳴き

声を有する、実体のある仔牛を （それらの

黄金から作って）出した。そして彼ら3は、

言ったのだ。「これは、あなた方の神4であ

り、ムーサー*の神である。そして彼 （ムー

サー*) は、（仔牛のことを）忘れてしまっ

た5のだ」 。

一体彼らは、それ （仔牛）が彼らに言葉も

返さなければ、彼らに対して害も益も有し

てはいない6のが、分からないのか？

89.

き か ん

(ムーサー*の帰還）以前、ハールーン*は

彼らに対し、確かに （こう）言った。「我

が民よ、あなた方はまさしく 、それ （仔牛)

90.

1 一説に、イスラーイールの子ら*はエジプトを出る時、コプト人たちから沢山の宝飾品を借

りて来ており、そのことについて罪悪感を感じていた （アッニサアディー511 頁参照)。
あるいは、それらはフィルアウン* とその軍勢が溺れた時、彼らから奪った物であった。い

ずれにせよ、その財産、または戦利品*は、彼らにとって非合法なものであった （アルニク
ルトウビー11:235 参照)。

2 サーミリーの放り投げた物については、アーヤ*96 を参照。

3 この 「彼ら」 とは、イスラーイールの子ら*の内、試練に負けてしまった者たち （ムヤッサ

ル 318 頁参照)。

4 「神」 に関しては、雌牛章 133 の訳注を参照。

5 つまり、「ムーサー*は、自分の神をここに忘れて、探しに行ってしまった」、あるいは 「そ

れがあなた方の神であると言うのを、忘れてしまった」（イブン•カスィール 5:311 参照)。

6 「害も益も備えてはいない」 については、ユーヌス*章 106 の訳注を参照。
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で試されている。そして本当に、あなた方

の主*は慈悲あまねき*お方。ならば私に従

い、私の命令に服すのだ」。

©が�
彼らは言った。「私たちは、ムーサー*

が私たちの所に戻って来るまで、それ（仔

牛）に崇め仕えるのを決して止めない

91 .

ぞ」0

翕如；

^
ぬじ6ぶ

^
92. 彼（ムーサー*) は言った。「ハールーン*

よ、彼らが迷ったのを目にした時、あなた

を引き止めたものは何なのか、

93. あなたが私に従うことから（引き止めたの

は）？ 一体、あなたは私の命令に背いた

のか？1」

撼紹5與茲擒加91. 彼（ハールーン*) は言った。「我が母の

息子2よ、私のあごひげも、頭（髪）も、

掴まないでくれ。本当に私は、（もし私

が彼らを放ったらかしにて、あなたを追

かけていたら、）『あなたはイスラー

イールの子ら*を分裂させ、私の言いつけ

も守らなかった』とあなたが言うことを、

恐れていたのだ」。3

95. 彼（ムーサー*) は言った。「では、あなた

の言い分は何なのだ、サーミリーよ？」

1 ムーサー*は残した民のことを、高壁章 142にあるような言葉と共に、ハールーン*に委任

していた（ムヤッサル 318頁参照)。また、このアーヤ*と同じ場面を描写している、高壁

章 150-151 も参照。

2「我が母の息子」という表現に関しては、高壁章 150の訳注を参照。

3 高壁章 150には、このアーヤ*で示されているのとは別のハールーン*の言い訳と、それに

対するムーサー*の反応が描写されている。また、イスラーイールの子ら*のこの罪が招い

た結果については、雌牛章 54 とその訳注を、預言者*•使徒*の無謬（むびゅう）性につい

ては、同章 36の訳注を参照。
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96. 彼（サーミリー）は言った0 「私は、彼ら

が目にしなかったもの（ジブリール*)を見

たのです1。それで私は、御使い（ジブリー

ル*) の（馬の足）跡から、一掴み（の土)

を手にし、それを（燃やして溶けた宝飾品

に）投げかけました。そのように私の自我

は、（このような行いを）自分自身に目映

く見せたのです」。2

參115

97•彼 (ムーサー*)は言った。「ならば、行く

がよい。というのも本当にあなたは、この

(現世での）生活にいる間は『（私に）近

づくのではない』と言うこと3になり、本当

にあなたにこそは、決して破られることの

ない（来世での懲罰の）約束があるのだか

ら。あなたが仕えていた自分の神（仔牛）
かなら

を、見てみるがよい。私たちはそれを必ず

や焼き尽くし、それからきっと、それを

海原に跡形もなくばら撒いてしまおう」。

98. あなた方が崇拝*すべきは、かれ以外に（真

に）崇拝*すべきいかなるものもない、アツ

ラー*のみ。かれは（その）知識で、全ての

ものを網羅し給う。

99. (使徒*ムハンマド*よ、）そのようにわれ

ら*は、既に過ぎ去ったものの消息の一部

を、あなたに語って聞かせる。また、われ

ら*は確かにわれら*の御許から、あなたに

教訓（クルアーン*)を授けたのである。

1 これは、彼ら（イスラーイールの子ら*) が海を渡り、それを追うフィルアウン*とその軍
勢が、溺れ死んだ時のこと（ムヤッサル 318 頁参照)。

2 アーヤ *87も参照。

3 触れるべきではなかったジブリール*の残したものに触れてしまった現世での罰として、サ
ーミリーは「(私に）近づくのではない」と言い、人々との接触を一切絶たなくてはならな
くなった（イブン•カスィール 5:313-314 参照)。
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減似瑪

^̂©ぬ
100. それ（クルアーン*) に背を向ける者は誰

でも、本当に復活の日*、（罪という）重

荷を背負うことになる。

101. 彼らはそこ（懲罰）に、永遠に留まる。

そして復活の日*、彼らの荷物は何と忌ま

わしいことか。

102. 角笛に吹き込まれるその日1。われら*はそ

の日、眼が青くなった

召集する。

②�㈣; ね

^
#*

ざいあく

2罪悪者たちを

0

^
肖。㈣103. 彼らは、自分たちの間で、ひそひそ話し合

(い、こう言）う。「あなた方は（現世で）、

十（日間）しか過ごさなかった」。3

われら*は、彼らの中で最も見識ある者

が、「あなた方は（現世で）、一日しか過

ごさなかった」と言う時、彼らの言うこ

とを最もよく知っているのだ。

(使徒*よ、）彼らは、（復活の日*の）

山 （々の状態）について、あなたに尋ね

る。ならば、言うのだ。「我が主*はそれ

らを、跡形もなく粉々にされる。4

106. そしてそれ（大地）を、真っ平でつるつ

るなものとされ、

104.

105.

i 復活の日*のこと（ムヤッサル 319頁参照)。家畜章 73の訳注も参照。

2 その日の出来事と恐怖の激しさゆえ、彼らの肌と眼の色は青ずんでしまう（前掲書、同頁

参照)。また一説によれば、当時のアラブ人は青い眼を不吉がっていた（アッ=ラーズィー

8:98参照)。イムラーン家章 106も参照。

3 ユーヌス*章 45とその訳注、及び、信仰者たち章 113-114、ビザンチン章 55、砂丘章35、

引き離すもの章 46 も参照。また一説にこの言葉は、現世と来世の長さの違いを実感した

時の、彼らの驚きの声であるとも言われる（アッ=ラーズィー8:99参照)。

4 これら復活の日*の天変地異の様子については、洞窟章 47、山章 9-10、出来事章 5-6、真

実章 13-15、階段章 8-9とその訳注、消息章20、巻き込む章3、衝撃章 4-5なども参照。
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107. あなたはそこに、いかなる歪みや起伏も

見出すことがない」 。

108. その日、彼らは呼ぶ者 (の声) に従 （い、

集合の場へと向か）う。彼からの逃け'道は、

全くない。そして （人々の）声は、慈悲あ

まねき*お方（アツラー*) に対して恭順 1に

な （つて消え入）り、あなたはひそひそ声2

しか耳にすることがないのだ。

109. その日、慈悲あまねき *お方が許可を授

け、その言葉においてご満足された者以

外、執り成しは役に立たない。3

㈣滅⑽好、
棘㈣濟

110. かれは、彼らの前にあるものも、背後にあ

るもの4 も、ご存知なのだ。また彼らが、

かれのことを知り尽くすことは出来ない。

111. そして （人々の）顔5は、永生する*お方、

全てを司る*お方へと屈服する。不正*を

背負った者は、 （復活の日*、）確かに敗

北したのだ。 ^
は※

兔ふ#

^
;

^̂ ^
112. そして信仰者で正しい行い*を行う者は誰

であれ、不正*も欠損も怖れることがない6。

じ

1 この 「恭順」 については、雌牛章 45 の訳注を参照。

2 「ひそひそ声 （ハムス)」 は、声以外にも、全ての小さい物音を表し得る。復活の集合の場

へと静かに向かう、人々の足音という理解も可能 （アッ =シャンキーティー4:100 参照)。

3 アッラー*のお許しがなければ、預言者*や使徒*でさえも、執り成すことはできない。そし
て執り成しを受ける側も、その言動においてアッラー*がお喜びになる誠実な信仰者でなけ

れば、執り成しを受けることが出来ない （アッ =サアディー513 頁参照)。雌牛章 48 の訳

注、マルヤム*章 87 も参照。

4 「彼らの前にあるもの•••」 については、雌牛章 255 の訳注を参照。

5 ここで特に顔のみが言及されているのは、人の屈服は顔によって表され、顔において表れ

るからである、と言われる （アッ =ラーズィー8:102 参照)。

6 やってもいない悪行について問われることもなければ、行った善行の褒美 （ほうび）を不
当に減らされることもない、ということ （ムヤッサル 319 頁参照)。
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^
一で•

力 ふ ふ、 心

©成

113. そのように、われら*はそれをアラビア語

のクルアーシ*として下し、その中で

を多彩に示した。（それは、）彼らが（ア

ッラー*を）畏れ*るため、あるいは彼ら

に教訓を汲ませるためなのである。

けいこく
敬出

114. そして、王であり、真理であられるアツ

ラー*は、（いかなる欠点からも）高遠な

お方であられる。（使徒*よ）、あなたに

その啓示が（一頻り）下り終わる前に、

クルアーン* (を受け取ること）に慌てる

のではない。そして、言うのだ。「我が主

*よ、私に知識を増やして下さい」。1

參唆4U
115. われら*は確かに以前、アーダム*に（楽

園の木の実を食べないよう）命じた2。そ

して彼は（そのことを）忘れてしまい、

われらは彼に（命令を遵守するだけの）

決意（の力）を見出すことがなかった。

e料
116. また、われら*が天使*たちに「アーダム*

にサジダ3せよ」と言い、彼らが（全員）

サジダ*した時のこと（を思い出せ）4。但

しイブリース*だけは別で、（それを）拒

んだ〇 5

1 預言者*ムハンマド*は、クルアーン*という知識への愛着と熱意ゆえに、ジブリール*がそ

れを彼に読誦（どくしよう）して伝授する際、それを慌（あわ）てて受け取ろうとした（復

活章 16 以降、およびその訳注も参照)。それでアツラー*は、彼が知識の増加を、アツラ

一*ご自身にこそ求めることを命じられた（アツ=サァディー514 頁参照)。

2 この出来事の詳細に関しては、雌牛章 30-39、高壁章 11-25、夜の旅章 61-65、サード章

71-83なども参照のこと。預言者*•使徒*の無謬（むびゅう）性については、雌牛章36の

訳注を参照。

3 この「サジダ*」については、雌牛章 34の訳注を参照。

4 この出来事の詳細に関しては、雌牛章34-39、高壁章 11-25、アル=ヒジュル章28-42、
夜の旅章 61-65、洞窟章 50、サード章 71-83なども参照。

5 イブリース*がサジダ*を拒んだことについては、高壁章 12とその訳注も参照。
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117. われら *は言った。「アーダム*よ、本当

にこれ （イブリース*) はあなたと、あな

たの妻に対する敵である。ならば、彼に
したが

(従って）あなた方二人を楽園1から追い

出させ、それであなた2が不幸になるよう

ではならない。

118. 本当にあなたはそこ （楽園）において、

飢えることもなければ、 裸になること

もない0

119. また、そこで喉が渴くことも、太陽に晒さ

れることもない」 。

120. すると、 シャイターン*が彼に囁きかけ

て、言った。「アーダム*よ、永遠の （生

を授けてくれる）木と、廃れることのな

い王権へと 、あなたを案内してやろう

か？」

121. こうして二人はそこから食べ、二人の

恥部 （アウラ*) は彼ら自身に露わになっ

^②松ム

^
j /ts\

ウラ*)を隠し始めた3。アーダム*は彼の主
あやま

*に逆らい、誤った4のである。

1 この 「楽園」 については、雌牛章 35 の訳注を参照。

2 シャイターン*に従えば、アーダム* もその妻ハウワーウ * も、不幸になることに変わりはな

い。一説に、ここでアーダム*のみが 「不幸になる」 と言及されているのは、ここでの r不
幸」 が 「身体的労苦」 のことであり、シャイターン*に従って楽園から出たら、それまでは

保障されていた衣食住を獲得するために苦労するのは、男性であるアーダム*自身に外なら

ないため、とされる （アルニクルトウビー11:253 参照)。

3 高壁章 22 とその訳注も参照。

4 クルアーン*かスンナ*の中にある描写を読むのでない限り、人がアーダム*を 「主*に逆ら

た」 などと描写することは、預言者*•人類の�に対する礼儀上、許されない （イブン.
アル=アラビー3:259 参照)。預言者*の無謬 （むびゆう）性については、雌牛章 36 の訳

注を参照。

ウ
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122. それから、かれの主*は彼（アーダム*)

をお選びになり、彼の悔悟をお受け入れ

になり、お導きになった。

翕祕お孤

^̂
123. かれは仰せられた。「二人とも共に、（イ

ブリース*と）互いに敵となって、そこ（楽

園）から落ちて行け。そして、あなた方

にわれら*の御許からの導きが到来した

時、わが導き（使徒*と啓典）に従う者

は誰でも、（現世で）迷うことはなく、

(来世で）不幸になることもない。

124. また、わが教訓に背を向ける者、本当に彼

には苦しい生活1がある。そしてわれら*は

復活の日*、彼を盲目にして集める2のだ」。

125. 彼は言う。「我が主*よ、どうして私を盲目

にしてお集めになったのですか？ 私は

(現世では、）目が見えていましたの

に？」

126. .かれは仰せられる。「（あなたがしたこ

とと、）同様（にしたの）である。われ

らの御徴はあなたに到来し、そしてあな

たはそれを（故意に）忘れたのだから。

それで同じようにこの日、あなたは（地獄

に）忘れ去られよう」。

127. そのように、われら*は自分の主*の御徴

を信じず、（主*への反抗に）度を越して

いた者に応報を与える。来世の懲罰こそ

は、より厳しく、より永いのである。

つ:

^
:

或遂

^̂ ^̂
逾

1 ある種の解釈学者らは、この「苦しい生活」を、現世•復活の日*が来るまでの死後の世界•
来世におけるもの、という広い意味で理解している（アツニサアディー515頁参照)。

2 現世で、アツラー*の教訓において盲目であったように、来世ではその視覚を奪われる（ア
ル=カースィミー11:4230参照)。夜の旅章 97の訳注も参照。
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128. 一体、われら*が彼ら以前に、どれほど多

くの（不信仰な）民*を滅ぼしたかが、彼

らにはまだ明らかになってはいないの

か？ 彼らはその者たちの住居の中を、
めつぼう

(その滅亡の跡を目にして）歩いている

というのに？ 本当にそこ1にはまさし

く、まともな理性の持ち主への御徴があ

るのだ。

1 2 9. (彼ら不信仰者*の懲罰を先送りにす

るという）あなたの主*からの先んじた

御言葉と、定められた期限2さえなけれ

ば、（彼らの早期での滅亡は）必然だっ

たのである。

ならば（使徒*よ）、彼らの言うことに忍耐
*せよ。また、太陽が昇る前とそれが沈む

前、そして夜の一部3において、あなたの主
*の称賛*と共に（かれを）称える*のだ。
また、昼の端々4に（アツラー*を）称えよ0

(それは、）あなたが（その

^
美で）満

足するようになるためである。

く/る巧〆ヒ

②�SBぶ

^
6哄

^

130.

祕�4與

^
域

�鎖di乎�
翕逆��

131 . また、われら*が彼ら（不信仰者*) の内

の様々な者たちを楽しませているもの

に、決してあなたの（羨望の）視線を釘付

けにするのではない。（それは、）われ

1 つまり、多くの不信仰な民が罰を受けて滅亡し、その痕跡が残っていること（ムヤッサル
321 頁参照)。

2 この「定められた期限」には具体的に、「彼らの寿命や懲罰に関して定められた期限」r復
活の日*」「バドルの戦い*」といった解釈がある（アルニバイダーウィー4:76参照)。

3 この三つの時間は、それぞれファジュル*、アスル*、イシャーゥ*の礼拝時間を指している
のだという（ムヤッサル 321 頁参照)。カーフ章 39-4◦とその訳注も参照。

4 これは一説に、昼の前半の終わりであるズフル*と、昼の後半の終わりであるマグリブ*の
礼拝時間のこと（前掲書、同頁参照)。
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ら*がそれで彼らを試練にかけるための、

現世の生活の飾りなのである。あな广この

主*の糧1は、（彼らが味わっている享楽）

より善く、より永く続くものなのだ。

また（使徒*よ）、あなたの家族2に礼拝を

命じ、それ（を行うこと) において忍耐*

を重ねよ。われら*があなたに糧を求める

のではなく3、われら*があなたに糧を与え

るのだから。そして（現世と来世におけ

る、善き）結末は、敬虔*さ（を纏った者

たち）にあるのだ。

. 彼らは言う。「どうして彼（使徒*) は自

分の主*の御許から、私たちに御徴4を持

って来ないのか？」一体、以前の書巻の

中にあるものに対する明証5は、彼らに

到来しなかったのか？

132.

133

もしわれら*が懲罰によって、それ以前6

に彼らを滅亡させていたら、彼らは（こ

う）言ったであろう。「我らが主*よ、ど

うしてあなたは私たちに、使徒*を遣わし

てくれなかったのですか？ そうすれば

134.

1 この「糧」は、来世での褒美のこと（アッ=タバリー7:5661 参照)。

2 この「家族」は、彼の家族以外はもちろんのこと、彼のムスリム*共同体全員をも指してい

る（アル=クルトウビー11:263参照)。

3 つまり、アツラー*こそが「あなた自身と彼らの糧」を保障されるのだから、生活の糧を求

めるがために、礼拝をおろそかにしてはならない、ということ（前掲書、同頁参照)。撒き

散らすもの章 56-58、離婚章 2-3も参照。

4 この「御徴」とは、奇跡のこと（アツ=サアデイー517 頁参照)。しかし、たとえ奇跡を

目にしても、彼らは信じることがない。家畜章 109-110、ユーヌス*章 97、創成者*章 42

なども参照。

5 過去の啓典に含まれた真理を確証する、クルアーン*のこと（ムヤッサル 321 頁参照)。食

卓章 48も参照。

6 使徒*を遣わし、啓典を下す以前、ということ（前掲書、同頁参照)。



20.ター•ハー章 AJP 0 ) ーマ.
ちょうばつ いや

私たちは、（あなたの懲罰によって）卑し
みしるし

められ、辱められる前に、あなたの御徴

に従いましたのに」。1

135. (使徒*よ、）言ってやるのだ。「（私た

ちの）いずれも、（誰に勝利があるか）

待ち望む身にある。ならば、待ち望むが

いい。あなた方は、誰が真っ当な道の徒で
みちび

あり、誰が導かれていたかを知ることに

なるのだから」。

1 関連するァーヤ*として、婦人章 165、家畜章 131、155-157、夜の旅章 15 とその訳注、

詩人たち章 208、創成者*章 24 も参照。
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預言#たち章 （アル=アンビヤーウ）1 ■雙齡 ::，
慈悲あまねく *慈愛深き *

アツラー*の御名において

せ い さ ん

人々に、その清算 （の時）が近づいた2。に

も関わらず、彼らは上の空で （警告に）背

を向けている。

2. 彼らのもとに、彼らの主*から （次々と）新し

い教訓 （クルアーン*) がやって来ても、彼ら

は決まってふざけながらそれを聞くだけ。

彼らの心は、不注意である3。不正*を働く

者たちは、ひそひそと （こう）密談する。
「一体これは、あなた方と同様の人間に外

ならないではないか？4 一体あなた方は （、

彼が人間であることを）分かっていながら、

魔術 5へと赴くのか？」

1 .

0

如

0 '

i マッカ*啓示。マッカ *啓示のスーラ *の常であるように、アッラー*の偉大さとその唯一性*、

啓示と預言者*ムハンマド *の正直さ、死後の復活と清算の証明が描かれている。また、ス
ーラ*の名称ともなっているように、預言者*ムハンマド*を含め十七人もの預言者*•使徒*

が言及され、彼らとその民との間に起こったイスラーム*の歴史が、その基本教義の説明•
使徒*に逆らう民への教訓や警告などと共に提示されている。

2 復活の日*の 「清算」 が近いという意味についての解釈に、次のようなものがある。①預言

者*ムハンマド*は最後の使徒*•預言者*であり、その共同体は最後のイスラーム*共同体で

ある。つまり、それ以前のイスラーム*共同体と比較すると、より復活の日*に近い。②こ

こでの 「清算」 は、死のこと。というのも死んでしまった者は、復活の日*が起こってしま

たも同然であるため。蜜蜂章 1 の訳注も参照 （アッニサアディー518 頁参照)。

3 彼らの心は現世的願望にかまけ、その体は娯楽に耽 （ふけ）り、欲望の追求、無意味な物事、

俗悪な言葉に勤 （いそ）しんでいる。しかし本来、心はアッラー*のご命令に従い、かれの御

言葉に傾聴 （けいちよう）すると共に、その意味を熟考 （じゅっこう）し、来世を念頭に置

きつつ、身体は創造主への崇拝*にこそ勤 （いそ）しむべきなのである （前掲書、同頁参照)。

4 家畜章 8-9 などにもあるように、彼らは使徒が彼らと同様の人間ではなく、天使*であるべ

きだと主張したりもした （アル=バガウィー3:283 参照)。

5 この「魔術」 とは、マッカ*の不信仰者*らがクルアーン*を揶揄（やゆ）して言ったもの（ム
ヤッサル 322 頁参照)。彼らは、人間の手による奇跡を魔術の一種としていた （アブー *

アツニスウード 6:54 参照)。

〇



21.預言者たち章 パ、
彼

^
預言者*ムハンマド*) は、言った。「我

がは、天と地における （全ての）言葉を

存じておられる。かれはよくお聞きになる

お方、全知者であられるのだ」 。

4.

いや、彼らは（それぞれ、こう）言った。「（ク

ルアーン*は、）夢まぼろしがごちや混ぜに

なった （無意味な）もの」 。「いや、彼 （ム
ハンマド*) がそれを、捏造したのだ」。「い

や、彼は詩人なのである」。「ならば、先代

の者たちが（それと共に）遣わされたように、

5.

み し る し

私たちに何か御徴 1を持って来させよ」 〇

6. 彼ら （マッカ*の不信仰者*たち）以前にも、

われら*が滅ぼしたいかなる町（の住人）も、

(たとえ使徒*が奇跡をもたらしたところ

で、）信じることはなかったのだ。そして

一体、 （奇跡を眼にしたら、）彼らは信じ

るというのか？2

また、われら*があなた以前に（使徒* として）

遣わしたのは、われら *が啓示を下す男性

(人間）以外の何者でもなかった3。ならば、

教訓の民4に尋ねてみよ。もし、あなた方が

知らないというなら。

4

璃W破屬⑽じ;7.

1 この 「御徴」 とは、ザーリフ*の雌ラクダ、ムーサー*やイーサー*の奇跡のような奇跡のこ
と （イブン•カスィール 5:332 参照)。

2 家畜章 109-110、ユーヌス*章 97、ター•ハー章 133、創成者*章 42 なども参照 。
3 啓典の民* どころか、マッカ*の不信仰者*たちでさえ、その預言者*性を信じていたイブラ

ーヒーム* もまた、人間の男性であった。つまり、人間だからという理由で預言者*ムハン
マド*を否定するという彼らの論理は、彼らの信条にさえも矛盾していた （アッ =サァディ

一519 頁参照)。

4 この 「教訓の民」 とは、過去の啓典についての知識がある者たちのこと （ムヤッサル 322
頁参照)。尚、このアーヤ*を、「宗教に関する知らないことは、無知な者ではなく 、知識を
有する者に尋ねよ」 と、より一般的な形で理解することも可能である （アッニサァディー
519 頁参照)。



21. 預言者たち章

また、われら *は彼ら （使徒*) を、食べ物

を口にしない物体にしたわけでもないし、

彼らが （現世で）永遠の者たちだったわけ

でもない。1

それから、われら *は彼ら （使徒* とその信

徒たち）に （勝利と救いの）約束を実現さ

せ、彼らと、われら*が望む者たちを救い出

し、 （不信仰において）度を越していた者

たちを滅ぼしたのだ。

8.

9.

われら *は確かに、あなた方に啓典を下し

た。（そこにある教えを信じ実行すれば、）

その中には、あなた方への栄誉2がある。一
体、あなた方は分別しないのか？

10.

^
\ -

©讲谈这成
また、われら *は一体、どれだけ多くの不正11 .

ぜ ん め つ

*であった町を全滅させ、その後、別の民を

設けたのか。

吸ぶS!じ。それで彼らは、われら *の（彼らに対する懲

罰の）猛威を察知すると、どうであろうか、

そこ （町）から疾走 （して逃亡しようと）

するのである。

(その時、彼らにはこう言われる。）「疾走

せ ず に 、あ な た 方 が 享 受 し て い た も の

(現世の享楽）と、あなた方の住まいに

戻れ。あなた方は、 （自分たちが現世で

し て い た こ と に つ い て、）尋 ね ら れ る で

あ ろ う」 〇
3

12.

13.

1 同様のアーヤ * として、ユースフ*章 109、識別章 20 も参照。

2 「栄誉」 については、信仰者たち章 71、金の装飾章 44 とその訳注も参照。

3 一説には、天使*たちが彼らに対する嘲笑 （ちようしよう）的意味合いから、「(信仰に対す

る）高慢さの原因であった、あなた方の豊かな恩恵のもとに戻れ。あなた方が有していた

現世的恩恵から、ねだられるだろう」 と言う （アル=クルトウビー11:275 参照)。



521.預言者たち章 Ojケ

^
一で、

14. 彼らは言う。「我らが災いよ！1 本当に

私たちは、不正*者でした」。

15. そして彼らのその言葉は、われら*が彼らを

メIJり取られた作物（のよう）にし、息絶え

らせるまで、続くのである。

施◎疏じ」16. われら*は、天と地とその間にあるもの全て

を、ふざけ半分に創ったのではない。

17. もしわれら*が（自分に子供や妻を設けるな
たわむ

どという）戯れ事をするのであれば、（あ

なた方のもとからではなく）われら*の御許

からそれを設けたであろう2。われら*が（そ

のようなことを）することはないが。

18. いや、われら*は真理を虚妄に投げつける。

すると、それ（真理）はそれ（虚妄）を割

り砕き、どうであろう、それ（虚妄）は消

滅してしまう。あなた方には、自分たちが

言っていること3ゆえの、災いがあるのだ。

19. かれ（アツラー*)にこそ、諸天と大地にい

る全てのものは属する。そして、かれの御

許にいる者（天使*たち）は、かれを崇拝*

することに対して驕り高ぶらず、疲れるこ

ともない。

20. 夜も昼も、倦むことなく（かれを）称え*

ているのだ。

'
Sト ー 々 私 ぶ

念3ふ

^
1 「我らが災いよ！」という表現については、食卓章 31の訳注を参照。

2 これはイーサー*とその母マルヤム*を神とした、キリスト教徒*らに対する言葉とされる。
つまり、子供や妻は自分の種族から得るものであり、アッラー*が人間を子供や妻にするこ

とはあり得ない、ということ（アル=バガウィー3:285 参照)。集団章 4 も参照。

3 つまりシルク*を始めとした、アッラー*に相応（ふさわ）しくない形容のこと（ムヤッサ

ル 323頁参照)。
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^
、s21.預言者たち章 り ド ー い

21 . いや、一体彼らは地上から、（死んだもの

を）復活させることの出来る神々1を設けた

というのか？2

ねぶ022. そこ （天地）にアツラー*以外の神々がい

たら、その二つ （天地）は損なわれてし

まったであろう 3。彼らの言うようなこと

から （無縁な）、御座4の主*アツラー*に

称えあれ。

23. かれがご自身のされることを問われるの

ではなく 、彼らが （自分たちの行いを）問

われるのである。5

�灰冰故

^
]

み ぐ j. ，ろ

24. いや、一体彼らは、かれ （アツラー*) を

れ。「 （そのことの正当性を示す、）あな

た方の明証を持ってくるがよい。これは私

と共にある者の教訓と、私以前の者の教訓

6である （が、そこにはそのような根拠は

ない）のだ。いや、彼らの多くは真実を知

らない。彼らは （そこから）背を向けてい

るのだ」 。

1 「神々」に関しては、雌牛章 133 の訳注を参照。以下、同様の表現についても同訳注を参照。

2 もちろん、アッラー*以外にそのような存在はない （イブン•カスィール 5:337 参照)。

3 もし、この世に複数の全能神があれば、それらの意向は衝突し合い、秩序は乱れてしまう。
一方の意向のみが存在することは、他方の不能性を示し、またそれらの意図が全ての物事

において一致することは、あり得ない （アッ =サァディー521 頁参照)。信仰者たち章 91

も参照。

4 「御座」 に関しては、高壁章 54 の訳注を参照。

5 全てのものはアッラー*の王権のもとにあるのであり、かれはその僕に関するご決定につい

て、「なぜ、そのようにされるのですか？」 などと問われる筋合いはない。天地における創

造物こそが、その行いを問われるのであり、それに応じた報いを受けることになる （アッ

= タバリー7:5680-5681 参照)。

6 一番目の 「教訓」 はクルアーシ*、二番目のはそれ以前の啓典のこと （ムヤッサル 323 頁

参照)。



521.預言者たち章 一で、

©oj域射卿咸4
25. また、われら*はあなた以前、「われ以外に

(真に）崇拝*すべきものはない。ゆえにわ

れを崇拝*せよ」と啓示することなしには、

いかなる使徒*も遣わさなかった。1

26. 彼ら（シルク*の徒）は言った。「慈悲あま

ねき*お方（アツラー）は、（天使*たちと

いう）御子をもうけられた2」。アツラー*

に称え*あれ。いや、（彼らは）誉れ高き僕

なのである。

ぬ1 調 ❾

27. 彼らは、かれ（アツラー*)に対して言葉を

先んじることなく、かれのご命令に沿って

行動するのだ。

28. かれは、彼ら（天使*たち）の前にあるもの

も、その背後にあるもの3も、ご存知である。

また彼らは、かれ（アツラー*)がご満悦に

なられた者に対してしか、執り成しをしな

い4。そして彼らは、かれへの畏怖ゆえに、

怯える者たちなのだ。

d

ど

^
ゲメ•29. また、彼ら（天使*たち）の内、「私こそは、

かれとは別の神である」などと言う者5があ

れば、われら*はその者を地獄で報いてや

る。われら*はそのように、不正*者たちに

応報を与えるのだ。

©

1 蜜蜂章 36 も参照。

2 マッカ*の不信仰者*らは、天使*をアッラー*の娘と見なしていた。蜜蜂章 57とその訳注も

参照。

3 つまり、彼ら天使*たちの未来と過去の行いのこと（ムヤッサル 324 頁参照)。

4「執り成し」については、マルヤム*章 87、ター•ハー章 109も参照。

5 これは、一説にイブリース*のこと。また一説には、天使*一般についての、仮定上の話（ア
ル=クルトゥビー11:282 参照)。



21.預言者たち章 パ、
一体：

^^
言仰にiった者*たちは、諸天と大

地が膠着した状態だったことを知らないの

か？ そしてわれら *がその二つを引き裂い

たことを？1 われら*は、水から全ての生物

を勤った2。

せ3跳ヌ

^
娜

131

^
3 しJ

②djSS

^
Cf-

30.

一体、彼らは信じないのか？

またわれら *は;

^
也に、それが彼らと共に揺

tl動かないよう堅固な山々を設え、彼らが

導かれるようにと、そこに広々とした道々

を用意した。

31 .

ク〆

32. また、われら *は天を守られた屋根3とした。

それでも彼らは、その御徴から背を向けて

いるのだ。

㈣爲勝ん魅
參4

^
4■多

33. かれは夜と昼、太陽と月をお創りになった

お方。全ては、軌道を走る。

(使徒*よ、）われら *はあなた以前 （現世

において）、いかなる人間にも永遠 （の生)

を授けたりはしなかった。一体、もしあな

たが死んだら、彼らは （その後）永遠なる

者となるというのか？4

34.

ぬ

1 つまり、雨の降らない 「閉じられた」 状態の空から雨をお降らしになり、植物の育たない

「閉じられた」 大地から、植物を芽生えさせられること （アツ =タバリー7:5687、ムヤツ

サル 324 頁参照)。外にも、「一体であった天と、一体であった大地を、それぞれ七層に分

けられた」「天地がそもそも一体であったのを、引き裂かれた」などの解釈もある （イブン *

カスィール 5:339 参照)。

2 つまり水を、全ての生物の基礎とされた （前掲書、同頁参照)。「精液から、お創りになっ

た」「大半の生物を、水から作った」 といった説もある （アル=バガウィー3:287 参照)。

3 一説には、巡礼*章 65 にもあるように、「落下することから守られている」 という意味。
あるいは、アル= ヒジュル章 17 にもあるように、「シャイターン*が天界の話を盗み聞き

しようとして、そこに近づくことから」 守られている （前掲書、同頁参照)。

4 山章 30 などにもあるように、不信仰者* らは預言者*ムハンマド*を蔑 （さげす）みつつ、

「彼が死ぬのを待って、放っておこう」 と言っていた。しかし、たとえ彼が彼らより先に

他界したとしても、それは全ての預言者*の習いなのである。そして後続のアーヤ1こもあ

る通り、彼ら白身も遅かれ早かれ、現世という試練を去り、そこでの行いの報いを受ける

ことになる （アツ =サアディー523 頁参照)。
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^
一で、21.預言者たち章

35. 全ての者は、死を味わうのだ。われら*は悪

と善という試練1で、あなた方を試す。そし

てわれら*の御許にこそ、あなた方は戻され

るのである。

(使徒*よ、）不信仰に陥った者*たちがあ

なたを見れば、あなたのことを嘲笑の的

とするだけ。（彼らはあなたを蔑んで、互

いにこう言うのだ0 ) 「一体これが、あな

た方の神々に （無礼な言葉で）言い及ぶ者

か？」 彼らこそは、慈悲あまねき*お方 （ア

ッラー*) の教訓 （クルアーン*) について

否定する者たち2であるというのに。

あ ㈤“
ち味36.

37. 人間は、せっかちさから創られている3。わ

れは間もなく 、あなた方にわが御徴 4を見

せてやる。ならば、 （それを）われに性急

に求めるのではない。

c>\ \ jjS38. 彼らは言う。「この約束 （の実現）は、い

つなのか？ もし、あなたが本当のことを

言っているのならば」 。

39. 不信仰だった者*たちが、自分たちの顔も背

中も業火から誌ぐことが出来ず、 （誰から

も）助けられることのない時のことを知っ

ていれば （不信仰に留まることなく、懲罰

も復活の日* も、急ぐことはなかったのに）。

1 この「悪と善という試練」とは、イブン•アッバースすよれば、「苦難と安楽、健康と病気、
裕福さと貧困、合法な物事と非合法な物事、服従と反抗、導きと迷い」 のこと （アッ =夕

バリー7:5693 参照)。

2 夜の旅章 110、雷鳴章 30 とそれらの訳注、識別章 60 も参照。マッカ*の不信仰者*らは、慈悲

あまねき*お方 （アッラー*) の神性は否定する一方で、自分たちの偶像の神性を否定する者を

非難した。これは、無知の中でも最たるものであった （アルニクルトウビー11:288 参照)。

3 この表現は、過度のせっかちさの譬 （たと）え （アル=バイダーウィー4:93 参照)。

4 この 「御徴」 は、懲罰のこと （ムヤッサル 325 頁参照)。
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40. いや、それ （復活の日*) は突然訪れて、

彼らを動転させるのである。そして彼ら

はそれを阻iすることも出来なければ、

(それに対する）猶予を与えられること

もない。

(使徒*よ、）あなた以前の使徒*たちもま

た、確かに嘲笑されたのである。そして

彼らを嘲っていた者たちは、自分たちが

嘲笑していたもの（懲罰）によって包囲さ

れたのだ。

42. 言ってやれ。「誰が、夜でも昼でも、あな

た方を慈悲あまねき*お方 （アッラー*) か

ら守ってくれるというのか？」 いや、彼ら

は自分たちの主*の教訓から、背を向ける者

たちである。

41.

、 CrtMrjC

^
)43. いや、一体彼らには、われら* (の懲罰）

を彼らから阻止してくれる神々などある

とでもいうのか？ それらは自分自身のこ

とを助けることも出来なければ、われら*

から救われることもないというのに。

み〆夕〆 ，夕

44. いや、われら*は、これらの者たちとその先

袓を、彼らに長い年月が流れ去るまで楽し

ませておいたのだ。一体、彼ら （不信仰者
*) は見ないのか？ われら*が （彼らの）土

地に取りかかっては、それをその端々から

削り取っていぐのを？ 一体、彼らは勝利

者2であるというのか？

1 この意味については、雷鳴章 41 の訳注を参照。

2 アツラー*の御力が迫って来たり、死が襲いかかって来たりすることに、打ち勝つ者のこと。
もちろん、その時が来れば、彼らは大人しく身を引き渡すだけである （アツニサァディー

524 頁参照)。
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(使徒* よ、）言うのだ。「私があなた方に

警告するのは、（アツラー*からの）啓示に

よってこそである」 。聾は、警告を受けて

も、呼びかけを聞くことがない1。

46. もし彼らに、あなたの主*の懲罰の一片が

触れでもすれば、彼らはきっと （こう）言

うのだ。「我らが災いよ！2 本当に私た

ちは、不正*者でした」 。

47. われら *は復活の日*に、公正な秤を設け

る。誰一人、僅かたりとも不正*を受けるこ

とはない。そして、たとえ （現世での行い

が）からし種一粒きりの重さであったとし

ても、われら*はそれを （勘定に入れるベ

く）持って来るのだ。われら*だけで、清算

者は十分なのである。3

111\J45.

义ズしみ4

^
必

olsyiJ^ 1113 XcSj48. われら* は確かにムーサー* とハールーン*

に、識 別4と 然 た る）光、敬 虔*な 者 た

ちへの教訓を授けた。
け い け ん

瞬•(彼ら敬虔*な者たちとは、）その時（復活

の日）に怯えつつ、まだ見ぬままに、彼ら

の主*を恐れる5者たち。

49.

1 耳が、それで聞くものから利益を得ないという理由で、あたかも聴覚自体がないかの

ように表現されている （アル=バイダーウィー4:95 参照）。フード*章 20、24 とその
訳注も参照。

2 この表現については、食卓章 31 「我が災いよ」 の訳注を参照。

3 同様の意味のアーヤ* として、婦人章 40、高壁章 8 とその訳注、洞窟章 49、ルクマーン章

16、地震章 7-8 も参照。

4 この 「識別」 については、雌牛章 53 「識別の啓典」 についての訳注を参照。

5 アツラー* を直 （じか）に見はしなくても、熟考と実証によって、現世での行いにお
報いになる全能の主の存在を知り 、心の奥底で、そして他人の目から離れた所で、
かれを恐れること （アルニクルトゥビー11:295 参照）。カーフ章 33、王権章 12 も
参照。



一で、21. 預言者たち章

これ（クルアーン*)は、われら*が下した祝

福あふれる教訓。一体あなた方は、それを

否定するのか？

50.

©ム
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51 . われら*はイブラーヒーム*に以前1、確かに

正道を授けた。そしてわれら *は、そのこ

と2を知っていたのだ。

52. 彼(イブラーヒーム*)が自分の父親と民に、

(こう）言った時3のこと （を思い起こさせ

よ）。「あなた方が仕えている、これらの

偶像は何なのですか？」

彼らは言った。「私たちは、私たちのご先

袓様が、それらを崇めているのを見出した

のだ」 。4

53.

私)紙'3
公、;

翕が
彼は言った。「あなた方と、あなた方のご先祖

は確かに、紛れもない迷いの中にあります」 。
5A

彼らは言った。「一体あなたは、真実を携え

て私たちのところへやって来たのか？5 そ

れともあなたは、ふざけた者の類いなのか？」

. 彼は言った。「いや、あなた方の主*は、諸天

と大地の主*。それらを創成されたお方6。

そして私はその事に関する、証人の一人な

のです」 。

55.

じ:

^
56

1 預言者* としての使命を授ける以前、あるいはムーサー* とハールーン*以前、ということ。
アルニクルトウビー*によれば、前者の説が大半の学者らの見解（11:296 参照)。

2 イブラーヒーム*がそれに適役である、ということ （ムヤッサル 326 頁参照)。

3 イブラーヒーム* とその父親、及びその民のやり取りについては、家畜章 74-82、マルヤム
*章 42-48、詩人たち章 70—89、整列者章 85-98、金の装飾章 26-28 も参照。

4 この言い訳については、雌牛章 170 「ご先祖様のやり方」 についての訳注を参照。

5 あなたの言っていることは本当で、かつ本気なのか、ということ（ムヤッサル 326 頁参照)。

6 頻出名•用語集 「創成者*」 の項も参照。アッラー* こそは、天地とそこにある全創造物をお

創りになり、その全てを一手に司 （つかさど）られるお方であり、彼らがアッラー*をよそ

に崇めていた偶像もその一つでしかない （アッニサァディー525 頁参照)。
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o\joo 4jiil3?
57. (イブラーヒーム*は、つぶやいて言った。）

「そしてアツラー*に善って、私はあなた方

が背を向けて立ち去った後1、 必ずやあな

た方の偶像に策略しよう」 。

58. こうして彼は、それら （の偶像）を、それ

らの長2を除いて （全て）粉々にした3。（そ

れは）彼らが、それに （鎚るべく）戻って

来るようにするため4であった。

59. 彼らは （戻って来て、その有様を見ると、

お互いに）言った。「私たちの神々に、こ

れをやったのは誰だ？ 本当にそいつはま

さしく、不正*者の類いである」 。

势こゲが

顧 孰!
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ム*と呼ばれる若者が、それらについて （無

礼な言葉で）言い及ぶのを耳にしたぞ」 。

61. 彼ら （の内の有力者たち5) は、言った。「で
め ん ぜ ん

は、そいつを人々の面前に連れて来るの

だ。彼らが、（イブラーヒーム*がそのよう

に言ったと認める場に）立ち会うように6」0

62. (イブラーヒーム*が連れて来られると、）

彼らは言った。「一体あなたが、私たちの

神々に対してこんなことをしたのか、イブ

ラーヒーム*よ？」

1 彼らが年に一度、皆外出する、祭日の日のこと （アル：クルトウビー11297 参照)。この時、イ
ブラーヒーム*がし、かにして外出せずに済むようにしたのかについては、整列者章 88-89 を参照。

2 偶像の中でも一番大きいもの。（アツ =サァディー526 頁参照)。

3 この時の様子と、その後の出来事については、整列者章 91-98 を参照。

4 一説には、「イブラーヒーム*の宗教へと戻って来るようにするため」（アル=パガウィー
3:292 参照)。

5 一説に彼らは、王ナムルーズとその民のこと （アル=クルトウビー11:299 参照)。雌牛章
258 も参照。

あるいは、「彼らの神々をこんな目にあわせた者がどうなるか、人々が目の当たりにするよ
うに」（アツ =サアディー526 頁参照)。

6



多21. 預言者たち章 一で、
63. 彼は言った。「いいえ、それら （偶像）の

長であるこれが、そうしたのです1。では、

それら （の偶像）にお尋ね下さい。もし、

それらが喋れるのなら、ですが」 。

そして彼らは我に返り2、（5いに）言った。「本

当にあなた方こそは、不正*者だったのだ」 。

65. それから彼らは、（頑迷さへと）逆戻りして

(言った) 。「あなたは確かに、これらの者

たち （偶像）が喋らないことを知っているの

に（、いかに私たちがそれらに尋ねようか）？」

64.

彼（イブラーヒーム*) は言った。「一体（そ

のことを知りながら、）あなた方はアツラ

一*をよそに、あなた方を少しも益しなけれ

ば、（それを崇拝* しても）害しもしないも

のを崇めるのですか？

67. あなた方と、あなた方がアツラー*をよそに崇

めているものの、忌まわしいこと。一体あな

た方は （無知で、）分別しないのですか？」

66.

ダ
、。J-5

©こ

^68. 彼らは言った。「そいつを焼き （殺し）、

あなた方の神々を助けるのだ。もし、あな

た方が （神々を援助）するならば」 。

69. (こうして彼らはイブラーヒーム*を、火の

中に投げ入れた3。）われら *は （こう）言

っ （て、彼 を 助 け）た。「火 よ、冷 た く な

り、イブラーヒーム*に安全となれ」 。

1 一説には、偶像の長が、自分と共に崇められている他の偶像に対して怒り、壊してしまっ

たのだ、という話を仕立て上げた （アッニサアディー526 頁参照)。

2 自分の身を守れもせず、質問にも応じることの出来ないようなものが、崇拝*に値しないこ

とに気付いた （ムヤッサル 327 頁参照)。

3 火の中に投げ込まれた時、イブラーヒーム*はこう言った。「私には、アッラー*さえいら

しやれば万全である。全てを請け負われる *お方の素晴らしさよ」（アル=ブハーリー4564
参照)。整列者章 97-98 も参照。

■〇



6 ) 一ぐ、21. 預言者たち章

70. 彼らは、彼に対して策略を望んだが、われ

ら *は彼らを最大の損失者とした。1

71 . また、われら *は彼 （イブラーヒーム*) と

ルート *を、われら *が全創造物のために祝

福した地へと、救い出した。2

も:地

叫jてu?�姑錄

72. また、われらは彼 （イブラーヒーム）に、

イスハーク*と、その上ヤァクープ*を恵ん

だ。そして皆、正しい者*としたのである。

73. また、われら*は彼らを、われら*の命令に

よって （人々を）導く導師とし、彼らに善

行と、礼拝の遵守*、浄財*の拠出を啓示し

た。そして、彼らはわれら*を崇拝*する者

だったのである。

74. また、われら *はルート *に裁決3と知識を

授けた。そして彼を、（その民が）忌まわ

しい事4を働いていた町5から、救い出し

た。本当に彼らは、悪の民、放逸な者たち

であった。

化が

1 彼らの試みは、彼らが誤っており、イブラーヒーム*が正しいことの絶対的証拠をもたらし

た上、イブラーヒーム*の位を上げ、彼らが最も厳しい罰を受けるに値する結果となった（ア

ル=バイダーウィー4:101 参照)。

2 彼らはイラクの地から、様々な恩恵に恵まれ、多くの預言者*たちを輩出 （はいしゅつ）し

た、シャーム地方 （現在のシリア、パレスチナ、ヨルダン周辺）へと移住した （ムヤッサ

ル 327 頁参照)。

3 この 「裁決」 は一説に、預言者* としての使命と、人々の間を裁く力のこと （前掲書 328
頁参照)。

4 この「忌まわしい事」とは、男色（高壁章 80-81、フード*章 77-79、詩人たち章 165-166、
蟻章 54-55、蜘蛛章 28-30 参照)、人への投石、公然と放屁 （ほうひ）し合うことなどで

あったとされる （アッ =タバリー7:5720 参照)。

5 この 「町」 については、フード*章 81 の訳注を参照。
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故

'
75. そして、われら*は彼を、われら *の慈悲1の

中に入れてやった。本当に彼は、正しい者

*の一人であったのだから。

76. また （使徒* よ）、ヌーフ* (のことを思い

起こさせよ）。彼が以前、（その主*に祈っ

て）呼びかけた時のこと 2。われら *は彼に

応え、彼とその家族を、この上ない苦悩3か

ら救った。

77. そしてわれら*は、われら*の御徴を嘘呼ば

わりした民から、彼を助けた。本当に彼ら

は悪の民だったのであり、われら*は彼らを

皆、溺れさせたのだ。

78. また （使徒*よ）、ダーウード* とスライマ

ーン* (のことを思い起こさせよ）。彼ら二

人が、農作地について （争う二人の者を）

裁いた時のこと。（それは、）そこに夜中、

(一方の）民の羊が侵入して （、別の民

の）作物を食べ （荒らし）てしまった時の

ことだった。われら*は、彼らの裁決に立ち

会っていたのである。

79. そして、われら*はスライマーン*に、それ

(争う両者の利益を公正に配慮すること）

についての理解を授けた4。 われら *は

1 この 「慈悲」 には、「預言者*としての使命」「イスラーム*」「天国」「不信仰の民*からの救

い」 など諸説あり （アルニクルトウビー11:306 参照)。

2 呼びかけた祈りの内容については、月章 10、ヌーフ*章 26-27 を参照。

3 この「苦悩」 とは、洪水によって溺れることと、民から嘘つき呼ばわりされていたこと （ア

ル=バガウィー3:298 参照)。

4 ダーウード*は、羊が、荒らされた農作地の所有者のものとなるように裁いた。一方スライ

マーン*は、羊の所有者が荒らされた農作地を元通りにするまで、農作地の所有者が羊の乳

や羊毛などを利用することが出来るものとし、農作地が元通りになった後には、農作地と

羊がそれぞれ元の所有者のもとに返還されるようにした （ムヤッサル 328 頁参照)。
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(両者の）いずれにも、裁決1 と知識を授け

たのである2

(その主*を）称える *山々と鳥を仕えさせ

た3。そして、われら *は （そのように）す

る者であった。

80. また、われら *は彼 （ダーウード*) に、あ

なた方のための鎧の作り方を教えた4。（そ

れは）あなた方を、あなた方の戦い （の中

での負傷）から守るためである。ならば、

あなた方は（アツラー*の恩恵を）感謝する

者なのか？5

。またダーウード*には、

私」分成ゴLb

81. またスライマーン*には、彼の命令のもと、

われら *が祝福した地6まで吹いて行く強

風を （仕えさせた）7。われら *はもとより、

全ての物事を知っていたのである。

1 この 「裁決」 については、アーヤ*74 の訳注を参照。

2 アル = クルトゥビー*によれば、ダーウード * とスライマーン*はこの裁決において、啓

示ではなく 、自らの知的努力によって見解を導き出した、というのが大半の学者の説

である。そして二人の裁決の差異については、以下のような学者の意見がある。①ダ

ーウード *はこの件において間違えたわけではなく 、「裁決と知識」 を与えられてはい

たが、スライマーン*の方が彼より優れていた。②この件に限ってみれば、ダーウード
*は間違い、スライマーン *は正しかったが、預言者 *でも （このような分野での）間違

いはあり得る （雌牛章 36 の訳注も参照)。ただ、預言者 *は間違いを承認し続けるこ

とがない（11:308-309 参照）。

3 一説には、ダーウード *は柔らかく繊細な美声の持ち主だった。それで彼がアッラー*を称

える *と、山々や鳥がそれに応えて、アッラー*を称え*たのだという（アッニサァディー528

頁参照)。サバア章 10、サード章 18-19 も参照。

4 サバア章 10-11 も参照。

5 この言い回しについては、食卓章 91 「あなた方は•••止めるのか？」 についての訳注

を参照。

6 この「われら *が祝福した地」とは、エルサレムのこととされる（ムヤッサル 328 頁参照)。

7 サバア章 12、サード章 36 も参照。



21. 預言者たち章

■ぬ如J
82. また、 シャイターン * らの内から、彼 （ス

ライマーン *) のために （海へ）潜り、そ

れ以外の仕事もこなす 1者たちを （仕えさ

せた）。われら *は、彼らに対する守護者2

だったのだ。

83. また （使徒*よ）、アイユーブ* (のことを

思い起こさせよ）。彼が、 「私に災難が降

りかかりました。それでも、あなたは慈し

み深い者の中でも、最も慈しみ深いお方で

あられます」 と （言って）、その主*を呼ん

だ時のこと。3

それで、われら*は彼に応え、彼に降りかか

た災難を取り除いた。そして、われら *

の御許からの慈悲と、崇拝*者たちへの教訓

として、彼に家族と、それと同様のものを

もう一つ与えた4のだ。

84.

つ

また、イスマーイール*とイドリース*とズ

ル=キフル* (のことを思い起こさせよ）。
(彼らは）いずれも、忍耐*強い者たちの仲

間であった。

85.

©こ
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1 シャイターン* らはスライマーン*のために、海に潜って真珠や宝石類を採集したり、彼の

望む物を作っていたりしたのだという （ムヤッサル 329 頁参照)。サバア章 12-13、サー

ド章 37 も参照。

2 つまりアッラー* こそが、彼らがダーウード*に逆らわないように制御なさったお方だった、
ということ （アッ =サアディー528 頁参照)。頻出名•用語集「よくお守りになる *お方」の
項も参照。

3 身体の病気による試練を受け、家族や財産を失ったとされる。だが彼は忍耐*を重ね、アッ

ラー*に状況の改善を祈った （ムヤッサル 329 頁参照)。サード章 41-44 も参照。

4 アル=バガウイー*によれば、この意味は、「アッラー*が、先立った家族を生き返され、か
つ彼らと同様の家族を更にもう一つ、彼にお授けになった」 というのが、大半の解釈学者

の見解。ほかにも 「アッラー*から再び授かった財産と家族から、更に多くのものを授かっ

た」「現世では先立った家族と同様の家族を授かり、先立った家族とは来世で共になること

を約束された」 という説などがある（3:310-312 参照)。
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8G. そしてわれら*は彼らを、われら *の慈悲1の

中に入れてやった。本当に彼らは、正しい

者*たちの類いだったのだから。
©こ
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ゴゆ⑼みレ爲87. また、ズン= ヌーン2 (のことを思い起こ

させよ）。彼がひどく立腹し、（その民の

もとを）立ち去った時のことを3。そして

彼は、われら *が彼のことを （そのことゆ

えに、）決して辛い目には遭わせないだろ

うと思っていた4。それで （アツラー*から

の苦しい試練に遭い、海で大魚に飲みこま

れた時、）彼は闇5の中で （主*に、こう）

呼びかけたのだ。「あなたの外に、崇拝*

されるべきものはありません。あなたに称

え *あれ。本当に私は、不正*者の類いだっ

たのです6」 。

88. それでわれら*は彼に応え、彼を苦悩から救

い出した。同様に、われら *は信仰者たちを

救出するのである。

1 この 「慈悲」 については、アーヤ*75 の同語についての訳注を参照。

2 「ズン= ヌーン （大魚の人)」 とは、預言者*ユーヌス*のこと （アッ =サアディー529 頁参

照)。その異名の由来は、整列者章 142 にあるように、彼が海で大魚に呑 （の）み込まれ

たことである。

3 ユーヌス*は、預言者* としてその民へ遣わされたが、彼らは信仰せず、警告にも耳を貸さ

なかった。それで彼は、アッラー*から命じられたように忍耐*せず、民に腹を立て、彼ら

のもとを立ち去ってしまったのだという （ムヤッサル 329 頁参照)。整列者章 139-148 に

は、その情景がより詳しく描写されている。尚、預言者*の無謬（むびゅう）性については、

雌牛章 36 の訳注も参照。

4 アッ =サアディー*によれば、このような発想は、それが定着•継続しないことを条件に、

預言者*にも起こり得ることである（529 頁参照)。雌牛章 36 の訳注も参照。

5 この 「闇」 は、原語では複数形。つまり大魚の体内の闇と、海の底の闇、夜の闇などが重

なった状態であった （アッ =タバリー7:5755 参照)。

6 預言者*ムハンマド*は、このユーヌス *の言葉は、アッラー*によって必ず叶 （かな）えら

れる祈願の言葉である、と仰 （おっしゃ）っている （アッ =ティルミズィー3505 参照)。
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89. また（4.よ）、ザカリーヤ了
* (のこと

を思い起こさせよ）。彼がその主*に、（こ

う）呼びかけた時のこと。「我が主* よ、私

を （後継ぎもない）孤独な状態に、放り置

かないで下さい。あなたは、最善の相続者

1です」 。2

90. それで、われら *は彼に応えて、彼にヤヒヤ

一*を授け、彼 （ザカリーヤー*) のために

その妻を正しくしてやった3。本当に彼らは

善行に急ぎ、（われら*の褒美を）望み （わ

れら*の罰を）怖れつつ、われら*に祈って

いたのであり、われら*に対して恭順 4な者

たちだったのだ。

9 1•ま た (減*よ）、
みiか ら の をi#し、

_
鳥

^̂
%

^② AJ

た ま し い

われら*がその内に、われら*の魂 5から吹

き込んでやった女性 （マルヤム*のことを、

思い起こさせよ）。われら*は彼女とその息

子を、（自らの力を示す）全創造物への御

1とした。

92. 本当にこれら （の預言者*たち）は、あな

た方の共同体、一つの共同体6である。そ

してわれは、あなた方の主*。ならば、わ

れを崇拝*せよ。

魯

^
?

1 この 「相続者」 については、イムラーン家章 180 「天地の遺産は•••」 についての訳注を

参照。

2 この場面の詳細については、イムラーン家章 38-41、マルヤム*章 2-11 を参照。

3 つまり彼の妻の品性を高められ、また不妊であった彼女を、妊娠と出産が可能な状態にし

て下さった （ムヤッサル 329 頁参照)。

4 「恭順」 については、雌牛章 45 の訳注を参照。

5 この 「魂」 については、婦人章 171 の訳注を参照。

6 全ての預言者*は、同じ一つの宗教を携えて到来した。そしてそれがイスラーム*であり、

アッラー*に従い、かれだけを崇拝*する教えなのである （ムヤッサル 33◦頁参照)。
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X K ,，，〆 ,〆，

'
卜,

'
ご ズ 〆93. (その後、）彼ら（人々）は自分たちの（宗

教上の）事柄において、互いに分裂してし

まった。全ての者は、われら*の御許へと帰

り行く身なのであ（り、その行いの清算を

受け）る。

力

^
94. そして信仰者でありつつ、正しい行い*

をいくらかでも行う者ならば、その努力

が蔑ろにされることは絶対にない。本当

にわれら*は、彼のために記録する者1な

のである。

©こ5

^
ゞ

95. われら*が滅ぼした町（の民）は、（現世で

やり直すため、）戻って来ることを禁じら

れているのだ。

ドjび■し」 �9 6. やがて、ヤアジユージユとマアジ

ジュ2 (を遮る障壁）が開き放たれ、彼

らがあらゆる丘陵地から雪崩落ちてく

a一

る時、

參こ

^̂^̂
J!、5G

^
SSP

^
9 7. 真実の約束（復活の日*) は近づいたの

である。そしてどうであろうか、（その

日の恐怖が現れると、）不信仰だった者

*たちの眼は見開いたままになる。（彼
わざわ

らはこう言うのだ。）「我らが災いよ！
3 私たちは確かに、このことに迂闊でし

た。いや、私たちは不正*者だったので

す J 〇

1 アツラーiはそもそも全ての出来事を、守られし碑板*に記録されているが、同時に人々の

行いを天使*らの「行いの帳簿（ちようぼ)」にも記録させている（アツ=サアディー530
頁参照)。

2「ヤアジユージユとマアジユージユ」については、洞窟章 94-99参照。

3「我らが災いよ！」という表現については、食卓章 31 の訳注を参照。
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翕こ

^
ぬ;

98. 本当に （不信仰者*よ、）あなた方と、あ

なた方がアツラー*を差しおいて崇めて

いるもの1は、地獄へと放り込まれるもの2

となる。あなた方は、そこに入ることに

なるのだ。

もし、これらの者たちが（真に崇拝*に値

する）神々であったなら、彼らがそこに

入ることはなかったのだ。そして皆3、そ

こに永遠に留まる。

100. 彼らにはそこで、呻き声4 (を催す苦痛）

があり、彼らはそこで （懲罰の恐怖のた

め）何も聞こえない。

於」答

99.

101. 本当に、われら*によって最善のものが既

に定められている者たち5、それらの者た

ちはそこ （地獄）から遠ざけられる。6

1 つまり偶像や、人間•ジン*の内、自分たちが崇拝*されることに満足している者たちのこと

(ムヤッサル 330 頁参照)。

2 地獄の薪 （たきぎ）となること （前掲書、同頁参照)。雌牛章 24、禁止章 6 も参照。また、

単なる物体である偶像が業火の中に入れられる意味の一つに、それを崇めていた者たちの

嘘が明らかになり、彼らの無念が募ることで、懲罰が更に増加するということがある （ア

ッ =サァディー531 頁参照)〇

3 「皆」 とは、アーヤ*98 で言及されている者たち。ただし、アーヤ*101 で言及されている

者は例外。

4 これは苦しみゆえに、肺の一番奥から強く吐き出される息のこと （イブン•アーシュール

17:153 参照)。

5 イーサー*、天使*など、永遠の幸福を授かることを予 （あらかじ）めアッラー*がご存知に

なり、守られし碑板*の中にそう定められていた者たち （アッニサアディー531 頁参照)。

「最善のもの」 については、婦人章 95 の同語についての訳注を参照。

6 —説に、このアーヤ *はアーヤ *98 が下った際、マッカ*の不信仰者*らが「それでは、

天使*やイーサー*、ウザイル （ユダヤ教徒*が拝していた人物であるとされる）も地

獄に入るのか？」 と反論したことに関し 、下ったとされる （アルニハーキム 2:453

参照）。
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102. 彼らは、自分自身のるもの1の中に永

住し、（地獄の）その微かな音さえ聞く

ことがない。

(復活の日*、業火が不信仰者*に押し寄

せる時の）最大の戦慄が、彼らを悲しま

せることはない。そして天使*たちは（こ

う言いつつ）、彼らを迎え入れる。「こ

れが、あなた方が（大いなる褒美を）約

束されていた、あなた方の日ですよ」。

104. あたかも書（面の上）に頁を折りたたむ

かのように、われら*が天を折りたたむ2、
その日。最初の創造を始めたように、わ

れらはそれ（創造）を元通りにするの.で
ある3。われら*にとって（履行）必須の約

束として（、復活を約束したのだ）。本

当にわれら*は、もとより（約束を全う）

する者だったのである。

われら*は（守られし碑板*の中で）記し

た後、（過去の）書簡4の中で、確かに（こ

う）書きとめたのである。「大地は、正
しきわが僕たち5が継承するのだ6」。

じぜ夕

^103.

iV
::U麥孤紅

^̂
4

4㈤Ueik逖10;-

翕こ

^
1 サジダ*章 17とその訳注も参照。

2 同様のアーヤ*として、集団章 67も参照。

3 人が、素足で裸で割礼を受けていない状態の誕生した時のままの姿で、死後に復活させ
られることを指す（アル=パガウィー3:320 参照)。家畜章 94 とその訳注、洞窟章 48
も参照。

4 過去の全ての啓典のこと（ムヤッサル 331 頁参照)。そこに書かれたことを含め、この世
で起こる全ての物事は、守られし碑板*の中に既に記録されている（アッ=サアディー531
頁参照)。

5「正しきわが僕たち」とは、預言者*ムハンマド*の共同体のこと（ムヤッサル331頁参照)。

この「大地」とは、天国のこと。一説には地上の世界（アッニサアディー531 頁参照)。
高壁章 128、御光章55、赦し深いお方章51も参照。

6
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0匕

^
ぶ�弘JA106. 本当にこの（クルアーン*の）中にはまさ

しく、崇拝*する民にとって十分なもの1が

ある。

• また、（使徒*よ、）われら*があなたを遣

わしたのは、全創造物への慈悲ゆえに外

ならない。2

言え。「私に啓示されたのは、あなた方

の崇拝*すべきものが、唯一の神（アツラ

一*) であるということに外ならない。で

は一体、あなた方は服従する者（ムスリ

ム*) となるのか？」

109. もし、彼らが（イスラーム*に）背を向

けるなら、言ってやるのだ。「私はあな

た方に、（自分に啓示されたものを）等し

く3お知らせした。そして私は、あなた方

が約束されているもの（懲罰）が、一体

近いのか、それとも遠いのか、分からな

いのだ。

©こ

^
切i ()7

〆

^
108.

© こ

^
、

こ

^
ぬノ4本当にかれ（アツラー*) は、露わにされ

る言葉をご存知であり、あなた方が隠す

ものもご存知である。

1 1 0.

30

1「十分なもの」とは、最も高貴な目的である、主*の御許、そして天国へと到達させてくれ

るに十分なもの。クルアーン*は、アッラー*、不可視の世界*、信仰の真実への招き、確信

への証拠、命じられた物事、禁じられた物事、人の心と行いの至らなさ、宗教において歩

むべき道についての教示、シャイターン*の道や罠についての警告などを一手に担（にな）

う、万全な存在である（アッ=サアディー532頁参照)。

2 ゆえにその慈悲を受け入れ、感謝した者は、現世と来世において幸福な者となり、そ

れを拒否し、否定した者は、現世と来世において破滅する（イブン•カスィール 5:385

参照)。

3 警告は伝えたのだから、そこにおいて私たちの知識は等しい、ということ（ムヤッサル 331

頁参照)。関連するアーヤ*として、婦人章 165、家畜章 131、155-157、夜の旅章 15、

ター•ハー章 134、創成者*章 24 も参照。
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^
一で、

1 1 1 . そして私は、それ1があなた方への試練で

あり、暫しの享楽なのかどうかも、分か

らずにいるのだ」 。

112. 彼 （預言者*) は、申し上げた。「我がM
*よ、 （私たちの間を）真理でお裁き下さ

い。そして我らが主*は慈悲あまねき *お

方、あなた方 （不信仰者*) が言うことに

対して （私から）援助を乞われるべきお

方である2」 。

1 彼らが性急に求めている懲罰が、すぐ実現しないこと （ムヤッサル 331 頁参照)。

2 不信仰者*らは、自分たちこそが勝利するとか、イスラーム*は敗北する、などと息巻いて

いた。しかし全創造物の主*であるアッラー*こそは、あらゆることにおいて助けを求めら

れるべきお方である。そして実際にムスリム*はそのようにし、アツラー*のムスリム*に対

するご援助は、ヒジュラ暦*2 年のバドルの戦い*を皮切りに実現していくこととなった（ア

ッ =サァディー532 頁参照)。
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第 22章
じ ゅ ん れ い

巡礼*章 (アル=ハッジ）1

慈悲あまねく *慈愛深き *

アツラー*の御名において

セ̃

^
H

1 . 人々よ、あなた方の主*を畏れ*よ。本当に（復

活の）その時の地震2は、凄まじい出来事な

のだから。

2. あなた方がそれ （復活の時）を目の当たり

にする日 （のことを、思い起こせ）。全て

の授乳する女性は、授乳していたもの （乳

飲み児）を忘れ、赤ん坊を宿していた女性

は流産する。またあなたは、（酔いで）錯乱

しているのではなく 、 （恐怖で）錯乱して

いる人々を見る。だが（これらにもまして）、

アツラー*の懲罰は厳しいのである。

3. 人々の中には、知識もなくアツラー*につい

て議論3 し、あらゆる反抗的なシャイターン *

に従う者がいる。

4 . 彼 （シャイターン *) には、定められている

のである。彼 （シャイターン*) を盟友とす

る者があれば、実に彼はその者を迷わせ、烈

火の懲罰へと導くことになると。

1 マッカ*啓示かマディーナ *啓示かで、学者間に大きな相違があるスーラ *の一つ。ハッジ*

への呼びかけ、その偉大さの称揚 （しようよう）、そこに含まれる数々の徳と利益への言及

に因 （ちな）み、この名称で呼ばれる。スーラ *全般を通して、信仰、アッラーの唯一性

'不信仰者*への警告、復活と清算、復活の日*の出来事の描写など、マッカ*啓示の特徴が現

れている一方、不信仰者*との戦いの許可、ハッジ*の法規定など、マディーナ*啓示の特徴

も顕著 （けんちよ）である。

2 これは、復活の日*が起こる直前の予兆としての地震のことを指す、というのが大半の学者
の見解である （アル=クルトウビー12:3 参照)。

3 アッラー*には復活を行う力が備わっているか、疑念をもって議論すること （ムヤッサル

332 頁参照)。
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5. 人々よ、もしあなた方が復活に疑惑をiいて

いるのなら （、あなた方の周りを見てみるが

よい）。というのも本当に、われら *はあな

た方 （の父祖アーダム*) を土から創ったの

である1。そして （その子孫は）一滴の精液か

ら （一塊の凝血へ）、また一塊の凝血から

(一個の肉塊へ）、そして創造が進んだ肉塊、

あるいは創造が進んでいない肉塊2から （、

段階を経て創ったのだ) 。（それは、）われ

ら *があなた方に （創造の変遷における、わ

れら *の力を）明らかにするため。われら *は

決められた （出産の）時まで、われら *の望

むものを子宮の中に留める。その後われら *

は、あなた方を子供として （母体から）出し、

それから、あなた方が成熟3するように （、

年齢を重ねさせる）。また、あなた方の中に

は、 （成熟する前に）寿命を全うする者も

いれば、（成熟期の後に）最悪の年齢4に戻さ

れる者もいる。（それは）彼が、知識の （習

得）後に何も知らない状態となるため。また、

あなたは干上がった大地を見るが、われら *

がそこに （雨）水を降らせると、それは振動

し、盛り上がり、あらゆる麗しい種類のもの

(植物）を芽生えさせるのだ。

ゲぶIs;成

^
�

づ そ

1 アーダム *が土から段階を経 （へ）て創られたことについては、アル= ヒジュル章 26 の訳

注を参照。

2 「創造が進んだ肉塊」「創造が進んでいない肉塊」 は一説に、前者が 「創造が全うされ、子

供として生まれ出るもの」、後者が 「創造が完遂されず、流産するもの」。またその他、前

者が 「人間としての表面的な形成が始まったもの」 で、後者が 「まだ形成が始まっていな

いもの」、といった説もある （アルニクルトウビー12:9 参照)。

3 この 「成熟」 は、知性が完全なものとなり、身体的な力にみなぎった、青年期の頂点のこ

ととされる （ムヤッサル 332 頁参照)。

4 「最悪の年齢」 については、蜜蜂章 70 の訳注を参照。また、人間の創造の変遷 （へんせ

ん）については、信仰者たち章 14 も参照。
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爲叙爲郭錢趣6. それというのもアツラー*が真実であり、か

れが死んだものに生を授けられ、そしてか

れには全てのことがお出来だからである。

7. また、その時 （復活の日*) が疑惑の余地な
と う ら い は か

く到来し、アツラー*は墓の中にいる者を
よみがえ

蘇らされるからなのだ。
こ う め い

〇3

^
0

^
迄

^
1為忠為r

8. また、人々の中には、知識も導きも光明の

書もなしに、アツラー*について議論する者

がいる。1

9. 彼は （人々を）アツラー*の道から迷わせる

ため、その顔を背けつつ（議論するのだ）。

彼には現世において屈辱があり、われら *

は彼に復活の日*、焼き尽くす懲罰を味わ

わせよう。

1 0. (彼 に は、 こ う 言 わ れ る。）「そ れ は、あ

なたが自ら行ったことゆえ （の応報）。そ

してアツラー*が、 僕たちに対して （罪も

なしに罰する）不正*者などではないためな

のだ」 。
おぼつか 。き

^̂
A

加逆ヒ

^
ぶd

i l . 人々の中には、アツラー*を覚束ない形で

崇拝*する者2がいる。そして自分に善いこ

とが起これば、それに安心し、試練が降り

かかれば、顔から引っくり返（って反転す)

る3。彼は現世と来世において、損をしたの

だ。それは明らかな損失なのである。

1 彼らは正しい理論的根拠も、神的根拠 （アツラー*からの啓示と使徒*の言葉）もなく、シャ

イターン*から吹き込まれた疑念に従っているだけである （アツニサアディー534 頁参照)。

2 弱い信仰心と疑念と共に、または現世的利益への欲望ゆえにイスラーム*に入り、ためらい

つつアツラーxを崇拝*する者のたとえ （ムヤツサル 333 頁参照)。

3 つまり、イスラーム*を棄 （す）てる、ということ （前掲書、同頁参照)。蜘蛛章 10 も参

照。
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12. 彼はアツラ了*を差しおいて、自分を害もし

なければ、益もしないもの1に祈る。それこ

そは、遠い迷いである。

彼は、むしろ害の方がその益よりも近いも

の2に祈っている。その庇護者は何と実に

醜悪であり、その身寄りは何と実に醜悪

であろうか。

M. 本当にアツラー*は、信仰し、正しい行い*

を行う者を、その下から河川が流れる楽園

に入れて下さる。本当にアツラー*は、かれ

がお望みのことをされるのだ。

15. (アツラー*は、預言者*ムハンマド*を援

助される。）アツラー*が、彼を現世と来

世において、決して援助されることなど

ないと思い込んでいた者は、空へと綱を

伸ばし、それから断ち切ってみよ3。そし

て自分の策略が（、自分自身を）憤ら

せているものを解消してくれるかどう

か、見てみるのだ。

② 城
13.
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また同様に、われら*はそれ（クルアーン*)
かいめい みしるし

を、解明の御徴として下した。そしてアツ

ラー*は（それによって、）かれのお望みに

なる者を導かれる。

16.

1「自分を害もしなければ•••」については、ユーヌス*章 106の訳注を参照。

2 一説にこれは、フィルアウン*のように、崇拝*された暴虐（ぼうぎやく）者のこと。その

ような者は自分を崇拝*する者に対し、いくばくかの現世的利益を提供してくれるかもしれ

ない。しかし、その結果としての地獄での懲罰に比べれば、それは非常に僅かな利益であ

る（アブー•ハイヤーン 6:346 参照)。

3 つまり、アツラー*がその使徒*と啓典、宗教を援助されないと思っていた者は、頭上に綱

をかけ、それで首をくくって死に、それで自分の怒りを抑えてみるがよい、ということ。

また一説には、天に昇って、預言者*ムハンマド*への援助を断ち切ってみよ、ということ

(イブン•カスィール 5:402 参照)。
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17. 本当に、信仰する者たち、ユダヤ教徒*であ

る者たち、サービア教徒*たち、キリスト教

徒* たち、マジュース教徒1 たち、シルク *

を犯す者たち、実にアツラー*は復活の日*、

彼らの間に裁きをお下しになる。本当にア

ツラー*は、全てのことの証人であられるの

だから。

(使徒*よ、）一体あなたは、まさにアツラ

一*に向かって、諸天にいる者と大地にいる

者、太陽、月、星々、山々、木々、陸を歩

く生物、多くの人々がサジダ*するのを、知

らないのか？2 また、多くの者には懲罰が

定められた。アツラー*が惨めにし給う者に

は、栄誉を与えてくれる者などいない。本

当にアツラー*は、かれがお望みのことをし

給うのだ。（読誦のサジダ*)

これらは、彼らの主* (の教え）に関して言

©倉

18.

cX̂ y^-c^ _X£k19.

た者*たち、彼らには火で出

_
た衣服4が切

り分けられ、その頭上からは煮えたぎった

湯がかけられる。

20. それによって彼らの腹の中にあるものと、

皮膚は溶け落ちてしまう。
か な づ ち

21 . また、彼らには鉄の金槌があ （り、それで

天使*たちに殴打され）る。

1 一説には、火を拝する宗教を奉じる人々 （ムヤッサル 334 頁参照)。

2 天使* も、人間•ジン*•動物•鳥といった生物も、天体、山々、木々も、皆各々のやり方でサ

ジダ* し、服従する （イブン•カスィール 5:403 参照)。イムラーン家章 83 とその訳注、雷

鳴章 15 とその訳注、蜜蜂章 48-49、夜の旅章 44、御光章 41 とその訳注も参照。

3 信仰者たちと、不信仰者*たちのこと （ムヤッサル 334 頁参照)。

4 地獄の民が身に纏 （まと）うものについては、イブラーヒーム*章 50 も参照。
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22. 苦悩ゆえにそこから抜け出ようとするたび、

彼らはそこに戻される。そして、（こう）言

われるのだ。「焼き尽くす懲罰を味わえ」 。

23. 本当にアツラー*は、信仰し、正しい行い*

を行う者たちを、その下から河川が流れる

楽園に入れて下さる。彼らはそこで金の腕

輪や真珠によって飾られ、そこでの彼らの

衣服は絹なのだ1。

咳ゲ4為

^^
〇

^
ュ?じ 丨 こ ふ》 、ゞ

-
膝以5城こ

^“
2、j�また彼らは、（現世では）善い言葉へと導

かれ2、 （来世では）称賛されるべき*お方

の道へと導かれたのである。

24.

sW德茲

^
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25. 本当に、不信仰に陥り、アツラー*の道と、

ハラーム •マスジド*から阻む3者たち （は、

損失者である）。それ （ハラーム •マスジ

ド*) は、われら*が そ こ に 居 住 す る 者 に も、

来訪者にも同様に、 （信 仰 す る）人々のた

め と し た も の。不正*に も、そこ（ハラーム•
マスジド*) において（真理からの）偏向4を

望む者には誰であろうと、われら*が痛まし

い懲罰の内から味わわせるのだ。

(預言者*よ、）われら*がイブラーヒーム*

に館 （カアバ神殿*) の場所を明確にし、

準備してやった時のこと （を思い起こさせ

るがよい。われら *は彼に、こう命じたの

だ）。「われに、何ものも並べてはならな

し をA26.

〇

1 天国の民の衣服については、洞窟章 31、創成者*章 33、煙霧章 51-53、人間章 12、21 な

ども参照。

2 現世においてはシャハーダ*の言葉や、アッラー*を称える*言葉へと、そして来世において

は、善い結末に対しての賛美の言葉へと導かれた、ということ（ムヤッサル 335 頁参照)。

3 マッカ*の不信仰者* らは、人々がイスラーム*に入るのを阻み、フダイビーヤの和議*の年

には、ムスリム*たちがハラーム •マスジド*に入ることを阻んだ （前掲書、同頁参照)。

4 アッラー*に対する不服従のこと （前掲書、同頁参照)。
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やかた

い1。そしてわが館 2をタワーフ*する者た

ち、 （礼拝のために）立つ者たち、サジダ
* しルクーゥ*する者たちのために清めよ3。

. また、人々にハツジ* (の義務）を告げよ。

そうすれば彼らは徒歩で、そしてありとあ

らゆる遠い山道をやって来る無数の精悍

なラクダに乗って、到来する。

28. 自分たちの利益4にち合い、かれ（アツラ

一*) が自分たちに授けて下さった （捧げ物

の）家畜獣5に対し、周知の日々6にアツラ

一*の御名を唱えるため （、やって来るの

だ）。ならば、そこ （屠殺した家畜の肉）

から食べ、みすぼらしい貧者*にも食べさせ

るがよい。

それから彼らに、自らの汚れを落とさせ7、

その誓約8を全うさせ、解放された館 9を夕

ワーフ*させよ」 。

もく
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27

29.

l シルク *を犯してはならない、ということ。

2 カアバ神殿*が、「わが館」 と、アッラー*の御名で修飾されていることについては、アル=
ヒジュル章 29 の訳注を参照。

3 不信仰や、アッラー*の教えにおいて根拠もないような物事、汚れなどから清める、という

こと （ムヤッサル 335 頁参照)。雌牛章 125 も参照。

4 この 「利益」 とは、ハツジ*による罪の赦 （ゆる）し、その行を遂行し、そこにおいて従順 （じ
ゆうじゆん）であることによる褒美（ほうび)、商売上の利益などのこと （前掲書、同頁参照)。

5 「家畜獣」 については、食卓章 1 の訳注を参照。

6 「周知の日々」とは、ズルニヒッジャ月*十日から十三日自までとされる（前掲書、同頁参照)。

7 この 「汚れ （タフアス）」 は通常、「残されたハッジ*の行」 と解釈される （アル= クルトゥ

ビー12:48-50 参照)。つまり、ハッジ*の残りの行を終わらせ、イフラーム*を解き、爪を

切ったり、髪の毛を剃 （切）ったりして、体に溜 （た）まった汚れを落とすこととされる

(前掲書、同頁参照)。

8 この 「誓約」 とは、ハッジやウムラ*や犠牲をする誓約のこと （前掲書、同頁参照)。

9 「解放された （アティーク）館」 とは、アッラー*が抑圧者たちから解放して下さったカア

バ神殿* (前掲書、同頁参照)。ほかにも、「誰も所有しない」「古い」 などの解釈あり （ア
ッ = タバリー7:5834-5835 参照)。
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も施麟與W

30. それ（が、アツラー*のご命令）である。（ゆ
げ ん し ゆ く

えにそれを厳粛に受け止めよ。）アツラー
*の神聖な諸事を厳粛なものとする者なら

ば、それが彼の主*の御許で、より善いこと

なのである。また、あなた方に誦んで聞か

されるもの1 を除いて、あなた方には家畜

(の食用）が許された。ならば偶像による

穢れを避け、偽りの言葉を避けるのだ2。

31. アツラー*に対して純正3に、かれに （いか

な る も の も）並 べ る こ と な く し そ れ ら を

避けよ）。そしてアツラー*にシルク *を犯す

者は誰でも、 （その様子は）天から墜落し

て、鳥が彼をさらってしまうか、あるいは

風が彼を遠い場所へと （運び去って）放り

落としてしまうかのようである4。

Viゲ」典32. それ （が、アツラー*のご命令）である。ア
げ ん し ゅ く

ッラー*の聖徴 5を厳粛なものとする者があ

れば、それは心の敬虔さ*からこそ来るもの。

33. あなた方にはそこ （犠牲）に、一定の期間

の利益6がある。それから、その （捧げる）

場所は、解放された館7なのだ。

1 これは食卓章 3 のことである、とされる （イブン•カスィール 5:419 参照)。

2 不信仰者*たちは、ある種の家畜を神聖化して自らに禁じ、自分たちが偉大視する偶像こそが、

そのように命じたのだと虚偽 （きょぎ）の主張をしていた （アル=バイダーウィー4:124 参

照)。食卓章 103、家畜章 136、138-139 なども参照。尚、「偽りの言葉」 とは、嘘や、偽 （い

つわ）りの証言を始めとした、全ての禁じられた言葉のこと（アッニサアディー537 頁参照)。

3 「純正」 については、雌牛章 135 の訳注を参照。

4 こ れ は シ ル ク xを犯す者が、あらゆる方面からシャイターン*に襲われ、かつ信仰という高

みから不信仰という低みへと落下する様子の描写とされる （ムヤッサル 336 頁参照)。

5 ハッジ*の行とそれが行われる場所、捧げ物などは、アッラー*の聖徴の一部である （前掲

書、同頁参照)。
それを屠 （ほふ）る時まで、それを害しない範囲において、その毛や乳を利用したり、乗

用にしたり出来る （前掲書、同頁参照)。

ここでの 「解放された館」 は、マッカ*の全聖域のことを指す、とされる （前掲書、同頁参

照)。アーヤ *29 の訳注も参照。
7
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34 . われら *は全ての（信仰する）共同体に、彼

らに授けた家畜獣に対し、彼らがアツラー
*の御名を唱えるための儀式1を定めた。な

らば、あなた方の崇拝*すべきは、一つの神

(アツラー*) 。では、かれにこそ服従 （イ

スラーム*) せよ。そして （預言者*よ、）謹

んで従う2者たちに吉報を告げるのだ。

k

1

^
4声

^げ ん き ゆ う

3 5. (彼 ら は、）ア ツ ラ ー*について言及され
お の の

れば、その心が慄く者たち。そして自分た

ちに降りかかつたことに対して忍耐* し、
れ い は い

礼拝を遵守* し、われら *が彼らに授けたも

のの中から費やす3者たちである。

3 6. ま た、ラ ク ダ4 (の犠牲）。われら *はそれ

を、あなた方に対するアツラー*の聖徴の

一つとした。それには、あなた方にとって

の善きもの5がある。ならば立ったまま6、

それにアツラー*の御名を唱え （て屠）るの

だ。それで、その体が崩れ落ち （て息絶え)

たら、（あなた方自身）そこから食べ、遠慮

深い貧者にも、せがむ貧者にも食べさせる

がよい。アツラー*はそのように、あなた方

が感謝すべく 、それ （ラクダ）をあなた方

に従わせたのである。

ふ秘30

^
�3155減

1 この 「儀式」 の解釈には、「屠殺 （とさつ)」「そのための場所」「ハッジ*の儀式」「アッラ

一*に服従するための手法」「祭り」「ハッジ*そのもの」 といった諸説がある （アル=クル
トウビー12:58 参照)。

2 「謹んで従う」 については、フード*章 23 の訳注を参照。

3 「われら *が彼らに授けたものの中から費やす」 については、雌牛章 3 の訳注を参照。

4 ここで 「ラクダ」 と訳した原語 「ブドウン」 は、特にカアバ神殿*に捧げられるラクダのこ

とを指すという （アル=クルトウビー12:61 参照)。

5 「善きもの」とは、食や施（ほどこ）し、来世での褒美などのこと （ムヤッサル 336 頁参照)。

6 つまり、いずれかの前足を縛 （しば）り、三本足の状態で立たせたまま （アッ =サアディ

一538 頁参照)。
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. その血と肉が、アツラー*に届くということ

では、断じてない。しかし、あなた方の敬虔

さ*が、かれに届くのである 1。そのように

かれは、それ （ラクダ）をあなた方のため

に仕えさせられたのだ。（それは）自分た

ちを導いて下さったことに関し、あなた方

がアツラー*の偉大さを称揚*するためで

ある。 （預言者*よ、）善を尽くす者2たち

に吉報を伝えよ。

38. 本当にアツラー*は、信仰する者たちを （敵

から）お守りになる。本当にアツラー*は、

欺瞞に満ち、恩知らずな者を、お好きには

ならない。

被!!

^̂
37

• 、
プ^Jdji

て

^^ ^
4ゴみ

39. 戦いを仕掛けられる者たち（ムスリム*)に、

彼らが （不信仰者*から）不正*を受けてい

たことゆえの、 （戦いの）お許しが出た3。
そして本当にアツラー*は、まさに彼らの援

助がお出来になるお方。

(彼らは、）ただ 「我らが主*は、アツラー
*」 と言うがゆえに、その故郷から不当に

も追い出された者たち。もしアツラー*が

人々の一部によって、別の者たち （の不正
*) を追いやる （ことを合法化される）こと

がなかったならば、 （そこで）アツラー*

呼你拉唸跋J
> 〆〆 9 ^ ^ \，〆 夕〆，〆〆\ \̂ [V9一4 ゲ

。
'

40.

1 単に犠牲を屠ることだけが、目的なのではない。しかし、その行為における真摯（しんし）
さ、褒美を望む心、正しい意図、アッラー*の御顔のみを求める気持ちこそが、受け入れら

れるのである。これは他の崇拝*行為でも同様であり、この部分が欠けていれば、あたかも

それは実のない皮、魂のない体のようなものである （アッニサアディー538 頁参照)。

2 この 「善を尽くす者」 については、ユーヌス*章 26 の訳注を参照。

3 マッカ*時代、ムスリム*は不信仰者* らとの戦いを禁じられ、ただ抑圧に耐えることを命じ

られていた。彼らとの戦いの許可が出たのは、ムスリム* らがマディーナ*へ移住* してから

のことで、このアーヤ*がその許可を告げる最初のものであったとされる （ムヤッサル 337
頁参照)。雌牛章 190、193、悔悟章 5.36,123 も参照。
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の御名が沢山唱念される修道院も、 （キ

リスト）教会も、 （ユダヤ）寺院も、マス

ジド* も、破壊されてしまっただろう 1。ア
かなら

ツラー*は必ずや、 かれ （の宗教）を援助

する者をお助けになる2。本当にアツラーこ

そは、強力なお方、偉力ならびない*お方

なのだから。

(われら *が援助を約束した胃たちとは、）

われら *が彼らに地上で力をMければ、礼拝

を遵守* し、浄財*を払い、善事を命じて悪

事を禁じる3者たち4。そしてアツラー*にこ

そ、全ての物事の結末は属する5。

(使徒*よ、）もし彼らがあなたを嘘つき呼

ばわりするにしても、確かに彼ら以前にも、

ヌーフ*の民、アード*、サムード*が（その預

言者*たちを）嘘つき呼ばわりしたのである。

また、イブラーヒーム*の民、ルート*の民も。

そして、マドウヤン*の民も。また、ムーサ

一* も嘘つき呼ばわりされた。それでわれは

不信仰者*らに猶予を与えた後、彼らを（懲罰

で)捕らえたのだ。（彼らの不信仰に対する）、

わが否認はいかなるものだつたか？6

41.
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43.

44.

l つまり奮闘と宗教の実践がなければ、全ての預言者*の礼拝所は、その時代において破壊さ

れてしまっただろう、ということ （アル=バガウィー3:343 参照)。

2 同様のアーヤ* として、イムラーン家章 160、ムハンマド*章 7 も参照。

3 この 「善事」 と 「悪事」 に関しては、イムラーン家章 104 の訳注を参照。

4 同様のアーヤ* として、御光章 55 も参照。

5 力を授かっても、それをアツラー*の命令の実行に用いる敬虔な*者たちにはよき結末が、

それを私欲に用いて暴虐 （ぼうぎゃく）を行う者たちには、悪い結末がある （アツ =サァ

ディー539 頁参照)。

6 つまり、預言者* らを嘘つき呼ばわりしていた者たちに対する、「わが懲罰と破壊による」

否認のこと （アル=バガウィー3:344 参照)。
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45. 一体われら*は、どれだけの不正な町 （の民)

を滅ぼしたことであろう。それら（の町）は、

屋根ごと崩れ落ちた1のだ。また、（どれだ

けの）放置された井戸と、聳える城郭を？

46. 一体、彼らは地上を旅し、分別する心か、聞

くことの出来る耳2を得ることはなかったの

か？ というのも本当に （破滅的な盲目と

は）、眼が盲目になることではなく、胸の内

にある心が盲目になること3なのである。

47. 彼らはあなた（預言者*ムハンマド *)に、懲

罰を （下して見せることを）性急に求める

40 そしてアツラー*はかれのお約束を、決

してお破りにはならない。本当に、 （復活

の日*における）あなたの主*の御許での一

日は、あなた方が （現世で）数える千年の

ようなもの5なのである。

48. 一体われら *は、どれだけ多くの不正*な町

(の民）に猶予を与え、それからそれらを

(懲罰で）捕らえたのか。われにこそ、（来

世での）行き先があ （り、そこでわれは彼

らに更なる懲罰を加え）るのだ。

わ

^
獅ぬ足

@

^
5心レ

冰減成版Jp-;⑽�

1 「崩れ落ちる」 については、雌牛章 259 の訳注を参照。

2 アッラー*の御徴を理解し、教訓を熟慮 （じゅくりよ）する理性と、懲罰が下った過去の民
の話を傾聴 （けいちよう）する耳、ということ。ただ見たり、聞いたり、熟考することも

なく物質的に移動するだけでは、役には立たない （アッニサアディー540 頁参照)。

3 つまり真理をとらえ、熟慮するための慧眼 （けいがん）を失うこと （ムヤッサル 337 頁参
照)。雌牛章 7、家畜章 50、雷鳴章 16、フード <章 20、24 とその訳注も参照。

4 関連するアーヤ* として、家畜章 57-58、戦利品*章 32、ユーヌス'章 50、フード*章 8、
雷鳴章 6、夜の旅章 92、蜘蛛章 53-54、サード章 16、相談章 18、階段章 1 -2 なども参照。

5 「千年」 は不信仰者*にとっての時間感覚。信仰者にとって、復活の日*の時間は短いもの

となる。また一説に、 この 「一日」 は 「アツラー*が天地創造した、六日間の内の一口」 の
こと （アッ =シャンキーティー5 : 277-280 参照)。アッ =サジダ*章 5、階段章 4 とそれ
らの訳注も参照。
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49. (使徒*よ、）言え。「人々よ、私はあなた

方に対する、明白なる警告者に過ぎない」。

50. それで信仰し、正しい行い*を行う者たちに

は、お赦しと貴い糧1がある。

51. そして、われら*の御徴（の否定）におい

て、敵対しつつ躍起になっていた者たち、

それらの者たちは火獄の徒なのである。

52. (使徒*よ、）われら*があなた以前に徒

*や預言者*を遣わせば、（その&徒*や預

言者*が啓典を）読誦した時には、決まっ

てシャイターン*がその読誦に（悪い囁き

を）放り込んだものなのだ2。それからア

ッラー*は、シャイターン*の放り込むもの

を消去され、かれのアーヤ*を確固とした

ものとされる。アツラー*は全知者、英知

あふれる*お方。

減配㈤職J

パ
■
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^
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53. (それは、）かれ（アツラー*)が、シャイ
やまい

ターン*が放り込んだものを、心に病があ

る3者たちと、心が硬くなってしまった4者

たちへの試練とするため。本当に、不正*

者たちはまさしく、（アツラー*とその使徒

*との）遠い対立の中にある。

1 この「貴い糧」については、戦利品章 4の訳注を参照。

2 アツラー*は啓示の伝達が間際（まぎわ）らしいものとなったり、そこにそれ以外の何かが
混入したりすることから、お守りになる。シャイターン*が啓示に紛れさせようとするもの

は、決してそこに定着•継続することはない。アツラー*はそれを消去され、それが啓示で

はないということを明白にされる。そして本来のアーヤ*を確固としたものとされ、それを
保護されるのである（アツ=サアディー542頁参照)。尚、預言者*の無謬（むびゅう）性
については、雌牛章 36の訳注を参照。

3 つまり、信仰心が弱いか無いに等しく、ほんの少しの紛（まぎ）らわしさによって心が惑
(まど）わされてしまう状態のこと（前掲書、同頁参照)。

4 注意や教訓が届かず、アツラー*とその使徒*の言葉が理解できない心の状態のこと（前掲
書、同頁参照)。
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啜々レニ士9

54. また（それは）、知識を授けられた者たち

が、それ（クルアーン*) があなたの主*か

らの真理であること1を知り、そしてそれを

(更に強く）信じ、また彼らの心がそれに

謹んで従う2ようにするため。本当にアツ

ラー*は、信仰する者たちを、まっすぐな道
3へとお導きになるお方。

0

^
おちい

�1

^
3ぬ\j

55. 不信仰に陥った者*たちは、その時（復活
とつぜん おとず

の日*) が突然彼らに訪れるか、彼らに不
ちようばつ ふ

毛な日（復活の日*) の懲罰が降りかかる
うたが

かするまで、それ（クルアーン*)を疑わ

しく思い続けるのだ。

56. 王権はその日、アツラー*のみに属する4。

かれは、彼らの間をお裁きになる。それで

信仰し、正しい行い*を行った者たちは、
あんねい

安寧の楽園の中にあるのだ。

57. また、不信仰に陥り、われら*の御徴を嘘

呼ばわりした者たち、それらの者たちこそ
くつじよく ちようばつ

には屈辱の懲罰がある。

\S

^
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^
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^
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^
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參こ為炎が夕说こぶ

58. また、アツラー*の道において移住*し、そ

の後に殺されたり、死んだりした者たち、
かなら

アツラー*は必ずや彼らによき糧5を授け

よう。本当にアツラー*、かれこそは最もよ

く糧を授けられるお方なのだから。

1 クルアーン*がアッラー*の御許から使徒*ムハンマド*に下った真実であり、そこに紛らわ

しいものはなく、またシャイターン*にはそこに付け入る余地がないということ（ムヤッサ

ル 338頁参照)。

2「謹んで従う」については、フード*章 23の訳注を参照。

3「まっすぐな道」とは、イスラーム*のこと（前掲書、同頁参照)。

4 家畜章 73の、同様の言い回しに関する訳注も参照。

5「よき糧」とは、来世では天国、現世においては豊かで善い糧のこと（アッ:=サァディー

543 頁参照)。
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59. かれは必ずや、彼らが満足する入り口1に、

彼らをお入れ下さる。本当にアツラー*こそ
かんだい

は、全知者、寛大な*お方であられるのだから。

ンJ60. それ（が、信仰者のよき結末）である。自

分がされたようなやり方で懲らしめ（たも

のの）、その後（また）侵害された者、ア
かなら

ッラー*は必ずや彼をお助けになる。本当

にアツラー*こそは、よく寛恕される*お方、

赦し深いお方。

7

^
J：

^
ぶ561. それはアツラー*が（全能であり、）夜を昼

の中にお入れになり、昼を夜の中にお入れ

になる2ため。そしてアツラー*が、よくお

聞きになるお方、よくご覧になるお方であ

るためなのだ。

〆4
〆屮 I

パ以

'

(32. それはアツラー*こそが（、崇拝*されるべき

唯一の）真理であり、彼ら（シルク*の徒）

が、かれをよそに祈っているものこそが虚妄

であるため。そしてアツラー*こそが、至高の

*お方、大いなる*お方であるためなのだ。

63. 一体あなたは、アツラー*が天から（雨）水

を下され、大地が（それによって生育する

植物により）緑と化すのを見ないのか？

本当にアツラー*は霊妙な*お方、（全てに）

通暁されたお方。

64. かれにこそ、諸天にあるものと大地にある

もの全ては属する。そして本当にアツラ

一、かれこそは満ち足りた*お方、称賛さ

れるべき*お方である。

iU.J
づ

^Jj0\

^
cr3ゥ 兑 て㈣
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1 つまり、天国の入り口（ムヤッサル 339頁参照)。マッカ開城11のことを暗示している、と

も言われる（アッ=サァディー543頁参照)。

2「夜を昼の中に•••」については、イムラーン家章 27の訳注を参照。
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^
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一体あなたは、アツラー*が地上にあるもの

全てと、そのご命令によって海を進む船を

あなた方に仕えさせられたのを見ないの

か？ かれは、かれのお許しによる外は地

上に落ちないように、天をお支えになって

いる。本当にアツラー*は人々に対し、哀れ

み深い*お方、慈愛深い*お方。

65.

'^yt3

^t^\^rd^=4

66. またかれは、あなた方に生を与え、それか

ら死なせられ、また生をお与えになるお方

k本当に人間はまさしぐ恩知らずである。

われら*は各共同体に、彼らが奉じる儀式2

を定めた。ゆえに（使徒*よ、）そのこと3に

おいて彼ら（シルク*の徒)が、あなたを論駿

するようなことがあっては断じてならな

い。そしてあなたの主*へと招くのだ。本当

にあなたは確かに、まっすぐな導きの上に

あるのだから。

. そして、もし彼らがあなたと議論するなら

ば、言ってやるがいい。「アツラー*は、あ

なた方が行っていることを、最もよくご存

知である。

G7.

68

翕6b

69. アツラー*は復活の日*、あなた方が意見を

異にしていたことにおいて、あなた方の間

に裁きを下されるのだ」。
So

1 アッラー*は人々を無からお創りになり、その寿命が訪れたらお召しになり、死後には清算

のために復活させられるお方（ムヤッサル 340頁参照)。

2 この「儀式」には、「法」「祭り」「犠牲（ぎせい）を捧げる場所」「崇拝*する場所」などと

いった解釈がある（アル=バガウイー3:350参照)。

3 イスラーム*の教えと、アッラー*が命じられた儀式、様々な種類の崇拝*行為のこと（ムヤ

ッサル 340頁参照)。
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(使徒*よ、）一体あなた1は、アッラー*

が天と地にあるもの全てをご存知になる

のを、知らないのか？ 本当にそれは（余

すことなく）、書2の中に（記録されて）あ

る。本当にそれは、アツラー*にとって容易

70.

いこと。

味み十じ“
71. 彼らはアツラー*を差しおいて、かれが

(崇拝*すべき）いかなる根拠も下されな

かったもの、そして自分たちに、それに

関するいかなる知識もないものを崇めて

いる。不正*者たちには、援助者など全く

ない0

しるし

72. また、われら*の明白な御徴（アーヤ*)

が彼らに読誦されれば、あなたは不信仰

に陥った者*たちの顔に嫌悪（の表情）を

認める。彼らは、彼らに対してわれら*の

御徴を読誦する者たちに、襲いかからん

ばかりである。（使徒*よ、）言ってやれ。

「それよりも忌まわしいこと3を、あなた

方に教えようか？（それは）アツラー*

が、不信仰に陥った者*たちに約束した業

火である。その行き先は、何と醜悪であ

ろうか」。

• 人々よ、一つの譬えが挙げられた。ならば、73
かたむ

それに耳を傾けよ。本当に、アツラー*を

差しおいてあなた方が祈っている者たち

1 この「あなた」については、雌牛章 120の訳注を参照。以下、同様の表現の際にも、同訳

注を参照。

2 この「書」は、守られし碑板*のこと（ムヤッサル 340 頁参照)。

3 彼らが真理を聞き、そこへと招く者たちを見る時に感じる忌まわしさよりも、もっと忌ま

わしいもののこと（前掲書、同頁参照)。
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\ それらは断じて、蝇一匹2作れはしない。

たとえ、そのために団結したとしても、で

ある。また、もし蝇がそれ

_
から何かを奪

ても、それらが、その （奪われた）もの

を、それ （�）から取り戻すこともできな

い。求める方も、求められる方も弱い3の
である。

74. 彼ら（シルク*の徒）はアツラー*を、真に敬

わなかった4。本当にアツラー*はまさしく、

強力なお方、偉力ならびない* お方であら

つ

泣爾4路測
/ 一

れる。

>

^
A3

75. アツラー*は天使*たちと人々から、 （その

教えを人々に伝える）使いをお選びにな

る。本当にアツラー*は、よくお聞きになる

お方、よくご覧になるお方。

>■4

^
ぃ」

^^
O

^
JU

^
LL-*；かれは彼ら 5の前にあることも、彼らの背

後にあること6もご存知である。そして全

ての物事は、アツラー*の御許にこそ戻さ

れるのだ。

76.

77. 信仰する者たちよ、あなた方が成功するため

に、ルクーウ* し、サジダ* し、あなた方の主
*を崇拝し、善行せよ。（読誦のサジダ*) ©金こ

^^1 偶像や、アッラー*の同位者として崇められている者たちのこと（ムヤッサル 341 頁参照)。

2 最も卑小 （ひしょう）な創造物の一つである蝿さえ創れないものは、それ以上のものを創
造することなど、到底 （とうてい）出来ない （アッ =サアディー546 頁参照)。

3 「求める方」は、奪われたものを求める側。つまりアッラー*をよそに崇められるもの。「求
められる方」 とは、蝿のこと。その弱い存在から、自分が取られた物も取り返すことの出
来ないようなものもまた弱いのであり、崇拝*するに値しない （ムヤッサル 341 頁参照)。

4 つまり、全ての面において無力な存在を、全ての面において強力かつ満ち足りたお方と並
ベたことは、最大の不敬 （ふけい）である （アッ =サアディー546 頁参照)。

5 この 「彼ら」 とは、天使* と人間の使徒* たちのこと （ムヤッサル 341 頁参照)。
6 アッラー*は彼らの創造以前から、彼らのことをご存知であり、彼らの消滅後に何が起こる

かもご存知である （前掲書、同頁参照)。
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78. また、アツラー*のために、真の奮闘をせよ、かれはあなた方を （イスラーム*の担い

手として）お選びになったのであり、かれ

は、宗教においてあなた方にいかなる困難

も課されなかったのだぞ。 （この宗教こ

そ、）あなた方の父祖イブラーヒーム*の宗

教。かれ （アツラー*) は、使徒* (ムハン

マド*) があなた方への証人となり、あなた

方が人々への証人となるため2に、以前 （の

諸啓典と）、そしてこの （クルアーシ*の）

中で、あなた方をムスリム* (服従する者)

と名付けた3のである。ならば礼拝を遵守*

し、浄財*を支払い、あなた方の庇護者*で

あるアツラー*に鎚りつくのだ。（アツラー

* という）その庇護者は何と素晴らしいこと

か、そ し て、（アツラー* という）その援助

者は何と素晴らしいことか。

1 「真の奮闘」 とは、アツラー*のご命令を完全に遂行し、忠告•教育•戦い•礼儀•注意•訓戒

など、あらゆる手段を尽くして、人々をそこへと招くこと（アツ =サアディー546 頁参照)。

2 雌牛章 143 も参照。

3 つまりムスリム* という名は、過去においても現在においても、彼らのためのものである（前

掲書、同頁参照)。
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第 23章

信仰者たち章 （アルニムウミヌーン）1

慈悲あまねく *慈愛深き —アツラー*の御名において

001. 信仰者たちは、確かに成功する。
れ い は い

2. (彼らは、）その礼拝において、恭順 2な者

たち。

0

3. また、戯言3から背を向ける者たち。

4. また、浄財*を実行する4者たち。

5. また、自らの陰部を（禁じられた物事5から)

守る者たち。

起 ぬ 制i6. 但し、自分の妻たち、あるいは自分の右手

が所有するもの （奴隸*女性）は別で、本当

に彼ら （合法な物事だけを行う者たち）は替
められる者ではない。

7. そして誰であろうとそれ以上を欲する者、

それらの者たちこそは （アツラー*の法の）

違反者なのだ。

と が

於」

^^1 マッカ*啓示。スーラ *の名称は、冒頭およびアーヤ*57-61、109-111 における、信仰者の

特徴の描写に由来するとされる。マッカ*啓示のスーラ *の常として、信仰者の身につける

べき品性、人間自身の内部から高遠な外界にまで存在するアッラーの唯一性 —の証拠、預言
者*ムハンマド*の正直さ、過去の預言者*たちとその民の間に起こった出来事、復活の日*

などが、それを否定する者たちへの警告と共に描写されている。

2 「恭順」 については、雌牛章 45 の訳注を参照。

3 「戯言」 とは、そこにいかなる善も認められないような言動のこと （ムヤッサル 342
頁参照）。禁じられた物事であれば尚更 （なおさら）である （アッ =サァディー547
頁参照)。

4 物質的な浄財*だけでなく 、自分自身を悪い品性や悪行から清めることも含むとされる （前
掲書、同頁参照)。

5 こ の 「禁じられた物事」 については、御光章 30 の訳注を参照。
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また、自らの信託と、自分の契約を厳守す

る 1者たち。

また、自分自身の礼拝を固守する者たち。

10. それらの者たちこそは、 （天国の）相続人

2である。

(彼らは、）フイルダウス3を引き継ぐ者たち。

彼らはそこに、永遠に留まる者たちとなる。

12. われら *は確かに人間 （の父袓アーダム*)

を、泥土より抽出した物から創った4。

13. それから、われら *はそれ （人間）を精液の

一滴として、しっかりとした定着場5に設

えた0

. それから、その二騎の籍Mから二％のS
を創り、その一塊の凝血から一個の肉塊を

創り、その一個の肉塊から骨を創り、そし

てその骨に肉をかぶせ、それから （そこに

魂を吹き込み、）別の創造 （物）として、

それを創り上げた。最善の創造者であられ

るアツラー*は、祝福に溢れたお方よ。

15. それから本当にあなた方は、その後、まさ

に死に行く身なのだ。

8.

0〇 5 1

9.

u.

蜂瓜
14

②辟迤雄ぞ

1 アツラー*がしもべに義務づけた信託と、財産や秘密に関することなど、人間同士の信託を

守ること。また、契約についても同様 （アツ =サアディ ー547 頁参照)。雌牛章 27 の訳注

も参照。

2 「相続人」、およびアーヤ*11 の 「引き継ぐ」 という表現については、マルヤム*章 63 の

訳注を参照。

3 「フィルダウス」 とは、天国で最も高く 、最も中心部に位置する楽園のこと。その真上に

は、アツラーの御座 （みくら）がある （アル=ブハーリー2790 参照)。

4 アル= ヒジュル章 26 の訳注も参照。人間の創造の変遷 （へんせん）については、巡礼章 5

も参照。

5 「しっかりとした定着場」 とは、子宮のこと （アツ =サアディー548 頁参照)。
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細淑
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16. それから本当に、あなた方は復活の日*、
よみがえ

蘇らされるのである。

17. われら*は確かに、あなた方の上に七つの重

なったもの（天）を創り上げた1。そしてわ

れら*はもとより、創造に関して迂闊だった

わけではない2。

18. また、われら*は天から（雨）水を適度に下

し、それを大地に留まらせた。そして実に

われら*は、それを消し去ってしまうこと

も、確実に出来るのである。

19. そしてわれら*はそれ（水）によって、あな

た方のためにナツメヤシや葡萄の園を設

えた。そこには、あなた方のための豊富な

果実があり、あなた方はそこから食べるの

である。

20. また、シナイ山から生える木3を（設えた）〇

それは油と、（それを）食する者たちへの

味つけ（をもたらす果実）と共に、生育す

d/SJk4雄以ン礙

る。

21. また本当に家畜4には、あなた方に対しての

教示がある。われら*はその腹部にあるもの
5から、あなた方に飲ませる。そこ（家畜）

又

^̂
も亦

^
b}Lh

1 ヌーフ*章 15も参照。

2 つまり天が崩れ落ちることで、人々が減んでしまわないようにすることにおいて、迂闊で

はあられない。あるいは、被造物の福利と保護において、迂闊ではあられない（アルニク
ルトウビー12:111 参照)。

3 この「木」は、オリーブの木（ムヤッサル 343 頁参照)。シナイ山、と限定されているの

は、それがシャーム地方（現在のシリア、パレスチナ周辺地域）特産であるため（アッ=
サァディー549頁参照)。

4「家畜」については、食卓章 1「家畜獣」の訳注を参照。

5 つまり、乳のこと（ムヤッサル343頁参照)。蜜蜂章66も参照。
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にはあなた方にとつての多くの利益1があ

り、またあなた方は、そこから食する。

22. そしてあなた方は、それ（家畜）と、船の

上に（乗って）運ばれる。

ぶ 黎;⑽涵

©6^2

われら*は確かに、ヌーフ*をその民へと遣

わした。そして彼は言った。「我が民よ、

アツラー*を崇拝*せよ。あなた方には、か

れの外に崇拝*すべきいかなるものもない

のだから。一体、あなた方は（アツラー*

に逆らい、）畏れ*ないのか？」

23.

越好滅
24. 彼の民の内の不信仰な有力者らは（人々

*を主張することによって、）あなた方に

優越しようとする、あなた方同様の一人

の人間に過ぎない。そして、もしアツラ

一*が（使徒*を下すことを）お望みなら

ば、天使*たちを下したであろう2。私た

ちはこのようなことを、私たちの昔のご

先祖様（の時代）において、聞いたこと

はなかったぞ。

• 彼は憑き物がついた、一人の男に過ぎない
3。ならば（彼が正気を取り戻すか、死ぬか

するまで）、しばらく彼のことを見守って

おけ」。

• 彼 (ヌーフ*) は、申し上げた。「我が主*

よ、彼らが私を嘘つき呼ばわりしますゆ

え、私をお助け下さい」。4

©0^
25

26

l 具体的な利益の例については、蜜蜂章 5-8、80も参照。

2 家畜章 111、アル=ヒジュル章 14-15、夜の旅章 93も参照。

3 アル=ヒジュラ章 6「憑かれた者」に関する訳注も参照。

4 月章 10、ヌーフ*章 26-27も参照。
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• それでわれら*は、彼に （こう）啓示した。
ま な ざ け い じ

「われら*の眼差しのもと 1、われら*の啓示

によって2、船を造れ。そしてわれら*の命令

が到来し、焼き窯が噴き出した3ら、全て（の

生き物）から一つがいずつと、あなたの家

族を、そこに乗り込ませよ。但し、彼らの

内、既に （懲罰の）言葉が定められた者4は

別である。そして、不正*を働いていた者た

ちのこと5で、 （その救いを求めて）私に話

しかけるのではない。本当に彼らは、溺れ

死ぬことになる者たちなのだから。

JJsb�、似4じ

^安て

27

Jii J ふ

' 味28. それで、あなたと、あなたと共にいる者た

ちが船に （無事）乗った6なら、（こう）言

うのだ。『私たちを不正*者である民から救

て下さったアツラー*に、全ての称賛*あ

れ』 」 0

つ

し ゅ く ふ く

29. また、言うのだ。「我が主*よ、私を祝福多

き場所へと到着させて下さい。あなたは、

最善の場に到着させて下さるお方です」 。

30. 本当にその中にはまさしく 、御徴 7がある。

そしてわれら *は本当に、試練を課す者8で

あった。

1 「眼差しのもと」 については、ター•ハー章 39 とその訳注を参照。

2 「われら*の啓示によって」 については、フード*章 37 の訳注を参照。

3 「焼き窯が噴き出した」 については、フード*章 40 の訳注を参照。

4 「既に （懲罰の）言葉が定められた者」 については、フード*章 40 の訳注を参照。

5 この具体的内容については、フード*章 37 の訳注を参照。

6 彼らが船に乗ってからの出来事は、フード*章 42-48 に詳しい。

7 この 「御徴」 は、アッラーの唯一性*、ヌーフ*の正直さ、その民の偽 （いつわ）り、及び
アッラー*のしもベたちに対するご慈悲を示す、証拠のこと（アッ =サアディー551 頁参照)。

8 つまり、民を滅ぼす前に使徒*を遣わすことで、その民を試す者ということ （ムヤッサル

344 頁参照)。
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31. それからわれら*は、彼ら （ヌーフ*の民)

の後、別の世代1を設けた。

32. それで、われら*は彼らに、彼ら自身の内か

ら一人の使徒*を遣わした。（彼は民に、こ

う言った。）「アツラー*を崇拝*せよ。あ

なた方には、かれの外に崇拝*すべきいかな

るものもないのだから。一体あなた方は

(アツラー*に逆らい、）畏れ*ないのか？」

不信仰で、来世における拝謁2を嘘呼ばわり

し、われらが現世の生活において贅沢を味

わわせた、彼の民の有力者らは言った。「こ

れは、あなた方と同様の一人の人間に過ぎ

ない。彼は、あなた方が食べる （同じ）も

のから食べ、あなた方が飲む （同じ）もの

から飲んでいる。

成#ぬ3金ぱ％

^^
33.

34. そして、もしもあなた方が自分たちと同様の
したが

人間に従うならば、そうすれば実にあなた

方は、まさしく損失者となってしまうのだ。

一体、彼 （使徒*) は、あなた方が死んで土

と骨と化した時、本当にあなた方が （再び

生を与えられて墓の中から）出される者に

なると、あなた方に約束するのか？

35.

01436. あなた方が約束されているものは、あり得

ない、あり得ないのだぞ！

37. それは、現世における私たちの生活に過ぎ

ない3。私たちは死に、生き （て、世代を交

1 この 「別の世代」 とは、アード*のことを指すとされる。また一説には、サムード*のこと

(イブン•カスイール 5:474 参照)。

2 「来世における拝謁」 とは、復活と清算のこと （アルニクルトゥビー12:121 参照)。

3 つまり、生とは自分たちが今いるものだけであり、あなたが約束する来世における復活の
後の生などはない、ということ （アル= クルトゥビー12:124 参照)。
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よみがえ

©こ代し続け）るだけ1。そして私たちは、蘇

らされる身などではないのだ。

38. 彼はアツラー*に対して嘘をでっち上げた、

一人の男に過ぎない。そして私たちは彼の

ことなど、信じないぞ」。

39. 彼（使徒*)は、申し上げた。「我が主*よ、

彼らが私を嘘つき呼ばわりしますゆえ、私

をお助け下さい」。

翕biV你

jbUJ

^かなら

40. かれは仰せられた。「彼らは必ずやもうす

ぐ、後悔する者となる」。

41. (轟く）一声2が真理と共に3彼らを捕え、

われら*は彼らを枯れ屑にした。不正*者で
めつぼう

ある民に、滅亡あれ。

念 ふ

^
レじし

^^
42. それから、われら*は彼らの後、（また）い

くつもの別の世代を設けた。

43. いかなる共同体も、その（滅亡の）期限

に先駆けることもなければ、遅れること

もない0

44. それからわれら*は、われら*の使徒*たちを

続けて遣わした。ある共同体にその金徒*

が到来するたび、彼ら（共同体の民）は彼

(使徒*)を嘘つき呼ばわりした。それでわ

れら*は、彼らを次から次へと立て続けにし

(て滅亡させ）、彼らを（後世へと）語り

継がれるものとしたのだ。信仰しない民に

は、滅亡あれ。

^
槪U靡叫�多

1 「私たち」の先祖が死に、「私たち」の子孫が生きること（ムヤッサル 344 頁参照)。

2「(蟲く）一声」については、フード*章 67の訳注を参照。

3「真理と共に」とは、不正*ではなく、公正さによって、という意味（アッニサアディー
551 頁参照)。
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45. それからわれら*は、われら*の御徴1と紛

れもなき証拠2と共に、ムーサー*とその兄

ハールーン*を遣わした。

46. フィルアウン*とその（民の）有力者に〇す

ると彼らは、（信仰を受け入れることに対

して、）驕り高ぶった。彼らは高慢非道な

民であった。

©OJ-UP

47. また、彼ら（フィルアウン*たち）は言った。

「一体私たちが、私たちと同様の二人の人

間を信じるとでも？ 彼らの民（イスラー

イールの子ら*) は、私たちの奴隸*だとい

うのに3」。

48. そして彼らは二人を嘘つき呼ばわりし、 @6

^
城似巡

滅亡する者の類いとなった。

49. また、われら*は確かに、彼らが導かれる

ようにと、ムーサー*に啓典（トーラー*)

をMけた。

黎

^
;'
御/念

^
ま50. また、われら*はマルヤム*の息子（イーサ

一*) とその母親を、一つの御徴4とした。

そして二人を、安住と水の流れる台地に住

まわせた5。

51. 使徒*たちよ、善きものの内から食べ、正し

い行い*を行え6。本当にわれは、あなた方

㈣逆、淡货你

1 この「御徴」については、雌牛章 92「明証」の訳注を参照。

2 この「紛れもなき証拠」については、婦人章 153の訳注を参照。

3 雌牛章 49とその訳注も参照。

4 この「御徴」については、マルヤム*章 21 の訳注を参照。

5 一説にこれは、マルヤム*がイーサー*を身ごもった時、身を寄せた場所のこと（アッ=サ

アディー553頁参照)。マルヤム*章 22-25を参照。

6 合法なものを摂取（せっしゅ）することは、正しい行いAへの助力となる。一方で、非合法

なものの摂取は、有害さを招く（ムヤッサル 345 頁参照)。そしてその害の一つが、祈り

が叶（かな）えられなくなることである（ムスリム「浄財*の書」65も参照)。
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が行うことを知って（おり、それで報）い

るのだから。

52. また（預言者*たちよ）、まさにこれ（あなた

方の宗教）は、一つの宗教である、あなた方

の宗教（イスラーム*)。そしてわれは、あな

た方の主*なのだ。ゆえに、われを畏れ*よ。

53. (その後）彼ら（人々）は、自分たちの（宗

教上の）事柄において、互いに派を作って

分裂してしまった。各派は、自分たちのも

の（宗教）に有頂天でいる1。

翕#54. ならば（使徒*よ、）彼らをしばらく、彼ら

の（迷いと無知の）奥底に漬かり切ったま

まにしておけ。

. 一体彼らは、思い込んでいるのか？ われ

ら*が（現世において）彼らに増やしてやる

財産や子供、

典;

^
(それらによって）われら*が彼らのため、

善に急いでいると？ いや、（それは彼ら

の試練なのだが、）彼らは気付いていない

のだ。2

56.

翕こふ

^
大57. 本当に、自分たちの主*への恐れだけから、

ばつ おび

(かれの罰に）怯える者たち。3

58. また、自分たちの主*の御徴をこそ、固く

信じる者たち。

1 つまり、（イスラーム*のもとに）団結を命じられた後に分裂し、各々の宗教が真理で、他

の宗教が嘘だとし、そのことに喜んでいる状態（ムヤッサル 345 頁参照)。

2 同様のアーヤ*として、イムラーン家章 178、悔悟章 55も参照。

3 彼らは善を尽くし、信仰し、正しい行い*に励みつつも、アッラー*を恐れる者たちである。
アル=ハサン*は言った。「実に信仰者とは、善を尽くしつつも怯えるもの。そして実に偽

信者*とは、悪行*を犯しつつ安心しているものである」（イブン•カスィール 5:480 参照)。
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淡崩篇

59. また、自分たちの主*に対し、決してシルク
*を犯さない者たち。

• また、自分たちの主*の御許に戻る身である

がゆえに、心慄きつつ、与える（べき）も

のを与える者たち。1

60

61. それらの者たちは、我先にと、善2において

競い合っているのだ。 0

謂U262. また、われら*はいかなる者にも、その能力

以上のものを課したりはしない。そしてわ

れら*の御許には、真理を語る書3があるの

であり、彼らが不正*を被ることもない。

© ojidt
いや、彼らの心はこれ（クルアーン*)から、

(迷いによって）すっかり覆われた状態に

ある。そして彼らには、その外にも、彼ら

が行っている（悪い）行いがあるのだ4。

やがて、彼らの内の贅沢者たちをわれら*

が懲罰5で捕えることになれば、どうで

あろうか、彼らは（助けを求めて）苦し

み逼く。

63.

6 4.

35. 今日、（助けを求めて）苦しみ喚くのでは

ない。本当にあなた方は、われら* (の罰)

から助けられることなどないのだから。

1 つまり善行に励みつつも、それが受け入れられず、復活の日*に自分の役に立たないかもし

れないことを恐れる者たちのこと（ムヤッサル 346頁参照)。

2 この「善」とは、アッラー*への服従行為、正しい行為のこと（前掲書、同頁参照)。

3 これは天使*たちによって、しもべたちの行いが記録された帳簿のこと。一説には、守られ

し碑版*のこと（アル=クルトゥビー12:134 参照)。

4 つまり、シルク*以外にも悪い行いがある、という意味（ムヤッサル346頁参照)。

5 この「懲罰」が、バドルの戦い*での彼らの敗北だとか、あるいはマッカ*を襲った飢饉（き

きん）のことであるとかいう説もある（アル=バガウイー3:369参照)。
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66. わが御徴 （アーヤ*) は確かに、あなた方

に対して読誦されていた。そしてあなた方

は、 踵を返して後ずさりしたのである。

67. それ1ゆえに驕り高ぶり、夜もすがら悪口に

興じつつ2。

68. —体、彼らはその言葉（クルアーン*) を熟慮

しないのか？ いや、彼らの昔の先袓たちに

訪れなかったものが、彼らのもとに到来した

(ことが理由で、信じないという）のか？3

69. いや、彼らは自分たちの使徒* (ムハンマド
*) を知らず、それで彼を否認するのか？4

70. いや、彼らは、彼が憑かれている5とでも言

うのか？ いや、彼は彼らのもとに真理を

携えてやって来たのだが、彼らの多くは真

理を嫌うのである。

71. もし真理が彼らの欲望に従うようなこと

があれば、諸天と大地、そこにあるものは、

損なわれてしまったであろう。いや、われ

ら*は彼らに、彼らの栄誉6をもたらした。
そして彼らは自分たちの栄誉に対し、背を

向けているのだ。

0I：
叙J妙奴

ぶ

^
ぶ

1 「それ」 とは、大方の学者によれば、マッカ*のクライシュ族*がその管理を携 （たずさ）わ
っていたカアバ神殿*のこと。彼らはそのことを、鼻にかけていた。また一説には、「それ（ク
ルアーン*) に対して驕り高ぶり…」 という解釈もある （アル= クルトウビー12:136 参照)。

2 詳細にされた章 26、星章 59-61 も参照。

3 金の装飾章 23-24 も参照。

4 実際のところ、彼らは預言者tムハンマド*が啓示を授かる前から、彼を 「誠実な人」 とい
う別称で呼ぶほど、彼の良き品性、正直さ、誠実さについて、熟知していた （アッ =サア
ディー554 頁参照)。ユーヌス*章 16 の訳注も参照。

5 アル=ヒジュラ章 6 「憑かれた者」 に関する訳注も参照。
6 「栄誉 （ズィクル)」 には、彼らへの「教訓」 という意味も含まれ、いずれにせよクルアー

ン*のことを指す。彼らがその教えを実践する限りにおいて、それは彼らにとっての栄誉と
なる （前掲書、同頁参照)。預言者*たち章 10、金の装飾章 44 も参照。



23. 信仰者たち章

. いや、（使徒*よ、）あなたは、彼らに見返

りを要求1 ( し、それゆえに彼らは信仰を拒

否）す る の か？ （い や、違 う 、）と い う

のも、あなたの主*の見返りの方が、より善

いのだから。そしてかれは、最もよく糧を

授けられるお方なのだ。

0
7 2

73. 本当にあなたは、彼らをまさに、まっすぐな

道 （イスラーム*) へと招いているのである。

そして本当に、来世を信じない者たちは、

(正しい）道からまさに外れてしまってい

る者たちなのだ。

4.

じし

^
3
;

^
加

もし、われら*が彼らに慈悲をかけ、彼らの害

を取り除いてやったら2、彼らは彷徨いつつ、

自らのひどい放将さに固執したであろう。

. われら *は確かに、彼らを懲罰3で捕えた。
そして彼らは自分たちの主*に従順にな

る こ と も な か っ た し、お そ れ 畏 ま り も し

ない。

やがて、われら*が彼らに対して厳しい懲

罰4の扉を開ける時、どうであろう、彼ら

はその中で落胆する者となる。

78. かれは、あなた方に聴覚と視覚と心を備え

付けて下さったお方。あなた方が感謝する

ことの少ないこと。

75.

7G

Joxi。站匕:1

^
4

^
暇77

30

1 この 「見返りの要求」 については、ユーヌス*章 72 の訳注を参照。

2 一説に、これは 「地獄に入れずに現世に返してやり、（再び）試すこと」。または 「旱魃 （か

んばつ）や飢餓 （きが)」（アル=クルトウビー12:142 参照)。

3 この 「懲罰」 とは、試練としての災 （わざわ）いのこと （ムヤッサル 347 頁参照）。一
説には、マッカ*の民を苦しめた七年間の大飢饉 （ききん）のこと （アンニナサーイー

11352 参照)。

4 この 「懲罰」 は、来世での懲罰のこととされる （ムヤッサル 347 頁参照)。
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79. また、かれは、あなた方を;

^̂
にi/lさせ

られたお方。そしてかれの御許にこそ、あ

なた方は召集されるのだ。

80. そして、かれは生を与えられ、死を与えら

れるお方。またかれにこそ、夜と昼の交代

は属する。一体あなた方は、分別しないの

か？

; ぶ81. いや、彼らは昔の人々が言ったのと同じよ

うなことを言った。

雖82. 彼らは言ったのだ。「一体、死んで土と骨
よみがえ

と化した後で、本当に私たちが蘇らされ

る身であるなどというのか？

1331
©こ ぶ 部 抑

83. 私たちと、私たちのご先祖様たちは以前、

確かにこれ1を約束されたのである。これは
とぎばなし

昔の人々のお伽話に外ならない」 。

84. (使徒*よ、）言ってやれ。「大地と、そこ

にあるものは誰のものか？ もし、あなた

方が知っているのであれば」 。
翕 こ

©こ jAこ

^^̂
85. 彼らは言うであろう。「アツラー*のもので

ある」 。言ってやるのだ。「一体、あなた

方は教訓を得ないのか？」

ぶ 從 故j
御座2の主*は誰か？」

參こ

^̂
迎87. 彼らは言うであろう。「 （それらは）アツ

ラー*のものである」。言ってやるのだ。「一
体、あなた方は畏れ*ないのか？」

「これ」 とは、復活のこととされる。つまり、「ご先祖様の代から、復活のことを耳にして

きたが、それはまだ起こらないではないか？」 という当てこすり （アッニサアディー557
頁参照)。

2 「御座」 については、高壁章 54 の訳注を参照。

1
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成激M
88. 言ってやれ。 rその御手に全てのものの絶

対なる王権があり、そして（援助を求める

者を）お助けになり、かれ（の意）に反し

ては（誰も）助けられることがないお方は、

誰か？ もし、あなた方が知っているのな

らば」0

89. 彼らは言うであろう。「（それらは全て、）

アツラー*のものである」。言ってやるのだ。

「ならば一体、あなた方はどうしてまやか

されるのか？」

90. いや、われら*は彼らに真理をもたらし

た。本当に彼らはまさしく、嘘つきだっ

たのだ。

91. アツラー*は御子など設けてはおられな

いし、かれと共にある神1なども一切な

い。（もし）そうならば、きっと全ての

神は自らが創ったものと共に（銘々に）

去ってしまい、彼らは互いに君臨し（よ

うとし合っ）たであろう2。彼らの言うよ

うなこと3から（無縁な）、アツラー*に称

え*ぁれ4
〇

92. (かれは）不可視の世界*と現象界5をご存

知になるお方で、彼らがシルク*を犯してい

るものから、（無縁で）高遠なお方。

與超ぶ

lii私3�
o

1 「神」に関しては、雌牛章 133の訳注を参照。

2 全能である真の神が二つ以上あったとしたら、世界の秩序は無茶苦茶になってしまう。し

かし実際のところ、この宇宙は太古の昔から、あらゆる被造物の福利を美現しつつ、いか

なる不具合や矛盾（むじゅん）もなく、驚くべき秩序を保ち続けてきた（アッ=サァディ

一558頁参照)。

3 つまり、シルク*や、嘘つき呼ばわりすることなど（ムヤッサル348頁参照)。

4 雌牛章 116 の訳注も参照。

5「現象界」については、家畜章 73の訳注を参照。
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(使徒*よ、）言うがよい。「我が主*よ、

もしもあなたが私に、彼らが約束されてい

るもの1をまさにお見せになるとしても、

93.

56394. 我が主*よ、私を不正*者である民の中に

は置かないで下さい」 。

95. 本当にわれら *は、われら *が彼らに約束

しているものをあなたに見せることが、

まさしく出来る者なのである。

し

^
!

^
給

^
ojjlj

96. 悪を、より善いものでこそ押しのけよ2〇われら
*(織らが言うこと3を、最もよく知っている。

97. また （使徒*よ）、言うがよい。「我が主
*よ、私はあなたに、シャイターン *の煽り

立てからのご加護を乞います。

©oj

^
i：98. そして我が主*よ、 （何事においても、）彼ら

(シャイターン*) が私のところにやって来る

ことからのご加護を、あなたに乞います」 。

Qjh

^
99. やがて、彼らの内の者4に死が訪れれば、

彼は （こう）言う。「我が主*よ、私を （現

世に）返して下さい。

©終i奉

100. 私は、自分が残して来たもの5において、

正しい行い*をするでしよう」。断じて （、

戻ることは出来）ない。本当にそれは、

彼が （口先だけで）言っている、ただの

1 「われら *が約束しているもの」 とは、懲罰のこと （ムヤッサル 348 頁参照)。

2 同様のアーヤ*として、詳細にされた章 34-35 も参照。

3 アーヤ*91 「彼らが言うようなこと」 の訳注を参照。

4 これは不信仰者*、あるいはアッラー*のご命令に反していた者のこと（前掲書、同頁参照)。

5 「残して来たもの」 には、シャハーダ*の言葉、施 （ほどこ）すべき財産などといった解釈

がある （アル=クルトウビー12]50 参照)。
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言葉に過ぎないのだから。そして彼らの

先には、彼らが蘇らされる日まで、障壁

1がある。2

つのぶえ

0し

^
火4

^
角笛に吹き込まれれば3、その日、彼らの

間には血縁 （の自慢）などもなければ、

互いに （安否を）尋ね合うこともない。4

102. それで、その （善行の）秤が重かった者、

それらの者たちこそは成功者。

101.

103 そして、その秤が軽かった者、それらの

者たちは自らを損ねた者たちであり、地

獄に永遠に留まる。

104 業火が彼らの顔を焼き焦がし、彼らはそ

こで （苦痛ゆえに）歯を剥き出す。

(アツラー*は彼らに、こう仰せられる。）

「あなた方には（現世で）、わが御徴が誦

まれていたのではないのか？ そしてあ

なた方は、それを嘘呼ばわりしていたの

では？」

106. 彼らは申し上げる。「我らが主*よ、私た

ちの不幸5が、私たちを制圧してしまった

のです。私たちは、迷った民でした。

105.

參二�2

! この 「障壁 （バルザフ）」 とは、現世と来世の間を分ける障壁のこと。現世でアツラー*に

従順であった者は、自分の死から復活の日*までの間、そこで安楽を楽しみ、反抗的であっ

た者は、そこで罰され続ける （アツ =サアディー559 頁参照)。

2 いざ復活の日* (あるいは死）が到来すると、彼らは現世での猶予 （ゆうよ）を求めたり、

自分たちを現世に返してくれることを頼んだりする。だがもちろん、それは叶 （かな）わ

ない。家畜章 27-28、高壁章 53、イブラーヒーム*章 44、アツ =サジダ*章 12、創成者*

章 37、赦し深いお方章 11-12、相談章 44、偽信者 *たち章 10-11 も参照。

3 「角笛に吹き込まれる」 については、家畜章 73 の訳注を参照。

4 階段章 10-14、眉をひそめて章 34-37 も参照。

5 この 「不幸」 とは、自らが働いていた不正*と、真理への拒否、自分を害するものを志向し、益

するものを放棄 （ほうき）することにより生じた不幸のこと （アツニサアディー56◦頁参照)。
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107. 我らが主*よ、私たちをここから出して下

さい。そしてもし、（再び迷妄へと）戻っ

てしまったら、本当に私たちは（真に懲罰

に値する）不正*者です」。

108. かれは仰せられる。「そこに、（惨めな

まま）下がっていよ。そしてわれに（こ

れ以上）、話しかけるのではない」。

故 炎 シ:㈤ぬ4
©こ
^^

ふ

^
111

^
3

^
11!

109. 本当に、わが僕たちの（信仰者の）一団

は、（現世でこう）言っていたものなの

だ。「我らが主*よ、私たちは信じました。

ならば、私たちをお赦しになり、私たち

にご慈悲をおかけ下さい。あなたは慈し

み深い者の中でも、最善のお方です」。1

110. そしてあなた方（不信仰者*) は彼らを、

あなた方にわが教訓を忘れさせるほどに

まで侮蔑の的とし2、彼らを嘲り笑ってい

たのだ。

i n . 本当にわれはこの日、彼らが（現世で）忍耐
*していたことゆえに、彼らこそを成功者

とすることで、彼らに報いてやるのだ。

112. かれ（アツラー*) は、（地獄の民に）仰

せられる。「あなた方は地上で、何年間過

ごしたのか？」3

1 彼らは、以下のことを結集した者たちであった:①信仰と、それが要求する正しい行い*。
②主*からのお赦しと、ご慈悲の祈願。③アツラー*を主*と認めつつ、信仰というお恵みを

かれから頂いたこと、及びかれの豊かなご慈悲と善を告白することを、祈願が叶（かな）

えられるための一手段とすること（アツ=サアデイー560 頁)。アーヤ*57-61とその訳注

も参照。

2 他人の侮蔑に勤しむことは、教訓を忘れることにつながる。そして教訓を忘れているがゆ

えに、他人の侮蔑（ぶべつ）に勤（いそ）しむのである（前掲書、同頁参照)。

3 食卓章 109の、復活の日*における質問についての訳注も参照。
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彼らは （応えて)

^
申し上げる。「一日か、

一日足らずを、過ごしました。ならば、

数える者たち1にお尋ね下さい」 。

かれは仰せられる。「あなた方は（現世で）、

僅かばかりしか過ごしてはいなかった。も

し、あなた方が知っていたならば2。3

一体あなた方は、われら*があなた方を無

意味に創造したと、そしてあなた方が（清

算と報いのため）われら*の御許へと戻ら

されないとでも、思っていたのか？」

116. 王であり、真理であられるアツラー*は、

(そのような無意味な行いから）高遠な

お方。貴い御座4の主*、かれの外に （真

に）崇拝*すべきものはない。

誰であろうと、アツラー*に並べて別の神5

を祈る者——彼にはそれ （を祈る正当性）

において、いかなる根拠もないのだが

その清算は、その主*の御許にこそある。本

当に不信仰者* らは、成功することがない。

(預 言 者*よ、）言 う の だ。「我 が よ、

お赦しになり、ご慈悲をおかけ下さい。

そしてあなたは、慈しみ深い者の中でも

最善のお方です」 。

113.

114.

翕こ

^115.

線娜知如ほ�
©功

^砂»頌私ゆj117.

夢％$：

^
ね咚匁

ヽ

118.

1 「数える者たち」 とは、計算に長じた者たち、あるいは人の行いを記録し、数える天使*

たちのこと （アル=クルトウビー12:156 参照)。

2 現世が短いことを知っていたら、来世よりも現世を優先させることなく 、自分たちの益と

なることを行い、損となるようなことは行わなかっただろう、ということ （アッ=シャル
ビーニー2:467 参照)。

3 同様のアーヤ* として、ユーヌス*章 45、ター•ハー章 103、ビザンチン章 55、砂丘章 35、
引き離すもの章 46 も参照。

4 「御座」 については、高壁章 54 の訳注を参照。

5 「神」 に関しては、雌牛章 133 の訳注を参照。
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第 2 4章
みひかり

御光章（アン=ヌール）1

慈悲あまねぐ慈愛深き*

アツラー*の御名において

(これは、）われら*が下し、それ（に沿っ

た行い）を義務づけ、あなた方が教訓を得

るようにと、そこにおいて明白な御徴を下

した、一つのスーラ*である。

1.

かんつう

炎 〇 い •匈 遍 怎
�堪》fノ通爲�

(非ムフサン*である）姦通した女性と、

�通した男性、彼らはいずれも百回の鞭打

ちに処せ2。また、あなた方がアツラー*の宗

教において、彼らへの憐れみに流され（、

刑罰の実施を放棄し）てしまうようではな

らない。もし、あなた方がアツラー*と最後

の日*を信じているのなら、である。そして

二人の懲罰（の場）には、信仰者たちの一

団を立ち合わせよ。

2.

かんつう かんつう

�礙姻穿#義通した男性は、姦通した女性かシルク*の3.
かんつう

徒の女性としか、結婚しない。また姦通し
かんつう

た女性は、姦通した男性かシルク*の徒の男

1 マディーナ*啓示。スーラ*の名称は、その中で七回言及される「光」という語、及び、

のスーラ*の一貫したテーマである「信仰者の教育」によってその心に灯（とも）される、

心の「光」に由来するとされる。冒頭では姦通罪、および誰かを姦通罪で訴えることの重

大さと、その刑罰の規定が、実際にムスリム*社会で起こった事件への言及と共に、説明さ

れる。そして、そのような重大な罪に対する予防策として、家の中や、他人の家の訪問、

異性間の礼儀作法、結婚の奨励（しょうれい）などについての言及が続く。また偽信者*

の描写やシャイターン*についての警告と共に、信仰と不信仰という「光と闇」についての

印象的なたとえもあり、最後はアツラー*の信仰者に対する約束と、現世の行いの清算の言

及によって締めくくられる。

2 姦通罪についての詳細は、婦人章 15とその訳注を参照。

ザ
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^
0

性しか彼女と結婚しない1。そしてそれは信

仰者にとって、禁じられた2のである。
かんつう

0 2x Ĵ)j ^Jo)oi^2>y

4. ムフサンの女性3たちを（姦通で）咎めてお

きながら、その後に四名の証人4を連れて来

ない者たち、彼らは八十回の鞭打ち5に処せ。
そして彼らからは（その後）一切、証言を

受け入れてはならない。それらの者たちこ
ほういつ

そは、放逸な者たちなのである。

5. 但し、その後に悔悟し、（行いを）正した

者たちは別であ（り、アツラー*は彼らをお

赦しにな）る6。本当にアツラー*は赦し深い

お方、慈愛深い*お方なのだから。

6. また、彼ら自身の外には彼らにとっての証
かんつう

人がいないのに、自分たちの妻を（姦通で)

1 姦通者は、自分と同様の身持ちにある者、あるいは復活も清算も信じず、アツラー*のご命

令にも従わないシルク*の徒としか結婚（あるいは姦通）しない、ということ。姦通者は、

そもそもアツラー*とその使徒*の決まりを守らないシルク*の徒であるか、あるいはムスリ

ム*ではあっても、「信仰者」という名には相応（ふさわ）しくない罪深い者であるかの、

いずれかである（アツ=サアディー561 頁参照)。また、このアーヤ*の「結婚（ニカーフ）」

が、契約としての結婚ではなく、単なる性的関係のことを指す、という説もある（アツ=
タバリー7:5983、イブン•カスィール 6:9参照)。

2 このアーヤ*の「結婚」を、文字通り契約上の結婚とするならば、一説に「姦通した者との

結婚の禁止」はアーヤ*32によって取り消された（アルニクルトウビー12:169 参照)。

3 ここにはムフサン*の男性も含まれるというのが、学者間の見解の一致したところ（前掲書

12:172 参照)。

4 「四名の証人」については、婦人章 15の訳注を参照。

5 これが非ムフサンの場合、統治者は根拠のない訴えをした者を裁量刑に処すことが出来る

(クウエイト法学大全33:25 参照)。

6 自分の訴えを嘘であると認め、悔悟し、行いを正せば、証言は受け入れられ、「放逸さ」

という形容で表されることはなくなる（アツ=サアディー561 頁参照)。但し、ハナフ

ィー学派*では悔悟の後も、証言は受け入れられないとされる（イブン•カスィール6:14

参照)。
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咎める者たち、彼ら各人の証言は、本当に

自分が（その主張において）まさしく正直

者の一人であるということを、アツラー*

に誓って四回証言1すること。

7. そして五回目（の証言）は、もし彼が嘘つ

きの類いであったなら、自分自身にアツラ

一*の呪いあれ、と（いう祈願）。

また、彼女（夫から訴えられた妻）は、本

当に彼（夫）がまさしく嘘つきの類いであ

るということを四回、アツラー*に誓って証

言することで、自分から懲罰を防ぐことが

出来る。

滅
'威

^13018.

降

^̂
9. そして、もし彼が正直者の類いであったな

ら、彼女自身にアツラー*のお怒りあれ、と ©祕Jき が ん

五回目に（祈願することで）。2

10. そしてもし、あなた方に対するアツラー*

のご恩寵とそのご慈悲がなかったなら

ば、また、アツラー*がよく悔悟をお受け

入れになる*お方、英知あふれる*お方で

なかったのであれば（、あなた方は罪を庇

われることもなく、現世で罰されていた

のだ）。

©落怨

1 四回の証言には、四人分の証言、という意味合いが含まれているとされる（アッ=サアデ

イー562 頁参照)。尚、この証言はイスラーム*法廷の場で行われなければならない（イブ

ン•カスイール 6:14 参照)。

2 もし妻が夫の証言に対し、この証言で対抗しなければ、離婚が決定し、妻の姦通罪が確定

するというのが大方の学者の意見（前掲書、同頁参照)。しかし両者とも証言を終えたら、

いずれの刑罰も確定しないまま、離婚する流れとなる（ムヤッサル 350 頁参照)。そして

両者は、二度と再婚することが出来ない、というのが大半の学者の見解（アル=クルトゥ

ビー12:194 参照)。ちなみにこのアーヤ*は、自分の妻の姦通を目の当たりにしたが、それ

以外に何の証拠も証人もなかったため、大きな困惑に直面した男に関して下ったとされる

(アル=ブハーリー4745、4747 参照)。
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爲 ふJ»
i i . 本当にでっち上げ1をもたらしたのは、あな

た方の内の一団2である。それがあなた方に

とって、悪いことだと思ってはならない。
いや、それはあなた方にとって善いこと3な

のだ。彼らの内の各々には、自分自身が稼

いだ罪（の応報）がある4。そして彼らの内、

その大半を請け負った者5、その者にはこの
ち よ う ば つ

上ない懲罰がある。

芯 爲 礙、 辦12. どうして、あなた方がそれを聞いた時、信

仰者男性らと信仰者女性らは、自分自身6に

ついて、よい方に考えなかったのか？ そ

して 「これは、紛れもないでっち上げであ

る」 と言わなかったのか？

ぶぬじi4匕8： 娘

13. どうして彼らは、それに関して、四人の証人

を連れて来ないのか？ そして証人を連れて

来ないなら、それらの者たちはアツラー*の
御許において、まさに嘘つきなのである。

1 この 「でっち上げ」 は、ある時、預言者*ムハンマド *の妻の一人アーイシャ *に対して流布
(るふ）された虚言のこと。彼女は、ある遠征において預言者*と同伴したが、首飾りをな

くして探している内に、遠征軍に置いて行かれてしまった。その後、軍の後方から遅れて
やって来た男が彼女を見つけ、ラクダに乗せて彼女を送り届けたが、ある者たちが、彼女
とその男の間についての悪い噂 （うわさ）を流した。この一連のアーヤ*は、彼女の無実に
ついて下ったものである （アル=ブハーリー4141 参照)。

2 その中には偽信者 * もいれば、風評に騙 （だま）された信仰者もいた （アッ=サアディー

563 頁参照)。

3 というのも、そこにはアーイシャ *の無実と潔癖さの証明、彼女の栄誉への示唆と、彼女に
とっての贖罪 （しよくざい)、信仰者とそれ以外の者たちの選別があったからである （ムヤ
ッサル 351 頁参照)。

4 彼らの一部は後に、鞭打ちの刑に処された （アブー•ダーウード 4474 参照)。
5 偽信者*の長アブドッラー•イブン•ウバイイ *のこと （アル=ブハーリー4141 参照)。

6 ここでは、主語が 「あなた方」 から 「信仰者」 と転換 （食卓章 12 「われら *」 の訳注も参
照）し、中傷された信仰者が 「自分自身」 と表現されている。それは、信仰者というもの
が本来、同じ信仰者が中傷された時には、その者を自分自身のことのように弁護する義務
があるためである （アル=バイダーウィー4:177 参照)。部屋章 11 も参照。
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Gゴj 2555多

^ }yM^j
もし、現世と来世において、あなた方への

アツラー*のご恩寵とそのご慈悲がなかっ

たならば、あなた方には自分たちがそれに

ついて喋り立てたことゆえに、この上ない

14.

懲罰が及んだであろう。

\S JA^A J U15. あなた方がそれ （でっち上げ）を、あなた

方の舌で互いに受け止め （ては言いふら

し）、あなた方の口先で、自分たちに全く

知識もないことを喋っている時 （、あなた

方は罪を犯していた）。そして、それがア

ッラー*の御許で重大なことであるにも関

わらず、あなた方はそれを他愛ないことと

考えていたのだ。

どうしてあなた方はそれを聞いた時、 （こ

う）言わなかったのか？ 「私たちは、この

ようなことを喋るべきではない。——あな

た （アツラー*) に称え*あれ

この上ない大嘘である」 。

16.

〇これは、

參こかぶ

アツラー*は、あなた方がそのようなことを

絶対に繰り返さないよう、あなた方を戒め

給う。もし、あなた方が信仰者であるのな

らば （、繰り返すのではない）。

18. そしてアツラー*は、あなた方に御徴 1を明

らかにされる。アツラー*は、全知者、英知

あふれる*お方。

17.

二

^
ぬ;ザ仏

^
凝

l この 「御徴」 とは、イスラーム*の法規定と訓戒を含む、クルアーン*のアーヤ*のこと （ム
ヤッサル 351 頁参照)。

2 この 「醜行」 は、根拠もなく他人を姦通で訴えることを始めとした、その他諸々の悪い言
葉のこと （前掲書、同頁参照)。蜜蜂章 90 「醜行」 の訳注も参照。

19. 本当に、（ムフサン*である）信仰する者た

ちの中に醜行2が広まることを好む者た

ち、彼らには現世と来世において痛ましい
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懲罰1がある。アツラー*がご存知なのであ

り、あなた方は知らないのだ。

20. そしてもし、あなた方に対するアツラー*

のご恩寵とそのご慈悲がなかったなら、ま

た、アツラー*が哀れみ深い*お方、慈愛深

い*お方でなかったならば（、かれはこれら
んかし

の法規定と訓戒を明らかにはされなかつ

たであろう）。

レほ

“
忍じぶ

信仰する者たちよ、シャイターン*の歩みに21.
したが

従ってはならない。誰であろうとシャイタ
したが

\311ーン*の歩みに従う者、本当に彼は（その

者に）醜行と悪事2を命じるのである。そ

してもし、あなた方に対するアツラー*のご

恩寵とそのご慈悲がなかったならば、あな

た方の内の誰も決して（自分の罪から）清

くなる3ことはなかったのだ。だがアツラー

*は、かれがお望みになる者をお清めにな

る。アツラー*は、よくお聞きになるお方、

全知者であられるのだ。

22. あなた方の内、（宗教的）徳と（経済的）

余裕のある者たちは、近親、貧者*、アツラ

一*の道において移住*する者たちに（彼ら

の過ちゆえ、施しを）与えることの放棄を

誓ってはならない。そして大目に見、見逃

してやるのだ。あなた方は、アツラー*が自

分たちのことをお赦しになるのを好まな

1 「現世での懲罰」は、固定刑*による刑罰のこと。また悔悟しない限り、来世においては地

獄の懲罰がある（アツ=タバリー7:6011 参照)。

2「醜行」と「悪事」については、蜜蜂章 90の訳注を参照。

3「清くなる（ザカー)」には、「増殖•成長する」という意味もある。つまり「罪から清まる」

ほかにも、善行の増加という意味も含まれる（アツ=サアディー563頁参照)。
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いのか？1 アッラー*はSし深いお方、慈愛

深い*お方なのである。

23. 本当に、無頓着 2で信仰者であるムフサン*

の女性3たちを（姦通で）咎める者たちは、

現世と来世において呪われる4。そして彼ら

には、この上ない懲罰があるのだ。

24. 彼らの舌、手、足が、彼らが行っていたこ

とについて、彼らに不利な証言をする日

(のこと）。5

梁;

^
城25. その日アツラー*は、彼らの公正なる報い

を、彼らに全うされる。そして彼らは（そ

の日、）アツラー*こそが紛れもなし、真実6で

あることを知るのだ。

26. 悪しき女性たちは悪しき男性たちに相応

しく、悪しき男性たちは悪しき女性たちに

相応しい。また、善き女性たちは善き男性

たちに相応しく、善き男性たちは善き女性 ©痴

^1 このアーヤ*は、アブー•バクル*が、彼の近親で、貧しいムハージルーン*の一人であ

ったミスタフ•ブン•ウサーサが「でっち上げ」事件に加担したために、彼への金銭的

援助を断ち切ることを誓ったことに関して下った。しかしこのアーヤ*が下ると、アブ

一•バクル*はアッラー*のご命令に即応じ、彼を赦し、誓いを取り消した（アル=ブハ

ーリー4141 参照）。尚、誓ったことを撤回（てっかい）する際の罪滅ぼしについては、

食卓章 89を参照。

2 そのような醜行を思いつくこともないほど、無垢（むく）な者たちのこと（ムヤッサル352

頁参照)。

3 この「女性たち」に関しては、アーヤM の訳注を参照。

4 つまり、現世と来世においてアッラー*のご慈悲から遠ざけられる（前掲書、同頁参照)。

部族連合章 57も参照。

5 夜の旅章 97、ヤー•スィーン章 65、詳細にされた章 20とそれらの訳注も参照。

6 アッラー*ご自身と、そのお約束、そのご警告、その他かれによる全てのものは真実であり、

かれが少したりとも不正/を行うことなどはない（前掲書、同頁参照)。
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たちに相応しい1。それらの者たち （善き男

女）は、彼ら （悪しき者たち）の言うこと

から無縁である。彼ら （善き男女）にはお

赦しと、 （天国での）貴い糧がある。

27. 信仰する者たちよ、許可を請い2、その住人

に挨搜するまでは、自分の家でもない家に入

てはならない3。それがあなた方にとって、

より善いことなのである。あなた方は （そう

することにより）教訓を受けるであろう。

28. そして、もしあなた方がそこに誰も見出さ

なければ、あなた方に許可が出されるま

で、そこに入ってはならない。また、もし

あなた方に 「お引き取り下さい」 と言われ

たら、帰るのだ。それがあなた方にとって、

より清いこと4なのだから。アツラー*は、

あなた方が行うことをご存知のお方。

ウ •J3

遜！

^
29. 誰も住んでおらず、その中にあなた方に

とっての益がある家5に入っても、あなた

方には何の問題もない。アツラー*は、あ

1 アルニクルトウビー*によれば、大多数の学者はここでの 「女性」 を 「言葉」 と解釈してい

る。つまり、「悪しき言葉は悪しき男性のためのものであり、善き男性は善き言葉のための

もの…」 という意味。また一説には、それは文字通り 「女性」 を意味する（12:211 参照)。
善い者の中でも最善の者である預言者*ムハンマド*は、特に善いものが相応 （ふさわ）し
いお方である。つまり、彼の妻アーイシャ *をけなすことは、彼自身をけなすことに等しい

(アッ =サアディー563 頁参照)。

2 「許可を請う」 と訳した原語は 「イスティウナース （安心を求める）」。つまり 「あなた方
に対して、住人が安心するようにせよ」 という意味が含まれている （イブン•アーシュール
18:197 参照)。

3 預言者*ムハンマド*は仰 （おっしゃ）った。「三回 （入室の）許可を請うても許可されなか
ったら、引き返すのだ」（アル=ブハーリー6245 参照)。また、こうも仰った。「(許可を
請う時には、こう）言え。『あなた方に平安を。入ってもよろしいですか？』 と」（アブー.
ダーウード 5177 参照)。

4 アーヤ *21 「清くなる」 の訳注を参照。

5 旅行者などのために用意された建物などのことを指す、とされる（ムヤッサル 353 頁参照)。
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なた方が露わにすることも、隠すことも

ご存知である。

30. (預言者*よ、）信仰者の男たちに、彼らの

視線の一部を （見ることを禁じられた物事
1から）低め2、その陰部を （禁じられた物

事3から）守るよう、言え。それが彼らにと

て、より清い4 ことなのだから。本当にア

ッラー*は、彼らが成すことに通暁されて

おられるお方。

ウ

二，〆■: . ノ , .，ノ 二，〆 ノネ，ド*T，，〆
ひ

^̂
心

^
一

崩敗

^^
ぶ

b

^
J

^
.ねじj、

31 . また、信仰者の女たちに、彼女らの視線の

一部を （見ることを禁じられた物事から）

低め、その陰部を （禁じられた物事から）

守り 5、現れてしまうものの外は、自分たち

の飾りを露わにしない6ように言うのだ。ま
む な も と

た、彼女らのスカーフで、その胸元までき

ちんと覆わせよ。また、 （隠された部位に

着けた）自分たちの飾り 7を、以下の者以外

1 つまり非合法な物事や、恥部 （アウラ*)、自分の心を虜 （とりこ）にしそうな現世の魅力
などのこと （アッ =サアディー566 頁参照)。

2 預言者*は仰 （おっしゃ）った。「•••（非合法なものを見ても、）視線を定めてはならない。
実にあなたには最初の視線が許されても、二番目のそれは許されないのだから」（アブー•
ダーウード 2149 参照)。尚、視線が 「一部」 と表現されているのには、証言や結婚の申し

込みの際など、場合によっては、普段は禁じられている物事に視線を定めることが許され

ることがあるから、とされる。一方、貞操に関しては、いかなる状況においても守らなけ

ればならない （アッ=サアディー566 頁参照)。

3 つまり禁じられた性交渉や、陰部を見られたりすることから （前掲書、同頁参照)。

4 アーヤ*21 「清くなる」 の訳注を参照。

5 アーヤ*31 とその訳注を參照。

6 この 「飾り」 とは、アンクレット、腕輪、イヤリング、ネックレスといった 「隠れた飾り」
のこと。そしてここでの意図は、それらを着用する身体的部位のことである （アル=パガ
ウィー3:403 参照)。「現れてしまうもの」 には、「外套 （がいとう）」 「顔と両手首から先」
といった解釈があるが、イブン•カスィール*は後者を、大多数の学者の見解としている

(6:45 参照)。頻出名•用語解説の 「アウラ *」 も参照。

7 この「飾り」は、マハラム*にしか見せてはならない「隠れた飾り」のこと（本頁の訳注 5 参照)。
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には露わにしてはならない：自分たちの主

人 （夫）ら。自分たちの父親1たち。自分た

ちの主人の父親たち。自分たちの子供2た

ち。自分たちの主人の子供たち。自分たち

の兄弟たち。自分たちの兄弟の子供たち。
自分たちの姉妹の子供3たち。自分たち （と

同様）の女性4たち。自分たちの右手が所有

する者たち（奴隸*) 。男性の内、（女性を)

必要としない5お付きの者たち。女性の恥部

(アウラ *) に関して無知な男児。また、自

分たちが隠して（着けて）いる装飾品が（男

たちに）分かるようにと、自分たちの足を

打ち鳴らしてはならない。あなた方が成功

する

^
:うに、信仰者たちよ、皆アツラー*

に悔悟するのだ。

(信仰者たちよ、自分の後見下にある）あ

なた方の内の独身者と、あなた方の奴隸*

男性と奴隸*女性の正しい者*たち6を、結婚

させるがよい。もし彼らが貧しくても、ア

ツラー*がそのご恩寵から （彼らにお恵み

になり、）彼らを豊かにして下さる。アツ

ラー*は、広量な*お方、全知者であられる

のだから。

群跋。卜!

^
32.

1 ここでの 「父親」 には、祖父など、父方•母方の男性尊属 （そんぞく）も含まれるとされる。
「自分たちの主人の父親」 も同様 （アル= クルトウビー12:232 参照)。

2 ここでの「子供」には、孫など、息子•娘いずれの男性卑属（ひぞく）も含まれるとされる。
このアーヤ吶の外の 「子供」 も、全て同様 （前掲書 12:232-233 参照)。

3 「自分たちの兄弟•姉妹の子供」 という言葉には、その男親である叔 （伯）父も含まれると

される。また、授乳によって出来た親族関係 （婦人章 21 を参照）の男性も、「隠された飾

り」 を見せてもよいとされるが、ここでは言及されていない （前掲書 12: 233 参照)。

4 女性一般、あるいはムスリム*女性のこと （アツ =サアディー566 頁参照)。

5 去勢された者、 性欲のない者、老人など、女性に関心のない男性 （アル= ク ル ト ウ ビ ー

12:234 参照)。

6 「正しい」 には、宗教的な正しさの外、結婚するに適当な、 という意味も含まれ得る （ア
ツ =サアディー567 頁参照)。
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33. また、結婚（の費用）を見出せない者たちは、

アツラー*がそのご恩寵から （彼らにお恵み

になり）、彼らを豊かにして下さるまで、慎

ましくあれ1。また、あなた方の右手が所有

するもの(奴隸*)の内、（自らを解放する

^
約

の）書を交わすこと2を望む者たちとは、書

を交わしてやるがよい。もし、あなた方が彼

らに善きもの3を見出したのであれば、だが。

そしてあなた方は、アツラー*が自分たちに

授けて下さった、かれの財の一部を彼らに与

えてやるのだ4。また、現世的利益5を求めて、

自分たちの （奴隸*) 女性に売春を無理強い

してはならない。もし、彼女らが貞節さを望

むならば6、である。そして彼女らに（

を）無理強いする者は誰でも （、その罪を負

うのは彼自身であり、彼女らは赦されよう）、

本当にアツラー*は彼女らへの無理強し、の後

でも、赦し深いお方、慈愛深い*お方であら

れるのだから。

炫碑i越成與

^
冗存

イブン•カスイール*によれば、 このアーヤ*は婦人章 25 よりも優先される（6:52 参照)。
預言者*は仰 （おっしゃ）った。「(結婚の）必要条件が揃（そろ）っている者は、結婚せよ。
というのもそれこそは視線をより低めさせ、貞操をより守らせるものであるから。そして

(それが）出来ない者は、斎戒*せよ。というのも実にそれは、彼にとっての性欲の抑制な

のだから」（アル=ブハーリー1905 参照)。

2 つまり、一定の金額を分割して支払うことを条件に、主人がその奴隸*を解放するという契

約のこと （アル=クルトウビー12:244 参照)。一括払いでよいともされる （クウエイト法

学大全 38:362)。

3 この「善きもの」は、分別、稼（かせ）ぐ力、宗教的な正しさのこと （ムヤッサル 354 頁参照)。

4 大多数の学者は、これを、奴隸*の主人が解放のための金額を減額してやることの命令であ

るとしている。一説に、減額後にも、更に経済的援助を与えることは推奨される行為とさ

れる。また一説には、これは主人だけではなくムスリム*一般への命令 （アル=バイダーウ

イー4:186 参照)。

5 「利益」 とは、それによって得られる報酬や子供のこと （イブン•カスイール 6:56 参照)。

6 これは、このような場合の典型的状況を表しているだけであり、彼女らが貞節さを望んで

いなければ、姦通を無理強いしてよいということではない （前掲書、同頁参照)。

1
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われら*は確かに、あなた方に解明の御徴

と、あなた方以前に滅び去った者たちの

例えと、敬虔*な者たちへの訓戒を下した

34.

のだ。

. アツラー*は、諸天と大地の御光 1。その御光

1の様子は、灯火のある壁龕のよう。その灯

火は、ガラスの中にある。そのガラスは、あ

たかも真珠の惑星のようである。（その灯火

は）東方のものでもなく西方のものでもない

35

o

^
i�

みン如'
⑽i路�滅威成

しゅくふく

3、オリーブの祝福あふれた木（の油）によ

つて灯される。その油は、火がまだついてい

なくても、（その煌めきゆえに）照らし出さ

んばかり。光の上に、（更なる）光4。アツ

ラー*は、かれがお望みの者を、ご

_
身の御光

みちび

へと導かれる。そしてアツラー*は、人々に

数々の譬えを挙げられるのだ。アツラー*は、

全てのことをご存知である。5

1 アッラー*は天地の全てを司（つかさど）り、そこに存在するものを各々の利へと導かれる

光である。かれを包む覆いは光であり、天地とそこにあるもの全ては、そこからの光を浴

びる。そしてかれの書（クルアーン*) と導きもまた、光である。かれの御光なくしては、
闇が覆い重なるばかりなのだ（ムヤッサル 354 頁参照)。

2 これは、アッラー*がご自身へとお導きになる光。それは信仰者の心の中の、信仰心とクル

アーン*のことであるとも言われる（前掲書、同頁参照)。

3 午前にだけ太陽の光を浴びる東端の木でも、午後にだけそれを浴びる西端の木でもなく、

一日中その光を浴びる、中央に位置した木のこととされる（前掲書、同頁参照)。

4 油そのものの輝（かがや）きの上に、火による更なる光が加えられる様子（前掲書、同頁

参照)。

5 この描写は、信仰者の状態についてのたとえであるとされる。つまり彼の生来の天性は、

混じり気のないオリーブ油のように純粋で、アッラー*の教えとそれに沿った行いのために

準備されたものである。それでそこに知識と信仰が注ぎ込まれると、その光は灯火の芯に

点火されるように、彼の心に燃え上がる。彼の心は悪い意図と、アッラー*についての誤解

から無縁である。そこに信仰が加われば、それは不純物からの純粋さゆえに、明るく照ら

し出す。それは真珠のガラスのようであり、こうして彼には天性の光、信仰の光、知識の
光、知の純粋さが結集され、光の上に光が加えられる（アッ=サアディー568頁参照)。
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36. アツラー*が、（それが）高められることと、

みな しようねん

かれの御名が唱念されることをご命じに
やかた

なった館 1の中で、朝に夕に、そこでかれ

を称え*る2。

(余りの恐怖ゆえに）心と眼が頻りに

反転する（復活の）その日のことを怖れ、

アツラー*の唱念や礼拝の遵守*、浄財*

の拠出をそっちのけにして商売や売買

に勤しむことのない男たちが（、称える

のである）。

-5.1515
0_

37.

©AJo典淡鉢

38. その結果=ツラー*は、彼らの行った最善の

もの
$

にお祕いになり、そのご恩寵から彼ら

に（更に）上乗せし給う。アツラー*はお望

みの者に、際限なくお恵みになるのだ。

39. 不信仰に陥った者*たち、その行いは（た

とえ善行を意図していたとしても）、喉が

からからに渴いた者が水と思い込む、

広漠な大地の蜃気楼のようなもの。やが

てそこにやって来れば、そこに何も見出

すことはない3。そしてそこ4でアツラー*

を見出し、かれはその（行いの）清算を

彼に全うなされる。アツラーは即座に計

算される*お方。

up,

i この「館」は、マスジド*のこと（ムヤッサル 354 頁参照)。「高められ」たということに

は、建築物としての物質的な高さを始め、汚れ、害悪、不信仰、戯れごと、アッラー*以外

の名が念じられることなどから遠ざけられるという、抽象的な意味での崇高さも含み得る

(アッ=サァディー569参照)。

2 大半の解釈学者は、この「称える*」を「義務の礼拝」としている（アッ=シャウカーニー

4:48参照）。

3 このアーヤ*は、不信仰者*の行いが実を結ぶことがないことのたとえ。同様のアーヤ*とし

て、雌牛章 264、イムラーン家章 117、イブラーヒーム*章 18、識別章 23も参照。

4 復活の日*のこととされる（ムヤッサル 355頁参照)。
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あるいは （不信仰者*の行いは、）深い海

の闇のよう。それを波が覆い、その上には

別の波が、そしてその上には雲が重なる。

(それは）互いに重なり合う闇。自分の手

を出してみても、それはほとんど見えな

い。そしてアツラー*が光を授けて下さら

なかった者には誰であれ、僅かばかりの光

もないのだ。1

(使徒*よ、）一体あなたは、諸天と大地

にいる全ての者と、羽を広げ(つつ飛行す）

る鳥が、アツラー*を称え* るのを知らない

のか？ 全ての者は確かに、自分の礼拝と

称え*方を知っているのだ2。アツラー*は、

彼らのすることを全てご存知なお方なの

である。

. また、アツラー*にこそ、諸天と大地の王権

が属する。そしてアツラー*にこそ、帰り先

があるのだ。

一体あなたは、アツラー*が雲を追いやり、

それからそれらを接ぎ合わせ、その後にそ

れを積雲とされるのを見ないのか？ そし

てあなたは、雨がその間から （降って）出

てくるのを見る。またかれは、空から、そ

こにある山々 （のような大きな雲）から、

40.

ぷ

^̂^
cX

) 1 .

42

5
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43.

1 一説に、この「闇」は不信仰者*の行い、深い海はその心を指しており、それが無知、疑念、

困惑という波に覆われ、罪の汚れ、封印という雲で包まれている。つまり、その心眼によ

て信仰という光を目にすることが出来ない （アル= クルトウビー12:285 参照)。雌牛章

7、家畜章 50、雷鳴章 16、フード*章 20、24、巡礼*章 46 とその訳注も参照。

2 全ての者は、人間やジン*のように使徒*を介するにせよ、それ以外の被造物のようにアツ

ラー*から示唆 （しさ）されてそうするにせよ、自分たちに相応 （ふさわ）しい形での称え

*方や礼拝の仕方を知っている。あるいは、「アツラー*は確かに、全ての者の礼拝と称え*

方を知っている」という意味にも解釈可能(アツ =サアディ ー570 頁参照)。蜜蜂章 48-49、

夜の旅章 44、巡礼*章 18 とその訳注も参照。

ウ
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雹を下される。それでかれは、かれがお望

みの者にそれを命中させ、かれがお望みの
そ た ま い な び か り

者からそれを逸らせ給うのだ。その稲光の
せ ん こ う う ば

閃光は、視力を奪わんばかりである。 _
難

炎

^̂
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44. アツラー*は夜と昼を、変転させられる。本

当にそこにはまさしく 、慧眼を有する者た

ちへの教示があるのだ。

45. またアツラー*は、水から地上を歩く全ての

生物をお創りになった1。それでその中には

腹ばいに歩くものもいれば、二本の足で歩

くものもあり、四本 （足）で歩くものもい

る。アツラー*は、かれがお望みになるもの

をお創りになる2。本当にアツラー*は、全

てのことがお出来になるお方なのだから。

46. われら *は確かに、（真理を）解明する御徴

を下した。そしてアツラー*は、かれがお望

みになる者を、まっすぐな道 （イスラーム
*) へとお導きになる。

難じ抱
破⑽4ル

^
�
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47. 彼ら (偽信者*たち）は言う。「私たちは、

アツラー*と使徒* (ムハンマド*) を信じ、

従いました」。それから彼らの内の一派は

その後、 （信仰から）立ち去ってしまうの

だ。それらの者たちは、信仰者ではない。

48. また （使徒*ムハンマド *が、彼らの争いに

おいて）彼らの間を裁くため、彼らがアツ

ラー*とその使徒*へと招かれることがあれ

ば、どうであろうか、彼らの内の一派は背

を向けるのだ。

1 預言者*たち章 30 の訳注も参照。

2 基本的な構成要素は同じながらも、腹ばいに進む蛇や、二足歩行する人間、四足歩行する
動物の類など、様々な形態の生物をアツラー*がお創りになったことは、そのご意志の達成
力 と 御 力 の ほ ど を 示 す 証 拠 の 一 つ で あ る （ア ツ =サ ア デ ィ ー571 頁参照)。
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49. そして（イスラーム*の裁決において、）彼
かな

らに（その私欲に適う）権利があれば1、彼
よげんしや

らは彼（預言者*)のところに素直にやって

来る。

50. 一体、彼らの心の内には、病2があるのか？

いや、彼らは（ムハンマド*の預言者*性に

ついて、）疑惑を抱いているのか？ いや、

アツラー*とその4徒*が、彼らを不当に裁

くと怖れているのか？ いや、それらの者

たちこそ、不正*者なのである。

51. アツラー*とその使徒*のもとへと、彼(使徒

*) が自分たちの間を裁くために招かれた

4激

^
、

^̂
為。'

^
匕I

時、信仰者たちの（言うべき）言葉とは、

「私たちは聞き、従いました」と言うこと

に外ならない。それらの者たちこそは、成

功者なのである。

52. そして誰であろうと、アツラー*とその使徒

*に従い、アツラー*を恐がり、かれを畏れ*

る者、それらの者たちこそは勝利者なのだ。

aJ

Xfpr �53. また彼ら（偽信者*たち）は、もしもあなた
かなら しゅっせい やっ

が彼らに命じたら必ずや出征すると、躍
き ちか

起になってアツラー*にかけて誓った。
しと ちか

(使徒*よ、）言ってやれ。「誓うのではな

い。（あなた方の）服従は、知れたことな

のだから3。本当にアツラー*は、あなた方

が行うことに通暁されている」。

1 つまり、イスラーム*による裁決に満足しているわけではないが、それが彼らの私欲と一致

すると判断すれば、ということ（アッ=サァディー57 頁参照)。

2 つまり、偽の信仰という病（ムヤッサル 356頁参照)。

3 つまり、口先だけの誓いであることが分かっている、ということ（前掲書、同頁参照)。あ

るいは、「(誓約はよいから、）よき服従を（せよ）」という意味（アル=クルトウビー12:296

参照)。同様のアーヤ*として、悔悟章 96、集合章 11-12、偽信者ザこち章 2も参照。



24. 御光章

54. (使徒*よ、）言え。「アツラー*に従い、

使徒*に従え」 。もし、あなた方が背を向

けても （問題はない）、彼 （使徒*) には彼

に課されたものがあり、あなた方にはあな

た方に課せられたもの1があるだけなのだ

から。そしてもし、彼に従うのなら、あな

た方は導かれよう。使徒*の義務は、（啓示

の）明白なる伝達に外ならない。 ^ ㈣税

ふ麵％

44 又らね

55. アツラー*は、あなた方の内の信仰し、正し

い行い*を行う者たちに、（こう）約束され

た ：かれはそれ以前の者たちを継承者2と
かなら

されたように、必ずや彼らを継承者とさ

れる。また必ずや、かれが彼らに対してご

満悦なされるその宗教 （イスラーム*) を、

彼らのために確立して下さり、彼ら （の状
あ ん ね い

況）をその恐怖の後に、安寧へと替えて下

さる、と。彼らはわれ3を崇拝* し、われに

何も並べない。そしてその後に及んで不信

仰に陥る者*、それらの者たちこそは放逸

な者である。4

56. �

_
を1等* し、冨I*を支払ぃ、麵¦* (ム

ハンマド*) に従うのだ。あなた方がご慈悲

を授かるように。

1 「使徒*に課せられたもの」 とは、アッラー*の教えの伝達。「あなた方に課せられたもの」

とは、それに従うこと （ムヤッサル 356 頁参照)。

2 「継承者」 については、雌牛章 30 の訳注を参照。

3 ここでアッラー*が、第三人称から第一人称に突如変わっているが、このアラビア語独特の

修辞法については、食卓章 12 「われら*」 の訳注を参照。

4 アッラー*は、まだムスリム*たちが地上の継承者ともなってはおらず、イスラーム* とその

共同体が確立していない時期に、このような約束をされた。そして信仰と正しい行い*に励

んだムスリム*たちは、東西の国々と民を統治下に入れ、完全なる安全と確立を獲得したの

である （アッ =サアディー573 頁参照)。
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^^57. 不信仰に陥った者*たちが、地上において

(アツラー*の懲罰から）逃れられる者だ

などと、決して考えてはならない。そして、

彼らの住処は業火なのだ。その行き先は、

何と実に醜悪なことか。

霧料ゅ、心織58. 信仰する者たちよ、あなた方の右手が所有

するもの （奴隸*) と、あなた方の内、まだ

精通を見ていない者1たち（が、あなた方の

ところに入室する際）には、あなた方に対

して三度許しを請わせ本。フアジュル*の

礼拝の前と、あなた方が （昼寝のため）自

分たちの衣服を脱ぐ真昼の折と、イシャー

ゥ *の礼拝の後。（これは）あなた方にと

ての、三つのアウラ * (が現れる時間帯）2で

ある。それら （の時間帯）以外は、あなた

方にとっても、彼らにとっても、 （許可な

く入室することに）お咎めはない。（彼ら

はあなた方の世話のため、）あなた方を引

切りなしに行き来する者たちで、あなた

方は互いに行き来するのだから。このよう

にアツラー*は、あなた方に御徴を明らか

にされる。アツラー*は全知者、英知あふれ

る *お方なのだ。

つ

59. また、あなた方の子供たちが精通を見たら

3、彼ら以前の者たち4が許可を請うたよう

に、（入室の際には常に）許可を請わせよ。

1 つまり自由民の未成年のこと。「精通」のみが言及されているのは、それが成人*の徴候（ち

ようこう）の中でも最大のものであるため （アル=バイダーウィー4:199 参照)。

2 いずれも、人が通常の衣服を着用していない状態にある時間帯 （アツ =サアディー573 頁

参照)。

3 アーヤ*58 「精通を見ていない者たち」 についての訳注も参照。

4 「彼ら以前の者たち」 とは、大人のこと。あるいは、アーヤ*27 にて、既に言及されてい

る者たちのこと、とされる （アルニカースィミー12:4548 参照)。
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このようにアツラー*は、あなた方にその御

徴を明らかにされる。アツラー*は全知者、

英知あふれる*お方。

60. また女性たちの内で、結婚を望まない、退

いた者1たち、彼女らは装飾品でこれ見よ

がしに飾り立てないようにしつつ、（非マ

ハラム*の前で）その（外）衣を外しても問

題はない。そして（非マハラムの前でも外

衣を脱がず、）慎ましくあるのが、彼女ら

にとってより善いこと。アツラー*はよくお

聞きになるお方、全知者であられる。

(自分の能力以上の義務を果たせなくて

も、）視覚に障害ある者に罪はなく、足

が不自由な者にも罪はなく、病人にも罪

はない2。また（信仰者たちよ）、あなた

方が（以下の場所で）食べても、問題は

ない3:あなた方の（妻子がいる）家。あ

なた方の父親たちの家。あなた方の母親

たちの家。あなた方の兄弟たちの家。あ

なた方の姉妹たちの家。あなた方の父方

の叔（伯）父たちの家。あなた方の父方

の叔（伯）母たちの家。あなた方の母方

の叔（伯）父たちの家。あなた方の母方

の叔（伯）母たちの家。あなた方がその鍵

を所有しているもの4。あなた方の友人
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1 つまり、高齢ゆえに諸々の行動や、出産•月経などの諸事から「退いた者」のこと（アル=
クルトウビー12:309参照)。

2 例えば、出征の義務など。また一説には、このアーヤ*で言及されている場所で食事を共に

することに関して、罪はない、ということ（イブン•カスィール 6:84-85参照)。

3 ただし、言葉、あるいは慣習的な意味において、先方からの許可があると見なされた場合

に限る（アッ=サアディー575頁参照)。

4 つまり、その所有者の不在中、管理を任された家などのこと（ムヤッサル 358頁参照)。
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1(の家）。あなた方が全員で、あるいは

別々に食べても、問題はない1。そしてあ

なた方が家に入ったら、あなた方自身2

に、アツラー*の御許からの祝福にあふれ

た善い挨拶3によって、挨拶せよ。このよ

うにアツラー*は、あなた方が分別するよ

うにと、あなた方に御徴を明らかにされ

るのだ。

. 信仰者たちとは、アツラー*とその使徒*

を信じる者たちに外ならない。そして彼

らは、集まり事4において彼（使徒*) と

共にある時には、彼に許可を

_
うまで、

(その場を）立ち去らないのである。本

当に、あなたに許しを請う者たち、それ

らの者たちがアツラー*とその使徒*を信

じる者たちなのだから。それで彼らが、

彼らの何らかの用事ゆえに、あなたに（退

出の）許可を請うた時には、彼らの内の

あなたが望む者に許可を与え、彼らのた

めアツラー*に赦しを乞うてやれ。本当に

アツラー*は赦し深いお方、慈愛深い*お

方なのだから。

62

l いずれも合法ではあるが、より徳が多いのは共に食すること（アッ=サアディー575頁参
照)。一説にジャーヒリーヤ*では、一人で食事することを忌（い）み嫌う者たちがいた。
またムスリム*の中には、他人に食事をご馳走になることを恥じた者もいたとされる（イブ

ン•カスイール6:86参照)。

2 ムスリム*は一心同体であることから、ここでは他のムスリム*が「あなた方自身」と表現

されている（アッ=サアディー575頁参照)。

3「あなた方に平安と、アッラー*のご慈悲と、かれの祝福がありますよう」という挨拶。も
し無人の家だったら、こう言う。「私たちと、アッラー*の正しいしもべたちに、平安があ

りますよう」（ムヤッサル358頁参照)。

4 ムスリム*の福利に関わることで、預言者*が彼らを集めた場のこと（前掲書 359頁参照)。
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63. (信仰者たちよ、）あなた方の間における

使徒*の呼びかけを、あなた方の互いに対す

る呼びかけのようにするのではない1。アツ

ラー*は、あなた方のもとから（許可もな

く）、こそこそ隠れ合いながら出て行く者

たちのことを、確かにご存知なのだ。なら

ば、彼（使徒*ムハンマド*)の命令に違反す

る者たちは、彼らに試練が襲いかかること

を、あるいは彼らに痛ましい懲罰が降りか

かることを用心せよ。

64. 本当にアツラー*にこそ、諸天と大地にあ

るものは属するのではないか。かれは、

あなた方の状況を確かにご存知になって

おられるのだ。そして彼らが、かれの御許

に戻され、かれが彼らに、彼らが行った

ことについてお告げになる（復活の）日*

も。アツラー*は全てのことをご存知のお

方なのだから。

Aめ、
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1 使徒*が呼びかけたら、ムスリム*はそれに応えなければならない。また、ムスリム*は使徒
*を「ムハンマド*」と呼び捨てにするのではなく、敬意と共に「アツラー*の使徒*」「アツ
ラー*の預言者*」といった呼び方をしなければならない（アツ=サアディー576頁参照)。
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第 25章

識別章 （アル=フルカーン）1

慈悲あまねく *慈愛深き *

アツラー*の御名において

全創造物への警告者2となるべく 、その僕

(預言者*ムハンマド*) に識別3を下された

お方は、祝福にあふれておられる。

2. (かれは）諸天と大地の王権がご自身に属

し、子供を設けることなく 、その王権にお

いていかなる共同者もお持ちにならず、全

てをお創りになり、それらを然るべく調整

されたお方。

Ofe匕ん又

^
3. 彼$ (シルク *の徒）は、かれをよそに神々

4を設けた。 （それらは）それら自身が創

ら れ た も の で あ り 、何 も 創 造 す る こ と な

く 、自分自身に対する害も益も有さず5、
つかさど

死 も 生 も 再 生 （を 司 る 力）も 有 し て は い

な い0

1 マッカ*啓示。冒頭のアーヤ*で言及されている、「真理と虚妄 （きょもう）を分断する」 と

いう意味で、 クルアーン*の名称の一つでもある 「識別 （フルカーン)」 が、スーラ *の名前

となっている。マッカ*での布教期という厳しい状況にあった預言者*に対する、アッラー*

の弁護と慰 （なぐさ）めがスーラ *全体に認められ、マッカ*啓示の常として、アッラー*

の全能性、クルアーン* と預言者*ムハンマド *の真実性の確証、それを信じない者たちへの

反駁 （はんばく ）、復活と清算、来世における信仰者と不信仰者*の行く末、過去の預言者*

たちとその民の間に起こった出来事による教訓などが、描写されている。慈悲あまねき*

お方のしもべたちの模範的品行と、彼らに対する偉大な褒美の約束、そして不信仰者*への
警告の言及によって、スーラ *は 締 （し）め く くられる。

2 高壁章 158 の訳注も参照。

3 「識別」 に関しては、本頁の訳注 1 を参照。

4 「神々」 に関しては、雌牛章 133 の訳注を参照。

5 自分以外の者に対して害も益も与えられないのは、尚更である （イブン•カスィール 6:93
参照)。
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4. 不信仰に陥った者*たちは、言った。「これ

(クルアーン*)は彼（預言者*ムハンマド*)

が捏造し、別の民1がそれに関して彼に手を

貸した、でっち上げに外ならない」。そし

て確かに、彼らは不正*と偽りの言葉を犯し

たのだ。

5. また、彼らは言った。「（クルアーン*は、）
とぎばなし

彼が書き写させた昔の人々のお伽話で、

それは朝夕に、彼に読み聞かされている

のだ」。

(使徒*よ、）言ってやれ。「諸天と大地に

おける秘密をご存知のお方（アツラー*)が、

それを彼に下されたのだ。本当にかれは、赦

し深いお方、慈愛深い*お方なのだから」。

011
G.

ル ㈤夕Ife
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^
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7. また、彼らは言った。「食べ物を口にし、

市場を歩く2この（白称）使徒*は、一体どう

いうことか？ どうして彼のもとに（その

正直さを証言する）天使*が下されて、彼と

共に警告者とはならないのか？3

f^op3̂ ,4î 38. あるいは、（どうして）彼に（天から）財

宝が下されたり、彼がそこから食する農園

が現れたりはしないのか？」不正*者たち

は、（信仰者たちに対して）言った。「あ

なた方は、魔術にかかった男に従っている

に過ぎない」。

1 「別の民」とは、ユダヤ教徒*などの啓典の民*や、外国人の占い師のことであるとい

う説がある（アル=バガウィー3:435 参照)。家畜章 105、蜜蜂章 103、煙霧章 14 も

参照。

2 彼らは使徒Yが天使*であることを望み、生活の糧を稼ぐために売買を営むことなどは、使

徒に相応（ふさわ）しくないことだと思っていた（アツ=サアディー578頁参照)。

3 家畜章 8-9、111、アル=ヒジュル章 7-8、夜の旅章 92も参照。
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9. (fki*よ、）¦てみ$、彼らがあなたに対

して、どんな譬えを挙げ、迷い去り 1、そし

て彼らが （正しい）道を見出すことが出来

ずにいるかを？

10. もしお望みなら、 （現世で）あなたにそれ2

よりも善いもの——その下から�可川が流れ

る楽園——を、そしてあなたに豪邸をお授

けになるお方は、祝福にあふれておられる。

いや、彼らは （復活の）その時を、嘘とし

た。われら *は、その時を嘘呼ばわりする者

に、烈火を用意しておいたというのに。

12. それ （地獄の烈火）が彼らを遠い場所から

認める時、彼らはそれがいきり立つのと、

呻くのを耳にする。3

そして、がんじがらめにされて4、その中の

狭苦しい場所に放り投げ込まれる時、彼ら

はそこで （自らの）破滅を祈る。5

(すると、こう声がかかる。）「この日、

あなた方はただ一度だけの破滅を祈るの

ではなく 、何度も破滅を祈るのだ」 。6

• (使徒*よ、）言ってやるがいい。「一体そ

れがより善いのか、それとも敬虔*な者たち

が約束された永遠の楽園なのか？ それ

(楽園）は彼らにとっての褒美であり、行

き先なのである」 。

。私成為喊膝J?1 2 .

切レ編ぬ

1 3,

14.

1 詳しくは、夜の旅章 48 とその訳注を参照。

2 「それ」とは、アーヤ*8 で述べられているような物事のこと（アツニシヤウカーニー4:86 参照)。

3 王権章 7-8 も参照。

4 手と首が鎖でつながれている （ムヤッサル 361 頁参照)。イブラーヒーム*章 49 も参照。

5 苦しい罰から楽になろうと、自分たちに対して破滅を祈る （前掲書、同頁参照)。

6 これは、様々な種類の懲罰を、途切れることなく繰り返し味わうことを意味する （アル=
カースイミー12:4569 参照)。
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そこには永遠に住む彼らのために、彼らが

望むものがある。それはあなたの主*にとっ

て、願われた約束1だったのだから。

16.

17. そして、かれ（アツラー*)が彼らと、彼ら
あが

がアツラー*をよそに崇めていたものを

召集され（、その崇められていたものに、

こう）仰せられる日のこと（を思い起こさ

せよ）。「一体あなた方が、これらのわが

僕たちを迷わせたのか？ それとも、彼ら
みずか

が（自ら）道を迷ったのか？」

18. 彼ら（アツラー*をよそに崇められていたも

の）は、言う。「あなたに称え*あれ。あな

たを差しおいて庇護者を設けることなど、

私たちのすべきことではありませんでし

た。しかしあなたは、彼らとその先祖が教

訓を忘れるまで、彼らを楽しませられまし

た2。彼らは、滅亡の民だったのです」。

し

^̂ ^
===>y.x

^
==sxjii(すると、シルク*を犯していた者たちに、

こう言われる。）
U
「彼らは、あなた方の言

ていることを嘘とした。そしてあなた方

は、（自分たちから懲罰を）逸らすことも、

(自分たちを）助けることも出来ない。あ

1 9.

つ

はたら

なた方の内の不正*を働く者には、われら*

じんだい ちようばつ

が甚大な懲罰を味わわせるのだ」。3

1 「願われた約束」とは、イムラーン家章 194 にあるような信仰者の願いであるとか、
赦し深いお方章 8 にあるような天使*たちによる願いのこと（アル=クルトウビー

13:9-10参照)。

2 彼らは様々な恩恵を享受しながらも、欲望に溺（おぼ）れ、アツラー*の教訓やその恩恵に

対する感謝、かれの様々な御徴の熟慮（じゅくりょ）をおろそかにした（アル=バイダー

ウィー4:211 参照)。蟻章 4 の訳注も参照。

3 同様の情景の描写として、雌牛章 166-167、高壁章 38、イブラーヒーム*章 21-22、物語

章 63、部族連合章 67-68、サバア章 31-33、40-41 も参照。
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(減*ょ、) われら*
が令なた以前、M*

たちの内から （誰かを）遣わす時には決ま

て、彼らは食べ物を口にし、市場を歩い

たものだった1。また （人々よ、）われら*

は、あなた方を互いに対する試練2としたの

である。「果たして、あなた方は忍耐*する

のか？」 と。あなたの主*はもとより、よく

ご覧になるお方なのだ。

20 .

ウ

5 3 5 . 5 -：i：*

4%益匕=4

^
’

峰

21. また、（来世での）われら* との拝謁を望ま

ない3者たちは、言った。「どうして私たち

に天使*たちが下されたり、あるいは私たち

が自分たちの主*を拝見したりすることが

ないのか？4」彼らは確かに己に自惚れ、度

を越して反抗していたのだ。

22. 彼らが天使

^
たちを目にする日5 (のことを、思

し、起こさせよ。天使たちは、こう言う）。「こ

の日、罪悪者たちには吉報などない」。そして

彼ら沃钯たち）は、言うのだ。「 （天国が

彼らに、）完全に禁じられたものとなれ！」

レ を し 也 レ

^
j23. われら*は、彼らが （現世で）行った （一見

よい）行いへと向かい、それをばらばらの

塵屑としてしまう。6

1 同様のアーヤ* として、ユースフ*章 109、預言者*たち章 8 も参照。

2 現世とは、裕福な者、貧しい者、健康な者、病人など、様々な状態にある人々が、互いの
権利と義務を果たすかどうかの試練の場である （アル=クルトウビー13:18 参照)。

3 この 「望む」 については、ユーヌス*章 7 の訳注を参照。

4 これは、天使*やアッラー*に直接、預言者*ムハンマド*が主張することの正しさを証言さ

せよ、という要求のこととされる （ムヤッサル 362 頁参照)。夜の旅章 92 も参照。

5 人は自分の死期、死後の墓の中、復活の日*において天使* たちを目にする。不信仰者ブこち

はその時、現世で自分たちが要求していたのとは違う 、恐ろしく厳しい姿の天使* たちを目

にすることになる （前掲書、同頁参照)。

6 来世で人を益する行いは、そこにおいて以下の条件を満たしたものだけである ：①アッラ

一*への信仰。②かれへの真摯さ。③使徒*の教えに従っていること （ムヤッサル 362 頁参
照)。雌牛章 264、イムラーン家章 117、イブラーヒーム*章 18、御光章 39-40 も参照。
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24. 天国の住人はその日、 （地獄の住人）より

善い定住の場、より優れた休息の場にある。

25. 天が割れて、薄い白雲が出現し、天使*たち

が次々と下される日 （のことを思い起こさ

せよ）。1

26. その日、真の王権は、慈悲あまねき *お方（ア

ッラー*) に属する2。そしてそれは不信仰

者*たちにとって、困難な日なのだ。

じ ㈣知i砂

27. 不正*者が(悔しがって）自分の両手を嚙み、

(こう）言う日 （のことを思い起こさせ

よ）。「ああ 、私が使徒*と共に、道3を選

んでいたらよかったのに！

梅刪 雜28. 我が災いよ4、 （不信仰な）何某を、親友

としなければよかった！

20. 彼は確かに、教訓 (クルアーン*) が私のもと

に到来した時、私をそこから迷わせてしまっ

たのだから」。シャイターン*はもとより、人

間に対するとんでもない裏切り者である。5

30. また、使徒* (ムハンマド *) は （主*に訴え

て、）言った。「我が主*よ、本当に我が民

は、このクルアーン*を放ったらかし6にし

て し ま い ま し た」 。

同様のアーヤ *として、雌牛章 210、真実章 15-17、暁章 22 も参照。

2 家畜章 73 「かれにこそ王権は属する」 の訳注も参照。

3 天国へと通じる、イスラーム*という 「道」 のこと （ムヤッサル 362 頁参照)。

4 「我が災いよ」 という表現については、 食卓章 31 の訳注を参照。

5 シャイターン*はアーダム *の時代から、人々を騙 （だま）し、地獄の道連れとすることを

その使命としている （高壁章 16-17、20-22、27、イブラーヒーム*章 22 など参照)。

イブン•カスィール*によれば、「クルアーン *を放ったらかしにする」 ことには、以下の物

事が含まれる ：それが読誦されている時、故意に声や音を立てて妨害すること （詳細にさ

れた章 26 参照)。その学びと暗記、信仰、その熟慮と理解、それに則 （のっと）った行い

の放棄 （ほうき）。それよりも詩や歌など、別なものに勤 （いそ）しむこと（6:108 参照)。

1

6
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述

^
礙M31. (あなたにそうしたのと）同様に、われ

ら*は全ての預言者*に、罪悪者たちから

なる敵を設けた1のである。そして導き手

と援助者は、あなたの主*だけで十分なの

だ0

32. 不信仰に陥った者*たちは、言った。「ど

うしてクルアーン*は（トーラー*や福音*

のように）、彼(預言者*ムハンマド*)に一遍

に下されないのか？」われら*は、それによ

てあなたの心を堅固にすべく、（クルア

ーン*を）そのように（徐々に下）し2、ま

たそれを明瞭に区切ったのだ3。

33■ また（#徒*よ）、彼ら（シルク*の徒）

があなたに譬え4を挙げれば、われら*は

決まって、あなたに真理（の回答）と、

(それに対する）よりよい説明をもたら

すのである。

VJ

二- ー マ

34. (彼らは）顔を下にした逆様の状態5で、地

獄へと集められる者たち。それらの者たち

はより悪い場所にあり、より道を迷った者

たちである。

1 同様のアーヤ*として、家畜章 112-113も参照。

2 クルアーン*が徐々に下ることによって、安心と堅固さが上乗せされる。特に悲しいことが

起こった時などは、過去に下されたものを思い起こすより、出来事の折々に直接下された

方が、より強い作用と確固さをもたらすものである（アツ=サアディー582 頁参照)。夜

の旅章 106とその訳注も參照。

3「明瞭に区切る」と訳した原語「タルティール」には、ここでは以下のような意味が含ま

れる。「優れた構成と明瞭な意味の言葉とする」「(啓示の時期を）区切って別々にする」「明

瞭に区切りつつ、ゆっくりと読誦することを命じる（衣を纏う者章 4 とその訳注も参照)」

(イブン•アーシュール 19:20参照)。

4 この「譬え」については、夜の旅章 48とその訳注を参照。

5「顔から逆様の状態」に関しては、夜の旅章 97とその訳注を参照。
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叠岛こ

^
ぱ

35. われら *は確かにムーサー*に啓典 （トーラ

一*) を授け、その兄ハールーン*を彼と共

にその片腕とした。

跋

^
J肩「⑶巡36. そして、われら *は言った。「（あなた方二

人よ、）われら *の御徴 1を嘘呼ばわりした

民のもとへ行 （き、彼らを正しい信仰へと

招）くのだ」 。そして （彼らはムーサー*

たちを信じなかったので、）われら *は彼ら

を徹底的に滅ぼした。

37. また、ヌーフ*の民を（滅ぼした）。彼らが走
*たち2を嘘つき呼ばわりした時、われら*は彼

お ぼ で き し み

らを溺れさせ、彼ら （の溺死）を人々への御

徴とした。そしてわれら*は、不正*者たちに

痛ましい懲罰を用意しておいたのだ。

38. また、アード*、サムード*、ラッスの徒*、

そしてその間の多くの世代を（滅ぼした）。

39. また、われら *は全て（の民）に譬え3を挙げ

(たが信じなかったので、彼ら）全てを完

全に滅ぼした。

40. 彼らは確かに、忌まわしい雨を降らされた

町を訪れた4。一体、彼らはそれを（熟慮し

て）見ていなかったのか？ いや、彼らは

復活を望んではいなかった5のだ。

翕！

^
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^
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1 この「御徴」は、アッラーの唯一性*を証明する証拠の数々のこと （ムヤッサル 363 頁参照)。

2 「使徒*たち」 と複数形になっているのは、ある一人の使徒*を信じないことは、全ての使

徒*を信じないことに等しいからである （前掲書、同頁参照)。

3 アッラー*はこうして彼らの弁解の余地がなくなるまで、真実の根拠を明らかにされた。そ

れでも、彼らは信じなかった （前掲書、同頁参照)。雌牛章 98 の訳注も参照。

4 この「町」 とは、ルート *の民が住んでいたサドームの町のこと。マッカ*の人々は旅の際、
そこを通りかかることがあったのだという （前掲書、同頁参照)。

5 この 「望んではいなかった」 については、ユーヌス *章 7 の訳注を参照。
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^
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41 . また（使徒*よ）、あなたを見れば、彼らは

あなたを嘲笑の的とするだけ。（彼らは、

こう言うのだ。）「一体これが、アツラー
*が使徒*として遣わされた者だって？

42. 本当に彼は私たちを、私たちの神々(MM)

から迷わせんばかりだった。もし私たち

が、それら（の崇拝*)において辛抱強くな

かったならば」。彼らはいずれ、彼らが懲

罰を目にする時、誰がより道に迷っている

者かを知ることになろう。

43. (使徒*よ、）言ってみよ、自分の欲望（へ
の服従）を自分の崇拝*すべきもの（への服

従）とした者1について。一体あなたは、

その者に対する代理人2なのか？

©

^
==

^^
ojo

44 いや、あなたは、彼らの大半が（クルア

ーン*を熟慮して）聞いていると、あるい

は分別していると思っているのか？ 彼

らは家畜のようなものに外ならない。い

や、彼らは（それら）より道に迷ってい

るのだ。3

成; 娘 じ4

^
3

45. 一体あなたは、あなたの主*がいかに陰を

引き伸ばされたか かれがお望みにな

れば、それを静止させ給うたであろう

を、見ないのか？ それからわれら*が、

1 これは、正しい根拠を聞くことも見ることもなく、自分の欲望に従い、それを自分の宗教

の基盤とする者のたとえ（アルニバイダーウィー4:219 参照)。シルクyの徒は石を崇めて

は、それと違うものがよいと思うと今まで崇めていたものを捨て、別のものを崇めたもの

だった（アツ=タバリー8:6141 参照)。

2 そのような者を信仰へと戻す義務を課せられた代理人なのか、ということ。そうではなく、
預言者*は啓示を伝達し、警告する者でしかない（アルニクルトゥビー13:36参照)。

3 高壁章 179とその訳注も参照。
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太陽をそれ （陰）に対する目印とされた

のを？1

それから、われら *はそれ （陰）を、われら

*自身の方へと少しずつ掴み寄せる。2

かれ （アツラー*) は、あなた方のために夜

を衣とし3、眠りを休息とし、昼を展開（す

る時間）4 とされたお方。

18. また、かれはそのご慈悲 （雨）の前触れに

吉報を告げる風を送ったお方。そしてわれ

ら5は、天から清浄な雨を降らせた。

(それは、）われら*がそれによって死んだ

土地を生き返し、われら*が創った家畜や沢

山の人間にそれを飲ませるため。

46.

⑵從心

47.

j七 き ぬ
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19.

われら *は確かに、あなた方が教訓を得るベ

く 、あなた方の間にそれ （雨）を振り分け

た6。そして大半の人々は、（われら *の恩恵

に対する）否定以外を拒んだのである。

50.

〇

^
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^
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*
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1 ここでの 「陰」 は、「完全なる明るさと完全なる闇との中間的状態」 のこととされる （アッ

=シャウカーニー4:106 参照)。そして多くの解釈学者は、この 「陰が引き伸ばされる」 時

間帯を、夜明けから口の出までの間だとしている。また、「太陽が陰の目印」 というのは、

太陽がなければ陰の存在も知られることがないため（イブン•カスィール 6:113-114 参照)。

2 つまり、太陽が高く昇るにつれて、陰も短くなって行く （ムヤッサル 364 頁参照)。

3 そこに包み込まれて落ち着くものとして、夜が衣服に譬えられている （アッ =サアディー

584 頁参照)。

4 地上に散らばり、生活の糧を求めるための時間のこと （ムヤッサル 364 頁参照)。

5 主語が 「かれ」 から 「われら*」 に転換していることについては、食卓章 12 「われら *」 の

訳注も参照。

6 この解釈には、「既に定められている量の雨を、各地に振り分けた」「雨を、様々な種類の

ものとして降らせた」「雨水による利益を多様なものとした」 といった説がある。また、ア

ーヤ*中の 「それ」 がクルアーン* (つまり、法規定や訓戒、譬えなどを多彩に示した、と

いう意味)、あるいは風を指す、という説もある （アル=クルトゥビー13:57 参照)。
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©遂 我 幻51. また、も

^
われら，望めば、われら*は全

ての町に警告者を遣わしたであろう。1

52. ならば不信仰者* らには従わず、彼らとはそ

れ（クルアーン*) によって2大いに奮闘せよ。

かれ（アツラー*) は、こちらは甘くて美味し

く、こちらはしょっぱくて辛いという風に、

二つの海を出会わされ、その二つの間に障

壁を設けられ、完全に隔離されたお方。3

また、かれは水4から人間をお創りになり、

それ5を血縁関係と婚戚関係 （からなるも

の）とされたお方。もとより、あなたの主
*は全能者であられる。

55. 彼ら （不信仰者* ら）はアツラー*をよそに、

(それを崇拝* しても）自分たちを益もしな

ければ （、崇拝* しなくても）自分たちを害

もしないものを崇めている。不信仰者*はそ

もそも、その主*に対する （シャイターン*

の）援助者6なのである。

56. (&徒*よ、）われら*があなたを遣わした

のは、吉報を伝え、警告を告げる者7として

に外ならない。
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53.

54.

1 しかしアッラー*は、預言者* ムハンマド*を全人類へ遣わされ、彼らにクルアーン*を伝え
ることをご命じになった （ムヤッサル 364 頁参照)。

2 つまり、吉報や警告を含むクルアーン*のアーヤ*を伝達し、その明証によって論証するこ
とによって （アル= ビカーイー5:327 参照)。

3 「二つの海を出会わされ」 ではなく、「二つの海を分けられ」 という解釈もある （アル=ク
ルトウビー13:58 参照)。慈悲あまねき*お方章 19-20 も参照。

4 この 「水」 は、男女の精液のこととされる （ムヤッサル 364 頁参照)。

5 この 「それ」 は、男女の子孫のこと （前掲書、同頁参照)。

6 シルク* と罪において、シャイターン*を援助する者 （前掲書、同頁参照)。

7 「吉報を伝え、警告を告げる」 については、雌卞章 119 の訳注を参照。
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57. 言うのだ。「私はそのこと （啓示の伝達）

について、あなた方にいかなる見返り 1 も要

求してはいない。しかし、自分の主*へと道

を選ぼうとする者のみ（、アツラー*ゆえに

ジゞい4&4
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多
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^ほ ど こ ほ か

施すのであり、それは自分自身のために外

ならないの）である」 。

そして、死ぬことのない永生する *お方（ア

ッラー*) に全てを委ね、その称賛*と共に

かれを称え*よ。その僕たちの罪に通暁さ

れるお方は、かれだけで十分なのである。

勺 J5や味ひ
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58.

59. (かれは）諸天と大地と、その間にあるも

のを六日間でお創りになり2、それから御座

に上がられた3お方で、慈悲あまねき*お方。
ならば （預言者*よ）、それ4について通暁

されたお方 （ご自身）に尋ねよ。

彼ら （不信仰者*たち）に 「慈悲あまねき*

お方 （アツラー*) にサジダ*せよ」 と言わ

れた時、彼らは （こう）言った。「慈悲あ

まねき*お方とは、誰なのか？5 —体私たち

が、あなたが私たちに命じるものにサジダ
*するというのか？」 それは、彼らが （信仰

から）離れ去ることに拍車をかけたのだ。
(読誦のサジダ*)

天に星座を設けられ、そこに灯火6と照る月を

置かれたお方は、祝福にあふれておられる。

©龕 53乂

60.
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1 この 「見返り」 については、家畜章 90 の訳注を参照。

2 「六日間での天地創造」 については、詳細にされた章 9-12 とその訳注も参照。

3 「御座に上がられた」 については、高壁章 54 の訳注を参照。

4 この「それ」とは、諸天と大地の創造、御座に上がられたこと（アル=バガウィー3:453 参照)。
5 夜の旅章 110、雷鳴章 30 とそれらの訳注、預言者*たち章 36 も参照。

この 「灯火」 は、太陽のこと （ムヤッサル 365 頁参照)。6
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62. また、かれは夜と昼を、（そこから）教訓

を得たい者、あるいは（その恩恵に対し、

アツラー*に）感謝を望む者のため、交替す

るものとされたお方。

翕lib弥こ

G3. 慈悲あまねき*お方（アツラー*)の僕たち

とは、地上を慎ましやかに歩く1者たち。ま

た無知な者たちが彼らに（嫌なことを）話

しかければ、無難なこと2を語る者たち。

64. また、自分たちの主*に（礼拝しつつ）サ

ジダ*したり、立ったりしながら夜を過ご

す者たち。

LJJojyu65. また、（こう）言う胃たち。「我らが主*

よ、私たちから地獄の懲罰を遠ざけて下さ

い。本当にその懲罰は、ずっと付いて回る

ものなのですから。

66. 本当にそれは、定住地、滞在地として忌ま

わしいものです」。

67. また、出費した際には浪費もせず、守銭

奴にもならず、その中間に程よくある者

腿如獅祕
縛施ごズn

たち。

於、却i多成も虛

城顿浴j㈤ <JcS
68. また、アツラー*と並べて別の神を祈らず3、

アツラー*が禁じられた者を正当な権利4な
かんつう

しには殺さず、姦通しない者たち。それ（ら

の大罪*)を行う者は誰でも、（来世で）罪

(の報い）に出会うのだ。

1 弱々しさやわざとらしさではなく、落ち着きと厳（おご）そかさをもって歩くこと、とさ

れる（イブン•カスィール 6:122 参照)。

2 つまり、罪からは程遠い物言いをし、無知な者に対して無知さで対抗するようなことから

無難であること（アツ=サァディー586 頁参照)。

3 これはシルクxのこと。「神」については、雌牛章 133の訳注を参照。

4 「正当な権利」については、家畜章 151 の訳注を参照。
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69. 復活の日*、彼には懲罰が倍増され、卑しめ

られつつ、そこで永遠に留まることになる。1

70. 但し、悔悟し、信仰し、正しい行い*を行う者、

それらの者たちはアツラー*がその悪行を善

行に換えて下さる。アツラー*はもとより、赦

し深いお方、慈愛深い*お方なのだから。

71. また、悔悟し、正しい行い*を行う者、本当

に彼はアツラー*に対して、まさしく悔悟し

ているのである。

^
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72. また、偽りには立ち会わず2、戯言 （が語

られている状況）に出遭えば、綺麗に通り

過ぎる3者たち。

9)

^
373. また、その主*の御徴によって教訓を与えら

つ ん ぼ も う も く

れれば、聾や盲目のようにはならず4、それ

に対して （サジダ* して）崩れ落ちる者たち。

1

74. また、「我らが主*よ、私たちの妻や子孫の

内から、私たちに喜び5をお授け下さい。そ

して私たちを、敬虔な*者たちへの導師とし

て下さい」 と言う者たち。

1 永遠に地獄に留まることになるのは、前アーヤ*で言及されていること全てを犯した者か、
あるいはシルク*を犯した者 （ムヤッサル 366 頁参照)。

2 つまり、偽りの証言を始め、アッラー*の御徴を笑いの種にすること、無意味な議論、陰口、

悪評を立てること、悪口、名誉毀損 （きそん)、嘲笑 （ちょうしょう）など、あらゆる非合

法な物事に関わらないこと （アッ =サアディー587 頁参照)。

3 そのような場からは遠ざかり、自らの品位を保つべく 、同席したり話に付き合ったりしな

いこと。そこには、下品な物事から目を背けること、他人の罪を大目に見てやること、直

接的な表現が憚 （はばか）れることを間接的に表現することなども、含まれる （アル=バ
イダーウィー4:229 参照)。

4 これはつまり、クルアーシ*のアーヤ *や、アッラーの唯一性*を示す証拠を提示されれば、

それを疎 （おろそ）かにせず、むしろそれを心で理解し、それによって眼が開かれた状態

となること （ムヤッサル 366 頁参照)。夜の旅章 107-109 も参照。

5 この 「喜び」 とは、善良で敬虔な子孫のこととされる （アル=パガウィー3:459 参照)。ま
た 「喜び」 という表現については、マルヤム*章 26 の訳注を参照。
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75. それらの者たち（慈悲あまねき*お方の僕

たち）は、彼らの忍耐*ゆえに、（天国の)

高き住まいによって報われる。そしてそこ

で、挨拶と平安1を授かるのだ。

76. そこで永遠に留まる。それは定住地、滞在

地として素晴らしいもの。 J

531私
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77 . 言ってやれ。「もし、あなた方の祈りがな

いのなら2、我が主*はあなた方のことなど、

お気にもかけられない。（不信仰者*たち

よ、）あなた方は確かに、嘘つき呼ばわり

したのだから。ならば、やがて（あなた方

には、）それ（懲罰）が必然となろう」。

1 天使*たちからの善い挨拶と、よい生活、あらゆる害悪からの無事のこと（ムヤッサル 366
頁参照)。雷鳴章 24 とその訳注も参照。

2 —説には、この「祈り」は「崇拝*」のこと。アツラー*はそもそも彼らを、ご自身のこと

を崇拝*し、かれの唯一性*を信じ、かれを称え*るように創造した（撒き散らすもの章 56
参照）のである（イブン•カスイール 6:134 参照)。
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第 26 章

詩人たち章 （アツ =シュアラーウ）1

慈悲あまねく *慈愛深き*

アツラー*の御名において

1. タ ー •ス イ ー ン •ミ ー ム2。 Opt
み し る し

2. それは、解明する啓典3の御徴 （アーヤ*)

である。

3. (使徒*よ、）彼らが信仰者とならないがゆ

えに、あなたは （悲しみで）身を切り裂く

思いであろう。

ね ね パ

^
■却もしわれら*が望めば、われら*は天から彼ら

の上に御徴 4を下し、彼らの首5はそれに

屈服するようになるのだから。6

5. また、慈悲あまねき*お方 （アツラー*) から

彼らのもとに新たな教訓がやって来ても、彼

らは決まってそれに背を向けたものだった。

4.

納㈣满喊oW雜5

©心パ*

^
1 マッカ*啓示 （一部のアーヤ*は、マディーナ*啓示説もあり）。クルアーン*の真実性の確証

と不信仰者*らへの警告に始まり、数々の預言者*•使徒* とその民の間に起こった出来事が、
イスラーム*の根本教義の提示、預言者*ムハンマド* とムスリム*たちへの慰めと励まし、
不信仰者*らへの教訓と警告を交えつつ、描写されていく 。そして最後には再びクルアーン
*の真実性が言及され、それが詩人の言葉でも、シャイターン*の言葉でもないことが確認
される。スーラ*の名称の由来は、このスーラ*だけに登場する 「詩人たち」 という語であ
るとも、あるいはこのスーラ*の主題の一つが、クルアーン*が詩などとは比べようもない
ほどに高尚な真実であることの確証だから、 とも言われる。

2 この文字群については、頻出名•用語解説の「クルアーンの冒頭に現れる文字群*」を参照。

3 「解明する啓典」 については、ユースフ*章 1 の訳注を参照。

4 この「御徴」 は、彼ら不信仰者*が信仰せざるを得なくなるような奇跡のこと （ムヤッサル
367 頁参照)。

5 屈服の様子が如実に現れる箇所として、「首」 という表現が用いられている。一説には 「首
領たち」 または 「集団」 という意味 （イブン•アーシュール 19:96-97)。

6 しかしアッラー*は、このようにはされなかった。というのも無理強いされた信仰は、有益
なものではないからである （ムヤッサル 367 頁参照)。家畜章 158、ユーヌス*章 99 とそ
の訳注も参照。
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彼らは確かに、（クルアーン*を）嘘呼ばわ

りしたのだから。ならば、直に彼らのもと
ち ょ う し ょ う ち ょ う ば つ

に、彼らが嘲笑していたもの （懲罰）の

知らせが訪れよう。

��齡'～罐盗6.

一体、彼らは大地を見ないのか？ われら *

がそこで、どれだけ多くのあらゆる貴い種

類のもの （植物）を、生育させたかを？

本当にそこにはまさしく 、（アツラー*の御8.
み し る しち か ら

力を示す）御徴がある。彼らの大半は信

仰者ではなかったのだ。

そして本当にあなたの主*、かれこそは偉力

ならびない*お方、慈愛深い*お方であられる。
9.

あなたの主*がムーサー*に対し、 （こう）

呼びかけられた時のこと （を思い起こさせ

よ）。「不正*者である民のもとへ行け。

フィルアウン*の民のもとへ。一体彼らは、

(アツラー*の懲罰を）畏れないのか？」

彼 （ムーサー*) は、申し上げた。「我が主
*よ、本当に私は、彼らが私を嘘つき呼ばわ

りするのが怖いのです。

また、私の胸は （苦悩で）狭まり 1、私の舌

は滑らかに動いてくれません2。ならば （啓

示と共に、ジブリール*を）、ハールーン*

にお遣わし下さい3。

私には、彼らに対する罪 （という負い目）

があり 4、彼らが私のことを殺すのが怖い

のです」 。

10.

11.

©避J掏㈣12.

13.

UiiScUぬが14.

l 「胸を広げる」 という表現の反対の意味。詳しくは、ター•ハー章 25 参照。

2 ター•ハー章 27 とその訳注、金の装飾章 52 も参照。

3 このアーヤ *の背景に関しては、ター•ハー章 27-32 の訳注、物語章 33-35 を参照。

4 あるコプト人を殺してしまったことを指す（ムヤツサル 367 頁参照)。物語章 15-17 参照。
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15. かれ （アツラー*) は仰せられた。「断じて

(、彼らはあなたを殺さ）ない。そして（あ

なた方二人よ）、われら *の御徴 1 と共に行

くのだ。本当にわれら *は、あなた方と共に

あり、聞く者2となるから。

16. そしてフィルアウン*のもとへ赴き、言う

のだ。 『本当に私たちは、全創造物の主*

(から）の使徒*なのです。

私たちと共に （行くために）、イスラーイ

ールの子ら *を自由にして下さい』 」 。3

念 ご'
17.

\Jls
©

18. 彼（フィルアウン*) は言った。「私たちは、

幼少のあなた（ムーサー*) を私たちのもと

で育ててやり、あなたは私たちのもとで、

あなたの人生の何年かを過ごしたのでは

なかったか？4

Ijtc45 cX>ij19. またあなたは、あなたがやった、あなたの

行い5をしでかした。あなたは、恩知らずな

者6たちの類いなのだ」 。

⑽� 應 �Wm 彼 （ムーサーりは、言った。「私は、自分が

(使徒*としての使命を授かる前の)迷い人で

あった時に、それをやってしまったのです。

1 この 「御徴」 に関しては、雌牛章 92 の 「明証」 についての訳注を参照。

2 知識と守護と援助によって、共に聞く者となるということ （ムヤッサル 367 頁参照)。夕

一•ハー章 46 も参照。

3 高壁章 105 とその訳注も参照。尚、このアーヤ*と次のアーヤ*の間には、二人がフィルア
ウン>のもとへ行き、アッラー*のお言葉を伝えたというくだりが省略されている （アッ =
タバリー8:6193 参照)〇

4 この背景にあることについては、ター•ハー章 38-40、物語章 7-13 を参照。

5 この 「行い」 については、アーヤ 14 とその訳注を参照。

6 フィルアウン*の彼に対する恩を蔑 （ないがし）ろにし、彼の神性を否定する者のこと （ム
ヤッサル 367 頁参照)。アーヤ*29、物語章 38、至高者章 24 にもあるように、フィルア
ウン*は神を自称していた。
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c/jy^21. それで私は、（g分が殺されるのではないか

と）あなた方を怖れf時、あなた方から逃げ

ました。そして我が主*は私に英知1をお恵み

になり、私を使徒*の一人とされたのです。2

22. そしてそれが、あなたが私に着せている恩

なのですか一;■あなたが、イスラーイール

の子ら*を隸従させたという——？」 。3

23. 彼 （フィルアウン）は言った。「全創造物

の主とは、何なのかね？」

4雄以�。が城L 彼 （ムーサー*) は、言った。「（それは）

諸天と大地、その間にある全てのものの主
*です。もしあなた方が、確信する者である

ならば （信じて下さい）」 。

彼 （フィルアウン*) は、周りの者たちに言

った。「おい、あなた方は、 （この突拍子

もないことを）聞いているか？」 4

ス

^
* > r~

^O.

誠V你、ぬ_5辦26. 彼 （ムーサー*) は、言った。「（アツラー
*は、）あなた方の主*と、あなた方の先代

のご先祖の主です」 。5

2 7. 彼 (フィルアウン*) は言った。「本当に、

あなた方に遣わされたあなた方の使徒*は、

まさしく憑かれた者6だ」 。

b\

^1 この 「英知」 は、知識と預言者*性であるとされる （ムヤッサル 368 頁参照)。

2 この間の出来事は、ター•ハー章 10-36、物語章 20-3◦に詳しい。

3 これは一説に、そもそもフィルアウン*によるイスラーイールの子ら*への抑圧がなければ、
幼いムーサー*が彼らのもとで育てられる必要はなかったのだ、という非難の意味（アル=バ
ガウィー3:465 参照)。当時の状況に関する詳細については、雌牛章 49 とその訳注を参照。

4 フィルアウン*は神を自称していた （ムヤッサル 368 頁参照)。アーヤ*19 の訳注も参照。
5 フィルアウン*の先袓も、他の者たちの先祖と同様、既に死んでしまっている。彼が他人と

同じ人間なのに、 どうして神とするなどということがあろうか、ということ （前掲書、同
頁参照)。

6 アル= ヒジュル章 6 「憑かれた者」 の訳注も参照。
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i^Uj^i3^463is28. 彼 （ムーサー*) は、言った。「 （アツラー
*は）東と西、その間にある全てのものの主。
あなた方が分別するのであれば （、信仰す

るでしように）」 。

29. 彼 （フィルアウン*) は言った。「もしも、

あなたが私以外の神1を設けるのなら、私

は必ずや、あなたを囚人の一人にしてや

るぞ」 。

30. 彼 （ムーサー*) は、言った。「もし、私が

あなたに明白なもの2を披露して差し上げ

たとしてもし私を投獄しますか）？」

31. 彼 （フィルアウン*) は言った。「ならば、

それを披露してみよ。もしあなたが正直者

の類いならば、だが」 。

通遇必他S戴

^
參5

^
〆二

^
、
こ

^

©以

^
s、ンこム

^
�

32. 彼 (ムーサー*) は、自分の杖を投げた。す

るとどうしたことか、それは紛れもない一

匹の大蛇となった。
ふ と こ ろ

©峡從ひ/柄�33. また、彼が自分の手を （懐に入れてから)
か ん し ゆ う

出すと、どうだろう、それは観衆の前に白

くなって現れた。

34. 彼 (フイルアウン*) は、その周りの有力者

たちに言った。「本当にこれはまさしく 、

習熟した魔術師だぞ。

35. (彼は）その魔術で、あなた方をあなた方

の地から追い出したいのだ。では、あなた

方は何を命じるか？」

05>^r0'

1 「神」 に関しては、雌牛章 133 の訳注を参照。物語章 38、至高者章 24 にもあるように、
フイルアウン*は神を自称していた。

2 この 「明白なもの」 とは、彼の正直さを証明する決定的な証拠 （ムヤッサル 368 頁参照)。
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_
36. 彼らは言った。「彼とその兄（ハールーン*)

のことは後回しにされて、（ムーサー*に対

抗するための魔術師たちを）召集する者

たち（兵隊）を、町々にお遣わし下さい。

37. そうすれば、彼らはあなたのもとに、あら

ゆる習熟した腕の立つ魔術師を参上させ

ることでしよう」。

そして、定められた日のある時刻に、魔術

師たちは集められた。1

38.

そして人々には、（こう）言われた。「あ

なた方は、集合するのか？」2

(人々は言った。）「私たちは、魔術師た

39.

40.
したが

ちに従おう。彼らこそが勝利者となったな

らば」。

41. そして魔術師たちはやって来ると、フイル

アウン*に言った。「本当に私たちには、ご

褒美がありますでしようか？ もし、私た

ちが（ムーサー*に）勝利したならば」。

\^MU

42. 彼（フィルアウン*) は言った。「ああ。本

当にあなた方は、そうしたら、きっと側近

の仲間となろう」。

ムーサー*は彼らに言った。「あなた方が投

げる物を、投げるがよい」。3

43.

1 この日時については、ター•ハー章 59 とその訳注を参照。また、フィルアウン*が魔術師

たちを集結させ、ムーサー*と魔術師たちに決戦させた情景については、高壁章 109-126、
ユーヌス*章 79-82、ター•ハー章 57-73も参照。

2 これは、人々に早く集まることを促す、アラビア語的表現（アル=バイダーウィー4:237

参照)。

3 ムーサー*のこの言葉の前には、高壁章 115、ユーヌス*章 80、ター•ハー章 65 にあるよ

うな魔術師たちの言葉がある（アツ=タバリー8:6200参照)。
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44. それで彼らは、「フィルアウン*の威信に誓

て。本当に私たちこそは、勝利者だ」と

言いながら、自分たちの縄と杖を投げた。1

つ

しOiiij45. それでムーサー*は、自分の杖を投げた。す

るとどうであろう、それは（一匹の大蛇と

なって、）彼らがまやかすものを呑み込ん

でしまう。

46. そして魔術師たちは、（それが魔術では

なく、アツラー*の御徴であることを知

り、）サジダ*しつつ崩れ落ちた。2

47. 彼らは言った。「私たちは、全創造物の主
*を信じました。

ムーサー*とハールーン*の主*を」。 ^
'乂氐、雄

48

机彼（フィルアウン*)は言った。「私があな

た方に許可を出す前に、あなた方は（ムー
サー*を）信じた。本当に彼はまさしく、あ

なた方に魔術を教えた、あなた方の親玉だ

からだ。ならば、あなた方はきっと（自分

たちの失敗を）知ることになろう。私は必

ずや、あなた方の手と足を交互に切り落と

し、あなた方を全員、 磔にしてやろう」。

50. 彼ら（魔術師たち）は言った。「全く差し

障りはございません。実に私たちは、我ら

が主*の御許へと戻り行く身なのですから。

51. 本当に私たちは、自分たちが信仰者の先駆

けとなったことで、私たちの主*が私たちの
あやま

ために、私たちの過ちをお赦しになること

を望んでいるのです」。

1 するとそれらは人々の目に、這い回る大蛇となって見えた（ムヤッサル 369 頁参照)。高
壁章 116、ター•ハー章66も参照。

2 高壁章 120の訳注を参照。
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. われら*はムーサー*に、（こう）啓示した。 �52
しもべ

「われら*の僕たち （イスラーイールの子

ら *) を連れて夜に、（エジプトを）旅立つ

のだ。実にあなた方は、追われる身となる

のだから」 。1

翕

^̂
ぬ險ぶよフィルアウン*は(彼らがエジプトを脱出し

たことを知ると）、 （軍を）召集する者

たち （兵隊）を町々に遣わした。

53.

(フィルアウン*は言った。）「本当にこれ

らの者たち2は、全くちっぽけな集団である。
54.

いきどお

本当に彼らは、まさに私たちを憤らせる3

者たち。
55.

56. そして本当に私たちは、まさしく全員、警
びばんたん

備万端なる者なのだ」 。

©9ぶ

^
〇

^
メ浴

^
57. われら*は、彼ら（フィルアウン* とその民)

を果樹園と泉 （の土地エジプト）から追い

出した。

58. また、財宝 （の宝庫）と、上等な居場所から。

(彼らの出征は、）そのような次第であつ

た。そしてわれら*はそれら4を、イスラー

イールの子ら*に受け継がせたのだ。5

59.

1 高壁章 127-135 にもあるように、この啓示の前、ムーサー*はエジプトに長期間滞在し、

フィルアウン*とその民をアッラー*の教えへと招き続けている（イブン•カスィール 6:142

参照)。また、イスラーイールの子ら*がエジプトを脱出した時の描写 （びょうしや）につ

いては、ユーヌス*章 90-92、ター•ハー章 77-78、煙霧章 23-24 も参照。

2 ムーサー* と、彼と共に脱出したイスラーイールの子ら*のこと（ムヤッサル 369 頁参照)。

3 彼らは、フィルアウン*の宗教に背き、彼の許可なしに国を出たことで、彼を憤らせた （前

掲書、同頁参照)。

4 「それら」 とは、アーヤ*57-58 で言及されているようなもの（アル=クルトウビー13:105

参照)。

5 高壁章 137、物語章 5-6 も参照。
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こうして彼ら （フィルアウン* とその軍勢)

は、太陽が昇ると共に、彼ら （イスラーイ

ールの子ら*) を追った。

60.

61. 二つの集団がお互いの姿を認めた時、ムー
サー*の仲間たちは言った。「本当に私たち

は、まさに追いつかれてしまいます」 。

62. 彼 （ムーサー*) は言った。「断じて （、追

いつかれはし）ない。本当に我が主*は私と

共にあるのであり、かれは私を （救いの道

へと）お導き下さろう」 。

63. われら*はムーサー*に、 「あなたの杖で、
海を叩け」 と啓示した。（彼がそう）する

と、それ （海）は割れ、全ての割れた部分

は、大きな山のようになった。1

ほ か

G4. そしてわれら*は、外の者たち （フィルアウ

ン* とその軍勢)をそこ（海)へと近づけ（て、

そこに入らせ）、

65. ムーサー* と、彼と共にあった者たちを全員

救い出し、
ほ か

©功
’

それから外の者たち（フィルアウン* とその

軍勢）を、 （海を閉じて）溺れさせた。
60.

，域本当にそこにはまさしく 、（アツラー*の御

力を示す）御徴 2がある。彼らの大半は信

仰者ではなかったのだ。

. そして本当にあなたの主*、かれこそは偉

力ならびない*お方、慈愛深い*お方であら

れる。

67.

68

1 そこにはイスラーイールの子ら*の支族数である、十二本の道が出来、その間の海水は盛り

上がって大きな山のようになったとされる。彼らはその乾いた道を、無事に渡って対岸に
出 た （ア ル=ク ル ト ウ ビ ー13:107 参照)。

2 この「御徴」とは、アッラー*の全能性を示す、驚くべき訓戒のこと（ムヤッサル 370 頁参照)。



26. 詩人たち章 10j 一で�

69. (使徒*よ）、イブラーヒーム*の知らせを、

彼らに誦んで聞かせよ。

70. 彼がその父親と民に、 （こう）言った時の

こと1。「あなた方は、何を崇めているので

すか？」

71. 彼らは言った。「私たちは偶像を崇めてお

り、それらに仕え続ける」 。

©5>祕二72. 彼 (イブラーヒーム*) は言った。「一体そ

れらは、あなた方が （それらに）祈る時、

あなた方のことを聞いてくれるのですか？

73. それともそれらは、あなた方を益したり、あ

るいはあなた方を害したりするのですか？」

74. 彼らは言った。「いや、私たちは私たちの

ご先祖様が、そのようにしているのを見出

したのだ」 。

75. 彼 （イブラーヒーム*) は言った。「それで

一体、あなた方は （じっくりと）見てみたの

ですか？ あなた方が崇めてきたものを？

76. あなた方自身と、あなた方の先代のご先祖
あ が

が （崇めてきたものを）？

77. 本当にそれらは、私にとっての敵。全創造

物の主*だけが違うのです。

(かれは）私をお創りになったお方で、か

れが私を導いて下さります2。

79. また、かれは私に食べ物をお授けになり、

私に飲み物を与えて下さるお方。

78.

1 イブラーヒーム*とその父親、及びその民のやり取りについては、家畜章 74-82、マルヤム
*章 42-48、預言者*たち章 52-70、整列者章 85-98、金の装飾章 26-28 も参照。

2 現世と来世における利益へと導いて下さる、ということ （ムヤッサル 370 頁参照)。



26. 詩人たち章

80. また、私が病気になった時には、かれが私

を癒して下さいます。

また私を （現世で）死なせ、それから （復

活の日*に）私を生かして下さるお方。

8 1.

あやま

82. また報いの日*には、我が過ちをお赦し下

さることを、私が所望するお方」 。

參 c/)(イブラーヒーム *は、主 *に祈って言っ

た。）「我が主*よ、私に英知1を授けて下

さい。そして私に、正しい者*たちの仲間入

りをさせて下さい。

84. また後代の者たちにおいて、私に対する

(人々の、）素晴らしい （賛美の）言葉2を

お恵み下さい。

83.

知與
あんねい

85. また私を、安寧の楽園を相続する3者の一人

として下さい。

また、私の父をお赦し下さい4。本当に彼は、

迷った人々の一人だったのですから。

86.

はずかしよみがえ

87. そして彼らが蘇らされる日に、私を辱め

ないで下さい、

88. 財産も子供も役に立たないその日に。

89. 但し、健全な心5と共にアツラー*の御許に

参じた者は別ですが」 。

1 この 「英知」 は、知識と理解のこととされる （ムヤッサル 370 頁参照)。

2 この言葉については、マルヤム*章 50 の訳注を参照。

3 天国を 「相続する」 という表現については、マルヤム*章 63 の訳注を参照。

4 マルヤム*章 47 「お赦しを乞いましょう」 の訳注を参照。

5 「健全な心」 とは、シルク *、（信仰に対する）疑念、悪への志向、宗教の改新、罪などか

ら無事であり、かつ真摯さ、知識、確信、善への志向、自分自身の意思•愛情•欲望がアッ

ラー*への愛情に基づいているような心のこと （アッ =サアデイー593 頁参照)。



26. 詩人たち章 0 一 で
'

90. 楽園は、敬虔*な者たちに近寄せられる。

また別默は、逸脱者たち1の前に露わにされる。91.

92. そして彼らには、（こう）言われる。「あ
あが

なた方が崇めていたものは、どこなのか、

93. アツラー*をよそにして？ 一体彼らは、

あなた方を （アツラー*の懲罰から）助け

てくれるのか？ それとも彼らは、自分自

身を （そこから）救うというのか？」

94. 彼らと逸脱者たち2は、そこに逆様に （何

度も何度も）投げ集められる。

05

95. そしてイブリース *の軍勢も、全員。

彼らはそこで、 （自分たちを迷わせた者
あらそ

たちと）言い争いながら、（こう）言う。

96.

©於

^
iU,「アツラー*に誓って、本当に私たちは、

まさに明らかな迷いの中にあった。

98. 私たちがあなた方を、全創造物の主に並

ベて （崇拝* して）いた時。

97.

99. 私たちを迷わせたのは、罪悪者たち3以外

の何ものでもない。

100. そして私たちには、いかなる執り成し手

もなく 4、

©㈣ゲ�

101. 近しい友人もいない0

1 この 「逸脱者たち」 とは、正しい導きから逸脱し、アッラー*が禁じられた物事に身をやつ

し、使徒*を嘘つき呼ばわりしていたような者たちのこと （ムヤッサル 371 頁参照)。

2 ここでの 「逸脱者たち」 は、偶像やシャイターン *など、不信仰者 *らがアッラー*をよそに
崇めていたものこととされる （アッ = タバリー8:6217 参照)。

3 この 「罪悪者たち」 には、「シャイターン *」「彼らが従っていた者たち」 などといった解釈

がある （アル=クルトウビー13:116 参照)。

4 つまり天使*、預言者

'
信仰者らの 「執り成し手」 のこと （前掲書、同頁参照)。「執り成

し」 については、雌牛章 48、ター•ハー章 109 とその訳注も参照。



26.詩人たち章 yXfcfcJ ) 0 j 一で 、

102. もし私たちに（現世に）Mることが出来、

それで信仰者の仲間となれたなら（、よ

かったのだが）」。1

二乾�Si)ぬ103. 本当にそこ2にはまさしく、（アツラーの

唯一性*とシルク*の誤りを示す）御徴3

がある。彼ら4の大半は信仰者ではなかっ

たのだ。

104. そして本当にあなたの主*、かれこそは偉

力ならびない*お方、慈愛深い*お方であ

られる。

105. ヌーフ*の民は、遣わされた者（使徒*)

たち5を、嘘つき呼ばわりした。
どうほう

魯

^̂^
移

^
(3科106. 彼らの同胞であるヌーフ*が、彼らに（こ

う）言った時のこと6。「一体あなた方は、

(アツラー*を）畏れ*ないのか？

107. 本当に私は、（啓示の伝達において）あ

なた方への誠実な使徒*である。
したが

料好、a淑み

108. ならばアツラー*を畏れ*、私に従うのだ。

109. そして、私はそれ（啓示の伝達）ゆえに、

あなた方にいかなる見返りも要求しては

いない。私の見返りは、全創造物の主*か

ら以外にはないのだから。

1 同様のアーヤ*として、家畜章 27-28、高壁章 12、イブラーヒーム*章 44、信仰者たち章

99-100、サジダ*章 12、創成者章 37、赦し深いお方章 11-12、相談章 44、偽信者*たち

章 10-11 も参照。

2 つまり、イブラーヒーム*にまつわる逸話のこと（ムヤッサル 371 頁参照)。

3 この「御徴」に関しては、アーヤの訳注を参照。

4 この「彼ら」は、イブラーヒーム<

の逸話を聞いた者たちのこと（前掲書、同頁参照)。

5「遣わされた者（使徒*)」が複数形になっていることについては、識別章37の訳注を参照。

6 ヌーフ*とその民に起こったことに関しては、高壁章 59-64、フード —章 25-48、信仰者た

ち章 23-30、整列者章 75-82、月章 9-17、ヌーフx章なども参照。
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^
Jl C 一で

'

v2Xc2Vj^Xtt

ならばアツラー*を畏れ*、私に従え」。

111. 彼ら（ヌーフ*の民）は、言った。「一体

私たちが、あなたを信じるというのか？

最底辺の者たちが、あなたに従っている

というのに？」

110.

112•彼（ヌーフ*) は言った。「彼らが行って

いたことを私が知ったところで、何にな

るのか？
かんじよう

©5ぶ

^
刺

^
4113. 彼らの（行いや内心に対する）勘定は、

我が主*のみに任されたもの。もし、あな

た方が気付いてくれれば。

そして私は、信仰者たちを追いやる者で

はない。

115. 私は明白なる警告者でしかないのだ」。1

114.

么瞬

^
4匈㈣116. 彼ら（ヌーフ*の民）は言った0「もしも

まね

あなたが（その宗教へ招くのを）止めな
かなら

ければ、ヌーフ*よ、必ずやあなたは（石

で）打ち殺される2者となろう」。

彼（ヌーフ*) は言った。「我が主*よ、

本当に我が民は、私を嘘つき呼ばわりし

ました。

118. ゆえに私と彼らの間に、裁決をお下しに

なり、私と、信仰者たちの内で私と共に

ある者を救って下さい」。

117.

ボふ

^̂
起

^
ぎ

119. それでわれら*は彼と、彼と共にある者を

満載された船で救った。

120. それから（ヌーフ*らを救った）後、（信

仰を拒んだ）残りの者たちを溺れさせた。

1 この内容の詳細については、フード*章 27-31とその訳注を参照。

2「(石で）打ち殺される」については、フード*章 91の訳注を参照。
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'

本当にそこにはまさしく、御徴がある。

彼らの大半は信仰者ではなかったのだ。

122. そして本当にあなたの主*、かれこそは偉

力ならびない*お方、慈愛深い*お方であ

られる。

アード*は、遣わされた者(使徒*)たち1を、

嘘つき呼ばわりした。

彼らの同胞であるフード*が、彼らに（こ

う）言った時のこと2。「一体あなた方は、

(アツラー*を）畏れ*ないのか？

本当に私は、（啓示の伝達において）あ

なた方への誠美な使徒である。

ならばアツラー*を畏れ*、私に従うのだ。

そして、私はそれ（啓示の伝達）ゆえに、

あなた方にいかなる見返りも要求しては

いない。私の見返りは、全創造物の主*か

ら以外にはないのだから。

一体、あなた方は徒らに、あらゆる高台

に塔を建てる3のか？

また、自分たちがあたかも永遠に生きる

かのように、城郭4を造るのか？

121.

123.

124.

125.

126.

127.

128.

129.

そして、あなた方が（誰かを）制圧する130.
ぼうぎゃく

時には、暴虐的に制圧するのだ。

1 「遣わされた者（使徒*)」が複数形になっていることについては、識別章 37の訳注を参照。

2 フード<とその民に起こったことについては、高壁章 65-72、フード、章 50-60、詳細にさ

れた章 13-16、砂丘章 21-26、月章 18-22、真実章 1-6、暁章 6-14なども参照。

3 アード*の民は、通行人を見下ろして馬鹿にするために、そのようなことをしていたという

(アル=バガウイー3:474 参照)。また一説には、自分たちの強大さを誇示するため、必要

もないのに無意味に高い建築物を建てていた（イブン•カスイール 6:152 参照)。

4 一説には「城郭」ではなく、貯水池（アツ=タバリー8:6224 参照)。
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^

ki 一 で
'

翕〇み!;'讀礙

ならばアツラー*を畏れ*、私に従え。131 .

132. そしてあなた方に、あなた方が知ってい

るもの（である各種の恩恵）を供給し給う

たお方を畏れ*よ。

133. あなた方に、家畜と子供を供給し給い、

134. また果樹園と泉を（供給し給うたお方を）〇

135. 本当に私はあなた方に、偉大なる日の懲

罰を怖れているのだ」 。

136. 彼らは言った。「あなたが訓戒しようと、

訓戒者の類いではなかろうと、私たちに

は同じこと。

これは昔の人々の習いに過ぎず、1 oi137.

よみがえ

138. 私 た ち は、 （た と え 蘇 ら さ れ た と し て

も、）罰される身などではないのだから」。

139. こ う し て 彼 ら は、彼 （フ ー ド*) を 嘘 つ き

呼ばわりし、われら*は彼らを滅ぼした。

本 当 に そ こ に は ま さ し く 、 （ア ツ ラ ー*の

ぬ

^̂
救

ちから しるし

御力を示す）御徴がある。彼らの大半は

信仰者ではなかったのだ。

no. そして本当にあなたの主*、かれこそは偉

力ならびない*お方、慈愛深い*お方であ

られる。

1 4 1. サ ム ー ド *は、遣 わ さ れ た 者 （使 徒*) た

ち2を、嘘つき呼ばわりした。

1 つまり、ある期間を生きては死に、その後には復活も清算もないという 「習い」のこと （ア
ル=バガウイー3:475 参照)。

2 「遣わされた者 （使徒*)」 が複数形になっていることについては、識別章 37 の訳注を
参照。
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̃

\

釣

'
142. 彼らの同胞であるサーリワ*が、彼らに

(こう）言った時のこと1。「一体あなた

方は、（アツラー*を）畏れ*ないのか？

143. 本当に私は、（啓示の伝達において）あ

なた方への誠実な使徒*である。

純成�逢從先j

144. ならばアツラー*を畏れ

'
私に従うのだ。

145. そして、私はそれ（啓示の伝達）ゆえに、

あなた方にいかなる見返りも要求しては

いない。私の見返りは、全創造物の主*か

ら以外にはないのだから。

146. 一体あなた方は、ここにそのまま安泰な

状態2で放っておかれるというのか？

147. 果樹園と泉の中で、

148. そして農作物と、その莢（から出た果実)

が熟れたナツメヤシの中で？

149. またあなた方は器用に3、山々をくり貫い

て家としている。

150. ならばアツラー*を畏れ*、私に従うのだ。

151. そして、（罪に）度を越した者たち4の命

令に従うのではない。

152. 地上で腐敗*を働き、正しいことをしない

者たち（の命令）に」。

1 ザーリフ*とその民に起こったことについては、高壁章 73-77、フード*章 61-66、アルニ
ヒジュル章 80-84、蟻章 45-53、月章23-32、太陽章 11-15なども参照。

2 つまり、「この現世に安住しつつ、恩恵を享受し、その喪失（そうしつ）や懲罰、死などを
免れた状態」のこと（ムヤッサル373頁参照)。

3 外にも「驕（おご）り高ぶって」「活き活きとして」などといった解釈がある（アッ=タパ
リー8:6229-6300参照)。

4 これは一説に、蟻章48以降に登場する九人の男たちを指す(アッ=サァディー596頁参照)。
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153. 彼ら（サムード*) は言った0「実にあな

たは、ひどい魔術にかかった者である。

154. あなたは、私たちと同様の一人の人間で

しかない。ならば、御徴 1を持って来い。

もし、あなたが本当のことを言っている

のならば、だが」。

0

^
4=»01AJ\%OU じ

155. 彼（ザーリフ*)は言った。「これは、/ア
ッラー*が岩山から出して下さった）雌ラ

クダである。それには水（の割り当て）

があり、あなた方にも決められた日の水

(の割り当て）がある。2

•

156. また、それに危害を加えることで、偉大

なる日の懲罰があなた方に襲いかかるよ

うなことになってはならない。

こうして彼らは、その（雌ラクダの）腱を

切り3、 後悔する者となった。
157.

Sb\^\158. そして懲罰4が、彼らを襲った。本当にそ

こにはまさしく、御徴5がある。彼らの大

半は信仰者ではなかったのだ。

そして本当にあなたの主*、かれこそは偉

力ならびない*お方、慈愛深い*お方であ

られる。

159.

1 この「御徴」は、ザーリフ*が主張することの正しさを示す証拠、という意味（ムヤッサル

373頁参照)。

2 この逸話については、高壁章 73-77とその訳注、フード*章 64-68、月章 27-29、太陽章

13-14 も参照。

3 雌ラクダを屠ることになった経緯（いきさつ)、「腱を切る」の意味については高壁章 77

の訳注を参照。

4 サムード*に下された懲罰の詳細については、頻出名•用語解説の「サムード*」の項を参照。

5 この「御徴」に関しては、アーヤ*67の訳注を参照。
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I()0. ルート*の民は、遣わされた者（使徒*)

たち1を、嘘つき呼ばわりした。

101. 彼らの同胞であるルート*が、彼らに（こ

う）言った時のこと2。「一体あなた方は、

(アツラー*を）畏れ*ないのか？

162. 本当に私は、（啓示の伝達において）あ

なた方への誠実な4徒*である。

163. ならばアツラー*を畏れ

'
私に従うのだ。

104. そして、私はそれ（啓示の伝達）ゆえに、

あなた方にいかなる見返りも要求しては

いない。私の見返りは、全創造物の主*か

ら以外にはないのだから。

一体あなた方は、創造物（である人類）

の内の男性に近寄る3というのか？

166. あなた方の主*があなた方のためにお創

りになった、自分たちの妻を放ったらか

しにして？ いや、あなた方は（アツラー
*の法の）違反者である民である」。

㊣㈣て士』批叉

165.

J5

^
J3I

^
SVJ

^
===

^
3

^^
ン:斜姑167. 彼ら（ルート*の民）は言った。「もしも

あなたが（私たちへの批判を）止めない

のなら、ルート*よ、あなたは必ずや（町
4から）追放される者となろう」。

鑫逃歎

^
び168. 彼（ルート*) は言った。「本当に私は、

け ん お

あなた方の行いを嫌悪する者の一人で

ある0

1「遣わされた者（使徒う」が複数形になっていることについては、識別章37の訳注を参照。

2 彼とその民の間に起こった話については、高壁章 80-84、フード*章 77-83、アル=ヒジュ
ル章 61-77、蟻章 54-58、蜘蛛章 28-35、月章 33-40も参照。

3 つまり男色のこと（ムヤッサル 374 頁参照)。

4 この町については、フード*章 81「町」の訳注を参照。
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我が主*よ、私と私の家族を、彼らが行っ

ていること （と、それゆえの懲罰）から

お救い下さい」 。

169.

參5>ネし170. こうしてわれら *は、彼とその家族を皆救

た。ウ

參滅、礙 iゞ但し、残っ （て滅ぼされ）た者たちの一

人だった老女1だけは、別だったが。

17L

ほ か •分ず

^̂
172. それからわれら *は、外の者たち （不信仰

ぜ ん め つ

者*たち）を全滅させた。

178. そして彼らの上に、 （石の）大雨を降ら

せた。警告を受けていた者たち （へ）の

雨は、何と忌まわしかったことか。
み し る し

174. 本当にそこにはまさしく 、御徴がある。

彼らの大半は信仰者ではなかったのだ。

© ok?75. そして本当にあなたの主、かれこそは偉

力ならびない*お方、慈愛深い*お方であ

られる。

藪の仲間たち2は、遣わされた者 （使徒*)

たち3を、嘘つき呼ばわりした。
176.

シュアイブ*が、彼らに （こう）言った時
4のこと。「一体あなた方は、（アツラー*

を）畏れ*ないのか？

177.

1 この 「老女」 は、不信仰者*であったルート *の妻のこと （ムヤッサル 374 頁参照)。

2 「藪の仲間たち」 については、アル= ヒジュル章 78 の訳注を参照。また一説によれば、

これはシュアイブ*の民であるマドウヤン*ではなく 、別の民のこと。これ以前に言及され

た預言者*たち同様、シュアイブ*に 「彼らの同胞である」 という形容がないのは、そのた

めであるという （イブン•カスィール 6:159-160 参照)。

3 「遣わされた者 （使徒*)」が複数形になっていることについては、識別章 37 の訳注を参照。

4 シュアイブ*とその民に起こったことについては、高壁章 85-93、フード*章 84-95、蜘蛛

章 36-37 も参照。
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初

^̂
ぬン

本当に私は、（啓示の伝達において）あ

なた方への誠実な使徒*である。

ならばアツラー*を畏れ*、私に従うのだ。

そして、私はそれ（啓示の伝達）ゆえに、

あなた方にいかなる見返りも要求しては

いない。私の見返りは、全創造物の主*か

ら以外にはないのだから。

(量る時には）升1を全うし、（他人の権

利を奪うべく）減らす者となってはなら

ない0

また、正しい!

^
で墓るのだ。

183. また、人々に対し、彼らのもの（権利）

を損ねたり、腐敗*を働く者となって、地

上で退廃を広めたりしてはならない。

そして、あなた方と昔の人々の集団を創

られたお方を畏れ*よ」。

178.

179.

180.

V」

181.

參 が て

182.

184.

185. 彼らは言った。「（シュアイブ*よ、）あ

なたは、ひどい魔術にかかった者の一人

に過ぎない。

186. そしてあなたは、私たちと同様の一人

の人間に過ぎないし、本当に私たちは

あなたが、まさしく嘘つきの類いだと

思ぅ。

• ならば、私たちに天の破片を下す2がよい。

もしあなたが、本当のことを言っている

のならば」。

レ！!

^
ぬは187

1 「升」については、家畜章 152の訳注を参照。

2 夜の旅章 92と、その訳注も参照。
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^ -
で
'

188 彼（シュアイブ*) は言った。「我が主*

が、あなた方の行っていることを最もよ

くご存知である」。1

こうして彼らは彼を嘘つき呼ばわりし、

暗雲の日の懲罰2が彼らを襲った。本当に

それは、偉大なる日の懲罰であった。

ぬ4孤i似娜ぬ189.

olTUj

^
(_¦〇1]90. 本当にそこにはまさしく、（アツラー*の

みしるし

御力を示す）御徴がある。彼らの大半は

信仰者ではなかったのだ。

191 . そして本当にあなたの主、かれこそは偉

力ならびない*お方、慈愛深い*お方であ

られる。

実にそれ3はまさしぐ全創造物の主*から

下されたもの。
©必⑼ふ

^
爲192

たましい

(啓示の伝達を）託された魂 4が、それ

を携えて降臨したのである。

(使徒*よ、）あなたが警告者の一人とな

るべく、あなたの心へと、

明白なるアラビアの言葉によって。

193

19-1.

Wが料i

M爲

195.

I9G また、本当にそれ（クルアーン*) は、ま

さに先人たちの書卷（啓典）の中に（言及

されて）あったのだ。

1 つまり、アッラー*こそが懲罰を下されるお方であり、預言者Aの使命は啓示の伝達と助言

を全（まっと）うすることでしかない（アッニサアディー597 頁参照)。

2 一説によれば、七日間の酷暑（こくしよ）が彼らを襲った後、雲が現れた。彼らは涼むた

めにその下に集まったが、そこで雲から炎が下り、大地を激震が捕らえた（高壁章 91 参

照)。それから轟（とどろ）く一声が鳴り響き（フード*章 94 参照)、彼らは全滅してしま

った（イブン•カスィール 6:160-161 参照)。

3 これら預言者*たちとその民の話が言及された、クルアーン*のこと（ムヤッサル375頁参照)。

4 この「魂」とはジブリール*のこと（前掲書、同頁参照)。「魂」と形容されていることにつ

いては、マルヤム*章 17「われら*の魂」の訳注も参照。
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$鱗雄J
私，24

197. 一体、イスラーイールの子ら *の学者たち

がそれを知っていること 1が、彼らにと

て （あなたの使徒*性とクルアーシ *の正

当性）の御徴とはならなかったのか？

ウ

198. また、もしわれら *がそれ （クルアーン *)

を、ある異邦人2たちに下し、

(その者が）彼ら3にそれを誦んで （聞か

せて）も、彼らはそれを信じる者とはな

らなかったであろう。

200. 同様に、われら *はそれ4を、罪悪者たちの

心の中にも差し入れた。

199

201. 彼らは、痛ましい懲罰を目にするまで、

それを信じないのである。

そして彼らが気付かない内に、彼らのも
ち よ う ば つ と う ら い

とにそれ （懲罰）が突然到来して、

ZOZ.

鄭UJ4(こ う）言 う こ と に な る （時 ま で、信 じ

ないのだ）。「一体私たちは、猶予され

る身なのか？」 5

2( )3

1 マッカ *の不信仰者*たちにとって啓典の民*は、宗教の諸事について質問することのできる、

知識が豊富な学者たちであった。イスラーム*に改宗したかどうかは別にして、そのような

者たちが、預言者*ムハンマド *の到来を知り、その特徴を知っていたことは、彼らにと

て重要な意味をなした （アル= クルトゥビー13:138-139 参照)。砂丘章 10 とその訳注も

参照。

2 ここでの 「異邦人」 は原語では 「アァジャミー」 で、厳密には、たとえ血統的にはアラブ

人であっても、アラビア語が上手く話せない者のこと （アル=パガウィー3:479 参照)。

3 クライシュ族*の不信仰者*たちのこと （ムヤッサル 375 頁参照)。

4 つまり、クルアーン *を否定すること。そしてそれは、彼ら自身の不正*と、否認のせいで

ある （前掲書、同頁参照)。

5 いざ復活の日* (あるいは懲罰や死）が到来すると、彼らは現世での猶予を求めたり、自分

たちを現世に返してくれることを頼んだりする。だが、もちろんそれは叶（かな）わない。
家畜章 27-28、高壁章 12、イブラーヒーム*章 44、信仰者たち章 99-100、アッ =サジダ*

章 12、創成者 1*章 37、赦し深いお方章 11-12、相談章 44、偽信者すこち章 10-11 も参照。
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一体彼らは、われら*の懲罰を性急に求

める1のか？

205. (使徒*よ、）言ってみよ。もし、われら

*が彼らを（罰さずに）何年も楽しませて

204.

おき、

206. それから彼らのもとに、彼らが警告され

ていたもの（懲罰）が訪れたとしたら、

207. 彼らが楽しまされていたものが、彼らの

役に立つことがあるものか？と。

208. われら*は警告者たち（を遣わすこと）な

しには、いかなる町も滅ぼすことがなか

たのだ。2

209. 教訓のため（の警告者を）。そしてわれ

ら*はもとより、不正*者ではない。

210. また、シャイターン*たちがそれ（クルア

ーン*)を、（ムハンマド*に）下したの

ではない。

©OjjxiQ�如切

つ

魯な

^̂
めi

211. そしてそれは彼らにそぐわないことであ

り、出来もしないのだ。

祕夕

^
減212. 本当に彼らは、（天からクルアーン*を）

聞くことから、まさに遠ざけられている

者たちなのだから。3

1 関連するアーヤ*として、家畜章 57-58、戦利品*章 32、ユーヌス*章 50、フード*章 8、

雷鳴章 6、夜の旅章 92、巡礼+章 47、蜘蛛章 53-54、サード章 16、相談章 18、階段章

1-2なども参照。

2 アツラー*は使徒*を遣わして警告させることなく、人々を滅ぼされることがない。関連す

るアーヤ*として、婦人章 165、家畜章 131、155-157、夜の旅章 15 とその訳注、ター

ハー章 134、創成者*章 24 も参照。

3 アル=ヒジュル章 17-18とその訳注、整列者章 6-10、王権章 5、ジン*章 8-9も参照。
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～典滅,版

213. ならば、あなた 1は、アツラー*と共に外の

神2に祈り、それゆえに罰される者となっ

てはならない。

214. また （彳吏徒*よ）、一番近し»に警告せよ〇 3

215. そして信仰者たちの内、あなたに従った

者に、あなたの翼を下ろしてやれ4。

216. そして、もし彼ら （シルク *の徒）があな

たに逆らうのであれば、言うのだ。「本

当に私は、あなた方が行っていること5か

ら無縁である」 。

217. また、偉力ならびない*お方、慈愛深い*

お方にこそ、全てを委ねる *のだ、

218. あなたが （一人礼拝に）立つ時、あなた

をご覧になるお方に （全てを委ねよ）。

219. また、サジダ*する者たちの中での、あな

たの （礼拝の）動作を （をご覧になるお

方に）。

220. 本当にかれこそは、よくお聞きになるお

方、全知者であられるのだから。

221. (人々よ、）シャイターン* どもが誰に下

るのかを、われがあなた方に教えようか？

222. 彼らは大嘘つきで罪に溺れた、あらゆる

者6に下るのだ。

於せ或拉

^② て レ ぶL

fc綱JS

1 この 「あなた」 については、雌牛章 120 の訳注を参照。

2 「神」 に関しては、雌牛章 133 の訳注を参照。

3 繕り合わされた章 1 の訳注も参照。尚このアーヤ*が、彼の近親者やアラブ人以外の者に

対しての警告を否定しているわけではない。家畜章 19、高壁章 158 とその訳注、識別章

1、サバア章 28 なども参照 （イブン•カスィール 6:166 参照)。

4 「翼を下ろす」 という表現については、アル= ヒジュル章 88 の訳注を参照。

5 つまりシルク *や、迷妄 （めいもう）のこと （ムヤッサル 376 頁参照)。

6 これは、占い師、あるいはそれと同様の放逸な者たちのこと （前掲書、同頁参照)。
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. 彼ら （シャイターン*) は （天界に）聞き

耳を立てる。そして、彼らの大半は嘘つ

きなのだ。1

224. 詩人たち2はといえば、彼らに従うのは、

逸脱者たち3である。

一体 （使徒*よ、）あなたは見なかったの

か？ 彼らがあらゆる谷で、右往左往し

ている4のを？

226. そして彼らが、自分たちがやりもしない

ことを言うのを？

223

225.

227. 但し、信仰して正しい行い*を行い、アツラ

一*をよく唱念し、（イスラーム*が不信仰

者*の詩人らの風刺によって）不正*を受け

た後、（イスラーム*の勝利を）援助した者

たち5は別である。そして不正*を働いた者

たち6は、彼らがいかなる戻り場所に戻るこ

とになるか、やがて知ることになろう。

1 シャイターン*は天界から盗み聞きしたことを、占い師たちに伝える。但し占い師は一つ正しい

ことを言ったとしても、そこに百の嘘を混ぜるのが、その常である （ムヤッサル 376 頁参照)。
アル=ヒジュル章 17-18 とその訳注、整列者章 6-10、王権章 5、ジン*章 8-9 も参照。

2 解釈学者らによれば、これは不信仰者*で、かつ預言者*ムハンマド*とムスリム，ことを

風刺 （ふうし）していた 「詩人たち」 のこと （アル=バガウィー3:484 参照)。

3 正しい導きから逸脱し、誤った道へと進む者たちのこと （アッ =サアディ ー599 頁参照)。

4 つまり、彼らは詩によって真理や正直さを求めず、何かを貶 （けな）した後に褒めそやした

かと思えば、その逆のことをしたりする （アッ=ラーズィー8:538 参照)。また彼らは大抵、
事実とは反する空想の世界にあり、その言葉の大半は、女性、恋愛、嘘の誓い、名誉を貶 （お
とし）めること、血筋の卑下 （ひげ)、嘘の約束、根拠のない思い上がり、それに値しない者

への讃美といったことと、密接に結びついている （アル=バイダーウィー4:256 参照)。

5 これはハッサーン•ブン•サービトなど、不信仰者 *を風刺し、預言者* とその教友*たちを弁
護したムスリム1寺人たちのこと （アルニパガウィー3:485 参照)。

6 シルク *やアッラー*への不服従によって、自らに不正*を働き、他人の権利を侵すことで、
他人に対しても不正*を働いていた者たちのこと （ムヤッサル 376 頁参照)。



27. 蟻章 -TV

第 27 章

犠章 （アン=ナムル）1

慈悲あまねく *慈愛深き*

アツラー*の御名において

1 . ター•スイーン2。それはクルアーシ* と解明

するb典3の御徴 （アーヤ*) 。

2. 信仰者たちへの導きと、吉報である。

3. (彼らは、）来世こそをまさに確信しつつ、

礼拝を遵守* し、 浄財*を支払う者たち。

1. 本当に、来世を信じない者たち、彼らに対

してわれら*は、その （悪い）行いを目映く

見せた4。それで彼らは彷徨っているのだ。

5. それらの者たちは（現世で）、忌まわしい懲

罰がある者たち。そして彼らこそは、まさ

に来世において最大の損失者なのである。

0. (使 徒*よ、）本当にあなたは、全知で英知

あふれる*お方の御許から、クルアーン*をま

さしく授かっている。

翁減み斑觀
DO

Sdj
が」メ妙

_
i マッカ*啓示。スーラ*の名称には、このスーラ* だけに登場する語 「蟻」（アーヤ*18) の名

が冠される。スーラ*冒頭は、イスラーム*の基本的信仰の言及に始まり、次いで数々の預

言者へ使徒*の話が取り上げられる。中でも幾多 （いくた）の恩恵を授けられ、それに対す

る感謝の念を惜しまなかったダーウード* とスライマーン*にまつわる話は、彼らが言及さ

れている他のスーラ*に比べ、特に詳しく述べられている。スーラ *後半では、アッラー*

の御力•全能性•恩恵を確証しつつ、シルク *を糾弾（きゅうだん)する力強い議論の提示や、

死後の復活と清算の証明が躍動 （やくどう）的に描かれている。

2 この文字群については、頻出名•用語解説の「クルアーンの冒頭に現れる文字群*」を参照。

3 「解明する啓典」 については、ユースフv章 1 の訳注を参照。

4 アッラー*が長い時間と豊かな糧を授けて下さったにも関わらず、彼らは自分たちに対する

アッラー*の恩恵と善を、自分たちの欲望や自己満足、豪奢 （ごうしゃ）さの追求のための

手段とし、自分たちの宗教義務は放棄していた （アブー•ハイヤーン 7:53-54)。識別章 18
の訳注も参照。
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ムーサー*がその家族に、（こう）言った時

のこと （を思い起こさせよ）。「本当に私

は、火を見出したのだ。私はそこから、あ

なた方に （道案内の）知らせか、あるいは

あなた方が暖を取れるよう 、一片の火種を

あなた方に持って来るとしよう」 。1

それで彼がそこにやって来ると、 （こう）

呼びかけられた。「火の中にある者と、そ

の周りにいる者2に祝福あれ。全創造物の

主*、アツラー*に称え*あれ。

ムーサー*よ、本当にわれは、偉力ならび

なく *英知あふれるアツラー*である」 。

8.

04を>:9.

(アツラー*は仰せられた。）「そして、あ

なたの杖を投げてみよ」。（それで彼が杖を

投げると、それは大蛇となった。）そして、

それが敏捷な小蛇のように躍動するのを目

にした時、彼は背を向けて引き下がり、（そ

こには）戻って来なかった。（アツラー*は仰

せられた。）「ムーサー*よ、怖がるのでは

ない。本当にわが御許で、遣わされた者(使徒
*) たちが怖がることはないのだから。

10.

しかし不正*を犯し、それから （罪の）悪の

後に、（悔悟という）善きもので換える者（、

われはその者を赦してやろう）3。実にわれ

は赦し深い者、慈愛深い*者なのだから。

11.

1 このアーヤ*が描写する情景については、ター•ハー章 10 とその訳注、物語章 29 も参照。

2 「火の中にある者」 と 「その周りにいる者」 の解釈には、「前者が火それ自体、後者がムー

サー* と天使*たち」「前者が火の近くにいたムーサー*、後者が天使*たち」「前者が御光に

包まれたアツラー*で、後者がムーサー* と天使* たち」 といった諸説がある （アル=クルト
ゥビー13:158-159 参照)。

3 一説に、このアーヤ*は 「不正*を犯し…換える者 （は別で、怖がる）」 とも解釈される。実
際、ムーサー*はコプト人を殺してしまったことで、報復されることを怖がっていた （前掲
書 13:161 参照)。詩人たち章 14、物語章 15-17 も参照。
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4ふ 為

12. また、あなたの手を自分の懐に入れてみ

よ。そうすれば、それはフィルアウン*とf
の民への九つの御徴1(の一つ）として、災

い2もなしに白くなって出てくる。本当に彼

ら（フィルアウン*とその民）は、放逸な者

たちだったのだ」。

13. こうして彼らのもとに、明らかなるわれら
*の御徴（奇跡）が到達した時、彼らは言

た。「これは紛れもない魔術である」。

14. そして彼らの心はそれ（奇跡の真実性）を

確信しつつも、不正*と傲慢さによって、そ

れを（言葉で）否定した。ならば見よ、腐

敗*を働く者たちの結末がいかなるもので

あったかを？

つ

lilt
cy：

^A>ixd.\

また、われら*は確かに、ダーウード*とス

ライマーン*に知識を授けた。そして彼らは

(その知識に則って行い、）言った。「私

たちを、信仰者であるその僕たちの多く

(の者）よりお引き立て下さったアツラー
*に、全ての称賛*あれ」。

16. そしてスライマーン*は、ダーウード*(の預

15 .

61言者*としての使命と、知識と王権)を継ぎ、

言った。「人々よ、私たちは鳥の言葉を教

えられ、全ての（必要な）ものの内から授

けられた。本当にこれこそは、紛れもない

恩寵である」。

©0

^
' 淡'

17. そしてスライマーン*のもとに、ジン*、人

間、鳥からなる彼の軍勢が召集され、整列

させられた。

1 「九つの御徴」については、夜の旅章 101 の訳注を参照。

2 この「災い」については、ター•ハー章 22の訳注を参照。
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18. やがて彼ら（スライマーン*の軍勢）が犠の

谷に到着した時、一匹の蟻が（その仲間た

ちに）言った。「蟻たちよ、自分たちの巣に

入りなさい。スライマーン*とその軍勢が気

付かぬまま、あなた方を（踏みつけて）粉砕

してしまっては、決してなりませんよ」。

19. すると、彼（スライマーン*)はその言葉を

(理解して）笑い出し、微笑んだ1。そして

言った。「我が主*よ、あなたが、私と私の

両親にお恵みになったあなたの恩恵に私

が感謝できるように、そしてあなたのお喜

びになる正しい行い*を私が行えるように

して下さい。また、あなたのご慈悲によっ

て（天国で）私に、あなたの正しい僕たち

の仲間入りをさせて下さい」。

連j、シあ嗯し
餡多

^^
は

^̂^
念

^
20. そして彼（スライマーン）は、鳥たちを探

し回って、言った。「ヤツガシラが見えな

いのは、どういうことか？ いや、一体彼

は、不在なのか？

21. 私はきっと彼を厳しい罰で罰するか、ある

いはその首をはねてやろう。さもなくば、

(不在の言い訳として）はっきりとした証

�部、��

かなら

拠を、必ずや私のもとに持ってくるのだ」。

ル 加 ぶ ぬ22. 彼（ヤツガシラ）は少しの間、そのまま

(不在）であった後2、（スライマーン*

のもとにやって来て、）言った。「私は、

あなたが把握されなかったことを、把握

1 スライマーン*は、自分が蟻の言葉を理解することが出来るという、アッラー*の恩恵を実

感した（ムヤッサル 378頁參照)。

2「暫く待っていた」のは、スライマーン*だったという少数説もあり（アル=クルトゥビー

13:180参照)。
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しました。そしてサバア1から、紛れもな

い知らせと共に、あなたのもとへとやつ

て来たのです。

23. 実に私は、彼ら（サバアの民）を治める一

人の女性2を見つけました。そして彼女は

(王が現世で必要とする）全てのものを授

けられ、偉大なる御座を有しています。 ，ふ似破�2 4. 私は、彼女とその民が、アツラー*を差し

おいて太陽にサジダ*しているのを見ま

した。そしてシャイターン*が彼らに、彼

ら自身の（悪い）行いを目映く見せ、彼

らを道3から阻んでおり、彼らは導かれず

にいます。

25. 諸天と大地において潜むもの4をお出しに

なり、あなた方が隠すことも露わにするこ

ともご存知のアツラー*に、彼らがサジダ*

しないよう（、彼ら自身の悪い行いを目映

く見せているのです。）

26. アツラー*は、かれ以外に（真に）崇拝*す

べきいかなるものもないお方、偉大なる御

座5の主*」。（読誦のサジダ*)

4城

2 7• 彼 (スライマーン*)は言った。「お前が本

当のことを言っているのか、それとも嘘つ

きの類いであるか、調べてみよう。

1 「サバア」は、イエメンの一都市（ムヤッサル 378頁参照)。

2 彼女の名は、ビルキース•ビント•シャラーヒールとされる（アル=パガウィー3:498参照)。

3 この「道」とは、アッラー*への信仰と、かれのみを崇拝*すること（ムヤッサル 379
頁参照)。

4 「潜むもの」とは、天の雨、大地の植物などのこととされる（アッ=タバリー8:6281 参照)。

5 アッラー*の「御座」に関しては、高壁章 54の訳注を参照。
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し よ か ん

28. 私のこの書簡を携えて行き、それを彼ら

(サバアの民）のもとに落として来るがよ

い。それから彼らから離れ、彼らがいかに

反応するかを見守るのだ」 。

29. (ヤツガラシがその命令に従って落とし

て行った書簡を読むと、有力者たちを集め

て、）彼女 （ビルキース）は言った。「名

士たちよ、本当に私のもとに、重大な書簡

が届きました。

ぬ/

©

^
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^
レノ45漆ゲノ430. まさにそれはスライマーン*からのもので、

実にそれは、 『慈悲あまねぐ慈愛深い*ア

ッラーの御名において。

31•私 （があなた方を招くもの）に対して高慢

にならず、服従する者 （ムスリム*) とな

られて、私のもとにいらっしゃるがよい』

(というもの）です」 。

32. 彼女は言った。「名士たちよ、私の （この)

件について、私にご教示下さい。あなた方

が私と（討議のために）同席されない限り、

私は何事も決定しません」 。

33. 彼らは言った。「私たちは強力ですし、この

上ない勇猛さもあります。そして事は、あな

たに委ねられているのです。ですから、あな

たが何を命じられるか、ご検討下さい」 。

3

^
. 彼女は言った。「本当に王たちが町に （攻

め）入れば、それを崩壊させ、その住民の

最も筒貴な者たちを、最も卑しい者たちと

彼らは、そのようにす

Jo

參 A、
したものです。

るのである——

1 この挿入句は、アツラー*の御言葉。一説には、 ビルキースの言葉 （アル=クルトゥビー

13:195 参照)。
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35. それで本当に私は、彼らへの贈り物を送

り、使者たちが何を携えて戻って来るか、
観察することとします」。

ぬS-iiW*
36. そして彼（ビルキースの使者）が、スラ

イマーン*のもとに（贈り物を携えて）や

って来た時、彼（スライマーン*) は言っ

た。「一体、私に財を援助するというの

か？ アツラー*が私に授けて下さった

もの1の方が、あなた方に授けて下さった

ものよりも善いというのに。いや、あな

た方は自分たちの贈り物に有頂天になっ

ているのだ。

(贈り物を持って、）彼らのもとへ戻るが

よい。私たちは必ずや、彼らには到底太刀

打ちできない軍勢と共に、彼らのもとに
© 羽1

37.

とうらい かなら

到来しよう。そして必ずや彼らを、惨めに

卑しめられた状態で、そこから追い出して

やろう」0

38. 彼（スライマーン*)は言った。「名士たち

よ、彼らが服従する者（ムスリム*) とし

て私のもとにやって来る前に2、あなた方の

誰が、私のところに彼女の御座を持って来

るのか？3」

1 莫大な財産をはじめ、預言者*としての使命や王権など、アッラー*から授かったもの（ム
ヤッサル380 頁参照)。

2 スライマーン*は、ビルキースらが来ることになるのを知っていた（アッ=サアディー605
頁参照)。

3 スライマーン*が、何ゆえに彼女の御座を持って来るよう命じたのかについては、「彼女が
イスラーム*を受け入れる前に、その御座を自分のものにしようと思ったため」「それを彼
女の城から持って来て見せることで、自分の預言者*性とアッラー*の全能性の証拠とする
ため」「それを彼女に見せ、彼女の知力を試すため」などといった見解がある（アッ=タバ
リー8:6293-6294 参照)。
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39. ジン*の内の、あるイフリート 1が言った。

「まことに私めが、あなたがご自身の場所

からお立ちになる前に、それをあなたのも

とに持って参りましよう。そして、本当に

私はそれ （を持って来ること）に対し、実

に強く 、信用ある者2なのです」 。

淡バー㈣40. 啓典からの知識を備えた者3が言った。「ま

ことに私めは、あなたが視線を移す前に、

それをあなたのところへ持って参りまし

よう」 。こうして （その者が御座を持って

来ると、）彼 （スライマーン*) はそれが確

かに自分のところにあるのを見て、言っ

た。「これは、私が果たして感謝するか、

あるいは恩知らずとなるか試みるための、

我が主*からの恩寵である。感謝する者は

誰でも、感謝することで自分自身を益する

に外ならず、恩知らずな者があろうと、本

当に我が主*は、（そのような者の感謝を必

要とはされない）満ち足りた*お方、（その

ような者にもお恵みになる）貴い*お方で

あられるのだ」 。

吃

め

そ ば

•彼 (スライマーン*) は （、彼の傍に控えて

いる者に）言った。「彼女の御座を、彼女

に分からないように （手直し）しておけ。

(そうしたら）私たちは、一体彼女が （自

分の御座の認知へと）導かれるか、あるい

41

1 「イフリート」 とは、ジン*の内でも反抗的で強力な者のこととされる （ムヤッサル 380

頁参照)。

2 つまり、それを運ぶに十分な強さと、それに付いている様々な宝飾品に対して信用のある

者、ということ （イブン•カスイール 6:192 参照)。

3 この者は、知識と正しさを備えた男であり、アッラー*にその祈りが叶 （かな）えられる者

であったという （アッ =サアディー605 頁参照)。
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は導かれない者の仲間となるか、見てみる

としよう」 。1

JiOfr
"t.uSこうして彼女 （ビルキース）が、 （スライ

マーン*のもとに）やって来た時、 （彼女は

こう）言われた。「あなたの御座は、この

ようですか？」 彼女は言った。「それは、

あたかも （私の）それのようです」 。（ス
ライマーン*は言った。）「私たちには彼女

よりも前に知識2が授けられたのであり、私

たちは服従する者（ムスリム*)だったのだ。

42.

ぬ!

^
。5: ciiTU43. 彼女がアツラー*をよそに崇めていたもの

が、彼女を（イスラーム*から）阻んだのだ。
本当に彼女は、不信仰者*の民の一人だった

のだから」 。3

彼女に、 （こう）言われた。「 （宮殿の）

中庭にお入り下さい」。そしてそれを見た時、

Oi

を為ぬじ#雄㈡
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44.

みずか

彼女はそれを水溜りと思って、自らの両脛

を露わにした。彼 （スライマーン*) は言っ

た。「実にそれは （その下を水が流れる）、

磨き上げられたガラス製の中庭なのです」 。
彼女は （スライマーン*の王国の偉大さを実

感し、）言った。「我が主*よ、本当に私は
はたら

自分自身に不正*を働いていました。そして

スライマーン*と共に、全創造物の主*アツラ

一*に服従 （イスラーム*) いたします」 。

1 スライマーン*がこのようにした理由については、「シャイターン =•たちが、『彼女の知性に
は問題がある』 と言ったことを確かめるため」「ジン*たちが、彼がビルキースと結婚し、
子供が生まれれば、自分たちがスライマーン*の一族に仕え続けることになるのを恐れたた

め、『彼女は知性が薄弱で、その足はロバの足のようである』 と吹きこんだため」 など、諸
説ある （アル= クルトウビー13:207 参照)。

2 この 「知識」 は、導き、知力、思慮 （しりょ）分別のこととされる （アッ =サアディー605
頁参照)。

3 彼女は知力と、真理と虚妄を見分ける賢明さを備えた女性であったが、誤った教えの中で
生まれ育ったがために、不信仰者*の宗教の中にあり続けた （ムヤッサル 380 頁参照)。
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また、われら*は確かにサムード*に、彼ら

の同胞であるサーリワ*を遣わした。（サー

リフ*は言った。）「アツラー* (だけ）を崇拝

*せよ」。するとどうであろう、彼らは言い

争う二つの派1 となってしまった。2

45.

46. 彼 （ザーリフ*) は （、不信仰の一派に）言

た。「我が民よ、どうしてあなた方は善

きものの前に、悪しきものを性急に求める

3のか？ どうしてあなた方は、自分たちが

ご慈悲を授かるよう、アツラー*にお赦しを

乞わない？」

47. 彼らは言った。「私たちはあなたと、あな

たと共に （あなたの宗教に）ある者を、不

吉に思う 4」 。彼 （ザーリフ*) は言った。

「あなた方の不吉のもとは、アツラー*の御

許にある5。いや、あなた方は試練にかけら

れている民6なのである」 。

48. 町7には、地上で腐敗*を働き、正しいこと

をしない九人の男たち8がいた。
於li4がUU

4こ

^
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^1 ザーリフ*を信じた一派と、彼を信じない一派のこと （ムヤッサル 380 頁参照)。

2 この言い争いの一部については、高壁章 73-76、フード*章 61-63、詩人たち章 141-154、

月章 23-26 章も参照。

3 褒美をもたらしてくれる信仰や善行を後回しにし、罪をもたらす不信仰や悪行に急ぐ様を

表す （前掲書 381 頁参照)。

4 「不吉に思う」 については、高壁章 131 の訳注を参照。

5 この意味については、高壁章 131 の訳注を参照。

6 順境と逆境、善と悪によって試練にかけられている者、ということ（前掲書、同頁参照)。

7 サムード *の町アル= ヒジュルのこと （アツ = タバリー8 : 6305 参照)。アル= ヒジュル

80 の訳注も参照。

8 この 「九人の男」 たちが、サムード*の有力者たちであり、雌ラクダを殺した者たちである

という （イブン•カスィール 6:198 参照)。高壁章 73 とその訳注、フード*章 64-68、詩人

たち章 155-157、月章 27-29、太陽章 13-14 も参照。
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49. 彼らは （互いに）言った。「お互いに、ア

ちか かなら

ッラー*に （こう）誓うのだ0
『私たちは必

ずや、彼(ザーリフ*)とその家族を夜に陰謀

し （て殺し）、それから彼の後見人には、

(こう）言うのだ。私たちは彼の家族の殺

害には立ち会っていないし、本当に私たち

はまさしく正直者なのだ、と』 」 。
さ く ぼ う

li' AIIAIPolS=»

50. 彼らはまさに策謀し、われら * も彼らが気付

かぬ内に、まさに策謀した。1

(使徒*よ、）彼らの策謀の結末がいかなる

ものだったか、見てみよ。われら *が彼らと

その民を、全滅させたことを。

51.

6幽读於说泌52. そしてそれらは、彼らが不正*を働いてい

たことゆえ （、アツラー*に滅ぼされて）崩

れ落ちた2、彼らの家。本当にその中にはま

さしく、知識ある民への御徴がある。

53. またわれら *は、信仰し、（アツラー*を）畏

れ*ていた者たちを救った。

54. また、ルート * (のことを思い出せ）。彼が

その民に、（こう）言った時3のこと。「一
体あなた方は、

，
（その醜悪さを）心得て

いながら、醜行4を行うのか？

©こよ送為
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55. 本当にあなた方は女性を差しおいて、欲望

ゆ え に 男 性 に 赴 こ う 5な ど と し て い る の

か？ いや、あなた方は無知な民である」 。

1 つまりアッラー*は、彼らの策謀に対し、彼らへの懲罰を早めることで応じられた （アル=
パガウィー3:509 参照)。

2 この 「崩れ落ちた」 については、雌牛章 259 の訳注を参照。

3 彼とその民の間に起こった話については、高壁章 80-84、フード*章 77-83、アル= ヒジュ
ル章 61-77、詩人たち章 160-175、蜘蛛章 28-35、月章 33-40 も参照。

4 「醜行」 については、蜜蜂章 90 の訳注を参照。

5 つまり男色のこと （ムヤッサル 381 頁参照)。
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その民の答えは、（このように）言うこと

だけであった。「ルート*の家族を、あなた

方の町1から追放するのだ。本当に彼らは、

潔癖ぶった人々なのだから」。

56.

こうしてわれら*は、彼と、彼の妻を除い

た彼の家族を救った。われら*は彼女を、

残っ（て}�ぼされ）た者たちの一人と定

めたのだ。

57.

58. そしてわれら*は彼らの上に、（石の）大雨

を降らせた。警告を受けていた者たち（へ)
の雨は、何と忌まわしかったことか。

(使徒*ムハンマド*よ、）言うがよい。

「アツラー*に全ての称賛*あれ。そして

かれがお選びになった、かれの僕たちに

平安を2。一体アツラー*がよいのか、それ

とも彼らが（アツラー*に）並べているも

のか？

いや、諸天と大地をお創りになり、あなた

方に天から（雨）水をお降らしになり、そ

れにより麗しい庭園——あなた方に、その

木々を生やすことは叶わない3—一を生育

させられたお方か（、それとも彼らが並べ

ているものがよいのか）？ 一体、アツラ

一*と共に崇拝*するに値するものなど、あ

るのか？ いや、彼らは（真理から）逸れ

去る民である。

59.

6\S淡i一
©

60.

1 この「町」については、フード*章 81 の訳注を参照。

2 つまり預言者*や使徒*たちの業績を讚え、その高い地位と、あらゆる悪や汚れからの無縁

さ、アッラー/について彼らが語ったことにおける無謬性について、言及すること（アッ=

サァディー607頁参照)。

3 つまり、アッラー*が水を与えて下さらない限りは、ということ（ムヤッサル 382 頁参照)。
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61. いや、大地を安住の地とされ、そり裂け目
に河川を流れさせられ、そこに堅固な山々

を設けられ、二つの海の間に障壁を置かれ

た1お方か（、それとも彼らが並べているも

のがよいのか）？ 一体、アツラー*と共に

孤供�娜

. 〆，くぐ〆 く

：̂Ŝ i

あたい

崇拝*するに値するものなど、あるのか？
いや、彼らの大半は分からないのだ。

62. いや、窮迫した者が呼べば応えられ、災い

を取り除かれ、あなた方を地上の継承者2

とされるお方か（、それとも彼らが並べて

いるものがよいのか）？ 一体、アツラー*

と共に崇拝*するに値するものなど、ある

のか？ あなた方が教訓を得ることの、実

に少ないこと。

一#

^
63. いや、陸と海の闇の中、あなた方を-かれ

るお方、そしてそのご慈悲（雨）の前触れ

に吉報を告げる風を送られるお方か（、そ

れとも彼らが並べているものがよいの

か）？ 一体、アツラー*と共に崇拝*するに

値するものなど、あるのか？ アツラー*

は、彼らが（アツラー*に）並べるものから、
高遠であられる。

64. いや、創造をお始めになり、それから（再

び）それを繰り返されるお方、そして天と
地から、あなた方に糧をお授け下さるお方

か（、それとも彼らが並べているものがよ

いのか）？ 一体、アツラー*と共に崇拝*

するに値するものなど、あるのか？」言っ

てやれ。「あなた方の明証3を持って来るの

淡:

^
ゆ

1 I 二つの海の間の障壁」については、識別章 53、慈悲あまねき*お方章 19-20も参照。

2「継承者」については、家畜章 165の訳注を参照。

3 つまり、アッラー*の王権と崇拝において、かれに同位者があるという「明証」のこと（ム
ヤッサル383頁参照)。
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だ。もし、あなた方が本当のことを言って

いるのならば」 。

(使徒*よ、）言ってやれ。「諸天と大地に

あるいかなるものも、不可視の世界*を知ら

ない。しかし、アツラー*だけ（が、ご存知)

65.

よみがえ

なのだ。そして彼らは、いつ蘇らされる

か、知りもしない。

. いや、彼らの知は来世で達成される 1。いや、

彼らはそれ （来世）に疑念を抱いている。

いや、彼らはそれに盲目2なのである」 。
© J»U4.

66

おちし

©こ;

67. 不信仰に陥った者*たちは言った。「一体、

私たちと、私たちのご先祖が （死んで）土
よみがえ

となった後、一体本当に私たちが （蘇ら

されて）出される身なのか？

68. 以前にも私たちと私たちのご先祖様は、確

かにこのこと （死後の復活）を約束された

のだ （が、その事実は目にしなかったし、

起こりもしなかったのだ）。こんなものは、
とぎばなし

昔の人々のお伽話に過ぎない」 〇

(使徒*よ、）言ってやれ。「あなた方は地

上を旅して、罪悪者たちの結末がどのよう

なものであったか、見てみるがよい」 。

そして、彼らゆえに悲しまず、彼らが策謀

することゆえに心苦しくなるのではない。

69.

知 淡 も70.

71. 彼ら （シルク*の徒）は言う。「この約束は、

一体いつのことなのか？ もし、あなた方

が本当のことを言っているのなら？」

1 彼らは、自分たちに来世が到来し、その日の恐怖を目の当たりにして始めて、来世を確信

する （ムヤッサル 383 頁参照)。

2 「盲目」 については、雌牛章 7、家畜章 50、雷鳴章 16、フード*章 20、24、巡礼*章 46
とその訳注も参照。
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(使徒*よ、）言ってやれ。「あなた方が性

急に求めているもの（アツラー*からの罰）

の一部は、あなた方に近づいたかもしれな

い」 〇
1

72.

73. 実にあなたの主*は、人々に対するまさに恩

籠の主なのだが、彼らの大半は感謝2 しない

のだ。

1 2 炎 し 炎

^
興Jぬ74. また本当にあなたの主*は、彼らの胸が隠し

ているものも、露わにしているものも、ご

存知である。

75. そして天と地に潜むいかなるものでも、明

白な書3に記されていないものはない。

本当にこのクルアーン*は、イスラーイール

の子ら*に、彼らが意見を異にする大半のこ

とについて、語って聞かせる。4

77. そして実にそれは、まさしく信仰者たちへ

の導きであり、慈悲なのだ。

. 本当にあなたの主*は、その裁決で、彼らの

間をお裁きになる。かれは偉力ならびない

*お方、全知者であられる。

. ならば（使徒*よ）、アッラー*に全てを委ね

よ*。あなたこそは、紛れもない真理の上に

あるのだから。

低1124球泌

76.

力

^̂̂ ^ 魯

^̂
78

^
はは肩79

1 「復活の日*の近さ」 については、蜜蜂章 1、預言者*たち章 1 の訳注も参照。

2 つまり感謝して信仰し、アッラー*だけを崇拝*すること （ムヤッサル 383 頁参照)。

3 「明白な書」 とは、守られし碑版*のこと （アッ =サアディー609 頁参照)。

4 例えばイーサー*に関して言えば、キリスト教徒*は彼に神性を認めることで、ユダヤ教徒*

は彼を嘘つき呼ばわりすることで、いずれも極端な立場を取った。一方クルアーン*は、彼

をアッラー*のしもべ•使徒*の一人として位置づけ、公正かつ中庸 （ちゅうよう）な立場を

表明した （イブン•カスイール 6:210 参照)。
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80. (使徒*よ、）本当にあなたは呼びかけを、

11561
つんぼ

死人らに聞かせることも、聾たちに聞かせ

ることも出来ない。彼らが（あなたから）

背を向けて立ち去るのであれば。1

81. またあなたは、盲人2たちをその迷いから

導く者でもない。あなたが聞かせられるの

は、われら*の御徴を信じる者だけ。とい

うのも、彼らは服従する者（ムスリム*)

なのだから。3

82. 彼らに対する（懲罰の）御言葉が確定され

た時、われら*は彼らのために大地から大獣
4を出す。それは彼らに、（復活を否定する)

人々が、われら*の御徴を確信してはいなか

たことについて、話し聞かせるのだ。

©こ

^̂
ゞ

パJしヴ七

^
故てど」'

^
5�

3ぶ姿 jM <jt

©細缺

ウ

83. われら*が、全ての共同体の内から、われら
*の御徴を嘘呼ばわりしていた集団を

召集し、彼らが整列させられる日のこと

(を思い起こさせよ）。

84. やがて彼らがやって来ると、かれ（アツラ

一*) は仰せラれる。「一体あなた方は、

わが御徴 5を嘘呼ばわりしていたのか？

それについて、よく知りもしなかった6の

忠一%チ:L」ね％

^
0

1 この「聾」については、雌牛章 7、18、フード*章 20、24とその訳注も参照。

2 この「盲人」については、雌牛章 7、18、家畜章 50、104、雷鳴章 16、フード*章 20、
24、巡礼*章 46とその訳注を参照。

3 最終的な導きがアッラー*のみに委ねられていることについては、雌牛章 272、蜜蜂章 37、
ユーヌス*章 99-100、物語章 56、相談章 52とその訳注も参照。

4 この「大獣」の出現は、復活の日*の予兆の一つ（ムスリム「試練と復活の日の諸予兆の書」
39参照)。

5 この「御徴」は、クルアーン*を始めとする、アッラーの唯一性*を示す証拠の数々のこと

(ムヤッサル 384 頁参照)。

6 つまり、それが嘘だと熟知してはいなかったのに、嘘呼ばわりしていた、ということ（前

掲書、同頁参照)。
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に？ いや、一体あなた方は、何を行って

いたのか？」

85. 彼らには、自分たちが不正*を働いていた

ことゆえの（懲罰という）御言葉が確定さ

れ、彼らは（まともな言い訳を）喋ること

もない、
似 典 匕 磁

む％

^
あ4

86. 一体彼らは、彼らがそこで安らぐようにわ

れらが夜を創り、昼を（生活のために）視

界が利くものとしたのを、見なかったの

か？ 実にそこにはまさしく、信じる民へ

の御徴があるのだ。

87. 角笛に吹き込まれ2、諸天にいる全ての者

と、大地にいる全ての者が戦慄する日のこ

と（を思い起こさせよ）。但し、アツラー
*が（恐怖からの安全を）お望みになる者は

別である。全ての者は低頭して、かれの御

許にやって来るのだ。

O'

涉ひぶ

“
ゆ城益

ば私在y(峰㈣
©辟1%分ノ4

88. また、あなたは山々を、それらが静止して

いるものと思って見る。それは、雲の流れ

のように（速く）流れているのに3。全ての

ものを完璧に仕上げられたアツラー*の御

業。本当にかれは、あなた方のすることに

通暁されているのだ。

泛ぶ膝ぷ口89. (復活の日*、）善行4と共にやって来た者、

彼にはそれよりも善きもの5がある。そして彼

らはその日、戦慄から無事な者たちである。

夜の旅章 97「盲目で、哑で、聾の状態のまま召集する」の訳注も参照。

2「角笛に吹き込まれ」ることについては、家畜章 73の訳注を参照。

3 復活の日*における山々の様子については、洞窟章 47の訳注を参照。

4 この「善行」は、アッラーの唯一性*の信仰と、かれのみを崇拝*すること、そして正しい

行い*のこととされる（ムヤッサル 385頁参照)。

5 この「善きもの」とは、天国のこととされる（前掲書、同頁参照)。

1
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90. そして （復活の日*、）悪行1 と共にやって

来た者、彼らは顔から逆様に業火の中に投

げ込まれ （、こう言われ）る。「一体あな

た方が報われているのは、自分たちが （現

世で）行っていたこと （によるもの）以外

の、何ものでもないのではないか？」

91. (使徒*よ、言うのだ。）「私は外ならぬ、

この町 （マッカ*) の主2を崇拝*するように

命じられた。かれがそこを、聖なる地3とさ

れたのだ。かれにこそ、全ては属する。ま

た私は、服従する者 （ムスリム*) の一人

となるよう、命じられたのである。

92. そして、クルアーン*を誦む4 ことを （命じら

れた）」。導かれた者があれば、実に彼は自

分を益するために導かれるだけであり、また

迷う者があれば （、使徒*よ）、言ってやるの

だ。「私は （信仰しない者にアッラー*からの

懲罰を告げる、）警告者の一人に過ぎない」。

93. そして （使徒*よ、）言うのだ。「アッラー
*に全ての称賛*あれ。やがてかれはあなた

方に、その御徴 5を見せ給い、あなた方は

それを知ることになる。あなた方の主*は、

あなた方が行っていることに迂闊ではあ

られないのだ」 。

J

翕 法 病 路G

1 この 「悪行」 は、シルク *を始めとした、諸々の悪行のこと （ムヤッサル 385 頁参照)。

2 アッラー*はマッカ*だけではなく 、全ての町の主*である。しかしここではマッカ*の民に、

彼らに対するアッラー*の特別の恩恵を知らしめ、彼らがアッラー*のみを崇拝*すべきであ

ることを訴 （うった）えている （アッ = タバリー8:6335 参照)。

3 そこでは不当な流血、不正

'
狩猟 （しゅりょう）、植物を刈ったりすることなども禁じら

れる （前掲書、同頁参照)。雌牛章 125 の訳注も参照。

4 「誦む」 については、雌牛章 121 の訳注を参照。

5 この 「御徴」 は、真理を示し、虚妄 （きよもう）を明らかにする知識のこととされる （ム
ヤッサル 385 頁参照)。詳細にされた章 53 も参照。
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第 28章

物語章

慈悲あまねぐ慈愛深き*

アツラー*の御名において

4

0

^
1. ター •スイ ーノ •ぐームム〇

2. (使徒*よ、）それは解明する啓典3

(アーヤ*) である。

3. われら*は （クルアーン*を）信仰する民のた

め、ムーサー*とフィルアウン*の消息の一部

を、真実と共にあなたに誦んで聞かせよう。

4. 本当にフィルアウン*は地上 （エジプト）で

驕り高ぶり、その住民を諸派に分けた4。彼

はその内の一派 （イスラーイールの子ら*)

を抑圧し、その男児を殺しまくり、女_児は

生かしておいた5のだ。本当に彼は、腐敗*

を働く者の類いであった。

5. そしてわれら*は、地上で抑圧されていた者

たち （イスラーイールの子ら*) に恵みを垂

れ、彼らを （善の）導師とし、相続人6とす

ることを望むのである。

し る し

の御徴

^ •?-

i マッカ*啓示 （一部アーヤ*はマディーナ*啓示説あり）。スーラ*の大半を、ムーサー*に関

する物語が占めている。暴君フィルアウン*のイスラーイールの子ら*に対する圧制と、ム
ーサー*の数奇 （すうき）な生い立ち、エジプトからの逃亡、使徒* としての使命を受けた

後のエジプト帰還、及び不信仰の暴君に対する勝利という逸話が、不信仰だった大富豪力

ールーンの破滅の話も交えながら、当時のマッカ*の不信仰者* たちへの教訓と、預言者*

ムハンマド*への慰 （なぐさ）め、そしてやがて訪れる預言者*のマッカ*帰還とムスリム*

たちの勝利を暗示する形で示されている。

2 この文字群については、頻出名•用語解説の「クルアーンの冒頭に現れる文字群*」を参照。

3 「解明する啓典」 については、ユースフ*章 1 の訳注を参照 （ムヤッサル 385 頁参照)。

4 フィルアウン*は各集団を、彼が望む分野に仕えさせた（イブン•カスィール 6:220 参照)。

5 「男児を殺し…」 については、雌牛章 49 の訳注を参照。

6 フィルアウン* とその民の滅亡後に、その地を相続する者たちということ （ムヤッサル 385
頁参照)。高壁章 137 も参照。
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6. また、われら *は地上において彼らを確立さ

せ、フイルアウン* とハーマーン1 とその軍勢

に、彼らが彼ら （イスラーイールの子ら*) か

ら怖れていたもの2を見せる（ことを、望む）。

4L2-VJ ぶ

^
われら*はムーサー*の母親に、（こう）示し

た。「彼 （生まれたばかりのムーサー*) に、

乳をやるのだ。そしてあなたが彼のこと3で

怖れた時には、彼を （箱に入れて）海原4へ
と放り投げ、怖れもせず、悲しみもするの

ではない。本当にわれら*は、彼をあなたの

もとに返す者であり 、彼を遣わされし者

(使徒*) の一人とする者なのだから」 。5

7.

ぶ6»:填

^
8. そして彼 （ムーサー*) を、フィルアウン*

の一族が拾った。その結果、彼は、彼らに

対する敵と悲しみ6となった。本当にフィル
ぐんぜ1

アウン* とハーマーンとその二人の軍勢は、
あやま

誤った者たちだったのだ。

そしてフィルアウン*の妻7が（、彼を気に入

って）言った。「 （この子は）私とあなた

にとっての、喜び8です。彼を殺さないで下

9.

1 「ハーマーン」は、フィルアウン*の宰相（さいしよう）（アルニクルトウビー13:253 参照)。

2 つまり、彼らの滅亡と王権の終焉 （しゆうえん)、イスラーイールの子ら*出身の者の手に

よって、彼らが国から追放されること （ムヤッサル 386 頁参照)。

3 つまり、彼女に男児がいることが分かって、彼が殺されそうになること （前掲書、同頁参

照)。この背景については、雌牛章 49 の 「男児は殺し•••」 の訳注を参照。

4 この 「海原」 は、ナイル川のこと （前掲書、同頁参照)。

5 この後、ムーサー*が見つかって殺されそうになり、彼女はアッラー*に命じられた通りに

した （イブン•カスィール 6:222 参照)。

6 つまり、フィルアウン*らの宗教に異を唱（とな）える敵となり、彼らの溺死（できし）と、

その王国の崩壊という彼らの悲しみの原因となる者、ということ（ムヤッサル 386 頁参照)。

7 この 「妻」 は、ムーサー*によって導かれた女性となった、アースィヤのこと （イブン•力

スィール 6:222 参照)。預言者*ムハンマド*は彼女を、最善の女性の一人に数えている （ア
ル=ブハーリー3411 参照)。

この 「喜び」 については、マルヤム*章 26 の訳注を参照。8
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さい。彼は私たちの役に立つでしようし、

あるいは彼を （私たちの）子供にしてもよ

いでしようから」 。彼らは （その赤ん坊が

自分たちを滅ぼすことになるとは）、気付

く由もなかったのだ。

ゆ�㈤�★ぬ
10. そしてムーサー*の母の心は、 （ムーサー*

ゆえの悲しみで）空っぽになってしま

た。本当に彼女はそれゆえに、 （赤ん坊が

自分の子であることを）打ち明けてしまい

そうなほどであった。彼女が信仰者の一人

としてあるべく、われら *が彼女の心を繫ぎ

とめて 1おかなかったならば。

つ

また、彼女は （ムーサーの入った箱を川に

流した時）、彼 （ムーサー*) の姉に 「彼を

追っかけなさい」 と言っていた。それで彼

女は （その通りにし）、彼ら （フィルアウ

ン* とその民）が気付かぬ中、彼のことを遠

くから見た。

11.

ci リ

^
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じ

^
512. また、われら *は （ムーサー*が母親のもと

に帰される）以前、彼 （ムーサー*) に乳母

たちを禁じた2。それで彼女 （ムーサー*の

姉）は、言った。「あなた方のために、彼

に対して誠心尽くして、その世話をしてく

れる家族へとご案内しましょうか？」

念

^
！

^
13. こうしてわれら*は彼 （ムーサー*) を、そ

の母のもとに帰した。それは彼女が喜び3、

(彼との別れを）悲しまないようにするた

めで、また彼女が、アツラー*のお約束が真

1 「心を繫ぎとめる」 については、戦利品*章 11 の訳注を参照。

2 ムーサー*は複数の乳母をあてがわれたが、その授乳を拒 （こば）み続けた （ムヤッサル

386 頁参照)。

3 この 「喜び」 については、アーヤ*9 の同語についての訳注を参照。
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実であることを知るためであった。しかし

彼ら （不信仰者*) の大半は、（そのことを)

知らないのだ。

14. 彼 （ムーサー*) が成熟 1 し、強固になった

時、われら *は彼に英知と知識を授けた。そ

のようにわれら *は、善を尽くす*者たちに

報いるのである。

职めUP於を

似 雖

15. そして彼 （ムーサー*) は、その民が油断し

ている時間帯2に町に入り、そこで戦ってい

る二人の男を見出した。（一方の）この者

は彼の部族出身の者で、 （もう一方の）こ

の者は彼の敵の内の者3。そして彼の部族出

身の者が、彼の敵の内の者に対し、彼 （ム

ーサー*) に助けを求めたので、ムーサー*

は彼を （拳で）殴り、これを殺してしまっ

た。彼 （ムーサー*) は言った。「これはシ

ヤイターン*のわざである。本当に彼は、（人

間を正道から）迷わせる、紛れもない敵な

のだ」 。4

©WbW#為

16. 彼は申し上げた。「我が主*よ、本当に私は

自分自身に不正*を働いてしまいました。
ならば私を、おMし下さい」 。そしてかれ

は、彼をお赦しになった。本当にかれこそ

は、赦し深いお方、慈愛深い*お方であられ

るのだから。

1 この 「成熟」 については、巡礼*章 5 「成熟」 の訳注を参照。

2 この時間帯については、「昼寝時」「マグリブ* とイシャーゥ *の間」 という説がある （アル
=パガウィー3:526 参照)。

3 つまり前者がイスラーイールの子ら*の内の者、後者がフィルアウン*の民の内の者である

コプト人 （アッ =サアディー613 頁参照)。この時には、ムーサー*がイスラーイールの子
ら*の一人であることは知れ渡っていたとされる （アル=パガウィー3:527 参照)。

4 この出来事は、ムーサー*が預言者*となる前のこと （ムヤッサル 387 頁参照)。
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彼 （ムーサー*) は申し上げた。「我が主*

よ、あなたが私に恵んで下さったもの1ゆ

え、私は決して、罪悪者たちに対する援助

者とはなりません」 。

1

^
4=、 三1
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し•…。レ17.

狄巍も

^
』
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18. 彼は翌朝、 （復謦されるのではないかと）

町で怖れ始め、 （何が起きるかと）注意深

く見守るようになった。そしてどうであろ

う、昨日彼に助けを求めた者が、 （また別

のコプト人と争っており、）彼に向かって

(助けを求め、）大声で叫んでいる。ムー

サー*は彼2に言った。「実にあなたは、紛れ
あやま

もなく誤った者3だ」 〇

1x3

求上おぶ

^
i

1 9. そ し て 彼 （ム ー サ ー *) が、 （イ ス ラ ー イ

ールの子ら *の内の者に同情し、）彼ら二

人 の 敵 で あ る 者 を や っ つ け よ う と し た

時、彼4は 言 っ た。「ム ー サ ー * よ、一 体

お前は昨日人を殺したように、私のこと

も殺すつもりなのか？ お前は、地上で暴

君 と な る こ と を 望 ん で い る に

^
な ら な

い。そ し て お 前 は、改 善 者 と な り た く は

ないのだ」 。

1 悔悟、罪の赦し、その他の偉大な恩恵の数々のこと （ムヤッサル 387 頁参照)。

2 アル=バガウィー*によれば、大半の学者はこの 「彼」 を、イスラーイールの子ら *出身の

者と解釈している（3:528 参照)。

3 「誤った者」 と言ったのは、「自分では太刀 （たち）打ちできない者と争う」ゆえ、あるい
は「ムーサー*が彼ゆえに人を殺してしまったのに、翌日にまた同じことをさせようとして

いる」 ゆえである、とされる （アル= クルトウビー13265 参照)。

4 この 「彼」 は、イスラーイールの子ら *出身の者で、ムーサー*が自分に対して暴力を振る
うものだと勘違いして、こう言ったのだとされる。そしてそれを聞いたコプト人が、その
話を広め、フィルアウン*はムーサー*を捕まえ、殺すお触れを出した （イブン•カスィール

6:225-226 参照)。アッ = シャウカーニー*によれば、これが大半の解釈学者の見解だが、

「彼」 がコプト人という説もある（4:217 参照)。
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は ず

Jゆ知'
20. 町の一番外れから、一人の男が急いでやって

来た。彼は言った。「（ムーサー*よ、）本当

に （フィルアウン*の民の）有力者たちは、あ

なたを殺そうと、あなたについて相談してい

ます。ならば、（この町を）出て行きなさい。

本当に私はあなたへの、助言者なのですよ」。

21. それで彼は怖れ、 （追っ手につかまらぬよ

う）注 意 深 く そ こ を 脱 出 し、 （こ う）申 し

上げた。「我が主*よ、私を不正*者である

民から救って下さい」 。

マ ド ウ ヤ ン*の 方 を 目 指 す と、彼 は （こ う）

言った。「我が主*は私を、まっすぐな道へ

と 導 い て 下 さ る だ ろ う」 。1

おJ036こぶ;1315每從

ゆ 與

J こ犯從�
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22.

お も む

そしてマドウヤン*の水場に赴いた時、彼は

そこで人々の集団が（家畜に）水をやってい

るのを見た。また、二人の婦人が （そこに割

り込めずに）彼らから離れて、（自分たちの

家畜を）制しているのを見出した。彼は言っ

た。「どうなさいましたか？」彼女たち二人

は言った。「牧童たちが（彼らの家畜を水場

から）出て行かせるまで、（自分たちの家畜

に）水をやることが出来ません。そして私た

23.

ね ん ぱ い

ちの父は、年配の老人なのです」 。

. それで彼は、彼女たち二人のために （家畜

に）水 を や っ た。そ れ か ら （木）陰 に 退 く

と、（こ う）言 っ た。「我 が 主*よ、本 当 に

私は、あなたが私に下された善きものに飢

え て い ま す j 。2

ぞJLAS

^
J
' 4 5
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24

1 マドウヤン*の民は預言者*イブラーヒーム*の子孫で、ムーサー* との血縁関係がある。し

かし彼は、その道を知らなかったため、アツラー*に道案内を祈ったのだという （アルニク

ルトウビー13:253 参照)。

2 ムーサー*は、着の身着のままでエジプトを後にして来たので、ひどい飢えに襲われていた

(アルニパガウィー3:528 参照)。
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: ゆ！

^
鱗25. すると、彼のもとに二人の婦人の内の一人

が、恥ずかしそうに歩きながら、やって来

た。彼女は言った。「私の父はあなたに、

あなたが私たちのために水をやって下さ

たご褒美を差し上げたく 、あなたをお呼

びしています」 。こうして彼 （彼女らの父

親）のもとにやって来ると、彼 （ムーサー
*) は彼に物語1を語って聞かせた。彼 （彼

女らの父親）は言った。「怖れないで下さ

い。あなたは不正*者である民から、救われ

たのですから」 。

•Q

26. 彼女たちの内の一人が言った。「お父さん、

彼をお雇いなさい。本当に、あなたがお雇

いになる最善の者は、力強く 、誠実な人2な

のですから」 。

二 雄
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27. 彼 （婦人たちの父親）は言った。「私は、

あなたが八年間、私に（牧童として自らを）

雇わせることで、この我が二人の娘たちの

内の一人をあなたに嫁がせたいのです。そ

してもし、あなたが十年間全うされるのな

ら、それはあなたからのもの3であり、私は

(それを義務づけることで、）あなたに苦

労させるつもりはありません。あなたは

——もしアツラー*がお望みならば

が正しい者4の一人であることを見出すで

し よ う」 0

、私

1 この 「物語」 とは、彼と、フイルアウン* とその民の間に起こった話のこと （ムヤッサル

388 頁参照)。

2 ムーサー*は、十人がかりでしか動かせないような重い岩を持ち上げて家畜に水をやった。
また、婦人と共に彼女らの父親のもとに行く時には、彼女を （見て誘惑されぬよう）自分
の後方に歩かせつつ、道案内をさせたのだという （イブン•カスイール 6:227-229 参照)。

3 つまり、自発的な善行ということ （ムヤッサル 388 頁参照)。

4 つまり、よき付き合いと、約束の遵守において 「正しい者*」（前掲書、同頁参照)。



28. 物語章 0 ーマ八

28. 彼 （ムーサー*) は言った。「それは、私

とあなたの間で （成立しました）。いず

れの期限をこなすにせよ、私への違反は

なしです。そして、アツラー*が私たちの

言うことにおいて、全てを請け負われる *

お方です」 。

2ルAりじL」-ゞ、

ぶ，: ㈣碌

こうしてムーサー*が期限 1を終え、自分

の家族と共に （エジプトへと向かって）

歩んだ時2、山の傍らに火を認めた。彼は

自分の家族に言った。 「 （ここに）留ま

ていなさい。実に私は、火を見つけた

のだ。私はそこからあなた方のもとに、

(道案内の）知らせと共に、あるいはあ

なた方が暖を取れるように、火種を携え

てやって来よう」 。

. それで彼がそこへやって来た時、祝福にあ

ふれた地における谷の右側から、つまりそ

の木から3、彼に （こう）呼びかけられた。

「ムーサー*よ、本当にわれこそは、全創造

物の主*アツラーである」 。

31. また、 「あなたの杖を投げよ」 と。それ

で （彼がそれを投げ、）それが敏捷な小

蛇のように躍動するのを見た時、彼は背

を向けて引き下がり、戻って来なかった。
(アツラー*は仰せられた。）「ムーサー

*よ、近寄るのだ。そして怖がるのではな

い。本当にあなたはまさしく 、安全なの

だから。

9Q
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1 ムーサー*は十年間、彼のもとで働いたとされる （アル=ブハーリー2684 参照)。

2 この時の出来事については、ター•ハー章 10-16、犠章 7 とそれらの訳注も参照。

3 マルヤム*章 52 の訳注も参照。
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32. あなたの手を懐に入れてみよ。そうすれ

ば、それは災い1もなしに白くなって出て

くる。また、恐怖（の軽減）のためには、

あなたの翼を自分（の側）に引き寄せてみ

よ2。その二つは、あなたの主*からフィル

アウン*とその（民の）有力者たちへの、明

証である。本当に彼らは、放逸な民だった

のだから」。

〇\ L
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念

33. 彼は申し上げた。「我が主*よ、本当に私は

彼ら（フィルアウン*の民）の一人を殺して

しまいました3。そして、彼らが私を殺すこ

とを怖れます。

J

^
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^
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34. また、我が兄ハールーン*こそは、私より言

葉が雄弁です4。ゆえに彼を、私と共に
％
私

(の言葉）を確証する助っ人としてお遣わ

し下さい。本当に私(よ、彼らが私を嘘つき

呼ばわりすることが怖いのです」。

35. かれは仰せられた。「われら*は、あなたの

兄をあなたの片腕とし、あなた方二人に

権勢5を与えよう。そして彼らが、あなた方

二人を害することはない。われら*の御徴

ゆえ、あなた方二人と、あなた方二人に従

た者は、勝利者なのである」。

峰 此 \1LJ

つ

1「災い」については、ター•ハー章 22の訳注を参照。

2 この「翼」は、腕、あるいは手全体のこと。意味の解釈には、「手が真っ白になって怖くな
たら、それをまた胸元に入れて、戻してみよ。そうすれば、それは元通りになる」「手を

胸元へと引き寄せれば、大蛇への恐怖は消え去る」などの諸説がある。また、「翼を引き寄
せる」という表現はそもそも、「恐怖を和らげる」という慣用句である、といった説もある
(アル=バガウイー3:534 参照)。

3 詳しくは、アーヤ*15を参照。

4 ター•ハー章 27とその訳注、詩人たち章 13も参照。

5 この「権勢」とは、彼らが招くものに対する根拠と、敵に対する威圧惑のこと（アッ=サ
アディー615 頁参照)。

ウ
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uyis ドfrL>-UL336. こうしてムーサー*が、われら*の明白な御

徴 1 と共に彼ら （フィルアウン* とその民の

有力者たち）のもとにやって来た時、彼ら

は言った。「これは捏造された魔術に外な

らない。それに私たちはこのようなこと 2

を、先人である私たちのご先祖様たち （の

時代）にも、聞いてはいなかったのだ」 。

37. ムーサー*は言った。「我が主*は、誰がか

れの御許から導きを携えてやって来た

か、そして誰に世の （善き）結末3があるか

を、最もよくご存知です。本当に不正*者た

ちは、成功することがありません」 。
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38. フィルアウン*は言った。「名士たちよ、私

は自分以外、あなた方にとって崇拝すべき

いかなる存在も知らない4。ハーマーン5よ、

私のために泥土に火をつけよ6。そしてムー

サーの神を見るために、私のために （それ

で）塔を建てよ。本当に私は、彼がまさに

嘘つきの類いだと思うのだ」 。7

39. そして彼とその軍勢は、不当にも地上 （ェ
ジブト）で驕り高ぶり、自分たちが（死後)

われら*のもとに戻されることなどない、と

思い込んでいた。

1 この「御徴」は、彼らの主張を裏づける知的証拠、あるいは奇跡（アル=クルトウビー13:288
参照)。

2 「このようなこと」 とは、アツラー*に何ものも並べずに崇拝*する、という教えのこと （イ

ブン•カスィール 6:237 参照)。

3 「世の （善き）結末」 については、家畜章 135 の訳注を参照。

4 同様のアーヤとして、詩人たち章 29、至高者章 24 も参照。
5 「ハーマーン」 については、アーヤ 6 の訳注を参照。
6 これは、レンガを焼くことを意味する （アツニサアディ ー616 頁参照)。
7 同様のアーヤとして、赦し深いお方章 36-37 も参照。
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40. それで、われら *は彼とその軍勢を捕え、彼

らを海原に放り捨てた。ならば不正*者たち

の結末がいかなるものであったか、見てみ

るがよい。1

また、われら *は彼らを、業火へと招く先導

者とした。そして復活の日*、彼らは （いか

なる者からも）援助されることがない。

41.

42. また、われら *は現世において、彼らに呪い

を付き纏わせた2。そして復活の日*、彼ら

は （アツラー*のご慈悲から）遠ざけられた

者たち3の類いである。

43. われら *は確かに、先の（幾多の）世代を滅

ぼした後、ムーサー*に啓典 （トーラー*)

を授けた。人々への開眼4と、導き、慈悲と

して、彼らが教訓を得るようにと （、それ

を授けたのである）。

(雇徒*ムハンマド *よ、）われら *がムーサ

一*に事を命じた時5、あなたは （その山の）

西側にいたわけでもないし、そこに立ち会

ていた者の一人でもなかったのだ。

45. しかしわれら *は （ムーサー*の後）数々の

世代を設け、彼らに長い年月が流れ去って

(、彼らはアツラー*との約束を忘れて）し

まった。またあなたは、マドウヤン*の民の

©

44.
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^1 その様子については、ユーヌス *章 90-92、ター•ハー章 77-78、詩人たち章 61-66、煙霧
章 23-24 も参照。

2 同様のアーヤ*として、フード章*99 とその訳注も参照。

3 外にも、「滅ぼされた者たち」「醜くされた者たち」 という解釈がある （アル=パガウィー

3:536 参照)。

4 「開眼」 については、家畜章 104 の訳注も参照。

5 つまり、アツラーがムーサーに、彼とその民が守るべき物事において命令され、彼との契
約を結んだ時のことを指す （アツ = タバリー8:6397 参照)。
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もとに滞在していた者でもなければ、彼ら

にわれら*の御徴を誦み聞かせていたわけ

でもない。だがわれら*はもとより、（使徒

*を）遣わす者だったのだ。

46. また（使徒*よ）、われら*が（ムーサー*

に）呼びかけた時、あなたはその山の傍ら

にいたわけでもなかった1。しかし、あなた

以前に警告者が一人も到来していなかっ

た民2に警告を告げるため、あなたの主*か

らの慈悲として（遣わされたのである）。
(それは、）彼らが教訓を得るようにする

ためだったのだ。

47. そして、もし自分たちが行ったことゆえ

に、彼ら（不信仰者*)に災難が降りかかり、

「我らが主*よ、どうして私たちに使徒*を

遣わしてくれなかったのですか？ そう

すれば私たちはあなたの御徴に従い、信

仰者の仲間となりましたのに？」と言うこ

とにならなければ(、われら*は使徒*を遣わ

さなかったのだが）。3

-48. そして彼らのもとに、われら*の御許から真

理が訪れた時4、彼らは言った。「どうし

て彼（ムハンマド*) には、ムーサー*に与

えられたようなもの5が、与えられなかった

4

^
〆 〆 if J〆 i t又

yyj

�] 私 は

i アーヤ*44-46 の説明は、預言者*ムハンマドがその場にいたわけでもなかったのに、当時

の状況を事細かに描写できるのは、アツラーからの啓示を授かった使徒であるにほかなら

ない、ということである（アツ=サアデイー617頁参照)。

2 この「民」は、長い間、使徒が遣わされていなかったアラブ人のこと。尚このアーヤが、
アラブ人以外の者に対しての警告を否定することにはならない（前掲書、同頁参照)。家畜

章 19、高壁章 158とその訳注、識別章 1、サバア章 28なども参照

3 関連するアーヤ*として、夜の旅章 15とその訳注も参照。

4 預言者*ムハンマド*が警告者として到来した時、ということ（ムヤッサル391 頁参照)。

5 奇跡や、啓典が一度に全部下されたこと（夜の旅章 106、識別章 32 とその訳注も参照）

などを指す（前掲書、同頁参照)。
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のか？」彼らは以前、ムーサー*に授けられ

たものを否定しなかったのか？ 彼らは言

たのだ。「（トーラー*とクルアーシ *は、）

お互いに支え合う二つの魔術 1 である」 。

また、 （こう）言った。「本当に私たちは、

そのいずれをも拒否する者なのだ」 。

49. (使徒*よ、）言ってやれ。「ならば、アツ

ラー*の御許から、その二つ （トーラー*と

クルアーン *) よりも正しく導いてくれる

啓典を持って来てみよ。そうすれば、私は

それに従おう。もし、あなた方が本当のこ

とを言っているのならば、だが」 。

つ

么 ジ沒一̂ か

流與こん：

頌し以

50. そして、もし彼らがあなた （の要望）に応

じなかったら、彼らが自分たちの欲望に従

ているに過ぎないということを知れ。ア

ッラー*からのお導きもないままに、自分

つ

したが

の欲望に従う者よりも、ひどく迷った者が

あろうか？ 本当にアツラー*は、不正*者

である民をお導きにはならないのだ。

われら*は確かに、彼らのために御言葉 （クル

アーン*) を、つなげ（て下し）た2。（それは、）

彼らが麵IIを得るようにするためである。

51.

CfM
©こ

^
52. それ以前に 、われら *が啓典を授けた者

(啓典の民*) たち3、彼らこそは、それ （ク

ルアーン *) を信じるのだ。

1 不信仰者 *らは、それらが魔術と人々を迷わせることにおいて互いに助長し合うものだ、と

主張した （アッ =サアディー617 頁参照)。

2 クルアーン *が「つなげる」と表現されているのには、クルアーン *が一度に下らずに、次々

と下ったことの外、その内容において、吉報や警告、希望や恐怖、物語や訓戒などが連続

して現れることなども示しているとされる （イブン•アーシユール 20:142 参照)。

3 自分たちの啓典を改ざんしたりすることのなかった、啓典の民*のこと （ムヤッサル 392

頁参照)。
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53. そして、彼らにそれ（クルアーン*)が舗ん

で聞かされた時、彼らは（こう）言った。
「私たちはそれを信じました。本当にそれ

は、我らの主*からの真理ですから。本当に

私たちはそれ以前から、服従する者（ムス
リム*) だったのです」。

54. それらの者たちは、彼らの忍耐*ゆえに、そ

の褒美を二度与えられる。そして彼らは悪

を善で追いやり1、われら*が彼らに授けた

ものの内から（施しとして）費やす2ので

ある3。

55. また彼らは、戯言4を耳にすれば、それに背

を向けて（こう）言った。「私たちには私

たちの行いがあり、あなた方にはあなた方

の行いがあります。あなた方に平安を5。私

たちは、無知な者たち（のやり方）を望ま

ないのですから」。

(使徒*よ、）本当にあなたが、自分の好む

者を導くのではない。しかしアツラー*が、

かれのお望みになる者をお導きになるの

であり、かれは導かれる者たちを最もよく

ご存知である。6

過

^̂
装從

齡 匕;与
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5G.

l 「悪を善で追いやる」については、信仰者たち章 96、詳細にされた章 34-35も参照。

2「(施しとして）費やす」については、雌牛章 3の訳注を参照。

3「褒美を二度与えられる」のは、彼らが自分たちの啓典を信じていた上に、クルアーン*

のことも信じたため（ムヤッサル 392 頁参照)。鉄章 28も参照。

4 この「戯言」には、「無意味な言葉」「そもそも啓典には含まれていなかった、人為（じん
い）的に付け加えられたもの」といった解釈がある（アッ=タバリー8:6409 参照)。

5 これは挨拶ではなく、放免の意味。「あなた方は、私たちから悪口や汚い言葉で返されたり

することから無事ですよ」ということ（アル=バガウイー3:539 参照)。識別章 63とその
訳注も参照。

6 最終的な導きがアッラー*にのみ委ねられていることについては、雌牛章 272、蜜蜂章 37、
ユーヌス/章 99-100、犠章 80、相談章 52とその訳注も参照。
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57. 彼ら （マッカ*の不信仰者*たち）は、言っ

た。「もし私たちが、あなたと一緒に導き

に従えば、私たちは自分たちの土地 （マッ

力*) から攫われてしまうだろう 1」 。われ

ら*は彼らに、安全なる聖域2を確立してや

たのではないか？ あらゆるものの果実

は、われら*の御許からの糧としてそこに集

められて来るのだ。しかし彼らの大半は、

(その恩恵のほどが）分からない。

ウ

あ>

^
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^
38. われら*はその暮らし向きに思い上がった、

どれだけ多くの （不信仰な）町 （の人々）

を滅ぼしてきたことか。そして、それらが

(廃墟と化した）彼らの住居である。（そ

の 内）僅 か な も の を 除 い て は、彼 ら の

(滅亡）後、居住されることはなかったの

だ。われら*こそはもとより、相続者3なの

である。

59. また （使徒* よ）、あなたの主*はもとより、

町々を滅ぼされるお方ではない一一町々

の母4 (の民）のもとに、われら*の御徴を

彼らに誦んで聞かせる使徒*を遣わすまで

。そしてわれら*は、その民が不正s

者でありもしないのに、町々を滅ぼす者で

はない。5

似 ゞ 匕

は

1 つまりシルク*の徒である他のアラブ人たちを敵に回すことで、殺害されたり、捕虜 （ほり

よ ）になったり、財産を奪われたりすること （イブン•カスイール 6:247 参照)。

2 「安全なる聖域」 とは、マッカ/ の聖域のこと。雌牛章 125 の訳注、犠章 91 「聖なる地」
の訳注も参照。

3 「相続者」 については、イムラーン家章 180 の訳注も参照。

4 町々の 「母」 とは、マッカ*のこと （ムヤッサル 392 頁参照)。家畜章 92 「都市の母」 の
訳注も参照。

5 関連するァーヤ* として、夜の旅章 15 とその訳注も参照。また、アーヤ> 46 「民」 の訳注

も参照。
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60. (人々よ、）あなた方に授けられたいかな

るもの1 も、現世の生活の楽しみとその飾り

に過ぎないのである。そしてアツラー*の御

許にあるものは、より善く、より永く残る

もの。一体、あなた方は分別しないのか？

決勝

^
科

61 . われら *が （われら *に従った者には天国

を与えるという）善き約束をし、（その約

束を果たすことで）それ2を目の当たりに

する者は、われら*が現世の生活の享楽で
したが おぼ

楽しませ、 （導きにも従わずに現世に溺
せ い さ ん

れ、）それから復活の日*に （悪い清算へ

と）連れて来られる者たちの類いと、同様

であろうか？

5 fik?62. そして、かれ （アツラー*) が彼ら （シルク
*の徒）を呼んで、「あなた方が主張してい

た、（崇拝*における）われの同位者たち3は、

どこなのか？」 と仰せられる日のこと （を

思い起こさせよ）。

63. 自分たちに （懲罰という）御言葉が確定し

た者たち4は、言う。「我らが主*よ、これ

らの者たちは、私たちが逸脱させた者たち

です。私たちは自分たちが逸脱したよう

に、彼らを逸脱させました。私たちはあな

たに、 （彼らとは）無縁だと宣言します。

難❾城；在
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1 つまり財産や子供などのこと （ムヤッサル 393 頁参照)。

2 天国のこと （前掲書、同頁参照)。

3 「われの同位者たち」 とは、彼らがアッラー*に対してシルク*を犯していた偶像など、彼

らが拠 （よ）り所としていた対象のこと （前掲書、同頁参照)。

4 これはシャイターン*を始め、人々を不信仰へと招いていた者たち（イブン•カスイール 6 :
250 参照)。
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あ が

彼らは私たちのことなど、崇めてはいなか

た1のですから」 。2

64. そして、（シルク*の徒は、こう）言われる。

「あなた方 （がアツラー*) の同位者 （とし

ていたもの）たちを、呼んでみよ」 。それ

で彼らはかれらを呼ぶものの、かれらの方

では彼らに応えてはくれず、彼らは懲罰を

目の当たりにする。もし、彼らが導かれて

いれば （、懲罰を目の当たりにすることは

なかったものを）。

G5. かれ （アツラー*) が、彼ら （シルク*の徒)

を呼んで、 「あなた方は、遣わされた者

(使徒*) たちに何と応えたのか？」 と仰せ

られる日のこと （を思い起こさせよ）。3

66. そしてその日、彼らにとっての言い訳はな

くなってしまい、彼らは互いに尋ね合うこ

と （で、よい言い訳を見出すこと）もない。

(現世で）悔悟して信仰し、正しい行い*

を行った者はといえば、きっと成功者の一

人となるであろう。

68. あなたの主*は、お望みのものを創り、選ば

れる。彼らに選択 （の余地）はないのだ4。
アツラー*に称え*あれ、かれは彼らがシル

ク*を犯しているものから （無縁で）、遥か

高遠なお方であられる。

69. また、あなたの主*は、彼らの胸が潜めるこ

とも、露わにすることも、ご存知である。

域 成 蘇 ぬ

67.

1 実際のところ、彼らが崇めていたのはシャイターン*に過ぎない(ムヤッサル393頁参照)。

2 同様の情景の描写として、雌牛章 166-167、高壁章 38、イブラーヒーム*章 21-22、識別

章 17-19、部族連合章 67-68、サバア章 31-33、40-41 も参照。
3 この質問に関しては、食卓章 109 とその訳注も参照。

4 アッラー*のしもべが自ら行う選択は、そもそもアッラー*がそれをお選びになり 、お創り

になったものである。また一説に、これは金の装飾章 31 にある言葉への返答 （アル=バ
イダーウィ ー4:301 参照)。
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70 そして、かれはアツラー*、かれ以外に （真

に）崇拝*すべきいかなるものもない。かれ

にこそ、現世と来世における全ての称賛*

がある。そしてかれにこそ裁決は属し、か

れの御許にこそ、あなた方は戻らされるの

である。

(使徒*よ、）言ってやれ。「言ってみよ、

もしアツラー*があなた方に対し、夜を復活

の日* まで永続するものとされたならば、

(燦然たる）光をもたらすのはアツラー以

外のどの神か？ 一体あなた方は、耳を傾

けないのか？」

卿略

71.

雜14

^
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72. 言ってやれ。「言ってみよ、 もしアッラー
*があなた方に対し、昼を復活の日まで永続

するものとされたならば、あなた方がそこ

で休息する夜をもたらすのは、アッラー*

以外のどの神か？ 一体あなた方は、眼を

開かないのか？」

73. (人々よ、）かれは、そのご慈悲ゆえに、

あなた方のために夜と昼を設けられた。

(それは）あなた方がそこ （夜）において

休息し、また （昼には）かれのご恩寵を求

め （て活動す）るため。そして、あなた方

が （かれからの恩恵に）感謝するようにな

るためなのだ。

翕3»其

74. また、かれ （アツラー*) が彼ら （シルク*

の徒）を呼び、「あなた方が主張していた、

(崇拝*における）われの同位者たち 1は、

どこなのか？」 と仰せられる日のこと （を

思い起こさせよ）。

「同位者たち」 については、アーヤ$2 の訳注を参照。
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75. そして、われら *は（使徒*を嘘つきとした）

各共同体から一人の証人1を抜き出し、（こ

う）言う。「（シルク*の正当性を確証する、）

あなた方の明証を持って来い」 。そして彼

らは、真理がアツラー*に属することを知

る。彼らの捏造していたものは、彼らから

消え失せてしまうのだ。

如巡
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76. 本当にカールーンはムーサー*の民の一人2

であり、gらに対して （その高慢さと圧制に

おいて）度を越していた。またわれら*は、

実にその（箱の）鍵が力持ちの集団にさえ重

くのしかかるほどの財宝を、彼に与えた。彼

の民（の内、正しい者たち）が彼に、（こう）

言った時のこと（を思い起こさせよ）。「（

_
分の財産に）有頂天になってはいけません。

本当にアツラー*は、 （感謝せずに）有頂天

になる者たちを、好まれないのですから。

し

^
、
を

77. そしてアツラー*があなたに授けたものに

おいて、来世の住まい （の褒美）をお求め

なさい。また、現世からのご自分の取り分

も忘れてはなりません3。そしてアツラー*

があなたに対して善くなされたように、

(他人に対して）善くし、地上で腐敗*を求

めてはなりません。本当にアツラー*は、腐

敗*を働く者たちをお好みにはならないの

ですから」 。

1 この 「証人」 とは、各預言者¥のこと。彼らは自分の民が現世で行っていたシルク *や、自

分たちを嘘つき呼ばわりしたことなどを、証言する （ムヤッサル 393 頁参照)。婦人章 41
の訳注も参照。

2 カールーンはムーサー*のいとこであった、と言われる （アッ = タバリー8:6424 参照)。

3 一説に、この 「取り分」 は寿命のこと。つまり、「現世で正しい行い>をしないまま、寿命

を無駄にしてはならない」 という意味。別の一説では、「合法な物事を楽しみ、求める」 と

いう 「現世の取り分」 のことを指す （アル=クルトウビー13:314 参照)。
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78• 彼（カールーン）は言った。「私は外でも

ない、自分にある知識ゆえに、それを授け

られたのだ1」。一体、彼は知らないのか？

彼よりも、ずっと力が強大で遥かに蓄えも

多かった彼以前の数々の世代を、アツラー
*が確かに滅ぼされたということを？

罪悪者たちは、その罪について尋ねられる

ことはない2。

79. こうして彼は（ある日）、その装飾品に

身を包んで（自らの偉大さと財産を誇示

しつつ）、彼の民の前に現れた。現世の

生活（の煌びやかさ）を望んでいる者た

ちは、言った。「私たちにも、力ールー

ンに与えられたような物があったらいい

のに！ 本当に彼はまさしく、偉大な幸運

の持ち主だ」。

こ

^
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80. そして、知識を授けられた者たち3は言っ

た。「あなた方の災いよ！4 信仰し、正

しい行い*を行う者にとっては、アツラー*

のご褒美の方が（カールーンに与えられた

もの）より良いのですよ。それを授かるの

は、忍耐*強い者たち5だけですが」。

1 つまり、彼はその財産を、自分自身の稼ぎと、金稼ぎの方法に関する知識と技術によって

手にした、ということ。あるいは、「アッラー*が、自分のことをそれに相応（ふさわ）し
いとご存知であるゆえに、それを授けられたのである」ということ（アッ=サアディー623
頁参照)。

2 復活の日*、清算もなしに地獄へ入れられるということ。あるいは来世において、彼らの容
貌（ようぼう）に現れた地獄の民の印ゆえ、もはや天使*たちが彼らに尋ねることはない、
ということ（アッニタバリー8:6434 参照)。

3 アッラー*とその教え、そして物事の真相を知った者たちのこと（ムヤッサル395頁参照)。
4 この表現については、食卓章 31の訳注を参照。

5 つまり、アッラー*への服従、罪に対しての自制、辛い定めにおいて忍耐*し、かつ現世と
その欲望に対して忍耐*する者たちのこと（アッ=サアディー623頁参照)。
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81. こうしてわれら*は、彼とその邸宅を地面に

飲み込ませた。彼には、アツラー*をよそに

彼を助けてくれるいかなる集団もなかっ

たし、（懲罰から）援助される者でもなか

ったのだ。

82. そして昨日、彼の（ような）境遇を望んで

いた者たちは、（こう）言い出した。「こ

れは驚いたこと！ アツラー*はその僕た

ちの内、かれがお望みの者に糧を豊富に与

えられ、また控えられるのだ1。もしアツラ

一*が私たちにお恵み下さらなければ、私た

ちのことも沈めてしまったであろう。これ

は驚いたこと！ 不信仰者*たちが成功す

ることはないのだ」。

U3

ね:

翕⑷0降i激處上!

83. (天国という）その来世の住まい、われら
*はそれを地上で（、真理に対して）高慢さ

も腐敗*も望まない者たちのためのものと

した。そして（善き）結末2は、ね虔*な者

たちのものである。

84. 誰であろうと（復活の日*、）善行を携え

てやって来た者、彼にはそれよりも善いも

の3がある。そして誰であろうと悪行を携

えてやって来た者、（彼にはそれに応じた

悪い報いがある、というのも）悪行を行っ

1 つまり彼らは、アッラーが誰かに財産をお授けになるのが、その者に対するアッラーのご
満足の印ではないことを知った（イブン•カスィール 6:257 参照)。アッラーは財産を、か
れが愛される者にも愛されない者にも、お授けになる。だが信仰心は、かれが愛される者
にしかお授けにはならない（アル=ハーキム7381 参照)。サバア章 36、暁章 15-16とそ
れらの訳注も參照。

2 この「約束」とは、天国のこと (厶ヤッサル 395 頁参照)。

3 この「善」とは、アッラーの唯一性*に対する純粋な信仰と、アッラーの教えに沿った善行
のことであり、「それよりも善いもの」とは、その褒美としての天国と、そこでの安楽であ
るとされる（前掲書、同頁参照)。
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ていた者たちが報われるのは、自分たちが

行っていたこと （ゆえの応報）に外ならな

いのだから。

(使徒*よ、）本当にあなたにクルアーン*を(お

授けになり、その伝達と遵守を)義務づけ給う

85.

か な ら

たお方は、あなたを帰り場所へと必ずやお返

しになるお；

^
。言え。「我が主*は、誰が導き

を携えて到来したか、そして誰が紛れもない

迷妄の中にあるかを、ご存知である」 。

(使徒*よ、）あなたは、啓典が自分に下さ

れることを願っていたわけではなかった。

しかし、（それは）あなたの主*からのご慈悲

ゆえ （のもの）だったのだ。ならば決して、

不信仰者*たちの援助者となるのではない。

86.

87. また、あなたにそれが下された後、彼らに

あなたをアツラー*の御徴から阻ませて

は、決してならない。そしてあなたの主*

(の教え）へと招け。絶対にシルク *の徒の

類いとなってはならない。

»黎'蠕碎辨88. そしてアツラー*に並べて、外の神2を祈って

はならない。かれの外には、 （真に）崇拝*

すべきいかなるものもないのだから。かれの
お か お ほ ろ

御顔3以外の全てのものは、滅び行くのであ

る。かれにこそ裁決は属するのであり、かれ

の御許にこそあなた方は戻されるのだ。

1 このアーヤ*の解釈には諸説あるが、アル=クルトゥビー*によれば、預言者*ムハンマド*

が故郷マッカ*に勝利者として帰還 （きかん）することの暗示である、という説が多数派と

される（13:288 参照)。

2 「神」 に関しては、雌牛章 133 の訳注を参照。

3 アッラー* ご自身が、「御顔」 と表現されている。あるいは、「アッラー*の御顔のみを求め

て行われた行為」 以外は、全て無駄 （むだ）なものとなる、という意味 （イブン•カスィー

ル 6:261-262 参照)。
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第 29章

蜘蛛章（アル=アンカブート）1

慈悲あまねく*慈愛深き*

アツラー*の御名において

②3i . アリフ•ラーム•ミーム2。

2. 一体人々は、「私たちは信仰した」と言う

ことで、試練にかけられることもなく、放

つて置かれるとでも思つたのか？3

3. また、われら*は確かに、（使徒*が遣わされ

た）彼ら以前の者たちを試練にかけたのだ。

それでT7ッラーは、（信仰に）正直な者た

ちを必ずやご存知になり給い、嘘つきたち

so

0

かなら

を必ずやご存知になり給う。

いや、一体、悪行4を行う者たちは、われら*

を出し抜けるとでも思ったのか？ 彼らの

判断することの、何と忌まわしいことか？

1 マッカ*啓示（一部アーヤ*は、マディーナ*啓示説あり）の中でも、最も遅い時期に下っ

たものとされる。つまりマディーナ Xへの移住 Xを強いられる直前の、苦難と迫害の極（き

わ）みにあったムスリム*たちの状況を背景に、冒頭から真の信仰•試練•信仰者と不信仰

者*の末路について取り上げられる。そして、信仰者たちの試練と勝利•不信仰者*の敗北

という不変の法則は、過去の預言者*•使徒*たちとその民の間に起こった出来事の描写に

よって強調され、シルク*の無根拠さと脆弱（ぜいじゃく）さが、このスーラ*の名称に

もなっている「蜘蛛の巣（アーヤ*41 参照)」にたとえられる。スーラ*の最後は、アッ

ラー+の全能性の描写、試練において忍耐*し、努力奮闘する信仰者たちへの吉報によっ

て締めくくられる。

2 この文字群については、頻出名•用語解説の「クルアーンの冒頭に現れる文字群*」を参照。

3 預言者*ムハンマド*は仰（おっしゃ）った。「人は、自分の宗教（に対する堅固さの程度)

に応じて、試練を受ける•••」（アフマド 1481 参照)。雌牛章 214、イムラーン家章 186、

悔悟章 16、洞窟章7、ムハンマド*章 31、王権章 2とそれらの訳注も参照。

4 この「悪行」は、シルク*を始めとした、アッラー*に対する不服従行為のこと（ムヤッサ

ル 396頁参照)。
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cfi 4題(来世における）アツラーとの拝謁を望む1

者は誰でも、 （そのために準備せよ、）本

当にアツラー*の （復活の）期限は、必ずや

て来るのだから。かれは、よくお聞きに

なるお方、全知者であられる。

そして （アツラー*ゆえに）奮闘する者は誰

でも、自分自身のために奮闘しているに過

ぎない。本当にアツラー*はいかなる創造物

(の行いや崇拝*行為）からも、まさしく満

ち足りておられる *お方なのだから。2

5.

ウ

6.

©ojaiyf

また、信仰して正しい行い*を行う者たち、わ7

かなら

れら*は必ずや、その悪行を彼らのために帳
かなら

消しにしてやる。そして必ずや、彼らが行つ

ていた最善のもので、彼らに報いてやるのだ。

われら*は人間に、自分の両親への孝行を命じ

た3。そしてもし彼ら二人が、あなた4が（崇拝

*の正当性について）何も知らないものをわれ

に並べるべく、あなたに執拗に迫って来たな

らば、（そのことに関しては）彼らに服従す

るのではない5。われにこそ （復活の日*) 、

あなた方の帰り所があるのだ。そしてわれは、

あなた方が （現世で）行っていたことを、あ

なた方に告げ聞かせ （、それに報い）る。

8.

1 この 「望む」 については、ユーヌス*章 7 の訳注を参照。

2 アッラー*は被造物がご自身に服従することなど、必要とされない。しもべたちに諸々の義

務行為を課したのは、ひとえに彼らへの慈悲であり、彼らの利益のためである （アル=バ

イダーウィー4:308 参照)。

3 夜の旅章 23-24 も参照。

4 この 「あなた」 については、雌牛章 120 の訳注を参照。以下、同様の表現の際にも、同訳

注を参照。

5 アッラー*への不服従における服従、などというものはない（アル=ブハーリー7257参照)。

それは、たとえ両親であっても同様である。尚シルク *のみに限らず、アッラー*に対する

全ての反逆行為において、他人に従ったりしてはならない （ムヤッサル 397 頁参照)。
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9. 信仰して正しい行い*を行う者たち、われら
かなら

*は必ずや彼らに、（天国で）正しい者*た

ちの仲間入りをさせる。

&」'
じ

^
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^
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人々の中には、「私たちはアツラー*を信

じた」と言いつつも、アツラー* (の道）

において苦しめられれば、人 （々から）の

試練をあたかもアツラー*の懲罰のよう

に受け止めて（怯み、イスラーム*に背を

向けて）しまう者がいる1。そして、もし

もあなたの主*からの勝利が（信仰者たち

に）やって来れば、彼ら（棄教者たち）

はきっと（こう）言うのだ。「本当に私た

ちは、あなた方と共にあったのだ」。一体

アツラー*は、全創造物の胸の内2を、最も

よくご存知なのではないか？

10.

かなら

CA^J^こ#碑4或またアツラーは、信仰する者たちを必ずや11.
かなら

ご存知になり給い、偽信者*たちを必ずや

ご存知になり給う。3

1

^
':こ^
與 な4、

こ ふ

ぎ

12. また不信仰に陥った者*たち4は、信仰する

者たちに言う。「私たちのやり方（宗教）
あやま

に従って、私たちにあなた方の過ち（の

罪）を背負わせよ」。彼ら（不信仰者*)は、

彼ら（信仰者）の罪など少しも背負うこと

などないというのに。本当に彼らは、まさ

しく嘘つきなのだ。

1 同様のアーヤ*として、巡礼章 11 とその訳注も参照。

2 いかに表面的に取り繕（つくろ）っても、アッラー*は人が心の内に隠すものをご存知であ

る（イブン•カスイール 6:266 参照)。

3 そしてそれは、順境と逆境による試練によってである（前掲書、同頁参照)。アーヤ 2 の
訳注も参照。

4 これは、マッカ*の不信仰者*たち（ムヤッサル397 頁参照)。
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13 また彼らはきっと、自分たちの（罪という）

重荷と、 （彼らが迷わせた民の罪という）

別の重荷を、自分たちの重荷と共に背負う

ことになる 1。そして彼らは復活の日*、自
かなら

分たちが捏造していたことについて、必ず

や尋ねられることになるのだ。

こ4

^
われら*は確かにヌーフ*をその民に遣わし、

彼はその中で （アツラー*の教えへと招きつ

つ、）千年から五十年差し引いた年月を過ご

した2。そして （彼らが信じなかったので、）

不正*者であった彼らを、洪水が捕らえた。

1 4.

15. そしてわれら *は彼 （ヌーフ*) と船の民を

救い、それ （船）を全創造物に対する一つ

の御徴3とした。

“
>4Jい16. また、イブラーヒーム*を （遣わした）。彼

がその民に （こう）言った時4。「アツラー
*を崇拝* し、かれを畏れ*よ。それがあなた

方にとってより善いのだ。もし、あなた方

が知っていたのならば。
あが

l

^
==u

^
i? o

17. あなた方は、アツラー*をよそに彫像を崇

め、でっち上げを捏造している5に)!ぎな

い。本当に、アツラー*をよそにあなた方が

崇めている者たちは、あなた方に対して糧

(を授ける力）を有してはいないのだ。な

1 同様のアーヤ*として、蜜蜂章 25 とその訳注も参照。

2 ヌーフ *とその民に起こったことに関しては、高壁章 59-64、フード *章 25-48、信仰者た

ち章 23-30、詩人たち章 105-122、整列者章 75-82、月章 9-17、ヌーフ *章なども参照。

3 この 「御徴」 とは、信仰者•不信仰者*への教訓のこと。また船それ自体も、それを通してアツ

ラー*のご慈悲に思いを馳（は）せるべき、一つの御徴である（アツ =サァディー628 頁参照)。

4 イブラーヒーム* とその民のやり取りについては、家畜章 74-82、マルヤム*章 42-48、預

言者*たち章 52-70、詩人たち章 70-89、整列者章 85-98、金の装飾章 26-28 も参照。

5 この「でっち上げ」は「彫像」のことである、という解釈もある（アツ =タバリー8:6459 参照)。
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らば、アツラー*の御許にこそ糧を求め、か

れを崇拝* し、かれに感謝せよ。かれの御許

にこそ、あなた方は戻されるのだから」 。

もしあなた方が （使徒*ムハンマド*

を）嘘つき呼ばわりしたとしても、あなた

方以前の共同体も（また、その使徒*たちを）

確かに嘘つき呼ばわりしたのだ。そして

使徒*の義務は、（啓示の）明白なる伝達に

外ならないのである。

19. また彼らは、アツラーがいかに （無から）

創造をお始めになるか知らなかったの

か？ それからかれは、それを （死後に）

繰り返し給う。本当にそれはアツラーにと

て、容易いことなのだから。

(使徒*よ、）言え。「地上を旅し、かれが

いかに創造を始められたか、見てみるがよ

い。それからアツラー*は、（死後の復活と

いう）最後の創造をお創りになるのだ。本

当にアツラー*は、全てのことがお出来のお

方なのだから」 。

21. かれは、かれがお望みの者を罰せられ、か

れがお望みの者にご慈悲をおかけ下さる。

そしてかれの御許にこそ、あなた方は戻さ

れるのだ。

22. (人々よ、）あなた方は地でも天でも、（ア

ッラー*から）逃れられる者ではない。そし

てあなた方にはアツラー*の外に、いかなる

庇護者も援助者もないのだ。

•i18.
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このアーヤ *からアーヤ*23 までが挿入説ではなく 、全てイブラーヒーム*の言葉である、

という説もある （イブン•カスィール 6:270 参照)。
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そしてアツラー*の御徴と、かれとの拝謁

を否定した者たち、それらの者たちは（来

世において）わが慈悲に絶望することにな

る者たち。それらの者たち、彼らには痛ま

23.

ちようばつ

しい懲罰がある

24. そして彼(イブラーヒーム*)の民の返答は、

「彼を殺すか、焼いてしまえ」と言うもの

だけだった。（彼らはイブラーヒーム*を火

の中に放り込んだが、）アツラー*は彼を火

からお救いになった1。本当にその中にはま

さしく、信仰する民への御徴がある。

的みW)

タシメンT〆〆*

^cy^j

25. また、彼（イブラーヒーム*) は言った。

「本当にあなた方は、現世における自分た

ちの間の愛情ゆえ2、アツラー*をよそに彫

像を設けて（崇めて）いる。やがて復活の

日*には、あなた方はお互いを否定し合い、

お互いに呪い合う3のだ。そして、あなた

方の住処は業火なのであり、あなた方には

(そこから救ってくれる）いかなる援助者

もない」0

dこ

^
！

43431
26. そしてルート*が彼を信じ、彼（イブラーヒ

ーム*) は言った。「本当に私は、我が主*

へと移住*する4。本当にかれは、偉力なら

びない*お方、英知あふれる*お方」。

1 預言者*たち章 69-70とその訳注、整列者章 97-98も参照。

2 つまり、「彼らの間の愛情を育（はぐく）むため」あるいは「彼らの間での、彫像への愛情

ゆえ」（アル=バイダーウィー4:313参照)。

3 復活の日*、アツラー*をよそに崇めていたものとその崇拝*者は、互いに縁を切り、敵とな

る。雌牛章 166-167、ユーヌス*章 28-29、マルヤム*章 82、物語章 63、創成者*章 13-14、
砂丘章 6も参照。

4 つまり、不信仰の民*の地から、自分の主*を崇拝*する場所への移住（アツ=シャウカーニ

一4:262 参照)。この「移住」に関しては、預言者*たち章 71 とその訳注を参照。
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27. またわれら*は、彼 （イブラーヒーム*) に

イスハーク* とヤァクープ*を授け、彼の子

孫の内に預言者* としての天分と啓典を与

えた。また、現世においては彼に褒美1を授

けた。そして本当に彼は来世において、ま

さしく正しい者* たちの一人である。

28. また（われら*は）、ルート*を（遣わした）〇

彼がその民に、（こう）言った時2。「一体、

本当にあなた方は、全創造物のいかなる者

もあなた方以前には行わなかった醜行3

に、手を染めるというのか？

Si '

おもむ

yUo\

^
J

29. 一体、本当にあなた方は、男性へと赴き 4、

(旅人の）

^
を阻み5、自分たちの集会の

場で悪事6を犯すのか？」 そして彼の民の

返答は、 「アツラー*の懲罰を、私たちに

もたらしてみよ。もし、あなたが正直者の

類いなのであれば」と言うものでしかなか

つた。

30. 彼 （ル ー ト）は 言 っ た。「我 が 主* よ、腐

敗* を働く民に対して、私を勝利させて下

さ い」 0

1 具体的には、人々からの賞讃や、正しい子供などのこと （ムヤッサル 399 頁参照)。
2 彼とその民の間に起こった話については、高壁章 80-84、フード*章 77-83、アル= ヒジュ

ル章 61-77、詩人たち章 160-175、蟻章 54-58、月章 33-40 も参照。

3 「醜行」 については、蜜蜂章 90 の訳注を参照。

4 つまり男色のこと （前掲書、同頁参照)。

5 アル= クルトゥビー*によれば、彼らは財産や性行為ゆえに旅人の 「道を阻み」、女性を放
ったらかしにすることで、自らの子孫を残す 「道を阻んでいた」（13:341 参照)。

6 「悪事」については、蜜蜂章 90 の訳注を参照。ルート*の民が犯していた悪事に関しては、
高壁章 80-81、フード*章 77-79、預言者* たち章 74、詩人たち章 165-166、蟻章 54-55
も参照。
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31. こうして、われら*の使い（天使*) たちが

吉報1を携えてイブラーヒーム*のもとに

やって来た時、彼ら（天使*たち）は言った。

「本当に私たちは、この町2の民を滅ぼす者

である。本当にその民は、不正*者だったの

だから」。

〇

^
-yi3iy 43632. 彼（イブラーヒーム*)は、言った。「本当

にそこには、ルート*がいます」。彼らは言

た。「私たちの方が、そこにいる者たちつ
かなら

のことをよく知っている。私たちは必ず

や、彼とその家族を救い出すのだ。但し、

残っ（て滅ぼされ）た者たちの一人となる、

彼の妻だけは別だが」。3

ゞリl i 0

33. こうして、われら*の使いたちがルート*の

もとにやって来た時4、彼（ルート*)は彼ら

のことで気が滅入り、心苦しくなった。そ

して、彼らは（ルート*に）言った。「怖れ

ることも、悲しむこともありません。本当

に私たちは、あなたとあなたの家族の救い

手なのです。但し、残っ（て滅ぼされ）た

者たちの一人となる、あなたの妻は別です。

34. 本当に私たちはこの町の民に、彼らが放逸

であったことゆえの（罰の）制裁を、天か

ら下す者なのです」。

1 「吉報」とは、イスハーク*誕生の知らせ（ムヤッサル 400 頁参照)。ルート*の祈りを受

けてアッラー*から遣わされた天使*たちは、まずイブラーヒーム*のもとに立ち寄った（ア

ッ=サァディー630頁参照)。

2 この「町」については、フード*章 81「町」の訳注を参照。

3 イブラーヒーム*と天使*たちの話の詳細については、フード*章 69-76、アル=ヒジュル章

51-60、撒き散らすもの章 24-34も参照。

4 この時、彼とその民の間に起こった話については、高壁章 80-84、フード*章 69-83、詩人

たち章 160-175、蟻章 54-58、月章 33-40も参照。
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上J_)35. そしてわれら *はそこから確かに、分別する

民に対して明らかな御徴 1を残しておいた。

30. またマドウヤン*には、その同胞シュアイブ
*を （遣わした）2。そして彼は言った。「我

が民よ、アツラー*を畏れ*、最後の日*を望

む3のだ。そして腐敗を働きつつ、地上で

退廃を広めてはならない」 。

37. すると彼らは、彼を嘘つき呼ばわりした。

それで彼らを激震が捕らえ 4、彼らは朝、そ

の地で突っ伏して （死んで）いた。

>i==Jこノ -〇_3し3 8. ま /

^
、アード * とサムード * も（、われら *

は滅ぼした）。彼らの住まいの一部は、あ

なた方に確かに明らかになっている。シャ

イターン *が彼らに、彼らの行いを目映く見

せ、彼らを （アツラー*の）道から阻んだの

だ。彼らは、 （真理を見極める）見識を備

えた者たち5だったというのに。

こあ"

參こ冷

^
!

^
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39. また、カールーン、フイルアウン*、ハーマ
ーン （も滅ぼした）6。彼らのもとには確か

にムーサー*が （奇跡という）明証を携えて

到来したのに、彼らは地上において （真理に

対し）驕り高ぶったのだ。そして彼らは、（わ

れら*を）出し抜ける者たちではなかった。

1 この 「御徴」 は、ルート *の民の町が滅ぼされた痕跡のこと。それは、分別ある人々への教

示である （ムヤッサル 400 頁参照)。アル= ヒジュル章 76、整列者章 137-138 も参照。

2 マドウヤン * とシュアイブ*の話については、高壁章 85-93、 フード *章 84-95、詩人章

176-191 も参照。

3 この 「望む」 については、ユーヌス x章 7 の訳注を参照。

4 高壁章 91 とその訳注も参照。

5 —説には、「（自分たちのやり方を）気に入り、悦に入っている者たち。」（アッ = タバリー
8:6473 参照）

「カールーン」については物語章 76-81 を、「ハーマーン」については同章 6 の訳注を参照。6
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40. われら *は （彼らの内の）いずれの者も、そ

の罪ゆえに （懲罰で）捕らえた。そしてそ

の中には、われら *が石礫を降らせた者も

あり、またその中には、（轟く）一声が捕

らえた者もあり、またその中には、われら

*が地面に飲み込ませた者もあり、またその

中には、われら *が溺れさせた者もある1。

そしてアツラー*が、彼らに対して不正*を
は た ら

働かれることなどは、もとよりあり得ない

ことだったのだ。しかし彼らが自分自身

に、不正*を働いていたのである。

. アツラー*をよそに庇護者を設ける者たち

の様子は、巣を作る蜘蛛の様子に似てい

る。本当に最も脆い住処は、蜘蛛の巣だと

いうのに2。彼らが （そのことを）知ってい

たならば （、彼らを庇護者などとはしなか

つただろう）。

41

42. 本当にアツラー*は、彼らがかれをよそに祈

ているいかなるものも、 ご存知なのだ3。

かれは、偉力ならびない*お方、英知あふ

れる *お方。

43. そしてわれら *は人々にそれらの譬えを挙

げるが、それらを理解するのは （アツラー

*とその御徴、その教えについて）知識あ

る者たちだけである。

0

^ウ

於’Ufe

1 「石礫を降らせた者」 はルート *の民、「(轟く）一声が捕らえた者」 はサーリワ *の民サム

ード *と、シュアイブ*の民マドウヤン*、「地面に飲み込ませた者」 はカールーン、「溺れさ

せた者」 はフィルアウン *とその民、及びヌーフ *の民のこと （ムヤッサル 401 頁参照)。

2 蜘蛛の巣は、最も弱い生物の一つが作った、最も弱い家の一つであり、それを自分の砦（と

りで）とすることは、弱さの上に弱さを上乗せすることに等しい （アッ =サァディー631

頁参照)。

3 それらは実際のところ、有名無実の存在である （前掲書、同頁参照)。
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44. アツラー*は諸天と大地を、真理と共にお創

りになった 1。本当にそこ （それらの創造）

には、まさしく信仰者たちへの御徴 2がある。
翕こ

^
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J

45. あなたに啓典の内から啓示されたものを

読誦 3 し、礼拝を遵守*せよ。実に礼拝は、

醜行と悪事4を禁じるのだから。そして、 15

^
し よ う ね ん

アツラー*の唱念こそは （何）より偉大5で

あり、アツラー*はあなた方の成すことをご

存知なのだ。

與

^
も、

命、喊故

46. (信仰者たちよ、）最善の形6でなくして、

啓典の民*と議論してはならない。但し彼ら

の内でも、不正*を働いた者たち7は別であ

る。そして、言うのだ。「私たちは自分た

ちに下されたもの （クルアーン*) と、あな

た方に下されたもの8を信じる。また、私た

ちの神9と、あなた方の神は一つであり、私

たちはかれ（アツラー*) に服従する者（ム

スリム*) なのである」 。

1 イムラーン家章 191 「我らが主*よ•••ありません」 の訳注も参照。

2 この 「御徴」 は、アッラー*の御力の偉大さ、かれのみを崇拝* しなければならないことの

根拠 （ムヤッサル 401 頁参照)。

3 この 「読誦」 については、雌牛章 121 の訳注を参照。

4 「醜行」「悪事」 については、蜜蜂章 90 の訳注を参照。

5 別の解釈として、「あなた方に対するアッラー*の讃美は、アッラー*に対するあなた方の讃

美よりも偉大である」 といった複数の説がある （アッ = タバリー8:6479 参照)。

6 「最善の形」 とは、よき品性、穏 （おだ）やかさ、柔らかい言葉、真理を讃美し、そこへ

と誘うこと。また、虚妄 （きよもう）を恥ずべきものとし、それに反論すること。そして

それを伝達するにあたって、最も効果的な手段を用いること （アッ =サァディー632 頁参

照)。蜜蜂章 125 の訳注も参照。

7 頑迷 （がんめい）に真理にたてつき、ムスリム*たちに戦いを宣告した者たちのこと （ムヤ

ッサル 402 頁参照)。

8 啓典の民*に下されたトーラー*、福音* といった啓典のこと （前掲書、同頁参照)。

9 「神」 に関しては、雌牛章 133 の訳注を参照。
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47. そのように （使徒*よ）、われら*はあなた

に啓典 （クルアーン*) を下した。そして、

われら*が啓典を授けた者たち （啓典の民*)

はそれを信じ、それらの者たち 1の一部に

も、それを信じる者がいる。不信仰者*たち

以外は、われら*の御徴 2を否定しないのだ。

48. また （使徒*よ）、あなたはそれ （が下る）

以前、いかなる書も誦んでいなければ、あ

なたの右手でそれを書いてもいなかったの

だ。そうであったなら、 （真実を）虚妄と

する者たちは、疑惑に陥ったであろう。3

49. いや、それ （クルアーン*) は知識を授けら

れた者たちの胸の内にある、 （真理）解明

の御徴なのである。そして不正*者たち以

外、われら *の御徴を否定することはない。

て

^
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^
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50. 彼ら （シルク*の徒）は、言3た。「どうし

て彼（ムハンマド*) に、その主*から御徴 4が

下されないのか？」 （使徒*よ、）言え。「御

徴は、アツラー*の御許にこそある。そして

私は、明白なる警告者でしかないのだ」 。

(使徒*よ、あなたの正直さの証明は、）わ

れら *があなたに、彼らに対して読誦され

る啓典（クルアーン *)を下したことだけで、

彼らには十分だったのではないか？ 実

在如沿!

^
切ぶ4な)#招

51.

1 この 「それらの者たち」 とは、クライシュ族*やそれ以外の不信仰者¥たち （ムヤッサル 402
頁参照)。

2 この「御徴」 とは、クルアーン* とそこに含まれる様々な明証のこと （前掲書、同頁参照)。

3 預言者*ムハンマド *がそれらのことに長 （た）けていたとしたら、ある種の無知な者たち

は 「彼は過去の啓典から学んだに違いない」 と言ったであろう、ということ。預言者*は文
盲であった （イブン•カスィール 6:286 参照)。識別章 5 も参照。

4 この 「御徴」 とは、ザーリフ*の雌ラクダ、ムーサー*の杖 （つえ）のような奇跡のこと （ム
ヤッサル 402 頁参照)。雌牛章 108、家畜章 109-110、ユーヌス*章 97、夜の旅章 90-93、
ター•ハー章 133、預言者*たち章 5、識別章 7-8、創成者*章 42 も参照。
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にその中にはまさしく、信仰する民にとつ

ての慈悲と教訓がある。

(使徒*よ、）言うのだ。「アツラー*だけで、

私とあなた方の間の証人は十分。かれは諸天

と大地にあるものをご存知なのだ。そして

虚妄を信じ、アツラー*を否定した者たち、

それらの者たちこそは損失者なのである」 。

(使徒*よ、）彼らはあなたに、懲罰を （下

すことを）性急に求める 1。そして定められ

た期限さえなければ、懲罰は彼らのもとに

到来したのである。それは必ずや、彼らが

S

^
\レ、て

52.

53.

と つ ぜ ん お と ず

気付かないままに、彼らのもとを突然訪れ

るのだ。

54. 彼らはあなたに、懲罰を （下すことを）性

急に求める。本当に地獄は、不信仰者*たち

をまさに包囲しているというのに。

V
、」
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^
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懲罰が彼らをその （頭）上から、そしてそ

の足元から覆い込む、 （復活の）その日。

かれ（アツラー*) は、仰せられるのだ。「あ

なた方が （現世で）行っていたこと （の報

い）を味わえ」 。

55.

56. 信仰するわが僕たちよ、本当に我が大地は

広いのだ2。ならば （移住* し）、われをこ

そ崇拝*せよ。
©

57. 全ての者は死を味わうのだ。それからあな

た方は、 （清算のため、）われらのもとへ

と戻される。

1 関連するアーヤ* として、家畜章 57-58、戦利品*章 32、ユーヌス *章 50、フード*章 8、

雷鳴章 6、夜の旅章 92、巡礼*章 47、サード章 16、相談章 18、階段章 1 -2 なども参照。

2 婦人章 97、集団章 10 とその訳注も参照。
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58. 信仰し正しい行い*を行う者たち、われら*
か な ら

は必ずや彼らを、その下から河川が流れる

楽園の高き住まいに、永遠に住まわせよう。
(アツラー*の服従行為を）行っていた者た

ちの褒美は、何と素晴らしいことか。

(彼らは）Mif * し、そのM*にこそ、筌て
を委ねる者たち。

鱗j5

59.

み ず か

60. 自らの糧を調達することのない、どれほど

多くの地を歩む生き物に対し、アツラー*

は糧を授けられることか？1 そしてあなた

方にも？ かれはよくお聞きになるお方、

全知者であられる。

(使徒*よ、）もしも、あなたが彼ら （シル
ク*の徒）に 「諸天と大地をお創りになり、

太陽と月を仕えさせられたお方は誰なの

か？」 と尋ねれば、彼らは決まって （こう）

言うのだ。「アツラー*である」。ならば一

体、どうしてあなた方は（アツラー*の信仰

から）背かされるのか？

激

^
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^^
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61.

62. アツラー*はその僕たちの内、かれがお望
ほ う ふ

みの者に糧を豊富に与えられ、また （かれ

がお望みになる）外の者には控えられる2。
本当にアツラー*は、全てのことをご存知の

お方なのだ。

63•また （使徒*よ）、もしもあなたが彼ら （シ

ルタ *の徒）に、「天から （雨）水をお降ら

しになり、それによって大地を、その死後

に息吹かせられた3のは誰か？」 と尋ねれ

iu以こ

^
_

1 多くの生物は、明日のための糧を備蓄 （びちく ）しない。しかしアッラー*がそれらに、糧

をお授けになるのである （ムヤッサル 403 頁参照)。

2 物語章 82、サバア章 36、暁章 15-16 と、それらの訳注も参照。

3 「大地をその死後に息吹かせる」 については、雌牛章 164 の訳注を参照。
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ば、彼らは決まって （こう）言うのだ。「ア

ツラー*である」 。言ってやれ。「アツラ
わさま

一*に称賛*あれ」。いや、彼らの大半は弁

えない0

64. この現世の生活は戯れごとと遊興に過ぎ

ない1。そして本当に来世の住まい、それこ

そが（真の）生なのである。もし彼らが（そ

のことを）知っていたならば。

�！)ば⑶誠、�

@¢5

65. 彼ら （不信仰者*) が船に乗っ （て転覆を怖

れ）た時には、アツラー*だけに真摯に崇拝

*を捧げつつ2、かれに祈るのだ。そして、

かれが自分たちのことを陸地に救って下

さった時には、どうであろう、シルク *を犯

すのである。

66. こうして彼らは、われら*が彼に与えたもの
3に対して恩知らずとなり、（再び現世で)

楽しむのだ。彼らはやがて、 （自分たちの

行いの悪い結果を）知ることになる。

一体、彼ら （不信仰者*) は、われら *が安

全なる聖域4を設けたのを、見ないのか？

その周りから、人々は攫われている5という

のに。一体、彼らは虚妄をこそ信じ、アツ

ラー*の恩恵については恩知らずであると

いうのか？6

67.

l 家畜章 32 の訳注も参照。

2 アッラー*だけに「真摯に崇拝*行為を捧げる」ことについては、婦人章 146 の訳注を参照。

3 彼らや彼らの財産に対する、アッラー*の恩恵のこと （ムヤッサル 404 頁参照)。

4 「安全なる聖域」 については雌牛章 125 の訳注、蟻章 91 「聖なる地」 の訳注も参照。

5 当時、マッカ*の聖域外のアラブ部族は、互いに襲撃•略奪し合っており、殺人や捕虜など
の被害を出していた （アル=アルースイー21:14 参照)。

6 「虚妄を信じ•••」 については、蜜蜂章 72 の訳注を参照。。
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68. アツラー*に対してMをでっち上げた者よ

りも、ひどい不正*を働く者があろうか？

あるいは真理を、それが自分のもとに到来

した後、嘘呼ばわりした者よりも？ 地獄

にこそ、不信仰者*たちの住処があるのでは

ないか？

69. われら *において努力奮闘する者1たち、わ

れら *は必ずや彼らを、われら *の道2へと

導こう。そして本当にアツラー*は、善を尽

くす者たちとまさしく共にあるのだ3。

嫌:

^�： 成 �
め

1 こ れ は、ア ッ ラ ーxの敵、自分自身、シャイターンx と戦い、試練とアッラー*の道における

困難において忍耐*する者のこと （ムヤッサル 404 頁参照)。

2 アッラー*の御許へと続く道のこと。あるいは、あらゆる善の道における導きを上乗せされ、

そこを歩み続けるという成功を授けられること （アル=バイダーウィー4:324 参照)。

3 アッラー*はその援助と、支持、ご加護、導きと共に、善を尽くす者たちと共にあられる（ム
ヤッサル 404 頁参照)。「善を尽くす者」 については、蜜蜂章 128 の訳注を参照。
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第ワ〇章

ビザンチン章 （アツニルーム) 1

慈悲あまねく

'
慈愛深き *

アツラー*の御名において

1 ア リ フ •ラ ー ム •ミ ー ム2。

顧� 4

は い ぼ く

2. ビザンチン （軍）は、敗北した。
は い ぼ く

^
3

^
3.3. 最も近接した地3で。そして彼らはその敗北

の後、やがて勝利するであろう。

4. 数年4の内に。アツラー*にこそ、（ビザンチ

ン軍の勝利）以前と以後の、 （全ての）物

事は属する。そしてその日、信仰者たちは歓

喜するのだ、5

(ビザンチンに授けられた）アツラー*の勝

利に。アツラー*は、かれがお望みになる者

をお助けになる。かれは偉力ならびない*

お方、慈愛深い*お方であられる。

5.

1 マッカ*啓示で学者の見解は一致。スーラ —の名称は、冒頭に登場する、ビザンチン軍のサ

サン朝ペルシャ軍に対する勝利 （西暦 622 年）についての予言に由来。マッカ*啓示の常

として、アッラーの唯一性

^
ムハンマド，使徒z性•復活と報 （むく）いという、イスラー

ム*の基本的な信仰箇条 （かじょう）を確証すると共に、シルク *を始めとした誤（あやま）

た信仰を糾弾 （きゅうだん）する。また、アッラー*の御力と偉大さを示す自然界の様々

な現象が、スーラ*の所々で描写される。スーラ *の最後は、クライシュ族—の不信仰者*へ
の語りかけと、預言者*への忍耐 /の勧 （すす）めによって締めく くられる。

2 この文字群については、頻出名•用語解説の「クルアーンの冒頭に現れる文字群*」を参照。

3 ビザンチンにとってペルシャ側から最も近接した地である、シャーム地方(現在のシリア、
パレスチナ周辺地域）のこととされる （ムヤッサル 404 頁参照)。

4 「数年」 の 「数 （ビドウア）」 は、アラビア語で三から九までの数を表す。そしてビザンチ

ン軍が勝利したのは、このアーヤ> が下った九年後のことであった （イブン•カスイール
6:303 参照)。

5 当時、シルク 4 の徒は同じ偶像崇拝者である、ペルシャ人がビザンチン人に勝利することを

望んでいた。一方ムスリム*たちは、同じ啓典の民*であるビザンチン人がペルシャ人に勝
利することを望んでいた （アツ =ティルミズイー3193 参照)。

ウ
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6. アッラー*のお約束を（、信仰者たちに約束

された）。アッラー*はそのお約束を、破ら

れない。しかし、（マッカ*の不信仰な）人々

の大半は知らないのだ。

彼らは、現世の生活の上辺のことは知って

いる。実に来世に関しては、まさしく無頓

着な者たちなのだが。

一体、彼らは自分自身について熟考しなかっ

たのか？1 アツラー*が諸天と大地、その間に

あるものをお創りになったのは、真理と定めら

れた時期 （である復活の日*) 2ゆえに外ならな

い。本当に人々の多くはまさしく、自分たちの

主*との拝謁に対する否定者なのである。

7.

』ぬ部お�

8.

^
砂

^
ギ

〇

\10J乂

9. 一体、彼らは地上を旅し、彼ら以前の （不

信仰）者*たちの結末がいかなるものであっ

たかを見なかったのか？ その者たちは彼
たがや

らよりも力が強く、大地を耕し、彼らがそ

れ（大地）を開拓したのよりも沢山、開拓し

たのだ。そして彼らの使徒*たちは、明証を

携えて彼らのもとに到来した。アツラー*

が彼らに不正*を働くなどということは、あ

り得べくもなかったのだ。しかし彼らが、

自分自身に不正*を働いていたのである。

10. そしてアツラー*の御徴を嘘とし、それを

嘲笑することによって悪を働いていた者

たちの結末は、最悪なものである。

1 1 . アツラー*は創造を始め給い、それからそれ

をお戻しになり、やがてあなた方は、かれ

の御許にこそ戻らされる。

©成

^
由以弟取淡て

1 詳細にされた章 53、撒 （ま）き散らすもの章 21 も参照。

2 この 「真理」 については、イムラーン章 191 「我らが主* よ、あなたは…」 の訳注を参照。
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12. そして(復活*の）その時が到来する日、罪悪

者たちは （自分たちの救い難い状況に、）

減脸する。

13. また彼らには、彼ら （がアツラー*) の同位

者 （として崇めていたもの）たちからの、

いかなる執り成し手もいない1。そして彼ら

は、彼ら （がアツラー*) の同位者 （として

崇めていたもの）らへの否定者となる。2

(復活の）その時が到来する日、彼ら （信仰

者と不信仰者*) はその日、離れ離れになる。

© レ'

^̂
14.

15. 信仰し、正しい行い*を行った者=こちと匕え
ば、彼らは （天国の）庭園で、喜悦を授け

られる。

16. そして不信仰に陥り*、われら*の御徴と来

世における拝謁を嘘としていた者たちは

といえば、それらの者たちは懲罰に立ち合

わされる者となる。

17. あなた方が夜を迎える時と朝を迎える時、

アツラー*に称え*あれ （、 と称えよ）。

Jej%^>^3\——かれにこそ、諸天と大地における称賛
*がある——〇また、夜に、そしてあなた方

が昼を迎える時に （称えよ）。

18.

19. かれは死から生を取り出され、生から死を

取り出される3。また、かれは大地をその死

後に、息吹かせられる4。そして同様に（人々

1 復活の日*の 「執り成し」 については雌牛章 48、マルヤム*章 87、夕一.ハー章 109 とそ

の訳注を参照。

2 シルク*の徒と、彼らが神々として崇めていたものはその日、お互いに縁を切り合う （ムヤ

ツサル 405 頁参照)。関連するアーヤ* として、雌牛章 166-167、ユーヌス*章 28-29、マ
ルヤム*章 82、物語章 63、蜘蛛章 25、創成者*章 13-14、砂丘章 6 も参照。

3 イムラーン家章 27 の訳注を参照。

4 「大地をその死後に息吹かせる」 については、雌牛章 164 の訳注を参照。
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よ、）あなた方は、（清算のため、墓場か

ら呼び）出されるのである。

づ•!かれ（アツラー）が、あなた方（の父祖ア

ーダム*) を土からお創りになり1、それか

ら何と、あなた方が（アツラーの恩寵を求

?0 rv

さんかい

めて、大地に）散開する人間となったこと

は、かれの（偉大さと御力を示す）御徴の

一つである。

21 . また、かれがあなた方自身からあなた方の

ために、あなた方が安らぐために妻をお創

りになり2、あなた方の間に愛情と慈悲の念

をお授けになったことは、かれの（偉大さ

と御力を示す）御徴の一つである。本当

にそこにはまさしく、熟考する民への御

徴があるのだ。

j.oi
22. また諸天と大地の創造と、あなた方の言葉

と（肌の）色の違いは、かれの（偉大さと

御力を示す）御徴の一つである。実にそ

こにはまさしく、知識ある者たちへの御徴

がある。

23. また、夜と昼におけるあなた方の睡眠と、

かれの恩寵に対するあなた方の追求3は、

«̂ 019

ちから

かれの（偉大さと御力を示す）御徴の一

つである。本当にそこにはまさしく、耳を
しるし

傾ける者たちへの御徴がある。

1 アーダムが土から段階を経（へ）て創られたことについては、アル=ヒジュル章 26 の訳

注を参照。

2 アーダム*の肋骨（ろっこつ）から創られた、ハウワーウ*のことを示唆（しさ）している

とされる（イブン•カスイール 6:309 参照)。

3 つまり、人々が糧を求めて活動するため、昼をお創りになった（ムヤッサル 406頁参照)。
「夜と昼」のいずれも、「あなた方の睡眠」と「あなた方の追及」にかかるという説、「夜」
は「あなた方の睡眠」だけにかかり、「昼」は「あなた方の追及」にかかる、という説もあ

る（アッ=ラーズイー9:93参照)。



30. ビザンチン章 ^し
”

-r*

ぶ0痛め隙！?

24. また、かれがあなた方に、 （あなた方が）

恐怖と待望1を抱く稲光をお見せになり、

天から （雨）水を降らせて、それによって

大地をその死後に息吹かせる2のは、かれの

(偉大さと御力を示す）御徴の一つであ
わ き ま

る。本当にそこにはまさしく 、弁える民へ
み し る し

の御徴があるのだ。

11123^J»yjj

奴

また、天と大地がかれのご命令によって成

り立っている3のは、かれの（偉大さと御力

を示す）御徴の一つである。それから （復

活の日*、）かれがあなた方を大地から （出

てくるように）一声呼びかけられれば、ど

25.

は か ば

うであろう、あなた方は （墓場から）出さ

れるのである。

26. そして、かれにこそ諸天と大地にいる （全

ての）者は属する。全ては、かれに謹んで

仕える者たちなのだ。

27. また、かれは創造をお始めになり、やがて

それを戻し給うお方一一それはかれにと

って （最初の創造）より容易いこと——。
また、かれにこそ諸天と大地における最高

の属性がある4。かれは偉力ならびない*お

方、英知あふれる *お方。

i痛 i々娜な般

㈣しi釣⑽も或

(シルク *の徒よ、）かれはあなた方に、あ

なた方自身の内から、一つの譬えを•げら

れた。あなた方に、われら *があなた方に授

けた物において、自分たちの右手が所有す

28.

1 この「恐怖と待望」については、雷鳴章 12 の訳注を参照。また、雌牛章 19 の訳注も参照。

2 「大地をその死後に息吹かせる」 については、雌牛章 164 の訳注を参照。

3 天地の安定や、天が崩れ落ちることのないことを示すとされる（ムヤッサル 407 頁参照)。

4 「最高の属性」 については、相談章 11 とその訳注を参照。
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るもの （奴隸 *) である共同者がいたら？

そしてあなた方 （とその共同者）がそこに

おいて同等であり 、あなた方があたかも

(自由民である）あなた方自身を怖れるよ

うに、彼らを怖れるとしたら （、そのよう

なことはあなた方の気に入らないであろ
わきま

う）？1 同様にわれら *は弁える民に対し、
み し る し

御徴を明らかにするのである。

29. いや、不正*を働いた者たちは知識もなぐ

自らの欲望に従ったのだ。そしてアツラ

一*が迷わせ給うた者2を、誰が導くという

のか？ 彼らには、（アツラー*の懲罰から

救ってくれる）いかなる援助者もないとい

うのに。

30. ならば （使徒*よ）、あなたの顔を純正3な

宗教 （イスラーム*) へと正すのだ。アツラ

一*がそのように人々をお創りになった、ア

ツラー*の天性4に（従え）。アツラーの創造

(と宗教）に変更はないのだぞ。それがま

っすぐな宗教。しかし人々の大半は、分か

らないのだ。

泣 與 海
at

31. かれ （アツラー*) に、よく （悔悟して）立

ち返りつつ（従え）。またかれを畏れ*、礼拝

を遵守* し、シルク *の徒の仲間となるので

はない。

�

1 同様のアーヤ *として、蜜蜂章 71 とその訳注も参照。

2 アッラー*が彼らを迷わせ給うたのは、彼らが不信仰と頑迷さに固執したがゆえに、ほかな

らない （ムヤッサル 407 頁参照)。

3 雌 牛 章 135 「純正な」 についての訳注を参照。また 「顔」 についても、同章 112 の訳注を

参照。

4 アツラー*は人間を、かれのみを崇拝 *対象として信じるという天性のもとに、お創りにな

つた。高壁章 172 とその訳注も参照 （イブン•カスイール 6:313 参照)。
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32. 自分たちの宗教を分裂させ、いくつもの分

派となった者たちの内の（仲間とはなる

な）。各派は、自分たちのもの（宗教）に

有頂天でいる1。

33. 害悪が人々に降りかかれば、彼らはよく

(悔悟して）立ち返る者となり、（救いを

求めて）自分たちの主*に祈る。それから、

かれがその御許からのご慈悲を彼らに味

わわせられれば、どうであろう、彼らの内

の一派は自分たちの主*に対してシルク*を

(ぶ、也
か'4^

5以

おか

犯すのである。

如ね�34. こうして彼らは、われら*が彼に与えたもの

2に対して恩知らずとなるのだ。（シルク*

の徒よ、現世の富を）楽しんでいよ。あな

た方はやがて、（自分たちの行いの悪い結

果を）知ることになるのだから。

35. いや、一体われら*が、彼らに根拠3を下し

たとでも？ そしてそれが、彼らがかれ（ア

ッラー*) に対してシルク*を犯していたこ

と（の正当性）について、語るとでも？

1111

火

^
。決他36. われら*が人々に慈悲4を味わわせれば、彼

らは（感謝することなく）それに有頂天に

なる。そして、もし彼らに、自分たちが行

ていたことゆえに悪5が降りかかれば、ど

うであろう、彼らは絶望の底に陥るのだ。
つ

1 信仰者たち章 53の訳注を参照。

2 彼らの害悪や困難を取り除いて下さった、アッラー*の恩恵のこと（ムヤッサル 408 頁

参照)。

3 この「根拠」とは、啓典のこととされる（アッ=タバリー8:6528参照)。

4 この「慈悲」は、健康•無事•安楽といったアッラー*の恩恵（ムヤッサル 408頁参照)。

5 この「悪」は、病気•貧困•恐怖•苦難などのこと（前掲書、同頁参照)。
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37. 彼らはアツラー*が、かれがお望みの者に糧

を豊富に与えられ、また控えられる1のを知

らないのか？ 本当にそこにはまさしく、

信仰する民への御徴があるのだ。

38. ならば（信仰者よ）、近親の者、貧者*、旅

路（で苦境）にある者に、その権利2を与

えよ。それがアツラー*の御顔を望む者たち

にとってより善いのであり、それらの者た

ちこそが成功者なのだから。

39. あなた方が人々の財産から儲けるべく、利

息として与えたもの（借金）ならば、それ

はアツラー*の御許では儲からない。そして

あなた方がアツラー*の御顔を望みつつ、

浄財*の内から与えるのであれば、それら

の者たちこそは（褒美を）倍増する者たち

である。

40. アツラー*は、あなた方をお創りになり、そ

れから（現世で）あなた方に糧をお授けに

なり、やがてあなた方に死を与えられ、そ

れから（復活の日*、）あなた方に生を与え

られるお方。一体、あなた方（がアツラー

*)の共同者（として崇めているもの）たち

の内、それらのいずれかでも行う者はいる

のか？ かれに称え*あれ、かれは彼らがシ

ルク*を犯しているものから（無縁で）、遥

か高遠なお方であられる。

Ai\jJsP

齡)緣じ雜

Cri

^
3

©〇14

1 物語章 82、サバア章 36、暁章 15-16とそれらの訳注も参照。

2「近親の者」の権利とは、よい近親関係の維持、施（ほどこ）しなど、その他の善行のこ

と。「貧者iおよび「旅路で苦境にある者」の権利とは、浄財*やそれ以外の施しのこと（ム
ヤッサル 408 頁参照)。
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n. 人々の手が稼いだもの （罪）ゆえに、陸と海

に腐敗1が出現したのである。それはかれ（ア

ッラー*) が、彼らの行ったある種のこと （ゆ

えの懲罰）を、彼らに味わわせ給うためな

のだ。彼らが、（悔悟して）立ち返るように。

(使徒*よ、）言え。「地上を旅して、過去

の（不信仰）者*たちの結末がどのようなも

のであったか、見てみるがよい」 。彼らの

大半は、シルク*の徒だったのだ。

43. ならば（fe走*よ）、アツラー*から押し戻す

㈤以 砂42.

漆 爲 ぶuj
！

^
起初i

と う ら い

術のない （復活*の）その日が到来する前に、

あなたの顔をまっすぐな宗教 （イスラーム*)

へと正せ2。彼らはその日、散り散りになる。

44. 不信仰である者*には、自分自身に自らの

不信仰 （ゆえの罰）がある。そして （信仰

して）正しい行い*を行う者は、自分たちの

ために （天国の住まいの）支度をしている

のである。

㈣�㈣J、線45. (それは）信仰し、正しい行い*を行う者た

ちに、かれ （アツラー*) がそのご恩寵か

らお報いになるため。本当にかれは、不信

仰者*たちをお好みにはならないのだから。

46. かれが吉報を告げる風を送られることは、

め

蘇窗ぬ、

^̂
お ち か ら み し る し

かれの （偉大さと御力を示す）御徴の一

つである。かれがそのご慈悲からあなた方

に味わわせ給い、 （かれのご命令とご意思

によって）船が進み、あなた方がかれのご

1 この 「陸と海」 は、文字通りの意味であるという説と、前者が 「砂漠」、後者が 「町」「川

沿いの町」 とする説がある （イブン•カスイール 6:319-320 参照)。また 「腐敗りとは、

旱魃 （かんばつ)、雨不足、病気の蔓延 （まんえん）などのこと （ムヤッサル 408 頁参照)。

2 ァーヤ10 も参照。
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恩寵を求めるようにするためしかれはそ

うされたのだ）。あなた方が感謝するよう

に、と。

(邊徒*よ、）われら*は確かにあなた以前、

使徒*たちをその民へと遣わした。そして彼

ら（使f走*たち）は、彼らのもとに明証1を携

えて到来し（たが、民の大半は信じなかっ

たので）、われら*は罪悪を働いた者たちに

報復した。信仰者たちの援助は、もとより

われら*にとって必須だったのだ。

48. アツラー*は風を送られるお方。そしてそれ

(風）は雲を追いやり、かれ（アツラー*)

はお望みのままに、それ（雲）を天に散り

ばめ、断片にされる。そしてあなたは、そ

の間から雨が出てくるのを見るのだ。ま

た、かれがそれ（雨）を、かれの僕たちの

内、彼がお望みになる者にお降らしになる

と、どうであろう、彼らは心躍らせる。

49. かれが彼らの上に（雨を）お降らしになる

前、それ以前には、本当に彼らはまさしく

(旱魅に）落胆する者であったというのに。

47.

0 4

〇 篇 絡 城

50. ならば、かれがどのようにして大地をその

死後に

_
き返らされるか、アツラー*のご

慈悲の跡2を（しかと）見てみよ。本当に

それこそは、死んだものに生を与えられる

お方。かれは全てのことがお出来のお方な

のだ。

1 「明証」とは、彼らが招くものの正しさを示す明白な証拠。奇跡もその一つ（ムヤッサル

409頁参照)。

2「ご慈悲の跡」とは、雨が降ったことで生じた植物•木々•様々な果実のこととされる（ア
ル=バイダーウィー4:340参照)。
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^
りデ -r *

レー

^^
忠51 . そして、もしもわれら*が（彼らの作物に有

害な）風を送り、それが （枯れて）黄色く

なってしまうのを彼らが見れば、彼らはそ

の後、 （一転して）否定し続ける 1。

ゆえに徒*よ、）本当にあなたは、死人52.
つんぼ

に聞かせることも、聾に呼びかけを聞かせ

ることも出来ない。もし彼らが、背を向け

て立ち去るのであれば。2

53. また （使徒*よ）、あなたは盲人3をその迷い

から導く者でもない。あなたが聞かせられる

のは、われら*の御徴を信じる者だけであり、

彼らは服従する者 （ムスリム*) なのだ。4

}y ■夕9
y°j iLiiUiy^,

54. アツラー*はあなた方を弱さ5からお創りに

なり、それから （幼児期の）弱さの後、（成

人の）強さをお授けになり、そして強さの

後に、弱さと老衰を与えられたお方。かれ

はお望みのものをお創りになる。かれは全

知者、全能者なのだ。

(復活*の）その時が起こる日、罪悪者 （シ

ルク*の徒）たちは、自分たちが僅かな時間

しか （現世で）過ごさなかった、と誓う6。
そのように、彼らは （現世で、真理から）

背かされていたのだ。

55.

l アッラー*を否定し、その恩恵に対して恩知らずになる （ムヤッサル 410 頁参照)。

2 この 「聾」 については、雌牛章 272、フード*章 20、24 とその訳注も参照。

3 この 「盲人」 については、雌牛章 7、18、家畜章 50、フード*章 20、24、雷鳴章 16、巡
礼*章 46 とその訳注を参照。

4 最終的な導きがアッラー*のみに委ねられていることについては、雌牛章 272、ユーヌス*

章 99-100、蜜蜂章 37、物語章 56 も参照。

5 この 「弱さ」 は、精液のこと。あるいは、幼少期の弱い状態のこと （アルニクルトウビー

10:46 参照）。

6 ユーヌス*章 45 とその訳注、及びター•ハー章 103、信仰者たち章 113-114、砂丘章 35、
弓 I き離すもの章 46 も参照。
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56. また、知識と信仰心を授けられた者たち 1

は、言う。「あなた方は確かに、アツラー
*の書の中で2、 （あなた方が誕生した日か

ら）復活の日まで、過ごしていたのである。
そしてこれが復活の日なのだが、あなた方

は知らなかった3のだ」 。

说ジ讲科V多

翕

^
14#

典

^
!

^
必

^̂

57. そしてその日、不正*者たちをその言い訳が

益することはなく、彼らが （、アツラー*の)

ご満悦を得ることも課されることはない4。

58. われら*はこのクルアーシ*の中で確かに、

人々に対してあらゆる譬えを挙げた。そし

て（使徒* よ）、もしもあなたが彼らに御徴
5をもたらしても、不信仰に陥った者*たち

は必ずや （こう）言うであろう。「 （使徒
* とその信徒たちよ、）あなた方は虚妄の徒

以外の何ものでもない」 。

59. 同様にアツラー*は、知らない者たち6の心

を閉じられる。

60. ならば （使徒*よ）、あなたは忍耐*せよ。
本当にアツラー*のお約束は、真実なのだか

ら。そして （復活とその日の報いを）確信

しない者たちが、あなたを動揺させるよう

なことがあっては、断じてならない。

1 天使

'
預言者*、信仰者などのこととされる （ムヤッサル 410 頁参照)。

2 つまり、アッラー*の定められた運命の中で、ということ（アッ =サアディー645 頁参照)。
3 真理の探求と追従を怠 （おこた）っていたために、復活の日が真実であることを知ること

がなかった （アル=カースィミー13:4790 参照)。

4 蜜 蜂 章 84 とその訳注も参照。

5 彼と、彼が人々を招いているものの正しさを示す、奇跡などの証拠のこと （アル=ジャザ
ーイリー4:195 参照)。

6 知識を求めもせず、迷信にすがりつく者たちのこと。無知が重なると、真理を知ることか
ら妨げられ、真理を嘘とするようになる （アル=バイダーウィー4:343 参照)。心を閉じら
れることについては、雌牛章 7 の訳注を参照。
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第 31 章

ルクマーン章

慈悲あまねく *慈愛深き*

アツラー*の御名において

©31 . ア リ フ •ラ ー ム •ミ ー ム2。

2. それは完全聶笑3なiMの®窗である。

3. 導きと、善を尽くす*者たちへの慈悲。

通

ぶ 趨

^
%(彼らは）礼拝を遵守* し、浄財*を払い、

そして来世をこそ、まさに確信する者たち。
4 .

ド!

^
、

^
雄 ぬJみ ユ 辦j5. それらの者たちは、その主*の導きの上にあ

り、それらの者たちこそは成功者である。

人々の中には、知識もなくアツラー*の道から

迷わせ、 （アツラー*の御徴を）嘲笑の的と

すべぐ下らない話4を買う者がいる。それら

の者たち、彼らにこそ屈辱の懲罰があるのだ。

そして、われら *の御徴が読誦された時に

は、まるでそれを聞かなかったかのように、

あたかもその両耳に重しがあるかのように5

して、高慢にも立ち去った。ならば彼には、

痛ましい懲罰の吉報を告げよ6。

分

^
び』'Si?6.

7.

l マッカ*啓示で学者の見解は、ほぼ一致。スーラ*の名称は、アーヤ*12 以降に登場する、

賢人ルクマーンに由来。自然界の様々な驚くべき現象の描写や、ルクマーンの息子に対す

る訓戒の言葉を通して、アッラーの唯一性

'
清算と報（むく）いが待ち受ける来世の確証、

正しい行い*のすすめ、復活の日*の警告などが提示される。

2 この文字群については、頻出名•用語解説の「クルアーンの冒頭に現れる文字群*」を参照。

3 「完全無欠な啓典の御徴」 については、ユーヌス*章 1 の訳注を参照。

4 「下らない話」 とは、アッラーへの服従から勤 （いそ）しませ、彼のお喜びから阻 （はば）

むような、あらゆる物事のこと （ムヤッサル 411 頁参照)。

5 「耳に重しがある」 については、家畜章 25 の訳注を参照。

6 「懲罰の吉報を告げる」 という表現については、イムラーン家章 21 の訳注を参照。
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顧8. 本当に信仰し 、正しい行い*を行う者たち、

あんね’V

彼らには安寧の楽園がある。

9. 彼らはそこに永遠に

_
まる。アツラー*の真

実のお約束。かれは偉力ならびない*お方、

英知あふれる*お方。

10. アツラー*は諸天を、いかなる柱もなしにお

創りになった。あなた方は、それを目にし

ている 1。また、かれは大地に、それがあな

た方と共に揺れ動かないよう、堅固な山々

を投げ入れられ、そこに地を歩むあらゆる

生物を散開させられた。そしてわれら*2は天

から （雨）水を降らせ、そこ （大地）にあ

らゆる貴い種類のものを生育させたのだ。

1 1 . これがアツラー*の創造である。ならば（シ

ルク *の徒よ）、かれ以外の者たちが創った

ものを、私に見せてみよ。いや、不正*者た

ちは紛れもない迷妄の中にあるのだ。

31,3

^砂决4必»、

(3

^
-、Aoi

4

^
1gl XSXVĴ ^^J12. われら*は確かに、ルクマーン3に英知4を授

け （、こ う 言 つ）た0 「アツラー*に （その

恩恵に対して）感謝せよ。感謝するならば、

彼は自分自身を益するために感謝するに

外ならないのであり、恩知らずになるので

あれば、実にアツラー*は（そのような者の

感謝を必要とはされない）満ち足りた*お

方、 称賛されるべき*お方なのである」 。

び」*

^
ゲJ

1 この箇所の解釈については、雷鳴章 2 の訳注を参照。

2 この人称の移り変わりについては、食卓章 12 「われら *」 の訳注を参照。

3 イブン•カスィール*によれば大半の学者は、ルクマーンは預言者*ではなく 、英知を授けら
れた人物であった、としている。一説には容色の優れない、エチオピア人奴隸であった
(6:3 33-3 34 参照)。

4 この 「英知」 は宗教理解、理性、正しい言葉のこととされる （ムヤッサル 411 頁参照)。
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(使徒*よ、）ルクマーンがその息子に、彼

を戒めつつ、（こう）言った時のこと （を

思い起こさせよ）。「我が息子よ、アツラ

一*に対してシルク*を犯すのではない。本

当にシルク*はまさしく 、この上ない不正*

なのだから」 。

13.

/A

②y魂ぬij#

-われら*は人間に、両親に対して （孝行

を）命じた1。彼の母親は、衰弱の上に衰弱

を重ねて、彼を身ごもったのである。そして

乳離れ （まで）は、二年かかるのだ。（われ

は言った。）「われに感謝せよ。そしてあな

たの両親に。われにこそ行き先があ （り、そ

こでわれは全ての者に応報す）るのだから。

14.

チ1

^
15. そして （信仰者の息子よ、）もし彼ら二人

が、あなたが （崇拝*の正当性について）何

も知らないものをわれに並べるべく 、あな

たに執拗に迫って来たならば、彼らに従う

のではない2。また現世において、彼らに適

切な形3で同伴せよ。そしてわれによく （悔

悟して）立ち返る者の道4に従うのだ。そ

れからわれにこそ、あなた方の帰り所があ

るのであり、われはあなた方に自分たちが

(現世で）行っていたことについて、あな

た方に告げ聞かせるのである」——〇

(ルクマーンは言った。）「我が息子よ、

実にそれが （悪行であれ、善行であれ）、

たとえ芥子種一粒の重さ （ほどのもの）で

あり、岩の中にあったとしても、または諸

16.

1 夜の旅章 23-24 も参照。

2 同様の意味を含む、蜘蛛章 8 とその訳注も参照。

3 罪にはならない形において、 という意味 （ムヤッサル 412 頁参照)。

4 罪を悔悟し、アッラー*に立ち返り、預言者*ムハンマド*を信じた者の道（前掲書、同頁参照)。
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天 （のどこか）、あるいは大地 （のどこか）

にあったとしても、アツラー*は（復活の日

*) それを持ち出してこられ （、秤におか

けにな）るのだ。本当にアツラーはまさし

く 、霊妙な*お方、 （全てに）通暁された

お方なのだから。1

17. 我が息子よ、�，を1与* し、善事を命じ、

悪事を禁じよ2。そしてあなたに降りかかっ

たことにおいて、忍耐*するのだ。本当にそ

れこそは、決意を固めるべき事柄の内のも

のである。

. ま た、あ な た の 頰 を（fe慢さからkに構え

て）人々に向けてはならず、大地を得意然

として歩いてはならない。本当にアツラー
*は、尊大ぶった高慢ちきな者をお好みには

ならないのだから。

また、あなたの歩みにおいて節度を保ち3、

自分の声を抑えよ。実に最も嫌な声とは、

ま さ し く ロバの声なのだから4」 。

職雜�成

18

©

^
1%

^
ふ修、19.

(人々よ、）一体あなた方は、アツラー*

があなた方に諸天にあるものと大地にあ

るものを仕えさせられ、かれの露わな、そ

して密かな恩恵5を、あなた方に全うされ

20.

1 同様の意味のアーヤ*として、婦人章 40、洞窟章 49、預言者*たち章 47、地震章 7-8 など

も参照。

2 この 「善事」 と 「悪事」 については、イムラーン家章 104 の訳注を参照。

3 遅すぎでもなく 、早過ぎでもなく 、その中間で歩くこと（イブン•カスイール 6:339 参照)。

4 これは、話しすぎたり、必要もなく声を上げたりすることへの禁止と、それに対する厳し

い非難を表す （前掲書、同頁参照)。これら全ては、謙虚さの命令を示している （アルニク

ルトウビー14:71 参照)。

5 恩恵の 「露わなもの」 と 「密かなもの」については、前者が「健康と財産など」、後者が「ア

ッラーが罪を大目に見て下さること」、または前者が 「現世での恩恵」、後者が 「来世にお

ける恩恵」 である、といった諸説があるが、もっと多くの意味も含みうる （イブン•ジュザ

イ 2:174 参照）。
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たのを見ないのか？ 人々の中には、知識

も導きも光明の書1もないのに、アツラー*

(の唯一性*)について（盾突いて）議論す

る者がいる。

また、彼らに「アツラー*が（預言者*ムハ
ンマド*に）下されたものに従え」と言わ

れれば、彼らは（こう）言った。「いや、

私たちは、私たちが見出した自分たちのご

先袓様のやり方2に徒う」。一体、シャイ

ターン*が彼らを烈火の懲罰へと招いてい

るというのに、（彼らはそうするの）か？

21.

ぶj� 魂* ぶ

22. 誰であろうと、善を尽くす者*でありつつ、

アツラー*のみに顔を向けて服従fる-3、

その者は堅固な取っ手を確かに握り為め

たのであ含。そしてアツラー*にこそ、物事

の結末は属するのだ。

ヂ 声:

^
)

^魯

^
)

また（使徒*よ）、不信仰に陥った者*がい

ても、その不信仰があなた4を悲しませるよ

うなことがあってはならない。（復活の日
*、）われら*にこそ彼らの帰り所はあり、

われら*は彼らに自分たちが行ったことを

告げ聞かせ（、それに報いを与え）るのだ

から。本当にアツラー*は、胸中をご存知

になるお方なのである。

23. ゲ」

©士 ぶ

24. われら*は彼らを（現世で）少し楽しませ、

それから（復活の日*) 荒々しい懲罰へと、

彼らを無理強いする。

1 「光明の書」については、イムラーン家章 184 の訳注を参照。

2「ご先祖様のやり方」については、雌牛章 170の訳注を参照。

3「アツラーのみに顔を向けて服従する」については、雌牛章 112の訳注を参照。

4 この「あなた」については、雌牛章 120の訳注を参照。以下、同様の表現の際にも、同訳

注を参照。
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また （使徒*よ）、もしもあなたが彼ら （シ

ルク *の徒）に 「諸天と大地を創造されたの

は、誰か？」と尋ねれば、彼らはきっと （こ

う）言う。「アツラー*である」 。言ってや

れ。「 （彼らの誤りを、彼ら自身に証明さ

せた）アツラー*に称賛*あれ」 。いや、彼

らの大半は知らないのだ。

ふ施が(矣紐b

_
^
5 .

26. アツラー*にこそ、諸天と大地にあるものは

属する。本当にアツラー*は満ち足りた*お

方、称賛されるべき*お方。

挑迦27. そして、もし大地にある （全ての）木が筆

となり、 （水がインクと化した）海があっ

て、その （インクが尽きた）後を、七つの

海が （インクで）補充したとしても、アツ

ラー*の御言葉は書き尽くせなかっただろ

う 1。本当にアツラー*は、偉力ならびない

*お方、英知あふれる*お方。

©ふ

^
y錢

(人々よ、アツラー*にとって）あなた方の

創造と、あなた方の復活は、人間一人 （の

創造と復活）のような （容易い）もの。本

当にアツラー*はよくお聞きになるお方、よ

くご覧になるお方。

(使徒*よ、）一体あなたは、アツラー*が

夜を昼にお入れになり、昼を夜にお入れに

なる2のを見ないのか？ また、かれが太陽

と月——（その）いずれも、定められた時

期 （である復活の日*) まで運行し続ける

——を仕えさせられたのを？ また、アツ

28.

喊成ぶ

^
喊

29.

1 いかなる創造物もアツラー*には似ていないように、アツラー*の属性の一つであるかれの

御言葉もまた、どんな創造物の言葉とも似ていない （アツニサアディー466 頁参照)。

2 「夜を昼に…」 については、イムラーン家章 27 の訳注を参照。
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ラー*があなた方の行うこと（全て）に通暁

されているのを？

30. それはアツラー* こそが真理であり、彼ら

(シルク *の徒）が、かれを差しおいて祈つ

ているものが、虚妄であるため。そしてア

ツラー* こそが、至高の*お方、大いなる *

お方であるためなのだ。

一体あなたは、船が （創造物に対する）ア
*の恩恵と共に、海を進むのを見ない

W#15じ免

^̂
流\雖

94ラ雖我4

^
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31.

ツフー-
のか？ (それは）かれが、その御徼 1のい

くつかをあなた方にお見せになるため。本

当にそこにはまさしぐ忍耐*強く感謝深い

© 私

全ての者2への御徴がある。

誇 ぎXJ^\%32. また、波が雲のように彼ら （シルクの徒）

を覆 （い、溺死の恐怖が襲）えば、彼らは

アツラーだけに真摯に崇拝行為を捧げつ

つ、祈るのである3。そしてかれが彼らを陸

にお救いになれば、彼らの中にはいい加減

な者4 もいる。われら *の御徴を否定するの

は、あらゆる無節操で不信心この上ない者

のみなのだ。

33. 人々よ、あなた方の主*を畏れ*よ。また、父

親が自分の子を益することがなく、子どもも

また、その父親に対して少しの役にも立つこ

1 この 「御徴」 とは、アツラーの唯一性*•御知識•御力とを示す証拠 （アブー•アツ =サウー

ド 7:77 参照)。

2 「忍耐*強く感謝深い」 については、イブラーヒーム*章 5 の訳注を参照。

3 同様のアーヤである、ユーヌス章 22 とその訳注も参照。

4 「いい加減な者」 と訳した語 「ムクタスイド」 には、「海でアツラーに誓ったこと （その内

容については、家畜章 63 などを参照）を守る者」「信仰者」「口では信仰を語るが、内心

には不信仰を隠す者」 といった諸説がある （アル=クルトウビー14:80 参照)。
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とがない （復活の）日*を恐れよ。本当にア

ッラー*のお約束は真実なのだ。ならば決し

て、現世の生活があなた方を欺いたり、欺
あざむ

く者1があなた方を、アツラー*において欺

いたりすることがあってはならない。

34. 本当にアツラー*、かれの御許にこそ、（復

活の日*の）その時の知識がある。またかれ

は慈雨をお降らしになり、子宮の中にある

ものをご存知になる。そしていかなる者

も、自分が明日かせぐことになるものを知

らず、いかなる者も、自分がいずこの地で

死ぬことになるかを知らないのだ。本当に

アツラー*は、全知者、 （全てに）通暁さ

れるお方。2

勘 心 疏L

©ふ

^
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^
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み
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1 「欺く者」 とは、ジン*と人間からなる、シャイターン，のこと （ムヤッサル 414 頁参照)。

2 家畜章 59 とその訳注も参照。
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第 32章

アツ=サジダ*章1

慈悲あまねぐ慈愛深き*

アツラー*の御名において

JiA>

0 '̂

1 . ア リ フ •ラ ー ム •ミ ー ム2。

( このクルアーン*は）全創造物の主*から

の、疑惑の余地のない、啓典の降示である。

3. いや、彼ら （シルク *の徒）は、 「彼 （ム

ハンマド*) がそれ （ク ル ア ー ン*) を捏造

したのだ」 と言う。いや、 （使徒*よ、）

それはあなたが、あなた以前にいかなる

警告者も訪れなかった民3を警告するため

の、あなたの主*からの真理なのである。
(それは）彼らが、導かれるようにするた

めなのだ。

4. アツラー*は諸天と大地、その間のものを六

日間でお創りになり 4、それから御座に上が

られた5。かれを差しおいて、あなた方には

いかなる庇護者も執り成し手もいない。一

体、あなた方は教訓を受けないのか？

2.

i マッカ*啓示で学者の見解は、ほぼ一致。クルアーン*の真実性、アッラーの唯一性* とその

御力、人間に対するその恩恵が描写された後、それに対する従順 （じゅうじゅん）な信仰

者と頑迷 （がんめい）な不信仰者*の態度が対照的に描写される。スーラ*の名称ともなっ

ている「サジダ*」は、信仰者たちが従順にサジダxする描写に由来する（アーヤ*15 参照)。
そして復活の日*の復活と清算が確証され、そこにおける信仰者と不信仰者*の描写がここ

でも対照的に提示される。スーラ*の最後は、預言者*への慰 （なぐさ）めと、不信仰者*

たちへの警告によって締めく く ら れ る。

2 この文字群については、頻出名•用語解説の「クルアーンの冒頭に現れる文字群*」を参照。

3 この 「民」 については、物語章 46 の訳注を参照。

4 「六日間での天地創造」 については、詳細にされた章 9-12 とその訳注も参照。

5 「御座に上られた」 に関しては、高壁章 54 の訳注を参照。
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かれは天から地まで（創造物の）物事を司

られ、やがてそれは、あなた方が（現世で)

数える千年の長さに相当する日*、かれの御

許へ昇っていく 。1

それは不可視の世界* と現象界2をご存知の

お方、偉力ならびない*お方、慈愛深し *ヽお方。

(かれは、）かれがお創りになった全ての

物事を、最善の形にされたお方。またかれ

は、人間の （袓アーダム*の）創造を泥土か

ら始められた3。

それからかれはその子孫を、卑しい液体4か

ら抽出した物とされた。

それからかれは彼を整えられ、かれの魂 5

から、そこに吹き込まれた。そしてかれは

あなた方に、聴覚と視覚と心を備え付けて

下さったのだ。あなた方が感謝すること

の、少ないこと。

10. 彼ら （シルク*の徒）は言った。「一体、私

たちが （死んで砂となり、）地中に消え失

せた後、本当に私たちが新たに創造6される

とでもいうのか？」 いや、彼らは （復活の

日*の）自分たちの主*との拝謁を、否定す

る者たちである。

5.

6.

7.

©8.

知9.

⑸ てじより®

1 この 「日」 は 「アッラー*のご命令が下り、また昇っていくまでの期間」 とも、または復活

の日*のことであるとも言われる （アッ = シャンキーテイ 6:183-184)。巡礼*章 47、離婚

章 12、階段章 4 も参照。

2 「現象界」 については、家畜章 73 の訳注を参照。

3 アーダム*が「泥土」から創造されたことについては、アル= ヒジュル章 26 の訳注を参照。

4 これは、それによって人間が生殖する、精液のこと （ムヤッサル 415 頁参照)。人間の創

造の変遷 （へんせん）については、巡礼*章 5、信仰者たち章 14 も参照。

5 この 「かれ （アッラー*) の魂」 に関しては、アル= ヒジュル章 29 の訳注を参照。

6 「新たな創造」 とは、復活のこと （前掲書、同頁参照)。
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(使徒*よ、）言ってやるがいい。「あなた

方を任された死の天使1が、あなた方 （の

11.

0た ま し い

魂 ）を召すのだ。それからあなた方の主*

の御許にこそ、あなた方は戻らされ （て、

行いの清算を受け）る」 。

\ŷ ==

「̂私;
12. そして、もしあなたが、自分たちの主*の御

許で頭をうなだれている2罪悪者たちを見

るならば。（彼らは言うのだ。）「我らが

主*よ、私たちは見、聞きました3。ですか

ら、私たちを （現世に）返してください。

そうすれば、正しい行い*を行います。本当

に私たちは （今や、あなたの唯一性* と復活

を）確信する者なのですから」 。4

ゲ應錄ひ

13. また、もしわれら*が望めば、全ての者に導
か な ら

きを与えたであろう。しかし、「われは必

ずや、地獄を全ての(不信仰な）ジン* と人々

で満たすのだ」という、われら*からの言葉

が確定したのである。5

じ戚滅站ユ

14. ならば （シルク*の徒よ）、自分たちのこの

日の拝謁を忘れていたゆえに、 （懲罰を）

味わえ——実にわれら* も、あなた方を忘れ

1 「死の天使*」 については、家畜章 61、93 なども参照。

2 恥ずかしさと後悔ゆえに、頭をうなだれる （アルニパガウィー3:596 参照)。

3 (今、私たちは）自分たちが （現世で）嘘としていたものを見、否定していたものを聞き

ました、ということ。しかしこのような確信も、この時にはもう役に立たない （アル=ク
ルトゥビー14:95 参照)。家畜章 158 とその訳注も参照。

4 いざ復活の日* (あるいは死）が到来すると、彼らは現世での猶予を求めたり、自分たちを

現世に返してくれることを頼んだりする。だが、もちろんそれは叶わない。家畜章 27-28、

高壁章 53、イブラーヒーム*章 44、信仰者たち章 99-100、創成者*章 37、赦し深いお方

章 11-12、相談章 44、偽信者* たち章 10-11 も参照。

5 そしてそれは、彼らが導きをそっちのけで迷いを選んだことの結果である（ムヤッサル 416
頁参照)。
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たのだ1——。そしてあなた方が行つていた

こと （不信仰や罪）ゆえに、永遠の懲罰を

味わえ0

砂ぶ4 鱗シ麟
\jy>-

し る し

われら*の，徴 （アーヤ*) を信じ （、その

教えを実践す）るのは、それで教訓を与え

られれば思い上がることなくサジダ* して

崩れ落ち、自分たちの主*の称賛* と共に

(かれを)称える*者たちに外ならない。（読

誦のサジダ*)

16. diiを）iれ、（iiを）望みつつ、そ

の主に祈りながら、彼らの脇腹は寝床から

遠ざかる2。そして彼らは、われら*が授け
ほ ど こ

たものから （施しのために）費やす3のだ。

私上通～叙

17. また、いかなる者も、彼ら （信仰者たち）が

行っていた （善い）ことゆえの報いとして、

彼らのために秘、蔵された喜びを知らない。4

一体、信仰者だった者は、放逸だった者と

同様だろうか？ 彼らは同等ではない。

18.

19. 信仰し、正しい行い*を行っていた者たちは

といえば、彼らには自分たちが行っていた

ことゆえの御もてなしとして、（真の）住処

の楽園がある。

1 彼らが「忘れていた」 というのは、来世のことをおろそかにし、現世の享楽 （きょうらく）

に溺れていたことを、アッラー*が 「忘れた」 というのは、彼らのことを懲罰の中に置き去

りにすることを意味するとされる （ムヤッサル 416 頁参照)。

2 甘い眠りから遠ざかり、それよりも甘い、夜の礼拝に勤しむこと （アッニサアディー655
頁参照)。

3 「われら*が授けたものから•••」 については、雌牛章 3 の訳注を参照。

4 「喜び」 については、マルヤム*章 26 の訳注を参照。預言者*は仰 （おっしゃ）った。「ア

ッラー*はこう仰せられた ：『われは正しきわが僕 （しもべ）に、いかなる目も見たことも

なく 、いかなる耳も聞いたこともなく、いかなる人間の心にも思い浮かんだことのないよ

うなものを、用意しておいた』」（アル=ブハーリー4779 参照)。
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20. そして、放逸であった者たちはといえば、そ

の住処は （地獄の）業火。そこから出ようと

するたび、彼らはそこに戻される。そして（こ

う）言われf )のだ。「あなた方が嘘呼ばわり

していた、業火の懲罰を味わうがよい」 。
かなら

⑤ し、！*i \

また、われら *は必ずや彼らを、最大の懲

罰ではなく 、最小の懲罰1から味わわせよ

う。（それは）彼らが、 （その罪から）立

ち返るようにするため。

21 .

22. 自分の主*の御徴で教訓を与えられていな

がら、それに背を向ける者よりもひどい不

正*を働く者がいようか？ 本当にわれら *

は、罪悪者らに報復する者なのである。

23. われら *は確かに、ムーサー*に啓典 （トー

ラー*) を授けた。ならば、彼との面会2に

ついて、疑わしく思ってはならない。そし

てわれら *はそれを、イスラーイールの子ら
*への導きとしたのだ。

24. また、われら *は彼ら（イスラーイールの子

ら *) が忍耐* した時、彼らの内から、われ

ら *の命令によって導く導師たちを出し

た。そして彼らは、われら *の御徴をこそ、

確信していたのである。

25. 本当に （使徒*よ）、あなたの主*こそは復

活の日*、彼らが （宗教に関し）意見を異に

していたことについて、彼らの間をお裁き

になる。

み 礙

魯こ
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1 「最大の懲罰」 とは、復活の日*のもの。「最小の懲罰」 とは、現世における試練や災難の

こと （ムヤッサル 417 頁参照)。

2 この 「面会」 は、預言者*ムハンマド *が昇天した時 （夜の旅章 1 の訳注を参照）に、ムー
サー*と会った時のことを示しているとされる （前掲書、同頁参照)。
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そして一体、われら *が彼ら以前にどれほど

多くの （不信仰な）民*を滅ぼしたか、彼ら

には明らかになっていないのか？ 彼らは

26.

め つ ぼ う

その者たちの住居の中を、 （その滅亡の跡

を目にして）歩いているというのに？ 本

当にその中にはまさしく 、御徴 1がある。
一体、彼らは （アツラー*の御言葉に）耳を

傾けないのか？

27. また一体、彼らはわれら *が不毛の地に水を

引っぱって行き、それによって作物を生育

させるのを見なかったのか？ 彼らの家畜

と彼ら自身は、そこから食するのだ。一体、

彼らは （この恩恵を）目にしないのか？2

■し28. 彼ら （シルク *の徒）は、言う。「（私たち

が懲罰を受けるという）その裁決は、いつ

なのかね？3 もしあなた方が、本当のこと

を言っているのなら？」

(使徒*よ、）言ってやれ。「裁決の日、不

信仰だった者*たちをその信仰が益するこ

とはなく 4、彼らが猶予を与えられることも

ない」 。

心

f 〆パ、
柳29.

30. ならば彼らから離れ、（アツラー*の彼らに

対する処分を）待つのだ。実に彼らも （あ

なた方の不幸を）、待つ者たちなのである。

1 この 「御徴」 とは、使徒*たちの正直さと、その民のシルク *の虚妄さを示す証拠 （ムヤツ

サル 417 頁参照)。

2 そしてそのような力があるアツラー*には、復活を行われる力が備わっていることに気付か

ないのか、ということ （前掲書、同頁参照)。

3 これは、「早く私たちに懲罰を下してみよ」 という挑発を意味する （前掲書、同頁参照)。
アーヤ *12 とその訳注も参照。

4 復活の日*、あるいは死が訪れた際の悔悟については、家畜章 158 とその訳注を参照。
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第 33 童

部族連合章 （アル=ァハザーブ）1

慈悲あまねく *慈愛深き*

アツラー*の御名において

1. 預言者*よ2、アツラー*を畏れ*よ。そして不

信仰者*たちと偽信者*たちに従ってはなら

ない。本当にアツラー*はもとより、全知者、

英知あふれる*お方なのだから。

2. また、あなたの主*からあなたに下されたも

の （啓示）に従え。本当にアツラー*は、あ

なた方が行うこと （全て）に通暁されたお

方である。

©L；

©1

^
3ダ成瓣鹿3. そしてアツラー*にこそ、全てを委ねる*の

だ。アツラー*だけで、委任者3は十分なので

ある0

4>峽雖公13

^
4. アツラー*はいかなる者にも、その内面に二

つの心をお与えにはならなかった4。またか

1 マデイーナ*啓示で学者の見解は一致。スーラ*の名称は、クライシュ族*の不信仰者*と、

彼らと徒党を組んだアラブ諸部族が、マデイーナ*内のユダヤ教徒*の一部と偽信者*らの協

力と共に、マデイーナ*に攻めて来たヒジュラ暦*5 年の 「部族連合の戦い」 別名 「塹壕 （ざ

んごう）の戦い」が描写されていることによる。マデイーナ*啓示の常として、ズイハール
*、養子縁組、結婚、ヒジャーブ （女性のベール）などの法的側面を取り上げる一方、預言

者* とその家族に関する特別規定なども提示される。また部族連合の戦いにおけるムスリム

信仰者•不信仰者*•偽信者* らの様子や、兵数が約一万にも達した強大な敵軍 （ムスリム*

軍は兵数約三千）を戦うことなく奇跡的に撃退した情景の描写は、アッラー*の恩恵への感

謝と、かれとその使徒*への従順 （じゅうじゅん）さの重要性、そしてアッラー*の勝利は

誠実な信仰者のもとにこそやって来る、ということを想起させる。

2 この預言者*ムハンマド*への語りかけについては、雌牛章 120 の訳注を参照。

3 「委任者」 については、頻出名•用語解説の 「請け負われる*お方」 を参照。

4 この解釈には、「その頭の良さゆえに、自分を 『二つの心がある者』 だと言っていた、クラ

イシュ族*の不信仰者*に対する批判」「一つの心が、信仰と不信仰を両立することはないこ

と」「人間に心が二つないのと同様、事実上 『母親が二人いる』 という主張であるズイハー

ル*は、あり得ないこと」 など諸説ある （アル= クルトウビー14:116-117 参照)。

氺�
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れは、あなた方がズィハール*するあなた方

の妻たちを、あなた方の母親とはされなか

たし、あなた方の養子を、あなた方の（イ

スラーム*法的に正当な）子供ともされなか

た。それはあなた方の口先の言葉1である。

そしてアツラー*は真実を語られるのであ

り、かれが（正しい）道へとお導きになる

のだ。

5. 彼ら（養子）を、その（生みの）父親に帰属

させて呼べ。それがアツラー*の御許で、よ

り公正なのだから。そしてもし、あなた方

が彼らの（生みの）父親を知らないのであ

れば、（彼らは）宗教におけるあなた方の

同胞であり、盟友である。また、あなた方

が（意図せず）間違ったことにおいて、あ

なた方にはいかなる罪もないが、（アツラ

一*がお咎めになるのは）あなた方の心が意

図したことなのである。アツラー*はもとよ

り、赦し深いお方、慈愛深い*お方。

6. 預言者* (ムハンマド*)は、信仰者たちに関

し、彼ら自身よりも優先されるのであり2、

その妻たちは彼らの母親なのである3。また

近親関係にある者たちは（遺産相続に関

し）、アツラー*の定めにおいて、信仰者た

ちやムハージルーン*よりもお互いに優先

つ

つ

も

^
J

1 ズィハール*の言葉によって、自分の妻が実の母親のように結婚不可能な相手となることは

なく、「これは私の息子だ」と主張することで、養子関係が確定することもない、というこ

と（ムヤッサル 418頁参照)。

2 預言者*は仰（おっしゃ）った。「私のことが自分自身の親や子供、そして全ての人々より

も愛すべき存在となるまで、人は（真に）信仰してはいない」（アルニブハーリー15 参照)。

3 彼の妻たちは、彼以外の誰とも結婚できない関係にある（アーヤ*53 参照）と同時に、彼

女らへの敬意、善行、尊敬といった義務ゆえに、「信仰者たちの母親」である（アル=クル
トウビー14:123参照)。
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される 1。Mし、あなた方の盟友に善事を行

うこと2は別である。それはもとより、書（守

られし碑板*) の中に記されていたのだ。

(預言省*よ、）われら*が

^
たちから、

彼らの確約3を取った時のこと（を思い出せ)。

またあなたから、そしてヌーフ*、イブラーヒ

ーム

'
ムーサー*、マルヤム*の子イーサー*

から （確約を取った時のことを）4。われら*

は彼らから、厳粛なる確約を取ったのだ。

©心

si}
pyCAJ

(それは）かれ （アツラー*) が誠実な者た

ちに （復活の日*) 、その誠実さについてお

尋ねになる5ため。そしてかれは不信仰者*

たちに、痛ましい懲罰を用意された。

8.

信仰する者たちよ、あなた方に対するアツラ
お ん け い

一*の恩恵を思い起こすのだ。あなた方のも

とに軍勢6が到来し、われら*が彼らに風と、

あなた方には見えなかった軍勢を遣わした

時のことを7。アツラー*はもとより、あなた

方が行うことをご覧になっていたのだ。

9.

1 戦利品*章 75 とその訳注を参照。

2 近親関係にある相続人でもない者たちの相続は撤廃（てっぱい）されたが、それ以外の「善

事」、つまり援助、善行、よい関係の維持、遺言などは行うことが出来る （イブン•カスィ

ール 6:382 参照)。

3 アッラー*の教えを伝え、かつ全ての預言者*を信じるという 「確約」 のこと （ムヤッサル

419 頁参照)。雌牛章 40 「契約」 についての訳注も参照。

4 ここで数ある預言者*の中でもこの五人が取り上げられているのは、彼らが啓典と法を授け
られた、「決然とした者たち（ウルー•アルニアズム)」であるため（アル=パガウィー3:610
参照）とされる。相談章 13、砂丘章 35 も参照。

5 アッラー*は彼ら預言者*、そしてその追随者たちに、確約を全 （まっと）うしたかどうか、
お尋ねになる （アッ =サアディー659 頁参照)。高壁章 8 の訳注も参照。

6 この 「軍勢」 とは、部族連合のこと （ムヤッサル 419 頁参照)。詳しくは、スーラ *冒頭の
訳注を参照。

7 強風が部族連合軍の設営したテントなどを吹き飛ばし、天からは天使*が送られ、その心に
恐怖が吹き込まれた （前掲書、同頁参照)。
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10. あなた方の上方から、そしてあなた方の下

方から、彼らがやって来た時のこと （を思

い出せ）1。また、視線が （恐怖で敵に釘づ

けとなって、彼ら

^
(外の全てから）逸れ、

心臓が喉元にまで達し、あなた方がアツラ

一*に対して （様々な）憶測2をした時のこ

とを0

ぬ 沿

11. そこで信仰者たちは試練を受け、激しく

MMした。

12. また、偽信者*たちと心に病がある者3たち

が、こう言った時のこと （を思い出せ）。

「私たちにアツラー* とその使徒*が約束し

たこと 4は、欺き以外の何ものでもなかつ

た」 0

13. また、彼ら （偽信者*たち）の内の一団が、

(こう）言った時のこと （を思い起こせ）。

「ヤスリブ5の民よ，あなた方が（戦いで敗

れるために）駐留することはない。だか

ら、 （マデイーナ*の中に）戻る6のだ」 。

ス C>yo

雛i娜

i マディーナ*東部の谷の上方からアラブ諸部族が、西部の谷の下方からはクライシュ族*、
ユダヤ教徒*のクライザ族らが迫って来たことを示すという （アル=クルトウビー14:144
参照)。

2 つまり真摯 （しんし）な信仰者たちは、アッラー*のお約束が果たされると思い、またある
者たちの脳裏 （のうり）には敗北がよぎった。また、偽信者*たちは、次のアーヤ*以降に

示されるようなことを憶測した （アル=バイダーウィー4:366 参照)。
3 「心に病がある者」 とは、心に疑念がある、信仰心の弱いムスリム*のこと （ムヤッサル

419 頁参照)。

4 つまり、勝利のこと （前掲書、同頁参照)。預言者*は、カエサル （ローマ皇帝）とホスロ

一 （ペルシャ王）の富はムスリム*のものとなるだろう、と予言していた （アル=ブハーリ

一2952 参照)。

5 マディーナ*の旧称 （ムヤッサル 419 頁参照)。

6 ムスリム*軍はマディーナ*郊外に塹壕 （ざんごう）を堀り、その付近に駐留していた （ア
ッ =サァディー660 頁参照)。
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にせしんじゃ

また、彼ら（偽信者*たち）の内の一派は、
む ぼ う び

「本当に私たちの家は（敵から）無防備な
よげんしや

のです」と言って、預言者*に（自宅に帰る)

許しを請う。それは無防備ではないという

のに。彼らが望んでいるのは、逃亡以外の

何ものでもないのだ。

14. また、もし彼ら（lii*たち）がその*S
から（敵軍に）侵入され、試練1を要求さ

れたら、それを（進んで）差し出したであ

ろう。そしてそこ（試練）において、少し

だけしか持ち堪えることはなかったのだ。

©ら
_̂
�轉

泌你ゲ身 -4 315. また、彼らは確かに（その戦い）以前、背

を見せて逃げないとの契約を（、アツラー
*とその使徒*と）結んだ。アツラー*の契約

は、もとより（その遵守を）問われること

になっている。

(�誓箸*ょ、彼らたちに）言って

やれ。「逃亡があなた方を益することはな

い。たとえあなた方が、死や殺害から逃れ

たとしても。そしてそうしたとしても、あ

なた方は僅かばかりしか、（この現世で）

楽しませてはもらえないのだ」。

16.

^3'olj^\oi 其；

念!

17. 言ってやるのだ。「あなた方をアツラー*

から守ってくれるのは、誰なのか？ もし

かれが、あなた方に災いを望まれるか、

あるいはあなた方にご慈悲を望まれるな

らば？」彼らはアツラー*以外、自分たち

へのいかなる庇護者も援助者も見出すこ

とがない。

1 この「試練」とは、イスラーム*を棄（す）て、不信仰者*たちの宗教に戻ること（アッ=
サァディー660頁参照)。
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^
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アツラー*は、あな/

^
方の内 （アツラー*の

道における戦い）の妨害者たちと、その仲

間たちに 「（ムハンマド*を捨てて）私たち

のもとに来るがよい」 と言う者たちを、確

かにご存知である。そして彼らは僅かばか

りしか、戦いにやって来ることがない。1

19. あなた方 （信仰者たち）に対して、惜しみつ

つ2。（戦いによる死の）恐怖が到来した時、

あなたは彼らがあなたを凝視するのを見た

であろう。まるで死 （への恐怖）ゆえに気絶

する者のように、彼らの眼は回る。そして恐

怖が立ち去った時には、善きもの（戦利品*)

を惜しみつつ、あなた方に鋭い口調でまく

し立てたのだ3。それらの者たちは信仰して

はいなかったのであり、アツラー*はその行1

いを無SUこされた。それはアツラー*にとっ

て、もとより容易いことだったのだ。

. 彼ら （偽信者*たち）は、諸 （部族）連合が

行ってしまったのではない、と思っている

4〇 ま た、も し 諸 （部 族）連 合 が （再 び）

やって来たら、（マディーナ*を離れて）あ

なた方の （動向についての）知らせを尋ね

つつ、ベドウィンたちと共に砂漠にいたな

らば、と望んだであろう。そしてもしあな

た方と共にあったならば、彼らは僅かばか

りしか戦うことなどなかったのだ。

1 8.

み，;

^
ふ

_
威

� #も
'
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20

l 死への恐怖のため。あるいは戦いに参加するのは、単なる外聞や見せかけのため （アルニ

クルトウビー14:152 参照)。

2 偽信者*たちは信仰者たちへの敵意と憎しみゆえ、彼らに対して財産•生命•労力•愛情とい

たことを犠牲にすることを惜しんだ （ムヤッサル 420 頁参照)。

3 戦いの時には誰よりも臆病（おくびょう）だが、戦利品

^
D分配などにおいては、誰よりも

雄弁になった （アル=クルトウビー14:154 参照)。

4 アッラー>が彼らを退却 （たいきゃく ）させられた後も、偽信者*たちは恐怖と臆病 （おく

びょう）さゆえに、彼らの退却を信じなかったのだという （ムヤッサル 420 頁参照)。

つ
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\y^) (j.^30^̂
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21. (信仰者たちよ、）確かに、あなた方にとつ

てアツラー*の#徒*の内には、よき模範があ

た。アツラー* と最後の日*を望み1、アツラつ
し よ う ね ん

一*をよく唱念していた者にとっては。

じ、琳:網’、ゅ切�

ノ仏フ沿:

^
從ば嘴

念！!

^̂
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22. また信仰者たちは、諸 （部族）連合を目に

した時、 （こう）言ったのである。「これ

はアツラー* とその使徒*が、私たちに約束

したこと 2。そしてアツラー* とその#徒*

は、本当のことを仰られた」 。それ3は彼

らに、信仰心と従順さしか上乗せしなか

つたのだ。

ナ

^̂
■

23. 信仰者たちの内には、アツラー* と契約した

ことに誠実であった男たちがいる。また、

その中には誓約を果たした者4 もいれば、そ

の中には待つ者5もいる。彼らは （契約を）

改竄してしまうことなど、なかったのだ。

24. (これらの出来事が起こったのは、）アツ

ラー*が誠実な者たちをその誠実さで報わ

れ、偽信者*たちを罰され——もし、かれが

(彼らの懲罰を）お望みならばであるが

——、あるいは彼らの悔悟をお受け入れに

なるため。本当にアツラー*はもとより、赦
じ あ い

し深いお方、慈愛深い*お方。

1 この 「望む」 については、ユーヌス*章 7 の訳注を参照。

2 —説に、これは雌牛章 214 にある言葉。つまり近い日の勝利に先駆ける試練のこと （イブ

ン•カスイール 6:392 参照)。

3 部族連合を目にしたこと （ムヤッサル 420 頁参照)。

4 アッラー*の道において殉教 （じゅんきよう）したり、契約を全 （まつと）うした、あるい
は契約に誠実な状態で死を迎えたりした者のこと （前掲書 421 頁参照)。契約については

ァーヤ*15 を参照。

5 勝利か殉教という 、いずれにしても善きものを待つ者のこと （前掲書、同頁参照)。悔悟章
52 も参照。
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\)\ Ĵ 麵�25. またアツラー*は、不信仰だった者*たち

をその憤りと共に、善いことなく（マ
ディーナ*から）退却させられた。そし

てアツラー*は信仰者たちを、戦いなしで

済ませて下さった1。アツラー*はもとよ

り強力なお方、偉力ならびない*お方で

あられる。

■

^
て仰ふ撕猶26, またかれは、啓典の民*の内、彼ら（部族連

とりで

)を援助した者たち2をその砦から引き

ずり出し、その心の内に恐怖を投げ入れら

れた。あなた方は（その）一派を殺し、（別

の）一派は捕虜とする。

口

1^3)5
27. また、かれはあなた方に、彼らの土地、彼

らの住居、彼らの財産、そしてあなた方が

まだ足を踏み入れてはいない土地3を引き

継がされた。アツラー*はもとより、全ての

ことがお出来になるお方。

28. 預言者*よ、あなたの妻たちに言うのだ。

「もし現世の生活とその飾りが欲しいの

なら、来なさい。私はあなた方に贈り物4

をやり、あなた方と綺麗さっぱり別れて

やろう0

1 部族連合の退却の経緯（いきさつ）については、アーヤ*9の訳注を参照。尚、この出来事

を境（さかい）に敵の侵攻は途絶（とだ）え、逆にムスリム*軍の進撃が始まる（イブン-カスイール 6:396参照)。

2 ユダヤ教徒*のクライザ族のこと（ムヤッサル 421 頁参照)。既にマディーナ*を追放され

ていたユダヤ教徒*ナディール族（集合章参照）の長フヤイイ•ブン•アフタブに唆（そその

か）され、協定を結んでいたムスリム*たちを裏切り、部族連合に協力した（イブン•カス

イール 6:384 参照)。

3 その当時、まだムスリム*たちの土地とはなっていなかったマッカ*、ハイバル、ペルシャ、

ローマ帝国、イエメンなどのこと（アッ=タバリー8:6650参照)。

4 雌牛章 236で言及されている、離婚の際の贈り物のこと（前掲書、同頁参照)。
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29. そして、もしあなた方がアツラー*とその

使徒*、来世の住まいを望む（がゆえに忍耐
*して使徒*に従う）のなら、本当にアツラ

一*はあなた方の内、善を尽くす*者たちに

偉大な褒美を用意されている。1

30. 預言者*の妻たちよ、あなた方の内、紛れ

もない醜行2を犯すfがあれば、その者に

は懲罰が二倍に倍増されよう。そしてそ

れはもとよりアツラー*にとって、容易い

ことなのだ。

. あなた方の内、アツラー*とその使徒*に謹

んで仕え、正しい行い*を行う者があれば、

われら*はその者に褒美を二度与えよう。そ

してわれら*は彼女のために、貴い糧3を用

意しておいたのだ。

32. 預言者*の妻たちよ4、あなた方は（その徳

と地位において、）女性たちの誰とも同様

ではない。もしあなた方が（アツラー*を）

畏れ*るならば、（マハラム*でもない男性

に対して）なよなよとした物言いをし、心

に病がある者に（禁じられた）欲望を抱か

せてしまってはならない。そして適切な物

言い5をするのだ。

ふ从ざ

^̂^
�31

ゆJ爲滅《越4
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1 アーヤ*28-29 は、自分たちへの出費を増やすよう要求した、預言者*の妻たちに関して下
ったものとされる。そして彼女らは全員、アッラー*とその使徒*、そして来世を選んだ（ム
ヤッサル 421 頁参照)。

2「醜行」については、蜜蜂章 90の訳注を参照。

3「貴い糧」とは、天国のこと（前掲書 422頁参照)。

4 この呼びかけによる一連の指導は、預言者*の妻だけでなく、全てのムスリム*女性にも向‘

けられたものである（イブン•カスィール 6:408参照)。

5 疑惑の原因となるようなことを避けつつ、イスラーム*法に沿った形で、聞く者が嫌にも思わ

ず、放逸な者の欲望を煽（あお）らないような物言い（アッ=シャウカーニー4:365参照)。
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33. また（必要時以外は）あなた方のgにMま

り、先（代）のジャーヒリーャ*の飾り立て 抑㈣�
みずか

のように、自らをこれ見よがしに飾り立て

てはならない1。そして礼拝を遵守*し、浄

財*を支払い、アツラー*とその使徒*に従

え。本当にアツラー*は

家の者たち2よ

り除き、あなた方を綺麗に清められたいの

である。

34. そして（預言者*の妻たちよ）、あなた方の

家で読誦されるアツラー*の御徴と英知3

よ げ ん し や

(預言者*の)

、あなた方から穢れを取

l)\^ =̂===̂ X-\ j 4il01
しようねん

を唱念するのだ。本当にアツラー*はもと
れいみよう つうぎよう

より、霊妙な*お方、通暁されたお方。

35. 本当に服従する男（ムスリム*) たちと服

従する女たち、信仰する男たちと信仰する

女たち、従順な男たちと従順な女たち、

(言動において）正直な男たちと正直な女

たち、忍耐*する男たちと忍耐*する女たち、

恭順4な男たちと恭順な女たち、よく施

す男たちとよく施す女たち、（義務、任意

を問わず）サウム*する男たちとサウム*す

W㈣典心�

^^3

0 5 ■
ご -==*

© ぶ超

みずか

る女たち、自らの陰部を（禁じられた物事

5から）守る男たちと（それを）守る女たち、

アツラー*をよく唱念する者たちと、（か
しようねん

れをよく）唱念する女たち、アツラー*は

1 アーヤ*59、御光章 31、60も参照。

2 預言者*の妻、子孫を含む、その一族のこと（ムヤッサル 422 頁参照)。

3「御徴」はクルアーン*のアーヤ*、「英知」は、その奥にひそむ意味と、預言者*のスンナ*

のこと。このアーヤ*の意味には、その言葉を「心に刻む」だけでなく、その読誦、熟考（じ
ゅつこう）、そこに含まれる英知と法規定の発見、その実践と解釈なども含まれるとされる

(アッ=サアディー663頁参照)。

4 「恭順」については、雌牛章 45の訳注を参照。

5 この「禁じられた物事」については、御光章 30の訳注を参照。
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彼らのために、おiしと偉大なii1をご用

意された。

S^O J^yij
36. 信仰者の男性も、信仰者の女性も、アツラ

一*とその使徒*が何かを裁決したら、彼ら

に自分たちの裁量による（別の裁決の）選

択はない。そしてアツラー*とその使徒*に

逆らう者がいれば、確かに彼は紛れもなく

迷い去っているのである。2

(�誉

_
*ょ、）ァッラー*が11をぉSけ

になり、あなたが恩恵を与えた者（ザイ

ド•ブン•ハーリサ）3に、あなたが（こう）

言った時のこと（を思い出させよ）。「（ザ

イドよ、）あなたの妻4を自分のもとに留め

ておけ。そしてアツラー*を畏れる*のだ」。

そしてあなたは、アツラー*が露わにされる

ことになるものを心の内に隠し5、アツラー
*があなたの恐れるにより相応しいお方な

のに、人々を恐れていた6。そしてザイドが

彼女との（離婚という）用件を果たし（、

イツダ*が終了し）た時、われら*はあなた

と彼女を結婚させた。（それは）自分たち

の養子の妻（との結婚）に関し、彼らが彼

喊�％

以じ

^̂
4

於保�

37.

l 天国のこととされる（ムヤッサル 422頁参照)。

2 同様のアーヤ *として、婦人章 65も参照。

3 アッラー*は彼にイスラーム*の恩恵をお授けになり、預言者*ムハンマド*は奴隸*であった
彼を解放し、（イスラーム*において養子関係が禁じられる前に）彼を自分の養子とした（前

掲書 423頁參照)。

4 ザイナブ•ピント•ジャノハシュのこと（前掲書、同頁参照)。

5 アッラー*は、ザイドがその妻ザイナブを離婚し、預言者*が彼女と結婚することになるこ

とを、預言者*に前もって知らせていた（前掲書 423頁参照)。

6 悪意ある人々が、「ムハンマド*は自分の養子の妻と結婚した」と言うことを、恐れていた
(前掲書、同頁参照)。
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女らとの （淦繪という）用件笑�たしたな
らば、信仰者たちにとっての罪にはならな

い （ようにする）ためである 1。アツラー*

のご命令はもとより、実行されることにな

ていたのだ。

38. 預言者*はアツラー*が彼のために（合法と）

定められたことにおいて、何の罪もない。

過去に滅び去った(預言)者*たちにおける、

アツラー*の摂理（として、かれがお定めに

なったことなのである）。アツラー*のご命

令はもとより、 （既に）定められていた定

命なのだ。

(彼ら預言者*たちは、）アツラー*のお言伝

を伝達し、かれ （のみ）を恐れ、アツラー

*以外のいかなるものも恐れることのない

者たち。そしてアツラー*だけで、清算者*

は十分である。

©4

^
•為錄攀臟

39.

。も0 一
40. ムハンマド*はそもそも、あなた方の男性の

内の、誰の父親でもない2。1

^
ヽしアツラー

*の使徒*、預言者 *たちの封印3なのだ。そ

してアツラー*はもとより、全てのことをご

存知のお方。
し ょ う ね ん

41. 信仰する者たちよ、アツラー*をよく唱念

せよ0

42. そしてかれを、朝に夕に称え *よ。

1 つまりアッラー*は、自分の養子が離婚した女性と結婚することを合法とするため、預言者
*をその実例としてお選びになった。養子関係そのものはアーヤ*5 によって禁じられた（ム
ヤッサル 423 頁参照)。

2 預言者*は生前、ザイドを含め、いかなる成人*男性の父親となることもなかった。彼の男

児は皆、夭折 （ようせつ）している （アル=クルトウビー14:196 参照)。

3 最後の預言者*、ということ （ムヤッサル 423 頁参照)。



33. 部族連合章

43. かれ2¦、あなた方 （信仰者）を闇から光1へ
と（導き）出すべく 、あなた方のために（善

きことを）念じられた2お方。そして、かれ

の天使*たちも （あなた方のため、善きこと

を念じる3) 。かれはもとより、信仰者たち

に対して慈愛深し *ヽお方なのだ。

44. その日（天国で）、彼らが（アツラー*から）

受け取るその挨拶は、 「 （あなた方に）平

安を4」。そしてかれは彼らのため、貴い褒

美5をご用意された。

45. 預霄者*よ、実にわれら *はあなたを、証人6、

吉報を伝える者、警告を告げる者7として遣

わした。

46. また、かれのお許しのもとに、アツラー*

(のタウヒード*)へと招く者、煌々たる灯

ふとして。

47. そして （預言者*よ、）信仰者たちには、ア

ツラー*の御許から彼らへの大きなご恩寵

があることの吉報を伝えよ。

48. また、不信仰者*たちや偽信者*たちには従

わず、彼らの害は放っておき、アツラー*

のみに全てを委ねる *のだ。アツラー*だけ

で、委任者8は十分なのである。

念 \llpV■L9

l この 「闇」 と 「光」 については、雌牛章 257 の訳注を参照。

2 アッラー*が彼らのために「念じられる」とは、彼らにご慈悲をかけ、彼らを讃美（さんび)

されること （ムヤッサル 423 頁参照)。

3 天使*たちが彼らのために「念じる」とは、彼らのために祈願すること（前掲書、同頁参照)。
赦し深いお方章 7-9 も参照。

4 「あなた方に平安を」 については、雷鳴章 24 の訳注も参照。

5 「貴い褒美」 とは、天国のこと （前掲書 424 頁参照)。

6 「証人」 については、雌牛章 143 の訳注を参照。

7 「吉報を伝える者」「警告を告げる者」 については、雌牛章 119 の訳注を参照。

8 頻出名•用語解説の 「全てを請け負われる *お方」 も参照。
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49. 信仰する者たちよ、あなた方が信f 者の女

たちと結婚し、それから彼女らに触れる前
1に彼女らと離婚したならば、あなた方にと

て彼女らに数えるべきイツダ*はない2。

ならば彼女らに贈り物を与え3、（結婚関係

から）綺麗に解き放ってやるのだ。

50 預言者*よ、本当にわれら *はあなたに、あ

なたが婚資金*を贈ったあなたの妻たちを

合法とした。また、アツラー*があなたに戦

利品4 としてお与えになった、あなた方の右

手が所有した者たち （奴隸*女性）も。また

あなたと共に移住* した5、あなた方の父方

の叔 （伯）父の娘たち、あなた方の父方の

叔 （伯）母の娘たち、あなた方の母方の叔

(伯）父の娘たち、あなた方の母方の叔

(伯)母の娘たちも6。また信仰者の女性も、

もし彼女が預言者*に、自らを （婚資金*な

しで妻として）贈ったならば （、彼女は彼

にとって合法である）。（但し、それは）

もし預言者*が、彼女との結婚を望んだ場合

であるが7。（それは外の）信仰者たちは別

とした、あなただけの特別なもの。われら

つ

3545

^
逆

l 性交する前に、ということ （ムヤッサル 424 頁参照)。

2 イッダAの種類については、雌牛章 228 「三度の月経」 についての訳注も参照。

3 雌牛章 236-237 も参照。

4 この 「戦利品* (ファイゥ）」 については、頻出名•用語解説を参照。

5 これは預言者*ムハンマド*だけの、特別な条件とされる （アッニサァディ ー669 頁参照)。

アーヤ•冒頭からここまでは、預言者 —だけでなくムスリム*男性一般に共通した規定。また、
ここで一部の近親女性が挙げられているのは、それ以外の女性が禁じられているというわ

けではなく （婦人章 23 も参照)、結婚することを許される最近縁の女性を示しているに過

ぎない （前掲書、同頁参照)。

7 現実上、預言者*に自らを差し出した女性は複数に上るが、彼がそれを受け入れたことは一

度もなかったとされる （イブン•カスイール 6:444 参照)。

6
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は確かに、彼ら（信仰者た

^̂
の妻と、彼

らの右手が所有するもの（奴隸*女性）につ

いて、われら*が彼らに定めたもの1を知つ

ている。（これらのことを、あなたに特別

に合法としたのは、）あなたに困難がない

ようにするため。アツラー*はもとより、赦

し深いお方、慈愛深い*お方。

51 . あなたは、あなたが望む者を遅らせ、あな

たが望む者を自分のもとに引き寄せる2。ま

た、あなたが（一旦は）避けた者の内、あ

なたが（後に）欲した者も。あなたにはい

かなる罪もない。それ3が、彼女たちが喜ん

で4、悲しむことはなく、彼女たち全員が、

あなたが彼女らに与えたものに満足する

のに、より適切なのである。アツラー*は、

あなた方の心の中にあることをご存知で

違

^
!

^
5

愆 こ ぶ 泌

轉g

かんだい

ある。アッラー*はもとより全知者、寛大な

*お方なのだから。

及

^
似 レ㈣風

^
52 以後、（既に結婚していた妻たちとは別の）

女性たち（との結婚）は、あなたに許され

ないし、彼女らを（離婚して、別の）妻た

1 この「定めたもの」とは、自由民女性は四人まで、奴隸*女性は数の制限なく結婚できるこ

と、そして結婚の際には、後見人、婚資金

'
証人が条件付けられることであるとされる（ム

ヤッサル 424 頁参照)。

2 これは、自らを差し出した女性や、共に過ごす時間を妻たちの間で配分すること（婦人章

128とその訳注も参照）に関することとされる。一部の学者は、妻たちへの時間の平等な

配分は、預言者1ことっての義務ではなかったが、それでも彼は時間を平等に振り分けてい

た、とする（イブン•カスイール 6:446参照)。

3「それ」とは、その選択のこと（ムヤッサル 425 頁参照)。または、自分にとっては義務

ではないにも関わらず、預言者*が妻たちに平等に時間を割（さ）いていたこと（イブン*

カスイール 6:446参照)。

4 この「喜び」については、マルヤムA章 26の訳注を参照。
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ちと換えることも（許されない）1。たとえ、

彼女ら （妻以外の女性たち）の美しさが、

あなたを魅了したとしても。但し、あなた

の右手が所有するもの（奴隸*女性）は別で

ある。アツラー*はもとより、全てのことを

見守られるお方。

於 虚2似 仏 減
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53. 信仰する者たちよ、あなた方に食事へと許

可された場合を除き、預言者*の家に入って

はならない2。（食事が用意できる）その時

を、 （彼の家の中で）待ってもならない。

しかし呼ばれたら入り 、食べ終わったら

解散するのだ。（預言者*の迷惑になるまで、

夢中になって長々と）話に興じることな

く 。本当にそのことは預言者*を害していた

のであり、彼はあなた方に対して羞恥心を

抱くのだから——アツラー*は、真理に対し

て

^
:、じ入られないが

が彼女ら （彼の妻たち）に何らかの物を頼

む時には、覆いの向こうから、彼女らに頼

むのだ。それがあなた方の心と彼女らの心

にとって、より清いのである。また、あな

た方にはアツラー*の使徒*を害したり、彼

の （死）後、その妻たちと結婚したりする

ことは、絶対に許されない3。本当にそれは

もとより、アツラー*の御許でこの上ないこ

と4なのである。

。また、あなた方

1 これは預言者* ムハンマド*の妻たちが、アーヤ*29 を受けて、アッラー* とその使徒* と来
世を選んだことによる、栄誉と報いであった （ムヤッサル 425 頁参照)。

2 一説にこのアーヤ*は、ヒジュラ暦*5 年暮れの、預言者* とザイナブ•ビント•ジャハシュの
婚宴 （こんえん）の食事で起きたことに関して下った （イブン•カスィール 6:451 参照)。

3 アーヤ*6 にもある通り、彼女らは信仰者たちの母であり （ムヤッサル 425 頁参照)、現世
と来世における預言者*ムハンマド*の妻なのである （アッ =サアディー670 頁参照)。

4 この上ない罪、ということ （ムヤッサル 425 頁参照)。
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54. gなた方が何かを露わにしようと、それを

隠そうと、実にアツラー*はもとより、全て

のことをご存知のお方。
©味ぷ

55. 彼女たち1にとって、 （以下の者たちから、

身を覆わなくても）扉はない2 :自分たちの

父親。自分たちの息子。自分たちの兄弟。

自分たちの兄弟の息子。自分たちの姉妹の

息子。

_
分たちの女性。自分たちの右手が

ど れ い

所有するもの（奴隸*男性）。アツラー*を畏

れ*よ。本当にアツラー*はもとより、全て

のことの証人であられるのだから。

56. 本当にアツラー* とその天使* たちは、預

言者*のために （善きことを）念じる3。信

仰する者たちよ、彼のために（善きことを）

念じ、平安を祈るのだ4。

本当にアツラー* とその使徒*を害する5者

たち、アツラー*は彼らを現世と来世におい

て呪われた6。そしてかれは彼らに、屈辱的

な懲罰をご用意されたのだ。

57.

1 預言者*の妻たちと、それ以外のムスリム*の成人へ自由民女性のこと （アッ =シャウカー

ニー4:394 参照)。アーヤ*59 も参照。

2 ムスリム*の成人*•自由民女性が身を覆うべきとされる相手については、御光章 31 とその

訳注により詳しく描写されている。また体のどこを覆うべきかについては、同アーヤ*の訳

注、および頻出名•用語解説の 「アウラ*」 を参照。

3 アッラー*が預言者*のために 「念じる」 とは、かれのお傍 （そ©に控えている天使*たち

のもとで、彼を讃美 （さんび）すること。天使* たちが彼のために 「念じる」 とは、彼を讃

美し、彼のために祈願することとされる （ムヤッサル 426 頁参照)。

4 ムスリム*が預言者*のために 「念じる」 形式には、様々なものがある。その内の代表的な

ものとして、アル=ブハーリー4797 に収録されたものを参照（前掲書、同頁参照)。また、
「平安を祈る」 については、家畜章 54 の訳注を参照。

5 「アッラー*を害する」 とは、不信仰、シルク*、かれに対して相応しくない言葉 （前掲書、

同頁参照)。「アッラー*の使徒*への害」 は、彼を害する全ての言行 （アル=クルトゥビー

14:237-238 参照)。

6 「アッラー*の呪い」 については、雌牛章 88 の訳注を参照。
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58. また、信仰者の男たちと信仰者の女たち

を、彼らが稼いだことで&ないことで害す

る1者たち、彼らは確かに大嘘と紛れもない

罪を背負い込んだのである。

59. 預言者*よ、あなたの妻たちとあなたの娘た

ち、信仰者たちの女性らに、彼女らの外衣
2の一部を自らの上に垂らすよう、言うの

だ。それが、彼女らが認識され3、害される

ことがないようにするのに、より相応しい

のだから。アツラー*はもとより、赦し深い

お方、慈愛深い*お方であられる。

4113151

^趣瑪翊ぜ職

60. もしも偽信者*たち、心の中に病がある

_
たち>

マディーナ*で（ムスリム*に対する嘘

を）吹聴する者たちが（悪事を）止めなか

やまし

づ 4肩 声かなら

たのなら、われら*は必ずやあなたを彼

ら（の懲罰）へと促そう。それから彼ら

は僅かな間しか、そこであなたと隣り合っ

て暮らすことはない。

61. 呪われた者たちとなって。彼らはどこにあ

ろうと、（無虜として）捕らえられ、完膚

なきまでにやっつけられるのだ。

〇

膝 如

ほろ

62. 過去に滅び去った(偽信)者xたちにおける、

アツラー*の摂理（として、かれがお定めに

なったこと）。そして（預言者*よ、）あな

たはアツラー*の摂理に、いかなる変更も見

出すことはない。

1 言ったり、やったりしていない罪のこと（ムヤッサル 426 頁参照)。

2 この「外衣（ジルバーブ)」は、御光章 31 にある「スカーフ」よりも大きく、全身を包む
もの（アルニクルトウビー14:243参照)。

3 慎（つつし）み深さと、保身を認識されるということ（ムヤッサル 426 頁参照)。あるい
は、奴隸<女性やふしだらな女性ではなく、自由民女性と認識されること。一説に、マディ
ーナ*の夜には放逸な者たちが出現し、用事のために外出した奴隸*女性らを害することが
あった。しかし外衣をまとった女性は自由民と認識され、害されることはなかったのだと
いう（イブン•カスィール 6:482 參照)。
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63. (使徒*よ、）人々はあなたに、（復活*の)

その時について尋ねる1。言ってやれ。「そ

の知識は、アツラー*の御許にこそある」。
そして何があなたに知らせるというのか、

その時が近いかもしれないことを？2

夕

64. 本当にアツラー*は、不信仰者*たちを呪わ

れ3、彼らに烈火をご用意された。

65. 彼らはそこに、いかなる庇護者も援助者も

見出すことなく、永遠に留まる。

66. 業火の中でその顔がひっくり返される日、彼

らは（こう）言う。「ああ、私たちがアツラ

一*に徒い、使徒*に徒っていたならば！」

67. そして、彼らは言う。「我らが主*よ、本当

に私たちは自分たちの長と有力者たちに

従い、彼らは私たちを道に迷わせました。

68. 我らが主*よ、彼らには懲罰の内から倍の

ものをお与えになり、彼らをこっぴどく呪

てください」。4

69. 信仰する者たちよ、ムーサー*を害した者た

ちのようになってはならない。アツラー*

はムーサー*を、彼らが言ったことから潔白

として下さったのだ5。彼はアツラー*の御

許で、栄誉ある者だった。

し 或§ぼ 匕 リ ❾

©好0
つ

i ある者はそれを早く起こしてみよ、と言い（家畜章 57-58 とその訳注も参照)、ある者は

それを嘘とした（アツ=サァディー672頁参照)。

2「復活の日*の近さ」については、蜜蜂章 1、預言者<たち章 1 の訳注も参照。

3「アツラー*の呪い」については、雌牛章88の訳注を参照。

4 同様の情景の描写として、雌牛章 166-167、高壁章 38、イブラーヒーム*章 21-22、識別

章 17-19、物語章 63、サバア章 31-33、40-41も参照。

5 一説に、ムーサー*は非常に羞恥（しゆうち）心が強く、人に肌を見せることがなかった。
それでイスラーイールの子ら*の一部の者たちは、彼の体には欠陥（けっかん）があるのだ

と主張したが、アツラー*はある時、彼の体には何の欠陥もないことを証明された（アル=
ブハーリー3404参照)。
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70. 信仰する者たちよ、アツラー*を畏れ*、ま

とうな物言い1をせよ。つ

(そうすれば）かれはあなた方のため、あ

なた方の行いを正して下さり、あなた方の

ためにその罪をお赦し下さろう。アツラー
* とその使徒*に従う者は誰でも、確かに

(現世と来世において、）偉大な勝利を

獲得したのだ。

71.

72. 本当にわれら*は信託2を、諸天と大地と山々

に差し出し （選択させ）た。そしてそれら

はそれを請け負うのを拒否して、それ （を

遂行できないこと）に怯え、人間がそれを請

け負ったのだ。本当に彼は不正*極まりな

く 、無知この上ない者だったのである3。

73. (人間がそれを請け負ったのは）アツラー
*が偽信者*の男たちと偽信者*の女たち、シ

ルク *の徒の男たちとシルク *の徒の女たち

を罰され、またアツラー*が信仰者の男たち

と信仰者の女たちの悔悟をお受け入れに

なるため4。アツラーはもとより、赦し深い

お方、慈愛深い*お方である。

以、こ

^
1 「まっとうな物言い」 とは、真美に根ざした、嘘のないまっすぐな言葉 （ムヤッサル 427

頁参照)。

2 この 「信託」 とは、公私の別なく 、アッラー*のご命じになることを行い、禁じられること

を避ければ褒美（ほうび）を授かり、それが出来なければ罰を受ける、という信託の事（ア
ッ =サアディー673 頁参照)。高壁章 172 とその訳注も参照。

3 人間は、その弱さ、無知さ、不正*—アッラー*が成功をお授けになった者には、そうでは

ない者たちもいるが一にも関わらず、信託を請け負った（イブン•カスィール 6:489 参照)。

4 人間はこの 「信託」に対する態度において、このアーヤ*で言及されている三種に分類され

る。つまり信託を表面的にのみ実行する偽信者*、それを表面的にも内面的にも実行しない

シルク *の徒、そしてそれを表面的にも内面的にも実行する信仰者である （アッ =サアディ

一673 頁参照)。
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第 34 章

サバア章1

慈悲あまねく *慈愛深き*

アツラー*の御名において
4

l . 諸天にあるものと大地にあるものが属し、

来世における称賛2があるお方、アツラー*

に称賛*あれ。かれは、英知あふれる*お方、

通暁されるお方。

2. かれは大地の中に入り込むものも、そこか

ら出てくるものも、天から落ちてくるもの

も、そこへ昇っていくもの3 も、 （全て）ご

存知である。かれは慈愛深い*お方、赦し深

いお方0

3. 不信仰に陥った者*たちは、言った。「 （復

活*の）その時は、私たちにはやって来ない」。
(使徒*よ、）言ってやれ。「いや、不可視の

世界*をご存知である我が主*にかけて、それ

は必ずや、あなた方のもとに到来する。諸天

であろうが大地であろうが、僅かな重みで
まぬが

も、かれ （の知識）から免れることはない。
また、それより小さいものでも、大きなもの

1 マッカ*啓示で学者の見解は、ほぼ一致。スーラ *の名称は、古代イエメンに栄えたが、洪
水で減んだサバアの民に関する記述に由来。マッカ*啓示の常として、アッラーの唯一性*•
復活と報い•ムハンマド*の使徒*性など、イスラーム*の基本的信仰を取り上げる。また、
アッラー*からの恩恵に感謝深かった預言者*たちの話と共に、恩知らずな不信仰者*に対す
る現世と来世における罰が、サバアの民を例に挙げて描写されている。そしてスーラ*の最
後は、シルク *の徒に対する信仰への誘いによって締めく くられる。

2 アッラー*が全ての者を完全なる公正さと英知によって裁かれる時、現世ではなかったほど
のアッラー*への称賛*が、天国の民•地獄の民の間に起こる（アッ=サアディー674 頁参照)。

3 「大地の中に入り込むもの」とは、水などを、「そこから出てくるもの」とは、植物、鉱物、
水などを、「天から落ちてくるもの」 とは雨、天使*、啓示などを、「そこへ昇っていくもの」
とは天使

'
人間の行いなどを指す、とされる （ムヤッサル 428 頁参照)。
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あらかじ

でも、明白な書（守られし碑板*) に（予め

記されてい）ないものはないのだ1。

(復活の日*の到来は、）かれが、信仰し、

正しい行い*を行う者たちに報われるため。

それらの者たちには、お赦しと貴い糧2が

ある」。

われら*の御徴において、（使徒*とクルア

ーン*を嘘呼ばわりするために）ねじ伏せよ

うと躍起になっていた者たち、それらの者

たちには痛ましい制裁による懲罰がある。

そして知識を授けられた者たちは、あなた

の主*からあなたに下されたもの（クルア

ーン *) が真理であり、偉力ならびない*

お方、称賛されるべき*お方（アツラー*)

の道へと導いてくれるものであると分か

るのだ。

不信仰に陥った者*たちは（嘲笑しつつ、

お互いに）言った。「（死んで）跡形もな

くばらばらにされた後、本当にあなた方は

新たに創造されるのだ、などとあなた方に

告げる男 3を、あなた方に見せてやろう

か？」

一体、彼はアツラー*に対して嘘を捏造した

のか？ それとも、彼には憑き物がついてい

る4とでも？ いや、来世を信じない者たちは

(来世においては）懲罰と、（現世におい

ては）遠い迷いの中にある。

す こな

^
4.

5.

3 4 4 a t e;6.

胸'

_
7.

8.

l 同様のアーヤ*として、婦人章 40、家畜章 59、ユーヌス*章 61 も参照。

2「貴い糧」とは、天国のこととされる（ムヤッサル 428頁参照)。

3 復活を説く預言者*ムハンマド*のことを、意図している（前掲書、同頁参照)。

4 アル=ヒジュル章 6「憑かれた者」の訳注を参照。
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一体、彼ら （不信仰者*たち）は天と大地と

いう、自分たちの前にあるものと、自分た

ちの後ろにあるものを見なかったのか？

もしわれら*が望めば、われら*は彼らを地

面に飲み込ませ、あるいは彼らの上に天か

ら破片を下してやる 1のだ。本当にその中に

はまさに、よく （アツラー*に悔悟して）立

ち返る、全ての僕への御徴がある。

10. われら *は確かに、われら *の御許からの恩

籠 2を、ダーウード*に授けた。（われら *

は言った。）「山々よ、彼と、そして鳥と

共に （アツラー*を称え *て）連呼せよ」 。

また、われら*は彼のために、鉄を柔らかく

してやった。

9.

© 織

^̂
じd

(われら *は命じた。）「すっぽり覆うもの

(鎧）をこしらえ、継ぎ目を（いい按配に）
_

整3せよ。（ダーウード* とその一族よ、）

あなた方は正しい行い*を行え。本当にわれ

は、あなた方の行いを見る者なのだから」。

12. またスライマーン*には、その午前 （の進

行距離）はーヶ月（の旅程）で、午後 （の

進行距離）はーヶ月 （の旅程）の風を （、

仕えさせた）4。そして、われら *は彼のた

めに銅の泉を溶かしてやり 5、ジン*の内か

1 1 .

㈣说成

T 〆 〆 〆 〆•T丨 9〆 〆 〆》〆イ

l 「天から破片を下す」 については、夜の旅章 92 の訳注を参照。

2 預言者*としての使命と、啓典、知識のこと （ムヤッサル 429 頁参照)。

3 部品を小さくし過ぎて華奢 （きゃしゃ）にするのでもなく 、大きくし過ぎて装着する者の

負担にするのでもないように調整せよ、ということ （前掲書、同頁参照)。

4 彼は一日でニケ月の旅程を進むこの風を、自分やその他の物を乗せたりして、望みのまま

に操 （あやつ）つたのだという （アッ =サァディー676 頁参照)。

5 彼の鉱山には、溶けた銅が水の泉のように流れたのだという （アルニクルトウビー14:270
参照)。彼はそれで、望む物を作ることが出来た （ムヤッサル 429 頁参照)。
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らは、その主*のお許しのもと、彼の前で

働く者も （仕えさせた）。彼ら （ジン*)

の内、われら *の命令1に背く者があれば、

われら *は彼に烈火の懲罰の内から、味わ

わせてやろう。

)5

^' 0350

® 谈継ね如、a
3. 彼ら （ジン*) は彼 （スライマーン*) のた

め、ミフラーブ2、 （銅やガラス製の）像3、

池のような貯水槽、堅固な鍋といった、彼

の望む物を作る。（われら *は言った。）「ダ

ーウード*の一族よ、 （アツラー*に）感謝

すべく 、行え 4。わが僕の内、僅かな者だ

けが、感謝する者なのだから」 。
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そして、われら *が彼 （スライマーン*)

に死を定めた時、彼の杖を蝕む地面の虫

以外、彼らにその死を知らせた者はなか

った5。それでスライマーン *が（地面に）

崩れ落ちた時、ジン * たちは、 もし彼ら

が不可視の世界 *を知っていたなら、彼

らが屈辱の懲罰の中に留ま （り続け）

ることはなかったのだ、と分かった 6の

だった。

U.

1 スライマーン*に従え、というアッラー*のご命令のこと （ムヤッサル 429 頁参照)。

2 「ミフラーブ」 については、イムラーン家章 37 の訳注を参照。

3 当時、「像」 は合法であった （アル=クルトウビー14273 参照)。

4 この 「行い」 とは、アッラー*に服従し、かれのご命令を実行すること （ムヤッサル 429

頁参照)。

5 スライマーン*は杖に寄りかかったまま他界したため、ジン*たちは暫 （しばら）くの間、

彼が生きているものだと思って働き続けた。彼の死が明らかになったのは、その杖が虫に

喰われて朽 （く）ち、遺体が崩れ落ちた時のことだった （アッ =サアディー676 頁参照)。

6 ある種の人々が考えているように、ジン*が不可視の世界*を知っていたのなら、彼らはス

ライマーン*の死後も厳しい労働の中に留まり続けることはなかったのだ、ということ （ム

ヤッサル 429 頁参照)。
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15. 確かにサバア 1 (の民）には、その住まいの
〇

^
〇ち か ら

中に （アツラー*の御力を示す）御徴があ

た。右と左に二つの果樹園2。（彼らには、

こう言われた。）「あなた方の主*の糧から

食べ、かれに感謝せよ。（あなた方の国は)

よき国であり、 （恩恵の主は）赦し深い主
*なのだから」 。

つ

16. そして彼らは （アツラー*のご命令と使徒*

に）背いたので、われら *は彼らに、猛烈な

洪水を送った。またハムトの実とアスルの

木、僅かばかりのスイドル3からのものがな

る二つの果樹園で、彼らの二つの果樹園と

取って換えた。

©̂
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^
難遮彼らが不信仰であ（り、恩恵への感謝を怠)

たことゆえ、われら *はまさしくそれで彼

らに報いたのである。そしてわれら *が不信

心この上ない者の外に、 （このような）罰

を与えることがあろうか？

17.

つ

18. また、われら *は彼らと、われら *が祝福を

授けた町々4 との間に、（その近さゆえ互い

に）目に見える町々を設け、そこに （ちよ
か ん か く と と の

うどいい間隔の）旅程を整えた。（そして、

われらは彼らにこう言ったのだ。）「夜に

昼に、そこを安全に行くがよい」 。

1 「サバア」 の民については、スーラ*冒頭の訳注を参照。

2 サバアの民の町、マアラブには渓谷（けいこく）があり、彼らはそこにダムを築いていた。
その水の利用により、渓谷の両側には豊かな果樹園が広がっていた（アッ =サァディー677
頁参照)。

3 これらの植物は、いずれも砂漠性のもの。「ハムト」はいわゆるアラークの木で、苦いもの
の代名詞。「アスル」 は、タマリスクに似た棘々の大きな木。「スィドル」 はナツメの木に
似た、棘のある木のこと （イブン•アーシュール 22:171 参照)。

4 シャーム地方 （現在のシリア、パレスチナ周辺地域）のこと、とされる （ムヤッサル 430
頁参照)。
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そして彼らは （安楽と

_
かな*らしに螽き

て）、言った。「我らが主*よ、私たちの（町

から町への）旅行 （の距離を）を遠ざけて

下さい」 。こうして彼らが （不信仰によっ

て）自分たちに不正*を働いたので、われら

*は彼らを （後世へと）語り継がれるものと

し、跡形もなくばらばらにしてやった。本

当にその中にはまさしく 、忍耐*強く感謝深

い1全ての者への御徴がある。
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c3一」」20. また、イブリース*は確かに、彼ら （人間た

ち）に対して自分の思い込み2を実現し、彼

らは信仰者たちの一派以外、彼に従った。
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そして彼 （イブリース*) には、（彼らを自

分に従わせることにおいて、）彼らに対す

るいかなる （正当な）根拠3もなかった。し

かし （それは、）われら *が来世を信じる者

を、それに疑念を抱いている者から判別す

るためだったのだ。あなたの主*は、全ての

ことをよくお守りになる*お方である。

(使徒*よ、）言え。「アツラー*を差しおい

て、あなた方が （かれの同位者と）主張して

(崇めて）いる者たちに、祈るがよい。彼ら

は諸天においても大地においても、僅かな重

みすら有してはいないのだ4。そして彼らに

はそこにおいて、 （アツラー*に対する）い

かなる加担もなければ、かれ （アツラー*)

には、彼らからのいかなる援助者もない」 。

2 1 .

i真

^
j

4))jLa^J^4==JIj

22.

i 「忍耐 *強く感謝深い」 については、イブラーヒーム*章 5 の訳注を参照。

2 イブリース*が人類を迷わせ、彼らがアッラー*への不服従において、自分に従うという 「思

い込み」 のこと （ムヤッサル 430 頁参照)。

3 こ の 「根拠」 に関しては、イブラーヒーム*章 22 の同語についての訳注も参照。

4 いかなる害益(がいえき）をもたらす力もない、ということ（アッ = タバリー8:6750 参照)。
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23. またかれの御許では、かれ;

^
お許qにな

た者に対してしか、執り成しが益する

ことはない1。やがて彼らの心から戦慄が

取り除かれると2、彼らは（互いに）言う。

「あなた方の主*は、なんと仰せられたの

か？」彼らは言う。「真実を（仰せられ

た）。かれは至高の*お方、大いなる*お

方であられる」。

(使徒*よ、彼らシルク*の徒に）言ってや

れ。「あなた方に諸天と大地から、糧を授

けられるお方は誰か？」言ってやるのだ。

「（それは）アツラー*である。そして実に

私たちとあなた方（のいずれか）が、まさ

しく導きの上か、あるいは紛れもなき迷い

の中にあるのだ3」。

©ふ各ぶ
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おか

25. 言ってやれ。「私たちが罪を犯したことで、

あなた方が問われることはなく、私たちも

あなた方が行うことで問われはしない」。

㈣淡

2 6. 言え。「我らが主*が、（復活の日*に）私

たちをお集めになり、それから私たちの間

を真理によってお裁きになる。かれは裁決

者、全知者であられる」。

1 復活の日*の「執り成し」については雌牛章 48、マルヤム*章 87、夕一•ハー章 109 とそ

の訳注を参照。

2 この「彼ら」は「シルク*の徒」とも、「天使*たち」とも言われる。前者の場合、彼らが復

活の日*、自分たちが現世で否定していたことが真理であったことを認める描写となる。ま

た後者の場合、天界での啓示の様子の描写となる（アツ=サァディー678 頁参照)。アツ

ラー*が天で何かを語られると、天使*たちは畏怖（いふ）の念ゆえに震（ふる）え！：がる

とされる（アル=ブハーリー4800参照)。

3 天地から糧をお授けになるお方に対し、シルク*を犯している者たちこそが迷いの中にある

のは自明であるが、あえて間接的な問いかけをしている（アル=クルトウビー14:298-299
参照)。
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21. 言ってやるのだ。 「あなた方が、かれに

(崇拝*における）同位者として属させた者

たち （の根拠）を、私に見せてみよ。断じ

て （、そのようなものは）ない。いや、か

れは偉力ならびなく *、英知あふれる*アツ

ラー*であられる」 。

(&徒よ、）われら*があなたを遣わしたの

は、全ての人に向けて 1、吉報を伝える者、

警告を告げる者2としてに外ならない。しか

し大半の人々は、知らないのだ。

29. 彼ら （シルク*の徒）は、言う。「その約束

(復活の日*) は、いつなのか？ もし、あな

た方が本当のことを言っているのなら」 。

(使徒*よ、）言ってやれ0 「あなた方には、一時

たりとも遅らせることも出来ず、早めることも

出来ない （復活の）日*の約束があるのだ」。

また、不信仰に陥った者*たちは言った。
「私たちはこのクルアーン*を信じないだ

ろうし、それ以前のもの3も（信じない）」。
(使徒*よ、）もしあなたが、不正*者たち

がその主*の御許で（清算のために）拘留さ

れ、お互いに （譴責の）言葉を返し合う時

28.

翕こ
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30.
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31.

よ く あ つ

のことを見るならば。抑圧されていた者た

ちは、高慢だった者たち4に （こう）言うの

だ。「もしあなた方がいなければ、私たち

は信仰者だったのに」 。5

1 高壁章 158 とその訳注も参照。

2 「吉報を伝え…」 については、雌牛章 119 の訳注を参照。

3 クルアーン*以前の啓典のこと （ムヤッサル 431 頁参照)。

4 自分たちが迷うだけでなく、他人をも迷わせていた不信仰の長たちのこと（ムヤッサル431 頁

^
)。

5 同様の情景の描写として、アーヤ*40-41、雌牛章 166-167、高壁章 38、イブラーヒーム*

章 21-22、識別章 17-19、物語章 63、部族連合章 67-68 も参照。
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りド -れ

こ う ま ん よ く あ つ

3Z 高慢だった者たちは、抑圧されていた者たち
み ち び

に言う。「一体、私たちがあなた方を導きか
ヒ 巍?炎 お

免7狗�與二�
ら阻んだというのか？ あなた方のもとに、そ

と う ら い み ず か

れが到来した後に？ いや、あなた方は（自ら

不信仰を選んだ）罪悪者だったのだ」 。

. そして、抑圧されていた者たちは高慢だった

者たちに言う。「いや、私たちがアツラー*

を否定し、かれに （崇拝の）同位者を置くよ

う、あなた方が私たちに命じていた時、（あ

なた方の）夜と昼の策謀が（私たちを破滅さ

せたのだ）」 。そして懲罰を目の当たりに

する時、彼らは （余りの恐怖ゆえ）後悔の念

を露わに出来ない1。また、われら*は不信仰

だった者* たちの首に、枷を縛り付ける。一
体彼らが報われるのは、自分たちが(現世で)

行っていたこと （によるもの）以外の、何も

のでもないのではないか？

. われら*が警告者を町に遣わした時には決

まって、その （町の）贅沢者たちは （こう）

言ったものだった。「本当に私たちは、あ

なた方が携えて遣わされたものを認めな

い者である」 。

\J^\j
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35. また、彼らは言った。「私たちは財産も子供

も （あなた方）より多いし、私たちは （現世

でも来世でも、）罰される者などではない」。

(使徒*よ、）言ってやれ。「本当に我が主
*は、かれがお望みの者に糧を豊富に与えら

れ、また控えられる。しかし、大半の人々

は知らないのだ」 。2

36.

1 「後悔の念を露わに出来ない」 という表現については、ユーヌス*章 54 の訳注を参照。

2 豊かであるか貧しいか、ということは、その者に対するアッラー*の寵愛 （ちょうあい）や
憎悪を示しているのではなく 、アッラー* からの試練である。だが、多くの人々はそのこと
を知らない （ムヤッサル 432 頁参照)。物語章 82、暁章 15-16 とそれらの訳注も参照。
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あなた方の財産もあなた方の子息も、あな

た方がわれら *のもとでお近づきを得るも

のではない。しかし信仰し、正しい行い*

を行う者、それらの者たちにこそ、彼らが

37 .

ほ う び

行ったことゆえの倍の褒美があるのだ1。そ

して彼らは（懲罰から）安全な状態で、（天

国の）高き住まいにある。

また、われら *の御徴において、 （嘘呼ば

わりするために）ねじ伏せようと躍起にな

る者たち、それらの者たちは、懲罰へと立

ち合わされる者たちである。

(使徒よ）言ってやれ。「本当に我が主は、

その僕たちの内、かれがお望みの者に糧を

豊富に与えられ、また控えられる2。そして、

あなた方がどんなものでも（アツラー*に命

じられたことに）費やせば、かれはそれを

(褒美で）継がせ給う 3。かれは、最もよく

糧を授けられるお方」 。

妙觸�

^
38.

39.

©3」域淡i湖
40. かれ （アツラー*) が彼ら （シルク*の徒）全

員を召集され、それから天使*たちに（こう）

仰せられる日のこと （を思い起こさせよ）。

「一体これらの者たちは、あなた方 （天使*

たち）のことを崇めていたのか？」 4

1 財産や子息は、それ自体ではアッラー*へのお近づきを望めない。しかし正しい信仰者が、

その財産をアッラー*の道に費やしたり、あるいは自分の子供に善いことを教えたり、正し

い教育を施したりすることで、初めてアッラー*へのお近づきを望めるのである （アル=バ

イダーウィー4:403 参照)。

2 アーヤ 36 の訳注を参照。
3 現世においてはそれに代わるもので、来世においては褒美で償 （つぐな）われる、という

こと （ムヤッサル 432 頁参照)。

4 同様の情景の描写として、アーヤ11-33、雌牛章 166-167、高壁章 38、イブラーヒーム*

章 21-22、識別章 17-19、物語章 63、部族連合章 67-68 も参照。
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41. 彼ら（天使たち）は申し上げる。「あなた

に称え*あれ。彼らは無関係で1、あなたこ

そが私たちの庇護者*です。いえ、彼らはジ

ン*2を崇めていました。彼らの大半は、彼
したが

ら（ジン*) のことを信じて（従って）い

たのです」。

42. (復活の）この日、あなた方はお互いに、

益も害も有してはいない。そしてわれら*

は不正*を働いていた者たちに、（こう）言

うのだ。「あなた方が嘘呼ばわりしていた、

業火の罰を味わうがよい」。

\jhb[ji
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われら*の明白な御徴（アーヤ*)が彼ら（マ
ツカ*の不信仰者*) に読誦されれば、彼ら

43.

よ げ ん し や

は言ったものであった。「これ（預言者*

ムハンマド*)は、あなた方のご先祖様が崇

めていたものから、あなた方を阻もうとす

る男以外の何ものでもない」。また、（こ

う）言った。「これ（クルアーン*)は、捏造

されたでっち上げに過ぎない」。そして不

信仰だった者*たちは真理に対し、それが彼

らのもとに到来した時、（こう）言ったの

である。「これは紛れもない魔術に外なら

ない」0

44. われら*は（クルアーン*以前）、彼ら3が熟

読するいかなる啓典も、彼らに下しはしな

かったし、（使徒*よ、）あなた以前にはい

かなる警告者も、彼らに遣わすことはなか

つたのだ。

1 私たちは彼らのことを自分たちへの崇拝*者としたわけでもなく、彼らの庇護を引き受けた
わけでもない、ということ（アッ=シャウカーニー4:437 参照)。

2 ここでの「ジン*」は、シャイターン*の意（ムヤッサル433頁参照)。

3 ここでの「彼ら」は、アラブ人のこととされる（イブン•カスィール 6:525 参照)。
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45. また、彼ら以前の（不信仰)

f
者*たちは、

(われら*の使徒*たちを）嘘つき呼ばわ

りした。彼ら（マッカ*の不信仰者*たち）

は、われら*が彼ら（それ以前の不信仰者

*たち）に与えたもの1の、十分の一にも達

していないというのに。彼らは、われの

使徒*たちを嘘つき呼ばわりしたのであ

る。それで、わが否認はいかなるものだ

ったか？2

(使徒*よ、彼らに）言ってやれ。「まさ

に私は、あなた方に一つだけ訓戒する。

あなた方がアッラー*に向かって二人ず

つ、また一人ずつ立ち上がり、それから熟

考することを3。あなた方の仲間（ムハン

マド*) に、憑きものなど憑いてはいない

4。彼は（あなた方が味わうことになる）厳

しい懲罰に先立つ、あなた方への警告者

に過ぎないのだ5」。

(使徒*よ、）言え。「もし、私があなた方

に何らかの見返りを求めた6としても、それ

はあなた方のもの。私の見返りは、アツラ

一*から以外にはないのだ。そしてかれは、

全てのことの証人であられる」。

入
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46.

如』私為知ぶ?じじJ47.

l これは勢力、財産、長寿などのこととされる（ムヤッサル 433頁参照)。

2「わが否認はいかなるものだったか？」については、巡礼*章 44の訳注を参照。

3 預言者*の件について、決意と熱意、真理の追求とアッラー*への真摯さをもって立ち上が

り、寄り集まって調べ合い、あるいは一人で自分自身に問いかけてみれば、彼が憑（つ）

かれてなどいないことが分かる（アッ=サアデイー682頁参照)。

4 アル=ヒジュル章 6「憑かれた者」の訳注を参照。

5 繕り合わされた章の訳注 1 も参照。

6 この「見返りの要求」については、家畜章 90の訳注を参照。
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48. 言うのだ。「実に我が主*は、真理を （虚妄

に向けて）投げかけ給い1、不可視の世界*

を熟知されるお方である」 。

49. 言え。「真理は到来した。そして虚妄は（滅

び、もはや）出現することも、回帰するこ

ともない」 。2

-50. 言ってやれ。「もし私が （真理から）迷っ

たのなら、私は自分自身に対して （罪を負

うべく）迷っているのである。そしてもし

(正しく）導かれたのなら、 （それは）我

が主*が私に啓示されたものゆえのこと。本

当にかれはよくお聞きになるお方、 （かれ

を呼ぶ者の）近くにおられるお方」 。

(&徒*よ、）彼ら （不信仰者*たち）が戦慄

する時のことを、目にしたならば。彼らに

逃げ道はなく 、近い場所から連れて行かれ

るのだ3。

51 .

52. そして彼らは（、その時になって）言う。
「私たちはそれ4を信じた」。どうして遠い

場所から、易々と （信仰を）手に入れられ

るというのか？5

0

^
1 その他、「アッラー*はその啓示を、かれがお選びになる者に下される」「真理を世界中に広

められる」 といった解釈もある （アル=バイダーウィー4:406 参照)。

2 つまり虚妄は跡形もなく消え去り、進退も開始も再開もままならない状況になった。ある
いは、「虚妄」 とはシャイターン*のことで、それは何を創造することも出来なければ、何

かを蘇 （よみがえ）らせることも出来ない （アッ =シャウカーニー4:441 参照)。

3 このアーヤ*の解釈には、「(死が訪れ、）地表から地下へと移される時のこと」「復活の日*の清

算の場から、地獄へと落とされる時のこと」「かつては強力だったのが、戦場において容易 （た

やす）く負かされる時のこと」 といった諸説がある （アル=カースィミー14:4968 参照)。

4 この 「それ」 は、アッラー*、啓典、使徒*のこと （ムヤッサル 434 頁参照)。

5 既に現世から遮 （さえぎ）られ、そこが 「遠い場所」 となってしまった後では、信仰を手

にすることは出来ない （前掲書、同頁参照)。家畜章 158 とその訳注も参照。
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53. 彼らは確かに以前、それを否定し、不可視

の世界*について （真理から）遠い場所か

ら （虚妄に満ちた）憶測をしていたとい

うのに。

54. そして彼らと、彼らが渴望するもの1 との間

は阻まれた。ちょうど彼らの（先代である）

同類者たちが、以前 （そう）されたように。

本当に彼らは （現世で）、大きな疑惑の中

にあった2のである。

猫

1 「渴望すること」 とは、現世に戻って信仰すること （ムヤッサル 434 頁参照)。

2 つまり、使徒*、復活、清算について疑念の中にあった （前掲書、同頁参照)。
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創成者*章（アルニファーティル) 1

じあい

慈悲あまねく

'
慈愛深き*

アツラー*の御名において

遜 穿 一 似

^̂05th^

アツラー*にこそ称賛*はあり0 諸天と大地

の創成者*。天使*たちを、二枚、三枚、四枚

と、翼を備えた御使いとされたお方。かれ

は創造において、お望みのものを増やし給

う。本当にアツラー*は、全てのことがお出

来のお方である。

アツラー*が人々にご慈悲2を開き放てば、

それを押し留める（ことの出来る）者は

いない。また、かれが（それを）押し留め

るならば、かれを差しおいてそれを放つ

(ことの出来る）者はいない。かれは偉力

ならびない*お方、英知あふれる*お方であ

られる。

2 .

满が淡クニ海*
0

3. 人々よ、あなた方に対するアツラー*の恩恵

を思い起こすのだ。あなた方に天地から糧

をお授けになるアツラー*のk、創造主があ

るというのか？ かれの外に崇拝*すべき、

いかなるものもない。どうしてあなた方は、

(アツラー*だけを崇拝*することから）背か

されるのか？

1 マッカ*啓示で学者の見解は一致。スーラ*の名称は、冒頭に登場するアッラー*の美名の一

つ「創成者*」に由来。その名の通り、アッラー*の御力•唯一性*を示す自然界の様々な創

造が、スーラ*の所々において描写されている。またマッカ*啓示の常として、シルク*への
警告、ムハンマド*の使徒*性•復活の確証、よき品格の強調がなされると同時に、アッラー
*の恩恵の描写とその感謝のすすめ、信仰者と不信仰者*のたとえ、預言者*への励ましや慰
(なぐさ）めなども窺（うかが）える。

2 この「ご慈悲」とは、生活の糧、雨、健康、知識といった諸々の恩恵のこと（ムヤッサル

434 頁参照)。
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また（使徒*よ）、もし彼ら （不信仰者*たち）

があなたを嘘つき呼ばわりしたとしても、

あなた以前の使徒*たちも確かに、嘘つき呼

ばわりされたのである。そして （来世では）

アツラー*にこそ物事は戻され （て、全ての

者はその報いを受け）るのだ。

4 .

難你淑
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5. 人々よ、本当にアツラー*のお約束1は真実で

ある。ならば決して、現世の生活があなた

方を欺いたり、欺く者2があなた方を、アツ

ラー*において欺くことがあったりしては

ならない。

^
\y

6. 実にシャイターン*は、あなた方にとっての敵

なのである。ならば彼を、敵とせよ
& 乎:当に

彼はその徒党を、彼らが （地獄の）烈火の仲

間となるべく、（迷妄へと）招くのである。3

がrtな典iぶ不ff 仰に陥った者*たち、彼らには厳しい

懲罰がある。そして信仰し、正しい行い*

を行う者たち、彼らにはお赦しと大きな褒

iがある。

一体、自分の行いの悪が目映く見え、それ

を美しく思う者は （、正しく導かれ、それ

を美しく思う者と同様だろうか）？ 実にア

ッラー*は、かれがお望みになる者を迷わさ

れ、お望みになる者をお導きになるのだ。

ならば、彼ら （の不信仰）への悲嘆ゆえ、

あなた4自身を滅ぼしてはならない。本当に

7.

3乙 き ゆ
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8.

復活、褒美 （ほうび)、懲罰といった来世でのお約束のこと （ムヤッサル 434 頁参照)。

2 「欺く者」 については、ルクマーン章 33 の訳注を参照。

3 シャイターン*が人類を迷わせることとなった経緯(いきさつ）については、高壁章 11-18、

アル= ヒジュル章 28-42、夜の旅章 61-65、サード章 71-85 を参照。

4 この 「あなた」 については、雌牛章 120 の訳注を参照。以下、同様の表現の際にも、同訳

注を参照。

1
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アツラー*は、あなた方のなすことをご存知

のお方なのだから。

�J4益
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9. アツラー*は、風を送られるお方。それ（風)

は雲を追いやり、われら*はそれを死んだ土

地へと率いて行き、それ1によって大地をそ

の死後に息吹かせる2。（復活の日*の）再

生も、同様なのだ。

10. 権勢を求める者があるならば （、アツラー
*からそれを求めよ3) 、アツラー*にこそ全

ての偉力が属するのだ。かれにこそ善き言

葉は昇つていくのであり、正しい行い*がそ

れを上げる4。そして悪を策謀する者たち、
彼らには厳しい懲罰があり、それらの者た

ちの策謀こそは、ご破算になるのだ。

アツラー*はあなた方 （の父祖アーダム*)

を土から5、そして （その子孫を）一滴の精

液からお創りになり6、それからあなた方を

夫婦とされた。また、いかなる女性も、か

れがご存知になることなくしては、妊娠す

ii.

1 「それ」 とは、雲から降る雨のこと （ムヤッサル 435 頁参照)。

2 「大地をその死後に息吹かせる」 については、雌牛章 164 の訳注を参照。

3 アッラー*ではなく、その創造物に権勢を求める者は卑 （いや）しめられることになるが、
アッラー*から権勢を求める者は、かれからそれを授かる。そしてアッラー*からの権勢と
は、かれへの服従によって得られるものなのである （前掲書、同頁参照)。

4 「善き言葉」 は、シャハーダ*の言葉、唱念、祈願、クルアーン*の読誦、イスラーム*学の
教授など、全ての善い言葉を指すとされる。本文のように 「正しい行い*」 が 「善き言葉」
を上げる、つまり正しい行い*が伴わない言葉は受け入れられない、といった解釈の外にも、
① 「善き言葉」 が 「正しい行い*」 を上げる、つまりシャハーダ*の言葉を語ったムスリム*

からこそ、正しい行い*は受け入れられる、②アッラー*がそれを 「上げて」 お受け入れに
なる、といった解釈もある （イブン•ジュザイ 2:212-213 参照)。

5 アーダム*が土から段階を経 （へ）て創られたことについては、アルニヒジュル章 26 の訳
注を参照。

6 人間の創造の変遷 （へんせん）については、巡礼*章 5、信仰者たち章 14 の訳注を参照。
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ることも出産することもない。そして長命

者が長生きさせられることも、その年から

差し引かれることも、全て書（守られし碑

板*)の中に（あらかじめ記録されて）ある

のだ。本当にそれはアツラー*にとって、

容易いことなのである。

^CAJを'
/4̂

また、二つの海は同様ではない。こちら12.

は甘くて美味、飲むに喉越しがよく、こ

ちらはしょっぱくて辛いというように。 0り

そしてそのいずれからも、あなた方は新

鮮な肉を食べ、あなた方が身に纏う装飾

品を採り出す。また、あなたはそこを、

船が水を切（りつつ走）るのを見る。（そ

れは）あなた方が、かれのご恩寵から求

めるためであり、そしてあなた方が（授か

た恩恵に対し、アツラー*に）感謝する

ようにするためである。
ウ

かれは夜を昼にお入れになり、また昼を夜

にお入れになり1、太陽と月を仕えさせられ

た。（その）いずれも、定められた時期（で

ある復活の日*) まで運行し続けるのであ

る。そのお方がアツラー*、あなた方の主*、

かれにこそ（全ての）王権はある。そして

彼らが、かれをよそに祈っている者たち

13.

う す か わ

は、薄皮2すら有してはいないのだ。

(人々よ、）もし、あなた方が（アツラー

をよそに）彼らに祈っても、彼らにはあな

14.

き が ん

た方の祈願が聞こえない。また、たとえ聞

こえたとしても、彼らがあなた方に応じる

1「夜を昼に…」については、イムラーン家章 27の訳注を参照。

2 原語では「キトミール」で、種子の上を覆う薄皮のこと（ムヤッサル 436頁参照)。僅（わ

ず）かな物も有してはいない、というたとえ（イブン•アーシユール 22:283参照)。
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ことはない。そして復活の日*、彼らはあな

た方のシルク*を否定するのである1。（使徒
*よ、誰も、全てに）通暁されるお方（ア

ツラー*)のようには、あなたに（正しいこ

とを）伝えることはないのだ。

15. 人々よ、あなた方はアツラー*なしではいら

れない貧者であり、アツラー*は満ち足りて

おられる*お方、称賛されるべき*お方なの

である。

16. かれがお望みなら、あなた方を滅ぼされ、

新たな創造物2をもたらされるのだ。

17. そしてそれは、アツラー*にとって難しいこ

となどではない。

18. また、（罪の）重荷を背負う者は、他の（者

が犯した罪の）重荷まで背負うことはな

い。そして、もし（罪の）重荷を背負わさ

れた者が（他人に）それを背負ってくれる

ように頼んでも、そこから少しも背負って

もらえることはない。たとえ、それが近親

者であったとしても（、そうなのである）。
(使徒*よ、）あなたは、まだ見ぬままに自

分たちの主*を恐れ3、礼拝を遵守*する者

たちにこそ（、有効な）警告をするのだ。
自らを努めて清める者4は、清めることで

自分を益するに外ならない。そしてアツラ

一*にこそ、（全ての者の）行き先はある。

さU幽ぬ航

^
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i この具体的な情景の描写として、雌牛章 166-167、ユーヌス*章 28-29、マルヤム^章 82、
物語章 63、蜘蛛章 25、砂丘章 6なども参照。

2 この「新たな創造物」については、イブラーヒーム*章 19の訳注を参照。

3「まだ見ぬままに自分たちの主を恐れる」については、預言者*たち章 49の訳注を参照。
4 この「自らを努めて清める」については、ター•ハー章 76の訳注を参照。
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19. 盲人と見る者は、同じではない。1

20. また、闇と光も。2

21 . また、 （天国の）陰と （地獄の）熱風も。

22. そして、生者と死者3も。実にアツラー*は、

かれがお望みになる者を、 （理解と許容の

耳で）聞かせられるのであり、（使徒*よ、）

あなたは墓の中にいる者4に聞かせる者で

はないのだ。

あなたは、警告者に外ならないのだから。

24. 本当にわれら *はあなたを、吉報を伝える

者、警告を告げる者5として、真理6と共に遣

わした。そして、警告者が （出現しては、

不信仰の結末を-告し、）過ぎ去っていか

なかった共同体など、ないのだ。

25. そして、もし彼ら （シルク*の徒）があなた

を嘘つき呼ばわりするならば、彼ら以前の

者たちも確かに、（使徒*たちを）嘘つき呼

ばわりしたのである。彼らの使徒*たちは、

明証や書卷や明白な啓典を携えて、彼らの

もとに到来した。

26. それからわれは、不信仰に陥った者*たち

を （様々な懲罰で）捕らえた。それで （彼

らの行いに対する）、わが否認はいかなる

ものだったか？7

©猶�
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i 「盲人」 はアッラー*の宗教に盲目な者、「見る者」 は真理を見出し、それに従った者 （ム
ヤッサル 437 頁参照)。また、家畜章 50、雷鳴章 16、フード*章 20 とその訳注も参照。

2 「闇」 は不信仰で、「光」 は信仰のこと （前掲書、同頁参照)。雌牛章 257 の訳注も参照。

3 「生者」は、信仰で心が生きている者、「死者」は不信仰で心が死んだ者（前掲書、同頁参照)。

4 「墓の中にいる者」 は、心が死んだ不信仰者*のたとえ （前掲書、同頁参照)。

5 「吉報を…」 については、雌牛章 119 の訳注を参照。

6 「真理」 とは、アッラー*への信仰と、宗教上の決まりのこと （前掲書、同頁参照)。

7 巡礼*章 44 の訳注も参照。
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(使徒*よ、）あなたはアツラー*が天から

(雨）水をお降らしになるのを見ないの

か？ そしてわれら*はそれによって、様々

な色の果実を生育させる。また山々の内に

は、白や赤の、異なる色の（道）筋があり、

漆黒のものもある。

また人々や地を歩く生物、家畜の内にも同

様に、異なる色のものがある。アツラー*

を恐れるのは、その僕たちの内、（アツラ

一*について)知識ある者たちに外ならない、本当にアツラー*は偉力ならびない*お

方、赦し深いお方なのだ。

29. 本当にアツラー*の啓典（クルアーン*)を読

誦し2、礼拝を}

^
守*し、われら*が彼らに授

けたものから（施しのために）密に、露わ

に、費やす3者たちは、決してご破算になる

ことのない取引4を望む者たち。

(それは）かれが彼らにその褒美を全うさ

れ、そのご恩寵から彼らに上乗せされるた

め。本当にかれは赦し深いお方、よく労わ

られる*お方なのだから。

(使徒*よ、）われら*があなたに下した啓典

(クルアーン*) は、それ以前のもの5を確

証する真理である。本当にアツラー*はその

27.

第料'

0

30.

雜㈤M齡域
3 必

^̂l 創造物が様々に異なるように、人々のアツラー*に対する恐れの度合いも様々である（アル
=クルトウビー10:46 参照)。完全なる属性と美名で形容されるアッラー*について知れば
知るほど、かれに対する恐れの念は強くなる（イブン•カスイール 6:544 参照)。

2 この「読誦」については、雌牛章 121 の訳注も参照。

3 アツラー*が「授けたものから（施しとして）費やす」については、雌牛章3の訳注を参照。

4 それらの行いと引き換えに、アッラー*のお喜びと多大な褒美を得るという取引のこと（ム
ヤッサル 437頁参照)。

5「それ以前のもの」とは、クルアーン*以前の啓典のこと（前掲書 438頁参照)。
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僕たちに対し、まさしく通暁されるお方、

よくご覧になられるお方。

32. それからわれら*はその啓典（クルアーン*)

を、われら*の僕の内から、われら*が選び

抜いた者たちに受け継がせた。それで彼ら

の内には、自らに対して不正*を働く者も

いるし、ほどほどの者もいるし、アツラー

*のお許しと共に善へと急ぐ者1もいる。そ

れ2こそは、大いなる恩寵なのだ。

. 永久の楽園、彼らはそこに入る。彼らはそ

こで金製の腕輪と真珠で飾り立てられ、そ

こでの彼らの衣服は絹なのである。3

©炎雄似

33

彼らは（天国に入った時、こう）言う。「私

たちから悲しみ4を消して下さったアツラ

一*に、称賛*あれ。本当に我らが主*は、

まさしく赦し深いお方、よく労わられる*

お方だ。

(かれは）そのご恩寵により、私たちを永

住の世界（である天国）に住まわせて下さ

たお方。そこでは私たちに、いかなる消

耗も及ぶことはなく、そこでは私たちに、

いかなる疲労が及ぶこともない」。

35 .

1「自らに対して不正*を働く者」とは罪を犯す者のことで、「ほどほどの者」とは宗教義務

を果たし、禁じられた物事を避ける者のこと、「善へと急ぐ者」とは義務行為のほか、任意

の善行にも励（はげ）む者のこととされる（ムヤッサル 438 頁参照)。

2 この「それ」は、アッラー*が啓典をお授けになり、預言者*ムハンマド*の共同体をお選び

になったということ（前掲書、同頁参照)。

3 天国の民が身にまとう物については、洞窟章 31、巡礼*章 23、煙霧章 51-53、人間章 12、

21 も参照。

4 この「悲しみ」とは、地獄の懲罰、復活の日*の恐怖、現世での心配事などにおける、あら

ゆる悲しみのこと（イブン•ジュザイ2217参照)。
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36. また、不fp仰に陥った者*たち、彼らには

地獄の業火があり、（死の）裁決を下され

ることで死ぬこともなく、その懲罰が軽減

されることもない。同様にわれら *は、あら

ゆる不信心この上ない者に報いるのだ。

37. そして彼ら （不信仰者*) はそこで、叫びわ

めく 。「我らが主*よ、私たちを （地獄から）

出して下さい。そうして （現世に戻して）

下さったら、私たちは自分たちが（現世で)

行っていたのとは違う 、正しい行い*を行い

ます」。1 (するとアツラー*は仰せられる。）

「一体われら *は、教訓を受ける者がそこに

おいて教訓を受けるだけの （十分な）年月

を、あなた方に与えなかったのか？ そし

てあなた方のもとには、警告者が到来した
のでは？ ならば （地獄の懲罰を）味わえ。
不正*者たちには、いかなる援助者もないの

だから」 。

38. 本当にアツラー*は、諸天と大地の不可視の

世界* (に関する知識）をご存知のお方。実
にかれは、胸の内にあるものをご存知であ

られる。

39. (人々よ、）かれはあなた方を地上の継

承者2とされたお方。不信仰に陥った者 *

は自分自身に対して、その不信仰 （の害）

がある。そして不信仰者*たちの不信仰は

その主*の御許において、自分自身への憎

悪しか上乗せすることがなく 、不信仰者 *

たちの不信仰は自分自身に、損失しか上

乗せしないのだ。

.力i
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i 同様の情景の描写として、家畜章 27-28、高壁章 53、イブラーヒーム*章 44、信仰者たち

章 99-100、アツ =サジダ*章 12、赦し深いお方章 11-12、相談章 44、偽信者>たち章 10-11
も参照。

2 「地上の継承者」 については、家畜章 165 の訳注を参照。



35. 創成者章 5j -̂-ro
40. (使徒*よ、シルク*の徒に）言ってやれ。「言

てみよ、あなた方がアツラー*をよそに祈

っている、あなた方 （がアツラー*) の同位

者たち （として崇拝*しているもの）につい

て。彼らが地上で何を創造したのか、私に見

せてみよ」。いや、一体彼らには、諸天 （の
創造）における、 （アツラー*への）加担が

あるというのか？ いや、一体われら*が彼ら

に啓典を与え、彼らがそれによる明証1に基

づいているとでも？ いや、不正*者たちは互

いに偽りしか約束することがない。

41 . 実にアツラー*は諸天と大地を、それらが崩

れ落ちないよう、お支えになる。そして、

もしもそれらが崩れ去ったならば、かれの

後、いかなる者もそれらを支えられない。

ウ
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本当に彼はもとより、寛大な*お方、赦し深

いお方である。

42. 彼ら （不信仰者*) は躍起になって、アツラ

一*にかけて誓った。もしも自分たちのもと

に警告者が到来したならば、自分たちは必

ずや、数々の民2のいずれよりも導かれた

ものとなる、と。だが彼らのもとに警告者

(預言者 *ムハンマド *) が到来した時、そ

れは彼らに対し、 （真理から）離れ去るこ

とに拍車をかけただけだった。

cyM
©�如�Kメね

さ く ぼ う

43. 地上で奢り高ぶり、悪の策謀を
@
(望みつ

つ）。悪い策謀は、その者自身を包囲する

だ け だ と い う の に。そ し て 彼 ら は、昔 の

人々の摂理3を待っているだけなのか？ と

1 シルク *を正当化する明証のこと （アッ=サアディー691 頁参照)。

2 ユダヤ教徒*、キリスト教徒*、あるいはその他の自分たち以外の民のこと（ムヤッサル 439
頁参照)。

3 「昔の人々の摂理」 については、戦利品*章 38 の訳注を参照。
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もあれ、あなたはアツラー*の摂理に変更を

見出すこともなく、アツラー*の摂理1に転

移を見出すこともないのだ。

oylSJfj S
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44. そして彼ら（不信仰者*)は地上を旅し、彼

らよりも力強かった、彼ら以前の（不信仰)

者*たちの結末がいかなるものだったかを、

見てみないのか？ アツラー*はもとより、

諸天においても大地においても、いかなる

ものもかれ（の懲罰）から逃れようもない

お方。本当に彼はもとより、全知者、全能

者なのだ。
かせ

45. もしアツラー*が人々を、彼らが稼いだもの

2ゆえにお咎めになれば、かれは（大地の）

その表面に、いかなる生物も残してはおか

なかっただろう3。しかしかれは、彼ら（の

懲罰）を定められた時まで遅らせ給うの

だ。そして彼らの（懲罰の）時が来たら、

(かれは彼らを罰し給う、）本当にアツラ

一*はもとより、その僕たちをよくご覧に

なるお方。

1 この「アッラー*の摂理」とは不信仰者*への懲罰のこと。誰もそれを変えたり、それを自

分から他人に転移させることなど出来ない（ムヤッサル 439頁参照)。

2「稼いだもの」とは、罪のこと（前掲書 440頁参照)。

3 同様のアーヤ*として、蜜蜂章 61とその訳注を参照。
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第 36 章

ヤー . スイーン章1

^
慈悲あまねく *慈愛深き *

アツラー*の御名において

0ヤ ー •ス イ ー ン2。

完全無欠な3クルアーン*に誓って、

本当に （ムハンマド*よ、）あなたはまさし

く 、使徒*の一人、

まっすぐな道 （イスラーム*) の上にある。

(アツラー*は、クルアーン*を）偉力なら

びなく *、慈悲あまねき *お方の下されたもの

として （お下しになった）。

(それは4徒*よ、あなたの到来以前に）自

分たちの先祖が警告されておらず、 （信仰

と正しい行い*において）無頓着になってい

る民4に、あなたが警告するため。

(真理を知った後に拒否した）彼らの多く

には、既に （懲罰という）御言葉が確定し

た。彼らは、信仰しないのだから。

1.

©ぶg碑2 '

3.

4

5.

G.

奴

^l マッカ*啓示で学者の見解は、ほぼ一致。スーラ *の名称は、冒頭のアーヤ*に由来。啓示 *

預言者*ムハンマド*の使徒*性•復活の日*•報 （むく ）い•天国と地獄•アッラーの唯一性*と

いった、イスラーム*の基本的な信仰箇条 （かじょう）を取り上げる。また、当時のマッカ
*における預言者*と不信仰者*らの情景を彷彿 （ほうふつ）とさせる、使徒*が遣わされた

町の話は、使徒*に逆らう民への警告と共に、使徒*に従う者たちへの吉報を告げている。
そしてスーラ*の最後は、このスーラ *の基本的テーマである、復活と報い、その証明によ

て締めく くられる。

2 この文字群については、頻出名•用語解説の「クルアーンの冒頭に現れる文字群*」を参照。

3 「完全無欠な」 については、ユーヌス *章 1 の訳注を参照。

4 この 「民」 は、アラブ人のこと （ムヤッサル 440 頁参照)。尚このアーヤ*が、アラブ人以

外の者に対しての警告を否定することにはならない。家畜章 19、高壁章 158 とその訳注、

識別章 1、サバア章 28 なども参照 （イブン•カスィール 6:166 参照)。
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0

8. 本当にわれら*は、彼らの首に枷をつけた。
それは彼らのあごに至っており、彼ら （の
顔）は上を仰がされた状態にある。1

9. そしてわれら*は（その不信仰と傲慢さゆえ

に）、彼らの前に障壁を置き、その後ろか

らも障壁を置き2、彼ら （の眼）を覆った3。
それで彼らは （正道を）見ることがない。

10. (使徒*よ、）あなたが彼らに警告したとし

ても、警告しなかったとしても、彼らにと

ては同じこと。彼らは信じないのだ。

11. 本当にあなたは教訓 （クルアーン *) に従

い、まだ見ぬままに慈悲あまねき*お方（ア
ッラー*)を恐れる4者にこそ、（有効な）警告

をするのである。ならばその者には（罪の）

赦しと、 貴い褒美5の吉報を伝えよ。

12. 本当にわれら*は （復活の日*、）死者たちに

生を与えるのであり、彼らが （現世で）行っ

ていたことと、その軌跡6を書き留める。そ

してわれら*は全ての物事を、明らかなる規

範7の中で数え尽くしておいたのである。

ウ

l 両手をあごの下につけた形で、首もろとも枷をつけられているので、頭が上方を向いた状
態 （イブン•カスィール 6:166 参照)。この解釈には、「導かれない状態のたとえ」「アッラ

一*の道において施 （ほどこ）さないことのたとえ （夜の旅章 29 参照)」「あらゆる善から
阻 （はば）まれている状態」「地獄の懲罰の光景 （赦し深いお方章 71 参照)」 など、諸説
ある （アル=クルトウビー15:8-9 参照)。

2 これは、信仰から阻まれている様子のこと （ムヤッサル 440 頁参照)。

3 雌牛章 7、フード*章 20 とその訳注も参照。

4 「まだ見ぬままにアッラー*を恐れること」については、預言者* たち章 49 の訳注を参照。

5 天国のこととされる （ムヤッサル 440 頁参照)。

6 「その軌跡」 とは、彼らの生前と死後に、彼らが原因として生じた善いことや悪いこと。
前者の例としては正しい子供、有益な知識、継続する施 （ほどこ）しなどがあり、後者の
例としては、シルク *や諸々の罪などがある （前掲書、同頁参照)。

7 「明らかなる規範」 とは、守られし碑板*。存在する全てのものは元々、この中に記録され
ている、ということ （イブン•カスィール 6:568 参照)。高壁章 8 の訳注も参照。
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(4盛:ヂ、）J皮ら（シルク*の徒）に、

一つの譬えを挙げよ。町の人 （々の話）

を。使徒たちが、そこへとやって来た時

のこと。

14. われら*が彼らに（アツラー*への信仰と、

シルク*の放棄へと招く）二人（の使徒）

を遣わし、彼らが二人を嘘つき呼ばわり

した時のこと。それでわれら*は（その二

人を）三人目（の使徒）で強化した。す

ると、彼ら（使徒たち）は言った。「本

当に私たちは、あなた方へと遣わされた

者なのです」。

15. 彼ら（町の人々）は言った。「あなた方は、

私たちと同様の人間に過ぎない。そして

慈悲あまねき*お方（アツラー*)は、（啓示

など）何一つ下してはいないのだ。あなた

方は嘘をついているに過ぎない」。

16. 彼ら（#徒たち）は言った。「我らが主*

は、本当に私たちがまさしく、あなた方に

対する使徒であることをご存知である。

そして私たちの義務は、（啓示の）明白な

る伝達に外ならない」。

113.

錄Hi ^\Jsk374

如]網

17 .

彼ら（町の人々）は言った。「本当に私た

ちは、あなた方を不吉に思う1。もしも、あ

なた方が（私たちをあなた方の教えに招く

18.

かなら

のを）止めなければ、私たちは必ずや、あ

なた方を（石で）打ち殺してやろう2。そし

て、きっと私たちからの痛ましい懲罰が、

あなた方に降りかかるであろう」。

1 「不吉に思う」については、高壁章 131 の訳注を参照。

2「(石で）打ち殺す」については、フード*章 91 の同表現の訳注を参照。
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19. 彼ら（44たち）は言った。「あなた方の

不吉のもとは、あなた方のところにある1。

たとえ教訓を与えられたとしても、 （あな

た方は私たちを不吉がり 、私たちを脅す

の）か？ いや、あなた方は （罪と嘘呼ば

わりにおいて）度を越した民である」 。

20. そして （彼らが使徒たちを手にかけようと

した時）、町の一番遠くから、一人の男が

急いでやって来た。彼は言った。「我が民

よ、使徒たちに従うのだ。

©5jx4i

©5

^
21. あなた方に見返り 2を求めない者に、従え。

彼らは導かれた者たちなのだ。

22. それに私が、自分のことを創成して下さっ

た*お方を崇めない、などということがあろ

うか？ かれの御許にこそ、あなた方は戻

らされるというのに？
ほか

23. 一体私が、かれを差しおいて （外の）神々
3を選ぶというのか？ もし慈悲あまねき*

お方（アツラー*) が私に害悪をお望みにな

れば、彼らの執り成しは私を何一つ益する

こともなく、彼らは私を救ってもくれない

のに。

24. そんなことをすれば、本当に私はまさしく

紛れもない迷いの中にある。

25. 本当に私は、あなた方の主*を信じた。だか 翕らi二

^
！

^
ふ14

かたむ

ら、私に耳を傾けるのだ」 〇

1 不吉なことが起こるのは、彼らの不信仰のせいだ、ということ。あるいは、善いことも悪

いことも、全て既に定命なのである、ということ （アルニパガウィー4:11 参照)。

2 この 「見返り」 については、家畜章 90 の訳注を参照。

3 「神々」 に関しては、雌牛章 133 の訳注を参照。
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^
一n

じゆんきよう

ぶ成3秘み�26, (彼はこうして殉教した後、こう）言わ

れた。「天国に入るがよい」。彼は言っ

た。「我が民が、知っていたらよかった

のに。

(私の信仰とMB*、fii*たちへのI淫
ゆえに）我が主*が私をお赦しになり、私

を栄誉高き者たちの一人として下さった

ことを」。

28. われら*はその（男の死と、使徒たちを嘘

つき呼ばわりした）後、その民に対し、

天から（天使*の）軍勢など下すまでもな

かった。われら*は（人々を滅ぼすため、

わざわざ天使*を）下す者ではなかったの

である。

27.

© \c^C>l29. それは、（轟く）一声に過ぎなかった。そ

してどうであろう、彼らは息絶えた者とな

てしまったのである。

30. (復活の日*、懲罰を目の当たりにした時

の、）僕たちの悲痛よ！ 使徒*が彼らのも

とを訪れれば、彼らは決まって彼（使徒）

のことを嘲笑したものだったのだ。

31. 一体彼らは、われら*が彼ら以前にどれだけ

多くの世代を滅ぼしたのかを、見なかった

のか？ 彼らは、（現世にいる）彼らのも

とに戻っては来ない。

32. そして（それら滅ぼされた世代の）全ての

者は、（復活の日*には）例外なく、われら

*のもとに（清算のため）連れて来られるの

である。

つ

JrU 在し火

^
、}
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㈢颂成33. また、死んだ土地は彼らへの御徴 1であ

る。われら*はそれを息吹かせ、そこから

種粒を生育させ、あなた方はそこから食

べるのだ。

34. また、われら*はそこに、ナツメヤシ、葡萄

からなる果樹園を設け、そこに泉を噴き出

させたのである。

CJ

㈣

(それは）彼らがその果実から食するため

-一それを作ったのは、彼らの手ではない

35.

おんけい

〇彼らは、（この恩恵に）感謝しない

のか？

移す恭436. 大地から生育するものの内に、あらゆる種

類をお創りになったお方に称え*あれ。そし

てあなた方自身3の内と、あなた方の知らな

いものの内にも。
みしるし

37. また、夜は彼らへの御徴4である。われら*

がそこから昼を剥ぎ取ると、どうであろ

う、彼らは真っ暗になってしまう。

魂ぬ却ぜ

^
)5

©ケ

^̂^
^

38. また、その停まり場5へと進み行く太陽も（、

彼らへの御徴）。それは偉力ならびない*

お方、全知者のお定めなのだ。

1 この「御徴」は、アッラー*に復活と、再生を行う力があることの証拠（ムヤッサル 442

頁参照)。

2「彼らがその果実と、自分たちが作ったものを食べるため」という解釈もある（アッ=夕

バリー8:6831-6832参照)。

3 つまり人間のことも性別、形質、性格、外面的•内面的特徴において、異なるものとされた

(アッ=サァディー695 頁参照)。

4 この「御徴」は、アッラーの唯一性*と、完全なる御力を示す証拠のこと（ムヤッサル 442

頁参照)。

5 毎日、あるいは毎年の、決められた周期のこと。あるいは、その動きが止まる、この世の

終わりのこと（アル=カースイミー14:5005参照)。
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39. また、月も。われら*はそれが （細い三日月か
ふ た た く き

再び）古い茎1のように戻り行ら満月となり、

くまで、（毎晩の）その諸々の宿り場を定めた。
ち ろ も ろ や ど

獅角
; 抑 乾⑽>

4 '̂ く、y

40. 太陽が月に追いつくことはありえず、夜が

昼に先駆けることもない。そして全ては、

その軌道を走る。

また、われら*が彼ら （アーダム*の子ら）の

子孫を、（各種の生き物で）満載された船2で

運んだのも、（アツラー*のみが崇拝*される

41.

み し る し

べきことを示す、）彼らへの御徴である。

42. またわれら*は彼ら3にも、彼らが乗る、そ

れと同じような物を作った。
お ぼ

飲」�

② 如L

43. もしわれら*が望めば、彼らを溺れさせるの

である。そして彼らにはいかなる救助者も

なく、救われることもない。

44. しかし、われら *からの慈悲ゆえ、そして(彼

らに定められた）時4までの楽しみゆえ （、

彼らを無事に運行させるのだ）。

45. また、彼ら （シルク*の徒）に、「あなた方

の前にあるものと、あなた方の後ろにある

もの5を畏れ*よ。（それは）あなた方が、

(アツラー*から）慈しまれるようにする

ためなのだ」 と言われれば （、彼らは背を

向け、それに応じなかった）。

1 この 「茎 （ウルジューン)」 とは、ナツメヤシの実をつける、先端部分の茎のこと。その細

さ、湾曲 （わ ん き よ く）した形、黄色い色ゆえに、細い三日月にたとえられている （ムヤ

ッサル 442 頁参照)。

2 これは預言者*ヌーフ* と信仰者たち、生き物たちを乗せた船のこと（前掲書 443 頁参照)。

3 「彼ら」 とは、シルク*の徒や、その他の者たち （前掲書、同頁参照)。

4 この「時」は、死期、あるいは復活の日*のこととされる（アル=クルトゥビー15:35 参照)。

5 「前にあるもの」 は来世と、彼らを待ち受ける恐怖のこと。「後ろにあるもの」 とは、現世

と、そこにおける懲罰のこと （ムヤッサル 443 頁参照)。
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し ゆ み し る し み

そして彼らの主*の御徴 1の内、いかなる御

徴が彼らのもとに到来した時でも、彼らが

それに背を向けないことはなかったので

46.

ある。

61ノ匕

^
また彼らに、「アツラー*があなた方に授け

たものから、 （施しのために）襲やす2の

だ」 と言われれば、不信仰に陥った者* た

ちは信仰する者たちに、 （こう）言った。
「もしアツラー*がお望みになれば食べさ

せ給うた者に、私たちが食べさせるという

のか？3 あなた方は確かに、紛れもない迷

いの中にいる4」 。

47.

4 8• 彼 ら (不信仰者*) は、言う。「 （復活の)

この約束はいつなのか？ もしあなた方が

本当のことを言っているのなら」 。

. 彼らは、彼らが （現世の生活において）議論

し合っている最中に自分たちを(突然)襲う、

(轟きの）一声5を待っているに過ぎない。

49

50. そして彼らは （そのg、誰にも）遺言できな

いし、家族のもとに戻ることも出来ない。6

1 この 「御徴」 とは、アッラーの唯一性* と預言者*ムハンマド*の正直さを示す根拠の数々の

こと （イブン•カスィール 6:580 参照)。

2 雌牛章 3の訳注も參照。

3 ムスリム* たちは恵まれない者への施しを勧めていたが、彼らは吝嗇と嘲笑ゆえに、「アッ
ラー*が食を禁じられた者に、私たちが食べさせるわけにはいかない」「全ての物事はアツ
ラー*の御手に委ねられているなら、どうして私たちに施しを求めるのか？」などと返した
(イブン•ジュザイ 2:225参照)。

4 「あなた方は確かに…」 という言葉は、不信仰者*たちに対するアッラー*の言葉、あるいは不
信仰者*たちに対する信仰者たちの言葉、という説もある （アル=クルトゥビー15:37参照)。

5 復活の日*に吹き鳴らされる、最初の角笛の一吹きのこと （ムヤッサル 443 頁参照)。家畜

章 73の訳注も参照。

6 つまり、その場で即死するということ （前掲書、同頁参照)。
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^
fzA)jそして （二度目に）角笛に吹き込まれると

\どうであろう、彼らは墓から（出て来て、）

自分たちの主*の御許へと、急いで馳せ参じ

て行く 。

51 .

む ね ん

じ、乂Aじ ひ

^̂
レ リ �わ ざ わ ね ど こ

らが災いよ！2 私たちを、私たちの寝床か
よみがえ

ら蘇らせたのは誰だ？」 （すると、彼ら

にこう言われる〇 ) 「これが、慈悲あまね

き*お方（ァッラー*) が約束され給い、4徒

*たちが正直に語ったものである」 。

(復活は、轟きの）一声に過ぎなかったの53.
せ い さ ん

だ。そしてどうであろう、彼らは皆、（清算

と報いのため）われら*のもとに連れて来ら

れるのである。

ふ

^
哈ぶ.獅54. この日、人は少しも不正*を受けることがな

い。そしてあなた方が報われるのは、自分

たちが （現世で）行っていたこと （による

もの）以外の、何ものでもない。

55. 実に天国の住人たちはその日、 （様々な
あ ん ね い き き

安寧に）喜々として忙しい。

©oy%し』5

56. 彼らとその妻たちは日陰におり、寝台に寄

りかかっている。

57. 彼らにはそこで （様々な）果実があり、彼

らには自分たちが求める （あらゆる）もの

がある。

58. 慈愛深き*主（アッラー*)からのお言葉、「(あ
あ い さ つ

なた方に）平安あれ」 （という挨桜も。）3

1 二度目の角笛が鳴らされると、魂は肉体に戻らされて復活する（ムヤッサル 443 頁参照)。

2 この表現については、食卓章 31 の訳注を参照。

3 「平安を」 については、雷鳴章 24 の訳注を参照 （前掲書 444 頁参照)。
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㈣ば蜂㈣59. そして（不信仰者*たちには、こう言われ

る。）「この日、あなた方は（信仰者たち

から）離れていよ。罪悪者たちめ」。1

©6

^ゞ 4工

^
jW(アツラー*は彼らに仰せられる。）アーダ

ム*の子らよ、一体われは、（使徒*たちを

通じて）あなた方に命じなかったのか？

シャイターン*を崇める2のではない、と？

本当に彼は、あなた方にとって紛れもない

敵なのだから。

61. また、われ（のみ）を崇拝*せよ、と（命じ

なかったのか）？ これが（わが喜びと天

国へと至る、）まっすぐな道なのである。

60.

62. また、彼（シャイターン*)はあなた方の内、

多くの創造物を迷わせた3。一体、あなた方
わきま

は弁えていなかったのか？

63. これが、あなた方が（現世で）約束されて

いた地獄である。

乙5>

64. あなた方は今日、自分たちが不信仰であ

たことゆえに、そこに入って炙られよ。

み娜如麵65. 今日われら*は、彼ら（シルク*の徒）の口

を封じる。そして彼らが稼いでいたもの

(罪）については、彼らの手がわれらに話

し、その足が証言するのである。4

1 ユーヌス*章 28とその訳注も参照。

2「シャイターン*を崇める」とは、彼への服従のこと。そこには、あらゆる種類の不信仰と

罪が含まれる（アツ=サアディー698頁参照)。

3 シャイターン*が人類を迷わせることとなった経緯(いきさつ）については、高壁章 11-18、
アル=ヒジュル章 28-42、夜の旅章 61-65、サード章 71-85を参照。

4 食卓章 109、高壁章8、夜の旅章 97の各訳注、および御光章 24 も参照。
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66. また、もしわれら*が望めば、彼らの眼を消

すことも出来るのだ。そうなれば彼らは道

を競い合うが、どうして彼らが （道を）見

ることが出来るだろうか？1

67. また、もしわれら*が望めば、彼ら（の創造)

をその場で変異させてしまうことも出来

る。そうなれば彼らは進むことも出来なけ

れば、戻れもしない。2

また、われら*が長生きさせる者があれば、

われら*はその創造を逆転させる3。一体、

68 .

わぎま

彼らは弁えないのか？

69. われら*は彼 （預言者*ムハンマド*) に牌を
教えたりはしなかったし、それは彼に相応

しくないこと。それは教訓と、解明する4 ク

ルアーン*に外ならないのだ。

(それは）彼が(心の)生きている者5に警告

し、不信仰者*たちに御言葉が確定する6た

めのものなのである。

蛛ぃ爲じ货触ら

70.

71. そして彼らは、われら*が彼らのために、わ

れら *の手がなしたものである家畜を創造

したのを見なかったのか？ 彼らはそれら

の所有者なのである。

1 このアーヤ*の意味には、「視力がなくなることのたとえ」「信仰における迷いのたとえ」「復

活の日*、地獄の上にかけられた橋の話。そこを越えられる者は、天国の民しかない」 とい

た解釈がある （アル= クルトウビー15:49-50 参照)。

2 このアーヤ*の意味には、「石などの物質や、動物などに変異させ、思うように動けなくさせ

る」「復活の日*のこと（アーヤ*66 の訳注を参照)」といった解釈がある（前掲書 15:50 参照)。

3 高齢になると、幼少期のように、知的•身体的に弱体化することを表す （ムヤッサル 444

頁参照)。

4 「解明する」 については、ユースフ*章 1 の訳注を参照。

5 心が生き、目覚めている者こそが、クルアーン*によって清められ、その知識と行いを深め

る者である。それはちょうど、良質の土地に雨が降る様子に似ている （アッ =サアデイー

698 頁参照)。高壁章 58 とその訳注も参照。

6 この 「御言葉」 は、懲罰のこと。クルアーン* という明白な根拠ゆえ、彼らは自分たちが不

信仰であったことに関し、言い逃れできなくなる （ムヤッサル 444 頁参照)。

•〇
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72. そし;

^
われら*は、それら （家畜）を彼らのた

めに仕えさせた。その内には彼らの乗り物が

あり、また彼らはそこから食べるのである。

73. また、そこ （家畜）には彼らにとっての ffllJの)

利益1と飲み物2 もある。一体、彼らは感謝し

(て、アツラー*のみを崇拝* し）ないのか？

為⑸ぎ砂
私」

74. 彼ら （シルク *の徒）は、アツラー*をよそ
あ が

に（崇める）神々3を選んだ。自分たちが（そ
ち ょ う ば つ

れらによって、アツラー*の懲罰から）助

けられるように、と。

75. 彼ら （それらの神々）は、彼ら （その崇拝

者たち）を助けることなど出来ない。彼ら

は彼らのために、立ち会わされた兵隊であ

るというのに4。

76. ならば （使徒*よ）、彼らの言葉5に悲しん

ではならない。実にわれら*は彼らが秘密に

していることも、露わにしていることも知

ているのだから。

77. 一体、 （復活を否定する）人間は、われら
*が彼を一滴の精液から創った6のを見なか

たのか？ なのにどうであろうか、彼は

あからさまな反論者である7。

■

〇

ウ

1 具体的な利益の例については、蜜蜂章 5-8、80 も参照。

2 つまり、乳のこと （ムヤッサル 445 頁参照)。蜜蜂章 66 も参照。
3 「神々」 に関しては、雌牛章 133 の訳注を参照。

4 この二つの 「彼ら」 は、前者がシルク *の徒、後者がその神々という説と、その逆という説

がある。前者の説の場合、現世において、シルク *の徒がそれらの神々の兵隊的な存在であ

ることを、後者の説の場合、それらの神々が彼らと共に地獄に入ることを意味する （アル
= クルトゥビー15:57 参照)。

5 アッラー*への不信仰、使徒*の嘘つき呼ばわり、彼への嘲笑などに関する言葉 （ムヤッサ

ル 445 頁参照)。

6 人間の創造の変遷については、巡礼*章 5、信仰者たち章 14 とその訳注を参照。

7 蜜蜂章 4 の訳注も参照。



36. ヤー•スイーン章

78. そして彼は自分自身の創造%忘れて、われ

ら *に対して （許されない）譬え 1を挙げた。

彼は言ったのだ。「誰が、朽ち果てた骨に

生を与えるというのか？」

79. 言ってやれ。「それを最初にお創りになっ

たお方が、それに生を与えられる。かれは、

全ての創造についてご存知のお方」 。

(かれは）あなた方のために （湿った）緑

樹から、火を生じさせられるお方2。そして

どうであろう、あなた方はそこから火を起

こすのである。

80.

>少>4

^
炎。

'如為

81. 一体、諸天と大地をお創りになったお方

は、彼らと同様のものを （再び）お創りに

なることが出来るお方ではないか？ い

や、 （かれにはお出来である、）そしてか

れは創造主、全知者であられるのだ。

i舞

如 爾 ポ ぬ本当にかれのご命令というものは、かれが一

事をお望みになった時、それに 「あれ」 と仰

せられるだけで、それは存在するのである。

82.

公

^
づ

^̂
範

^̂
ならば、称え *あれ。その御手にこそ、全て

のことの絶対なる王権が属するお方に。そ

してかれの御許にこそ、あなた方は戻らさ

れるのである。

83

1 創造主の力を、創造物の力と同様のものとして推測したことを表す （ムヤッサル 445 頁参

照)。

2 つまり、ある物から全く反対の物を創造することが可能なお方は、死人に生を与え、蘇（よ

みがえ）らせることも可能である （前掲書、同頁参照)。
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〇、れ。 第 W 早

整列者章 （アッ =サーッフアート) 1

靡H慈悲あまねぐ慈愛深き*

アツラー*の御名において

1 . 列をなす整列者たち2にかけて （、誓う）。3

2. また、力強く追い立てる者たち、

3. そして、教訓を読誦する者たちにかけて。4

(人々よ、）本当にあなた方の崇拝*すべき

は、ただお一方、

5. 諸天と大地とその間にあるものの主*、いく

つもの東5の主。

本当にわれら*は、最下層の天を、星々とい

う装飾で飾った。

©偽

^̂4.

從职じ_5為各爲j

6.

反抗的な、あらゆるシャイターン*からの護

餘のため。

7.

1 マッカ*啓示で、学者間の見解は一致。スーラ*の名称の由来は、 スーラ*冒頭のアーヤ*に

由来。アッラー*の崇拝*に従順な天使*が描写され、当時の人々が信じていた天使*の神性

はもちろんのこと、それ以下の存在の神性も否定される。スーラ*全般を通して、あらゆる

形のシルク*の否定と、アッラーの唯一性*の証明が提示されている。そしてその一環とし

て、アッラー* とその預言者*に従い、シャイターン*に屈しなかった者たちと、その逆の状

態にあった不信仰者* たちの来世での結末が、復活、清算、報 （むく）いの確証と共に、過

去の預言者* たちとその民の逸話を通して描写される。

2 アッラー*に仕えるため、整列する天使*たちのこと、とされる （アッ =サァディー700 頁

参照)。

3 これは、アッラー*の誓い。アッラー*は、かれがお望みになるもので誓われるが、人間は

アッラー*以外のものにおいて誓ってはならない （ムヤッサル 446 頁参照)。

4 大半の解釈学者は、アーヤ*2 を 「雲を追いやり、移動させる」 天使*たちのことであると

し、このアーヤ* も 「アッラー*の教訓を読誦する」 天使*たちである、としている （アッ =
シャルビーニー3:448 参照)。

5 ここでの 「東」 は、同年において毎日異なる、太陽の昇る地点のこととされる。また、「陽

の目を見る、全てのものの主」 という説もある （アル=パガウィー4:26 参照)。
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彼ら （シャイターン*) は、 （天の）最上層

の貴人たち（である天使*たちが、啓示につ

いて話すこと）に聞き耳を立てては、あら

ゆる方向から （流星で）撃たれ （、それを

阻止され）る。

(彼らを）放逐すベく。そして彼らには（来

世で）、常なる懲罰がある。

10. 但し、（話を）さっと掠め取り、貫く流星

によって追尾される者は別である。1

(使徒*よ、）彼ら（復活を否定する者たち）

に聞いてみよ。一体彼らがより強力なの

か、それともわれら*が創造した（これらの）

ものか？ 本当にわれら*は、彼ら （の父祖

アーダム*)をねばねばする泥土から創った

のだぞ2。

. いや （使徒*よ）、あなたは （彼らが復活を

否定することに）驚いた。彼らは （あなた

の言葉を）嘲笑している。

また喚起させられても、教訓を得ない。

そして（あなたの預言者*性を示す） を

見れば、嘲笑する。

また、彼らは言った。「これは紛れもない

魔術に外ならない。

8.

9.

路成姐H�

11.

が 供 ぶ12

13.

14.

© 部 膨 も15.

体、死んで土と骨と化した後で、本当に16.
よみがえ

私たちが蘇らされる身であるなどという

のか？

©淑 職、:i17. そして、私たちの昔のご先祖様たちも？」

1 アル=ヒジュル章 17-18、詩人たち章 212、223 とその訳注、王権章 5、ジン*章 8-9 も参照。

2 人間の創造の変遷については、巡礼*5 章、信仰者たち章 14 とその訳注を参照。
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(使徒*よ、）言ってやれ。「ああ。あなた18.
さげす よみがえ

方 は 蔑 ま れ た 者 と な っ て （、 蘇 ら さ れ

る）」 。

. それは、ただの一声1に過ぎないのだぞ。す19
よみがえ

る と ど う で あ ろ う か、彼 ら は （蘇 っ て、

復活の日*の恐怖を）目の当たりにする。

知御泌逾そして彼らは言う。「我らが災いよ！2 こ

れは報いの日*だ」 。

(すると、彼らに言われる。）「これが、

あなた方が （現世で）嘘呼ばわりしていた

裁決の日3である」。4

20.

21.

(そして天使*たちに、こう言われる。）不

正*を犯した者たちと彼らと同様の者たち
5、そして彼らが崇めていた者たちを召集

22.

せよ。

魯

^
御

^
ぶ

“
、
如アツラー*をよそに（崇めていた者たちを)。

そして彼らを、火獄の道へと案内せよ。

ュ〇523.

また （地獄に入る前に）、彼らを止めよ。
実に彼らは （現世での言動について）、問

われる者たちなのだから。6

24.

1 この 「一声」 は、二回目の角笛とされる （アル=クルトウビー15:72 参照)。家畜章 73 の
訳注も参照。

2 「我らが災いよ」 という表現については、食卓章 31 の訳注を参照。

3 善い行いの者と悪い行いの者が分けられる、「裁決の日」 のこと （アル=パガウィー4:29
参照)。

4 この言葉の主には、「アツラー*」「天使*」「地獄の民どうしの言葉」 という説がある （アル
= クノレトウビー15:72#0SJo

5 「不正*を犯した者たち」 とは、シルク*を犯した者たちのこと。それと 「同様の者たち」
には、「不信仰において同調していた彼らの妻たち」「彼らの仲間であるシャイターン*」 と
いった解釈がある （前掲書 15:73 参照)。

6 食卓章 109、高壁章 8 の訳注も参照。



37.整列者章 oliUaJI 0JJ- -rv

ぬジ啡u(そして彼らには、こう言われる。）「あ

なた方が互いに助け合わないのは、どうい

うことか？」

25.

祕26. いや、彼らはその日、（アツラー*のご命令

に）降参した者たちなのだ。

27. 彼ら（不信仰者*)は互いに近づき、質問し

合う。

28. 彼ら（他人に倣って不信仰者*となった者た

ち）は、（自分たちを不信仰へと主導した

者たちに）言う。「本当にあなた方は（私

たちを迷わせるべく）、右側から私たちの

もとにやって来ていた1」。2

29. 彼ら（不信仰へと主導した者たち）は、言

う。「いや、あなた方は（そもそも）信仰

者（となるべき者）ではなかったのだ。

30. また、私たちには（あなた方を信仰から阻

むことにおいて）、あなた方に対するいか

なる（正当な）根拠3もなかった。いや、あ

なた方は放埒な民だったのである。

31. それで私たちに対して、我らが主*の御

言葉4が実現したのだ。本当に私たちは、

まさしく（懲罰を）味わう者たちなので

©0^
如遍�j拇努

ある。

1 「右側から来る」の解釈には、「期待させるようなことを言いつつ」「誓いの言葉を添えつ

つ」「宗教的側面から」「力づくで」などの諸説がある（アル=クルトゥビー15:75参照)。

2 同様の情景の描写として、雌牛章 166-167、高壁章38、イブラーヒーム*章 21-22、識別

章 17-19、物語章 63、部族連合章 67-68、サバア章 31-33なども参照。

3 イブラーヒーム*章 22の同語に関する訳注も参照。

4 この「御言葉」は、アツニサジダ*章 13にある、懲罰の言葉とされる（アル=バガウィー

4:30参照）。
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32. そして私たちは、あなた方を（正しい道か

ら）逸脱させた。本当に私たちは、誤った

者たちであった」。

(復活*の）その日、本当に彼らは（全員）、33.
ちようばつ

共に懲罰の中にある。

34. 本当にわれら*は罪悪者たちに対し、このよ

うにするのだ。

35. 実に彼らは、「アツラー*の外に、崇拝*す

べきいかなるものもない（、と言いなさ

い）」と言われた時、（そうせずに）奢り

高ぶっていた。

36. そして、彼らは言うのだ。「一体、本当に

私たちが、憑かれた1詩人（ムハンマド*の

こと）ゆえに、自分たちの神々2を棄て去ろ

うか？」

鬯於メ從與似37. いや、彼（ムハンマド*) は真実を携えて

やって来たのであり、（彼以前に）遣わさ

れた（預言）者*たち（がアツラー*につい

て伝えたこと）を確証したのだ。

38. 本当に（シルク*の徒よ、）あなた方はまさ
ちょうばつ

に、痛ましい懲罰を味わう者たちである。

39. そしてあなた方が（来世で）報われるのは、

自分たちが（現世で）行っていたこと（に

よるもの）以外の、何ものでもない。

但し、精選されたアツラー*の僕たち3は別

であるが。
40.

1 アル=ヒジュル章 6「憑かれた者」の訳注も参照。

2「神々」に関しては、雌牛章 133の訳注を参照。

3「精選されたアツラー*の僕」については、ユースフ*章 24 の訳注を参照。
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かて

ぎ

^
3も4

^
141. それらの者たちには、周知の糧1がある。

42. (それは）果実であり、彼らは厚遇される

者たち。

43. 安寧の楽園で、

44. 互いに向かい合いつつ2、寝台の上に。

45. (酒の）湧き水からの盃が、彼らに回さ

れる
さかずき

46. (その盃は）白く、飲む者たちにとって

美味なもの。

47. そこには （頭や腹の）痛みもなければ、そ

れゆえに理性を失うこともない。

48. また彼らのもとには、 （自分の夫だけに）視

線を定めた3、麗しい眼の女性たちがいる。

49. 彼女たちはまるで、秘められた卵4のよう。

50. 彼らは互いに近づき、 （現世における彼ら

の状態について、）質問し合う。

51. 彼ら （天国の民）の内の、ある者は言う。

「本当に私には （現世で）、付きまとう者
5がありました。

ぎ�ダ霜

念 が

^
な

1 その永遠性、美味さといった特質において、「周知の」糧（アル=バイダーウィー5:11 参照)。

2 アルニヒジュル章 47 の訳注を参照。

3 天国の妻は貞淑で、夫以外の誰のそばにも近づかない。そしてそれは彼女の夫もまた美し

く 、完全であるためである。あるいは、彼女が夫だけを見つめるのは、夫が完全な美しさ

を備えた彼女だけを見つめているからなのである （アツニサアディー702 頁参照)。雌牛

章 25 「純潔な妻」、及び煙霧章 54 の訳注も参照。

4 「秘められた卵」 の意味には、「その羽で風や埃 （ほこり）から守った、ダチョウの卵。黄

色地に白身がかった色で、最も美しい女性の色の象徴」「殻 （から）が割れる前の、卵の中

身のこと」 「卵の薄い殻」「真珠のたとえ」 といった諸説がある （アル= クルトウビー

15:80-81 参照)。

5 これには 「シャイターン*」「人間」「兄弟」 などの説があるが、いずれにせよ復活を否定す

る者であった （アル=バガウィー4:32 参照)。
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52. 彼は （こう）言っていました。 『本当にあ

なたは、 （復活を）信じるというのか？

53. 死んで土と骨と化した後で、本当に私たち

が （蘇らされ、自分の行いで）報われる

身であると？』 」

54•彼 (天国の民のある者）は、（仲間たちに)

言う。「あなた方は、 （現世で付きまと

ていたその者の結末を）見てみますか？」

ウ

55. それで見てみると、彼が火獄の真ん中にい

るのを目にする。

^
4獅56. 彼は （現世で付きまとっていた者に、）言

ち か

う。「アツラー*に誓って。本当にあなたは、

私のことを （信仰の妨害によって、）まさ

しく （破滅へと）転落させるところだった。

57. そしてもし、（信仰という）我が主*の恩恵

がなければ、私は（あなたと共に懲罰へと）

連行される者となっていた。
あ ん ね い

58. 私たちは（永遠に安寧を味わう者であり、）

死にゆく者ではないのではないか？

59. ただ、 （現世で）一度の死だけ （を味わっ

たのみ）であり、 （天国に入った後、）私

たちは罰されることなどないのではない

か？

60. 本当にこれこそは、まさに偉大なる勝利。

61. このようなもの（の獲得）のためにこそ、
ご ん ぎ よ う ご ん ぎ よ う

勤 行 者 た ち は 、 （現 世 で）勤 行 す る が

よ い」 。1

1 アーヤ*60-61 は、天国の民の言葉ではなく 、アツラー*の御言葉という説もある （アル
バイダーウィー5:14 参照)。
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62 . 一体それが、より善い御もてなしなのか、

それともザックームの木1か？

63. 本当にわれら*はそれを、不正*者たちの試

練としたのだ。

64. 実にそれは、火獄の奥底に生え出る木。

65. その実は、あたかもシャイターン*の頭のよ
みにく

う（に

_
い）。

66. 本当に彼ら（シルク*の徒）は、まさしくそ

こから食べ、それで腹を満たすことにな

る0

©七 .切 �67. それから本当に彼らには、その上に煮えた

ぎる湯の混じった（飲み）物がある。

. それから彼らの戻り場所こそは、まさに火

獄なのだ。
68

斜 雄 一 竭69. 本当に彼らは、自分たちの先祖が（シルク
*を犯して）迷っているのを認め、

70. その跡を迪って急ぐのだから（、そのよう

な結末となったのである）。
©織妙私

eair私み

^
私涵71. 彼ら以前にも確かに、昔の人々の多くが

(真理から）迷った。

72. そしてわれら*は確かに、彼らに警告者たち

を遣わしたのである。

73. ならば、見てみるがよい。警告された者た

ちの結末がいかなるものであったかを？

こ; な

74. 但し、精選されたアツラー*の僕たち2は別

であるが。

1 夜の旅章 60「呪われた木」の訳注、および煙霧章 43-46、出来事章 52-53を参照.

2「精選されたアツラー*の僕」については、ユースフ*章 24 の訳注を参照。
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75. ヌーフ*は確かに、われら *に呼びかけた1。

(fに) 応えられるお方の、何とまさしく

素晴らしいことか。

76. そしてわれら *は、彼とその家族をこの上な

い苦悩2から救った。
お ぼ

77. また、われら *はその子孫を （溺れずに）生

き残る者とした。

78. そして後世の人々の内に、彼へ（の賛美を)

残しておいた。3

79. 全創造物において、ヌーフ*に平安を。4

80. 本当にわれら *はこのように、善を尽くす者

5たちに報いるのだ。

81. 実に彼 （ヌーフ*) は、信仰者であるわれら

*の僕たちの一人である。

©6

^
(4麟L

峰郎82. それからわれら *は、（信仰者ではない）他
お ぼ

の者たちを溺れさせた。

83. ま た、彼 （ヌーフ*) の党派6の一人が、ま

さしくイブラーヒーム*である。

1 呼びかけた祈願の内容については、月章 10、ヌーフ*章 26-27 を参照。また、ヌーフ * と

その民の間の出来事については、高壁章 59-64、フード*章 25-48、信仰者たち章 23-30、
詩人たち章 105-122、月章 9-17 なども参照。

2 「この上ない苦悩」 については、預言者*たち章 76 の訳注を参照。

3 アッラー*は復活の日*まで、彼が他の預言者*たちや民の間で、賛美され、褒 （ほ）めたた

えるようにされた （アル=バガウイー4:34 参照)。

4 一説に、この「平安」はアッラー*からの御言葉で、誰からも彼が悪く言われることはない、
というアッラー*からの保証のこと。また一説に、これは彼が復活の日*まで、「平安を」 と

いう挨拶 （家畜章 54 の訳注を参照）を受け続けるということ （イブン•アティーヤ 4:478

参照)。

5 「善を尽くす者」 については、蜜蜂章 128 の訳注を参照。

6 その宗教と手法において、同じ党派であったということ （ムヤッサル 449 頁参照)。
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. 彼が健全な心1 と共に、その主*の御許へや

て来た時2のこと。

85. 彼がその父と民に、（こう）言った時。「あ

なた方は、何を崇めているのですか？

84

つ

86. でっち上げ、つまりアツラー*以外の神々3

を、あなた方は求めているのですか？

. 全創造物の主*についての、あなた方のご

推測はいかがなものなのですか？4」

88. そして彼 （イブラーヒーム*) は、星々の方

へと視線をやると、5

87

©rぶし

^̂(民に）言った。「本当に私は、病気なの

です」 。
89.

こうして彼らは背を向けて、 （イブラーヒ

ーム*を後に）立ち去った。
90.

如 凝4逆91. それから彼 （イブラーヒーム*) は、彼らの
おもむ

神々 （彫像）のところへ赴き、（蔑んで)

言った。「あなた方は、（供え物の食事を)

食べないのか？

92. あなた方が喋らないのは、どういうこと

か？」

1 「健全な心」 については、詩人たち章 89 の訳注を参照。

2 「主*の御許へやって来た時」 とは、アッラーの唯一性*とかれへの服従へと人々を招いた
時のこと、あるいは、彼が火の中に放り込まれた時のことを指す、とされる （アル= クル
トウビー15:91 参照)。イブラーヒーム*とその父親、及びその民のやり取りについては、
家畜章 74-82、マルヤム*章 42-48、預言者*たち章 52-70、詩人たち章 70—89、金の装
飾章 26-28 も参照。

3 「神々」 に関しては、雌牛章 133 の訳注を参照。

4 もしあなた方がアッラー*にシルク*を犯したら、かれはあなた方をどうされると思うのか、
ということ （ムヤッサル 449 頁参照)。

5 人々と共に祭日に出かけなくても済むよう 、言い訳を思案した様子を表す （前掲書、同頁
参照)。そしてそれは彼らの不在中に、彫像を破壊するためであった （イブン•カスィール

7:24 参照)。この一連の出来事については、預言者*たち章 57-70 とその訳注も参照。
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93. そして彼は右の手で殴り （壊し）つつ、そ

れらを回った。

94. こうして彼ら （民）は、彼 （イブラーヒー

ム*) のもとに、駆け足でやって来た。
私ji娜

95• 彼 （イブラーヒーム*) は言った。「一体あ

なた方は、自分たちが彫ったものを崇める

のですか？

翕:

^
15麵琢96. アツラー*があなた方と、あなた方が行うも

の1をお創りになったというのに？」

魯

^^
4穿15111ふ

(て、そこに火をつけ）、彼を火獄の中へ

と放り込んでしまえ」 。2

98. こうして彼らは彼（イブラーヒーム*) に策

略を望んだが、われら *は彼らを敗北者と

翕 、を ノ'
城

した。

99. また、彼は言った。「私はまさしく、我が

主*の御許へと赴く 3者である。かれは私
みちび

を、お導き下さろう。

100. 我が主*よ、私に正しい者*たちから （の
者となる子供を）、お授け下さい」 。

101. それでわれら*は彼に、寛大な（者となる)
き っ ぽ う

男児（イスマーイール*) の吉報を伝えた。

j成 陶㈣崎③

鱗は

102. こうして、彼（イスマーイール*) が彼（イ

ブラーヒーム*) と共に働くようになるま

1 「あなた方が行うもの」 とは、「行為一般」 または 「作成した彫像のこと」（イブン•カスィ
ール 7:24 頁参照)。

2 預言者*たち章 69-70 とその訳注も参照。

3 不信仰の民*の土地から、アッラー*の崇拝*が出来る土地へと移住すること （ムヤッサル
449 頁参照)。預言者*たち章 71 とその訳注も参照。
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。ぬで成長した時、彼（イブラーヒーム*)は

言った。「息子よ、実に私は夢で、私が

お前のことを屠るのを見る1のだ。ならば、

お前はどう思うか、考えてみるがよい」。

彼（イスマーイール*) は言った。「お父

さん、あなたが命じられることをして下

さい。あなたは——アツラー*がお望みな

ら——、私が忍耐*強い者であることを見

出すでしよう」。

こうして彼らが（主*のご命令に）服し、

彼（イブラーヒーム*) が彼（イスマーイ

ール*)を、こめかみを（地面に）つけて

(横向きに）倒した時、

103.

©ir校袋。
'̂^

3われら*は彼に呼びかけた。「イブラー

ヒーム*よ、

104.

越

^̂
105. あなたは確かに夢を確証した。実にわれ

ら*は善を尽くす者2たちに対し、このよう

に報いるのだ。

106. 本当にこれこそはまさしく、，紛れもなき

試練であった」。

107. そしてわれら*は彼（イスマーイール*)

を、この上ない犠牲で償った。3

108. また後世の人々の内に、彼へ（の賛美を)

残しておいた。4

1 つまり、アッラー*が夢の中で彼を屠（ほふ）るようにご命じになる、ということ。預言者

*の夢は啓示である、と言われる（アッ=サアディー705頁参照)。

2「善を尽くす者」については、蜜蜂章 128の訳注を参照。

3「この上ない屠り物」とは大きな羊のこと。これがイスマーイール*の代わりに屠られた（ム

ヤッサル 450頁参照)。

4 この意味については、アーヤ*78の訳注を参照。
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109. 全創造物において、イブラーヒーム*に平

安を。

110. 本当にわれら*はこのように、善を尽くす

者2たちに報いるのだ。

111. 実に彼（イブラーヒーム*)は、信仰者で

あるわれら*の僕たちの一人である。

112. またわれら*は彼（イブラーヒーム*)に、

(後に）正しい者*の一人である預言者*と

なる、イスハーク*(誕生）の吉報を伝えた。

於肩

似

^
I�;

^
1

113. そしてわれら*は、彼（イブラーヒーム*)

とイスハーク*を祝福した。彼ら二人の子

孫には、善を尽くす者3もいれば、自らに

明らかな不正*を働く者もいる。

©砂j谷碑球114. またわれら*は確かに、ムーサー*とハー
よ げ ん し や

ルーン*に（預言者*としての使命という）

恵みを授けた。

115. そして彼ら二人とその民（イスラーイール

の子ら*)を、この上ない苦悩4から救った。

©ば116. またわれら*は彼らを助け、彼らはまさに

(フイルアウン*とその民に対する）勝利

者となった。

117. そしてわれら*は彼ら二人に解明の啓典5

をMけ、

1 この意味については、アーヤ*79の訳注を参照。

2「善を尽くす者」については、蜜蜂章 128の訳注を参照。

3 アーヤ*110の訳注を参照。

4 彼らの「苦悩」とは、溺死（できし）のこと（ユーヌス*章 90-92、夕一.ハー章 77-78、
詩人たち章 61-66、煙霧章 24 参照)、またはフィルアウン*に対する隸属（れいぞく）状

態と抑圧（雌牛章 49とその訳注を参照）のこと。

5 トーラー*のこと。高壁章 145の訳注も参照。
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^
31 〇 -

^
TV

; 勒站iij118. 彼ら二人をまっすぐな道（イスラーム*)
みちび

へと導いた。

また後世の人々の内に、彼ら二人へ（の賛

美を）残しておいた。1

120, 全創造物において、ムーサー*とハールー

ン*に平安を。2

本当にわれら*はこのように、善を尽くす

者3たちに報いるのだ。

119.

5

^
ュ

^
顏mi121.

122. 実に彼ら二人は、信仰者であるわれら*の
しもべ

僕たちの内の者である。

• また実にイルヤース*は、まさしく（預

言者*として）遣わされた者の一人であ

; 你

_
1 2 3

つすこ。

124. 彼がその民に、（こう）言った時。「一
体あなた方は、（アツラー*を）畏れ*な

いのか？

125. 一体あなた方はバアル4に祈り、創造する

者の内でも最善のお方（アツラー*)を放

たらかしにするというのか？

アツラー*を、つまりあなた方の主*であ

り、あなた方の昔の先祖の主を？」

ウ

126.

そして彼らは、彼（イルヤース*)を嘘つ

き呼ばわりした。ゆえに、本当に彼らは
かなら

(復活の日*、）必ずや（懲罰へと）連

行される者となる。

1 この意味については、アーヤ*78の訳注を参照。

2 この意味については、アーヤ*79の訳注を参照。

3「善を尽くす者」については、蜜蜂章 128の訳注を参照。

4 「バアル」とは、彫像の名とされる（アツ=サアディー707頁参照)。
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128. 但し、精選されたアッラー*の僕たち1は

別であるが。

129. またわれら*は、後世の人々の内に、彼へ

(の賛美を）残しておいた。2

. 全創造物において、イル•ヤースイーン3に

平安を。4

本当にわれら*はこのように、善を尽くす

者5たちに報いるのだ。

132. 実に彼（イルヤース*) は、信仰者である

われら*の僕たちの一人である。

133. また、実にルート*は、まさに（預言者*

として）遣わされた者の一人であった。6

134. われら*が彼とその家族を、皆救い出した

時のこと。

但し、残っ（て滅ぼされ）た者たちの一

人であった老女7だけは、別だったが。

136. それからわれら*は、（信仰者ではない）

他の者たちを滅ぼした。

137. そして（マッカ*の民よ）、本当にあなた

方はまさしく、彼ら（ルート*の民）のも

とを朝に通り過ぎている。8

翕

^̂
在錄

130

131.

翕6

^
'
�緣i

⑩&痛鱗i

©こ

^̂
%

135.

參5

^̂
パ私

1 「精選されたアツラー*の僕」については、ユースフ*章 24 の訳注を参照。

2 この意味については、アーヤ*78の訳注を参照。

3「イル•ヤースイーン」の解釈としては、「イルヤース*自身の別称」「イルヤース*の信徒た

ち」など、諸説ある（アル=バイダーウィー5:26参照)。

4 この意味については、アーヤ*79の訳注を参照。

5「善を尽くす者」については、蜜蜂章 128の訳注を参照。

6 彼とその民の間に起こった話については、高壁章 80-84、フード*章 69-83、詩人たち章

160-175、蟻章 54-58、蜘蛛章 28-35、月章 33-40も参照。

7 この「老女」については、詩人たち章 171 の訳注を参照。

8 アル=ヒジュル章 76とその訳注を参照。
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138. また、夜にも。一体、あなた方は弁えな

いのか？

139. また美にユーヌス*は、まさに（預言者*

として）遣わされた者の一人であった。

140. 彼が（白分の民に立腹して、）満載の船

へと逃げた時のこと。1

i n. そしてくじ引きをし、彼（ユーヌス*) は

負けた内の者となった。2

©鱗 紗 成112. こうして（ユーヌス*は海に落とされた

が）、大魚が彼を呑み込んだ。彼は咎め

られるべき者であった。

r你M3. もし彼が、（アツラー*を）よく称える*

者の一人でなかったなら、3

よみがえ

翕说刼L料M4. 彼らが蘇らされる（復活*の）日まで、

その腹の中に留まったことであろう。4

こうしてわれら*は彼を（大魚の腹の内

から）、弱り切った状態で、不毛の地に

放り投げた。

115.

116. そしてわれら*は彼の上に、瓜の木5を一

本、生やしてやった。

1 この出来事については、預言者*たち章 87とその訳注を参照。

2 船は荒波に襲われ、乗員たちは船の転覆（てんぷく）を恐れた。それで彼らは船の重量を

減らすため、誰が犠牲になるかで、くじ引きをした（ムヤッサル 451 頁参照)。

3 それ以前に行っていた多くの崇拝*行為や正しい行い*がなかったら、という意味とさ

れる。預言者*たち章 87 に描写されている、この時の彼の言葉も参照（前掲書、同頁

参照)。

4 そこが彼の墓となったであろう、という意味（前掲書、同頁参照)。

5 これにより彼は日陰と、その他の益を得た（前掲書、同頁参照)。
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147. またわれら*は彼を十万人、いや、それ以

上（の民）へと遣わした。1

148. そして彼らは信じ、われら*は彼らを（彼

らに死が訪れる）その時まで楽しませて

おいた0

149. ならば（使徒*よ）、彼ら（マッカ*の不

信仰者*たち）に尋ねよ。一体あなたの主
*には娘があり、彼らには息子があるの

か、と。2

的 ふ

^150. それとも、われら*は彼らが立ち会う中、

天使*を女として創ったのか？

況ぶが151. 本当に彼らはでっち上げて、まさに（こ

う）言っているのではないか。

「アッラー*は子供をお産みになった」。
本当に彼らは、まさしく嘘つきなのだ。

152.

一体かれが、息子を差しおいて娘をお選

びになったというのか？

153.

154. 一体、あなた方はどうしたことか？ あなた

方はいかに（不当な）決め方をするのか？

. 一体、あなた方は教訓を受けないのか？

156. いや、一体あなた方には（そのような主

張への、）紛れもない証拠でもあるとい

うのか？

では、あなた方の啓典を持って来てみよ。
もし、あなた方が本当のことを言ってい

るのなら。

157.

1 そもそもユーヌス*が預言者*として遣わされたのは、大魚から出た後のことであるという

説もある。また大魚から出た後、彼が自分の民だけでなく、別の民にも遣わされたのだ、
という説もある（イブン•カスイール 7:40参照)。

2 このアーヤ*の意味については、蜜蜂章 57とその訳注を参照。
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158. 彼ら（シルク*の徒）は、かれ（アツラー

*) とジン*の間に近親関係をもうけた。

そしてジン*は確かに、彼ら（シルク*の
徒）が（復活の日*、懲罰へと）まさしく

連行されることを、知っているのだ。1

159. 彼らの言うようなことから（無縁な）、

アツラー*に称え*あれ。2

160. 但し、精選されたアツラー*の僕たち3は

別であるが。4

161. (シルク*の徒よ、）本当にあなた方と、

あなた方が（アツラー*を差しおいて）崇

めているもの、

162. あなた方はそれゆえに、（誰かを）迷わ

せる（ことが出来る）者ではない、

魯

^̂^̂
L163. (不信仰ゆえに）火獄に入り炙られる（こ

とになる、とアツラー*によって定められ

た）者を除いては。

(天使*たちは、言う。）「私たちの内

で、（天に）特定の持ち場5がない者はい

ない0

164.

165. 私たちこそは、まさしく（アツラー*に仕

えるため）整列する者。

I66• そして本当に私たちこそは、（アツラー*

を）称える*者」。

1 ここでの「ジン*」は、大半の学者によれば天使*のこと（アルニクルトウビー15:135参照)。

2 雌牛章 116 の訳注も参照。

3 「精選されたアッラー*の僕」については、ユースフ*章 24 の訳注を参照。

4 つまり、彼らはアッラー*にふさわしくないことを言わない（ムヤッサル 452頁参照)。

5 アッラー*を崇拝*し、命じられた通りの任務をこなす「持ち場」（アル=カースィミー

14:5068参照)〇
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167. (預言者*よ、あなたが遣わされる前、）

本当に彼ら （マッカ*の不信仰者*ら）は、

(こう）言っていた。

168. 「もし私たちのもとに、昔の人々からの

教訓1があったならば、

169. 私たちは、精選されたアツラー*の僕 2で

あったのに」 。

170
‘

しかし彼らは （使徒*ムハンマド *がクル

アーシ *を携えて到来した時）、それを否

定した。ならば、彼らは （来世での自分

たちの結末を）知るであろう。

171. 遣わされた者であるわれら *の僕たちに

は確かに、 （彼らが理論と力によって勝

利するとの）われら *の言葉が、既に定め

られている。

172. 本当に彼らこそは、援助される者。

173. また本当にわれら *の軍勢こそは、勝利者。

174. ならば （使徒*よ、）その時まで、彼らか

ら背を向けよ。3

175. そして彼ら （が、どんな目にあうか）を

見ておけ。そうすれば、彼らはやがて（懲

罰を）見ることとなろう。

176. 一体彼らは、われら *の懲罰を性急に求

めるのか？4

;

ぶ1ぜ

^
5

1 この「教訓」とは、過去の民に到来した、啓典や預言者*のこと （ムヤッサル 452 頁参照)。

2 「精選されたアッラー*の僕」 については、ユースフ *章 24 の訳注を参照。

3 真理を受け入れない頑固な者たちを、アッラー*が猶予 （ゆうよ）されたその時まで放って

おけ、ということ （前掲書、同頁参照)。

4 「懲罰を急ぐ」 については、家畜章 57-58、戦利品章 32、ユーヌス *章 50、フード *章 8、
雷鳴章 6、夜の旅章 92、巡礼*章 47、蜘蛛章 53-54、サード章 16、相談章 18、階段章

1-2 なども参照。
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177. そしてそれが彼らの庭に到着する時、

警告されていた者たちの朝は、何と忌ま

わしいことだろうか。1

178 ならば（使徒*よ、）その時まで、彼らか

ら背を向けよ。2

179. そして彼ら（が、どんな目にあうか）を

見ておけ。そうすれば、彼らはやがて（懲
ばつ

罰を）見ることとなろう。

180. 彼らの言うようなことから（無縁な）、

あなたの主*、権勢の主*に称え*あれ。

181. また遣わされた者たちに、平安を。3

182. そして全創造物の主*アツラー*に、称賛*

0

㈣�雄
あれ。

1 懲罰が、敵の軍隊にたとえられている。また「朝」という語は、不意打ちを連想させる（イ

ブン•アーシュール 23:197 参照)。

2 アーヤ*174の訳注を参照。

3 この意味については、アーヤ*79の訳注を参照。
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サード章1

慈悲あまねく

'
慈愛深き¥

アツラー*の御名において

J9サード2。教訓を含むクルアーン*に誓って。

いや、不信仰に陥った者*たちは、（真理に

対する）尊大さと対立の中にある。

3 われら*は彼ら（シルク*の徒）以前にも、ど

れだけの（不信仰な）世代を滅ぼしてきた

か。彼らは（懲罰が16れて）救いがなくな

た時、（救いと悔悟の）呼び声を上げた

のだ〇 3

つ

⑽1

^
：仏

また彼らは、自分たちのもとに自分たちの

内から（人間の）警告者が到来したことに、

驚いた。そして不信仰者*たちは、言ったの

だ。「これは大嘘つきの魔術師だ。

5. 一体彼は、神々4を一つの神とする5というの

か？ 本当にこれは、まさしく驚愕すべき

こと」。

1 マッカ*啓示で学者の見解は、ほぼ一致。スーラ*の名称は、冒頭のアーヤ*に出現する

文字「サード」に由来。アッラーの唯一性*•シルク*の禁止•啓示•預言者*ムハンマド*

の使徒*性•復活の日*•清算•天国と地獄などといった、イスラーム*の基本的な信仰箇

条（かじよう）を取り上げる。また、過去の預言者*たちを訪れた試練の描写は、マッ

力*で迫害されていた預言者*ムハンマド*への慰（なぐさ）めと、励（はげ）ましとも

なっている。

2 この文字については、頻出名•用語解説の「クルアーンの冒頭に現れる文字群*」を参照。

3 「悔悟が受け入れられない時」については、家畜章 158とその訳注も参照。

4 「神々」に関しては、雌牛章 133の訳注を参照。

5 つまりアッラー*にいかなる同位者も置かず、かれだけを崇拝*することを命じた（アッ=
サァディー709 頁参照)。
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胸一、災⑼
そして、彼らの内の有力者らが歩み出（て、

民にこう言つ）た。 r (そのままシルク*

を）やり通し、あなた方の神 （々の崇拝*)

にしがみ付け。本当にこれはまさしく、仕

組まれたこと1なのだ。

6.

7. 私たちはこのようなことを、最近の宗教2で

は聞いたことがない。これは捏造に外なら

ないのだ。

一体、私たちの間から（ムハンマド*が特別

に選ばれて）、彼に教訓（クルアーン*)が

下されたというのか？」 いや、彼らはわ

が教訓（クルアーン*)に対して、疑念の中

にある。いや、彼らはまだ我が懲罰を味わ

てはいない（から、そのようなことが言

えるのだ）。

いや、一体彼らには、偉力ならびなく*、

恵み深し、*あなたの主*のご慈悲の宝庫があ

るというのか？

8.

ウ

9.

10. いや、一体彼らには、諸天と大地、その間

にあるものの王権があるというのか？ な

らば、綱で（天へと）昇ってみさせよ。3

(彼らは、それ以前の不信仰な）徒党のよ

うに、そこ4で敗北することになる、たかが

11 .

軍勢なのだから。

1 預言者*ムハンマド*は、彼自身が権勢を得るために、その教えを広めようとしているのだ

ということ（ムヤッサル 453頁参照)。

2 一説にはクライシュ族*の宗教、また一説にはキリスト教（イブン•カスィール 7:55参照)。

3 彼らに天地の王権があり、そこにあるものを自由に出来るというのなら、天に昇って本当

にそうしてみよ、ということ（ムヤッサル 453頁参照)。巡礼*章 15とその訳注も参照。

4 この「そこ」が何を指すかには、「彼らが陥っていた不信仰という立場」「天」「バドルの戦

い*」などといった説がある（イブン•ジュザイ2:248参照)。
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12. 彼ら以前にも、ヌーフ*の民、アード*、杭1

の主フィルアウン*が、（使徒*たちを）嘘つ

き呼ばわりした。

13. またサムード*、ルート *の民、藪の仲間た

ち2も。それらの者たちは （不信仰の）徒党

であった。

(彼ら）全員が、例外なく使徒*たちを嘘つ

き呼ばわりし、それで （彼らへの）わが懲

罰が確定したのである。

14.

卿’ 切>與_3
念

^
905

15. そしてこれらの者たち （シル/*の徒）は、

(シルク*に留まることで、轟く）一声（に

よる懲罰）を待っているに過ぎない。そこ

には、帰り所などない。

16. 彼らは言った。「我らが主*よ、清算の日

の前に 、私たちに取り分をお与え下さ

い」 。3

(使徒*よ、）あなた4は彼らの言うことに耐

え、つわもの5であったダーウード*を思い

起こすのだ。実に彼は、常に回帰する者6で

あったのだから。

17 .

1 「杭」 の解釈には、「完成度の高い建築物」「多くの建築物」「武力」「人を罰する時に用い

ていた杭のこと」「多くの軍勢」などといった説がある（アル= クルトウビー15:154 参照)。

2 「藪の仲間たち」 については、アル= ヒジュル章 78 の訳注を参照。

3 懲罰、あるいは天国の享楽の一部を、現世で下してみよ、ということ。これは、不信仰者*

らが嘲笑して言った言葉 （前掲書 15:157-158 参照)。家畜章 57-58、戦利品*章 32、ユー
ヌス*章 50、フード*章 8、雷鳴章 6、夜の旅章 92、巡礼*章 47、蜘蛛章 53-54、相談章

18、階段章 1-2 なども参照。

4 この 「あなた」 については、雌牛章 120 の訳注を参照。

5 「つわもの」 とは、アッラー*の敵に対しては力強く 、かれへの服従においては忍耐*強い

者のこと （ムヤッサル 454 頁参照)。

6 「常に回帰する者」 については、夜の旅章 25 の訳注を参照。
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18. 本当にわれら*は、夕に朝に、/皮（ダーウー

ド*)と共に（アツラー*を）称える*山々を、

仕えさせた。

019. また、集合させられた鳥たちも（、仕えさ

せた）。（その）全ては、かれ1に常に回帰

する者であった。

54j迎娜ぬ \isiy20. そして、われら*は彼の王権を強力にし、彼

に英知と能弁さを授けた。

21. また（4徒*よ、）あなたに論争（者たち）

の消息は届いたか？ 彼ら（二人）がミフ

ラーブ2を乗り越えて（、ダーウード*のと

ころへ入って）来た時のこと。

膝ば鱗�*：!：•

•ザ リ 淡 \

私 猶4為

^
必 與

*

彼らがダーウード*のもとに入って来て、22.
おのの

彼が慄いた時のこと。彼らは言った。「怖

れてはいけません。（私たちは）論争中

で、一方が他方を侵害しています。です

ので真理によって私たちの間を裁き、誤

ることなく、私たちを全うな道へとお導

き下さい」。

23. (—方の男は言った。）「実にこれは我が

兄弟で、九十九頭の雌羊を所有しています

が、私には一頭の雌羊しかいません。なの

に彼は、『それを私に（よこして、）任せ

なさい』と言って、議論で私を打ち負かし

たのです」。

1 この「かれ」はアツラー*のこととも、ダーウード*のことであるともされる。一説に、山々

や鳥たちは、ダーウード*がアツラー^を称える*たびに、それに応えて彼とともに称えた（ア

ル=クルトゥビー15:161 参照)。サバア章 10 も参照。また「常に回帰する者」について

は、夜の旅章 25の訳注を参照。

2「ミフラーブ」については、イムラーン家章 37の訳注を参照。
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24• 彼 （ダーウード*) は言った。「彼 （あなた

の兄弟）は、あなたの一頭の雌羊を、彼の

(九十九頭の）雌羊に （加えることを）要

求することで、あなたに対して確かに不正
*を働いた。そして実に共同者たちの多く

は、信仰し、正しい行い*を行う者たちを除

き——そして彼らは数少ないのだ——、ま

さに互いに侵害し合うものなのである」 。
するとダーウード*は、われら*が彼を （そ

の論争で）試練にかけたということを確信

し、彼の主*にお赦しを乞い、ルクーゥ * し

ながら崩れ落ち、 （アツラー*に悔悟して）

立ち返った。（読誦のサジダ*) 1

25. それでわれら*は彼 （ダーウード *) に、そ

のこと2を赦した。そして本当に彼にはまさ

しく 、われら*のもとにおけるお近づきと、

(来世における）善き戻り場所があるのだ。

#金；4

遇わ孤紙

しひ一り

^
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26. ダーウード*よ、本当にわれら*は、あなた
け い し よ う

を地上における継承者とした3。ゆえに、

真理によって人々の間を裁くのだ。そして

私欲に従って、自分をアツラー*の道から

迷わせてはならない。本当にアツラー*の道

から迷う者たちには、清算の日を忘れたこ
ち よ う ば つ

とゆえの厳しい懲罰がある。

1 イブン•カスィール*によれば、多くの解釈学者らがこのアーヤ*に関して言及している説話

は、大半がクルアーン*以外の啓典由来の情報で、預言者*ムハンマド*にまで迪 （たど）る
ことのできる真正*な伝承は一つとしてない。ゆえにこの話は読誦するだけに留めておき、
その真の意図はアツラー*に委ねておくべきだ、としている（7:60 参照)。

2 アツラー*はその不必要性ゆえに、「そのこと」を明言されなかったのであり、それを追及する
のは行き過ぎというものである。この話の意図はそもそも、 ダーウード*の優しさと悔悟、そ
して悔悟の後にはそれ以前よりも優れた者となった、ということなのだから （アツ =サアディ

一711 頁参照)。また、預言者*の無謬 （むびゅう）性については、雌牛章 36 の訳注を参照。

3 アツラー*は彼を、善事を命じ、悪事を禁じる王とし、それ以前の預言者 —•正しい導師たち
の後を継がせられた （アル=クルトウビー15:188 参照)。
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一一われら *は天と大地とその間にあるも

のを、無意味に創ったのではない1。それは

27.

お ち い

不信仰に陥った者 * たちの思い込みであ
お ち い

る。そして不信仰に陥った者*たちには、

(地獄の）業火の災いあれ。

派ぬ

^
吸

^
㈣�メ28. いや、一体われら *が、信仰して正しい行い

*を行う者たちを、大地で腐敗*を働く者た

ちと同様にするとでも？ いや、一体われ

ら *が敬虔*な者たちを、放逸な者たちと同

様にするというのか？

29. (使徒*よ、 このクルアーン*は）彼らがそ

の御徴を熟慮し、澄んだ理性の持ち主ら

が教訓を得るべく 、われら *があなたに下し

4、姻努奪i咳

け い て ん し ゅ く ふ く

た啓典、祝福あふれたものである 〇

©4^
30. われら *はダーウード*に、 （その息子）ス

ライマーン*を授けた。僕（スライマーン*)

の素晴らしいことよ、本当に彼は常に回帰

する者2なのだから。

31. 彼 （スライマーン*) に夕の頃、優良な駿馬3

が見せられた時のこと（を思い起こさせよ）。

を 為％減32. そして彼（スライマーン*) は、言った。「本

当に私は、（太陽が）覆いに包まれる4 まで、

我が主*の唱念をよそに、財産5への愛情を
か た む

傾けてしまった。6

1 イムラーン家章 191 の訳注も参照。

2 「常に回帰する者」 については、夜の旅章 25 の訳注を参照。

3 「駿馬」 と意訳した語 「サーフイナート」 は、馬のみに用いられる能動分詞の複数形。止
まっている時に三本足で立ち、四本目の足は爪先立ちしている様子のこと。敏捷 （びんし
よう）さを示す印とされる （イブン•アーシユール 23:255 参照)。

4 つまり日没のこと （ムヤッサル 455 頁参照)。

5 この 「財産」 は、馬のこと （前掲書、同頁参照)。

6 解釈学者たちはこの出来事を、スライマーン*が馬の観賞に熱中して、アスル*の礼拝を忘

れてしまったのだとしている（イブン•カスイール 7:65 参照)。預言者*の無謬（むびゆう）

性については、雌牛章 36 の訳注を参照。
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33. それら （馬）を私のもとに、また連れて来

い」 。そして （馬が連れて来られると、）

彼は （剣で）その足と首を打ち始めた。1

34. また、われら*はスライマーン*を試練にか

け、その椅子に （死）体を投げた2。それか

ら彼は、（アツラー*に悔悟して）立ち返っ

たのだ。

35. 彼 （スライマーン*) は言った。「我が主*よ、

私をお赦し下さい。そして私の後の（人間の

内、）誰にも相応しくないような （偉大な）

王権を、私にお授け下さい。本当にあなたこ

そは、恵み深い*お方なのですから」 。

翕㈣ 鵠

し

マ

36. また、われら*は彼 （スライマーン*) に、

彼の命令によって、彼の意図した場所へと

走る、穏やかな風3を仕えさせた。
©6W

37. また、デヤイターン
*たち、つまり （彼の命

令に従う）あらゆる建設家、潜水夫4を （仕

えさせた）。

38. そして、枷でがんじがらめにされている、

別の者たち5を。

1 馬を殺したのではなく、愛情をもってたてがみと足を撫（な）でた、という解釈もある （ア
ッ = タバリー8:7〇〇〇参照)。

2 スライマーン*はある時、自分が全員の妻と交わり、その結果、彼女ら全員はアッラー*の
道ゆえに戦う騎士（きし）を産むのだと誓ったが、その際「もしアッラー*がお望みならば」
と付け加えなかった （洞窟章 23-24 とその訳注も参照)。その結果、彼の妻たちの内、妊
娠したのは一人だけで、しかも彼女が産んだのは未熟児だったという （アル=ブハーリー

6639 参照)。

3 風はスライマーン*の思い通りに、強くなったり、穏やかになったりした （アル=バガウィ

一3:301 参照)。預言者*たち章 81、サバア章 12 も参照。

4 サバア章 13 で示されているようなものを建設•作成する者たちや、海に潜って真珠や宝石
などを採集する者たちのこと （イブン•カスィール 7:73 参照)。

5 これはシャイターン*の内でも、反抗的な者たちのこととされる（ムヤッサル 455 頁参照)。
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39. これは（スライマーン*への）、われら*の贈

り物。ならば（望む者には）際限なく恵み、

あるいは （望む者には）禁じるがよい。

40. そして本当に彼（スライマーン*) にはまさ

しく、われら *のもとにおける近侍と、（来

世における）善き戻り場所があるのだ。

41. われら*の僕、アイユーブ*を思い出せ。彼

がその主*に、 「シャイターン*は疲労と罰1

で、私を襲いました」と呼びかけた時のこと。

(われら*は言った。）「あなたの足で （地

面を）蹴るがよい」 。（そしてその通りに

すると、水が吹き出た。）「これは冷たい

洗浄水であり、飲み物である」 。2

また、われら*は彼にその家族と、更にそれと

同様のもの3を授けた。われら*からの慈jgと、

澄んだ理性の持ち主たちへの教訓4 として。

(われら *は言った。）「そして手に （草の）

一束を取り、それでそれ（妻）を叩き、（誓

いを）破るのではない5」。実にわれら*は、

彼が忍耐*する者であることを認めた。僕

(アイユーブ*) の素晴らしいことよ、本当

に彼は常に回帰する者6なのだから。

42.

43.

44.

1 アイユーブ*はシャイターン*により、自分の体、財産、家族において甚大 （じんだい）な

被害を受けたとされる （ムヤッサル 455 頁参照)。

2 彼がそれを飲み、それで体を洗うと、彼を苦しめていた害悪は消え去った（前掲書、同頁参照)。

3 この 「同様のもの」 については、預言者*たち章 84 の訳注を参照。

4 忍耐*の後には、慰 （なぐさ）めと、害悪の解消があるという 「教訓」（前掲書 456 頁参照)。

5 アイユーブ*は病に苦しんでいる時、些細 （ささい）なことで妻のことを怒り、もしアッラ

一*が彼の病を治して下さったら、彼女を鞭 （むち）で百回打つ、と誓った。ただし彼女は

正しい女性だったので、アッラー*はその誓いをアーヤ*で言及されている行為によって免

じられ、彼と彼女を慈しまれたのだという （前掲書、同頁参照)。預言者*の無謬（むびゅう）
性については、雌牛章 36 の訳注を参照。

6 「常に回帰する者」 については、夜の旅章 25 の訳注を参照。
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また、われら*の僕たち、つわもの1で、慧眼

の主だったイブラーヒーム*、イスハーク*、

ヤアクープ*を思い出せ。

45.

46. 本当にわれら*は彼らを（偉大なる）特性、

つまり（来世の）住まいの唱念で、精鍊

した2。

47. また本当に彼らはわれら*のもとで、（啓示

の伝達のために）まさに選び抜かれた者た

ち、（われら*への服従のために）選ばれ

し者たちである。

48. また、イスマーイール*とアルニヤサァ*と

ズルニキフル*を思い出せ。（彼らは）皆、

選ばれし者たちである。

49. これ（クルアーン*)は、訓戒3。本当に敬虔

*な者たちには、実によい戻り所がある、

彼らに向けて門が開かれた、永久の楽園が。

51. 彼らはそこで、（寝台に）寄りかかってい

る。そこで（望むだけの）沢山の果実と飲

み物を、持って来させつつ。

52. また彼らのもとには、同い年の、（自分の

夫だけに）視線を定めた女性4たちがいる。

50.

參4

^
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^
、

パ

^̂參y匕4■

'
か)…(敬虔な*者たちよ、）これが清算の日に、

あなた方が約束されているもの。

53.

「つわもの」については、アーヤ*17の訳注を参照。

2 つまり来世をよく想起し、来世のために現世で努力し、アツラー*に服従し、かれを意識し

て行動する者とした、ということ。自分だけではなく他人のことも、アツラー*と来世につ

いて想起させる者、という意味も含まれ得る（アツ=タバリー8:7018参照)。

3 栄誉、という解釈もある（アルニパガウィー4:74 参照)。金の装飾章 44 も参照。

4「視線を定めた女性」については、整列者章 48の訳注を参照。

1
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djj54. 実にこれはまさしく 、 （あなた方への）わ

れらの糧。そこに決して終わりはない。

55. これは （、敬虔な*者たちのためのもの）。
実に （不信仰において）度を越した者たち

には、本当に悪い戻り場所がある、

56. 彼らが入って炙られることになる、地獄

が。その寝床は何と醜悪であろうか。

57. これは——彼らにそれを味わわせよ

煮えたぎる湯と膿汁 1。

翕 こ

^̂̂
ヽ

©き」、
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58. また、それと同様の別のものが、各種ある。

(地獄の民は、別の集団がそこに入って来

ると、お互いに言う 2。）「これは、あなた

方と共に （地獄に）飛び込んで来る集団

だ」 。「彼らの疎ましいこと。本当に彼ら

は （私たちと同様に、）業火に入って炙ら

れるのだから」 。

6 0. 彼ら （既に地獄に入っている集団に倣って

不信仰者* となった、後から地獄に入って来

た集団）は、 （自分たちを不信仰へと主導

した集団に）言う。「いや、あなた方こそ

疎ましいこと。あなた方がそれを、私たち

に提供したのだから3。その留まり所は、何

と醜悪であろうか」 。

59.

©が0勾

1 「膿汁」 と訳した語 「ガッサーク」 の解釈には、「強烈な異臭の膿」「極限まで冷やされた

冷水」 「毒の泉の名称」 「地獄の民の体液」 などの諸説がある （アル = ク ル ト ゥ ビ ー

15:221-222 参照)。

2 あるいは、最初の言葉は地獄の番人で、次の言葉は不信仰へと主導した有力者たちのもの

(前掲書 15:223 参照)。

3 あなた方は現世で私たちを迷わすことで、私たちに地獄の住まいを提供したのだ、という意味
(ムヤッサル 456 頁参照)。同様の情景の描写として、雌牛章 166-167、高壁章 38、イブラー

ヒーム*章 21-22、■障 17-19、物語章 63、部漏合章 67-68、サバア章 31-33 も参照。
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. 彼ら （後から地獄に入って来た集団）は、

言う。「我らダ主*よ、私たちにこれを提供

した者には、業火の中で倍の懲罰を上乗せ

して下さい」 。

62. 彼ら （地獄の民の内、暴虐な不信仰だった

者*たち）は、言う。「私たちが、（現世で）

ろくでなしと見なしていた男たち1を（ここ

で）見かけないのは、どうしたことだ？

一体、私たちは彼らを（誤って）嘲笑の的

にしていたのか？ それとも （彼らは地獄

にいるのに、私たちの）目は彼らから逸ら

されてしまったのか？2」

61

63.

64. 美にそれは、まさしく真実なのである。（そ

れは）地獄の民の議論なのだ。

(使徒*よ、）言え。「本当に私は一人の警告

者である。そして唯一の*お方、君臨し給う
*お方であるアツラー*の外に、崇拝*すべき

いかなるものもない。

念j�
65.

66. 諸天と大地と、その間にあるものの主*、偉

力ならびない*お方、赦し深いお方である

(アツラー*の外には）」 。

(使徒*よ、民に）言ってやれ。「これ （ク

ルアーン *) は偉大なる消息。

68. あなた方はそこから背を向けているが。

67.

©5;ぶ納嘴峽4璐69. 私には、最上界の貴人 （天使）たちが （ア

ーダム*の創造に関して）議論している時3

の知識など、なかったのである。

1 信仰者たちのこと （アツ =サアディー716 頁参照)。

2 あるいは、「本当は彼らは自分たちより優れていたのに、現世でそれを見落としてしまった
のか？」 という意味 （アル=バガウィー4:76 参照)。

3 この内容は、アーヤ *71 以降に描写されている出来事のこと（イブン•カスィール 7:81 参照)。
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私に啓示が下されるのは、まさに私が明白
けいこく ほか

なる警告者であるゆえに外ならない」。

7()

あなたの主*が天使*たちに、（こう）仰せら

れた時のこと（を思い起こさせよ）1。「本

当にわれは、泥土2から人間を創る者である。

71 .

それでわれら*がそれを整え、そこにわが

魂 3より吹き込んだら、彼（アーダム*)

に向かってサジダ4せよ」。

12.

いっせい

73. それで天使*たちは皆、一斉にサジダ*した。

7 4 . 1旦し、イブリース*だけは別だった。彼は

高慢だったのであり、不信仰者*の

_
いだつ

たのだ。

かれ（アツラー*)は仰せられた。「イブリ

ース*よ、わが両手によって創造した5もの

に対し、あなたがサジダ*するのを妨げた

のは、何なのか？ 一体あなたは（アーダ

ム*に対し）高慢だったのか、それとも（わ

れに対して）奢り高ぶる者たちの類いだっ

たのか？」

75.

©0^
76. 彼（イブリース*)は申し上げた。「私は彼

(アーダム*)よりも優れています。あなた

は私を火からお創りになり、彼のことは泥

土からお創りになったのですから」。6

1 この出来事の詳細に関しては、雌牛章 34-39、高壁章 11-25、アル=ヒジュル章 28-42、
夜の旅章 61-65、ター•ハー章 116-123も参照。

2 アーダム*が土から段階を経（へ）て創られたことについては、アル=ヒジュル章 26の訳

注を参照。

3 「わが魂」については、アル=ヒジュル 29の訳注を参照。

4 このサジダ*については、雌牛章 34の訳注を参照。

5 アツラー*はこうすることでアーダム*を、他のいかなる創造物に対しても与えられなかっ
た栄誉を授けられた（アツ=サアディー716頁参照)。

6 このイブリース*の言葉については、高壁章 12の訳注を参照。
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77. かれ（アツラー*)は仰せられた。「ならば、

そこ（楽園）から出て行くがよい。まさに

あなたは、追放された1者なのだ。

知Ml#鱗78. そして本当にあなたの上には、報いの日

まで、わが呪い2がある」。

79. 彼（イブリース*)は申し上げた。「我が主
*よ、それなら私に、彼らが蘇らされる日

まで猶予をお授け下さい。

80. かれ（アツラー*) は仰せられた。「それ

では、実にあなたは猶予される者の一人

である。3

81. 定められた（復活の*) 時の日まで」。

82. 彼（イブリース*) は申し上げた。「では、
いりよく ちか かなら

あなたのご偉力に誓って、私は必ずや彼
あやま

ら（人類）を全員、踏み誤らせてみせまし

よう。

83. 但し、彼らの内、精選されたあなたの僕た

ち4はその限りではありませんが」。

84. かれ（アツラー*)は仰せられた。「真実こ

そ（、わが誓い）。そして真実をこそ、わ

れは語る。
かなら

85. われは必ずや地獄を、あなた（イブリース

*) と、彼ら（人類）の内であなたに従

た者全員で、満たそう」。
ウ

1 「追放された」については、イムラーン家章 36の訳注を参照。

2 アツラー*の「呪い」については、雌牛章88の訳注を参照。

3 イブリース*の申し出が受け入れられたことについては、高壁章 15の訳注を参照.

4「精選されたアツラー*の僕」については、ユースフ*章 24の訳注を参照。



38. サード章 り 八

(使徒*よ、）言うがよい。「私はそのこと

ゆえに、あなた方に見返り 1を求めているわ

86.

よげんしや

けではないし、無理 （して預言者*を自称)

する者の類いでもない。

それ （クルアーン*) は、全創造物への教訓
ほか

に外ならないのだ。
87.

88. そしてあなた方はきっと、しばらく後にそ

の消息2を知ることになろう」 。

1 この 「見返り」 については、家畜章 90 の訳注を参照。

2 この 「消息」 とは、クルアーン*の伝える内容と、その正しさのこと。彼ら不信仰者*はイ

スラーム*が栄え、人々が一斉に改宗する時、あるいは実際に彼らを懲罰が襲い、取り返し

がつかなくなる時になって、それを認めることとなる （ムヤッサル 458 頁参照)。
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第 叫 童

集団章 （アツ =ズマル）1

慈悲あまねく +慈愛深き*

アツラー*の御名において

(このクルアーシ*は、）偉力ならびなく *、

英知あふれる* アツラー*からの啓典の降示。

(使徒* よ、）本当にわれら*はあなたに、真

実と共に啓典を下した。ゆえにアツラー*を

崇拝*せよ、かれだけに真摯に崇拝*行為を捧

げっっ2
〇

3. アツラー*にこそ、純粋な宗教が属する

^
)で

はないか3。けれども、かれをよそに庇護者

を設ける者たちは、 （こう言っている。）

「私たちが彼らを崇めるのは、彼らが私た

ちをアツラー* のお傍へと近づけてくれる

ために外ならない4」。本当にアツラー*は（復

活の日*) 、彼ら （信仰者とシルク*の徒）が

意見を異にしていたことにおいて、彼らの

間をお裁きになる。本当にアツラー*は、嘘

つきで不信心この上ない者を、お導きにな

らないのだ。

0

a\

^
2.

CA

1 マッカ*啓示（一部のアーヤ*は、マデイーナ*啓示説もあり）。アッラーの唯一性*の正しさ•
シルク*の誤 （あやま）りを様々な根拠と例を挙げて証明し、信仰者と不信仰者*の様子を
多様な形でたとえ、不信仰者* たちに一刻も早い悔悟をすすめる。スーラ*終盤 （しゅうば

ん）では、天国の民となる幸福な集団 （アーヤ*71) と、地獄の民となる不幸な集団 （ア

一*ヤ 73) の来世での様子が明瞭なコントラストと共に描かれるが、これがスーラ*の名称
の由来ともなっている。

2 「かれだけに真摯に崇拝*行為を捧げる」 ことについては、婦人章 146 の訳注を参照。

3 アッラー*にこそシルク* とは無縁な、完全な服従を捧げなければならない（ムヤッサル 458
頁参照)。

4 彼らは、それらの存在が創造もしなければ、糧を与えてくれもしないことを知っていた。
ただ、それらが、かれの御許で執り成してくれることを望んでいたのである （アッ =サァ
ディー717 頁参照)。
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li.典3\"431>2：〇\&\%\jもしアツラー*が、 （彼らが思い込んでいる

ように）子供を設けられることをお望みで

あったなら、かれがお創りになるものの内

から、お望みのものをお選びになったであ

ろう 1。（そのようなこととは無縁な）かれ

に称え*あれ2。かれは唯一であり*、君臨し給

う *アツラーである。

4 .

施⑶ぬぷ鶴
かれは諸天と大地を、真理によってお創り

になった3。かれは夜を昼に巻き付け（て覆わ

れ）、昼を夜に巻き付け （覆い）給う 4。ま

た、太陽と月を （人間を益する秩序におい

て）仕えさせられた。 （その）いずれも、

定められた時期（である復活の日*) まで（そ

の軌道を）運行し続ける。かれは偉力なら

びないお方、赦し深いお方ではないか。

かれはあなた方を、一人の人間（アーダム*)

からお創りになり、そしてそれ（アーダム*)

から、彼の妻をお創りになった。また、か

れはあなた方のために、家畜の内から八頭5

を下した。かれはあなた方を、あなた方の

母親の胎内に創造の後に創造を重ねつつ、

三つの闇6においてお創りになる。そのお方

がアツラー*、あなた方の主*、かれにこそ王

5.

6.

v，夕-
1 この仮定はそもそも不可能であり、つまりは天使*をアッラー*の娘とし、イーサー*をかれ

の息子と主張した、シルク*の徒の無知さを露呈 （ろてい）させる意味の修辞的表現である

(イブン•カスィール 7:85 参照)。預言者*たち章 17、金の装飾章 81 も参照。

2 雌牛章 116 の訳注も参照。

3 「真理によって…」 については、イムラーン章 191 「我らが主よ、あなたは…」 の訳注も

参照。

4 イムラーン家章 27 「夜を昼の中にお入れになり…」 の訳注も参照。

5 ラクダ、牛、羊、山羊の雌雄 （しゆう）のこと （ムヤッサル 459 頁参照)。家畜章 143-144

も参照。

6 「三つの闇」 とは、お腹、子宮、胎盤 （たいばん）のこととされる （前掲書、同頁参照)。
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権は属する。かれの外に、崇拝*されるべき

いかなるものもない。ならば一体、どうし

てあなた方は （かれの崇拝*から）逸らされ

るのか？

4私

(人々よ、）もしあなた方が不信仰に陥っ

ても、実にアツラーはあなた方 （に対する

必要）などから、満ち足りた*お方。また、

かれはその僕たちに不信仰をお喜びにはな

らない。そして、もしあなた方が （かれの
お ん け し

恩恵に）感謝するならば、かれはあなた方

にそれをお喜びになる。（罪の）重荷を背負

う者は、他の者 （が犯した罪）の重荷まで

背負うことはない。それからあなた方の主

にこそ、（復活の日*の）あなた方の帰り所

はあり、かれはあなた方が行っていたこと

について、あなた方に告げ聞かせ給う 。本

当にかれは、胸の内をご存知のお方なのだ

から。

8. 害悪1が人に降りかかれば、彼は自分の主*

に （悔悟して）立ち返りつつ、祈る。それ

からかれ （アツラー*) が （その害悪を取り

除いてやり、）かれの御許からの恩恵を彼

にお恵みになれば、かれは以前、自分がか

れに祈っていたことを忘れ、アツラー*に同

位者を設け（て崇拝* し）、かれの道から （他

者を）迷わせてしまう。（使徒*よ、）言う

のだ。「あなたの不信仰を、少しばかり楽

しんでいよ。本当にあなたは （死後）、業火

の仲間となるのだから」 。

處派gぼ谷'ゼ

移;き良レ

1 「害悪」 とは、試練、苦境、病気などのこと （ムヤッサル 459 頁参照)。
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(そのような不信仰者*がよいのか、）それ

とも来世（の懲罰）を用心し、自分の主*

のご慈悲を望みつつ、夜の刻にサジダ*し、

起立（しつつ礼拝）する従順な者か？

(使徒*よ、）言ってやれ。「一体、（自分

の主*と宗教を）知る者たちと、知らない者

たちは同等か？ 本当に教訓を得るのは、

澄んだ理性の持ち主だけである」。

(使徒*よ、われがこう言っている、と）

言うのだ。「信仰するわが僕たちよ、あ

なた方の主を畏れ*よ。この現世で善を尽

くす者1には、善きもの2がある。そしてア

ッラー*の大地は広大なのだ3。本当に忍耐

*する者たちは、その褒美を際限なく全う

される」。

(使徒*よ、）言え。「本当に私（と私の信

者）は、アツラー*を崇拝*するよう命じら

れた。かれだけに真摯に崇拝*行為を捧げつ

9.

10.

ii .

つ4。

6S[o^j512. そして（自分の共同体において）、服従す

る者(ムスリム*)たちの先駆けとなるよう、

命じられたのだ」。

(使徒*よ、）言うのだ。「本当に私は、も

し我が主*に逆らったりしたら、偉大な（復

活の）日*の懲罰を怖れる」。

©為�03以ひ均び13.

1 「善を尽くす者」については、蜜蜂章 128の訳注を参照。

2 この「善きもの」とは、来世では天国、現世では健康、糧、勝利などのこと（ムヤッサル

459頁参照)。

3 つまり祖国で「善を尽くす」ことを全う出来ないのであれば、それが出来るところへと移

住せよ、ということ（アル=バイダーウィー5:61 参照)。婦人章 97、蜘蛛章 56も参照。

4 「かれだけに真摯に崇拝*行為を捧げる」ことについては、婦人章 146の訳注を参照。
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(使徒*よ、）言え。「私はアツラー*をこ

そ、崇拝*する。かれだけに真摯に崇拝*行

為を捧げつつ1。

ならば（シルク *の徒よ）、あなた方が望ん

だ、かれ以外のものを崇めるがよい2 I 。

(使徒*よ、）言ってやれ。「本当に損失者

とは （現世と不信仰への誘惑によって）、

復活の日*に自分自身とその家族を損ねる

者たち3のこと。それこそは紛れもない損失

ではないか」 。

©めが忍jM.

15.

念gy6%

16. 彼らに(よ （復活の日*、）その上から （何重

もの）業火の層があり、その下からも （同

様の)層がある。アツラー*はそれによって、
しもべ

その僕たちを怖れさせる。わが僕たちよ、
ならばわれを畏れる*のだ。

17. ターダート *を崇めることを避け、アツラー
*へと （悔悟して不断に）立ち返る者たち、
彼らにこそは吉報4がある。ゆえに、わが僕

たちに吉報を伝えよ。

5じ、
〇

^
18. (彼らは）言葉を聞き、その内の最善のもの

に従う5者たち。それらの者たちは、アツラ

一*が導かれた者たちであり、それらの者た

ちこそは、澄んだ理性の持ち主なのだ。

1 「かれだけに真摯に崇拝*行為を捧げる」 ことについては、婦人章 146 の訳注を参照。

2 これはシルク*の徒への、警告的な意味合い （ムヤッサル 460 頁参照)。

3 現世へと誘惑し、信仰から迷わせることによって損ねること （前掲書、同頁参照)。

4 この 「吉報」 とは、現世では讃美され、アッラー*の成功へと導かれること。そして来世では
アッラー*のお喜びと、天国における永遠の安寧（あんねい）を得ること（前掲書、同頁参照)。

5 「言葉を聞き、その内の最善のものに従う」 の解釈には、「クルアーン*とそれ以外のものを聞
いた後、クルアーン*に従う」「善いことと悪いことを聞けば、善いことだけを話し、悪いこと
からは口を閉ざす」「クルアーン*と預言者*の言葉を聞けば、その内の明確なものに従う （イ
ムラーン家章 7 とその訳注を参照)」 など、諸説ある （アル=クルトウビー15244 参照)。
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一体（逸脱と頑迷さの中にあり続けるこ

とで、）懲罰（という定め）の言葉がそ

の身に確定した者が、（使徒*よ、あなた

によって導かれよう）か？ 一体地獄の

中にある者を、あなたが救い出せるとい

うのか？

しかし自分たちの主*を畏れた*者たち、彼

らには（天国で）高き住まいがある。その

上には、（幾重にも重なって）建てられた

高き住まいがあり、その下からは河川が流

れているのだ。（アツラー*はそれを、実現

する）アツラー*のお約束（として、約束さ

れた）。アツラー*はそのお約束を、破り給

わない0

(使徒*よ、）一体あなたはアツラー*が

天から（雨）水をお降らしになり、それ

を噴泉として（湧き出ることになる）大

地にお入れになったのを、見ないのか？

それからかれは、それ（水）によって異な

る色の作物を生育させるが、やがてそれ

は枯れてしまい、あなたはそれが黄色く

なるのを目にする。それからかれは、そ

れを木っ端微塵にしてしまうのだ。本当

にそこにはまさしく、澄んだ理性の持ち

主への教訓がある。

19.

20.

又！

^
么

私:

21.

念06 ^
一体、アツラー*がその胸を服従（イス乏
ーム*)へと広げられ、その主*からの（お導

きという）光の上にある者が(、そうでない

者と同様)か？ その心がアツラー*の教訓

に対し、硬くなってしまった者たちに災い

あれ。それらの者たちは、明らかな迷いの

中にあるのだから。

22.
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23. アツラー*は話の内で最善のもの、つまり（そ

の内容が互いに）似通い、反復する 1啓典（ク

ルアーン*) を下された。その主*を畏れる *

者たちの皮膚はそれ2によって逆立ち、それ

から彼らの皮膚と心は、アツラー*の （吉報
そうねん

の）想念へと和らぐ3。それは、かれがそれ
みちび

によって、かれがお望みの者を導かれるア
みちび

ツラー*のお導き。そして、アツラー*が（そ
がんめい

の不信仰と頑迷さゆえに）迷わせ給う者に
みちび

は、いかなる導き手もないのだ。
みずか

威起

_
訊�

一体、復活の日*、 （自らの不信仰と迷い

ゆえ、地獄に放り込まれて）自分の顔で忌

24.

みずか

まわしい懲罰から自らを守る （はめにな

る）者が（、導かれて天国に入る者と同等)

か？4 不正*者たちには、（こう）言われる

のだ。「あなた方が （現世で）稼いでいた

もの5 (ゆえの罰）を味わえ」 。

25. 彼ら以前の者たちも、 （その#徒*たちを)

嘘つき呼ばわりした。それで懲罰は、彼ら

が気付きもしない所から、彼らのもとに

到来したのである。

©0

1 「似通う」 とは、各アーヤ*が、その美しさ、完璧さ、矛盾のなさにおいて、互いに似通っ

ていること。また 「反復する」 とは、物語、法規定、証明、根拠などがくり返し出現し、

かつ、どれだけ沢山読んでも飽 （あ）きが来ることもなく、くり返し読まれるものである

ことを指す （ムヤッサル 461 頁参照)。

2 この 「それ」 とは、クルアーン*に含まれる警告のこと （前掲書、同頁参照)。

3 アッラー*の懲罰への恐怖ゆえに鳥肌が立つが、彼らの皮膚と心はその後、アッラー*の褒

美への希望によって和らぐ （アッ=ラーズイー5:450-451 参照)。戦利品*2、雷鳴章 28 も
参照。

4 このアーヤ*の解釈には、「顔から逆様に地獄を引きずられる」「顔からそこに放り込まれる」
「手を縛られた状態で、首に巨大な燐 （リン）の塊をつけられ、燃やされる」 といった諸

説がある （アル=バガウイー4:87 参照)。

5 これは、アッラー*に対する不服従のこと （ムヤッサル 461 頁参照)。
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こうしてアツラー*は彼らに、現世の生活に

おける屈辱を味わわせられた。そして来世

の懲罰こそは、より甚大なのである。もし

彼らが、（そのことを）知っていたならば。

26.

©二在な4

^
於

27. われら*は確かに人々に対し、彼らが教訓を

受けるようにと、このクルアーン*の中であ

らゆる譬えを挙げた。
ゆ が

翕

^̂
か與28. 彼らが（アツラー*を）畏れる*ようにと、歪

みのないアラビア語のクルアーン*として。

29. アツラー*は、互いに確執する複数の共同

(所有）者がいる （奴隸*の）男と、一人の

男 （主人）に従順な （奴隸*の）男の譬え

を挙げられた1。一体、彼ら二人は譬えとし

て、同等だろうか？ アツラー*にこそ全て

の称賛*あれ。いや、彼らの大半は知らな

いのである。

(使徒*よ、）実にあなたは死にゆく者であ

り、本当に彼らも死にゆく者たちなのだ。

6 路

^̂
必

�餐4坪挑你

©4

^
バ

^
�蹲30.

31. それから本当にあなた方は復活の日*、あな

た方の主*の御許で、議論し合（い、アツラ

一*はあなた方を正義によって裁き給）う。

32. アツラー*に対して嘘をつき、真実が自分の

もとに到来した時に嘘呼ばわりした者よ

りも、ひどい不正*者があろうか？ 一体、

地獄にこそ、不信仰者*たちの住まいがある

のではないか？

1 方針の違う複数の主人に仕えなければならず、彼ら全員を満足させようとして困惑す

る者が、困惑と疑念の中にあるシルク *の徒にたとえられ、方針が明白なただ一人の主

人に仕える者が、安らぎと落ち着きの中にある信仰者にたとえられている （ムヤッサ

ル 461 頁参照)。
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翕 て

33. 真実をもたらし、それを確証した者1、それ

らの者たちこそは敬虔な*者たち。

34. 彼らには、その主*の御許において、彼らの

望むものがある。それは善を尽くす者2たち

への褒美。

>-453̂ 3
(それは）アツラー*が、彼らが （現世で)

行った最悪のもの3を彼らのために帳消し

にされ、彼らが （そこで）行っていた最善

のもので、彼らにその褒美をお報いになる

からである。

35.

し JL44M

36. 一体アツラー*だけで、その僕 （ムハンマ

ド *の守護）には十分なのではないか？

(使徒*よ、）彼ら （シルク *の徒）は、か

れ （アツラー*) 以外の者たちによって、あ

なたを怖がらせる。アツラー*が迷わせ給う

者には、いかなる導き手もないのだ。

37. そしてアツラー*がお導きになる者、彼に

はいかなる迷わし手もいない。一体アツラ

一*は偉力ならびない*お方、報復の主では

ないのか？

38. (使徒*よ、）もしあなたが彼ら （シルク *

の徒）に、 「諸天と大地を作ったのは誰

か？」 と尋ねたならば、彼らはきっと （こ

バ

^
匕ぜ

oi Js4i\ d)y^6i^0jS

i これらの者たちの筆頭が預言者*であり、その信徒たちである （ムヤッサル 461 頁参照)。
ほかにも、「真実をもたらした」 のはジブリール*で 「それを確証した」 のが預言者*である

とか、「真実」 とはシャハーダ*の言葉で 「それを確証した」 のが預言者*である、といった

解釈もある （イブン•カスイール 7:99 参照)。

2 「善を尽くす者」 については、蜜蜂章 128 の訳注を参照。

3 罪が 「最悪のもの」 と表現されているのは、最悪の罪が放免 （ほうめん）されるのであれ

ば、それ以外のものは尚更である、という強調の意味。あるいは、彼ら 「善を尽くす者た

ち」 にとっては、小さな罪も最悪なものと位置づけられていたことを表す （アル=バイダ

ーウイー5:67 参照)。
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う）言ったであろう。「アツラー*である」。

言ってやれ。「では言ってみよ。あなた方

はアツラー*をよそに、何を祈っているの

か？ もしアツラー*が私に何らかの害を

お望みになったら、一体それらはかれの

(お望みになった）害を、除去してくれる

というのか？ それとも、かれが私にご

慈悲をお望みになったら、それらがかれの

ご慈悲を押し留める（ことが出来る）とで

も？」言うのだ。「アツラー*だけで、私に

は十分。（何かを誰かに）委ねる者には、

かれだけに（全てを）委ねさせよ*」。

39. (使徒*よ、）言え。「我が民よ、あなた方

は自分たちのやり方で（出来る限りのこと

を）行うがよい。実に私も、（自分のやり

方で）行おう。あなた方はやがて、（誰に罰

が下るかを）知ることになるだろうから」。

(現世で）懲罰が訪れる者、かれ（アツ

ラー*) はその者たちを辱しめられる。そ

して（来世では）彼らの上に、永劫の懲罰

が降りかかるのだ。

(使徒*よ、）本当にわれら*はあなたに、人々

への啓典（クルアーン*) を真理と共に下し

た。それで導かれた者は、自分自身のため

(に導かれたの）であり、また迷った者は、

自分を害するために迷うだけ。そしてあなた

は、彼らに対する代理人などではない。

40.

41.

たましい

'

顧 從

42. アツラー*は魂を、その死の折にお召しに

なる。また、その眠りにおいて死ななかっ
たましい

たもの（ 魂 ）も。そしてかれは、死を決

定されたものを（そのまま）留められ、別

のものは定められた期限まで放たれ（、そ
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の肉体へとお戻しにな）る1。本当にその中

にはまさしく、熟考する民への御徴 2があ

るのだ。

13 . いや、彼らはアツラー*をよそに、執り成し

手を設けたのか？ （4徒*よ、）言ってや

れ。「一体、彼らは何一つ所有してもいな ©こ

^̂
iわ 含 ま

ければ、 （あなた方の崇拝* も）弁えるこ

とがないというのに、（そうするの）か？ I

14. 言うのだ。「アツラー*にこそ、全ての執り

成しが属する3。かれにこそ、諸天と大地の

王権は属するのだ。それから（復活の日*、）

かれの御許にこそ、あなた方は戻されるの

である」 。

15. また、アツラー*だけ （を崇拝*すること）

が言及されれば、来世を信じない者たちの

心は嫌悪する。そしてかれ以外の者たち

(への崇拝*) が言及されれば、どうであ

ろうか、彼らは喜ぶのだ。

「諸天と大地の創成者*、不可視の世

界* も現象界4 もご存知のアツラー*よ、あな

たは（復活の日*、）あなたの僕たちの間を、

彼らが （あなたについて）意見を異にして

いたことにおいて、お裁きになります丨 。

〇 x>-j \bi}

參こ

^̂
ル 4

^
〆

46. 言え。

�ju海』！;又

17. もし、不正*を働いた者たち （シルク*の徒)

に大地にあるもの全てと、それと一緒に

(別の）同様のものがあったとしたら、復

1 このアーヤ、
の意味については、家畜章 60 とその訳注を参照。

2 この 「御徴」 は、アッラー*の御力を示す証拠のこと （ムヤッサル 463 頁参照)。

3 復活の日*の 「執り成し」 については雌牛章 48、マルヤム*章 87、夕一.ハー章 109 とそ

の訳注を参照。

4 「現象界」 については、家畜章 73 の訳注を参照。
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つぐな

活の日、それで忌まわしい懲罰を償った

であろう（が、それは受け入れられないの

だ）。そしてアツラー*の御許から、彼らに、

自分たちが（現世で）予想もしなかったこ

とが出現する。

LAoWJLパ5 \joj48. また、彼らには（fの日、現世で）自分た

ちが稼いだ悪（の報い）が現れる。そして

自分たちが嘲笑していたもの（懲罰）が、

彼らを包囲するのである。

49. また人間は、害悪が降りかかれば、われ

ら*に（その除去を）祈る。それからわれ

ら*が、われら*のもとからの恩恵を彼に

恵んでやれば、（こう）言うのだ。「私

は本当に、自分にある知識ゆえに、これ

を授けられたのだ1」。いや、それは試練
2である。しかし彼らの大半は、（そのこ

とを）知らない。

路rギ
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50. 彼ら以前の（不信仰）者*たちも確かに、そ

う言ったのだ。そして彼らが稼いでいたも

の3は、（懲罰が訪れた時、）彼らを益す

ることがなかったのである。

f3 l. こうして彼らに、彼らが稼いだ悪（の罰）

が襲いかかったのだ。そしてそれらの者

(マッカ*の民）の内、不正*を働いた者た

ちには、自分たちが稼いだ悪が襲いかかる

だろう。そして彼らは、（アツラー*から）

逃れられる者などではない。

1 この意味については、物語章 78の訳注を参照。

2 恩恵に対して感謝深い者と、恩知らずな者を選別する「試練」のこと（ムヤッサル 464 頁
参照)。

3 財産や子供などのこと（前掲書、同頁参照)。
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52. 一体、彼らはアツラー*がその僕たちの内、

かれがお望みの者に糧を豊富に与えられ、

また控えられることを知らなかったの

か？1 本当にその中にはまさしく、信仰す

る民への御徴がある。

(4徒*よ、われがこう言っている、と言

え。）「自分自身に対し、（罪という重荷

を）背負いに背負った、わが僕たちよ。ア

ツラー*のご慈悲に絶望するのではない。本

当にアツラー*は、罪を全てお赦しになるの

だから。本当にかれこそは、赦し深いお方、

慈愛深い*お方なのだぞ。2

為
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53.

54. また、あなた方に懲罰が訪れる前に、あ

なた方の主*に（悔悟して）立ち返り、かれ

に服従（イスラーム*) せよ。（懲罰が訪

れたら、あなた方は罰され、）そこから助

けられることはなくなってしまうのだ。

如㈣路
过如(終。
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55. そして、あなた方が気付かぬまま、懲罰が

あなた方のもとに突然やってくる前に、あ

なた方の主*から自分たちに下された最善
したが

のもの（クルアーン*) に従え。

ol3

^
-j

人が、『ああ、私が（現世で）、アッラー
*のことにおいていい加減だったことゆえ

の、我が悲痛よ！ 私はまさしく、嘲笑者

3の類いだったのだ』と言うようにならない

ために。

5G.

1 物語章 82、サバア章 36、暁章 15-16とその訳注も参照。

2 このアーヤ*は、殺人や姦通などを散々犯した挙げ句、預言者*のもとにやって来て「あな

たが語り、招いているものは素晴らしい。私たちが犯したことの償（つぐな）いについて、
教えて下さい。」と尋ねた、シルク*の徒らに関して下ったものとされる（アル=ブハーリ

一4810参照)。

3 アッラー、クルアーン、使徒、信仰者たちを「嘲笑」する者のこと（ムヤッサル 464頁参照)。
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57. または、『アツラー*が私のことを導いて

下さっていたら、私は敬虔な*者たちの仲間

となっていたのに』とか、

58 あるいは（復活の日*) 、懲罰を目の当た

りにする際に、『もし、私に（現世へと）

戻ることが出来て、善を尽くす者1たちの一

人となることが出来たなら』とか、言わな

いようにするために。

39. いや、（真理を示す）わが御徴は確かに、

あなたのもとに到来したのだ。そしてあ

なたはそれを嘘呼ばわりし、（その受容

に対し）高慢で、不信仰者*の一人だった

のだ」。

60. 復活の日*、あなたはアツラー*に対して嘘

をついた者2たちの顔が黒ずむ3のを見る。

一体、地獄にこそ、（アツラー*に対して)

高慢だった者たちの住まいがあるのでは

ないか？

私接㈣切ぬ

61 . そしてアッラー*は敬虔*だった者たちを、

その勝利によpて（地獄から）お救いにな

る。彼らには忌まわしいことが降りかかる

こともないし、（現世でやり残したことに

ついて）悲しむこともない。

62. アツラー*は全てのものの創造主で、かれ

は全てのことを請け負われる*お方であ

られる。

1「善を尽くす者」については、蜜蜂章 128の訳注を参照。

2 アツラー*にとってふさわしくないことを言ったり、シルク*を犯していたりした者のこと

(ムヤッサル 465頁参照)。

3「顔が黒ずむ」ことに関しては、イムラーン家章 106の訳注を参照。
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63. かれにこそ、諸天と大地の（宝庫の）鍵は

属するのだ。そしてアツラー*の御徴を否

定する者たち、それらの者たちこそは損失

者である。

(使徒*よ、）言ってやれ。「あなた方は、

私がアツラー*以外のものを崇めるよう命

じるのか？ 無知な者たちよ」。

64.

(使徒*よ、）あなたと、あなた以前の者

(使徒*)たちには、確かに（こう）啓示さ

れたのである。「もしもあなたがシルク*

65.

かなら

を犯したならば、あなたの行いは必ずや台

無しとなるのであり、あなたは必ずや損失

者の類いとなるのだ」。

6(5. いや、（預言者*よ、）あなたはアツラー*

をこそ崇拝*せよ。そして（アツラー*の恩恵

に）感謝深い者の一人となるのだ。

©

うやま
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67. 彼ら（シルク*の徒）は、アツラー*を真に敬

わなかった。そして復活の日*、大地は全て

かれの一掴みの中にあり、諸天はかれの右

手で折りたたまれた状態となる1。アツラー
*に称え*あれ、かれは彼らの言うようなこ

と（シルク*)から（無縁で）、遥か高遠な

お方であられる。

68. そして角笛に吹き込まれ2、諸天にいる者

と大地にいる者は（皆）、アツラー*がお

望みになった者3以外、卒倒（して死亡）

する。それから、そこ（角笛）にもう一回

分

1 同様のアーヤ*として、預言者*たち章 104も参照。

2 これは一回目の吹き込みのこと（ムヤッサル 466頁参照)。家畜章 73の訳注も参照。

3 これが誰のことであるかという解釈には、「殉教者たち」「ジブリール*などの一部の天使*

たち」「それ以前に既に死んでしまった者たち」などの諸説がある（アル=クルトゥビー

15:279-280参照)。
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吹き込まれると、どうであろう、彼らは立

ち上がって（自分たちの処遇を）見守る者

たちとなる。

69. また、大地はその主*の御光によって輝

き、帳簿が置かれ1、預言者*たちと証人た

ちが連れて来られる2。そして不正*を受け

ることなく、彼らの間が真理によって裁か

れるのだ。

70. また全ての者は、自分が行ったこと（の報

い）を全うされる。かれ（アツラー*) は、

彼らが（現世で）することを、最もよくご

存知なのだ。

71 . そして不信仰だった者*たちは、集団で地獄

に引き連れて来られる。やがて彼らがそこ

にやって来ると、その門が開けられ、門番

は言う。「一体あなた方のもとには、あな

た方に自分たちの主*の御徴を読誦し、こ

の日の拝謁を警告する、あなた方の内から

の使徒*たちは訪れなかったのか？」彼らは

言う。「ええ（、確かに訪れました）」。
しかし懲罰の御言葉3が、不信仰者*たちに

は確定したのだ。

かがや

54At
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72. (不信仰者*たちには、こう）言われる。「あ

なた方は、地獄の門に入れ。そこに永遠に。
(信仰に対して）高慢な者たちの住まい

は、何と醜悪なことか」。

1 天使*たちによって、各人の行いの帳簿が広げられる（ムヤッサル 466頁参照)。高壁章 8
の訳注と、洞窟章 49も参照。

2 雌牛章 143、婦人章 41 とその訳注も参照。

3 この「御言葉」とは一説に、アッ=サジダ*章 13にある言葉（アル=クルトゥビー15:284
参照)。
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73. また、自分たちの主*を畏れ*た者たちは、
集団で天国へと引き連れて来られる。やが

て彼らがそこにやって来ると、その門が開

けられ、門番は彼らに言う。「あなた方に

平安を1。あなた方は、素晴らしい状態とな

た2。ならば、永遠にそこに入るがよい」。

74. そして、彼ら（信仰者たち）は言う。「そ

のお約束を私たちに実現され、私たちに

(天国の）地を弓 Iき継がせて下さった3お方

に、全ての称賛*あれ。私たちは天国で望

む所に住むことができます。（アツラー*

への服従に）勤しむ者たちの褒美は、何と

素晴らしいことでしょう」。

75• また（預言者*よ、）あなたは天使*たちが、

その主*の称賛*と共に（かれを）称え*な

がら、御座4のまわりを囲むpを見る。そし

て彼らの間は真理によって裁かれ、（こう）

言われるのだ。「全創造物の主*アツラー*

に、全ての称賛*あれ」。5

ウ
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i 「あなた方に平安を」については、雷鳴章 24の訳注も参照。

2 現世における行いと言葉、努力が素晴らしいものだったため、その報いも素晴らしいもの

となった（イブン•カスイール 7:122参照)。

3「天国の地を引き継がせる」という表現については、マルヤム*章 63の訳注を参照。

4 「御座」に関しては、高壁章 54の訳注を参照。

5 その裁決と公正さについて、全創造物がかれを称賛する（イブン•カスイール7:125参照)。
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第 40章

赦し深いお方章 （ガーフィル）1 .1議簾
c鐘mi

慈悲あまねく *慈愛深き &

アツラー*の御名において ^̃
ゼ必靜み、々

•ミーム2
〇 rハー

(このクルアーン*は、）偉力ならびなく *、

英知あふれる*アツラー*からの、啓典の降示。

罪をお赦しになり、悔悟をお受け入れにな

り、懲罰が厳pく、豊潤さの主である （ア

ツラー*からの降示）。かれ以外に、崇拝*す

べきいかなるものもない。かれにこそ、（復

活の日*における、全創造の）行き先はある。

4 不信仰に陥った者*たち以外、アツラー*の

御徴 3に （盾ついて）議論したりはしない。

ならば （使徒*よ）、不信仰者*らが （商売や

現世での享楽に）勤しんでいるのに、惑わ

されてはならない。

彼ら以前にも、ヌーフ*の民とその後の徒党

が、 （使徒*たちを）嘘つき呼ばわりしたの

だ。そして （それら）全ての共同体は、そ

の使徒*を捕らえ （て殺害し）ようと意図し、

真理を消し去るべく虚妄によって議論し

ぶ(私

©んえ4
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1 マッカ*啓示で学者間の見解は、ほぼ一致。スーラ *の名称は、冒頭に登場する 「赦し深い

お方 （ガーフィル)」 という語によるが、「信仰者章」 などの別称もあり。マッカ*啓示の常

であるように、アッラー*への信仰•来世といった基本的信仰が取り上げられ、真理と迷妄、

信仰と不信仰に関する議論が一貫して描かれている。ムーサー*とフィルアウン*、 フィル

アウン*の民の内で信仰した者の話も、その流れで取り上げられたもの。また、アッラー*

の御力と唯一性*を示す宇宙の神秘も、随所で描写されている。

2 これらの文字については、頻出名•用語解説の「クルアーンの冒頭に現れる文字群M 参照。

3 この「御徴」はクルアーン*や、アツラーの唯一性*の証拠のこと（ムヤッサル 467 頁参照)。
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た。それでわれら *は、彼らを （懲罰で）

捕らえたのだ。わが懲罰は、いかなるもの

だったか？

同様に不信仰に陥った者*たちには、彼ら

は業火の住人であるという 、あなたの主*

の御言葉が確定したのである。

御座を運ぶ者たちと、その周りにいる者1

は、彼らの主*の称賛* と共に （かれを）称

え*、かれを信じる。そして、信仰する者た

ちのために （こう言って）赦しを乞う。「我

らが主*よ、あなたは全てのものを、慈悲と

知識で網羅されました。ですから、悔悟し、

あなたの道 （イスラーム*) に従った者た

ちをお赦しになり、彼らを火獄の懲罰から

お守り下さい。

我らが主*よ、そして彼らを、あなたが彼ら

にお約束になった永久の楽園にお入れ下

さい。また、彼らの父祖、妻、子孫たちの

内、正しかった者*を。本当にあなたこそは、

偉力ならびない*お方、英知あふれる*お方

なのですから。

^\2L3\また、彼らを悪 （の結末）から、お守り下

さい。あなたが （復活の）その日、悪から

お守りになる者こそは、あなたが確かにご

慈悲をかけられた者。それこそは、偉大な

勝利です」 。
おちし

ば、. 本当に不信仰に陥った者*たちには、 （地

獄の番人から、こう）呼びかけられる。「（現

世で）あなた方が信仰へと呼びかけられ、 ©鱗㈣U
1 いずれも天使*たちのこと （ムヤッサル 467 頁参照)。「御座」に関しては、高壁章 54 の訳

注を参照。
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それを否定していた時の （あなた方に対す

る）アツラー*の憎悪こそは、（今の）あな

た方の自分自身に対する憎悪よりも、大き

かったのだそ'」 。1

005000\

©4^
彼ら （不信仰者+ たち）は言う。「我らが主
*よ、あなたは私たちに二度、死を与えられ、

二度、生を与えられました2。そして私たち

は （今）、自分たちの罪を認めました。で

すので、 （私たちが地獄から）出る術はあ

りますでしようか？」 3

11.

(不信仰者*たちよ、）それ（地獄の懲罰)

はあなた方が、アツラー*だけが呼ばれた

時4には否定し、かれに同位者が並べられ

れば信じていたからなのだ。（全ての）

裁決は、至高で*大いなる* アツラーにこ

そ属する。

13. (人々よ、）かれはあなた方に （、創造の
みしるし

完全さを示す）その御徴をお見せになり、

天からあなた方に糧を下されるお方。そし

て、よく （悔悟して）立ち返る者以外、教

訓を受けることはない。

1 不信仰者* たちはいざ地獄を目にすると、自分自身をこれ以上ないほど、激しく憎悪する。

しかし現世で不信仰に固執 （こしつ）していた彼らに対するアッラー*の憎悪こそは、それ

よりも激しい憎悪だったのである （ムヤッサル 468 頁参照)。

2 一度目の 「死」 は、魂を吹き込まれる前の精液だった状態で、二度目の 「死」 は、現世で

の人生の終わり。また一度目の 「生」 は現世での誕生、二度目の 「生」 は死後の復活のこ

と （前掲書、同頁参照)。

3 もちろん、現世に戻ることは叶わない。家畜章 27-28、高壁章 53、イブラーヒーム*章 44、

信仰者たち章 99-100、アッ =サジダ*章 12、創成者*章 37、相談章 44、偽信者*たち章

10-11 も参照。

4 アッラーの唯一性* と、かれのみゆえの善行へと招かれた時、ということ （前掲書、同

頁参照)。
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だから、アツラー*だけに真摯に崇拝*行為を捧

け'つつ1、祈 （り、崇拝*す）るのだ。たとえ不

信仰者*たちが、 （それを）嫌ったとしても。

(アツラー*は）位高きお方、御座2の主、
かれは会合の日3を警告するため、その僕

たちの内からお望みの者に、そのご命令に

よって魂 4を投げかけられる。

念ユ

^̂
=

^
\てメ=3

14.

逆ぶぶ
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1 6. 彼

_
ダ 露 わ な 者 た ち

5 と な る、そ の 日 を

(警告するため）。彼らの （状態や行いの）

内、アツラー*から隠れられるものなど、何

一つない。（アツラー*は仰せられる。）「今

日、王権は誰のものか？」 （かれは、自ら

お答えになる。）「唯一*かつ君臨し給う *

アツラー*にこそ、属するのだ6」 。
みずか かせ

ぜji=-祕;

^
ゆ4じぶ

“バ㈤

7. この日全ての者は、自らが （現世で）稼い

だものによって報われる。この日、不正*

はない7。本当にアツラー*は即座に計算さ

れる*お方なのだから。

(使徒*よ、）心臓が (恐怖ゆえに) 喉元に

まで達し、沈鬱になる、間近な日8のことを

彼らに警告せよ。不正*者たちには近しい友
卿がj

us.

1 「アッラー* だけに真摯に崇拝*行為を捧げる」ことについては、婦人章 146の訳注を参照。
2 「御座」 に関しては、高壁章 54 の訳注を参照。

3 先代と後代の者が一同に会する、復活の日*のこと （ムヤッサル 468 頁参照)。

4 この 「魂」 とは、啓示のこと。肉体が魂によって生を受けるように、心は啓示によって生
を受けるため （アル=バガウイー4:108 参照)。

5 その日、彼らを覆い隠すものは、何一つない （イブン•カスイール 7:136 参照)。家畜章 94
とその訳注、洞窟章 48、預言者*たち章 104 も参照。

6 家畜章 73 「かれにこそ王権は属する」 の訳注も参照。

7 つまり悪行が不当に付け加えられたり、善行が差し引かれたりすることはない （アッ =サ
ァディー735 頁参照)。

「間近な日」 とは、復活の日*のこと。その 「近さ」 については蜜蜂章 1、預言者* たち章 1
の訳注を参照。

8
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人もいなければ、受け入れられる執り成し

手もいない1。

19. かれは眼が掠め取るもの2も、胸が潜める

(善いものも悪い）ものもご存知である。

20. アツラー*が真理3で（人々の間を）裁かれ

るのであり、彼らがかれをよそに祈ってい

る者たちは、何も裁きはしない。本当にア

ツラー*こそは、よきお聞きになるお方、よ

くご覧になるお方なのだから。

■ 1 彼らは地上を旅し、（預言者*たちを嘘つき

呼ばわりした）彼ら以前の者たちの結末

が、どのようなものであったかを見なかっ

たのか？ 彼ら（以前の者たち）は、彼ら

よりも力と、大地の建設において強力だっ

た。そしてアツラー*は彼らを、その罪ゆえ

に（懲罰で）捕らえられ、彼らにはアツラ

一* (の懲罰）に対してのいかなる守護者

もなかったのである。

それは彼らが、自分たちの使徒*が明証を

携えて彼らのもとに到来していたのに、不

信仰に陥ったからである。それでアツラー

は、彼らを（懲罰で）捕らえらtlたのだ。
本当にかれは強いお方、厳しく懲罰される

お方であられる。

われら*はムーサー*を確かに、われら*の御

徴4と紛れもない証拠5と共に遣わした。

こ

^̂
N

A l

i 復活の日*の「執り成し」については雌牛章 48、マルヤム*章 87、夕一.ハー章 109 とそ

の訳注を参照。

2 見ることを許されないものを、こっそり見ること（アッ=シヤウカーニー4:638参照)。

3 この「真理」とは、公正さのこと（ムヤッサル 469頁参照)。

4 この「御徴」とは、啓示の真実性を証明するもの（前掲書、同頁参照)。夜の旅章 101「九
つの御徴」の訳注も参照（アルニクルトゥビー15:304 参照)。

5「紛れもない証拠」については、フード*章 96の訳注を参照。
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42 -1. フイルアウン* とハーマーンとカールーン1

へと。すると彼らは言った。「 （彼は）大

嘘つきの魔術師だ」 。

そして彼 （ムーサー*) がわれら *のもとか

ら、真理を携えて彼らのもとにやって来た

時、彼ら （フィルアウン*たち）は言った。

「彼と共に信じた者たちの男児を殺し、そ

の女児は生かしておけ2」 。不信仰者*たち

の策謀は、無に帰すのである。

25

13

^
L=C>

^©suJし�祕

フィルアウン*は、（自分の民の有力者たち

に）言った。「私にムーサー*を殺させ、彼

を自分の主*に祈らせてみよ。本当に私は、

彼があなた方の宗教3を変えてしまったり、

地上（エジプト）に腐敗*を出現させたりす

ることを怖れているのだ」 。

2()

ムーサー*は言った。「実に私は、我が主*と

あなた方の主*に、清算の日を信じないあら

ゆる高慢な者からのご加護を乞いました」 。

jjL5o\:fe卿

4Kol5

^
3j

28. フィルアウン*の一族の内、その信仰を隠

していた信仰者の男は、言った。「一体

あなた方は一人の男を、 『我が主*はアツ

ラー*です』 と言う （だけ）ゆえに、殺す

と い う の で す か？ 彼 （ム ー サ ー*) は あ

なた方の主*から、明証4を携えてあなた

0

^
1 「ハーマーン」 については物語章 6 の訳注を、「カールーン」 については物語章 76-82 を

参照。

2 高壁章 127 の訳注も参照。

3 フィルアウン*を崇める 「宗教」 のこと （アル=クルトウビー15:305 参照)。フィルアウン
*は神を自称していた。詩人たち章 29、物語章 38、至高者*章 24 も参照。

4 この 「明証」 の意味については、アーヤ *23 「紛れもない証拠」 の訳注を参照 （ムヤッサ

ル 470 頁参照)。
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⑽!T如
方のもとにやって来たと言うのに。そし

て、もし彼が嘘つきならば、その嘘（の罰）

は彼自身が負います。また、もし彼が正

直者ならば、彼があなた方に約束するも

のの一部1が、あなた方に襲いかかるでし

よう。本当にアツラー*は、 （真理への拒

否において）度を越した大嘘つきを、お導

きにはなりません。

vy

^
29. 我が民よ、あなた方にこそ今日、地上 （エ

ジブト）での勝利者として、王権はあり

ます。でも、アツラー*の （懲罰という）

猛威が私たちのもとにやって来たら、誰

が私たちを助けてくれるでしょうか？」

フィルアウン *は、（自分の民に）言った。

「 （人々よ、）私があなた方に示すのは、

私が （私とあなた方にとって有益なもの

と）認めるものに外ならない。そして私

があなた方を導くのは、正道に外ならな

いのだ」 。

努

^
灰ジは袁施

©逆しi與

30. 信仰する者は言った。「我が民よ、 （あな

た方がムーサー*を殺せば、）本当に私はあ

なた方に、徒党の日2のようなことを怖れる

のです。

i . ヌーフ *の民、アード *、サムード *、そし

て彼らの後の （不信仰）者 *たちの習いの

ようなことを。そしてアツラー*は全世界

に対し、断じて不正*などお望みにはなり

ません。

1 これは現世での懲罰のこと （アツ =サアデイー736 頁参照)。

2 「徒党の日」 とは、預言者*たちに敵対して徒党を組んだ者たちが、罰された日々のことを

指す （アル=クルトウビー15:310 参照)。
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32. また我が民よ、本当に私はあなた方に、呼

び合いの日1を怖れます。

33. あなた方が背を向けて逃げる、その日を。あ

なた方にはアツラー*に対し、いかなる援助者

もありません。そしてアツラー*が迷わせ給う

た者には、いかなる導き手もないのです。2

iふ;

孤

'餐»x

^
%

(ムーサー*) 以前、ユースフ*は明証3を携

えて、確かにあなた方のもとにやって来ま

した。そしてあなた方はまだ、彼があなた

方にもたらしたものに対する疑念の中に

あるのです。やがて彼が死んだ時、あなた

方は（自分たちの疑念とシルク*に拍車をか

けて、こう）言いました。『アツラー*は彼

の後、使徒*を遣わされることはない』 。同

様に:T ツラー*は、（真理への拒否において）

度を越し、（アツラーの唯一性*に）疑惑の

念を抱く者を（正道から）迷わせられます。

アツラー*の御徴 （を拒むこと）において、

(アツラー*の御許から）到来した根拠もな

く議論する者たち、 （そのような議論は）

アツラー*の御許と信仰した者たちのもと

で、忌まわしいことこの上ないのです。同

様にアツラー*は、（アツラー*への服従に

対して）高慢で尊大な （あらゆる）者の全

ての心を、閉じてしまわれます」 。4

34.

35

i 人々が自分の指導者のもとに呼ばれ （夜の旅章 71 参照)、互いに呼び合い、天国の民と地
獄の民、そして高壁の民が互いに呼び合う （高壁章 44-51 参照)、復活の日*のこと （アル
=バガウイー4:112 参照)。

2 アーヤ*33 *34 にある言葉は、①信仰者の男のもの、②ムーサー*のもの、という説がある。
アーヤ*35 の言葉は、①アッラー*のもの、②信仰者の男のもの、という説もある （アル=
クルトウビー15:312-313 参照)。

3 この 「明証」 は、アッラー*だけを崇拝*せよ、という命令と、彼の言葉の正しさを示す証
拠のこと （ムヤッサル 471 頁参照)。

4 ア ー ヤ*33 の訳注も参照。
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フィルアウン*は、言った。「ハーマーン1よ、

私のために塔を建てよ。私が通り道に到達

できるように。2

諸天の通り道に。私は、ムーサー*の神を見

てみよう。本当に私は、彼がまさに嘘つき

だと思うのだ」 。このように、フィルアウ

ン *には彼の悪い行いが目映く映り、彼は

(真理の）道から阻まれた。フィルアウン

*の策略 3は、破滅する外ないのである。

30.

37.

38. 信仰する者は言った。「我が民よ、私に従

いなさい。あなた方を正道へと導いてあげ

ま し よ う。

我が民よ、本当にこの現世の生活は （僅か

な）楽しみなのであり、実に来世こそは、

(あなた方が定着する）留まり所なのです。

39.

似 貧 年：

^力挑

^^
==

^起 麟 滅

(現世で）悪を行った者は、 （来世におい

て）それと同等のものでしか、報われませ

ん。そして男性であれ女性であれ、信仰者

で正しい行い*を行う者、それらの者たちは

天国に入るのです。彼らはそこで際限な

く 、糧を授けられます。

40.

士

^
}

^
J �

©」©妙爲

4!. 我 が 民 よ、ど う い う こ と で し よ う か？ 私

があなた方を （地獄から天国への）救い4へ
と招いているのに、あなた方が私を地獄

(の原因となる行い）へ招くのは？

1 「ハーマーン」 については、物語章 6 の訳注を参照。

2 同様のアーヤ*として、物語章 38 も参照。

3 フィルアウン*が正しく 、ムーサー*が間違っていると人々に信じさせる「策略」のこと （ム
ヤッサル 471 頁参照)。

4 つまりアツラー*への信仰と、その使徒*ムーサー*への服従のこと （前掲書 472 頁参照)。
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あなた方は私がアッラー*を否定し、私が

(その崇拝*の正当性について）何も知らな

いものを、かれに並べることへと招いてい

るのです。私はあなた方を、偉力ならびな

く*、赦し深いお方へ（通じる道へ）と招い

ているというのに。

翕#

13 間違いなく、あなた方が私を招いているも

のには、現世においても来世においても、
いかなる招き（の価値）もありません。そ

して私たちの戻り場所がアツラー*の御許

であり、（罪に）度を越した者たちこそが、

地獄の徒であるということも」。

U. (そして民が彼の助言に従わなかった

時、彼は言った。）「それでは、あなた

方は私があなた方に言っていることを、

やがて思い出すでしょう。私はアツラー*

に、自分の事を委ねます。本当にアツラ

一*は僕たちのことを、よくご覧になるの

ですから」。

45. こうしてアツラー*は彼を、彼らが策謀した

ことの悪からお守りになり、（溺死という）

忌まわしい懲罰がフィルアウン*の一族を

MHした。

(更にその死後には、）朝に夕に晒され

ることになる業火が（、彼らを包囲する）。
そして（復活*の）その時が起こる日、（彼

らにはこう言われるのだ、）「フィルア

ウン*の一族を、最も厳しい懲罰に入れ

よ」〇
1

is&}

i 死後、復活の日*まで、彼らの魂は業火に晒される。そして復活の日*が来れば、魂と肉体
が合わさった形で、地獄の業火に入れられることになる（イブン•カスィール7:146参照)。
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7 彼らが（地獄の）業火で議論し合い、弱

者たちが高慢だった者たち1に（こう）言

う時のこと（を思い起こさせよ）。「本

当に私たちは（現世で）あなた方に追従し

ていたわけだが、（この日）あなた方は業

火の一部からでも、私たちを守ってくれ

るのか？」

8. 高慢だった者たちは、言う。「（そのよう

なことは出来ない。）本当に私たちは皆、

(地獄の）その中にあるのだ。本当にアツ

ラー*は、確かに僕たちの間に裁きを下さ

れたのである2」。

5

^
j

^
==

^
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^
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19. また、業火の中にある者たちは、地獄の門

番たちに言う。「あなた方の主*に祈ってく

れ。かれが私たちから、一日でも懲罰を軽

減して下さるよう」。3

5〇• 彼ら（地獄の門番たち）は言う。「一体、

あなた方の使徒*たちは明証を携えて、あ

なた方のもとに到来していたのではなか

ったか？」彼ら（地獄の民）は言う。「そ

の通りです」。彼ら（門番たち）は言う。

「ならば（私たちは祈らないから、）あな

た方が祈るがよい。不信仰者*たちの祈願

は、全くの徒労である」。

1 「弱者たち」と「高慢だった者たち」については、イブラーヒーム*章 21 の訳注を参照。

また同様の情景の描写として、雌牛章 166-167、高壁章 38、識別章 17-19、物語章 63、

部族連合章 67-68、サバア章 31-33も参照。

2 つまりアッラー*はその公正な裁決により、彼らの間に、各人に適当な形で懲罰を振り分け

られた（ムヤッサル 472頁参照)。

3 金の装飾章 77も参照。
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51. 本当にわれら *は、現世の生活と、証人

^
こち

が立つ1 (復活の）日*に、われら *の使徒*

かなら

たちと、信仰する者たちを必ずや助けるの

である。

52. 不正*者たちをその言い訳が益することが

ない、その日に。そして彼らの上には呪い

があり、彼らには （来世で）忌まわしい住

まいがある。

58. われら *は確かにムーサー*に導きを授け、

イスラーイールの子ら *に啓典（トーラー*)

を引き¦¦がせた。

54. �んだ理性の持ち主への導きと、教訓として。

ならば （使徒*よ）、忍耐*せよ。本当にア

ッラー*のお約束は真実なのだ。そしてあな

たの罪の赦しを乞い、夕に朝に、あなたの

主*の称賛* と共に （かれを）称える *のだ。

56. 本当にアツラー*の御徴 （を拒むこと）に

55.

し-
と う ら い

おいて、（アツラー*から）到来した根拠も

なく議論する者たち、彼らの胸の内には、

彼らが到達することもないもの2に対する

高慢さしかない。ならばアツラー*に、（彼

らの悪からの）ご加護を乞え。本当にかれ

こそは、よくお聞きになるお方、よくご覧

になるお方なのだから。

57. 諸天と大地の創造こそは、人々の創造 （と

その再生）よりも偉大なのだ。しかし、人々

の大半は分からない。
00

^1 復活の日*の証人については、雌牛章 143、婦人章 41 を参照。

2 アッラー*が預言者*に授けられた恩寵 （おんちよう）や、預言者*としての使命という栄誉

のこと （ムヤッサル 473 頁参照)。
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A また、盲人と見える者は同じではなく 1、信

仰して正しい行い*を行う者たちと悪い行

いの者2は、同じではない。あなた方が教訓

を得ることの、少ないこと。

本当に （復活の）その時は、疑惑の余地な

く 、必ずや到来する。しかし、人々の大半

は信じないのだ。

㈣QC：血H

J

^
=

^
> JJ=S=K>JJlsJ•U また （人々よ）、あなた方の主*は仰せられ

た。「私に （のみ）$るのだ。そうすれば

われは、あなた方に応えよう。本当にわれ

の崇拝*に対して奢り高ぶる者たちは、やが

て蔑まれた者となって、地獄に入ることに

なる。

切㈤絲げ娜

: アツラー*はあなた方のために、あなた方が

そこで安らぐべく夜をお創りになり、昼を

(生活のために）視界が利くものとされ

た。本当にアツラー*はまさしく人々に対す

る恩寵の主であられるが、人々の大半は

(かれへの服従と崇拝*によって、かれに）

感謝しない。

そのお与がアツラー*、あなた方の主*、全

ての創造主。かれの外に、崇拝*すべきいか

なるものもない。なのに一体、どうしてあ

なた方は （かれを信仰し、崇拝*することか

ら）背かされるのか？

G3 同様に、アツラー*の御徴を否定していた者

たちは、 （真理から）背かされるのである。

1 この意味については、家畜章 50 の訳注を参照。

2 前者はアツラー*が唯一、真に崇拝*に値する存在であることを認め、その使徒*たちの招き

に応え、アツラー*の教えに沿って行う者たち。後者はそのようにしない者のこと （ムヤツ

サル 473 頁参照)。
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J亦如：> L アツラー*はあなた方のために大地を安住

の地とされ、空を屋根とされたお方。また、

かれはあなた方を形づくられ、あなた方の

形を最善のものとされ、あなた方に善きも

のの内からお恵みになった （お方）。その

お方がアツラー*、あなた方の主*。そして

全創造物の主*アツラー*は、祝福にあふれ

たお方よ。

^
かれは永生されるお方。かれの外に崇拝*

すべきいかなるものもない。ゆえに、かれ

だけに真摯に崇拝*行為を捧げつつ1、かれ

に祈るのだ。全創造物の主*アツラー*に称

養*ぁれ。

(使徒*よ）言ってやるがいい。「本当に私

は、我が主*からの明証2が自分に訪れた時、

あなた方がアツラー*を差しおいて祈って

いる者たちの崇拝*を禁じられたのだ。また

私は、全創造物の主*に服従（イスラーム*)

するよう命じられたのである」 。

々又

©こ

^̂
6ot

iS^\yt,

ルj㈣诞ふ！

^
>7 かれはあなた方（の父祖アーf ム*) を土か

ら3、そして （あなた方を）一滴の精液から、

次いで一塊の凝血からお創りになり、その

後あなた方を子供として（生まれ）出させ、

それからあなた方が成熟に達し、更に老人

になるべく （あなた方の年齢を積み重ねて

行かれる）。あなた方の内には、 （これら

の段階）以前に召される者もいる。また、

1 「かれだけに真摯に崇拝*行為を捧げる」 ことについては、婦人章 146 の訳注を参照。

2 この 「明証」 とは、アツラーの唯一性*を示す、論理的根拠と神的根拠 （啓示）のこと （ア

ツ =シャウカーニー4:656 参照)。

3 アーダム*が土から段階を経 (へ）て創られたことについては、アル= ヒジュル章 26 の訳

注を参照。
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かれは、あなた方が（これらの段階を経て)

定められた時期1へと到達すべく（、あなた

方の年齢を積み重ねて行かれる）。そして

(それは、）あなた方が弁える2ようにす

るためなのだ。

趨

^
;

^
碎68. かれは生を与えられ、死をお与えになるお

方。そして、かれが一事をお取り決めにな

(り、お望みにな）れば、それに「あれ」

と仰せられるだけで、それは存在するので

ある0

(使徒*よ、）一体あなたは、アツラー*の御

徴3に（盾ついて）議論する者たちが、い

かに（そこから）逸らされてしまっている

か、見ないのか？

(彼らは）啓典と、われら*がわれら*の使徒

*たちと共に遣わしたもの4を、嘘呼ばわり

した者たち。ならば、彼らはやがて（その

結末を）知ることになろう。

その首に枷と、（その足に）鎖が付けられ

て、（それで）彼らが引き回される時に。

12 煮えたぎる湯の中で、それから業火の中

で、彼らは（彼ら自身がその燃料となって、

地獄を）煮えたぎらされる。

一̂^
()9.

70.

71

i 「定められた時期」とは、死期、あるいは復活の日*のこと（アル=バイダーウィー5:100
参照)。

2 そのようなことがお出来になるのはアッラー*のみであり、崇拝*はかれにのみ行わなけれ

ばならないということを「弁える」こと（ムヤッサル 475 頁参照)。

3 この「御徴」は、アッラーの唯一性*と御力を示す、明白な証拠のこと（前掲書、同頁参照)。

4 「啓典」はクルアーン*で、「…と共に遣わしたもの」はそれ以前の啓典のこと（前掲書、同

頁参照)。
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それから彼らに、（こう）言われる。「あ

なた方が（アツラー*の崇拝*において、か

れと）並べていた者たちは、どこなのか？1

73.

“メ$
74. アツラー*をよそにして？」彼らは言う。「私

たちのもとから、いなくなってしまいまし

た。いえ、私たちは以前、何に祈っていたわ

けでもなかったのです2」。同様にアツラー*

は、不信仰者*たちを(天国から）迷わせ給う。

ふぶ、75. それというのも、あなた方が地上で不当に

も（罪を犯すことに）有頂天になっていた

ため、そしてあなた方が（他の僕たちに対

して）得意然となっていためなのだ。

7G. 地獄の門に入るがよい。そこに永遠に。（ア

ツラー*に対して）高慢な者たちの住まい

は、何と醜悪なことか。

ならば（使徒*よ）、忍耐*せよ。実にアツ

ラー*のお約束は、真実なのだ。たとえ、わ

れら*が（あなたの存命中、）彼らに約束し

たものの一部3をあなたに見せてやるにせ

よ、あるいは（その前に）あなたを召すに

せよ、（復活の日*、）われら* (の御許）

にこそ彼らは戻らされ（て、罰されること

にな）るのである。

(使徒*よ、）われら*はあなた以前、確か

に使徒*たちを遣わした。彼らの中には、わ

れら*があなたに語って聞かせた者もいる

し、その中には、われら*があなたに語って

聞かせなかった者もいる。また、いかなる

峰

^̂
}以 は

77.

Jjiij78.

i それらはあなた方をこの日、助けてはくれないのか、の意（ムヤッサル 475頁参照)。
2 彼らが崇（あが）めていたものは、実体がないものだったのである（前掲書、同頁参照)。
3「約束されたものの一部」については、ユーヌス*章 46の訳注を参照。
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も、アツラー*のお許しなしには御徴1

をもたらすことなどなかった。そしてアツ

ラー*のご命令が到来すれば、（使徒*たち

と彼らを嘘つき呼ばわりしていた者たちの

間は）真実によって裁かれ、（真実を）虚妄

とする者たちは、そこで損失するのである。

'9. アツラー*は、あなた方のために家畜2をご

用意されたお方。それはあなた方がその内

のものに乗り、そこから食べるため。

抑またそこ（家畜）には、あなた方のための

諸利益3がある。そしてそれらに乗って、あ

なた方の脳裏に浮かぶ（遠い場所での）用

事を果たすため（、アツラー*はそれらをあ

なた方にご用意された）。あなた方はそれ

らや、船に乗って運ばれる。

また、かれはあなた方に、その（御力と、

かれこそが全創造を司っているのだとい

うことを示す）御徴をお見せになる。一体

あなた方は、アツラー*のいずれの御徴を

否定するというのか？

;」一体、彼らは地上を旅し、彼ら以前の（預

言者*たちを嘘つき呼ばわりした)者たちの

結末がどのようなものであったかを、見な

かったのか？ 彼ら（以前の者たち）は、

彼らよりも多勢で、力と、大地の建設にお

いて強力だった。そして（アツラー*の懲罰

が降りかかった時、）彼らが稼いでいたも

のは、彼らを益することがなかったのだ。

0

v；l3^cj

i この「御徴」とは、論理的証拠（啓示•論証）と感覚的証拠（奇跡）のこと（ムヤッサル

476頁参照)。

2「家畜」については、食卓章 1「家畜獣」の訳注を参照。

3 具体的な利益の例については、蜜蜂章 5-8、80も参照。
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83 . また、彼らのもとに彼らの使徒たちが明証

を携えてやってきた時、彼らは自分たちの

もとにある知識1に有頂天になった。そし 翕

^
ちようばつ

て自分たちが嘲笑していたもの（懲罰）

が、彼らを包囲したのだ。

■’リまた、われら*の猛威（という懲罰）を目の

当たりにした時、彼らは（こう）言ったの

だ。「私たちはアツラー*だけを信じ、私た

ちがかれに並べて（崇拝*して）いたものを、
否定しました」。

犯. そして彼らの信仰は（その時）、彼らを益

することがなかった2。彼らが、われら*の猛

威（という懲罰）を目の当たりにした時に

じし:獅�;4么；起戶
づ

^̂
ぶみ

^ちようばつ

は（、もう遅かったのだ）。（懲罰が訪れ

たら信仰しても遅いという、）かれの僕た

ちにおいて過ぎ去ってきた、アツラー*の摂

理。そして不信仰者*たちは、そこで損失し

たのである。

1「自分たちのもとにある知識」の解釈には、「彼ら（不信仰者*たち）の、『自分たちは罰さ

れることも、蘇（よみがえ）らされることもないことを知っている』という主張」「彼ら（不
信仰者*) の、現世に関する知識（ビザンチン章 7も参照)」「彼ら（預言者*たち）がアッ
ラー*から授かった、『信仰者が救われ、不信仰者*たちが滅ぼされる』という知識」といっ
た諸説がある（アル=クルトゥビー15:336参照)。

2 家畜章 158とその訳注も参照。
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細にされた章 （フッスイラト)

慈悲あまねく *慈愛深き *

アツラー*の御名において

ミーム2
〇

(このクルアーン*は、）慈悲あまねく

愛深き *お方からの降示である。

'

! . ノ、— •
慈

知識ある民のため、アラビア語のクルアー

ン * として、そのアーヤ *が詳細にされた
け い て ん

啓典。

吉報を伝え、警告を告げるもの3として。そ

して彼らの大半は （それに）背を向け、耳
か た む

を傾けない。

また、彼ら （不信仰者*たち）は （使徒*ムハ

ンマド*に）言った。「私たちの心は、あな

たが私たちを招くもの （への理解）から （阻

む）覆いがかけられ、私たちの耳には重し

がかけられており4、私たちとあなたとの間

には （、あなたの招きに応じることを阻む)

障壁がある。ならば、あなたは （自分の宗

教に従って）行うがよい。本当に私たちは、

(自分たちの宗教に従って）行うから」 。

xn

^
4p 知％

^
$

科み給

^
;嘯

_
1 マッカ*啓示。スーラ *の名称は、アーヤ *3 とアーヤ *44 に登場する 「詳細にされた （フッ

スィラト）」 という語による。アッラー*への信仰、啓示とその真実性、復活の日*•来世の

様子などの基本的信仰が取り上げられる。また、啓示に対する不信仰者 xたちの様子、過去

の不信仰者*たちの結末、そして来世における信仰者と不信仰者*の状況が対照的に描写さ

れるほか、天地創造を始め、アッラーの唯一性*と御力を示す多様な印の数々も所々に言及

されている。

2 この文字群については、頻出名•用語解説の「クルアーンの冒頭に現れる文字群*」を参照。

3 「吉報を伝え、警告を告げる」 については、雌牛章 119 の訳注を参照。

4 「耳に重しがかけられた」 については家畜章 25 の訳注を参照。
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(使徒*よ、）言ってやれ。「私は、 『あな

た方の （真に）崇拝*すべきは、ただ一つの

神1』 との啓示を受けている、あなた方と同

様の一人の人間に過ぎない。ゆえに、かれ

へとまっすぐに歩み2、かれにお赦しを乞う

のだ。そしてシルク *の徒たちには、災いを。

7. (彼らは）浄財*を支払う3ことなく、来世

に対してはまさに不信仰者*である。

8. 本当に信仰し、正しい行い*を行う者たち、

彼らには尽きることのない4褒美がある」 。

(使徒*よ）言え。「本当にあなた方は、

大地を二日間で創られたお方を否定し、か

れに同位者を設け （て崇拝*す）るという

のか？ そのお方は、全創造物の主*なの

である。

10. またかれはそこに、その上に （聳える）堅

固な山々を置かれ、そこを祝福され、ちよ

うど四日（目）5で、その糧をそこにお定め

になった。（天地創造の時間について）問

う者たちへのために6 (、彼らがそれを知る

ベ く）〇

働及6.

ジ雜*」策齡9.

P」

i この 「神」 については、洞窟章 110 の訳注を参照。

2 アッラー*へと 「まっすぐに歩む」 とは、かれの御言葉を信じ、そのご命令を守ることで、
かれへと続く道を歩み続けること （アッ =サアディー744 頁参照)。また、使徒*たちの手

法に沿って、かれだけに崇拝*行為を捧（ささ）げること（イブン•カスィール 7:164 参照)。

3 この 「浄財*」 については、家畜章 141 「義務」 の訳注を参照。

4 「尽きることのない （マムヌーン)」 の意味には、その他 「不足ない」「際限 （さいげん）

ない」「恩着せがましくない」といった解釈もある（アル=クルトゥビー15:341-342 参照)。

5 アーヤ*9 にある、アッラー*が大地を創造された二日間は、ここで言及されている四日間

の内の最初の二日間である （ムヤッサル 477 頁参照)。

6 あるいは、「(糧を）求める者たちのため、ちょうどいい案配に」 糧をお定めになった （イ

ブン•カスィール 7:166 参照)。
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それから、かれは煙状であった天 （の創造)

をお望みになり、それ （天）と大地に向か

て、 （こう）仰せられた。「従順にであ

ろうと、嫌々であろうと、 （わが命令へと）

来たれ」 。それら （天と大地）は、申し上

げた。「私たちは従順に、参りました」 。

i i .

ウ

が'仁 ぞ

12. こうしてかれはそれらを二日間で、七層の

g (の創造）として終えられ1、天の各々（の

層）に、そのご命令を示された。また、わ

れらは最下層の天を （星）灯りで飾りつけ、

(それをシャイターン*に対する）護衛とし

た2。それは偉力ならびなく *、英知あふれ

る*お方の定めである。

もし彼らが （アツラー* とクルアーン*のこ

とを説明された後に）背を向けるのなら、

言ってやるがいい。「私はあなた方に、ア

ード* とサムード*の懲罰のような懲罰を

した」 。

使徒*たちが、彼らの前と後ろから彼ら （アー

ド*とサムード*) のもとに到来し3、アツラー

*以外は崇拝* してならない、と言った時のこ

と。彼らは言った。「もし我らが主*がお望み

になったなら、天使*たちを （使徒*として）

下したであろう 4。ゆえに私たちは、あなた方

が携えて遣わされたものを否定する」 。

13 .

ルi匕 爲 紹

1 4

令

1 こうしてアツラー*は天地の創造を、日曜日から金曜日までの六日間で終えられた。全能のア

ツラー*は、お望みであれば、天地を一瞬でお創りになることもお出来だが、それらをこの日

数でお創りになったのは、かれの英知ゆえのことである （アッ=サァディー745 頁参照)。

2 アル= ヒジュル章 17-18 とその訳注、詩人たち章 212、223、整列者章 6-10、王権章 5、

ジン*章 8-9 も参照。

3 つまり、次々と連続して到来した、ということ （ムヤッサル 478 頁参照)。

4 家畜章 8-9 も参照。
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^
■(ぶ ぬ 仏

^
%成

^
\}ij

\y\

^
y

^
15. それでアード*はといえば、不当にも地上

で高慢となり、（こう）言った。「誰が

私たちよりも強力だと言うのか？1」彼ら

は一体、彼らをお創りになったアツラー*

が、彼らよりも強力であるとは思わない
みしるし

のか？ 彼らは、かれの御徴2を否定して

いたのだ。

©4

^
44ぶも

^
1a それでわれら*は、彼らに現世の生活におけ

る屈辱の懲罰を味わわ;

^
るべく、大難の

日々3において、彼らに咆哮の暴風を送っ

た。そして来世の懲罰こそは、より屈辱に

満ちたものなのだ。彼らは（誰からも）援

助されることがない。

またサムード*はといえば、われら*が彼ら

に導きを示した後、導きよりも（迷いと

いう）盲目を好んだ。それで彼らが稼いで

いたもの4ゆえ、屈辱的な懲罰の稲妻5が彼

らを捕らえたのだ。

!7.

©5

私爲齡、初、磁)8. そしてわれら*は、信仰し、敬虔*だった者

たちを救った。

アツラー*の敵たちが業火へと集められ、

整列させられる時（のことを、思い起こ

させよ）。

糸⑽麵�名!9

1 アード*は強力な身休と武力を備えており、アッラー*の懲罰にすら太刀打ちできると考え

ていた（イブン•カスイール 7:169 参照)。

2 この「御徴」の解釈には、「使徒*の奇跡」「啓示」「世の中に存在する（アッラーの唯一性*

と偉大さの）印」あるいは「それら全てのこと」といった諸説がある（アッ=シヤウカー

ニー4:669 参照)。

3 この「大難の日々」については、真実章 5-7も参照。

4 アッラー*への不信仰と、その使徒*たちを嘘つき呼ばわりした罪のこと（ムヤッサル 478
頁参照)。

5 サムード*に下された懲罰の詳細については、頻出名•用語解説の「サムード*」の項を参照。
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やがて彼らがそこに到来 （し、自分たちの

罪を否定）すると、彼らの耳と目と皮膚は、

彼らが（現世で）行っていたことについて、

彼らに不利な証言をする 1。

1. そして彼らは、自分たちの皮膚に （こう）言

う。「あなた方は、どうして私たちに不利な

証言をするのか？」 彼ら（，

「全てのものに言葉を喋らせられるアツラ

一*が、私たちを喋らせられたのだ。かれが

あなた方を最初にお創りになったのであり、

かれの御許にこそ、あなた方は戻らされる。

2. あなた方は （罪に手を染める時）、自分た

ちの耳や目や皮膚が（復活の日*、）自分た

ちにとって不利な証言をする （だろうこと

を怖れるが）ゆえに、身を隠すこともしな

かった。しかしあなた方はアツラー*が、自

分たちの行う （罪の）多くを知らないだろ

う、と思い込んでいたのである。

ふみ二ふ

^
！

^
如修20.

�115c-j? み

^
4413

^念

ス

^
じ多そしてそれは、あなた方が自分たちの主*に

対して思っていた、あなた方の憶測である。

それはあなた方を （破滅に）転落させ、あ

なた方は損失者の類いとなったのだ」 。2

それ；e、もし彼らが （懲罰を）忍ぶとして

も、業火が彼らの住まいである。もし彼ら

が （アツラー*の）ご満悦を得よう3として

も、彼らがご満悦を得ることなど叶うわけ

もないのだ。

23.

び

1 御光章 24、ヤー•スィーン章 65 も参照。

2 皮膚の言葉は、アーヤ*21 「…喋らせられたのだ」 まで、あるいは 「…思い込んでいたの

である」 までという説もある。そしてその場合、そこからアーヤ*23 までの言葉はアッラ

一'
あるいは天使*のもの、とされる （アル=クルトウビー15:350-351 参照)。

3 蜜蜂章 84 とその訳注も参照。
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25. またわれら *は彼ら （不信仰者*たち）に、

付きまとう者たち1をあてがった。そして彼

らは彼らに対し、その前にあるものと後ろ

にあるものを目映く見せた2。彼らにはジン
*と人間からなる、彼ら以前に減んだ（不信

仰の）民*の一員として （地獄に入るとい

う）、御言葉が確定したのである。本当に

彼らは、損失者だったのだ。

'碑

^
�麵26. 不信仰に陥った者*たちは （、互いに助言

し合って、こう）言った。「このクルアー

ン *には耳を傾けず、それ （読誦）に対し

て戯言を言って （邪魔して）やれ3。（それ

によって読誦を阻み、）あなた方が優勢と

なるように」 。
かなら

27. われら *は必ずや、不信仰に陥った者*たち
ちようばつ

に （現世と来世において）厳しい懲罰を味

わわせ、彼らが行っていた最悪のもの4で、
かなら

必ずや彼らに報いよう。

©こ;」從麟�你

28. それがアツラー*の敵どもの報い、業火であ

る。彼らにはそこで、彼らが （現世で）わ
しるし

れら *の御徴 5を否定していたことゆえの

報いとして、永遠の住まいがある。

1 人間とジン*からなる、シャイターン*たちのこと （ムヤッサル 479 頁参照)。

2 「その前にあるもの」を目映く見せるとは、現世で悪事を善いことのように見せ、その禁じら

れた楽しみや欲望へと招くこと。「後ろにあるもの」 を目映く見せるとは、来世のことを忘れ

させたり、復活を嘘とする考えへと招いたりすること （前掲書、同頁参照)。高壁章 17 とそ
の訳注も参照。また、シャイターン*が人類を迷わせることとなった経緯 （いきさつ）につい

ては、高壁章 11-18、アル= ヒジュル章 28-42、夜の旅章 61-65、サード章 71-85 を参照。

3 クライシュ族<の不信仰者らは、預言者*がクルアーンを読誦すると、口笛や拍手をしたり、
雑音を立てたりして、それを妨害した （アッ=タバリー9:7191 参照)。

4 つまり不信仰と、アッラー*への不服従のこと （アッ =サァディ ー748 頁参照)。
5 創造物の内に存在するアッラー*の （唯一性* と偉大さの）印、および預言者*に啓示された

アーヤ*のこと （イブン•アティーヤ 5:13 参照)。
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秦為jfe飾29. また、不信仰に陥った者*たちは（地獄で、

こう）言う。「我らが主*よ、ジン*と人間

の内、私たちを迷わせた者たちを、お見せ

下さい。（そうすれば、）彼らが（地獄の)

最下層の者となるべく、私たちの足の下に

してやります」。1

政求峰j娜

30 本当に「我らが主*はアツラー*です」と言

い、それからまっすぐに歩んだ者2たち、彼

らには（その死期に、）天使*たちが（こう

言いつつ）下る。「怖れるのでも、悲しむ

のでもない3。あなた方が（現世で）約束さ

れていた天国を、喜ぶのだ。

4;g取#㈣

_
31 私たちは現世の生活と来世における、あ

なた方の味方4である。そして、そこ（天

国）にはあなた方のために、あなた方自

身が欲するものがある。そこにはあなた

方のために、あなた方が求めるものがあ

るのだ。

32. 赦し深ぐ慈愛深い*お方からの御もてなし

として」。

33. アツラー* (の唯一性*と崇拝*) へと招き、

正しい行い*を行い、「本当に私は、服従す

る者（ムスリム*)の一人です」と言う者よ

りも、善い言葉の者がいようか？

ぶ

^
じ

^
;

1 同様の情景の描写として、高壁章 38-39も参照（イブン•カスィール 7:175 参照)。

2 つまり「アツラー*への服従において、信仰、言葉、行いがまっすぐであり続けた者」（ア

ル=クルトゥビー15:358参照)。

3 雌牛章 38「怖れもなければ、悲しむこともない」の訳注も参照。

4 つまり天使*たちは、現世ではアツラー*の命によって信仰者たちを正し、成功させ、守護

した。そして来世においては、墓の屮•復活の日*の恐怖を和らげ、復活の時には安心させ、

地獄の架け橋（鉄章 13参照）を渡るのを助け、天国へと到達させてくれる（イブン•カス

イール 7:177 参照)〇
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M 善と悪とは同じではない。（使徒*よ、あな

た 1に悪くする者にも、）より善いものでも

て、返してやれ。そうすればどうだろう、

あなたとの間に敵対心がある者も、あたか

も親しい味方のようになるのだ。

*3

> そしてそれは、忍耐*する者しか手にするこ

とがなく 、それは （現世と来世における、）

こ の 上 な い 幸 福 の 持 ち 主 し か 手 に す る こ

とはない。

を

^
_3また、もしシャイターン*からの一突きがあ

なたを突いたら2、アツラー*にご加護を乞

うのだ。かれこそはよくお聴きになるお

方、全知者であられるのだから。

•Sp 難\jjii====ĉ ^̂
秘

^
S祕U>44

;5_ネ4

夜、昼、太陽、月は、かれの （唯一性* と全

能性を示す）御徴の一部である。太陽にも

月にもサジダ*せず、それらをお創りになつ

たアツラー*にサジダ*せよ。もしあなた方

が、かれのみを崇拝*するのなら。

m そして、もし彼らが （アツラー*へのサジダ*

に対して）奢り高ぶったとしても、（放って

おくがよい、）あなたの主*の御許にいる者

(天使*) たちは倦むことなく、夜に昼にか

れを称えている*のだから。（読誦のサジダ*)

峰 lyt)はまたあなたが、大地が惨めな有様3なのを

見ても、そこにわれら *が （雨）水を降ら

せると、それが震動し、膨張する 4のは、

1 この 「あなた」 については、雌牛章 120 の訳注を参照。

2 この表現については、高壁章 200 の訳注を参照。

3 「惨めな有様」 とは、乾ききって不毛な様子のこと （ムヤッサル 481 頁參照)。

4 「震動」 は、植物が芽生え、動き出すことを、「膨張」 は大地が水を含んで、膨張すること

を指すという （イブン•アーシユール 24:302 参照)。
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かれの （唯一性* と全能性を示す）御徴の

一つ。それに生を与えたお方こそは、ま

さしく死んだものに生を与えられるお

方。本当にかれは全てのことがお出来に

なるお方なのだ。
し る し

j鬼つ

漆cAfe#j身滅

^
40. 本当に、われら*の御徴 （アーヤ*) におい

て （真理から）逸脱1する者たちが、われら

*から隠れることは出来ない。それで（その

逸脱者のように、）業火に放り込まれる者

がより善いのか、それとも復活の日*に （御

徴を信じる者として、懲罰から）安泰な

状態でやってくる者か？ あなた方が望む

ことを行うがよい。本当にかれは、あなた

方が行うことをご覧になっている。

本当に、その教訓 （クルアーン*) が自分た

ちのもとに到来した時に、それを否定した者

たちは （、破滅する定めにある）。それこそ

は、まさしく偉力あふれた啓典2なのだ。

その前からも、その後ろからも、虚妄が訪

れることがない3 (啓典）。英知あふれる*、

称賛されるべき*お方から下されたもの。

(使徒*よ、シルク*の徒から）あなたに言

われることは、既にあなた以前の#徒*たち

に言われたことに外ならない。本当にあな

たの主*は、まさしく赦しの主であり、痛烈

②兄ぶン逆

ち ょ う ば つ

な懲罰の主である。

1 否定、嘘呼ばわり、改ざん、真の意味からの脱線、アッラー*がお望みになってはいない別

の意味を与えることなど、あらゆる形での 「逸脱」（アッ=サァディー750 頁参照)。

2 アッラー*によって偉力あふれたものとされ、あらゆる種類の変更から守られた 「啓典」 の

こと （ムヤッサル 481 頁参照)。

3 クルアーン*はアッラー*によって守られた啓典であり、そこに新たな削除や付け加えが及

ぶことはない （前掲書、同頁参照)。アル= ヒジュル章 9 とその訳注も参照。
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もし、われら*がそれを外国語のクルアーン
*としたならば、彼ら（シルク*の徒）は言

ったことだろう。「そのアーヤ*はどうして、

(私たちに理解できるよう）詳細にはされ

なかったのか？ 外国語（の啓示）とアラ

ブ人1 (の預言者*) だと？」（使徒*よ、）

言ってやれ。「それ（クルアーン*)は、信

仰する者たちにとっての導きと癒し2なの

だ。信仰しない者たちはその耳に重しがあ

る3のであり、それは彼らにとっての盲目

(の原因）である。それらの者たちは、遠

い場所から呼びかけられているのだ4」。

44.

われら*は確かに、ムーサー*に啓典（卜

ーラー*) を授けたが、そこにおいて異論

が生じ（、ある者は信じ、ある者は信じ

なかっ）た。そして（使徒*よ）、もし（あ

なたの民に対する懲罰を猶予する、とい

う）あなたの主*からの先んじた御言葉が

なければ、彼らの間には裁決が下されて

しまったであろう。本当に彼らはそれ（ク

ルアーン*)に対する、大きな疑惑の真っ

只中にあるのだ。

16. 誰でも正しい行い*を行う者は、自分のため

に（そうするの）であり、悪い行いをする

者は、自分に対して（そうするの）である。

アツラー*は、その僕たちに対する不正*者

などではない。

45

1 それが下った者の言葉はアラビア語なのに、外国語のクルアーン*とはどういうことだ、と

いうこと（ムヤッサル 481 頁参照)。

2「癒し」については、ユーヌスx章 57の訳注を参照。

3「耳に重しがある」については、家畜章25の訳注を参照。

4 つまり呼びかけを聞くこともなければ、それに応じることもない（前掲書、同頁参照)。
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かれ（アツラー*) の御許にこそ、（復活の)

その時の知識は帰される。また、かれの知

識なしには果実がその包みから出て来る

ことはなく 、女性が身ごもることも、出産

することもない。かれが（シルク*の徒に、）

「（あなた方が、崇拝*において）われの同

位者たち （としていた者たち）は、どこな

のか？」 と呼びかけられる、その日のこと

(を思い起こさせよ）。彼らは言う。「（今)

私たちは、あなたにお知らせします。私た

ちの中には、誰も証言者1がいません」 。

^
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また、彼らが以前 （アツラー*をよそに）祈

ていたものは、消え美せてしまう。そし

て彼らは自分たちに、いかなる逃げ道もな

いことを確信するのだ。

つ

き が ん

人間は、善の祈願2には飽きることがない。

そして、 もし悪が彼を襲えば、失意の念激

しい者、絶望の底に陥った者となる3。

如奴私J多蘭
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また、もしもわれら*が、彼 （人間）に災難

が龔った後、われら*の御許からの慈悲を味

わわせたならば、彼は必ずや （こう）言う

のだ。「これは私のため （に相応しいもの)

であり、私は （復活の）その時が起こると

は、思わない。そして、もしも私が我が主*

のもとに戻らされたとしても、私にこそは

かれの御許において、まさしく最善のもの4

1 アッラー*に同位者がいる、と証言する 「証言者」 のこと （ムヤッサル 482 頁参照)。

2 富、財産、子供など、現世の魅力的なものを求める祈願のこと（アッ =サァディー752 頁参照)。

3 つまり、アッラー*のご慈悲に絶望し、その試練が一#の終わりと思い込む。しかし信仰者

はこれとは逆に、善いことがあればアッラー*に感謝し、それが罰の前触れではないかと警

戒する。そして災難が襲えば忍耐* し、アッラー*の恩寵 （おんちょう）を乞うのである （前

掲書、同頁参照)。

4 つまり天国のこと （ムヤッサル 482 頁参照)。
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があるのだ」 。では、われら*はきっと不信
おちい

仰に陥った者*たちに、彼らが行った （悪）

事を告げ、彼らに必ずや、荒々しい懲罰を

味わわせよう。

て》じ

^
、、洛I われら *が人間に恩恵を授ければ、彼は（真

理に従うことを）拒み、そっぽを向いて遠

ざかる。そして自分に悪が降りかかると、

延々と祈願する者となる。

(在徒*よ、）言ってやれ。「言ってみよ。

もし、それ（クルアーン*) がアツラー*の御

許からのものであり、そしてあなた方がそ

れを否定したとすれば （、あなた方ほど迷

ている者はいないではないか）？ （真

理と）遠い対立の中にある者よりも、ひど

く迷っている者があろうか？」

ぬ城ル4拜3び
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3jわれら *は、彼らに見せよう。それ （クルア

ーン *)が彼らに真実であることが明らかに

なるまで、われら *の御徴を彼方に、そし

て彼ら自身の内に 1。一体、あなたの主*だ

けで、かれが全てのことの証人ということ

だけで、 （クルアーシ*の真実性の証拠は）

十分なのではないか？

:.">3

M 本当に彼ら （不信仰者*たち）は、自分たち

の主*との （死後の）拝謁を、疑わしく思

ているのではないか。本当にかれ （アツ

ラー*) は、全てのものを悉く包囲される

*お方なのではないか。

1 撒き散らすもの章 20-21 も参照。
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相談章 （アツ =シューラー）1

慈悲あまねく *慈愛深き *

アツラー *の御名において

靡H

0

^-
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2. ア イ ン . ス イ ー ン •カ ー フ。2

> . そのように （預言者 *よ、）偉力ならびなく

*、英知あふれる *アツラー*は、あなたに、

そしてあなた以前の （預言）者 *たちにも啓

余3し結う。

が％�、职私

_
かれにこそ、諸天にあるものと大地にある

し こ ラ

ものは属するのであり、かれは至高の *お

方、この上なく偉大なる *お方であられる。

諸天は （アツラー *の偉大さと荘厳さゆ

え、）その上方から割れ裂けんばかり。そ

して天使 *たちは彼らの主 *の称賛 *と共に

(かれを）称え *、大地にいる （信仰）者

たちのため、赦しを乞う 4。実にアツラー*

こそは赦し深いお方、慈愛深い *お方では

ないか。

舞鄉概j

1 マッカ *啓示で学者間の見解は、ほぼ一致。スーラ *冒頭と末尾に見受けられるように、啓

示、および預言者*としての使命の真実が主なテーマになっており、その他、アッラーの唯

一性 *、復活の日*の信仰などの基本的信仰も取り上げられている。また、アツラー*の御力

を示す白然界の様々な恩恵の描写や、施し、赦しの心など、信仰者としての具体的な特徴

も描写される。スーラ *の名称ともなっている 「相談 （アーヤ *38 参照)」 の必要性も、こ

の流れで言及されたもの。

2 アーヤ1-2 の文字群については、頻出名•用語解説の「クルアーンの冒頭に現れる文字群*」

を参照。

3 つまりアッラーの唯一性 *と復活の信仰へと招く 、啓示のこと （ア ツ = シ ヤ ウ カ ー ニ ー

4:688 参照)。

4 人間に対する天使*の祈願については、赦し深いお方章 7-9 も参照。
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6. かれをよそに庇護者を設け （て崇め）た者 此
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たち、アツラー*は彼らの （行いを）見守ら

れるお方であり、（使徒*よ、）あなたは（警

告者であって）彼らの代理人なのではない。

先輿，相㈣敏
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7. そのように、われら*はあなたにアラビア語

のクルアーン*を啓示した。（それは）あな

たが都市の母と、その周辺1にいる者に警告

を告げ、疑惑の余地のない集合の日2を-告

するため。（そこにおいて）ある集団は天国

にあり、またある集団3は烈火の中にある。

8. また、もしアツラー*がお望みだったなら

ば、かれは彼ら （人々）を （導かれた）一
つの共同体にされただろう。しかしかれ

は、かれがお望みになる者を、そのご慈悲

の中にお入れになる。そして不正*者たち、

彼らにはいかなる庇護者も援助者もない。

〇 いや、一体彼ら （シルク *の徒) は、かれ（ア

ツラー*) をよそに庇護者を設け （て崇め）

るというのか？ そうだとしてもアツラー
*こそが （真の）庇護者*であり、かれは死

んだものに生を与えられる。そしてかれ

は、全てのことがお出来なのだ。

10. (人々よ、）あなた方がそこ （宗教）におい

て、何について意見を異にしたにせよ、その

裁決はアツラー*に属するのだ。（使徒*よ、

言え。）「そのお方がアツラー*、我が主*。
かれにこそ、私は全てを委ね*、かれにこそ、

私はよく （梅悟して）立ち返るのだ」 。

淡雄2

jレ 夕

^̂ ^
い

1 「都市の母」「その周辺にいる者」 については、家畜章 92 の訳注を参照。

2 つまり復活の日*の懲罰のこと （ムヤッサル 483 頁參照)。

3 前者の 「集団」 は、アッラー*を信じ、預言者*に従った集団。後者はその逆 （前掲書、同
頁参照)〇
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6U4ぬ雄沿㈣! i (アッラー*は）諸天と大地の創成者*。か

れはあなた方自身の内から、あなた方のた

めに配偶者を創られ、家畜の内からも雌雄

をお創りになった。かれはそこにおいて、

あなた方を繁茂させるのである。いかなる

ものも、かれには似ていない1。そしてかれ

はよくお聞きになるお方、よくご覧になる

お方である。

功⑽飄々�⑴抑かれにこそ、諸天と大地の鍵は属する2。ア

ッラー*は、かれがお望みの者に糧を豊富に
ひ か

与えられ、また控えられる3。本当にかれは、

全てのことをご存知であるのだから。

匕少

^̂
。㈤、 �

1

^
) C$^J

: (人々よ、）かれは、かれがヌーフ*に命じ

た宗教の一部を、あなた方に明らかにし

た。また、 （使徒*よ、）われら *4があなた

に啓示したものと、イブラーヒーム*とムー

サー*とイーサー*5に命じたものを。つまり

「あなた方は宗教を確立し6、そこにおいて

分裂してはならない」 ということである。

(ムハンマド *よ、）あなたが彼らを招いて

いるもの （タウヒード*) は、シルク *の徒

にとって重大であった。アッラー*は、かれ

がお望みの者をそこ （タウヒード*) へと選

び抜かれ、よく （悔悟して）立ち返る者を

そこへと導かれる。

1 アツラー*はその本質、美名、属性、行為において、いかなる創造物にも似ていない （ムヤ
ツサル 484 頁参照)。ビザンチン章 27 も参照。

2 天地の王権、慈悲と糧の鍵はアツラー*にこそ属する （前掲書、同頁参照)。

3 物語章 82、サバア章 36、暁章 15-16 とその訳注も参照。

4 この主語の転換については、食卓章 12 「われら *」 の訳注を参照。

5 ここで言及されている五人の使徒*については、部族連合章 7 の訳注を参照。

6 アツラー*のタウヒード*と、かれへの服従、かれのみの崇拝*によって、「宗教を確立」 す

ること （前掲書、同頁参照)。
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42. 相談章

a； レ;

^
齡a

㈡ dド

^̂ ©ブン

彼ら （シルク*の徒）が （宗教において）分

裂したのは、彼らのもとに知識が到来した
し ん ぱ ん

後のこと、彼らの間の侵犯ゆえ以外の何も

のでもなかった 1。そして定められた期限2

までの、あなたの主*からの先んじた御言葉

がなかったならば、彼らの間には （早期で

の懲罰という）裁決が下されていただろ

う。本当に、彼らの後に啓典を引き継がさ

れた者たち （啓典の民*) は、そこ （宗教と

信仰）における大きな疑惑の真っ只中にあ

るのだ。

ならば （使徒*よ）、あなた3はそこ （正し

い宗教）へと招き、自分が命じられたよう

にまっすぐであれ。そして、彼ら （真実に

疑念を抱く者たち）の私欲に従ってはなら

ない。また、言うのだ。「私は、アツラー

*が啓典として下された （全ての）ものを信

じた。そして私は、あなた方の間を公正に

取り持つことを命じられたのである。アツ

ラー*は私たちの主*であり、あなた方の主

*〇私たちには私たちの行い （の報い）があ

り、あなた方にはあなた方の行い（の報い)

がある。（真実が明らかになった後、）私

たちとあなた方の間に、議論の余地はな

い。アツラー*は （復活の日*、）私たちを

お集めにな （り、真実でお裁きにな）る。

そしてかれにこそ、戻り場所があるのだ」。

無•

1 こ の 「知 識J とは、「分裂の禁止」「使徒*の到来」「使徒*や啓典」 についての知識など、諸説あ

る （アル=バイダーウィー5:125 参照)。「侵犯」 については、雌牛章 213 とその訳注を参照。

2 この 「期限」 の解釈には、「復活の日*」「彼らが現世で罰されることになっている日」（アル=

クルトウビー16:12 参照）「彼らの死期」などの説がある（アル=バイダーウィー5:125 参照)。

3 この 「あなた」 については、雌牛章 120 の訳注を参照。以下、同様の表現の際にも、同訳

注を参照。
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アツラー* (の宗教）について、彼 （預言者

*ムハンマド*の呼びかけ）が （人々に）応

じられ （て、従われ）た後、 （盾ついて）

議論する者たち、彼らの議論はその主*の御

許で脆いものである。そして彼らの上には

(現世ではアツラー*からの）お怒りがあ

!( .

ち ょ う ば つ

り、 （来世では）厳しい懲罰があるのだ。
は か り

rへアツラー*は真理と共に啓典と、秤 1をお下

しになったお方。そして （復活の）その時

が近いかもしれないこと 2を、何があなたに

知らせるというのか？

i s . それを信じない者たちは、それ （が到来す

るの）を性急に求める3。そして信仰する者

たちは、それ （の到来）を怯える者たちで

あり、それが真実であることを知ってい

る。本当に、その時 （の到来）について疑

わしく思っている者たちはまさしく 、遠い

迷いの中にあるのだ。

杉」災っi(妙�②

れ し

アツラー*はその僕たちに対して霊妙な*

お方であり、かれがお望みの者に糧をおM
けになる。そしてかれは強力なお方、偉力

ならびない*お方。

© ijt /

^
SUJI4I5.

>u. われら*は、来世の収穫を望んでいた者4に

は誰でも、その収穫に上乗せする。そして
し ゆ う か く

現世の収穫 （だけ）を望んでいた者にも、

1 この 「秤」 は、公正さのこと （ムヤッサル 485 頁参照)。鉄章 25 も参照。

2 「復活の日*の近さ」 については、蜜蜂章 1、預言者* たち章 1 の訳注も参照。

3 彼らは復活の日*を嘘とし、あり得ないこととして、不信仰と頑迷さから、このように言っ

た （イブン•カスィール 7:197 参照)。家畜章 57-58、戦利品*章 32、ユーヌス*章 50、フ
ード*章 8、雷鳴章 6、夜の旅章 92、巡礼*章 47、蜘蛛章 53-54、サード章 16、階段章 1-2
も参照。

4 来世を信じ、その褒美ゆえに努力する者のこと （アッ =サァディー756 頁参照)。
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そこから与えてやるが、彼には来世におい

て少しの取り分もないのだ。1

いや、一体彼ら （シルク*の徒）には、アツ

ラー*がお許しにもなっていないことを、彼

らの宗教として定めた共同者たち2がいる

というのか？ そして （彼らの懲罰の猶予

を定めた）裁断の御言葉がなければ、彼ら

の間には裁決が下されていただろう3。本当

に （アツラー*を信じない）不正*者たちに

は （復活の日*) 、痛ましい懲罰がある。

(使徒*よ、）あなたは （復活の日*に）不

正*者たちが怯えるのを見る。彳摩らが（現世

で）稼いだものゆえ、それ （懲罰）が自分

たちに降りかかってくる状況の中で。一
方、信仰し、正しい行い*を行う者たちは、

天国の庭園にある。彼らにはその御許に、

望むものがあるのだ。それこそは大いなる

恩寵なのである。

2 i

㈣

?9

が

^
k対J知峰

i それはアツラー*が、信仰して正しい行い*

を行うその僕たちに、吉報をお告げになっ

ているもの。（使徒*よ、）言うのだ。「私

はそのことで、あなた方に見返りを要求し

ているわけではない4。ただ、近親関係にお

ける愛情（を、あなた方から求める）だけ」。
そして一つの善を稼ぐ者には、われら*がそ

こに善を上乗せしてやる。本当にアツラー
いたわ

*は赦し深いお方、よく労わられる*お方。

1 夜の旅章 18-21 も参照 （イブン•カスイール 7:198 参照)。

2 この 「共同者たち」 とは、不信仰における共同者であり、彼らをそこへと促していたシャ

イターン*のこと。あるいは、彼らがアツラー*に並べて崇めていた偶像のこと （アル=力

ー ス イ ミ ー14:5237 参照)。

3 このアーヤ*の詳細については、アーヤ*14 とその訳注を参照。

4 この 「見返りの要求」 については、家畜章 90 の訳注を参照。
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ぱy5$ば

^
y

�城キ匈，;ぶ
知以必ギ44

^
�

21 いや、一体彼ら（シルクの徒*)は、「彼（ム
ハンマド*) はアツラー*に対して嘘を捏造

した1」と言うのか？ もし（雇徒*よ、あな

たがそのようなことをし、）アツラー*がお

望みになれば、かれはあなたの心を塞がれ

よう2。アツラー*は虚妄を無に帰させられ、

その御言葉によって真理を確立させられ

る3。本当にかれは、（人々の）胸の内をご

存知であられるのだから。

25. またかれは、（アツラー*だけに服従する）

その僕たちから悔悟をお受け入れになり、

悪行を大目に見られ、あなた方のすること

をご存知のお方。

また信仰し、正しい行い*を行う者たちは

(アツラー*の呼びかけに）応え（て服従

す）るのであり、かれはそのご恩寵から

彼らに上乗せされる。そして不信仰者*た

ちには、（復活の日*に）厳しい懲罰があ

るのだ。

7. もしアツラー*が、その僕たちに糧を豊富

に与えられたならば、彼らは地上で度を越

した4であろう。しかしかれは、彼がお望み

になるものを適度に下されるのだ。本当に

かれは、その僕たちのことを通暁される

お方、よくご覧になるお方。

ヴみ》辱て接

こ

^
S
'

?G

參祕象施』

1 つまり彼らは、クルアーン*が嘘だと主張した（ムヤッサル 486 頁参照)。関連するアーヤ
*として、家畜章 105、蜜蜂章 103、識別章 4-5、煙霧章 14 も参照。

2 同様のアーヤ*として、真実章 44-47も参照（イブン•カスィール 7:2〇4 参照)。

3 ここでの「真理」と「虚妄」については、戦利品*章 8の訳注を参照。

4 この「度を越す」の解釈には、「放埒になり、反抗的になる」「多くのものを与えられれば、

更に多くのものを求める」「富ゆえに互いに侵害し合う」「高慢になる」といった諸説があ
る（アル=クルトウビー16:27 参照)。
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か ん ば つ

2 8 か れ は、彼 ら:

^
(旱魃による）絶望の底に

陥った後に、慈雨を下され、そのご慈悲を

広められるお方。かれは庇護者*、称賛さ

れるべき*お方。

29. 諸天と大地の創造と、歩行生物の内、かれ 现〇

^
がル4'み

;
③以㈣ �;.さ ん か レ

がその両方に散開させられたもの1は、かれ
み し る し

の （偉大さと御力、権威を示す）御徴の一

つである。そしてかれは （復活の日*) 、か

れがお望みになる時に、それらを集合させ

ることがお出来になるお方。

(人々よ、）いかなる災難であれ、あなた

方に降りかかったものは、あなた方の手が

稼いだ （悪）事ゆえのこと2。そして、かれ

は多く （の悪行）を大目に見られる3。

30

j£

^
'g

し」：u あなた方は地上で、 （アツラー*の御力か

ら）逃げられる者ではない。そし$夸なた
方にはアツラー*の外に、いかなる庇護者も

援助者もないのだ。

32. また、山々のように海を進むもの4は、かれ

の （御力、権威を示す）御徴の一つ。

33 もしかれがお望みなら、風を鎮められ、そ

れら （の船）は （海の）その表面に停留し

続ける。本当にその中にはまさしく 、忍耐
*強く感謝深しヽ5全ての者への御徴がある。

1 アッラー*が諸天に散開させられた 「歩行生物」 の解釈には、「天使*」「未知の生物」「そもそ

も 『両方』 ではなく、大地だけが意図されている」 といった説がある （イブン•ジュザイ 2:303
参照)。また一説に、地上に下りれば歩行する鳥類のこと（イブン•アーシュール 25:97 参照)。

2 関連するアーヤ* として、婦人章 79 とその訳注も参照。

3 蜜蜂章 61、創成者*章 45 も参照。

4 「山々のように…」 とは、大きな船のこと （ムヤッサル 487 頁参照)。慈悲あまねき*お方

章 24 の訳注も参照。

5 「忍耐*強く感謝深い」 については、イブラーヒーム*章 5 の訳注を参照。
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vi . あるいは、かれは彼らが稼いだもの1ゆえ

に、それら （の船）を沈没させられる。そ

してかれは、多く （の罪）を大目に見られ

るのだ。

5. われら *の （唯一性*を示す）御徴に対して

(虚妄を用いて）議論する者たちが、自分
ち よ う ば つ

たちには （アッラー*の懲罰から）逃げ道

一つないことを知るように、（われら *は彼

らを溺れさせるの）である。

威ゆ逆㈣爭此
鱗㈣獅兔ぶ

私為:

(人々よ、）あなた方がいかなるものを授

けられたとしても、 （それは）現世の生活

の（�い）楽しみ。そしてアツラー*の御許

にあるものは、信仰し、自分たちの主*に全

てを委ねる *者たちにとって、より善く、よ

り長く続くものなのだ。

>麵切

^
M旗

雜叙�屬以適
翕ぉ夕3偏

: そして （彼らは）、罪の内の大きなもの2と

醜行3を避け、 （誰かに悪くされて）怒っ

てしまった時にも、赦してやる4者たち。

1 また （彼らは、）その主* (の唯一性*と服

従の呼びかけ）に応え、礼拝を遵守* し、

その諸事が彼らの間の相談 （によって決

定されるの）であり、われら *が彼らに授

けたものの内から

^
施しとして）費やす5

者たち。

1 船に乗っている者たちの罪のこと （ムヤッサル 487 頁参照)。アーヤ *30 とその訳注も参照。

2 「罪の内の大きなもの」 については頻出名•用語解説の 「大罪*」 を参照。

3 「醜行」 については、蜜蜂章 90 の訳注を参照。

4 詳細にされた章 34-35 も参照。

5 「われら *が…費やす」 については、雌牛章 3 の訳注を参照。
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また （彼らは）侵害に遭えば、 （その侵害

に対して）打ち勝つ1者たち。

一つの悪の報いは、それと同様の一つの悪2。
それで （悪を行った者を）大目に見、 （その

者との関係を）改善するならば、その褒美は

アツラー*の御許で確定する。本当にかれは、

不正*者たちをお好みにはならないのだから。

39.

�4於成

10.

灰益滅細』膝

41. またその不正*の後、（自分に不正*を働いた者

に対して）打ち勝つ者、それらの者たちには

(そうすることで、）咎められる謂れはない。

実に咎められるべきは、人々に不正*を働

き、地上において不当に度を越す者たち。

42.

ち よ う ば つ

それらの者たちには、厳しい懲罰がある。

. また忍耐* し、赦してやる者こそは、本当に

それこそは、あなた方が決意を固めるべき

事柄の内のもの。

43

アツラー*が （その者の不正*ゆえに）迷わ

せ給う者には、かれをおいて、いかなる

庇護者もない。そして （使徒*よ、）あなた

は （復活の日*) 、不正*者たちが懲罰を目

の当たりにする時、 （こう）言うのを見出

すであろう。「（私たちに、現世へ）戻る

術はありますでしようか？」 3

44.

1 不正*や侵害に打ち勝つ力があり、無力でも惨 （みじ）めでもない。その一方で預言者*ム
ハンマド*は、侵害に報いる力がありながら、自分を迫害した者たち、魔術をかけた者、毒
殺しようとした者など、自分を害した多くの者たちを赦したものだった （イブン•カスイー
ル 7:211 参照)。蜜蜂章 129 も参照。

2 二番目の 「悪」 は報復のことであり、そもそも 「悪」 ではないが、表面上の類似点から同
じ言い回しが用いられている （アル=バガウイー4:151 参照)。雌牛章 178 「キサース刑」
についての訳注も参照。

3 いざ復活の日* (あるいは死）が到来すると、彼らは現世での猶予や、現世への回帰を求め
る。だが、もちろんそれは叶わない。家畜章 27-28、高壁章 53、イブラーヒーム*章 44、
信仰者たち章 99-100、アツ =サジダ*章 12、創成者*章 37、赦し深いお方章 11-12、偽信
者*たち章 10-11 も参照。
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1 5. ま た（fg徒*よ）、あなたは彼らが、そこ （業

h に晒されるのを見る。彼らは屈辱ゆえ

になす術もなく 、 （懲罰を、その恐怖ゆえ

に）ちらちらと横目で見る。（現世で）信

仰していた者たちは （これを見て）、言う。

「本当に （真の）損失者たちとは、復活の

日*に自分たちとその家族を （、業火に入れ

ることによって）損ねた者たちのこと。ま

さに不正*者たちは、永遠の懲罰の中にあ

るのではないか」 。

Ji 6

^
546. また、彼らには （復活の日*) 、アツラー*

をおいて彼らを助けてくれる、いかなる

庇言I者もない。アツラー*が（その者の不信

仰ゆえに）迷わせ給うた者には、いかなる

道1 もないのだ。

(不信仰者*たちよ、）アツラー*からそれ

を押し戻す術のない（復活の）日*が来る前

に、あなた方の主*に （信仰と服従によつ

て）応えるのだ。その日、あなた方には（懲

罰からの）いかなる避難所もなく 、あなた

方にはいかなる否認もない2。

それで、たとえ彼らが （信仰から）背を向

けても、 （使徒*よ、）われら *はあなたを

彼らの監視役3として遣わしたわけではな

い。あなたの使命は、（啓示の）伝達のみ。

こんiiy

47.

諭聰3

18

l 現世では真理へと至る 「道」、来世では天国へと至る 「道」 のこと （ムヤッサル 488 頁

参照)。

2 この解釈には、「その日、彼らに襲いかかる懲罰を否認する者はいない」「自分たちの罪を

否認する者はない」「いかなる援助者もない」 といった諸説がある （アル=クルトウビー

16:47 参照)。

3 「監視役」 については、婦人章 80 の訳注を参照。
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われら*が人間に、われら*の御許から慈悲1

を味わわせれば、彼らはそれに有頂天にな

る。そしてもし悪2が、自らの手が行った

(悪）事ゆえに彼らを襲えば C 彼らは恩

知らずになる）。本当に人間は、不信心こ

の上ない。

a アツラー*にこそ、諸天と大地の王権は属す

る。かれはお望みのものを創られる。お望

みの者には女（子のみ）を授けられ、お望

みになる者には男（子のみ）を授けられる

のだ。

ur あるいは、かれは（お望みの者に）男子と

女子（の両方）を、組み合わせ（て授け）

られる。そしてお望みの者を、不妊にされ

るのだ。本当にかれは全知者、全能者であ

られる。

ij

^
0

^
3'

51 . アツラー*が人間に語りかけ給うことなど

は、あり得べくもない。しかし啓示による

ものか、または覆いの向こうから（語りか

けられるもの）、あるいは御使いを遣わせ

て、かれのお許しと共に、かれがお望みの

ことを啓示し給う場合は別である3。本当に

かれは、至高の*お方、英知あふれる*お方

であられる。

1 ここでの「慈悲」とは、健康、豊かな糧、地位などのこと（アツ=サアディー761 頁参照)。

2 この「悪」とは、病気、貧困などのこと（前掲書、同頁参照)。

3「啓示によるもの」とは、啓示を使徒の心の中に下すこと。「覆いの向こうから語りかける」
とは、ムーサー*が経験したように、見えないところから直接語りかけられること。「御使

いを遣わせる」とは、ジブリール*などの天使*を介して、アツラー*が語りかけること（前

掲書 762頁参照)。
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また （預言者*よ）、われら *はそのように、

われら *の命令による魂 1を、あなたに啓

示した。あなたは （それ以前、）啓典が、

そして信仰が何かを、知らなかったのだ。

しかしわれら *はそれ （クルアーン*) を、

われら *が望む僕たちを導く、光としたの

である。（使徒*よ、）本当にあなたはまき
しく、まっすぐな道（イスラーム*) へと導

くのだ2。

• 諸天と大地にあるもの （全て）が属するお

方（アツラー*) の道へ。アツラー*の御許に

こそ、 （全ての）物事は戻り行くので （あ

り、各人はその行いによって、報いを受け

るので）はないか。

1 「われら*の命令による魂を、あなたに啓示した」 とは、奇跡的な文体と驚異的な構成から

なるクルアーン*を、かれがお望みの形で、お望みの者に下されたこと （アル=クルトゥビ

一16:55 参照)。ここで啓示が 「魂」 と呼ばれている理由については、赦し深いお方章 15

の訳注を参照。

2 前者の 「導き」 は、「導きを授けること」 であり、アツラー*だけに可能な特別な導きのこ

と。一方、後者の 「導き」 は 「説明、案内による導き」 であり、一般的な導きのこと （ア

ツ =シャンキーティー7:21 参照)。雌牛章 272、蜜蜂章 37、ユーヌス*章 99-100、蟻章

80、物語章 56 とその訳注も参照。
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第 43章

金の装飾章 （アツ =ズフルフ）1 C：■麟漏

慈悲あまねく $慈愛深き#

アツラー*の御名において

靡H

•ミ ーh2。 rj . ノ、一

と解明する啓典3に誓って。

：i 本当にわれら *はそれを、アラビア語のクル

アーシ*とした。あなた方が （その意味を）、
わきま

弁えることが出来るように。

そして本当にそれは、われら *の御許にある

啓典の母4の中で、実に気高く 、完全無欠5な

ものなのである。

一体、あなた方が （不信仰に）度を越した

民だからといって、われら *があなた方への

教訓 （クルアーシ*の啓示）を見合わせ、保

留しておくというのか？

6. われら *は昔の人々に、どれだけ多くの預言

者*を遣わしたことか。

4.

©こ

^
ゲ血

1 マッカ*啓示で学者間の見解は、ほぼ一致。スーラ*の名称は、アーヤ *35 に登場する 「金

の装飾」 という語による。クルアーン *の奇跡性、アッラーの唯一性*と御力の証明に始ま

るが、スーラ*の全体を流れているテーマは、シルク *を始めとした、ジャーヒリーヤ*の迷

信の打破 （だは）と信仰の矯正 （きようせい）というテーマである。過去の不信仰の民*

と、イブラーヒーム*、ムーサー*など、彼らに遣わされた使徒*たちの話も、この流れで取

り上げられたもの。最後は天国と地獄の描写、不信仰者*たちに対する警告によって締めく

くられる。

2 この文字群については、頻出名•用語解説の「クルアーンの冒頭に現れる文字群*」を参照。

3 「解明する啓典」 については、ユースフ*章 1 の訳注を参照。

4 「啓典の母」 とは、クルアーン*がそこから写された 「啓典の原版」 である、守られし碑板
*のこと （アッ=タバリー9:7263 参照)。出来事章 77-78、星座章 21-22 も参照。

5 「完全無欠」 については、ユーヌス *章 1 の訳注を参照。
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よげんしや おとず

そして彼らのもとに預言者*が訪れた時は
よげんしゃ

決まって、彼らは彼（預言者*) のことを

嘲笑したものだった。

©城你

H それでわれら*は、彼ら1よりも強力な者た

ちを滅ぼした。昔の人々の有り様は、（不

信仰ゆえの破滅という形で）過ぎ去ってい

たのである。

(使徒*よ、）もしあなたが彼ら（シルク
*の徒）に、「諸天と大地を創造したのは

誰か？」と尋ねたならば、彼らはきっと

(こう）言っただろう。「偉力ならびな

く*、全知のお方が、それらをお創りにな

つたのだ」。

つ

(アツラー*は、）あなた方のために大地を

平坦にされ、あなた方のためにそこに（多

くの）道をお通しになったお方。あなた方

が導かれるように、と。

H

ら113'こ^
43

^
じ

^
5また（アツラー*は）、天から適量の（雨)

水を下されたお方。そしてわれら2はそれ

で、死んだ土地を生き返す。同様に、あ

なた方は（復活の日*、死んで砂となった

後に元通りになって、大地から）出され

るのである。

i I .

12 . また（アツラー*は、生物や植物に）あらゆ

る種類をお創りになり、あなた方のために

船や家畜といった、あなた方が乗る者を創

られたお方。

1 この「彼ら」とは、預言者*ムハンマド*の民、つまりマッカ*の不信仰者*たち（ムヤッサ

ル 489頁参照)。

2 連続した文章での主語の変換については、食卓章 12の訳注を参照。
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^^
私

^
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会二、Wfc
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(それは）あなた方がその上に乗るためで

あり、あなた方がその上に乗った時には自

分たちの主*の恩恵を思しヽ起こし、（こう）

言うためである。「私たちに、これを仕え

させて下さったお方に、称え*あれ。私たち

には、それを屈従させることは叶いません

でした。

そして本当に私たちは、私たちの主*の御許

にこそ、まさしく戻り行く身なのです」。
©こ

^
Gy卿1 !,

P貪み砂/ぶ彼ら（シルクの徒*) はかれ（アツラー*)

に、その僕たちの内からの分身があると

した1。本当に人間は、紛れもない不信心

者である。

ヒ

^
"

^
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. いや、一体かれ（アツラー*)が、ご自身が

お創りになるものの内から娘たちをお選

びになり、あなた方には男子を特別に割り

当てられたと？2

r 彼らの内のある者は、自分が慈悲あまねき*

お方（アツラー*) に対して譬えを挙げたも

のの吉報3を告げられれば、（悲しみで）意

気消沈し、その顔は黒く翳ってしまうのに。

一体、議論において明確でもなく、飾り立

てられつつ育てられた者4を（、アツラー*

の子だなどとするのか）？

か

^
! ド-̂ 沿

)8

i アーヤ*16にある通り、「天使*たちはアッラー*の娘である」という言葉のこと（ムヤッサ

ル 490頁参照)。

2 このアーヤ*の裏にある背景については、蜜蜂章 57とその訳注を参照。

3 つまり、女児誕生の知らせのこと（前掲書、同頁参照)。「慈悲あまねき*お方に対しての譬

(たと)え」については、この前のアーヤ*とその訳注を参照。

4 喋（しやべ）ることも出来ない、金銀や宝石などで作られた彼らの偶像のことを指してい
るという説もある（アル=クルトウビー16:72参照)。
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彼ら （シルク*の徒）は、慈悲あまねき*お方

(アツラー*) の僕である天使*たちを、女

(娘）とした。一体彼らは、彼ら （天使*た

ち）の創造に立ち会っていたとでも？ （天

使*はアツラー*の娘である、という）彼らの

証言は書きとめられ、彼らは（そのことにつ

いて来世で）問われることになろう。

. また、彼らは言った。「もし慈悲あまねき

*お方 （アツラー*) がお望みだったら、私

たちは彼ら 1を崇めたりはしなかった2」 。

彼らにはそれについて、いかなる知識もな

い。彼らは （根拠もなく）、ただ決めつけ

ているに過ぎないのだ。

19.

^
均％20

21. いや、一体われらが彼らに、それ （クルア

ーン*) 以前に啓典を授けたのであり、彼ら

がそれを遵守し （、使徒*に対する自分た

ちの主張の根拠とし）ているとでも？

22. いや、彼らは言ったのだ。「本当に私たち

は、ご先祖様が宗教に属しているのを見出

した。私たちは、彼らの （迪った）道筋の

上に、導かれた者なのである」 。

. また同様に （使徒よ、）あなた以前、われ

らが町に警告者3を遣わした時には決ま

て、その （町の）贅沢者たちは （こう）言

たものなのだ。「本当に私たちは、ご先

祖様が宗教に属しているのを見出した。私

たちは、彼らの （辿った）道筋を継ぐ者な

のだ」 。

�;�3幻i

22

つ

つ

1 「彼 ら」 と は、天使* た ち、あ る い は 偶 像 の こ と （ア ル=パガウィー4:157 参照)。

2 同様のアーヤである、家畜章 148 とその訳注を参照。

3 不信仰者*には懲罰が下るという 「警告者」 のこと （ムヤッサル 491 頁参照)。
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. 彼1は言った。「私が、あなた方が見出した

あなた方の先祖のものよりも正しい導き

を携えて、あなた方のもとに到来したとし

ても （、そうするの）か？」

25. ゆえに、われら*は彼らに（懲罰で）報復し

た。ならば見てみよ、（アツラー*の御徴と

その使徒*たちを)嘘つき呼ばわりする者た

ちの結末が、いかなるものだったかを？

26. イブラーヒーム*が、彼の父と民に （こう）

言った時のこと2 (を思い出させよ）。「本

当に私は、あなた方が（アツラー*をよそに）

崇めているものから無縁です。

. 但し、私を創成されたお方3は別ですが。

本当にかれは、私をお導きになるでしよ

うから」 。

24

27

28. 彼 （イブラーヒーム*) はそれ4を、彼の後

(世）における永遠の言葉とした。（それ

は）彼らが、 （不信仰から信仰へと）戻っ

て来るようにするためである。

. いやし使徒*よ）、われら*はそれらの者 �路錄_3雜湖29

たちとその先祖5を、彼らのもとに真理と
かいめい し と とうらい

解明の使徒6が到来するまで、（現世におい

て）楽しませておいたのだ。

1 この 「彼」 は、預言者*ムハンマド-を含む、使徒*たちのこと。言葉を向けられた相手は、

アーヤ*2243 のような主張をしていた者たち （ムヤッサル 491 頁参照)。

2 イブラーヒーム* とその父親、及びその民のやり取りについては、家畜章 74-82、マルヤム
*章 42-48、預言者*たち章 52-70、詩人たち章 70—89、整列者章 85-98 も参照。

3 頻出名•用語解説の 「創成者*」 も参照。

4 「それ」 とは、アッラー*以外に崇拝*すべきいかなるものもなし、という言葉 （前掲書、
同頁参照)。

5 預言者*ムハンマド*の時代のシルクの徒* と、その先袓のこと（前掲書、同頁参照)。

6 「真理」 はクルアーン

'
「解明の使徒*」 とは、人々が必要としている宗教上の物事を明ら

かにする使徒*のこと （前掲書、同頁参照)。
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30. そして彼らのもとに真理がやって来た時、

彼らは言った。「これは魔術であり、実に

私たちはその否定者である」 。

tlJ^\ ス
1

^
*5

^
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^
み

! ま た、彼 ら は 言 っ た。「ど う し て こ の ク ル

アーン*は、二つの町の （いずれかの）偉大

な者1に下らなかったのか？」

i 一体彼らが、あなたの主*のご慈悲2を （望

む者に）割り当てるというのか？ われら

*は、現世の生活における彼らの生活(の糧)

を彼らの間に割り当て、彼らがお互いに仕

える身となる3ベく、彼らの内のある者を別

の 者 よ り も 高 い 位 に 上 げ た の で あ る 。

(使徒*よ、）あなたの主*のご慈悲4は、彼

らが （現世で）集めている （つまらない）

ものよりも善いのだ。

5

じ も し、人 々 が （不 信 仰 な）一つの共同体と

なってしまうのでなければ、われら*は慈悲

あまねき*お方 （アツラー* ご自身）を否定

する者の家に、銀の屋根と、彼らがそこへ

と昇る階段を与えたであろう。5

1 マッカ*かターイフにおける、彼ら不信仰者*らの目に偉大な者、という意味 （イブン•カス

ィール 7:225 参照)。具体的に誰を指しているか、ということについては諸説ある。家畜

章 124、物語章 68 とその訳注も参照。

2 この 「ご慈悲」 は、預言者* としての使命を指す （前掲書、同頁参照)。

3 各々の必要において依存し合い、それによって親愛と団結が生まれ、世界は秩序立ったも

のとなる （アル=バイダーウィー5:145 参照)。家畜章 165 「.••高く位置づけられたお方」

の訳注も参照。

4 この 「ご慈悲」 の解釈には、「預言者* としての使命」「天国」「来世での褒美」 などの諸説

あり （アル=クルトウビー16:84 参照)。家畜章 124 とその訳注も参照。

5 全ての人々が現世へと傾倒し、来世を放棄することによって不信仰に陥 （おちい）るので

なければ、彼らに現世でそれらのものを授けられただろう、ということ （アル=クルトウ

ビー16:84)。
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3 4 . ま た 彼 ら の 家 に、 （銀 の） と、彼 ら が# 念

^ lo

^
\yQ%

りかかる寝台を。

また、金の装飾を。それら全ては、現世の

生活の （�い）楽しみでしかない。そして

来世(の安寧)はあなたの主*の御許で、敬虔

な*者たちのためにあるのである。

ぅ0 慈悲あまねき*お方 （アッラー*) の教訓 （ク

ルアーン*) に目をつむる者があれば、われ

ら*はその者にシャイターン*をあてがい、彼

(シャイターン*)はその者の相棒となろう。

:'5!5

7 また、本当に彼ら （シャイターン*) は、彼ら

(教訓に目をつむる者）のことを （真理の）

道から、まさしく阻むのである。彼らは、自

分たちが導かれた者だと思っているのだが。

38 やがて彼 （教訓に目をつむる者）は （復活

の日*、清算のために）われら *のもとにや

っ て 来 る と、 （相 棒 に、こ う）言 う。「あ

あ、私とあなたの間に、東西 （ほど）の隔

た り が あ っ た ら よ か っ た の に！ （あ な た

は）何と醜悪な相棒であろうか」 。

如0い

^
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念こぶじi
3 9 こ の 日、 （現 世 で シ ル ク *と い う）不 正*を

(共に）働いたゆえ、あなた方が懲罰の中

で一緒になっても、そのことがあなた方を

益することはない。

一体(使徒*よ）、あなたは聾に聞かせ、盲人

©gviji

^
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^
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1 と 明 ら か な 迷 い の 中 に あ る 者 を 導 く 2と

いうのか？

1 この 「聾」 と 「盲人」 については、雌牛章 7、18、家畜章 50、雷鳴章 16、フード*章 20、

24 とその訳注も参照。

2 この「導き」については、雌牛章 272 とその訳注を参照（イブン•カスィール 7:228 参照)。
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^
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(使徒*よ、）もし、われら *があなたを （、

不信仰の民*に対する勝利の前に）他界させ

たとしても、本当にわれら *は（来世におけ

る）彼らへの報復者である。

©

^
你�4 I .

42. あるいは、われら *が彼らに約束したもの1

をあなたに見せてやるとしても、本当にわ

れら *は （早かれ遅かれ、）彼らを掌握す

る者なのだ。

13. ならば （使徒*よ）、あなたに啓示された

ものを固守せよ。本当にあなたは、ま

すぐな道 （イスラーム*) の上にあるのだ

ふ
■

及

^
!■
と ね 批

>•〇 ■> »■〇

か ら。

-14. また、本当にそれ （クルアーン*) はまさし

く 、あなた方とあなたの民に対する栄誉2な

のだ。あなた方は （そのことに関するアツ

ラー*への感謝と、その実践について）問わ

れることになろう。

ね. また（使徒*よ、）われら *の使徒*たちの内、

われら *があなた以前に遣わした者たち（の

信徒である啓典の民*) に、尋ねてみよ。一
体われら *が、慈悲あまねき *お方 （アツラ

一*) をよそに崇められる神々3を設けたの

か、と。

1 アルニバガウイー*によれば、大半の解釈学者はこれをバドルの戦い *のこととしている

(4:162 参照)。

2 クルアーン *は預言者*ムハンマド*の民の言葉で下ったのであり、それゆえに彼らはそれに

対する最もよき理解者•実践者たるべきである。その意味でクルアーン *は彼らへの「栄誉」

なのであり、よき先人であったムハージルーン*の精鋭たち、彼らと同様の者たち、彼らを

踏襲 （とうしゅう）した者たちはその好例である （イブン•カスイール 7:229 参照)。預言

者>たち章 10、信仰者たち章 71 とその訳注も参照。

3 「神々」 に関しては、雌牛章 133 の訳注を参照。
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■16. われら *は確かにムーサー*を（、彼の正し

さを示す）われら *の御徴 1 と共に、フィル

アウン* とその有力者たちに遣わした。そし

て彼 （ムーサー*) は、言ったのだ。「本当

に私は、全創造物の主*の-徒*なのです」。

47. それで彼（ムーサー*) が、われら*の御徴を
た ず さ と う ら い

携えて彼らのもとに到来すると、どうだろ
し る し

うか、彼らはそれ （御徴）を笑い飛ばした。

你。域

^
451

^
48. また、われら *が彼らに御徴を見せる時、

それは決まってそれに先行するものより

も大きなものとなった。そしてわれら*は、

彼らを懲罰で捕らえたのである。彼らが、

(不信仰から信仰へと）戻るようにと。2

0

49. 彼ら （フイルアウン*たち）は、（ムーサー
*に向かって）言った。「魔術師3よ、私た

ちのため、あなたの主*に、かれがあなたに

約束されたもの4で祈ってくれ。（そうすれ
み ち びか な ら

ば、）本当に私たちは必ず、導かれた者

となるから」 。

50. それでわれら*が彼らから懲罰を取り除け

てやると、どうであろう、彼らは （約束を)

破るのだ。

フィルアウン*は、自分の民に呼びかけた。

彼は言った。「我が民よ、私にこそエジプ

卜の王権は属し、これらの河川は私の （宮

殿の）下から流れているのではないか？

一体、あなた方は （我が偉大さと、ムーサ

一*の無力さを）見ないのか？

51 .

0

^

1 その筆頭が、九つの奇跡液の旅章 101 の訳注を参照）である（アル=クルトゥビー16:97 参照)。

2 同様の情景の描写として、高壁章 133-136 も参照 （ムヤッサル 493 頁参照)。

3 当時、魔術師の地位は高く 、人々の尊敬を集める存在だったとされる（前掲書、同頁参照)。

4 「約束されたもの」 については、高壁章 134 の訳注を参照。
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^

52. いや、私の方が、取るに足らず （言葉の）

説明もままならない1 この者よりも、優れて

いるのではないか？

(ムーサー*が本当のことを言っている）な

らば、どうして彼には金製の腕輪が下され

たり、彼と共に天使*たちが連なり合って

到来し （、彼の正しさを証言し）たりはし

ないのか？」

54 . そして彼（フイルアウン*) は、その民を無

知へ追いやって迷妄へと招き、自分に従わ

せた。本当に彼らは、放逸な民だったのだ。

53.

55. それで彼らが（、反抗と不信仰によって)
いきどお

われら *を憤らせた時、われら *は彼らに
ほ う ふ く み な お ぼ

報復し、彼らを皆、溺れさせたのである。2

•满均I知56. そしてわれら *は彼らを、後世の （同様の）

者たちへの先駆と、譬えとした。

また、マルヤム*の息子 （イーサー*) が譬え

として挙げられれば、どうであろう、あなた

の民はそのことで （喜んで）どよめく。3

58 そして、彼らは言った。「一体、私たちの

神々がより優れているのか、それとも彼

(イーサー*) か？4」彼らは

_
論のために、

あなたに対して彼を （譬えに）挙げたに過

ぎない。いや、彼らは （虚妄によって）議

論する民なのである。

4 •
、〇57.

1 詳しくはター•ハー章 27 とその訳注、詩人たち章 13 を参照。
2 この時の様子については、ユーヌス*章 90-92、ター•ハー章 77-78、詩人たち章 61-66 も参照。

3 一説に、このアーヤ*と後続のアーヤ *は、預言者*たち章のアーヤ *98 が下った時、シルク
の徒*がイーサー*らについて議論したことについて下ったとされる （ムヤッサル 493 頁参
照)。詳しくは預言者*たち章 101 の訳注を参照。

4 つ ま り、彼らがアッラー*の娘として崇めている天使*たちの方が、イーサー*より優れた存
在であり、ゆえに天使*たちはイーサー*よりも崇拝*に値する、ということ （アル=カース
ィミー14:5278-5279 参照)。
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おんけい

39. 彼（イーサー*) はわれら*が恩恵1を授け、

イスラーイールの子ら*への譬え2とした、

一人の僕に過ぎない。

60. もしわれら*が望めば、われら*はあなた方

(人類）の代わりに地上で（の物事の管理

を）継承する、天使*たちをもうけただろ

、11A
そして本当に彼（イーサー*) はまさしく、

(復活の）その時の知識4である。ならば、

それ（復活の日*) を疑わしく思わず、私

に従うのだ。これが（天国へと続く）ま

すぐな道なのである。

() 1.

ウ

oZ. また、決してシャイターン*に、あなた方を

(私への服従から）阻ませてはならない。

彼こそはあなた方に対する、紛れもない敵

なのだから。

炎 卿
■じ多

(>3. イーサー*が明証5を携えて（イスラーイー

ルの子ら*のもとに）到来した時、彼は言っ

た。「私は確かに、英知6を携えてあなた
とうらい

方のもとに到来した。そしてあなた方に、

あなた方が（宗教において）意見を異にし

1 この「恩恵」とは、預言者*としての使命のこと（ムヤッサル 493頁参照)。

2 アッラー*の御力を示す御徴と、訓戒としての「譬(たと)え」（前掲書、同頁参照)。

3 「あなた方人類の内から天使を*もうけ、彼らを地上に住まわせ、天使*が天にいることが、

崇拝*に値する栄誉ではないことを教えたであろう」という解釈もある（アル=クルトウビ

一16:105参照)。

4 末世にイーサー*がこの世に降臨（こうりん）することは、復活の日*があることを示す証

拠である、と言う意味（ムヤッサル 494 頁参照)。

5 この解釈には「奇跡」「福音*」「明白な法規定」などの諸説がある（アル=バイダーウィー

5:151 参照）

6 この「英知」の解釈には、「奇跡」「福音*」「預言者*としての使命」などの諸説がある（ア

ル=クルトウビー16:107-108参照)。
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ている、いくつかのことを明らかにするた
おそ したが

め1。アツラー*を畏れ*、私に従うのだ。

64. 本当にア1ソラー* こそは我が主*であり、あ

なた方の里*。ならば、かれを崇拝*せよ。
これがまっすぐな道なのだから」 。

. それから （イーサー*に関し）、彼らの間で

派閥が意見を異にした2。それで （イーサー
*に神性を認めるという）不正*を働いた煮
たちに、（復活の）その日の痛ましい懲罰

65

わざわ

の災いあれ。

66. 一体彼らは、 （復活の）その時が、気付か

ぬ内に突然、彼らのもとにやって来るのを

待っているだけなのか？

(不信仰と罪における）親友たちはその

日、お互いに敵となる。但し、敬虔な*者た

ちは別 （で、その親愛は永遠）だが。

67.

翕こ

^けいけん

©離

(敬虔な*者たちには、こう言われる。）「わ

が僕たちよ、この日あなた方に怖れはな

く、悲しむこともない3」 。

(彼らは）われら *の（啓典と使徒* という）

御徴を信じ、服従する者 （ムスリム*) だ

た者たち。

G8.

09.

翕こ

^^
つ

(また、彼らにはこう言われる。）「あな

た方とあなた方と同様の者たち4は、喜悦を

授けられて天国に入るがよい。

70.

1 イーサー*はムーサー*の法、つまりトーラー*の法規定を完遂 （かんすい）すべく、到来し

た （アツ =サアディー768 頁参照)。イムラーン家章 50 も参照。

2 マルヤム*章 37 の訳注も参照。

3 「怖れはなく …」 については、雌牛章 38 の訳注を参照。

4 妻、子供、友人などの内、彼らと同様の行いであった者たちのこと （アツ=サアディー769
頁参照)。
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ヂ3 00oe71. 彼らには、金の皿 （に載った食事）と （金

の）杯 （に逢られた飲み物）が回される 1。
また、そこには心が欲し、眼を喜ばせる

物があり、あなた方はそこに永遠に留ま

るのだ。

�叫部孤;72. そしてそれは、あなた方が （現世で）自分

たちが行っていたことゆえに引き継がさ

れた2、天国である。

73. そこにはあなた方に沢山の果実があり、あ

なた方はそこから食べるのだ」 。

71- 本当に （不信仰を犯した）罪悪者たちは、

地獄の懲罰の中に永遠に留まる。

0

5. それが彼らに対して鎮められることはな

く 、彼らはそこで落胆する。

% われら*が （懲罰によって）彼らに不正*を

働いたのではない。しかし彼らこそが、（シ

ルク * と預言者*への不服従を犯す）不正*

者だったのだ。

77. 彼らは呼ぶ。「マーリクよ、あなたの主*

に、 （私 た ち が 苦 し み か ら 休 め る よ う、）

私たちの息の根を止めさせてくれ」。彼（マ
ーリク）は言う。「実にあなた方は、 （永

遠にそこに）留まる身なのである」 。3 ^
2が破

1 天国の民の食べ物と飲み物についてはヤー•スイーン章 57、整列者章 45-47、サード章 51、

詳細にされた章 31、煙霧章 55、ムハンマド*章 15、山章 22、慈悲あまねき *お方章 52、

68、出来事章 17-21、真実章 23、人間章 5-6、14、17-18、21、送られるもの章 42、消

息章 34、量を減らす者たち章 25-28 なども参照。

2 天国を 「引き継がされた」 という表現については、マルヤム*章 63 の訳注を参照。

3 「マーリク」は、地獄の番人の名（ムヤッサル 495 頁参照)。赦し深いお方章 49 も参照。
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科!

^
翁孰8. われら *は確かに、あなた方に真実をもたら

した。しかしあなた方の大半は、真実を嫌

う者だったのだ。1

9. いや、一体彼らは （真理に対する策謀を、）

万全に準備したというのか？ だとして

も、われら * こそが （彼らへの懲罰を、）

万全に準備する者なのである。

Xr-ii 匕、
80. いや、一体彼らは、本当にわれら *が彼らの

秘密も、彼らの密談も聞いてはいないと思

ているのか？ いや、われら*の使いたち
2はわれら *のもとで、 （彼らの全ての行い

を）記録しているというのに。

(使徒*よ、シルク *の徒に）言うのだ。「も

し （、あなた方が思い込んでいるように）、

慈悲あまねき*お方 （アツラー*) に御子が

あったとしたら、私が （その）崇拝*者の先

駆けだっただろう3」 。

ウ

81 .

飲

版與

^̂
わ」み泣

82. 彼らが言うことから （無縁な、）諸天と大

地の主*、御座4の主*に、称え *あれ。

83. ならば（使徒*よ）、彼らを放っておけ。（そ

うすれば）彼らは、自分たちが （懲罰5を)

約束されている日に遭遇するまで、 （虚妄
たわむ

の中に）のめり込み、 （宗教において）戯

れるであろう。

1 この言葉は、アツラー*のものとも、天使*たちのもの、とも言われる。また地獄の民のみ

ならず、クライシュ族*に向けて語られている、ともされる（アブー•ハイヤーン 8:2 参照)。

2 人間の行いを記録する天使たちのこと （ムヤッサル 495 頁参照)。雷鳴章 11 とその訳注

も参照。

3 もちろん、そのようなことは過去にも未来にもあり得ないことである（前掲書、同頁参照)。
同様のアーヤ*として、預言者*たち章 17、集団章 4 とその訳注も参照。

4 「御座」 に関しては、高壁章 54 の訳注を参照。

5 この「懲罰」は現世のもの、来世のもの、あるいはそのいずれもとなり得る（前掲書、同頁参照)。
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かれ （アツラー*) は天で （真に）崇拝*さ

れるべき （唯一の）お方であり、大地で（真

に）崇拝*されるべき （唯一の）お方。かれ

は英知あふれる *お方、全知者であられる。

埯 〇#多％ じ 忠

^翕

^^
i

；：>. また、諸天と大地、そしてその間の （全て

の）ものの王権が属し、その御許に （復活
*の）その時の知識があり、かれにこそあな

た方が戻り行くお方（アツラー*) は、祝福

にあふれたお方よ。

念。ブ 3々

80. 彼ら （シルクの徒*) が、かれ （アツラー*)

をよそに祈っている者たちは、執り成し 1を

有していない。但し、知識と共に、真理を

証言する者2は別だが。

S7. (使徒*よ、）もしもあなたが彼らに、誰が彼
か な ら

らを創ったのかと尋ねたならば、彼らは必ず

や （こ う）言 っ た こ と だ ろ う。「ア ツ ラ ー*

である」 。では、どうして彼らは （アツラー*

だけを崇拝*することから）背かされるのか？

0

また、 「我が主*よ、本当にこれらの者たち

は信じない民なのです」 という彼（預言者*)

の言葉も （、アツラー*はご存知である）。3

ならば （使徒*よ）、彼らを見逃してやり、

「（私がすべきは）平安である4」 と言うの

だ。彼らはやがて、 （自分たちが遭遇する

8M.

89.

ち ょ う ば つ

試練と懲罰を）知るであろう。

1 復活の日*の 「執り成し」 については雌牛章 48、マルヤム*章 87、夕一.ハー章 109 とそ
の訳注を参照。

2 アッラーの唯一性* と ム ハ ン マ ド*の預言者*性を、その真実性を知った上で証言する者のこ
と （ムヤッサル 495 頁参照)。

3 「『我が主*よ』 という彼の言葉に誓って、本当にこれらの民は…」 という、文法的解釈も
ある （イブン•アーシュール 25:273 参照)。

4 つまり、彼らから安全な状態であり、かつ彼らとの平穏 （へいおん）な状態を保つこと （ア
ッ =シャウカーニー4:742 参照)。
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滾 44 童

煙 霧 章 （ア ツ = ドゥハーン) 觀:

じ あ い

^
0

^
慈悲あまねく *慈愛深き*

アツラー*の御名において

0

^
ノ、一 •ミーム2

o

i萌するi*3にiって。

本当にわれら*は祝福あふれる （誉れの）夜*

に、それを下した。われら*こそは、もとより

(使徒*を遣わし、啓示を下す)警告者なのだ。

あらゆる的確な物事はそこで、決定される。4

われら*の御許からの命令として （、決定さ

れる）。われら * こそはもとより、 （使徒*

たちをその民に）遣わす者。

(使徒*よ、）あなたの主*からのご慈悲とし

て （、4徒*たちは遣わされるのだ）。本当

にかれこそは、よくお聞きになるお方、全

知者であられる。

諸天と大地、その間にあるものの主 （から

のご慈悲として）。もし、あなた方が （そ

のことを）確信する者だったのなら （、ア

ッラー*を信じよ。）

© Jt^>1)

。略如施

^̂
1 マッカ*啓示。スーラ*の名称は、アーヤ*10 に登場する 「煙霧」 という語による。クルア

ーン*の啓示、アッラーの唯一性*、死後の復活の確証が主なテーマであり、それに対する

不信仰者* らの反応が描写されると共に、彼らに警告が向けられる。ムーサー* とフィルア

ウン*の話も、その流れで取り上げられたもの。スーラ*後半では、来世における信仰者と

不信仰者*の行き先が、対照的に描かれる。

2 この文字群については、頻出名•用語解説の「クルアーンの冒頭に現れる文字群*」を参照。

3 「解明する啓典」 については、ユースフ*章 1 の訳注を参照。

4 誉れの夜に、その一年間における物事の期限や糧についてのことなど、的確に定められた

全てのことが、守られし碑板*から、筆記者である天使*たちへのもとへと写される （ムヤ

ッサル 496 頁参照)。
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ほ か

^
6506o-4jと為WY

^
S

你、a
かれの外に、崇拝*すべきいかなるものもな

い。かれは生を与えられ、死を与えられる

お方。あなた方の主* と、あなた方の昔の先

袓の主*である。

いや、彼ら （シルクの徒*) は疑念の中で戯

れている。

ならば （使徒*よ）、天が明らかなる煙霧を

もたらす日を待て。1

9.

】 0:

念； 紙 與それ （煙霧）は人々を包み込む。（そして

彼らには、こう言われる）。「これが痛ま

しい懲罰だ」 。

©み典如fe上
“

陪
(すると彼らは言う）。「我らが主*よ、私

たちから懲罰を取り除いて下さい。本当に

私たちは、（あなたを）信じる者となりま

す か ら」 。2

(この期に及んで、）どうして彼らに教訓

な ど あ ろ う か？ 彼 ら の も と に は 解 明 の

使徒3 (ムハンマド*) が確かに到来したと

いうのに。

それから彼らは彼 （使徒*) から立ち去り、言

たのだ。「 （ムハンマド*は使徒*などでは

なく、）教授された者4、憑かれた者5である」。

1 この 「煙霧」 の解釈には、「預言者*の祈りによってクライシュ族*を飢饉 （ききん）が襲っ

た時、余りの飢えで見えた、幻覚の煙」 という説以外にも、「復活の日*の予兆の一つ」 と

いう説もある （アッ =サアディー771 頁参照)。

2 「懲罰」 は取り除かれたが、彼らは約束どおり信仰者とはならなかった （ムヤッサル 496
頁参照)。

3 人々に必要な宗教的•現世的諸事を明白にする 「使徒*」 のこと （アッ = シャウカーニー

4:746 参照)〇

4 占い師、シャイターン*などの他人から、教授された者ということ （ムヤッサル 496 頁参
照)。家畜章 105、蜜蜂章 103、識別章 4-5 も参照。

5 アルニヒジュル章 6 「憑かれた者」 の訳注も参照。
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実にわれら*は少しの間、（あなた方から）懲
ば つ

罰を取り除こう。本当にあなた方は、（不信

仰と迷妄へと）回帰する者となろうから。

比われら*が （全ての不信仰者*を）、最大の制

圧によって制圧する （復活*の）日のこと （を

思い起こせ)。本当にわれら*は報復者なのだ。

0 £3-i2jわれら*は確かに彼ら以前、フィルアウン*

の民を試練にかけた。そして彼らのもとには

高貴な使徒* (ムーサー*) が到来したのだ。

(ムーサー*は彼らに言った。）「アツラー
*の僕たち （イスラーイールの子ら*) を、

私にお渡し下さい1。本当に私は、あなた方

への誠実な使徒*なのです。

渉仙そして （私を否定することで）、アツラー
*に対して思い上がりませんよう。本当に私

はあなた方に、紛れもない明証2を携えて

来たのですから。

©0

^
=

^
。、を」」

^
また本当に私は、我が主* とあなた方の主* (で

あるアツラー*) に、あな/;こ方が私を （石で）

打ち殺すこと3からのご加護を乞いました。

n . そして、もし私を信じないのなら、私のこ

とを放っておいて下さい」 。

(しかし彼らはムーサー*を、放ってはおか

なかった。）それで彼 （ムーサー*) は、彼

の主*に祈った。これらの者たちは、罪悪の

民なのです、と。

1 つまりアッラー*だけを崇拝*するべく 、私と共に行かせて下さい、ということ （ムヤッサ

ル 496 頁参照)。同様のくだりとして、高壁章 105 とその訳注、ター•ハー章 47、詩人た

ち章 16-17 も参照。

2 この 「紛れもない明証」 については、婦人章 153 の同語に関する訳注を参照。

3 「(石で）打ち殺すこと」 については、フード*章 91 の同語についての訳注も参照。
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^
AJI

”
ド-it

②游為;

^^̂
23 ならば（ムーサー*よ、信仰した）わが僕た

ちと共に、夜に旅立て。実にあなた方は、

(フィルアウン*とその民から）追われる身

となろう。1

24 . そして海を （閉じずに、割れて）空いたま

まにせよ。本当に彼らは、溺れる軍勢なの

だから。2

25. 彼らは一体、どれだけの果樹園と泉を残し

(て滅び）たのか？
う る わ

26. また作物と、 麗しい住まいを？

27 そして（11の）軍Mを？ 彼らはそこで、

喜々としていたのだ。

28. このように （、われら *はわれら *に反逆す

る者を、滅ぼすのである）。そしてわれら
*はそれら （の恩恵）を、別の民 （イスラー

イールの子ら *) に引き継がせたのだ。
め つ ぼ う

:ど). それで天も大地も、彼ら （の滅亡への悲し

み）ゆえに泣くことはなかった3し、彼らは

( 懲罰を）猶予されもしなかった。

© 卿ぬ齡a

V ( ) われら *は確かに、イスラーイールの子ら *

く つ じ よ く ち ょ う ば つ

を屈辱的な懲罰から救った。

:n . フイルアウン *から （、彼らを救った）。本

当に彼は高慢で、（アツラー*の法の侵犯に）

度を越した者たちの一人だった。

1 詩人たち章 52 とその訳注も参照。

2 この状況の詳細については、ター•ハー章 77-78、詩人たち章 61-66 とその訳注を参照。

3 「天と大地が泣く」 の解釈には、「偉人が他界した時、アラブ人が用いるお悔やみの表現」

「泣くのは天と大地にいる天使*たちのこと」 「信仰者が他界すると天と地が泣くが、不信

仰のまま死んだ彼らに対しては泣かなかった」 といった説がある （アル=クルトゥビー

16:139-140 参照)。
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^
-it

32. われら *は彼ら （イスラーイールの子ら *)

を知識と共に、全ての者の上に選び上げ

すこ。
み し る し

翕が

33. そして彼らに御徴 2の内から、明らかな試

練 （と恩恵）を含むものを授けたのだ。

?4, 本当に （使徒*よ、あなたの民である）これ

らの者たちは、まさしく （こう）言っている。

「それ （死）は、私たちの最初 （で最後）

の死に外ならず、私たちは （死後）生き返

される者などではないのだ。

©6iiでは、 （既に他界している）私たちのご先

�様を連れてきてみよ。もしあなた方が、

本当のことを言っているならば」 。

ぅ7 —体彼ら （シルクの徒*) がより優れている

のか、それともトツバウの民3と、彼ら以前

の（不信仰）者*たちか？ われら *は彼らを

滅ぼしたのだ。本当に彼らは、罪悪者であ

つた。

われら *は諸天と大地、その間にあるもの

を、遊び半分で創ったのではない。

0. われら *がそれらを創造したのは、真理ゆえ

にkならないのだ4。しかし彼らの大半は、

(そのことを）知らない。

1 つまり 「彼らの内から多くの預言者 *が出現するという、われら *の知識と共に」 というこ

と （アル=クルトウビー16:142 参照)。「全ての者の上に選び上げた」 については、雌牛章

47 の訳注を参照。

2 この 「御徴」 は、ムーサー*に授けられた奇跡の数々のこと （ムヤッサル 497 頁参照)。

3 イブン•カスイール*によれば 「トツバアの民」 とは、サバアの民のこと （サバア章参照)。
サバアの民にとって 「トッバア」 とは、ペルシャのホスローやローマのカエサル同様、自

分たちの王への称号だったとされる（7:256 参照)。

4 イムラーン家章 191 「あなたはこれらを…ありません」 の訳注も参照。
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さいけつ

40. 本当に裁決の日1は、彼ら全員の約束の時で ctdr

^
'
y

^
ol

ある。

味方同士が少しも益し合うことはなく、助

けられることもない日。2

42. 但し、アツラー*がご慈悲をおかけになった

(信仰）者は別である。本当にかれこそは、

偉力ならびない*お方、慈愛深い*お方なの

だから。

41 .

翕ご

^
:

13. 実にザックームの木3、

©肩は(その実は、）罪に溺れた者の食べ物で、
なまり

©ケ

^̂
"
、 也!

^̂
oj

^
-

腹の中で煮え立つ、溶けた鉛のようなもの。

46. 煮えたぎる湯の沸騰のように。

45.

「彼を捕まえ、火獄の真ん中へと彼をしよ

ぴいていけ。

47.

つ

4-̂ づi
招. それから彼の頭上に、煮えたぎる湯の懲罰

を注ぎかけてやれ」。4

(そして罪に溺れたその者には、こう言わ

れる）。「（罰を）味わえ。あなたこそは、

偉大な者、高貴な者なのだから」。5

49

1「裁決の日」については、整列者章21の同語の訳注を参照。

2 アーヤM2 にもあるように、復活の日*に「執り成し」は起こる。詳しくは雌牛章 48、マ
ルヤム*章 87、ター•ハー章 109とその訳注を参照0

3「ザックームの木」については、夜の旅章 60「呪われた木」の訳注、および整列者章 62-66、
出来事章 52-53 も参照。地獄の民の飲食物については、イブラーヒーム*章 16-17、洞窟

章 29、サード章 57-58、ムハンマド*章 15、出来事章 52-55、衣を纏（まと）う者章 13、

真実章 36-37、圧倒的事態章 5-7も参照。

4 アーヤM7-48は、ザバーニヤという地獄の番人（凝血章 18の訳注を参照）への命令の言

葉とされる（アル=バガウイー4:182参照)。

5 これは、蔑（さげす）みと咎（とが）めの言葉（ムヤッサル 498 頁参照)。自分がアッラ

一*の懲罰から免（まぬが）れることが出来るほど偉大で、高貴だと思い込んでいた不信仰

者*に、このように言われる（アツニサアデイー774 頁参照)。
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② ゃ户じ

、

^
実にこれは、あなた方が （現世で）疑わし

く思っていたものなのである。

本当に敬虔な*者たちは （来世で）、安全な

居場所にある。

果樹園と泉の中に。

彼らはお互いに向かい合って、精巧な絹地

と重厚な絹地のものを身にまとっている。1

(それらの恩恵と）同様に、われら*は彼ら

に、 麗しい眼の色白の女性たち2を連れ添

わせる。

彼らはそこで安泰に、あらゆる果実を持っ

て来させる。

彼らはそこで、（現世での）最初の死の1H、

死を味わうことがない。そしてかれ （アツ

ラー*) は、彼らを火獄の懲罰からお守り

下さったのだ。

あなたの主*からのご恩寵ゆえに。それこ

そは偉大なる勝利。

(使徒*よ、）われら*はそれ （クルアーン*)

を、あなたの言葉 （であるアラビア語）によ

て容易なものとしたのだ。（それは）彼ら

が教訓を受けるように、とのためである。

ならば（4徒*よ）、待っのだ3。実に彼ら

も、待つ者たち4なのだから。

Ji(

念 5々が

念 3)jJ

OJ^L=̂ X̂ J

つ

翕こ

^
>4

^1 天国の民の衣服については、洞窟章 31、巡礼*章 23、創成者*章 33、人間章 12、21 も参照。

2 この中には、現世で自分の妻だった者もいれば、アッラー*が天国だけのために創造された
女性 （出来事章 35 参照）もいる （イブン•アーシュール 25:319 参照)。雌牛章 25 「純潔

な妻」 の訳注も参照。

3 アッラー*が預言者*に約束された、シルクの徒*に対する勝利と、彼らに降りかかる懲罰を
待て、ということ （ムヤッサル 498 頁参照)。

4 預言者*の死と、自分たちの勝利を 「待つ者たち」（前掲書、同頁参照)。
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第 45章

跪 く 章 （ア ル ニ ジ ャ ー ス イ ヤ）1
ひざまず

慈悲あまねぐ慈愛深き*

アツラー*の御名において

ミーム2。ノ、一 •
(このクルアーン*は、）偉力ならびなく *、

英知あふれる*アツラー*からの啓典の降示。

(一©と44本当に、諸天と大地の中にはまさしく 、（ア
お ち か ら

ッラー*の存在と御力を示す）信仰者たちへ

の御徴がある。

がX•ゲ為>參多

©碗

また(人々よ）、あなた方の創造と、かれが散開

させられる、地を歩く生物の中には、 （アツ

ラー* とその教えを）確信する民への （、アツ
お ち か ら

ラー*の存在と御力を示す）御徴がある。

口㈣綱0 J

^
\jまた夜と昼の交代、アツラー*が天から糧と

して下されたもの （雨）

れで大地を、それが死んだ後に生き返らされ

、風の変化は、分別する民への （、ア

ツラー*の存在と御力を示す）御徴である。

(使徒*よ、）それは、われら*が真美と共に

あなたに誦んで聞かせる、アツラー*の （唯

アツラー*はそ

る

ち か ら

一性* と御力を示す）御徴。なのに一体、

彼らはアツラー* とその御徴を差しおいて、

いかなる話を信じるというのか？

1 マッカ*啓示で、学者間の見解はほぼ一致。啓示、アッラーの唯一性*、来世への信仰とい

た基本的な信仰箇条のほか、自然界における様々な様相によって、アッラー*の御力が証

明される。また、啓示•死後の復活•清算を嘘呼ばわりする者への様子が描写され、彼らに

対して警告がなされる。スーラ*の最後は、来世における信仰者と不信仰者*の描写だが、

スーラ*の名称ともなっている 「跪く」 （アーヤ*28) は、こうした中での清算の場におけ

る、人々の様子である。

2 この文字群については、頻出名•用語解説の「クルアーンの冒頭に現れる文字群*」を参照。

ウ
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念 j01

またかれはあなた方に、諸天にあるものと

大地にあるもの、その全てを仕えさせられ

た。本当にそこには （アツラーの唯一性*

を示す）、熟考する民への御徴がある。

14. (使徒*よ、）信仰する者たちに、言うのだ。
アツラー*の日々を望まない1者たちを、赦

してやれ、と。（それは）かれが民を、自

分たちが （現世で）稼いでいたもので報わ

れるようにするためである。

ほ誰でも正しい行い*を行う者は、自分自身を

益するのであり、（行いが）悪い者は、自分

自身を害するのだ。それからあなた方は （復

活の日*) 、自分たちの主*の御許へと戻らさ

れ（、自分の行いの報いを受け）るのである。

われら *はイスラーイールの子ら *に、啓典

( トーラー*、福音*) と英知2と預言者*と

しての天分3を与え、善きものの内から授

け、彼らを全創造物よりも引き立てた4。

また、われら*は彼ら （イスラーイールの子

ら *) に、そのことにおける明証5を授けた。
そして彼らがそこにおいて意見を異にし

たのは、彼らのもとに知識が到来した後の

こと、彼らの間の侵犯ゆえ以外の何もので

もなかった6。（使徒*よ、）本当にあなた

。初

興3]o.

卿 ぶ、？3

i 「アッラー*の日々」 とは、アッラー*が各人に、現世での行いに対して報いを与える復活
の日*のこと（ムヤッサル 500 頁参照)。「望む」については、ユーヌス*章 7 の訳注を参照。

2 この 「英知」 については、イムラーン家章 79 の同語の訳注を参照。

3 大半の預言者*は、イスラーイールの子ら*から出現した （ムヤッサル 500 頁參照)。

4 「彼らを…引き立てた」 については、雌牛章 47 の訳注を参照。

5 「そのことにおける明証」 の意味については、「ムハンマド*の預言者*性の証拠」「物事の
合法性•非合法性を明らかにする、法のこと」 といった解釈がある （アル=クルトゥビー

16:163 参照)。

6 詳しくは、雌牛章 213、相談章 14 とその訳注を参照。
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の主*は復活の日*、彼らが意見を異にして

いたことについて、彼らの間に裁決をお下

しになる。

それから （使徒*よ）、われら*はあなたを、

そのことにおける道1の上に立脚させた。

ゆえに、あなたはそれに従うのだ。そして、

(真理を）知らない者たちの私欲に従って

はならない。

本当に彼ら （シルクの徒*) は、アツラー*

(の懲罰）において、あなたを少しも益し

はしない。そして本当に不正*者たちはお互

いに盟友なやであり、アツラー*は敬虔な*

者たちの庇護*者なのだ。

I ) . これ（クルアーン*) は人々への開眼、導き

であり、（クルアーン*の真理性を）確信す

る民への慈悲である。

メ

^
こ砂

^
�爭1 8

� 匕 ダ 4 0U我1 9

か せ

いや、悪行を稼いだ者たちは、われら *が彼

らを信仰して正しい行い*を行う者たちと

同様にするとでも思ったのか？ その生と

死2において、同等だとも？ 彼らの決めつ

けることの、何と忌まわしいことか。

12 アッラー*は真理によって、諸天と大地をお

創りになった3。そして （それはかれがご自

身の御力をお示しになり、来世において）

各人が不正*を受けることなく、自分が稼い

だものによって報われるようにするため

だったのだ。

1 「そのことにおける道」 とは、真理へと導く 、宗教における明らかな手法のこと （アル=

クルトウビー16:163 参照)。

2 この 「生と死」 は、現世と来世という意味 （ムヤッサル 500 頁参照)。

3 イムラーン章 191 「我らが主*よ、あなたは…」 の訳注も参照。
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23. (使徒*よ、）言ってみよ、自分の欲望（へ
の服従）を自分の崇拝*すべきもの（への

服従）とした者1について。彼は知識を有

していたにも関わらずアツラー*に迷わ

され2、その聴覚と心を塞がれ、その視覚

には覆いをかけられた3のである。アツラ

一* (による迷い）の後、誰が彼を導ける

というのか？ 一体、あなた方は教訓を得

ないのか？

�魂�切V成

� � ン 爲 鞠 �
飾抛

24 . 彼ら（シルク*の徒）は言った。「それ（人

生）は、私たちの（今、生きている）現世

の生活以外にはない。私たちは（この現世

で）死に、生きる（だけな）のであり、私

たちを滅ぼすのは、時間に外ならない4の

だ」。彼らには（、彼らが言っている）そ

のことについて、いかなる知識もないの

に。彼らは憶測しているに過ぎないのだ。

\)

^
\

また、彼らに（、復活が起こることを確証

する）われら*の明らかな御徴（アーヤ*)

が読誦されれば、彼らの論拠は（こう）言

うことでしかなかった。「私たちのご先祖

様たちを、（生き返して）連れて来てみよ。

もし、あなた方が本当のことを言っている

のなら」。

25

1 識別章 43とその訳注も参照。

2 正常な理性があるのに、あるいは正しい導きに関する知識が伝わった後に、迷いを選んだ

ことを示すとされる（イブン•アーシュール 25:358参照)。また一説には、「アッラー*は、
彼がそれにふさわしいことをご存知であるがゆえに、彼を迷わせられた」という意味（イ
ブン•カスイール 7:268 参照)。

3「その聴覚と心を…」については、雌牛章 7の訳注を参照。

4 シルク*の徒は、自分たちを死なせ、滅ぼす主*の存在を否定し、「自分たちを滅ぼすのは、
歳月の流れと年齢の積み重ねに過ぎない」と言ったものだった（アッ=タバリー9:7381
参照)。
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(fel*よ、）言ってやるがいい。「ァッラ

一*はあなた方に生を与えられ、それから死

を与えられる。それからかれは、あなた方

を疑惑の余地のない復活の日*へと、集めら

れるのだ。しかし人々の大半は （、アツラ

一*の御力を）知らない」 。

一ぬ線!

^
策

^—©淡;

^
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濟
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姻て

如碑ii淡蘇吸43アツラー*にこそ、諸天と大地の王権は属す
と う ら い

る。そして （復活の）その時が到来する日、

その日 （真実）を虚妄とする者たちは損失

するのだ。

そして （使徒*よ）、あなたは （復活の日*)

全ての共同体が跪くのを見る 1。全ての共

同体は、自分たちの帳簿2へと呼ばれる。

(そして、こう言われる。）「この日あな

た方は、自分たちが （現世で）行っていた

ことを報われるのだ」 。

逆

^̂
�W故バ'te

^
0 メ

^
U

これが、あなた方に対して （あなた方の行
いを）真理と共に語る、われら *の帳簿で

ある。われらは、あなた方が行っていたこ

との転写を（天使*たちに）命じていたのだ

から。3

それで信仰し、正しい行い*を行う者たちは

といえば、主*は彼らをそのご慈悲4の中へ

とお入れになる。それこそは紛れもない勝

利なのだ。

1 これは、恐怖と共にアツラー*の裁きを待つ様子のこと （アツ =サアディー778 頁参照)。

2 現世での行いが記録された 「帳簿」 のこと （ムヤッサル 501 頁参照)。高壁章 8 の訳注も

参照。

3 イブン•アッバース*らによれば、人々の行いを記録する天使*たちは、その記録と共に天に

昇って行き、守られし碑板*から写された帳簿のもとにいる天使*たちに会う。その帳簿は

毎年、誉れの夜*に守られし碑板*から写されたものであり、記録と帳簿は一字一句符合す

る （イブン•カスイール 7:271 参照)。

4 この 「ご慈悲」 とは、つまり天国のこと （ムヤッサル 501 頁参照)。
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終愛,#處兔麵31. また、不信仰に陥った者*たちはといえば（、
み し る し

こう言われる）。「一体、わが御徴 （アー

ヤ*) は (現世で）あなた方に、読誦されて

はいなかったのか？ そしてあなた方は （そ
か た む

れに耳を傾け、信仰することから）高慢に

なったのであり、罪悪の民だったのでは？

A£{3\J Ixcj

翕

^̂
與

32. また、 『本当に （復活に関する）アツラー*

のお約束は真実で、その時（の到来）は、疑

惑の余地がない』 と言われた時、あなた方は

言った。『私たちは （復活の）その時が何の

ことか、分からない。私たちには、それが思

い込みにしか思えない。私たちは（その到来

を）、確信する者ではないのだ』 」 。

33. そして彼らには（その日）、自分たちが（現

世で）行った悪 （の報い）が現れる。そし

て自分たちが嘲笑していたもの （懲罰）

が、彼らを包囲するのだ。

'
ム

^
3 4. ま た、彼 ら に は （、こ う）言 わ れ る。「こ

の日われら*は、あなた方を忘れよう。ちょ

うどあなた方が、あなた方のこの日の拝謁

を忘れたように 1。そしてあなた方の住処は

(地獄の）業火であり、あなた方にはいか

なる援助者もない」 。

それというのも、あなた方はアツラー*の御

徴を嘲笑の的とし、現世の生活によって

©0^4
あ ざ む

欺かれていたからなのである。この日、あ

なた方はそこ （業火）から出されることも

なく、（アツラー*の）ご満悦を得ること2 も

課されない。

1 この 「忘れる」 については、高壁章 51 の訳注を参照。

2 蜜蜂章 84 とその訳注も参照。
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3(3. アツラー*に称賛*あれ、諸天の主*、大地

の主*、全創造の主*に。

37. またかれにこそ、諸天と大地の権威は属す

る。そしてかれは偉力ならびない*お方、

英知あふれる*お方であられる。
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第 46章

砂丘章 （アルニアフカーフ）1

慈悲あまねく *慈愛深き*

アツラー*の御名において

ミーム2。

(このクルアーン*は、）偉力ならびなく *、

英知あふれる*アツラー*からの、啓典の降示。

ノ、一 •

y知しヌき

^
4)4或

われら *が諸天と大地、その間にあるものを

創ったのは、真理と定められた期限ゆえに

外ならない3。にも関わらず、不信仰に陥

た者*たちは、自分たちが警告されているこ

とに対し背を向けている。

- (イk走*よ、彼ら不信仰者*たちに）言ってや

れ。「言ってみよ、あなた方がアツラー*を

よそに祈っている者たち （である神々につ

いて）。彼らが大地から創ったものを、私

に見せてみよ。いや、彼らに、諸天（の創造)

において （アツラー*への）何らかの関与で

もあるというのか？ （シルク *を正当化す

る）これ以前の啓典か、あるいは (過去の預

言者*から引き継いだ）知識の遺物を、私の

もとに持って来てみるがいい。もし、あな

た方が本当のことを言っているのならば」 。

つ

逸ね御為ぶ㈣

1 マッカ*啓示（一部アーヤ*には、マディーナ*啓示説あり）。クルアーン*の奇跡性と真実性、
アッラーの唯一性*、復活の日*の確証、そしてそれらを否定する者たちへの警告が主なテ

ーマ。スーラ*の名称 「砂丘」 は、不信仰であったアード*の民が住んでいた場所として言

及されたもの （アーヤ *21 参照)。スーラ *後半部では、マッカ*時代の布教期において困難

の中にあった、預言者*ムハンマド*とその信徒らへの慰 （なぐさ）めと励 （はげ）ましと

して、ジン*の集団がイスラーム*を受け入れた出来事が描 （えが）かれる。

2 この文字群については、頻出名•用語解説の「クルアーンの冒頭に現れる文字群*」を参照。

3 「真理と定められた期限」 については、ビザンチン章 8 の訳注を参照。
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一体アツラー*をよそに、復活の日*まで自

分 （の祈り）に応えてはくれない者 （であ

る神々）に祈る者より、ひどく迷った者が

いるだろうか？ 彼ら （アツラー*以外の

神々）は、彼らの祈りなどには無頓着だと

いうのに。

CfJ

诞蝴獅私你また、人々が （復活の日*に）召集された

時には、彼らは自分たちにとっての敵とな

るのであり、彼らの崇拝*を否定する者とな

るというのに。1

彼ら（シルク*の徒）にわれら*の明白な御徴

(アーヤ*) が読誦されれば、不信仰に陥

た者*たちは真理 （クルアーン *) が彼らに

到来した時、 （こう）

は紛れもない魔術である」 。

為成'
:;

^
漆'

沿

ウ

いや、彼ら （シルク*の徒）は 「彼 （ムハン

マド*) が、それ（クルアーン*) を捏造した」

と言うのか？2 (使徒*よ、）言ってやれ。

「もし私がそれを捏造したの （であり、ア

ツラー*がそれゆえに私を罰される）なら、

あなた方は私の （援護の）ために、アツラ

一*に対して何も出来ない。かれは、あなた

方が （クルアーン*について）喋り立ててい

ることを、最もよくご存知である。かれだ

けで、私とあなた方の間の証人は十分なの

であり、かれは赦し深いお方、慈愛深い*お

方であられるのだ」 。

8.

1 復活の日*、偶像などのシルク*の対象は、それを崇拝* していた者への敵となる。雌牛章

166-167、ユーヌス*章 28-29、マルヤム*章 82、物語章 63、蝴蛛章 25、創成者*章 13-14

も参照。

2 家畜章 105、蜜蜂章 103、識別章 4-5、煙霧章 14 とその訳注も参照。
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(使徒*よ、）言ってやるがいい。「私は使徒 じが'句於、滅み

^
=じ）

句 ol

^
i?

まあたら

者ではない1。また自分についても、あなた

方についても、（現世で）どのように処遇

されることになるかも分からない2。私は自

分に啓示されたことに従うだけであり、明
白なる警告者に外ならないのだ」。

(使徒*よ、シルク*の徒に）言ってやれ。
「言ってみよ。もし（クルアーン*が）

アツラー*の御許からのもので、あなた

方がそれを否定し、イスラーイールの子

ら*の証人3がそれと同様のもの4を証言

してそれを信じ、あなた方が（信仰に対

して）高慢になったのならば（、それ以

上の不信仰があろうか）？ 本当にアツ

ラー*が、不正*者である民を導かれるこ

とはない」。

今

^
」10.

力 通

^̂^
51

^
"

念二

^
i i. 不信仰に陥った者*たちは、信仰する者た

ちに、（こう）言った。「もし、それ5が善

いものだったなら、彼らが私たちを差しお

いてそれを先取りし（て信仰し）たはずが

1 預言者*ムハンマド*は史上初の預言者*ではなく、過去の預言者*たちと同様の教えを伝え

る者であった（イブン•ジュザイ2:332参照)。

2 家畜章 50「…不可視の世界*も知らない」の訳注も参照。

3 この「証人」には、「ユダヤ教徒*からムスリム*になった教友*イブン•サラームのこと」rム
ーサー*」「イスラーイールの子ら*の、ある預言者M といった解釈がある（アル:=バガウ
ィー4:193-194 参照)。

4 「それと同様のもの」の解釈には、「クルアーン*と同様のもの。つまりクルアーン-の内容
を裏づけ、それと一致するトーラー*の一部のこと」「トーラー*と同様、アッラー*の御許

からのものであるクルアーン*そのもののこと」（アル=バイダーウィー5:178 参照）など
諸説がある。詩人たち章 197とその訳注も参照。

5「それ」とは、クルアーン

'
あるいは預言者*ムハンマド*のこと（アツ=シャウカーニー

5:22参照)。
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ない」 1。そしてそれによって導かれなか

たのなら、彼らは （こう）言い続けるで

あろう。「これは、古いでっち上げだ」 。
•〇

それ （クルアーン*) 以前には、（従うべき）

指針と （信仰者への）慈悲である、啓典 （卜

ーラー*) があった。そしてこれ （クルアーン
*) は、（それ以前の啓典を）確証し、アラビ

ア語で下された啓典であり、 （不信仰によっ

て自らに）不正*を働いた者たちには警告し、

(信仰と服従に）善を尽くす者2たちには

吉報を伝えるためのものなのである。3

本当に 「我らが主*はアツラー*」 と言い、

それからまっすぐ歩んだ者4たち、彼らには

怖れもなければ、悲しむこともない5。

それらの者たちは天国の徒。彼らはそこに

永遠に留まる。自分たちが （現世で）行つ

ていた （正しい）ことゆえの、報いである。

遠4蜂!

^
浴が

われら *は人間に、両親への孝行を命じた。

彼女 （母親）は、大変な思いで彼を身ごも

り、大変な思いで彼を出産したのだから。

そしてその妊娠と乳離れ （の期間）は、三

十ヶ月。やがて彼は成熟 6 し、四十歳にな

た時、 （こう）言うのだ。「我が主*よ、

あなたが私と我が両親に授けて下さった

ウ

1 一説に、これは高い地位にあった不信仰者*たちが、社会的に弱い立場にあったムスリム*

たちを見下して言った言葉 （イブン•カスィール 1:279 参照)。家畜章 53、マルヤム*章 73

とその訳注も参照。

2 「善を尽くす者」 については、蜜蜂章 128 の訳注を参照。

3 この 「警告」 と 「吉報」 については、雌牛章 119 の訳注を参照。

4 「まっすぐ歩む」 については、詳細にされた章 30 の同様の表現についての訳注を参照。

5 「怖れもなければ…」 については、雌牛章 38 の訳注を参照。

この 「成熟」 については、巡礼*章 5 の訳注を参照。6
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あなたの恩恵に、私が感謝できるようにし

て下さい。また私が、あなたを喜ばせるよ

うな正しい行い*を行えるように。そして私

のため、我が子孫を正して下さい。本当に

私はあなたに悔悟したのであり、まさに私

は服従した者 （ムスリム*) の一人なので

すから」 。1

念 4ム

^
彳沿

® \\iiU

1 G それらの者たちは、われら*が彼らの行った

最善のものを受け入れ、その悪行は天国の

徒と共に見過ごしてやる者たち。（それ

は、）彼らが約束されていた、真なる約束。

17. 一方、（アツラー*と復活の信仰へと招かれ

れば、）自分の両親に対して 「あなた方の

呆れ果てたこと。私以前にも数々の世代が

滅び去っ （て、戻って来ることもなかっ）

たというのに、私が （死後、墓の中から）

出されるんですって？」と言う者。彼ら（両

親）は、 （子供が導かれるよう、こう言い

ながら）アツラー*にご助力を求めていると

い う の に。 「お 前 の 災 い よ2 ! 信 じ な さ

い。本当に （復活という）アツラー*のお約

束は、真実なのだから」 。それでも、彼は
と ぎ ば な し

言う。「これは、昔の人々のお伽話以外の

何ものでもありませんよ」 。

ぬみ鱗#託娜i
賴�弥パ

^
それらの者たちには、ジン*と人間からなる、

彼ら以前に減んだ （不信仰の）民*の一員と

して （地獄に入るという）御言葉が確定した

のだ。本当に彼らは、損失者だったのである。

0

^
1 これは親孝行であり続け、人生において最も忙しい時期に到達した時でさえも親孝行を忘

れず、親の目の前でも陰 （かげ）でも親孝行することが出来ますように、とアッラー*に祈
る信仰者の描写であるという （イブン•アーシュール 26:32 参照)。

2 この言い回しについては、食卓章 31 「我が災いよ」 の訳注を参照。
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各人には （復活の日*) 、自分たちが （現世

で）行ったことゆえ、（アツラー*の御許で

の）位がある。それは （アツラー*が）そ

の行い （に対する報い）を彼らにふんだん

に報われるためであり、彼らは不正*を受け

ることがない。

. 不信仰だった者* たちが、業火に晒される

日。（彼らには、こう言われる。）「あな

た方は、現世のあなた方の生活における自

分たちの善きもの1 とはおさらばし、それを

楽しんだ。だからこの日あなた方は、自分

たちが地上で （アツラー*への信仰と服従

に反して）不当にも奢り高ぶっていたこと

と、放逸だったことゆえに、屈辱の罰で報

われるのだ」 。

19.

謂㈣

20

0

アード*の同胞 （フード*) を、芦し
、出せ。彼

が砂丘2で、彼の民に （こう）警告した時の

ことを——既に数々の警告者が、彼（フード
*)の前後に過ぎ去って行ったのである一一〇

「アッラー*以外 （何も）崇拝* してはならな

い。本当に私は、あなた方に、偉大なる （復

活の）日*の懲罰を怖れているのだ」 。

21 .

22. 彼らは言った。「あなたは、私たちを私たち

の神々3 (への崇拝*) から背かせるために、

やって来たのか？ では、あなたが約束する
ち よ う ば つ

もの（懲罰）を、私たちに持って来てみよ4。
もし、あなたが正直者の類いなのであれば」。

1 この「善きもの」 とは、アッラー*の法に反した形での、欲望や快楽 （アル=クルトウビー

16:200 参照)〇

2 アラビア半島南部の、砂丘が多く連なる地帯とされる （ムヤッサル 505 頁参照)。

3 「神々」 に関しては、雌牛章 133 の訳注を参照。

4 家畜章 57-58、戦利品章 32、ユーヌス*章 50、フード*章 8、雷鳴章 6、夜の旅章 92、巡

礼*章 47、蜘蛛章 53-54、サード章 16、相談章 18、階段章 1-2 なども参照。
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23. 彼（フード*)は言った。「本当に（懲罰が

到来する時の)知識はアツラー*の御許にあ

るのであり、私は自分が携えて遣わされた

ものを、あなた方に伝えるだけ。しかし私
ちようばつ

には、（懲罰を急ぐ）あなた方が無知な民

に見える」。

ぶ し°J )JU

^-
3

桃峡ふ孤

於

^
4>么ル％�

24. こうして、雲の形をしたそれ（懲罰）が自

分たちの谷に向かってくるのを見た時、彼

らは言った。「これは、私たちに雨を降ら

してくれる雲だ」。いや、それは、あなた

方が性急に求めていたもの。痛ましい懲罰

を運ぶ、風なのである。

；>. それはその主*のご命令により、全てのもの

を破壊する。こうして（彼らの国には、）

彼らの住居の外、（何一つ）見えなくなつ

てしまった。同様に、われら*は罪悪者であ

る民に報いるのである。

JJJSJ

私邦太二淡
3

^
3

26. また（クライシュ族*の不信仰者*たち

よ）、われら*は確かに彼ら（アード*の

民）を、あなた方を（そこまでは）強力

にしなかったほどに、（現世で）強力に

した1。また、われら*は彼らに聴覚と視覚

と心を与えたのに、彼らの聴覚も視覚も

心も、彼らを少しも益することはなかっ

た。彼らはアツラー*の（唯一性*を示す）

御徴を否定していたのであり、自分たち

が嘲笑していたもの（懲罰）が、彼らを

包囲したのだ。

1 アツラー*はアード*に対し、クライシュ族*にもお授けにはならなかったような沢山の財産
と強靭（きょうじん）な肉体を授けられたが、その不信仰ゆえに滅ぼされた（アツ=タバ

リー9:7419参照)。
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;?7 また（クライシュ族*の不信仰者*たちよ、）

われら*は確かに、あなた方の周りの町々

(の民）1を滅ぼし、（彼らに）御徴を多彩

に示した2。（それは）彼らが、（不信仰か

ら）戻って来るようにするためである。

そして彼らがアツラー*をよそに、（その

崇拝*がアツラー*へと）近づけてくれる

もの、つまり神々3としていた者たちは、

どうして（彼らが必要としている時、）

彼らを助けなかったのか？ いや、それら

(神々とされたものたち）は、彼ら（シ

ルク*の徒）から、消え去ってしまったの

である。それ（シルク*) は彼らのでっち

上げであり、彼らが捏造していたものだ

たのだ。

(使徒*よ、）われら*があなたへと、ク

ルアーン*に耳を傾けるジン*の集団を送

た時のこと（を、思い出させよ）。彼

らは、彼（使徒*)のもとにやって来た時、

(互いに）言った。「（クルアーン*の読

誦を、）傾聴せよ」。そして（読誦が）

済むと、彼らは（不信仰者*への懲罰に対

する）警告者となって、自分たちの民へ

と帰って行った。4

フ8

つ

9

つ

1 遣わされた使徒*を嘘つき呼ばわりして滅ぼされた、アード*、サムード*、サバア（サバア

章、冒頭の訳注を参照)、マドウヤン*、ルート*の民などのこと（イブン•カスィール 7:288
参照)。

2 証拠、譬（たと）え、訓戒、教示を様々な形で、くり返し示した、ということ（アル=ジ

ャザーイリー5:63 参照)。

3「神々」に関しては、雌牛章 133の訳注を参照。

4 イブン•カスィール*によれば、ジン*が預言者*のクルアーン*読誦を聞いたことに関する伝

承は、多様な形で数多く存在しており、そのような出来事が起きたのは一度だけではない

ことを示している（7:296参照)。
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ミじ彼らは言った。「我らが民よ、本当に私た

ちは、ムーサー*の後に下された、それ以前

のものを確証する啓典を聞いたのだ。それ

は真理へと導き、まっすぐな道へと導く

のである。

我らが民よ、ァッラー*の招き手 （南言箸*

ムハンマド*) に応え、彼を信じよ。かれ（ア

ッラー*)はあなた方のためにその罪の一部
ゆ る r ■ * •- -

をお赦しになり、あなた方を痛ましい懲罰

からお守り下さろう。

そしてアツラー *の招き手に応じなか

た者は、地上で （アツラー*の懲罰から）

逃れられる者ではない。また、その者に

はかれ （アツラー*) 以外、庇護者などな

いのだ。それらの者たちは、明らかな迷

いの中にある」 。

ウ

jS\

。
'あ為

©篇雜離

: 一体、彼らは諸天と大地をお創りになり、

その創造が不可能ではなかったお方 （アツ

ラー*) が、死人に生を与えることがお出来

なのを知らなかったのか？ いや、本当に

かれは、全てのことがお出来のお方。

-4 不信仰だった者*たちが、業火に晒される

(復活の）日*。（彼らには、こう言われ

る）「一体、これ1は真実ではないのか？」

彼らは言う。「我らが主*にかけて、確か

にそうです」 。かれは仰せられる。「で

は、あなた方が （現世で地獄の懲罰を）

否定していたことゆえに、 懲罰を味わう

がよい」 0

i 地獄の懲罰のこと （ムヤッサル 506 頁参照)。
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35. ならば（使徒*よ）、使徒*たちの内の決然

とした者たち1が忍耐*したごと/、忍耐*

せよ。そして、彼らに（懲罰が降りかかる

のを）性急に求めるのではない。自分たち

が約束されているもの（懲罰）を目の当た

りにする日、彼らは（現世で）あたかも昼

の一時しか過ごさなかったかのようなの

だから2。（これこそは、）伝達だ。そして

放逸な民以外に、（懲罰で）滅ぼされるこ

となどあろうか？

© W

i 「決然とした者たち」については、部族連合章 7の訳注を参照。

2 ユーヌス*章 45とその訳注、及びター•ハー章 103、信仰者たち章 113-114、ビザンチン

章 55、引き離すもの章 46も参照。
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第 47 章

ムハンマド*章1 寒：綠鱗

慈悲あまねく *慈愛深き*

アツラー*の御名において

I . 不信仰であり、アツラー*の道から （人々）

を阻んだ者たち、かれ （アツラー*) は彼ら

の行いを無に帰させ給う。

淡ife媒多轉

2. そしてかれは、信仰し、正しい行い*を行い、

ムハンマド*に下されたもの——それは彼

らの主*からの真実一一を信じる者たちの

悪行を帳消しにされ、 （現世と来世におけ

る）彼らの諸事を正される。

3. それというのも、不信仰に陥った者*たちは

虚妄に従い、信仰する者たちはその主*から

の真実に従うためである。このようにアツ

ラー*は、彼らの様を人々に示される。

4. ゆえに （信仰者たちよ）、あなた方が不信

仰に陥った者*たちと （戦場で）会ったなら

ば、首への打撃を （食らわせよ）。やがて、

あなた方が彼らを徹底的に痛めつけたなら

ば、戦争が幕を引くまで （捕虜に）綱を縛り

つけ、後に情けをかけて （無償で解放して）

やるか、身代金 （を受け取って解放する）

か （、するのだ）2。（事は、）そうなので

�ぜ雖称邊滅か、:

修身没淡t起與
域瑪� ⑷成

ば年香*

1 マディーナ*啓示で、学者間の意見はほぼ一致。スーラ*名は、アーヤ2に出現する預言者
*ムハンマド*の名に由来。アツラー*を否定し、イスラーム*を阻止 （そし）しようとする

シルク*の徒との戦いへと、ムスリム*たちを力強い調子で促 （うなが）す。勝利の要因、
過去の不信仰者*たちの結末、来世における信仰者と天国の様子、偽 （にせ）信者$らの描

写も、その流れの中で登場するもの。

2 捕虜はこのほか、「死刑」「奴隸*にする」 などという選択肢もある （法学派によって相違の

見解あり）が、いずれもその決定権は、イスラーム*国家の統治者、あるいはその代理人に

属する （クウエイト法学大全 4 : 200-201)。アーヤ*20 「戦いの命令」 についての訳注、
および戦利品*章 67-68 とその訳注も参照。
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ある。そしてアツラー*がお望みであったな

ら、（信仰者たちを、戦いなしで）彼ら（不

信仰者*たち）に勝利させられただろう。だ

が（戦いが定められたのは）、あなた方の

一方を別の一方で試練1におかけになるた

め。かれ（アツラー*)は、アツラー*の道に

おいて殺された（信仰）者たちの行い（に

対する報い）を、無に帰させ給わない。

かれ（アツラー*) は、彼らを導かれ、その

諸事を正して下さろう。

池�そして彼らを、天国に入れて下さる。かれ

はそれを、彼らにご教示されたのだ2。

信仰する者たちよ、もしあなた方がアツラ

一*(の宗教）を援助3するならば、かれ（ア

ツラー*) はあなた方を援助され、（戦い

において）あなた方の足を堅固にして下さ

ろう。

不信仰に陥った者*たち、彼らには没落があ

り、かれ（アツラー*) はその行いを無に帰

させIIう。

< ■ それというのも、彼らがアツラー*が下され

たもの（クルアーン*)を嫌ったためである。

それでかれ（アツラー*) は、彼らの行いを

台無しにされたのだ。

1 「試練」については、雌牛章 214、イムラーン家章 186、悔悟章 16、洞窟章 7、蜘蛛章 2、
王権章 2とそれらの訳注も参照。

2 大半の解釈学者の見解では、「天国での各人の居場所を、ご教示された」という意味（アル
ニクルトウビー16:231 参照)。

3「アッラー* (の宗教）の援助」とは、アッラー*の道において戦い、その啓典によって裁

決を下し、かれのご命令を守り、禁じられたものを避（さ）けること（ムヤッサル 507頁

参照)。
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一体、彼ら （不信仰者*たち）は地上を旅し

て、彼ら以前の（不信仰）者*たちの結末が、

どのようなものであったかを見なかった

のか？ アツラー*は彼らに対して破壊し

尽くし給うたのであり、不信仰者*たちには

(彼らを襲ったのと）同様のものがある。

10.

それというのも、アツラー* こそが信仰する

者た'

^
の庇護者*であり、不信仰者*たちに

は庇護者などないからなのだ。

11 .

逆

^
數郭��

!03

本当にアッラー*は、信仰し、正しい行い*

を行う者たちを、その下から河川が流れる

楽園に入れて下さる。一方、不信仰に陥っ

た者*たちは （現世を）楽しみ、まるで家畜

が食べるように （ひたすら）食べている。

(地獄の）業火が、彼らの住処なのだ。

3. (使徒*よ、）われら *は、あなたを追い出

した、あなたの町 （マッカ*) よりも強力な

町 （の民）を、一体どれだけ滅ぼしたこと

か？ そして彼らには、いかなる援助者も

なかったのだ。

4. その主*の御許からの明証に依拠する者は、

(シャイターン*によって）自分の悪行が目

映く見せられ、自分たちの欲望1に従う者

と同様であろうか？

12.

が�ぶ礙礙ぬ、
がね、喊#

け ん

0 J縛�
爲は爲メ蘇W

n. 敬虔な*者たちに約束された天国の様子（と

は、このような>の）：そこには、濁るこ

とのない水の河川、その味わいが変わらな

い乳の河川、飲む者にとって美味な酒の河

川、純粋な蜂蜜の河川がある。また、そこ

には彼らのためにあらゆる果実と、彼らの

1 この 「欲望」 は、シルク *を始めとした罪のこと （ムヤッサル 508 頁参照)。
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念？ね!主からの（罪の）お赦しがあ今。（一体、

この天国の中にある者は、）業火に永遠に

留まり、煮えたぎる湯を飲ませられて腸が

散り散りになってしまう者と、同様であろ

うか？

(預言者*よ、）彼ら（偽信者*たち）の

内には、（理解することなく、ふざけ半

分で）あなたに耳を傾ける者もいる。挙げ

句、彼らはあなたのもとから出て行くと、

(啓典の）知識を授けられた者たちに（、

嘲笑してこう）言うのだ。「今、彼（ム

ハンマド*) は何を語ったのか？」アツラ

一*は、それらの者たちの心を（真理の理

解から）塞がれた1のであり、彼らは（不

信仰と迷妄において）自分たちの欲望に

従ったのである。

.蘇
16.

じ！一方、導かれた者たち2はといえば、かれ

(アツラー*)から導きを上乗せされ、敬虔

さを授けられる。

彼ら（真理を嘘呼ばわりする者たち）は、

(復活の）その時が自分たちのもとに

突然やって来るのを、待っているだけな

のか？ その予兆3は、確かに到来したと

いうのに。彼らのもとに（復活の時が）訪

れた時、どうして彼らの教訓（に益）が

あろうか？4

おとず

1「心を塞がれた」については、雌牛章7の訳注を参照。

2 つまり、「導き」を求めた者たち（イブン•カスイール 7:315参照)。

3 預言者*ムハンマド*の到来は、復活の日*の予兆の一つ（前掲書、同頁参照)。蜜蜂章 1 の
訳注も参照。

4 復活の日*が到来した時、彼らは教訓を受け、信仰する。しかしその日、信仰が役立つこと

はない（アツ=シャンキーテイー7:255参照)。家畜章 158とその訳注も参照。
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. ならば （預言者*よ）、アツラー*の外には

(真に）崇拝*されるべき何ものもないこと

を知り、自分の罪のお赦しををうのだ。そ

して男の信仰者たちと、女の信仰者たちの

ためにも （罪の赦しを乞え）。アツラー*

はあなた方の動作も、あなた方の住処1 もご

存知であられる。

琢

^
Tfe典�

19

信仰する者たちは、言う。「どうして、（私

たちに不信仰者*たちとの戦いを命じる）ス

ーラ*が下されないのですか？」 そして明確

なスーラ*が下され、そこで戦い （の命令2)

20.

よ げ ん し や

が言及された時、 （預言者*よ、）あなたは
や ま い

心に病がある者3たちが、死 （の恐怖）ゆえ

に気絶する者の視線で、あなたを凝視する

のを目にする。彼らには先決であるのに、4

(アツラー*への）服従と、適切な言葉5が。

(不信仰者*との戦いという）ご命令が決定

した時、彼らがアツラー*に正直だったな

ら、それが彼らにとってより善いことであ

ったのだ。

22. あなた方は、もし（イスラーム*の教えから）

背を向けたら、地上で腐敗*を働いたり、自

分たちの近親関係を断絶したりするので

はないか？

21 .

1 この 「動作」 と 「住処」 の解釈には、それぞれ 「現世における行動と、来世における行き

先」「昼間の行動と、夜の寝場所」「父親の精巣から母親の子宮への移動、地上での居住地」

などといった諸説がある （アル=パガウィー4:215 参照)。

2 「戦いの命令」 については、雌牛章 190、悔悟章 36 とその訳注も参照。

3 アッラー*の宗教に対して疑念のある者や、偽信者のこと （ムヤッサル 509 頁参照)。

4 「彼らには先決である」 ではなく 、「彼らにもっと （破滅が）近づくよう」 という解釈もあ

る。その場合、次のアーヤ*冒頭は 「…が （、彼らにはより善い)」 という意味 （アル=バ

イダーウィー5:194 参照)。

5 「適切な言葉」 とは、イスラーム*の教えに沿った言葉のこと （ムヤッサル 509 頁参照)。
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23. それらの者たちは、アツラー*が呪われ 1、

聾にされ、その眼を盲目にされた2者たち。

一体、彼ら （偽信者*たち）は、クルアーン
*を熟慮しないのか？ いや、心に錠がか

けられているのだ。

24 .

25. 本当に、導きが明らかにされた後に及ん
し り ぞ

で、背中を向けて （不信仰へと）退いた者
あ や ま

たちに、シャイターン*は （彼らの過ちを)

目映く見せ、彼らに （欺きの願望を）長引

かせた3のだ。

じ]

^^
=3こ

^
逆

^
'

^妙�fU你

2(3. それというのも彼らが、アツラー*が下され

たものを嫌った者たちに対し、 （こう）言

った4からである。「私たちはいくつかの事

において、あなた方に従おう」。アツラー
*は、彼らの秘密をご存知だというのに。

27. では、天使*たちがその顔と背中を殴りつけ

つつ、彼ら （の魂 ）を取り上げる時 （の

状況）は、いかなるものとなろうか？5

それというのも彼らは、アツラー*を激怒させ

ることに従い、かれのご満悦を嫌ったからな

のだ。それでかれ （アツラー*) は、彼らの行

い （の褒美）を台無しにされたのである。

へ . て

=̂3

28.

や ま い

2 f ). いや、心の中に病がある者たちは、アツラ

一*が彼らの（イスラーム* とムスリム*に対
が ん ぜ ん

する）憎悪を （信仰者たちの眼前に）引き

出されないとでも思い込んでいたのか？

1 「アツラー*の呪い」 については、雌牛章 88 の訳注を参照。

2 「聾」 「盲目」 については、雌牛章 7、18、フード*章 20 とその訳注も参照。

3 婦人章 120 も参照。

4 この言葉を誰が誰に言ったかについては、「偽信者*たちが、シルク*の徒に言った」「偽信者*

たちが、ユダヤ教徒*に言った」「その逆」という説がある（アツ =シヤウカーニー5:51 参照)。

5 この様子については、家畜章 93、戦利品*章 50 とそれらの訳注を参照。



47. ムハンマド章 0 )

^
tY

そして （預言者*よ）、もしわれら*が望め

ば、われら*はあなたに彼らを （特定して)

X).

4¢、
かなら

見せ、あなたは必ずや彼らをその特徴で知 於恥かなら

るであろう。また、あなたは必ずや （彼ら

の意図が見え隠れする）含みを持たせた言

葉によって、彼らを知るのだ。アツラー*

は、あなた方の行いをご存知である。
かなら

-̂5また （信仰者たちよ）、われら*は必ずや、

あなた方を試練1にかける。われら *が、あ

なた方の内の努力奮闘する者たちと、忍耐

*ある者たちを如実に表し、あなた方の消

息2を試すために。

一、 1?

^
み

^
4

切念じ

^̂
ゲJメ圳)ty

為

^
jiが4

^

本当に不信仰であり、アツラー*の道から
みちび

(人々を）阻み、自分たちに導きが明らか

になった後に使徒*に歯向かった者たちは、

少しもアツラー* (の宗教）を害することな

どない。そしてかれ（アツラー*) はいずれ、

彼らの行いを台無しにされるのである。

n 信仰する者たちよ、アツラー*に従い、使徒
したが

*に従え0 そしてあなた方の行いを、 （不

信仰や罪で）無駄にしてはならない。

cy^b[本当に不信仰であり、アツラー*の道から

(人々を）阻み、それから不信仰者*のまま

死んだ者たちを、アツラー*がお赦しになる

ことはないのだ。

1 「試練」については、雌牛章 214、イムラーン家章 186、悔悟章 16、洞窟章 7、蜘蛛章 2、
王権章 2 とそれらの訳注も参照。

2 この 「消息」 の解釈については、「あなた方の行いについて、それが善いものだったか、あ

るいは悪いものだったか、知らせるもの」「信仰心と信仰者たちへの愛情において、それが

誠実だったか、嘘だったかを知らせるもの」 といった諸説がある （アル=バイダーウィー

5:196 参照)。
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ならば （信仰者たちよ）、あなた方が優位

者であるというのに、弱気になったり、講

和へと呼びかけたりしてはならない1。アツ

ラー*は（その勝利と援助によって）、あな

た方と共にあり、あなた方の行い（の褒美)

を減らしたりはされないのだ。

. 現世の生活とは、遊興と戯れに過ぎない2。
もし、あなた方が信仰し、 （アツラー*を）

畏れる*なら、かれはあなた方にその褒美を

授けられる。そして、あなた方の財産を（浄

財* として、全て）要求されることはない。

もし、かれ （アツラー*) がそれをあなた方

に要求され、あなた方を無理強いさせられる

ならば、あなた方は出し惜しみし、かれはあ

なた方の憎悪を引き出されるであろう。

翕炎

^^ - 一 <

は威
也ふ:

^
J44齡ぶ

ほら、 （信仰者たちよ、）あなた方という

人たちは、アツラー*の道において出費する

ことへと招かれているのに、あなた方の内

には出し惜しみする者がいる。出し惜しみ

する者は誰でも、自分自身に出し惜しみし

ているに外ならない3。アツラー*が満ち足

りた*お方なのであり、あなた方が貧しい者

たちなのだ。そして、もしあなた方が （ア

ツラー*への信仰と服従に）背を向けるな

ら、かれ （アツラー*) はあなた方ではない

別の民と （あなた方を）交換され、それか

ら彼らはあなた方のように（アツラー*に不

服従に）なることもないであろう。

1 「不信仰者*との講和」 については、不信仰者*の方から講和を申し入れてきた時には、そ
れを受け入れるのも可能。戦利品*章 61 も参照 （アツ = シャンキーティー7:390 参照)。

2 家畜章 32 の訳注も参照。

3 というのも彼らはそうすることで、自分たちにアツラー*からの褒美を禁じ、多くの善を取
り損ねたからである （アツ =サァディー790 頁参照)。



48. 勝利章 -iA
j :■證

變臟
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農:

第 48 章

勝利章 （アルニファトウフ）1

慈悲あまねく

'
慈愛深き*

アツラー*の御名において

(使徒*よ、）本当にわれら*はあなたに、明

白なる勝利で勝利させた。2

(それは）アツラー*があなたのために、あ

なたの罪の内、先んじたものと後から生じ

たもの3をお赦しになり、あなたの上にその

恩恵を全うされ、あなたをまっすぐな道へ

と導かれるため。

また、あなたを、この上ない援助で援助さ

れるため。

かれ （アツラー*) は信仰者たちの心に、そ

の信仰心の上に更なる信仰心を上乗せすベ

く 、静寂を下された4お方。そしてアツラー
*にこそ、諸天と大地の軍勢は属する。アツ

ン-しし」 卜

^
UW

仏&:

^
2球

^̂
j

膨獅�

5

^
成

^ ^̂
3廢

f Wぶ'^̂
1 マディーナ'啓示。ムスリム*側にとっては一見不利に見えるフダイビーヤの和議*の後、啓

示される。スーラ A 名の由来は、スーラ
、
冒頭、そしてその後も繰り返される 「勝利」 とい

う言葉 （アーヤ* 1、18、27 参照）による。また一方で、アッラー*の道における戦いへの

誘い、あらゆる局面で従順 （じゅうじゅん）な信仰者たちの賛美、それと対照的に不従順

なベドウィンや偽信者* らへの非難も描写される。

2 大多数の解釈学者によれば、この 「勝利」 は、フダイビーヤの和議*のこと （アッ =シヤウ

カーニー5: 59 参照)。その他 「マッカ開城*」「ローマ帝国、その他の征服」「イスラーム*

の勝利」 などの諸説もあるが、いずれにせよ、それらは全て実現した （アル=カースィミ

一15:5395 参照)。

3 罪の内で 「先んじたもの」「後から生じたもの」 の解釈には、それぞれ 「使徒* となった時

以前のものと、以後のもの」「使徒* となった時以前のものと、それからこのアーヤxが下る

時までのもの」「使徒* となった時以前のものと、将来の全ての罪」 など、数多くの説があ

る （アル=クルトゥビー16:262 参照)。尚、預言者*や使徒*の無謬 （むびゅう）性につい

ては、雌牛章 36 の訳注を参照。

4 これはアッラー* とその使徒*の決定に従 （したが）った、フダイビーヤの和議*の日の教友
*たちの描写とされる （イブン•カスィール 7:328 参照)。
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ラー*はもとより、全知者、英知あふれる

お方であられる。

I：翁心美�
_

信仰者の男たちと、信仰者の女たちを、そ

の下から河川が流れる楽園に永遠に留まる

ベく入れ給い、彼らのためにその悪行を帳

消しにされるべく （、静寂を下された）。

それはもとより、アツラー*の御許で偉大な

勝利であった。

また、アツラー*に対して悪い憶測1をしてい

る、偽信者*の男たちと偽信者*の女たち、シ

ルク*の徒の男たちとシルク*の徒の女たちを

罰するため。彼らの方にこそ（、彼らが憶測し

0^

嫁;45域ぬ;^aあ ん て ん

ている状況の）悪しき暗転があるのだ。そし

てアツラー*は彼らをお怒りになり、呪われ2、

彼らのために地獄を用意された。（それは）

何と忌まわしい行き先であろうか。

そしてアツラー*にこそ、諸天と大地の軍勢

は属する。アツラー*はもとより、偉力なら

びない*お方、英知あふれる*お方。

(使徒*よ、）本当に
t
われら*はあなたを証人

3、吉報を伝える者、警告を告げる者4 として、

iわした。

(それは）あなた方がアツラー* とその使徒*

を信じ、かれ （の宗教）を助け5、かれを畏敬

し、かれを朝に夕に称える*ためである。6

Jfj% JJrAj

0 リ

1 アッラー*が、預言者* と信仰者たちをその敵に対して援助されず、イスラーム*のことも勝

利させられない、という 「悪い憶測」 のこと （ムヤッサル 511 頁参照)。

2 「アッラー*の呪い」 については、雌牛章 88 の訳注を参照。

3 「証人」 については雌牛章 143、婦人章 41 の訳注を参照。

4 「吉報を伝える者…」 については、雌牛章 119 の訳注を参照。

5 ムハンマド*章 7 と、その訳注も参照。

6 「かれを助け、かれを畏敬し」 の 「かれ」 に限っては、アッラー*ではなく 、預言者*のこ

とを指す、という解釈もある （アル=パガウィー4:224 参照)。
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よげんしゃ ちか

(預言者*よ、）あなたに誓う者たちこそは、 顧

〇il上

^
〇切

まさしくアッラー*に誓っている1のであ

る。アッラー*の御手は、彼らの手の上にあ

るのだから2。（その誓いを）破った者は誰

であろうと、（その罰が自分に返ってくる

ゆえ、）自分に対して破っているのである。

そして誰であろうと、アッラー*と契約した

ことを全うする者に対し、アッラー*は偉

大な褒美をお授けになろう。

(預言者*よ、）ベドウィンたちの内、（あ

なたと共にマッカ*に出発せず）居残らさ

れた者たち3は、あなたに言うであろう。

「私たちの財産と家族が、私たちを掛か

りっきりにさせたのだ。だから私たちの

ため、（そのことについてアッラー*に）

赦しを乞うてくれ」。彼らは自分たちの

心にもないことを、口先で言っている。

言ってやるのだ。「ではアッラー*があな

た方に害をお望みになるか、あるいは益

をお望みになるとしたら、かれ（のご意

思）に反して誰か、あなた方に何かして

やれる者がいようか？ いや、アッラー*

はもとより、あなた方が行うことに通暁

されるお方である。

1 これは「リドワーンの誓い」のこと。詳しくは、頻出名•用語解説の「フダイビーヤの和議
*」を参照。

2 あたかもアツラー*に直接、手を重ねて誓ったかのようである、ということ。誓いの意味の

確認と強調、その遵守（じゅんしゅ）への奨励（しょうれい）の意味（アッ=サァディー

792 頁参照)。

3 預言者*がウムラ*のためマッカ*へ出発した際、クライシュ族*への警戒心から同行を命じ

たものの、それに応じなかったマディーナ*周辺のベドウィンたちのこと（アル=クルトゥ

ビー16:268参照)。悔悟章 81 の同語についての訳注も参照。
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12. いや、あなた方は使徒*と信仰者たちが

(殺され）、彼らの家族のもとに永遠に

帰って来ないだろうと憶測していたので

あり、それはあなた方の心に目映く映っ

たのだ。そしてあなた方はまさしく悪い

憶測をしたのであり、あなた方は滅亡の

民だったのだ」。

アツラー*とその使徒*を信じない者たちは

誰であろうと（、罰されることになろう）、

本当にわれら*は不信仰者*たちのために烈

火を用意したのだから。

1 4 . そして諸天と大地の王権は、アツラー*に

こそ属する。かれはお望みになる者をお

赦しになり、お望みになる者を罰される。

アツラー*はもとより、赦し深いお方、慈

愛深い*お方。

め露4

^
」如迦游

鋒ji:ギ此J

•
ず

^
5

ゝ. 居残らされた者たち1は、あなた方が戦利品

*を手に入れるべく出発した時2、（こう）

言うだろう。「私たちを、あなた方にお供

させて下さい」。彼らはアツラー*の御言葉

3を、変更しようとしている。言ってやるが

いい。「あなた方が、私たちについて来る

ことはない。アツラー*は以前、そのように

仰せられたのだ」。すると、彼らは言う。

「いや、あなた方は私たちを嫉妬してい

る」。いや、彼らは僅かばかりしか、理解

することがなかったのである。

1 「居残された者たち」については、アーヤ* i i の訳注を参照。

2 これは、ハイバルの戦い*への出征のこと（ムヤッサル 512 頁参照)。

3 アル=クルトウビー*によれば、大半の解釈学者はこの「御言葉」を、「アッラー*がフダイ

ビーヤの和議*に立ち会った者たちに、ハイバルの戦利品*を約束されたこと」としている

(16:271 参照)〇
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16. ベドウィンたちの内、 （あなたと共に出発せ

ず) 居残らされた者たち2こ、言ってやれ。「あ

なた方は、強烈な武力をMえた民2(との戦い)

へと呼ばれるだろう。あなた友が彼らと戦う
か、彼らが （戦わずして）服従 （イスラーム
*) するかの、いずれかなのである3。それで、

もしあなた方が （その呼びかけに）応じるの

なら、アッラー*はあなた方に善き褒美をお授

けになる。そして、もし以前 （マッカ*へと出

発する命令に)背いたように、あなた方が背く

のであれば、かれ（アッラー*) はあなた方を

〆

〇

0

^
ちようばつ

痛ましい懲罰で罰されよう」 。

(出症しないことに関し、）視覚に雷Sあ

る者に罪はなく、足が不自由な者にも罪は

なく、病人にも罪はない。アツラー*は、か

れとその使徒*に従う者は誰でも、その下

から河川が流れる楽園に入れて下さる。そ

してかれは（アツラー*とその使徒*に）背く

者を、痛ましい懲罰で罰されるのだ。

18. (預言者*よ、）アツラー*は確かに信仰者た

ちを、お喜びになった。彼らが木の下であな

たに誓った時のこと。かれは彼らの心の内

(の信仰心と正直さ、忠誠心）をご存知にな

り、彼らの上に静寂を下され、彼らに近い

勝利 （の約束）でお報いになったのだ。4

17.

/4

^
jj4iiゼゲ」

ゲ」

私谈ん# �

1 「居残された者たち」 については、アーヤ *11 の訳注を参照。

2 この 「民」 の解釈には、「ペルシャ人」「ローマ人」「その両方」「ハワーズィン族とサキー

フ族 （頻出名•用語解説 「フナインの戦い*J 参照)」「ヤマーマ地方で預言者*を自称した、
ムサイリマとその民ハニーファ族」などの諸説がある（アルニクルトウビー16:272 参照)。

3 これは、ジズヤ*を受け入れられない種類の人々に関する規定とされる （前掲書 16:273 参
照)。雌牛章 190、悔悟章 36 の訳注も参照。

4 これは、「リドワーンの誓い」 のこと （ムヤッサル 513 頁参照)。詳しくは、頻出名•用語
解説 「フダイビーヤの和議*」 を参照。また 「近い勝利」 とは、ハイバルの戦い*のこと （前

掲書、同頁参照)。
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知
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y i61 な39 . また、彼らが手にすることになる沢山の戦

利品*1 (の約束）で（お報いになった時）。

アツラー*はもとより、偉力ならびない*お

方、英知あふれる*お方。

^
XJ>J

^
01じ;：§ iy>{^

於

^
Sb \̂球313

20 . アツラー*はあなた方に、あなた方が手にす

ることになる沢山の戦利品*をお約束にな

り、あなた方のためにこれを前倒しにされ

たのだ2。また、かれは人々3の手をあなた
はば

方から阻まれたのであり、（それは、その

ことが）信仰者たちにとっての御徴とな

り、あなた方をまっすぐな道へとお導きに

なるためであった。

また、アツラー*が既に確保され、あなた方

がまだ入手できてはいない、別の物も（お

約束になった）。アツラー*はもとより、全

てのことがお出来のお方。

2 1 .

切片

22. たとえ不信仰に陥った者*たち4が、あなた方

と戦ったところで、背中を見せて敗走するの

が落ちなのである。その後、彼らは（自分た

ちの）庇護者も援助者も見出すことがない。

2:3 . 過去に、（不信仰者*の民と信仰者の民の間に

おいて）過ぎ去ってきた、アツラー*の摂理。

そして（預言者*よ）、あなたはアツラー*の摂

理に、いかなる変更も見出すことはない。

1 この「戦利品*」は、ハイバルの戦い*によるものとされる（ムヤッサル 513頁参照)。

2 このアーヤ*の「沢山の戦利品*」は、ムスリム*たちが復活の日*まで手にすることになる

全てのもの。「これ」は、ハイバルの戦利品

'
またはフダイビーヤの和議*のこと（アル=

クルトウビー16:278参照)。

3 この「人々」の解釈には、「フダイビーヤの和議*の時のクライシュ族*」「ハイバルの民と、

彼らの援助者たち」「ムスリム*軍がフダイビーヤやハイバルに遠征中に、マディーナ*をユダ

ヤ教徒*の手から阻んで下さった」といった諸説がある（アッ=シャウカーニー5:68参照)。

4 マッカ*のクライシュ族*のことを指している、とされる（ムヤッサル 513頁参照)。
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ゎ:. かれは、あなた方が彼ら （シルク*の徒）を

マッカ*の谷間で掌握した後に、彼らの手

をあなた方から阻まれ、あなた方の手を彼
は ば

らから阻まれた 1お方。そしてアッラー*は

もとより、あなた方の行うことを通暁され

るお方である。

み」二」

。
'ぬ

腐

购もぶ

.：•> 彼ら （クライシュ族*の不信仰者*たち）は

不信仰に陥り、 （ウムラ*をしようとして

いた）あなた方をハラーム•マスジド*から、

そして足止めを食らわされた供物がその

(屠殺の）場2に達することから、iaんだ者

たち。そして、もし（マッカ*に潜んでいる）

あなた方の知らない信仰者の男たちと信

仰者の女たちがおらず、あなた方が彼らを

(シルク *の徒もろとも）粉砕してしまうこ

とで、あなた方に予想もしなかった面倒3が

降りかかるのでなければ（、われら*はあな

た方にその時、マッカ*の民を制圧させたの

である）。（それは）アッラー*が、かれが

お望みになった者を、そのご慈悲の中にお

入れになるため4。もし彼らが （不信仰者*

たちから）隔たれていたら、われらは彼ら

の内の不信仰に陥った者*たちを、痛まし

い懲罰で罰したのである。

1 一説にこれは、フダイビーヤの地で、ムスリム* たちに奇襲 （きしゅう）攻撃を仕掛けてき
た八十名のシルク *の徒のこと。ムスリム* たちは彼らを捕らえた後、解放してやった （ム
ヤッサル 514 頁参照)。

2 この 「場」 とは、マッカ*の聖域のこと。ムスリム*たちはウムラ*の 「供物」 として、七十
頭のラクダを連れて来ていた。アッラー*はフダイビーヤで、それを捧 （ささ）げることを

お許しになった （アッ =シャウカーニー5:71 参照)。巡礼*を阻まれてしまった際の規定に

関しては、雌牛章 196 も参照。

3 「面倒」 とは、信仰者を殺してしまうことによる罪、非難、その罪滅ぼしとしての代償の

こと （ムヤッサル 514 頁参照)。

4 実際にこの後、マッカ*の民の内でも、イスラーム*を受け入れ、よきムスリム*となり、天
国に入れられることとなった多くの者が出現した （アル=クルトウビー16:286 参照)。
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不信仰に陥った者*たちが、その心の中に

尊大さ、ジャーヒリーヤ*の尊大さを宿した

時のこと 1 (を思い起こさせよ）。にも関わ

らず、アツラー*はかれの静寂を、その使徒

* と信仰者たちの上に下された。そして彼ら

に敬虔さ*の言葉2を命じられたのであり、

彼らはそれに（シルク*の徒）より相応しぐ

その適任者だったのである。アツラー*はも

とより、全てのことをご存知のお方。

. 確かにアツラー*はその使徒* (ムハンマド*)

26.

G o」S

ま さ ゆ め

に、正夢で真実を語られた。あなた方はもし

アツラー*がお望みなら、必ずや頭を剃り、

髪を切った状態で、（シルク*の徒を）怖れる

ことなく安全に、ハラーム•マスジド*に入る

のだ。そしてかれ （アツラー*) は、あなた方

が知らなかったこと3をご存知になり、それ以

外にも近し、勝利4をご用意になった。

28. かれ （アツラー*) は、その使徒*を導きと

真理の宗教（イスラーム*) と共に遣わされ

たお方。（それは）かれが、それ （イスラ

ーム*) をあらゆる宗教の上に君臨させる5

ため。（使徒*よ、）アツラー*だけで、（そ

の）証人は十分である。

0

^
㈤成お
處為=～難

②、 一、

1 彼らはフダイビーヤの和議*の際、預言者*が協定文書に 「慈悲あまねく *慈愛深い*アッラ

一の御名において」「アッラー*の使徒*ムハンマド*」 と書くことを認めず、削除させた （ム
ヤッサル 514 頁参照)。

2 「敬虔さ*の言葉」 とは、大半の解釈学者によれば、「アッラー*以外に崇拝* (すうはい）

すべき、いかなるものもなし」 という言葉 （アル=バガウィー4:243 参照)。

3 「あなた方が知らなかったこと」 とは、ムスリム*たちがフダイビーヤの年ではなく 、その

後にウムラ*のためマッカ*訪問することにおける利益のこと （ムヤッサル 514 頁参照)。

4 大半の解釈学者によれば、この 「近い勝利」 はフダイビーヤの和議*のこと。マッカ開城*、

あるいはハイバルの戦い*における勝利、という説もある（アル=クルトウビー16:291 参照)。

5 「イスラーム*をあらゆる宗教の上に君臨させる」 については、悔悟章 33 の訳注を参照。
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ムハンマド*は、アツラー*の使徒*。そして、

彼と共にある者 （教友*) たちは不信仰者

たちに対しては厳格で、彼ら自身の間では

慈悲深い。あなたは彼らが、アツラー*から

のご恩寵とご満悦を求めつつ、（アツラー

*への礼拝で）ルクーゥ * し、サジダ*するの

を目にする。彼らの印1はその顔にあり、サ

ジダ*の跡によるもの。それはトーラー*の

中にある彼らの描写であり、福音*の中に

ある彼らの描写である。（その様子は）芽

を出し （枝を増やし）てそれを支え、堅固

になり、その幹の上に確立した作物のよう
2。それは栽培者を喜ばせる。かれ （アツラ

一*) が、彼ら （信仰者たち）によって、不

信仰者*たちを憤らせるために。アツラー

*は彼ら3の内、信仰して正しい行い*を行う

者たちに、 （罪の）お赦しと偉大なる褒美

を約束されたのである。

ぎgfef減念，

29

i 「彼らの印」 の解釈には、「復活の日*、その顔に現れる白い光」「よき作法、恭順さ （雌牛

章 45 の訳注を参照)、謙虚 （けんきょ）さ」「(崇拝*行為ゆえの）夜更かしによる、顔の

黄色さ」 などの諸説がある （アルニパガウィー4:245 参照)。

2 これは、最初は数少なかったものの、後に多数となった教友たちの例えとされる。また、

「作物」 は預言者*ムハンマドで、その 「芽と枝」 が教友と信仰者を表している、という解

釈もある （前掲書、同頁参照)。

3 この「彼ら」は教友*たちだけではなく、信仰者一般を指す（アルニクルトウビー16:295-296
参照)。
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部屋章（アル=フジュラート）1
；— "V一: と: '

ニン慈悲あまねく*慈愛深き#

アツラー*の御名において

!. 信仰する者たちよ、アツラー*とその使徒*

の前で、出しやばってはならない2。そして

アツラー*を畏れ*よ。本当にアツラー*は、

よくお聞きになるお方、全知者であられる。

2. 信仰する者たちよ、預言者*の声の上に、あ

なた方の声を張り上げてはならない。また、

自分たちが互いに大声を上げるように、彼

(預言者*) に対して大声で物言いをしては

ならない。（それは）あなた方が気付かな

い内に、あなた方の行いが台無しになって

しまわないように、である。

3. 本当にアツラー*の使徒*のもとで声を低め

る者たちこそは、アツラー*がその心を敬虔

さ*へとお試しにな（り、そこへと導いて下

さ）った者たちなのだ。彼らにこそ、（罪の）

お赦しと偉大な褒美がある。

1. 本当に（預言者*よ）、あなたを部屋の向こ

うから（大声で）呼ぶ者たち、その大半は弁

えることがない。3

が路这似、心餘

0 5 0 1

i マディーナ*啓示。スーラ*名は、アーヤ*4 に出現する「部屋」という語に由来。信仰の重

要な一部として、アッラー*とその預言者*への礼儀を始め、同胞愛を育（はぐく）む作法

や品性、真の信仰者としての価値観、それらに逆行する物事の禁止など、健全で正しいム

スリム*個人•社会の基礎が取り上げられる。現代の解釈学者の中には、このスーラ*を「品
性の章」と呼ぶ者もいる。

2 アッラー*とその使徒*を差しおいて、宗教に関わる物事を勝手に決めたりしてはならない、

ということ（ムヤッサル 515頁参照)。

3 —説にこのアーヤ*は、マディーナ*にやって来たベドウィンたちが、預言者*の部屋の外から

「ムハンマド* ! ムハンマド*丨」と呼んだことに関して下った（アツ=サアディー799 頁参照)。
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5. そして、もし彼らが、彼 （預言者*) が出て

くるまで我慢していたら、彼らにとっても ”
ご ，，えく夕づて〆，バ

と善いことだったのだ。アツラー*は赦し

深いお方、慈愛深い*お方であられる。

ウ

6. 信仰する者たちよ、もしあなた方のもとに

放逸な者が何らかの消息を携えてやって

来たら、 （それを信用する前に、その真偽

を）確認せよ 1。あなた方が、ある民に無

知から被害を及ぼし、それであなた方が自

分たちがしたことゆえ、悔やむ者とならな

いように。2

〇こ

^
;

^
U多
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^
�知メ他

©ぬ多

そして知るのだ、あなた方の間には （あな

た方の福利を知り、あなた方に善を望む）

アツラー*の4徒*がいる、ということを。も

し、彼が物事の多くにおいてあなた方に従

えば、あなた方は苦境に陥ったであろう。

しかしアツラー*は、あなた方に信仰を愛さ

せ給い、それをあなた方の心に目映いもの

とされた。そして、あなた方に不信仰と放逸

さと （アツラー*への）反抗を嫌わせ給うた

のである。それらの者たちこそは、正しく導

かれた者たちなのだ。

〇災び泌ね又必奴8. アツラー*からのご恩寵と、恩恵ゆえ。アツ

ラー*は全知者、英知あふれる *お方である。

1 ここでの 「放逸」 さの意味には、「嘘つき」「自分の罪を公 （おおや）けにする者」「アッラ

一1こ対して羞恥 （しゅうち）心を抱かない者」 といった諸説がある。尚、放逸であること

が確定した者の情報•伝承は、例外的なものを除いては受け入れられないということで、学

者間の見解は一致している （アル=クルトゥビー16:312 参照)。

2 このアーヤは、ワリード•ブン•ウクバが浄財*の徴収 （ちようしゅう）のため、ムスタラク

族へ遣わされた際の出来事に関して下ったとされる。ムスタラク族が浄財を渡すことを拒

んだというワリードの誤った報告により、ムスリムたちは危うく彼らを攻撃しそうになっ

た （ア フ マ ド 18459 参照)。
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もし、信仰者たちからなる二派が戦い合っ

たなら、（信仰者たちよ、）彼らの間を取

り持て1。そして、もしその一方が（呼びか
しんぱん

けに応じずに、）他方を侵犯したのであれ
しんぱん

ば、侵犯する方に対し、彼らがアツラー*

のご命令2に立ち返るまで戦え。それで（そ

の一派が、アツラー*のご命令に）立ち返つ

たなら、彼ら二派の間を正義で取り持ち、

公正に（裁決）するのだ。本当にアツラー

*は、公正にする者たちをお好みになるのだ

から。

10. 本当に信仰者たちは、（宗教における）同

胞なのである。ならば、あなた方の同胞を

取り持つがよい。そしてあなた方が慈しま

れるよう、アツラー*を畏れる*のだ。

必

^'切J �站

信仰する者たちよ、ある民が別の民を馬

鹿にしてはならない。（馬鹿にされた）

彼らの方が、（馬鹿にした）彼らより優

れているかもしれないのだから。また、

ある女性たちが、別の女性たちを馬鹿に

してはならない。（馬鹿にされた）彼女

らの方が、（馬鹿にした）彼女らより優

れているかもしれないのだから3。また、

0

1 アッラー*とその使徒*の裁決へと招き、その裁決に満足させよ、ということ（ムヤッサル

516頁参照)。

2「アッラー*のご命令」とは、アッラー*とその使徒*の裁決のこと（前掲書、同頁参照)。

3 人間が真に徳とすべきことは、大方の場合において嘲笑（ちょうしょう）の対象となる姿

形、地位、状況といった表面的なものではなく、心の中に秘められた内面的なものである。

ゆえに人は、もしかするとアッラー*の御許では自分よりも徳の高い者であるかもしれない

他人を、無闇（むやみ）に蔑（さげす）むべきではない。そうすれば彼は、アッラー*の御

許で高い地位にある者を蔑むことにより、自分自身を害することになるからだ（アブー*

アッ=スウード 8:121 参照)。預言者*は、こう仰（おっしゃ）っている。「本当にアッラ

一*は、あなた方の姿や財産をご覧になるのではない。しかし、あなた方の心と行いをご覧

になるのである。」（ムスリム「善行と血縁の絆と礼儀作法の書」34 参照）
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あなた方自身 1を中傷したり、（本人が嫌

がる）あだ名で呼び合ったりしてはなら

ない。信仰 （に入った）後に放逸さで呼

ばれることの、何と醜悪なことか2。そし

て （これらの悪事から）悔悟しない者こ

そは、不正*者なのである。

. 信仰する者たちよ、憶測の多くを避けよ。

実にある種の憶測3は、罪なのだから。また、

(同胞のぼろを）詮索したり、互いに陰口
4を言ったりしてはならない。一体、あなた

方の誰が、死んだ同胞の肉を食べたいとい

うのか？5 あなた方は、それを忌み嫌うで

あろう。アツラー*を畏れ*よ。本当にアツ

ラー*は、よく悔悟をお受け入れになる*お

方、慈愛深い*お方なのだ。

。
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^
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^
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! 3. 人々よ、本当にわれら*は、あなた方を一人

の男性と一人の女性から創り6、あなた方が

知り合うべく、あなた方をいくつもの民族

や部族とした。実にあなた方の内、アツラ

1 他人が 「あなた方自身」 と表現されているのは、「同胞を中傷した者は、自分自身を中傷し

たも同様」 で、「他人を中傷する者は大抵、自分自身も相手から中傷されるから」 （アッ =
ラーズィー10:109 参照)。

2 信仰に入った後に、これらの罪を犯す者は「放逸な者」である（アル=カースィミー15:5461
参照)。

3 同胞に対する悪い 「憶測」 のこと （ムヤッサル 517 頁参照)。

4 イスラーム*における 「陰口（ギーパ)」 とは、その内容が真実であったとしても、陰で「自

分の同胞について、彼が嫌に思うことを話すこと」 である （ムスリム 「善行と血縁の紳と

礼儀作法の書」 70 参照)。

5 人の尊厳を傷つけ、人を覆 （おお）い隠している尊厳を奪 （うば）い去り、反論できない
状態で攻撃することが、人の肉体そのものをバラバラにし、身体の要 （かなめ）である骨
を露出させ、死体に対して口でなぶるという、忌まわしい行為に例えられている （アル=
ビカーイー7:361 参照)。

6 全人類はアーダム* とハウワーウ * という同一の祖先を有し、かつ男性と女性を介して生ま

れる （アッ =サアディー802 頁参照)。
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一*の®純で最も高貴な者とは、最も敬虔*

な者なのである。アツラー*こそは全知者、

通暁されるお方。

14. ベドウィンたち1は、言った。「私たちは、

(アツラー*とその使徒*を）信仰した」。

(預言者*よ、彼らに）言ってやれ。「あな

た方は、まだ信仰してはいない。しかし、

『服従した』と言うのだ。信仰はまだ、あ

なた方の心の中には入っていない2。そし

て、もしあなた方がアツラー*とその使徒*

したが

に従えば、かれはあなた方の行い（の褒美)

から、何一つ差し引きされることはない。

本当にアツラー*は、赦し深いお方、慈愛深

い*お方なのだから」。

本当に信仰者とは、アツラー*とその使徒*

を信じ、その後（信仰において）疑惑を抱

翕ゆ以

^
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15.

みずか

かず、アツラー*の道において自らの財産

と生命をかけて努力奮闘する者たちのこ

と。それらの者たちこそは、（自分たちの

信仰に対する）正直者である。

(預言者*よ、彼らベドウィンたちに）言

てやれ。「一体、あなた方はアツラー*に、

自分たちの宗教（の度合い）について知ら A ガ i〆

16. つ

l ここで言及されているのは、信念に満ちた心、純粋な意図、安心感を伴（ともな）う正し

い信仰ではなく、殺害や捕虜（ほりよ）となることへの恐怖や、施（ほどこ）しを得るこ

とへの願望などが理由でイスラーム*を受け入れた、ある種のベドウィンたちのこと（アツ

=シャウカーニー5:90参照)。

2 一説に、このアーヤ*で言及されている「信仰」とは、「心による信念、言葉による承認、

身体による行為によって服従すること」であり、「服従」とは「信念はなくても、言葉によ

る承認と、身体による行為によって、表面的に服従すること」。この場合、このベドウィン

たちは偽（にせ）信者*となる。別説によれば、ここでの「信仰」は、「完全なる信仰心」

のこと。この場合、彼らには信仰心が存在することになる（アツ=シャンキーティー

7:419-420参照)。
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せるというのか？ アツラー*は諸天にあ

るもの、大地にあるものをご存知であり、

アツラー*は全てのことをご存知のお方だ

というのに？」 1

(預言者*よ、）彼ら （ベドウィンたち）は

自分たちが服従 （イスラーム*) 2したこと

で、あなたに恩を着せる。言ってやれ。「あ

なた方の服従に関し、私に恩を着せるので

はない。いや、アツラー*があなた方を （、

1 7

みちび

あなた方が主張している）信仰へとお導き
ほどこ

になったことで、あなた方に恩を施して下

さっているのである。もし、あなた方が本

当のことを言っているのならば、だが」 。

i 8. 本当にアツラー*は、諸天と大地の不可視の

世界*をご存知である。そしてアツラー*は、

あなた方が行うことをご覧になるお方な

のだ。

1 彼らの 「自分たちは信仰者だ」 という主張は、全知者であるアッラー*に対する無作法か、
あるいはその言葉によって現世的な利益を意図しているかのどちらかである （アッ=サァ
ディー802 頁参照)。

2 自分たちが服従 （イスラーム*) を受け入れた、という主張のこと （アッ=シヤウカーニー

5:91 参照)〇
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第 50章

カーフ章1

慈悲あまねく *慈愛深き *

アツラー*の御名において

1 . カーフ 2。栄誉高きクルアーシ3*にかけて

(■ぅ）。

2. いや、彼ら （不信仰者*たち）は、彼らのも

とに、自分たちの内から警告者が到来した

ことに驚いている。そして不信仰者*たち

は、言ったのだ。「これは驚くべきこと。

靡炎

©41娜喊

私たちが死に、砂となった後に （、元通り

に戻されるとは）？ それは途方もない回帰

である」 。

L われら*は、大地が彼ら （の死後、その肉体)

を減少させるものを、確かに知っている4。

そしてわれら*の御許には、保存された書5が

あるのだ。

1 マッカ*啓示で学者間の見解は、ほぼ一致。スーラ*の名称は、冒頭に出現するアラビア文

字 「カーフ*」 に由来。クルアーン*と預言者*ムハンマド*の使徒*性、死後の復活について

の真実性の確証に始まり、それを信じない者に対し、過去の不信仰者*たちの現世と来世に

おける結末、および死と復活の日*に起きる出来事の描写により、警告が放たれる。スーラ

*の最後は、預言者*への慰 （なぐさ）めと、崇拝*行為と忍耐*への激励 （げきれい）によ

て、締めく くられる。一説には、預言者*が集団礼拝などにおいて、とても多く読誦した

スーラ*の一つ。

2 この文字については、頻出名•用語解説の 「クルアーンの冒頭に現れる文字群*」 を参照。

3 「栄誉高きクルアーン*」 については、星座章 21 の訳注を参照。

4 地面が死体を蝕 （むしば）むもの、それらがどこに分散したか、どこへ行ったかというこ

とまでご存知のお方にとって、復活は不可能ではないということ （イブン•カスィール

7:395 参照)。

5 「保存された書」 とは、「(改変など）あらゆることから保存され、あらゆることがその中

に保存されている、守られし碑板*のこと （アッ =シャウカーニー5:95 参照)。

つ)
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5- いや、彼らは真理 （クルアーン*) $、それ

が自分たちのもとに到来した時、嘘呼ばわ

りした。それで彼らは、混乱した状態1にあ

るのだ。

一体、彼らは自分たちの上にある天を見な

いのか？ われら*がそれをいかに構築し、

そこに割れ目一つなく 、 （星々で）飾り立

てたかを？

t ^s>\

知ん必J你趙

6.

錄み獨痛帕>加7. また、われら*は大地を広げ、そこに堅固な
う る わ

山々を投げ入れ、そこにあらゆる麗しい種

類のものを芽生えさせた。

8. よく （われら*に悔悟して）立ち返る、全て

の僕のための開眼、教訓として （、万物を

創造したのである）。

ゅ雖な泳ね45傲9. また、われら*は天から祝福に満ちた （雨)
ふ し ゅ う か く

水を降らせ、それによって農園と、収穫の
た ね つ ぶ め ば

種粒を芽生えさせた。

10. そして、高く聳えるナツメヤシの木を （、

芽生えさせた）。それには、重なり合う莢
2がついている。

11. 僕たちへの糧として （、それらを芽生えさ

せたのだ）。またわれら *は、それ （雨）に

よって死んだ土地を生き返させた。同様に

a51织ぶ

^̂
ぬ爲

し よ う か ん

(復活の日*、死後の）召喚はあるのだ。

2. 彼ら （シルク *の徒）以前にも、ヌーフ*の

民、ラッスの徒*、サムード*が （自分たち

の使徒*を）嘘つき呼ばわりした。

1 彼らは預言者*のことを、時には魔術師、時には詩人、時には占い師、と呼んだりした （ア

ル=クルトゥビー17:5 参照)。

2 この 「莢」 については、家畜章 99 の訳注を参照。
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!また、アード*、フイルアウン*、ルート*

の同胞たちも。

そして、藪の仲間たち1、トツバゥの民2も。

(彼らの)全ては使徒*たちを嘘つき呼ばわ

りしたので、（不信仰に対する懲罰という）

わが警告が実現したのである。

一体、われら*が最初の創造において不能だ

つたというのか？ いや、彼らは新たな

創造について疑念の中にあるのだ。3

13.

總�f細㈣N

功
’て 晏4

^̂
、

われら*は確かに、人間を創った。われら*i ()
みずか

は彼の魂が自らに囁くものを知ってお

り、類動脈の管よりも彼に近いのである。

右に、そして左に控える二人の受手が、

(人間の行いを）受け取（って記録す）

る時。4

力 内！

^
乂

かん

Hi 彼（人間）は、自分に配備させられた監視

役（の立ち会い）なしには、一言も発する

ことがない。

そして真の、死の苦悶が到来した。（人間

よ、）それはあなたが逃げていたもの。

そして、為留に焱き込まれる5。それは

(されていた、復活）の日*。

H ).

® 聲 ゆ;20

1 「藪の仲間たち」については、アル=ヒジュル章 78の訳注を参照。

2「トッバウの民」については、煙霧章 37の訳注を参照。

3 無から「最初の創造」を始められたお方には、それを「新たな創造」として元通りにする

こともお出来である（ムヤッサル 518頁参照)。

4 これは人間の右側と左側に付き添い、その行いを記録する二人の天使*のこと（前掲書 519

頁参照)。高壁章8の訳注、雷鳴章 11 の訳注も参照。

5 これは、復活を知らせる二番目の吹き込み（前掲書、同頁参照)。家畜章 73とその訳注も

参照。
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ともな

©-
^
4

^
5みじ

^̂
J
°

«-W21. そして全ての者は、先導役と証人1を伴

て、やって来る。
つ

念!

^
22. (彼には、こう言われる。）「あなたは

碑かに、これ（復活の日*) に対して無頓

着だった。だが、われら*はあなたから、

あなたの覆い2を取ってやったのだ。それ

でこの日、あなたの目は研ぎ澄まされ（、

現世で否定していたことを目の当たりに

し）ている」。

23. また、彼の同伴者（天使*) は言う。「これ

が、私のもとで用意されたもの3です」。

(アツラー*は、二人の天使*に仰せられ21.
がんめ

る。）「頑迷で、不信心この上ない者を全

て、地獄に放り込め。

25. 善を断固として阻み、（アツラー*の僕た

ちと、その法を）侵犯し、疑惑的だった者

(全てを）。 ^̂
>4技し

4
、與球夕ぶ53

^
多

じ私

^
ル•

?(>. アツラー*と共に、外の神4を拝した者。そ
きび ちようばつ

の者を、厳しい懲罰に放り込むのだ」。

27. 彼の同伴者（シャイターン*)は、言う。「我
ほうらつ

らが主*よ、私が彼を放埒にしたのではあり

ません。しかし、彼はそもそも遠い迷いの

中にあったのです」。5

1「先導役」は、集合の地まで連行していく天使*で、「証人」は、人が現世で行った善悪の

行為を証言する天使*のこと（ムヤッサル 519 参照)。

2「現世における覆い」については、雌牛章 7、フード*章 20の訳注も参照。

3「同伴者」とは、現世での人間の行いを記録していた天使のことで、「用意されたもの」と

は行いの帳簿（ちょうぼ）のこと（前掲書、同頁参照)。高壁章 8の訳注も参照。

4 この「神」については、雌牛章 133の訳注を参照。

5 同様の情景を描写したアーヤ*として、イブラーヒーム*章 22も参照。



Xl080\50. カーフ章

^
一〇,

(アツラー*は仰せられる。）「（報いと清

算の場である）われのもとで、議論するの

ではない。われは既に、あなた方に警告を

していたのだから。

28.

翕yUgfe�城ぬuわれのもとで言葉が変更されることはな

く 1、われは僕たちに対する不正*者などで

はないのだ」 。

(使徒*よ、）われが地獄に 「あなたは、一
杯になったのか？」 と言い、それ （地獄）が

「（まだ）追加はありますか？」 と言う日の

こと （を、あなたの民に思い起こさせよ）。

29.

30.

け ん

そして天国は、敬虔な*者たちに遠くない場

所へと、近づく 。
31.

(敬虔な*者たちよ、）これ （天国）は、あ

なた方に約束されていたもの。常に回帰

し、遵守する全ての者2に。

32.

33. 慈悲あまねき*お方 （アツラー*) を （現世

で）まだ見ぬままに恐れ3、（復活の日*、主
*の御許に、悔悟して不断に）立ち返る心で

やって来た者に。

(彼ら信仰者たちには、こう言われる。）

「あなた方は平安と共に、そこに入るがよ

い。それは永遠の日」 。

34.

1 アッラー*のお約束に変更はなく 、それは必ずや実現する。かれが懲罰で裁いた者が、その

裁決を覆（くつがえ）されることもない。一説にこの「言葉」は、家畜章 160 にある言葉、
あるいはアツ =サジダ*章 13 にある言葉とも言われる （アッ =シヤウカーニー5:102-103
参照)。

2 「常に回帰する者」 については、夜の旅章 25 の訳注を参照。「遵守する者」 とは、諸々の

義務行為、服従行為など、アッラー*へのお近づきとなる全ての物事を遵守する者のこと（ム
ヤッサル 519 頁参照)。

3 「(アッラー*を）まだ見ぬままに恐れ」ることについては、預言者*たち章 49 の訳注を参照。
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35. 彼らにはそこで自分たちが望むものがあり、

われら*の御許には（更なる）上乗せ1がある。

2、�36. われら*が彼ら （シルク*の徒）以前、彼らよ

りも強力であり、国々を(思いのままに)往来

した、どれだけの世代を滅ぼしてきたこと

か？ 一体、（その不信仰ゆえに懲罰が訪れ

た時、彼らに）逃げ道があったというのか？

本当にそこにはまさしく 、 （分別する）心

を備えているか、あるいは注意深く傾聴す

る者にとっての教訓がある。

37.

;>�逆從通

© じ

^
4じ為、

^^
4

38. われら*は確かに、諸天と大地、その間にあ

るものを六日間で創った2。疲れ一つ、われ

ら*に及ぶこともなしに。

. ならば（使徒* よ）、彼らの言うことに耐え、

太Ifが昇る前と日没前に、あなたの主*の

輛賛* と共に （かれを）称え* よ。 ^
6 をづを—な

ぶ

^
が

39

U). また夜の一部にも、かれを称え、サジダ*

の後にも （そうせよ）。3

(使徒*よ、）聴くがよい。呼びかける者が、

近い場所から呼びかける4日。

o^ot41.

l この 「上乗せ」 については、ユーヌス*章 26 の訳注を参照。

2 「諸天と大地、…六日間で創り…」については、詳細にされた章 9-12 とその訳注も参照。

3 イブン•カスィール*によれば、アーヤ*39 の 「太陽が昇る前」 はフアジュル*、「日没前」

はアスル*のことで、夜の旅* で毎日五回の礼拝が義務づけられる以前は、この二つが義務

の礼拝だった。尚 「夜の一部」 は、マッカ*初期の一時期において義務だった、タハッジュ

ド （夜の旅章 79 の訳注を参照）のこと（7:409 参照)。また、「サジダ*の後」 とは、礼拝

のすぐ後のこととされる （ムヤッサル 520 頁参照)。

4 この 「呼びかけ」 とは一説に、「復活の日*へと呼ぶ者の声、あるいはその角笛」 のこと。
前者の場合はジブリール*、後者の場合はイスラーフィール （家畜章 73 の訳注を参照)。
あるいは、そのいずれをも指している、という説もある。「近い場所」 とは、一説にエルザ

レムの岩の上 （アル=クルトウビー17:27 参照)。
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こ 夢 碍i42 彼らが （轟く ）一声を、真実と共に耳に

する日。それは （墓場からの）召喚の日

である。

©ふ

^̂ ^̂
13. 本当に、われら* こそは（現世で）生を与え、

死を与えるのであり、われら *にこそ（復活

の日*の）行き先はある。

-M. 大地が散り散りに裂け、そこから彼らが慌

てて出て来る日。それが召集、われら*に

は容易いこと。

45. われら*は、彼ら （シルク*の徒）が言うこ

と 1を最もよく知っており、 （使徒*よ、）

あなたは彼らに対する圧制者ではない2。な

らば、わが警告を怖れる者に、クルアーン
*で戒めるのだ。

1 アツラー*に対する捏造 （ねつぞう）や、かれの御徴を嘘呼ばわりしていることなど （ムヤ

ツサル 520 頁参照)。

2 預言者*はアツラー*の教えを伝えるために遣わされたのであり、彼らにイスラーム*を押し

付ける者ではない （前掲書、同頁参照)。
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iき龕らすもの章（アッ=ザーリャートv丨 獻

慈悲あまねく *慈愛深き *

アツラー*の御名において

ばらばらと、撒きi(らすもの2にかけて、3

また、重厚なものを運ぶもの4にかけて、

3. また、滑らかに走るもの5にかけて、

^
また、ご命令を分配するものたち6にかけて

(

_
う）。

O

^
jciuiS

i

本当に （人々よ）、あなた方に約束されて

いること （復活と清算）は、まさしく真実

である。

そして本当に、応報は必ず起こる。

(創造）美を備えた天にかけて （誓う）。

8. 本当に （嘘つきたちよ）、あなた方は （使徒
*とクルアーシ *について、）まさに相異なる

(混乱した）言説7の中にある。

©ま鞠(〕

1 マッカ*啓示。スーラ*の名称は、冒頭に出現する同語に由来。復活と預言者*ムハンマド *

を否定した者たちへの反論、信仰者と不信仰者 *の結末、アッラーの唯一性* と御力を示す

自然界における数々の明証が取り上げられるほか、中盤からは過去の預言者*たちと不信仰

な民*の間に起こった話による訓戒がなされる。またスーラ *終盤では、創造の目的が説明

されると共に、不信仰者*たちに警告が向けられる。

2 砂を撒き散らす風のこととされる （ムヤッサル 52◦頁参照)。

3 アーヤ *1-4 で言及されている 「誓い」 については、整列者章 1 の訳注を参照。アッラー*

は、ご自身の御業 （みわざ）と御力を示すべく、これらのものにおいて誓われた （アル=
パガウィー4:280 参照)。

4 沢山の水を蓄 （たくわ）えた、雲のこととされる （ムヤッサル 520 頁参照)。

5 水上を走る、船のこととされる （前掲書、同頁参照)。

6 雨や糧（かて）、その他のものを分配する、天使*たちのこととされる（前掲書、同頁參照)。

7 カーフ章 5 「混乱した状態」 の訳注も参照。
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©�ジじ�(アツラー*の明証に背を向けたため、信仰か

ら）背かされた者は、そこ 1から背かされる。

0. 嘘つきたちが、成敗されますよう。

9.

1. (彼らは）不注意にも、（不信仰と迷いの)

奥底に漬かり切っている者たち。

12. 彼らは、報いの日*はいつなのか、と（嘲笑

しつつ）尋ねる。2

紅與勝i(その日とは）彼らが、業火で熱され （る

という試練にかけられ）る日。

13.

14. (彼らには、こう言われる〇 ) 「あ令:た方

が （現世で）性急に求めていた （、業火の

懲罰という）試練を、味わうがよい」 。

15. 本当に敬虔な*者たちは、楽園と泉の中に

ある。

16. 彼らの主*が授けて下さった （お望みの）も

のを、手にしつつ。本当に彼らは以前 （現

世で）、善を尽くす者3たちだったのだから。

17. 彼らが眠っていたのは、（タハツジュド4の

ため、）夜の僅かな時間だけだった。

② i j18. また明け方には、（アツラー*に罪の）赦し

を乞うていた。5

1 使徒* とクルアーシ*への信仰のこと （ムヤッサル 52◦頁参照)。

2 同様のアーヤ*として、家畜章 57-58、戦利品*章 32、ユーヌス*章 50、フード*章 8、雷

鳴章 6、夜の旅章 92、巡礼*章 47、蜘蛛章 53-54、サード章 16、相談章 18、階段章 1 -2
なども参照。

3 「善を尽くす者」 については、蜜蜂章 128 の訳注を参照。

4 「タハッジュド」 については、夜の旅章 79 の訳注を参照。

5 夜の残りが三分の一を切る頃からフアジュル*の時間までは、罪の赦し、祈願、悔悟が （そ

れ以外の時間帯よりも）受け入れられる時間帯である （ムスリム 「旅行者の礼拝とその短

縮の書」 172 参照)。
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19. また彼らの財産の内には、（他人に施しを)

求める者にも、（それを）禁じられた者1に

も、（与えることを決めた）権利があった。

20. また大地には、（アツラーの唯一性*を）確

信する者たちにとっての （、かれの全能性

を示す）御徴がある。

21. そして、あなた方自身の（創造の）内にも。 ]lr^-
と ん ち ゃ く

一体、あなた方は （それに無頓着で）目を

開かないのか？

22. また天には、あなた方の糧と、あなた方に

約束されているもの2がある。

23. そして天地の主*にかけて、本当にそれ3は

まさしく真理なのだ。ちょうど、あなた方

が喋る （ことに対し、自分自身、その事実

を疑うことがない）のと同様に。

(使徒*よ、）あなたのもとに、イブラーヒ

ーム*の貴い客人たち（人間の姿を借りた

天使*たち）の話4は届いたか？

25. 彼ら （天使*たち）が、彼 （イブラーヒーム
*) のところに入り、「（あなたに）平安を
5」 と言った時。彼 （イ ブ ラ ー ヒ ー ム*) は

言った。「 （あなた方にこそ、）平安を」 。
——彼らは、見慣れない民であるぞ-

^
0

^24.

O

l 一説にこれは、その遠慮深さゆえに貧しくないと思われ、その結果、施しを受けるのを r禁
じられた」 状況にある者 （アル=バイダーウィー5237 参照)。雌牛章 273 も参照。

2 「糧」 には、「雨と、それによって育つ作物、及びそれによって生きる創造物」「糧が定め

られている 『守られし碑板*』」 といった解釈がある。「約束されているもの」 の解釈には、
「善いことや悪いこと」「そのいずれか」「天国と地獄」「復活の日*」 といった諸説がある

(アル=クルトウビー17:41 参照)。

3 復活の日*、報いといった、アツラー*がお約束になったもの(イブン•カスィール 7:420 参照)。

4 イブラーヒーム*と、この天使*たちの話については、フード*章 69-76、アル= ヒジュル章

51-60、蜘蛛章 31-32 も参照。

5 家畜章 54 「あなた方に平安を」 の訳注も参照。
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26. それで彼（イブラーヒーム*) は家族の方へ

と席を外すと、肥えた仔牛 （の焼き肉）を

持って （客人のところへと）やって来た。

Tl . そして、それを彼らに差し出した。「どう

ぞ、召し上がって下さい」 と言いつつ。

(しかし、彼らが手を出さなかったので、）

彼（イブラーヒーム*) は彼らに恐怖心を抱

いた。彼らは言った。「怖がらなくてもよ

い（、私たちはアツラー*からの御使いであ

る）」 。そして彼に、有識な男の子1の （誕

生についての）吉報を告げた。

28.

29. すると彼（イブラーヒーム*) の妻（サーラ)

は、（それを聞くと客人たちのところへと）
おもむ

声を上げて赴き、自分の顔を叩きつつ2、

言った。「 （私は、）年寄りで、不妊です

のに！I

彼ら （天使*たち）は言った。「そのよう

に、アツラー*が仰せられたのだ。本当に

かれこそは、英知あふれる *お方、全知者

なのだから」 。

30.

彼 （イブラーヒーム*) は言った。「では、

あなた方のご用件は何なのでしょう、御使

いたちよ」 。

3 1 .

彼らは言った。「本当に私たちは、罪悪者

である民3へと遣わされたのである。
32

1 これが誰かについては、フード*章 71、 アル= ヒジュル章 53 とその訳注を参照。

2 これは当時、何か驚くことがあった時、女性がする仕草だった （イブン•アーシュール

26:360 参照)。尚、フード*章 71-72 とその訳注も参照。

3 預言者*ルート *の民のこと。彼らはシルク *を犯し、ルート *を嘘つき呼ばわりし、しかも

数々の醜行 （し ゅ う こ う）を犯していた （ア ツ =サアディー810 頁参照)。蜘蛛章 29 とそ

の訳注も参照。
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33. 彼らの上に、泥土からなる石つぶてを送る

ため0

(放逸さと罪において）度を越している者

たちに対し、あなたの主*の御許で印をつけ

られた （石つぶてを）」 。1

35. こうしてわれら *は信仰者だった者たちを、
そこ （ルート *の民の町2) から脱出させた。

34.

翕5

^
綠»功36. われら *はそこに、服従する者（ムスリム*)

たちの一家3しか、見出さなかった。
ち よ う ば つ

37. そしてわれら *は、痛ましい懲罰を怖れ
み し る し

る者たちへの御徴 4を、そこに残したの

である。

翕W
38. ムーサー*にも （、われら *は御徴を残し

た）。われら *が彼を、紛れもない明証5と

共にフィルアウン*へと遣わした時のこと。
み ず か

39. そして彼 （フイルアウン*) は、自らの後

ろ盾6と共に（信仰から）背き、言った。「（ム
ーサー*は）魔術師か、あるいは憑かれた

者7である」 。

1 この時の様子についてはフード *章 82-83、アル= ヒジュル章 73-74 を、石つぶての「印」
については、フード *章 82 を参照。

2 この 「町」 については、フード *章 81 の訳注を参照。

3 つまりルート *の一家のこと （ムヤッサル 522 頁参照)。ただしフード *章 81、アル=ヒジ
ュル章 60 にもある通り、彼の妻は不信仰者*であり、救われなかった。

4 この 「御徴」 とは、アッラー*の御力と、不信仰者*たちに対する応報を示す、懲罰の跡の
こと （前掲書、同頁参照)。アル= ヒジュル章 76 とその訳注も参照。

5 「紛れもない明証」 については、婦人章 153 の訳注を参照。

6 「自らの後ろ盾」 には、「彼の軍勢」「彼の威力」「そっぽを向いて」 などといった解釈があ

る （アル= クルトゥビー17:49 参照)。

7 「憑かれた者」 については、アル= ヒジュル章 6 の訳注を参照。
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^ -。、
それで、われら*は彼とその軍勢を捕らえ、

彼らを海原へと放り棄てた1。彼 （フィルア

ウン*) は （その不信仰ゆえ）、咎められる

者であった。

アード*にも （、われら*は御徴を残した）。

われら*が彼らに、不吉な風を送った時のこと。

それは、それが届いたいかなるものも、朽

ち果てた骨とせずにはおかなかった。

40.

11.

42.

© iij43. サムード*にも（、われら *は御徴を残し

た）。彼らに 「暫くの間、楽しんでいるが

よい」 と言われた時のこと。

^-b̂ L

そして彼らは自分たちの主*のご命令に反44.
が ん ぜ ん

杭した2ので、彼らの眼前で、稲妻が彼らを

Aらえた0

©心

^
购沒それで彼らは （懲罰から）立ち上がること

も叶わなければ、 （自分たちを）救うこと

も出来なかった。

15.

ほ ろ

(彼ら）以前には、ヌーフ*の民も （、滅ぼ

した）。本当に彼らは、放逸な民だったの

だから。

17. われら*は天を、偉力によって築いた。われ

ら* こそは、まさに力量あふれる者なのだ。

4G.

© 34

^
3\ H. また、大地。われら*はそれを敷き広げた。

な ら と と の す ば

そして均し整える者の、何と素晴らしいこ

とか。

1 この時の様子は、ユーヌス*章 90-92、ター•ハー章 77-78、詩人たち章 61-66、煙霧章 23-24
も参照。

2 アツラー*のご命令に反し、雌ラクダを殺したことを指す（アル=クルトウビー17:51 参照)。
高壁章 73 とその訳注、フード*章 64-68、詩人たち章 155-157、月章 27-29、太陽章 13-14
も参照。
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49. また、われら *はあらゆるものに番い1を創

た。（それは）あなた方が、教訓を受け

るようにするためである。

50. ならば（使徒*よ、こう言うのだ、）「（人々

よ、）アツラー*へと避難せよ2。本当に私

は、かれからの明白なる警告者である。

つ

©

ね夕難必�賤必51. そしてアツラー* と共に、別の神3を （崇拝*

の対象として）拝してはならない。本当に私

は、かれからの明白なる警告者なのである」。

52. (クライシュ族*の不信仰者*たちと）同様

に、彼ら以前の （不信仰）者*たちのもとに

使徒*が到来した時には、彼らは決まって

「（彼は）詩人か、憑かれた者4だ」 と言っ

たものだった。

翕レ

^
53. 一体、彼らはそのことを勧め合っていたの

か？5 いや、彼らは放埒な民であった。

54. ならば （使徒*よ）、彼ら （シルク *の徒）

に背を向けよ6。あなたは （誰からも）、咎

められる者ではないのだから。

1 こ の 「番 い」 の例としては、天と地、太陽と月、夜と昼、陸と海、平地と山、冬と夏、ジ

ン*と人間、男と女、光と闇、信仰と不信仰、幸福と不幸、天国と地獄、真理と虚妄 （きょ

もう）、甘さと苦さなどがある （アル=パガウィー4:287 参照)。

2 アッラー* とその使徒*への信仰、アッラー*のご命令の遵守 （じゅんしゅ）と、かれへの服

従によって、アッラー*の懲罰からかれのご慈悲へと 「避難」 すること （ムヤッサル 522
頁参照)。

3 「神」 に関しては、雌牛章 133 の訳注を参照。

4 「憑かれた者」 については、アル= ヒジュル章 6 の訳注を参照。

5 先代の不信仰者 + と、後代の不信仰者*は、いずれも使徒*を嘘つき呼ばわりしていたの

で、彼らはあたかもお互いにそのことを勧め合っていたかのようである （前掲書 523

頁参照)。

6 アッラー*の教えは伝えたのだから、アッラー*からの新たなご命令が下るまでは、彼らの

ことを放っておけ、という意味 （前掲書、同頁参照)。
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55. そして （同時に、人々に）教訓を与えよ。

本当に教訓は、信仰者たちの役に立つのだ

から。

56. われがジン* と人間を創造したのは、彼らが

われ(のみ）を崇拝*するために外ならない。

57. われは彼らから糧が欲しいわけでもなけ

れば、彼らがわれに食べさせてくれるのを

欲しているわけでもない。

參9填免P與湛遂■じJ

かて

58. 実にアツラー* こそは糧を授けられるお方、

強力さの主、力みなぎるお方なのだから。

59. ならば、 （預言者*ムハンマド*を嘘つき呼

ばわりするという）不正*を働いた者たちに

こそは、彼らの仲間たち1の罰と同様の罰が

ある。彼らはわれに、 （それを）性急に求

めてはならない2。

60. 不信仰である者*たちに、彼らが （懲罰を)
わざわ

約束されている、彼らの日3の災いあれ。

1 「彼らの仲間たち」 とは、過去の不信仰者*たちのこと （ムヤッサル 523 頁参照)。

2 彼らは自分たちに懲罰を下してみよ、と挑発していた （アル=クルトウビー17:57 参照)。
アーヤ*12 とその訳注も参照。

3 「彼らの日」とは、復活の日*のこと。あるいはバドルの戦い*の日（アルニパガウィー4:289
参照)。



52.山章

山 章 （ア ツ = ト ー ル）1 譏脇，''猶%

慈悲あまねぐ慈愛深き+

アツラー*の御名において

^〇4

^
15! . 山2にかけて、

乙また、書き記された啓典3にかけて、

3. (それは、）広げられた紙片の中。

4 . また、詣でられる館 4にかけて、

：> . また、掲げられた天井5にかけて、

そして溢れかえる海6にかけて （誓う）。

(使徒*よ、）実に (不信仰者*たちに対する)

t '

ち よ う ば つ か な ら

あなたの主*の懲罰は、必ずや起こるのだ。

それを押し戻す者は、誰もいない。

9. 天が揺れに揺れ動く （、復活の）日。

1 マッカ*啓示。スーラ*の名称は、冒頭に出現する同語に由来。数々の恐るべき兆候 （ちょ

うこう）を伴う復活の日*の到来、不信仰者*への懲罰が起こることの確証と、来世におけ

る彼らの悲惨 （ひさん）な状況の描写がされた後、それと対照的な形で、来世における信
仰者の行き先と、その享楽 （きょうらく）が描き出される。後半では、不信仰者*たちに対
する啓示の伝達と警告の義務 （ぎむ）が取り上げられた後、アッラーの唯一性<と預言者*

ムハンマド*の使徒*性の確証が、不信仰者*たちとの議論 （ぎろん）の形式で提示され、最

後は忍耐*とアッラー*への感謝の勧 （すす）めで締めく くられる。

2 アッラー*がムーサー*に語りかけられた、「山」のこととされる（ムヤッサル 523 頁参照)。

3 この 「啓典」 は、クルアーン *のこととされる （前掲書、同頁参照)。

4 イブン•カスィール*によれば、七層ある天の各層には、地上のカアバ神殿*に相当する館が

あり、この 「詣でられる館」 は、七層目の天のそれであるという。そこにはイブラーヒー

ム*が寄りかかっており、毎日新たに七万もの天使*がその周りをタワーフ*するとされる
(7:427-428 参照)。

5 この 「天井」 は、最下層の天であるとされる （ムヤッサル 523 頁参照)。

6 この「溢れかえる」には外にも、「(復活の日*に）点火された」「空っぽになった」「湧 （わ）

き返った」 といった解釈もある。また一説に、この 「海」 はアッラー*の御座 （みくら）の
下にある水のこと。復活の日*にそれが地上に降ると、死人が蘇 （よみがえ）るのだという
(アル=クルトウビー17:61-62 参照)。
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52.山章

そして、山々が激しく移動する （日）。1

ならば、その日、 （アツラー* とその使徒*

を否定した）嘘つきたちに災いあれ。

12. 戯言の中でふざけている者たちに。

, 彼ら（嘘つきたち）が、地獄の業火へと荒々

しく押しやられる日。

L (彼らには、こう言われる。）「これが、あ

なた方が嘘呼ばわりしていた業火である。

10.

I I .

13

:. 一 体、こ れ （懲 罰）は 魔 術 な の か？ そ

れとも、あなた方には見えないのか？

力、

^
;

^^
?li

念私;ife知你
6. そこに入って炙られよ。そして（その苦痛を）

我慢しても、我慢しなくてもよい、（いずれ

にせよ、）あなた方には同じこと。あなた方

は、自分たちが （現世で）行っていたことに

対して、報われるのみなのだから」 。
け い け ん

\ 実に敬虔な*者たちは、楽園と安楽の中に

ある0

】 8. 彼らの主*が、自分たちにお授けになったも

のに喜々としつつ。彼らの主*は、彼らを火

獄の懲罰から守って下さったのである。

. 自分たちが（現世で）行っていたこと （の報

い）ゆえに、おいしく食べ、飲むのだ。2

1 復活の日*の天変地異の様子については洞窟章 47、ター•ハー章 105-107、犠章 88、出来

事章 5—6、衣を纏 （まと）う者章 14、真美章 13-15、階段章 8-9、消息章 20、巻き込む

章 3、衝撃章 4-5 も参照。

2 天国の民の飲食物については、ヤー•スィーン章 57、整列者章 45-47、サード章 51、詳細

にされた章 31、金の装飾章 73、ムハンマド*章 15、慈悲あまねき*お方章 52、68、出来

事章 17-21、真実章 23、人間章 5-6、14、17-18、21、送られるもの章 42、消息章 34、

量を減らす者たち章 25-28 も参照。
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2!0. 互いに向かい合いつつ1、整列した寝台の上
うるわ

に。われら*は彼らに、 麗しい眼の色白の

女性たち2を連れ添わせる。

碑辟招路ぬ海21. また、 （自分自身が）信仰に入り、その子

孫も信仰心と共に彼らに従った者たち、わ

れら*はその子孫を （、その行いが、たとえ

彼らの父祖ほどではなくても、天国で）彼

らと一緒にしてやり、彼ら （父祖）の行い

からは何一つ差し引きしない。全ての者

は、自分が稼ぐことによって （解放される

かどうかが決まる、）差し押さえられた者
3なのだから。

また、われら*は彼らに、彼らが欲する果実

と肉をふんだんに与えた。
© 一^̂ ^さかずき

©游谈犯％礙23. 彼らはそこで、 盃を交わし合う。そこに

は戯言もなければ、罪深さもない。4

24. また、彼らの （奉仕の）ための少年たちが、

彼らの周りを回って歩く 。彼らは秘められ

た真珠のよう。
念

② ぶ;

^
猫25. そして彼らは互いに近づき、 （自分たちが

天国に入った理由について）質問し合う。

彼らは言う。「本当に私たちは以前 （現世

にいる時）、家族のもとで、（主* とその懲

罰を）怯える者であった。

ZC).

1 アル= ヒジュル章 47 の訳注を参照。

2 「麗しい眼の…女性たち」 については、煙霧章 54 の訳注を参照。雌牛章 25 「純潔な妻」
の訳注も参照。

3 善行によって救われるか、悪行によって滅ぼされるかのいずれかであることから、自分の
行いの抵当 （ていとう）として 「差し押さえられた者」 と表現されている （イブン•ジュザ
ィ 2:377 参照)。

4 天国の酒*は現世のそれとは違い、頭痛、腹痛、理性の麻痺 （まひ）などをもたらすこともな

く、それが理由で戯言や下品なことを口にすることもない（イブン•カスィール 7:434 参照)。



)

^
1x)1り少

^-
〇て

52.山章

それでアツラー*は私たちに（導きを）お

恵みになり、私たちを（地獄の）熱風の懲

罰から守って下さった。

：>： 本当に私たちは以前、（天国に入り、地獄

から救われることを、）かれ（だけ）に祈

ていたのだ。実にかれこそは、善きお方、

慈愛深い*お方なのだから」。

ならば（使徒*よ、クルアーン*で）戒めよ。

あなたはあなたの主*の恩恵1ゆえ、占い師

2でも憑かれた者3でもないのだから。

つ

m いや、彼ら（シルク*の徒）は言うのか？

r (ムハンマド*は）詩人である。私たちは

彼に、死の到来を待ち望んでいるのだ」。

n (使徒*よ、）言ってやれ。「（それを）待

ち望んでいるがよい。本当に私も、あなた

方と共に待ち望む者4なのだから」。

%

魯 W j k fヽ

y：いや、彼らの知性が、彼らにこれを命じてい
ほうらつ

るのか？ いや、彼らは放将な民である。5

,n.. いや、彼ら（シルク*の徒）は言うのか？

「彼（ムハンマド*)が、それ（クルアーン

*) を仕立て上げたのだ6」。いや、彼らは

信じていない。

1 預言者*としての使命と、高い知性という「恩恵」のこと（ムヤッサル 524 頁参照)。

2「占い師（カーヒン)」とは、不可視の世界*を知っているかのように見せかけ、啓示を受

けてもいないのに、未来のことを伝える者のこと（イブン•アル=ジャウズィー8:53参照)。

3「憑かれた者」については、アル=ヒジュル章 6の訳注を参照。

4 彼らへの懲罰を、「待ち望む者」の意（ムヤッサル 524 頁参照)。

5 彼らは預言者*を「占い師」「憑かれた者」「詩人」などと形容したが、それらは互いに矛盾

(むじゅん）する言葉である（ムヤッサル525頁参照)。しかしクライシュ族*は、自分た

ちが知性と理性の持ち主であると自負（じふ）していた（アブー•ハイヤーン 8:151 参照)。

6 家畜章 105とその訳注も参照。
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34 ならば彼らに、それ （クルアーン *) と同様

の話を持って来させよ。もし、彼らが本当

のことを言っているのならば。1

念)

'ふ
Aメ35. いや、彼らはいかなるものもなしに2、創ら

れたというのか？ それとも彼らが創造者

なのか？

それとも、彼らが諸天と大地を創ったのだ

と？ いや、彼らは （アツラー*の懲罰を）

確信していない。

37. いや、彼らのもとには、あなたの主*の宝庫
3があ （り、それを自由にすることが出来）

るのか？ それとも、彼らが （アツラー*の

創造物に対する）制圧者だとも？

38. それとも彼らには、 （彼らの主張を裏づけ

る啓示を）聞くことの出来る （、天にかけ

る）梯子があるというのか？ ならば、聞

いている （と主張する）者に、明らかな根

拠を持って来させるがよい。

36

39. それとも、かれ（アツラー*) には娘があり、

あなた方には息子があるとでも？4

いや （、4金*よ）、あなたが彼らに見返り

を要求し5、それで彼らは負債ゆえの重荷を

背負わされ（、あなたの呼びかけを拒否す)

る者だというのか？

-10

1 雌牛章 23 の訳注も参照。

2 これには、「創造者もなしに」「(命じられることも、禁じられることもない）無生物のよう
に、父も母もなしに」「無意味に」といった解釈がある（アツ = シャウカーニー5:133 参照)。

3 この 「宝庫」 の解釈には、「雨や糧」「預言者*性」 といった説がある （アル=パガウィー
4:295 参照)〇

4 このアーヤ *の意味については、蜜蜂章 57-59 とその訳注を参照。

5 この 「見返りの要求」 については、家畜章 90 の訳注を参照。
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41 . それとも、彼らのもとには不可視の世界*

(の知識）があり 1、それで彼らが （そこ

から、人々のために）書き記している2と

でも？

^
2. いや、彼らは （信仰者たちに）策略を望ん

でいる。そして不信仰に陥った者*たちこ

そが、策略されている身なのだ。3

43. それとも彼らには、アツラー*以外の神4が

あるというのか？ 彼らがシルク *を犯し

ているものから （無縁な）、アツラー*に称

え *あれ。

-N . もし彼らが、天の破片が落下して来るのを

目にしても、（不信仰をやめることなく 、）

r (これは）積み重なった雲だ」 などと言

たであろう。5

ならば （使徒*よ）、彼らが卒倒するその

日6に遭遇するまで、彼らを放っておくが

よい0

46. 彼らの策略が少しも自分たちに役立つこ

〇 ビ

^̂
じ5 3 9威 ン:ぷ

つ

翕;

^
4が此4

^
與

物 你
ち よ う ば つ

とがなく 、彼らが （アツラー*の懲罰から)

助けられることもない日に。

1 これは彼らが、「復活の日*を否定したこと」、あるいは彼らがアーヤ *31 の言葉を受けて、
「預言者 *ムハンマド *の方が、自分たちより先に死ぬ」 と主張したことを指している、と
される （アル=バガウイー4:295 参照)。

2 あるいは、「判断している」 という意味 （アル= クルトウビー17:76 参照)。
3 彼らの策略に対する応報が、「策略」 と表現されている （アブー•ハイヤーン 8:153 参照)。

この表現法については、雌牛章 15 の訳注も参照。

4 「神」 に関しては、雌牛章 133 の訳注を参照。

5 一説に、このアーヤ*は夜の旅章 92 や詩人たち章 187 にあるような、不信仰者 *たちの挑
発の言葉に対して下った （アルニクルトウビー11.11参照)。

6 「その日」 の解釈には、「彼らが死ぬ日」「バドルの戦い*の日」「最初に角笛に吹き込まれ
る日（家畜章 73 の訳注も参照)」「復活の日*」 といった諸説がある （前掲書、同頁参照)。
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47. 本当に不正*を働いた者たちには、（その

日の前にも、）その他の懲罰がある。し

かし彼らの大半は、（そのことを）知ら

ないのだ。

48. (使徒*よ、）あなたの主*のお決めにな

たことゆえに、忍耐*せよ。本当にあなたは、

われら*の眼差しのもとにあるのだから1。

そして立つ時2に、あなたの主*の称賛*と共

に（かれを）称え*よ。

つ

-49. また、夜にもかれを称え*、星々が去った時
3にも（、そうするのだ）。

1 「眼差しのもと」については、ター•ハー章 39とその訳注も参照。

2 この「立つ時」の解釈には、「座っている姿勢から立つ時」「眠りから起きた時」「礼拝に立

つ時」といった説がある（アル=クルトウビー17:78-80参照)。

3 これはフアジユル*の礼拝、またはフアジユル*の義務の礼拝に先立つ任意の礼拝、あるい

はその両方のことを指すとされる（アルニカースイミー15:5552参照)。
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第 53章

星章 （アンニナジュム）1

慈悲あまねく *慈愛深き*

アツラー*の御名において

靡�

星2にかけて （誓う）。それが、落ち （て消

え）た時。3

あなた方の同胞 （ムハンマド *) は （導きか
あやま

ら）迷ったのでもなく 、 （信念を）誤った

のでもない。

e�V減

紐独似

< また、彼は私欲で語っているのもない。

- それ4は、下される啓示以外の何ものでもな

いのだ。

> 強力な者 （ジブリール*) が、彼 （ムハンマ

ド*) にそれを教えた。

力を備えた者が。そして彼 （ジブリール*)

は真っ直ぐに立った、

び

空の向こうの最も高いところに5。

1 マッカ*啓示。一説に、預言者*がマッカ*で公衆の面前で読んだ最初のスーラ *。スーラ *の
名称は、冒頭に出現する同語に由来。前半の主題は、預言者*ムハンマド*の使徒*性と啓示

の確証、シルク *の徒が犯している罪と間違いの説明と議論、彼らへの警告など。後半では、
復活と報 （むく）い、アッラーの唯一性*、不信仰な民*の結末などが明白にされ、アッラ

一*のみへの崇拝 *の呼びかけによって、幕を閉じる。

2 この 「星」 には 「徐々に下ったクルアーン*の啓示」 との解釈もある （イブン•カスイール

7:442 参照)。

3 この 「誓い」 については、整列者章 1 の訳注を参照。

4 「それ」 とは、クルアーン*とスンナ*のこと （ムヤッサル 526 頁参照)。

5 預言者*が、ジブリール*をその本来の姿によって目にしたのは地上で一度 （この時)、天界

で一度 （アーヤ*13 参照）だけだった。この時、ジブリール*は東方から出現して上方へと

広がり、六百もの翼を広げつつ、西方の空までを覆ったのだという （アル=クルトゥビー

17:87 参照)。
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ぬ碎それから （使徒*に）近づき、Piりて来た。

それで彼は （使徒*から）弓矢二本分か、そ

れ以下 （の近さ）であった。

そしてかれ （アッラー*) は、かれが （ジブ

リール*に）啓示したことを、その僕に啓示

した 1。

(使徒*の）その心は、彼が目の当たりにし

たことについて、嘘をついたのではない。

一体あなた方は、彼が見たことについて議

論するというのか？

13. 彼 （使徒*) は確かに、彼 （ジブリール*)

をもう一度、目にした。2

11. 最果てのスイドラ3のもとで。

!：>. そ こ に は、 な*者 た ち の）fe%として

の楽園がある。

覆うものが、スイドラを覆っている時 （、

使徒*は見たのだ）。4

(使徒*の）その目は、（彼が見ることを命

じられたものから、）逸れることも、越え

ることもなかった。

8 .

9

10.

©也鱗03Tu

祕あ㈣1 上 _
、頌5

©起、バゅ

16.

©私砂�17.

1 同様の表現法として、ター•ハー章 38 「示されるもの」 の訳注も参照。

2 これは、預言者*が夜の旅 （夜の旅章 1 とその訳注を参照）で昇天した際、ジブリール*を

その本来の姿で二度目に目にした時のこととされる （イブン•カスィール 7:451 参照)。ア

ーヤ*7 の訳注も参照。

3 天の第七層にある木で、地上から昇天した者はそこから先には進めない （ムヤッサル 526

頁参照)。「スィドラ」 については、サバア章 16 「スィドル （スィドラの複数形)」 の訳注

を参照。

4 同様の表現法として、ター•ハー章 38「示されるもの」の訳注も参照。「最果てのスィドラ」

は、天使*たちと主*の御光、様々な色のものによって覆われているという （イブン•カスィ

ール 7:454 参照)。
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彼は確かに、彼の主*の最も偉大な御徴の

一部1を、目にしたのである。
1 8.

(シルク*の徒よ、）言ってみよ、アツ =ラ

ートとアル=ゥッザー2について、

19.

また、別の三番目、マナートについて （、

それらが害する力や益する力を有してい

るのかを）。

20.

一体、あなた方には息子があり、かれ （ア

ツラー*) には娘があるというのか？3

だとしたら、それは不当な配分である。

それらは、あなた方と、あなた方の先祖が

名付けた名前4に過ぎない。アツラー*はそ

れら（の崇拝*) に、いかなる（正当な）根拠

も下されなかったのだ。彼らは憶測と、自

分たちが欲するものに従っているに外な

らない。彼らのもとには、彼らの主*からの

導きが、確かに到来したのである。

24. いや、一体、人間には（それらの偶像から、）

望み通りのもの5があるというのか？

S如滅

^
！

^
滅

きが

22.

23.

②体#—5. アツラー*にこそ、最後のもの（来世）と最

初のもの （現世）が属するというのに。

1 「最も偉大な御徴」 とは、天国と地獄などを始めとした、アッラー*の御力と偉大さを示す
根拠の数々のこと （ムヤッサル 526 頁参照)。

2 アーヤ 20 の 「マナート」 も含めたこれら三つは、当時アラブ人の間で有名かつ偉大視さ
れていた偶像の名 （アッ=シャウカーニー5:142 参照)。高壁章 180 の訳注も参照。

3 彼ら自身、娘を授かることを嫌っていたにも関わらず、天使* たちを 「アッラー*の娘」 と
呼んだ （蜜蜂章 57-59 とその訳注を参照）り、あるいはアーヤ* 19-20 で言及されている

偶像に女性の名前をつけたりしていたことを指している、とされる（前掲書 5:143 参照)。

4 「…名前」 については、高壁章 71 の訳注を参照。

5 それらのものに対する、執り成しのこと （ムヤッサル 526 頁参照)。集団章 3 とその訳注
も参照。
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一体、諸天にいるどれだけ多くの天使*の執

り成しが、少しも役に立たないことであろ

うか。アツラー*が、かれがお望みになる者

に （執り成しの）許可を授けられ、（執り

成しを受ける者に対し、）ご満足する後で

なければ。1

26.

雜 略 和
©髟 與

^^̂
�

本当に、来世を信じない者たちこそが、天

使たちを女性の名で名付ける2のである。
27.

. 彼らには、それについて僅かばかりの知識

もないというのに。彼らは憶測に従ってい

るに外ならない。実に、憶測は真理3に対し

て何の役にも立たないのだが。

• な ら ば（4徒* よ）、われら*の教訓 （クル

アーン*) から背を向け、現世しか欲するこ

とがなかった者から、背き去れ4。

それが、彼らの知識

^
)限界5。本当にあなた

の主* こそは、かれの道から迷う者を最もよ

くご存知のお方であり、かれこそは導かれ

た者を最もよくご存知なのだから。

28

傾辟:通0

^
声

(g)Gが滅

29

0と2

^
てみ

^̂
30.

アツラー*にこそ、諸天にあるものと大地に

あるものは属する。かくして、かれは悪い

行いだった者たちを彼らが行ったものに

よって報われ、善を尽くした者6たちを最善

のもの （天国）で報われる。

31.

©淡

1 復活の日*の 「執り成し」 については雌牛章 48、マルヤム*章 87、ター•ハー章 109 とそ
の訳注を参照。

2 アーヤ*21 の訳注を参照。

3 この 「真理」 は、知識、あるいは懲罰のことを指す （アル=パガウィー4:310 参照)。

4 撒き散らすもの章 54 の訳注も参照。

5 来世よりも現世を優先させたという、彼らの知識の所産と理性の程度に対する、蔑 （さげ

す）みの表現 （前掲書、同頁参照)。

6 蜜蜂章 128 「善を尽くす者」 についての訳注も參照。
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32. 些細な!)の1は別として、

_
の内の大きなも

の （大罪*) と
&

醜行2を避ける者たちをし

最善のもので報われる）。実にあなたの主
*は、赦しの念の深いお方なのだから。かれ

は、あなた方 （の父アーダム*) を大地から

お創りになった時、そしてあなた方が自分

たちの母親のお腹で胎児だった時（から）、

あなた方について最もよくご存知なのだ

ぞ。ならば、自分自身を （罪から）潔白で

あると主張してはならない。かれは敬虔*

である者を、最もよくご存知なのだ。

(使徒*よ、）言ってみよ、 （アツラー*へ
の服従に）背き、3

も: 成、

0濟

(自分の財産から）少しだけ与え、（吝嗇

さゆえに、 施しを）打ち切った者 （につ

い て）。

35. 一体、彼のもとには不可視の世界*の知識が

あり、彼は （それを）目にしているという

のか？4

36. いや、彼はムーサー*の書卷にあることを、

知らされなかったのか？

37. そして、（アツラー*の命令を）全うした、

イブラーヒーム*の（書巻にあること）を？

34 .

© ふ！

^
^©がじ

1 「些細なもの」 とは、本人を害しない程度の小さな罪、あるいは、稀 （まれ）に犯してし

まう小さな罪のこと。これらの行為は、義務 （ぎむ）行為を行い、禁じられた物事を回避

(かいひ）している限り、アッラー*がお赦し下さる （ムヤッサル 527 頁参照)。

2 「醜行」 については、蜜蜂章 90 の訳注を参照。

3 シルク*の徒の無知さについての描写がここで一旦終わり、ここからは彼らの内の特定の者

が，その悪行と共に取り上げられる。それが誰か、いかなる行いに関してか、という点に

ついては諸説ある （アル=クルトウビー17:111 参照)。

4 施しによって、自分の財産がなくなることを知っているがゆえに、施しを打ち切ったのか、

ということ （ムヤッサル 527 頁参照)。



53. 星章

38. (罪の）重荷を背負う者は、他者 （が犯し

た罪）の重荷まで背負うことがない、とい

うことを （、知らされなかったのか）？

39. また人間には、自分が努力したもの （の報

い）しかない、ということを？1

40. また、その努力はやがて （来世で）目に見

えるものとなり、

41. それから全き応報で、それを報われるのだ

ということを？

42. また （復活の日*、全創造物の）行き着く先

は、 （使徒*よ、）あなたの主*にこそある

ということを？

43. また、本当にかれこそが笑わせ、泣かせる

のだということを？

また、本当にかれこそが死なせ、生かすの

だということを？

45. また、かれが雌雄の番いを創造されたのだ

ということを？

一滴の精液から、それが （子宮へ）注がれ

る時に。

47. また、かれにこそ （復活の日*) 、もう一つ

の創造2が委ねられているということを？

また、かれこそが（お望みの者を）富ませ、

所有させ （、満足させ）られるのだという

ことを？

齡

r

©起政織

©匕ふ6�成

念し'卜4 (1

48.

1 このことは、人が他人の努力から益を得る可能性を否定しているわけではなく （山章 21
も参照)、人は自分自身の努力しか有してはおらず、他人の努力にまで立ち入ることは出来
ないことを示している （アッ =シヤンキーティー7:470-471 参照)。

2 死後の復活のこと （ムヤッサル 528 頁参照)。



y"no4 \53.星章

49. また、かれこそはシリウス 1の主*だという

ことを？

©柳、Si孤逾50. また、かれこそが最初の2アード*を滅ぼされ、

1 - サムード* も （滅ぼし）、 （一人たりとも)

残してはおかず、

炎

^̂
炎が上ぜ

翕挑

'2. (彼ら）以前には、ヌーフ *の民も （滅ぼさ

れた）、ということを？ 本当に彼らこそ

は、（それ以後の者たち）より不正*がひど

く 、より放埒だったのだ。

3. また、転覆した町々。（アツラー*はそれら

をひっくり返し、）墜落させられ、3

4 . そして覆うものが、それらを覆った4。

私>1勾典

翕ぬ2ぬ孤ぬならば一体、 （不信仰な人間よ、）あなた

は自分の主*のいずれの恩徳5について、懐

疑しているのか？

これ6は、先代の警告者たちの内の警告者な

のである。

1 大いぬ座のシリウス星のこと。一説によればアラブ人のフザーア族が、これを崇めていた

(イブン•アーシュール 27:150-151 参照)。 ,

2 この 「最初」 の解釈には、「彼らがサムード *よりも前の時代だったこと」「ヌーフ *の後に

滅ぼされた最初の民だったこと」「アード *には二つあり、これはその最初の方だったこと」

を示している、といった諸説がある （アル=クルトウビー17:120 参照)。

3 「転覆した町々」 については、悔悟章 70 の訳注を参照。それが滅ぼされた時の様子につ

いては、フード*章 82-83、アル= ヒジュル章 73-74 を参照。

4 「覆うもの」 とは、石の雨のこと （ムヤッサル 528 頁参照)。同様の表現法として、ター

ハー章 38 「示されるもの」 の訳注も参照。

5 ここまでのアーヤ*には、恩恵だけでなく、罰の描写も含まれている。それにも関わらず、

それら全てが 「恩徳」 と表現されているのは、それらの罰の中にも数々の教示、訓戒があ

り、預言者 *たちと信仰者たちの敵 （かたき）討ちという意味もあったからである （アル=
バイダーウィー5:261 参照)。

6 「これ」 には、「ムハンマド*」「クルアーン *」 といった解釈がある （アル=クルトウビー

17:121 参照)。
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57. 近づくもの （復活の日*) は、近づいた。

アツラー*をよそに、それ （の到来の時）を

明かすもの1はない。

58

(シルク*の徒よ、）一体あなた方は、この

話に驚いているのか？

そして （嵛寞して）笑うだけで、（

_
Mを

怖れて）泣きはしないのか？

61. 得意然となっ （て、そこから背いた）たま

まで？

• ならばアツラー*にサジダ* し、 （かれを）

崇拝*するのだ。 （読誦のサジダ*)

59.

60.

©金 私62

1 または、「復活の日*が到来した時、その恐怖や困難を取り除 （の）けるものは、アッラー*

以外にはいない」 という意味 （アル=パガウィー4:318 参照)。
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月章 （アルニカマル）1

慈悲あまねく

'
慈愛深き —アツラー*の御名において

(復活の）時は近づき2、月は （真っ二つに）

Aけた3
〇

そして、たとえ （使徒*ムハンマド*の正しさ

を示す）御徴を目にしても、彼ら （シルク *

の徒）は （その信仰に）背を向け、言うの

だ。「（これは、）消え失せる魔術 4である」。

また、彼らは （預言者*を）嘘つき呼ばわり

し、自分たちの私欲に従った。事の全ては

(復活の日*) 、決着を見る。

彼らのもとには、 （使徒*を嘘つき呼ばわ

りした、過去の民の）消息である、戒め

を （十分に）含んだものが、確かに到来し

たのだ。

(それは）確固とした英知である。そして

(それに背を向ける者たちに）警告が役立

つことなど、あろうか？

2.

3.

4.

5.

1 マ ッ カ*啓示。スーラ*の名称の由来ともなっている、預言者*ムハンマド*が起こした奇跡

の一つ 「月の断割 （だんかつ)」 の言及に始まり、シルク *の徒に対する警告を放つよう、

命令がなされる。スーラ*の大半を、過去の預言者*たちとその民の間に起こった出来事に

ついての教訓に満ちた話が占め、スーラ*の最後はマッカ*の不信仰者*たちへの警告と、信

仰者たちの善き結末に関する描写によって締めく くられる。 •

2 「復活の日*の近さ」 については、蜜蜂章 1、預言者たち章 1 の訳注を参照。

3 大半の解釈学者は、これが預言者*の生前、彼に起こった奇跡の一つだという見解を示して

いる （アッ =シャウカーニー5:158-159 参照)。預言者*がクライシュ族*の不信仰者*たち

の要望に応じ、月を割って見せたことは、数多くの真正*な伝承経路によって伝えられてい

る （イブン•カスィール 7:472 参照)。

4 「強力な魔術」 という意味に解釈することも可能 （アル=バガウィー4:322 参照)。
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ゆえに （使徒*よ）、彼らに背を向けるがよ

い。呼ぶ者1が、想像を絶すること2へと呼

ぶ （復活の）日、

7. 彼らは怖気づいた眼をしつつ、まるで散ら

ばるイナゴのように墓場から出て来る、

呼ぶ者のところへ、あたふたと。不信仰者

*たちは、言う。「これは過酷な日だ」 。

彼ら （マッカ*の不信仰者*ら）以前、ヌー

フ*の民が嘘つき呼ばわりした。彼らは、わ

れら *の僕 （ヌーフ*) を嘘つき呼ばわりし

て、「（彼は）憑かれた者3だ」 と言い、（ヌ

ーフ*は布教することを）戒められた4。

それで彼 （ヌーフ*) は、「本当に私は抑圧

された者です。（私を）お助け下さい5」と、

その主*に祈った。

6.

淡 神

像 ぬ(j、ム

^̂
8 .

9.

Sjrt-.

②m .

こうしてわれら*は降りつける （大量の雨)

水と共に、天の諸門を開いた。

また、大地を （沢山の）泉で噴き出させ、

(天と大地からの）水は既に定められてい

1 1 .

12.

た命令の通り、合流した。

念

^^^̂
、i多 沿 名13 . そして、われら *は彼 （と、彼と共にあった

者たち）を、数々の板と釘からなる物 （船)

で運んだ。6

1 角笛に吹き込む、天使*イスラーフィールのこと （アル=パガウィー4:322 参照)。家畜章

73 と、その訳注も参照。

2 想像を絶するほどに恐ろしい、清算の場のこと （ムヤッサル 528 頁参照)。

3 アル= ヒジュル章 6 「憑かれた者」 の訳注を参照。

4 関連するアーヤとして、詩人たち章 116 も参照 （イブン•カスィール 7:476 参照)。

5 信仰者たち章 26、ヌーフ*章 26-27 も参照。

6 この時の様子は、フード*章 42-48、信仰者たち章 27-29 に詳しい。
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©愈熬④/それは信じてはもらえなかった者（ヌーフ
*) への報いとして、われら*の眼差しのも

と1走った。

14 .

良

^̂^
15. われら*は確かに、それを（われら*の力を

みしるし

証明する）御徴として残しておいた。では、

(この話から）教訓を得る者はいるのか？

6. わが懲罰と警告は、いかなるものだった

か？

. われら*は確かにクルアーン*を、教訓を得

るに容易いものとした2。では、（それから）

教訓を得る者はいるのか？

アード*は、（フード*を）嘘つき呼ばわり

した。わが懲罰と警告は、いかなるものだ

ったか？

19. 本当にわれら*は：立て続く大難の日3に、

彼らに対して咆哮の暴風を送った。

20. 人々を、引っこ抜かれたナツメヤシの木の

根幹のように、根こそぎにする（暴風を）。

わが懲罰と警告は、いかなるものだっ

たか？

われら*は確かにクルアーン*を、教訓を得

るに容易いものとした4。では、（それから）

教訓を得る者はいるのか？

1

.18

.
ど乙.

l「眼差しのもと」については、ター•ハー章 39とその訳注を参照。

2 アッラー*は、クルアーン*の言葉については読誦と暗記という面から、そしてその意味に

ついては理解と熟慮（じゅくりよ）という面において、易しいものとされた（ムヤッサル

529頁参照)。

3 この「大難の日」については、真実章 5-7も参照。

4 アーヤ*17の訳注を参照。
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23. サムード *は、（サーリワ *からの）警告を嘘

呼ばわりした。
②」」し〆

24. 彼らは言った。「一体、私たちの内の一介

の人間に、私たちが従うとでも？ そうし

たら、本当に私たちは、迷いと狂気の中に

あることになる。

25. 一体、私たちを差しおいて、彼の上に教訓

(啓示）が下されたと？ いや、彼は大嘘つ

きで自惚れ屋だ」 。

26. 近い日に、彼らは知るであろう。誰が大嘘

つきで自惚れ屋かを。

©成、�艇レ祕涵

27. 本当にわれら *は、彼らへの試練ゆえ、雌ラ

クダを送る者である。ゆえに （ザーリフ *

よ、）彼ら （に何が起こるか）を見守り、

よく忍耐 *せよ。

28. そして彼らに伝えるのだ。水は、彼ら （と

雌ラクダ）の間で （、隔日の）割り当てで

あるということを。水の各々の順番は、（順

番の主にのみ）立ち会われるものである2。

29. こうして彼らは（、雌ラクダを殺すために）

自分たちの仲間3を呼び、彼は （それを）捕

まえ、 （その）腱を切った4。

1 この話については高壁章 73 とその訳注、フード *章 64-68、詩人たち章 155-157、太陽章

13-14 も参照。

2 ただし、ラクダが水を飲む日には、人々はその乳を飲んだとされる （イブン•カスイール

7:479 参照)。

3 これは、クッダール•ブン•ザーリフという名の男とされる （前掲書、同頁参照)。

4 「腱を切った」 という表現については、高壁章 77 の訳注を参照。また、彼らが雌ラクダ

を殺すことになった背景についても、同アーヤ *の訳注を参照。
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域
ち よ う ば つ け い こ く

わが懲罰と警告は、いかなるものだったか？3(；

:U . 本当にわれら *は、彼らに轟きの一声1を送

り、それで彼らは栅の枯れ枝のようになっ

てしまった。

32. われら *は確かにクルアーン*を、教訓を得

るに容易いものとした2。では、（それから）

教訓を得る者はいるのか？

3:ぐルート *の民は、警告を嘘呼ばわりした。

3 -1 . 本当にわれら*は彼らに、石を降らす風を送つ

た。ルートの一族は別で、われら*は明け方に、

彼ら （ルート *の一族）を救い出した。3

35 われら *のもとからの、恩恵ゆえに。（ルー

卜* とその一族にそうしたのと）同様に、わ

れら *は （われら *を信仰し、）感謝した者

に報いるのだ。

:U:» . 彼 （ルート氺) は確かに彼らに対し、われら

*の （懲罰による）制圧を警告した。にも

関わらず、彼らは-告に対して懐疑的だつ

たのだ。

彼らは確かに彼（ルート *)を、その客人（へ
の醜行を求めるが）ゆえに、言いくるめよ

うと試みた4。それでわれら *は、彼らの眼

を消したのである。（彼らには、こう言わ

れた。）「わが懲罰と警告を味わうがよい」。

」

37 .

1 サムード*に下された懲罰の詳細については、頻出名•用語解説の「サムード*」の項を参照。

2 アーヤ *17 の訳注を参照。

3 この時の様子と、ルート *の一族の中で、彼の妻だけは助からなかったということは、高壁

章 80-84、フード*章 69-83、詩人たち章 160-175 に詳しい。

4 この時の様子については、高壁章 80-82、フード*章 77-81、詩人たち章 165-169、蟻章

54-56、蜘蛛章 28-30 とそれらの訳注を参照。
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こ ラ ぎ ゆ ラ

〇-^SJ -Uij:i8. そして早朝には、恒久的な懲罰が確かに、

彼らを襲った。

39. (彼らには、こう言われた。）「わが懲罰

と警告を味わうがよい」 。

10. われら*は確かにクルアーン*を、教訓を得

るに容易いものとした1。では、（それから）

教訓を得る者はいるのか？

41 . フイルアウン*の一族のもとに、（不信仰に
対する懲罰の）警告が、確かに到来した。

42. 彼らは、われら*の御徴 2を全て嘘つき呼ば

わりしたので、われら *は彼らを偉力なら

びなく全能なる者の掌握で捕らえた。

一体 （クライシュ族*よ、）あなた方の不信

仰者*たちの方が、それらの（滅ぼされた不

信仰)者*たちよりも優れているのか？ そ

れとも、あなた方には書巻3の中に （、アツ

ラー*の懲罰からの）無事が （保証されて)

あるというのか？

41. いや、彼らは 「私たちは全員、勝利者であ

る」 などと言うのか？

45. (不信仰者*の）集団はじきに打倒され、背

中を見せ （敗走す）るのだ。4

-10. いや、（復活の）時が、彼らの約束の時。そ

の時はより過酷で、苦痛にあふれている。

17. 本当に罪悪者たちは、迷いと烈火の中にある。

•妙娜j膝13.

i アーヤ*17 の訳注を参照。

2 この 「御徴」 と は、アッラーの唯一性*と、預言者*た ち の 使 命 を 証 明 す る 根 拠 の こ と （ム
ヤッサル 530頁参照)。

3 この 「書巻」 とは、啓典のこと （前掲書、同頁参照)。

4 これは後に、バドルの戦い*で美現した （前掲書、同頁参照)。
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48. その日、彼らは顔から逆様になって業火5>

中を引きずられ、（こう言われる、）「焦

炎の感触を味わうがよい」 。

49. 本当にわれら*は全てのものを、定めと共に

iiした1。

. そして、われら*の命令は一瞥のごとき（「あ

れ」 という）一言2に過ぎない。

51. われら*は確かに、（不信仰だった）彼らの

同類たちを滅ぼした。では、 （そのことか

ら）教訓を得る者はいるのか？

そして彼らがした全ての物事は、書巻の中

に （記録されて）あり、

. 小さいことも、大きいことも、全て書き留

められているのだ。3

本当に敬虔な*者たちは （復活の日*) 、楽

園と河川のもとにある。

全能の王者 （アツラー*) の御許の、善き座

り場所に。

も％ゆ鐵

© ガ

^
、ヂム5*

50

0^

②JO:典痛52.

53

©メこ)

^̂
454.

念 メ ふ 多 と 455.

l つまり.、アッラー*の英知に基づいた規格において創造した。あるいは、守られし碑板*に

記された定命と共に創造した （アル=バイダーウィー5:270 参照)。

2 雌牛章 117、蜜蜂章 40、ヤー•スィーン章 82、赦し深いお方章 68 なども参照。

3 天使*たちが、現世での行いの帳簿 （ち よ う ぼ）に 記 録 し て い る、と い う こ と （ムヤッサル

531 頁参照)。高壁章 8 の訳注も参照。
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c ひ 第 55 章

慈悲あまねき*お方章（アツニラフマーン）1 mm
慈悲あまねく *慈愛深き*

アツラー*の御名において

慈悲あまねき*お方、

かれがクルアーン*を教えて下さり、

人間を創造され、

4

0

^
5'

き#矣

紗候

©ぬ
’故

2.

3.

彼に （自分の内面にあるものの、）説明を

教えて下さった。

太陽と月は (精密な)計算のもとに（運行し）、

星と木2はサジダ*する3。

そしてかれは天を上げ、枰 4を置かれた。

あなた方が秤において、度を越さないよう。

そして重さを公正に量り、枰を損ねてはな

らない。

. また大地は、それを創造物5のために置か

〇o'iii
5.

6.

©初�餘從

©㈤て泰滅
必

^
!
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て

8.

9.

10

れた。

1 マッか啓示（マデイーナ*啓示説もあり）。スーラ*の名称は、冒頭に出現する同語に由来。
クルアーン* や創造を始めとしたアッラー* の偉大な恩恵と、かれの全能性を示す証拠の

数々が、「ならば （ジン* と人間よ）、あなた方双方は自分たちの主*の、いずれの恩徳を嘘

呼ばわりするというのか？」 という問いかけの言葉の反復と共に、並べられていく 。スー
ラ*中盤からは復活の日*の恐怖、来世における不信仰者* と信仰者の行き先、そこで彼らが

受ける苦しみ、あるいは享楽 （きょうらく）の数々が描写されていき、最後はアッラー*

への讃美によって締めく く ら れ る。 .

2 この 「木」 とは、「茎 （くき）や幹 （みき）のある植物」 のこと。尚 「星 （ナジュム)」 の
解釈には、「茎や幹のない植物」 という説もある （ムヤッサル 531 頁参照)。

3 この 「サジダ*」 については、蜜蜂章 49、巡礼*章 18 とその訳注も参照。

4 この「秤」とは、公正さのこととされる。鉄章 25 も参照（イブン•カスイール 7:490 参照)。

5 この 「創造物 （アナーム)」 は、特に人間のこと、あるいはジン* と人間のことを指す、と
いう説もある （アルニクルトウビー17:155 参照)。
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そこには果美や、苞1をつけたナツメヤシの

木がある。

1 2. そ し て を 有 す るillと、

. ならば（ジン* と人間よ）、あなた方双方は

自分たちの主*の、いずれの恩徳を嘘呼ばわ

りするというのか？

かれ （アツラー*) は人間 （の袓アーダム
*) を、陶土のような乾いた土からお創り

になり、3

15, ジン* (イブリース*) は、炎の混じり合つ

たもの4から創られた。

16. ならば （ジン* と人間よ）、あなた方双方は

自分たちの主*の、いずれの恩徳を嘘呼ばわ

りするというのか？

11

かんば

芳しいもの2が。

1

14

©ぶゲ:紗ゲitfe;

② OITAS=O \I!s\S

0(アツラー*は）二つの東と、二つの西の17.

主*
〇

5

ならば （ジン* と人間よ）、あなた方双方は

自分たちの主*の、いずれの恩徳を嘘呼ばわ

りするというのか？

19. かれは二つの海6を出合わせて、合流するも

のとされた。

翕gf矣ぬ加與18.

1 「苞」 とは、ナツメヤシの美がその中から出てくる、覆いの部分のこと （ムヤッサル 531

頁参照)。

2 「芳しいもの」 については、出来事章 89 の訳注を参照。

3 アーダム*が土から段階を経 （へ）て創られたことについては、アル= ヒジュル章 26 の訳

注を参照。

4 「炎の先」「混じり気のない火」 といった解釈もある （イブン•カスィール 7:492 参照)。

5 「二つの東」 とは、それぞれ冬と夏に太陽が昇る地点で、「二つの西」 とは、それぞれ冬と

夏に太陽が沈む地点のことを指す、とされる （アルニバガウィー4:26 参照)。

6 この 「二つの海」 とは一説に、淡水と海水のこと （ムヤッサル 532 頁参照)。
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その二つの間には、お互いに越え合うこと

のない障壁がある。1

21. ならば （ジン*と人間よ）、あなた方双方は

自分たちの主*の、いずれの恩徳を嘘呼ばわ

りするというのか？

22. その二つからは、真珠と赤珊瑚が産する。2

ならば （ジン* と人間よ）、あなた方双方は

自分たちの主*の、いずれの恩徳を嘘呼ばわ

りするというのか？

20.

©鱗iitep

j乂祕r抛かれ （アツラー*) には、山々のような建造

物である、海を走るもの3が属する。

25 . ならば （ジン*と人間よ）、あなた方双方は

自分たちの主*の、いずれの恩徳を嘘呼ばわ

りするというのか？

そこ （大地）にある全てのものは、消え行く。

そしてあなたの主*の、高貴さと荘厳さを湛

:4, .域ぬ�與

©麵426.

27
お か お

えた御顔だけが残る。

ならば （ジン*と人間よ）、あなた方双方は

自分たちの主*の、いずれの恩徳を嘘呼ばわ

りするというのか？

#炎ぬ洳�28.

jj*

祕
29 諸天と大地にある者は、かれに （自分たち

の必要なものを）乞う。毎日、かれは事に

あたっておられる4。

1 一方の海は、別の海を越境（えっきょう）して、その水の特性を変えてしまうことがない、

という意味とされる （ムヤッサル 532 頁参照)。識別章 53 も参照。

2 「赤珊瑚」 には、「小さな真珠」「大きな真珠」 といった解釈もある （アル=クルトウビー

17:163 参照)。

3 高いマストと帆 （ほ）を掲げた、船の描写 （ムヤッサル 532 頁参照)。相談章 32-34 も参照。

4 「事にあたる」 というのは、事を新たに始めるのではなく 、（既に定めたことを）実現して

いくこと （イブン•ジュザイ 2:394 参照)。
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30. ならば （ジン *と人間よ）、あなた方双方は

自分たちの主*の、いずれの恩徳を嘘呼ばわ

りするというのか？

31. 重き双方の者たちよ 1、じきにわれら *は、

あなた方 （の現世での行いの清算と報いの

仕事）に、取りかかろう。

32. ならば （ジン *と人間よ）、あなた方双方は

自分たちの主*の、いずれの恩徳を嘘呼ばわ

りするというのか？

參0 5 を 二

ぬ

003 ぶ

33. ジン *と人間の衆よ、 もしあなた方が （ア
の が

ッラー *のご命令とご決定から逃れよう
は し ば し

と）、諸天と大地の端々から脱出できるの

であれば、脱出してみよ。あなた方は （ア

ッラー*の）権威なしには、脱出することな

ど出来ないのだ。2

34. ならば （ジン *と人間よ）、あなた方双方は

自分たちの主 *の、いずれの恩徳を嘘呼ばわ

りするというのか？
そ う ほ う ご う か む え ん ほ の お と

あなた方双方には、業火からの無煙の炎と（溶

けた）銅3が送られ、助けを得ることはない。

36. ならば （ジン *と人間よ）、あなた方双方は

自分たちの主*の、いずれの恩徳を嘘呼ばわ

りするというのか？

㈣溪ぬ决與

35.

1 「重き双方の者たち」 とは、ジン *と人間のこと。その名称の由来には、「他の創造物に比べ、

その重要な位置づけゆえ」「生前、死後を問わず、地上における荷物のような存在であるため」

「罪という重荷を背負っているため」（アル=バガウイー4:336 参照）「アッラー*に対する諸々

の義務が課せられているため」（アル=クルトウビー17:169 参照）といった諸説がある。

2 これは復活の日*のこととも、現世でのこととも言われる （前掲書 17:169-170 参照)。

3 「無煙の炎」 と訳した 「シュワーズ」 には、ほかにも 「地獄から上がって遊離 （ゆうり）

した緑色の炎」「炎から生じたのではない煙」 といった説もある。「銅 （ヌハース）」 につい

ては 「炎を伴 （ともな）わない煙」「煮えたぎった油」 などといった解釈もある （アッ=シ
ャウカーニー5:182 参照)。
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37. (復活の日*、）天が裂け、真紅となり、溶 〆 ^
あぶら

けた脂 1のようになる時 （、あなた方は恐

るべきものを目にする）。2

38. ならば（ジン*と人間よ）、あなた方双方は

自分たちの主*の、いずれの恩徳を嘘呼ばわ

りするというのか？

39. その日、人間もジン* も、自分の罪について

尋ねられることはない。3

40. ならば （ジン *と人間よ）、あなた方双方は

自分たちの主*の、いずれの恩徳を嘘呼ばわ

りするというのか？

41 . 罪悪者たちは、その目印によって認めら

れ、前髪と足を掴まれ4 (て、地獄へと放り

投げられ）る。

42. ならば （ジン *と人間よ）、あなた方双方は

自分たちの主*の、しヽずれの恩徳を嘘呼ばわ

りするというのか？

1 「溶けた脂」 という訳をあてた 「ディハーン」 の解釈には、「赤い皮」 「赤毛の馬 （季節に

よって色が変化するが、復活の日*の空も同様に色が変化する）」「油そのものではなく 、そ

れを撒 （ま）いた時に見える様々な色」 などといった諸説もある （アル= クルトウビー

17:173 参照)。

2 復活の日*の天変地異については洞窟章 47、ター•ハー章 105-107、蟻章 88、山章 9-10、

出来事章 5—6、衣を纏 （まと）う者章 14、真実章 13-15、階段章 8-9、消息章 20、巻き

込む章 3、衝撃章 4-5 なども参照。

3 アルニヒジュル章 92-93 などにもあるように、クルアーン *の別の箇所には、アツラー*が

彼らを問いただす描写が登場する。これに関しては、以下の様な回答がある：①一通り問

いただされた後、彼らの口が封じられ、彼らの手や足が、彼らのしたことを話し出す （ヤ

一•スィーン章 65 とその訳注も参照)。②その日、全知のアツラー*は彼らに、「あなた方

はこのようなことをしたのか？」 というような言い方ではなく 、「なぜ、このようなことを

したのか？」 と仰せられる （高壁章 8 の訳注も参照)。③これは、彼らを地獄へと連れて

行く天使*たちのことで、彼らは質問などしない （イブン•カスィール 7:499 参照)。

4 「前髪を掴まれる」 という表現については、凝血*章 15 の訳注を参照。
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. これが、罪悪者たちが （現世で）嘘呼ばわ

りしている地獄。

44 , 彼らはそれ （火獄）と、煮えたぎる熱湯の

間を回る。

ならば （ジン* と人間よ）、あなた方双方は

自分たちの主*の、いずれの恩徳を嘘呼ばわ

りするというのか？

46. そして （清算の日における）自らの主*の

立ち所を怖れ （、かれに服従し、かれへの

反抗を断つ）た者には、二つの楽園がある。

ならば （ジン* と人間よ）、あなた方双方は

自分たちの主*の、いずれの恩徳を嘘呼ばわ

りするというのか？

(果実をつけた豊かな）樹枝を擁する （、

二つの楽園が）。

ならば （ジン* と人間よ）、あなた方双方は

自分たちの主*の、いずれの恩徳を嘘呼ばわ

りするというのか？

その二つの （楽園の）中には、二つの泉が

流れている。

51 . ならば （ジン* と人間よ）、あなた方双方は

自分たちの主*の、いずれの恩徳を嘘呼ばわ

りするというのか？

52. その二つの （楽園の）中には、あらゆる果

実に二つの種類がある。1

夕

^^
443

私 媛 加 ぬ45.

©痒ら

40.

50.

參痛炫5冰與

この「二つの種類」の解釈については、「いずれも美味な二種類の果実」「瑞夕 （みずみず）

しいものと乾燥したもの」「他の楽園に比べて、倍の楽しみがあることを示している」 とい

つた諸説がある （アル= クルトウビー17:179 参照)。また天国の民の食べ物については、

ヤー•スイーン章 57、サード章 51、詳細にされた章 31、金の装飾章 73、煙霧章 55、ム

1
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. ならば （ジン* と人間よ）、あなた方双方は

自分たちの主*の、いずれの恩徳を嘘呼ばわ

りするというのか？

54. その内側が、 重厚な絹地製1の （敷き物で

ある）寝床に寄りかかりつつ （、彼らはそ

こで楽しむ）。二つの楽園の果実が、 （彼

らの）手近にある中で。

55. ならば （ジン*と人間よ）、あなた方双方は

自分たちの主*の、いずれの恩徳を嘘呼ばわ

りするというのか？

そこ （寝床）には、 （自分の夫だけに）視

線を定めた女性2たちがいる。彼女たちには

彼ら以前、いかなる人間も、ジン* も触れて

はいない。

. ならば （ジン*と人間よ）、あなた方双方は

自分たちの主*の、いずれの恩徳を嘘呼ばわ

りするというのか？

58. 彼女たちは、まるでルビーと赤珊瑚3のよう。

59. ならば （ジン*と人間よ）、あなた方双方は

自分たちの主*の、いずれの恩徳を嘘呼ばわ

りするというのか？

一体、 （現世での）善の報いは、 （来世で

の）善に外ならないのではないか？

翕 ぬ ❸ 魂53
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60.

ハンマド*章 15、山章 22、出来事章 20-21、真美章 23、人間章 14、送られるもの章 42

なども参照。

1 内側が重厚な絹地なのだから、その外側が素晴らしいのは言うまでもない。一説によれば、
その外側は地上で比較できるものがないために、あえて言及されてはいない （アル=バガ

ウィー4:341 参照)。

2 「視線を定めた女性」 については、整列者章 48 の訳注を参照。

3 「赤珊瑚」 については、アーヤ*22 の訳注を参照。



^
112〇\55.慈悲あまねきお方章 ^

)1 〇 — 00

ならば （ジン* と人間よ）、あなた方双方は

自分たちの主*の、いずれの恩徳を嘘呼ばわ

りするというのか？

61.

魯glレ 的62. そして、その二つの （楽園の）外に、 （も

う）二つの楽園がある。

ならば（ジン* と人間よ）、あなた方双方は

自分たちの主*の、いずれの恩徳を嘘呼ばわ

りするというのか？

(緑濃く）黒ずんだ二つの （楽園が）。

. ならば （ジン* と人間よ）、あなた方双方は

自分たちの主*の、しヽずれの恩徳を嘘呼ばわ

りするというのか？

その二つの （楽園の）中には、二つのほと

ばしる泉がある。

. ならば （ジン* と人間よ）、あなた方双方は

自分たちの主*の、いずれの恩徳を嘘呼ばわ

りするというのか？

68. その二つの （楽園の）中には、 （各種の）

果実、ナツメヤシの木、ザクロがある。1

. ならば （ジン* と人間よ）、あなた方双方は

自分たちの主*の、いずれの恩徳を嘘呼ばわ

りするというのか？

70. それら （全ての楽園）の中には、善良で麗

しき女性たちがいる。2

か该岛派炎63.

64.

65

66.

67

'39

念Sじ
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l 天国の民の食べ物については、ヤー•スイーン章 57、サード章 51、詳細にされた章 31、

金の装飾章 73、煙霧章 55、ムハンマド*章 15、山章 22、出来事章 20-21、真実章 23、
人間章 14、送られるもの章 42 なども参照。

2 雌牛章 25 「純潔な妻」 の訳注、および整列章 48、煙霧章 54 の訳注も参照。
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71. ならば（ジン* と人間よ）、あなた方双方は

自分たちの主*の、いずれの恩徳を嘘呼ばわ

りするというのか？

72. 天幕の中に滞留させられ （守られ）た、色

白の女性たち。1

73. ならば（ジン* と人間よ）、あなた方双方は

自分たちの主*の、いずれの恩徳を嘘呼ばわ

りするというのか？

74. 彼女たちには彼ら以前、いかなる人間も、

ジン* も触れてはいない。

75. ならば （ジン*と人間よ）、あなた方双方は

自分たちの主*の、いずれの恩徳を嘘呼ばわ

りするというのか？

76. 緑色のクッション2と、精妙な敷き物に寄

りかかりつつ （、彼らはそこで楽しむ）。

77. ならば （ジン*と人間よ）、あなた方双方は

自分たちの主*の、いずれの恩徳を嘘呼ばわ

りするというのか？

78. 高貴さと荘厳さを湛えた、あなたの主*の
御名は、祝福にあふれていることよ。

i 雌牛章 25 「純潔な妻」 の訳注、および整列章 48、煙霧章 54 の訳注も参照。

2 「クッシヨン （ラフラフ）」 には、「天国の庭園」「敷き物」「ソファーの類」 といった別の
解釈もある （アル=バガウイー4:346 参照)。
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第 56章

出来事章 （アルニワーキア)

慈悲あまねぐ慈愛深ぎ

アツラー*の御名において

©球

�f暖j
1. (復活の日* という）出来事が起こる時。

2. それが起きるのを、嘘とする者はいない。

(その出来事は、ある民を地獄へと）下げ、

(ある民を天国へと）上げる。
3.

©き

4 . 大地は激しく揺れ動き、

5. 山々は細かく砕け散って、

(5. ばらばらの塵屑となり、2

7. あなた方 （人々）が三つの種類3となる時。

8. 右側の徒、右側の徒とは何か？

9. また左側の徒、左側の徒とは何か？4

1 マッカ*啓示 （一部アーヤ*には、マディーナ*啓示説もあり）。冒頭ではスーラ *の名称とも

なっている「出来事」、つまり復活の日*の到来の確証とその恐るべき様子の描写がなされ、

それから来世における三種類の人々の状況が、信仰者への吉報と不信仰者*への警告と共に、

詳しく描き出されていく。スーラ*後半では、自然界の様々な驚異 （きょうい）や恩恵の言

及と共に、アッラー*の存在、かれの唯一性*の証明がなされ、最後は再び来世における三

種類の人々の集団についての描写で幕を閉じる。

2 復活の日*の天変地異の様子については洞窟章 47、ター•ハー章 105-107、犠章 88、山章

9-10, 衣を纏 （まと）う者章 14、真実章 13-15、階段章 8-9、消息章 20、巻き込む章 3、
衝撃章 4-5 なども参照。

3 アーヤ*8、9、10 のそれぞれで言及されている者たち （イブン•カスィール 7:515 参照)。

4 「右側の徒」 とは、高い位の者たちで、「左側の徒」 は低い位の者たち （ムヤッサル 534

頁参照)。その名前の由来については、「天国が右側、地獄が左側にあるため」「アーダム*

の全ての子孫がその後背部から出された時 （高壁章 172 とその訳注も参照)、彼の右側に

いた者たちが、天国の民となることを約束されたため」「行いの帳簿を右手に渡された者が

天国の徒に、左手に渡された者が地獄の徒となるため」「右が善行を、左が悪行を表してい

るため」 などの諸説がある （アル=クルトウビー17:198 参照)。
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H) そして（現世で善に）先んじる者たちは、

(来世で高い位へと）先んじる者たち。

それらの者たちは、（アツラー*の御許にお

ける）側近である、
©御㈣i1!.

12. 安寧の楽園において。

(彼ら側近たちは、）先代の者たちから

多く、

1 i. 後代の者たちからは少ない。1

(金銀宝石で）刺繍された寝台の上に、

10. その上に寄りかかって、互いに向かい合い

つつ。2

17. 永遠の少年たちが、彼らの周りを（奉仕の

ために）回って歩く。

18. 杯と、水差しと、（酒*の）湧き水からの盃

をIIえて。

19. 彼らはそれ（酒*) ゆえに頭痛を催すこと

も、理性を失うこともない。

20. また（永遠の少年たちは）、彼ら（側近た

ち）が選り取りの果実と、

21 . 彼らが欲する鶏肉を（携えて、彼らを回っ

て歩く）。

•どとまた（彼らには）、麗しい眼の色白の女性

たちがいる、3

23. 秘められた真珠のような（女性たちが）、

0

A”
タメ〆

i 「先代」とは、預言者*ムハンマド*の共同体、及びその他のイスラーム*共同体の先代の者

たち。「後代」とは、イスラーム*共同体の後代の者たち（ムヤッサル 534 頁参照)。

2 アル=ヒジユル章 47の訳注を参照。

3 雌牛章 25「純潔な妻」の訳注、および整列章 48、煙霧章 54の訳注も参照。
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彼らが （現世で）行っていた （正しい）こ

とゆえの、報いとして。
24.

彼らはそこで、戯言1 も罪な言葉も、耳にす

ることがない。
25 .

②切、
&ただ、 「 （あなた方に）平安を、 （あなた

方に）平安を2」という (互いに交わされる)

言葉を聞くだけ。

2G.

11. そして右側の徒、右側の徒3 (の大いなる位

と報い）とは何か？

(彼らは、）棘のないスイドル4、B

J . 折り重なるバナナ5、

(消え入ることなく）行き渡る陰、

(涸れることなく）流れる水、

Y二ふんだんな果実の中にいる。

’•3 絶えることがなく、禁じられもしない （果

実の中に）。

V；. また、高く上げられた寝床 （の中に）。

30,

} ■ 本当にわれら*は彼女(天国の女性)たちを、

(完全な形に）創り上げ6、

鎖鱗)6. 彼女たちを処女とし、

1 「戯言」 については、信仰者たち章 3 の同語の訳注を参照。

2 「あなた方に平安を」 については、雷鳴章 24 の訳注を参照。

3 「右側の徒」 については、アーヤ*8-9 の訳注を参照。

4 「スイドル」 については、サバア章 16 の訳注を参照。現世では棘だらけで実の少ないス

イドルの木だが、来世では逆に棘がなく 、沢山の実をつけるのだという （イブン•カスイー

ル 7:525 参照)。

5 アル=クルトゥビー*によれば、この「バナナ」 という解釈が大半の学者の見解だが、ほか
にも 「アカシアの木」 という解釈もある（17:208 参照)。

6 雌牛章 25 「純潔な妻」 の訳注、および整列章 48、煙霧章 54 の訳注も参照。
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愛らしく、 （彼女ら自身が互いに）同い年

の女性とした。
37.

©�(4

^
城4

^
5

38. 右側の徒のために。

(彼らは、）先代の者たちから多く 、39.

40. 後代の者たちからも多い。

そして左側の徒、左側の徒1 (の状態と報い)

とは何か？

41.

(彼らは、）熱風と煮えたぎる湯、

43. 滅煙の陰の中。

42.

©か'

^©ゲ

^
ゞ

©こ

^̂
涼しくも、麗しくもない（陰の中にいる）。

15. 本当に彼らはそれ以前、（現世で禁じられた)

贅を尽くしていた者たちだったのであり、

この上ない罪2に固執し、

44.

迄�JjL:�
4().

(こう）言っていたからなのだ。「一体、

私たちが死んで砂と骨と化した後、本当に
よみがえ

蘇らされるというのか？

翕 が 施 が

そして、私たちの先代のご先祖様たちも？」

(使徒*よ、）言ってやるがいい。「本当に

先代の者たちも、後代の者たちも、

18.

49.

念々

^
1分み

^
。力

^^
(復活の日* という）定められた日の定めら

れた時に、まさしく集められるのである。

それから——（アツラー*のお約束を）嘘呼

ばわりする迷い人たちよ——、本当にあな

た方は、

：)( ).

飲i難/娜�51 .

1 「左 側 の 徒」 については、アーヤ*8-9 の訳注を参照。

2 「この上ない罪」 とは、アッラー*への不信仰、 シルク*、か れ へ の 反 抗 の こ と （ム ヤ ッ サ
ル 535 頁参照)。
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:2 まさにザックームの木1から食べ、

V . それで腹を満たし、

5 ! その上に煮えたぎる湯を飲み、

喉を渴かせたラクダが飲むように、 （それ

を）飲む者たち。

50. これが報いの日*の、彼ら （へ）の御もてな

し2である。

:、1. (人々よ、）われら*があなた方を、創った

のだ。なのに、どうしてあなた方は （死後

の復活を）信じないのか？

給

^
HjS鱗決

58. 言ってみよ、あなた方が （自分たちの妻の

子宮に）射精するものについて。

一体、あなた方がそれを （人間として）創る

のか？ それとも、われら*が創造者なのか？

われら*はあなた方 （各々）の間に、死 （の時

期）を定めたのであり、不能者などではない、

われら*が（あなた方を、）あなた方と同様

の存在と取り替え、あなた方をあなた方が

知らない形に創造することにおいて。3

02. あなた方は確かに、最初の倉IJ造を知っている。
なのに、どうして （アツラー*は二度目の倉lj造

もされるとの、）教訓を得ないのか？4

59

GO.

os

i 「ザックームの木」については、夜の旅章 60「呪われた木」の訳注、および整列者章 62-66、
煙霧章 43-46 を参照。

2 この 「御もてなし」 については、洞窟章 102 の訳注を参照。

3 これは一説に、過去の民に起こったように、その姿形を猿や豚などに変えられてしまうこ

と （食卓章 60 参照)。あるいは来世において、現世のものとは違う形に蘇 （よみがえ）ら

される、ということ （アル=クルトウビー17:217 参照)。

4 「最初の創出」 とは、アッラー*が彼らを創造されたこと。二度目のものは、復活 （ムヤッ

サル 536 頁参照)。マルヤム*章 67、ビザンチン章 27、ヤー•スイーン章 77-79、復活章

36-40 も参照。
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たがや

©礙ゆが

②ふ姑換

63. 言ってみよ、あなた方が耕すものについて0

一体、あなた方がそれ（作物）を生育させる

のか？ それとも、われら*が生育者なのか？

もし望んだなら、われら *はそれを木っ端微

塵にし、あなた方は （その罰に）驚愕した

ままとなっただろう。

「本当に私たちは、破滅者である。

64.

65.

66

()7. いや、私たちは （糧を）禁じられてしまつ

たのだ」 （と言いつつ。）

68. 言ってみよ、あなた方が飲むもの （水）に

ついて。

69. —体、あなた方がそれを雲から （地上へ）

降らすのか？ それとも、われら *が降らす

者なのか？

70 もし望んだなら、われら *はそれを辛いもの

としたのだ。なのに、どうしてあなた方は

感謝しないのか？

71 言ってみよ、あなた方が点す火について。

72. 一体、あなた方が （火種とする）その木を

創ったのか？ それとも、われら *が（その）

創造者なのか？

73. われら *はそれを(復活と地獄の業火を想起

させる）教訓と、広漠な地にある者1たちへ

の益としたのだ。

ならば （預言者*よ）、この上なく偉大なあ

なたの主*の御名と共に、（かれを）称え*よ。

©こ

^
d 免㈣

74 .

1 「空腹な者たち」 という解釈もある。いずれにせよ、広漠な地にある者は明かりや暖にお
いて、空腹な者は食べ物とその調理において、火から特に大きな益を得る （イブン•アーシ
ユール 27:327 参照)。
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75. われはまさに、星々の沈む場所1にかけて
ち か

誓 う。2

6. 本当にそれはまさしく 、偉大なる誓いなの

である。もし、あなた方が （そのことを）

知っているのならば。

77. 実にそれはまさしく 、気高いクルアーン *

なのだ、

78. 秘められた書3の中の。

79. 清浄な者たちしか、それに触れることは

ない。4

<so. (それは）全創造物の主*からの、降示なの

である。

81 - (シルク *の徒よ、）一体あなた方は、（ク

ルアーン *という）この話を嘘呼ばわりする

者5なのか？

飲

^
はゲ:私

ふ

'4 -̂^
82. そして自分たちの糧 （への感謝の念）を、

(恩恵に対する）嘘呼ばわりに替えるとい

うのか？

1 「星々の沈む場所」のほかにも、「クルアーン *が徐々に下ったこと」「星々の位置」 といっ

た解釈の仕方もある （イブン•カスィール 7:544 参照)。

2 この誓いについては、整列者章 1 の訳注を参照。

3 「秘められた書」 には、「クルアーン *が記録されている、守られし碑板* (金の装飾章 4

とその訳注を参照)」「啓示と共に下される、天使 Yこちの手許にある書」 （アッ =サアディ

一836 頁参照）「書物としての形のクルアーン *」 といった解釈がある （アル=クルトウビ

—17:225 参照)。

4 それに触れることが出来るのは、害や罪のない清浄な存在である天使Tこちと、シルク *、

ジャナーパ

'
穢 (けが）れのない状態にある著たちだけである（ムヤッサル 537 頁参照)。

5 「嘘呼ばわりする者 （ムドウヒン)」 の語源的な意味は、「本心ではないもので上辺を取り

繕 （つ く ろ）う 者」 のことで、ほかにも 「否定者」「偽善 （ぎぜん）者」「背 （そむ）く者」

「受け入れる決意のない者」 などといった解釈がある （アル= クルトウビー17:227-228

参照)。
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83. さあ、 （魂を体に押し留めてみよ、）そ

れが喉元に達した時に。1

84. あなた方はその時、 （その様子を）目の当

たりにして （何も出来ずに）いる。

參 C0J

^
-

^
14?'0

^
585. われら* (の天使*たち）は、あなた方 （自

身）よりもそれ （あなた方の魂 ）に近い

のだが、あなた方には （彼らが）見えない

のだ0

86. さあ、もしあなた方が、 （自分たちの行い

によって）報いを受ける者ではないという

のであれば、

87. それ （魂 ）を （体に）戻してみるがいい。

もし、あなた方が本当のことを言っている

というならば。

88. もし （死んだ者が、）側近たち2の内の者だ

たのであれば、
©み

あ ん ね い

(彼には）ご慈悲、芳しいもの3、安寧の

楽園がある。

90. また、もし右側の徒4の一人だったのであれば、

(彼には、こう言われる。）「あなたに平安

を5。（あなたは、）右側の徒の一人である」。

92. そして、もし （復活を）嘘呼ばわりする、

迷つた者の類いだったのであれば、

89.

91.

1 家畜章 61、93 とその訳注も参照。

2 「側近たち」 については、アーヤ *10-11 も参照。

3 「ご慈悲 （ラウフ)」 の解釈には、ほかにも 「安息」「喜び 「お赦しとご慈悲」 といった諸

説があり、「芳しいもの （ライハーン)」 には、「安息」「糧」「香り高い植物」 といった解釈

もある （アル=バガウィー5:22 参照)。

4 「右側の徒」 については、アーヤ*8-9 の訳注を参照。

5 「あなたに平安を」 については、雷鳴章 24 の訳注も参照。
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(彼には）煮えたぎる湯からの御もてな

し1と、

93 .

あぶ

94. 火獄の火炙りがある。

(使徒*よ、）本当にこれこそは、まさに確

固たる真理なのだ。

ならば、この上なく偉大なあなたの主*の
御名と共に、（かれを）称え*よ。

翕*

^
ぬ

^
'災195.

06 .

この「御もてなし」については、洞窟章 102の訳注を参照。
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1ST第 q7 章

鉄章 （アル=ハディード）1 叛:：

慈悲あまねく

'
慈愛深き*

アツラー*の御名において

諸天と大地にあるものは （全て）、アツラ

一*を称え * る。かれは偉力ならびない*お

方、英知あふれる*お方。
©

かれにこそ、諸天と大地の王権がある。か

れは生をお与えになり、死をお与えになる

お方。かれは、全てのことがお出来のお方。

>. かれは最初のお方、最後のお方2、（最も）外

なる*お方、 （最も）内なる*お方。そしてか

れは、全てのことをご存知のお方であられる。
雜

1 . かれは諸天と大地を六日間でお創りになり

3、それから御座に上がられた4。かれは大地

の中に入り込むものも、そこから出てくる

ものも、天から落ちてくるものも、そこへ昇

ていくもの5も、ご存知である。また、かつ

1 マディーナ*啓示 （スーラ*の一部、あるいは全体をマッカ*啓示とする説もあり）。スーラ*の

名称は、アッラー*からの恩恵であると共に、イスラーム*を支え、守る手段でもある一つの試

練として言及された、「鉄」（アーヤ*25 参照）に由来。スーラ*の冒頭はアッラー*の美名と属

性 （ぞくせい）の言及と、かれへの讃美 （さんび）によって始まり、アッラー* とその使徒*

への信仰、その命令への服従、献身 （けんしん）への呼びかけがなされる。中盤では、信仰者

と偽 （にせ）信者*の来世での様子が描かれた後、真の信仰への回帰 （かいき）、アッラー*の

定めに対する忍耐*のすすめなどが提示され、後半では、使徒*や啓示が Fされることの英知や、

過去の使徒*たちの話が描かれ、最後は使徒*への信仰への誘いで締めく くられる。

2 アッラー*より先に存在したものも、また、かれの後に存在するものもない （ムヤッサル

537 頁参照)。

3 「諸天と大地を六日間でお創りになり…」 については、詳細にされた章 9-12 とその訳注

も参照。

4 「御座に上がられた」 については、高壁章 54 とその訳注を参照。

5 サバア章 2 の同様のアーヤ*についての訳注も参照。
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れはあなた方がどこにあろうとも、（その御

知識と共に）あなた方と共にあるのだ。ア

ッラー*は、あなた方が行うことに通暁され

たお方である。

5. かれにこそ諸天と大地の王権があり、かれ

にこそ（来世の）物事は帰される。

かれは夜を昼の中にお入れになり、昼を夜

の中にお入れになる。また死から生を取り

出され、生から死を取り出される1。そして

かれは、胸中にあるものを（余すことなく）

ご存知なのである。

7 アツラー*とその4徒* (ムハンマド*) を信

じ、かれ（アツラー*) があなた方をその継

承者としたものの内から、費やせ2。あなた

方の内で信仰し、費やした者たちには、大

いなる褒美があるのだぞ。

使徒*が、あなた方の主*を信じるように招

いているというのに、あなた方がアツラー
*を信じないのはどうしたことか？ かれ

(アツラー*)は確かに、あなた方の確約3を

お取りになったというのに。もし、あなた

方が信仰者だというのならば（、信仰に急

ぐのだ）。

\為';

ぶは ひダJ

^
3138

1 「夜を昼の…」と「死から生を…」については、イムラーン家章 27の訳注を参照。

2 そもそも全ての財産はアツラー*の所有であり、人間はその代理人として、アツラー*がお

喜びになる形において財産を費やす必要がある。または、人間は前の世代から財産を継承

したのであり、自分たちもまたそれを次世代に継承するのだから、出し惜しみしてはなら

ない（アツ=シヤウカーニー5:222参照)。

3 この「確約」とは、「アツラー*が全人類をアーダム*の後背部から取り出して、ご自身が彼

らの主*であることを証言させた時のもの（高壁章 172とその訳注参照)」。また一説には、
人間に与えられた理性と、預言者*ムハンマド*への服従を義務づける様々な証拠の存在の

こと（アル=クルトウビー17:238参照)。
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5j-y^C3oij jp\

9. かれは、あなた方を （不信仰という）闇か

ら （信仰という）光1へと出すベぐその僕
み し る し

(ムハンマド*) に明白な御徴 2を下された

お方。本当にアツラー*は、あなた方に対し

て実に哀れみ深い*お方、慈愛深い*お方。

滅私㈣�、が!(). あなた方がアッラー*の道において費やさ

ないのは、どういうこ

^
とか？ アッラー*に

こそ、諸天と大地の遺産は属する3というの

に。あなた方の内、 （マッカ*) 開城4の前

に費やし、（不信仰者*たちと）戦った者は、

(褒美において）同等ではないのだぞ。そ

れらの者たちは、（マッカ開城*の）後に費

やし、（不信仰者*たちと）戦った者たちよ

りも位が偉大なのだ5。そしてアッラー*

は、 （その両者の内の）いずれにも最善の

もの （天国）をお約束されたのであり、ア

ッラー*はあなた方が行うことに通暁され

るお方なのである。

アッラー*に、よき貸付6をする者は誰か？

そうすれば、かれはそれを彼のために倍増

して下さるのであり、彼には貴い褒美 （天

国）がある。

以兹又ら為

11.

1 この 「闇」 と 「光」 については、雌牛章 257 の訳注を参照。

2 「明白な御徴」 とは、クルアーン

'
あるいは奇跡のこと （アルニクルトウビー17:239

参照)。

3 「諸天と大地の遺産…」 という表現については、イムラーン家章 180 の訳注を参照。

4 この 「開城」 が、「マッカ開城*」 のことであるとするのが、大半の解釈学者の見解。「フダ

イビーヤの和議*」 である、という説もある （前掲書、同頁参照)。

5 「開城」 以前は （ムスリム*たちにとって）厳しい状況であり、その当時ムスリム* となる

者は、（信仰に）誠実な者しかいなかった。一方、「開城」 後はイスラーム*が大きな拡大を

見、人々が大挙 （たいきよ）してアッラー*の教えを受け入れた （イブン•カスィール 8:12

参照)。

6 アッラー*に対する 「よき貸付」 については、雌牛章 245 の訳注を参照。
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あなたが （地獄の上の架け橋1のもとで、）

信仰者の男たちと、信仰者の女たちの光が

(現世での行いに応じて）、彼らの前方と

右手2を（彼らと共に）進むのを目にする（復

活の）日*。（彼らには、こう言われる。）

「この日、あなた方の吉報は、その下から

河川が流れる楽園である。（あなた方は）

そこに永遠に入ることになるのだ。それこ

そは、偉大なる勝利である」 。

し
'
: p i13. 偽信者*の男たちと偽信者*の女たちが、信

仰者たちに （こう）言う日。「私たちを待

てくれ。あなた方の光から、灯火を得た

い」 。（すると彼らには、こう）言われる。

「自分たちの後方へと戻って、光を探すが

よい」 。そして彼らの間には、壁3が置かれ

(、お互いに遮られ）る。そこには扉があ

り、（信仰者たちのいる）その内側には慈悲

があり、その外側の方向には懲罰がある。

つ

�2 炎i -i. 彼ら （偽信者*たち）は、彼ら （信仰者たち）

を呼ぶ。「私たちは （現世で）、あなた方

と一緒だった4ではないか？」彼ら （信仰者

たち）は言う。「その通り。しかし、あな

た方は白分自身を （偽の信仰と罪で）試練

姑晦」

⑽て具族

^
移

1 「地獄の上の架け橋」 は、足元が定まらず滑 （すべ）りやすい所で、そのヒには様々な障

害物がある。信仰者は現世での行いに応じた速さでそこを渡り、天国へと向かう （ムスリ

ム 「信仰の書」 302 参照)。一説に、この時に各人が授かる光の大きさは様々で、偽信者*

の光はこの架け橋で消えてしまうとされる （イブン•カスイール 8:15 参照)。マルヤム*章

71 とその訳注も参照。

2 彼らの前方を照らす光は、彼らの信仰心と正しい行い*で、彼らの右手にあるのは行いの帳

簿（ちようぼ）である（夜の旅章 71 参照)、という解釈もある（アル=クルトゥビー17:243
参照)。

3 —説にこの「壁」は、高壁章 46 に登場する 「障壁」のこと （イブン•カスイール 8:17 参照)。

4 偽信者*たちは表面上、宗教的な義務を果たしていた （ムヤッサル 539 頁参照)。
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よげんしや さいなん

にかけ、（預言者*と信仰者たちの死と災難

を）待ちわび、（復活への）疑惑に陥った。

アツラー*のご命令1が到来するまで、根拠

もない願望があなた方を欺いたのであり、

欺く者2があなた方をアツラー* (の寛大さ

と猶予という口実）によって欺いたのだ」。

�ひお私立�
15. ならば（偽信者*たちよ、）この日、（懲

罰を免じてもらうための）償いがあなた

方からも、不信仰だった者*たちからも、

受け入れられることはない。あなた方の

住処は業火なのだから。それがあなた方

の相応しい場所。その行き先の、何と醜悪

なことか。

16. 信仰に入った者たちには、アツラー*の教訓

と、真理から下ったもの（クルアーン*)に

対して、その心が恭順3になる時期はまだ

来ないのか？ また、以前に啓典を授けら

れたものの時間が経ってしまい、その心が

硬化してしまった者たちのようにならな
ほういつ

いための（時期は）？ 彼らの多くは、放逸

な者たちだったのである。

©成球

^
�

17. 知るのだ、アツラー*こそが大地を、その

死後に息吹かせられる4お方であるという

ことを。われら*はあなた方に対し、確か
みしるし

に（われら*の全能性の）御徴を明らかに
村ぎま

した。あなた方が（それを）弁えるよう

に、である。

1 この「アッラー*のご命令」とは、死のこととされる（ムヤッサル 539頁参照)。

2「欺く者」については、ルクマーン章33の訳注を参照。

3「恭順」については、雌牛章 45の訳注も参照。

4 干上がった大地を息吹かせるように、アッラー*は不信仰だった者*を信仰者に、迷った者

を導かれた者として下さる（アッ=タバリー9:7895 参照)。雌牛章 164 の訳注も参照。
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じ尚

18 本当に、（アツラー*の道において）よく施
ほ ど こ

す男たちとよく施す女たち——彼らは、ア

ツラー*によき貸付1をしたのだ

(その褒美が）倍増されよう。そして彼ら

には、貴い糧 （天国）があるのだ。

9. アツラー*とその4徒*を信じた者たち、そ

れらの者たちこそは大そうな正直者2。ま

た殉教者たちにはアツラー*の御許で（復

活の日*) 、その報いと光3がある。そして

不信仰に陥り、われら *の御徴 4を嘘呼ば

わりした者たち、それらの者たちは地獄の

徒なのだ。

には、

0

JJ 仏

^
綠

K

^
j 。ふ

t
(人々よ、）知！

^
がよい、現世の生活g遊

興、戯れごと、飾り、自分たちの間の誇り

合い、財産と子供の増やし合いに過ぎな

い。（それは）あたかも、その植物が農夫

5たちを喜ばせた慈雨のようである。やがて

それは枯れ、あなたはそれが黄色くなるの

を目にし、ついにはそれは木っ端微塵にな

てしまう。そして来世にこそ、 （不信仰

者に対する）厳しい懲罰と、（信仰者に対

する）アツラー*からのお赦しとお喜びがあ

るのだ。現世の生活は、偽りの楽しみに過

ぎない。6

つ

1 アツラー*に対する 「よき貸付」 については、雌牛章 245 の訳注を参照。

2 「大そうな正直者」 については、婦人章 69 の訳注を参照。尚、「殉教者たち」 も 「それら

の者たち」 の述語に含める、という解釈もある （イブン•カスィール 8:22-23 参照)。

3 この 「光」 については、アーヤ *12 とその訳注を参照。

4 この 「御徴」 とは、クルアーン*と、そこに含まれる教えや規定のこと （アル=ジャザーイ

リー5:270 参照)。

5 「農夫」 ではなく 「不信仰者*たち」 という解釈もある （アル=クルトウビー！7:255-256

参照)。

6 家畜章 32 の訳注も参照。
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21 . (人々よ、）あなた方の主*からのお赦しと、
天国へと向かって競い合え。その広さは、

天地の広さもあるかのようであり、アツラ

一*とその使徒*たちを信じる者たちのため

に用意されている。それは、かれがお望み

の者にお与えになる、アツラー*のご恩寵

なのだ。アツラー*は偉大な恩寵の主であ

られる。

22. 地上における、そしてあなた方自身にお

けるいかなる災難も、われら*がそれを

創生1する以前に書2の中で（ 予め定める

こと）なくしては、降りかかることがな

かったのだ。実にそれはアツラー*にとっ

て、容易いこと。

fcS
(アツラー*がこのように仰せられるの

は、）あなた方が、（現世で）自分たちが逃

したものゆえに心痛ませたり、かれ（アツ

ラー*)が自分たちに授けて下さったものゆ

えに、有頂天になったりしないようにする

ため。アツラー*は（、自分が現世で授かっ

たものゆえに）尊大ぶる者、（他人に対し

て）高慢ちきな者をお好みにはならない。

23.

こ

^̂
61■が

念 30

(彼らは、財産を）出し惜しみし、人々に

も吝嗇を勧める者たち。そして（アツラー
*への服従に）背を向ける者があっても、

(アツラー*はそのような者のことなど意

にも介されない、）本当にアツラー*こそは

満ち足りておられる*お方、称賛されるべ

き*お方なのだから。

2-L

1 頻出名•用語解説「創生者*」も参照。

2 この「書」は、定められし碑板*のこと（ムヤッサル 540頁参照)。
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わ れ ら *は か に、わ れ ら*の た ち を 明

証1 と共に遣わし、彼らと共に啓典と、人々

が公正を行うための秤を下した。またわれ

ら *は、多大な威力と、人々への諸益を有

する鉄を下した。（それは）アツラー*が、

かれ （の宗教）とその使徒*たちをまだ見ぬ

ままに2援助する者が誰かを、如実に表し給

うためであった。本当にアツラー*は、強力

なお方、偉力ならびない*お方であられる。

\3y\j25.

26. また、われら *はヌーフ*とイブラーヒーム*

を遣わし、彼ら二人の子孫の内に預言者*

としての天分と啓典を与えた3。そして彼ら

の内には導かれた者がいる一方、彼らの多

くは放逸な者たちなのだ。

27. それから、われら*は彼ら （ヌーフ*とイブ

ラーヒーム*) の跡をわれら*の使徒*たちに

継がせ、マルヤム*の子イーサー*にも継が

せて、彼に福音*を授けた。また、彼 （イー

サー*) に従った者たちの心の中には、哀れ

み深さと慈悲の念を授けた。そして彼ら

は、われら *が彼らに義務づけたものではな

い修道生活を、 （崇拝*における行き過ぎ

から勝手に）創始した。ただ、 （彼らは）

アツラー*のお喜びを求めて （そラしたま
で）のことだったのだが、それ（修道生活)

に対して真の配慮を払うこともなかった4。

遠明メ，.ほ/

^
jp； \J-0̂

0

1 この 「明証」 とは、彼らがもたらしたものの正しさを証明する、証拠のこと （ムヤッサル

541 頁参照)。

2 人々から見えないところで、援助するということ。あるいは、自分の目で見たわけでもな

いアッラー*とその使徒*たちを、援助するということ（アッ = シャウカーニー5:236 参照)。

3 全ての預言者*は、ヌーフ*及びイブラーヒーム*の子孫であり、啓典もまた全て、彼らの子

孫に下った （アッ =サアディー842 頁参照)。

4 彼らは以下の二つの面で、それをなおざりにした：①そのようなことを勝手に始めたこと。

②自分たちに課したことを、十分に果たさなかったこと （前掲書、同頁参照)。



057. 鉄章 〇 —OV

そしてわれら*は彼らの内の （預言ムハ

ンマド*を）信仰した者たちに、その褒美を

授けたのだ。彼らの多くは （預言者*ムハン

マド*を信じない)、放逸な者たちなのだが。

28 信仰する者たち1よ、アツラー*を畏れ*、か

れの使徒*を信じよ。かれはあなた方に、そ

のご慈悲からの倍の取り分をお与えにな

り、あなた方がそれを携えて歩む光2をあ

なた方に下さり、あなた方のために （罪を）

お赦し下さろう。アツラー*は赦し深いお

方、慈愛深い*お方。

(アツラー*がそのようにされるのは、）

啓典の民*が、自分たちがアツラー*のご恩

寵3の内、いかなるものに対しても力を有

してはいないこと、そして （全ての）恩寵

はアツラー*の御手にこそ委ねられてお

り、かれがそれをお望みの者に与えられる

ということ 4を、知るためなのである。ア

ッラー*は、偉大なる恩寵の主であられる

のだから。

料说�み』難;M29

1 この 「信仰する者たち」 が誰のことを指すかについては、「啓典の民*」「全ての者」 という二
つの説がある。前者の場合、「倍の取り分」 とは、自分たちの預言者* と預言者*ムハンマド*

のいずれをも信仰することゆえの、倍の褒美 （ほうび）のこと （イブン•カスィール 8:30-33
参照)。物語章 52-54 とその訳注も参照。また後者の場合、「信仰と、畏れ*の念ゆえの二つの
褒美」「命令に従い、禁令を避 （さ）けることゆえの二つの褒美」 あるいは、そもそも 「倍」
は匕倍」に限らず、褒美が何倍にもされることを示している（アツニサアディー843 頁参照)。

2 この 「光」 には、「(現世での）導き」「クルアーン*」「地獄の架け橋で共に歩み、天国へと導
いてくれる光（アーヤ*12 参照)」といった解釈がある。（アル=クルトウビー17:267 参照)。

3 この 「ご恩寵」 の解釈には、「イスラーム*」「褒美」「糧 （かて)」「恩恵」 といった諸説が

ある （前掲書 17:268 参照)。

4 この 「恩寵」 は、特に預言者*ムハンマド*の預言者*性を指している、とも言われる （前掲
書、同頁参照)。一説にこの意味は、「自分たちが他の人々よりも優れていると信じていた、
イスラーム*を受け入れない啓典の民が、アツラー*がムスリム*たちに彼らよりも沢山の恩
寵を与•えられたということを、知るため」ということ（アル=カースィミー16:5702 参照)。
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抗弁する女章 （アル=ムジャーディラ）1

慈悲あまねく

'
慈愛深き *

アツラー*の御名において

(預言者*よ、）アツラー*は確かに、自分の

夫 （のこと）であなたに抗弁し、アツラー*

に苦情を訴える女2の言葉をお聞きにな

た。そしてアツラー*は、あなた方両人の

問答をお聞きである。本当にアツラー*は、

よくお聞きになるお方、よくご覧になるお

方なのだから。

. あなた方の内で、自分たちの妻をズィハール*

する者たち。彼女らは彼らの母親ではない。

彼らの母親は、自分たちを産んだ女性に外な

らないのだ3。そして本当に彼らは、言葉によ

る悪事4 と偽りをまさしく口にしているので

あり、本当にアツラー*はまさに、よく寛恕さ

れる*お方、赦し深いお方であられる。

また、自分たちの妻をズィハール* し、それ

から自分が言ったことを撤回する者たち、

(彼らには、妻と性交渉すべく ）お互いに触

れ合う前に、首一つ5の解放 （が義務づけら

つ

0jySyL*)3513

你 \iKZi

l マディーナ*啓示で学者間の見解は、ほぼ一致。スーラ *名 「抗弁する女」 の 「抗弁」 のき

かけとなったズィハール*を始め、密談 （みつだん)、集まりの場での決まりや作法など

が説明される一方、ユダヤ教徒*や偽 （にせ）信者*たちの内に秘めた悪が所々で暴 （あば）

かれると共に、そのような 「シャイターン*の党派」 の敗北と、信仰者たち 「アツラー*の

党派」 の勝利が約束される。

2 この女性は、ハウラ•ピント•サアラバで、「夫のこと」 とは、彼女の夫アウス•ブン•アツ =

サーミトが、彼女をズィハール* したこと （アブー•ダーウード 2214 参照)。

3 妻をズィハール*することと、自分の母親の関連性については、頻出名•用語解説 「ズィハ

ール*」 の中の具体的なズィハール*の例と、部族連合章 4 およびその訳注を参照。

4 「悪事」 については、イムラーン家章 104 の訳注を参照。

5 ここでの 「首」 の意味については、婦人章 92 の同語の訳注を参照。

つ



58.抗弁する女章 〇 )

^
—〇A

れる）。（信仰者たちよ、）それが、あな
いまし

た方が戒められていること。アツラー*は、

あなた方が行うことに通暁されるお方であ

られる。

4. (もし夫が、解放すべき奴隸*を）見出せ

ない者ならば、お互いに触れ合う前に、連

続ニケ月の斎戒* (が義務づけられる）。

そして（それも）出来ない者ならば、六十

人の貧者*に食物 1を施すこと（が課され

る）。それは、あなた方がアツラー*とそ

の使徒*を信じ（てアツラー*の法に従い、

ジャーヒリーヤ*の習慣を放棄す）るため。

そしてそれがアツラー*の決まりであり、

不信仰者*たちにこそは痛ましい懲罰があ

るのだ。

本当に、アツラー*とその使徒*に歯向かう者

たちは、彼ら以前の（同様の）者たちが卑し

められたように、卑しめられるのである。
われら*は（、アツラー*の教えと法が真理で

あることを証明する）明らかなる御徴を、

確かに下したのだ。そして不信仰者*たちに

こそは、屈辱の懲罰がある。

も綱ぬ;)メじぬ、
爲;4

^
;ダゆ■

㈣ 似

0 9^5

5.

よみがえ

抑

6. アツラー*が彼ら全員を蘇らせられ、彼ら

が行ったことをお告げになる（復活の）日*

(、アツラー*は彼らを罰し給う）。彼らが

それ（行い）を忘れてしまっていても、ア

ッラー*はそれを数え上げられる2のであり、

アツラー*は全てのことに対する証人なの

だから。

1「食物」の分量については、食卓章 89の訳注を参照。

2 そもそも全ての出来事は、守られし碑板*に定められており、かつ天使*たちによって行い
の帳簿（ちょうぼ）に記録されている（ムヤッサル 542 頁参照)。高壁章 8の訳注も参照。
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一体 （預言者*よ、）あなたは、アツラー*が

諸天にあるものと、大地にあるもの （全て）

をご存知なのを知らないのか？ かれ （アツ

ラー*) が （その御知識によって）その四番
み つ だ ん

目となることなしに、三人の密談は成立せ

ず、かれがその六番目となることなしに、五

人 （の密談）が成立することもない1。また、

それより少ない数 （の密談）も、多い数 （の

密談）も、彼らがどこにあろうと、かれが（そ

の御知識によって）彼らと共にあることなく

しては成立しないのだ。それから、かれは復

活の日*、彼らが行ったことを彼らにお告げ

になる。本当にアツラー*は、全てのことを

ご存知のお方なのだから。

H (使徒*よ、）一体あなたは、密談を禁じら

れた後に自分たちが禁じられたことへと

戻り 、罪や侵犯や使徒への反抗をもって

密 談 す る 者 た ち を 見 な か っ た の か ？ 2

(使徒*よ、）彼らはあなたのところにやっ

て来ると、アツラー*があなたに挨拶された

ものではないものによって、あなたに挨楼

した3。そ し て 彼 ら の 内 輪 で、 （こ う）言 う

1 この後続の文にもあるように、密談する者の数が何人であろうと、アツラー*は彼らの話を

ご存知である（アル=クルトウビー17:290 参照)。しかし、なぜここでアツラー*が「三人」

と 「五人」 という数を、特に言及されているかについては、以下のような解釈がある ：①

それが実際に、偽 （にせ）信者*たちの間で起こったことだった。②アツラー*は奇数をお

好みになるため。③話し合いは常に二者間で、かつその間に誰かをおいた形で行われるた

め （アル=バイダーウィー5:310 参照)。

2 ユダヤ教徒*や偽信者*たちは、ムスリム*たちにこれ見よがしに、集まって密談したものだ

た。そのことはムスリム*たちの不興 （ふきよう）を買っていたが、彼らは密談を禁じら

れても、やめなかったのだという（アル=クルトウビー17:291 参照)。婦人章 114 も参照。

3 このアーヤ*は、ユダヤ教徒*が預言者*に対し、「あなたに平安 （アツ =サラーム）を」（そ

の意味については、家畜章 54 の訳注を参照）という挨拶の変わりに、「あなたに死 （アツ

ニサーム）を」 と言ったことについて下ったとされる （ムスリム 「挨拶の書」 11 参照)。

〇
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のだ。「どうしてアツラー*は、私たちが（ム
ハンマド*について）言うことゆえに、私た

ちを罰さないのか？」 彼らには （その懲罰

として）、彼らが入って炙られることにな

る地獄で十分。その行き先は、何と醜悪だ

ろうか。

信仰する者たちよ、あなた方が密談する時

には、罪や侵犯や使徒*への反抗をもって

密談してはならない。そして善と敬虔さ*

をもって密談し、その御許へとあなた方が

召集され （、全ての言動の報いを受け）

ることとなるアツラー*を畏れる*のだ。1

遞一�爲誌

^
iV私!j

9.

し ん ぱ ん

參典㈣ン

^
0\

^
[

一 馬15

^
\jsYc.

(罪や侵犯ゆえの）密談は、信仰する者た

ちを悲しませるゆえ、まさしくシャイター

ン*からのもの。アツラー*のお許しなくし

ては、彼 （シャイターン*) が彼ら （信仰者

たち）を害する者となることはないが。そ

して信仰者たちには、アツラー*にこそ全て

を委ね*させるのだ。

i n.

信仰する者たちよ、集まりの場であなた方

に 「 （新しく来た者が座るために、場所を

空けて）広くしてやりなさい」 と言われた

ら、広くしてやれ。（そうすれば）アツラ

一*は、あなた方のために （現世と来世で)

広くして下さろう。また、あなた方に（礼拝

や戦いなど、自分たちの益となる物事にお

いて）「立ち上がりなさい」 と言われたな

らば、立ち上がるのだ。（そうすれば）ア
ツラー*は、あなた方の内の信仰する者たち

と、知識を授けられた者たちの位を上げて

しン涵冷公卿炎
③分

^

l i .

1 婦 人 章 1 1 4 も 参 照。
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下さろう 1。アツラー*は、あなた方が行う

ことに通暁されるお方。

信仰する者たちよ、あなた方が使徒* と密談

する時には、あなた方の密談の前に、 （貧

しい者に）施しをせよ2。それがあなた方

にとって、より善く、清いこと。そして、

もし （施すものを）見出せなくても （問題

はない)、本当にアツラー*は赦し深いお方、

慈愛深い*お方なのだから。
1 レ ス¦ハ だ A

一体あなた方は、（使徒* との）密談の前に

施しをすることを、 （貧困の原因として）

12.

忍⑽齒�卿

13.

ほ ど こ

恐れたのか？ もし、あなた方が（施しを)

しなかったのならば——アツラー*は、あな

た方の悔悟をお受け入れになった——、
じ よ う ざ し

礼拝を遵守* し、浄財*を払い、アツラー*
し と し た が

とその使徒*に従え〇_ アツラー*は、あなた

方が行うことに通暁されるお方なのだ。

力多 tjじjw
名ゼ�

^
你Isメ5

©魂

一体あなたは、アツラ

^
-*がお怒りになった

民 （ユダヤ教徒*) を盟友とした者たちを、

見なかったのか？3 彼らはあなた方 （ムス

リム*) の仲間でもなければ、彼ら （ユダヤ

教徒*) の仲間でもない。そして彼らは （自

分たちの嘘を）知りつつ、嘘において誓つ

ているのだ4。

1 4.

1 つまり、自分の同胞がやって来た時に場所を空けてやったり、立ち上がるように言われて立っ

たりすることは、自分の権利を失うことではなく、むしろアッラー*の御許での位が上がり、

特別なものとなることを意味する （イブン•カスイール 8:48 参照)。また、ここでの 「知識を

授けられた者」 とは、知識と行いを両立した者のこと （アルニバイダーウィー5:312 参照)。

2 このアーヤ*で述べられている決まりは、間もなくアーヤ*13 によって撤回 （てっかい）され

た（イブン•カスイール 8:49-51 参照)。アーヤ*の撤回については、雌牛章 106 の訳注を参照。

3 ユダヤ教徒*を盟友とした者たちとは、偽信者*のこと （ムヤッサル 544 頁参照)。イムラ

ーン家章 28 とその訳注も参照。

4 偽信者*たちは、自分たちの悪い言動を咎 （とが）められると、自分たちはそんなことはし

ていない、と誓ったものだった （イブン•ジュザイ 2:423 参照)。
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. アツラー*は彼ら （偽信者*たち）に、厳し

い懲罰をご用意された。本当に、彼らが行

ていたことの何と忌まわしいことか。

16. 彼らは自分たちの（嘘の）誓約を盾1にして、

(自分たちと人々を）アツラー*の道から ia
んだ。彼らには、屈辱的な懲罰がある。

^
\%\15

つ

^
0■九145i

^
、

一Sド

^
3、

'>4

^^^參 Sd

^
j\ isp

17. 彼らの財産も、子供たちも、アツラー* (の

懲罰）に関して、少しも彼らの役に立つ

ことはない。それらの者たちは、地獄の

徒。彼らはそこに、永遠に留まる者たち

である。

(信仰者たちよ、）アツラー*が彼ら全員を18.
よみがえ

蘇らせられ、あなた方に対して彼らが（現

世で）誓っているように、かれ （アツラー

*) に対して（自分たちは信仰者でした、と）

誓う （復活の）日*。彼らは （現世でそれが

ムスリム*たちに通用したように）、自分た

ちが通用すると思っている。本当に、彼ら

こそは嘘つきなのではないか。

シャイターン*が彼らを（、彼らがシャイタ

ーン*に服従したゆえに）制圧し、彼らに

アツラー*の唱念を忘れさせた2のである。

それらの者たちは、シャイターン*の党派。
本当にシャイターン*の党派こそは、損失者

なのではないか。

19. 0

1 ムスリム*たちから自分たちの生命と財産を守るための、「盾」という意味（ムヤッサル 544
頁参照)。

2 彼らはアッラー*を、心でも言葉でも、想起することがなかった （アル=バイダーウィー

5:314 参照)。あるいは、アッラー*のご命令とかれへの服従をおろそかにし、放棄した （ア

ル=クルトウビー17:306 参照)。シャイターン*が人類を迷わせることとなった経緯（いき

さつ）については、高壁章 11-18、アル= ヒジュル章 28-42、夜の旅章 61-65、サード章

71-85 を参照。
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本当に、アツラー* とその使徒*に歯向かう

者たち、それらの者たちは （現世と来世に

おいて、）最も卑しめられた者。

アツラー*は （守られし碑板*の中で、）「わ

れと、わが使徒*たちは、必ずや勝利する

のだ」 と書き記されたのである。本当にア

ツラー*は、強力なお方、偉力ならびない*

お方であられるのだ。

(使徒*よ、）あなたはアツラー* と最後の

日*を信仰する民が、アツラー* とその使徒*

に歯向かう者を愛するのを、見出すことが

ない。たとえ彼らが、自分たちの父親、自

分たちの兄弟、自分たちの近親だったとし

ても、である 1。アツラー*は、それらの者

たちの心の中に信仰を （確固たるものとし

て）書き定められ、かれからの魂 2によっ

て彼らをお支えになったのだ。そして、か

れは （来世において）彼らを、その下から

河川が流れる楽園にお入れになる。彼らは

そこに、永遠に留まるのだ。アツラー*は彼

らをお喜びになり、彼らもかれに満足す

る。それらの者たちが、アツラー*の党派。

本当にアツラー*の党派こそは、（現世と来

世での）成功者なのではないか。

填4 淡&趣20

21

ね

^
i

淡

^̂
破，成 罐

22.

1 同様のアーヤ* として、イムラーン家章 28 とその訳注も参照。

2 この 「魂」 の解釈には、「勝利」「信仰」「クルアーシ* とその根拠」「アッラー*のご慈悲」

「ジブリール* とその援助」 といった諸説がある （アル=パガウィー5:50 参照)。
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第 59章

集合章（アルニハシュル) 1
‘

こ:駿纖

慈悲あまねく*慈愛深き*

アツラー*の御名において

諸天にあるものと大地にあるものは（全

て）、アツラーを称え*る。かれは偉力なら

びない*お方、英知あふれる*お方。

ぶj45瓣
礙。

'
雖\

^
■

教;
jd^>\ \Ĵ PJ

為

^
4

2 かれは啓典の民*の内、不信仰だった者*たち

を、最初の集合2においてその住居から追い

出し給うたお方。（ムスリム*たちよ、）あ

なた方は彼らが出て行くとは思っておら

ず、彼ら自身、自分たちの砦が、彼らをア

ツラー* (の懲罰）から守ってくれるものと

思っていた。だがアツラー* (による追放の

定め）は、彼らが想像もしなかったところ

から彼らのもとに到来し、彼らの心の中に

恐怖を投げ入れたのである。彼らは自分た

ちの家を自らの手と、信仰者たちの手で壊

一ぬ

1 マディーナ*啓示。ユダヤ教徒*であったナディール族との戦いに関して下ったスーラ

*であり、そのスーラ*名も、彼らが「集合」させられてマディーナ*を追放された出

来事に由来する。それに関連し、戦利品*に関する規定、ムハージルーン*やアンサー

ル*への賛美、ユダヤ教徒*と内通する偽（にせ）信者*たちの暴露（ばくろ）などが

取り上げられる。スーラ*後半では、信仰者に対する敬虔さ*のすすめと、不信仰者*

に対する警告がなされ、アッラー*の偉大な属性の数々による賞賛によって締めくく

られる。

2「最初の集合」とは、ナディール族が集合させられ、最初の追放を強（し）いられた出来

事のこと（ムヤッサル 545 頁参照)。詳しくは、頻出名•用語解説「ナディール族との戦い

*」を参照。一方、二番目の「集合」については、「アラビア半島からシャーム地方（現在

のパレスチナ、シリア周辺地域）へと、彼らをまとめて追放したこと」「復活の日

'
大火

が人々を東から西へと集めつつ追いやること」といった解釈がある（アル：=パガウィー

5:53参照)。
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した1のだ。ならば慧眼の持ち主たちよ、（彼

らに起きたことを）熟慮せよ。

もし、アツラー*が彼らに追放をお定めになら

なかったのなら、かれは現世で彼らを（殺害

や捕囚などにより、）罰されたことであろう。

そして彼らには来世で、業火の懲罰がある。

⑽ぱ城娜
3.

それというのも、彼らがアツラー*とその

使徒*に反したからである。アツラー*とその

使徒*に反する者があれば（、アツラー*はそ

の者を罰される）、実にかれは厳しい懲罰を

与え給うお方なのだから。

®6

^
メ、sふyj成趣

^̂
私

5. (信仰者たちよ、）あなた方がナツメヤシ
こんかん

の木を切ったとしても、それらをその根幹

の上にそびえるまま放っておいたとして

も、（それは）アツラー*のお許しによるも
ほういつ

の（だったの）であり、かれが放逸な者た

ちを辱めるためだったのである。2

そしてアツラー*がその使徒*に、彼らけデ

ィール族）から（戦闘することなく）戦利

品3として与えたものは、あなた方がその

(獲得の）ために馬やラクダを駆ったわけ

ではなかった。しかしアツラー*はその使徒

滴

^
名右於

^
成

^
!

^
备说ふy44淡

於U

a

1 この意味には、「追放される際、家屋を壊して木材などを運んで持って行き、残りの部分は

ムスリム*によって壊された」「追放の後、ムスリム*たちによって利用されないよう、自分

たちの手で家屋を壊した」「ムスリム*たちは戦いの場を拡大すべく、彼らの住居を壊して

いったが、彼らは住居の後方に穴を開けては別の住居へと移動し、転々としていった」な

どの解釈がある（アル=バガウィー5:53参照)。

2 ムスリム*たちは預言者*の認可のもと、ナディール族の士気をくじくため、あるいは場所

を広くするため、彼らが所有するナツメヤシの木々を切り倒した。それに関し、ナディー

ル族がそれを悪い行いとして非難したため、このアーヤ*が下ったのだとされる（アルニク

ルトウビー18:6参照)。

3 この戦利品*「フアイウ」については、頻出名•用語解説の「戦利品*」を参照。
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*たちに、かれがお望みになる者を制圧させ

給う。アツラー*は全てのことがお出来のお

方なのだ。

城;

〇 ioji301
^

アツラー*が、町の住人 （であるシルクの徒

*) からその使徒*に、 （戦闘することなく）

戦利品1 として与えたものは、アツラー*とそ

の使徒*、近親、孤児、貧者*、旅路（で苦境）

にある者に属する2。（それは財産が、）あ

7,

じゅんかん

なた方の裕福な者たちの間（だけ）を循環す

るものとならないようにするため。また、

使徒*があなた方に与えたものは取り入れ、

彼があなた方に禁じたものは放棄するの

だ。アツラー*を畏れ*よ。本当にアツラー*

は、厳しい懲罰を与え給うお方なのだから。

自分たちの住居と財産から追い出された、

ムハージルーン*の困窮者*たちに3。彼らは

アツラー*からのご恩寵とお喜びを求め、ア

ツラー* (の宗教）とその使徒*を援助する。

それらの者たちこそは、 （自分たちの言葉

を行いで証明した）正直者である。

8.

9. また、彼ら （ムハージルーン*の移住*) 以前

に、その町 （マデイーナ*) に信仰心と共に居

を定めた者たち （アンサール*) 4。彼らは自

分たち （のもと）に移住* した者を愛し、彼ら

1 この戦利品* 「ファイウ」 については、頻出名•用語解説の 「戦利品M を参照。また、非ム

スリムとの安全保障•戦いについては、悔悟章 36 の訳注も参照。

2 同様のアーヤ ―である、戦利品章 41 とその訳注を参照。

3 このアーヤ* 「ムハージルーン*の困窮者たちに」 の文法的な解釈には、rアーヤフの 『…
属する』 につながる」「同アーヤ*の 『…循環するものとならないようにするため』 につな

がり、『…ではなく 、しかし…困窮者たちに』 となる」「『…困窮者たちに （は驚くべきであ

る）』 という文が省略されている」といった諸説がある（アツ =シャウカーニー5:266 参照)。

4 このアーヤ*は文法上、アーヤ*8「•••困窮者たちに」 にかかるとも、それとは無関係だとも

言われる （アル=クルトウビー18:21 参照)。
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(ムハー、
巧ル；-ン*

し

)$与えら

^
Iたすもの 1につ

いて、その胸中に嫉妬の念を見出さず、（彼

らのことを）自分たち自身よりも優先する。
たとえ彼らに、必要性があったとしても、

である。自分自身の貪欲さから守られた者、

それらの者たちこそは成功者なのだ。

洛

^
J明J�

また、彼ら （ムハージルーン* とアンサール
*) の後にやって来た者たちで、（こう）言

う者たち2。「我らが主*よ、私たちと、信

仰において私たちに先駆けた私たちの兄

弟たち （の罪）をお赦し下さい。そして私

たちの心の内に、信仰する者たちへの憎し

みの念を湧かせないで下さい。我らが主*

よ、本当にあなたは哀れみ深い*お方、慈愛

深い*お方です」 。

10 .

こ

^
(Jじ

^
Wi i . 一体あなたは、偽の信仰に陥った者たちを

け い て ん

見ないのか？ 彼らは啓典の民*の内、不信

仰に陥った彼らの同胞に（こう）言う。「も

しも、あなた方が （ムハンマド*によって）
か な ら

追い出されたならば、私たちは必ずやあな

た方と共に出て行き、あなた方 （を見捨て

たりすること）に関して、絶対に誰にも従

わない。また、もしあなた方が戦いを仕掛
か な ら

けられたならば、私たちは必ずやあなた方

を援助しよう」 3。アツラー*は、本当に彼

ら （偽信者*たち）がまさしく 、嘘つきであ

ることを証言される。

1 これはムハージルーン*だけに分配された、ナディール族の戦利品*のこと （アル=バガウ
ィー5:58 参照)。

2 これは、ムハージルーン* とアンサール*の善き手法と美点を踏襲 （とうしゅう）し、かつ
彼らのために公私において幸を祈る者たちのこと。悔悟章 100 とその訳注も参照（イブン.
カスィール 8:72-73 参照)。

3 これはナディール族に対する、偽信者*たちの扇動 （せんどう）の言葉 （ムヤッサル 547
頁参照)。詳しくは、頻出名•用語解説 「ナディール族との戦い*」 を参照。
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淡

もしも彼ら（ナディール族）が（マデイー12.
ついほう

ナ*から）追放されたとしても、彼ら（偽信

者*たち）は決して、彼らと共に出て行く

ことはない。また、もしも彼らが戦いを仕

掛けられたとしても、彼ら（偽信者*たち)

は絶対に彼らを援助したりしない。そし

て、たとえ彼ら（偽信者*たち）が（、ナ

ディール族を）援助したとしても、彼らは

きっと背中を見せて敗走するのであり、

(アツラー*によって）勝利を授けられる

こともないのだ。

念こ

^
412丈

^
(信仰者たちよ、）彼ら（偽信者*たちとユ

ダヤ教徒*) の胸中においては、あなた方

こそがアツラー*よりも激しい恐怖（の的)

なのだ。それは実に彼らが、（アツラー*

の偉大さと、かれへの信仰を）理解しない

民だからなのである。

13.

お く

兵

^̂^
ゞ

ベ—̂ 如的'
u. 彼ら（ユダヤ教徒*) は（その臆病さと恐

怖ゆえ、）砦で囲まれた町か、壁の向こう

側からしか、あなた方に全員で攻撃してき

たりはしない。彼らの間の敵意は激しい1。

あなたは彼ら2が団結していると思う。彼ら

の心は（信条や目的の不一致で、）ばらば

らなのだが。それは実に彼らが、（アツラ

一*のご命令と御徴を）弁えることのない

民だからなのだ。

1 その他、「壁や砦の向こうに自分たちだけでいる限り、彼らの威勢（いせい）は強い」とい

う解釈もある（アル=パガウィー5:62参照)。

2 この「彼ら」が誰を指すのかについては、「ユダヤ教徒*と偽信者*たち」「偽信者*たち」「シ

ルク*の徒と啓典の民*」といった説がある（アル=クルトウビー18:36 参照)。
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(彼らユダヤ教徒*の様子は、）彼らより前

の最近の者たち 1の様子のようである。彼ら

は （現世で）彼らの事2 (ゆえ）の罰を味わ

たのであり、彼らにこそは （来世におい

て）痛ましい懲罰があるのだ。

15.

つ

求5叫
加4、ル

^
が如移放

念5

^
ね、

4$

^
3以

(彼ら偽信者*たちが、ユダヤ教徒*を戦い1 (5.
そそのか

へと唆す様子は、）人間に 「不信仰とな

れ」 と言った時の、シャイターン*の様子の

ようである。それで彼が不信仰に陥ると、

彼 (シャイターン*) は（こう）言ったのだ。
「本当に私は、あなたとは無縁である。本

当に私は、全創造物の主*アツラー*を怖れ

ているのだから」 。

て％

^
is

17• 彼ら （シャイターン* と彼に従った人間）

両人の行く末は、地獄の中。彼ら両人はそ

こに、永遠に留まる者となる。それが不正
*者たちへの応報なのだから。

18. 信仰する者たちよ、アツラー*を畏れ*、自

分自身が明日3のために成したことをよく

考えよ。そしてアツラー*を畏れる *のだ。
本当にアツラー*は、あなた方が行うことに

通暁されるお方なのだから。

U). ま た、ア ツ ラ ー* (の唱念と義務) を忘れ、

それでかれが彼らに （その不服従ゆえ）、

自分自身のことを忘れさせ給うた者4 たち

のようになってはならない。それらの者た

ちこそは、h逸な者たちなのだから。

泣飼

^
瓣:

仏ぶま觸>夕3\3

0

1 これは、バドルの戦い*でのクライシュ族*の不信仰者*たちや、ナディール族より先にマディーナ
*を追放された、ユダヤ教徒*のカイヌカーゥ族のことを指すとされる （ムヤッサル 547 頁参照)。

2 彼らの不信仰と、預言者*に対する敵対心という 「事」（前掲書、同頁参照)。
3 復活の日*という 「明日」 のこと （前掲書 548 頁参照)。

4 復活の日*に自分自身の役に立つ原因となる、善行を忘れさせられた者のこと （前掲書、同
頁参照)。
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20. 地獄の徒と天国の徒は、同等ではない。天

国の徒こそは勝利者なのだ。

� 分 多6、成、K嫩21. もし、われら*がこのクルアーン*を山に下

し（、それがその約束と-告を理解し）た

ならば、あなたはそれが恭順となり1、ア

ツラー*への恐怖ゆえに砕け散るのを見た

であろう。そしてそれらの譬えは、われら
*が人々に挙げるもの。彼らが（アツラー*

の御力と偉大さを）熟考するように、と

のためである。

22. かれはアツラー*。その外に、（真に）崇拝
*すべきいかなるものもないお方で、

不可視の世界*と現象界2をご存知のお方。
かれは慈悲あまねき*お方、慈愛深い*お方

であられる。

23. かれはアツラー*。その外に、（真に）崇拝
*すべきいかなるものもないお方。（真の）

王、聖なる*お方、平安な*お方、保障され

る*お方、統制される*お方、偉力ならびな

い*お方、制圧される*お方、威風堂々たる*

お方。彼らがシルク*を犯しているものから

(無縁な）、アツラー*に称え*あれ。

24. かれはァッラー*、M

_
±、i笙者*、MI者。

かれにこそ、美名は属する。諸天と大地に

ある（全ての）ものは、かれを称え*る。そ

して、かれは偉力ならびない*お方、英知

あふれる*お方であられる。

一 卿

城㈤卵

^
4て

^
>

^^
1

^
4=3

^
L-P

1「恭順さ」については、雌牛章 45の訳注を参照。

2「現象界」については、家畜章 73の訳注を参照。
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第60章

試問される女章 （アル=ムムタヒナ）1

冷

慈悲あまねぐ慈愛深き *

アツラー*の御名において

免 じ 夕 海 ぶ 爲 ぶ 線 綠
與! 私

，、畋誠r4泌㈣

frV

^
(3»5?ILaS

1 . 信仰する者たちよ、わが敵と、あなた方の

敵を盟友としてはならない。あなた方は（彼

らに対する）愛情ゆえ、彼らに （使徒*の情

報とムスリム*間の秘密を、）軽々しく流し

ている2。彼らは、あなた方のもとに到来し

た真理3を、確かに否定したというのに。（信

仰者たちよ、）彼らは、あなた方が自分た

ちの主*アッラー*を信仰するがゆえ、金徒*

とあなた方のことを （マッカ*から）追い出

したのだ。あなた方がわが道における奮闘

と、わが喜びへの希求ゆえに （、移住*に）
め い ゆ う

出たのだとしたら （、彼らを盟友とするの

ではない）。あなた方は （彼らへの）愛情

ゆえ、彼らに秘密裏に伝えている一一われ

はあなた方が隠したことも、露わにしたこ

とも、最もよく知っているのだ——。あな

た方の内、そうする者は誰でも、真っ当な

道から確かに迷い去ってしまっている。4

1 マディーナ*啓示。シルク*の徒を盟友とすることの警告が、その理由、結果、たとえなど

と共に、取り上げられる。また戦争、あるいは平和な状態におけるムスリム* と非ムスリム

間の関係についての法規定が描写されるが、スーラ*名ともなっている「試問される女」は、

この流れで登場する、マッカ*から移住* してきた女性たちの試問、誓約 （せいやく）など

の規定の説明 （アーャ1" 10 以降を参照）に由来する。スーラ*の最後は再び、不信仰者*を

盟友とすることに対する警告によって、締めく くられる。

2 「彼らに、愛情を軽々しく示している」という解釈もある（アルニクルトウビー18:52 参照)。

3 この 「真理」 とは、アッラー* とその使徒*、そしてクルアーン*への信仰のこと （ムヤッサ

ル 549 頁参照)。

4 預言者*がマデイーナ*からマッカ*へと向かうことを決心した際、マッカ*にいた自分の子

供と財産を心配したハーティブ•ブン•アビー•バルタアという教友*が、その知らせをマッ

力*の民に伝える伝言を送った。啓示が下ってその事実が明らかになり、その伝言は阻止（そ
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^
uiU〇 -*V

もし、彼ら （われとあなた方の敵）があなた

方に優勢に立てば、彼らはあなた方に対する

(公然の）敵となり、あなた方に悪意をもっ

てその手と口を伸ばして来よう 1。あなた方が

(彼ら同様）、不信仰に陥ることを望みつつ。

(洋

^
4/、(彼ら不信仰者*たちを盟友としても、）あ

なた方の近親の絆も、あなた方の子供たち

も、あなた方の役に立つことはない。復活

の日*、かれはあなた方の間をお分けにな

(り、信仰者は天国へ、不信仰者*は地獄へ

入）るのだ。アツラー*は、あなた方が行う

ことをご覧になるお方。

な翁;

^
ぬ!

^
ね

^C?•'誠移

^
心尨

② 逸

^^

1. (信仰者たちよ、）イブラーヒーム*と、彼

と共にあった （信仰）者の内には、確かに

あなた方へのよき模範があった。彼らが（不

信仰者*である）自分たちの民に、 （こう）

言った時のこと。「本当に私たちは、あな

た方と、あなた方がアツラー*をよそに崇め

ているものとは無縁です。私たちはあなた

方を否定し、あなた方がアツラー*だけを信

仰するまで、私たちとあなた方との間には、

永遠の敵意と憎悪が現れたのです」 。但し、

イブラーヒーム*の彼の父親に対する、 「私

は必ずや、あなたのために赦しををいまし
よう。私はあなたのために、アツラー* (の

ご意思）に対して、何 （の力）も有しては

いませんが」 という言葉は別 （で、模範と

し）されたが、このアーヤ*は、この出来事について下ったとされる （アル=ブハーリー
4274 参照)。尚、これはマッカ開城*の年のことだとも、フダイビーヤの和議*の年のこと
だとも言われる （アルニクルトウビー18:51 参照)。不信仰者*との関係については、アー
ヤ*8、イムラーン家章 28 とその訳注も参照。

つまり、殺害や捕虜 （ほりょ）の憂 （う）き目を味わわせたり 、悪口や中傷 （ちゅうしょ
う）の言葉を投げかけてきたりする、ということ （ムヤッサル 549 頁参照)。

1
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してはならない）1。（イブラーヒーム*とそ

の仲間たちは、言った。）「我らが主*よ、

私たちはあなたにこそ全てを委ね*、あなた

にこそ （悔悟して）立ち返りました。そし

てあなたにこそ、帰り所はあります。

我らが主*よ、私たちを不信仰に陥った者*

たちの試練とはしないで下さい2。ま た、私

たちのために （私たちの罪を）お赦し下さ

い、我らが主*よ。本当にあなたこそは、偉

力ならびない*お方、英知あふれる *お方な

のですから」 。

名％

^
麵

■は!

^
ぶ6

^̂
(信仰者たちよ、）彼ら （イブラーヒーム*と、

彼と共にあった者たち）の内には、確かにあ

なた方、アツラー* と最後の日*を望む3者へ

の、よき模範があった。そして背く者4があろ

うと （、そのつけは自分自身に返って来るだ

けである）、本当にアツラー*こそは満ち足り

た*お方、称賛されるべき*お方なのだから。

為

_
游:資湖み(信仰者たちよ、）もしかするとアツラー*

は、あなた方と、彼ら （近親であるシルク*

の徒）の内であなた方が敵対した者たちの

間に、 （彼らがイスラーム*を受け入れるこ

とによって、）愛情を芽生えさせられるか

もしれない。アツラー*は全能のお方であ

り、アッラー*は赦し深いお方、慈愛深い*

お方なのだから。

1 イブラーヒーム*がアッラー*に、不信仰者*だった父親の罪の赦しを乞うたことについては、

悔悟章 114 とその訳注、マルヤム*章 47 を参照。

2 このアーヤ*の意味については、ユーヌス*章 85 とその訳注を参照。

3 この 「望む」 については、ユーヌス*章 7 の訳注を参照。

4 預言者*たちへの追従 （ついじゆう）という、アッラー*のご命令に背き、アッラー*の敵を

盟友とする者のこと （ムヤッサル 550 頁参照)。
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アツラー*は、宗教においてあなた方と戦っ

てもおらず、あなた方をあなた方の家から追

い出してもいない者たちに、あなた方が善行
ほ ど こ

を施し、公正に接することを禁じていらっ

しやるわけではない1。本当にアツラー*は、

公正な者たちをお好みになるのだから。

㈤

知 只 步 系 痛

実にアツラー*があなた方に禁じられるの

は、宗教においてあなた方と戦い、あなた

方をあなた方の家から追い出し、あなた方

の追放に手を貸した者たちを盟友とする

ことなのである。彼らを盟友とする者、そ

れらの者たちこそは不正*者なのだから。

9

鱗

^
#微

'�
、心舞:

OH

^
O

^
r

^
Slj

魂

^̂
。

袋

^
i|35與

信仰する者たちよ、あなた方のもとに信仰

者の女たちが（不信仰者*の世界から、イス

ラーム*世界へと）移住*者としてやって来

たら、 （その信仰心を確かめるべく）彼女

アツラー*が彼女らの信

。そし

1 ( ).

らを試問せよ2

仰心を、最もよくご存知である

て、もし彼女らが信仰者だと分かったなら

ば、あなた方は彼女らを不信仰者*たち（で

ある彼女らの夫のもと）に返してはならな

い。彼女らは彼らにとって （妻として）合

法ではなく 、彼らも彼女らにとって （夫と

して）合法ではないのだから。また、彼ら

1 イムラーン家章 28 と、その訳注も参照。

2 フダイビーヤの和議*の合意の中には、マッカXからマディーナ*へとやって来たムスリム*

は、マッカ*へと返還されなければならない、という項目があった。その後、 イスラーム*

を受け入れた女性がマッカ*を後にして預言者*のもとにやって来たが、彼は 「(例の）項目

は男性だけのものであり、女性には適用されない」 として、彼女をマッカ*に返還しなかっ

た。このアーヤ*は、このことに関して下ったとされる。尚、「試問」 の内容については、
「移住*の目的が、アッラー* とその使徒*への愛情以外の何ものでもないことの宣誓」 rシ
ャハーダ*の証言」「アーヤ* 12 にある誓約」といった諸説がある（アル=クルトウビー18:61
参照)。
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^(自分の妻がイスラーム*に改宗した、不信

仰者*の夫たち）には、彼らが （彼女らに）

費やしたもの1を与えよ。そして、あなた方

が彼女らに （イッダ*の後、）彼女らの婚資

金*を与えたならば、あなた方が彼女らと結

婚しても、あなた方に罪はない。また、不

信仰者*の女性たちの絆に、しがみ付いて

はならない2。そしてあなた方が（自分たち

の妻に）費やしたものを請求し、彼らには

彼らが （自分たちの妻に）費やしたものを

請求させよ3。それが、あなた方の間を裁く

アッラー*の法。アツラー*は全知者、英知

あふれる*お方であられる。

取ぶ■必ジぬ郭

③;S»

^
3麵�ぬ

^
また、もしあなた方の妻たちの一部が、（イ

スラーム*を棄てて）あなた方から不信仰者

*たちのところへと逃れ、その後にあなた方

が（彼ら不信仰者*たちに勝利を収め、戦利

品* という）戦果を得た4ならば、妻たちに

去られてしまった者たちに、彼らが （彼女

らに婚資金* として）費やしたものを与え

よ。そしてあなた方が信じているアツラー

*をこそ、畏れる*のだ。

i 4

1 つまり婚資金*のこと （ムヤッサル 550 頁参照)。

2 つまり、不信仰者*の女性との結婚関係を続けてはならない、ということ （前掲書、同頁参

照)。尚、啓典の民*の女性は、ここには含まれないとされる （アルニクルトウビー18:66

参照)。

3 ムスリム*男性の妻であった女性がイスラーム*を棄 （す）て、不信仰者*のところへ逃げて

彼らと結婚したら、そのムスリム*男性は彼女に与えた婚資金*を彼らに請求せよ、そして

その逆も同様である、ということ （ムヤッサル 55◦頁参照)。イブン•アル=アラビー1こ

よれば、この規定の有効性が当時の特別な状況に限定されたものということで、学者間の

意見は一致している（4:231 参照)。

4 ほかにも、「彼らを戦いで痛めつけて、戦利品*を得たら」「彼らと同じようにやり返したら」

といった解釈がある （アル=バガウイー5:74 参照)。
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12. 預言者 *よ、信仰者の女たちが、あなたと

誓約——アツラー*に何も並べ（て崇拝*せ)

ず1、盗まず、姦通せず、（出産前でも後で

も）自分の子供たちを殺さず2、自分たちの

手と足の間で捏造をでっち上げず3、善事4

においてあなたに逆らわない、との（誓約)

——を交わしに、あなたのもとにやって来

たら、彼女らと誓約を交わし、彼女らのた

めにアツラー*にお赦しを乞え5。本当にア

ッラー*は赦し深いお方、慈愛深い*お方な

のだから。

迎#卿勿碑;

^
逸13. 信仰する者たちよ、アツラー*がお怒りにな

た民を盟友とするのではない。彼らは、墓

の住人である不信仰者*たちが （、来世でア

ツラー*のご慈悲を受けることに対して）失

望しているように6、来世 （での褒美を得る

こと）に対して、確かに失望するのだから。

つ

1 頻出名•用語解説 「シルク *」 も参照。

2 「嬰児 （えいじ）殺し」 については、家畜章 137 とその訳注も参照。

3 「手と足の間で捏造をでっち上げる」 とは、大半の解釈学者によれば、夫のものではない
子供を、彼の子供であると偽 （いつわ）ること （アル=クルトウビー18:72 参照)。

4 こ の 「善事」 については、イムラーン家章 104 の訳注を参照。

5 この誓約はマッカ開城*の際、イスラーム*を受け入れる意思を表明したマッカ*の女性たち
に対し、行われた。また、それ以前、マディーナ*へと移住* してきたムスリム*女性たちに
対しても、この誓約が取り交わされたとされる （前掲書 18:71 参照)。

6 「復活を信じない不信仰者*たちが、墓の中に入っている自分たちの親族とは二度と会えない
ことに、失望しているように…」 という別の解釈もある （イブン•カスィール 8:103 参照)。
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第61章

戦列章（アツニサッフ) 1

慈悲あまねく+慈愛深き#

アツラー*の御名において

ユ�uj90UじA3\ 諸天にあるものと大地にあるものは（全

て）、アツラー*を称え*る。かれは偉力な

らびない*お方、英知あふれる*お方。

2. 信仰する者たちよ、なぜあなた方は、自分

たちがやりもしないことを言うのか？

如

^
4

^
㈣��

膝。
'31自分たちがやりもしないことを言うのは、

アツラー*の御許で、忌まわしいことこの上

ないのだ。

本当にアツラー*は、かれの道において、結

束した一つの建物のように（戦）列を組ん

で戦う者たちを、お好みになる。

. ムーサー*がその民に、（こう）言った時

のこと（を思い起こさせよ）。「我が民よ、

あなた方は、本当に私があなた方に対する

アツラー*の使徒*であることを確かに知

ているのに、なぜ私に危害を加えるの

か？」そして彼らが（真理を知った上で、

そこから）逸れた時、アツラー*は彼らの

心を（、導きの受容から）お逸らしになっ

た。アツラー*は放逸な民をお導きにはな

らない。

〇ふ

^
5
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站

つ

1 マディーナ*啓示で学者間の意見は、ほぼ一致。一説には、このスーラ*自体、教友*たちが

「アツラー*が最も好まれる行いは何か？」と話し合っていたことを受けて、下ったものと

される（アフマド 23788参照)。約束を守ること、信仰に対する誠実さ、アツラー*の道に

おける努力奮闘、アツラー*の使徒*への服従、宗教の援助者となることの勧（すす）めな

どが取り上げられているが、スーラ*名ともなっている「戦列」は、その流れで登場したも

のである。
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また、マルヤム*の子イーサー*が、 （こう）

言った時のこと （を思い起こさせよ）。「イ

スラーイールの子ら*よ、本当に私は、トー

ラー*という私以前のもの （の内容）を確証

し、私の後に到来するアフマドという名の

使徒1の吉報を伝える、あなた方へのアツラ

一*の使徒*である」 。そして彼 （アフマド）

が、明証2を携えて彼らのもとに到来した時、

彼らは言った。「これは紛れもない魔術だ」。

6.

5?23自分がイスラーム*へと招かれているのに、

アツラー*に対して嘘を捏造した者より、ひ

どい不正*を働く者があろうか？ アツラー*

は不正*者である民を、お導きにはならない。
み ひ か り

彼らは、その口先でアツラー*の御光3を消

してしまおうと望んでいる。アツラー*は、

たとえ不信仰者*たちが嫌おうとも、その御

8.

か ん す い

光を完遂させられるお方。

かれは、その使徒*を導きと真理の宗教（イ

スラーム*) と共に遣わされたお方。（それ

は）かれが、それ （イスラーム*) をあらゆ

る宗教の上に君臨させる4ため。たとえ、シ

ルク *の徒が （そのことを）嫌がろうとも。

ダ㈤璃私泳路9.

10. 信仰する者たちよ、あなた方に、あなた方

を 痛 ま し い 懲 罰 か ら 救 っ て く れ る （偉 大

な）商売を教えてやろうか？

1 「アフマド」 は、最後の預言者*ムハンマド *の別名 （イブン•カスィール 8:109 参照)。雌

牛章 129 「使徒*」 の訳注、高壁章 157 とその訳注も参照。

2 この 「明証」 とは、アツラー*から授かった、彼の預言者*性を証明する数々の根拠のこと

(アツニタバリー10:8019 参照)。

3 この 「御光」 については、悔悟章 32 の同語についての訳注を参照。

4 「…君臨させる」 の意味については、悔悟章 33 の訳注を参照。
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アツラー* とその使徒*を信じ、自分たちの

財産と生命をかけて、アツラー*の道に努力

奮闘するのだ。それが、あなた方にとって

(現世の商売）より善いのだから。もし、

あなた方が知っていたのならば （、そうし

たであろう）。

1 \ .

し

ゆ1 逆

滅 祕 一 在 梅 私 �(

(信仰者たちよ、もしそうしたならば、）

かれはあなた方のため、あなた方の罪をお

赦しになり、その下から河川が流れる楽園

と、永久の楽園の麗しき住まいへと、あな

た方をお入れ下さろう。それは偉大なる勝

利なのだ。

12 .

お ん け い

13. また、あなた方が欲する外のものも （恩恵

として、お授け下さろう）。（それは）ア

ッラー*からのご援助と、近い勝利。信仰者

たちには、吉報を伝えよ。

3虹爲 s>J\Qk

一4%u、�你〉

念

^̂
•い:

信仰する者たちよ、アツラー*の （宗教へ

の）援助者となれ。マルヤム*の子イーサ

一 *が弟子たち 1に 「アツラー* (の道）へ
の、私の援助者は誰か？」 と言い、弟子た

ちが「私たちが、アツラー*の援助者です」

と言ったように。そしてイスラーイールの

子ら *の一派は信仰し、 （別の）一派は否

定した。それで、われら *は信仰した者た

ちをその敵 （である不信仰の一派）に対し

て支持し、彼ら （信仰者たち）は勝利者と

なったのである。

14.

1 「弟子たち」 については、イムラーン家章 52 の訳注を参照。
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第 69 章

合同礼拝章 （アル=ジュムア) 1

慈悲あまねく *慈愛深き*

アツラー*の御名において

諸天にあるものと大地にあるものは （全

て）、アツラー*を称え* る。（真の）王、聖

なる*お方、偉力ならびない*お方、英知あ

ふれる*お方 （を）。

かれは文盲者たち2の中に、彼ら自身の内か

ら、その御徴 （アーヤ*) を彼らに誦み聞か

せ、彼らを清め、彼らに啓典と英知3を教え

る一人の使徒* (ムハンマド*) を遣わされた

お方。（その使徒*が遣わされる）以前、彼

らは明白な迷いの中にあったのだ。

3. また （かれは、）彼らの内、まだ彼らのと

ころに到達していない外の者たち4に も （、

彼を遣わされた）。かれは偉力ならびない*

お方、英知あふれる*お方。

^
0

^
供

^^
;

^
ぬ娜こ）

1 マディーナ*啓示。アッラー*の賛美と、預言者*ムハンマド*の使徒*性の確証、及び人々に
対するその恩恵の言及に始まり、アッラー*の宗教に対する態度におけるユダヤ教徒*の悪
例と、彼らへの批判が取り上げられる。スーラ*の終わりは、スーラ *名ともなっており、
イスラーム*の特別な宗教行事の一つである金曜日の 「合同礼拝」 参加への呼びかけと、現
世的諸事にかまけることなく 、アッラー*のご命令にすぐ応じることへの勧 （すす）めによ

て締めく くられる。

2 「文盲者たち」 とは、その大半が読み書きを知らず （アル=バイダーウィー5:337 参照)、
啓典もその残片もなかった、当時のアラブ人のこと （ムヤッサル 553 頁参照)。尚、預言
者>ムハンマド*は彼らにだけ遣わされたわけではないが、彼らに対する恩恵は他の民に対

するそれよりも大きく 、顕著 （けんちょ）である。高壁章 158 とその訳注も参照 （イブン *

カスィール 8:115 参照)。

3 「清める」「英知」 に関しては、雌牛章 129 の訳注を参照。

4 こ の 「他の者たち」 の解釈には、「非アラブ人」「タービウーン*」「預言者*の死後から、復

活の日* までの間にムスリム* となった全ての者」 などといった諸説がある （アル= クルト
ウビー18:93 参照)〇
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それ1はかれが、お望みになる者に授けられ

るアツラー*のご恩寵。かれは、偉大なる恩

寵の主であられる。

トーラー* (の実践）を担わされ、その後そ

れを（請け）負わなかった者たち2の様子は、

あたかも （何冊もの）書物を背負った、口

^
路泣碑腐減#

© >SMi

5.

み し る し

パの様子のようである3。アツラー*の御徴 4

を嘘呼ばわりした民の様子は、何と醜悪な

ことか。アツラー*は不正*者である民を、お

導きにはならない。

(使徒* よ、）言ってやれ。「ユダヤ教徒*

である者たちよ、 もし自分たちが人々を差

しおいてアツラー* と親密な者であると言

い張るなら、死を望んでみたらいかがか？

もし、あなた方が真美を語っているという

のであれば、だが」 。5

6.

7. 彼らは自分たちが行ってきたことゆえ、決

してそのようなことを望んだりはしない。
アツラー*は、不正*者たちをご存知のお方。

8. 言ってやれ。「本当に、あなた方が逃げて

いる死、それはまさしく 、あなた方と対面

することになるもの。それからあなた方は

(復活の日*) 、不可視の世界* と現象界6を

ご存知のお方 （アツラー*) へと戻され、そ

0OJ^LJO

i 「それ」 とは、彼らアラブ人のもとに使徒*が遣わされたこと （ムヤッサル 553 頁参照)。

2 ユダヤ教徒*のこと （前掲書、同頁参照)。

3 つまり彼らは、自分たちの書を暗記するだけで理解せず、それに従って行いもしないどこ

ろか、それを自分たちの都合のよいように解釈したり、改ざんしたりした （イブン•カスィ

ール 8:117 参照)。

4 この 「御徴」 は、預言者*ムハンマド*の使徒*性の正しさを示す証拠 （アル=バイダーウィ

一5:338 参照)〇

5 雌牛章 94、食卓章 18 なども参照。

6 「現象界」 については、家畜章 73 の訳注を参照。
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してかれはあなた方に、あなた方が行って

いたことをお告げにな（り、それに対して

報われ）るのだ」。

皆 路 或— 如
9. 信仰する者たちよ、合同の日（金曜日）に（合

同）ネし拝に呼びかけられたら1アツラー*の唱

念2にki!み、商売（など、あらゆる仕事）を

中断するのだ。それがあなた方にとって、よ

り善いのだから。もし、あなた方が（そのこ

とを）知っていたのなら（、そうせよ）。

〇 4ii\

10. そして（合同）礼拝が終わったら、大地に
かくさん おんちよう

拡散し、アツラー*のご恩寵を求め、アツ
しようねん

ラー*を多く唱念するがよい。あなた方が

成功するように。

切 切

^
3 3 1

ン⑽游夕试海
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たわむ

11. 彼ら（一部のムスリム*) は商

_
や戯れご

とを目にした時、あなたを（説教壇の上に)

立ったまま放ったらかしにして、散り散り

になって（そこへと）去ってしまった。（預

言者*よ、）言ってやれ。「アツラー*の御許

にあるもの（褒美）の方が、戯れごとより

も商売よりも善い」。アッラー*は、最もよ

く糧を授けられるお方であられる。3

1 この「呼びかけ」は、第三代カリフ•ウスマーン*が人口の増加ゆえに新たに付け加え、現

在まで存続する「一度目の呼びかけ」ではなく、預言者*が説教壇に入った時点で行われて

いた、現在における「二度目の呼びかけ」のこと。尚、金曜日の合同礼拝の参加は、健康

上の問題など正当な理由がない限り、定住した状態にある自由民で成人*男性の参加が義務

づけられる（イブン•カスイール 8:122 参照)。

2 つまり説教を聴き、その後に続く礼拝を行うこと（ムヤッサル 554 頁参照)。

3 とある金曜日の合同礼拝の最中、マデイーナ*に隊商が到着し、わずかな人数を除き、人々

がそこへと立ち去ってしまったことがあった。このアーヤ*は、その出来事に関して下った

とされる（アル=ブハーリー4899 参照)。一説にその時期、マデイーナ1よ貧しさと困窮

(こんきゆう）の中にあった（アッニシヤウカーニー5:303参照)。
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偽信着*たち章(アルニムナーフイクーン)1 ノシ くべ-
.一-
.

あし

慈悲あまねぐ慈愛深き*

アツラー*の御名において

(使徒*よ、）偽信者*たちは、あなたのもと

にやって来た時、 （こう）言った。「私た

ちは、あなたこそがまさに、アツラー*の

アツラー*

3』魂鋼仏多綱
!)�爲切離遜逆

使徒*であると証言します」

は、本当にあなたこそがまさしく 、かれの

使徒*であることをご存知である

ラー*は、本当に偽信者*たちがまさしく嘘つ

きであることを、証言し給うのだ。

. 彼ら （偽信者*たち）は、自分たちの （嘘の)

誓約を盾代わりとし2、（自分たちと人々を)

アツラー*の道から阻んだ。本当にまさし

く 、彼らが行っていたことは、何と忌まわ

しいことか。

〇アツ
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それというのも、彼らは （口先だけで）信

仰し、それから （内心では）不信仰に陥り、

その心が （不信仰ゆえに）塞がれてしまつ

たからである。ゆえに、彼らは理解するこ

とがない。

3.

1 マディーナ*啓示。ムスリム*たちがある戦い （イブン•カスィール*によれば、これをヒ

ジュラ暦*6 年のムスタラク族の戦いとするのが、伝記学者間の定説。8:127 参照）のた

めに出征した際、偽信者 *の長イブン•ウバイイ *が陰で、アーヤ*7-8 にあるような言葉

を口にした。彼は後に、その言葉の真偽 （しんぎ）を問いただされたが、アツラー*に誓

てそれを否定した （アーヤ*2 参照)。このスーラ*は、この出来事の後に下ったものと

される （アツ =ティルミズィー3313 参照)。主に偽信者*の悪徳とイスラーム*への敵意

が描かれるが、後半は信仰者たちに対する、来世のための出費の勧 （すす）めによって

締めく くられる。

2 この表現については、抗弁する女章 16 とその訳注を参照。

ウ
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4. また彼ら（偽信者/たち）を見てみれば、

その（結構な）風体はあなたの気に入るだ

ろう。そして彼らが話せば、あなたはその

(巧みな）言葉に耳を傾けるだろう。彼ら

はまるで、立てかけられた木材のよう1。

(その臆病さと恐怖ゆえ、）全ての大声が、

自分たちに向けられたものだと思い込ん

でいる2。彼らは敵であるから、警戒せよ。

アツラー*が彼らを成敗して下さいますよ

う。彼らはどうして、（真理から）背かさ

れるのか？

5. また、彼ら（偽信者*たち）に、「（悔悟し

て）来なさい、アツラー*の使徒*があなた

方のために（罪の）赦しを乞うてくれよう」

と言われた時、彼らはその顔を背けた。そ

して（使徒*よ、）あなたは彼らが思い上

がりつつ、（その招きを）拒むのを目にし

たのだ。

6. (使徒*よ、）あなたが彼らのために赦し

を乞うたとしても、彼らのために赦しを

乞わなかったとしても、彼らには同じこ

と。アツラー*は彼らのために、（その罪

を）お赦しにはならない。本当にアツラ

一*は放逸な民を、お導きにはならないの

だから。

�3敗#

1 これは、見た目はよいが、理解力のないことの例え。壁に立てかけられた木材は、屋根

や壁の補強に用いられる木材とは違い、無益（むえき）である（イブン•ジュザイ 2:449

参照)。

2 偽信者*たちは常に、預言者*が彼らのことを殺す命令を出すのではないか、と恐れていた。
彼らは捜索（そうさく）命令、大声、啓示が下ったとの知らせを耳にすると、動揺したも

のだった（イブン•アティーヤ 5:312参照)。悔悟章 64も参照。
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彼ら （偽信者*たち）は、「ァッラー*の
*のもとにいる者たちには、彼らが（ムハン

マド*から）離散するまで （財産を）費やす

のではない」 と言う者たち1。アツラー*に

こそ、諸天と大地の宝庫は属するというの

に。しかし偽信者*たちは、 （糧を司るの

はアツラー*だけということを)理解しない

のだ0

彼らは言う。「もしも私たちがマディーナ

*に帰ったならば、最も偉力ある者が、最

も卑しい者2を （そこから）追放するであろ

う」。本当にアツラー*にこそ、そしてその

使徒* と信仰者たちにこそ、偉力は属する

というのに。しかし偽信者*たちは、（その

ことが）分からないのだ。

信仰する者たちよ、あなた方の財産と子供

たちが、あなた方をアツラー*の唱念から

背けさせてしまうようではならない3。誰で

あろうとそうする者、それらの者たちこそ

は損失者なのである。

8.

一^
9.

漆。、
"S_yy_3

そして （信仰者たちよ）、われら *があな

た方に授けたものの内から、（善いことに）

費やす4のだ。あなた方の内の誰かに死が

到来し、 「我が主*よ、私 （の死）を近い

期限まで、延期して下さい。それによって

i ().

1 この言葉、及びアーヤ*8 の偽信者*の言葉の背景にあるものについては、スーラ*冒頭の訳

注を参照。

2 この偽信者たちの言葉の中の「最も偉力ある者」とは、スーラ*冒頭の訳注にもあるように、

イブン•ウバイイ

'
及びその仲間の偽信者*たち。「最も卑しい者」 とは、預言者*ムハンマ

ド *と、彼の仲間たち （アツ ==サァデイー865 頁参照)。

3 戦利品*章 28 の訳注も参照。

4 「われら*が授けたものの内から…費やす」 については、雌牛章 3 の訳注を参照。
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私が施しをし、正しい者*たちの仲間とな

れますように」 などと言うようになる前

に。1

アツラー*は誰のことも、その （死という）

期限が到来したら、延期して下さらない。
そしてアツラー*は、あなた方が行うことに

通暁され （、その行いに報われ）るお方で

あられる。

1 1 .

1 いざ復活の日* (あるいは死）が到来すると、彼らは現世での猶予を求めたり、自分たちを
現世に返してくれることを頼んだりするが、それは叶わない。家畜章 27-28、高壁章 53、
イブラーヒーム*章 44、信仰者たち章 99-100、アツ =サジダ*章 12、創成者*章 37、赦し
深いお方章 11-12、相談章 44 も参照。
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第6羞音

騙し合い章（アツニタガーブン）1

慈悲あまねぐ慈愛深き*

アツラー*の御名において

M你J沿'於

^
4諸天にあるものと大地にあるものは（全

て）、アツラー*を称え*る。かれにこそ（全

ての）王権はあり、かれにこそ称賛*はある。

そしてかれは、全てのことがお出来になる

1.

お方。

かれが、あなた方を創造されたお方であら

れる。それで、あなた方の内には不信仰者*

もいれば、あなた方の内には信仰者もいる。

アツラー*は、あなた方が行うことをご覧に

なるお方。

2.

かれは、諸天と大地を真理によってお創り

になり2、あなた方を形作られ、その形を最

善のものとされた。そしてかれにこそ、（復

活の日*の）行き先はある。

3.

Ujlij

」心

かれは諸天と大地にあるもの（全て）をご

存知であり、（人々よ、）あなた方が秘密

にすることも、露わにすることもご存知に

なる。アツラー*は、胸中にあるものをご

存知のお方。

4.

1 マディーナ*啓示（マッカ*啓示説もあり）。全ての所有者、創造主であられるアッラー*の

賛美に始まり、かれに対して人間が信仰者と不信仰者*に分かれたこと、そしてアッラー*

とその使徒*、復活を否定した過去の不信仰者*たちの結末が、警告と共に描かれる。また、

アッラー*とその使徒*、クルアーン*の信仰へと招くと共に、復活の日*の恐怖、及び現世

愛に溺（おぼ）れることへの警告がなされ、最後は信仰者たちへの敬虔（けいけん）*さ、

使徒*への服従、アッラー*の道における出費の勧（すす）めによって締めくくられる。ス

ーラ*名は、アーヤ*9で言及されている復活の日*の別名「騙し合いの日」に由来。

2 イムラーン家章 191「我らが主*よ…ありません」の訳注も参照。
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き編(シルク*の徒よ、）一体あなた方のもとに、

(あなた方）以前に不信仰に陥り、自分た

ちの事1 (ゆえ）の罰を（現世で）味わった

者たちの消息は届かなかったのか？ そし

て彼らにこそは、（来世において）痛まし

い懲罰があるのだ。

それは、彼らのもとに彼らの使徒*たちが明

証2を携えて到来した後、「一体、人間が私

たちのことを導くだと？3」と言って不信仰

に陥り、（真理に）背を向けたからである。

アツラー*は、（彼らの信仰や崇拝*など）無

要なのだが。アツラー*は満ち足りた*お方、

称賛されるべき*お方。

5.

6.

”
〆

不信仰に陥った者*たちは、（死後）自分7.
よみがえ

たちが蘇らされないと言い張った。

(使徒*よ、）言ってやれ。「いや、我が

主*にかけて（誓う）。あなた方は必ずや
よみがえ

蘇らされ、それから自分たちが（現世で)
かなら

行ったことを、必ずや告げ聞かせられる

のだ。それはアツラー*にとって、容易な

こと」。

� � ぬ 為 如3
，，く -r

ならば（シルク*の徒よ）、アツラー*とその

使徒*、われら*が (彼に) 下した光4を信じ

よ。アツラー*は、あなた方が行うことに通

暁されているお方。

8.

1 彼らの不信仰と、悪行という「事」（ムヤッサル 556頁参照)。

2 アッラーの唯一性*と、使徒*の正しさを証明する「明証」のこと（アルニジャザーイリー

5:363参照)。

3 彼らは、使徒*が自分たちと同様の人間であることに対し、高慢になった。そしてその理由

ゆえに、真理に従おうとしなかった（アッ=タバリー10:8056 参照)。

4 この「光」は、クルアーン*のこと（ムヤッサル 556頁参照)。
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M み!4

^
1分

^
浮

® じ>、聲、一'W6y

^
9. かれが、あなた方を集合の日にお集めにな

る （復活の）日* (を、思い起こせ）

れは、騙し合いの日1

ツラー*を信じ、正しい行い*を行う者には、

かれ （アツラー*) がその悪行を帳消しに

して下さり、その下から河川が流れる楽園

に入れて下さろう。彼らはそこに、ずっと

永遠に留まる。それは偉大な勝利なのだ。

そ

〇誰であろうとア

超!

^
x

^
3 �また、不信仰で、われら*の （唯一性*を示す)10.

み し る し

御徴を嘘呼ばわりした者たち、それらの者た

ちは地獄の徒。彼らはそこに永遠に留まる。

その行き先は、何と醜悪なことだろうか。

ゲ」 レメ
さ い な ん

い；

^
なる災難も、アツラー*のお許しなしに

は降りかかることがない2。そしてアツラー
*を信じる者は誰でも、かれ （アツラー*)

がその心を導いて下さろう 3。アツラー*

は、全てのことをご存知のお方。

(人々よ、）アツラー*に従い、使徒*に従

え。それで、もしあなた方が （アツラー*

とその使徒*への服従に）背いたとしても、

われら *の使徒*の義務は、（真理を）解明す

る （啓示の）伝達のみなのである。

13. アツラー*は、かれの外に （真に）崇拝*さ

れるべきものがないお方。信仰者たちに

は、アツラー*にこそ全てを委ね*させよ。

1!.

0

^
3 I1 2.

©こ

^
p

1 「騙し合いの日」 とは、復活の日*の名前の一つ。「騙し合い」 の語源となっている 「ガブ

ン」 の意味は、取引で相手に損をさせること。つまり復活の日*に、天国の徒が天国を手に

入れ、地獄の徒が地獄を手に入れることが、あたかも天国の徒が地獄の徒に損な取引をさ

せたかのように譬 （たと）えられている （雌牛章 16 も参照)。また、その日、不信仰者*

は信仰を放棄（ほうき）したことで、信仰者はその至らなさと時間の無駄づかいによって、

その損失が明白になる （アルニクルトウビー18:136-137 参照)。

2 鉄章 22 も参照。

3 「アッラー*のご命令への服従と、かれの定めたことに対する満足、そしてより善い言動と

状態」 へと導いて下さろう、ということ （ムヤッサル 557 頁参照)。
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14. 信仰する者たちよ、実にあなた方の妻たち

と子供たちの内には、あなた方への敵1がい

る。ゆえに、彼らを警戒せよ。そして、も

しあなた方が （彼らの悪行を）大目に見、

見逃し、赦してやるならば、本当にアッラ

一*は （あなた方に対して）赦し深いお方、

慈愛深い*お方であられる。
ほ か

15. あなた方の財産と子供たちは、試練に外な

らない2。そしてアツラー*の御許にこそ、

(その試練に打ち勝った者への）偉大な褒

美がある。

16. ならば （信仰者たちよ）、出来る限りアツラ

一*を畏れ*、 （使徒*の言うことをよく）聞

き、（彼の命令に）従い、（アツラー*から授

かったものから）費やせ3、 （そうすれば）

あなた方自身のために善いのである。誰であ

ろうと、自分自身の貪欲さから守られた者、

それらの者たちこそは成功者なのだ。

\JS\J

p レビを-

^
もし、あなた方がアツラー*によき貸付4を

するのであれば、かれはそれをあなた方の

ために倍増して下さり、あなた方のために

(罪を）お赦し下さる。アツラー*はよく労

17.

か ん だI

わられる*お方、寛大な*お方。

(かれは）不可視の世界* と現象界5をご存

知のお方、偉力ならびない*お方、英知あ

ふれる*お方であられる。

18.

1 アッラー*の道から阻 （はば）み、かれへの服従を怠 （おこた）らせようとするという意味
での 「敵」 ということ （ムヤッサル 557 参照)。

2 戦利品*章 28 の訳注も参照。

3 雌牛章 3 「われら *が授けたものから…費やす」 の訳注も参照。

4 アッラー*に対する 「よき貸付」 については、雌牛章 245 の訳注を参照。

5 「現象界」 については、家畜章 73 の訳注を参照。
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章 （アッ =タラーク) 1

慈悲あまねく *慈愛深き*

アツラー*の御名において

預言者*よ2、あなた方 （あなたと信仰者たち）

が女性 （妻）たちを離婚し （ようと思っ）た

なら、イツダ*に離婚し3、イツダ* (の期間）

を数え上げよ4。そして、あなた方の主*アツ

ラー*を畏れる*のだ。彼女らが紛れもない醜

行5を犯さない限り、 （イツダ*が終わるまで

は、）彼女らを彼女らの （住んでいる）家か

ら追い出してはならないし、彼女らも （そこ

から）出て行ってはならない。それがアツラ

一*の決まりであり、アツラー*の決まりを侵

す者は誰でも、自分自身に対して確かに不正*

を働いているのである。（離婚する者よ、）

あなたはアツラー*が （離婚の）その後に、何

らかの事を引き起こされるかもしれないとい

うこと6を、知らないのだから。

碑戚為祕

が為ぬ；

^

1 .

1 マディーナ*啓示。スーラ*名は、冒頭から始まりスーラ*の大半を占める、離婚についての

法規定と作法の説明に由来。婦人章を 「大きい婦人章」、本章を 「小さい婦人章」 と呼ぶこ

ともある。離婚という重大なテーマゆえ、随所 （ずいしょ）において、アッラー*を畏 （お

そ）れる*ことが勧 （すす）められている。スーラ*の最後は、アッラー* とその使徒*たち

に逆らった過去の民の結末や、アッラー*の御力と唯一性*の確証によって幕を閉じる。

2 この預言者*ムハンマド*への呼びかけについては、雌牛章 12◦の訳注を参照。

3 つまり彼女が月経中ではなく 、かつ最近の月経後にまだ性交していない状態において、あ

るいはそうでなければ、彼女の妊娠が明らかになっている状態で離婚せよ、ということ（ム
ヤッサル 558 頁参照)。

4 イッダ*の期間は、女性の状態によって異なる。詳しくは雌牛章 228「三度の月経」 の訳注

を参照。

5 「紛れもない醜行」 とは、姦通 （かんつう）を始め、夫とその家族に対する敵対や、言動によ

る害などのこと （イブン•カスィール 8:143-144 参照)。蜜蜂章 90 「醜行」 の訳注も参照。

6 つまり気が変わって、彼女と復縁しようと思うようになること（ムヤッサル 558 頁参照)。
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彼女らがその期限（イツダ*の終わり）に

さしかかったならば、彼女らを適切な形で

留め置くか、あるいは適切な形で別れよ1。

また（復縁するにせよ、別れるにせよ）、

あなた方の内の公正な男性二人に（それ

を）証言させ、（証人たちよ、）あなた方

はアツラー*に対ししっかり証言せよ。そ

れは、アツラー*と最後の日*を信じる者が
んかI

訓戒を受けるところのもの。誰であろうと

アツラー*を畏れる*者に、かれ（アツラー
*)は（あらゆる困難からの）出口をお授け

になる。

3. また、かれは、彼が思いもよらない所から、

糧をお授けになる。アツラー*に全てを委ね

る*者にとっては、かれ（アツラー*)だけで

十分。本当にアツラー*は、物事を（望み通

りに）成就させられるお方。アツラー*は確

かに、全ての物事に定めを与えられたのだ。

0 Cr^ j^

4. あなた方の女性（妻）たちの内で閉経した

者たちは、あなた方が（彼女らについての

法規定に）疑惑を抱くのであれば2、彼女ら

のイツダ*は三ヶ月である。そして、まだ初

潮を迎えてはいない者たちも（同様）。ま

た、身重な者たちの（イツダ*の）期間は、

彼女らがその荷を降ろすまで。誰であろう

とアツラー*を畏れる*者には、かれ（アツラ

一*) が（現世と来世において、）その物事

を容易くされるのである。

1 雌牛章 229の同様の表現の訳注も参照。

2 一説にこのアーヤ*は、月経のない者や、妊婦のイツダ*に関する教友*の質問を受けて下っ

た。また「(月経の到来に関して）疑惑を抱く場合には」という解釈もある（イブン•カス

イール 8:149参照）。
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(A々よ、）それが、かれがあなた方に下され

たアツラー*のご命令。そして、誰であろうとア

ツラー*を畏れる*者に、かれ （アツラー*) はそ

の悪行を帳消しにして下さり、彼のために�
世での）褒美を偉大なものとして下さるのだ。

(イツダ*の期間中、）彼女 （離婚宣告をし

た自分たちの妻）らを、あなた方が住んで

いる場所に、あなた方の能力に応じて、住

まわせよ。また、 （住まいから出て行かせ

る魂胆で）彼女らに嫌がらせして、彼女ら

を害してはならない。そして、もし彼女ら

(離婚宣告を受けた妻たち）が身重だった

ら、彼女らがその荷を降ろすまで1、彼女ら

に出費せよ。また （離婚後）、彼女らがあ

なた方のために （報酬を条件に）授乳する

ならば、彼女らにはその報酬を与え、あな

た方の間で善事を勧め合う 2がよい。そして、

もし互いに困難を見出したならば3、別の女

性が彼 （乳児）に授乳することになる。

5.

念も

^
由

6.

7. 余裕がある

_
には、その余裕あるものの内

から （、離婚宣告した自分の妻と、その子

供に）出費させよ。また、糧に乏しい者に

は、アツラー*が彼にお授けになったものの

内から、出費させよ。アツラー*は誰にも、

かれがお授けになった以上のものを負わせ

られないのだから。アツラー*はやがて、逆
じ ゆ ん き よ う

境の後に順境として下さろう。

1 つまりアーヤ*4 にもあるように、イッダ*を終えるまで、ということ（ムヤッサル 559 頁参照)。

2 「善事」 については、イムラーン家章 104 の訳注を参照。夫婦は、離婚を宣告された妻が

イッダ*にある時も、実際に離婚する時も、自分たち自身や子供たちの現世と来世における

福利において、善事を勧め合わなければならない （アッニサァディー871 頁参照)。

3 離婚した実母が、子供を授乳することで合意に至らなかったら、ということ （ムヤッサル

559 頁参照)。雌牛章 233 とその訳注も参照。
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一体どれだけ多くの町 （の民）が、その主*

のご命令と使徒* たちに反抗し （て不信仰に

陥っ）たことか。それでわれら*は、それを

(現世の行いについての）厳しい清算で清算

し、想像を絶する懲罰で罰したのだ。

そして、それ （不信仰な民*の町）はその事

の罰を味わった。その事 （不信仰）の結末

は、損失であった。

アツラー*は彼ら（不信仰な民*)に、厳しい懲

罰をご用意された。ならば、信仰に入った澄ん

だ理性の持ち主たちよ、アツラー*を畏れ*よ。
(信仰者たちよ、）アツラー*は確かに、あな

た方に対して教訓を下されたのだ。

つまり信仰し、正しい行い*を行う者たちを

(不信仰の）闇から （信仰の）光1へと （導

き）出すべく、あなた方にアツラー*の明ら

かなる御徴 （アーヤ*) を読誦する使徒* (と

いう教訓）を。誰であろうと、アツラー*を

信じ、正しい行い*を行う者を、かれ （アツ
ラー*) はその下から河川が流れる楽園にお

入れになる。彼らはそこに、ずっと永遠に留

まるのだ。アツラー*は確かに、 （天国にお

ける）彼への糧を善きものとされた。

12. アツラー*は七層の天と、大地にもそれと同様

のものを、お創りになったお方。かれのご命

令2は、その間から降りて来る。（それは人々

よ、）アツラー* こそが全てのことがお出来に

なるお方であり、アツラー* こそが全ての物事

を、知識によって確かに包囲されているとい

うことを、あなた方が知るためなのだ。

. タタ〆•〆<〆 ，〆 ，〆〆一〆3 一
②興、雄:！

^
41

8.

9.

431s:ぶ�、3〇ぷ ㈤

©鱗㈣泰yyyて

10.

1 1 .

句1

^̂ ^^
'

^
多を如卿

錦鸿滅微
一辟

1 この 「闇」 と 「光」 については、雌牛章 257 の訳注を参照。

2 この 「ご命令」 とは、使徒たちへ啓示するイスラーム*の教え、宗教的な決まり、あるいは
創造物を司(つかさど）る自然界の定めや運命などのこと（アツ =サァディー872 頁参照)。



66. 禁止章 りデ

第 66 章

禁止章 （アツ =タハリーム）1

慈悲あまねく *慈愛深き*

アツラー*の御名において

預言者*よ2、あなたはなぜ自分の妻たちの満

足を求めて、アツラー*があなたに合法とさ

れたものを （自らに）禁じるのか？3 アツ

ラー*は赦し深いお方、慈愛深い*お方。

1.

(信仰者たちよ、）アツラー*はあなた方に2.
せ ん せ い

対し、あなた方の宣誓を解消すること 4を、

確かに義務づけられた。アツラー*はあなた

方の守護者であり、かれは全知者、英知あ

ふれる*お方であられる。

• 預言者*が彼の妻たちのある者5に、ある話を

秘密裏に伝えた時のこと。それで彼女がそ

れを （アーイシャ *に）話し、アツラー*がそ

成

^̂
今 0

^
5成穿は他

，
〆*，〆くづ〆 て〆,

^̂
,〆〆、

^
〆 ，す〆〆

，、

1 マディーナ*啓示。スーラ*名の由来ともなっているように、預言者*が合法なものを自らに

「禁じた」 ことへのアツラー*の注意から始まり 、次いでその原因となった彼の妻たちへの

注意と警告 （けいこく）へと移行する。警告は更に信仰者、不信仰者*、偽 （にせ）信者*

へも向けられ、スーラ*後半では信仰者と不信仰者*の夫婦の例が挙げられ、行いの悪い者

には敬虔 （けいけん）*な配偶者との縁など役には立たないことが明示される。

2 この預言者*ムハンマド*への語りかけについては、雌牛章 120 の訳注を参;日�。

3 預言者*が何を禁じたのかについては、異なる複数の伝承が残っている （アルニカースィミ

-16:5852-5854 参照)。アツニタバリー*は、こう言う。「…それは彼の奴隸*女性や、何

らかの飲み物、あるいはそれ以外のものだった可能性もある。とにかく彼は、そもそも自

らにとって合法なものを禁じたのであり 、アツラー*はそのことで彼をお咎 （とが）めにな

ったのである…」（10:8100 参照）尚、預言者*•使徒*の無謬 （むびゅう）性については、

雌牛章 36 の訳注を参照。

4 宣誓の解消における罪滅ぼしについては、食卓章 89 とその訳注を参照 （アツ =サアディ

一872 頁参照)。

5 多くの解釈学者によれば、「彼の妻たちのある者」 とはハフサ•ピント•ウマルのこと。預言

者*は彼女にある内緒 （ないしょ）話をし、それを誰にも伝えないように言った （前掲書、

同頁参照)。
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れ 1を彼 （預言者*) に明かされた時、彼 （預

言者*) は （ハフサに、彼女が洩らした秘密

の）一部を知らせ、 （別の）一部は （言及

せずに）放っておいた。そして彼が彼女（ハ

フサ）にそれを知らせた時、彼女は言った。

「誰があなたに 、 これを知らせたのです

か？」 彼 （預言者*) は言った。「全知者で

通暁されているお方 （アツラー*) が、私に

知らせて下さったのだ」 。

ol3

泣屬

(ハフサとアーイシャ *2よ、）あなた方二人

がアツラー*に悔悟するならば、 （その悔悟

は受け入れられよう、）あなた方二人の心

は確かに、 （真理から）傾いた3のだから。

そして、 もしそこ 4において助け合うにして

も、（預言者*は援助されよう 、というのも）

実にアツラー* こそが彼の庇護者*であり、ジ

ブリール*と、信仰者の正しい者*たち、そし

て天使*たちが、 （彼に対しての）その更な

る援助者なのだから。

(預言省*の妻たちよ、）彼のM*は

彼があなた方を離婚したら

た方よりも善い妻たちを、代わりにあてが

て下さろう。服従する女 （ムスリマ*) た

ち、信仰する女たち、従順な女たち、悔悟

炎设舍知み

^
:

②猫身

^̂

もし5.

、彼にあな

つ

す う は い せ ん ね ん

する女たち、崇拝*行為に専念する女たち、

1 「それ」 とは、ハフサが秘密を漏 （も）らしたこと （ムヤッサル 560 頁参照)。

2 彼女ら二人は、預言者*が合法なものを自らに禁じた原因であった （アッ =サァディー872

頁参照)。

3 つまり、預言者*の嫌がることを志向したことで「(真理から）傾いた」こと。あるいは「(悔

悟に）傾いた」 という解釈もある （アル= クルトウビー18:188 参照)。

4 つまり、預言者*が嫌がること （ムヤッサル 560 頁参照)。
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斎戒*する1女たち、既婚の女たち、処女たち

(である妻たちを）。

也、⑽你

^\d^dT^iSU

信仰する者たちよ、あなた方自身と、あな

た方の家族を（地獄の）業火から守るのだ。

その燃料は、人々と石2。その上には、荒々

しく厳しい天使*たち3がいる。彼らはアツ

ラー*が彼らに命じられたことで、かれに

逆らうことがなく、命じられることをする

のである。

6.

(彼らが地獄に入れられる時、こう言わ

れる。）「不信仰だった者*たちよ、この

日、言い訳をするのではない。あなた方

が報われるのは、自分たちが（現世で）

行っていたこと（の応報）に外ならない

のだ」。

穿®

^̂
;

0

^

信仰する者たちよ、アツラー*に真摯な悔

flをせよ。あなた方の主*は、あなた方の

ためにあなた方の悪行を帳消しにして下

さり、あなた方を、その下から河川が流れ

る楽園にお入れになろう。アツラー*が預

言者*と、彼と共に信仰した者たちを辱め

られはしない、（復活の）その日に。彼ら

の光は（地獄の上の架け橋4のもとで）、

彼らの前方と右手5を（彼らと共に）進む。

彼らは言うのだ。「我らが主*よ、私たち

に（天国に到達するまで）私たちの光を

8 .

1「斎戒*する女」については、悔悟章 112「斎戒*する者」の訳注を参照。

2 雌牛章 24、預言者*たち章 98とその訳注も参照。

3 これはザバーニヤと呼ばれる、地獄の天使*たちのこと（イブン•カスイール8:168參照)。

凝血章 18の訳注も参照。

4 「地獄の上の架け橋」については、鉄章 12の訳注を参照。

5 この「前方と右手」についても、鉄章 12の訳注を参照。
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完遂させ、私たちをお赦し下さい。本当に

あなたは、全てのことがお出来であられる

お方なのですから」。

預言者*よ、不信仰者*たちと偽信者*らに

対して努力奮闘し、彼らに厳しくあれ。

彼らの（来世での）住処は地獄なのだ。

そしてその行き先は、何と醜悪なことで

あろうか。

10. アツラー*は（、ムスリム*と近い関係に

あったにも関わらず、）不信仰だった者*

たちの譬えとして、ヌーフ*の妻とルート
*の妻を挙げられた。彼女ら二人は、（そ

れぞれ）われら*の正しい僕二人の（後

見）下にあったものの、彼ら二人を（宗

教的に）裏切った（不信仰者*だった）の

であり、彼ら二人はアツラー*(からの懲

罰）に対して、彼女らに少しも役に立て

なかった。そして彼女ら二人には（来世

で、こう）言われるのである。「（そこ

に）入る者たちと共に、（地獄の）業火に

入るがよい」。

9.

城; 絲

如似

味ご#必以<

^
_3

4夕

^
5與

^
y沒淑

i i . またアツラー*は（、不信仰者*の中にあ

たにも関わらず）信仰した者たちの譬

えとして、フィルアウン*の妻1を挙げられ

た。彼女が、（こう）申し上げた時のこ

と。「我が主*よ、天国のあなたの御許で、

私のために家をお建て下さい。そして私

をフィルアウン*とその（悪い）行いから

お救いになり、私を不正*者である民から

お救い下さい」。

つ

1 フィルアウン*の妻については、物語章9の訳注を参照。
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12. また （アツラー*は、）自らの貞操を堅持し

た、イムラーンの娘マルヤム* (を、信仰者

についての譬えとしてお挙げになった 1) 。

われら *はその内に、われら*の魂 2から吹

き込んだのである。また、彼女は自分の主
*の御言葉と啓典を信じたのであり、従順

な者たちの一人であった。

ユ

^
ば

^
eな'
;

^5

^
2り

^̂

1 アーヤ *10、11 では、それぞれ配偶者が不信仰者であった男女の信仰者の例が挙げら

れているが、ここでは独身者の信仰者の例が挙げられている （アルニバイダーウィー

5:358 参照)。

2 この 「魂」 については、婦人章 171 の訳注を参照。
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第 67章

王権章 （アル=ムルク）1

じ あ い

慈悲あまねく *慈愛深き *

アツラー*の御名において

その御手にこそ （全創造の）王権があるお

方 （アツラー*) は、祝福にあふれておられ

る。そしてかれは、全てのことがお出来に

なられるお方。

(人々よ、かれは）あなた方のいずれがよ

り善い行いかを試されるべく 2、死と生をお

創りになったお方。かれは偉力ならびない*

お方、赦し深いお方であられる。

(かれは）組み合わさった3七層の天を、お

創りになったお方。（それを見る者よ、）

あ穿:たは慈悲あまねき*お方（アツラー*) の

創造に、いかなる不調和も見出さない。で

は、視線を （天へと、）戻してみるがよい。

一体あなたは （そこに）、少しでも亀裂を見

出すのか？

9

ぎ ミ

^
5 麥

3.

l マッカ*啓示で学者間見解は、ほぼ一致。自然界における身近な、そして高遠な驚異 （きょ

うし、）に言及しつつ、創造主としてのアツラー*の御力と唯一性*の確証が、一貫して取り

上げられている。スーラ *名はその流れの冒頭で言及された、「王権」 という語に由来。ア

ッラー*の御力を示す様々な根拠が提示されるが、それでも不信仰に留まる者たちに対し、

現世と来世における厳しい警告が告げられている。

2 「より善い行い」 とは、より （アッラー*に）純化され（婦人 146 の訳注も参照)、より （ス
ンナ*に則った）正しい行し、*のこと。アッラー*は人間をこの世界に置かれ、彼らがいずれ

そこから立ち去る身であることをお知らせになった上で、彼らに命令や禁止をされ、それ

に逆行する私欲によって彼らを試練にかけられた。それでアッラー*のご命令に従い、善き

行いに努めた者は、現世と来世における褒美を授かる。しかしそうでなかった場合、その

報いは悪いものとなる （アッニサァディー875 頁参照)。イムラーン家章 179、蜘蛛章 2

及びムハンマド*章 31 とその訳注も参照。

3 一説には、「(階層的に）重なり合った」 という意味 （アル=クルトゥビー18 : 208 参照)。
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”-nv

それから何度も、視線を展匕てみるgよ

い。（そうすれば、）視線は惨めにも疲れ

14ゆ

^
疾游

みずか

切って、自らのもとに返って来よう。

われら*は確かに最下層の天を（星）灯りで

飾りつけ、それをシャイターン* らへの射撃

とした1。そしてわれら*は彼らに、烈火の

懲罰を用意したのだ。

自分たちの主*に対して不信仰だった者*た

ちには、地獄の懲罰がある。その行き先は、

何と醜悪なことであろうか。

7. 彼ら （不信仰者*) はその中に放り込まれた

時、いきり立った（業火の）その咆哮を聞く。

それは （不信仰者*への憤りゆえ）、張り

裂けんばかり。そこに集団が放り込まれる

たび、その門番たちは彼らに尋ねる。「あ

なた方には （現世で、あなた方が今味わっ

ている懲罰を警告する）、警告者が到来し

なかったのか？」

9. 彼らは （、応えて）言う。「ええ、確かに

警告者は、私たちのところに来ました。け

れども私たちは（彼を）嘘つき呼ばわりし、

(こう）言ったのです。『アツラー*は （あ

なた方に啓示を）何一つ、下されてなどい

ない。あなた方 （使徒*たち）は、大きな迷

いの中にあるに過ぎないのだ』 」 。

10. また、彼らは言う。「もし私たちが （真理

を求めて）聴き、弁えていたら、烈火の徒

とはなっていなかったのに」 。

5.

•鱗為6.

8.

忍教

^
函�S%成

^^^
メ濟滅ぎ綱ち

1 アル= ヒジユル章 17-18 とその訳注、詩人たち章 212、223、整列者章 6-10、ジン*章 8-9
も参照。
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こうして彼らは自分たちの罪を、認める。

ゆえに烈火の徒が、（アツラー*のご慈悲か

ら）遠ざけられるよう。

12. 本当に自分たちの主*を、まだ見ぬままに恐

れる 1者たち、彼らには（罪の）赦しと、（天

国での）大いなる報いがある。

1 1 .

©分�

為

^^
�瓣ぬ

©ぶ!

^
(人々よ、）あなた方の言葉を、秘密にし13.

おおや

てみよ。あるいは、それを公けにしてみよ

(、いずれにしても、アツラー*には同じこ

と）。本当にかれは、胸中にあるものを

ご存知のお方なのだから。

14. 創造されたお方が、 （彼らのことを）ご存

知にならないとでも？ かれは霊妙な*お

方、通暁されるお方だというのに。

15. かれはあなた方のため、大地を平坦にされ

たお方。ゆえにその方々を歩き、かれの糧

から食べるがよい。そしてかれにこそ、（清

算と報いのための）復活があるのだ。

(不信仰者*たちよ、）一体あなた方は天に

おられるお方 （アツラー*) が、地面をあな

た方もろとも沈め給うことから、安全なの

か？ そしてどうであろう、それ （大地）

は （あなた方をkぼすまで、）揺れ動くの

である。

16.

17. いや、一体あなた方は、天におられるお方

(アツラー*) が自分たちに、石を運ぶ風を

お 送 り に な る こ と か ら 安 全 だ と い う の

か？ ならば彼らは、わが警告がいかなる

ものかを知ることになろう。

1 「(アツラー*を）まだ見ぬままに恐れ」ることについては、預言者*たち章 49 の訳注を参照。
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©J卿;

^
為j18. 彼ら（マッカ*の不信仰者たち）以前の者た

ちは、確かに（彼らの使徒*たちを）嘘つき

呼ばわりしたのだ。それで、わが否認はい

かなるものだったか？1

19. (その無頓着さゆえ、）彼ら（不信仰者*

たち）は、自分たちの頭上を羽を広げたり、

畳んだり（して飛行）する鳥を見なかった

のか？ それらを（墜落から）支えられる

のは、慈悲あまねき*お方（アツラー*) し

かおられない。本当にかれは、全てのこと

をご覧になるお方。

20. いや（、不信仰者*たちよ）、慈悲あまねき

*お方を差しおいてあなた方を援助する、あ

なた方の軍勢であるこの者2とは、誰なの

か？ 不信仰者*たちは外ならぬ、（シャイ

9

^
於

^
取

^
d?'

あざむ

ターン*の）欺きの中にある。
かて

21. いや、あなた方に糧を授けてくれる、この

者とは誰なのか かれ（アツラー*) が、

その糧を（あなた方から）お控えになった

としたら

理への）忌避と共に、歯向かったのである。

? いや、彼らは反抗と（真

22. 一体、顔を下にして歩く者が、より導かれ

ているのか？ それとも、まっすぐな道を

正しく歩く者か？3

1「わが否認はいかなるものだったか？」については、巡礼*章 44の訳注を参照。

2 アツラー<以外のいかなるものが、いかなる敵に対してどれだけ集結したとしても、それら

自体が人を益することは少しもない（アツ=サァディー877頁参照)。

3 前者は、真理が虚妄（きょもう）、虚妄が真理になってしまうという心が逆転した状態にあ

り、迷いと不信仰に浸（ひた）りきっている者のたとえ。後者は真理を知り、それを尊（た

っと）び、それに則って行い、あらゆる言動や状態においてまっすぐな道を歩く者（前掲

書、同頁参照)。尚、来世において信仰者は天国へとまっすぐに導かれるが、不信仰者*は、

顔から逆さにされて地獄に集められる（イブン•カスィール 8:161 参照)。夜の旅 97章と

その訳注、犠章 90も参照。
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3. よ、）言ってやれ。J

^
、れ （アミラ

一*) はあなた方に、聴覚と視覚と心を備え

付けて下さったお方。（不信仰者*たちよ、）

あなた方が感謝することの少ないこと」 。 ^
43货姻3祕

癌ゼ�;“^
じ�L>24. 言ってやるがいい。「かれは、あなた方

を大地に繁茂させられたお方。そしてか

れの御許にこそ、あなた方は召集される

のだ」 。

25. 彼ら （不信仰者*たち）は、言う。「その約

束 （復活の日*) は、いつなのか？ もし、

あなた方が本当のことを言っているのな

らば」 。

(使徒*よ、）言ってやれ。「 （復活の日*

の到来についての）その知識は、アツラー
*の御許にこそある。そして私は、明白なる

警告者でしかないのだ」 。

27. それ （アツラー*の懲罰）が近くに迫るの

を目にすると、不信仰だった者*たちの顔つ

きは （憂鬱さゆえに、）悪くなる。そして

彼らには、 （こう）言われるのだ。「これ

が、あなた方が （現世で、その到来を）求

めていた1 ものである」 。

(使徒*よ、彼ら不信仰者*たちに）言って

やるがいい。「言ってみよ、 もしアツラー
*が私と、私と共にある （信仰）者を滅ぼさ

れたり、または私たちにご慈悲をおかけに

なっ （て、罰から救ってくれ）たりしたと

しても、一体誰が、不信仰者たちを痛まし

い懲罰から守ってくれるのか？」

20.

28.

1 「（それは到来しない、と）思い込んでいた」 という解釈もある (アツ =シヤウカーニー

5:352 参照)〇
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29. 言ってやれ。「かれは、慈悲あまねき*お

方。私たちはかれを信じ、かれに全てを委

ねた*。ならば、あなた方は誰がまさに明

らかな迷いの中にあったのか、知ること

になろう」。

30. (使徒*よ、シルク*の徒に）言うのだ。「言

ってみよ、もしあなた方の水が（地下に沈

んで）無くなってしまったら、一体誰が、

あなた方に湧き水を与えてくれるという

のか？」
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^
第 68章

筆章 （アル=カラム）1

慈悲あまねく *慈愛深き*

アツラー*の御名において

ヌーン2。筆と、それと彼らが書き記すもの3

にかけて （誓う）。4

(使徒*よ、）あなたは、あなたのM*の11
5ゆえ、憑かれた者6などではない。

3. あなたにこそは、まさしく尽きることのな

い7褒美がある。

4. また本当に （使徒*よ）、あなたこそは、こ

の上ない （よき）品性を備えている。

ならば、あなたは目にし、彼ら （不信仰者*

たち）も目にするであろう、

4

我ふゃみじ2

5.

あなた方のいずれが、試練にかけられた者G.

かを。

マッカ*啓示で学者間の見解は、ほぼ一致。スーラ*の名称は、冒頭に出現する同語 「筆」

に由来。預言者*ムハンマド*の真実性の確証に始まり、彼の布教の前に立ちはだかる不信

仰者の悪い性質が言及され、次いでその帰結としての罰が描写される。アッラー*からの恩

恵に対する感謝の念と、善行を蔑 （ないがし）ろにした農園主の教訓にあふれる物語を挟

(はさ）み、後半では信仰者と不信仰者*の比較、預言者*ムハンマド* という大きな恩恵を

否定していた同時代の不信仰者*への警告が改めて繰り返され、預言者*に向けられた忍耐*

の勧 （すす）めによって、スーラ*は締めく くられる。

2 この文字については、頻出名•用語解説の 「クルアーンの冒頭に現れる文字群*」 を参照。

3 天使*や人間が「書き記す」善いこと、利益、知識などのことを指す（ムヤッサル 564 頁参照)。

4 アッラー*の 「誓い」 については、整列者章 1 の訳注も参照。

5 この 「恩恵」 とは、預言者*性のことであるとされる （前掲書、同頁参照)。

6 「憑かれた者」 については、アル= ヒジュル章 6 の訳注を参照。

7 「尽きることのない」 については、詳細にされた章 8 の訳注も參照。

8 つまり、「憑 （つ）かれた者」。あるいは、「真理から迷うという試練にかけられた者」（イ

ブン•カスイール 8:190 参照)。

1
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本当にあなたの主* こそは、誰がかれの道（イ

スラーム*) から迷った者かを最もよくご存

知であり、 （正しい教えに）導かれた者た

ちを、最もよくご存知であられるのだ。

ならば （使徒*よ）、 （アツラー*の御徴と

使徒を）嘘呼ばわりする者たちに従うので

はない。

8 .

彼らは、あなたが （彼らの宗教に）おもね

れば、彼らもおもねることを欲している。1

また （使徒*よ）、卑しく、やたらと誓うい

9

! () .
したが

かなる者にも従うのではない。

中傷ばかりして2、悪い噂を吹いて回る3

(者に）〇

i r

はば

念 �12. 善を阻み、 （人々への侵害と非合法な物事

において）度を越し、罪に溺れた （者に）。

粗暴で、その上、素性が知れない（者に）。 ②夕■球] 3

14 . 財産と子供を有する者だったがゆえに （、

彼は真理を受け入れることに対し、高慢に

なったのだ）。

15. われら*の御徴 （アーヤ*) が彼に読誦され

た時、彼は言った。「 （これは）昔の人々
とぎばなし

のお伽話だ」 。4

1 夜の旅章 74-75 も参照。

2 この 「中傷」 については、中傷者章 1 の訳注を参照。

3 原語では 「ナミーム （またはナミーマ）」 で、人間関係の悪化や、敵意や憎悪を生じさ

せることを意図しつつ、誰かが話したことを第三者に告げること （アッ =サアディー

879 頁参照)。

4 アーヤ*10-15 は、あるシルク*の徒に関して下ったとされる。その一方でこの中には、 こ

れらの性質が当てはまる者たちに対する、ムスリム*への注意の勧告が見受けられる （ムヤ
ッサル 564 頁参照)。
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1 6. わ れ ら *は 彼 に 対 し （人 の 目 に 明 ら か な

懲 罰 と し て）、鼻 の 上 に 印 を つ け て や ろ

つ 0

私4が洗幽夕％:\雄魏
，多

1 7. 本 当 に わ れ ら *は、彼 ら（マ ッ カ*の 民）を 試

練 に か け た。ち よ う ど わ れ ら *が 農 園 主 た ち

を、彼 ら が 「朝 早 く 、そ れ ら （果 実）を 摘

み 取 っ て し ま お う」 と 誓 っ た 時、試 練 に か

け た よ う に。2

©與令(「も し、ア ツ ラ ー*が お 望 み に な っ た な ら

ば」と 言 っ て、そ れ が 実 現 し な い 可 能 性 を)

除 外 す る こ と も な く （、彼 ら は そ う 誓 っ

た）。3

1 8.

免

^
Slfi1 9. そ れ で 彼 ら が （夜 中) 眠 っ て い る 最 中、

あ な た の 主 *か ら の 包 囲4が そ れ （農 園）

を し、

2 0. そ れ は 闇 夜 の よ う に （、黒 こ げ に）な っ て

し ま っ た。

2 1. そ し て 彼 ら は 朝、互 い に 呼 び か け 合 っ た、

「あ な た 方 の 作 物 へ と、朝 早 く 出 か け よ。

も し あ な た 方 が、 （そ れ を）摘 み 取 る の な

ら ば」 と。

22.

1 このアーヤ *の解釈には 「剣で鼻を打たれる （一説に、このアーヤ*で意図された者は、バ

ドルの戦い*において剣で鼻を打たれ、死んだとされる）」「復活の日*、他人からその姿が

認められるよう、鼻に印をつけられる （慈悲あまねき *お方章 41 参照)」「不名誉を与えら

れる」 といった諸説がある （アル=クルトウビー18:236-237 参照)。

2 これは、イエメン地方にあった農園主の話。この農園主は正しい人物で、果実を収穫する

時には、恵まれない人々にもそこから施すことを常としていた。しかし彼の死後、それを

受け継いだ三人の息子たちは分け前を惜しみ、その習いに反しようとしたのだった （前掲

書 18:240 参照)。

3 関連して、洞窟章 24 とその訳注も参照。

4 この 「包囲」 とは、アッラー*が天からお下しになった炎のこととされる （ムヤッサル 565
頁参照)。
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23. それで彼らは、ひそひそ話し合いつつ出発

した、

「今日は貧者*があなた方と共に、そこ （農

園）に入ることがあってはならない」 と。

25. そして （貧者*たちに果実を）禁じようとし

て、 （計画を美行する）力にみなぎった状

態で、朝に出かけた。

2 4 .

翕砂>�

26. それで、それ （黒こげになった農園）を見

た時、彼らは （信じられず、こう）言った。

「本当に私たちは （農園への道で）、迷子

になってしまったのだ」 。

27. (そして、それが自分たちの農園だと認め

た時、彼らは言った。）「いや、私たちは

(農園の恵みを）禁じられたのである」 。

28. 彼らの内、最善の者が言った。「私はあな

た方に、 『さあ、称える *1のだ』 と言わな

かったか？」

29. 彼らは言った。「アツラー*に称え *あれ。

本当に私たちは、不正*者でした」 。

30. 彼らは互いに、責め合い出した。 念與#お44a?

©み®斑

_
31. 彼らは言った。「我らが災いよ！2 本当に

ほ う ら つ

私たちは、放埒者でした。

32. 我らが主*は、きっとあれ （農園）より善い

ものを、私たちに取り替えて下さろう。本

当に私たちは、我らが主*にこそ、（お赦し

とお恵みを）切望するのだから」 。

1 つまり、アーヤ *18 にあるように 「もし、アッラー*がお望みになったら」 という言葉のこ

と （ムヤッサル 565 頁参照)。この言葉が、彼らにとっての称えの言葉だったのだという。
また、「アッラー*に称え *あれと言い、感謝すること」「お赦しを乞うこと」 という説もあ

る （アル=バガウイー5]38 参照)。

2 この表現については、食卓章 31 「我が災いよ！」 の訳注を参照。
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33. (現世の）懲罰とは、このようなもの1。

そして来世の懲罰こそは、より偉大なので

ある。彼らがもし、知っていたならば。

34. 実に敬虔な*者たちには、その�*の李に
安寧の楽園がある。

35. 一体われら *は服従する者 （ムスリム*)

たちを、（その報いにおいて、不信仰に踰

た）罪悪者たちのようにするであろう

か？2

おちい

つ

36. —体、あなた方はどうしたことか？ あな

た方はいかに （不当な）決め方をするの

か？

37. いや、一体あなた方には啓典があり、あな

た方はそれを読んでいるというのか？

38. 本当にその中で、あなた方は、自分たちが

選ぶもの3を手にするということを （読ん

で、見出したのか）？

如蝴メ

洛35

^
2

^
#血座��0;'翕淡

39. いや、一体あなた方には復活の日*まで （存

続する）、われら *に対する確固とした誓約

があるとでもいうのか？ 本当にあなた方

は、自分たちが決める （思い通りの）こと

を手にするという （誓約が）？

1 それら農園主のように、アッラー*のご命令に逆らい、恵まれた恩恵に対するアッラ

一 *への義務を果たさない者には、同様の罰が下るということ （ムヤッサル 565 頁

参照)。

2 一説に、裕福だったクライシュ族*の頭目たちは、貧しかったムスリム*たちを見て、「仮に

来世があるとしても、私たちと彼らの状況は、現世における状況と同じ （で、私たちの方

が豊か)か、せいぜい同じ位だろう」などと言っていた（アル= クルトウビー18:246 参照)。
マルヤム*章 77 も参照。

3 つまりアーヤ*35 にあるような、彼らの見解のこと （ムヤッサル 565 頁参照)。
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^(使徒*よ、）彼らの内の誰がそれ1につい

ての保証人なのか、彼ら（シルク*の徒）に
た ず

尋ねよ。

辦瑪4'亦

いや、一体彼らには、（彼らがアッフー *

の）同位者（とするもの）たちが（、その

保証人として）あるのか？ では、自分た

ちの同位者たちを連れて来てみるがよい。

もし、彼らが本当のことを言っているとい

うのならば。

. その脛が露わにされ2、彼ら（不信仰者*や偽

信者*) がサジダ*に呼ばれ、（そうするこ

とが）出来ない3 (復活の）日*のこと（を

思い起こさせよ）。

怖気づいた目をし、屈辱が彼らを覆う。
彼らは確かに（現世で、健康も力も備わ

っていた）無事な時、サジダ*へと呼ばれ

ていた4 (が、高慢にもそうしなかった）

のである。

; ならば（使徒*よ）、（クルアーン*の）こ

の話を嘘呼ばわりする者を、われに（任せ

て）放っておけ。われら*は彼らを、彼らが

知らない所から徐々に（破滅へと）導いて

行こう。5

ぶ遇fij”もス1礙は

シ在、
�次ゲ

1 「それ」とは、アーヤ*35 にある、彼ら不信仰者*の思い込みのこと（ムヤッサル 565 頁

参照)。

2 アッラー*が「その脛を露わにされる」という文字通りの解釈と、その日の「厳しさと恐怖」
を表す言い回しである、という説がある（イブン•カスイール 8:198-199参照)。

3 その日、信仰者はサジダ*できるが、現世で人�や外聞（がいぶん）ゆえにサジダ*してい
た者は、そうすることが出来ない（アル=ブハーリー4919参照)。

4 つまり礼拝や、アッラー*への崇拝*へと呼ばれていた（ムヤッサル 566頁参照)。

5 「知らない所から徐々に導いて行く」ことの具体例については、家畜章 44を参照。
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そしてわれら*
は彼今に、猶予を与えてお

くのだ。本当にわが策略 1は、手堅いのだ
©⑷遠如為

から。

46. いや、（使徒*よ、）あなたが彼らに見返り

を要求し2、それで彼らは負債ゆえの重荷を

背負わされ（、あなたの呼びかけを拒否す)

る者だというのか？

47. それとも、彼らのもとには不可視の世界*

(の知識）があり3、それで彼らが（そこ

から、人々のために）書き記している4と

でも？

IB. ならば（使徒*よ）、あなたの主*のお決め

になったことゆえに、忍耐*せよ。そして（悲

しみで）意気消沈し、（自分の民への懲罰

が早く下ることを）祈った時の、大魚の人

(預言者*ユーヌス*) のようになるのでは

ない5。

迄、；2加jm もし、（彼の悔悟が受け入れられることに

より6、）彼の主*からのご慈悲が彼に商り

かからなければ、彼は謗られつつ、不毛の

地に放り去られたであろう。

1 彼らに猶予を与えておくことにおける、アツラー*の「策略」については、イムラーン家章

178を参照。

2 この「見返りの要求」については、家畜章90の訳注を参照。

3 この背景にあることについては、山章 41 の訳注を参照。

4「書き記している」については、山章 41 の訳注を参照。

5 ユーヌス*が「大魚の人」と呼ばれる由来については、預言者Xたち章 87「ズン=ヌーン」

の訳注を参照。また、この話の背景にある出来事については、同章とその訳注、及び整列

者章 139-148を参照。

6 この時の様子と悔悟の言葉については、預言者たち章 87を参照。



念こめ

^
2%

^
Jぢぬ成だが、かれの主*は彼を選び抜かれ、彼を正

しい者*たちの一人とされた。

(使徒*よ、）不信仰に陥った者*たちは教

訓（クルアーン*) を耳にした時、その視線

によって、あなたを今にも躓かせんばかり

である 1。そして彼らは、言うのだ。「本当

に彼 （ムハンマド*) は、まさに憑かれた者

2である」 。

5U

5 I .

ほ か

それは全世界への教訓に、外ならないとい

うのに。

1 つまり、「アイン （邪視）を及ぼす」 という意味 （ムヤッサル 566 頁参照)。ほかにも 「滅

ぼす」「視線で射抜く」「（アッラー*から授かった地位から）退 （しりぞ）かせる」「(イス

ラーム*の教えを伝達するという任務から）逸らせる」 というような解釈があるが、アル=
クルトウビー*によれば、これら全ての説は 「アインを及ぼす」 という意味から派生したも

の（18255-256 参照)。尚 「アイン」 とは、悪い性質を帯びた者から発される、嫉妬 （し

と）が混じった羨望（せんぼう）の視線のことで、それによって視線の対象が害を被 （こ

うむ）る類いのもの （クウエイト法学大全 31:119-120 参照)。

2 「憑かれた者」 については、アル= ヒジュル章 6 の訳注を参照。

ウ
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69. 真実章

真実章 （アル=ハーツカ) 丸 ；ノ発
'1

じ あ い

慈悲あまねぐ慈愛深き*

アツラー*の御名において

真実 （である復活の日*) 、

©細じ

②細破起

2 . 真実 （である復活の日*) とは何か？

:ン （使徒*よ、）あなたに、真実 （である復活

の日*) が何かということを知らせるもの

は、何か？

©減麟�I. サムード* とアード*は、（恐怖による）衝撃

(である復活の日*) を嘘呼ばわりした。
は な は

それでサムード*はといえば、甚だしいもの

によって2滅ぼされた。

またアード *はといえば、凄まじい咆哮の
ぼ う ふ う ほ ろ

暴風によって滅ぼされた。

G.

かれ （アツラー*) はそれ （暴風）で彼らを、

七晩と八昼に渡って続けざまに制圧した。

あなたはその民がその （暴風の）中で、ま

るで空洞になったナツメヤシの木の根幹の

ようになぎ倒されているのを見る。

7.

1 マ ッ カ*啓示。復活の日*の到来を示す、冒頭の 「真実」 という言葉がスーラ*名ともなって

いる通り、前半部分では復活の日*の到来の確証、その恐怖、それを嘘とした過去の不信仰

者*たちへの罰が、同時代の不信仰者*への警告と共に提示される。また中盤では、復活の

日*の到来に伴って起こる諸々の出来事や、清算と報 （むく）い、そこにおける信仰者と不

信仰者*の描写が描かれる。後半では、クルアーン*と預言者*ムハンマド*の使徒*性が確証

されると共に、それらを信じない者に厳しい警告が投げかけられ、アッラーへの崇拝*の命

令によって締めく くられる。

2 この 「甚だしいものによって」 には、「(轟きの）一声によって」「罪ゆえに」「雌ラクダを

屠 （ほふ）った者 （高壁章 77 とその訳注を参照）ゆえに」 といった解釈がある （イブン.
カスィール 8:208 参照)。尚、サムード*に下された懲罰の詳細については、頻出名•用語

解説の 「サムード*」 の項を参照。



一
1

"\气69. 真実章

8. あなたは彼らの内、一人でも （その懲罰か

ら生き）残った者を見出すのか？

また、フィルアウン* とそれ以前の(不信仰)

者*、転覆した町々1は、罪2を犯した。

10. 彼らは自分たちの主*の使徒*に逆らった。

それで、かれ （アツラー*) は途轍もない罰

で彼らを罰した。

9.

©��#ip』は

^̂
本当にわれら *は、（洪水で）水が溢れた時、

あなた方（の先祖であるヌーフ*と、彼と共

にあった者たち）を、走るもの （船）に乗

せて運んだ。3

1 1 .

(それは、）われら *がそれ4をあなた方へ

の教訓とし、分別ある耳がそれを分別（し、

記憶）するためである。

13. 角笛に一吹き、吹き込まれ、5

11. 大地と山々が （元の場所から）運ばれ、そ

れらが一撃のもと粉々にされる時、6

15. その日、（復活の日*という）出来事は起

こる。

16. また天は裂け、それはその日脆くなる。 ③城

^̂
13

1 「転覆した町々」 については、悔悟章 70 の訳注を参照。それが滅ぼされた時の様子につ

いては、フード*章 82-83、アル= ヒジュル章 73-74 を参照。

2 この 「罪」 は、不信仰、 シルク *、醜行などのこと （ムヤッサル 567 頁参照)。

3 この出来事の描写は、フード*章 40-48 に詳しい。

4 「それ」 とは、信仰者が救われ、不信仰者*は溺 （おぼ）れ死んだという、その出来事のこ

とを指す （前掲書、同頁参照)。

5 これは、一回目の吹き込みのこと （前掲書、同頁参照)。家畜章 73 の訳注も参照。

6 復活の日*の天変地異の様子については洞窟章 47、ター•ハー章 105-107、蟻章 88、山章

9-10、出来事章 5—6、衣を纏 （まと）う者章 14、階段章 8-9、消息章 20、巻き込む章 3、

衝撃章 4-5 なども参照。
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17. そして天使*は （天の）その方々にあり、八

名（の天使*) がその日、あなたの主*の御座

1をその上に担ぐ。2

•18 (人々よ、）その日、あなた方は （清算と

報いへと）差し出されるのだ。あなた方の

いかなる秘め事も、（アツラー*から）隠し

おおせはしない。

©域

19 自分の （行いの）帳簿を右手に渡された

者 は と い え ば、 （嬉 々 と し て、 こ う）言

う。「お取り下さい、我が帳簿をお読み

下さい。3

20. 私は、我が清算と面会することを、 （現世

で）確信していたのですから」 。
©を料碑I

輪

^^鱗為

挑如礙㈣災
鱗出

21 彼は、満足する生活の中にある、

22. 高き楽園の中。

23. その果実の房は、手近にある。

(彼らには、こう言われる。）「過ぎ去っ

た （現世での）日々において、あなた方が

既に行った （正しい）ことゆえ、おいしく

食べ、飲むがよい」 。

:5. そして、自分の （行いの）帳簿を左手に渡

された者4はといえば、（悔しがって、こう）

言う。「我が帳簿など渡されることがなか

つたら、よかったのに。

2 A.

涵旗亦

^
逾J減

1 「御 座」 については、高壁章 54 の訳注を参照。

2 同様の状況を示すアーヤ* として、雌牛章 21◦とその訳注、識別章 25、暁章 22 も参照。

3 高壁章 8 の訳注も参照。また、この時の様子については夜の旅章 13-14、71 とその訳注、

洞窟章 49、割れる章 7 以降なども参照。

4 割れる章 1◦と、その訳注も参照。
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我が清算など、知らなければよかった。

あれが終結であれば、よかったのに。1

8 我が財産は、私の役に立たなかった。

(言い訳に出来る）我が根拠2は、私から消

え失せてしまったのだ」 。

(地獄の番人たちに、こう言われる。）「彼

を捕まえ、 （枷で）縛りつけよ。

翕

^̂
孤20,

?,0

あ ぶ

それから彼を地獄に入れて、炙ってやれ。

?，?•• それから、七十腕尺3の長さの鎖の中に、

彼を巻き入れよ。

3 . 本当に彼は、 この上なく偉大な*アツラー*

を信じておらず、

貧者*たちに食べ物を施すことを、勧めて

もいなかったのだから。

ふ
'
!.

ち よ う ば つ

5. ゆえにこの日、彼にはそこで （懲罰から守

てくれる）、近しい者もいなければ、

(地獄の徒の体から出る）膿4 くらいしか、

食べ物もない。

つ

：](•>.

@6

^
yi-Wそれを食べるのは、 （不信仰による）罪深

い者たちのみである」 。

1 つまり復活などなく、現世での死で全てが終わっていればよかったのに、ということ （ム
ヤッサル 567 頁参照)。

2 「根拠」 ではなく 、「王権、力」 といった少数派の見解もある （アル=バガウィー5:148

参照)。

3 アル=ハサン*は言った。「それがいかなる （基準による）腕尺かは、アッラー*が最もよく

ご存知である」（前掲書、同頁参照)。

4 この 「膿 （ギスリーン)」 には、「地獄の徒が食べる木」「地獄の徒の血肉」「ザックームの

木 （夜の旅章 60 「呪われた木」 の訳注を参照)」 といった解釈もある （アル=クルトゥビ

一18:273 参照)。
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4,

38. われはまさに、あなた方が見えるものにお
ちか

いて、誓う。

39. また、あなた方が見えないものにおいて（、

iう）。

10. 本当にそれ（クルアーン*)は、まさしく高

貴なる使徒*の（読誦する、アツラー*の）

言 葉0

n . そしてそれは、詩人の言葉などではな

い。あなた方が信じることの、少ないこ

とよ。

12. また、占い師2の言葉でもない。あなた方

が教訓を受けることの、少ないことよ。

(クルアーン*は、）全創造物の主*アッラ

一*からの、降示なのである。

13.

もし、彼（ムハンマド*)がわれら*に対し、

いくらかでも（われら*が言っていない）言

葉を捏造したのであれば、

45. われら*は彼を右手3で罰し、

16. それから、彼の大動脈を断ち切ってしまっ

ただろう。4

14.

•あ 趨

©ヒ

^
以 し47. そして、あなた方の内の誰も、彼を（われ

ちょうばつ さえぎ

ら*の懲罰から）遮る者はないのである。

18. また、本当にそれ（クルアーン*)は、敬虔

な*者たちへの教訓である。

1 この誓いについては、整列者章 1 の訳注を参照。

2「占い師」については、山章 29の訳注を参照。

3 この「右手」とは、力強さのことを表わす（ムヤッサル 568頁参照)。

4 同様のアーヤ*として、相談章 24とその訳注も参照。
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49. そして実にわれら *は、あなた方の内に （そ

れを）嘘呼ばわりする者たちがいること

を、まさしく知っている。

〇 ほ

^
！ノ命50. また、本当にそれは、まさに不信仰者*たち

への悲痛1である。

51 . そして本当にそれは、確固たる真美なのだ。 翕

^̂
�，�

52. ならばこの上なく偉大な*、あなたの主*の

御名で （アツラー*を）称え*よ。2

1 不信仰者*たちは、自分たちがクルアーン *によって約束されていたもの （罰）を目にする

時、それによって導かれず、それに従いもしなかったことゆえに褒美 （ほうび）を貰い損
ね、現世に戻る機会も失ったことを知り、「悲痛」 の念にとらわれる （アッ =サアディー

884 頁参照)。

2 アッラー*を唱念し、人々をかれとその教えへと招き続けよ、あなたと信仰者たちにこそ、
よき結末が待っているのだ、という意味 （アル=カースィミー16:5922 参照)。
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第 70章

階段章 （アル=マアーリジュ）1

慈悲あまねく

'
慈愛深き*

アツラー*の御名において

© y しJし請う者が、 （自分と自分の民に、復活の日

に）起こるべき懲罰（が下されること）を請

うた〇 2

I .

0如』不信仰者*たちには、それを防いでくれる者

など、いない。

2.

3 . 階段の主3であられるアツラー*から （、それ

を防いでくれる者など）。

天使*たちと魂 4は、その長さが五万年もの

日、かれの御許へと昇っていく 5。

ならば （使徒*よ、彼らの嘲笑と挑発に）、

よき忍耐6で忍耐*せよ。

4

本当に彼ら （不信仰者*) は、それ （懲罰)

があり得ないと思っている。

(i

1 マッカ*啓示。スーラ *名は、アッラー*の御名 「階段の主 （アーヤM 参照)」 に由来。前半

では、復活の日*の到来の確証と、その恐怖の描写、それを否定し嘲笑する不信仰者*たち

への警告が提示される。そして中盤では、それと対比するように信仰者の特質が描かれ、
最後は再び復活の確証と、その日に関する不信仰者*たちへの警告によって幕を閉じる。

2 これは、懲罰を早く下してみよ、という不信仰者*の挑発的な言葉とされる （アル=バガウ

ィー5:151 参照)。家畜章 57-58、戦利品*章 32、ユーヌス*章 50、フード*章 8、雷鳴章 6、

夜の旅章 92、巡礼*章 47、蜘蛛章 53、サード章 16、相談章 18 も参照。

3 天使*が天へと昇って行く 「『階段』 の主」 のほかにも、「高さの極みと、位階、徳、恩恵を備

えたお方」「偉大さと至高性の主」 といった解釈がある （アル=クルトウビー18:281 参照)。

4 この「魂」には、「ジブリールつ「人間の魂」といった解釈がある（イブン•カスィール 8:220
参照)。

5 これは一説に 「復活の日*」 の事。また一説には 「地上からアッラー*の御座 （高壁章 54
とその訳注も参照）までの階段を、彼ら以外であれば五万年かかるところを、一日で昇る」
事を指す （イブン•アル=ジャウズィー8:359-36◦参照)。

6 「よき忍耐*」 については、ユースフ*章 18 の訳注を参照。
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00そしてわれら*は、それが近い （日に、確実

に到来する）ものと見る。

天が、溶けた鉛のようになる日。

また山々が、 （解されて散り散りになつ

た、）染められた羊毛のようになる日。1

o|S；i

a 近しい者が、近しい者について尋ねること

もない〇 2

彼らには、彼ら3が見える。（不信仰だった)

罪悪者は、自分の子供たちで、その日の懲

罰を償えれば、と望む。

また自分の配偶者、兄弟、

自分を匿ってくれる近親、

J 4 . そして地上の全ての者 （によって自らの

懲罰を償うこと）で、 （その代償が）自

分を救ってくれることを （望む）。

念#街

^
15. 断じて （、そんなことは役に立た）ない！

実にそれ （地獄）は燃え盛るもの。

〇. (そ れ は、）身体の各部4をもぎ取る。

1 復活の日*の天変地異の様子については、洞窟章 47、ター•ハー章 105-107、蟮章 88、山

章 9-10、出来事章 5—6、衣を纏 （まと）う者章 14、真実章 14-16、消息章 20、巻き込

む章 3、衝撃章 4-5 も参照。

2 この解釈には、「人はその日、近しい者からの援助を請うことはない。なぜなら彼が何も出

来ないことを、知っているからである」「誰しもが自分のことで頭が一杯なため、他人のこ

とを尋ねる余裕もない」 といった説がある （イブン•ジュザイ 2:486 参照)。

3 二つの 「彼ら」 については、「いずれも、近しい者たち」「信仰者たちが、地獄にいる不

信仰者たちを見せられる」「いずれも不信仰者* だが、前者は追従者たち、後者は指導者

た ち」 「前 者 は 天 使 * た ち、後 者 は 人 々」 と い っ た 説 が あ る （ア ル = ク ル ト ウ ビ ー

18:285-286 参照)。

4 「身体の各部」 の解釈には、ほかにも 「頭皮」「骨以外の肉」「顔の重要な部分」 といった

諸説がある （アル=バガウィー5:153 参照)。
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©為J雜. それは、招くのである。（現世で真理に）

背を向け、 （アツラー* とその使徒*への服

従から）背き去り、

(財産を）かき集めては、 （そこにおける

アツラー*への義務も果たすことなぐ ）貯

めこんだ者を。

. 本当に人間は、せっかちに創られた。

悪が自分に降りかかれば、ひどく取り舌しし、

善が自分に降りかかれば、強欲になる。

但し、礼拝する者たちは別だが。1

(彼らは、）省らのを#々（守りつつ、）

行う者たち。

また、自らの財産の内に、 （施しのため

の）一定の権利2がある者たち、

(人々に施しを）要求する者にも、（それ

を）禁じられた者3に対しても。

また、報いの日*を信じ （、正しい行い*に

よってそれに備え）る者たち。

ま た、省 ら の のM罰に、怯える者たち。

——本当に彼らの主*の懲罰は、（誰も）安

心していられるものではないのだから

また、自らの陰部を （禁じられた物事4か

ら）守る者たち。

17

18.

19

20.

22.

23.

24 .

25.

26.

27.

28.

〇

29.

1 彼らは礼拝の遵守ゆえ、現世においては慎ましい人間となった者たちである。彼らは、現

世での悪い出来事に取り乱すこともなく 、善い物事に対して強欲になることもない （イブ

ン•ジュザイ 2:486-487 参照)。

2 この 「権利」 については、撒き散らすもの章 19 の訳注を参照。

3 「禁じられた者」 については、撒き散らすもの章 19 の訳注を参照。

4 この 「禁じられた物事」 については、御光章 30 の訳注を参照。
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^
—V #

但し、自分の妻たち、あるいは自分の右手

が所有するもの（奴隸*女性）は別で、本当

に彼ら（合法な物事だけを行う者たち）は

咎められる者などではない。

誰であろうとそれ以上を欲する者、それら

の者たちこそは（アツラー*の法の）違反者

なのだ。

3 2 ま た、首 ら の と � 葯 をi等する1者

たち。
みずか

33. また、自らの証言を（改変も隠蔽もなく）

遂行する者たち。

また、自分たちの礼拝を固守する者たち。

それらの者たちは天国で、厚遇される者た

ちである。

(使徒*よ、）不信仰に陥った者*たちが、

あなたに向かってあたふたとやって来る

のは、どうしたことか？2

右から左から、三々五々に？

©漆ぶ

^
'

31

36

:u

38 一体、彼ら（不信仰者*たち）の内のいずれ

の者も、安寧の楽園に入れられることを所

望しているというのか？3

1 同様のアーヤ*である、信仰者たち章 8の訳注も参照。

2 一説にこのアーヤ*は、預言者*の言葉を聞き、嘲笑（ちょうしょう）し、嘘呼ばわりする

ため、彼のもとに集まって来た不信仰者*たちの集団に関して下った（アル=バガウィー

5:154 参照)。

3 彼らは、「彼ら（ムスリム*たち）が天国に入るのであれば、必ずや私たちこそが、彼らよ

りも先にそこに入るであろう。そして彼らがそこから何か授かるのなら、必ずや私たちこ

そが、それより多くのものを授かるだろう」などと言ったものだった（アル=クルトゥビ

一18:294 参照)。
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©5断じて （、そんなことは絶対にあり得）な

い！ 本当にわれら *は彼らが知っている

もの1から、彼らを創ったのだから。

H ). われはまさに、いくつもの東と、いくつも

の西2において誓う 3。本当にわれら *はまさ

しく、可能な者なのである、

40

^
U 彼らよりも （アツラー*に服従する）善い者

たちを、 （彼らの）代わりとすることが。そ

してわれらは、出し抜かれる者などではない。

1 - ならば （使徒*よ）、彼らを放っておけ。彼

らは、自分たちが （懲罰4を）約束されてい

る日に遭遇するまで、（虚妄の中に）のめり

沿偶

©こ

^
以じ多

たオ）む

込み、 （宗教において）戯れるであろう。

H まるで（アツラー*を差しおいて崇めるため

に）立てられたもの5へと急ぐように、彼ら

が墓場から慌てて出て来る日に （遭遇する

ま で）。

! ! 怖気づいた目をし、屈辱が彼らを覆う。そ

れが （現世で）、彼らに約束されていた日

なのである。

洗;

^
叙、

1 彼ら以外の者たちと同じ、しがない一滴の精液から創られたのだから、天国に入るに値す

るほど高貴な存在だなどと考えるのではない、ということ （ムヤッサル 569 頁参照)。

2 ここでの 「いくつもの東」 と 「いくつもの西」 は、同年において毎日異なる、太陽の昇る

地点と沈む地点のこととされる （アル=パガウィー4:26 参照)。

3 この誓いについては、整列者章 1 の訳注を参照。

4 この 「懲罰」 については、金の装飾章 83 の訳注を参照。

5 この 「立でられたもの」 については、食卓章 3の訳注を参照。



71. ヌーフ章 -V、
第 71 章

ヌーフ*章1

慈悲あまねぐ慈愛深き*

アツラー*の御名において

〇

^
ぶ�iWi離你爲本当にわれら*は、ヌーフ*をその民に遣わし

(て言つ）た。「あなたの民に-告せよ。

彼らに、（その不信仰ゆえの）痛ましい懲罰

1.

と う ら い

が到来する前に」 〇

©城鞠1娜2• 彼 (ヌーフ*) は言った。「我が民よ、本当に
け い こ く

私は、あなた方への明白なる警告者2なのだ。

03. アツラー* (だけ）を崇拝* し、かれを畏れ*、
し た が

私に徒え。

ぷd�名

^
kは

©淡

(そうすれば、）かれはあなた方に、あな

た方の罪をお赦し下さり、 （罰することな

く 、）あなた方に定められた期限3までの猶予

を与えて下さろう。本当に、アツラー*の期

限が到来したら、それは （絶対に）猶予さ

れることがないのだ。あなた方が （そのこ

とを）知っていたのなら （、かれへの信仰

と服従へと急いだであろうに）」 。

4.

5. 彼 （ヌーフ*) は言った。「我が主*よ、本当

に私は我が民を、夜に昼に、 （あなたへの

信仰へと）招きました。

そして （彼らに対する）私の招きは、彼ら

の逃亡に拍車をかけただけでした。

G.

1 マッカ*啓示。スーラ*の名称ともなっているように、預言者* ヌーフ* とその民への熱心な

布教、警告、祈願についての詳細が取り上げられている。

2 アッラー*に逆らえば、かれの懲罰があなた方に降りかかる、と 「警告」 する者 （ムヤッサ

ル 570 頁参照)。

3 アッラー*がお決めになった、現世での滞在「期限」のこと（アッ =サアディー888 頁参照)。
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^
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^
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また本当に、あなたが彼ら （の罪）をお赦

し下さるよう、私が彼らを （あなたへの信

仰へと）招くたび、彼らは （それを聞くま

いとして）その指を自分たちの耳にあて、

(私を見まいとして）衣服で身を覆い、（信

仰を受け入れることに対して）ひどく驕り

高ぶりました。

それから本当に私は、彼らを大っびらに

(信仰へと）招き、

8.

それから本当に私は、 （ある時は）彼らに

対して （布教を）公然と行い、 （またある

時には）彼らに対して （布教を）そっと内

密に行いました。

9.

10. また、私は （民に）言いました。 『あなた

方の主*に、（罪の）赦しを乞い （、不信仰

から悔悟し）なさい。本当にかれは、赦し

深いお方なのだから。

1 1 . (そうすれば、）かれは、あなた方の上に

豊かな雨をお送りになり、

念切

あなた方に財産と子供を増やされ、あなた

方のために農園を創られ、あなた方のため

に河川をお創りになろう。

13. (民よ、）あなた方がアツラー*の偉大さを

怖れないのは、どういうことか？1

き

^̂
j11. かれは確かに、あなた方を段階的にお創り

になった2というのに。

1 「アツラー*に褒美を望まず、その懲罰を恐れないのか？」「アツラー*の偉大さを知らない

のか？」「アツラー*に （信仰することによる善い）結末を望まないのか？」 などといった

解釈もある （アル=クルトウビー18:303 参照)。

2 関連して、- 巡礼*章 5、信仰者たち章 14 も参照。
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^
-V、

②紅於二公'あ

^̂
'一体あなた方は、いかにしてアツラー*が、

組み合わさつた 1七層の天をお創りになつ

たのか、見なかったのか？

©佐
また、かれが月をそこにおける光とされ、

太陽を煌々たる灯火とされたのを？

アッラー*は、あなた方（の先袓アーダム*)

を確かに大地から芽生え2させられ、

つそれから、あなた方を （その死後に）そ

こへとお戻しになり 、 （復活の日*には）
かなら

あなた方を必ずや （そこから）お出しに

なる。

またアツラー*は、あなた方のために大地を

敷物 （のように平坦なもの）とされた。

(それは、）あなた方がそこで、広々とし

た道々を進むためである」 。
M 5

ヌーフ*は言った。「我が主*よ、本当に彼

ら （民の内の弱者たち）は私に逆らい、そ

の財産も子供も自らに損失しか上乗せし

ない者に従ってしまいました。3

: 彼らは （弱者たちに対して、）途方もない

策謀4を企んだのです。

I .

1 「組み合わさった」 については、王権章 3の訳注を参照。

2 アーダム*が大地から出現し、そこから組成 （そせい）されたことを強調すべく 、「創造」

が 「芽生え」 に譬 （たと）えられている （アル=バイダーウィー5:394 参照)。

3 つまり、彼らの内の弱い者たちは、財産や子供を沢山持っている、（正しい道から）迷った

指導者たちに従ってしまった。そして彼らの財産も子供も、彼らには現世での迷いと、来

世における懲罰を上乗せする原因でしかなかった （ムヤッサル 571 頁参照)。戦利品*章

28 の訳注も参照。

4 この 「策謀」 の解釈には、「ヌーフ*の殺害を促 （うなが）したこと」「現世的な楽しみを誇

大 （こだい）視させたこと」「不信仰」「次のアーヤ*で言及されていること」 といった諸説

がある （アル=クルトウビー18:307 参照)。
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23, また、彼らは（弱者たちに）言いました。

『あなた方は絶対に、（アツラー*だけを

崇拝*することで、）あなた方の神々を捨て

去ってはならないぞ。そして絶対に、ワツ

ド、スワーウ、ヤグース、ヤウーク、ナス

ル1を捨て去ってはならない』。

24 . 彼らは確かに、多くの者たちを迷い去らせ

ました」。（それから、ヌーフ*は言った。）
「（我が主*よ、）不正*者たちには迷いの

外、何も上乗せしないで下さい」。2

25. 彼らは（不信仰への固執という）その過ち

ゆえ、（洪水で）溺れさせられ3、業火に入

れられた。そして彼らはアツラー*とは別

の、自分たちのための援助者たちを見出す

こともなかった。

Hi

2(3. また、ヌーフ*は言った4。「我が主*よ、不

信仰者*で動き回る者5は誰一人、地上に残

しておかないで下さい。

27. 本当にもし、あなたが彼らを残しておかれ

るなら、彼らはあなたの（信仰者である）

僕たちを迷わせ、彼らは放逸で不信仰の激

しい者（となる子孫）しか生まないでしよ

うから。

1 これらの名称はいずれも、彼らがアッラー*をよそに崇めていた偶像の名前。そもそもは正
しい人物が死んだ後、人々が彼らを思い出して崇拝呼7為に励むべく作った像だったが、時
間の経過とシャイターン*の策略により、それら自体を崇めるようになってしまっていた
(ムヤッサル 571 頁参照)。

2 ヌーフ*は、彼らがもう信じないことをアツラー*から知らされた後、この祈願の言葉を言
た（アル=バガウィー5:158 参照)。

3 この出来事の描写は、フード*章 40-48に詳しい。

4 この言葉については、アーヤ *24 の訳注を参照。

5 あるいは ■!"家に居住する者」という意味（前掲書、同頁参照)。

〇
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我が主*よ、私と我が両親、信仰者として我

が家に入った者1、信仰者の男たちと信仰者

の女たちを、お赦し下さい。そして不正*

28.

めつぼう

者たちには、 （現世と来世における）滅亡

以外の何も上乗せしないで下さい」 。

1 ヌーフ*の両親は、信仰者だった。また 「我が家」 の解釈には、ほかにも 「私のマスジド*」

「私の船」 といった諸説もある （アル= クルトウビー18:313-314 参照)。
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ジン*章 （アル=ジン) :監1

慈悲あまねく *慈愛深き *

アツラー*の御名において

(使徒*よ、）言え。「私には、啓示された。
ジン*の集団が（、私のクルアーン*読誦に)

氣

かたむ

耳を傾け、 （自分たちの民に、こう）言っ

たということを。 『本当に私たちは、驚く

べき読み物2 (クルアーン*) を聞いた。3

(それは）正しさへと導いてくれる。ゆえ

に私たちはそれを信じたのであり、我らが

主*に何者も並べたりはしまい4』 。

——我らが主*の偉大さは、崇高であ

、かれが配偶者も子供も、もうけら

れなかったということ。5

2.

3. また、

る

0必

^
、 ぬ �4. また、私たちの内の愚か者6が、アツラー*

に対して （真実から）逸脱したこと7を言っ

ていたということ。

1 マッカ*啓示。ジン*の言葉、性質、宗教、人間との関係などが多く取り上げられているこ
とが、スーラ*名の由来。クルアーン*を聞いて信仰に入ったジン*の言葉を通して、アッラ
一の唯一性

'
クルアーン*の真実性、預言者*ムハンマド*の使徒*性、復活などの基本的信

仰が確証される。そしてそれは同時に、人間の内の不信仰者*への警告、信仰への呼びかけ
であり、預言者*への慰 （なぐさ）めともなっている。

2 その修辞的秀越さ、雄弁さ、英知、法規定、情報において 「驚くべき読み物」（ムヤッサル
572 頁参照)。

3 この出来事については、砂丘章 29 の訳注も参照。

4 つまり、アッラー*に対してシルク *を犯さない、ということ。

5 アーヤ*15 まで続く 、このジン*の言葉の中の 「…ということ」 という名詞文は、アーヤ*2
の 「•••を信じた」 にかかる、とされる （イブン•アーシユール 29:222 参照)。

6 この「愚か者」には、「イブリース*」「シルク*を犯すジン*」 といった解釈がある （イブン.
カスィール 8:239 参照)。

7 洞窟章 14め同様の表現と、その訳注も参照。



-vr72. ジン章

觸滅
©ば

5. また、私/

^
ちが人間もジン* も、アッラー*

に対して嘘1などつかないだろう、と思って

いたということ。

また、人間の男たちがジン*の男たちに加護

を乞い、それで彼ら （ジン*) が彼ら （人間)

に恐怖2を上乗せしたということ。

Jら6 X̂)j6.

また （ジン*たちよ）、あなた方が考えてい7.
よみがえ

たように、アツラー*は誰も （死後に）蘇

らせたりしないだろうと、彼ら （人間の不

信仰者*たち）が考えていたということ。

また、私たちが （天界の住民の話を聴こう

として）天を探ると、そこが（天使*による）

厳しい警護と、流星に満ち溢れている3のを

見出した、ということ。

8.

また、私たちが （以前、天界の話を）聴くた

めに、その一部に居場所を構えていた、とい

うこと。そして今、聞き耳を立てる者は誰で

も、そこに護衛の流星を見出すのだ。

9

また、（この天界の変化によって）一体、地

上の者に悪が望まれているのか、それとも彼

らの主*が彼らに正しい導きをお望みなの

か、私たちには分からないということ。4

10.

1 アッラー*に配偶者や子供がいる、という 「嘘」（ムヤッサル 572 頁参照)。

2 「恐怖 （ラハク）」 の解釈には、「罪」「不信仰」 といった諸説もある （アル= クルトウビー

19:10 参照)。

3 この 「流星」 については、アル= ヒジュル章 17-18 とその訳注、詩人たち章 212、223、

整列者章 6-10、王権章 5 も参照。

4 つまり、地上の者たちが預言者*ムハンマド*を信じて導かれるか、あるいは嘘つき呼ばわ

りして滅びるか、分からないということ （アル=クルトウビー19:14 参照)。あるいは、こ

れは天の護衛が厳しくなったのを見出した時に、ジン*たちが互いに不思議がって言った言

葉。その後、クルアーン*を聞いた時、彼らはその理由を知ったのだった （アッ == シャンキ

ーティー8:318 参照)。
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06A3

また、私たちの内には正しい者*たちもいれ

ば、そうでないのもいるということ。私た

ちは、ばらばらな道にあった。

i 1 .

また、私たちが地上で、アツラー* (がお望み

になったこと）から逃れることも （出来）な
と う ぼ う の が

(天へと）逃亡してかれから逃れること

も （出来）ないことを確信した、ということ。

ぐ

②必ぬぶ

^
>

1 また、私たちが導き （クルアーン*) を聞い
み ず か し ゅ

た時、それを信じた、ということ。自らの主
げ ん そ ん

*を信じる者は誰でも、いかなる（善行の)減損

も、屈辱も、怖れることがないのだから。

また、私たちの内には服従した者 （ムスリ

ム*) たちもいれば、 （真理から外れた）不

公正な者たちもいる、ということ。そして誰

であろうと服従した者 （ムスリム*) 、それ

らの者たちは正しい導きを目指したのだ。

レ

^
〇

^
\M.

© 膝〇^u3\^\j. また、（真理から外れた）不公正な者たち

はといえば、地獄の薪となった」 。

i n. また、もし彼ら （不信仰者*の人間とジン*)

がしイスラーム*という）道をまっすぐ歩

んだ1のなら、われら *が彼らに豊富な水を

飲ませてやったのだ、ということ。2

參 \x^̂ C\ j£> <OsJuii

) 7. (われら *の恩恵に感謝するかどうか、）彼
し れ ん み ず か し ゅ

らを試練にかけるべく 。そして自らの主*

の唱念3に背を向ける者があれば、かれ（ア

ッラー*) はその者を険しい懲罰にお入れ

になろう。

1 この 「まっすぐ歩くこと」 に関しては、詳細にされた章 30 の訳注を参照。

2 このアーヤ*以降の 「•••ということ」 は、アーヤ*1 に 「…が、啓示された」 という形でか
かる、とされる （イブン•アーシュール 29:237 参照)。

3 この 「唱念」，には、アッラー*への服従、 クルアーン*に耳を傾けること、その熟慮 （じゅ
くりよ）、それに則 （のっと）った行為などが含まれる （ムヤッサル 573 頁参照)。
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また、マスジド*はアツラー* (だけを崇拝*

するため）のもの、ということ。ならば、

あなた方はアツラー* と並べて、何ものにも

祈って （崇拝* して）はならない。1

. また、アツラー*の僕 （ムハンマド*) が、

かれに祈って （崇拝* しつつ）立った時、彼

ら （ジン*たち）は （クルアーン*を聴くた

めに、）彼に一丸とな （って覆いかぶさ）

らんばかりだったということ。2

(使徒*よ、不信仰者*たちに）言ってやれ。

「私は我が主* (だけ）に祈願 （しつつ崇拝

*) するのであり、かれ （の崇拝*) に誰も

並べたりはしない3」 。

M. (使徒*よ、）言うのだ。「本当に私は、あな

た方に対して、害悪も善も有してはいない」。

VL (使徒*よ、）言え。「実に （もし私がアツ

ラー*に逆らえば）、誰一人アツラー* (の懲

罰）から私を守ってくれはしないし、また

私がかれをよそに、 （かれの懲罰からの）

いかなる避難所も見出すこともない。

3. ただ、アツラー*と、かれのお言伝からの伝

達のみ （を、私は有しているのだ）。誰で

あろうと、アツラー* とその使徒*に逆らう

18.

淡V 辟Q45
マ

^
•〆〆一

19

zo

ot

a

1 このアーヤ*については一説に、「啓典の民*は自分たちの教会に入るとシルク *を犯してい

たため、信仰者たちはマスジド*に入った時、彼らと同様にするのではない、という意味」

「ここでの 『マスジド*』 は、あらゆる土地の意味」「この 『マスジド* (語義的に 「サジダ
*する場所」）』 とは、サジダ*する時に地面につける、身体の各箇所のこと」 といった解釈

がある （アル=バガウイー5:162 参照)。

2 ほかにも、「これはジン*が、自分たちの民に伝えて言った言葉。この場合、彼に押し寄せ

て来たのは、彼と共に崇拝*行為に勤 （いそ）しむことに熱心な教友*たち」「彼に押し寄せ

て来たのは、彼の布教を阻 （はば）もうとする人間とジン*たち」 といった解釈がある （イ

ブン•カスイール 8:245 参照)。

3 つまり、シルク*を犯したりはしない、ということ。
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者、実にその者にg地獄があり、彼らはず

と永遠にそこに留まる。つ

P〇 0J 遜、皆24 . やがて自分たちが約束されているもの（懲

罰）を見る時、彼ら （シルク*の徒）は誰が

援助者が弱く 、 （軍勢の）数が少ない者か

を知ることになろう」 。

(使徒*よ、彼らシルク *の徒に）言ってや

れ。「私は、あなた方が約束されているも

の （懲罰）が近いのか、それとも、我が主
*がそこに （長い）期間を置かれるのか、分

からない」 。

26. (アツラー*は、）不可視の世界*をご存知

のお方であり、かれの不可視の世界を、誰

にも露わにはされない。

27. ただ、かれがご満悦になった使徒*である者

は別（で、幸可視の世界*の一部を、お教え

になる）。というのも、本当にかれは彼の

前と後ろから、（天使*の）護衛を遣わされ

る1のだから。

28. (それは邊徒が、）彼ら（過去の使徒*たち）
2がその主*のお言伝を確かに伝達した、と

いうこと、そして、かれ（アツラー*) が（そ

の知識で、）彼らのもとにあるものを包囲

され、全ての物事の数を数え上げられたと

いうことを知るためなのである。

25.

1 彼ら天使*たちは、使徒*をジン*から守り、天界からの情報が盗み聞きされないようにする

(ムヤッサル 573 頁参照)。

2 「知る者」 が 「使徒*ムハンマド*」、「伝達した者たち」 が 「過去の使徒*たち」 という解釈

のほかにも、前者と後者がそれぞれ「使徒*ムハンマド*、ジブリール* とその仲間たち」「使
徒*たち、天使*たち」「ある使徒*、自分以外の使徒*たち」「イブリース*、使徒*たち」「ジ

ン

'
使徒*たち」「使徒*たちを嘘つき呼ばわりした者たち、使徒*たち」「アッラー*、使徒

*たち」 といった諸説がある （アル=クルトウビー19:30 参照)。
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衣を纏う者章 （アルニムッザンミル）1
違

慈悲あまねぐ慈愛深き*

アツラー*の御名において

衣を纏う者2よ、

2. 少しだけ除いて、 （礼拝のため）夜に起き

ていよ。3

つまり、その半分 （を起きて過ごせ）。ま

たは、そこから少し （、つまり三分の一ま

で）減らすがよい。

4 . あるいは、そこに上乗せし （、三分の二に

し）てもよい。そしてクルアーン*を、明瞭

に区切りつつ読誦せよ4。

(預言者*よ、）本当にわれら *は、あなた

に重厚な言葉 （クルアーン*) 5を投げかけ

©■崎:!.

3

よ う。

1 マッカ*啓示の内でも、最初に下ったものの内の一つ （一部アーヤ*には、マディーナ*啓示

説もあり）。スーラ*の名称は、スーラ*冒頭に出現する同語に由来。夜の礼拝、及び唯一な

るアッラー*への真摯 （しんし）な崇拝*の命令とその手法の描写に始まり、預言者*ムハン
マド*の真実性と復活の日*の確証、使徒*を信じない不信仰者*への警告が取り上げられる。
そして最後は、夜の礼拝の軽減と、その他の崇拝*行為の命令によって締めくくられる。

2 預言者*はヒラー洞窟で最初の啓示が下った時、余りの恐怖のために当時の妻であったハデ

ィージャのもとへ戻り、衣で包んでくれるように頼んだ （イブン•ジユザイ 2:500 参照)。

3 この夜中の礼拝 （夜の旅章 79 の訳注も参照）の義務は、このアーヤ*が下った一年後、ア

ーヤ*2◦によって撤回 （「アーヤ*の撤回」 については、雌牛章 106 の訳注を参照）され、

ムスリム*たちにとっての任意の行為となった （ムスリム 「旅行者の礼拝とその短縮の書」

139 参照)。

4 つまり、各文字をはっきりと発音し、伸ばすべき箇所は伸ばしつつ、ゆっくりと読誦する

こと （イブン•アーシユール 29:260 参照)。

5 「重厚な」 の解釈には、「そこに含まれる様々な宗教義務」「高貴な」「その褒美が、復活の

日*の秤に重い」「不信仰者*たちにとって厳しい」「その啓示を受け取る時に、使徒*に大き

な負担がかかる-」 といった諸説がある （アルニクルトウビー19:38 参照)。
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0. 実に夜に生ずるもの （崇拝*行為）は、より

強く （心に）響き、より確実な言葉1なのだ。

私

^̂
U篇i本当にあなたには昼間、 （生活や用事のた

めの）長い奔走がある。

(夜か昼かを問わず、）あなたの主*の御名を ③ 遠 藤3

^
徵8.

し よ う ね ん せ ん ね ん

唱念し、かれ （の崇拝*) に完全に専念せよ。

(かれは）東西 （と、そこにある全て）の主
*なのだ。かれ以外に （真に）崇拝*すべきも

のはない。ならば、かれを委任者2とせよ。

9. —」
10. また、彼ら （シルク*の徒）が （あなたとあな

たの宗教について）言うことに@耐* し、彼ら

(の悪）を綺麗な回避でもって避けるのだ。

11 . そして （使徒*よ）、贅沢さの主で （クルア

ーン*を）嘘呼ばわりする者たちを、われに

(任せて）放っておき、少しの間、彼らに

猶予を与えておけ。

12. 本当にわれら*のもとには （来世で）、重い

くびきと火獄、

13. そして喉に詰まる食べ物3と、痛ましい懲

罰がある。

M . 大地と山々が激震し、山々が砕け散った砂

山となる日に。4

ゆ

^
!! 爸

1 「より確実な言葉」には、「周囲が静かなので、より正しい形で確実かつ継続する読誦がで

きる」「より活発で、より真摯で、より祝福にあふれた崇拝*行為」 といった解釈がある （ァ
ル=クルトゥビー19:41 参照)。

2 「委任者」 については、頻出名•用語解説 「全てを請け負われる Yお方」 も参照。

3 「喉に詰まる食べ物」 とは、ザックーム （夜の旅章 60 「呪われた木」の訳注を参照）と、忌々
しい植物 （圧倒的事態章 6 の訳注を参照）のこととされる （アル=パガウィー5:170 参照)。

4 復活の日*の天変地異の様子については洞窟章 47、ター•ハー章 105-107、蟻章 88、山章

9-10、出来事章 5-6、真実章 13-15、階段章 8-9、消息章 20、巻き込む章 3、衝撃章 4-5
なども参こ照。
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15. 本当にわれら*は®fl* (ムハンマド*)を、

あなた方に対する証人1としてあなた方に

遣わした。ちょうど、フィルアウン*に4徒

(ムーサー*) を遣わしたように。

16. それでフィルアウンは使徒*に逆らい、われ

ら*は彼をおぞましい罰で罰した。

仏 純 爲

滅ガキ。鱗ぶ17. では、かれ（アツラー*)が子供たちを（そ

の余りの恐怖ゆえに）白髪にされる（復活

の）日*、あなた方はいかにして自分たちを

守るというのか？ もし、あなた方が不信

仰に陥ったのなら？

13. そこにおいて、天は裂ける2。かれのお約束

は、実現されることになっていたのだ。

19. 本当にこれ（警告のアーヤ*) は、教訓で

ある。そして、誰でも（それによる教訓を）

望む者には、（服従行為と敬虔さ*によっ

て）自らの主* (のご満悦）へと道を取ら

せよ0

- (使徒*よ、）本当にあなたの主*は、あ

なたと、あなたと共にある者の一団が、

(時には）夜の三分の二未満、（時には）

その半分、（また時には）その三分の一

を（礼拝に）立つことをご存知である。

そしてアツラー* (のみ）が、夜と昼（の

範囲）をお定めにな（り、それをご存知

にな）るのだ。かれは、あなた方がそれ

を数え上げられないことをご存知にな

り、あなた方の悔悟をお受け入れになっ

^ 娘略3、,

4 4 也

^
み'

1 この「証人」については、婦人章 41の訳注を参照。

2 識別章 25も参照（アルニクルトウビー19:244 参照)。
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た1。ならば（夜の礼拝の中で）、クルア

ーン*から、（あなた方にとって読誦が）

容易なものを誦むがよい2。かれは、あな

た方の内に病人や、アツラー*のご恩寵を

求めつつ地上を旅する別の者たち、アツ

ラー*の道において努力奮闘する別の者

たちが出てくることも、ご存知になった

のだから。ならば（夜の礼拝の中で）、

そこ（クルアーン*)から、（あなた方に

とって読誦が）容易なものを誦むがよ

い。そして（義務の）礼拝を遵守*し、浄

財*を支払い、アツラー*によき貸付3をせ

よ。あなた方が自分のためにしておく善

いことは何であれ、あなた方はそれを（復

活の日*に）アツラー*の御許で、（現世

で自分たちが行ったもの）より善く、よ

り偉大な報いとして見出すことになるの

だから。そしてアツラー*に、お赦しを乞

え。本当にアツラーは、赦し深いお方、慈

愛深い*お方なのだ。4

1 アーヤ*2によって夜の礼拝が義務づけられた後、ある種の者は夜の礼拝時間の計算が分か

らず、その結果、間違いを避けるために夜通しで礼拝し続け、ひどい疲労に教われるとい
うことがあった。このような中、アツラー*は彼らにご慈悲をおかけになり、軽減して下さ

た（アル=クルトウビー19:53 参照)。

2 夜の任意の礼拝が、クルアーン*の読誦によって表わされている。つまり、自分にとって容

易に感じられる範囲で、夜に任意の礼拝をせよ、ということ（イブン•カスィール 8:258
参照)。

3 アツラー*に「よき貸付」をすることについては、雌牛章 245の訳注を参照。

4 このアーヤ*と、夜の任意の礼拝については、アーヤ2の訳注も参照。

つ
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! 包 る 者 章 （ア ル ニ ム ッ ダ ッ ス イ ル）1
'族:

上:::.:MU

慈悲あまねぐ慈愛深ぎ

アツラー*の御名において

J與

(衣 に）包 る 者 よ、2

:. 立 ち 上 が り、 （人 々 に ア ツ ラ ー*の 懲 罰 を）

_
Mせ ょ。

また、あなたの主* (の偉大さを）を称揚し*、

あなたの衣服を清め、3

:、. 偶像4 (と、あ ら ゆ る シ ル ク*) を 避 け よ。

G. ま た、 （見 返 り に）多 く の も の を 得 よ う と

しつつ、恵んではならない。

\

©が越そして、あなたの主*の （ご満悦の）ため、7

忍耐*せよ。

1 マッカ*啓示 （一部アーヤ*にはマディーナ*啓示説あり）。スーラ*の名称は、冒頭での預言

者* ムハンマド*に対する呼びかけの語に由来。イスラーム*の教えを実践すると共に伝達す

る命令がなされ、次いで復活の日*が確証される。また、現世に溺 （おぼ）れた、頑迷で恩

知らずな不信仰者*の悪例が取り上げられ、同様の状態にある者に厳しい警告が向けられる

一方、信仰者には楽園の吉報が告げられる。スーラ*の最後は再び、信仰への呼びかけと、

それを拒 （こば）む者への警告で締めく くられる。

2 最初の啓示 （凝血章の冒頭）が下った後、しばらく啓示は途絶 （とだ）えた。そのような

中、預言者*がヒラー洞窟の近くを歩いている時、ジブリール*が本来の巨大な姿で天に現

れた。彼は恐怖に襲われて妻ハディージャのもとに戻り、「私を （衣で）包んでくれ」 と言

った。このアーヤ*は、この時に下ったものとされる （アル=ブハーリー4922、イブン *

カスィール 8:261-262 参照)。

3 衣服の汚れだけでなく 、あらゆる行いを、悪、見せかけ、偽善、自惚 （うぬぼ）れ、高慢

さ、不注意など、それを台無しにしてしまう、あるいは不完全なものとしてしまうような、

あらゆる要素から 「清める」 こと （アッ =サァディー895 頁参照)。

4 「偶像 （ルジュズ)」 には、「罪」「懲罰 （の原因となるような全ての行為)」 といった解釈

もある （アルラクルトウビー19:67 参照)。
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角笛に打ち鳴らされる時、1H.

その日、それは困難な日である。

不信仰者*たちにとって、容易ではない。

(使徒*よ、）われに（任せて）放っておけ、

われが （子供も財産もない）独りきりの者

として （彼の母親の胎内に）創った者を。

12. われは、彼にたっぷり財産を授けてやった。

] 〇

©も泳ぶ�
念

^
4

^
ヒ5(離れることなく 、彼にいつも）お付きす

る、子供たちも。

また、われは彼に （生計の）道を均してやU

った〇

©城、
ぎ15. その後に及んで彼は （不信仰に陥り）、わ

れが （彼の子供と財産に）上乗せすること

望するのだ。

断じて（、そんなことはあり得）ない！ 本

当に彼は、われら *の御徴 3 (を嘘呼ばわり

朝災教16

が ん め い

すること）に頑迷な者だったのだから。

17. われはやがて、彼を険しい上り坂 （による

懲罰）で苦しめてやろう。4

I S 本当に彼は、 （使徒*とクルアーン *に対す

る誹謗を）思索し、準備したのだから。

1 「角笛」 については、家畜章 73 の訳注を参照。ここでの角笛は、一回目のもの、あるい

は二回目のもの、という説がある （アル= クルトウビー19 : 70 参照)。

2 これには、「来世でも同様の恩恵を得ること」 という解釈もある （アッ =サァディー896
頁参照)。

3 この 「御徴」 は、啓典や使徒といった、創造物に対するアッラー*からの論拠 （ムヤッサル

575 頁参照)。

4 アーヤ*11 から取り上げられている者は、一説にマッカ*の不信仰者*たちの長の一人であった、

アル=ワリード•ブン•アル=ムギーラ *のこととされる。しかし真理に対して頑迷であり、それ

を放棄 （ほうき）した者には、彼と同様の罰が待ち受けている （前掲書、同頁参照)。
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せいばい

19. 彼が成敗されますよう。彼はいかに（その
ひ ぼ う

ような誹謗を）準備したというのか？

そして、彼が成敗されますよう。彼はいかに20.
ひ ぼ う

(そのような誹謗を)準備したというのか？

21. それから、彼は（準備した誹謗を）吟味した。

2. それから彼は（、クルアーン*を誹謗するこ

とが出来ないことを認めると、）眉をひそ

め、顔をしかめた。

それから彼は（真理に背を向け）後退し、

(真理を認めずに）驕り高ぶった。

そして、彼は言った。「これ（クルアーン

*)は、（昔の人々から）伝わる魔術に外な

らない。

5. これは人間の言葉以外の、何ものでもない

のだ」。1

©フ

^
山じ26. われはやがて、彼を焦炎2へと入れて炙っ

てやろう。

21 焦炎が何かを、あなたに知らせるものは

何か？

28 それは（肉も骨も、焼き尽くして）残して

はおかず、放っておきもしない。3

3 (それは、人間の）皮膚を、黒焦げに変える。

1 家畜章 105「あなたは学習したのだ」の訳注も参照。

2「焦炎（サカル)」は「溶かす、焼く」という意味から派生した語で、地獄の別称。一説に

は、地獄の第六層のこと（アル=クルトウビー19:77 参照)。

3 一説には、「(焼き尽くしたまま）放っておきもしない」という意味。つまり、新しく創造

されては焼き尽くされる、という苦しみをずっと味わい続ける（前掲書、同頁参照)。
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30. その上には、 （地獄の番人である）十九人

(の天使*たち）がいる。1

政威％

^
蜂

磁離參為;

^
J

淡

Wぶ赵ジ琢

^̂
炎

解;，

^
洛麵�

31 . われら *は地獄の主 （である番人）たちを、

天使*以外の何者にもしなかった。また、そ

の数を、不信仰に陥った者*たちへの試練

以外の何ものともしなかった2。（また、そ

れは）啓典を授けられた者*たちが（クルア

ーン*の真実性を）確信し3、信仰する者た

ちが信仰心を増加させ、そして啓典を授け

られた者*たちと信仰者たちが疑惑に陥ら

ないようにするためであり、かつ心の中に

病がある者4たちと不信仰者*たちに、「一
体アツラー*は、この譬えで何を望んだの

か？」 と言わせるためである。同様にアツ

ラー*は、かれがお望みになる者を迷わさ

れ、かれがお望みになる者を導かれる。そ

して （それらの天使* も含め）、あなたの主
*の軍勢を知るのは、かれのみであり、それ
5は人間に対する教訓に外ならないのだ。

>2. 断じて （、4徒*は嘘つきなどでは）ない！

月にかけて、6

©メ欲

3- また、後退する夜にかけて、

1 これは、地獄の天使*ザバーニヤのこと （ムヤッサル 576 頁参照)。凝血章 18 とその訳注

も参照。

2 一説にアブー•ジャハル *は、地獄の番人の数が十九人と聞き、その数の少なさを嘲笑 （ち

よ う し よ う）し た （ア ル=バ ガ ウ ィ ー5:178 参照)。

3 啓典の民*は、預言者 *を試す目的で、地獄の番人の数を尋ねたことがあった。そしてこの

「十九人」 という数は、彼らの知識と一致するものだったのだという （イブン•カスィール

8:268-269 参照)。

4 つまりイスラーム*に疑念を抱く者や、偽信者 *のこと （アッニサアディー896 頁参照)。

5 「それ」 が何を指すかについては、「地獄」「現世の火」「地獄の番人の数」「軍勢」 といっ

た諸説がある （アル=クルトウビー19:83 参照)。

6 アーヤ *32-34 における、アッラー*による誓いについては、整列者章 1 の訳注を参照。
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M また、露わになる朝にかけて （誓う）、

;;5. 本当にそれ （地獄）は、まさに途方もない

事の一つなのである。

人類への警告である。

37. あなた方の内、 （服従行為によってアツラ

一*のお傍へと）近づくことを、あるいは（罪

によって、かれから）遠ざかることを、望

む者への （警告なのだ）。

38 全ての者は、自分が稼いだことによって差

し押さえられた者1。

3n 但し、右側の徒2は別だが。

彼らは楽園で尋ね合う、

(不信仰を犯していた)罪悪者たちについて、

ぺ 2 「あなた方を焦炎3に入れたのは、何なの

か？」 と。4

_
傷36.

10

4 !

13. 彼ら （罪悪者たち）は、言った。「私たち

は （現世で）礼拝する者ではなく 、

貧者*たちに、食べ物を与えてもいませんで44

した0

また、私たちは戯言を喋る者たちと共に

戯言を喋り、

報いの日*を嘘呼ばわりしていました、4(〕.

か く ぜ ん と う ら い

4 7 . 確然たるもの5が到来するまで」 〇

1 この表現については、山章 21 の訳注を参照。

2 「右側の徒」 については、出来事章 9 の訳注を参照。

3 「焦炎」 については、アーヤ*26 の訳注を参照。

4 天国の住人たちは、地獄の民の様子を目にし、話しかけることが出来るとされる （アッ

サァディー897 頁参照)。整列章 54 以降も参照。

5 「確然たるもの」 については、アル= ヒジュル章 99 の訳注を参照。
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48. ならば、執り成し手らの執り成しが、彼ら

の役に立つことはない。1

49. 彼ら（シルク*の徒）が、教訓(クルアーン
*)から背を向けるのは、どういうことか？

沁まるで退散するロバのように？

ライオン2から逃げ出した（ロバのよう

に？）〇

> ] .

^
4?

^
JHA&2. いや、彼ら（シルク*の徒）の全ての者が、

しよかん

開かれた書巻を授かることを望んでいる

のか？3

53, 断じて（、そんなことがあるはずも）ない！

彼らは来世を怖れてはいないのだ。

:VI. 断じて（真実である）！ 本当にそれ（ク

ルアーン*) は教訓なのだ。

：)：,そして誰でも（教訓を）望む者には、それ
じゅくりょ

を熟慮させよ。

50. そして彼らは、アツラー*が（彼らに導き

を）お望みにならない限り、（教訓を）想

起することがない4。かれは畏れ*の念（を

受ける）に相応しいお方、お赦し（をお授

けになる）に相応しいお方。

1 復活の日*の「執り成し」については雌牛章 48、マルヤム*章 87、ター•ハー章 109 とそ

の訳注を参照。

2 一説にはライオンではなく、「射手」のこと（イブン•カスィール 8:273 参照)。

3 同様のアーヤ*として、家畜章 7、124、夜の旅章 93も参照（アル=カースィミー16:5985
参照)。

4 人間は自由意志を有するが、それはあくまでアツラー*のご意思に付随（ふずい）するもの

である（アツ=サァディー898 頁参照)。
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層
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錢：

■ •-• ■ - ■ .

復活章 （アル=キヤーマ) 纖SI1

慈悲あまねく *慈愛深き*

アツラー*の御名において

紅#ぶ•1 . われはまさに、復活の日*にかけて誓う。2

2. また、«め�むた絲ぃ3にかけてiう （、人 々
よみがえ

は 蘇 ら さ れ る の で あ る、と) 〇

(不信仰な）人間は、われら*が彼の骨を（そ

れ が 散 り 散 り に な っ た 後 に、）集 め る こ と

が （出 来）な い、と で も 思 っ て い る の か？

©ノ 多 み 多 沒i. い や、わ れ ら*は そ の 指 先 ま で、き っ ち り 整

え （て 組 み 立 て、生 前 と 同 じ 状 態 に 復 活 さ

せ）る こ と が 出 来 る。

3 い や、 （不 信 仰 な）人 間(よ、自 ら の 前 途 に

お い て4放 逸 で あ る こ と を 欲 し （、復 活 を 否

定 し）て い る。

が

^
㈣、泌

©鱗iiteG. 「復活の日*は、一体いつなのか？」 と尋ね

ながら。

©

^
2?(ふ•'�(人々の）眼が （、復活の日*の恐怖によ

ど う て ん

て）動 転 し、

1 マッカ*啓示。スーラ*名は冒頭のアーヤ*に登場すると共に、スーラ*全体を流れるテーマ

でもある 「復活の日*」に由来。復活を否定する者たちを前に、その真実、到来の予兆、人々

の状態などが鮮明に示され、不信仰者* らに対する厳しい警告が投げかけられる。そして復

活と報いが正義であること、アッラー*にとって復活が可能であることの実証により、スー
ラ*は幕を閉じる。

2 この誓いについては、整列者章 1 の訳注を参照。

3 死を迎える時、魂は自分の行いを責める。一方、信仰者の魂は、義務の遂行における至らな

さ、不注意などについて、現世で自分自身を責めるのである（アッ=サァディー898 頁参照)。

4 ほかにも、「自分自身の目的と欲望の追求において」「復活の日*が到来する前に」 といった

解釈もある （イブン•ジュザイ 2:513 参照)。
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>；. 月 （の明かり）が消え、

9. 太陽と月が （共に暗くなって、）一緒くた

にされる時、1

10. 人間はその日、言う。「（懲罰からの）逃

げ場所はどこだ？」

断じて （、そうはいか）ない。避難場所な

ど、ないのだ。

) 1 :

©於Vi域12. その日はあなたの主*にこそ、定住先がある

のだから。

森谇蜂綱
’

嘴13. 人間はその日、自分が （生きている時に）

早めたものと、遅らせたもの2について （全

て）告げ聞かせられる。

いや、人間は自分自身 （が行ったこと）に

対する、証人である。

14.

念_»�12廣

^
たとえ、自分の （罪の）言い訳を申し立て

ても。

i f) .

——（預言者*よ、啓示が下った時には、）

それ（クルアーン*の暗記)に急ぐがゆえに、

(啓示が下りきる前に）あなたの舌を動か

すのではない。3

©多5?與函匕

^̂
!

1 その他、「合わさって真っ黒な形で、西から同時に昇る」「一緒にされて海へと放り込まれ、

海が燃え上がる」 あるいは地獄に 「まとめて入れられる」 といった解釈がある （アルニク
ルトウビー19:97 参照)。

2 「早めたもの」 と 「遅らせたもの」 の解釈には、「生前の行為と、死後に自分の行為を規範

(きはん）として行われる他人の行為」「最初の行為と最後の行為」「前者が罪、後者が服

従行為」 といった諸説がある （前掲書 19:98 参照)。

3 預言者*はジブリール*が啓示と共に訪れると、それを急いで受け取ろうと、躍起（やっき）

になって口を動かしたものだった。それでアツラー*は、彼がまずは啓示に耳を傾けるよう

ご命じになり、暗記と読誦と説明については、アツラー* ご自身が保証されることを約束さ

れたのだった。ター•ハー章 114 も参照 （アル=ブハーリー4927-4929、イブン•カスィ

ール 8:278 参照)。
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©魅仏!

^
!417. 本当にそれを （あなたの胸に）結集させる

ことと、それを （あなたが望む時にいつで

も）読むこと （を可能にさせるの）は、わ

れら *の任務なのだから。

18. それで、われら*がそれを （ジブリール*を

介し、あなたに）読んだ時には、その読み

に (まずはよく耳を傾け、それからその読

誦に）続くのだ。

19. そ れ か ら、実 に わ れ ら こ こ そ、そ の （意

味や法規定についての）説明義務がある

のだ

(シルク*の徒よ、）断じて （、復活と報い

は嘘などでは）ない。いや、あなた方は手

っ取り早いもの （現世）を愛し、

21. 来世 （のための行い）を放ったらかしにし

ている。1

22. (復活の）その日、 （信仰者たちの）ほこ

ろびる顔は、

23. まさにその主*を眺める。2

20 .

24. またその日、（不信仰者*たちの）しかめ

顔は、

25. 脊椎を破壊するほどの災禍が、自分たちに

及ぼされることを確信する。

26. 断じて（、復活と報いは嘘などでは）ない！

(死期が到来して、）それ （魂 ）が鎖骨ま

で達し、3

©分麵�J深

③#M；、淡

1 現世の享楽は手っ取り早く 、来世 （遅れるもの、という原義もあり）は永遠の安寧ながら

も、遅れてやって来るもの （アツニサアディー899 頁参照)。

2 復活の日

'
天国の民がアツラー*を拝見することについては、家畜章 103 とその訳注、

ーヌス*章 26、量を減らす者章 15 も参照。

3 家畜章 61、93 とその訳注も参照。

二



75.復活章 〇 -V。

©淡夕�27. (彼らの間で）「（この状態を）治してく

れる者は、誰か？」と言われ、

28. それがまさに（現世との）別離だと確信し、

娜4

29. 脛と脛が絡み合った時。1

30. (復活の日*、）あなたの主*にこそ、連れ

られて行く先があるのである。

31•彼（不信仰者*) は、（使徒*もクルアーシ*

も）信じなければ、礼拝もしなかった。

32. それどころか（クルアーシ*を）嘘呼ばわり

し、（信仰から）背いた。

それから自分の家族のもとへ、闊歩しつつ
2向かったのだ。

翕掘ぶ逾

㊣穿

^̂
レ6汐33

34. あなたに、もっと（破滅が）近づくよう、

もっと（破滅が）近づくよう。

35. 更に、あなたにもっと（-滅が）近づくよ

う、もっと（4減が）近づくよう。3

36. 一体、（復活を否定する）人間は、（命令

も禁止もされず、報いも懲罰もなく、）

放ったらかしにされるとでも思っている

のか？

彼は、（子宮へ）注がれる精液の一滴では

なかったのか？

參碎9jば雄夕37.

1 この解釈には、「現世の最後における苦しみと、来世の始まりにおける苦しみが連続するこ

と」「激しい苦しみゆえに、人の両足が絡み合う様」「死人の両足が、遺体を包む布で包ま

れること」といった諸説がある（アル=クルトウビー19:112参照)。

2 これはつまり、尊大さ、高慢さを示す歩き方のこと。このアーヤ*は一説に、自分の出身部

族であるマフズーム族の中でそのようにして歩くことが知られていた、アブー•ジャハル*

について下った（イブン•ジュザイ2:515参照)。

3 一説にこのアーヤ*は、ある時アブー•ジャハル*から嫌がらせを受けた預言者*が彼に対し

て言った言葉が、後にそのまま啓示として下ったもの（イブン•カスィール 8:283参照)。
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^
-V。

ぎようけついつかい

參 Xj

^
£>O\S=»

^
8 それから一塊の凝血となり、そしてかれが

すがたかたち

お創りになって、（その姿形を最も美し
ととの

く）整えられ、

翕 が'死 ルそこから二種類、つまり男性と女性をお創

りになったのでは？
そつてつしゆ

©ぶ
一体（それらの創造主である）そのお方（ア

ッラー*)は、死者に（再び）生をお与えに

なることが出来るお方なのではないか？
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第76章

人間章（アル=インサーン）1 臟
.壁堅

慈悲あまねく*慈愛深き*

アツラー*の御名において

. 人間には（そこに魂を吹き込まれる以前）、

詈Rすべき何ものでもなかった長い一時期

が、確かに訪れたではないか？2

本当にわれら*は人間を、（男女の精液が）

混じり合った、一滴の精液から創造した。
われら*は彼を（その後、宗教的な義務によ

て）試練にかけるのだ3。われら*は彼を聞

き、見る者とした。

本当にわれら*は彼を、道4へと導いた。感

謝する者か、あるいは大層な恩知らずか（と

なるべく）。

1. 本当にわれら*は不信仰者*たちに、鎖と枷

と（地獄の）烈火を用意した。

00

^
I

2.

つ

1 マッカ*啓示かマディーナ*啓示かで、学者間の大きな相違があるスーラ*の一つ。ス
ーラ*の名称は、冒頭に出現する「人間」という語が由来。人間の創造についての示

唆（しさ）に始まり、その意味、そして人間が二つの種類に分かれることが明らかに

され、各々の特徴、来世での行き先が、特に信仰者たちの天国における褒美（ほうび）

と楽しみの数々の詳細と共に、描かれる。スーラ*の最後は、預言者*ムハンマド*の
使徒*性とクルアーン*の真実性の確証、布教と崇拝*行為における忍耐*の勧（すす）

め、不信仰者*への警告によって締めくくられる。尚、預言者*はこのスーラ*を、金

曜日のフアジユル*の礼拝でよく読誦（どくしょう）したものだった（アル=ブハー

リー891 参照)。

2 人は以前、根源的物質や液体といった、人間としての特性がない、取るに足らない存在だ

た（アル=バイダーウィー5:425参照)。

3 蜘蛛章 2、および王権章 2「試練」の訳注も参照。

4 正しい導き-と迷い、善と悪という「道」（ムヤッサル 578頁参照)。
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実に （アツラー*への義務を果たす）善行者

たちは （復活の日*) 、その混ぜ物が樟脳で

5.

さ か ず き

ある （酒の）盃から飲む。1

つまり、アツラー*の僕たちが （思うがま

ま）容易に喰き出させつつ飲む、泉である。

彼ら （善行者たち）は （現世で）誓約を全

うし、（アツラー*がご慈悲をおかけになっ

た者を除く全ての者に）その悪が拡散する

(復活の）日を怖れ、

6.

丨以ま;)露與

^
i

み ず か

自らの（それに対する）愛着にも関わらず、

貧者*、孤児、捕虜に食べ物を食べさせるの

だから。

8.

(彼らは心中で、こう言うのだ。）「私た

ちがあなた方に食べさせるのは、アツラー

9.

お か お

*の御顔ゆえに外ならない。私たちはあなた

方から、見返りも感謝もいらない。

10. 本当に私たちは、眉をしかめる凄まじい日

の、我らが主*を怖れているのだから」 。
©�ゆ鱗W錢

11. それでアツラー*は、その日の悪から彼らを
か が や

お守りになり、彼らに （顔の）輝きと （心

の）喜びをお授けになった。

12. そして彼らが（現世で）忍耐* したことゆえ

に、彼らを楽園と絹（の衣服2) でお報いに

なった。

1 天国の民の飲み物については、アーヤ*17-18、21、サード章 51、整列者章 45-47、詳細

にされた章 31、ムハンマド*章 15、出来事章 17-19、消息章 34、量を減らす者たち章 25-28
も参照。

2 天国の民の衣服については、アーヤ*21、洞窟章 31、巡礼*章 23、創成者*章 33、煙霧章

51-53 も参照。
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彼らはそこで、寝台に#りかかって

”
る
1

彼らはそこで、太陽 （の灼熱）も酷寒も見

出すことがない。

14. また、彼，の上には （、楽園の木々の）そ

の陰が間近に （覆いかぶさって）あり、そ

の果実の房は （手近に）低く垂れ下げられ

ている。

15 また彼らには、銀の食器と硝子の杯と共に

(奉仕する少年たちが）回らせられる。

彼らがちょうどいい分量に合わせた、銀製

の硝子1 (の杯と共に）。

13.

!()

また彼らはそこで、その混ぜ物が生姜であ
さかずき

る （酒の）盃を飲まされる。

つまりサルサビール2と呼ばれる、そこ （楽

園）にある泉の （生姜3である）。

また、永遠の少年たちが、彼らの周りを（奉

仕のために）回って歩く 。もしあなたが彼

らを見れば、彼らを散りばめられた真珠か

と思ったであろう。

そして、あなたがそこで （天国のいかなる

場所でも）見れば、安楽と、大いなる王国

を目にしたことであろう。

18.

起3'物�む�19

20.

1 つまり、その杯は銀製にも関わらず、ガラスの透明さを備えている （アル= クルトウビー

19 : 140 参照)。

2 「サルサビール」 とは、「サラサ （滑らかである）」 という語から派生していると言われる

ように、飲む者の喉にも、その流れる状態も滑らかであり、天国の民はそれをどこにでも

好きなように操 （あやつ）ることが出来る （アツ =タバリー10:8376 参照)。

3 つまり、その泉に漬けられた生姜である。あるいは生姜から抽出 （ちゅうしゅつ）された

液体が、泉のように豊富である （イブン•アーシュール 29:395 参照)。また、天国の民の

飲み物については、アーヤ*5、21、サード章 51、整列者章 45-47、詳細にされた章 31、

ムハンマド*章 15、出来事章 17-19、消息章 34、量を減らす者たち章 25-28 も参照。
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21 . 彼らの上には、緑色の精巧な絹地と重厚な

絹地の衣服。そして銀製の腕輪で飾り立て

られ\ 彼らの主*は彼らに清い水を飲ませ

て下さる。

22. (彼らには、 こう言われる。）「本当にこ

れはもとより、あなた方への （正しい行い
*の）報いである。そして、あなた方の （現

世での）努力は、（アツラー*の御許で）労

われる2ことになっていたのだ」 。

(使徒*よ、）本当にわれら *はあなたに、

クルアーン*を徐々に下した3。
23.

j' tip2-1. ならば、あなたの主*のお決めになったこと

ゆえに忍耐* し、彼ら （シルク *の徒）の内
つみ おぼ

の罪に溺れた者にも、不信心この上ない者
したが

にも、 従うのではない。

© 次超25. また、あなたの主*を朝に夕に念じ、

26. 夜の一部にはかれにサジダ* し、かれを夜長

く称える*4のだ。

27. 本当にこれらの者たち （シルク *の徒）は、

手っ取り早いもの5を愛し、自分たちの背後

に （復活の日* という）重大な日（のための

行い）を、放ったらかしにしている6。

1 天国の民の衣服については、アーヤ*12、洞窟章 31、巡礼*章 23、創成者Y章 33、煙霧章

51-53 も参照。

2 頻出名•用語解説の 「よく労 （ねぎら）われる *お方」 の項も参照。

3 「徐々に下した」 に関しては、夜の旅章 106、識別章 32 とそれらの訳注も参照

4 これはタハッジュド （夜の旅章 79 の訳注を参照）のことを指す、とされる （ムヤッサル

580 頁参照)。

5 「手っ取り早いもの」 については、復活章 20-21 とその訳注も参照。

「自分たちの前方にある復活の日*への信仰を、放ったらかしにしている」 という解釈もあ

る （アル=クルトウビー19:151 参照)。

6
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28 われら*が彼らを創り、その繫ぎ目を堅固に

したのだ1。そして、もしわれら*が望んだ

なら（彼らを）、彼らと似た者たち（だが、

われら*に従順な者たち）とすっかり取り

替えてしまったであろう。2

29. 本当にこれ（このスーラ*)は、教訓。そし

て、誰でも（それによる教訓を）望む者に
みずか

は、（信仰心と敬虔さ*によって）自らの主
* (のご満悦）へと道を取らせよ。

30. そしてあなた方は、アツラー*がお望みに

ならない限り、（いかなることも）望む

ことがない3。本当にアツラー*は、もと

より全知者、英知あふれる*お方であられ

るのだから。

0し

^
>•匕

翕 於

^
ぜ

31. かれは、かれがお望みになる（信仰）者を、

そのご慈悲の中にお入れになる。そして不
ちようばつ

正*者たち、彼らには痛ましい懲罰を用意

されたのだ。

1 骨や神経や血管で、体の各部をしっかりと繫ぎ止めたということ（イブン•アーシュール
29:409参照)。

2 彼らの姿形を、醜いものに変えてしまっただろう、という解釈もある（アルニクルトウビ

一19:152参照)。

3 包る者章§6の、同様の件（くだり）の訳注も参照。
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第 77章

送られるもの章（アル=ムルサラート）1 き

慈悲あまねく*慈愛深き*

アツラー*の御名において

立て続けに送られるものにかけて、I .

L また、轟々という吹き荒れるものにかけて、

) また、広く拡散するもの2にかけて、

4 また、しっかと分断するもの3にかけて、

3. また、教訓を投げかけるもの4たちにかけて

(誓う）〇
5

べんかい けいこく

弁解6、あるいは警告ゆえに。

1 マッカ*啓示で学者間の見解は、ほぼ一致。スーラ*の名称は、冒頭に出現する同語に

由来。冒頭では風や天使*たちにおけるアッラー*の誓いによって、死後の復活の真実

が確証される。前半部では復活の日*が起きる時の光景が描写された後、アッラー*の

御力と全能性を示す物事の数々が示され、後半部では来世における不信仰者*と信仰者

の様子が描かれる。「その日、嘘呼ばわりしていた者たちに、災いあれ」という言葉が

何度も繰り返されるように、スーラ*全般で、不信仰者*に厳しい警告が投げかけられ

ている。

2 何を「拡散する」かについては、「雲」「雨」「行いの帳簿（ちょうぼ)」などといった諸説

がある（アル=クルトウビー19:155 参照)。

3 「真理と虚妄（きょもう）を分断する啓示と共に下る天使*たち」「雲を分散させる風」と

いった解釈がある（前掲書、同頁参照)。

4 アッラー*から啓示を授かり、それを預言者*たちへと伝える天使プこちのこと（ムヤッサル

580頁参照)。

5 アーヤ*1-5 で言及されている「誓い」については、整列者章 1 の訳注を参照。尚イブン*

カスイール*によれば、これらの誓われているものについては、アーヤ*5 を除き、それら

が天使*のことを示しているか、あるいは風そのものであるかで、学者間の解釈の相違があ

る（8:297 参照）。

6 啓示によって、人々のアッラー*に対する弁解の余地はなくなる（ムヤッサル580頁参照)。
関連するアーヤ*として、婦人章 165、家畜章 131、155-157、夜の旅章 15 とその訳注、

ター•ハー章！̂34、詩人たち章 208、創成者*章 24 も参照。
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あなた方に約束されていること 1は、確実に

起こるのである。

7

0c—8. 星々 （の光）が消された時、

9. また、天が割れた時、

また、山々が粉々にされた時、2

また、使徒*たちが(、その民との決着まで、）

時間3を定められた時、

1( ).

1 1.

12. (彼らには、こう言われる。）「一体、い

ずれの（偉大なる）日まで、（使徒*たちは）

延期されたのか？

. 裁決の日4まで、である」 。

(人間よ、）裁決の日が何かを、あなたに

知らせるのは何か？

その日、（復活の日*を）嘘呼ばわりしてい

13

14 .

わざわ

た者たちに、 災いあれ。

16. われら*は、 （自分たちの使徒*を嘘つき呼

ばわりしたことゆえ、）昔の人々を滅ぼし

たのではなかったか？

念逾て

^̂17. それから、われら*は（彼らと同様であった)

後代の者たちを、彼らに続かせるのだ。

1 「約束されていること」 とは、復活の日* と、そこでの清算や報いのこと （ムヤッサル 580
頁参照)。

2 復活の日*の天変地異の様子については洞窟章 47、夕一•ハー章 105-107、蟻章 88、山章
9-10、出来事章 5-6、衣を纏 （まと）う者章 14、階段章 8-9、消息章 20、巻き込む章 3、
衝撃章 4-5 なども参照。

3 これは、使徒* たちが自分たちの民について証言する、 復活の円*のこと （アル=バガウィ

一5:196 参照)。婦人章 41 とその訳注も参照。

4 「裁決の0」 については、整列者章 21 の訳注を参照。
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そのように、われら*は （使徒*ムハンマド*

を嘘つき呼ばわりした）罪悪者たちに対し

て、するのである。

18.

(復活の）その日、 （アツラーの唯一性*

と、使徒* と、復活と報いを）嘘呼ばわりし

19.

わざわ

ていた者たちに、 災いあれ。

知ふ

^
(不信仰者*たちよ、）われら*はあなた方

を、卑しい液体1から創ったのではないか？

21 . そしてそれを、しっかりとした定着場2に

設えたのでは？

22. 定められた段階3まで。

. われら*は、（その11、Mi、出産を）
ちi

整したのだ。調整するお方の何と素晴らし

20.

23

いことか。

(復活の）その日、（われら*の力を）嘘呼

ばわりしていた者たちに、災いあれ。

5. われら*は大地を、収容するものとしたの

ではないか？

(数え切れないほどの）生者たちと死者た

ちを （、収容するものと）？

また、われら*はそこ （大地）に、高く聳え

る堅固な山々を置き、あなた方に美味なる

水を飲ませてやった。

(復活の）その日、 （これらの恩恵を）嘘

呼ばわりしていた者たちに、災いあれ。

21

ゆ26.

27.

28.

i 「卑しい液体」 については、アツ =サジダ*章 8 の訳注を参照。

2 「しっかりとした定着場」 については、信仰者たち章 13 の訳注を参照。

3 つまり、出産の時期のこと （アル=バガウイー5:197 参照)。
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© 趣

^̂
(復活の日*、不信仰者* たちには、こう言

われる。）「（現世で）あなた方が嘘呼ば

わりしていたもの （地獄の懲罰）へと、進

み行くがよい。

30. 三つ又の1 (煙の）陰へと、進み行け」 0

濃影でもなく 、炎から防いでもくれない

(

_
へ）。

実にそれ （地獄）は、城のような （巨大な）

火花を飛ばす。

. まるで、黄褐色のラクダの一群2のような

(火花を）。

(復活の）その日、 （アツラー*の警告を）

嘘呼ばわりしていた者たちに、災いあれ。

これは、彼ら （嘘呼ばわりしていた者たち

が、自分たちを益することを）喋ることが

ない3 (復活の）日*。

また、彼らに （弁明が）許可されることで、

言い訳することもない （日）。

(復活の）その日、 （この日の出来事を）

嘘呼ばわりしていた者たちに、災いあれ。

これは裁決の日4。われら*はあなた方 （不

信仰者*たち）と、昔の（不信仰だった）人々

を集結させた。

29.

31 .

32.

33

34.

:,>5.

36.

37.

3S .

1 燃え立つ炎と共に上る煙が、その激しさゆえに三本に分かれる様子とされる （イブン•カス
ィール 8:299 参照)。

2 その大きさ、色、炎から飛び散って遠ざかって行く動きが、黄褐色のラクダの一群に例え
られているのだという （イブン•アーシュール 29:437 参照)。また、黄褐色ではなく黒色
という説もある （イブン•カスィール 8:299 参照)。

3 復活の日、「喋ることがない」 ことについては、夜の旅章 97 の訳注も参照。
4 「裁決の日」 については、整列者章 21 の訳注を参照。
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39. それで、もしあなた方に（懲罰から逃れ

る）策略があるのなら、われら*に策略し

てみよ。

(復活の）その日、（復活の日*を）嘘呼ば

わりしていた者たちに、災いあれ。
40

けん

H. 本当に敬虔な*者たちは、（その日、木々の)

陰と泉のもとにある。

12 . また、自分たちが欲する果実のもとに。 如

^
W�

(彼らには、こう言われる。）「自分たち

が（現世で）行っていた（正しい）こと（の

報い）ゆえに、おいしく食べ、飲むのだ。1

44 本当に、われら*はこのように、善を尽くす

者2たちに報いるのだから」。

)：). (復活の）その日、（報いと清算を）嘘呼

ばわりしていた者たちに、災いあれ。

1

©わ多％

^(不信仰者*たちよ、）僅かな間、食べ、楽

しむがよい。本当にあなた方は、（シルク
*という罪を犯す）罪悪者なのだ。

46

(復活の）その日、（清算と報いの日を）

嘘呼ばわりしていた者たちに、災いあれ。

48. 彼ら（シルク*の徒）は、自分たちに「ル

クーゥ*せよ」と言われても、ルクーゥ*

しない。3

47.

1 天国の民の飲食物については、ヤー•スィーン章 57、整列者章 45-47、サード章 51、詳細

にされた章 31、金の装飾章 73、煙霧章 55、ムハンマド*章 15、山章 22、慈悲あまねき*

お方章 52、68、出来事章 17-21、真実章23、人間章 5-6、14、17-18、21、消息章 34、

量を減らすたち者章 25-28も参照。

2「善を尽くす者」については、蜜蜂章 128の訳注を参照。

3 つまり、礼拝せよ、と言われてもしないということ（ムヤッサル 581 頁参照)。一説には、

これは復活の日*のこと（アル=バガウィー5:198-199参照)。筆章 42-43とその訳注も参照。
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9. (復活の）その日、 （アツラー*の御徴を)
うそ わざわ

嘘呼ばわりしていた者たちに、災いあれ。

ならば一体、彼らはそれ （クルアーン*) を

差しおいて、いかなる話を信じるというの

50.

か？

H H>

ュ-以d,

ノ心:二〆
.
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消息章 （アン=ナバア）1
. :き .

慈悲あまねく *慈愛深き #

ア ツ ラ ー xの御名において

�. 彼ら （不信仰者*たち）は何について、尋ね

合っているのか？

2. 偉大なる消息2について （、である）。

3. 彼らはそこにおいて、意見を異にしている3。

4 . 断じて （、復活は嘘では）ない！ やがて、

彼らは （自分たちが嘘呼ばわりしたことの

結末を、）知ろう。

5. 更に、断じて （、復活は嘘では）ない！ や

がて、彼らは （自分たちが嘘呼ばわりした

ことの結末を、）知ろう。

_ われら *は大地を、（平坦な）寝床 （のよう）

にはしなかったのか？

また、山々を （堅固な）杭のように？

また、われら *はあなた方を （様々な）種類
4に創造し、

9. あなた方の眠りを休息とし、

©

^̂
ギ>じぶ、

②5略彩

©ゆぶリ(4

^
3'G

©、域應7.

8.

②ね; 孤J

1 マッカ*啓示。スーラ *の名称は、冒頭の同語に由来。スーラ *は、不信仰の重大さを喚起（か

んき）する質問の形で始まり、次いでアッラー*の全能性と唯一性 *を示す、自然界の驚異

(きようい）と恩恵が並べられていく 。中盤からは復活の日*の確証と、それが起こる日の

様子が描かれた後、不信仰者 *たちのその日における悲惨 （ひさん）な状況が警告と共に、

そして信仰者たちの善き結末が吉報と共に描写される。スーラ *の最後は再び、不信仰者 *

たちへの警告によって締めく くられる。

2 「偉大なる消息」とは、死後の復活を伝えるクルアーン *のこと（ムヤッサル 582 頁参照)。

3 「意見を異にしている」には、「ある者はそれを嘘と決めつけ、またある者はそれを疑った」
「それを魔術、詩、占い師の言葉などと異なる言葉で表現した」「ある者はそれを信じ、あ
る者はそれを信じなかった」 といった解釈がある （イブン•ジュザイ 2:527-528 参照)。

4 この 「種類」 の解説には、「男女」「様々な色」「美醜 （びしゅう）、背の高低など、対にな

た、あらゆる種類のこと」 といった諸説がある （アル=クルトウビー19:171 参照)。
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H ). 夜を衣とし、1

11. 昼を生計 （の手段）とし、

12. あなた方の上に、 （割れ目一つない）強固

な七層 （の天）を築き上げ、

13. 々とした灯火2を置き、 念郎爲�

14. 絞り時のもの （雨を湛えた雲）から、ざあ

ざあという雨を降らせた。

(それは）われら*がそれで、（人が食べる）

種粒と （家畜が食べる）植物を生え出させ

るため。

瓣嗅16. そして、 （いくつもの枝が交差して）重な

り合った農園を。

17. 本当に裁決の日3はもとより、時が定められ

ている。

18. 筲■に�き込まれ4、あなた方が （答？、自分

たちの指導者と共に)集団でやって来る日は。

19• また（その日、）天は開かれ、（天使*が降臨

するための）いくつもの扉（を有するもの）

となり、

20. 山々は動かされ、（それから粉々にされて）

蜃気楼のようになる。5

21. 本当に地獄はもとより、（不信仰者*たちに

対する）見張りの場である。

OyS

^
}y.

1 識別章 47 の訳注も参照。

2 この 「灯火」 については、識別章 61 の訳注を参照。

3 「裁決の日」 については、整列者章 21 の訳注を參照。

4 「角笛に吹き込まれる」 については、家畜章 73 の訳注を参照。尚、これは復活を知らせ

る一吹きのこと （ムヤッサル 582 頁参照)。

5 復活の日*の天変地異の様子については洞窟章 47、ター•ハー章 105-107、蟻章 88、山章 9-10、
出来事章；6、衣を纏 （まと）う者章 14、階段章 8-9、巻き込む章 3、衝撃章 4-5 も参照。
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(それは、不信仰において）度を越した者

たちの、帰り場所なのだ。

23. 彼らはそこに長期間、留まる身の上。

彼らはそこで、（暑さを冷ます）冷たさも （、

喉を潤す）飲み物も、味わうことがない、

25. 煮えたぎる湯と1�1の荈は。

(それらは、彼らの現世での行いに）相応

しい報いとしてのもの。

本当に彼らは、清算を望んでおらず、2

われら *の御徴 3をひどく嘘呼ばわりし、

29. そしてわれら *は、全ての物事を書で数え尽

くしておいた4のだから。

30. ならば （不信仰者たちよ、自分たちの行い

の応報を）味わえ。われら *はあなた方に、

懲罰以外の何も上乗せはしまい。

31. 本当に敬虔な*者たちには、勝利の場がある。

32. 農園、葡萄、

(彼女ら自身が互いに）同い年の、胸もふ

くらとした女たち、

(酒*で）iffの5さ望きが。

22.

略、
24 .

26.

卽 膨

27.

28

©越 本

33

34,

1 「膿汁」 については、サード章 57 の訳注を参照。

2 この 「望む」 に関しては、ユーヌス *章 7 の同語についての訳注も参照。

3 クルアーン*のアーヤ *を始めとした、アツラー*からの 「御徴」 のこと （アツ =シヤウカー

ニー5:486 参照)。

4 ヤー•スィーン章 12 とその訳注も参照。尚、この 「書」 の解釈には、「天使xたちが書き留

める、行いの帳簿 （ちようぼ)」 「守られし碑板*」 という説がある （アル= クルトゥビー

19:182 参照)。

5 ほかにも、「次々とやって来る」「澄 （す）んだ」 といった解釈もある （アルニパガウィー

5:202 参照）。-
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35. 彼らはそこで戯言1 も、嘘の言い合いも、耳

にすることがない。2

(それらは全て、）あなたの主*からの報い、

ふんだんなる贈り物としてのもの。

37. 諸天と大地、その間にあるものの主*、慈悲

あまねき*お方 （からの）。彼らはかれに対

し、（お許しを授かった者以外、）語りか

けることが出来ない、3

36.

t琴秘(禅38. 魂 4と天使*たちが、列
&
をなして立つ日に0

慈悲あまねき*お方が（執り成し5を）お許し

になり、正しいこと6を語った者しか、話す

ことはないのだ。
かなら

翕；

それは （必ずや起こる、）真実の日。なら

ば、誰でも （その日の救いを）望む者には、

(正しい行い*により、）自らの主*を帰り

場所とさせるのだ。

本当にわれら *は、あなた方に間近に迫った

懲罰を警告した。人が、自分が行った （全

ての）ことを目にし、不信仰者*が（清算の

恐 怖 ゆ え、）「あ あ、私が土であったらよ

かったのに！7」 という日の （懲罰を）。

39

-10.

1 「戯言」 については、信仰者たち章 3 の同語の訳注を参照。

2 山章 23 と、その訳注も参照 （イブン•カスィール 8:308 参照)。 •

3 復活の日*に 「話すこと」 については、夜の旅 97 の訳注も参照。

4 こ の 「魂」 は、ジブリール*のこととされる （ムヤッサル 583 頁参照)。「魂」 と呼ばれて
いる所以については、マルヤム*章 17 の訳注を参照。

5 復活の円*の 「執り成し」 については雌牛章 48、マルヤム*章 87、ター•ハー章 109 とそ
の訳注を参照。

6 「正しいこと」 の筆頭が、シャハーダ*の言葉である （イブン•カスィール 8:310 参照)。

7 その日、人間は懲罰を目にし、自分が現世で （清算を受ける必要のない）土であったなら
ば、と望む。あるいは、その日は動物でさえも集められ、公正な裁きを受けるが、それら
はその後に懲罰を受けることなく土と化す。彼らは、自分たちもそのような存在であった
なら、と望むのだという （前掲書 8:310-311 参照)。
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第 7Q章

引き離すもの章（アンニナーズィアート）1
H•く.V,ね:•ノ

パ«1：纖麟

慈悲あまねく*慈愛深き*

アツラー*の御名において

(不信仰者*の魂を、）力任せに引き離す

ものにかけて、2

また、（信仰者の魂を）さっと引き抜くも

のにかけて、

2.

また、（天空を）自在に飛び回るものにか

けて、

また、（アツラー*のご命令の遂行へ、）我先

にと先んずるものにかけて、

i.

また、（アツラー*から委任された）ご命令
つかさど ちか

を司るもの3にかけて（誓う。あなた方は

5.

よみがえ

蘇らされ、清算を受けるのである）、

a 激震するものが、激震する日に。4
び

1 マッカ*啓示。スーラ*の名称は、冒頭に出現する同語に由来。様々な任務を任された

天使*たちにおけるアッラー*の誓いによって、死後の復活の真実が確証され、その日

の不信仰者*の様子が描かれる。その後は、アッラー*の使徒*への不信仰を警告ずるム

ーサー*とフイルアウン*の話を挟んだ後、アッラーの唯一性*と全能性を示す偉大な創

造と恩恵が示され、再び復活と報いの確証がなされた後、信仰者には吉報が、不信仰

者*には警告が告げられる。

2 アーヤ*1-5で言及されている「誓い」については、整列者章 1 の訳注を参照。尚、これら

のアーヤ*で誓われているものは全て天使*たちのことを指しているとされる（ムヤッサル

583 頁参照）が、アーヤ*5を除いては、「星のこと」を表す、といった別説もある（イブ

ン•カスイール 8:312-313参照)。アーヤ*1 -2で言及されている、不信仰者*と信仰者の「魂

を抜く」ことに関しては、家畜章 93とその訳注を参照。

3 アッラー*から啓示を授かり、それを預言者*たちへと伝える天使*たちのこと（ムヤッサル

583頁参照)。

4 「激震するもの」とは大地のことで、これは全てのものに死がもたらされる、一回目の角

笛（家畜章 73•の訳注も参照）のこととされる（前掲書、同頁参照)。
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7. 後続のもの1が、それに続く 。
し ん か ん

8. その日、（不信仰者*たちの）心は震撼する。

a その眼は怖気づいている。

10. 彼ら （復活を否定する者たち）は、言う。
「一体 （死後）、本当に私たちが （生）前

の状態に、戻される身だと？

私たちが、朽ち果てた骨となった後に？」

彼らは言った。「それは、そうであるなら

ば、損な戻り様だ」 。2

3. それは、ただの一喝に過ぎない。

1，4. するとどうであろう、彼らは（地中から蘇

らされ、生きた状態で）地表3にあるのだ。

15. (使徒*よ、）あなたのもとに、ムーサー*

の話は届いたか？

彼の主*がトウワー4の聖なる谷で、彼をお

呼びになった時のこと。5

©は壤12.

よみがえ

念を

©成!

^
V45鱗

靜為險㈣] •
/ . (アツラー*は、彼に仰せられた。）「フィル

アウン*のところへ行け。本当に彼は、 （われ

ら *への反逆者として）ひどく放将なのだから。

i8. そ し て、 （彼 に）言 う の だ。 『あ な た に、

ご自身を清める6おつもりはありますか？

1 これは復活を知らせる、二回目の角笛 （家畜章 73 の訳注も参照）のこととされる （ムヤ

ツサル 583 頁参照)。

2 これはアツラー*の御力に対する無知さと、不遜さから、復活をあり得ないこととして言っ

た言葉とされる （アツ =サァディー908 頁参照)。

3 この「地表」については、イブラーヒーム*章 48 も参照（イブン•カスィール 8:314 参照)。

4 「トウワー」 については、ター•ハー章 12 の同語の訳注を参照。

5 この出来事は、ター•ハー章 10 以降、蟻章 7 以降、物語章 29 以降に詳しい。

6 不信仰と放埒さの汚れを清め、信仰と正しい行い*を身につけること （アツ =サァディー

909 頁参照)〇
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19. そして私があなたを、あなたの主*へと導

き、それによってあなたが （かれを）恐れ

るようになる （おつもりは）？』 」

©淡■域20. それで彼 （ムーサー*) は、彼 （フィルアウ

ン*) に最大の御徴 1を披露し、

21. 彼 （フイルアウン*) は （ムーサー*を）嘘つ
みずか

き呼ばわりして、（自らの主*に）逆らった。

が
22. それから彼 （フイルアウン*) は、（ムーサ

一*への対抗心に）躍起になって（信仰から）

背を向け、

き％21(自国の民を）召集して、呼びかけ、23.

24. 言った。「私が、あなた方の至高の主*である」0

25. それでアツラー*は彼 （フィルアウン*) を、

後のもの （来世）と初めのもの （現世）の

懲罰2で罰された。

26 . 本当にその中にはまさしく 、恐れる者への

教示があるのだ。

(人々よ、）一体あなた方 （の死後の再生)

が、より創造に難いのか？ それとも、天

(の創造）か？ かれがそれ （天）を、築か

れたのである。

27.

28. かれは （天の）その高みをお上げになり、
か ん ぺ き と と の

それを （完璧に）整えられ3、
ち ぼ つ

29 その夜を （日没によって）闇とされ、 （日

の出によって）その光をお出しになった。

1 「最大の御徴」とは、手と杖の奇跡とされる （ムヤッサル 584 頁参照)。高壁章 107-108、
詩人たち章 32-33 も参照。

2 現世における彼らの懲罰については、ユーヌス*章 90-92、夕一•ハー章 78、詩人たち章

66 を参照。また、来世における懲罰については、赦し深いお方章 46 も参照。

3 天が完璧に整え-られたことに関しては、カーフ章 6、王権章 3 を参照。
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30. また、大地は、（天の創造の）その後に平

らに広げられ、

)1 そこからその水と、（家畜に）食ませるも

のをお出しになり、

32. 山々を堅固にされた、

33. あなた方と、あなた方の家畜の利益のた

©勝>;略ぜ

©㈣喊

めに。
たいなん とうらい

M . そして、この上ない大難1が到来した時（、 々鱗
よみがえ

人々は蘇らされる）〇

㈣麵55. 人間が、（現世での自分の行いを見せら

れ、）自分が勤しんでいた（善いこと、悪

い）ことを思い出す日、

また、見る者の眼に、火獄が露わになる

(日に）。

7. それで（アツラー*のご命令に対して)放�で、

©ぬ：) ( ).

翕 成 I
38. 現世の生活を（来世よりも）好んだ者はと

いえば、

き->9. 本当に火獄こそが、（その）住処である。

10, そして自分の主*の立ち所2(での清算）を怖

れ、自らに（罪深いことへの）私欲を禁じ

た者はといえば、

H . 本当に天国こそが、（その）住処である。

12. (使徒*よ、）彼ら（シルク*の徒）は、（嘲笑

しつつ）あなたに尋ねる。一体いつ、（復

活の）その時はやって来るのか、と。

⑽此卸球

1 あらゆる恐ろしい物事の上をいく最大の災難である「この上ない大難」とは、清算と報い

が行われる復活の時のこと（アル：カースイミー17:6053 参照)。

2「自分の生の立ち所」については、イブラーヒーム*章 14 の訳注を参照。
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(使徒*よ、）あなたは、それを話すことに

何の関わりがあるのか？

あなたの主*にこそ、その （知識の）終着点

が属するのだから。1

あなたは、それを恐れる者への警告者に過

ぎないのだ。

彼らが、それ （復活）を目の当たりにする

日、彼らは （その余りの恐怖ゆえ、現世に

おいて）あたかも （一日の）午後か、ある

いは午前中しか過ごさなかったかのよう

である2。

tr從匈414.

1 高壁章 187 も参照。

2 ユーヌス*章 45 とその訳注、及びター•ハー章 103、信仰者たち章 113-114、ビザンチン

章 55、砂丘章35 も参照。
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^
第 80章

眉をひそめた章 （アバザ）1

_
.•と;

.:ぐ
..
....：V.

慈悲あまねく *慈愛深ぎ

アツラー* の御名において

靡凡

㊁板一

©愚/拉1取_5

• 眉をひそめて、背を向けた、

自分のもとに、盲目の者が来たために。2

3, そして、何があなたに （彼の真実を）知ら

せるのか？ 彼が清められる3かもしれない、

ということを？

あるいは、彼が教訓を受け、それで教訓が

彼を益するかもしれないことを？

(導きなしでも）十分だとする者4はとい

えば、

あなたは彼に掛かりきり。

1 マッカ*啓示。スーラ* 名は、冒頭に出現する同語に由来。預言者*ムハンマド*に対するア

ッラー* のお咎 （とが）めに始まり （詳しくはアーヤ*2 の訳注を参照)、クルアーン、
の真

実性とその偉大さの確証と共に、それを信じない者への警告が告げられる。そして創造に

おけるアッラーの唯一性*が、自然界の様々な事象によって証明された後、復活の日* とそ

の日の出来事、信仰者と不信仰者<の対照的な結末が描かれる。

2 アッニラーズィー*によれば、解釈学者らは、このアーヤ*が預言者* ムハンマド* と教友* イ

ブン•ウンム•マクトウームに関して下ったということで、一致している（11:53 参照)。預

言者*はある時、クライシュ族*の有力者らがムスリム*になることを望み、彼らをイスラー

ム*へと熱心に招いていた。そのような場にやって来た盲目のイブン•ウンム•マクトウーム

は、預言者*が別の者との話に勤 （いそ）しんでいるのを知らず、イスラーム*の教えを彼

にしつこくせがんでしまう。預言者*は話を邪魔されるのを嫌い、彼を相手にせず、有力者

たちへの話に勤しんだ。このアーヤ•が下ってそのことを咎められた後、預言者*は彼を大

事に扱い、重用するようになった （アル=バガウィー5:210 参照)。尚、預言者*•使徒* の
無謬 （むびゅう）性については、雌牛章 36 の訳注を参照。

3 ここでの「清められる」 とは、預言者* からの教えを得ることで、自らの宗教においてより

清浄となり、無知という闇が消え去ること、とされる（アル=クルトウビー19:213 参照)。

4 これは善への意欲がないため、質問も教示も乞うこともないような者のこと （アツ=サァ

ディー910 頁参照)。
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©顧�;彼が清められずとも、あなたには何の咎め

もないというのに。

そして（あなたと会うことに）意気込んで、

あなたのもとにやって来た者はといえば、

(アツラー*を）恐れているというのに、9.

H) あなたは彼をそっちのけにしている。

断じて （、4徒*よ、あなたがしたようなこ

とは、許され）ない！ 実にそれ （このス

ーラ*) は、教訓なのだ。

1 1

ぎ在!2. そして誰でも（教訓を）望む者は、それ（啓

示）を熟慮せよ。

(このクルアーシ*は）貴い書巻1の中、

( 位）高く 、（あらゆる不純さや改変から）

清浄な （書巻の中）、

使いの者 （天使*) たちの手許にある。

HV 高貴で、善良な者たちの （手許に）〇

(不信仰な）人間が、成敗されますよう。

彼は （自分の主*に対し）、何とひどい不信

仰に陥っていることか！

18. かれ （アツラー*) は彼を、いかなるものか

らお創りになったのか？

13

©成在
略■

15

!

■

会

^̂
、

(St

©旗�逆ia 一滴の精液から彼をお創りになり 、それを
じ よ じ よ ち よ う せ い

(徐々に）調整されたのだ。2

05

1 「貴い書巻」 とは、守られし碑板*、あるいは啓典のこと （アル=バガウィー5:210 参照)。

2 「その各身体器官、美醜 （びしゅう ）、大小、不幸な者となるか幸福な者となるか、

ということなどをお決めになった」 という解釈もある （アル == クルトウビー19:218
参照）。尚、人間の創造の変遷 （へんせん）については、巡礼* 章 5 章、信仰者たち章

14 を参照。 -
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20 それからかれ （アツラー*) は、道を容易く ねふ

^
され、

21. やがては彼に死を与えられ、墓にお埋めに

なり、

22. それから、かれがお望みになったら、 （清

算と報いのために、）彼を生き返させ給う。

©威ぶ

_
©拉助淡

絡11

^
1

^
23. 断じて（、不信仰者*の状況は正しく）ない！

彼は、かれ （アツ，一*) が自分にご命じに

なったこと2を、遂行してはいないのだから。 .過妙濟24 . ならば人間に、自分の食べ物 （が、いかに

創造されたか）について考えさせてみよ。

25. われら *は、（地上に）水をざあざあと降らせ、

26. それから大地を、ひび割れさせ （、そこか

ら各種の植物を芽出せさせ）たのだ。

©叫釀

ゆ3)

^
5

27 そして、われら *はそこに種粒を生育させた、

また、葡萄、まぐさ、28

29. オリーブ、ナツメヤシ、

30. 木深い農園、

3 i 果実、牧草も （生育させた）、

32. あなた方と、あなた方の家畜の利益のために。

33. そして、 （復活の日*を知らせる）轟きの

一声3が到来した時 （、人々は自分の事で掛

か り き り に な る）。

1 この 「道」 には、「母親の胎内から出て来ること」「真理と虚偽の道、及びその判別 （人間

章 3 とその訳注も参照)」「各自が運命づけられた物事」 といった解釈がある （アル=パガ

ウィー5:211 参照)。

2 つまり信仰と、かれへの服従ということ （ムヤッサル 585 頁参照)。

3 「轟きの一声」は一説に、角笛が吹き鳴らされること（アルニバイダーウィー5:454 参照)。
家畜章 73 とその訳注も参照。
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34. 人間が、（その恐怖ゆえに、）自分の兄弟

から逃げ出す日、

また、自分の母親、父親、

36. 自分の妻、子供たち （から逃げ出す日）〇 ザ

©ぶ じ 與37. 彼ら全員にはその日、自分のことだけで精

一杯な用事がある。
かがや

參 ^yrj38. その日、（天国に入る）顔の数々は輝いて

おり、

笑い、心躍らせている。

線 峰またその日、 （地獄に入る）顔の数々は、

その上に煤がかか （って真っ黒にな）る。
はずかし

埃がそれらを覆 （い、 辱めにあ）う。-I；.

それらの者たちこそは、不信仰者 *、放逸な

者たちである。
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第 81 章

巻き込む章 （アツ = タクウイール）1

慈悲あまねく *慈愛深き+

アツラー*の御名において

1 . 太陽が巻き込まれ （、その光を失っ）た時、

2. また、星々が（その光を失って）落下した時、

3. また、山々が動かされ （て、粉々にされ）

た時、2

) . また、妊娠十ヶ月目の雌ラクダが放ったら

かしにされた時、3

また、野獣たちが集められた時、4

6. また、海々が溢れ返った時、5

7. また、 魂が （自分と同様のものと）一緒に

された時、6

3. また、埋められた女児7が尋ねられた時、

1 マッカ*啓示。スーラ *の名称は、冒頭に出現する語が由来。その前半の六つが復活の日*

の始まり、後半の六つが終わりに起こるとされる、十二の出来事の言及によって始まり、
復活と報いが、不信仰者*への警告と共に確証される。後半では啓示と、預言者 *ムハンマ
ド *の使徒*性の真実が証明され、人々をその教えに招くと共に、全てはアッラー*のご意思

に委ねられているということの言及で締めく くられる。

2 復活の日*の山々の変化については、洞窟章 47 の訳注を参照。

3 「妊 娠 十 ヶ 月 目 の 雌 ラ ク ダ」 は、アラブ人にとって、最も大事なものの一つだった。その

日はそれすらも構っている余裕はなく 、自分のことで手一杯の状態である （ア ル=ク ル ト

ウビー19228 参照)。

4 復活の日*には、動物でさえも集められ、裁きを受けた後に砂と化せられる （アッ =サアデ

ィー912 頁参照)。消息章 40 の訳注も参照。また、ほかにも 「殺される」「一緒くたにさ

れる」 という解釈もある （イブン•カスィール 8:331 参照)。

5 「海が溢れ返る」 ことについては、山章 5 の訳注を参照。

6 出来事章 7 とその訳注も参照。ほかにも 「魂が肉体に戻される」「魂に行いが結び付けら

れる」 といった解釈もある （アル=クルトウビー19:232 参照)。

7 生まれた女児を殺すジャーヒリーヤ *の習慣については、家畜章 137 とその訳注を参照。



81. 巻き込む章 りドー八、
「彼女は、いかなる罪ゆえに殺されたの

か？」 と。

!〇 ま た、書巻が開かれ （て、各人に差し出さ

れ）た時、1

また、天が剥ぎ取られた時、21 I

また、火獄が点火された時、

また、天国が（その住人である敬虔な*者た

ちに）近づいた時、

13

人は、自分が携えて来たもの（善行と悪行)

を知る。
ちか

15. われはまさに、身を隠すものにかけて誓う。3

つまり、巣に向かって駆けるもの4にかけて、

また、到来した夜5にかけて、

i (>

祕17

18 また、息づいた朝にかけて。

19. 本当にそれ （クルアーン*) は、まさしく高貴

な御使い（ジブリール*) の（伝達する）言葉。

力みなぎる者、御座6のもとで位高き者、20

(他の天使*たちに）追従される者で、誠

実な者の （伝達する言葉である）。

2i.

1 この 「書巻」 は、現世での行いの帳簿 （ちょうぼ）のこと （ムヤッサル 586 頁参照)。高

壁章 8 の訳注も参照。また、この時の様子については夜の旅章 13-14、洞窟章 49、真実

章 19-29、割れる章 7 以降などを参照。

2 イブラーヒーム*章 48、預言者 *たち章 104、集団章 67 とそれらの訳注も参照。

3 アーヤ *15-18 までの、アッラー*によるこの誓いについては、整列者章 1 の訳注を参照。

4 これは、夜に現れ、昼には見えなくなる星々のこととされるが、「野牛」「カモシカの類」

といった解釈もある （イブン•カスィール 8:336-337 参照)。

5 「過ぎ去った夜」 という解釈もある （前掲書 8:338 参照)。

6 「御座」 に関しては、高壁章 54 の訳注を参照。



81. 巻き込む章 りドー八、
KAJ22. そして、あなた方の同胞（ムハンマド*) は、

憑かれた者1などではなく 、

23. 彼は確かに彼 （ジブリール*) を、明瞭な

地平線上に見たのである。2

0

2-i . また、彼（ムハンマド*) は不可視の世界3に

ついて、出し惜しみする者などではなく 、

25. それ （クルアーン*) は、追放された4シャ

イターン*の言葉などではない。

ならば、あなた方は （この明白な論拠の

後、）どこへと向かうのか？5

き 泳二)r).

5

^
�t

27 それは、全創造物への教訓に外ならないと

いうのに。

28. あなた方の内、 （真理の上を）まっすぐ歩

むことを望んだ者への。

29. そしてあなた方は、全創造物の主*であられ

るアツラー*がお望みにならない限り、（い

かなることも）望むことがないのだ。6

1 「憑かれた者」 については、アル= ヒジュル章 6 の訳注を参照。

2 これは預言者*が、初めてジブリール*をその本来の姿で見た時のこととされる （ムヤッサ

ル 586 頁参照)。詳しくは星章 7 の訳注を参照。

3 ここでの 「不可視の世界*」 とは、啓示を伝達すること （前掲書、同頁参照)。

4 「追放された」 については、イムラーン家章 36 の訳注を参照。

5 これは、クルアーシ*を嘘呼ばわりすることに対する非難の言葉 （前掲書、同頁参照)。

6 包る者章 56 の、同様の件 （くだり）の訳注も参照。



82. 裂ける章 jUaA) Iゞ 〇 -八ぐ

さ
第 82章

裂ける章 （アルニインフイタール）1 丨

慈悲あまねぐ慈愛深ぎ

アツラーxの御名において

天が裂けた時、2

また、星々が （散り散りに）墜落した時、

また、海々が溢れ出 （て、互いに混じり合

っ）た時、

また、墓がひっくり返され （て、その中にI.

よみがえ

いる者が蘇らされ）た時、

人間は、自分が （生きている時に）早めた

ものと、遅らせたもの3 (の全て）を、知る

ことになる。

(復活を否定する）人間よ、貴い*お方であ

るあなたの主* (への義務の遂行）において、

何があなたを欺いたのか？4

7. あなたをお創りになり、整えられ、 （最良

の形に）均整づけられたお方において？

かれはあなたを、かれがお望みになったい

かなる姿に、組み立てられたというのか？5

©ぶ

^
t取知

^
&

©aa紙疏4

8.

マッカ*啓示。スーラ*の名称は、冒頭に出現する語が由来。復活の日*の出来事の言及によ

て始まり、復活と報いが確証される。また、復活を否定し、唯一の創造主であり恩恵の

主であるアッラー*に対して恩知らずな不信仰者*を咎 （とが）めると共に、彼らに反省を

促 （うなが）す。スーラ *の最後は、来世における信仰者と不信仰者*の行く末の描写と、
復活の日*の報いに対する警告によって締めく くられる。

2 識別章 25 も参照 （アルニクルトウビー19:244 参照)。

3 「早めたもの」 と 「遅らせたもの」 については、復活章 13 の訳注を参照。

4 彼を 「欺いたもの」 の解釈には、「シャイターン*」「無知」 といった諸説がある （前掲書

19:245 参照)。

5 「かれがお望みになったなら、あなたをいかなる姿にでも組み立てられた」 という解釈も

ある （前掲書 19:247 参照)。

ウ



82. 裂ける章 りド -A マ
あざむ

断じて （、欺かれてはなら）ない！ いや、

あなた方は応報 （の日）を嘘呼ばわりして

いるのだ。

9

10. 本当にあなた方には、見守る者 （天使*) た

ち1がついているのに。

祀i

i i. 高貴で、記録する （者たちが）。

12. 彼らは、あなた方のすることを知っている。
あ ん ね い

13. 本当に善行者2たちは、 必ずや安寧の中。

U. そして本当に、放逸な者3たちは、必ずや

火獄の中に。

15. 彼らは報いの日*、そこ （地獄に）入って炙

られる。

•G. そして彼らは、そこから不在でいられる者

たちではない。

知其

報いの日*が何かを、あなたに知らせるのは

何か？

更に、報いの日*が何かを、あなたに知らせ

るのは何か？

17

©砂�ぶ�18.

(報いの日* とは、）人が （他）人に対し、

何一つ役立てない日4。その日、事はアツラ

一* (だけ）に属するのだ。5

19.

1 この天使*たちについては、雷鳴章 11 の訳注、カーフ章 17-18 とその訳注も参照。

2 アツラー*への義務、人々への義務を果たしていた、敬虔な*者のこと（ムヤツサル 587 頁参照)。

3 これはアツラー* と人々への義務の遂行を、怠（おこた）っていた者 （前掲書、同頁参照)。

4 復活の日*の 「執り成し」 については雌牛章 48、マルヤム*章 87、ター•ハー章 109 とそ

の訳注を参照。

5 復活の日*だけでなく 、現在も全てアツラー*のものである。しかし、その日は誰一人とし

て、かれに反抗する者がいない （イブン•カスイール 8:345 参照)。家畜章 73 「かれにこ

そ王権は属する」 の訳注も参照。



83. 量を減らす者たち章 5JJ- -八r

第 83章

量を減らす者たち章(アル=ムタッフイフイーン)

慈悲あまねぐ慈愛深ぎ

アツラー*の御名において

1 . 量を減らす者たちに災いあれ。2

(彼らは、）自分たちが （買うため、）人々2.
は か り は か

に升 （や秤 3) で量らせる時には、 （自分た

ちの権利を）全うさせる者たち。

がぶ其

^
1祕�3. そして自分たちが（売るため、）彼らに升で

は か は か り は か

量ったり、秤で量ったりする時には、 （相

手に）損させる （者たち）。

一体、彼らは自分たちが蘇らされ（て、応報

を受け）る身であると、考えないのか？

5. 偉大なる （報いの）日*に？

6. 人々が （行いの清算のため）、全創造物の主

* (の御前）に立つ日。

4.

©�切爲�i

7 . 断じて （、彼らの状態は正しく）ない！ 本
ほ う い つ

当に放逸な者たちの（行いが記録された）帳

簿は、まさにスイッジーン4の中にある。

1 マッカ*啓示かマデイーナ*啓示かで、学者間の大きな相違があるスーラ*の一つ。スーラ*

の名称ともなっている、取引において公正ではない者たちの批判を皮切りに、復活と清算、

クルアーシ*の真実性の確証、それらを信じない者たちへの警告がなされた後、来世におけ

る彼らの懲罰の描写へと移行する。次いで、来世における信仰者たちの幸福と享楽 （きょ

うらく）が対照的に取り上げられ、最後は現世において信仰者たちに悪行を働いていた不

信仰者*たちが、来世でその報いを受けることが確証される。

2 このアーヤ*は、商取引において公正ではなかったマデイーナ*の民に関して下ったとされる。
そしてこのアーヤ*が下った後、彼らの商取弓 Iは改善された （イブン•マージャ 2223 参照)。

3 「升」 と 「秤」 の詳細については、家畜章 153 の訳注を参照。

4 この 「帳簿」 の解釈には、文字通りの意味のほかにも 「行い」「魂と行い」 といった説もあ

る （ア ル ニ ク ル ト ウ ビ ー1 9 : 257 参照)。「スイッジーン」 は一説に、「スイジン （牢獄)」
という語から派生した言葉で、地獄での幽閉 （ゆうへい）と苦しみの原因であり、それ自
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® し也8 スイッジーンが何かを、あなたに何が知ら

せるか？

©海玫(その書は、）しっかりと記された1 帳簿で

ある0

知ず蘇琢

^
1(

ト0

^
13

その日、嘘呼ばわりする者たちに災いあれ。

報いの日*を、嘘呼ばわりする者たちに。

12. 侵犯し、IIに溺れた全ての者以外、それ（報

いの日*)を嘘呼ばわりしたりはしないとい

うのに。

13. われら *の御徴 （アーヤ*) がその者に読誦

された時、彼は言った。「 （これは）昔の

10.

1 1 .

とぎばなし

人々のお伽話だ」 〇

14 . 断じて （、彼らの主張は正しく）ない！ い

や、彼らが稼いでいたもの （罪）が、その

心に鯖をつけたのである。

15. 断じて （、彼らの主張は正しく）ない！ 本

当に彼らは （復活の）その日、自分たちの

主* (の拝謁）から阻まれている。2

1 (5. それから本当に彼らは、必ずや火獄に入

て炙られる。

②4

^
3令

^
S⑻彳ui17. それから、（彼らにはこう）言われるのだ。

r これが、あなた方が嘘呼ばわりしていた

こ と （の、報 い）で あ る」 。

体が牢獄のような屈辱 （くつじよく）と懲罰の場所にあることが、その名称の由来とされ

る （イブン•ジュザイ 2:548 参照)。不信仰者*や不正*者の魂、彼らの行いの帳簿が置かれ

ることになる、世界で最も低い場所のこと （アル=ジャザーイリー5:535 参照)。

1 ほかにも、「目印のつけられた」「封印された」 という解釈がある （アル=パガウィー5:224

参照)。

2 復活の日*に天国の民が、アツラー*を拝見することについては、家畜章 103 とその訳注、

ユーヌス *章 26、復活章 23 も参照。
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断じて （、彼らの主張は正しく）ない！

_
当に善行者1たちの（行いが記録された）帳

簿は、まさにイツリイユーン2の中にある。

9. イツリイユーンが何かを、あなたに何が知

らせるか？

(その書は、）しっかりと記された3帳簿で20.

ある0

21. 側近 （天使*) たちが、そこに立ち会う。4 ㈣舞取

0U
翕こ

^
:��

か な ら あ ん ね い

22, 本当に善行者たちは、必ずや安寧の中に。

2：1 寝台の上で、（アツラー* と天国の美を）眺

めつつ〇 5

あなたは彼らの顔に、

__
の1iきを�茁す。

彼らは、封印された6美酒から飲まされる。7

6. その封印8は、麝香 （の風味）。ならば、そ

こにおいてこそ、競い合う者たちを競い合

わせよ0

, t S t o j j

;

i この 「善行者」 については、裂けるの章 13 の訳注を参照。

2 この 「帳簿」 の解釈については、アーヤ*7 の訳注を参照。「イツリイユーン」 は一説に、
「ウルウ （高さ）」 という語から派生した言葉で、天国における位の高さ、あるいは高い場

所であることが、その名称の由来とされる （イブン•ジュサイ 2:549 参照)。具体的な解釈

としては、「天国」「(信仰者の魂が留まる、）天の第七層」「最果てのスィドラ （星章 14 の
訳注を参照)」「天の第七層の上にある、アツラー*の御座 （高壁章 54 の訳注を参照）の右

足部分」「天使*たちのこと」といった諸説がある（アル=クルトウビー19:262-263 参照)。

3 「しっかりと記された」 については、アーヤ*9 の訳注も参照。

4 あるいは復活の日*、そこに記されている内容を証言する（アツ=シヤウカーニー5:535 参照)。

5 地獄にいる （現世での）自分たちの敵が罰される様子を見る、という解釈もある （アル=
パガウィー5:226 参照)。包る者章 42 の訳注も参照。

6 彼ら善行者たちがその 「封印」 を解くまでは、誰の手も触れることがない （アル=バガウ

ィー5:226 参照)。

7 天国の民の飲み物については、サード章 51、整列者章 45-47、詳細にされた章 31、ムハ
ンマド*章 15、出来事章 17-19、人間章 5-6、17-18、21、消息章 34 も参照。

8 この 「封印」 には、「混ぜ物」「最後の味、あるいは残り香」 といった解釈もある （アル=
クルトウビー19:265 参照)。



83.量を減らす者たち章 5jj— -Afそして、その混ぜ物はタスニーム1からのもの。

(つまり、）側近たち2がそこから飲む、泉

である。

29. 本当に、罪悪に手を染めていた者たちは（現世

で）、信仰に入った者たちを嘲り笑っていた。

30. また、彼らのもとを通りかかった時には、

(馬鹿にして）目配せし合っていた。

. また、自分たちの家族のもとに帰った時に

は、（信仰者たちを茶化す話に）興じなが

ら帰ったものだった。

28.

が、々 輕
〇_

'4雄％31

32. そして彼らを見た時には、 （こう）言った

のだ。「本当にこれらの者たちは、まさし

く迷った者たちだ」 。

. 彼ら （罪悪者たち）は、彼ら （信仰者たち)33
か ん し

に監視役3 として遣わされたのではないと

いうのに。

34. ならば、 （復活の）その日には、信仰した

者たちが不信仰者*たちを笑うのだ。

35. 寝台の上で、（アツラー* と天国の美を）眺

めつつ〇 4

一体、不信仰者*たちは、自分たちが （現世

で）していた （罪深い）こと （の応報）を、

報われたではないか？5

J

3G .

「タスニーム」 は 「スィナーム （高い場所)」 という語から派生した言葉と言われ、高い場

所から、天国の民の部屋や家へと流れ注ぐ飲み物。あるいは空中を流れ、彼らの杯にちょ

うどいい塩梅 （あんばい）で注がれる飲み物 （アル=パガウィー5:226 参照)。

2 この「側近たち」は、天国の民でも最良の者たちのこと（アルニクルトウビー19:266 参照)。

3 信仰者たちが迷いの中にあるという虚偽（きょぎ）の主張をすべく 、その行いを見守る「監
視役」 のこと （アツ =サアディー916 頁参照)。

4 アーヤ*23 の訳注も参照。

5 これは、「不信仰者* たちは•••確かに報われた」 という意味を表わす、断定の疑問形 （イブ

ン•アーシ！Iール 30:215 参照)。

1
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第 84 章

割れる章 （アル=インシカーク）1
邏mMk

慈悲あまねく *慈愛深き *

アツラー*の御名において

〇念to%(復活の日*に、）天が割れ、2

それ （天）がg分の主* (のご命令）を聞き、

(そのご命令への服従が）義務づけられた時、

3, また、 （山々が粉々にされて）大地が伸ば

2.

され、

それ （大地）がその中にあるもの （死んだ

人々）を投げ出し、 （彼らを）すっかり吐

d出し、

それ （大地）が自分の主* (のご命令）を聞

き、 （そのご命令への服従が）義務づけら

れた時、

“斧•絶/4詞

^
s

0ぶ
人間よ、本当にあなたは、あなたの主*へと6.
け ん めI

懸命に励む者であり、そして （復活の日*に
は い え つ

は）か れ3と拝謁する身の上なのだ。

それで自分の （行いの）帳簿を、右手に渡

された者はといえば、

易しい清算で、清算され、4B.

1 マッカ*啓示。スーラ*の名称は、冒頭に出現する語が由来。前半では、復活の日*と、それ

が起きる時の出来事が描かれると共に、信仰者と不信仰者*の清算の様子が描写される。そ

して後半では、アッラー*からの啓示も復活も信仰しないシルク *の徒に、厳しい警告が放

たれる。

2 識別章 25 も参照 （アルニクルトウビー19:244 参照)。

3 その他、「自らの善悪の行いと直面する」という解釈もある（イブン•カスイール 8:356 参照)。

4 高壁章 8 の訳注も参照。また、この時の様子については夜の旅章 13-14、71 とその訳注、
洞窟章 49、真美章 19 以降なども参照。
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嬉々として （天国にいる）自分の家族1のと

ころへ、戻って行くことになろう。

10. また、自分の （行いの）帳簿を自らの背後

から渡された者はといえば、2

(自らに対して）破滅を祈り、3

12. 烈火に入って炙られることとなろう。 •淡;私1 1 .

13. 実に彼は、 （自分の行く末も考えず、）

自分の家族のもとで嬉々としていたのだ

から。

14. 実に彼らは、 （清算のために創造主のもと

へ）戻ることなどあるまい、と考えていた

のだ0

15. いや、 （彼は蘇らされ、行いの報いを

受ける 、）本当にかれの主 *はもとより 、

彼のことをよくご覧になるお方であっ

たのだ。

1 (5. われはまさに、夕焼けにかけて誓う。4

念命U�

17 . また、夜と、それが集めたもの5にかけて、

18. また、 （その光と形が）満ちた月にかけて
ち か

(誓う）〇

1 この「家族」の解釈には、「近親の内の、天国の住人」「現世で自分の妻子だった者たちで、
先に天国に入った者たち」 「アツラーが天国の民のために創造した、配偶者たち」 「それら

全員」 といった諸説がある （アツニシャウカーニー5:541 参照)。

2 この日、彼らは右手を首に巻き付けられて縛 （しば）られ、左手は背中に回されている状

態なのだという （アル=バガウィー5:229 参照)。真実章 25 も参照。

3 この情景についての詳細については、識別章 13-14 とその訳注を参照(前掲書、同頁参照)。

4 アーヤ *16-18 の、アツラー*によるこの誓いについては、整列者章 1 の訳注を参照。

5 「夜が集めたもの」 とは、昼間に活動する鳥類や動物を始め、夜に安らぎ、静かになる、

全ての創造物のことを指すとされる （アル=カースィミー17:6110 参照)。
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-Ai84. 割れる章

㈣趨激(人々よ、）あなた方は必ずや、ある段階

から （別の）段階へと、乗り次いで （移転

して）行くのである。1

切 匕0. では、彼らが （アツラー* と最後の日*を）

信じないのは、どうしたわけか？

i そして、彼らに対してクルアーン*が誦まれ

ても、彼らがサジダ* しないのは？（読誦の

サジダ*)

©倉。U災

^
ふ 在 免

2. いや、不信仰に陥った者*たちは、 （真実

を）嘘呼ばわりしている。

甲�
む ね

23. アツラー*は、彼らが（胸の内に）包み隠し

ていること2を、最もよくご存知なのに。

24. ならば、彼らに痛ましい懲罰の吉報を告げ

よ。3

^
じ、城、ゞ i25. 但し、信仰して正しい行い*を行う者たち

は、別である。彼らには （来世で）、尽き

ることのない褒美4があるのだ。

1 精液、凝血、肉塊、魂が吹き込まれた状態、死、復活、という段階のこと （ムヤッサル 589

頁参照)。巡礼*章 5、信仰者たち章 13-16 も参照。また、「復活の日*の厳しい状況の変化」

「過去の不信仰な民*の宗教へと逆行すること」「順境と逆境、貧富、健康状態などの変化」

「現世から来世への移行」 といった解釈もある （アル= クルトウビー19:278-280 参照)。

2 つまり、クルアーン*が真実であることを知っていながら、それを頑迷 （がんめい）に拒ん

でいること （ムヤッサル 589 頁参照)。

3 「•••懲罰の吉報を告げよ」 については、イムラーン家章 21 の訳注を参照。

4 「尽きるこどのない褒美」 については、詳細にされた章 8 の訳注を参照。
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第 85章

星座章 （アル=ブルージュ) 1

慈悲あまねく *慈愛深き *

アツラー*の御名において

1 . 星座を擁する天にかけて、2

2. また、約束された （復活の）日*にかけて、

3. また、立ち会うものと立ち会われるものに

かけて （誓う）、3

4 . 堀の仲間たち4が、成敗されますよう。
ほ り

つまり、燃料がくべられた炎という（堀の）。5.

6. 彼らが （信仰を棄てない信仰者たちを、そ

の炎で罰するべく 、）そこ （の淵）に腰か

けた時のこと、

自分たちが信仰者たちにすること （懲罰)

を、見物しつつ。
7.

1 マッカ*啓示。スーラ*の名称は、冒頭に出現する語が由来。過去の信仰者が不信仰者*から受

けた抑圧と試練についての話が、マッカ*時代にクライシュ族*の不信仰者*から抑圧されてい

た信仰者への慰 （なぐさ）めと吉報、不信仰者*への警告と共に、取り上げられる。また、ア

ッラー*の御力、復活、預言者*ムハンマド*の使徒*性、クルアーン*の真実が確証されている。

2 アーヤ*1-3 の、アッラー*によるこの誓いについては、整列者章 1 の訳注を参照。

3 「立ち会うもの （シャーヒド）」 と 「立ち会われるもの （マシュフード）」は、それぞれ 「証

言するもの、証言されるもの」 とも解釈可能 （イブン•ジュザイ 2:555 参照)。アル=ワー
ヒディー*によれば、大半の解釈学者は前者と後者を、それぞれ「金曜日とアラファの日（ズ
ル= ヒッジャ *月九日）」 と解釈しているが、その他 「その逆」「預言者*ムハンマド * (雌牛

章 143、婦人章 41 とその訳注を参照）と復活の日* (フード*章 103 参照)」「人間と復活

の日*」 など、非常に多くの説がある (23:380-383 参照)。

4 「堀の仲間たち」 とは、信仰に入った自国民に対して、堀を掘ってその中に火をつけ、信

仰を捨てなかった者をその中に放り込んで殺害した、不信仰者*の王とその手下たちのこと

(ムスリム 「信心深さと心温まる話の書」 73 参照)。彼らが殺害した信仰者たちについて

は、「預言者*ムハンマド*が遣わされるより四十年前の、イエメンのキリスト教徒*」「イス

ラーイールの民*」「エチオピアの民」「ペルシャの民」 などといった諸説がある （アルニク
ルトウピム19:289-290 参照）。
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そして、彼ら（堀の仲間たち）が彼ら（信

仰者たち）を咎めたのは、彼ら（信仰者

たち）が偉力ならびなく*、称賛される

べき*アツラー*を信じるがゆえに外なら

なかった。

心Jjゞ U4L匕ら

諸天と大地の王権が属するお方（であるア

ッラー*) を。アツラー*は、全てのことの

証人であられる。

〇3

^
-̂ >^3

本当に、信仰者の男たちと信仰者の女たち

を火（という試練）にかけ、その後に悔悟

しなかった者たち、彼らにこそは地獄の懲

罰があり、彼らにこそは、（焼き尽くす）
ちようばつ

炎の懲罰がある。

パ

^
本当に、信仰して正しい行い*を行う者た

ち、彼らにこそは、その下から河川が流

れる楽園がある。それは大いなる勝利な

のだ。

12. 本当にあなたの主*の（懲罰による）捕ら

え方は、実に痛烈なのである。

13. 本当にかれこそは、（創造を）始められ、

(それを）お戻しになるのだ。

14. そしてかれは、赦し深いお方、寵愛深い*

ぉ方、

is . 築#高ぎii1の�、

16. お望みのことを決行されるお方である。

17. (使徒*よ、）あなたに、（自分たちの預言者
*に対して集結した、不信仰な）軍勢の話は

Mいたか？

©以

^
M

「御座」に関しては、高壁章 54 の訳注を参照。
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18 フイルアウン* とサムード*の （話は）？1

いや、不信仰に陥った者*たちは、 （彼ら

以前の不信仰者*たちと同様、使徒*と啓示

の）嘘呼ばわりをしており、

アツラー*は彼らの後方から、悉く包囲さ

れるお方なのだ。2

いや、それは栄誉高きクルアーン*3なので

19.

③14城沿
ある、

(いかなる改変からも無事な、）守られし
ひばん

碑板*の中の。

1 ここで特にフィルアウン*とサムード*だけが取り上げられているのは、比較的後代に滅亡

した前者は啓典の民*らによく知られており、一方後者は、比較的先代に滅亡したにも関わ

らず、アラブの地に居住していた民で、アラブ人たちによく知られていたからだと言われ

る （アル=クルトウビー19:298 参照)。

2 アッラー*は彼らを、その知識と御力によって掌握 （しようあく）されており、彼らの行い

は全てアッラー*に筒抜 （つつぬ）けなのである （ムヤッサル 590 頁参照)。

3 つまりそれは、シルクの徒*らが主張していたような詩、占い、魔術などではなく 、宗教的•
現世的諸事に関する様々な教えを明らかにする、この上ない誉 （ほま）れ、高貴さ、祝福

にあふれた啓典である （アッ =シヤウカーニー5:552 参照)。
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第 86章

夜訪れるもの章 （アツ =ターリク）1

慈悲あまねく *慈愛深き*

アツラー*の御名において

4

ち か

©由

②i3jlfi、じ
天と、夜訪れるものにかけて （誓う)

そして、夜訪れるものが何かを、何があな

たに知らせるか？

(それは）穿ち煌く星3である。

2.

3.

4. いかなる者でも、その上に見守る者（天使*)
4がついていない者はない。

5. では人間に、自分が何から創られたのか、

考えさせてみよ。

彼は、射出する液体5から創られたのだ。

後背部と胸部の間から分泌されるし液体

か ら）〇
6

解

©夢

^̂
其0.

1 マッカ*啓示。スーラ*の名称は、冒頭に出現する語が由来。死後の清算と復活が、それが

全能の創造主アッラー*にとって可能であることの証明と、復活の日*に対する警告と共に、

確証される。そして復活を約束するクルアーン*の真美性の強調、不信仰者*に対するアッ

ラー*の懲罰の警告と共に、スーラ*は幕 (まく）を閉じる。

2 アッラー*によるこの誓いについては、整列者章 1 の訳注を参照。

3 夜に現われ、昼には姿を隠す星が、「夜訪れるもの」 と形容されている （イブン•カスィー

ル 8:374 参照)。

4 この天使* たちについては、雷鳴章 11 の訳注も参照 （前掲書 8:375 参照)。

5 「射出する液体」 とは、子宮に射出される精液のこと （ムヤッサル 591 頁参照)。

6 「後背部と胸部」 には、「男性の精液が、そこで分泌される」「男性の精液が後背部で、

女性の精液が胸部で分泌される」 という解釈 （アッニサアディー919 頁参照）のほか、

「前 者 が 男 性、後 者 が 女 性 を 表 し て い る」 と い う 説 も あ る （ア ル = カ ー ス ィ ミ ー

17:6124 参照)。また、人間の創造の変遷については、巡礼*章 5、信仰者たち章 14

も参照。 -
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念3通

^^
5あ％

本当にかれ （アツラー*) は、彼を （その死
後に、生きた状態へと）戻すことがお出来

のお方。1

8.

か群侮秘められたことが試される （、復活の）日9.

* に〇 2

ならば、彼には （自分自身からアツラー*

の懲罰を押しのける、）いかなる力も援助

者もない。

回帰するもの3を有する、天にかけて、

12. また、 （植物を生えさせるべく、）亀裂を

有する大地にかけて （誓う）、4

本当にそれ （クルアーン*) は、（真理と虚

偽を）裁断する御言葉であり、

14. 戯言ではない。

. 本当に彼ら （使徒* とクルアーン*を嘘呼ば

わりする者たち）は、 （真理を退けるため

の）策略を講じている。

われも策略 5を講じるのだが。

ならば （使徒*よ）、 （懲罰が下ることを

急がずに、）不信仰者*に猶予を与えよ。彼

らに暫し、猶予を与えるのだ。

1 ().

跳1 1 .

13.

念

^
>じ;

15

i (>.

17.

l 関連するアーヤ* として、ビザンチン章 27 も参照 （イブン•カスイール 8:375 参照)。

2 その日、善悪の別なく 、人が隠していた全ての物事と、心に秘めた信仰心と不信仰が露（あ
ら）わになる （アルニクルトウビー20:8 参照)。

3 「回帰するもの」の解釈には、「(降っては止むのを繰（く）り返す、あるいは海から水を湛（た
た）えて大地に戻って来る）雨」「(出現しては姿を隠す）天体」「(人間の行いと共に、天へと
戻って行く）天使*」 などといった諸説がある （アツニシャウカーニー5:560-561 参照)。

4 同様のアーヤ* として、眉をひそめた章 26 も参照。また、アツラー*によるこの誓いにつ
いては、整列者章 1 の訳注を参照。

5 この 「策略」 とは、彼らが知らない所から、徐々に破滅(はめつ)へと導いて行くこと （ア
ル=バガウイー5240 参照)。その具体例については、家畜章 44 を参照。
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第 87章

至高者章 （アル=ァアラー）1

慈悲あまねぐ慈愛深き*

アツラー*の御名において 。あ！、
崎

©多矣じ彦

©ぬん愚

. あなたの主*の御名を称え*よ。

、
. 倉■され （9馳を趙に）整えられたお方を。

> ま た、 （全 て を）靈 聖 し 緒 い、お みfきにな

つた2お方を。

! ま た、 （家 畜 に）食 ま せ る （緑 の 牧）草 を

お出しになり、

か ん ぺ き

©がぎ—そしてそれを、黒ずんだ枯れ草とされたお方を。

(使徒*よ、）われら*は、あなたに （ジブリ

ール*を介して、クルアーン*を)読ませよう。

そして、あなたは （それを）忘れない。

7 但し、アツラー*がお望みになったもの3は別

だが。本当にかれは、露わなものも、隠さ

れるものもご存知なのだから。

また、われら *はあなたに、 （あらゆる物事
よ う い み ち び

における）容易さへと導いてやろう。

1 マッカ*啓示 （マディーナ*啓示説もあり）。スーラ*名は、冒頭に登場するアッラー*の美名

に由来。全てを最善の形に整え、秩序 （ちつじょ）づけられた創造主アッラー*の賛美によ

て始まり、次いでイスラーム*布教における預言者*ムハンマド*への教示、使命、布教に

対する人々の態度が示される。そして来世における信仰者と不信仰者*の結末が、各々への

吉報と警告と共に描かれ、それらの教えが過去の使徒*らの教えと共通のものであるという

ことを強調しつつ、スーラ*は幕を閉じる。尚、このスーラ*は圧倒的事態章と共に、預言

者*が二つのイード*の礼拝と金曜日の合同礼拝において、よく読誦したスーラ*である （ム
スリム 「金曜日の書 62 参照」）。

2 この 「導かれた」 については、ター•ハー章 50 の訳注を参照。

3 アッラー*が、かれがご存知になる利益ゆえ、それを忘れさせることが英知に適 （かな）うも

ののこと （ムヤッサル 591 頁参照)。雌牛章 106 の、アーヤ*の撤回についての訳注も参照。

ウ
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ならば（使徒*よ、あなたに啓示されたもの

で、民に）教訓を与えよ。もし、教訓が役

立つならば （、だが）1。

(自らの主*を）恐れる者は教訓を受け、

最も不幸な者は、それを回避しよう、

©趨ぶ

_
9. _

柄め年

10.

1 1 .

至大なる業火に入って炙られる （者は）。

13. それから、彼はそこで （安らぐために）死ぬ

ことも、 （有益な生を）生きることもない。

11 自らを努めて清めた者2は、確かに成功し

たのである。
みずか し よ う ね ん

念が15. そして、自らの主*の御名を唱念し3、礼拝

.
4 した （者は）。

16. いや、（人々よ、）あなた方は （来世の安寧

よりも）、現世の生活の方を愛している。

17. 来世 （の安寧）は （現世のそれ）より善く 、

より長く続くものなのに。

18. 実にこれ5は、まさしく最初の書巻に （確証

されて）あるのである。

19. イブラーヒーム*と、ムーサー*の書巻に。

㈣㈣嫩

©故
’、

^̂
必I

1 つまり、教訓に対して頑固で、それを受け入れないような者の教訓に勤 （いそ）しむこと

はない、ということ （ムヤッサル 591 頁参照)。または、「教訓が役立ったならば」 の後に

「あるいは、役立たなくても」 という文が省略されている、という説もある （アル=パガ

ウィー5:242 参照)。

2 シルク *や不正*、悪い品性から自らを「清めた者」のこと（アッニサァディ ー920 頁参照)。
ター•ハー章 76 の同語についての訳注も参照。

3 アッラー*を想起し、その唯一性*を信じ、かれに祈り、かれのご満悦に沿う行いを行うこ

と （ムヤッサル 592 頁参照)。

4 これは一説に、毎日五回の義務の礼拝のこと （イブン•カスィール 8:381 参照)。

5 この 「これ」 は、特にアーヤ *14-17 を指すとされる （アツ：タバリー10:8597 参照)。
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圧倒的事態章 （アル=ガーシヤ）1

慈悲あまねく *慈愛深き *

アツラー>の御名において

(使徒*よ、）圧倒的事態2の話は、あなたに

Mいたか？

*たちの）顔は、（懲罰(不信仰者
おちい

2. その日、

への）恐怖に陥っている。

(それらの顔は、過酷な）労役に就き、消耗

している。

(それらは、）酷熱の業火に入って炙られる。

(それらは、）煮えたぎる泉から、飲まされる〇 3

. 彼らには、忌々しい植物4 しか、食べ物がない。

(それは彼らを）太らせもしなければ、（彼

らの）飢えを満たしてもくれない。

(復活の）その日、 （信仰者たちの）顔は、

恩恵を享受している。

(それらは

^
) 自分たちの （現世で行った）

努力 （への褒美）ゆえに満足している、

3.

鱗碑が

4.

5.

6

マ

8.

©%；似

1 マッカ*啓示。スーラ *名は、冒頭に出現する同語に由来。復活の日*が、その日の信仰者と

不信仰者*の対照的な状態の描写と共に、取り上げられる。また、自然界の観察によって、
創造主アッラーの唯一性*と全能性を確認することが促 （うなが）され、アッラー*の教え

の伝達義務 （ぎむ）と、それに背いた者の悪い結末が示される。スーラ *の最後は、再び復

活と清算の確証で締めく くられる。至高者*章と共に、預言者*ムハンマド*が折に触れてよ

く 読 誦 （ど く し ょ う）し た ス ー ラ * (至高者章の冒頭の訳注も参照)。

2 「圧倒的事態」とは、その恐怖で人々を圧倒する、復活の日*のこと（ムヤッサル 592 頁参照)。

3 地獄の民の飲食物については、洞窟章 29、イブラーヒーム*章 16-17、整列者章 62-66、

サード章 57-58、煙霧章 43-46、ムハンマド *章 15、出来事章 52-55、衣を纏 （まと）う

者章 13、真美章 36-37 なども参照。

4 「忌々しい植物」 の解釈には、「炎の木」「ザックーム （夜の旅章 60 「呪われた木」 の訳注

を参照)」「棘のある植物の一種」 といった諸説がある （イブン•カスィール 8:385 参照)。
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鱗多410. 高き楽園で。

11. (それらは、）そこで戯言1を耳にすること

もない。

12. そこには、流れる泉がある。

13. そこには、高い寝台がある。

14. また、配置された杯、

15. 並べられた肘掛け、

16. 敷き広げられた絨毯がある0

一体、彼ら （不信仰者*たち）は、ラクダが

いかに創られたのか、見て(考え）ないのか？

18. また天が、いかに上げられたのかを？

】9. また、山々がしヽかに据え付けられたのかを？

また、大地がいかに平坦に伸ばされたかを？

ならば （使徒*よ、人々に、啓示で）教訓を

与えよ。あなたは教訓を与える者でしかな

いのだから。

22. あなたは、彼らに対 （して信仰へと無理強

い）する制圧者などではない。

23. 但し、 （教訓に）背を向け、不信仰 （の固

執）に陥った者は別で、

24 . アツラー*は彼を（、業火という）最大の懲

罰で罰される。

25. 本当にわれら*にこそ、彼らの （死後の）帰

り所があるのだから。

17 .

抛

20.

2 1.

26. それから、本当にわれら*にこそ、彼らの(行

いの）清算が委ねられているのだから。

「戯言」については、信仰者たち章 3の同語の訳注を参照(アツ =サアディー921 頁参照)。
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^
一W

暁 章 （ア ル=フ ア ジ ユ ル）1
あかつき

二
>慈悲あまねく

'
慈愛深き ¥

アツラー*の御名において

あかつき

暁にかけて、2

また、十夜3にかけて、2.

3. また、偶数と奇数4にかけて、

©肩與また、 （その闇と共に）流れ行く夜にかけ
ちか

て （誓 う）。

4 .

5. その中には、分別ある者への誓いがあるの

ではないか？

(使徒*よ、）一体あなたは、あなたの主*

がアード*に対してされたことを、見なかつ

たのか？

6.

柱の主、イラム5に対して？

1 マッカ*啓示で学者間の意見は、ほぼ一致。スーラ*の名称は、冒頭に出現する語が由来。
過去に地上で栄えてはいたが、その不信仰ゆえに滅ぼされた民の言及と共に、現世と来世

における不信仰者*への応報が警告される。また、アッラー*と最後の日*を信仰しない者の

誤った人生観、諸々の悪行が描かれた後、復活の日*の恐るべき出来事の描写と共に、再び

彼らの悪い結末への警告が放たれる。スーラ*の最後は、信仰者の誉（ほま）れ高い結末が、

不信仰者 X とは対照的な形で描写され、締めく くられる。

2 アーヤ*1-4 における、アッラー*によるこの誓いについては、整列者章 1 の訳注を参照。

3 この 「十夜」 は、非常に徳が多いとされる、ズル= ヒッジャ *月の最初の十日間であるとさ

れる （イブン•カスィール 8:390-391 参照)。

4 この 「偶数と奇数」 の解釈には、それぞれ 「奇数回と偶数回の礼拝」「アラファの日（ズル
= ヒッジャ *月九日）とイード*•アルニアドハー （同月十日の犠牲祭)」「(つがいとして、
あるいは対極的な別のものと共に創られた）創造物と （唯一である）アッラー*」「文字通

り、偶数と奇数、つまり全ての数」など、非常に多くの説がある（アル=クルトゥビー20:39

- 41 参照)。

5 「イラム」 は、アード*の民の部族名。彼らの住居は、「柱」 によって非常に高く建築され

たものだったとされる （ムヤッサル 593 頁参照)。
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^
All -八气

諸国において、それと同様の（強靭かつ強

力な）ものは創られたことがなかった（、

イラムに対して）。

また、渓谷で岩を切り抜い（て、住居とし）

たサムード*に対して？

また、杭1の主フィルアウン*に対して？

(彼ら不信仰の民*は、）諸国で放埒さの限

りを康くし、

VL そこにおいて)li*をIs(々行い、

それで、あなたの主*がその上に、懲罰の鞭

を浴びせられた者たち。

(使徒*よ、）本当にあなたの主*は、監視の

場におられるのだ。

人間というものは、その主*が彼を試練

におかけになり、栄誉をお授けになり、

恩恵を与え給うた時には、（こう）言う。

「我が主*は、私に栄誉をお授けにな

た」。

1 G. そして、かれが彼を試練におかけになり、

彼にその糧を控えられた時には、（こう）

言うのだ。「我が主*は、私を卑しめられ

た」。2

8.

〔).

10,

1 i .

M.

ぬぶ祕

つ

©科

i この「杭」については、サード章 12の訳注を参照。

2 現世におけるアツラー*からの厚遇と恩恵を、アツラー*の御許における自分自身の高貴さ

と、かれとの特別な間柄ゆえのものと考え、逆の場合には、それが自分に対するアツラー*

からの卑下（ひげ）であると考える、人間の一般的な性向を示している。しかし物質的な

状況の良し悪しは、いずれもアツラー*からの試練なのであり、アツラー*はそのような状

況において人が感謝するか、または忍耐*するかをご覧になるのである（アツ=サアディー

923頁参

^
幻。サバア章 36とその訳注も参照。
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17. 断じて（、そのような考えは正しく）ない！

いや、（栄誉はアツラー*への服従、辱め

はかれへの反抗によるものなのだ1、）あな

た方は孤児を手厚く扱わず、

18. 貧者*らに食べさせることも勧め合わず、

19. JIMをごっそりと嘗り、

20 . 財産をこよなく愛している。

断じて（、そのような状態は正しく）ない！

大地が耒っ端微塵に、粉々にされ、2

あなたの主*と、次から次へと隊列を組んだ

天使*が到来し、3

その日、地獄がもたらされる時4、その日に

(不信仰な）人間は教訓を受け （、悔悟す)

る5。（現世は終わってしまったというの

に、）教訓 （と悔悟）が、どうして彼の役

に立とうか？

姑歡IS

24. 彼は言う。「ああ、 （来世での）我が人生

のため、あらかじめ （現世で、有益な行い

を）しておけばよかった！」

終V似

^̂
25. その日、誰もかれ （アツラー*) の懲罰の

ように罰することはなく、

1 関連するアーヤ*として、婦人章 79、相談章 30 とその訳注も参照。

2 復活の日*の天変地異の様子については、洞窟章 47、夕一•ハー章 105-107、蟻章 88、山

章 9-10、出来事章 5-6、衣を纏 （まと）う者章 14、真実章 13-15、階段章 8-9、消息章

20、巻き込む章 3、衝撃章 4-5 なども参照。

3 同様の状況を示すアーヤ* として、雌牛章 210 とその訳注、識別章 25、真実章 15-17 も参照。

4 その日、地獄は七万の手綱をつけられて、持って来られる。その各々の手綱には、それを

引っ張る七万の天使*がついている（ムスリム「天国とその享楽、及びその住人の描写の書」
29、イブン•カスィール 8:399 参照)。

5 復活の日*の悔悟については、家畜章 158 とその訳注を参照。
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26. 誰も、かれの縛り方のように縛ることは

ない0

しようねん

ぎも

^
し�逾:27. (アツラー*の唱念と、かれへの信仰へと)

たましい

安らぐ魂よ、

23. (アツラー*からの御もてなしに）満足し、

(アツラー*から）ご満悦を受けつつ、あな

たの主*へと戻るがよい。

©じ

^
を災29. そして、わが（正しき）僕たちのところに

入り、

念

^
■於�30. (彼らと共に、）わが楽園に入るのだ。

:d

xi趣



90. 町章

第 90章

町章 （アル=バラド）1

慈悲あまねく

'
慈愛深き*

アツラー*の御名において

1 . われはまさに、この町 （マッカ*) において

誓う0
2

(預言者*よ、）あなたはこの町で、許

された者3である——

3. また、生むものと生まれたもの4にかけて (誓う）。

4 . われら*は確かに、人間を （現世の）辛労5の

中に創った。

5. 一体、彼は思っているのか、 （自分が集め

た財産ゆえに、）誰も自分を掌握 （し、罰)

することなどないと？

2.

©必

^
ぬ幻ふ:6. 彼は （、得意になって）言う。 「私は、山

ほどの財産を使い切ったぞ」 。

7. 一体、彼は思っているのか、誰も彼を見て

いなかったと？

1 マッカ*啓示。スーラ*名は冒頭のアーヤ*に登場する語に由来。人間が苦労する存在である

ことが強調された後、アッラー*の存在と唯一性*を示す様々な印を目にし、正しい道と間

違った道が明らかになった後に、アッラー*の教えに従わずに現世の楽しみにかまける不信
仰者*に警告が向けられる。また来世で成功するためには、信仰、忍耐*、慈悲、善行、そ
こにおける助け合いが必要であることが明らかにされる。

2 アッラー*による、この誓いについては、整列者章 1 の訳注を参照。

3 これは預言者*が、マッカ*の神聖さ （雌牛章 125 の訳注も参照）にも関わらず、後にそこ
で戦うことを 「許され」、開城することを約束するもの （アルニバガウィー5:254 参照)。
その他「居住者」「アッラー*のご満悦を受けた善行者」「罪なき者」といった解釈もある（ア
ル=クルトゥビー20:60-61 参照)。

4 「生むものと生まれたもの」 の解釈には、それぞれ 「アーダム* とその子孫」「全ての生む
ものと、生まれるもの」「生む者と、不産の者」 などの諸説がある （イブン•カスィール

8:402-403 参照)。

5 「現世と来世での辛労」「きちんと整った形に創った」 などといった解釈もある （前掲書

8:403 参照)。•
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^ -气•
s. 一体、われら*は彼に、二つの眼を与えてや

つたではないか？
くちびる

©減てゆ_5
また、一本の舌と、二つの唇を？19.

10. また、われら*は彼を、二つの道筋2へと導

いてやったのだ。

それで、どうして彼は、（その財産によっ

て、来世という）険しい道（の踏破）へ飛

び込まなかったのか？

2. (来世という）険しい道（の踏破）が何か

を、あなたに知らせるのは何か？

1 1.

魯

^
uぬ參

©蘇、

^̂
i，㈣か、心炫

©知你�

13. (それは、）首3の解放。

または空腹の日に、食べ物を施すこと、

15. 近親の孤児に、

16. あるいは、砂まみれの貧者*に。

それから彼は、信仰し、忍耐*を勧め合い、

(創造物に対する）慈悲を勧め合う者たち

の一人とは（、ならなかったのか）？

18. それらの者たちは、右側の徒4。

14.

17.

城;
み し る し

19. そして、われら*の御徴（アーヤ*)を否定

する者たちは、左側の徒5。

20. 彼らには、密閉された業火がある。

1 つまり、それらのものを人間に備え付けられたアツラー*は、人間を蘇（よみがえ）らされ、
その行いを全てご覧になることもお出来なのである（アル=クルトゥビー20:65 参照)。

2 アル=バガウィー*によれば、大半の解釈学者は「二つの道筋」を、善と悪、真理と虚偽（き
よぎ)、導きと迷いの道と解釈している。人間章 3とその訳注も参照（5:256参照)。

3 この「首」については、雌牛章 177の訳注を参照（アツ=サアディー924 頁参照)。

4「右側の徒」については、出来事章 8-9とその訳注を参照。

5「左側の徒」についても、出来事章 8-9の訳注を参照。
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第 童

太陽章 （アツ =シャムス) 凝麟 八、'蠢M-1

慈悲あまねく *慈愛深きへ

アツラー*の御名において

太陽と、その朝2にかけて、3

二また、それに続い（て昇降し）た月にかけて、

: また、それ （闇）4を開いた昼にかけて、

4. また、それ （大地）5を覆う夜にかけて、

また、天と、それを築いたもの6にかけて、

また、大地と、それを平らに広げたものに

かけて、

7 ま た、 魂 と、そ れ を 整 え、

:，I それに、その放逸さと敬虔さ *7を吹き込んだ

ものにかけて （誓う）。

6

それを清めた者8は、確かに成功したので

あ り、

1 マッカ*啓示。スーラ*の名称は、冒頭に出現する語が由来。アッラー*の偉大な創造物にお

ける誓いの後、人間の真の成功と敗北とは何かが、確証される。また、サーリワ*とその民

の出来事が、アッラー*の預言者*に対する不信仰への厳しい警告と共に、描写される。

2 この 「朝」 の解釈には、「光」「美しさ」「暑さ」「昼間」 といった諸説がある （アル=クル

トウビー20:72-73 参照)。

3 アーヤ*1-8 までの、アツラー*によるこの誓いについては、整列者章 1 の訳注を参照。

4 「闇」のほかにも「太陽」「大地」「大地にあるもの」といった解釈がある （前掲書 20:74 参照)。

5 「太陽」 という解釈もある （前掲書、同頁参照)。

6 つまり、「その構築」 という意味。あるいは 「アッラー*」 のこと。アーヤ*6-8 の解釈も同

様 （前掲書、同頁参照)。

7 つまり善悪の道のこと （ムヤッサル 595 頁参照)。人間章 3 とその訳注も参照。

8 自らを罪や汚点から清め、アッラー*に対する服従により崇高なものとし、有益な知識と正

しい行い*で高めた者のこと （アッ =サァディー926 頁参照)。ター•ハー章 76、至高者章

14 の訳注も参照。



91.太陽章 0 J 一1、
; それを （扉で）埋もれさせた者は、確かに

敗北したのだ。

I サムード*は、そのひどい放埒さゆえに、（預

言者*サーリワ*を）嘘つき呼ばわりした。

ご . その （サムード*の部族の内、）最も不幸な

者1が立ち上がった時のこと。

y それでアツラー*の使徒* (ザーリフ*) は、

彼らに言った。「アツラー*の雌ラクダ2(に

危害を加えないこと）と、それに水をや

ること （において粗相がないよう 、気を

つ け よ）」 。

L だが彼らは、彼（ザーリフ*) を嘘つき呼ば

わりして、それ （雌ラクダ）の腱を切った

3。それでかれ （アツラー*) は、彼らをそ

の罪ゆえに （懲罰で）覆い給い4、それ （サ

ムード*) を等しく （滅ぼ）された。

物抑メぬ

そしてかれは、その結末を怖れることなど

ないのだ。5

1 この 「最も不幸な者」 については、月章 29 「仲間」 の訳注を参照。

2 「アツラー*の雌ラクダ」 という表現については、アル= ヒジュル章 29 の 「わが魂」 に関

する訳注を参照。また、この話の詳細については、高壁章 73-77 とその訳注、フード*章

64-68、詩人たち章 155-157、月章 27-29 を参照。

3 「腱を切った」 という表現については、高壁章 77 の訳注を参照。

4 サムード*に下された懲罰の詳細については、頻出名•用語解説の「サムード*」の項を参照。

5 このアーヤ*の解釈には、「アツラー*は、懲罰によるサムード*の結末など怖れない」「雌ラ

クダを屠 （ほふ）った者は、自分がしたことの結末を怖れない」「ザーリフ*は、サムード*

の結末を怖れない」 （アル=クルトウビー20:79-8◦参照）といった諸説がある。
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第 92章

夜 章 （ア ツ =ラ イ ル）1 鱗! へ観
'
藥

慈悲あまねく *慈愛深き*

アツラー*の御名において

碑

_
(その闇によって、大地を）覆う夜にかけ

て、2

参鱗2. また、 （その光で闇から）露わになった昼

にかけて、

3. また、男性と女性を創ったもの3にかけて (誓う）。

©截

^
�

本当にあなた方の行いは、実に多様4である。1 .

(自分の財産を）与え5、（アツラー*を）畏れ*、

〇. 最善のもの6を信じる者はといえば、

©㈣越7 われら*が彼を、 （善、正しさ、あらゆる物

事における）容易さへと導いてやろう。7

1 マッカ*啓示。スーラ*の名称は、冒頭に出現する語が由来。対照的な物事におけるアッラー*

の誓いの後、真の成功者と失敗者の様子が、各々への吉報と警告と共に対照的に描かれる。

2 アーヤ* 1-3 における、アッラー*によるこの誓いについては、整列者章 1 の訳注を参照。

3 つまり、「その創造」 という意味。あるいは 「アッラー*」 のこと （アルニクルトゥビー

20:80-81 参照)。

4 行いの種類、量、そこにおける活力、目的などにおいて 「多様」 である （アッ =サアディ

一926 頁参照)。

5 アッ =サアディー*によれば、これは浄財

'
施 （ほ ど こ）し、扶 養 （ふ よ う）な ど と い っ

た、財産による崇拝* 行為において 「与える」 ことを始め、礼拝や斎戒* などの身体による

崇拝*行為、あるいは巡礼*などの、財産と身体のいずれにも関連した崇拝*行為において自

らの義務を果たすこと（926 頁参照)。

6 こ の 「最 善 の も の」 と は、シャハーダ*の言葉と、それが要求するもの、そしてそれによ

て得られる褒美のこととされる （ムヤッサル 595 頁参照)。婦人章 95 の同語についての

訳注も参照。

7 —説にこのアーヤ*は、マッカ*時代、抑圧されていた弱い奴隸* たちを解放していたアブー.
バクル*に関して下ったものとされる （アッ =タバリー10:8674 参照)。アーヤ*17 の訳注

も参照。 -

つ
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鱗祕唸8. そして、（財産を）出し惜しみし、（主*

の褒美なしでも）十分だと主張し、

日、:

^
のもの1を嘘呼ばわりした者はといえば、9 取口

10 われら*が彼を、困難へと導いてやろう。2

11 . そして、彼の財産は彼に役立たない、彼が

(業火へと）転落してしまった3時には。

12. 本当にわれら*にこそ、Wき（のii)が鳥
するのであり、

13. 本当にわれら*にこそ、来世と最初のもの

(現世）が属するのだ。

14. ならば（人々よ）、われら*はあなた方に、

燃え盛る（地獄の）業火を警告した。

私45�

〗5. そこに入って炙られるのは、最も不幸な者

だけ。

(預言者*ムハンマド*を）嘘つき呼ばわり

し、（信仰に）背を向けた者。

I ? そして、 な*者4は、そこから寛れるこ
とになろう。

自らを努めて清め5つつ、自分の財産を与

える者は。

1(5

班4(18.

1 この「最善のもの」については、アーヤ*6の訳注を参照。
2 アツラー*は善を志した者には、そこへとお導きになることでお報いになり、悪を志した者

には、失敗という応報を与えられる。そしてその全ては、定められた運命なのである（イ
ブン•カスイール 8:417参照)。

3 あるいは、「死んでしまった」という意味（アル=クルトウビー20:85 参照)。

4 一説に、この「敬虔*な者」とはアブー•バクル*を指しているとされるが、アーヤ*18-20
のような特質を備えているほかの全ての者も、ここに含まれるとされる（イブン•カスイー
ル 8:422 参照)。

5「自らを努めて清める」ことについては、ター•ハー章76、至高者*章 14の訳注を参照。



92. 夜章

19. 彼には、誰かに対して返すべき恩があ（っ

て、それゆえに財産を与え）るわけでは

ない0

20. しかし、至高なる*自分の主*の御顔を求め

るがゆえなのであり、
©私巧4

^
A

かなら

2 1 . 彼は必ずや、（天国で彼が授かるものに)

満足することになろう。

ハ
ノ
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第 93章

朝 章 （ア ッ = ドハー) mm謂

慈悲あまねく *慈愛深き +

アツラー*の御名において

②沒G路あ！}u

i . 朝にかけて、2

また、静まった夜にかけて （誓う）。

(預言者*よ、）かれ （アツラー*) は、あな

たに見切りをつけられたのでもなければ、

あなたをお嫌いになったわけでもない。3

[ そして来世こそは、あなたにとって最初の

もの （現世）よりも善いのであり、
かなら

5. あなたの主*は （来世で）、あなたに必ずや

(諸々のお恵みを）お授けになり、あなた

は （それに）満足するのである。

6. かれは、あなたが （以前、）孤児であるの

を見出され、それで （あなたを）匿って下

さったのではないか？4

1 マッカ*啓示。スーラ*の名称は、冒頭に出現する語が由来 （「朝」 については、ター•ハー

章 59 の訳注も参照)。マッカ*時代の苦境にあった預言者*ムハンマド*への吉報、彼に対

するアッラー*の特別な思 （おぼ）し召しが、彼に対する慰 （なぐさ）めと共に再確認され

る。また、過去の苦難を思い出してアッラー*の恩恵に感謝しつつ、忍耐

'
善行、崇拝*

行為に励 （はげ）むよう、命じられている。

2 アーヤ*1-2 における、アッラー*によるこの誓いについては、整列者章 1 の訳注を参照。

3 このアーヤ*は、預言者*に対するジブリール*の訪問がしばらく途絶 （とだ）えた時、シル

ク *の徒が 「アッラー*は彼を嫌い、見切りをつけたのだ」 と言ったことについて、下った

とされる （アル=クルトウビー20:92 参照)。

4 預言者 *ムハンマド *は誕生前、あるいは誕生後すぐに父親を亡くし、六歳の時には母親も

亡くした。その後は祖父の後見下に入ったが、八歳の時に彼が他界してからは、叔父アブ

一 •ターリブが彼の面倒を見始め、預言者*としての使命を受けてからも、彼を援助し続け

た （イブン •カスイール 8:426 参照)。
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また、あなたが迷っているのを見出され、
みちび

それで （あなたを）お導き下さったので
②成犯蝴j

は？1

: また、あなたが貧しい者であるのを見出さ

れ、（満足と忍耐*によって）豊かにして下

さったのでは？

〇 ならば、孤児については、居丈高になるの

ではない。

: n また、乞う者については、叱りつけたりす

るのではない。

そして、あなたの主*の恩恵2についてこそ、

話して聞かせるのだ。

©满华ぬj

1 つまり、啓典も信仰も知らない状態だった （相談章 52 参照）彼に、それ以前には知らな
かったものを教えて下さり、最善の行為と品性へとお導きになった、ということ （アツニ
サァディー928 頁参照)。

2 「恩恵」 のほか、「アツラー*から伝達を命じられたこと」「クルアーシ*」 といった解釈も

ある （アル=バガウィー5:27◦参照)。



94.胸を広げる章 こ — M

m巧第 94章

胸を広げる章（アツ=シャルフ）1 :繁

じあい

慈悲あまねく

'
慈愛深き*

アツラー*の御名において

(預言者*よ、）われら*はあなたのため、あ

なたの胸を広げてやった2のではないか？

そして、あなたから、あなたの重荷3を下ろ

してやったのだ。

(その重みで、）あなたの背を軋ませてい

たもの（重命）を。

また、あなたのため、あなたの名声を高め

てやった。4

本当に、苦と共にこそ楽あり、

本当に、苦と共にこそ楽あり。5

1 マッカ*啓示。スーラ*の名称は、冒頭に出現する語が由来。マッカ*時代の苦境の中に

ある預言者*ムハンマド*への慰（なぐさ）めとして、彼に対するアッラー*の特別なお

計らいと、彼に授けられた預言者*としての使命という偉大な恩恵について、語りかけ

られている。また、苦境は一時的なものであるという世の法則が確認された後、預言

者*としての使命を果たすべく、アッラー*のみを求め、かれのみに全てを委ねつつ、

努力することが命じられている。

2 つまり信仰、預言者*としての使命、知識、英知を受容できるよう、心を広げ、柔らかくさ

れた、ということ（アル=バガウィー5274 参照)。家畜章 125、ター•ハー25章も参照。

3 この「重荷」の解釈については、「罪（勝利章 2 の訳注も参照)」「間違い」「預言者*とし

ての使命につきものの苦労」といった諸説がある（アル=クルトウビー20:105-106参照)。

4 預言者*としての使命を授かることなどによって、またはシャハーダ*の言葉において、彼

の名がアッラー*の御名と共に言及されたり、彼への服従がアッラー*への服従と見なされ

たり（婦人章 80 参照)、天使*たちや信仰者たちによって讃美（さんび）される（部族連

合章 56とその訳注を参照）存在となることによって「名声を高められた」（アル=バイダ

ーウィー5:505参照)。

5 解釈学者らによれば、アーヤ*5と6の「苦」は同一のもので、「楽」は別のもの。つまり、

一つの苦は、必ず二つの楽を伴うということ（アル=バガウィー5:275 参照)。



94.胸を広げる章 -气ir

ならば、 （現世の用事から）手が空いたら、
す う は い じ ん り よ く

(崇拝*行為に）尽力せよ。1

そして （あらゆる必要において）、あなた

の主*にこそ希求するのだ。

8 .

1 ほかにも、前者と後者がそれぞれ 「礼拝、祈願」「義務の崇拝*行為、夜の任意の礼拝」「イ
スラーム*の教えの伝達、自分と信仰者たちの赦しをアツラー*に乞うこと」「敵との戦い、
アツラー*の崇拝*」 であるといった解釈もある （アルニクルトウビー20:108-109 参照)。
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^
I；< 第 95 章

無花果章 （アツニティーン) 1

慈悲あまねく *慈愛深き*

アツラー*の御名において

無花果とオリーブにかけて、2

また、シナイ山にかけて、

靡淡

©通㈣

ま た、こ の 平 安 な 町 （マ ッ カ *) に か け て
ち か

(誓 う）〇
3

かが'網
’(㈣1 われら*は確かに人間を、最善の形に創造した。

'‘. それから、われら*は彼を、（われら* と使徒
*に服従しなかったゆえに）低劣な者たちの

内でも最低の者と帰させた4のである。

ン 但 し、信 仰 し て 正 し い 行 い*を 行 う 者 た ち

は別だが。彼らには、尽きることのない褒

美5がある。

1 マッカ*啓示。スーラ*の名称は、冒頭に出現する語が由来。アッラー-の創造における御力
と恩恵が強調された後、不信仰者* と信仰者の様子が対照的に描かれ、次いで復活と報いの
真実が確証される。

2 ア ー ヤM -3 における、アッラー*によるこの誓いについては、整列者章 1 の訳注を参照。

3 ある種の学者らは、アーヤ*1-3 で言及されている語が、「決然とした者たち（部族連合章 7
の訳注を参照)」 の内の三人の使徒*が遣わされた場所を示している、と解釈している。つ
まり 「無花果とオリーブ」はエルサレムの地で、イーサー*が遣わされた場所、「シナイ山」
は、ムーサー*がアッラー*から語りかけられた場所、「平安な町（この名の由来については、
雌牛章 125 の訳注を参照)」 は、預言者& ムハンマド*が遣わされた町マッカだということ
(イブン•カスイール 8:434 参照)。

4 つまり、地獄に落とした、ということ （ムヤッサル 597 頁参照)。または、「最悪の年齢（蜜
蜂章 70 の訳注を参照)」に戻した、という解釈もある。その場合、アーヤ*6 とのつながり
は 「理性が衰 （おとろ）えることで新たに善行の褒美を得ることはなくなるが、信仰し正
しい行い*を行った者たちは別で、若く健康だった頃の善行が書き留められる」 といった風
になる （アル=バガウイー5:277-278 参照)。あるいは、そもそもアーヤ、

6 とのつながり
はなくなる （アル=クルトウビー20:115 参照)。

5 「尽きることのない褒美」 については、詳細にされた章 8 の訳注を參照。



95.無花果章

7. ならば（人間よ、その根拠が明白になった)

後で、何があなたに（来世での復活と）報い

を嘘とさせるのか？

祕㈣難

8. 一体アツラー*は、英知あふれる*者の内で

も、最も英知あふれるお方なのではない

か？

1 果たして、命令も禁止も、褒美（ほうび）も罰もないままに、創造物を放ったらかしにし

ておくことが、アツラー*の英知に適う事であろうか、ということ（アツ=サアディー929
頁参照)。
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凝血章 （アル=ァラク）1

.

纖�麟
結～:

慈悲あまねく *慈愛深き*

アツラー*の御名において

(电琴*ょ、) MSをされた、あなたのM
*の御名において （、啓示されたクルアーン

4

0

*を）読め。

2 かれは人間を、一塊の凝血からお創りにな

つ た。2

(預言者*よ、クルアーン*を）読め。あなた

の主*は、最も貴い*お方。

4 筆 （記）を教えて下さったお方。

3

罐㈣
©却ゆ你人間に、彼が知らなかったことを教えて下

さった （お方）。

©成㈣�断じて （、アツラー*の恩恵に対して恩知ら

ずになってはなら）ない！ 実に人間は、（ア
ほ う ら つ

ッラー*に対して、）まさしく放埒である。
み ず か

©蘇從J難i

r 自らを、十分な者3と見なすがゆえ。

実にあなたの主*にこそ、 （来世での）戻り

場所があ（り、そこで自分が行つたことを報

われることにな）るのである。

1 マッカ*啓示。スーラ*名はアーヤ*2 で言及されている語に由来。初期に下ったスーラ*の

一つで、特に最初の 5 アーヤ *は、 ヒラー洞窟に篭 （こ も）って崇拝*行為に没頭していた

ムハンマド*が、ジブリール*の訪問を受け、初めて受け取った啓示 （アル=ブハーリー3

参照)。創造と知識という恩恵の言及に始まり、預言者*のイスラーム*布教を阻む不信仰者
*に対して厳しい警告が向けられると共に、敵に対する毅然（きぜん）とした態度、忍耐

'崇拝*行為によるアッラー*への奉仕が命じられている。

2 人間の創造の変遷 （へんせん）については、巡礼*章 5、信仰者たち章 14 も参照。

3 財産、子供、権力において満たされた「十分な者」ということ（アル=ジャザーイリー5:594
参照)。
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^
念威4、頌言ってみよ、阻む者1 (について）、

僕 （ムハンマド*) を、彼が礼拝した時に

(阻む者について）。

言ってみよ、もし彼（S言#*) がみ#きの

上にあったとしたら （、いかに彼を礼拝か

ら阻むというのか）？

あるいは、（人に）敬虔さ*を命じたのだと

したら （、いかに彼をそこから阻むという

のか）？

〆

: 言ってみよ、もし彼 （阻む者）が、 （自分

がそこへと招かれているものを）嘘呼ばわ

りし、背を向けたならば、

彼はアツラー*が(、自分のすること全てを)

ご覧にな （り、それに対して報われ）ると

いうことを、知らなかったのか？

断じて （、彼の主張は正しく）ない！ も

しも彼が （預言者*に対する敵対と抑圧を)

止めなければ、われら *は必ずや （彼の）

前髪を引っ掴んで2 (、業火へ放り込んで）

しまおう。

. (言 葉 は）嘘 つ き で、 （行 い の）誤 っ た

(、彼の）前髪を。

ならば彼に、自分の会合の場（の仲間たち)

を呼ばせて （、援助を乞わせて）みよ。

於

©紙

^
fee

1 これは不信仰者*の長アブー•ジャハル*のことだが、彼と同様に善を阻もうとする全ての者

も、ここに当てはまる （アツニサアデイー930 頁参照)。

2 「前髪を掴む」 という表現には、その対象への蔑 （さげす）みや辱 （はずかし）めの意味

が含まれている （アル=クルトゥビー20:125 参照)。
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m0
念會 y

^
==>

われら *はザバーニヤ1を呼んでやるから。

19. 断じて（、彼の主張は正しく）ない！ （使徒
*よ、）彼に従わず2、 （あなたの主*に）

サジダ* し、お近づきを求めよ。（読誦の

サジダ*)

8 .

1 「ザバーニヤ」 とは、「ザブン （押しやる）」 という語からの派生語とされ、地獄の住人を
押しやる、荒々しく厳しい天使* たち （禁止章 6 の訳注も参照）のこと （アル=バガウィ
一5:282 参照)。

2 つまり、崇拝*行為を継続し、沢山行うことから阻 （はば）まれても従うのではない、とい
うこと （イブン•カスィール 8:439 参照)。
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^
第 97章

誉れの夜*章 （アル=カドウル）1 .凝

慈悲あまねぐ慈愛深き*

アツラー*の御名において

本当にわれら *は、誉れの夜にそれ （クルア

ーン *) を下した。

(預言者*よ、）誉れの夜が何かを、何があ

なたに知らせるか？

� 起3

0

〇

^
>备典

^̂̂
ぬU娘

^
< ヤ シ

誉れの夜は、千の月に優るもの。23

天使*たちと魂 （ジブリール*) 3はそこに

おいて、彼らの主*のお許しと共に、 （かれ

がお定めになった）全ての物事ゆえ、次々

と降臨する。4

1 .

黎明の出現まで、それは （いかなる悪から

も、）ま さ し く 安 全5なのである。

1 マッカ*啓示かマディーナ*啓示かで、学者間の大きな相違があるスーラ*の一つ。スーラ*

名は、本スーラ*の主題であり、かつこのスーラ*にしか登場しない 「誉れの夜」 という語

による。クルアーン*の徳と恩恵、創造の管理を一手に司 （つかさど）られるアッラー*の

偉大さと英知が取り上げられると共に、それらと密接な関係のある、荘厳 （そうごん）さ

と祝福にあふれた誉れの夜の様子が描かれる。

2 つまり、そこにおける正しい行い*は、誉れの夜がない千の月における正しい行い*に優る、

ということ （ムヤッサル 598 頁参照)。

3 ここでジブリール*が 「魂」 と呼ばれていることについては、マルヤム*章 17 の訳注を参照。

4 煙霧章 4 の訳注も参照。

5 この 「安全 （サラーム)」 という語は、「『平安を』 という、天使*たちの挨拶 （家畜章 54

の訳注を参照)」 のことである、という解釈もある （アル=パガウィー5:289 参照)。
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^
0 一气八

第 98章

明証章 （アル=バイイナ）1

慈悲あまねく *慈愛深き*

アツラー*の御名において

啓典の民* とシルク *の徒である不信仰に陥

った者*たちは、自分たちのもとに明証が

到来するまで、 （不信仰からの）脱却者と

はならなかった。2

2. 清浄なる書巻3を読誦 4する、アツラー*から

の使徒* (という明証）が。

3. その （書巻の）中には、適確な書5がある。

4. また、啓典を授けられた者*たちが （、ムハ

ンマド*の使徒*性が真実かどうかについて)

分裂したのは、自分たちのもとに明証が

到来した後のことに外ならなかった。6

おちい

ひ跋雜i1 .

料典

1 マッカ*啓示かマデイーナ*啓示かで、学者間の大きな相違があるスーラ*の一つ。スーラ*

名にもなっている、アッラー*の使徒*と彼が授かったクルアーン* という 「明証」 が、啓典

の民* とそれ以外の不信仰者*の前で確証される。そしてクルアーン* とそれ以前の啓典の根

本的な教えが同一であることを強調しつつ、アッラー*の教えの基本が提示され、それを拒

否する者と信じる者の来世での行き先が、対照的に描写される。

2 このアーヤ*は、上記の不信仰者*の内、使徒*の招きに従って信仰し、無知と迷いから救わ

れた者たちのことを話している （アル=バガウイー5:290 参照)。

3 つまり、クルアーン*のこと （ムヤッサル 598 頁参照)。その内容に虚妄 （きょもう）が触

れることはなく （詳細にされた章 42 と、その訳注も参照)、清浄な者しかそれに触れるこ

とが出来ない （出来事章 79、眉をひそめた章 14 とその訳注も参照）（アル=バイダーウ

イー5:515 参照)。

4 この 「読誦」 については、雌牛章 121 の訳注も参照。

5 「適確な書」 とは、真理とまっすぐな道へと導いてくれる、正しい情報と命令のこと （ア

ッニサアデイー931 頁参照)、あるいは法規定のこと （アル= クルトウビー20:143 参照)。

6 「明証」 とは、ムハンマド *が、彼らの啓典の中でその到来を約束されている預言者*であ

ることを示す、数々の証拠のこと。彼らはそのことを心得ていたが、いざ彼が使徒* として

遣わされると、彼を信じる者と、嫉妬 （しっと）して否定する者に分裂した （ムヤッサル

598 頁参照)。雌牛章 213 とその訳注も参照。
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そして彼らは、アツラー*に真摯に崇拝*行為

を捧げつつ、純正1な状態でかれ （だけ）を

崇拝* し、礼拝を遵守* し、浄財*を支払うこ

としか、命じられはしなかったのだ2。それ

が、適確な宗教 （イスラーム*) である。

c . 本当に、啓典の民*とシルクの徒*である不信

仰に陥った者*たちは （復活の日*) 、地獄

の業火の中にある。彼らはそこに永遠に留

まるのだ。それらの者たちこそは、最悪の

ii物。

�M咏拳�’�

本当に、信仰し、正しい行い*を行う者たち、

それらの者たちこそは最善の創造物。

(復活の日*における）彼らの報いは、その

下から河川が流れる、彼らの主*の御許での

永久の楽園。彼らはそこで、ずっと永遠に留

まる。アツラー*は彼らをお喜びになり、彼

らもアツラー*に満足する。それが、自分の

主Yを恐れた者3のためのものなのだ。

1 「純正」 については、雌牛章 135 の同語についての訳注を参照。

2 蜜蜂章 36、預言者*たち章 25 も参照 （イブン •カスィール 8:457 参照)。

3 つまり主*を恐れるがゆえに、かれに逆らわず、義務を果たした者のこと （アツニサアディ

一932 頁参照)。
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僅かな重みでも悪いことを行う者は誰で

も、（来世で）それ（に対する応報）を見出

すのだ。1

8

1 同様の意味のアーヤ*として、婦人章 40、洞窟章 49、預言者*たち 47、ルクマーン章 16

なども参照。



100. 疾駆するもの章 0101aJl

し 。く 第 100 章

疾駆するもの章（アル=アーディヤート）1

慈悲あまねく +慈愛深き*

アツラー*の御名において

1 鼻息を荒げて疾駆するもの2にかけて、3

また、（蹄で石を）打ち付けつつ、火花を散

らすものにかけて、

:• ま た、朝 に （敵 陣 へ と）進 撃 す る も の に か

け て （善 う）、
ほ こ り

それらは、それ4によって埃を巻き上げ、

それ5と共に、（敵の）集団の只中へと進み

込む6、

©心綱
’

吻本当に人間は、自分の主*に対してまさしく

恩知らずであり、

本当にかれ7は、そのことにおける確かな証

言者である。

1 マッカ*啓示 （マディーナ*啓示説もあり）。スーラ*の名称は、冒頭に出現する語が由来。勇猛
に敵陣へと駆け込んでいく軍隊の様子が描かれた後、アッラー*の恩恵に対して恩知らずで、
復活の日*の清算と報いを疎 （おろそ）かにしている人間に警告が放たれる。一見、前半部と
後半部の関連性がないように見えるが、一説には前半部では不信仰者*である敵、後半部では

復活の日*が、いずれも来世での損失につながる用心すべきものとして取り上げられている。

2 大方の解釈学者は、アーヤ*5 まで登場する、この「疾駆」 し 「火花を散らし」「進撃する」
ものを、アッラー*の道において敵を目指して駆ける馬と解釈している。「ハッジ*における
ラクダ」 という説もあるが、その場合、アーヤ*5 までの解釈は、本文訳とは多少変わって
来る （アル= クルトウビー20:160 参照)。

3 アーヤ* 1 -3 までの、アツラー*によるこの誓いについては、整列者章 1 の訳注を参照。

4 この 「それ」 とは、疾駆と、敵への進撃のこと （アッニサァディー932 頁参照)。

5 この 「それ」 には、「朝の時間」「疾駆」「埃」 といった解釈がある （アル=バイダーウィー

5:520 参照)。

6 あるいは「(敵の）只中に、集団で入り込む」という意味（イブン•カスィール 8:466 参照)。

7 この 「かれ」 が誰かについては、「人間」「アツラー*」 という説がある （アル= クルトウビ

-20:162 参照）。



力30八100.疾駆するもの章 6】 -、
また、本当に彼 （人間）は、善きもの1への

はげ

愛情において、ことさら激しい者である。

8.

一体、彼は （何が自分を待ち受けている
はか

か、）知らないのか？ 墓の中にあるもの

(死んだ人々）が、ひっくり返され （て、

清算と報いのために蘇らされ）、

9 .

©』1

^
て於5

^
510. 胸の内にある （善悪の）ことが明らかにさ

れる時、

本当に彼らの主*は （復活の）その日、彼ら

(の行し ）ヽをまさしく通暁されるお方であ

られる。2

©黎

^̂ ^
11.

1 この 「善きもの」 は、財産のこと （ムヤッサル 600 頁参照)。

2 アッラー*は復活の日*以外でも、全てを通暁されるお方である。ここで 「その日」 と限定

されているのは、報いの日*に対する警告の意味 （イブン•ジュサイ 2:602 参照)。
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^ -、•、

衝撃章 （アル=カーリア）1

慈悲あまねぐ慈愛深き*

アツラー*の御名において

舞

��娜起

衝撃2、

衝撃とは何か？2.
しようげき

衝撃とは何かを、何があなたに知らせるか？

(衝撃とは、）人々が、散り散りになった

蛾のようになり、3

また山々が、梳かれた羊毛のようになる日。4

3.

1.

はかり はかり

自分の （善行の）秤が （悪行の秤より）

重かった者はといえば、5

0.

彼は （天国で）満足な生活の中にある。
はかり はかり

8 . また、自分の （善行の）枰が （悪行の秤よ

り）軽かった者はといえば、

その落ち着く先は、墜落。6
，
り

©孤�

ガ㈣

9.

それが何かを、何があなたに知らせるか？10.

こ く ね つ

(それは）酷熱の業火である。11.

1 マツか啓示。スーラ*の名称は、冒頭に出現する語が由来。復活の日*が、その日の恐るべき
様子、そこで起きる清算と報い、善行者と悪行者の対照的な行き先の描写と共に、確証される。

2 この 「衝撃」 とは、その恐怖と戦慄(せんりつ）によって創造物に衝撃を与える、復活の日
*のこと （アル=クルトウビー20:164 参照)。

3 その数の多さ、哀 （あわ）れさと、散らばり、混乱した様子が蛾に譬 （たと）えられてい
る （アル=バイダーウィー5:522 参照)。

4 復活の日*の山々の変化については、洞窟章 47 の訳注を参照。

5 復活の日*の秤については、高壁章 8の訳注も参照。

6 「落ち着く先 （ウンム)」 には、「頭」 という解釈もある。その場合、「頭から業火へと墜落
する」 という意味となる。また、「墜落」 とは、底知れず墜落する場所である、地獄の別称
(アル=バガウィー5:297 参照)。
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公.

. ；第 102 章

増やし合い章 （アツニタカースル）1 : C攀‘

凝：::
. . .

慈悲あまねぐ慈愛深き*

アツラー*の御名において

増やし合い2が、あなた方を （アツラー*への

服従3から）そっちのけにさせる、
はか

©ン㈣茲於あなた方が （死んで）墓場を訪れるまで。

断じて （、そのようであるべきでは）ない！

あなた方はやがて、 （事の結末を）知るだ

ろぅ。

更に、断じて （、そのようであるべきでは）

ない！ あなた方はやがて、 （事の結末を）

知るだろう。4

②�各鮮

断じて （、そのようであるべきでは）ない！

もし、あなた方が確固たる知識5で知るなら

ば（、あなた方はそのようなことから身を慎
みずか

み、自らを破滅から救うことへと急いだで

あ ろ う）〇

1 マッカ*啓示。スーラ*の名称は、冒頭に出現する語が由来。復活の日* と、その日の報 （む

く）いの確証と共に、来世で自分自身を救ってくれる物事をおろそかにし、現世の諸事に

かまけることへの厳 （きび）しい警告がなされる。

2 財産、子供、仲間、軍勢、部下、地位など、アッラー*のためではなく 、他人に対する

数量的な優勢を意図した全ての物事における 「増やし合い」 のこと （アッ =サァディ

一933 頁参照)。

3 あ る い は、「来 世 を 求 め る こ と」 （イ ブ ン•カ ス ィ ー ル 8:472 参照)。

4 一説に、このアーヤ*はアーヤ*3 の内容の強調。その他、アーヤ*3 とアーヤ*4 の 「知る」
が、それぞれ 「墓の中でのものと来世でのもの」「死が訪れた時と復活の時」 「死が訪れた

時と墓に入った時」「不信仰者*のものと信仰者のもの」 である、という解釈もある （アル
=クルトゥビー20:172-173 参照)。

5 この 「確固たる知識」 とは、「死後、アッラー*が人を蘇 （よみがえ）らせるということ」
(アツ =タバリー10:8754-8755 頁参照)。
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かなら

あなた方は必ずや、火獄を見よう。

更に、あなた方は必ずや、揺るぎない目で

それを見よう。1

t'

鱗8. それから、あなた方は （復活の）その日、必
あんねい

ずや安寧について尋ねられよう。2

1 一説に、このアーヤ *はアーヤ *6 の内容に対する強調。その他、アーヤ *6 とアーヤ *7 の「見

る」 は、それぞれ 「地獄が彼らを遠い場所から認めること （識別章 12 参照）と、彼らが

地獄へとやって来た時、それを目にすること （マルヤム*章 71 とその訳注を参照)」「知識
によるものと、目視によるもの」 とする解釈もある （アル=バイダーウィー5:524 参照)。

2 「安寧」 とは、人が現世で味わう、あらゆる恩恵のこと （アツ = タバリー10:8759 参照)。
人はその日、現世で味わった恩恵に対して感謝をし、そこにおいてアツラー*に対する義務
を果たしていたか、それを罪に利用することはなかったか尋ねられ （この 「質問」 につい

ては、高壁章 8 の訳注も参照)、その内容いかんにより、更なる恩恵を頂くか、あるいは
懲罰を受けるかすることになる （アツ =サアディー933 頁参照)。そして、アツラー*以外

のものを崇 （あが）める者は、かれの恩恵に対して感謝していることにはならない （アル
=バガウィー5:299 参照)。
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時間章 （アル=アスル）1 織麟議:
.

.

慈悲あまねく

'
慈愛深き#

アツラー

^
)御名において

時間にかけて （誓う）。2

痛H

\1?

②嫣�減

^
®

2. 本当に人間は、まさしく損失の中にある。

3. 信仰し、正しい行い*を行い、真理 （の固守

とアツラー*への服従）を勧め合い、忍耐 *

を勧め合う者たち以外は。

1 マッカ*啓示。スーラ *名は冒頭で登場する語に由来。信仰、正しい行い

'
互いに真理と忍

耐を勧め合うことを実現しない限り、人間は損失と欠如の中にあることが確証される。

2 アッラー*による、この誓いについては、整列者章 1 の訳注を参照。



^
1309\ -、•！104.中傷者章

中傷者章 （アル=フマザ）1

慈悲あまねく

'
慈愛深き *

アツラー*の御名において

!. 全てのち丰ぅ富者、痛，i者2に、1f いあれ。

2. 財産を集め、それを数える （ことに現を抜

かす）者に。

3. 彼は自分の財産が、自分を （現世で）永遠

に生かしてくれると思っている。

4. 断じて（、彼の主張は正しく）ない！ 彼は必

ずや、粉砕するもの3の中に投げ込まれよう。

5. (使徒*よ、）粉砕するものが何かを、何が

あなたに知らせるのか？

(それは、）点火され （激しく燃え上がっ）

た齡。

tt体を突き抜け、）ノL臓にまで達するもの〇 4

0

かなら

0.

ぎ鞠㈣7.

1 マッカ*啓示。スーラ$名は冒頭のアーヤ *に登場する語に由来。シルク *の徒が、ムスリム*

たちをイスラーム*から遠ざけ、シルク *へと回帰 （かいき）させようとして行っていた害
の一例が取り上げられ、正ししヽ信仰も善行もせず現世に溺（おぼ）れている彼らに対する、
来世での厳しい懲罰が警告される。

2 この「中傷者」「誹謗者」の解釈には、前者と後者がそれぞれ、「悪い噂を吹いて回る者 （筆

章 11 の訳注を参照)、人の欠点をあげつらう者」 「面と向かって中傷する者、陰口 （部屋

章 12 の訳注を参照）を言う者」 「その逆」「言葉で中傷する者、目配 （くば）せで中傷す

る者」 など、非常に多くの説がある （アル=クルトウビー20:181-182 参照)。

3 「粉砕するもの」 とは、そこに入れられたもの全てを粉砕する、地獄の業火の別称 （前掲
書 20:184 参照)。

4 このアーヤ *の解釈には、「炎は全身を覆（おお）い尽くすが、誤った信仰は心に宿 （やど）
るものであることから、心臓が特に言及されている」「心臓にまで痛みが達すれば人は死ぬ

ものだが、そこでは死ぬこともできない （創成者*章 36、至高者*者 13 も参照)」「心の内
を見通し、彼らの各々がどれだけ懲罰に値するかを知っている」 といった諸説がある （ア
ッ =シャウカーニー5:665 参照)。
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8. 本当にそれは、彼らを密閉している、

9. 長く伸びた列柱 1の中で。

你炎委喊

私!

^
$

1 この 「列柱」 の解釈には、「それによって罰される柱」「首につけられる枷 （ヤー•スイーン

章 8 も参照)」「足につけられる枷」「地獄の民を密閉する杭 （くい)」「体を縛 （しば）る
長い鎖や枷 （真実章 30-32 も参照)」「終わりのない長い時間」 といった諸説がある （アル
=クルトゥビー20:186 参照)。
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e 第 105 章

象章 （アルニフイール）1 ㈣縱j :邊 .

.

慈悲あまねく *慈愛深き*

アッラー*の御名において

(使徒*よ、）一体あなたは、あなたの主*

が、象の仲間たちにどのようになさったの

か、知らなかったのか？2

•: かれは彼らの策略 3を、無に帰させられたの

ではなかったか？

!■ そして、かれは彼らに、大群をなす鳥たち

を遣わされたのだ。4

^
0

^]

0

^
1 マッカ*啓示。預言者*ムハンマド *が誕生した年であるとされる 「象の年」 の出来事を簡潔

(かんけつ）に描写しており、それがスーラ *の名称ともなっている。タウヒード*の徒で

あったイブラーヒーム* と、その息子でありアラブ人の袓でもあるイスマーイール*が建設

し、アッラー*が神聖なるものとされたカアバ神殿* とマッカ*を汚そうとする者に対する、

アッラー*のお怒りと懲罰（ちょうばつ）の警告、それをお守りになるのは当時そこで崇（あ

が）められていた偶像などではなく、アッラー* ご自身であることが強調される。そこには、

カアバ神殿*の諸事を司 （つかさど）っていた当時のクライシュ族*の不信仰者*に対する警

告と、預言者*ムハンマド*とその宗教に対するアッラー*のご加護 （かご)、そしてイスラ

ーム* とその預言者*に対する敵の策略が無に帰すことの約束が、暗に示されている。

2 キリスト教であったエチオピア王国のイエメン総督 （そうとく）アブラハは、サヌアに大

きな教会を建て、それがカアバ神殿*に代わる巡礼*の場となること （雌牛章 125、悔悟章

28 の訳注も参照）を望んだ。しかしアラブ人たちがそれを受け入れないのを見ると、カア

バ神殿*を破壊 （はかい）すべく 、象を従えた強大な軍隊と共にマッカ*へと進軍した （イ

ブン•カスイール 8:483-484 参照)。

3 彼らは、クライシュ族*に対しては殺害や捕囚 （ほしゅう）、カアバ神殿*に対しては破壊とい

う 「策略」 を立てていた （アル=クルトウビー20:195 参照)。クライシュ族*は彼らに対して

軍事的に太刀 （たち）打ち出来なかったので、周辺の山中に避難 （ひなん）したが、いよいよ

アブラハ軍のマッカ*入城というところでアブラハの象が進軍を拒 （こば）み、彼らはイエメ

ンへの撤退 （てったい）を余儀 （よぎ）なくされた （イブン•カスイール 8:485 参照)。

4 これはアブラハ軍が、イエメンへ撤退する途中のこと。それらの鳥はくちばしと両足から

三つの石を投下したが、その石が命中した者は即死するか、あるいは体が少しずつ崩 （く

ず）れ落ちて行き、死に至った。尚、「大群をなす （アバービール)」 という語には、ほか

にも 「次々と連 （つら）なってやって来る」「四方から分散してやって来る」 といった解釈

がある （前掲書 8: 485-487 参照)。
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彼らに、泥土からなる石を落下させる （鳥

たちを）。

それでかれは、彼らを食い散らかされた枯

れ葉のようになさったのだ。
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第 106章

クライシュ族*章1 .幾:

じ あ い

慈悲あまねく *慈愛深き>

アツラー*の御名において

か ん れ レ

1. クライシユ族*の慣例に （、感嘆せよ）。2

か ん れ い

冬と夏の旅における彼らの慣例に（、感嘆せ

よ）。3

ならば彼らに、この館 （カアバ神殿*) の主
*を崇拝*させるのだ。

也

^̂i . 空腹ゆえに食べ物を彼らにお授けになり、

彼らを恐怖から安らげて下さつた4お方を。

1 マッカ*啓示。スーラ*名は冒頭に出現する、クルアーン*の中ではこのスーラ *のみに登場

するクライシュ族*という語に由来。マッカ*の住民であり、カアバ神殿*の世話人でもあっ

たクライシュ族*の不信仰者*に対し、アッラー*が彼らに特別の恩恵をお授けになったこと

への感謝と共に、アッラーの唯一性*を認め、かれのみを崇拝*することが命じられる。

2 その他、「このアーヤ *はこの前のスーラ*と関連しており、『クライシュ族*の慣例ゆえに（、

アッラー*は象の仲間を壊滅させられた)』 という意味」「これはアーヤ *3 と関連しており、
『クライシュ族*の慣例ゆえに （•••主*を崇拝*させるのだ)』 という意味」 といった解釈が

ある （アル=クルトウビー20:201 参照)。

3 「冬の旅」 とはイエメン地方、「夏の旅」 とはシャーム地方 （現在のシリア、パレスチナ周

辺地域）へのもの （ムヤッサル 602 頁参照)。マッカ*は作物も実らない土地 （イブラーヒ

ーム*章 37 も参照）で、その周囲ではアラブ人たちが常に戦争し合っていた （蜘蛛章 67
とその訳注を参照）が、アッラー*は、クライシュ族*が定期的に交易 （こうえき）の旅を

し、必要な物資を手に入れることを容易 （たやす）くして下さった。（マッカ*の外で）何

か問題が降りかかった時には、「私たちはアッラー*の聖域の住民である」 と言えば、人々

から害を及ぼされることもなかったのだという （アル=クルトウビー20:204-209 参照)。

4 アーヤ*2 の訳注、雌牛章 125 の訳注、犠章 91 「聖なる地」 の訳注も参照。
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手助け章 （アル=マーウーン）1

慈悲あまねく *慈愛深き*

アツラー*の御名において

1 . 言ってみよ、 （復活と）報いを嘘とする者

(について）。

2. それは孤児を （その権利から）押しやり、

3. 貧者 * たちに食べ物を施すことを勧めな

い者。

4. 災いあれ、礼拝者たち （ではあっても）、

5. 自分たちの礼拝を、おろそかにする者2たち。

0 見せびらかしで （善行を）行い、

0

0

©通和多
さ ま た

手助け3を妨げる者たちに。

1 マッカ*啓示 （マデイーナ*啓示説もあり）。スーラ *名は、クルアーン*の中でこのスーラ*

のみに登場する同語 （アーヤ*7 とその訳注を参照）に由来。復活と報いを信じないことが

悪の元凶の一つであることを強調しつつ、アッラー*の崇拝*においても、その創造物に対

しても善を尽くさないことで、自分自身に災いを招く者の姿が警告と共に描かれている。

2 (義務の）礼拝時間の遵守 （じゅんしゅ）、礼拝の基本的行為や条件を満たすこと、礼拝に

おける恭順さ （雌牛章 45 の訳注も参照）や、その意味の熟慮 （じ ゅ く り ょ）な ど を 「お

ろそかにする者」 のこと （イブン•カスイール 8:493 参照)。

3 この 「手助け （マーウーン)」 という語の具体的な解釈には、「浄財*」「財産」「斧 （おの)、

鍋 （なべ)、火など、家で利用する物」「全ての有益な物」「貸し物」「あらゆる善事」「水と
草」「水」「権利」「水と火と塩」などといった諸説がある （アルニクルトゥビー20:213-215
参照)。
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潤沢章 （アル=カウサル）1

慈悲あまねく *慈愛深き*

アツラー*の御名において

(預言者*よ、）本当にわれら*は、あなたに

潤沢2を授けた。

2 . ならば、あなたの主*にのみ礼拝し、 （かれ

の御名においてのみ）屠れ。3

3. 実にあなた （と、あなたの携えて来た導

き）を憎む者こそは、断ち切られた者4な

のである。

1 マッカ*啓示かマディーナ*啓示かで、学者間の大きな相違があるスーラ*の一つ。スーラ*名

は、クルアーン*の中でこのスーラ*のみに登場する同語に由来。預言者*ムハンマド*が、現

世と来世において多くの善きものを授かるということの吉報と慰安（いあん)、それに対する

アッラー*への感謝の命令、預言者* とその教えに敵対する者への警告が述べられている。

2 「潤沢 （カウサル)」 とは、そもそも 「沢山の善きもの」 という意味。そしてその一つが、
復活の日*に預言者*に与えられる同名の川 「カウサル」 と、水飲み場である。その川の長

さと幅はーヶ月の旅程、水は乳より白く 、蜜より甘く 、水を飲むための杯はその数の多さ

と輝きゆえに星空のようで、それを一口飲めば永遠に喉 （のど）が渴 （かわ）くことはな

し、、とされる （アッ =サァディー935 頁参照)。

3 これは、アッラー*以外のものにサジダ* し、アッラー*以外の名において家畜を屠っていた

シルク *の徒と、正反対のこと。家畜章 121、162-163 も参照 （イブン•カスィール 8:503

参照)。また、これは特に 「イード*•アル=アドハー （犠牲祭）の日、礼拝をしてから犠牲

を屠ること」 を示しているのだ、とも言われる （アル=クルトウビー20:218-219 参照)。
尚、ここで 「屠れ」 という訳をあてたアラビア語は 「ナフル」 で、主にラクダに対して行

われる 「首の付け根を刃物で突き刺す」 屠殺法。ただし、このアーヤ*の意味には、それ以

外の屠殺法による屠殺も含まれる （アッ = シャンキーティー9 : 130 参照)。

4 「断ち切られた者 （アブタル)」 とは語源的に、男児がいない者、尻尾 （しっぽ）のない家

畜のことで、それが転じて、「その後に善きものが残らないような全てのこと」 を指す言葉

(アルニクルトゥビー20223 参照)。マッカ*の不信仰者*らは、預言者*に 「死んでしまえ

ば、その後に語り継がれることもない者」「男児が夭折 （ようせつ）したため、跡継 （あと

つ）ぎのない者」 などと悪口を言ったものだった （イブン•カスィール 8:504-505 参照)。
しかし実際のところ、そうなるのは彼ら預言者*の敵なのであり、預言者*はといえば、そ

の子孫も名声も徳も復活の日* まで続くのである （アル=バイダーウィー5:537 参照)。
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第 109章

不信仰者*たち章（アル=カーフィルーン）1
.

編

慈悲あまねく *慈愛深き*

アツラー*の御名において

(使徒*よ、アツラー* とその使徒*を否定す

る者たちに、）言ってやれ。「不信仰者*た

4

0

ちよ、
す う は い

私は、あなた方の崇拝*するもの2を崇拝*せず、

あなた方は、私の崇拝*するもの （アツラー
*) の崇拝*者ではない。

また、私はあなた方が崇拝* したものの崇拝

*者ではなく 、

あなた方は、私の崇拝*するものの崇拝*者で

はない。3

あなた方にはあなた方の宗教4があり、私に

は我が宗教がある」 。

©域

^
1 マッカ*啓示かマデイーナ*啓示かで、学者間の大きな相違があるスーラ*の一つ。タウヒー

ド*の強調と、シルク* との決別を謳 （うた）うスーラ*で、スーラ *名は冒頭での呼びかけ

の言葉に由来。一説に、マッカ*の不信仰者*たちが預言者*ムハンマド*に対し、「隔年 （か

くねん）でお互いの崇拝対象を崇拝* しよう」 という妥協 （だきょう）策を提示したことに

関し、下ったスーラ* とも言われる。クルアーン*の中でも特に重要とされ、預言者*によっ

て頻繁 （ひんぱん）に読誦 （どくしょう）されたスーラ*の一つ。

2 つまり偶像や、偽 （にせ）の神々のこと （ムヤッサル 603 頁参照)。

3 アーヤ*2-3 とアーヤ*4-5 の関係については、「前者は崇拝*の対象、後者は崇拝*の仕方に

おいて、不信仰者*たちとの決別を表明するもの。つまりアーヤ*4-5 は、『私はあなた方の

崇拝*の仕方で崇拝*せず、アッラーがお喜びになる仕方で崇拝*するが、あなた方はアッラ

一*の崇拝*において、アッラー*のご命令と決まりを守らず、g分たちで勝手に崇拝*の仕

方をでっち上げている』 という意味」「前者は現在、後者は未来のこと」「後者は前者の意

味の強調」「前者が彼らの行為の否定、後者が行為とそれを受け入れることの否定」（イブ

ン•カスイール 8:507-508 参照）「前者は未来、後者は現在、あるいは過去のこと」（アル
=バイダーウイー5:537-538 参照）といった諸説がある。

4 「宗教」 ではなく、「報い」 という解釈もある （アル=クルトウビー20:229 参照)。



力317\110. 援助章

援助章 （アン=ナスル）1
::：Lび怒:':」

慈悲あまねく

'
慈愛深き*

アツラー*の御名において

走*よ、）アツラー*の援助と勝利が到来

^
ダレ

^
) ミしr、岐

ルぶ你〇

^
US
_し、2

: 人々が、次々と集団でアツラー+の宗教 （イ

スラーム*) に入るのを見たならば、

あなたの主*の称賛* と共に（かれを）称え*、

かれにお赦しを乞え。本当にかれはもとよ

り、よく悔悟をお受け入れになる*お方なの

だから。

1 マディーナ*啓示でも後期に下ったもの。スーラ* 名にもなっているように、アッラー*から

の援助と勝利、宗教の完結、大勢の人々がイスラーム*を受け入れることの吉報と共に、預

言者*ムハンマド*のこの世との別れが近づいたことが暗に示される。そして偉業 （いぎょ

う）が完遂した締めく くりとして、アッラー*に対する更なる感謝と崇拝*、罪のお赦しを

乞うことが、命じられている。

2 この 「勝利」 とは、マッカ開城*のこととされる。アラビア半島のアラブ諸部族は、預言者
*ムハンマド*が自分の民に勝利し、マッカ*を開城することを預言者*性の印の一つとして

いた。それでマッカ開城*の後、彼らは次々とイスラーム*を受け入れることとなり、アラ

ビア半島全体にイスラーム*が行き渡るまで二年も要しなかったのである （イブン•カスィ

ール 8:513 参照)。また、「勝利」 が 「諸国の開城」「一般的な意味での勝利」 である、と

いった解釈もある （アル=クルトゥビー20:230 参照）
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第 111 章

繕り合わされたもの章 （アル=マサド)

慈悲あまねく

'
慈愛深き*

アツラー*の御名において

1 アブー•ラハブ*の両手2は破滅せよ。そして

彼は、 （確かに）破滅したのだ。3

4

©ごTMu秘、じ、
：. 彼の財産も、彼が得たもの4 も、（アツラー*

ち ょ う ば つ

の懲罰が下された時、）彼の役には立たな

かった。
は げ も ほ の お ご う か

3. 彼は、（激しく燃え上がる）炎を有する業火
あ ぶ

に入って炙られることになろう。
® i)5し

^^う ん ぱ ん

!. そしてその妻、つまり薪の運搬人5も （そこ

に入って炙られよう）。6

1 マッカ*啓示。スーラ*名は、このスーラ*にしか登場しない同語 （アーヤ*5) に由来。預言�
ムハンマド*を否定し、敵対し、危害を加えようとする男女に対する懲罰の警告がなされる。

2 アラビア語特有の表現で、体の一部 「両手」 によって体全身を表している。あるいは、「彼
の財産、所有物」（アル=パガウィー5:327 参照)。その他 「預言者*に向けて石を投げてい
たために、両手が特に言及されている」「彼の現世と来世」 といった解釈もある （アル=バ
イダーウィー5:544 参照)。

3 「一番近い親族に警告せよ」 というアーヤ* (詩人たち章 214) が下った後、預言者*ムハンマ
ド*はサファーの丘に登り、アッラー*からの命令通り、クライシュ族"を集めて 「本当に私は
厳しい懲罰に先立つ、あなた方への警告者である」（サバア章 46 も参照）と呼びかけた。そ
れに対し、アブー•ラハブ*が 「お前に破滅あれ。こんなことのために私たちを集めたのか？」
と言ったことに対し、このスーラ*が下ったとされる （アル=ブハーリー4971 参照)。

4 「彼が得たもの」 とは、子供のこととされる。一説に彼は、来世における不信仰の応報を
聞かされた時、「もしそれが本当なら、（その日、）私は自分の財産と子供を代償 （だいしょ
う）として、それを免じてもらおう」 などと言った （イブン•カスィール 8:515 参照)。

5 アブー•ラハブ*の妻は、ウンム•ジャミール。「薪の運搬人」 の解釈には、「棘 （とげ）を運
んできては、預言者*の通り道に撒 （ま）いていたこと」「預言者*について、悪い噂を吹い
て回っていた （筆章 11 の訳注も参照）ことのたとえ」「預言者*の貧しさを蔑 （さげす）
む一方、自分は裕福なのに、けちだったことのたとえ」「罪を負うことのたとえ」 といった
諸説がある （アル=クルトウビー20:239-240 参照)。

6 実際、彼ら夫婦はイスラーム*を受容することなく、この世を去った （アッ == サァディー
936 頁参照)。



111. 繕り合わされたもの章 〇 一、、、
) 彼 女 の 首 に は、繕 り 合 わ さ れ た も の の 紐 が

(か け ら れ て）あ る。1

1 「繕り合わされたもの （マサド)」 の具体的な意味については、様々な説がある。だが、そ

の語義的意味は 「ラクダの革であれ、ヤシの木の繊維•葉であれ、鉄であれ、きつく繕り合

わされたもののこと」（アル=ワーヒデイー24:417 参照)。ここから解釈学者らは、彼女が

「現世では、『繕り合わされた紐』 で首にかけた背負い袋に棘 （とげ）を集めていた （アー
ヤM の訳注も参照）が、来世では首に 『火の鎖（鉄で繕り合わされたもの)』 をかけつつ、

地獄の業火にくべる薪の袋を背負う」 という解釈を導き出している （アッ =ラーズイー

11:355 参照)。
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第 11ク章

純正章 （アル=イフラース）1 細麟 :裘

慈悲あまねく *慈愛深き *

アツラー*の御名において

: . (使 徒*よ、）言 え。「か れ は ア ツ ラ

一なる *お方、

：：■ アツラー*は、威光高き *お方、

3. お産みすることもなければ2、お産まれにも

ならなかった3のであり、4

誰一人、かれに匹敵するものもなかった」 。

*、唯

線もi紹

1 マッカ*啓示かマディーナ *啓示かで、学者間の大きな相違があるスーラ *の一つ。アッラー

の唯一性*を肯定すると共に、シルク *を否定する。アッラー*の属性のみを純粋に取り上げ、

アッラーの唯一性*に対する信仰を純正なものとすることの必要性を説くことから、このス

ーラ *名で知られる。イスラーム*の根本教義が簡潔にまとめられていることから、「クルア

ーン *の三分の一に相当する （アル=ブハーリー5013 参照)」 とされ、礼拝中かどうかに

関わらず、折に触れてよく読まれるスーラ *の一つ。

2 アッラー*に子供がないのは、以下のことからも明白である:①子供は親と同種だが、アッ

ラー*に同種のものはない （食卓章 75、相談章 11 とそれらの訳注なども参照)。②親は子

供を必要とするゆえに子供があるが、アッラー*は何ものをも必要とされない （ユーヌス*

章 68 も参照)。③全創造物はアッラー*のしもべ （マルヤム *章 93 も参照）なのであり、

その事実は親子関係を否定する。④そもそもアッラー*に配偶者はない （家畜章 101 も参

照）（イブン•ジュザイ 2:626 参照)。

3 全ての産まれるものは 「発生させられた存在」 だが、アッラー*は誰にもその永遠の存在を

発生させられることなく 、その存在において誰にも先行されることのなかった 「最初のお

方 （鉄章 3 とその訳注も参照)」 なのである （前掲書、同頁参照)。

4 これらの動詞は全て、過去における否定形で表現されており、未来形は言及されていない。

その理由は、このアーヤ *がそもそも、当時のシルク *の徒の 「アッラー*は子供をお生みに

なった （整列者章 152 参照)」 という言葉への反論として下ったためである、とされる （ア

ッニシヤウカーニー5:698-699 参照)。
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:贊第 113 章

黎明章 （アル=ファラク）1

慈悲あまねく *慈愛深き*

アツラー*の御名において

1 . (麁.ょ、）言ぇ。「私はi賄2の±*に、

ご加護を乞う。

2. かれが創造された物の悪から。

3. また、深まった闇 （夜）の悪から。

4

0<3

^
しパ

I また、繫ぎ目に息を吹き込む女たちの悪か

ら〇 3

5. また、嫉妬4 した誌み屋の悪から」 。 {jAj

1 マッカ*啓示かマディーナ*啓示かで、学者間の大きな相違があるスーラ *の一つ。スーラ*

名は、冒頭に登場する語に由来。悪がはびこりやすい時期や状況を示しつつ、悪しき創造

物の悪から身を守るための祈願の言葉が教示される。預言者*ムハンマド*は折に触れて、
このスーラ*を 「人々章」 と共に読み （この二つのスーラ *は、まとめて 「アル=ムアウウ

ィザターン （ご加護を求める二つのスーラ *)」 と呼ばれる）、災難からの予防と魔よけとし

たものであり、それは以後のムスリム*たちの慣習となった。

2 「黎明 （ファラク）」 は、「裂く」 という語から派生したものとされる。そこから、「(夜の

闇から裂き出される）黎明 （家畜章 96 も参照)」 だけでなく、動物、種子、水など、裂か

れて出現する全てのものを指す、といった説もある （アル=クルトゥビー20:255 参照)。

3 これは魔術師の女たちのこと。魔術を行う際には、紐 （ひも）のつなぎ目に息を吹き込ん

でいたとされる。また、魔術師として特に女性が言及されていることに関しては、「そもそ

も魔術師が女性なのではなく、『心』 という省略された女性名詞にかかっているため」「預

言者*ムハンマド*に魔術をかけたユダヤ教徒*ラビード•ブン•アル=アァサムの娘たちの

ことを、特に指しているため」（アッ =シャウカーニー5:704-705 参照）「アラブ人の魔術

師の多くは、女性だったため」（イブン•アーシユール 30:628 参照）といった説がある。

4 「嫉妬 （ハサド）」 とは、恩恵を授かった誰かから、その恩恵が消え去ってしまうことを望

むこと （ムヤッサル 604 頁参照)。筆章 51 訳注内の 「アイン」 についての説明も参照。



114. 人々章
ブUJl -、、t

：W第 114 章

人々章 （アン=ナース）1 3

_
慈悲あまねく

'
慈愛深き *

アツラー*の御名において

i . (f 徒*よ、）言 え。「私 は 人 々 の 主*に、ご

加 護 を 乞 う、

•と人々の王、

M ( 真 に 崇 拝 * さ れ る べ き 唯 一 の 存 在 で あ

る、）人 々 の 神2に、

彳 頻 り に 身 を 潜 ま せ て 囁 き か け る 者3 (シ ャ イ

タ ー ン*) の 悪 か ら。

(そ れ は、）人 々 の 胸 に （悪 を）囁 き か け る、

ジ ン*と 人 々 で あ る」 。4(i oe

i マッカ*啓示かマディーナ*啓示かで、学者間の大きな相違があるスーラ *の一つ。スーラ*

名は、冒頭に登場する語に由来。全能かつ唯一のアッラー*に鎚 （すが）りつつ、人間の行

しヽを損 （そこ）ね、正しい道から逸 （そ）らそうとする、人間とジン*からなるシャイター

ン *の悪から身を守るための祈願の言葉が教示される。いわゆる 「アル=ムアウウィザター

ン （黎明章の訳注 1 を参照)」 の一つで、黎明章が主に身体的な害悪に対するご加護を祈

るのに比べ、本スーラ *は主に心的な害悪に対するご加護を祈る。

2 「神」 については、雌牛章 133 の訳注を参照。

3 シャイターン*は不注意な時には囁きかけてくるが、アッラー*が想起されると 「身を潜め

てしまう」（ムヤッサル 604 頁参照)。

4 家畜章 112 も参照。尚、人間のシャイターン*の 「囁き」 とは、同情的な忠告者を装 （よ
そお）って、ジン *のシャイターン*が囁くようなことを、忠告の形で胸に訴 （うった）え

かけること （アッ =シャウカーニー5:708 参照)。
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アブー.アッ=スウード、ムハンマド•ブン.ムハンマド.アル=イマーディー (Abu

al-Su’ud Muhammad al-‘Imadi) 、『クルアーンの特色への健常な理性の誘い

( Irshad al ~ ‘Aql alSalim ila Mazaya a1-Quran a1-Karim) 』、胃一}IS、 Dar

Ihya at-Turath al-‘Arabi 社、ベイルート、1995 年。

9

アブー•ダーウード、スライマーン.ブン•アル=アシュアス•アツ=スイジスター

一 （Abu Dawud Sulaiman al-Sijistani) 、『アブ ^—ダーウードのスナン集

{ Sunan Abi 你㈣ゴ）』、ムハンマド•ムフイイ•アツ=ディーン校訂、Dar al-
Fikr 社、ベイルート。

アブー.ハイヤーン、ムハンマド•ブン•ユースフ•ブン.アリー•アル=アンダルー

スイ^一 (Abu Hayan Muhammad al-Andalusi) 、『クルアーン解釈•大洋 、al _Bahar

』、Dar al-Fikr 社、ベイルート。

« アフマド、アフマド•ブン.ムハンマド.ブン•ハンバル•アツ=シヤイバーニー（Ahmad

Muhammad Hanbal al-Shaibani) 、『アフマドのムスナド集 [ Musnad d/zwaaO 』、シュ

アイブ•アルニアルナウート他による校訂、アブドッラー•ブン•アル=ムフスイン•ア
ッ==トルキ'一監修、Muassasat al-Risalah 社、ベイルート、2001年。

アル=アルースイー、マフムード•ブン.アブドッラー•アル=フサイニー （Mahmud

1-Alusi) 、『偉大なるクルアーンと反復される七つのものの解釈における意味

の魂 ( Ruh al -Ma ani fi Tafsir a1-Quran a l - 'A z i m

』、Dar Ihya al-Turath al-‘Arabi 社、ベイルート。

令

a

al ~^>ao 1 al ~wa

アル=アルバー̂ニー、ムハンマド•ナースイル•アツ=デイーン （Muhammad Nasir

al-Deen al-Albani ) 、『 真 正 な 伝 承 の 連 鎖 （ Silsilat al ~Ahadith al ~

SahihaH) i 、Maktabat al-Ma* aarif 社、リヤド、1995年。

アリー•アル=フダイリー (Ali al-Khudairi) 、『三つの基礎の解釈における簡

明 { al -Wajazat fi Sharah al -Usul al -Thalathali) 么

井筒俊彦 (Toshihiko Izutsu) 、『コーラン （」7_�/ra/2) 』、岩波文庫、第六十

三版、2010年。

• イブン•アーシュール、ムハンマド•ブン•ムハンマド•ブン•アーシュール•アツ=卜

' ウーニスイー（Ibn ‘Ashur Muhammad al-Tunisi) 、『クルアーン解釈における正し

い意味の検証と新たな理性の啓発 { Tahrir al _Ma’na al -Sadid
al-Jadid min Tafsir al~Kitab a1-Majid) 』、Dar al—Tunisiyah ネ土、1984年0

Tanwir al ~ ‘Aqlwa

1 ここではアラビア語における目録の一般的法則に従い、アラビア語の定冠詞「アル」を語の一部と見なさない。

つまり「アル=パガウイーj は、「バj から始まる語とする。
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イブン•アテイーヤ、アブド•アル=ハック•ブン•ガーリブ•ブン•アブド•アッ==ラ
フマーン•ブン•アテイーヤ（Ibn ‘Atiya) 、『偉大なるクルアーンに関する抄録
{al-Muharrar al~Wajiz fi Tafsir al-Kitab 』、アブド.アッ=サラ
ーム.アブド•アツ=シヤーフイー.ムハンマド校訂、第一版、Dar al-Kutub al-
‘Ilmiyah 社、ベイルート、1993 年。

#

イブン•アビー•アル=イツズ、ムハンマド•ブン•アリー•ブン•ムハンマド•アツ ==
デイマシユキー （Ibn Abi Al-‘izz al-Dimashqi) 、『アツ=タハー'ウイ一̂の信

仰箇条解説 [Sharah al-‘Aqidat al-Tahawiyah) � 、サウジアラビア王国イスラ

ーム諸事•財産寄進•布教•伝道省、ヒジュラ暦 1419 年。

拳

イブン•アル=アスイール、アル=ムバーラク•ブン•ムハンマド•ブン•ムハンマ

ド•アル=ジャザリー （Ibn al-Athir) 、『伝承の難解語における極み {al-
Nihayat fi al~Gharib al-Hadith) � 、
al-Ma’rifah 社、レバノン、2006 年。

リール•マアムーン校訂、第二版、Dar

イブン•アビー•ノヽーテイム、アブド.アツ=ラフマーン•ブン•ムハンマド.アツ=
ラーズイー （Ibn Abi Hatim al-Razi) 、『偉大なるクルアーン { Tafsir al~

Quran 如/仿）』、アスアド•ムハンマド.アツ=タイイブ校訂、第一版、 Dar
Nizar Mustafa al-Baz社、サウジアラビア、ヒジュラ暦 1417 年。

イブン•アル=アラビー、ムハンマド.ブン•アブドッラー•ブン•ムハンマド (Ibn
al-‘Arabi) 、『クルアーンの法規定 {Ahkam al-Qurari) I 、第三版、Dar al-
Kutub al-‘Ilmiyah 社、ベイルート、ヒジュラ暦 1424 年。

肇

イブン•アル=ジャウズイー、アブド•アツ=ラフマーン•ブン•アリー•ブン.ムハ

ンマド （Ibn al-Jawzi) 、『クルアーン解釈における旅路の蓄え 、Zad al-Masir
fi cIlm al-Tafsir) 么 、第三版、al-Maktab al-Islami 社、ベイルート、ヒジュ

ラ暦 1404 年。

イブン•イスハーク、ムハンマド•ブン•イスハーク•ヤサール （Muhammad Ibn
Ishaq) 、『預言者伝 {a卜Sirat al-Nabawiyah) 么ヽアフマド•ファリード•アル

=マズイーディー校訂、第一版、Dar al-Kutub al-‘Ilmiyah 社、ベイルート、
2004 年。

« イブン•ウサイミーン、ムハンマド.ブン.サーリフ•アル=ウサイミーン

(Muhammad Ibn Salih al-‘Uthaimin) 、『価値ある集成』。

* イブン•ウサイミーン、ムハンマド•ブン.サーリフ.アル:= ウサイミーン

( Muhammad Ibn Salih al-‘Uthaimin) 『フ ァ ト ワ 論説集 { Majmu’u al-
Rasail a1-Shaikh Muhammad Ibn Salih al- ‘Uthaimin)\ 、ファノ、

ド.ブン.ナースイル•アッ=スライマーン編、Dar al-Watan - Dar al-Thuraiyah 社、
ヒジュラ暦 1413 年。

razawa wa
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• イブン•カスイール、イスマーイール•ブン•ウマル•ブン.カスイール (Ibn

Kathir) 、『偉大なるクルアーン解釈 [Tafsir al-Quran al- Ai/z?) 』、サーミ

一.ブン•ムハンマド•サラーマ校訂、第二版、Dar al-Taibah 社、1999 年。

• イブン•ジュサイ、ムハンマド•ブン•アフマド•ブン•ジュザイ.アル=カルビー

(Ibn Juzai al—Kalbi) 、『啓示に関する学問の簡易化 [ Tashilli Ulum al~

』、ムハンマド•サーリム•ノ、ーシム校訂、第一版、Dar al-Kutub al-
‘Ilmiyah 社、ベイルート、1995 年。

• イブン•タイミーヤ、アフマド•ブン•アブド•アル=ハリーム•ブン•アブド•ア

サラーム （Ibn Taimiyah) 、『ファトワ'—集 [Majmu’u al-Fatawa li Shaikh al-
Islam Ibn Taimiyah) � 、アンヮル.アル=パーズ他による編集、第三版、Dar

al-Wafa社、2005 年0

ッ=

• イブン•タイミーヤ、アフマド.ブン.アブド•アルニハリーム.ブン•アブド•ア
サラーム （Ibn Taimiyah) 、『預言者的慣行の手法 {Minhaj al-Surmat al-

』、 ムハンマド•ラシヤード•サーリム校訂、 Muassasat al~

Qurtubiyah社、ヒジュラ暦 1406 年。

* イブン•ハジヤル、アフマド•ブン•アリー•ブン•ハジヤル•アルニアスカラーニー

(Ibn Hajar al-‘Askalani) 、『アル=ブハーリーの真正集解説における創生者

の勝利 {Fath a1-Bari Sharah Sahih -及/ん/?arz
.
) 』、Dar al_Ma’rifah 社、ベイ

ルート、ヒジュラ暦 1379 年。

イブン•ハジャル、アフマド•ブン♦アリー•ブン•ハジャル•アル=アスカラーニー

(Ibn Hajar al-‘Askalani) 、『教友の判別に関する正答 （‘Isabat fi Tamyiz

al-Sahabah) 』、ァリ

al-Jil 社、ベイルート、1992 年。

ムハンマド•アル=バジャーウィー校訂、第一版、Dar»■ ■ ■•

• イブン•ハジャル、アフマド•ブン•アリー.ブン•ハジャル•アル=アスカラ

(Ibn Hajar al-‘Askalani) 、『修訂の簡約 { Taqrib a卜Tahzhib、][ 、了ーデ

ィル•ムルシド校訂、第一版、Muassasat al-Risalah社、2002 年。

» イブン•バッタール、アリー•ブン•ハラフ•ブン•アブド.アル=マリク (Ibn

Battal) 、『アル=ブハーリーの真正集解説 、Sharah Sahih a1-Bukhari) 』ヤー

スイル•ブン•イブラーヒーム校訂、第二版、Maktabah al-Rushud 社、リヤド、

2003 年。

• イブン•ヒシャーム、アブド•アル=マリク•ブン•ヒシャーム•ブン•アイューブ•ア
ル=マアーフィリー （Ibn Hisham al-Ma’afiri) 、『預言者伝 [alSiratal-
Nabawiyah) � 、ウマル•アブド•アッ=サラーム•タドウムリー校訂、第三版、Dar

al-Kitab al-‘Arabi 社、ベイルート、1990 年。
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* イブン•マージャ、ムハンマド•ブン•ヤズィード•アル=カズウィー

Majah al-Qazwini) 、『イブン•マ 'ージヤのスナン {Sunan Ibn J/aノa/?) 』、ムハ

ンマド•フアード•アブド•アル=バーキー校訂、Dar al-Fikr 社、ベイルート。

(Ibn一 W—

イブン•マンズ'ール、ムハンマド•ブン•ムクリム•ブン•マンズール（Ibn Manzur) 、

『アラブの言詞 {Lisan al- ソろ）』、第一版、Dar Sadir 社、ベイルート。

ウマル•アル=アシュカル （‘Umar al-Ashqar) 、『アッラーの美名 {Asma Allah

al-Husnd) � 、第一版、Dar al-Nafais社、アンマン、2004年。

會

クウエイト法学大全 、al_Mausu’at al~Fiqhiyat al~Kuweitiyah) N クウヱイト.
ワクフ•イスラーム諸事省 [Ministry of Awqaf and Islamic Affairs, State of

Kuweit) , 1404-1427年。

アル=カースイミー、ムハンマド•ジャマール•アツ=ディーン （Muhammad a1-
Qasimi) 、『釈義の美点 [Mahasin al-Taawi!) 么 、ムハンマド•フアード•アブド•ア
ル=バーキ一̂校訂、第一版、Dar Ihya al-Kutub al-‘Arabiyah 社、カイロ、1957 年。

«

• アル=クルトウビ '一、ムハンマド•ブン•アフマド （Muhammad Ibn Ahmad al-
Qurtubi) 、『クルアー̂ン法規定に関する大全卜Jami’li Ahkam al-Qurari) 1 、

アフマド•アル=バルドウー̂ニー他による校訂、Dar al-Kutub al-Misriyah 社、

カイロ、1964 年。

• アツ=サァデイー、アブド•アツ=ラフマーン•ブン•ナースイル（Abdal-Rahmanal-
Sa’di) 、『恵み深いお方の御言葉の解釈における貴く慈悲あまねきお方の簡便

( Taisir a1-Karim a1-Rahman fi Tafsir Kalam al~Mannan) 』、アフド•アツ：ラフ

マーン•アル=ルワイヒク校訂、Muassasat al-Risalah社、ベイルート、2000年。

アツ=サミーン、アフマド.ブン.ユースフ.アル=ハラビー （al-Samin al
_

Halabi) 、『秘められた書の学問における守られた真珠 [al-Durr ahMasun fi

‘Ilm al-Kitab al-Maknuri) i 、アフマド•ムハンマド•アル=ハツラート校訂、

Dar al-Qalam社、ダマスカス。

售

• アッ=ザッジヤージー、アブド•アッニラフマーン•ブン.イスハーク （Abd al-
Rahman al-Zajjaji) 、『アッラーの美名の派生 [Ishtiqaq Asma Allah) X 、了

ブド•ラップ•アル=フサイン•アル=ムバーラク校訂、Muassasat al-Risalah 社、

ベイルート、1986 年。

• サーリフ•アーリ•アツ=シャイフ (Salih Ibn Abd al-Aziz Ali Shaikh) 、『三

つの根本原理解説 [Sharah Thalathat al-Usul) \ Maktabat Dar al-Hijaz 社、ヒ

ジュラ暦 1433 年。
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アッ=シヤウカーニー、ムハンマド•ブン•アリー•ムハンマド.アッ=シヤウカー

ニー (Muhammad al~Shawkani) > 『クルアーン解釈学における、伝承と智見の両

学を集結した全能者の勝利 、Fath al-Qadir al-Jami’baina Fannai al-Riwayat
wa al-Dirayat min

e
11111 al-Tafsir、1 、アブド•アッニラフマー̂ン.ウマイラ校

訂、第三版、Dar al-Wafa - Dar Ibn Hazm 社、マンスーラ、ヒジュラ暦 1426 年。

• アル=ジャザーイリ一̂、アブー•バクル•ジャービル•ブン•ムーサー（Abu Bakr

al-Jazairi) 、『至高かつ大いなるお方の御言葉の最も簡易な解釈 {Aisar al~

Tafasir li Kalam al~‘Aliy al-Kabii) \ ヽ Maktabat al-Ulum
マデイーナ、2003 年。

al-Hikam 社、wa

アッ=シャルビーニ '一、ムハンマド•ブン•アフマド （Muhamma al-Sharbini) 、

『クルァーン解釈書•煌々たる灯火 { Tafsir a1-Siraj a卜Munir) i ヽ Dar al-
Kutub al-‘Ilmiyah 社、ベイルート。

アツ=シヤンキーテイー、ムハンマド.アル=アミーン.ブン•ムハンマド•アル=

ムフター̂ル （Muhammad al-Amin al-Shanqiti) 、『クルアーン解釈における解明

の光 (Ac/iva a卜Bayan fi Idahi a1-Quran bi al—Qurari) l 、Dar al-Fikr 社、

イルート、1995年。

ベ

アツ=ズハイリー、ワフバ.ブン•ムスタファー (Wahbat al-Zuhaili) 、『イスラ

ーム法とその典拠 [al-Fiqh al-Islami wa ズめフ73加/?) 』、Dar al-Fikr 社、第四

版、ダマスカス。

アッ=ズィリクリー、ハイル•アッ=ディーン•ブン.マフムード•ブン.ムハンマド

(Khair al-Din al-Zirkli) 、『人名（3_/-パワ�）』、第十五版、Dar al-‘Ilm

li al-Malaeen社、2002年。

® アツ=ズバイデイー、ムハンマド•ブン•ムハンマド （Muhammad al-Zubaidi) 、

『辞典の宝珠からなる花嫁の王冠 {Taj al-‘Urus min Jawahir al-Qamus) l 、

Dar al-Hidayah 社0

アツ=スユーティー、ジャラール•アツ=ディーン•アブド•アツ=ラフマーン.ブ
ン•アビー•バクル•ブン•ムハンマド (Jalal al~Din al-Suyuti) 、『クルア'ーン

諸学の精通 {a卜Itqan fi Ulum 』、アフマド.ブン•アリー校訂、Dar

1-Hadith社、カイロ、ヒジュラ暦 1425 年。

猶

a

アツニダーリミー、アブドツラー.ブン•アブド•アツ:=ラフマーン （Abd Allah

al-Darimi) 、『アツ=ダーリミーのムスナド集 {Musnad al-Darimi) � 0 フサイ

ン•サリ 1ーム•ノ、ーン校訂、al-Mughni 社。
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アツ=タバリー、ムハンマド•ブン•ジャリール （Muhammad Ibn Jarir al-
Tabari) ,『クルアーンのアーャ釈義に関する明証大全 Uami，al-Bayan (An
Taawil Ay al-Quraii) i 、アブド•アルニマジード•アブド•アル=ムヌイム•マド

ウクール監修、第一版、Dar al-Salam 社、リヤド、2005 年。

ダルウイーシュ、ムフイイ.アツ=ディーン♦ブン•アフマド•ムスタファー•ダルウ

イーシュ （Muhyi al-Din Ibn Ahmad Mustafa Darwish) 、『クルアーンの文法解

釈とその解説 rab a1-Quran wa Bayanuli) 1 、第四版、Dar al-Irshad li al-
shuun al-Jami’iyah 社、ヒムス、ヒジュラ暦 1415年。

9

アツ=テイルミス'イ 1一、ムハンマド•ブン.イ 1ーサ '一 (Muhammad Ibn 'Isa al-
Tirmidhi) 、『アツ=テイルミズイーのスナン集 [ Sunan al-Tirmidhl)I、アフ

ド.ムハンマド.シヤ 1ーキル他による校訂、Dar Ihya al-Turath al-‘Arabi 社、

ベイルート。

ft

マ

アン=ナイサーブーリー、アル=ハサン•ブン•ムハンマド•ブン•フサイン (al-
Hasan Ibn Muhammad al-Naisaburi ) N 『クルア ー̂ンの難解語と識別の野心

Raghaib a卜Furqari) � 、ザカリーヤー•ウマイラーン校

訂、Dar al-Kutub al-‘Ilmiyah社、ベイルート、1996 年。

( Gharaib a1-Quran wa

アン=ナサーイー、アフマド.ブン•シュアイブ （Ahmad al-Nasai) 、『アン=ナ

サ'ーイーの大スナン集 ( Sunan ^\~Nasai 』アブド•アルニガッファ1一
ル•スライマ'—ン.アルニバンダ 'ーリ '—他による校訂、Dar al-Kutub al-‘Ilmiyah

社、ベイルート、1991 年。

日本ムスリム協会 （Japan Muslim Association) 、『日亜対訳•注解聖クルアー

ン { Tarjmat Ma
,ani al-Qurari) 么 、第六版、2000 年。

アル=バイダ'ーウイ 1一、アブドッラ'—.ブン•ウマル•ブン•ムハンマド•アッ=シ

ーラーズイー （Abd Allah Ibn
4

Umar al-Baidawi) 、『啓示の光と釈義の奥義

Asrar 』、Dar al-Fikr社、ベイルート。{ Anwar a1-Tanzil wa

アル=バガウイー、アルニフサイン•ブン•マスウード•ブン.ムハンマド (al-
Husain Ibn Mas’ud al-Baghawi ) 、『クルアーン解釈における降示の表徴

{ Ma’alim al-Tanzil) l 、アブド.アッラッサーク•アル=マハディー校訂、Dar

Ihya al-Turath al-‘Arabi 社、ベイル一̂卜、ヒジュラ暦 1420 年。

*

アル=ハーキム、ムハンマド•ブン•アブドッラー•ブン•ハマダウィヒ•アン:=ナイ

サーブーリー （Muhammad al—Hakim) 、『ムスタドウラク { Mustadrak ‘Ala al-
Sahihain) 1、ムクビル•ハーディー•アル=ワダーイー校訂、第一版、Dar al-
Haramain、カイロ、1997年。
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アル=ハッター̂ビ ^一、ハマド.ブン•ムハンマド （Abu Sulaiman Hamad a卜

Khattabi) 、『祈願の重要性 [Shaan al_Du’a、� 、アフマド•ユースフ•アッ=ダ

ッカーク校訂、第三版、Dar al-Thaqafat al-‘Arabiyah 社、ダマスカス、1992 年。

• アノレ=ビカ'ーイ'一、イブラ'ーヒ1ーム•ブン•ウマル（Ibrahim al-Biqa’yi) 、『ア

ーヤとスーラにの関連性における真珠の連結

^
Nuzzum al-Durar fi Tanasub al~

Ayat wa 』、アブド•アッ=ラッサーク•ガーリブ•アル=マハディー校

訂、Dar al-Kutub al-‘Ilmiyah 社、ベイルート、1995 年。

アノレ=ビカ'ーイ1一、イブラ 'ーヒ 1ーム•ブン•ウマル (Ibnrahim alHBiqa’yi) 『ス'—
ラの諸目的を観測するにあたっての視点の上昇 、Masa’id a1-Nazarli al~Ishraf

‘ala Maqasid 』、アブド.アッ=サミーウ•ムハンマド•アフマド•ハ
サナイン校訂、第一版、Maktabat al

_
Ma’aarif 社、リヤド、1987 年。

春

ヒシャーム•ブン•アブド•アル ==力ー̂ディル•アーリ•ウクダ (Hisham Ibn Abd al-
Qadir Ali ‘Uqudah) 、『受容の階梯.要約 {Mukhtasar Ma’arij al-Qabul) i 、

第五版、Maktabat al-Kauthar 社、リヤド、ヒジュラ暦 1418 年。

參

アル=フアイルーズアーパーデイー、マジド•アツニディーン•ムハンマド•ブン•
ヤアクーブ (Majd al-Din Muhammad al-Fairuzabadi) > 『偉大なるクルアーンの

霊妙な知識を判別する薏眼 {Basair Zawi al~Tamyiz fi Lataif al~Kitab al~

』、Maktabat al-‘Ilmiyah 社、ベイルート。

アル=ブハーリー、ムハンマド•ブン•イスマーイール•ブン•イブラーヒーム

(Muhammad Ibn Isma’il al-Bukhari) 、『アルニブハーリーの真正集 、Sahih
al-Bukhari) 么 、ムハンマド•ズハイル•アン=ナー̂スイル校訂、 Dar Tawq al~

Najah 社、ヒジュラ暦 1422 年。

マフム 'ード•アツ=タツハ 1ーン (Mahmud al-Tahhan) 、『ハディース学簡略

{Taisir Mustalah al-Hadith、 \ 、第十版、Maktabah al-Ma’aarif 社、2004 年。

• マフムード•ブン•アブド•アツ=ラフマーン•サーフイー (Mahmud Ibn Abd al-
Rahman al-Safi) 、『クルアーン文法解釈と形態文法、及びその説明 {al-Jadwal
il I rao a1-Quran
Muassasat al-Iman 社、ダマスカス、ヒジュラ暦 1418 年。

Bayanuhu) i 、 第四版 、 Dar a1-Rashid

^
arruhuwa wa

• マンナ'ーウ•アル=カッターン （Manna’u al-Qattan) 、『クルアーン学研究

{Mabahith fi Ulum 』、第三版、Maktabat al_Ma’aarif 社、2000 年。

• アル=ミツズイ '一、ジャマール.アツ=デイ^—ン•ユースフ （Jamal al-Din Yusuf

al-Mizzi) 『伝承者らの名称に関する極致の修訂 [ Tahdhib al-Kamal Fi Asma

人/a7) 』、第一版、バツシャール•アウワード•マァルーフ校訂、Muassasat

al-Risalah 社、ベイルート、1983 年。
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ムスリム、ムスリム•ブン•ハッジャージュ•アル=クシヤイリ アン=ナイサー

ブーリー ( Muslim Ibn Hajjaj al-Naisaburi) 、『ムスリムの真正集 {Sahih

Muslim) 兔 、ムハンマド•フアード•アブド•アルニバーキー校訂、Dar Ihya al-
Turath al~‘Arabi 社、ベイルー̂ト。

• ムハンマド•ブン•アブドツラ一̂•アツ=タブリ 'ーズイー （Muhammad al-Tabrizi) 、

『灯火の壁龕 {Mishkat a卜Masabih) I 、第三版、ムハンマド•アル=アルバーニ

一校訂、al-Maktab al-Islami社、ベイルート、1985 年。

ムハンマド•アル=フダイリー、ムハンマド•ブン•アブドッラー•アリー

(Muhammad al-Khudairi) 、『夕ーピウ 'ーンのクルア 1ーン解釈 （ Tafsir al-
Tabi yin) 』、Dar al~Watan 字土。

ムバーラクフーリー、サフイーユ•アツ=ディーン （Safiy al-Din Mubarakfuri) 、

『封印された果汁 ial-Rahiq al-Makhtuni)ial-Muayed 社、リヤド、2000 年。

拳

ムヤッサル、アッ=タフスイール.アル=ムヤッサル {al~Tafsir al-Muyassar) N

第二版、King Fahad Complex for Printing、2009年。

ユースフ•アツ=サイード （Yusuf al-Sa’id) 、『ムハンマド•ブン•アブド•アル

=ワッハーブ著“ァッラーの使徒が反した、ジャーヒリーヤ的諸事”の研究•校
訂.解説 {Sharah Kitab al~Masail allati Khalafa fiha Rasul Allah Ahl al-
Jahiliyah、i 、Dar al-Muayed 社、リヤド、1996 年。

ムニ 'ーラ•ムハンマド•ナ 'ースイル•アツ=ド '—スリ'一 (Munira Muhammad al~

Dusuri) 、『クルア '—ンのス 1—ラの名称とその徳 （Asma Suwar a1-Quran
Fadailuha) i 、第一版、Dar Ibn al-Jauzi 社、サウジアラビア、ヒジュラ暦

1426 年。

wa

• アツ=ラーギブ、アル=フサイン•ブン•ムハンマド•アル=アスファ

( al-Raghib al-Asfahani ) 、『クルアーンの難易語目録 （al-Mufradat fi

Gharib a1-Quran、l 、サフワーン•アドウナーン•ダーウーデイー校訂、Dar al-
‘Ilm - al-Dar al-Shamiyah 社、ヒジュラ暦 1412 年。

ハ - 一

アツ=ラーズイー、ファフル•アツ=デイーン•ムハンマド.ブン.ウマル•ブン.ア
ルニハサン （Fakhr al-Din al-Razi) 、『不可視の世界の鍵 [ Tafsir Mafatih

al-Ghaib) � 、第一版、Dar Ihya al-Turath al-‘Arabi 社、ベイルート、ヒジュ

ラ暦 1429年。

アツ=ルーミー、ファハド•ブン•アブド•アツ=ラフマーン.スライマーン (Fahad

al-Rumi) N 『クルァーン諸学研究 [Dirasat fi Ulum 』、第十三版、

Fahrasat Maktabat al-Malik Fahad al-Wataniyah、リヤド、2013年。



力331 \

アツ=ルーミー、ファハド•ブン•アブド•アツ=ラフマーン.スライマーン (Fahad

1-Rrnni) 、『スーラ冒頭の文字群における挑戦と奇跡性の諸側面 [ Wujiih al-
al_Ijaz fi al-Huruf al-Muqatta’a fi Awail al-Suwar) 』、第——

版、Maktabat al-Taubah社、1997年。

a

Tahaddi wa

アル=ワーヒデイー、アリー.ブン•アフマド•ブン•ムハンマド （‘Ali Ibn Ahmad

1-Wahidi) 、『詳注卜Tafsir a卜Basit、i 、アブド.アル=アズイーズ.ブ
ン .サッターム.ブン•アブド•アル=アズイーズ•アーリ•サウード監修、Imam

Muhammad Ibn Saud Islamic University、リヤド、ヒジュラ暦 1430 年。

a
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頻出名•用語解説（五十音順）
1

よげんしや

アーイシャ：アブー.バクル*の娘アーイシャ。預言者*ムハンマド*の妻の一人で、9

よげんしや きようゆう

傑出した学者の一人であり、預言者*から最も多くの伝承を伝える教友*の一人

でもある。ヒジュラ暦*58 年頃没。2

よげんしや

• アイユーブ：旧約聖書のヨブのことであると言われる。忍耐強い預言者*で、アラ
よげんしや

ブ人だったとされる3。預言者*たち章 83-84、サード章 41-44 でその話が言及され

ている。

アウラ：語源的意味は「急所」。法学的には「男女が露わにするのを禁じられて

いる場所」。成人*男性のアウラは、臍より下と両膝から上ということで学者の見

解は一致。礼拝時以外における、§由民の成人*女性のアウラについての一般的見

解は次の通り。①マハラム*以外の男性に対してのアウラ：顔と両手首から先を除

く全身（ハナフイー学派*では、両足首から先について意見の相違あり）。②マハ

ラム*男性およびムスリム*女性に対してのアウラ：マーリク学派*•ハンバリー学

派*では、顔•頭部•首•両腕•両足を除く全身。ハナフイー学派*では、そこに胸も

含める。シャーフイイー学派*では、臍より下と両膝から上まで4。但しこれらは全

て、欲望や問題を引き起こす恐れがない場合において許される、ということであ

る5。尚、夫婦どうしは、互いに全身を見ることが許される6。

ぎむ

* アスル：五つの義務の礼拝の一つで、午後の四ラクアの礼拝。その時間帯は大半

の法学者によれば、ある物の影がそれ自身と同じ長さにまで達した時点から始ま

る（影がそれ白身の倍の長さに達した時点から始まるという、少数派の見解もあ

り）。アスルの時間が終わるのは、①太陽が沈む前まで、②太陽が白ずみ始める

まで、③ある物の影がそれ自身の倍の長さになるまで、といった見解がある7。し

かし一般的に言って、何の正当な理由もない限り、②の時間までに行うことが望

ましいとされる。

1 ここではアラビア語における目録の一般的法則に従い、アラビア語の定冠詞「アル」を語の一部と見なさない。つま

り「アル=ヤサァ」は、「ヤ』 から始まる語とする。

2 アツ=ズイリクリー3:240 参照。

3 前掲書 2:36-37 参照。

4 クウヱイト法学大全 24:173-174参照。

5 前掲書31:48 参照。

6 前掲書24:174 参照。

7 前掲書7:173-175 参照。
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よげんしや

• アーダム：人類の祖アダムのこと。イスラーム*では預言者*の一人1とされ、その

名は大地の「表面（アディーム）」にあった土から創られたことに由来するとも

言われる2。

そうぞう

• アツラー：全知全能の創造主。アツラー*を信仰することは、いわゆる六信の一つ
すうはい

である。完全無欠かつ永遠である唯一の存在であり、崇拝*すべき唯一の対象。全
か な た ま

てをその英知に適った形でお定めになり、お望みのことを行い給い、復活の日*に
さ ば

は現世での被造物の行いを公正にお裁きになる。「アッラー I という語の由来には、
すうはい

それが固有名詞であるとか3、「アリハ（崇拝*する）」という動詞から派生したも

のに定冠詞の「アル」が結合して変化したものである4など、諸説存在する。アフ
そうぞう けいじ よげんしや し と つか

ラーは人類の創造以来、人々にかれの啓示を伝える預言者*や使徒*をお遣わしに

なつた。ヌーフ*やイブラーヒーム*、ムーサー*、イーサー*らはその一人であり、
よげんしや し と けいじ つか

預言者*ムハンマド*は最後の使徒*として啓示の最終版と共に全人類に遣わされた。
ゆだ

• アツラー*にこそ全てを委ねる：原語では「タワツクル•アラー=アツラー」とその
みずか おこた

派生形。アツ=ラーズイー*によれば、それは自らの努力を怠ることではなく、
みこころ

目的達成のための外的要因を満たした上で、心はアツラー*の完全なる御心にお任

せする、ということ5。またアル=クルトゥビー*によれば、法学者間でのその定義

は「アツラー*を信頼し、その定めの実現を確信すること。また、飲食、敵に対す

る自衛、武器の準備、アツラー*が定められた自然法則上、必要不可欠なものの使

用など、避けられない物事において、アツラー*の使徒*のスンナ*に依拠しつつ努

力すること」
6。そして「アツラー*にこそ全てを委ねること」は自分の無力さを認

め、全ての物事をお望みのままにされるアツラーの御力に頼ることである。それは

信仰と不可分で#り、アツラー*が愛でられ、ご満悦される最も偉大な崇拝*行為の

—つで、全ての崇拝*行為の前提でもある7。全てを請け負われるお方*も参照。
ゆだ ゆ だ

• アツラ*一に（全てを）委ねる：アツラー*にこそ全てを委ねるの項を参照。

しようよう- アツラー*の偉大さを称揚する：原語は「大きくする」という意味の「タクビー
そうぞう しゆ すうはい

ル」とその派生形。アツラー*が全創造物の主*として、崇拝*される唯一の存在と
ぞくせい

して、またその美名と属性において、そしてかれが定められた定命と法において、

この上なく偉大であることを称えること8。大いなるお方*の項も参照。

1 アッ=タバリー1:357 参照。

2 アル=ハーキム2:261 参照。

3 アン=ナイサーブーリー1:73、アッ=ラーズィー1:65参照。

4 アッ=タバリー1:125-127、アッ=ザッジャッジー29 頁、イブン.タイミーヤ rファトワー集j 1:88 参照。

5 アッ=ラーズィー3:410 参照。

6 アル=クルトウビー4:189 参照。

7 アッ=サァディー145、422、657 頁参照。

8 サーリフ•アーリ.アッ=シャイフ 196-198 頁参照。
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アツラー*の唯一性：タウヒード*の項を参照。

さか よげんしや

アード：古代アラビア半島南部に栄えた強大な民。アッラー*は彼らに預言者*
めつぼうつか そむ

フード*を遣わされたが、彼に背いたために滅亡させられた。その記述は高壁章
しょうさい

65-72、フード*章 50-60、詩人たち章 123-140、 詳細にされた章 13-16、砂丘章
あかつき

21-26、月章 18-22、真実章 1-6、 暁章 6-14などに見受けられる。

きようゆう

アブー•ザツル：イスラーム*布教開始期でも最も早期に改宗した、 教友*の一人。
せいひん

正直さと清貧さで知られる。ヒジュラ暦*32 年没。

アブー•ジャハル：本名はアムル•ブン•ヒシャーム。マッカ*の不信仰者*の中でも、

イスラーム*とその信徒に対して特に敵対していた指導者的存在の一人。バドルの

役* (ヒジュラ暦*2年）で戦死。

アブー•スフヤーン：本名はサフル•ブン•ハルブ。クライシュ族*の指導者的存在

の一人。ウマイヤ家出身で、ウマイヤ朝初代カリフのムアーウイヤの父。イス

ラーム*に対して長年敵対していたが、マッカ開城*の際にイスラーム*改宗。ヒ

ジュラ暦*31 年没。 2

4

アブー•バクル：本名アブドッラー•ブン.ウスマーン•ブン•アーミル•アッ=タイ
よげんしや せいきよ よげんしや

。預言者*ムハンマド*逝去後の、イスラーム*国家初代正統カリフ。預言者*
きようゆう

によって天国を約束された、十人の教友*の一人3。マッカ*のクライシュ族*の中
きようゆう

でも、有力者の家に生を受ける。成人*男性では最も早期に改宗した教友*である
よげんしや けいけん

と言われ、預言者*に最も近しい人物であった。また敬虔さと善行で知られ、マッ
よくあつ どれい

力*における布教期には、抑圧されていた数多くの奴隸*改宗者を買い取り、解放

した。また、その信仰心の強さゆえに「スイッディーク（よく信じる者、信仰を
しょうごう

体現する者といった意味）」という称号を有する。カリフ在位期にはウマル*の
，んさん よげんしや

提案により、クルアーン*の第一次編纂を主導。娘アーイシャ*は、預言者*ムハン

マド*の妻の一人。ヒジュラ暦*13 年没。4

よげんしや

アブー•ラハブ：本名アブド•アルニウッザー•ブン•アブドルニムッタリブ。預言者*
おじ はげ

ムハンマド*の伯父だったが、イスラーム*に対して最も激しく敵対し、信徒たちを
よくあつ よ

抑圧した者の一人。バドルの戦い*の数日後、病死5。繕り合わされた章も参照。

1 アツ=ズィリクリー2:140 参照。

2 前掲書3:201 参照。

3 アブー•ダーウード 4650 参照。

4 イブン•ハジャル「修訂の簡約j 255 頁、アツ=ズィリクリー4:102 参照。

5 アツ=ズィリクリー4:12 参照。
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にせ

• アブドッラー•ブン•ウバイイ：マディーナ*のハズラジュ族の指導者で、偽信者*
よそお

の長。バドルの戦い*後イスラーム教徒を装い、内側から様々な手段を用いてイ

スラーム*に敵対する行動を行う。ヒジュラ暦*9 年没。1

せつ

• アーヤ：クルアーン*における節のこと。

アリー：アリー•ブン•アビー•ターリブ•ブン•アブド•アル=ムッタリブ。第四代
よげんしや よげんしゃおじ

正統カリフ。預言者*ムハンマド*の叔父の息子で、預言者*の娘ファーティマの夫。
よげんしや

預言者*によって天国を約束された、十人の教友*の一人2。最も早期に改宗したム
きようゆう

ゆうもう ゆうべん か

スリム*の一人であり、未成年では最初に改宗。勇猛さと雄弁さ、英知を兼ね備え
えいけつ かいしやく

た英傑。クルアーン*解釈だけでなく、イスラーム法にも長じていた。ヒジュラ
じゆんきよう

暦*4 0 年に殉教。3

あわ

• 哀れみ深いお方：アツラー*の美名の一つで、原語では「アッ=ラウーフ」。「ラ
じあV、じひ せんさい

フマ」を語源とする「慈悲あまねきお方*」「慈愛深きお方*」よりも、繊細な
じひ

慈悲の意味合いがあると言われる。4

ふくすう

• アンサール：アンサールとは複数形で、単数形は「アンサーリー」。語源的には
いじゆう

「援助する者」という意味で、イスラーム*用語においては、マッカ*からの移住者
むか

たち（ムハージルーン*) を迎え入れ援助した、マデイーナ*在住のムスリム*たち

のことを指す。

ぎよう

アンマール：アンマール•ブン•ヤースイル。最も早期に両親と共に改宗した、 教
ゆう ごうもん じゆんきよう

友*の一人。両親はいずれも、拷問死した殉教者。ヒジュラ暦*37 年没。5

イァテイカーフ：一定期間の間、特定の条件に基づいてマスジド*にお篭もりする9

すうはい

崇拝*行為のこと。

いこう

• 威光高きお方：アツラー*の美名の一つ。原語では、「アツ=サマド」。アツラー
いこう ほこ えいよ

*は、この上ない威光を誇り、その栄誉、偉大さ、寛大さ、知識、英知において完
きわ そうぞう

全さを極めた、強固なる長。それゆえに全創造物は、かれを求め、かれに乞い、
いぞん

かれに依存するが、そのことがかれを不注意にさせることもない。6

けっしゅつ しと

• イーサー：いわゆるマリアの子イエス。イスラーム*においては傑出した使徒*の
ふくいん さず

人であり、福音*を授かった。イスラーム*においてはいかなる神性も備えては
はりつけ よげんしや

おらず、 磔にされて死んでもいない。預言者*ムハンマド*の伝承によれば、彼

1 アツ=ズィリクリー4:65 参照。

2 アツ=ティルミズィー3747 参照。

3 イブン•ハジャル「修訂の簡約」341 頁、アツ=ズィリクリー4:295-296参照。

4 ウマル.アル=アシュカル 258 - 259 頁参照。

5 アツ=ズィリクリー5:36参照。

6 ウマル•アル=アシュカル 235 - 236 頁参照。
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こうりん ぶたはかい

は末世に地上に降臨し、十字架を破壊し、豚を殺し、富を広く行き渡らせ、彼が

死を迎えるまでイスラームで公正に統治する1。イムラーン家章 42-55、婦人章

157-158、食卓章 110-118、マルヤム*章 16-37などにその描写が認められる。

ぎむ れいはい れいはい

• イシヤーウ：五つの義務の礼拝の一つで、夜の四ラクアの礼拝。その時間帯は夕

焼けが消え去ってから始まり、ファジュル*の時間帯に入る前まで続く。しかし正

当な理由もなく、夜の最初の三分の一、あるいは半分が終わるまで遅らせるべき

ではない、というのが一般的な学者の見解。2

いじゆう せいせん

• 移住：原語の名詞形は、何かを回避するという意味の「ヒジュラJ 。「聖遷」と

訳されることも多い。イスラーム*用語上の意味は、シルク*の徒の支配下にあり、
いじゆう

彼らからの宗教的迫害の恐れのある地から、その心配のない地へと移住すること

を指す。クルアーン*の中では特に断わりがない場合、マッカ*からマデイーナ*へ
いじゆう いじゆう よげんしや けいじ

の第二次移住を示している（第一次移住は、預言者*ムハンマド*が啓示を受け
いじゆう

てから五年後に行われた、現在のエチオピア地方への移住）。

よげんしや

イスハーク：イサクのこと。イスラーム*における預言者*の一人で、イブラー

ヒーム*とサーラとの息子。ヤァクープ*の父親であり、つまりはユダヤ教徒*の父
よげんしや

祖でもある。預言者*たち章 72-73、整列者章 112-113、サード章 45-47 などに、
かいま

その描写を垣間見ることが出来る。

よげんしや

イスマーイール：イシュマエルのこと。イスラーム*における預言者*の一人で、
よげんしや

イブラーヒーム*とハージャルとの息子。アラブ人の父祖とされ、ゆえに預言者*

ムハンマド*もまた彼の子孫である。雌牛章 125-129、マルヤム*章 54-55、整列章
かいま

100-111などにその描写を垣間見ることが出来る。

• イスラーイールの子ら：原語では「バヌー.イスラーイール」。イスラーイールと

は、イブラーヒーム*の孫ヤァクープ*の別名。その子らとは彼の子孫のことであ

り、一般にユダヤ教徒*のことを指す。ただしクルアーン*の中で、ユダヤ教徒*が

この名称で呼びかけられることには、彼らの父祖イスラーイールを言及すること
じゆうじゆん

による、特別な意味が含まれているのだという。つまり、「アッラー*に従順で

あった正しいしもべ（ヤァクープ*) の子孫よ、彼を見習うのだ」といった意味合

いが含まれているのだとされる3。

イスラーム：ムスリム*の項を参照。

• 偉大なお方：この上なく偉大なお方*の項を参照。

1 アル=ブハーリー3443 参照。

2 クウヱイト法学大全 7:174-176 参照。

3 イブン•カスイール 1:241 参照。



力337 V
. イツダ：夫との離別などの理由により、女性が妊娠の有無の確認などの目的で待

機する、ある一定の期間のこと1。この期間中、（それまでに同一の妻に対して二
りこん けいやく

回の離婚を宣告していないことを条件に）夫には新たな結婚の契約を結ぶことな
ふくえん

く、彼女を復縁する権利がある2。またこの期間中、女性は再婚することが許され

ない。雌牛章 228とその訳注なども参照。

よげんしや

イドリース：イスラーム*における預言者*の一人で、旧約聖書のエノックのこと

とされる。マルヤム*章 56-57に言及あり。

さいかい

• イード：一般的には祭りのこと。イスラーム*用語においては、斎戒*明けの祭り
ぎせい

と呼ばれるイード•アル=フィトウル（シヤウワール*月の一日目）と、犠牲祭と

呼ばれるイード•アル=アドハー（ズル=ヒッジヤ*月の十日目）のこと。3

いふう

• 威風堂々たるお方：アツラー*の美名の一つ。原語では「アル=ムタカツビル」。
けんい そうぞう ぞくせい むえん こうえん こうまん

偉大さと権威を備え、創造物の属性からは無縁かつ高遠であり、高慢な者たちに
ほこ たま

対してはその高大さを誇り給うお方。4

• イブラーヒーム：旧約聖書のアブラハムのこと。イスマーイール*とイスハーク*

の父親でもあり、イスラーム*における傑出した使徒*の一人。イラクの人であつ

たが、シャーム地方（現在のシリア、パレスチナ周辺地域）、エジプト、アラビ

ア半島と様々な地を旅した。イスラーム*においてはユダヤ教徒*でもなくキリス
もはん

卜教徒*でもない、純正な一神教徒の模範として描写され（イムラーン家章 67 参
そんしよう

照）、「アッラーに近しい者」という尊称で呼ばれる（婦人章 125 参照）。雌牛
かちく

章 124-132、258、260、イムラーン家章 65-68、家畜章 74-84、フード*章 69-76、
よげんしや

イブラーヒーム章 35-41、アル=ヒジュル章 51-58、マルヤム*章 41-50、預言者*
< ち

たち 51-73、巡礼*章 26-29、詩人たち章 69-89、蜘蛛章 16-32、整列者章 83-113、
撒き散らされるもの章 24-34などにその描写が認められる。

きんき

• イフラーム：語源的には、「禁忌状態に入ること」。イスラーム*用語においては、

ツジ*、またはウムラ*、あるいはその両方の宗教儀礼に入る意図のこと。大半

の法学派は、これをハツジ*とウムラ*における根幹的要素の一つ、としている5。
とうはつ じよきよ

尚、この状態に入った者は、頭髪や体毛を除去しないことや、結婚しないことな

ど、身だしなみやある種の行動などにおいて一定の制約を守らなければならない。

1 クウエイト法学大全 29:304 参照。

2 前掲書22:107-108 参照。

3 前掲書31:114 参照。

4 ウマル.アル=アシュカル 164-167 頁参照。

5 アツ=ズハイリー3:2180 参照。
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イブリース：一説にはそもそもジン*の出自であり、天使*たちと共にアーダム*に

サジダ*するようにアツラー*から命令された（雌牛章 34、高壁章 11、アル=ヒ
すうはい

ジュル章 29、夜の旅章 61、ター•ハー章 116、サード章 72 参照）のは、彼が崇拝*

行為などの行為において天使*に相似していたからだと言われる。また一説には、

イブリースは天使*の内の「ジン」と呼ばれる一族の出身で、他の天使*のように

光からではなく火から創られた。いずれにせよ、これらの説が基になっている伝

承の大半は典拠が不確かなものであり、クルアーレ*において明確に示されている

のは、イブリースがアツラー*に反抗したために追放されたシャイターン*となっ

たということである1。

• イブン•アツパース：アブドツラー.ブン.アツバース•アブド•アル=ムツタリブ。
よげんしや

預言者*ムハンマド*のいとこで、傑出した学者の一人であり、預言者*から最も
よげんしや けつしゆつ

きょうゆう かいしやく

多くの伝承を伝える教友*の一人でもある。クルアーン*解釈学の大家。マッカ*
かいしやく

のクルアーン*解釈•伝承学派の祖。ヒジュラ暦*68 年没。2

イブン•アティーヤ：本名アブド.アル=ハック•ブン•ガーリブ•ブン•アブド•アッ
力4、しゃく

=ラフマーン•ブン•アティーヤ。グラナダ出身のクルアーン*解釈学.伝承学•ア
たくえつ

ラビア語学•法学者で、裁判官も務めた。全時代を通して卓越したクルアーン解
さいばん つと かい

しやく しようろく

釈書の一つと見なされる「偉大なるクルアーンに関する抄録」の著者。ヒジュ

ラ暦*540 年代没。3

• イブン•アル=アラビー：本名ムハンマド•ブン•アブドッラー•ブン•ムハンマド。
さいばん

ヒジュラ暦*468 年没。セビリアの出身。マーリキー学派*の法学者で裁判官。伝承
かいしやく

学•法学•法源学•クルアーン*解釈学•文学•歴史学などにおいて、後世に残る著作

を残した。4

よげんしや

• イブン•イスハーク：本名ムハンマド .ブン•イスハーク。歴史上、初めて預言者
あらわ

*伝を著したと言われる歴史家•伝承家。ヒジュラ暦*150 年頃没5。

• イブン•ウパイイ：アブドッラー•ブン•ウバイイ*の項を参照。

よげんしや

• イブン.ウマル：第二代カリフ•ウマル•ブン•アル=ハッターブ*の息子。預言者*
きようゆう

から最も多くの伝承を伝える教友*の一人。ヒジュラ暦* 73 年頃没。6

1 イブン.カスイール5:167-169参照。

2 イブン•ハジャル「修訂の簡約」251 頁参照。

3 アッ=ズイリクリー3:282 参照。

4 前掲書6:230 参照。

5 イブン.ハジャル「修訂の簡約」403 頁参照。

6 前掲書256 頁参照。
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イブン.ウヤイナ：スフヤーン•ブン•ウヤイナ。クーファに生まれ、マッカ*に住

み、そこでヒジュラ暦* 198 年に没。当時のヒジヤーズ地方（マッカ*やマディー

を

上う こラカル、 けつしゆつ

ナ*を擁するアラビア半島の紅海沿岸地域）における傑出した学者の一人であり、

初期にクルアーン*についての伝承を書にまとめた学者の一人でもある。1

« イブン•カスイール：本名イスマーイール.ブン•ウマル.ブン•カスイール。現在の
かいしやく

シリア地方出身のクルアーレ*解釈•伝承•法学•歴史学者。全時代を通して最良の
かいしやく ちく かいしゃく

クルアーン*解釈書の一つと目される「偉大なるクルアーン解釈 」の著者。クル
ちと かいしやく

アーン*それ自身と伝承に基づいてクルアーン*を解釈する、という手法が特徴的。

ヒジュラ暦*774 年没。2

イブン.タイミーヤ：本名アフマド.ブン.アブド•アル=ハリーム•ブン•アブド.9x

けっしゆつ

アッ=サラーム。現在のシリア地方出身。多分野に渡って傑出した学者であり、
そんしよつ

「シャイフ•アル=イスラーム（イスラーム*の長老）」という尊称で呼ぶことを
すで きようべん けんい

好む人々もいる。二十歳になる前に既に教鞭を取り、法的決定を発する権威が

あったと言われる。ヒジュラ暦* 728 年没。イブン•カスイール*の師でもある。3

きようゆう

イブン•マスウード：アブドッラー•ブン•マスウード。最も早期に改宗した教友*

の一人で、クルアーン*学を始めとするイスラーム*諸学に通じた学者の一人でも

癸

かいしやく

あった。イラクのクーファにおける、クルアーン*解釈学派の祖。ヒジュラ暦*32

年頃没。4

いりょく

偉力ならびないお方：アッラー*の美名の一つ。原語は「アル=アズイーズ」。
そうごん ひってき

最も強大で、何よりも優越し、荘厳で、いかなるものも匹敵することが不可能な
じあい

存在。クルアーン*の中ではよく、「英知あふれるお方*」「慈愛深きお方*」と
いりよく じひ

いった美名と並列して言及される。アッラー*のご偉力は英知や公正さ、慈悲の

念に裏づけされたものである。5

外なるお方：アツラー*の美名の一つ。原語は「アツ=ザーヒル」。光によるべ一
し沙

ルと、その主*性と唯一性*を証明する事象と、明らかなる根拠の数々により、こ
けんげん

の上なく顕現した存在。また、高きにあり、全てを上回るお方。いかなる外側に

あるもの、上にあるものも、かれを越えることは出来ない。関連して「内なるお

方*」も参照。6

1 ァッ=ズィリクリー3:105 参照。

2 前掲書1:320 参照。

3 前掲書1:144 参照。

4 イブン•ハジャル「修訂の簡約」265 頁参照。

5 ウマル•アル=アシュカル 69-73 頁参照。

6 前掲書242-243 頁参照。
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よげんしや

ウスマーン：第三代正統カリフ、ウスマーン•ブン•アツファーン。預言者*によつ
よげんしやきようゆう

て天国を約束された、十人の教友*の一人1。預言者*ムハンマド*の娘二人（ルカ
めと

イヤとウンム•クルスーム）を娶つたことから、「ズー•アン=ヌーライン（二つ

の光の持ち主）」と呼ばれる。裕福かつ地位の高い家に生まれ、イスラーム*のた
お ほどこ

めに財を惜しむことなく施した。彼のカリフ時代にはイスラーム*国家の領土が
せんどう

大きく拡大したが、扇動されたムスリム群衆によって殺害され、ヒジュラ暦*35 年
じゆんきよう

に殉教。2

• 内なるお方：アツラー*の美名の一つ。原語は「アル=パーテイン」。全ての内な

るもの、秘められたものをご存知になり、何よりも近い存在（カーフ章 16 参照）
はいけん

で、かつ現世では拝見することの出来ない存在。被造物にとってはいかに遠いも
ふかし

のも、かれにとっては近いものである。また不可視の世界*もかれにとっては現象
あら

界と変わらず、いかなる内に秘められたものも、かれにとっては露わなものでし

かない。関連して「外なるお方*」も参照。3

ウドゥー：語源的には、「よい状態、清めること」。法的用語としての意味は、

「そうする意図を持ちつつ、身体の特定部分を水を用いて洗うこと」。ウドゥ
はいせつ ほうひ けが

は、排泄、放屁、深い眠り、失神などによって生じたいわゆる「小さな穢れ」を
れいはい ふ

清め、礼拝やクルアーン*に触れることなど、特定の行為を可能な状態にさせるだ

けでなく、その他様々な状況において勧められている4。尚「大きな穢れ」は、グ

スルによって清める。

ふもと

ウフドの戦い：ヒジュラ暦*3 年、マディーナ*近郊ウフド山の麓で起こった、

ディーナ*のムスリム*軍とマッカ*の不信仰者*軍の戦い。アブー•スフヤーン*率

マ
ひき

きつ せつじよく

いるマッカ*軍は、前年に喫したバドルでの大敗の雪辱をかけ、約三千もの兵と
したが

多数のラクダと馬を従えて、マデイーナ*近郊に進軍した。バドルの戦いに参加
きようゆう

する機会を逃した教友*たちは勝気にはやり、マデイーナ*郊外に出向いてマッカ
むか う よげんしや

*軍を迎え撃つべきだと提案し、預言者*ムハンマド*は多数派の意見であったその

提案を受け入れた。当初マデイーナ*軍の兵数は約千名だったが、敵軍を前に、偽
にせ

ひき てったい

信者*の長アブドッラー•ブン•ウバイイ*率いる約三百名が撤退。そのような中で

も戦局はマデイーナ*軍に有利に進み、マッカ*軍は後退し始める。しかしその時、
はな よげんしや きゆうへい

絶対に持ち場を離れないよう預言者*から命じられていた五十名の弓兵の大半が、
そむ すき きへい

戦利品*を目にしてその命令に背いてしまった。その隙をついてマッカ*の騎兵隊
ほうい

がマデイーナ*軍を包囲し、戦況は一転する。この結果、マデイーナ*軍は戦死者

1 アブー•ダーウード 4650 参照。

2 アッ=ズィリクリー4:210 参照。

3 ウマル.アル=アシユカル著 242-244 頁参照。

4 クウエイト法学大全 43:315、320-325、385-399 参照。
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七十名（マッカ*軍の戦死者は三十数名）という被害を出す結果となった1。ウフド

の戦いの描写は、イムラーン家章（121-179参照）に詳しい。

あと

ウマル•ブン•アル=ハッターブ：アブー.バクル*の跡を継いだ、第二代正統カリ
よげんしや

フ。預言者*によって天国を約束された、十人の教友*の一人2。イスラーム*改宗
きようゆう

ごうたん

以前からその政治力と豪胆さで知られた彼の改宗は、イスラーム*の歴史に大きな
えいきよう

影響を与えた。マッカ*のムスリム*たちは彼が改宗して始めて、カアバ神殿*で
おおや れいはい

公けに礼拝が出来るようになったと言われ3、彼のカリフ時代にはイスラーム*国

家の領土がシャーム地方（現在のシリア、パレスチナ周辺地域）、イラク、ェジ

ブト、アルジェリア方面にまで及び、国家組織の整備が進むと共に、社会的公正

が広く行き渡った。「アル=ファールーク（真っ二つに分断する者）」の異名通
きよちう こうりゆう こうけん いつぼう けいけん

り、真理と虚妄を分けるイスラーム*の興隆に大きく貢献する一方で、敬虔な*信
よげんしや

仰者としても知られた。娘ハフサは、預言者*ムハンマド*の妻の一人。ヒジュラ
じゆんきよう

暦*23 年に殉教。4

ウムラ：いわゆる小巡礼。マッカ*のカアバ神殿*を訪問し、ある特定の形式にお
ぎれい

いて宗教儀礼を行うこと。

えいせい

• 永生するお方：アッラー*の美名の一つ。原語では、生きる、という意味の語から
ぞくせい

派生した「アル=ハイユ」。アッラー*は、生という属性をもって存在し続けるお
むか

方。他の生物のように誕生したのでもなく、死を迎えることもない。5

• 英知あふれるお方：アツラー*の美名の一つ。原語は「アル=ハキーム」で、「何
ふさわ きようちよう

かをそれに相応しい場に置くこと」という意味の、「ヒクマ」という語の強調
のうどう みことば みわざ かな

能動分詞。つまり、かれの御言葉と御業は、全て英知に適った正しいものであり、
かんべき かんぺき さば けんげん

完璧なものである。また、かれこそは唯一の完璧な裁き手であり、その権限を
にな

手に担われたお方である。6

えいよ- 栄誉高きお方：アッラー*の美名の一つ。原語では、寛大さや、恵み深さ、高貴さ
みくら

などを表す語から派生した「アル=マジード」。クルアーン*とアッラ*一の御座

もまた、同語によって形容される。7

1 ムバーラクフーリー248-284 参照。

2 アブー•ダーウード4650 参照。

3 アル=ハーキム3:4548参照。

4 アッ=ズィリクリー4:45-46 参照。

5 アル=ハッタービー80 頁参照。

6 ウマル.アル=アシュカル 127-131 頁参照。

7 前掲書188-189 頁参照。
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* 大いなるお方：アツラー*の美名の一つ。原語では、「アル=カビール」。アツ

ラー*は、その本質と程度において大いなるお方で、かれに比べればいかなる偉大
ひ し よ う しようよう

な存在も卑小なものとなってしまう1。アッラーの偉大さを称揚する*の項も参照。
べんぎおそ せつやく いっかん おそ けいけん

• 畏れる：拙訳にて便宜上、一貫して「畏れる」「敬虔」といった訳語をあてた原語

は、動詞「イツタカー」の派生形（名詞形は「イツティカーゥ」あるいは「タク
みずか

ワー」）。そもそもの語源的意味は「自らを守ること」であり、つまりアッラー*
したが じゆうじゆん かいひ

のご命令に従いつつ、かれが禁じられた物事やかれへの不従順さを回避すること
みずか ちょうばつ

で、自らをアツラー*のお怒りや懲罰から守るという意味が含まれている。2

しんでん

〇 カアバ神殿：マッカ*のハラーム•マスジド*のほぼ中央部に位置する、立方体に近
すうはい

い建築物。イムラーン家章 96 にもある通り、アッラー*を崇拝*するために地上に
やかた

建てられた最初の館とされ、ムスリム*にとってのキブラ*である。東南の角には、

天国から落ちたとされる黒石が嵌められている。

アル=カースィミー：ムハンマド•ブン•ジャマール•アツ=ディーン•ムハンマド.
ちょさく

アル=カースィミー。様々な分野において多くの著作を残した、ダマスカス出身
かいしやく かいしやく

の学者。それ以前のクルアーン*解釈書から、著者が選りすぐった解釈を引用し
し や く ぎ

た作品「 釈義の美点」の著者。ヒジュラ暦*1332 年没。3

カターダ：カターダ•アツ=サドウースイー。タービイー*。アル=ハサン*と並び、豢

けっしゆつ かいしやく

当時のバスラにおける傑出したクルアーン*解釈•伝承学者の一人。ヒジュラ暦*

110 年代に没。4

ゆだ ゆだ

かれにこそ全てを委ねる：アツラーにこそ全てを委ねる*の項を参照。

かんじよ かんじよ

• 寛恕されるお方：よく寛恕されるお方*の項を参照。

• 寛大なお方：アツラー*の美名の一つ。原語では、「アル=ハリーム」。怒りに流
つみ みだ ゆる

されることもなく、人間の無知さや罪深さに取り乱すこともない、赦し深く、
しんぼう

辛抱強いお方。5

かんし

。 看視されるお方：アツラー*の美名の一つ。原語では、「アル=ムキート」。守護

する、見守る、立ち会う、力あふれる、といった意味。語源的には、糧を与える

という意味の語「アカータJ が由来。6

1 ウマル.アル=アシユカル 156-157 頁参照。

2 アッ=タバリー1:183 参照。

3 アッ=ズィリクリー2:135 参照。

4 イブン•ハジヤル「修訂の簡約」389 頁参照。

5 ア ル=ハッタービー63 頁参照。

6 イブン•アーシユール 5:144 参照。
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れいはい

• キブラ：礼拝の際に向かう方向のこと。ムスリム*のキブラは、マッカ*のハラー
しんでん

ム•マスジド*の中に位置しているカアバ神殿*である。雌牛章 142-150 とその訳
れいはいれいはい

注も参照。礼拝においてキブラに向かうことは、それが可能な者にとって、礼拝
れいはい

が有効となるための一条件（旅行中に乗り物に乗ったままで行う任意の礼拝を除
しんでんれいはい

く）である。また、礼拝の際に、カアバ神殿*を見ることが可能な者にとっては、
けんかいぎむしんでん

カアバ神殿*そのものに向かうことが義務づけられることで、法学者の見解は一
しんでんしんでん

致。一方、カアバ神殿*を見ることが出来ない者にとっては、カアバ神殿*自体に

正確に向かわなければならないという意見と、その方向へと向かう努力さえすれ
れいはい

ばよいという意見がある1。尚、マッカ*から遠い場所にいる者の礼拝に関しては、
しんでん

四大法学派*の大半の見解では、カアバ神殿*の方向へと向く努力をするだけで十

分とされる2。

ふくすう きようゆうきようゆう

教友：原語では「サハービー（複数形はサハーバ)。」教友の定義は、信仰者と
まつとよげんしや

して預言者*ムハンマド*と会い、信仰者として天命を全うした者3。悔悟章 1〇〇、
よげんしや

勝利章 18、29 などを始め、預言者*ムハンマド*の「最善の人々は我が世代であり、

それにその次の世代、そしてその次の世代が続く」4といった言葉など、その徳は

クルアーン*とスンナ*に数多く見受けられる。

ふくすう

• キリスト教徒：原語では「ナスラーニー（複数形はナサーラー）」。その名称は、

彼らがお互いに助け合っていた（ナサラ：援助する）ことに由来するとか、彼ら

の居住していた「ナースイラ（ナザレ）」という知名に由来するなど、諸説ある5。
よげんしや

預言者*ムハンマド*時代のアラビア半島周辺には、ローマ帝国の支配下にあってこ

シャーム地方（現在のシリア、パレスチナ周辺地域）、エチオピア王国、その属
りよういきり上ラ

領であったイエメン地方など、キリスト教徒の領域が広がっていた。またアラ

ビア半島内にもキリスト教徒は少数ながら存在していたことから、イスラームが

信徒レベルでも国家レベルでも、当時からキリスト教と関わり合いを持つことは

ごく自然なことであった。まだ年若いムハンマド*がシャーム地方への隊商に同行
しゆうどうよげんしや

した時、彼が将来預言者*となることを予言したのはボスラのキリスト教修道士
よげんしやけいじ

だったし、彼が初めて啓示を受けた際、その預言者*性を最初に認めたワラカ•ブ
ン•ナウファルもまた、聖書に通じたキリスト教徒であったとされる。マッカ*で

の迫害を逃れ、少数のムスリム*たちが庇護を求めてキリスト教国であったェチオ
いじゆう

ピアに移住 *したこともあれば、マデイーナ*のイスラーム国家とローマ帝国との
よげんしや

間に戦いが起こったこと（タブークの戦い*の項も参照）もあり、預言者*時代か
せつしよく

らキリスト教徒との接触は多かった。

1 クウヱイト法学大全 32:302 参照。

2 前掲書4:67 参照。

3 イブン•ハジャル「教友の判別に関する正答」1:7 参照。

4 アル=ブハーリー6429 参照。

5 イブン.カスィール 1:285 参照。
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グスル：法的用語においては、「特定の条件を満たしつつ、全身を清い水で洗う
せいえき けが

こと」。精液の放出、性交、月経、産後の出血などによって生じた「大きな穢れ」
けが れいはい

を清める。「大きな穢れ」の状態にある時は、礼拝、タワーフ*、書物としてのク
どくしよう

ルアーン*に触れること、クルアーン*の読誦 、マスジド*に滞在することが禁じ
さいかい

られ、月経•産後の出血がある女性は斎戒*も禁じられる。またグスルは金曜日や

イード*において、勧められた行為となる1。ウドウー*の項も参照。

よげんしゃ

クライシュ族：預言者*ムハンマド*時代以前から巡礼地として栄えていたマッカ*
たずさ

に居住し、商業やハラーム•マスジド*の管理などに携わっていた、アラブ部族の
よげんしや

中でもとりわけ高貴な一族。預言者*ムハンマド*はこの一族の中でも、更に高貴

とされるハーシム家の出身。

みちび

» クルアーン：いわゆる丨コーラン I のこと。アツラー*からの人類への導きとし
けいてん

て数ある啓典が下されてきたが、クルアーン*は最後の預言者*ムハンマド*に啓示
けいじ けい

された、啓典の最終版。過去にムーサー*に啓示されたトーラー*、イーサー*に啓

示された福音*など周知の啓典が下されたということへの信仰や、それ以外の詳細

が知られていない啓典についても一般的な形で信仰すること、そして最後の啓典

クルアーン*とそこに含まれる永久不変のえを信じるのは、いわゆる六信の一つ。

クルアーン*とは何かという定義は大きな議論の的になっているが
/

その内の最も

簡

_
なものの一つに

が崇拝*行為となるもの」というものがある2。尚、本来は定冠詞「アル」が付属し

てし「アル=クルアーン」と呼ばれるが、拙訳では一般的に普及しつつある通称

に基づき、単に「クルアーン」とした。

「ムハンマド*に啓示されたアッラー*の御言葉で、その読誦

クルアーンの冒頭に現れる文字群：全部で百十四あるクルアーン*のスーラ*の内、

二十九のスーラ*が「アリフ•ラーム•ミーム」「ハー.ミーム」といった、一見意味
かいしやく

不明のアラビア文字群によって始まる。その意味には様々な解釈があるが、多く

の学者によって支持されている説は、これらの文字がクルアーレ*の奇跡性を示し

ている、というものである。つまりクルアーン*は、これらの限られたアラビア文

字（全二十八文字の内、その半数の十四文字が、このような形でいくつかのスーラ

*の冒頭に出現している）から成立しているにも関わらず、その様式と内容におい

て類を見ない完成度を示している、というものである3。そしてアラビア語に最も
せいつう

精通していた当時のアラブ人でさえ、このごく限られた文字から成立しているクル

アーンと同様のものを創作してみよと挑まれても、応じることが出来なかった4。

雌牛章 23、ユーヌス*章 38、フード*章 13、夜の旅章 88、山章 33-34 も参照。

1 クウヱイト法学大全 17:124-128、31:194 - 205 参照。

2 イブン•ハジャル「修訂の簡約」255 頁、アツ=ズィリクリー「人名』 4:102 参照。

3 アツ=ルーミー「スーラ冒頭の文字群における、挑戦と奇跡性の諸側面」8 頁以降参照。
4 ムヤツサル 2 頁参照。
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» アル=クルトウビー：ムハンマド•ブン•アフマド•アル=クルトウビー。コル

しようさい あつか

ドバ出身のクルアーン*解釈学者で、特に法学的側面を詳細に扱った大著「ク

ルアーン*法規定に関する大全」の著者。学問のため諸国を旅した後、エジプトに

定住し、そこでヒジュラ暦*671 年に逝去。1

くんりん たま せいふく せいあつ

• 君臨し給うお方：アツラー*の美名の一つ。原語では「征服する、制圧する」と

いった意味の語から派生した「アル=カーヒル」または「アル=カツハール」。
きようちよう

後者の方が、より強調された意味合いがあるという。アッラー*はその偉大さと
すうこう そうぞう くつぶく おちから さいけつ

崇高さ、至高さと全能性ゆえに全創造物が屈服し、その御力とご裁決の前ではい
みじ

かなる権力者も惨めであるようなお方である。2

けいけん おそ

* 敬虔：「畏れる*」の項を参照のこと。

けいてん

• 啓典の民：ユダヤ教徒*とキリスト教徒*のこと。
けいてん さず けいてん さず けいてん

• 啓典を授けられた民、啓典を授けられた者たち：「啓典の民*」の項を参照。

固定刑：法学用語上は、「アッラー*への権利、あるいはアッラー*と人間の権利
ぎむしんがい けいばつ

(の侵害）ゆえに義務づけられた、あらかじめ規定された刑罰のこと」。前者の
かんつうざい かんつう うった あつみ

例としては、姦通罪など、後者の例としては他人を姦通で訴える罪などが挙げら

れる3。
ことごと ほうい おさ

悉く包囲されるお方：アッラー*の美名の一つ。原語は、何かを完全に配下に収
せい のうどう

め、制することを表す語から派生した能動分詞「アルニムヒートJ 。アッラー*は、
おちからおん そうぞう ほうい

その偉大さと御知識、御力によって、創造物を完全に包囲しており、いかなるも
まぬが

のもそこから免れることは出来ない。4

この上なく偉大なお方：ァッラー*の美名の一つ。原語は、高さや広さ、奥行きな
きようちようのうどう

どにおける大きさを表す語から派生した強調能動分詞「アルニアズィーム」5。
そうごん

アツラー*はその位階において途方もなく、その荘厳さが理性の限界を超えたお方。
すがた

ゆえにその本質や、真実のお姿は想像不可能である6。

，広量なお方：アツラー*の美名の一つ。原語は、「広い」とか「余裕のある」とか
のうどう そうぞう

いった意味の語から派生した能動分詞「アル=ワースィゥ」。全創造に対するそ
かて じひ

の糧とご慈悲が、あり余るほどに豊かなお方。そしてその知識、法規定、英知、
ゆる

赦し深さなどにおいても、広大無辺なお方。7

1 アッ=ズィリクリー5:322 参照。

2 ウマル.アル=アシュカル 95-96 頁参照。

3 クウェイト法学大全 17:129 参照。

4 ウマル.アル=アシュカル 202-203 頁参照。

5 アッ=ズパイディー3:110。

6 イブン.アル=アスイール 2:224 参照。

7 ウマル.アル=アシュカル 180 頁参照。



ノ1346 \
こんきゆう ひんじや

• 困窮者：「貧者」を参照のこと。

• 婚資金：原語では「マハル」、「サダーク」、「ニフラ」など多数の呼び名があ
けいやく

る。イスラーム*用語においては、女性が結婚の契約をするか、あるいは男性と性

交渉した際（無知から、イスラーム*法的に正しい条件を満たしていない結婚をし、

性交渉してしまったような場合）に、贈られるべき財産のこと。これは結婚とい
けいやく えいよ けいい

う契約の重要性と価値を表し、女性に栄誉と敬意を示すものである。1

ようせき そくりよう

• サーア：容積による測量単位で、4 ムッドに相当。約 2.75 リットルに相当すると

いうのが一般的な説だが、他説もあり。2

• アツ=サアデイー：近代サウジアラビアを代表する学者の一人。代表作に「恵み
お こ と ば かいしやく とラと

深いお方の御言葉の解釈における貴く*慈悲あまねき*お方の簡便」などがある。

ヒジュラ暦*1376 年没。3

さいかい ひか

• 斎戒：原語では「サウム」または「スイヤーム」で、語源的には「何かを控える」
すうはい

という意味がある4。イスラーム*法においては、アッラー*への崇拝*行為の意図を
さいかい

もつて飲食や性交など、斎戒で禁じられている行為を日の出しばらく前から日没
ひか のぞ

まで控えることを指す。尚、ムスリム*は特別な状態にある者を除き、ラマダーン
ぎむ

月*にーヶ月間の斎戒を行うことが義務づけられている。いわゆる五行の一つ。雌

牛章 183 以降も参照のこと。

むく

• 最後の日：善行にせよ悪行にせよ、現世で行った行為の清算と報いを受ける日。

まり復活の日*のこと。5 最後の日と来世を信仰することは、いわゆる六信の一つ。

つ

• ザイド•ブン•サービト：マデイーナ*で生まれマッカ*で育った、ハズラジュ族出
きようゆう

身の教友*。Ĥ 一歳の時、ムスリム*たちと共にマデイーナ*へ移住*。イスラーム
ひつろく

*諸学に秀で、クルアーン*の筆録者の一人であり、アブー•バクル*とウマル*の力
■んさん

リフ期に編纂作業を委任され担当した。ヒジュラ暦*45 年没。6

よげんしや

• サウダ•ピント•ザムァ：預言者*ムハンマド*の妻の一人で、一説には彼の最初の

妻ハディージャの逝去後、初めて結婚した女性。ヒジュラ暦*55 年頃没。7

1 クウエイト法学大全 24:64 参照。

2 アツ=ズハイリー1:142-143参照。

3 アツ=ズィリクリー3:340 参照。

4 アツ=タバリー2:889 参照。

5 前掲書1:143-144 参照。

6 アツ=ズィリクリー3:57 参照。

7 アル=ミツズイー35:200以降、イブン.ハジヤル「修訂の簡約」666 頁参照。
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，ザカリーヤー：新約聖書のザカリア、あるいはザカリヤのこと。預言者*ヤヒヤー

*の父親であり、彼自身も預言者*の一人。イーサー*の母親マルヤム*の後見も務

めた。イムラーン家章 37-41、マルヤム*章 2-11などにその描写が認められる。

• 酒：原語の「ハムル」には、語源的に「覆うもの」という意味が含まれている。
めいてい おお

つまり酒などの酩酊を及ぼす物質には理性を覆い、人がアッラーを想念すること
さまた へいがい まやく

を妨げる弊害がある（食卓章 91 も参照）1。大半の学者は麻薬など、酒同様の作
けんかt

用がある物質の摂取も禁じる見解を示している。尚、イスラーム*の歴史において、

酒は段階的に禁止された。雌牛章 219の訳注も参照。

ひざまず 1はレ

サジダ：跪き、額づく動作のこと。礼拝の一動作でもある。

* サービア教徒：彼らがいかなる民だったかに関しては、「無宗教者」「天使崇拝

者」「啓典の民*の一派」など、諸説が存在する2。

サムード：「サムード」は、古代アラビア半島北西部に栄えた民。岩山をくり貫*
よげんしや

いた住居に住んでいたと言われる。彼らには預言者*サーリフ*が遣わされたが、

彼に背いたかどで滅ぼされる。その記述は高壁章 73-77、フード*章 61-66、アル

=ヒジュル章 80-84、詩人たち章 141-159、犠章 45-53、 詳細にされた章 17-18、
ちようばつ

月章 23-32、太陽章 11-15 などに見受けられる。尚、サムードに下った懲罰は、
いなづま まち とどろ

クルアーン*の中で「稲妻（詳細にされた章 18、撒き散らすもの章 44) 」「（ 轟
げきしん

きの）一声（フード*章 67、アル=ヒジュル章 83、月章 31) 」「激震（高壁章

7 8) 」「 甚だしいもの（真実章 5) 」「彼らを覆い給うた（太陽章 1 4) 」と

様々な形で描写されているが、アッ=シヤンキーティー*はその全ての発端が

はなはだ

いなづま ともな

「（ 轟きの）一声」であるとしている。つまり「稲妻」を伴う「（ 轟きの）一
げきしん はなは

声」が起きることによって「激震」がおき、その様子は「甚だしいもの」であり、
ちょうばつ

かつアツラーは彼らをそれらの懲罰で「覆い給うた」のである3。

サーリフ：「サムード*」の項参照のこと。

• 慈愛深きお方：アッラー*の美名の一つ。原語では「ラフマ」という名詞から派生

9

のうどう きようちよう

した、「アツ=ラヒーム」という能動分詞の強調形。「慈悲あまねきお方*」と

いう訳語を当てた「アツ=ラフマーン」に比べ、特に信仰者を対象とした行為的

な慈悲である、と言われている。4

1 アツ=タバリー2:1155-1159参照。

2 前掲書 1:444-445、イブン.カスィール 1:286-287 参照。

3 アツ=シヤンキーティー7:21-23 参照。

4 アツ=タバリー1:125-129 参照。
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至高のお方、至高者：アツラー*の美名の一つ。原語では「アル=アリー」または9

ぞくせい

「アル=ァアラー」あるいは「アル=ムタアーリー」。その属性においていかな
そうぞう

る創造物よりも高く、全てのものがその支配下にあり、かつこの上ない位階にお

られるお方。1

しと せつやく いっかん しと

• 使徒： 拙訳において一貫して「使徒*」という訳語をあてたアラビア語は「ラ
ふくすう よげんしや

スール（複数形はルスル）」であり、一方「預言者*」という訳をあてたのはアラ
ふくすう よげんしや

ビア語の「ナビイ（複数形はアンビヤーウ、ナビイユーン）」。使徒*と預言者*
てんけい

の違いについては、以下のような諸説がある：①使徒*は「アッラーから天啓法と
よげんしや てんけい まね

共に人々へと遣わされた者」で、預言者*は「それ以前の天啓法へと民を招くこと
てんけい すで みちび

により、あるいは天啓法の内で既に確立された教えへと導くことにより、彼らの
けいじ しと てんけい か

諸事を正すべく、アッラーから啓示を受けた者」2。②使徒*は「天啓法の伝達を課
よげんしや けいじ

せられた自由民男性」で、預言者*は「啓示は受けたものの、その伝達までは課せ
と けいてん よげんしや けいてん

られなかった者」。③使徒*は「啓典と共に遣わされた者」で、預言者*は「啓典
さず つか しと

を授かることなく遣わされた者」3。つまり以上のいずれの説にせよ、使徒*の方が
よげんしや よげんしや

預言者*よりも特別であり、そのことは預言者*の数が十二万四千人、使徒*の数が
よげんしや

三一三人であるという預言者*の伝承にも現れている4。ヌーフ*、イブラーヒーム*、
よげんしやしと

ムーサー*、イーサー*、ムハンマド*といった周知の使徒*.預言者*を信仰するの
しと よげんしや

はもちろんのこと、それ以外の知られてはいない使徒*•預言者*についても一般的

な形で信仰することは、いわゆる六信の一つ。尚、全人類に向けて遣わされた最
しと よげんしや ふういん

後の使徒*「預言者*の封印（部族連合章 40 参照）」ムハンマド*は、クルアーン*

の中で「使徒*」「預言者*」と描写されることがほとんどである。

- 慈悲あまねきお方：アツラー*の美名の一つ。原語では「ラフマ」という名詞から
のうどう きようちよう じあい

派生した、「アッ=ラフマーン」という能動分詞の強調形。「慈愛深きお方」
そうぞう ほうがん

という訳語を当てた「アッ=ラヒーム」に比べ、全創造物を包含する普遍的な
じひ ぞくせい

慈悲という属性の持ち主、といったニュアンスが含まれている。5

ジズヤ：イスラーム*法治国家内に居住するため、または生命•子孫.財産の保証の

ため、あるいは停戦状態の維持のため、自発的に支払われる財産のこと6。その額

1 ウマル.アル=アシユカル 152-155 頁参照。

2 イブン.アーシユール 17:297 参照。

3 アル=アルースイー17:172-173 参照。

4 アル=バイダーウイー4:133 参照。尚、この伝承は伝承学者の間で脆弱（ぜいじゃく）なものと見なされている。

預言者*と使徒*の数に関する真正な伝承については、アツ=タブリーズィーによる伝承集「灯火（ともしび）の

壁龕(へきがん)」の中に収録されている「預言者*の数は十二万四千人で、使徒*の数はその内、三一五人」とい

う伝承が現代の伝承学者アル=アルパーニーによって真正*と判定されている（5737)。

5 アツ=タバリー1:125-129 参照。

6 クウエイト法学大全 15:150 参照。
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けいてん

は、法学派や状況により大きな差異がある1。啓典の民*、マジュース教徒（巡礼*
いろん よち

章 17 の訳注を参照）からジズヤを取ることが出来ることに異論の余地はないが、
ぐうぞうすうはい

その他のシルク*の徒、偶像崇拝者に関しては見解の相違がある。2

けいじ しと

ジブリール：大天使ガブリエルのこと。アツラー*からの啓示を使徒*に伝達する役

目を負う。

シャイターン：悪魔、サタンのこと。語源的には「人間、ジン*、その他の生き物
むほん

であるかどうかを問わず、反逆•謀反するもの」3のことを指す。クルアーン*にお
むほん

いて言及される場合、その反逆と謀反の対象は、アッラー*とその宗教である。尚、
けいい

シャイターンが人類を迷わせることとなった経緯については、高壁章 11-18、アル

=ヒジュル章 28-42、夜の旅章 61-65、サード章 71-85を参照。

アツ=シヤウカーニー：ムハンマド•ブン•アリー•ムハンマド•アツ=シヤウカー
かいしやく

ニー。イエメン出身の法学者。「クルアーン*解釈学における、伝承と智見の両

学を集結した全能者の勝利」の著者。ヒジュラ暦*1250年没。4

シヤウワール月：ヒジュラ暦*の十月。

せいえき けが

ジヤナーパ：法的用語における意味は、精液の放出、性交による「大きな穢れ」
れいはい

の状態にあること。この状態にある限り、グスル*しなければ、礼拝、タワーフ氺、
どくしよう

書物としてのクルアーン*に触れること、クルアーン*の読誦 、マスジド*に滞在

することなどが禁じられる。原語「ジヤナーパ」は、語源的に「遠ざかること」。
れいはい

身を清めない限り、礼拝の場に近づけない状態であることから、こう名付けられ

たとされる。5

シヤノ、̂ータ： I フー•イフーノヽ•イッフッフー、ムノヽンマドウッラスーノレッラー
すうはい

(アツラー以外、真に崇拝*すべきいかなるものも存在しない。ムハンマド*は

アツラー*の使徒*である）」というアラビア語の証言。いわゆる五行の一つで、

その内でも一番上位に位置するもの。この言葉を信仰心と共に証言することで、

ムスリム*でない者はムスリム*となる。

ジャーヒリーヤ：「無知」という意味の語から派生した語。通常は、アッラー*と
と ごうまん

その使徒*、及び宗教規定についての無知、そして血統の誇り合いや傲慢さなどに

1 クウエイト法学大全 15:183 参照。

2 前掲書15:166 参照。

3 ァツ=タバリー1:119 参照。

4 アツ=ズイリクリー6:298 参照。

5 クウエイト法学大全 16:47-54 参照。
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よって特徴づけられる、イスラーム*以前のアラブ人の状態を指す1。また近代にお
みちび とうらい

いては、「アッラー*のお導きが到来する以前の、社会の状態。または、アッ
みちび

ラー*のお導きを拒否する社会全体、あるいは社会の一部の状態のこと」という、
かいしやく

より一般的な解釈も見られる2。

シャーフィイー法学派：四大法学派*の一つ。法源学を初めて体系化させたと言わ

れる、ムハンマド•ブン.イドリース•アツ=シャーフイイー（ヒジュラ暦*204 年没)

を祖とする。現在は東アラブ世界、東アフリカ、インド南部、東南アジアなどを

中心に分布。

アツ==シヤンキーテイー：ムハンマド•アル=アミーン•ブン•ムハンマド•アル=

ムフタール•アツ=シヤンキーテイー。モーリタニア出身の近代の学者で、サウジ

今

きようべん かいしやく

アラビアにて教鞭を取る。「クルアーン*解釈における解明の光」の著者。ヒ

ジュラ暦*1394 年没。3

しゆ せつやく しゆ

* 主：拙訳にて「主」と統一して訳した語は、原語では「ラップ」。語源的には、
つかさど

支配者、王、物事を改善する者、物事を司る者、何かをその完成に向けて段階
ふくすう

的に成長させる者、などという複数の意味が含まれる4。クルアーレ*の中では大方
そうぞう しゆ しゆ しゆ

の場合、「全創造物の主」「天の主 j 「地の主」といったように、他の語の
しゆうしよく しゆ

修飾を受けた形で出現し、この場合の「主」はアツラー*のことを指す。しかし
ふくすう かいご

非限定の複数形（イムラーン家章 64、80、悔悟章 31、ユースフ*章 39 参照）だっ

たり、文脈的に明らかにアツラー*以外のものを指している場合（ユースフ*章 23、

41「ご主人様」など）、アツラー*ご自身のことを指しているのではない。

よげんしやつか

* シュアイブ：マドウヤン*の民に遣わされた預言者*。その記述は高壁章 85-93、
フード*章 84-95、詩人たち章 176-191、蜘蛛章 36-37などに見受けられる。

ツジ*とウムラ*の項参照。* 巡礼：ハ

じようざい じようざい ぎむ じ上ラ

浄財：「 浄財」という訳語をあてた原語は「アッ=ザカー」であり、義務の浄
ざい ぎむ

財のこと。いわゆる五行の一つで、ムスリム*にとっての義務。イスラーム*法上
ぎむ

の定義は「特定の形式において、特定の財産における義務を果たすこと」であり、

所有した財産の種類、その数や量、それを所有した期間など、様々な条件が揃っ
じようざい ぎむ じようざい かいご

て初めて、浄財の義務が生じる。浄財を支払う対象は、悔悟章 60 に明らかにさ
ひんじや

れている通り、貧者*や借金に苦しんでいる者などである5。尚「ザカー」には語源

1 イブン.アル=アスイール丨：317 参照。

2 ユースフ.アツ=サイード 1:59 参照。

3 アツ=ズイリクリー6:45参照。

4 ウマル.アル=アシユカル 41 頁参照。

5 クウヱイト法学大全 23:226-335 参照。
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呀こ、増加、成長などといった意味が含まれている。つまり樹木が適切な形で

剪定されることによって、成長の促進や害虫の予防が期待されるように、アッ
じょうざい

ラー*は浄財を支払うことゆえに財産を増加させ、お清め下さるのである1。また
じようざいほどこ

アッラー*は、 浄財を施す者を罪と悪い性質から清め、彼らを成長させ、善い性
ほうび

質と正しい行い*、現世と来世における彼らの褒美を増やして下さる。2

しようさん しようさん たた あいぼ

称賛：称賛という訳語を当てた「ハムド」は、讃える対象の美点を、愛慕の念

をもって表明することを意味する。3

しようさん しようさん

称賛されるべきお方：アッラー*の美名の一つ。原語は、称賛する、という意味
みわざ

の語から派生した受動分詞「アル=ハミード」。アツラー*はその御業ゆえに、
しようさん あんねい

称賛に値するお方。そして順境にあっても苦境にあっても、困難にあっても安寧
十•す•

にあっても、常に称えられるべきお方である。4

しょうようたた

称揚：称える*の項を参照。

おうおう

シルク：往々にして「多神教」という訳があてられることの多いアラビア語の
せつやく

「シルク」という言葉とその派生形は、拙訳において「シルク」という原語のま
とど がいねん むえん

まに留めておいた。それはシルクという言葉は多神教という概念と全く無縁では
こと がいねん

ないものの、それとは異なる概念も多く含んでいるために、「多神教」と訳する
まね

ことによって大きな誤解を招く恐れがあるからである。シルクとは、全宇宙の
そうぞう . けんい

創造•所有•支配など、アツラー*のみが専有する権威や性質において、かれ以外の

何かが共同•関与しているなどと考えたり、あるいはアツラー*のみに向けられる
すうはい

べき崇拝*行為を、かれ以外のものに向けて行ったりすることを意味する。この意
ふくすう

味においてシルクは、単に複数の神性を認めることだけではない。シルクはイス
すうはい

ラーム*の根本教義であるタウヒード*の反対語であり、ムスリム*は信条や崇拝*
ささい さ

行為だけに限らず、些細な心の動きなどにおいてもシルク*的なものを避け、タウ
じゅんすい か

ヒード*を純粋なものにしていく努力を課されている。

ジン：人間のように理性と身体能力を有する、火から創られた霊的存在。人間同
したが ぎむ

様にアツラー*の宗教に従う義務を課されており、来世では現世の行いに応じて

その行き先が決定される（家畜章 130、高壁章 179、撒き散らされるもの章 56、

慈悲あまねきお方章など参照）。

真正：伝承（ハディース）学用語「サヒーフ」の訳。一般に、以下の条件を満た
た てんきよ

した伝承は「真正」な伝承と呼ばれ、信頼するに足る典拠と見なされる。①伝承

1 ァッ=タバリー1:369 参照。

2 ァッ=サァディー350 頁参照。

3 イブン.タイミーヤ「ファトワー集」8:378-379 参照。

4 アル=ハッタービー78 頁参照。
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者の鎖が最初から最後まで、途切れずにつながっていること。②それを伝える全

ての伝承者が、正常な理性と良識を備え、信頼性に足る（つまり嘘つきでもなく、

嘘つきの嫌疑をかけられてもおらず、大罪*も犯さず、それ以外の罪深い行為にも

固執しておらず、また正統な教義からの逸脱も見られず、かつ素性不明でもない)

成人*ムスリムであること。③それを伝える全ての伝承者が、伝達行為において正

確さを備えていること。④伝承本文の内容に、それよりもっと信頼性の高い伝承

の内容と反する部分がないこと。⑤伝承本文の内容に、その信頼性を損なうよう

な要素が含まれてはいないこと。1

• 神聖月：ムハッラム月*、ラジャブ月*、ズル=カァダ月*、ズル=ヒッジャ月*の四

つの月のこと。アラブ人の間ではイスラーム*以前にも、これらの月における戦闘は
しんせい かいご てっかい

禁じられていた2。尚、神聖月における戦いの禁止は悔悟章 36 によって撤回された、
しんせい

という説と、応戦の時以外には神聖月に戦ってはならない、という説がある3。

• ズィハール：「ズィハール （「背中」という意味の「ザハル」が由来）」とは、

ジャーヒリーヤ*からイスラーム*初期にかけてアラブ社会に存在していた悪習の

一つで、夫が妻に対し「お前は私にとって、私の母親の背中同然だ」と言うこと。

より一般的な定義としては、「夫が妻（または彼女の一部）を、彼にとって永久

に結婚が禁じられる関係にある女性、あるいはそのような女性の身体部分のうち、

『背中、腹、腿』など、彼が見ることを禁じられる部位になぞらえること」。こ

うすることで、夫は妻を§分にとって妻でもなく、かと言って完全に離婚するわ

けでもないという窮地に置いた。この行いは離婚とは見なされない禁じられた行

為•大罪であり、 贖罪を行わなければならない（抗弁する女章 2-3 参照）。そし

て贖罪を行うまでは、妻との関係が禁じられる。4

• 崇拝：「崇拝」という訳語を当てた原語は「イバーダ」。イブン•タイミーヤ*は、

イスラーム*用語としての「崇拝」を、「アツラー*が愛でられ、お喜びになる、

あらゆる内面的•外面的言動を含む、全ての物事に対する集合的名称」と定義づけ

る5。この「イバーダJ をアツラー*のみに向け、その他のいかなる対象にも逸らさ

ないことが、イスラーム*の重要な根本教義である6。

• ズフル：五つの義務の礼拝の一つで、正午過ぎの四ラクアの礼拝。太陽が子午線

を通過した後から始まり、ある物の影がそれ白身と同じ長さにまで達した時点で

1 マフムード•アッ=タッハーン 44 頁参照。

2 ァッ=サァディー336 頁参照。

3 イブン•カスイール 4:149 参照。

4 クウエイト法学大全 29:189-208 参照。

5 イブン•タイミーヤ「ファトワー集」1:149 参照。

6 ムヤッサル 1 頁参照。
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その時間帯は終了する（影がそれ自身の倍の長さに達した時点で終わるという、

少数派の見解もあり）。1

ゆだ

• 全てを請け負われるお方：アッラー*の美名の一つ。原語では、任せる、委ねる、
といった意味の語から派生した受動分詞「アル=ワキール」。アッラー*は全ての

ものを存在させられた後、その諸事を見守られ、存続に必要なものを供給され、
めつぼう ゆだ

滅亡からお守りになるお方。人はこのような存在にこそ全てを委ね、依拠しなけ

ればならない2。アツラーにこそ全てを委ねる*の項も参照。

つかさど

* 全てを司るお方：ア：yラー*の美名の一つ。原語では、立つ、no,といった意

味の語から派生した能動分詞「アル=カーイム」、あるいは強調能動分詞「ア

ル=カイユーム」。後者の方が意味的に強い。アッラー*は自ら存立され、かつ

他の存在を存続させられるお方。かれは何も必要とはされないが、全ての被造物

は、かれの思し召しなしでは存続できない。3

• 全てを包囲されるお方： 悉く包囲されるお方の項を参照。

ゆだ

• 全てを委ねる：アツラー*にこそ全てを委ねるの項を参照。

• スーラ：クルアーン*における章のこと。クルアーン*は百十四のスーラ*からなる。

• スライマーン：ソロモンのこと。イスラーム*では預言者*の一人に数えられる。

預言者*ダーウード*の息子。雌牛章 102、預言者*たち章 78-79、81、犠章 15 以降、

サバア章 12-14、サード章 30-40などにおいて、彼に関する描写が見受けられる。

• ズル=カアダ月：ヒジュラ暦*のĤ —月。神聖月*の一つ。

ズル=カルナイン：原語では、「二本の角を持つ者」という意味。尚、その名称

の由来については、「髪を二本に結わえていた」「東西の果てに到達した」と

いった説がある4。この人物の特定については、古くから学者の間で大きな見解の

相違があるが、確実なのはクルアーン*の中で述べられているように、強大な力と

正しい信仰を備えた者であったということである。

• ズル=キフル：一説には旧約聖書に登場する預言者*エゼキエルとも言われるが、

詳細は不明。アラビア語では語源的に「順守する者」といった意味合いがあるが、
ちゆうげん

それは一説にアル=ヤサア*の呼びかけに答えて彼の忠言を順守する者となり、

イスラーイールの子ら*に対する彼の後継者となったためとされる5。

1 クウヱイト法学大全7:172-173 参照。

2 ウマル.アル=アシュカル 204 頁参照。

3 前掲書225 頁参照。

4 アル=クルトウビー5:34-36 参照。

5 イブン•アーシュール 17:129-130 参照。
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ズル=ヒッジヤ月：ヒジュラ暦*の十二月。神聖月*の一つで、その上旬にハツジ*

の主な行事が行われる。

スンナ：この語の定義は、伝承学者•法学者•法源学者の間で異なるが、拙訳では
よげんしやtゝっかん

—貫して「預言者*ムハンマド*に帰せられる言動と彼の認証したこと、及び彼の

外面的•内面的特徴」という伝承学の定義に沿ったものとした。

即座に計算されるお方：原語では「サリーウ•アル=ヒサーブ」または「アスラ

ウ•アル=ハースイビーン」。アツラー*はその僕のあらゆる行いをご存知になり、

それに対して適切にお報いになられる
1。復活の日*、現世での行いの裁きを受ける

僕の数は膨大であるが、アツラー*はその清算を即座に、かつ容易に行われる2。

清算者*の項も参照。

制圧されるお方：アツラー*の美名の一つ。原語では「アル=ジャツバール」。こ

の美名には、以下のような複数の意味が含まれるとされる：①「 育む（ジャパ

ル）J という意味。つまり弱い者、貧しい者、虐げられている者などの状況を改

善して下さるお方。②「制圧、強制（イジュバール）」という意味。つまり、そ

のご意思を有無を言わせず実行し給うお方で、全創造物はかれに服している。③

「高い」という意味。3

f 清算者：アッラー*の美名の一つ。原語では「アル=ハスィーブ」。この美名は主

に二つの意味を含む、と言われる。一つは、アッラー*が現世における僕の行い

をその大小を問わず数え上げられ、来世においてはそれにお報いになるお方だと

いうもの。もう一つは、その御力とご援助さえあれば、信仰者が敵を打ち負かす

に十分なお方、という意味である4。即座に計算されるお方*の項も参照。

^
成人：イスラーム*における成年の徴候は、女性の場合、初潮と妊娠がある。ま

た男女に共通する徴候としては一般的に、精通を見るか、ヒジュラ暦*で十五歳

(他説もあり）に達するか、陰毛が生えるかの三つがある5。

聖なるお方：アツラー*の美名の一つ。原語では「アル=クツドゥース」。アツ
けっかん

ラー*は、あらゆる不足や欠陥といったことから無縁で、清く、 祝福にあふれた
はんりよ むえん

お方。伴侶、子供、同位者などを有することから無縁な存在であり、その徳と善
さんび ぞくせい

性によって賛美される、完全な属性を備えたお方である。6

1 ムヤッサル 31 頁参照。

2 ウマル.アル=アシュカル著「アッラーの美名」166 頁参照。

3 前掲書74-76 頁参照。

4 前掲書164-167 頁参照。

5 ムヤッサル 31 頁参照。

6 ウマル.アル=アシュカル 51 頁参照。
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せ ん り

戦利品：イスラーム*における戦利品の種類には様々なものがあるが、以下に示す
せんとう

のはその一部である：「ファイゥ」は、ムスリム*が戦闘なしに手に入れた戦利品。
せんとう ふくすう

「ガニーマ」は、戦闘によって手に入れた戦利品n 「ナフアル（複数形はアン
こぶ

ファールで、スーラ*名にもなっている）」は、戦いへと鼓舞すべく、ムスリム*
せんとう

の指導者が通常の戦利品とは別に、戦闘員のために特別に用意するもの。

そうせい

^
創成者：アツラー*の美名の一つ。原語では「アル=ファーティル」であり、語源

的には単なる創造者という以外にも、「何かを裂いたり、割ったりして創造する

者」というニュアンスが含まれるとされる2。

そうぞう さ わ

そうせい

創生者：アッラー*の美名の一つ。原語では「アル=バーリウ」。語源的には単な
そうぞう そうぞう

る創造者という以外にも、「分離させたり、創造することによって、何かから別
ちゆうしゆつ けっそん

のものを抽出する」という意味合いが含まれるという3。アッラーは、 欠損など
そうぞうむえん そうぞう こと すがた

から無縁（バリーウ）な創造をされ、かつ創造を互いに異なる形と姿において特

徴づけられたお方である4

たいざい ふくすう おか

大罪：原語では「カビーラ（複数形はカバーイル）」。具体的には、それを犯す
けいばつ てきよう

ことで現世においてイスラーム*法における刑罰が適用されたり、あるいは来世に
ちようばつ けいこく まね

おいて地獄の懲罰を警告されていたり、またアッラー*のお怒りを招いたりする
ま じ ゆ つ り そ くかんいん

こととされているもの。具体例としてはシルク*、殺人、姦淫、魔術 、利息*、親
うそ ちか

不孝、嘘の誓いなどがある。

タウヒード：語源的には「何かを一つにすること」という意味。イスラーム用語

上は、「アツラー*だけに特徴づけられる物事において、かれだけを唯一とするこ

と」。「アツラー*だけに特徴づけられる物事」には大きく分けて、①主性、②神

5»

ぞくせい そうぞう

性、③美名と属性という三つの分野がある。①は、アッラー*のみが創造主で、所
つかさど

有者で、この世を司るお方であるという信じること。②は、そのような存在で
すうはい すうはい

あるアツラー*だけを崇拝*し、それには値しない他の何ものも崇拝*しないこと。
けいてん しと ぞくせい

③は、アツラー*がその啓典や使徒*の言葉でご自身を表した美名•属性において唯
ぞくせい

であることを認め、それらの美名•属性を改ざんしたり、実質がないと見なした
たと

り、「アツラー*がいかにそのようであるのか？」と考えたり、被造物に譬えたり
たも たも

することなく、アツラー*が肯定し給うたものを肯定し、否定し給うたものを否定

すること。5

1 クウエイト法学大全 32 : 227-228 参照。

2 アツ=タパリー4:3143 参照。

3 アツ=ズパイディー1:145 参照。

4 アツ=ラーズィー1:516 参照。

5 イブン.ウサイミーン「ファトワー.論説集 _) 6:33-34 参照。
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べ ん ぎたた せつやく たた

• 称える：拙訳にて、便宜上「称える」という表現をあてた原語は、動詞「サッバ
かくぜっ

ハ」の派生形。その語源的な意味は、何かを遠ざけたり、隔絶させたりすること。
ふさわ むえん

イスラーム用語上は、アツラーをかれに相応しくないあらゆる性質から無縁で
すうこう たた

崇高な存在として称えること1。

正しい行い：原語では「アル=アマル•アツ=サーリフ」及びその派生形。具体的
ふくじゆう じゅんしゆ ぎむ は

にはアツラー*に服従し、その法を遵守し、そこにおいて定められた義務を果た
さ のっと

し、禁じられたものを避けること。あるいはアツラー*の教えに則った善行のこ

と2。

せつやく

* 正しい者：拙訳において「正しい者」という訳語をあてたアラビア語は、「サー
ふくすう

リフ（複数形はサーリフーン）」。「正しい行い*」を行う者のこと。アッニタパ
ぎむ は

リー*はこの語を、「アツラー*への義務を果たす者」と説明している3。

すうはい ふくじゆう

ターダート：アツラー*を差し置いて崇拝*されたり、服従されたりする全ての対
ぐうぞう

象のこと。その意味では偶像であるか、シャイターン*であるか、あるいは人間で
がいねん

あるかを問わず、そのような状態にあるもの全てがこの概念の中に含まれること

になる。4

アツ=タバリー：ムハンマド•ブン.ジヤリーノレ•アツ==タバリー。タパリスターン

に生を受ける。クルアーン*学に限らず、アラビア語学、法学、伝承学、歴史学な

どにも精通。代表作「クルアーン*のアーヤ* 釈義に関する明証大全」は、後世の
せいつう

かいしやく けっしゆつ

あらゆるクルアーン*解釈書に大きな影響を及ぼしたと言われるほど傑出した大
よげんしや かいしやく

著。預言者*ムハンマド*の伝承を始め、初期のクルアーン*解釈学者の言葉を伝
ぎんみ

承経路をもって提示した上でそれらを分析•吟味する、という当時としては画期的
かいしやく ほどこ

な手法で全クルアーンに解釈を施した。ヒジュラ暦*310 年没5。

きようゆう きようゆう

タービイー：教友*の次世代。数多くの定義があるが、一般的には教友*と出

会ったことがあるムスリム*のこと。6

ふくすう

タービウーン：「タービイー*」の複数形。

タブークの戦い：ヒジュラ暦*9 年、タブークで起こった、マデイーナ*からのムス

リム*遠征軍と、ローマ軍との戦い。ムウタの戦い*での敗北の後、ローマ軍はム

1 アッ=タバリー1:311 参照。

2 アッ=タバリー1:526、ムヤッサル 12 頁参照。

3 アッ=タバリー1:720 参照。

4 前掲書2:1499-1500 参照。

5 アッ=ズィリクリー6:69 参照。

6 ムハンマド.アル=フダイリー1:45-47 参照。
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よげんしゃたいぐん ととの

スリム*軍の壊滅を目的に、大軍を整えていた。その知らせを受け取った預言者*

は、先手を打ってローマ帝国の国境を攻撃すべく、マディーナ*だけでなく、周辺
しゆっせい

のアラブ遊牧民部族やマッカ*の民にも、タブーク出征の命令を出した。時節は

酷暑で、果物が熟す頃、しかもタブークまでの旅程は長く、困難であった。また
ひき えんせい

過去に例を見ない三万もの兵数を率いての遠征ではあったが、乗り物用のラクダ
よげんしゃみずか ひき

や食料品•水は不足していた。しかし預言者* 自らが率いる

クに入ると、ローマ帝国国境周辺にいたローマ軍は恐れをなして退却し、武器を

交えることなくムスリム*軍が勝利を得ることとなった。この結果、イスラーム*

国家の勢力は拡大し、ローマ帝国周辺のアズルフ、ジャルバーゥ、アイラとい

たキリスト教都市国家がイスラーム*国家にジズヤ*を払うことによる協定を申し
かいご くわ えんせい

出た。タブークの戦いの描写は悔悟章に詳しく、遠征の命令に応じなかった多く
にせ えが

の偽信者*たち、あるいは一部の信仰者たちについても、その様子の詳細が描かれ

ている。1

ムスリム*軍がタブー

つ

タヤンムム：語学的には「何かを意図する」。法学的には「特定のやり方におい

て、顔と両手を清浄な砂で撫でること」。身体を清めるための水の使用が何らか

の理由により不可能な場合、ムスリム*は砂を用いて顔と両手を撫でることにより、

ウドウー*やグスル*の代用とすることが出来る2。婦人章 43、食卓章 6も参照。

タワーフ：カアバ神殿*の周りを黒石が嵌め込まれている柱から始め、逆時計周り
すうはい ひっす

に七周回る崇拝*行為のこと。ハツジ*とウムラ*における必須行為の一つでもある。

寵愛深いお方：アッラー*の美名の一つ。原語では「アル=ワドゥード」。愛す
きょうちょうのうどう

る、という意味の語から派生した強調能動分詞。アッラー*は様々な恩恵によ
しもべ

て、その僕たちにその愛情を示されるお方、そして信仰者や正しい*者たちを特
ちようあい つみ じひ ゆる じあい

別に寵愛され、罪深い者たちにもまたそのご慈悲とお赦しによって、慈愛深さを

つ

ちようあい

示されるお方である。またアッラー*ご自身、寵愛し給うだけではなく、信仰者

たちによって愛される存在でもある。3

すうはい

天使：アッラー*の崇拝*のため、光から創られた存在。理性を備え、欲望を有し

ない4。羽を有し（創成者*章 1 参照）、様々な任務を負う天使がいる。啓示を使徒

*へと伝達する役割のジブリール*、雨に関する任務を負うミーカーイール*、復活

參

つのぶえ かちく

の日*に角笛を吹き鳴らすイスラーフイール（家畜章 73 参照）など名称が知られ
たましい

ている者たち以外にも、人間に死が訪れた際に魂を引き抜く役目の天使たち
かちく

(家畜章 61 参照）、人間を守る役目の天使たち（雷鳴章 10-11 参照）、人間の善

1 ムバーラクフーリー429-438参照。

2 クウエイト法学大全 14:248-273 参照。

3 ウマル•アル=アシュカル 186-187 頁参照。

4 イブン•アビー.アル=イッズ284 頁参照。
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悪の行為を記録する役目の天使たち（カーフ章 17-18 参照）、天国の番人と地獄
みくら ゆる

の番人（集団章 71、73 参照）、アッラー*の御座を運ぶ天使たち（赦し深いお方

章 7参照）などがいる1。天使たちを信仰することは、いわゆる六信の一つである。

また、フード*章 69 以降、マルヤムォ、章 17 以降などにもあるように、天使は人間

の形を借りることもできる。

とうせい そうぞう

• 統制されるお方：アツラー*の美名の一つ。原語では「アル=ムハイミン」。創造
かて

物の行い、糧、寿命など全ての事柄を、全てお見通しになるその知識、その支配

力、保護力によって、統制されるお方。2

とラと

貴いお方：アツラー*の美名の一つ。原語は「アル=カリーム」あるいは「アル
ゆる

=アクラム」。気前がよく、偉大で、赦し深いお方。アツラー*はそれに値しない
おんけい さず ほどこ たま つみ ゆる あやま

者にも恩恵を授けられ、乞われる前に善を施し給い、罪をお赦しになり、 過ち
おか

を犯した者を大目に見られるお方である。3

どくそう

独創者：アッラー*の美名の一つで、クルアーン*の中では「諸天と大地の独創者」

という形で、二回（雌牛章 117、家畜章 101) だけ登場する。原語では「アル=バ
そうぞう

ディーウ」。語源的には創造者であるという以外にも、「前例のない形で、新し
そうぞう

く画期的な創造をする者」といった意味合いが含まれる。4

さず

トーラー：原語では「タウラート」。ムーサー*がシナイ山でアッラー*から授かつ
けいてん しと

た啓典のこと。ムスリム*はムーサー*を偉大なる使徒*の一人として信じ、彼に
けいてん かいざん

啓典が下されたことも信じるが、現存しているトーラーは改竄されたものと見なし
けいてん

ている。イスラーム*における啓典への信仰については、クルアーン*の項を参照。

どくしよう どくしよう ぎむ

* 読誦のサジダ：「サジダ*のアーヤ*」を読誦した時に義務づけられる、あるい
すいしよう

は推奨されるサジダ*のこと。マーリキー学派*•シャーフイイー学派*•ハンバ
すいしよう ぎむ

リー学派*では推奨される行為とされ、ハナフイー学派*では義務と見なされる。
びみよう

クルアーン*における「サジダ*のアーヤ*」の特定には、学者によって微妙な見

解の相違がある。サジダ*の回数は一回だけで、大半の学者はサジダ*の前後に
とな ぎむ

「アツラーフ•アクノくル（アツラーは偉大なり）J と唱えることを義務としている。
れいはい れいはい すす

そしてサジダ*する際には、礼拝における条件と同じ条件が求められ、礼拝で勧め

られていることと同じことが勧められる。5

1 ヒシャーム•ブン.アブド.アル=カーデイル 187-192 頁参照。

2 ウマル.アル=アシュカル 67-68 頁参照。

3 前掲書168-169 頁参照。

4 アツ=タバリー1:663 参照。

5 クウヱイト法学大全 24:212-221 参照。
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どれい どれい とうらい

奴隸：当時のアラビア半島に限らず、奴隸はイスラーム*が到来する以前から世界
どれい すす

各地に存在していた。イスラーム*は奴隸制を積極的に肯定し、勧めているわけで
じよきよ とびら

はなく、実際にはそれを除去するための多くの扉を開いた。イスラーム*におい
どれい すいしよう

て奴隸の解放は強く推奨された善行の一つであり、また同時に、殺人を始めとし
しょくざい

た様々な罪の贖罪として定められてもいる。

ナディール族との戦い：ヒジュラ暦*4 年、ムスリム*たちがマディーナ*近郊に住
ほうい

むユダヤ教徒*のナディール族を武装包囲し、最終的にはマディーナ*から追放し
よげんしや

た出来事。そもそもマデイーナ*のユダヤ教徒*たちは預言者*ムハンマド*のイス
じ上じ上 あら

ラーム*国家と安全協定を結んでいたが、徐々にムスリム*に対する敵意を露わに
よげんしや たくら

していき、このナディール族に至っては預言者*の暗殺を企んだ。それが判明し
よげんしや

た後、預言者*は彼らがマデイーナ*を出て行くよう命じるが、彼らは偽信者*らに

そそのかされ（集合章 11 以降参照）、それを拒む。その結果、ムスリム*たちは
ほうい

彼らの集落を六日間、あるいは十五日間に渡って武装包囲し、最終的には彼らが
こうふく

降伏し、マデイーナ*を出て行くということで合意に至った。彼らはハイバルや
いじゆう

シャーム地方（現在のパレスチナ、シリア周辺地域）へと移住し、彼らが運び切
ぼっしゅう

れなかった多大な動産、武器などは、彼らの住居と共にムスリム*によって没収

された1。この戦いの様子は、集合章に詳しく描写されている。

どくしよう よげんしや けいじ

七大読誦法：アッラー*からジブリール*を介して預言者*に啓示されたクルアー

ン氺だが、それにはただ一通りの読み方だけしかないのではない。クルアーン*の
のっと ふくすう

部には、正しい伝承に則った複数の読み方が存在する。現在、最も信頼性が高
ちく どくしよう

いと目されている七大読誦法は、そもそもイブン•ムジャーヒド（ヒジュラ暦
ちよ どくしよう げんせん

*324 年没）がその著「七つの読誦法」において厳選した、七人の学者たちから伝
どくしょう

わるもの。一般に正しい読誦法とは、①伝承経路が真正*であること、②アラビ

ア語法に則していること、③筆記的見地からウスマーン*版のクルアーン*写本表
むじゆん

記と矛盾しないこと、の三つの条件を満たしたものだが、これは彼ら七人のみに
どくし上う

限定されるわけではない。ただ一般に、この七人から伝わる読誦法はムタワー
しんぴょう

テイル*として認識されている。そして更にここに、信憑性の高い別の三人を加
どくしょう

え、十大読誦法とする場合もある。なお読み方の相違点は、単語そのものであっ

たり、単語の派生や活用に関するもの（ウスマーン*版のクルアーン*写本原本に

は、ある種の似通った文字どうしを区別する文字記号や、語の派生形や活用形を

明確に示すアクセント記号などが存在していなかった）であったり、発音に関す
どくしよう

るものであったりするが、注意すべきは正しい読誦法間の相違が意味的な矛盾
かか

を抱えることはなく、むしろ意味の多様性や説明を提供していることである2。

1 ムバーラクフーリー294-297 参照。

2 アツ=ルーミー「クルアーン諸学研究」341 頁以降参照。
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にせ

• 偽信者：原語は「ムナーフイク」で、抜け道のある穴、という意味の語に由来す

ると言われる1。つまり表面上はイスラーム*を受け入れることで、内に秘めた不信

仰の抜け道としている者のこと。これは単なる不信仰者*よりも悪いとされ、クル
ちようばつ けいこく よげんしや

アーレ*の中でも最高の懲罰を警告されている（雌牛章 145 参照）。尚、預言者*
にせ たく しやべ うそ

ムハンマド*は、偽信者の特徴として「何かを託されれば裏切り、喋れば嘘をつ
やぶ そうろん ほういつ あ

き、約束すれば破り、争論になれば放逸である」ことを挙げている2が、イスラー

ム*の基本的信仰を信じている限りにおいて、これらの「行為的な特徴」ゆえに搶

信者と見なされることはない。

にせ

にんたい にんたい にんたい

« 忍耐：アッラー*ゆえに忍耐することは、最も完全な忍耐である。それはつまり、
ふくじゆう にんたい みずか

①アッラー*への服従において忍耐し、②アッラー*への反抗に対して自らを制
にんたい たも にんたい

することにおいて忍耐し、③アッラー*の定め給うた苦難において忍耐することで

ある〇 3

しと

ヌーフ：旧約聖書のノア。イスラーム*における使徒*の一人。彼とその民につい

ての記述は、高壁章 59-64、フード*章 25-48、信仰者たち章 23-30、詩人たち章

105-122、整列者章 75-82、月章 9-17、ヌーフ章などに見受けられる。

令 ハイパルの戦い：フダイビーヤの和議*によるクライシュ族*との休戦中のヒジュ

ラ暦*7 年ムハッラム月*に、マディーナ*のムスリム*軍がマディーナ*北部約百キ

口の地点にあった町、ハイバルを攻略した戦いのこと。ハイバル*は、部族連合の

戦いやクライザ族の謀反を画策したユダヤ教徒*の本拠地であり、彼ら自身もムス
えんせい

リム*たちとの戦いを準備していた。この遠征に参加したのは、フダイビーヤの和
よげんしや

譲*に立ち会った千四百名のみで、その時に預言者*の命令に応じて出発しなかっ
えんせい

た者たちは、遠征の参加を拒否された（勝利章 15 を参照）。ハイバルにはいくつ
とりで とりで ろうじよう

かの砦があり、ユダヤ教徒*らはその砦を転々として篭城したが、ついにムス
こうふく ばくだい せんり

リム*軍の前に降伏する。これによってムスリム*軍は、莫大な戦利品*を得た。ム

スリム*側の戦死者は十数名、ハイバル側の戦死者は約九十名だった。4

ウワーウ：アーダム*の妻。いわゆるイブのこと。イスラーム*においては、彼女
そそのか

がアーダムを唆して禁断の実を食べさせたとは信じられていない。

アル=バガウイー：アル=フサイン•ブン•マスウード•ブン•ムハンマド•アル=バ家

カル、しやく

ガウイー。ホラーサーン地方出身のクルアーン*解釈•伝承学.シャーフイイー派*

1 アツ=ラーギブ503 頁参照。

2 アル=ブハーリー33 参照。

3 アツ=サアディー895 頁参照。

4 ムバーラクフーリー364-379 参照。
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ほうふ あらわ

法学者。豊富な伝承学の知識によって著され、優れたクルアーン*解釈書の一つ
こうじ ひようちよう ちよしや

としての評価が高い「クルアーン解釈における降示の表徴」の著者。ヒジュラ
暦*510 年没。1

アル=ハサン：アル=ハサン.アルニバスリー。タービイー*。その高弟カターダ*
けっしゆつ かいしやく

と並び、当時のバスラにおける傑出したクルアーン*解釈•伝承学者の一人。ヒ
ジュラ暦* no年没。2

ッジ：いわゆる大巡礼のこと。マッカ*のカアバ神殿*及びその周辺の関連する
場所を、ある特定の時期に、ある特定の形式において訪問すること。精神的に健

ノヽ

おうふく

常な成人*の自由民ムスリム*は、旅行の往復必要経費、交通手段、身体的健康、
ぎむ

道の安全、十分な時間を確保できる場合において、ハツジを義務づけられる。尚、ふ よ う ぎ む る す ふ よ う

扶養義務のある者は、自分が留守の間、扶養する者たちの必要経費を確保してい

ることも要求される。また女性の場合、上記の条件以外にも、マハラム*の同伴、
イツダ*中ではないことも条件づけられる。雌牛章 196 以降、イムラーン家章 97
も参照。3

• バドルの戦い：イスラーム*の命運を分けることになった、ヒジュラ暦*2 年におけ
よげんしや

る、マデイーナ*のムスリム*軍と、マッカ*の不信仰者*軍の戦い。預言者*は
シャーム地方（現在のシリア、パレスチナ周辺地域）からマッカ*へ帰る途中の、

ばくだい
しゆうげき

クライシュ族*の莫大な富を積んだ隊商の知らせを受け、その襲撃のために三百
ひき しゅつじん

十数名のムスリム*を率いてマデイーナ*を出陣する。しかしそれを知った隊商の
えんぐん ようせい

指導者アブー•スフヤーン*がマッカ*に援軍を要請したことにより、ムスリム*た
ちは隊商ではなく、アブー•ジャハル*が指揮する兵数一千に及ぶマッカ*からのえんぐん

援軍と戦うことになる。戦闘のために準備して出軍してきたマッカ*軍に比べ、ム
スリム*たちは数でも装備でも大きく劣っていたが、勝利はムスリム*たちのもの
となった。ムスリム*側の戦死者が十四名だったのに対し、マッカ*側は七十名の

戦死者と七十名の捕虜という大きな被害を受けた4。バドルの戦いの様子は、戦利
品*章に取り上げられている。

* ハナフイー法学派：四大法学派*の一つ。アブー•ハニーファ（ヒジュラ暦*150 年
没）を祖とし、当時のイラク地方を起点に広まった法学派。現在は、ューラシア.
インド亜大陸一帯を中心に広く分布。

1 アツ=ズィリクリー2:259-260 参照。

2 イブン.ハジャル「修訂の簡約」99 頁参照。

3 クウエイト法学大全 17:27-38 参照。

4 ムバーラクフー！；一204-225 参照。
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ハラーム•マスジド：いわゆるハラーム•モスクのことで、イスラーム*第一の聖マ
しんでん

スジド*。マッカ*に位置し、その中心にカアバ神殿*を擁する。

9

上う

よげんしや

• ハールーン：アーロンのこと。ムーサー*の兄弟で、イスラーム*では預言者*の一

人に数えられる。高壁章 150-151、ター•ハー章 42-48、90-94、詩人たち章 13、81、

整列者章 114-122などに彼に関する描写が見受けられる。

ハンバリー法学派：四大法学派*の一つ。アフマド•ブン•ハンバル（ヒジュラ暦

*241 年没）を祖とし、現在は主にアラビア半島を中心に分布している。

豪

ひご

• 庇護者：アツラー*の美名の一つ。原語では「アル=ワリイ」あるいは「アル=マ
そうぞう つかさ

ウラーJ 。一般には、全世界•全創造の諸事を司どり、ご助力を下さるお方、と
おんけい ふくじゆう あだ

いう意味。ただしアッラー*は、その恩恵と善を、シルク*や不服従という仇で返
ひご あい

す不信仰者*の庇護者ではあられない。アッラー*は信仰者に対して特別のご愛顧
かご

とご加護、ご援助をもって見守って下さるのであり、アッラー*こそは信仰者に
ひご

とつての真実かつ唯一の庇護者である。

よげんしや いじゅう

ヒジュラ暦：預言者*ムハンマド*がマッカ*からマデイーナ*に移住 *した年（西
たいいん

暦 622 年）を元年とする、太陰暦のこと。十二の月から成立するが、各月は二十

九日か三十日しかなく、太陽暦の一年と比べるとi-一日ほど短くなる。

ふくすうひんじや せつやく ひんじゃ

貧者：拙訳にて「貧者」という訳をあてた「ミスキーン（複数形はマサーキー
ひつじゆ こんきゆう

ン）」は、十分な必需品を所有していない者のことであり、一方「困窮者*」と
ふくすう

いう訳をあてた「ファキール（複数形はフカラーウ）」は、全くの無所有者とい

う説がある2。尚、この意味上の差異は、これら二つが並べて言及された場合の話

であり、お互いに独立して言及された場合には、ほぼ同様の意味（一般的な意味
まず かいしやく

での「貧しい者」）を指す、というのが解釈学者らの通則である3。

ぎむ れいはい れいはい

ファジュル：五つの義務の礼拝の一つで、夜明け前のニラクアの礼拝。その開始

時刻は、夜空に白い光が地平線と平行に広がり始める時で、終了時刻は太陽が現

れる前まで。しかし正当な理由がない限り、空が白み始める頃までは遅らせるベ

きではない、というのが一般的な学者の見解。4

蠹

フイルアウン：ムーサー*の時代のファラオのこと。これは固有名詞ではなく、当

時のエジプトを支配していた不信仰な王の通称であった。5

1 ウマル.アル=アシュカル 213-214 頁参照。

2 ムヤッサル 196 頁参照。

3 アッ=シヤンキーティー5:195 参照。

4 クウヱィト法学大全 7:17卜172 参照。

5 イブン.カスィール 1:258 参照。
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• 不可視の世界：原語では「ガイプ」。天国や地獄、復活の日*など、啓示によって
げんみつ

でしか知り得ない、全ての秘められた物事を指す1。厳密には視覚のみでなく、他

の感覚をもってしても啓示なしには到達出来ない知識の領域のことだが、拙訳で

は便宜上、一律「不可視の世界」という訳をあてた。

福音：原語は「インジール」。使徒*イーサー*がアツラー*から授かった啓示のこ
かいざん こうむふくいん

と。ムスリム*はトーラー*と同様に福音も、後に改竄を蒙ったと信じる。イス

ラーム*における啓典への信仰については、クルアーン*の項を参照。

不信仰だった者、不信仰である者：不信仰者*の項を参照。

のうどう せつやく

• 不信仰者：覆い隠す、という意味の「カファラ」から派生した能動分詞。拙訳で

は便宜上「不信仰者」あるいは「不信仰だった者たち」「不信仰に陥った者たち」

という訳で統一したが、そもそもは意図的であるかどうかを問わず、「真理を

知った後に、それを否定して覆い隠す者」という意味合いが含まれている。

* 不信仰に陥つた者：不信仰者*の項を参照。

• 不信仰の民：不信仰者*の項を参照。

« 不正：拙訳において「不正」という訳語をあてたアラビア語は、「ザラマ」とそ
ふさわ

の派生形。語学的には「何かをそれに相応しくない場所に置くこと」であるが、

その意味で「不正」の最たるものは「アツラー*に対し、かれに相応しくない考え

を持ったり、言動を示したりすること」である。「シルク气¦の項、ルクマーン章

13 も参照。

• フダイビーヤの和議：ヒジュラ暦*6 年ズル=カァダ月*、マデイーナ*のイスラー

ム*国家とマッカ*のクライシュ族*との間で結ばれた条約。教友*たちとマッカ*
よげんしや

へ巡礼*する夢を見た預言者*は、（最有力説によれば）総数千四百というムスリ
ひき

ム*を率いて、ウムラ*をするだけためにマッカ*へと向かう。しかしムスリム*た

ちのマッカ*入りを警戒したクライシュ族*の動向を受け、ムスリム*たちはマッカ

*近郊のフダイビーヤの地に留まり、両者の仲介役や使者を介して、交渉が始まる。
うわさ

一時は、ムスリム*側の使者ウスマーン*がマッカ*で殺害されたとの噂が広ま
たいきやく ちか

たことで、マッカ*へと攻撃をしかけ、絶対に退却しないとの誓い（リドワーン

つ

よげんしや

の誓い）が預言者*とムスリム*たちの間で交わされたが、それは真実ではないこ
よげんしや

とが明らかになり、結局フダイビーヤの地にて預言者*とクライシュ族*との間の

和議が結ばれた。それは十年間の休戦協定であり、その期間内は誰もが、両陣営

のどちらとでも自由に同盟関係を結ぶことが出来た。しかし一方で、ムスリム*た

ちがウムラ*を翌年に延期することや、新規にマッカ*からマデイーナ*にやって来

1 アッ=タバリー1:184-185、ムヤッサル 2頁参照。
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そうかん

るムスリム*はマッカ*に送還される一方、マデイーナ*からマッカ*に逃れた者は
そうかん

マディーナ*に送還不要とする、一見マディーナ*側には不利な条件も含まれてい
くつじょく

た。これは一部のムスリム*にとって屈辱的な出来事だったが、これがムスリム*
けいじ

たちにとっての「勝利」であることを宣言する啓示（勝利章）が下ると、彼らの
やわ

心は和らいだ。そしてムスリム*たちは翌年ウムラ*を行い、休戦期間が守られた
げきぞう

二年間にムスリム*の数は激増することになる。尚この協定は、マデイーナ*との
おそどうめい

同盟関係にあったフザーア族を襲ったバヌー•バクル族に対し、クライシュ族*が
はき

秘密裏に援軍を送ったことで破棄された。

おんまえ

* 復活の日：原語では「ヤウム.アルニキヤーマ」で、人々がアツラー*の御前に立

つ日、あるいは人々が墓の中から立ち上がる日のこと2。詳しい意味については、

最後の日*の項を参照のこと。

フード：「アード*」の項を参照のこと。

フナインの戦い：ムスリム*軍がマツカ*開城から約一力月後のヒジュラ暦*8 年、

彼らに対する戦闘の準備を始めていたターィフ方面のハワーズィン族とサキーフ
そうぜい ほえんせいとうばつ

族を討伐するために遠征した戦い。総勢一万二千名という大軍を誇ったムスリム*
きしゆうまんしん わざわ けいこく

軍であったが、多勢ゆえの慢心も災いし、フナイン渓谷で敵軍の弓兵隊に奇襲
はいそう

攻撃される。ムスリム*軍は一時敗走しかけたが、アツラー*のご助力により形勢
かいごおさ

を立て直し、最終的には勝利を収めた3。悔悟章 25-26 も参照。

ふはい ふはい

• 腐敗：「腐敗」という訳語をあてた「ファサダ」及びその派生形は、そもそも
がいあくいつだつ

「正常な状態からの逸脱」を表す4。一般的には全ての害悪を指す言葉。尚「地上
そうらん ゆうはつそそのかふはい

で腐敗を働く」ことの具体例としては、信仰者たちを唆して戦争や騒乱を誘発

させたり、不信仰者*に肩入れして、信仰者たちの秘密を彼らに漏らしたりするこ
さげすふくじゆう あら

となどのほか、アッラー*への不服従を露わにしたり、イスラーム*を蔑んだり
ちつじよ そここんらん

することなどがある。このようなことは全て、混乱を生じしめ、世界の秩序を損
たぐ

なう類いのものである。5

* 平安なお方：アツラー*の美名の一つ。原語では「アツニサラーム」。アツラー*
けっかんぞくせい みわざ

は、その本質、属性、御業において完全なお方で、あらゆる不足、欠陥、悪など
あんたい

といったことから、安泰なお方である。6

1 ムバーラクフーリー337-348 参照。

2 イブン.マンズール 12:496 参照。

3 アッ=タバリー5:3959-3963 参照。

4 アッ=ラーギブ381 頁参照。

5 アル=バイダーウィー1:169 参照。

6 ウマル.アル=アシュカル 57 頁参照。
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ことごとほうい ほうい

• 包囲されるお方： 悉く包囲されるお方*を参照。

ほうふく ぬし はげ

• 報復の主：アッラー*はかれに逆らう者を、いかなる者にも出来ないような激しい
ちょうばつ ばつ たま

懲罰でもって、罰し給うお方である。

• 保障されるお方：アッラーの美名の一つ。原語「ムウミン」には語源的に、大き

く分けて「保障、安全」「承認、証明」という二つの意味がある、とされる。つ
そうぞう さず

まりアツラー*は、その創造物に安全を授けて下さるお方であり、またご自身の唯

—性、使徒*たちの正直さを明証によって証明されるお方である。2

ほま しゆくふく

• 誉れの夜：原語では「ライラトウ•アル=カドゥル。」一年を通して最も祝福と
ほうしよう よげんしや

報奨にあふれた一夜と見なされる。アッラー*が預言者*ムハンマド*にクルアー
さず ひばん

ン*をお授けになるべく、それを守られし碑板*から、七層からなる天の最下層に
たも

まで下し給うたのがこの夜のことであった（定説によれば、その後クルアーン*は
よげんしや じよじ上

二十三年間に渡り、そこから預言者*ムハンマド*に徐々に下された3) 。尚、この
ゆえん

夜が「カドウル」と名付けられた所以には、アツラー*がそこにおいて毎年起きる
そうぞう

定め（カダル）を天使*に知らせるからである（そもそも創造の原初から終わりま
ひばん

でに起きることは全て、守られし碑板*に記されている）とか、またはその偉大さ
ほま

と高い誉れ（カドウル）ゆえであるなどといった説がある。毎年、ラマダーン月*
すうはい

奇数日のいずれかの夜にあたるとされるが、その夜の崇拝*行為や善行は八十年分
ひざまず ほま

以上の価値がある4。煙霧章 3-4 とその訳注、 跪く章29の訳注、誉れの夜章も参

照のこと。

れいはいぎむ れいはい

• マグリブ：五つの義務の礼拝の一つで、日没後の三ラクアの礼拝。その時間帯は

日没後に始まり、夕焼けが消え去ることによって終了する。5

• マスイーフ：いわゆる「メシア」のこと。アラビア語の「マスイーフJ は、「マ

サハ（消す、触れる）」という動詞の派生形であるという説が有力である。そこ
つみ けが ふつしよく しゅくふく ふ

からその意味は「罪や穢れを払拭された者」とか、「 祝福でもって触れる者」
かいしやく

である、などという解釈がある。6

• マスジド：いわゆる「モスク」のこと。原語ではそもそも「マスジド」であり、

語源的には「サジダ*する場所」の意味。日本語では、様々な言語を経由して変化
せつやく

した「モスク」が外来語として定着したが、拙訳では「マスジド」と統一表記し

ている。

1 アツ=シャルビーニー1:161 参照。

2 ウマル•アル=アシュカル 6卜66 頁参照。

3 イブン.カスイール 8:441 参照。

4 アツ=ラーズイー11:229-230 参照。

5 クウェイト法学大全 7:174 参照。

6 アツ=タパリー3:1787 参照。
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リキー法学派：四大法学派*の一つ。マーリク•ブン.アナス（ヒジュラ暦*179

年没）を祖とし、当時のマデイーナを中心に広まった法学派。現在は、北•西アフ

リカ世界を中心に分布。

マs
_

マーリク：マーリク.ブン•アナス。マーリキー法学派*を参照。

せつやく

マッカ：日本語では「メッカ」としても知られるが、拙訳ではより原語に忠実と
よげんしや

思われる「マッカ」と表記した。預言者*ムハンマド*の生誕の地。アラビア半島
しんでん

西部に位置し、ハラーム•マスジド*及びカアバ神殿*を擁する。イスラーム*第一

の聖地。

上う

マッカ開城：ヒジュラ暦*8 年ラマダーン月*、クライシュ族*がフダイビーヤの

和議*を破棄したことをきっかけに、総数一万にも上るマデイーナ*のムスリム*軍
そうすうはき

こうふく

がマッカ*へ無血入城。クライシュ族*は降伏してイスラーム*を受け入れた。

e マドゥヤン：古代アラビア半島北西部の王国都市であったと言われる。その民の
まんえん つか

間には不信仰だけでなく、商取引における不正*なども蔓延していた。彼らに遣わ
よげんしや

されたのが、預言者*シュアイブ*である。

せつやく

マディーナ：日本語では「メディナ」としても知られるが、拙訳においてはより

原語に忠実と思われる「マディーナ」で表記した。マッカ*から北東へ約四百キロ
よげんしや

の距離に位置する。かつては「ヤスリブ」という名で呼ばれていたが、預言者*ム
よげんしやいじゆう

ンマド*の移住 *以降は「マデイーナトウ•アンニナビイ（預言者*の町）」とノへ

かんりやく

いった名称で呼ばれるようになり、それが簡略化されて「マディーナ」と通称さ
さか

れるようになった。イスラーム*国家の首都として栄え、ここを中心にイスラーム
よげんしや X 〇

*は世界へと大きく拡大した。マスジド*•アン=ナビィ（預言者*マスジド）を擁

し、マッカ*に次いでイスラーム*における第二の聖地と見なされる。

じゆにゆう

マハラム：法学上、血縁上の近親関係•授乳によって生じた近親関係•結婚によつ
こ9ぎゆうこんいん

て生じた婚姻関係により、恒久的に結婚が許されない関係にある男性のこと。

ひばん

• 守られし碑板：原語では「アッ=ラウフ•アル=マフフーズ」。全ての定命が記され
そうぞうよげんしや おつしやひばん

た碑板*のこと。預言者*ムハンマド氺は仰つた。「アツラー*は諸天と大地を創造
とみくら

される五万年前 - 御座（高壁章）は水の上にあった - 、被造物の定命をお書き留め

になった」2。その場所や形状に関しては、「天使*イスラーフイールの面前にある
しんじゆ

が、彼はそれを見ることができない」「白い真珠で出来ており、その頁は赤いル
みくら みくら

ビー、その筆と字は光である」「アッラー*の御座の右側にある」3「御座の上にあ

1 クウエイト法学大全 36:200 参照。

2 ムスリム「定命の書」16 参照。

3 イブン•カスイール 48:373 参照。
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る」1など、様々な説がある。定命を信じることは、いわゆる六信の内の一つである。

よげんしや

尚、定命に関しては、次のような伝承が預言者*ムハンマド*から伝わっている。
よげんしや おっしゃ す で

「預言者*は仰つた。『全ての者は地獄か天国かに、その居場所を既に定められて
きようゆう し と まか

いる』。ある教友*が言った。『アツラー*の使徒*よ、自分の定命に任せて、一切
よげんしや

(行いを）行わないというのはどうでしょう？』預言者*ムハンマド*は仰った。
おつしや

た や す み ず か

『行いなさい。全ての容易いことが、自らの定めなのだから。幸福の民には、幸福
た や す た や す

の民の行いが容易くなり、不幸の民には不幸の民の行いが容易くなろう』。そう
おつしや ほま

仰って、夜章 5-10 をお読みになった」2。誉れの夜*の項も参照。巡礼*章 70、
そうせい

創成者*章 11、鉄章 22、星座章 22などにも、関連するアーヤがある。

けいけん

* マルヤム：いわゆるイエスの母マリアのこと。敬虔な*女性として知られ、イー
かいたい

サー*を処女懐胎した。イスラーム*においても最善の女性の一人に数えられる。

彼女に関する描写は主に、イムラーン家章 35-47、マルヤム章 16-29、禁止章 12

などに見受けられる。

かて

ミーカーイール：いわゆる天使*ミカエルのこと。雨や作物など糧に関する任務を

負わされているという。

，満ち足りておられるお方：アッラー*の美名の一つ。原語では、豊かである、他を

必要としない、といった意味の語から派生した「アル=ガニイ」。アッラー*は唯

一、自己完結されたお方であり、天地とそこにある全てのものの真の所有者であ

る。かれは連れ合いや子供、共同者などを始め、何ものも必要とはされない。む

しろ人間を始めとする全ての被造物こそが、かれを必要としているのである。3

^
満ち足りたお方：満ち足りておられるお方*を参照。

5

ムウタの戦い：ヒジュラ暦*8 年に起きた、ムスリム*のキリスト教諸国への進出の

きっかけとなった戦い。ローマ帝国からシャーム地方（現在のシリア、パレスチ

ナ周辺地域）の支配を委任されていたアラブ人キリスト教徒*のガッサーン族が、
ぼっぱつ つみ

ムスリム*側の使節を殺害したことが原因で勃発。使節の殺害は大きな罪と見なさ

れ、戦争の布告を意味していた。三千の兵と共に進軍したムスリム*軍だが、

マ帝国は一万に及ぶ大軍でそれを迎え撃つ。しかし勝利はムスリム*軍のものとな

り、ローマ帝国側の多数の戦死者に対し、戦死者十二名を数えるだけであった。4

口

む く

，
■ 報いの日：最後の日*を参照のこと。

1 イブン•ハジャル「アル=ブハーリーの真正集解説における創生者の勝利j 13:526 参照。

2 アル=ブハーリー4949 参照。

3 ウマル.アル=アシュカル 260-265 頁参照。

4 ムバーラクフーリー387-392 参照。
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ムーサー：旧約聖書のモーゼのこと。クルアーレ*の中で、最も言及されることが多
さず どうくつしと

い使徒*。トーラー*を授かる。雌牛章、高壁章、ユーヌス*章、洞窟章、詩人たち章

のかなりの部分が彼とその民にまつわる話に割かれているが、その他多くの章でも

言及されている。尚ター•ハー章と物語章の大半は、彼とその民にまつわる話である。

ムジャーヒド：ムジャーヒド•ブン•ジャブル。タービイー*。マッカ*のクルアー
きようゆうかいしやく

ン*解釈•伝承学派の祖である教友*イブン•アツバース*の高弟。ヒジュラ暦*

100 年初頭に没。1

ムスリマ：ムスリム*の女性形。

ふくじゆう

ムスリム：いわゆるイスラーム*教徒のこと。「アスラマ（服従する）」という9

のうどう

語の能動分詞で、イスラーム*はその名詞形。つまりムスリムとはそもそも、「全
ふくじゆう

身全霊をもってアッラーに服従する者」のことである2。その意味において、アー
よげんしや しと

ダム*、ヌーフ氺、イブラーヒーム*、ムーサー*、イーサー*といった預言者*•使徒
したが

氺を始め、彼らの純正なる教えに従っていた信徒たちも、れっきとした「ムスリ
すうはい

ム」であった。しかしイスラーム*用語上は、「アツラー*以外に崇拝*すべき存在

はなく、ムハンマド*はアツラー*の使徒*である」と証言することで、アツラー*
しと けいじ

から最後の使徒*に下された最後の啓示を認め、信じ、その証言と、その証言にお
じゅんしゅ

いて求められる物事を信条•言動面において遵守する者のことである3。

ムタワーティル：伝承学用語。語源的には「連続したもの」といった意味。イス
じようしぎ うそ

ラーム*用語上は、「常識的に嘘の合意が不可能なほど、多数の伝承者によって

伝えられた伝承」のこと。4

ようせき そくりょう

ムッド：容積による測量単位で、四分のーサーア*に相当。そもそもは、平均的

な成人*男性が両手に掬える量のこと。約 0.688 リットルに相当するというのが

般的な説だが、他説もあり。5

ふくすう

ムハージルーン：「ムハージル」の複数形。語源的には「避難する者」という意味。
ひなん

9

じっせん

イスラーム*用語においては通常、イスラーム*の信仰を守り実践するために、
しと したが いじゅう

アッラー*とその使徒*の命に従つてマッカ*からマデイーナ*へと移住 *した者た

ちのことを指す。

しんせい

ムハッラム月：ヒジュラ暦*の一月。神聖月*の一つ。

1 イブン•ハジャル「修訂の簡約」453 頁参照。

2 アツ=タバリー1:646-647 参照。

3 アリー.アル=フダイリー1:27 参照。

4 マフムード.アツ=タツハーン 23頁参照。

5 アツ=ズハイリー1:143 参照。
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ムハンマド：ムハンマド•ブン.アブドツラー•ブン•アブド•アル=ムツタリブ。
ごうぞく

マッカ*の豪族であったクライシュ族*ハーシム家に生を受ける。幼くして両親を
よげんしや

亡くし、祖父や叔父の後見を受けながら育つ。預言者*としての使命を受ける前か

ら、「アル=アミーン（信頼のおける人）」という呼び名で知られた。二十五歳

おさな

こうけんおじ

めいそう けいじ

の時に初めて結婚し、四十歳の時にマッカ*のヒラー洞穴で瞑想中、初めての啓示

を受ける。迫害を受けながらもマッカ*にて十三年間ほど布教を続けた後、アッ
いじゆう きそ きず

ラー*のご命令を受けてマデイーナ*に移住 *。当地でイスラーム*国家の基礎を築
わず

き、その僅か八年後にはマッカ開城*に成功。アラビア半島全域にイスラーム*を
つか しと は

広め、アッラー*が遣わされた最後の使徒*としての任務を余すことなく果たした

後、ヒジュラ暦*十一年にこの世を去った。1

ぼうご

ムフサン（女性形はムフサナ）：語源的には「防護された者」という意味。一般
けいけん

的には、①ムスリム（ムスリマ）*で、②正しい結婚のもとに完全な性交を経験し、

③正常な理性を備えた、④自由民の、⑤成人*を指す。2

おくめぐ

恵み深いお方：アッラー*の美名の一つ。原語は、贈る、与える、という意味の語
きようちようのうどう

から派生した強調能動分詞「アル=ワッハーブ」。天地の真の所有者であり、
さず

その宝庫を一手にされるアッラー*は、限りなくお与えになるお方。かれがお授け
さしょう

になるいかなるものも、かれにとっては些少であり、それによってかれの王国の

宝庫から減ることもない。3

よげんしや

ヤァクープ：旧約聖書のヤコブのこと。イスラーム*における預言者*の一人で、

イスハーク*の息子。ユースフ*の父親。別名イスラーイール（イスラエル）。

ユースフ*章、預言者*たち章 72-73、蜘蛛章 27、サード章 45-47 などにその描写
よげんしや

かいま

を垣間見ることが出来る。

アル=ヤサァ：一説には、旧約聖書のエリシャのこと。

よげんしや

• ヤヒヤー：旧約聖書のヨハネのことで、預言者*の一人。一説にはイーサー*の従
じよじゆつ

兄で、最初に彼を信じた人物。マルヤム*章 2-15などに彼に関する叙述あり。

• 唯一なるお方：アツラー*の美名の一つ。原語では「（数字の）一、一つ、単独の」

といった意味の語から派生した「アル=ワーヒド」または「アル=アハド」。後者
ぞくせい えいえん

の方が、より強調された意味合いがある。アッラー*はその本質と属性において永遠
そうぞう

に唯一の存在であり、同様のものがなく、何にも似てはおられない。また、創造や
しゆ けんい すうはい けんい

世界の運営など全宇宙の主*としての権威、崇拝*されるという権威において唯一で

あり、いかなる共同者もおられないお方である4。アッラーの唯一性*の項も参照。

1 ァッ=ズィリクリー6:218-219参照。

2 クウエイト法学大全参照 2:223-226。
3 ウマル•アル=アシュカル 97 頁参照。

4 前掲書228 以降頁参照。
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唯一性：アッラーの唯一性*の項を参照。

よげんしや

ユースフ：旧約聖書のヨセフのこと。イスラーム*における預言者*の一人で、$

すうきふ しれん

ヤァクープ*の息子。彼に降りかかった数奇な運命と、数々の試練を乗り越えて成
いつわ

功に至った逸話は、ユースフ章に詳しく描写されている。

つか よげんしや

ユーヌス：古代イラクのモスル地方に遣わされた、預言者*ユーヌス.ブン•マッ
よげんしや

ター1。別名「ズン=ヌーン」
（

（預言者*たち章 87 の訳注も参照）、旧約聖書のヨ

ナのこと。ユーヌス章98、預言者*たち章 87-88、整列者章 139-148、筆章 48など

に描写あり。

ふくすう

ユダヤ教徒：原語では「ヤフーディー（複数形はヤフード）」。その名称は、高
かいご

壁章 156 に見受けられるように彼らの悔悟（アラビア語の「ハーダ/ヤフード」）

に由来するとか、ヤァクープ*の息子ヤフーザ（ユダ）に由来するなど、諸説存在
よげんしや

する2。預言者*ムハンマド*時代のアラビア半島にはユダヤ教徒が存在しており、
いじゆう いじゆう

ムスリム*たちがマッカ*から移住 *したヤスリブ（ムスリム*たちの移住 *後に

「マディーナ*」と改名）においては、有力な地位を築いていた。彼らは一説に、

新バビロニア王国のネブカドネザルニ世によるユダ王国の攻撃や、紀元後一世紀
ぞくしゆう いくど

と二世紀初頭におけるローマ帝国とユダヤ属州との間の戦争により、幾度かに分
いじゆう

けてアラビア半島に移住•定着したのだという。当時のヤスリブのユダヤ教徒に

は、 カイヌカーウ族、ナディール族（集合章を参照）、クライザ族（部族連合章
とりで きず へいさ

26-27 とその訳注を参照）という主要三部族がおり、 砦を築いて独自の閉鎖的な
いとな にぎ

生活を営みつつ、農業や工業によってヤスリブの経済を握っていた。また、当地
せいりよく さつ

の主要アラブ部族であったアウス族、ハズラジュ族が勢力を増しつつあるのを察

すると、バヌー•カイヌカーウ族はハズラジュ族と、他の二部族はアウス族と
さくぼうどうめい

同盟を結び、策謀してアラブニ部族を互いに戦い合わせた（雌牛章 85 とその訳注

も参照）。この状態は彼らの間の最後の戦争が終わり、アウス族とハズラジュ族

がアブドッラー•ブン•ウバイイ*を指導者とすることで一致団結した、ムスリム
いじゆう よげんしや

*たちの移住 *の五年前まで続いていたのだという。尚、預言者*ムハンマド*の移
じゆう のぞ

住 *後には、アウス族とハズラジュ族の間の敵対関係は完全に取り除かれ、ユダ

ヤ部族とも友好条約が結ばれた。

いた

よく労われる（お方）：アツラー*の美名の一つ。原語ではそもそも「感謝する」

という意味の語から派生した「アツ=シャーキル」あるいは「アツ=シャクール」

で、後者の方がより強い意味を含むといわれる。アツラー*は、ほんの少しのよき

Sr

ねぎら たま ほうび むく おんけい さず

行いを労い給い、それに対して豊かな褒美でお報いになり、偉大な恩恵を授けら
まんえつ

れ、小さな感謝の念でもご満悦されるお方である。3

1 イブン.カスィール5:366 参照。

2 前掲書 1:285 参照。

3 アル=ハッタービー65 頁参照。
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よくお守りになるお方：アッラー*の美名の一つ。原語では「守る、記録する」と

いう意味の語から派生した「アル=ハーフイズ」または「アル=ハフイーズ」。
きようちよう

後者の方が、より強調された意味合いがあるという。アッラー*は定められた時
おちから さいはい そうぞう めつぼうお ん ち し き

期まで、その御知識と御力とご采配により、全ての創造物をその消滅や滅亡から
けいけん

お守りになるお方。また人々の現世での言行を天使*たちに記録させ、敬虔な*信
がいあく

仰者を様々な害悪から守られるお方でもある。

もどかいご

よく悔悟をお受け入れになるお方：アッラー*の美名の一つ。原語では「戻る」と
きようちようのうどう

いう意味の語から派生した強調能動分詞「アッ=タウワープ」。アッラー*は
しもべ かいご

僕の悔悟を、いつまでも、何度でも、お受け入れになるお方2。また、イスラーム
かいご つみ

*におけるアッラー*への悔悟は、以下の四っを満たすことである：①罪から手を
おか つみ く つみ おか けっしん

引くこと。②犯してしまった罪を悔やむこと。③その罪を再び犯さないと決心す

ること。④その罪が取り返しのっくことであったら、そうすること。3

かんじよ

よく寛恕されるお方：アツラー*の美名の一つ。原語ではそもそも、「消す」とい

う意味の語から派生した「アル==アフウ」。つまりアツラーは、罪そのものを消

し去ってくれるお方である。一説に、この美名が「赦し深いお方」という訳を当

てた「アル=ガフール」「アル=ガーフイル」「アル=ガツフアール」よりも強
おお

い意味を含むと言われるのは、それらが「覆い隠す」という意味の「ガファラ」

に由来している4からであり、罪を「覆い隠す」よりも「消し去る」方が強力であ

るからだと言われる5。

よ げ ん し や し と

預言者：使徒*の項を参照のこと。

四大法学派：ハナフイー学派*、マーリキー学派*、シャーフイイー学派*、ハンバ

リー学派*の四学派のこと。

ラビーウ•アル=アーヒル月：ヒジュラ暦*の四月。

しんせい

ラジャブ月：ヒジュラ暦*の七月。神聖月*の一つ。

アツ==ラーズイー：ファフル•アツ=ディーン•ムハンマド.ブン•ウマル•ブン•ア
かいしやく どうし

ル：=ハサン。現在のイラン北部出身。クルアーン*解釈学の導師と呼ばれるが、
かいしやく

宗教分野だけでなく、様々な分野の学問に通じていた。クルアーン*解釈書
かぎふかし

「不可視の世界の鍵」の著者（完成前に他界し、未完部分は別の学者が同じ手法
かんすい

で完遂）。ヒジュラ暦*606 年、ヘラートにて没。6

1 ウマル.アル=アシュカル 159-161 頁参照。

2 前掲書 247 頁参照。

3 ァッ=ラーギブ 83頁参照。

4 前掲書 364 頁参照。

5 ウマル•アル=アシュカル 255-257 頁参照。

6 アッ=ズィリクリー6:313 参照。
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• ラッスの徒：「ラッス」の原義は井戸のこと。彼らが誰だったかには、「ヤー•
スイーン章に登場する民（同章 13 以降を参照）」「シュアイブ*が遣わされた民

の一つ」「アゼルバイジャン地方にいた民」「ヤマーマ地方（アラビア半島中部)
つか よげんしや ほろ

にいた民」など諸説あるが、要は彼らに遣わされた預言者*を信じずに滅ぼされた、

シルク*の民である。1

ぎむ さいかい

• ラマダーン月：ヒジュラ暦*の九月。義務の斎戒*の季節でもある。

りそく りそく

• 利息：便宜上「利息」という訳語をあてた原語は「リバー」であるが、これはイ
ちえん

スラーム*法学的には正確な訳ではない。「リバー」には大きく分けて「遅延のリ
よじよう りそく

バー」と「余剰のリバー」の二種類があり、いわゆる利息は前者に分類される。

雌牛章 275-280、イムラーン家章 130、ビザンチン章 39 も参照。

ふくじゆう

• ルクーゥ：語源的にはそもそも「服従」という意味がある2。イスラーム*用語上
かたむ じぎ れいはい

は、立ったまま上体を前方へ直角に傾ける、お辞儀のような形の礼拝動作のこと。

しと おい

• ルート：旧約聖書のロト。使徒*イブラーヒーム*の甥にあたり、彼と共にイラク
よげんしやいじゆう

の地から現在のパレスチナ地方へと移住した。彼自身も預言者*の一人。彼とそ

の民の間に起こった話は、高壁章 80-84、フード*章 69-83、詩人たち章 160-175、
あり < ち

犠章 54-58、蜘蛛章 28-35、月章 33-40などに見受けられる。

れいはい じゅんしゅ

• 礼拝を遵守する：原語では「イカーマトウ•アッ=サラー」という言い回し、及

びその派生形で表現されている。これには、特定の時間帯や、定められた形式を
じゅんしゆ れいはい

遵守しつつ礼拝を行う、という意味が含まれている。3

れいみょう
せんさい

• 霊妙なお方：アッラー*の美名の一つ。原語では「優しい、繊細な」といった意
びみよう びしょう

味の語から派生した「アツ=ラティーフ」。アツラー*は最も微妙で微小な福利
せいみよう せんさい

をご存知であり、かつその福利をそれに値するものに、精妙かつ繊細な形で実現

されるお方である。4

さいばん• アル=ワリード•ブン•アル=ムギーラ：ジャーヒリーヤ*におけるアラブ人裁判官
すで ろうれい

で、クライシュ族*の指導者の一人。イスラーム*が出現した時期には既に老齢
はげ

つるぎ いみよう

だったが、激しく敵対し、その信徒を抑圧した。「アッラー*の剣」の異名を持

つハーリド•ブン•アル=ワリードの父親でもある。ヒジュラ暦*元年没。5

1 アル=クルトゥビー13:32-33参照。

2 アツ=タパリー1:369 参照。

3 前掲書 1:187、ムヤッサル 2 頁参照。

4 ウマル.アル=アシュカル 132 頁参照。

5 アツ=ズィリクリー8:122 参照。
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アル=ワーヒデイー：アリー•ブン•アフマド•ブン•ムハンマド。ナイサーブール翁

しようちゆう ちゆうよう かんりやくかいしやく

出身のクルアーン*解釈学者、文学者。代表作は、「詳注 」「中庸」「簡略 」
ぎぼ こと

という規模の異なる三つのクルアーン*解釈書など。ヒジュラ暦*468 年没。

ふくすう

• われら：第一人称代名詞の単数形を複数形で表すのは、アラビア語だけでなく西
そんげん ふくすう

欧の言語などにも見られる「尊厳の複数 （pluralis majestatis) 」という表現法

である。アッラー*はクルアーン*の中でご自身を、時には単数形の代名詞で、ま
せつやくふくすう

た時には複数形の代名詞でお示しになった。拙訳では、この表現法の違いにも
ちと

アッラー*の英知が含まれているという信念に基づき、前者の場合には「われ」、

後者の場合は「われら」として区別を付けた。

1 アツ=ズィリクリー4:255 参照。
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サウジアラビア王国イスラーム諸事•布教.伝道省は、その管轄下にあ

るファハド国王マデイーナ•クルアーン印刷コンプレックスを通じて、

クルアーンの日亜対訳注解を出版できることを喜ばしく思うと共に、

この書が人々にとって有益なものとなることをアッラーにお祈りしま

す。また、クルアーンの配布におけるその並ならぬご尽力に対し、

アッラーが、二大聖地の守護者サルマーン•ブン.アブドルアズイーズ.

ァーリ•サウード国王に、最善のご褒美をお授け下さいますよう。

アッラーは全ての成功の主であられます
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